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第9刷の刊行に当たって

　この榊縄語順撫は昭和38年3月に初版が刊行されている。これは，島

袋盛敏氏が収集された首里地方の方言資料を基盤とし，圏立国語研究所の地

方言語研究室をはじめとする多くの人々が，／0年に及ぶ歳月をかけて完成さ

せたものであり，方言使用者の記述と研究者の科学的考察がうまく連携した

学徳無価値の高い辞典である。

　初版の刊行後は，方書研究の資料として，また沖縄方書の数少ない辞典と

して，高い評価を得て，何度か版を重ねてきた。3年前には，沖縄県の人々

や方言研究餐などからの要望に添えて第8刷を刊行したが，それも短期間で

完売となり，さらなる心綱を求める声が続いている。この辞典をロングセ

ラーとして支えてくださっている各方爾の方々に厚く御礼申し上げるところ

である。

　一方，初版発行から時間の経った書物，特に辞無類にあっては，刊行当初

には意識されなかった語が，種々の観点から後に，場合によってはその使用

が好ましくないとみなされることがある。今圓，要望に応えて増刷を行うに

当たって慎重に検討した結果，無用な誤解を避けるために，沖縄方言へ接近

するための「索引篇（標準語引き）」については，そのうちの一部の語を玉

除することとした。

　なお，「本文篇（沖縄首里方言辞典）」は当蒔の方雷とその使用意識を反映

した研究資料の中核であり，この学術的・歴史的資料としての価値を尊重

し，現在の価値観から手を加えることはせず，そのまま掲載することにし

た。そのことが，近年はげしい変化の渦中にある沖縄語の研究資料として欠

くことのできない条件だと考えたからである。

　今後も，この騨縄語融融を学術的資料として御利用いただければ幸い

である。

　平成13年3月

　　　　　　　　　　　　　　　国立國語研究所長甲斐睦朗



刊行のことば

　この辞典は，沖縄の首里華華の語を集めたものである。沖縄のことば

は，いうまでもなく，日：本語に属するものであって，日本語の一方言と

遷るべきものである。沖縄のことばについては，すでに各種の研究があ

り，語を集めたものとしては，入重山地方に関する八重山語彙（宮良欝

欝氏）などすぐれたものがある。本辞典で取り上げた首里地方のことほ

は，沖縄ことばの標準と仰がれて来た言語であるばかりでなく，文献と

して残っている沖縄ことばと深い繋がりを持つものである。

　国立国語研究所がこの「沖縄語辞典」の編集を計画したのは，研究所

創設i当初であった。その当時，礒究所には，外部の人に調査研究を委託

する委託研究費があり，評議員の柳田国男氏から，島袋盛敏氏の首里語

研究を推薦された。こうして，島袋氏の手によって辞典の稿本が作られ

たが，研究所では，さらに地方華語研究室でこれを欝語学的に検討する

こととし，全面的に書き改めて，解説・索引等を加えた。

　末辞典は，実際に首里語を使用した入が内省によって記述したものを

基とし，それに研究者が客観的な学悶的考察を加えたものである。使用

者と研究者との協力によって作られた辞典というところに大きな堅魚が

あると思う。

　なお，この研究を行なう周に，首里出身者として，島袋盛敏氏のほか

に，その夫人，ならびに比嘉春潮氏などに協力していただいた。また，

当研究所の評議員の東大教授服部四郎博士に，言語学上の指導を仰い

だ。ここに心からのお礼を申し述べたい。ただ，この辞典が成立するも
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とを開かれた梛田繭男氏の生前にこの辞典を完成できなかったことは，

まことに心残りである。

本書の編集に関して，この十年，絶えず尽力して来たのは第一概究部

の地方書諮研究室であり，中でも土村幸雄が霊たる担当者として力を傾

けたことを記しておく。

　昭和38年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　麟立国語研究nt長岩淵悦太躯
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編集経過の概要

　この辞典は，初め鴎袋盛敏氏が収集した資料をもとにしている。

　本欝の標題で沖縄語と呼んだものは，琉球方言の中心的位置にある誉里方言（琉球

方言の中の沖縄南部方書に回する）をさす。

1遇袋盛敏氏の資料収集と研究

　臨袋盛敏氏は，首望出身の琉球研究家で，特に琉球文学，琉球芸能の概究が専門

である。氏は1890年に首里の西之平等久山川に生まれ，幼少年時代を同じく首里の

南風之平等当蔵で過ごし，青年時代の初めは，同じく南風之平等大中で過ごした。

両親とも首里出身の生粋の首里入である。首里の沖縄師範学校を卒業後，沖縄塞島

の国頭，中頭，那覇などで小学校教員を勤め，中等教員の資格を取得したのち1931

年二二に居を移し，成城学園女学校で漢文を教えるかたわら，郷土琉球の文学・芸

能を研究した。1952年に成城学園を退職したのちは，琉球文学，琉球芸能の研究に

専念し，現在なお，横浜で研究を続けている。著書には「遺二曲伝」（1935），「琉球

の民謡と舞踊」（琉球芸能全集の1，1956）その他がある。

　民は，故柳田願男，二二波普猷，また，琉球史家の比嘉春潮氏らの勧めもあっ

て，自身の言語である誉里方言の辞典を編集することを思いたち，たまたま1947

年に文部省の科学研究費（共同概究題目「臼本民族に近接せる諸民族の言語及び文化

等の硫究」，代表者二村孝三郊，島袋氏担当題目「琉球首里語のを受けたのを機に，

その仕事にとりかかった。

　首里方言は琉球方言の標準語ともいえる位置にあった方言で，国語学。方書学そ

の他の観点から見てきわめて価値のある方言であるが，その本格的な辞典というも

のはこれまでにまったくなかった。氏は自身の語彙をはじめ，記入とし氏（1892隼

生まれ，首里出身）の語彙，当時まだ健在であった夫入の母堂国頭ツル氏（1863矩～

1947隼）そのほかの入びとの語彙を収集した。首塁方言は，廃藩による身分剣の撤

廃，普通教育による標箪語の普及，近隣の那覇市の発展，第二次大戦による戦禍な

どの著しい社会変動のため，明治の中ごろまでの比較的純粋な形は今日ではほとん
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ど聞くことができないと書われる。したがって，もし農袋氏の仕事がなかったなら

ば，明治以降の大きな変動を受ける以蔚の首里方言の語彙のかなりの部分がおそら

く永久に詑録されないまま失なあれたであろう。また，氏が当時の教養ある階綴で

ある目凹の士族の家庭に生まれ，育ったこと，氏の育った家庭が廃藩当時の社会改

革に際して首回王学を支持する保守派に属したため，氏が進歩派士族や平民の野合

よりもいっそう首里のigntの習俗に親しみつつ育ったこと，氏が1931年以後東京

に移り柱んだためにかえって近隼の三里方言の変化をこうむらずにすんだこと，両

親，夫人とも首里出身であったことなどは，氏の首里方書の純粋さを保つ上で有利

であったといえよ5。

　たまたま繭立回護耐究所が1948年に創設された際，評議員の柳田岡男が醗三下

の委託碕究の灼象として轟袋氏の研究を推薦し，二四FXは，昭融23年度・24隼度

の爾隼度にわたって島袋盛敏氏に研究を委託した。臨袋町は，昭和25年度には研

究所に雰常勤職員として勤務して，昭頼26年（1951年）3月に見出し語1万2千以

上，原稿用紙（400字）で1856枚目及ぶ稿本を完成した。

2　国立同語研究概が行なった研i究と作平

　国立国語概究所地方書語研究釜は昭撫28隼度（1953隼）にこの稿本に国語学上の

検討と補正を加え始め，以後，昭職37年（1962年）秋までに，氏の稿ホを新しく出

版のための原稿の形に書き改めるとともに，およそ次の研究と作業とを行なった。

（1）善里方書の音声・アクセントの観察と，表記の音韻表記化，一刻順の変更

　　勢州氏の稿本の蒼黒方言は，氏塗身が工夫した片仮名式表記法（弼～49ページ

　および93～98ページ参照）によって書かれ，また，アクセントは門口されていな

　かった。そこで，表詑を音韻表寵に改め，かつ見出し語にアクセントを記入する

　ために，首里方言の音声とアクセントの観察と，その音韻表門確立のための丁寧

　とを行なった。この観察と研究は，当時国立国語磯究所評議員であった服部四郎

　東大教授の指導と協力を得て行なった。被調査者は，主として島袋氏および門守

　春潮氏であったが，そのほか東窟に在住の故伊江朝助（1881年生まれ，旧貴族。

　もと貴族院議員），譜久由朝憲（1932年生まれ，旧貴族），仲1日秋一一（1931年置ま

　れ，旧士族）の票氏の発音も観察した。三氏と屯両親・塞人とも首里生まれ，首

　璽育ちであり，あとの二氏の発音の観察は，蒼い世代の発音を知るために行なつ
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　たものである。

　　比嘉春潮氏は1883年首里士族の家庭に生まれた。両親とも首里出身であるが，

　尊父（首里の真湘志之平等山川生まれ）が首里近郊の西原で役職にあったために，

　魯身は17歳まで西康で育った。1906年に首里の沖縄廓範学校を卒業してから，

　那覇その偬で小学校教員，校長などを勤め，1933年以後は東京で出版業その他に

　従事するかたわら，琉球の歴史の研究に没頭した。1961年4月以来ハワイ大学東

　西センターに客員教授として招かれ，現在（1962年）もホノルルで碕究中である。

　著書「沖縄の歴史」（1959）のほか，論文多数がある。

　　氏からは，音声・アクセントの観察ばかりでなく，島袋氏の健康上の理由によ

　り，以下述べる（2），（3），（5），（6）の仕事についても被調査者として協力を

　いただいた。氏は氏宙身の研究の時間をさいて被調査者としてたびたび国：立国語

　研究所や東大言語攣研究室にN向き，また数十回に及ぶ羅立国語研究三一の訪問

　を受けた。氏が西原で育った点で，首里方言の被調査者としての条件は完kとい

　いにくいが，氏の首回方言は，島袋氏のそれときわめて多くの点で一致するもので

　あった。また，島袋氏は夫人の母堂その他女性の語彙も収集したため，島袋氏の

　稿本：には女性の使っていた語がよく集められているが，これに：対し比嘉」気は，島

　二二より7歳年長でもあり，また尊父と暮らした期間が長かったためか，士族男

　性の使う語をよく記憶されていた点でも好都合であった。いつも客観的な態度で

　自身の言語を内雀し，主観的な解釈をまじえた報告をしない点で，氏はわれわれ

　にとって首記方言のこの上ない被調査者であった。

　　以上の調査に基づいて，島袋Kの稿本の見当し語と例文のすべてを音韻表記に

　改め，また，見出し語のすべてにアクセント記号を付した。そしてその結果をい

　ちいちの見出し語について一部は島袋氏について，弛は比i籍氏について誤りがな

　いかどうか確かめた。

　　また，鶴袋氏の稿本では，見椙し語が片仮名表記によって五十音順に配列され

　ていたが，書き改めた漂稿では，ローマ字による音韻表記としたので，当然見出

　し語はアルファベット順の配列となった。

（2）　意味の説明の精密化と用例の補充，動詞の活用の種類の詑入

　　農袋氏の稿本には，首里の薔俗・芸能などに関する説明が豊冨に入れられてい

　たが，一方説明が簡単に過ぎる項目や，記述が意味の説明なのか，対応語なのか，
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　または首里方言の漢字表寵なのかがはっきりしない項目もかなり見いだされた。

　これらにつL・ては，はじめ葛袋氏に，のちに比嘉灰に一つ一つ尋ねて疑問を解

　き，説明を書き改めた。また，これらについてはできるだけ用例を加えて，その

語の用法がわかるよ5にした。一方，見出し語の意味や用法に関係のない畏い説

　明は，縮めたり，割愛したり，他の適当な見出し語のところに移したりした。

　　このような疑問項冒の処理や用例の補充のために，島袋氏および比嘉氏と隠州

　を重ねることが数十圓（おそらく百回以上）に及んだが，その時間のうちに質問し

　て処理し得た項呂の数は限られたものであり，全見出し語に及ぶことはできな

　かった。したがって，不題意ながら，すべての見出し語に用例を付けることはで

　きなかったし，また，意味の説明も，単に標準語の類義語・同義語を，もとの稿

　本のままいくつかあげるにとどまった項冒が相当数残った。

　　また，島袋氏の稿本では，動詞の見出し語に活用の詑入がなかったが，あらた

　に，比嘉氏についてすべての動詞の見出し語についてその活用の種類を調査し，

　これを見出し語ごとに詑遣した。

（3）　見出し語の整理と補充

　　まず，見出し語としてあげるものの規準を一定にした。すなわち，島袋氏の稿

　本で，岡一と思われる語で語義の異なるごとに劉の見出し語となっていたもの，

　熟語（イディオム）を作るごとにSljの見出し語となっていたものは，それぞれ一つ

　の見出し語にまとめた。一方，複合語で，見出し語としてあげてないが用例とし

　てあげてあるものは，あらたに見出し語として出した。また，少数の複合語の成

　分として用いられるが単・語ではないものが単語として見聰し語となっていた場合

　は，見出し語から除き，その複合語を見出し語とした。また，多くの複合語に含

　まれている接頭辞や接尾辞などで見出し語にないものは，（接頭），（接尾）などの

　注記を付けて見出し語に出した。そして島袋氏の稿本にあった見畠し語が単語

　（複合語を含む）であるか，接頭的な，または接尾的な成分であるか，あるいは二

　単語以上からなるイディオムであるかを調べ，その区罰を明らかにした。

　　つぎに，島袋氏の稿本では，一一Ptの見凝し語を除き，組踊り。琉歌などに用い

　られる文語，E常用いられる口語，明治以隆の新語，ほとんど用いられなくなつ

　た古語などの区画に開する注詑がなかったが，できるかぎりこのような注記を施

　すようにした。
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　また，（2）に述べた疑問項目の処理などの調査を比嘉氏について行なった過程

で，島袋氏の稿本に収録されていない単語をかなり見いだしたので，それらも必

要と思われるものは見出し語に加えることとした。その結果，冤出し語の数は

　2～3千程度増加したものと思われる。どのようなものを見出し語として加えた

かは大体次の規準による。

（i）　島袋氏，比嘉氏の幼年時代から青年時代にかけて首里で使われていたと思

　　われる単語はできるだけ収録する。当時，一部の老入しか使わないなど，まれ

　　にしか聞かれなくなっていたと思われる単語も，島袋氏または比嘉氏の記憶に

　　あるものは収録する。

　（ii）　口語では用いられないが，組踊り・琉歌などで用いられ，当時の人々が

　　知っていたと商われる単語は，島袋艮の稿本にもすでに相当数含まれているの

　　で，例文の中などで用いられているものは収録する。

　（iii）　明治以隆，現代までに標準語からの借用によって生じたことが明らかな新

　語は，収録すると際限がないし，島袋氏の稿本にもないので，収録しない。標

　　準語の大部分の単語は，新語としてなら首里方言の会話の中に混入させて使う

　　ことができるからである。ただし，明治または大正時代に一時的に新造され，

　　あるいは借用された新語で，その後は用いられなくなった単語は，文化史的に

　　も興味があるので，収録する。たとえば，ciNCOO⑨（県庁）とか，島袋弐の稿

　　本にもあった？ag癌wiigurum歌a①（陸の孫譲の意。おか蒸気。汽車のこと），

　　kaagaaudui⑰（影踊りの意。映画のこと）などのような語は収録するが，これ

　　に対し，kiNcoo（県庁），　kisja（汽車），’elga（映画）などのような語は収録し

　　ない。

　　　また，明治以降標準語から借用された新語であるか，在来から首里方醤で用

　　いられていた語であるかが，農袋氏，比嘉氏の記憶によっても不確かなものは，

　　収録する。

　（iv）　地名は島袋氏の稿本にほとんどなかったが，付録の地名要覧を参照すると

　　い5形式で，その主要なものを本文にも首里方言の発音に従って収録する。

（4）　標準語引き索引の作成

　　辞典（本文篇）の利用姫値を大きくするために，標準語引きによる素引（索引篇）

　を作成した。索引は五十音順による小項目式にした。大儲儀式や意味分類式で
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　は，索引にまた索引をつける必要があり，また本文の原稿からそれを作るのには

　困難が伴ったからである。

（5）解説旛の執筆

　　琉球方言の概観，首里方言の輪郭，着里方言の音韻と表記法，首里方言の文法

　について，解説を新たに作って解説篇とL，本文編利用のための参考に供した。

　ただし，文法については当初もっと全般的な解説にする予定であったが，そのた

　めの詳しい調査をする時問がなかったため，活馬する語（動詞。形容詞・連詞）に

　ついての解説にとどめた。また，いわゆる「助詞」については，当初，見出し語か

　ら除いて，ほかに用例集を付げる予定で調査をあとに延ばしていたが，それを果

　たさなかったため，晶晶な説明のみで本文編の中で扱う結果となった。

（6）　地名一覧（付録）の作成

　　琉球列嵩の地名は漢字で書かれると読みにくいものが非常に多く，また最近は

　標準語式の読みかたに変わりつつあって，元来の発音が失なわれつつある。そこ

　で，沖縄本島の地名を中心とし，徳の蕩々，：本土，外国までも含めた，誉里方誉

　による地名一一覧を作成し，付録とした。そして，樋里方言の発音（比嘉氏による）

　と漢字の漂準語読みとの両方から検索できるようにし，ほかに地図数枚を作成し

　て添えた。

　　なお，以上の研究と作業の5ち，（2）と（3）については，心立磁語研究所年報

　8（昭和31年度）にも述べた。そこには島袋氏の稿本と書き改めた原稿とを対比

　した例を示してある（ただし，そこにあげた書き改めた原稿の例の中には，その

　後さらに修正した箇駈がある）。

3　協力者と握墨者

（1）晶袋盛敏

　　前述のとおりホ文篇に当たるもとの資料を集め，国立鼠語研究所の委託研究

　（昭癩23・雛年度）として，また，国立国語概究所の非常勤職員（1951年1月か

　ら3月まで）として，本文篇のもとの稿本を完成した。

　　以後，国立国語研究駈のM究の5ちの，葡述の（1）の大部分と，（2）と（3）の

　一部分について，研究所の求めに応じて被調査考となった。皮版の運びになって

　からは，本文鷹の校正欄りを通読して，研究筋が行なった研究と作業の間に生じ
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　た詑述の誤砂を直し，比嘉氏について調べたことと島袋氏自身の言語と相違する

　点について旛摘した。

（2）　　Lヒ嘉春潮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　農袋氏および国立国語研究所の求めに応じて，農袋氏の稿本を通読し，稿本に

　加筆を行ない，また，概究断に対し，加筆または修正すべき箇所について意見を

　述べた。また，国立園語研究所の求めに応じて，研究所の行なった前述の概究の

　うち，（1）の一一Xt分，（2），（3），（5）の大部分，（6）の全部について被調査者

　となった。

（3）　他の首里出動者

　　故黒戸朝助，譜久晦朝憲，仲田秋一の厳氏は国立国語研究所の前述の硫究の

　（1）の一小部分について，見里朝慶氏は（5）の調査の一小部分について，研究燐

　の求めに応じて被調査者となった。

（4）　湾艮部四郎

　　1953年春から数か月の闇，東京大挙文学部言語学研究室において島袋氏，比

　慕氏の音声とアクセントの観察を行ない，首里方書の音素・アクセントの体系を

　明らかにして，研究藤の行なった前述の（1）の研究を指導した。また，前述の

　（2）以下の仕事についても研究所に射し，方法上の助言を行なった。

（5）　国立国語概究所地方言語餅究室の蜜員

　　箭述の本文篇を原稿に書き改めること，および，（1）から（6）までの研究と作

　業は，第6研究窒（のちの第～研究部地方欝語研究室）が行なった。室員上村幸雄

　が撞撫したが，ほかに，次の考が主として次のよ5に協力した。室長柴田武は音

声とアクセントの観察を上村と共同で行なった。また，上村が書き改めた本文篇

原稿の大部分と，解説縮の療稿とを通読し，上村に助言を行ない，また，索引総

の校正を行なった。室員徳川宗賢は末文篇の校正糊りと索引篇の校正止りとを通

読して上村に助言した。同室の硫究補助員白沢宏枝は柴田，上村，徳川とともに

校正を撫遺したほか，補助的な作業で上村を助けた。
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1　琉球　方　言　概　説

1　名称と分布地域
　　　　　1）
　琉球方言とは，奄美・沖縄・宮古・八璽山の四群島に分布する諸方言の総称であ

り，琉球語，沖縄語，南島方言などとも呼ばれる。

　その分布地域は，琉球と薩摩の間で行なわれた慶長戦争（1609）以前に琉球王朝が

支聡していた地域と一致する。奄美群葛は慶長戦争以後，琉球王朝の支醗を離れ

て，薩摩が直接支配するようになったが，現在の奄美群島の諸方言はやはり琉球方

書に属する。奄美群島の北，土鳴嘱列島の方書については資料が乏しいが，語彙の
　　　　　　2）
断片的な資料から，九州方言に属するものと推定される。種子鶴，屋久島，口永良

部島などの方言は明らかに九州方舞に属する。

2　本土方言との関係

　琉球方言は，話し手の数こそおよそ100万入に過ぎないが，北海道から九州まで

をおおう本土方言と対立し，話し季冬9千万人の本土方言とともにβ本語を二分す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
る方言である。6本語が，方言学上まず本土方言と琉球方言の二つに分かれるこ

とは，今臼ではすでに定説になったものといえる。両方言が祖語を同じくするこ

とは，B．　H．　Chamberlain（1850～1935），　E．Polivanov（1884？～1937），伊波普

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
猷（1876～1947）などの先学，服部四郎博士その他の人々の研究によって証明ずみ

であり，疑う余地がない。両方言の閲には，音韻法則に支持された，整然たる単語

の対応が見られる。

　しかし，両方言の差異はきわめて大きく，琉球方言に属するどの方言も，本土の

どの方言ともまったく通じないほどである。琉球方言の分布する最北端は奄美大島

本島の北端であるが，その北の海には大きな言語の谷が走っていると言えるのであ

る。

　琉球方謝司有の特徴といえるもの，つまり琉球方言のすべてに共通し，本土方舞

には見られない事実を列挙するのは，概究の現状からしてむずかしいが，つぎに，

琉球方蓄の多くに共通し，塞土方言にはないと思われるいくつかの事実を，音韻・

文法・語彙のそれぞれについてあげてみよう。
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　まず音韻についてであるが，母音では，本土方雪の短いeに対応する母音がi

（琉球方言の大部分），または’i（奄美大農塞露，徳之島など）であること，本土方署

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
の短い。に対応する母音がuであることがあげられる。子音の面では，先島（ただ

し与那欝島を除く）以外の地域のほとんどの方書で喉頭化をめぐる音韻的頬立（母

音，半母音，鼻音に先立つ声門破裂音の有無による対立と破裂音。破擦音における

三頭化無気，’有気の頬立）が見幽されることがまず注目される。たとえば首里方器

では，母音，半母音G，w），音節主音的鼻音（N）の前で？（声門破裂音）と’（声門

破裂音のないこと）の音韻的対立があり，奄美大島本務の名瀬方言では，母音，半

tw音（」，　w），鼻音（m，　n）の溺で同じように？と，の音韻高志：立があるほか，τ〔t，〕：

t〔t‘］，　x〔kつ：k〔k‘］，9〔tz〕～〔t5〕：c〔ts〕～〔t∫〕とし・う喉頭イヒ無気音と有気音

の射立がある。つぎに，かなり多くの方醤で標準語の語頭ハ行の子音に鮒応ずる音

が〔ρ〕またはゆ〕であること，かなり多くの方言で漂準語の語頭力行の子音に雄応

ずる音が多数の語で〔h〕であり，そのことが〔p〕→〔h〕とい5音韻変化を妨げる要

因として働いていることが注員される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
　文法の齎では，活用する語の「終止形」と「達体形」の区Slj，「当然形」とド仮定形（す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
なわち夫然形）」との区別が保存されていること，mに終わる「終止形」が格当多く

の方言に存在していること，またはその痩跡をとどめていることが注匿される。終

止形の，このmという語羅はいわゆる陳述的機能をもつ（または，もった）もののよ

うで，標灘語文語の「助動詞」の「む」との開係が想定されるものである。本土諸方霧

にはこのような語躍をもつri終氏形」は見いだされない。

　語彙の面では，日常的な基本語の中で，琉球各地の方言に見いだされ，かつその

対凸応形がいまのところ本土方欝に見当たらないものの代表的な例をあげれば，次の

ようなものがある。なお，例として出すのはすぺて首里方書の形である。

　tiida⑪［てだコ（＜＊teda）太隈　　kuuga⑥（ぐkoga）卵

　，wik圭一（〈＊beke）男の（，wiklga⑥［ゑけが3男。，wik圭i⑤［ゑけりコ妹または姉から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
　　見た兄または弟）　眺w＆①（＜＊kora．？子等？）子　？waa⑪豚

　gu亭iku⑨城

　Merris　Swadeshが言語年代学のために設けた基礎語彙表の200項によって首

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
里。名瀬・鹿児島・東京の四方言間の一致率を調べると，次の表となる。
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陳京方訓鹿鴨醐名瀬据
首里方副 70．g　1 72．2　1

84．　7

名瀬方書｛ ，i．o　1 72．2　1

鹿児島方書】 ・団

　この結果に基づくと，ag一一・に名瀬と鹿児島とはいずれも東京と首里の中間に位農

するものではないこと，つまり東京と鹿児臨，首里と名瀬とがそれぞれ一群（すな

わち本土方言と琉球方署と）をなすものであること，第二に名瀬と首里との差が東

京と鹿児島との差に匹敵するほど大きく，したがって，あとで述べるよ5に，琉球

方震《部の差も本土方言内部の差に匹敵するほど大きいものであることがわかる。

　爾方醤が，いつ，どこで，どのよ5に分岐して鯛々の方書と・なったかは明らかで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）
ないが，分岐は少なくとも8慰紀以前に起こったろうと判断される。その理由は，8

世紀の奈良の9本語よりも齋いと思われる讐徴が現在の琉球方言の一部に保存され

ているからである。今霞の宮古・八重山諸方言のbは本土方欝のwに，また，与那

園島方言のdは，本土方醤のj（ヤ行の子音）にそれぞれ対応するが，このbとdと

はそれぞれwと」よりも古い時代の音価を伝えているものと思われる。

　bの例（八璽山石垣市）

　　「わた（腸）」〔bada〕，「ゑひ（酔）」〔bi：〕，「みる（坐る）」〔嫉rUN〕，「を（苧）」〔buI〕

　dの例（与那覇島祖納）

　　「や（屋）」〔da：〕，「やむ（病む）」〔damUN〕，「ゆ（湯）」〔du：〕，「読む」〔dumUN〕

　また，語顕のハ行の子音は，8徴紀の奈良ではすでに両唇摩擦音〔Φ〕になってい

たとされているが，喜界島の大部分，奄美大島：本島北端の依仁，与論臨，沖縄本島

北部の多く，宮古。入重山の多くなど，多くの琉球方言が語頭のハ行子音に両唇破

裂音〔p〕を保存している。また，臓部四三博士によると，奄美大島本島の諸方言で

は，上代特殊仮名遣いにおけるオ列の甲乙二類に対応する区洌が一部不完全ながら
　　　　　　　11）’
保持されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　12）
　こうして報土方言と琉球方言の分岐は8棋紀以甫だと判断されるが，かと言って

分岐が紀元前数千年以前にさかのぼるとはまず考えられない。両方言を比較してみ

ると，細部に至るまでよく似ており，本土に弥生式文化が広まるはるか以前に分岐

した欝語がこれほどよく似ているとは考えにくいのである。両方言の分岐はおそら
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
く紀元後あるいは紀元箭の浅い世紀に趨こったのであろう。しかし，薗方言の分岐

と成立の歴史の解明は，まだ，今後の碕究にまっところが大きいことはいうまでも

ない。

　琉球筆墨と本土方言とが霞本語の相対する二大初寒であることに変わりないが，

現代の本土方欝の中では九州方言がもっとも琉球方言に近いもののように見受けら

れる。琉球諸方言における諸種のアクセントの型の統合のしかたは，九州方言にお

　　　　　　　　　　　14）
けるそれとよく似ている。文法ではたとえば主格の助詞「が」（首里一ga，熊本一ga）

と「の」（誉里一nu，熊本一no）の使い分けかた，形容詞語幹に「さ」の付いた名詞の

用法〔感嘆文の文末に述語のようにして用いる用法や，rおとろしさする（こわがる，

熊本）ム？u識rus∫a⑨sjUN¢（こわがる，首累）などの，「する」とともに用いる用

法］などがあげられる。語彙の類似は椙当多数にのぼるものと思われるが，基本語

の中では，たとえば辱または雷を意昧する「ツバ」「スパ」（首里夢iha⑪），耕地を意

味する「ハル」（首里haxu⑫）などがあげられよう。

　琉球方言と異事諸方言とのこのような類似が，両方書がそれぞれ琉球列島と九星

とに定着して以後の，一一・tsから徳方への借用による類似によってのみ超こったとは

考えられない。雨方言の類似はもっと根の深いもののように見える。あるいは琉球

方言と筆墨方言との分岐後，濁者が少なくとも九輯で用いられ，麗在の九州諸方書

の基層（substratum）の形成にあずかったというよ5なことが考えられなくはな

し’o

　一一一・方，琉球方言の基層の形成に証本語以外の何らかの言語，たとえば南方系の言

語があずかったかどうかについても，本土：方言の場合と閾様に確実なことは何一つ

わかっていない。そのような基層が見いだされないだろうという保証もむろん無い。

　　　　　15）　’　16）台湾のアミ語の憾d飯（太陽），s晃ma（舌）などは琉球方言のtiidaan（太陽），寧圭ba⑪

（看，唇）とよく似ているが，これをまったくの偶然の結果であるとか，偶然の結果

でないとか断言するまでには餅究が進んでいないのである。

3　疏球方雷の下位区分

　琉球方言の下位方言相互の差異の大きいことも，また鎗屋に緬する。たとえば，

奄美大島本島の名瀬方書，沖縄本島の首里方言，宮古島の平良方言，入重由群島与

那麟島の祖納方言の四者は，相互にまったく題じないほど相違している。大体，大

きな島ごとにかなり大きな差異が見いだされるが，疑じ島内でも，たとえば沖縄笹島
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北部と南部のようにかなり近きV差異が見られる場合がある。また，岡じ島の中で

は部落ごとにさまざまの小さな差異が見られるのが通例である。交通の不便さと，

それによる致治・経済などの発達の遅れがこのような大きな差異を生み，保存させた

原因であろう。琉球方言内部の差異の大きさは，本土方言内部のそれの大きさに比

べてまさるとも劣るものではない。

　琉球方言の下位区分に関しては定説がないが，最近の諸研究の結果を総合すると，

　　　　　　　　　　　　　1rr）
次のよ5になるかと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　1画一［撫羅

　　　　　酵・一両篠H＝甚鵜

琉球方言一

一先島方言群

一与那国島方言

L煙鵬方言

一与論島方言

一沖縄北部方書（国頭方言）

1一 ｫ縄南部方需

　　　　　　　　　　一宮吉本島方言

〔宮古三農方書　　　一撰良部島方言
’

1　　　　　　　　　一多良間島方言

　この分類は音韻上の観点（アクセントを含む）を主とし，それに文法・語彙の観点

を加えて行なったものである。主要な点を述べれば，まず，奄美・沖縄方言群は，

語頭のワ行の子音にbが対応しない点，および動詞の「終止形」が「連用形」と「居り」

に対応する動詞との複合によって形成される点で先島方言群から区別される。与那

国島方言は語頭のヤ行の子音にdが対応する点で他の方言から区別される。奄美・

沖縄方言群の内部では，奄美大島本島方欝と徳之島方言とが本土方言の短い母音e

に対応する望を有する点で他の墓銘からまず区瑚され，次に，残りの方霞中，喜界

島方言，沖永良部島方言，与論島方書，沖縄北部方言が，「太圏毛」「風」などの一群

の語の語頭の力行の子音にhが対応する（その粂件不明）点，語頭のハ行の子音の唇

膏的性質（〔p〕〔Φ〕）が比較的よく保たれている点で沖縄南部方言からも区別され，
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奄美大鹿本臨方書および徳之務方欝からも区鑓される。

　沖縄北部方言と沖縄南部方欝との境界は賑顧頭郡（山原地方）と旧中頭郡との境界

　　　　　　　　18）
に等しいとされる。撰平語・撰是名両臨の方書と直江鶴の方言とは北部方言に，久

米鶏の方言は南部方言に属するもののようである。また，久高島の方言は方言の鵬
　　　　　　　　　19）
をなしているという。

　欝里方言と那覇方言とはともに沖縄南部方言に属するが，アクセントを異にする。．

沖縄南部富麗には首里系のアクセントを持つ方言と那覇系のアクセン5を持つ方言

とが見いだされる。

注

1）ある同系の言語（紙切）を9……面諭と呼ぶカ｝あるいは「……調と呼ぶカ・につ

　いては書語学上のはっきりした規準はなく，むしろ罠族上の問題である。この

　観点からすれば，現在の琉球諸方言を，その本土方欝との差異の大きさにもが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　かわらず琉球方言と呼ぶことは不適切ではないと考えられる。また，「沖縄」と

　いう名称はしばしば沖縄本島または沖縄群騰だげをさすから，ここでは沖縄方

　言という名称をとらずに琉球高炉とした。

2）　敷島利治f宝農方欝集」（雑誌「方言」第2巻第1暑）など。

3）東条揉「方言と方言学」（1938）

4）　Basi｝Hall　Chamber王ain：An．　Essay　in　Aid　of　a　Grammar　and

　Dictionary　of　the　Luchuan　Language（1895）

　　Evgenij　Polivanov　Dniitrievich吉町義雄i訳rB琉語比較音韻論」（「方醤」

　　　第4巻第エ0号）

　　癖波普猷：ド南島方言史考」（1934）噺収の琉球方書寸言諸論文その徳。

　　服部四躯：£日本語の系統j（1959），「欝語学の方法」（1960）所収の琉球方言関

　　　係諸論文，「琉球語」（「撰：界言語概説」下巻1955）その他。

5）　仲宗根政善「琉球方面概説」（方言出講皇民4巻1951），三部四郎・上村幸雄・

　徳川宗賢F奄美諸務の諸方書」（九学会連合奄美大島共同調査報告書「奄美」1959）

　その弛を参照。なお，短い母音が，例外的な語を除いて，i，afuの3個とな

　るのは琉球：方言全部に共通する事実ではなく，沖縄群島，喜界島の大部分，沖

　永良部島，与論昂，与那羅島その他に見られる事実である。

6）　三口の「終止形」がr連用形」と「居り」に鰐応ずる動詞との複合によって形成さ

　れるのは，主として奄美群島と沖縄群属の諸方言に見られる現象で，琉球方書

　全体に及ぶ現象ではない。また，「おもろjでは，「連用形」と「居り」に財応ずる

　動詞との複合は，本土の西臼塞諸方言と嗣様に，一般に現在の進行を表わして

　いるよ5である。外間守善沖融文献にあらわれた琉球方言の動詞」（「国語学」

　41号）を参照。

7）　恥部四郊「奄美大島諸鈍方言の動詞・形容調終止形の意義素」（「言語学の方法」

　1960）その他を参照。
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8）音韻の章の注6）（57ページ）を参照。

9）　臓部鰻郎・上村幸雄。徳川宗賢「奄美諸島諸方言の言語年代学的調査」（九学

　会連合奄美大島共同調査報告書「奄美」1959）による。

10）　もちろん，「分岐」後も琉球方言は本土方署の連続的または噺続的な影響を受

　けたであろ5と察せられる。

11）服部四蹄「日本語の系統（1｝一研究の方法一」（「霞本語の系統」1959）

12）宮古群島諸方言では，盛土方言の「四段活用」動詞に対応する動詞の「連用形」

　「終止形jr連体形」の蕪者が同形であり，本土方言の「連用形」の形に紺応ずる

　ように見受けられる。仲宗根政善「琉球方奮概説」（方言学講座第4巻）を参照。

　また，琉球方言動詞の活用には，単独で馬いる「未然形あrm語尾の終止形」，

　Chamberlainのいわゆる「短縮形（apocopated　form）」など，きわめて興味

　深い形が多くあり，これらの形の由来，およびそれと標準語文語の各活用形と

　の関係を説明するには，文献以前の臼本語の状態を想定して見た方が説明しや

　すいよ5に思われる。

13）　服都四郎博士は言語継代学の方法を援用しつつ，首里方言と京都方言の分岐

　の隼代を約1450淘汰ないし1700余郷前（すなわち3世紀半ばから6世紀はじ

　めまでの間）と測定した（「r言語年代学醒すなわちr語彙統計学：墓の方法について

　一露本祖語の年代一」点語研究26・27号）。また服部博士は琉球方吉の本土方

　書からの分岐を弥生式文化の南頭とともに起きたのではないかと想定している

　（rE｛本：語の系統」古事記大成言語文字露虫収，1957）。

14）上村心乱「琉球諸方言におけるll　1・2音節名詞』のアクセント概観」（幽立国

　語研究飯論集1「ことばの研究」1959）参照。ただし，この論文の調査資科の中

　には，一一二の方欝に誤った観察による詑述があることがあとで見いだされた。

15）　アミ語の例は服部四躯「日本語の系統（3｝」（「田本語の系統」1959）に引用されて

　いる「原語による台湾高砂語族伝説集」巻宋語彙表からの例から。

16）tiida⑪（太陽）の語源に関しては，インドネシア系となす説，「照る」と同根

　とする説，「天道」にさかのぼるとする説の三つがあるよ5である。上村孝二氏

　は「九州琉球方言の語彙2　南九州」（方言学講座第4巻）で土臓鋼列島方蓄に太

　陽を意味する「天道」系の語が存在することから，「天道」説をとっている。

17）　この分類中，奄美群島に関しては九学会連合奄美共同調査の成果によった。

　沖縄本鶴に関しては，仲宗根政善「琉球方書概説」（方書学講座第4巻）に，宮古

　群島に旧しては仲宗根政善の韻書およびサムエル・H。北村「宮古方言音韻論

　の一考察」（「国語学」41a．）による。入薫山群動方醤はさらに多くの方醤に分か

　れるが，どのように分かれるか不明。波照閻島方言は同方言中の他の方雷から

　際立って異なるという。また，奄美大島本島北端の佐仁方欝と，喜界島北端の

　小野津方書とは，ともに周囲の方言に対して著しい島守の癌をなしているe奄

　美二二本島属鵬の加計真麻膓，与路島，二二の方書はいずれも奄美大島塞島南

　部方言に属する。

18）　仲宗根政善「琉球方書概説」（方言学講座第4巻）による。

19）　岡島で調査された服蔀西郎博士の談話による。
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嚢首里方言の輪郭（付．例文）

　首里はかつての琉球王国の首都であり，琉球列島における政治・文化の中心であっ

た。伝説では天孫氏が首里を開いたとされているが，そのあたり一帯，すなわちもと

の中由地方の中心地は首里の北蓉にある浦添であり，首里がいつ開け，中心地がいつ

首里に移ったかははっきりしていない。

　沖縄は，蕪世紀まで，「鞍司∫盤の圭」などと称せられた群雄の割拠する時代が続

き，14世紀からエ5世紀の初めにかけて北山，自由，南由のいわゆる三由対立時代と

なった。それぞれの勢力範囲は，北由が大体いまの国頭地方，中山が首里と中頭地方

（上方），それに島尻の東海岸地方（東方），南山が島尻のいわゆる下方地方であった。

1406年に中山に属する佐敷の鞍駕であった尚巴志が首里に攻め入って中画を乗っと

り，さらに1416年に北山を，1429年に南山を滅ぼして全農を統一した。以後は奄

美。先農などもすべて中由に入貢するようになったので，首里は琉球列島全体の政治

と文化の中心地となった。のち，尚真王の時代（1477～1526）に中央集権制が敷かれ，

：地方の按司およびその家臣たちが首塁に集められ，また，奄美，先島との関係も朝貢

閾係から統治閾係に変わったので，着里は名実ともに琉球王国の首都となった。

　エ7世紀にいたり，島津の琉球入り（1609）によって奄美は薩摩に奪われ，首里王府塗

体も島津の厳重な監督下に麗かれて，琉球は事実上島津の属国となった。明治維新に

より，1879年に沖縄県が設けられ，那覇にまず置かれた内務省出張所が県庁となる

にいたって，菅里の門戸として交通・経済などの薗で発展して来た那覇が，政治の上

でも首里にとってかわることとなった。第二次大戦で首里は手癌い破壌を受け，規在

では発展した那覇市に合併されて，那覇市の一部になってしまった1）

　こうして首里方書は，明治の廃藩まで，琉球方言中もっとも有力な位匿を占め，奄
　　　　　　　　　　　　　2）
美を除く琉球列霧全体の共通語であり，また琉球列島全域を通じての文化語であっ

た。廃藩以後，学校教育によって塞土方言の標準語が次第に普及し，現在の琉球列嵩

の共通語はもちろん標準研塞語であるが，一方，首里方言が琉球方書を代表する方言

として考えられていることは今9でも変わりがない。また，那覇方言は，アクセント

と音韻。語彙などの一部の点を除いて首塁方言によく似ており，首里方言に準じて通
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期した。また，首里・那覇の両方言を含め沖縄南部の諸方言は相互によく似ており，

相互によく通ずる。規在では，那覇市の方言が近隣の諸方言に対し強い影響力をもっ

ているものと思われる。また，廃藩以後，標準β本語が，特に語彙などの面で琉球各

地の方雪に多数借用され，それらの方言に大きな影響を与えていることはい5までも

ない。

　首里響銅の著しい特色として，階級による言語差の大きいことと，敬語が発達して

階級・性・年齢などに応じて厳重に使い分けられることとがあげられる。尚真王時代

に敷かれた中央集権制によって首里には三つの階級が生じた。王家を頂点として，

地方から集められた按司とその家族などはdeemjOQ⑪（大名）と呼ばれる貴族階級を

形成した。その下にその家臣たちが中心をなすsarnuree①（侍）または’jukaQcu⑨

（「よい人」の意か）とよばれる士族階級が形成され，その下にhjakusjeo⑪（百姓）と呼

ばれる平群階級があった。首里ではhjakusjoo⑨とは平民の意味で，農昆の意趣で

はない。この階級の区別は厳重で，生活上のさまざまな面に差別が設けられていた。

言語も階級により違いがあり，ことに士族と平民との闘には臼立った差異があった。

士族の男子は，後に述べるよ5に，成隼に達すると平民とは一部異なる音素体系をも

つようになる。また，士族と平民とでは，たとえば親族呼称（名称としても用いられ

る）が次のよ5にすっかり異なる。

　　　　おじいさん　おばあさんおと5さん　おかあさん　にいさん　ねえさん

　Jlirth　taNmee＠　？Nmee＠　taarii＠　？ajaa＠　’jaQcii＠　？Nmii＠

　平民？usjumee⑪ha＆mee⑪sjuu⑪　　？aNmaa⑪？ahwii⑨？aNgwaa⑰

　士族と平民の書諮のこのような差は，士族をしてみずからの士族としての誇りを維

持させるのに役立った。また，階級，性劉，年齢の差異に従って厳璽に敬語が使い分

けられ，敬語表現が弄常に発達している。階綴・男女の差とともに，年齢の差が敬語を

使い分ける際の大きな因子として働いていることも注屋される。たとえば，同隼町の

身分の同じ男が出会った場合，まず年齢を尋ね合い，もし年齢が岡じであれば，生ま

れた月によって，どっちが敬語をff　5かを決めたといわれる。神，王，按司など雰常

な目上に対する曝露や，特劉に乱暴な揚合などを除いて，碍常々いる敬語には大体三

種の段階がある。第一は目上や客人に離するもの，第二は目下の年長に薄するもの，

第三は下下および親しい岡等に対するもので，第一を？uuhuu⑥，第二を？oohoo③

〔？66h66〕，第三を？　iihii　an〔？聲g盤〕という。たとえば話し相手を主語として用いた揚
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合，？搬eX學eeN⑰（いらっしゃる）は第一の，　meeN⑪（おられる，行かれる，来られる）

は第二の，，UN①（いる），？ieUN①（行く），　eUUN⑰（来る）は第三の段階となる。また，

二人称代名詞では？UNzu⑨（あなた。さらに屋上に鮒してはnUNzu（D，㎜jUNzu①

などともいう）は第一の，naa（双おまえさん）は第二の，？3aa①（おまえ）は第三の段

階となる。また，応答に関する感動調は次のように整然とした体系をなして蕊段階に

分かれており，？uuhuu⑪，？ooh◎o⑪，？iihii＠という名もこれに由来している。

　　　　　　　　灘ll曝繰綿騨国鞍1（霧

（1）？uuhuuの段階　　？u瞭）　　　huu⑪　　　，uuガu⑨　　　，uuhuu⑪

（2）　？oohooの段階　　　？oo①　　　　　hoo⑨　　　，ooo「o⑰　　　　，oohoo⑨

（3）　？ithiiの段階　　　？ii①　　　　　hi1③　　　　’iii”2⑪　　　　　，iihi三⑪

　注．（イ）では？uu①よりもさらに商い段踏に？juu①という語もある。（2）と
　　（3）の段階の8語はすべて，ふつうは〔？δ’δ〕，〔？1’Y］，〔h56〕などのよ5に鼻音

　　化して発音され，鼻音化しないと，ぞんざいな，ぶっきらぼうな感じとなる。ま

　　た，第三の段階に準ずるものとして，親しい揚合には　（イ）？NN①　（ロ）hNN⑨

　　（ハ），NNNiN⑲がある。

　廃藩後，社会構造の変化や，標準語の普及などによって，階級による言語差や敬語

の厳重な使い分けは次第に謡われつつあるが・それでもなお今臼一部の老人には，こ：

のような区翅がよく保存されている。

　また，首回方言は文語をもつ方醤である。すなわち，琉球方言の文語は，大体首里

方言を墓礎にして成立している。琉球方書の歴史的資料は，塞土方言のそれに沈して

ずっと新しく，16世紀初頭までしかさかのぼらないとされる。古い部分では，金石

文，王家の辞令などの文書などもあるが，その中心は「おもろさうし」であろう。「お

もろさうし」は奄美の一部を含み，沖縄各地に伝わり歌われていた宗教歌「おもろ」を

王府が集めて編集したもので，全器巻，「おもろ」の総数蔦53首，重複を除いた爽数
　　　　　3）
1144首である。1532年に第1巻，エ613隼に第2巻，1623年に第3巻以下が編集

されたという。しかし，編集の年代よりずっと古い時代の作無と纏われるものが多

く，また，そこに用いられている零語は首里だけのものではなく，各地の方言が反映

している。その表記は，わずかに漢字を含むが，変体仮名を含む平仮名文である。

「おもろさうし」の言語は沖縄の人々にとってもほとんど意味のわからないほど難解
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なもので，「おもろ」の作られた時代から現代に至るまでの奮諮の変遷の大きさを物

語っている。「おもろ」の礒究は故撰呼集獄によって始められ，仲原善忠氏b　外間守
　4）

平氏らによって受け継がれ広げられているが，いまだに不明の部分がきわめて煙き

“Xt　No

　島津の琉球入り（1609）以後は，多くの文書が漢文または湘文で書かれた関係で，以

後の琉球方言資料の大部分は文学闘係，主として組踊りの脚本と琉歌である。組踊り

は網羅の厨封使を歓迎するために，1719年以来冊封使の渡来ごとに濁劇として演ぜら

れたものでt本土の能の影響が強く見られるが，組踊り本は冊封のたびに王威｝によっ

て編集され，組踊りの数は最初の玉城銀閣の組踊り五番以下50余編を数えるbその

主要なものは導波普獄編「琉球戯齢集」（1929）に収められている。琉歌は八入・入六

の30文字よりなる定型短詩である。あたかも塞土の王難時代の和歌のように人々の

生活や娯楽の中に深く入りこみ，その多くが遊棄に際して節をつけて琴・ヨ味線と糊し

て歌われ，また踊りを伴った。例として，宴席の最初に歌われる御前風（guziNhuu⑪）

の一つを次にあげる。

　　今日のほこらしやや　なをにぎやなたてる　つぼでをる花の　露きやたごと

　　1〈ijunu　hukurasja3’a　naunizana　tatiru　gibudi　’uru　hananu　giju　cata

　　gutu．

　　（きょうの嬉しさは何にたとえ．られよう，花のつぼみが露に会ったようだ。）

　組踊り，琉歌の衷記は漢字平仮名まじり文であるが，「おもろ」のそれよりも整備さ

れている。また，その言語は語Sk　・文法などに今唱の首塁方霧とはかなり違う藏もあ

るが，共通する点の方が多く，今Hの首里菊醤とさほどかけ離れた感じはしない。な

お，琉歌に冠しては，島袋盛敏氏が古琉歌から明治時代までの琉歌を集大成して評

承，索引などを付した「琉歌大観」の稿本を完成している。ほかに特に重要な資料とし

ては真711年編纂の辞書r混効験集」があり，伊波普猷「古琉球」（1916）に収められてい

る。外国人の資料には，中国人，朝鮮人，イギリス人のものがあり，その主要なもの

は東条操編「南農方言資料」（1930）に抄録されている。

　琉球王朝が中国から栂封を受げ，また貿易を行なっていたため，また那覇の久米村

には中国からの帰化人の子孫が住み，中国へ留学する剃立などがあったために，首竪

方言の語彙には，本土を通って持ち込まれた多数の漢語のほかに，中国から直接借用

された語が見られる。しかし，その数はさして多くない。正確な数はわからないが，
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今鍵まで残っているものの数はせいぜい百内外のものと思われる。たとえば次のよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
なもので，中でも食品，衣料関係の語，その他文化的な語が多く，基案語はほとんど

ない。

烈UNkUU⑪緩鍋（料理名）

saakuu⑪沙鍋（土鍋）

POOPOO⑲簿…鯨（料理名）

sjaNpiN③香片（茶の名）

S5UNsiiev蛭子（ほしたげのこ）

riNgaN⑨龍眼（植物名）

rit◎opeN⑪李桃餅（菓子名）

taawaN⑨敷演（椀の一種）

tUNhwaN⑰豚飯（料理名）

亭eejaNpuu⑥西洋布（紡績による

　　　　　　　綿布）

期aakwaa⑨馬掛（着物の名）

七iNgaacuu⑥天鵡絨（びろうど）．

毛UNbjaN⑰桐板（布地の名）

taahwaakuu⑨打花厳（久米村の

　　　　　　　楽劇）

鱒ugee④秀才（久米村の中麟帰化人

　　　　子孫の青年）

haigee①海賊

ei圭siNb3縫租⑨啓聖廟

hweeree①賭碁（強盗）

suueuumaa⑥数簿礪（絵文字の

　　　　　　　一種）

，jaNziN⑨洋銀（ニッケル）

ciNkUNsiN①進貢船

ceQl〈UNsiN①接貢船

kwaNhwaa⑪官話（北京語）

hwik圭N①北京（中麟地名）

hucaN⑪福建（　ク　）

kwaNtUN①広東（　グ　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
　次に網図方言の見本とその訳（直訳調）をかかげる。この例文は1953年5月に臨袋

盛敏氏が朗読したものを録音し，それをのちに文字化したものである。全4本は物語り

調の口語で語られており，中の「月や昔から…」の箇所だけは琉歌なので文語である。

この時の脇動感の発音には，ほんの一部にいくらか平民的発音がまじったが，ここに

あげた表詑では，すべてこの辞興に採馬した士族的発音による表寵に改めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
　　　　　　　　　　　　　例　　　　　　文

　　　　　　　　　　　　（夫のために鼻を切った女の話）

　gusuujoo＠，　kurikara＠　？ueinaanu＠　’Nkasiba－nasi＠　？ueinaagueiQ’si　o

　　讐さま，　　これから　　　沖縄の　　　　昔話を　　　　　沖縄弁で

？ukanasi＠　seeco　’jaaNidi¢　？umutoolbi”iN＠．

　お謡　　しては　　と　　　思っております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　22



　’Nkasi＠　sjuinakai　ev　？ataru＠　hanasi＠　’jaibiigi”ga¢，　？iQpee¢・

　　むかし　　首里に　　　　あった　　　話　　　　ですが，　　　大そう

eurawinagu＠　t，uzidi　sjooruco　QcunuQ　’uibiita”NG）．　t・uzinuco　dukuen

　美しい女を　　妻に　　している　　人が　　いました。　　妻が　　あまり

em’asanu＠，　’utooco　kunuoo　tuzinuco　musikaco　’jusuniO　hwikasariixue

きれいなので，夫は　　この　　妻が　　　もしか　　よそに　　　引かれる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）

kutoo＠　neeNga＠　’jaaNdi’ci（D　？asaN＠　banuN＠　eaaen　siwabikeei（1＞

ことが　　ないか　　　しらと　　　朝も　　　晩も　　いつも　心配ばか．9．

s300ibiiむがN①．

して眩ました。

　dul〈uen　siwadi　sjaruo　’juiga＠　’jaibiitairatu，　kunuO　’utoo（D　cuubjoociat

　あまり　心配　　した　　せい　　でしょうか，　この　夫は　重い病気に

kqkatien　sideejool＠　Qsico，　naaJ’a＠　cuui＠　？aeaiN’di＠　？3’uruco　sjaku＠

かかって　　次第に弱って　　　もはや　きょうか　あすか．と　　いう　　ほど

tak圭gikijabitaku’tu②，　tuziNkai①・Nkati①，熱a①，waNnee⑪　？ul〈aasj’adu（①

危なくなりましたのでe・　妻に　　．向かって，「もう　わたし1．ま　　　とても危

？uhusaruO．　？jaajadi　’waaga＠　maasiduN（D　seeCD，　mataoo　’gtuG）

ない。　　　　おまえは　わたしが　　　死んでしまえば　　　また　　夫を

mueura＠’3’aaN”di（i）　’？jabitaNcD．　sjakutuO　1〈unu（D　tuzinuCD　？iibuNnucD，

持つだろうな。」と　言いました。　すると　　この　　妻が　　言5には，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）

’waNnee＠　kumaNkai＠　caruan　？izoojaa）　kumadu（X）　sinidukuruco，
「わたしは　ここ（夫のところ）に　来た　以上は　　こごこそが死にどころ（です），

1〈umajaka＠　sutoo＠　maaNkaiNco　？ieabjraNom　？uNzoo＠　’juugivaN＠

　ここより　　ほかは　　どこにも　　行きません。　あなたは　　　つまら

neeN＠　siwaCD　simisj’ooraNco　gutuan，　hweeku＠　hasiQtuca　nairniseeru＠・

ない　心配を　　なさらない　　　で，　　早く　　丈夫に　　おなりになる

gutu＠　sirnigeeebinreeNidirab　？jabitaNco．

よも　　なさいませ。」と　　　言いました。

　’jaibiisiiga（D，　｝〈unuco　’utooo，　tuzinucD　？aN＠　？icaNteema’N（X），　duunu＠・

　　　ですが，　　この　　夫は，　r妻が　　そ5　　言ったところで，　自分が

sinee（D　eaaga（D　nati＠　？ie’uraco　’wakaraN＠．　？aaaL＞　7，aNniNee，　siziNa＞）・

死ねば　　どう　　なって　行くか　　わからない。　ああ　　残念，　死んでも
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sinaraNN”di（］）　？iei（i）　nadaNdeeN＠　？utusjuruem　’j　oo￥i＠　’jaibSit，a”Ndi．

死にきれない。」と　言って　　涙なども　　　落とす　　ようす　　でした。

　？aNsjakutu＠，　kunuco　tuzee（D，　？uNzuga＠　？ui”ihudua）　siwaG’

　　　すると，　　　この　　　妻は，　　あなたが　　　それほど　　心配

：simiseera”a¢　’waa”kakugu＠　’@？umikakijabi”i’aN”dio　？ieico，
　なさるなら　　　わたしの覚憎を　　．お冒にかけましょ5。jと　　　言って，

simukaraG）　hoocaa＠　muQciem　Qeian　duunu＠　hana（i）　？usiciQciav
　台所から　　包丁を　　持って　　来て　　自分の　　　舞を　　　切って

．misljabitaiN＠．　kunu（D　tuzeeco　kaagigeiga”taN＠　Qeumasaico
見せました。　　　　この　　　妻は　　　　容姿も　　　　　人にまさり

taeimasati＠　eurasaibiitaeiigaen，　cimukukuruN＠　mataco　duQeuco
たちまさって　　美しかったのですが，　　　心月　　　　　　また　　　大変

migutuni＠　muQeooru＠　’winagu＠　’jaibiitaiNO．　’utoo¢　kunuco
りっぱに　　　もっている．　．女　　　　　でした。　　　夫は　　　この

’？arisama＠　’NNei＠　kukurunuen　，gukul〈aracD　？．utageenutu　haritaku”tu＠，

あり縁を　見て　心の　　底から　疑いが　轍たので・

？urikaraa＠　kukuru＠　’」’uruei　mp　hwiija（D　kuutuguutuen　bjooclN＠

それからは　　　安心　　　　して　　　　N　　　　増しに　　　　　病気も

masico　nati＠，　？．icimee？iei’mee＠　1〈abio　hazlsitilNne’e＠　cuucaN＠

よく　　なって，　　一枚一枚　　　　　紙を　　はぎ捨てるように　　たちまち

hasiQtucD　nati＠，　kweeci？uiweeNde”e＠　sjuruO　gutu＠　naibita”Nen．

元気に　なって，　快気祝いなどを　　　する　ように　なりました。

　　？aNsien　mutunu＠　karatacD　nati＠　’NNeakutu＠，　hanaO　？usiciQcarue

　　そうして　元の　　　体に　　なって　見たところ，　　鼻を　　　切った

tuzinuee　kaaginu＠　mutunu＠　sigatatuO　kurabitiCD　tamitooCD　’NNdaraNO

　　妻の　　顔立ちが　　元の　　　姿と　　　比べて　　鵬翼とは　見られなく

，najabita”N＠．　nuciew　sukutia）　kwitaruco　’uNzinu＠　？aru＠　tuzi（D

なりました。命を救って　くれた恩義の　ある妻
’jaibiisi－gaco，　？ur．ikaraa＠　susooNkaro－oN＠　QsiO　？atunu＠　？uNzumineeCD，

　　ですが，　　それからは　　　糧宋にし軽んじて　　あげくの　　はてには，

？jaagiraa（D　’NNday，aN＠．　？NzitiO　？ikia）．　nama（D　？Nziti＠　？iki＠．

おまえの顔は　　見られない。　　出て　　　行げ。　　いま　　　出て　　　行け。
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tadeema＠　？Nziti＠　？ikiNidi（］）　？iei（1）　？unuO　tuzi¢　？wiihooti（D，　matatn

たったいま　　出て　　行嫡。」と　言って　その　　妻を　追い払6て，　また

bigikara＠　mKtuzi（D　tumeeibitaiNO．　？ataimeenu＠　’utuduN（D　’jareea），

ほかから　新しい妻を　．めとりました。　　普通の　　　　夫で　　あるならば，

duunu＠　taminic“x）　hana（i）　？usieiQearu（D　tuzi（D　eaQsa＠　kaagigawa”i＠

　自分の　　ために　　　鼻を　　　　切った　　　妻を　　いくら　　　面変わり

natiN＠　’jukuN＠　？umuriwadu＠　’jaibii￥i”gadi，　kunuO　hakuzoonu（D　’utooco

　しても　かえって　　思うべき　　なのですが，　この　　　薄情な　　夫は

makutuniev　？umaaraN＠　’wikiga＠　’jaiblita”No．

　まったく　考えられない（よ5な）男　　でした。

　？urlkaraev　gul’ukuniNtiga’roo＠　taQei＠　zuuguj’a＠　’jatee’igisa’ibiisiiga＠，

　　それから　　五，六隼とか　　　経って　十五夜　　だったのだそうですが，

1〈unuG）　hakuzoonuO　’utunuO　？atutuzitu＠　？usigiriti（k）〉　eieinagami＠

　この　　　薄情な　　　夫が　　　後妻と　　　連れだって　　　月見を

sjusiQ，　hanaCl）　？us｝eiQcaru（D　sacituzinu（D　？urico　’NNe2＠，　gieija＠

するのを，鼻を　　　切った　　　　先妻が　　　それを　　見て，　　「月は

’Nl〈asika｝’a＠　kawaruO　1〈utu＠　nesa”ml＠，　kawati＠　？ikuan　munuja＠

　　昔から　　　　変わる　　ことが　　ない。　　変わって　　行く　　　ものは

hwitunuto　kukuruN’g’）io　？juruc）　？uta（D　’」una61ta’N＠．

　　人の　　　心」と　　　　いう　　歌を　　詠みました。

　　sjalcutua），　hwirumasii＠　muN＠，　namamadico　sajaka＠　titi＠　’utaruco

　　すると，　　不思議な　　ことに，　いままで　　さやかに　照って　いた

e2einu＠　tadeema＠　1〈acikumuti＠，　hudiikaN”nai＠　naikuziritict），　？unuco

　　月が　　にわかに　　かき曇って，　　雷が　　　　．鳴りひびいて　　その

hakuzoenu（D　miituNdanu＠　．？wliNkai（i）　1〈aNnainu＠　dateeNna＠　？utu（D

　　薄情な　　　　夫婦の　　　　上に　　　　雷が　　　大きな　　音を

tatiti＠　？utitaNdi’ruem　hanasi＠　’」’aibiiN（D．　duudua）　migirasii＠　hanasee＠

立てて　落ちたという　　話　　　です。　たいへん　珍しい　　　話では

？aibiraini　ew．

ありませんか。

　　注

　　　1）沖縄の歴史に闘．しては・比嘉春潮「沖縄の厳」（1959）を参考にした・
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2）共通語といっても今解言うような共通語とは意味が違う。首里方言は，沖縄

　本島南部以外の地域では，首塁・那覇の入と交渉をもつような一部の人々にと

　っての共通語であったとい5に過ぎない。すなわち，本土における廃藩以前の

　江戸や上方のことばと詞様である。

3）　仲原善忠ドおもろ萩釈」（1957）の数字による。

4）　「おもろさうし」は僻波普猷によって「校訂おもろさうし」（1925）として刊行さ

　れたが，その後，仲原，外間爾氏によって諸塞の校合が行なわれ，それをもと

　にした「おもろさうし」の辞典と総索引が両氏によって完成しつつあると聞いて

　いる。

5）　ただし，「おとうさんjを意味する士族語taariSに関して「大人」の借用語で

　あるとする説，「大田」の借用語であるとする説があるようである。

6）長い例文としてはほかに，本文篇の？ugwaN⑨（祈願）の項に，「屋敷のお

　願」の祈薦の文句が収められている。この翫薦の文句は，島袋氏の母堂（島袋力．

　メ氏1868～1936）が記憶していたものを島袋氏が母堂の生前に記録した屯の

　に基づく。

7）例文は音韻表詑であるが，イントネーション，プPtミネンスなどは記されて

　いない。例文に減したアクセントは，実際の発音に際しては，イントネーショ

　ンおよびプロミネンスによる修正を蒙る。たとえば’waa’kakugu⑨〔wa：’ka－

　kugU］（わたしの山郭）は，例文中ではkakugU⑨にプロミネンスが置かれる

　ため，音声的に表記すれば〔wa：”kakugu〕と記載すべきものである。また，

　文法的な結び付きの度合の強い二つのアクセント単位（「文節」）の間では，そ

　のうちの後ろにある形式のアクセントが消失したり，前の形式に影響されたり

　することがしばしばあるが，このよ5な現象についてはここで表詑されていな

　い。（アクセントが①の形式ではしばしばその下降が消失する。また，アクセ

　ントが⑪の形式では，逆にその初めの部分が前の形式の影響で高くなり，ため

　に①の形式のような下降が生じる。たとえば，siwa①s3aru①〈心配した〉

　のsjaruG）はslwa①との文法的結び付きが強い（しかし依然として二単語）

　ため，アクセントが消失して⑪のように平板に聞こえ，またkwikasariiru①

　kutoo⑨〈引かれることは〉のkutoo③もhwikasariiru④との結び付き
　が強いため（しかしやはり二単語），しばしば〔kgto”o〕のように発音される。）

8）？asa飛⑨banUN⑨（朝も晩も）と，？izoo①（以上）とはあるいは標準語の影

　響による新しい形か。

9）　i琉歌の部分は，実際は二度くりかえして朗讃iされた。また，琉歌の中のka一・

　waru⑨，　kawati⑨，？iku⑨，　kukuruG）が塞文二見出し語のkawajUN①，

　？iCUN①，　kukuru⑥とアクセントが相違しているのは，文語朗読調のためと

　見られる。
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　　　　　　　　　　1）
灘　首里方喬の音韻と表記法

…母音音繁

　忍音音素は次の5個である。

　　　i，　e，　a，　o，　u

　　　　　　　　　　　　　2）
　発音のしかたは大体標準語のそれに近恥が，uは円唇母音であり，　oは標準語の

それと同じ，ないし，わずかに広めである。

　うち，eと。とはきわめてわずかな例外を除き，いつも，長い母音として，または

N（はねる音）かQ（つまる音）に先立って用いられる。すなわち，短いe，oはeN，

eQ，　ON，　OQとなる揚繭のほかには，ほとんど用いられない。俗に首台方言が3母

音であると言われるのはこのことである。

　短いeと。のき；わめてわずかな例としては次のものがある。

　　短いe……haberu⑥（蝶），　saNbeku⑪（三百。ただしsaNbjaku③ともいう），

　　　　ruQpeku⑨（六百。ただしτUQP3ak“⑰ともいう），？ane①（あれ。ほら。

　　　　感動調），？une①（それ。ほら。感動調），　raenumenuu⑨（めえ。山羊を

　　　　呼ぶ声。擬声語），’e2saa⑨（七月踊りの際のはやしの文句。またそのはや

　　　　しの入る歌や踊り），sicigwagieisaa⑨（七月踊り。前項との複合語），

　　　　he呈①（おい。感動詞）

　　短い◎……？oho？oho①（ご1まんごほん。咳の声。擬i声語），　boroNboroN①（つ

　　　　づみの音。擬声語），horohoro⑦（衣ずれの音。擬声語）

　このように例外の多くは感動詞か擬声語であり，それ以外で，しかも変わり語形の

ないものはhaberu⑪（蝶）の一語のみである。このhaberu⑪は文語にはhabiru⑨

とい5形もある。

　eQ，　OQの例もきわめて少ない。

　　e（≧の例……gweQtai⑨（ぬかるみ），　ceQkUNsiN①（接貢船。中国への進貢船

　　　　を迎えに行く船）

　　OQの例……COQCONgwaa⑨（笹鳴きする5ぐいす）

　eN，　ONの例はかなりあるが，擬声語や中国語からの借用語に多い。
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　ただし，組踊り，琉歌などの文語には，’N40①〔無蔵コ（恋人），　subedu⑨［そば

いど］（裏戸）などのよ5に，短いe，oを金む語が少数見いだされる。また，口語

で長いee，　ooが文語では韻律の関係で短められる場合がある。しかし，これらの

場合も節をつけて歌われるときには長められる。

〔標準語との対応〕標準語のEつの母音は，短母音の丁合，首里方書と次のよ5に

Pt応ずる。

　　　標準語　　i　e　a　o　u
　　　　　　　　　　　V　　　I　　V
　　　首里方言　　　　i　　　a　　　u

　すなわち，標準語の短いeと。とは，首里方言でそれぞれiとuになるため，標

準語におけるiとesoとuとは首里方言では区割されなくなる。

　標　準　語

　「田（ta’）」

a
（

　「花（hanaつ」

　　「高さ（ぼkasa）」

・縢：：1

　　「毛（ke）」

e
／

　　呼（te「）」

　　ree　（＃，　a’me）」

　　噸（ko）」

o
／

　　「音（＃Ote”）」

　　「雲（・ku“mo）」

　　「湯　（ju「）j

u
／

　　「牛（＃usi）」

　　「奥（＃o「ku）」

首里方言

翫｝・

eiico

？最ci⑪

mlcl　G）

　　　　　　i
kiiO

tii＠

？ami＠

huuco

？utuco

k雛mu（①

　　　　　　u
’juu＠

？usle

？uuku＠

　ただし，標準語の「ス（SU）」　fッ（CU）」「ズ（ず，づ）（ZU）」は四則としてそれぞれ，

首里方言のS玉（：：ヒ族男子はgi），　ci（士族男子はci），　zi（士族男子はzi）に対応す『

る。
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　　　　標　準　語　　　　　　　　　首里方壽（かっこ内は士族男子）

　　　su｛階：；溜　　　盤：濃）｝s・（・・i）

　　　㎝際瀦、　　二譜階1｝c・（・・）

　　　zu｛際謡溜　　欝認：｝z・（・・）

　なお，母音の対応については，子音音素’，？，S，　C，　Zなどの項，音素Nの

項，アクセントの項などを参照。

2半母音音棄

　半母音音素は次の2個口ある。

　　　j，　W

　うち，jは母音音素a，　u，　Oに先立ち，子音音素h，？，「，p，　b，　m，　n

に先立たれる。また，士族男子の暗合はsにも先立たれる。wは愚音音素i，　e，

aに先立ち，子音音素h，？，㍉k，gに先立たれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
　なお，語頭の？eeおよび’eeはいつも？ee⑨（藍）〔？le：〕，’eema①（入重山。地

名）〔le”：ma〕などのように入りわたりに軽い口蓋化が認められるが，ほかに〔？e：〕

〔e：〕など口蓋化のない音で始まる語が首璽方需にはないから，これらは？5ee，’jee

とせずに，？ee，’eeとするのが適当である。

〔標準語との蛇店〕　子音音素？，’の項を参照。　　　　　　一

3子音音紫

　子音音素は次の15個である。

　　　h，　？，　’，　k，　g，　p，　be　me　s，　e，　z，　n，　rt　t，　d

　士族男子の揚合はさらに次の3個が加わる。

　　　寧，9，3

（1）　？，　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
　　首里方誓では，母音および半母音の前に声門破裂音〔？〕があるかないかに

　よって単語の意味が違ってくる。すなわち，声門破裂音の有無による音韻的対立
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をもつ。そこでその声門破裂音が伴う揚合を子音音素？があるとし，声門破裂音

が伴わない揚合を子音音素，があるとする。たとえば次の酋ヌサの語は声門破裂音

の有無によってのみ互いに区刷されるものである。

鰐課紅雲）　　｛留、謡懸章）

｛辮〔盗難弛翻｛？wiQCU⑨〔？witt∫U〕（老入）’wiQCU⑰£wi七t撫〕（酔った人）

　標準語の急峻は，語頭の「ア（＃a）」「イ（＃i）」「ウ（＃u）jrエ（＃e）」「才

（＃o）」はふつう声門破裂音に先立たれている。たとえばr犬（＃inu”）」は〔？i「nur］，

f音（＃oto「）」は〔？0「to〕のようにふつう発音される。．しかし，これを声門破裂音

なしに〔i“nUl〕，〔o「to〕のように発音してもさしっかえないし，おかしいとも感じ

られない。また，標準語の「ヤ（ja）」「H（jo）」fユ（ju）」「ワ（wa）」はふつ弓

声潤破裂音を伴わずに発音され，「矢（し　「3a）」は〔ja〕，「輪（wa「）」は〔wa〕の

ように発音される。これらが〔？ja］〔？wa〕と発音されることはあまりないが，

たとえあっても，やはり「矢」「輪」の意味になる。また，標準語で「犬」「音」

は語頭ではふつう声門破裂音があっても，「山犬」「物音jのよ5に複合語の途中

に来ると〔jarmainva］〔mo”noo「to］のよ5に声門破裂音は消失する。したがっ

て，標準語の話し季は声門破裂音の有無に関して無関心なのである。他のすべて

の本土方壽の話し季もやはり無関心である。

　首里方霧の沖合は声門破裂音の有無によって溺の単語になってしまうので，声

門破裂音の有無はいつもはっきりしており，同じ：単語が両様に発音されることは

ない。この辞典の晃出し語に？がある揚合は声門破裂音を際立たせ，，がある場

合は反対に声門破裂音がないことを際立たせて発音しなければならない。

　首里方書で母音音素，半母音音素が？に先立たれる揚合の発音では声門の破裂

とほぼ同時に声帯が正常に振動して声の状態になるが，母音音素，半母音音素が

，に先立たれる時，すなわち声門破裂音を伴わない時の発音では，声帯は初め，開じ

ておらず，ゆるやかに振動し始めて，声の状態に瀬強的に移行する。したがって，声

の高さが？に先立たれる揚合より低く始まり，そのモーラ（短音節）良体としても

？で始まるモーラよりもやや低目に発音される。また，？で始まるモーラの発音よ

りも患の流出が大きいために，，iやIUの最合にはしばしば弱い摩擦音〔j〕〔W〕
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が聞かれ，ために’i，’Uの音声はそれぞれ〔ji〕，〔WU〕のようにi葭記されるこ

ともある。

　　’iN＠　（縁）　［iN］”一［jiN］

　　，UN①（居る）〔UN〕～〔WUN〕

　ただし，子音音素，は語頭の場合，母音音素aに先立つことがない。つまり首

里方言には？aで始まる語はあるが，Saで始まる語はない。

　また，？と，とは次のように音素N（いわゆるはねる音「ン」）にも先立つこと

ができる。

｛認識講）　嬬瀦1垂翌地名）

　また，ただ一語であるが，鳶里方欝には〔？〕がrm〕に先立った〔？me■NserN〕

（いらっしゃる）という語がある。これを？meN興eN①と表記することにする。

この語は平罠の揚合にはmeNseeN①〔meN∫e：N〕とも発音されるし，ほかに

｛？〕が〔m〕や勉の子音と結合する例は首里方書にはないので，？mは首里方

言の音韻体系の中では例外的な結合といえる9）

　つぎに，？と’が語中に用いられる場合について述べる。まず，いわゆる「長

一母音」「二璽母音」の第：二成分，および母音音素とはねる音（N）との結合した申合

のNは声門破裂音に先立たれないので当然次のように，をもつものと考えられる。
　
　
｛　　　ta’a　en　［ta：］　一v　［taa］　（M）

　　　me’e⑪〔me：〕～〔mee〕（前）

　　　hu，u①〔Φu「＝〕～〔Φu「u〕（帆）

　　　tu，i①〔しui〕（鳥）

　
　
｛
　　　ma’a’iO　［ma：i］　・v　［maa“　（まり）

　　　ha’uCO〔ha’U〕（ああん。口を開くこと。擬声音）

　　　？i，N⑪〔？iN〕（犬）

　
　
｛
　　　，i，N⑨〔iN〕～〔jiN〕（縁）

　　　sju’N①〔∫U”N〕（する）

　しかし，いちいち，を記すのは繁雑なので，塞欝では，，は自立語の語頭以外

は一切省平することにし，上記の語もそれぞれ，taa⑨，　mee⑱，　huu①，　tui①，

：maai⑪，　hau①，？iN⑪，，iN⑨，　sj“N①のように表類する。
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　？で始まる語が複合語の第二成分となる揚合には，複合語の両方の成分が意廉

上または形態上の独立性が比較的強いと，多くの内合，声門の閉鎖が不完全とな

って声門破裂音が弱まったりするが，なお喉頭の弱い緊張が認められるので，な

とえば次のよ5に？が保持されていると認める。

　　？am呈⑪（雨）→guma？ami⑬（1∫、雨）

　　？uja⑪（親）一一〉　’winagU？uja（①（女親）

　　？iibi⑨（捲）→（≧cusasl？圭ibi①（入牢拙）

　しかし，成分の意味上または形態上の独立性が麗まると，？は消失する。すな

わち，次のように’がある（ただし表詑されない）と認められる。

　　ciiru①（黄色。「黄色」に欝応）　　tuiee①（交際。「取り合い」に呼応）

　その喚問として，次のように甲州の形が認められる揚合もある。

　　瓢i顔？iru⑪～migiiru⑨（青。「水色」に対’応。）

　　munu？i1⑨～munii⑨　（轡い方。「物書い」に頬応）

　，で始まる語が複含語の第二成分となる揚合には，複合語の両方の成分が意味

上または形態上の独立盤が強ければ，ていねいな発音では，両成分の切れ目を際

立たせるために語頭の’の特徴，すなわちゆるやかで学歴的な叩立てという特徴

が保持される。

　　，UNcuu⑭（おじさん）→　？uhUUNcuu⑥（上のおじさん）

　　，11N⑲（恩）→9UUN⑨（御恩）

　　’Uu①（緒）一→kutubanUUu⑨（こと1まのあや）

　一方，いわゆる「長母音」「二重母音」などで，その中間に意腺の切れ目のない

場合には，このようなゆるやかで漸強的な野立てはふつう起こらない。たとえ

ばkutubanuuu⑪の最後の陸戦のuのところで，一番目と二番目の間には意

味の切れ目があるので，語頭の’の里国が見られるが，二番目と蕪番霞の間には，

意味の切れ目がないからそのような特徴はあまり醤立たない。しかし，いわゆる

「長栂野」「　：重母音」も田野方書では正確には「長母音jr二重栂音」と言えない

もので，各モーーラ（短音節）に独立性があり，たとえばむaaev（田），　tui①（鳥），

kau①（顔。文語）もていねいな発音では，それぞれ〔taa〕，〔tuji〕，〔kawu〕の

ように発音される傾向がある。愚音音素にNが続く揚合も同様で，？iN⑥（犬）は

ていねいに発音すると〔？坤3である。
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〔標準語との対応〕標準語のア行の語頭の「ア（＃a）」「イ（＃i）jrウ（＃u）」「オ

（＃o）」で，標準語文語でもア行に属するものは，首里方書では？に先立たれる。

　　　　　標　準語

　　　　　「雨（＃a’me）」

　　　　　「泡（＃awa”）」

　　　　　　「赤㌔、　（＃akai）」

「ア（＃a）」

　　　　　　「溺（＃oogi’）＜あふぎ」

　　　　　　「青い（＃ao’i）

　　　　　　「相三手…　（＃aiten）j

　　　　　　r犬（＃inun）」

　　　　　　「胃（＃i）」

「イ（＃三）」　「行く（＃iku）」

　　　　　　「言う（5uu）＜、、ふ」

　　　　　　「稲（＃1「ne）」

　　　　　　「牛（＃usi）」

　　　　　　「歌（＃iユta「）」

　　　　　　「上（＃ue）」
「ウ（＃u）」

　　　　　　「植える（＃ueTU）」

　　　　　　「梅（＃ume）」

　　　　　　「うわべ（＃uwabe）j

　　　　　　「音（＃oto’）」

　　　　　　「帯（＃げbi）」

「オ（＃o）」　「大風（＃ooka”ze）」

　　　　　　「老いる（鉾。デru）」

　　　　　　「追われる（＃owareru）」

首里方書

？ami＠

？aaan

？akasaNO

？ooz三⑨

？oosaNO

？eeむi⑨

？iNO

？ii＠

？ieuNO

？jUNco

？NniO

？us三①

？utaO

？wiico

’？WiijUNco

？NMiO

？waabico

？utuO

？uubi＠

？uukazi＠

？WiijUNan

？waar1juNce

　標準語語頭のrヤ（ja）j「ユ（ju）」「ヨGo）」「ワ（wa）」および，標準語文語

で「え」「ゑ」であった「エ（＃e）」，同じく「ゐ」であった「イ（＃i）」，同じく

「を」であった「ナ（＃o）」は，首里方言で’に先立たれる。
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風

「ヤGa）」

「ユ（ju）」

fヨ（jo）」

fワ（wa）」

r　g（＃e））

〈え

「エ（＃e）」

＜ゑ

fイ（＃i）」

＜ゐ

擦　準　語

rM　（jama’）」

「屋（ja一）」

「入璽（ja「e）」

「様子（jOOSU）〈やうす」

「床（juka）」．

「湯　（ju「）」

「夕（juube”）」’

「ゆい（労力交換）（jui）」

「夜Go「）」．

ヂ嫁（jome）」

酔い（jowa「i）」

「終日（jo「oi）」．

fwa（b　tc）　（一wata）」　，

「割る（waru）」

「若い（waka「i）j

r王（＃0「0）〈わう」

F縁（＃e「N）」

「枝（＃eda）」

「江戸（地名）（＃edo）」

「得る（＃e’ru）」

「襟（＃eri「）」

「柄（＃e）」

「絵（＃e「）」

「遠方（詳eNpoo）」

「酔う（jo’U）〈ゑふ」

「えぐる（＃egu「ru）」

「藺（＃ii）」

「亥．（誹i）」

「居る（坐る）（＃itU）」

　　　　　　　　　　　　謎

首里方轡

’jama＠

’」’　aa　mp　・

，ee一（，eedaki①入璽岳。地名）

li　oo　i」　i．　mp

’jukaco

’juu＠

’」’uubien

’iioo

’juu＠

’」“面①

’joosaN＠

’juui＠

’wata＠

’wajuNee

’wakasaN＠

’oo＠

’iNan

’idadi－v’3’udato

’idudi

’iijUNmp

，wi圭ri⑨

’Wiico

’ii＠

’iNPOOco

’wiijUNO

’wilgujuN＠

，呈圭⑬

，三三①

’ijUNco



　　　　　標　準　語　　　　　　　　首里方書

　　　　　　「踊り（＃odori）」　　　　　　，udui①

　　　　　　「居る（〈をり）（＃O■ru）」　　tUN①
　「オ（＃o）」

　〈を　　　「桶（＃o’ke）」　　　　　　　’uuki⑪

　　　　　　「甥（＃oi）」　　　　　’W！i⑲

　「夢」は？imi⑨，「指」は？iibi⑨で，それぞれ「いめ」「いび」に対応してい

る。また，上の例で明らかなよ5に，「エ（〈え）」「エ（〈ゑ）」は首里方誉で，i～

’iiとなる例と，’wi～’W圭圭となる例とがある。また，上にも例があるが，標準語

のaiとaeは首里方言でeeに，標準語のaoおよび「開音」に対応するoo

は首里方言でooに，また「合音」に対応する標準語のooは首塁方誉でuuに，

標準語のawaは首里方書でaaにそれぞれ頬応ずるのが普通である。

ai

ae

ao

むむ

くヂ開音」蔑「王（＃o・の」

磐・合音、職留）」

awa o縄：認1

　標　準　語

「藍（＃a’i）」

「貝（ka”i）」

「灰：（hai）」

rge　（maie）」｛
「蝿（hae）」

「青い（＃ao’i）」

「竿（sao「）」

「倒れる（taore”ru）」

∫「唐（to「o）」

首里方言

？eemp

kee＠

hweeO　’

mee＠

hweeco

？oosaNco

seo＠

toerijuN＠

too＠

’ooth

もuui⑰

duu＠

kaa①（弁戸）

naa＠

　なお，ここまでにあげた例でも明らかなとおり，蒼里方言には1モーラ（仮：名

一宇で表わされる音の単位）の自立語はなく，たとえば次のように標準語の1モ

ーラの目立語はすべて首里方言では2モーラとなる。

　　「目　　（Me「）」　　miiG＞　　　　　　　　「日B　（七a「）」　　taa⑨　　　　　　　　「帆　（ho）j　　huu①
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（2）　h

　　UおよびWの前で〔Φ〕，iおよびjの前で〔g〕，その他の馴合に〔h〕である。

　〔標準語との対応〕擦準語の語頭のハ行のうち，「ヒ（hi）」「へ（he）」と「フ（hu）j

fホ（ho）」は首里方言で唇音懲を保って，それぞれhwi（〔Φi〕），　hu（〔ΦU〕）1こ対応

　し，「ハ（ha）」は単語によってhwa（〔Φa〕）またはha（〔ha〕）に，ただし「ハ

　イ（hai）」fハエ（hae）」と　「ボー（hoo）〈囎音」はそれぞれhwee（〔Φe：〕）と

　hoo（〔ho：〕）に対応する。「拗音」（「ヒャ」「ヒュj　rヒョ」）は首塁方言でも唇音

　懲…をもたない。

　　　　　藤準語

r・（・・）・｛膿漏」

・一働

・・（・・）・ ﾔ盤」
・ホ（h・）j｛隠：ll誌）」

　　　　　喋（ha）」

　　　　　「破風（hahu）」

　　　　　「灰（hai）」

　　　　　「蝿（hae）j
fハ（ha）」

　　　　　r懲（ha’）」

　　　　　「鼻（hana）」

　　　　　「花（hana「）」

　　　　　「方（ho’◎）〈はう」

囎｛「百（込jakゴ）」「拍子（hjeosr）、

即興方言

hwi圭⑱

hw玉CUN①

hw圭圭⑨

hwitaO

hud呈①

huni＠

huuco

huロi⑨

hwaaco

hwa段h艮U⑨

hweeco

hweeco

haa＠

hanaco

hana＠

hooco

hjakuo”一hjaaku＠

hjoosi＠

　「ハ」に頬応ずるものには，hagka⑪～hwaQka⑪（薄荷），　hani④～hwa痴①

（羽）のように両様の形のあるものもあり，また，若い世代には「ハ」の揚合は

裾ちうん「ヒ」「へ」の揚合にも唇音性を失う傾肉が見られるよ5である。

　　　　　　　　　　　　　　　　ss



　　語中の場合には，？uhusaN⑨（多い），　kuhwasaN⑨（堅い。「こわい」に離応す

　る）など，無声の唇音の保たれる語が少数見いだされる点が注目される。また，

　Pの項参照。

（3）　k，　g

　　kは〔k］，gは語頭・語中ともに〔9〕で鼻音化しない。また，首里：方言にはkj，

　gj　とい5結合はない。

　〔標準語との雄応〕　標準語の「カ（ka）」「ケ（ke）」「ク（ku）」「コ（ko）」の子音は

　kに，「ガ（ga）」「ゲ（ge）」「グ（9U）」「ゴ（90）」の子音はgに対応するのが普通

　である。

　　　　標　　準

「カ（ka）」

「カ（ka）＜くわ」

「ケ（ke）」

「ク（1〈tl）」

「コ（ko）」

「ガ（ga）J

rガ（ga）〈ぐわ」

「ゲ（ge）」

「グ（gu）」

「ゴ（go）」

語

r皮（kawa「）」

r火事（ka”zi）」

「毛（ke）」

r草（kusの」

「粉（ko「）」

｛
「声（ko’e）」

ドがん丈（gaNzjoo）」

ギ頑固（gaaNko）」｛
「外戚（gaiseki）j

f影（ka「ge）」

「道具（doogu■）」

「ごみ（gomi「）」

首里方言

　kaaO

　kwazi＠

　kiico

　kusa＠

　kuu＠

　kwiian

　gaNzuuO

　gwaNku＠

　gweeslcl＠

kaagimp（ただしkazi◎という形もある。）

　doogu　en

　guml＠

　ただし，次の語では標準語の語頭の力行の子音に首回方言でgが対応している。

　　標準語　　首里方言　　　標準語　　　　首里方言

｛1幾　難■際畔一1駒
　　　　　　　　　　（ただし，kaQsaN①「お産などが軽い」という語もある。）

　標準語の「キ（ki）jの子音kと力行の「拗音」のkj，およびfギ（gi）」の子

音gとか行の「拗音」のgjは，首里方書では口藻化現象によってそれぞれ。
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（〔t∫〕），Z（〔d5〕）に対応する。

　　標準語　　首里方言　　　標準語　　首里方書

鷹熱i慧　｛襯：認論
　ただし，「太」のみは例外でkii⑲となり，kを保っている。また，標準語の「ケj

rゲ」でそれぞれei，　ziに対応する例もかなりある。

　　　　標準語　　　　　　　　首里方轡

…｛翻織朗　：織、⑪

・ゲ・ ﾙ：熱）、　器a⑪

　また，標準語で「カ∫ケ」「ガ」「ゲ」の子音がiに先立たれている揚合には，首里

方言ではしばしば口蓋化が起こって，これにe，zが対’応ずる例が見られる。

　　標　準語　　　　　　　　　　三塁方言

　　「如何（＃ika一）（文語）」　　　　　　　caa①（文語では？ica①）

　　鳴賊（＃量ka）」　　　　　　　？icaCO～？ikaO

　　「近い（cika”i）j　　　　　　　　　elcasaNO～cikasaN＠

　　「池（誹ike、）」　　　　　　　　　　　　？量ci⑪

　　「にがい（niga”i）」　　　　　　’NzasaNem

　　r＊ひが一（higa一）」（東）　　　　　　　hwiza①（比嘉，比謝。地名・人名）

　　「機嫌（kigeN）J　　　　　　　ciziN①

　　「ひげ（hige）j　　　　　　　　　　　　hwiz圭①

　また，標準語の「クラ（kura）∫クレ（kure）」およびrグラ（gura）」「グレ（gure）」

は，首里方欝でしばしば次のよ5な形にPt応ずる。

　　　　　標　準語　　　　　　　　首塁方書
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　　「グラj　rめぐらす（megurasu）」　　　miNgwasjUN①
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
　　またQkwa①（子）　は「子ら」との対応が考えられる。

吻銀器総研繋認N①
　　「グレ」　「夕間暮れ（juuma”gure）」　　　，jumaNgWi①

（4）　p，　b，　m

　　p　lま　〔P〕，b　｝ま　〔b〕，　m　｝ま　〔m〕。

　　〔標準語との対応〕標準謡のバ行，バ行，マ行の子音は，それぞれ首里方言で

　もp，b，　mに紺応ずるのが普通である。　pは，標準語澗様語頭のハ行がp音を

　保存していないので，語頭に立つ例はわずかである。首里方書のsi，錘のあと

　では，語中のハ行がpを保っている例がまれに見られる。この場合，s量，瓢の母

音は無声化する。（なお，φの例は本文儒参照）

　　標　準　語　　　　　　　　　首里方書

　　「四百（sihjaku’）」　　　　　　sipjaaku⑨（銭400文）

　　「塩からい（siokara「i）」　　　　sipukarasaN⑨

　　「しほたる（古語）j　　　　　　s呈putajUN①（しめる）

　　なお，mに関してはn，　Nの項を，　bに関してはNの項を参照。

（5）　s，　e．　z；　s，　g，g

　　sはav　o，　uの前で〔s〕であり，i，　eの前および貴族・士族男子のsjの揚合に

　〔∫〕である。cはいつも〔t∫〕である。　zは〔ds〕であるが，母音間では弱まった

　破擦音〔d5〕または摩擦音〔3〕となる。　Cとzはそれ薗身口蓋化した音素である

　から，jとは結合しない。

　　貴族・士族の成隼男子は，s，　c，　zのほかに，平民および女子供のもたない子音

　音素寧，g，多，および平民のもたない音素結合sjをもつ。　sはiとeの前にのみ

用いられ，〔s〕～〔P〕である。9は〔ts〕～〔t5〕，zは〔dz〕～〔d弓〕（ただし母音閻では

　弱まった破擦音〔dz〕～〔d影〕，または摩擦音〔Z〕～〔g］）である。貴族・士族の男子

　は和文，漢文などの学習と年長者による厳しいことばづかいのしつけによってs，

　g，多，sjを獲得し，筋sjをSから，　gをeから，　gをZから区別して発音できる

　ようになる。そして，平民や女子供の発音とみずからの発音とを区罰する。

　　〔標準語との対応〕標準語のサ行の子膏は，平民風発音ではすべてsに対応す
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るのがふつ5である。貴族。士族の成年男子の揚合は，標準語の「サ（sa）」rシ（si）」

fソ（SO）」の子音はsに，標準語の「ス（SU）」の子音はSに，標準語のサ行の「拗音j

のsjはsjに適応するのがふつうである。「セ（se）」の子音は，人または語によっ

　　　　　　　　　　　7）
てs，亭の撃方の揚合がある。

　　　標　準　語

納｛陛：：瓢」

…鷹峯）」

…｛雛：：認1

・セ・
o［we：：謝」

…雌器蕊）、

蜘｛論調鮎）、

首里方雪

saaru＠

（士）seewee①，（平）seewee①

s圭i⑨

slma＠

（士）9圭na①，（平）S圭na①

（士）麟郭⑪，（平）siis圭⑪

sikiNew

siwa①（心配）

suba＠

（士）siijUNCO，（平）sii3UN①

（＝ヒ）sjaku（①，（平）saku⑨

（士）sjumugi⑪，（平）sumuci⑨

　標準語の「チ（ei）」「ツ（cu）」の子音，およびタ行の「拗音」のcjは，平昆風発音

では。に対応し，貴族。士族の成隼男子の御合は「ツ」の子音のみが9に，他は。

に対幽するのが普通である。

　　　　標準語
「チ」　　「血（ci）」

…綴器）」

・deg」

臆断方書
ciico

（出）gira⑨，（平）cira⑱

（士）gii①，（平）cii①

eaa＠

euuhuu＠

cooduO

　標準語のザ行の子音および「ヂ（＝ジ）j，およびザ行。ダ行の「拗音」のzjは平民

風の発音ではzに頬卜し，貴族・士族の成増男子の場合は「ザ（za）」「ズ＝＝ヅ（zu）」

fゾ（zo）」のzは多に，徳はzに対解するのが普通である。ただし，貴族。士族

　　　　　　　　　　　　　　　　ze



の成年1男子の融合もziと寡の口証はsと￥，　cと9の虫合ほどは厳重に守られて

1いないようである。

標準語
「ザ」　「座（za）」

「ジ」　「宇（zi「）」

「ズ」　「水（mizu）」

fゼ」「鏡（ze’ni）」

「ゾ」「溝（m呈zo）」

首里方言

（士）gaa⑨，（平）zaa⑬

鴇銭⑨

（士）mi多i①，（平）mizi　co

ZiN＠

（士）N多U⑨，（平）NZ鷲⑪

zaaO

zuubaku＠

zootuu＠

　　なお，首里方書でも標準語岡様，「じ」と「ぢ」，「ず」と「づ」の区別は保存されて

いない。

　　標準語の「ス∫ツ∫ズ（ず，づ）」はそれぞれ原則として，貴族・士族の成年勇子の

の適合は鋼gi，　uiに，平画風発音においてはsi，　ci，　ziに対応するが（母音音素

　の項参照），髄後の母音に同化されて，溺考の楊合にSU，9U，多U，後者の場会に

su，　cu，　zuとなることがある。

　　標準語　　　　　　　　　　　首塁方書

　　「ス」　「裾（SUSO）」　　　　　　　　　（士）SUSU①　　　　（平）S“SU①

　　「ツ」「作る（eukゴru）」　　　　　　（士）gukujUN⑪　　（平）cukujUN⑪

　　fヅ」　「埋める（＃uzumeru）」　　　　　（士）？u4unUN①　　（平）？uzunUN①

　　以上述べた貴族・士族の成年男子と平罠や女子供との発音の差異は，中年以下

　の層では失われていて，平屍風の発音となっている。ただし，標準語の普及によ

　り，若い層では標準語のsjに射応ずることが明らかな語についてはsjの発音も

　される。この辞典の本文は，とくに断わらない限り，貴族・士族の成年男子式の

　発音に基づいて表詑されている。　しかし，s，9，多についてはそのセディーラ

　（，）を除いて魏み，sjについて｝ま」を除いて読めば平民式発音が得られる。

（6）　n

　　a，e，　u，　Qの罰で〔n］，　iの前およびnjの揚合に〔駆〕。

　　〔標準語との雄応〕標準語のナ行の子音は，首里方言でnに対応するのが普
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　通である。また，標準語のmj，　mij，　miは首里方言でしばしば次のよ5にnに

　対応する。

　　「脈（瞬aku「）」　naaku⑨～mjaku⑪

　　「苗字（mjo．｝OZ圭）」　　neozi⑪～mjoozi（9）

　　nUUN①（機織り夢語。「三読み（mijomi）」に対応する）

　　nUNgikee①～mjUNgikee①（御案内。「みおみ（miomi一）」＋「使い（一cukai）3

　　に対感）

　　nUUN⑪（見る。　mii⑰「見（mi）」と，UN①「居る」の複合）

　　nunUN⑪（飲む。　numian「飲み（no’mi）」と，UN②「居る」の複合）

　　また，naa①（もう）は「今（＃i「ma）」に，　naada⑪はrいまだ（＃i”mada）」に対’

　　応ずる形かと思われる。

（7）　r

　　発音は標準語のrとほぼ同じ。また，rjという結合はない。

　　〔標準語との対応3標準語の語頭のう行の子音は，那覇方言ではrに対応する

　が，首里方言では通常dに館応ずる。首里方言で語頭をrに発音するのは教養

　ある貴族・士族の戒年男子の発音，文語的な発音，または新しい発音である。

標　　準　　語
陳　　　「利｛
（raku”）」　（ri’）j

daku＠　diico

raku＠　riiO

「蝋　　　r琉球

（ro’o）」　（rjuukju’u）j

deo＠　duueuuen

roo＠ ruueuu＠

「両方

（rjoohee）3

doehoo¢

xoehooe

標準語の語中の「ラ（ya）」ドレ（re）∫ル（ru）」「ロ（ro）」の子音は首里方言でもr

に対応するのが普通である。

　　　標準語　　　　　　　欝里方欝

・ラ・

・り ﾗ羅臼）、器

　　標準語

bv・
o；馨：：認

・叫
bｲ濃、）、

首里方言

saaruO

siru＠

duru＠

hurusaN＠

　醸準語の語中のrり（ri）」は首里方言でrが脱落してiに，標準語のラ行の「拗

音」のrjも，　rが脱落してjに対応するのが普通である。

標準語｛臨、）溜。）議1，）、隠、）、胤、論、）、
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首里方言　　haai⑨　　maai⑨　　tai①　　tui①　　mui①（丘）　？ui⑨

　　　牒鶴器⑪＿「繍認㎞細剛
　　ただし，f　i］」が標準語でeまたはiに続く揚合は，首里方言でもrが保持さ

　れる例が多い。

｛欝難｝駕　鷲：畿∵

　　　　ただし動詞連用形r入り」「切り」などについては文法の項参照。

　　なお，k，9の項，　Nの項を参照。

〈8）　t，　d

　　tは〔t〕，dは〔d〕である。ともに」とは結び付かない。

　　〔標準語との対応〕標準語の「タ（ta）」「テ（te）」「ト（to）」の子音は首里方言

　でtに，標準語の「ダ（da）」「デ（de）」「ド（do）」の子音は首里出駕でdにそれぞれ

　対応するのが普通である。

　　　　標準語　　　首里方言　　　　標準語　　　　　　　首里方言

備1還・｛雛轡力寧静㌦

　　　　　　　ただし，「竹（take）」は首塁方言でdaki①となる。

　　しかし「タJfテ」「ト」，　rダ」「デ」「ド」の子音が標準語でiに先立たれている場合

　には，誉里方言では口蓋化によって次のよ5に。，zに対応することがある。

　　標　準語

　　　脚手（mi一＋te「）J

　　　「居て（＃ite）〈みてJ
fテ」

　　　「見て（mi「te）」

　　　「書いて（ka”i：　te）〈書きて」

首里方言

　？iea＠・一？ita＠

　？ic＆saN⑰（借しい）

　sicaco

　’NC童①

　’ieipt

　’NNCi＠

　kaci＠



…｛臓憶

rダ・ w盤）、
「デ」　r崖てくいでて」

「ド」「おみ（類miう」÷彌（do「0）」に対応

？icunasaN⑪（忙しい）

Qcuco

cui＠

hwizai＠

’Nzarien

？NZiti＠

？UNzu⑪（あなた）

4　その他の音繁

　母1音音素，半母音音素，子音音素のほかに，次の2個の音素がある。

　　　N，　Q

　　Nはいわゆるはねる音（ン）であり，Qはいわゆるつまる音（ッ）である。　Nは？，

　’，hのいずれかとともにモーラをなし，　Qはそれだけでモーラをなす。

（1）　N

　　標準語の「ン（N）」とほぼ嗣様iに発音されるが，標i準語の「ン」よりはいつそう成：、

　節的である§）また，次のように語頭のモーラとなることができる。

　　　？N燃＆⑨　（馬）　　　　　　，Nn三①（胸）

　　また，Nを含むモ・一ラが二二つ以上重なる根合もある。

　　　？NNd圭i⑨（蕪），？NN①（うん。親しい岡等・目下への肯定・承諾の返事）。

　　　’NNZUN⑨（見る），’NNN「N⑨（ううん。親しい同等・目下への否定・拒絶

　　の臭素）

　O　？N

　　　？Nまたは？NNに続くことのできる音素は緊鎖を伴う有声の子音音素に限．

　　られる。すなわちm，n，b，d，z，9の6個である。

　　　［標準藷との灼応〕　標準語で「マ。ナ・バ。ダ・ガ」の各行に先立つ語頭の

　　「イ（＃i）jrウ（＃U）」は誉里方言で？Nに離応ずることが多い。

　　　マ行・前糊張「いも（＃imo”？NMU＠）」盤劉「惣ゴ）∫欝）」

　　　・㈱縄跳驚）」犠1欝9呈）」「盤1器’）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　藪



三儀奮囎欝）」瓢1叡諭旨はb。。」。N⑪）

三襟即興語）（灘ete）」

ガ礪
T「撒留）」（また1まそ嚇脚

　　ただし，？Nbii5⑳ξ①（「おびえる（＃obie”ru）」に対応），？NbusaN②（「重い（＃O一一

　moi）」に対応）の＝二語では？翼が「オ」に対残している。

＠　’N

　　？Nの揚合と異なり，どの子音音索の溺にも立ち5る。

　　〔標準語との対応〕標準語の漢字音に含まれる「ン」は’N（ただし’は語中

　では表記しない）に対応する。

　　「天（もe■N）」tiN①，「三年（saNneN）j　saNniN⑪

　　標準語で母音，半本音以外の音に先立つ語頭の「ミ（mi）」「ム（mu）」は，次の

　モーラに母音i，Uを含まないとき，首里男運では多く’Nに対回する。

「ミ」

「ム」

標　準　語

「御衣（みそ）（古語）」

「味噌（mi「SO）」

階（mina「）」

「予て（mゴte）」

「御（miう十ヨ轟（hana）」

騙笠（＃amiga’sa）」

5胸（Mune「）」

倥（muna一）」

「向かう（mukau）」

「むかで（mukade）」

「昔（mukasi）」

特製方書

’NSUto

’NSU＠

’NnaO

’NNei＠

’Npanaco

？aNzasamp

’Nnie

’Nna一

’Nkaj’uNte

’Nkazi＠

’Nkasi＠

　ただし，「婿（mu”ko）」muuku⑪，「村（mura「）」mura①など例外もある。

標準語で次のモーラに母音i，Uを含む揚合には，首里方言でもそのままmi，

muに対応することが多い。
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　　　f・」｛懇醗酵）蝋器F）」需『）」

…｛繰「欝）」「麦（鵬ガ9呈muziap）」「畿蹴魎’）3

　　　標準語の語末の「ミ」は，2モーラの揚合，首難方書でもmiとなることが

　　多く，3モーラ以上だと’N（Nと書く）となる揚合が多いようである。

…朧（1鍮燃「総懸欝
　　　　　（ただしr君（kimi）」はeiN⑬～cimi①となる。）

　　　標準語のr二（ni）j　fヌ（nu）」もときに’Nに離応ずることがある。

　　　　　　標　準　語　　　　　　　　首里方言

　　　「二j　　rζこカ｛L、（niga「i）」　　　　　　　　　　　　，NzasaN⑪

　　　…綴識　　盤
　　　標準語の「ラ・レ・ロ・ル」に先立っ「ビ（bi）」「ブ（bu）」「グ（gu）j　rズ（ず，

　　づ）（zu）」などは次のように首里方欝で’Nに射応ずることがある。

　　　「くびる（kubiru九州方署）」kUNZUN①，「ha　（＃abura）」？aNda⑪，「かぶ

　　る（lcabu’ru）」　kaNZUNem，「めぐらす（megura’su）」miNgwasjUNCO，「夕間

　　暮れ（juuma’gure）」’jumaN竃wi⑦，「かずら（kazura）＜かづら」kaNda⑪，

　　「はずれる（hazure”ru）＜はつれる」haNdiゴUN④

　O　hN

　　　hNという結びつきは感動詞のhNN⑱（5ん），　hNN①（ふん）の二語しか

　　なく，例外的なものである。

（2）　Q

　　標準語のつまる音（ッ）とほぼ同じに発音されるが，いっそ5成節的である。

　語末に立つことはなく，また，Qに続くことのできる音素はk，p，s，￥se，g，t

　のみで，標準語同様，有声音は統くことができない。
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？aQkaN⑰（歩かない），？aQpi⑨（あれだけ），’waQsaN⑥（漁・），？璃iN⑥

　（1寸），？aQCUN⑰（歩く），1〈aQcikanUN④（ひっつかむ），，UQtii⑪（おととい）

　また，次のように語頭にも立つことができる。

　　　　　　　　　　　　6）
　〈≧kwa③（子。「子等」に対応？），　Qeu①（人。「人（hito）」に対応），　Qsa①（しよう），

　Qsi①（しろ，せよ），　Qsio（して。　fして（site）」に対応），　Qei＠（来て。「来

　て（1〈ite）」に対応）

　ただし語頭にQの立つ例は以上で全部である。3モーラ以上の例は上の語を

成分とする複合語（QeubaQpee①「人違L・」など），上の語に助詞の付いた形

（QCOOtr＞．・「人は」など）のほかに例がない。

　〔標準語との対応3標準語の漢温感に含まれる「つまる音（ッ）」はふつ5Qに

対応する。

　　f一杯（＃i（≧pa｛）」？iQpee①（非常に），　ヂ鉄砲（teQpoo）j　tiQpuu①

　他の場合は繁雑なので省略。なおkの項参照。

5例外的な発音

　音素体系の例外をなすものとしては，これまでに述べた？m，熱Nのほかに，次の

ような嚇答，呼び掛けの感動詞に限って現われる鼻音化現象がある。

　　　　　　　はい（肯定・承　はい（呼ばれた　　いいえ（否定・　さあ（呼び掛け）
　　　　　　　諾）　　　　　ときの返事）　　拒絶）

　霞下の年長　？oo①〔？6’δ〕　h◎o⑨〔h66〕’ooo”o⑥　［δ6δ’6〕’oohoo⑨〔66h66］

　へ
驕奪翼し・ii①〔舳・ii⑪〔glτ〕’・i・’i＠〔髄’・ihii⑪〔灘｝

　これらの8語はいずれも普通は歯音化して発音され，もし鼻音化しないと，ぶっ

きらぼうな，または乱暴な印象を与える。

6　モーラ（短酒塩）の種類

　以上に述べた各音素の組み舎わせによってできる首里方言のすべてのモーーラ（短

音節）を一覧表にすれば，次のページの表となる。〔　〕で示したものはそのモー

ラが語頭に用いられた場合の国際音声表記である。その下の仮名は島袋盛敏氏が稿

塞で用いた仮名表記である。
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　前のページのうち，太い線で囲んだ部分は貴族。重族の成年男子のみが用いるもの

である。また，音素表詑を（　）でくくったものは，そのモーラが語頭に用いられる

例が熱いだされないことを示す。また，島袋氏の仮名表記には，語頭と語頭以外とで

違った表詑がなされている揚合があるが，その揚合は語頭以外の揚合を（　）に入れ

て示してある。（　）の中に二種以上の表記のあるものは，そのモーラが語頭以外で

二種以上の腰垣がなされていたことを示す。鶏袋氏の仮名表認は，’の系列やZと4

の系列などにわずかな不統一があるほかは，不便な仮名によって各モーラをたくみに

表記し分けたものである。本塁氏の稿本にそのモ…ラを含む語がなかった場合には，

島袋氏の表記の欄が空欄になっている。

　なお，これらのモーラを含む語例については，本文篇凡例，本文篇を参照。

7　文語の伝統的甕記法

　組踊り，琉歌などは沖縄独特の漢字仮名まじり文で表記されている。その表詑法

はそれを読む場合の発音と大きく食い違っており，ためにこれら沖縄文学は本土の

人々に読みにくいものとなってしまっている。この辞典にも，その表記によって組

踊り，琉歌などを引用しているので，その表記法についてもここで簡単に触れてお

きたい。

　先にも述べたように，「おもろさうし」は変体仮名を含む平仮名で書かれ，漢字は

ほんの少ししか罵いられていない。これは島津の琉球入り以前から成立していた表

記法で，当時の発音と最良との関係はまだ充分明らかにされていない。組踊りや琉

歌の表詑も，「おもろさうしJ式の表記を大体受け継いでいるが，「おもろさうし」の

それに比べると，標準語文語の知識に支えられている点がいっそ5多く，漢字もか

なり多く用いられているし，仮名の使い方も，発音との開係がはっきりしている。

そして組踊り，琉歌を通じて大体画定化しており，今春でも琉歌を表記する下手な

どにしばしば用いられている。仮名は，一定の｛貫用的規則によって方言音を表わし

て使い分けられている。僻寺男獄氏が「琉球戯麟集」の序文に，組踊りの仮名の使い

方を実際の発音と対照させた一覧表を掲げているので，ここではその発音の表記を

この辞典に使用した音素表認に改めて，さきにあげたモーラの一覧表に準じて配列

したものを次に掲げることにする。
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　ただし，このもとの表がどの程度精密な調査によったものかは明らかでない。ま

た，この表には「はねる音（？Nと，N）」と「つまる音（Q）」がないが，？Nは「い」または

「う」，，Nは「ん」「ぬ∫む∫も」，（≧は£つ」のよ5に表記されるのが普通のよ5であ

る。また，房中のr5a，　rjoo，　rjuは口語にはないものである。伊波普献はまた，

このもとの表で本土方言の「二（ni）」に対応する「に」をny三，本土方言の「ネ（ne）」に

鰐応ずるfね」をnl，また「にやい」をny§，「ない」をnEのように表記し分けている

が，現代の首里方言には，文語を読む揚合にもこのような区洌はなく，「ね」「に」は

ともに。ie），　rにや司「ない」1まともに。，，である。

　漢字は，本土：方言の揚合と同様に用いられるほか，沖縄独自の語を表わすため

に，表音的または表意的な慣用字として組踊り・琉歌などの中に限らず，和文の文書

などの中にも多く碧いられる。

　［親雲kコpeeciN⑨（位階名）　　　　　［按司］？azi⑥～？aNZ漁

　［宮童・美童j　mijarabi⑨（おとめ。「女童」に対応。）
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　［加那志］一ganasi（敬愛の意を表わす接尾辞）

　［小］一gwaa（策北諸方言の「こ」に似た接尾辞。＜Qkwa①子）

　〔美〕ml一～，N一（敬語の接頭辞。「御（み）」に対応。）　　　［城］gu苧iku⑪（城）

　［無蔵〕　’NzoCD（愛人。男から女をいう。文語）

　　　　　　　　　　　　　　　　le）
　慣用字のもっとも多いものは地名　　　　　　　　　　　　　　　　　と人名（ことに姓）であり，これらの大部分は

本土方言の人には読むことができない。たとえば次のよ5なものである。

　［喜屋武］ca，N⑤　　［宜野湾］溢noON⑪　　［仲村渠ユnakaxdakari⑪

　［保栄茂コbiN⑨　　［圃　蜘kUNzaN①　［今帰仁］naeiz圭N⑪

8　アクセント

　首里方言のアクセントは平板型と下降型の二つに分かれる。音韻表詑の末尾に平

板型を⑰で，下降型を①で示す。アクセントは単語ごとに定まっているが，アクセ

　ントの単位をなすものはいわゆる「文飾」である。

　平板型のアクセントを持…つ単語は，はじめ中程度のあるいはやや低い高さで始ま

り，終わりまで大体同じ高さが瞬く。

　？aa⑪［？a：］（泡），？ami⑪［？ami］（雨），　sj　umu¢i⑪〔∫umutsi〕（本），　sutumiti⑨

　〔SBtumiti〕（朝）

　下降型のアクセントを持つ単語は平板型の単語よりも高く始まり，かつ第1モー

ラは第2モーラ以下と比べてやや強く発音される。そして2モーラの単語の揚合に

は第1モーラだけが高く，第2モーラは低い。

　kaa①〔ka「＝〕（井戸。「川」に鮒応），　hana①〔hanna〕（鼻）

　　3モrラ以上の下降型の単語では，通常第2モーラまでが高く，以下のモーラは

低く終わりまで平らに窪く。

　tubuN①〔tubu「N〕（飛ぶ），　nacigwii①（nat∫i’gwi：］　（泣き声），？Nmaridusi①

　　〔？ipma”riduSi〕（十二支の上の生まれた年）

　　しかし，第2モーラが，と母音音素からなる丁合，および第2モーラが，Nであ

　る縫合には第2モーラも低くなる傾向があり，　とくに第1・第2モーーラがいわゆ

　る「長母音jとなる場合にはその傾向が著しい。

　　taagi（匪）〔ta、itsi〕（＝ごつ），　】naasaも圭①〔】aa「：sat三〕（翌々　鑓）

　　首里方言のアクセントには，不完全ながら文節の切れ蟹を認知させるための機能
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も認められる。すなわち，文中にあって後の文節は前の文節よりも全体として低く

発音される傾向がある。すなわち，二つの文簾が続く請合，それらが平板型である

か下降型であるかによって照通りの組み合わせができるが，比i嘉春潮氏の発音に

よってそれぞれを図式的に示すと次のよ5になる乙i）

（イ）　⑨　⑥　　（・）一一　 ⑪

（一｝）　”`a」　（”）　v一一un一！ll｝　，一Q．．

　首里方言では平板型の単語の方が下降型の単語に比してずっと多いので，この曝

つのうち（イ）の紐み合わせが一番多い。平板型の文節が続く削合には，文節はつぎ

のように段階状に下降する。

　　　　　　　＠
　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　＠

　また，平板型の文節は末羅のモーラがやや上昇する揚合があるが，その場合，平

板型の遠漕は下のようになり，やはり文節の認知に役立つ。

　　　2en　一f’＠　一一一m－y’＠

　首里方言ではすべての文簾が平板型，－下降型のいずれかに属するが，一部の複合

語および，種々の助詞や接羅形式のついたもののうちには，次のように二次的な下

降をもつものがある。その下降を「によって示す。

　？uukuba’a⑪（奥歯）　　　　　　　，jumaNta’N⑪（読まなかった）

　muujaba「aj3⑨（家の中：央部の柱）？waac三mi亭e’eN⑰（お歩きになる）

　tuimudusju’N⑨（取り戻す）　　　kaguslmama’di①（鹿児島まで）

　しかし，下降型の単語の揚合には，初めの下降が著しいために二次的な下降はあ

まり目立たず気付きにくい。また，長い単語の揚舎，二次的な下降が二つ認められ

る場合があるが，その丁合も一方がさして弩立たず気付きにくい。

　’judoote’era’a⑪（読んでいたのなら）

　’3饗deeta「Nte’eN＠（読んであったところで）

　また，平板型の二つの形式が結合して複合語となる国辱，その複合語も多くは平

板型となるが，二つの結合度が弱い揚合に，たとえば次のよ5に二次的な下降がそ

の継ぎ目に現われることがある。

　tεしruu⑰（太郎）＋sjUMugi⑨（本）　　　taruu「sjumuc．i⑨（太郎の本）

　その揚合，前の形式が2モーラであると，その複合語は○○℃○○…のような
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形となり，下降型アクセントを持つ形式と型がほぼ同じになる。しかし，前の形式

がいわゆる長母音の場合でも二次的下隆は第2モーラのあとで起こる目合があるの

で，その向合は，いわゆる長母音で始まる下降型の単語とは下降の揚漸が異なる。

　nuu”sigutu⑪（何の仕事），，ii”kaNgee⑨（いい考え）

　この辞典の見出し語にアクセントを記入した時にはこの事実に気付かなかったの

で，このような聯合の本文見出し語のアクセントの記入には，一部ではあるが，不

充分な箇所があるように思われる。しかし一般に，首里方言の複合語のアクセント

は，その第1成分が平板型である揚合にはいつも平板型となるから，本文見弄し語

に，第i成分（2モーラ）が自立語として用いられた照合に平板型であるのにその複

合語が下降型と寵されているものがあれば，それはこの種の二次的下降をもつ平板

型と見なすことができる。

　〔標準語との対応〕琉球諸方言のアクセントの型の統合のしかたは，全体として

九州諸方言のそれに似ている。5ち，首里方言のそれは，九州酉南部の二型アクセ

ントのそれと似かよった面がある。金田一春彦博士の類矧法に従って「一音節」およ

び「二音節」の名詞について示せば次のようになる。（　　）の中ほ東京方言のアクセ

ントによる標準語。

　注鼠すべき現象としてr二音節」名調の4類・5類に属する単語のうち一群のもの

が，その「第一音節」が長くなることがあげられる。

　4類　ら息（＃i’ki）」？iici⑪，「糸（＃i”to）」？iicu⑨（絹）～？iicuu⑨（糸），「ee（＃o’ku）」

　　　？uuku⑨，「帯（＃o”bi）j？uubiew，　r空（so’ya）に顔汚？」suura⑨（先。棺），「中

　　　（na「ka）」naaka⑪，「箸（ha’si）jhaasi⑨，「臼（君U”SU）」？UU學i⑪，「松（ma’CU）ま

　　　maagi⑪など。
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5類「影（ka’ge）」kaagi⑪（ただしkazi⑨とい5形もある），「獲（sa”ru）」

　　saaruev，「婿（mu’ko）」muuku⑪，「桶（＃o’ke）1’uuki⑫，「蛇（he「bi）に対

　　1応？jhwiibuas（蛇）など。

しかし，同じ4類・5類であっても，次のように長音化しない語もある。

4類r跡（＃a’to）」？atu⑨，「粟（＃a’wa）Sawa⑪，「稲（＃i”ne）」？Nni⑰，「海（＃u「一

　　船）」？um圭⑪，「笠（ka’sa）J　kasa⑪，「糟（ka「SU）」ka阜i⑨，「今日（kjo’e）」

　　CUU⑪，「汁」（si”1’U）」siru（D，「下駄（geta）」　zita⑰（足駄），「筋（SU”zi）」

　　4izi⑨，「銭（ze’ni）jziN＠，「種（ta「ne）」taRi⑪（男根），「苗（na’e）j　nee⑨

　　など。

5類「汗（訟’se）」？as三⑪，「雨（＃a「me）」？am⑩，「蔭（ka’ge）jkazi⑰（ただし

　　kaag圭⑨とい弓形もある），「琴（ko「to）」kutuu⑨，「露（cu「画）」giju⑥，「春

　　（ha’ru）」hwaru⑨（ただし文語），「鶴（CU’yu）」　gil’Zl①，「秋（＃a’ki）」？aci①

　　（ただし文語）など。

注

　1）　「編集経過の概要」に記したよ5に，首里方言の音素体系を研究するに際して

　　は，服部四郎博士の指導を受げた。したがって，ここに述べるものも，博士の

　　「琉球語j（「世界護語概説」下巻1955）の記述を基礎にしている。

　2）　以下単に「標準語」とい弓丈合には，東京方量の話し手によって発音された場

　　合のそれをいう。なお，対応形としてあげる標準語は「　」に入れて示し，さら

　　に（　）に入れて標準語の音素表認とアクセント（の下がり核）を示す。（本土

　　の他の方言や文語を鮒応語としてあげる場合はアクセントを示さない。）標準

　　語の音素表記中，＃は語頭のゼロ子音音素を示す。また，繧準語の音素表層と

　　首里方言のそれとでは，c，　s，　zの揚合に違う音声を表わす揚合があることに注

　　意。すなわち，標準語の「ツ（eu）」「チャ（cja）∫チュ（c3u）∫チョ（cjo）∫セ（se）」

　　fズ（ZU）jfジャ（zja）∫ジュ（zju）∫ジョ（zjo）jと近似の音をもつ首里方言の

　　モーラは，それぞれ，gu，　ca，　cu，　eo，　se，　zu，　za，　zu，　zoのように詑される

　　（子音音素。，s，z；9，s，多の項参照）。

　　　また，標準語の動詞。形容詞の「終止形」を歯応語としてあげてある揚合，そ

　　の語尾の部分はふつ5そのまま首里方言に対応しない（文法の項参照）。しか

　　し，とくに必要な場合を除き，いちいちそのことを断わらない。

　3）　£　］でくくってあるローマ字母による衰詣は音声馬脚。その億のローマ字

　　母表詑はすべて音素表記である。

　4）　声門破裂音〔？〕とは，喉頭にある声門を一たん麟じておいてから急激に開く

　　時に発する音である。咳のはじめの音や，便所でいきむ時の音は強い声門破裂

　　音である。また，鐸を大きくあけておいたまま息を止めることができるのは，

　　声門が閉ざされるからである。
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5）　ただし，琉球方醤の中には，名瀬方言などの奄美大島北部方書のよ5に，

　〔？ma〕（馬），〔？画〕（稲）のよ．うな語があって，鼻音が声門破裂音をもつかどう

　かによって別の子音音素となる方醤もある。このような方書では

　　　μ（〔？m］）＝m（〔瑚）

　　　v（〔？n〕～［？Ji〕）：n（〔n〕～〔ja〕）

　のような音韻的紺立があると考えられる。

6）村由七郎茂が「B本語の比較研究から」（ド国語学」47号）でこの語に関して述

　べられた箇齎に上村の言として旧本語の◎に対応する琉球語のUの後ろに立

　つTが消滅する確実な例は1つもない」と記されているが，　これは材山氏と上

　村とが電話で話をしたため，話が通じなかったものであり，「本土方言のkor一

　に琉球方言でkw一が離応ずる確実な例を上村は知らない」の意であった。した

　がって，誉羅方書のQkwa①（宮古島東仲宗根方言ではCffa〕，奄美大島諸鈍方

　書では［k，wa”：〕，喜界鵬阿伝方書では〔k，a］となる）と本土方言のkoraとの対

　応の可能性は充分考えられるが，まだ証明されたとは言えない。なお，語中の

　rに関しては，子音音素rの項の説明にある通りである。

7）　島袋盛敏氏の発音ではSの場合が多く，比嘉春潮氏の発音でia　eの場合が多

　いようである。

8）すなわち，糠準語と瞬様，後続の音によって調音二二が異なる。？Nmi①（梅）

　〔単mi〕，，Nna①（皆）〔P漁a〕，，Nkasi⑪（昔）〔i，1〈a∫i〕など。　ただし，臓部博士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　は，このNはふつう同時に〔N〕の調音も伴うようだと述べている（琉球語「世界

　言謬吾概説」下巻1955）。

9）　首里方言では，標準語の「ネ∫二」に対応する音はともにni（〔3ユi〕，ただしn

　の口蓋化の程度は標準語のそれに比してやや少ないよ5に思われる）であり，澗

　者は区Slj　Elれない。しかし，たとえば喜界四阿伝方書ではrネ」は〔nl］，「二」は

　〔瞬〕であり，両者の区劉が保たれている。善塁方醤でも一時代前までこれと國

　じような仕方で両者の区溺がなされたのかもしれない。

10）付録の地名一覧を参照。

11）　ただし，前のド文節」があとのf文節」に直接統合される揚合など，二つの「文

　節」が文論上近い開係にある野合に限る。長い文の中で二つの文節の間に大き

　な文聖上の切れ目がある場合はこの限りでなく，またそのことが長い文の中で

　の文節と文節との関係を示すのに役立っている。
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　　　　　　　　　　　　　　　1）

W首里方言の文法

　以下に文法として述べることは，辞典を利用するために必要な限りの動詞・形容

詞。速詞の形態論的な構造にとどめる。

1動　詞

　（1）　動詞の活屠

　　①規劉動詞

　　　　動詞の活用形の例として，たとえば動作性の意志勤詞の中から’junUNC

　　　「読む」について「…する（肯定普通態現在の「終止形」）」という形と，「…しな

　　　い（否定普通態現在のr終止形」）」および「…して（普通態の「分詞」）」という形

　　　とをあげると，次のようになる。

　　　　　，junUN⑪（読む），，jumaN⑲（読まない），，judi⑪（読んで）

　　　　首里方言の動詞の諸種の活矯形や派生形式は，不縞鋼動詞を除き，この三つ

　　　の形を知ればそれから類推することができる。したがって，本文の規則動調の

　　　見出し語にはこの三つの形だけを示した。たとえば，

　　　　　，j魏＝n秘N⑨（他＝maN，：d呈）

　　　とあるのは，この三つの形が，junUN⑥，，jumaN⑨，，judi⑪であることを

　　　示す。

　　　　この三つの形に含まれている，jun一，7麺瀞，’∫ud一を語幹と呼ぶことにし．

　　　服部四郎博士に従って’jun一を連用語幹，，jum一を基i本：語幹，，jud一を音便語：

　　　　　　　　　　　2）
　　　幹と呼ぶことにする。この三つの語幹は末躍の子音がn，m，　dのよ．5に交替

　　　している。

　　　　つぎに，’junUN⑨にならって嘗里方言の規劉動詞のすべての型について「…

　　　する」「…しない∫…して」の蕪つの形と，ほかに「…し（いわゆる「連用形」）」と

　　　をあげると次のようになり，首里方言には次の14種類の規則動詞が認められ

　　　ることになる。語幹末の交替する部分をゴチックで示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　58



　　　「…する（肯定普通態
　　　現在の「終止形」）」

〈・）・・搬附

（ii）

〈iii）

pt　一

ノ、●

（iv）

（v）

〈vi）

（vii）

〈viii）

（iX）

（x）

（x三）

〈x難）

（xiil）

〈xiv）

イ．（切る）

口。

？ukijuN＠
（起きる）

？ukijuN＠
（受ける）

1〈oojuNco
（買う）

’warajuNS
（笑う）

1〈aNzuN＠
（かぶる）

kacuN＠
（書く）

nasjUN　O
（産む）

1〈uNzuN　（D

（くびる）

eijuNO
（着る）

tubuN¢i
（飛ぶ）

’junuNev
（読む）

？WiizUN　ew
（泳ぐ）

？irijuNCI）

（入れる）

，ju搬畿r茎jUN⑪
（読める）

taeuN＠
（立つ）

CijUN＠

？ijuN＠
（射る）

通
力㈱醐

j
⑥
）
⑨
）

撚
曲
論
灘

漂難
燃
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「…しない（否定普通
態現在の「終止形」）」

turaN＠
（取らない）

？ukiraN＠
（起きない）

？ul〈iraN＠

（受けない）

kooraNOx
（買わない）

’wara”’aNG．）

（笑わない）

kaN（嚢aN⑪
（かぶらない）

1〈akaN＠
（書かない）

RasaNO
（産まない）

kuNda　Nr　co

（くびらない）

eiraNQ＞
（着ない）

tubaNO
（飛ばない）

’jumaNO
（読まない）

？wiigaN＠
（泳がない）

？iriraNtn
（入れない）

’jUmaraptr＠
（読めない）

t・ataN＠
（立たない）

ciraN＠
（切らない）

？iraN＠
（射ない）

「…して（肯定普
通態の「分詞」）」

tut呈⑨

（取って）

？uki｛i　em

（起きて）

？ukiti＠
（受けて）

kootico
（買って）

’warati　rco

（笑って）

kaNti＠
（かぶって）

kaci＠
（書いて）

nacl＠
（並んで）

1〈uNciO
（くびって）

eiciO
（着て）

tudico
（飛んで）

’judiO
（読んで）

？Wiizi＠
（泳いで）

？iQtico
（入れて）

’」’urnaQtiO

（読めて）

taQcl＠
（立って）

ciQelen
（切って）

？iQei＠
（射て）

　それぞれの種類の，標準語文語との対応およびその種類に属する動詞の例を

あげれば次のようである。

（i）イ．ラ行四段の大部分。？atajUN①（「当る」），　kee∫UN⑪（r返る」）など。

　　ロ．上二段の大部分。？wiijUN⑪（「老ゆ」），　sizijUNO（「過ぐ」）など。

　　ハ．下二段の大部分。meejUN①（ド燃ゆ」），　tatijUN⑱（「立つ」），’iijUN⑪
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　　　（もらう。「得」に盆応）など。

　　二．ハ行四段のうち，語幹末にaを有するものの一部。moo題N①（「舞

　　　ふ」），hoojUN⑰（ヂ這ふ」），？oojUN⑪（戦う。「合ふ」に対凸応）r　noojUN＠

　　　（縫う。r絢ふ」に頬応？），　bOQjUN⑰（「奪ふ」）など。音便語幹からの類

　　　推によって生じた種類である。

（ii）　ハ行四段のうち，語幹來にaを有するものの一部。　narajUN⑩（「習ふ」），

　gikajUN①（「使ふ」）など。ただし，この種類に属する語は，入によって「…し

　ない」の形が鶏araraN⑨（習わない）などのように（1）の型となる場合がある。

（ii2）　ラ行四段のうち，語幹末にbuなどを有するもの。？aNZUN⑪（「表る」），

　，jaNZUN⑨（そこなう。「破る」に欝応），　niNZUN①（「眠る」）など。

（iv）　力行四段。？aQCUN⑩（「歩くj），　clCUNte（f“聞くj），　hwiCUN①（「引く」）

　など。

（V）　サ行四段。？NzasjUN⑪（「崖す」），　noosj鷺N⑱（「直す」），　tQosj疑N⑨

　（「倒す」）など。

（vi）　ラ行四段のうち，語幹宋にbiなどを有するもの。不規蜀動詞’NNZUN③

　（「晃る」）もこれに近い。

（vii）上一段の大部分。簸圭jUN①（ド似る」），　nijUN①（「煮る」），，ijUN④（「坐

　（ゐ）る」）など。

（viii）　バ行簸段。’jubUN①（「呼ぶ」），？a￥ibUN①（「遊ぶ」），　kurubuN①（Wt

　ぶ」）など。

（｛x）　マ行颯段。nunUN⑬（「飲む」），’uganUN⑥「（拝む」），’janUN⑪（「病

　む」）など。

（X）　ガ行四段。　kUUZUN③（「漕ぐ」），？iSUZUN⑪（「急ぐ」），　giZUNGひ（「継

　ぐ」）など。

（xi）　ほかに，　hwirijuN①（ta　5）。　また受身動詞。たとえば，jumarijUN⑪

　（r読まる」），？utarijuN⑪（「打たる」），’5uba鍼3UN①（「呼ばる」）など。

（x呈量）規則的に作られる可能動調。たとえばtatarijUN⑪（「立たる」），　kaka－

　rijUN⑨（「書かる」），，waraarijuN①（r笑はるj）など。

（xiii）　タ行期段。？UCUN⑨（r打つ」），　maCUN⑨（「待つ」），mUCUN⑪（「持つ」）

　など。
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（xiv）イ．標準語で2モーラのラ行霞段で，その語幹にiを有するもの。緊jUN

　　　　①（「入る」自動講），？i頚N①（「要るj），sijUN①（「知る」）など。

　　　u．上一段の一部。ほかにhwijUN⑨（「干る」），下一段のki麺N⑨（「蹴

　　　　る）」。ただしこのkijUN⑨は（i）ロの種類の活周もする。

　　なお，これらのうち「…する」の形がijUNで終わっているもの，すなわち，

　（i）ロ，（i）ハ，（ii），（vii），（xi），（xiv）イ，（X圭V）ロの各種は，「…する」の

　形をiiNで終わることもできる。すなわち，？ukiiN⑨（「起く」），？ukiiN⑪

　（「欺く」），ciiN①（「着る」），？iriil①（「入る」他動詞），，jUl’nariiN⑪（r読ま

　る」），eiiN⑰（「一切る」），？iiN⑪（「射る」）などのようにもいう。また，（ix）の

　「…する」の形は首里周辺にはnUNで終わるかわりに，jumUN⑪（「読む」）の

　ようにmUNで終わることもあり，首里では，古風な形としては’jumjUN⑪

　ということもある。

②旧邸のいろいろな形

　　次に’junUN⑨を例として，各語幹と「連用形」から作られるいろいろな形

　とを一覧表にして示す。なお，その中には’UN①（いる）との複合によるもの

　があるが，その’UN①の語幹までが含まれている形を融合語幹と呼ぶことに

　する。

　　一覧表のうちゴチックで示してあるものは，その形がさらにいろいろに活用

　することを示す。矢印によって，その形について解説してある章節の番号を示

　してある。普通の活字で示してあるものは，，junUN⑪の肯定普通態現在に属

　する形（→（2）①）である。肯定普通態現在のいろいろな形を代表するものは，

　その「終門形」（’junUN⑨ならば’junUN⑨がそれ）である。なお，アクセン

　トはこの揚合すべて⑪なのでいちいち記さない。

　　この’junUN⑪の一覧表から，他の規貝働詞についても類推によって同様

　な形を作ることができる。

　基本語幹から

一li謙：灘野
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’jum一

　asjUN3）（読ませる）→③⑦仁（読もう）

／　一a「鍍（読もうよ）

　一ana（読みたいな）



’jUlll一

　一aj聡maa（読もう読も5と）

一aa（一awa）（読んだら）

一ee（読めば）

　一ee’jaa9き（読も5かな）

／摺糠　

一ee（読めよ）

一uganaasi3＞（読めるだけ）

一una4）（読むな。，jumaN⑪

の命令の形→（2）⑦⑧）

　一una’kee（読む・なよ）

一uka（読むほど）

「達用形」から

コロ　　　　ロ

Jum1一

　ほかに”haNsjUA’（読みそこな5），

　一cijuN（読みきる），

　み始める）その他の語彙論釣な複合語

　が作られる。

’jumi⑨（読み＝r中止形」）

　　　　　一du（読みこそ）

　　　　　一’dUN（読みこそも）
コの　　　　　

3uml⑪
　　　　　一ga（読みに）

　　　　　一N（読みも）

　’jumiini（読む時に）～’jumiinee5）（読

　　　　　むと）

　，jumee⑪（〈，jumi十一ja）（読みは）

一bu§jaN（読みたい）→｛3④

一gisaN（読むそうだ）→｛3）①

づUUS∫ガN（読むことができ

る）→（3｝⑤

一m三eeeN～一恥eeN（お読みに

なる）→（3③

　　　　　　一hazimijuN（読

　　連用語幹から

　　　　　　一abiiN（読みます）→（2）⑨

　，．　　　俄g董」轍N（読みつつある）→（3）
　］un－
　　　　　　Ct｝

　　　　　　一agacii（読みながら）

　　融合語幹から

　（基本語幹的）

陣贈爵罫
　（「連用形」的）

　，3unui⑨（読んでおり＝「中止形」）

　’5U支瑚レ　一9圭「saN（読んでいるそうだ）

　　　　　　一（3）¢

　（短縮形語幹）7）
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junu一

一ga（読むか）

一kutu（讃iむので）

一m量（読むか）

一N（蕾む。「終止形」）

一ru（読む。　r連体形」）

一’

窒tN（読むものだから）

一sa（讃iむよ）

一号i（読むの。「準体形」）

一siga（読むが）



（音便語幹的）

　　　　　一aN（読んでいた）→②⑤

　　　　　一eeN（読んでいたのだ）→②⑥
’junut一

　　　　　一ii（読んでいたか。，．iunutaN

　　　　　⑥の質問の形→②⑤）

　音便語幹から

　　　　　一al（読んだ）→②⑤⑨

’jud一
一ee1（読んである）→②③⑤⑥

＠

一eeN（読んだのだ）→（2｝⑥

’jud一

’jud一一

　一〇〇”CUN（読んでおく）→（2）④

　＠＠＠

　一〇6N（読んでいる）→｛2）②⑤

　＠CD

　－ai（読んだり）

　一i（読んで）

　一idu（読んでこそ）

，judee（，5udi＋一ja）（読んでは）

　　この表の普通の活字で示した形式のうち，融合語幹から作られる形は「連用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
　形」と「居り」に灼応ずる’UN①との複合によって生じたものである。

　　なお，，jun礁ga⑪，　，junumi⑪，，jun疑N⑨，，junuru⑨，，junu「rUN⑪，

　’junusa④，，junusi⑥，’jnnu寧iga⑨は，「読むか∫読むか∫読む」…など標準

　語の動作性動詞の環在の形がもつ意味のほかに，「魏んでいるか」「読んでいる

　か」「読んでいる」…など現在の動作の進行・反覆など，現在の状態をも意味し

　うる。たとえば，nUU⑨sjuga①は「何をするか」のほかに「何をしているか」

　も意味しうる。

③　不規劉動詞

　　①に述べた14種のどれにも属さない動詞を不規員鋤詞と呼べば，不規則動

　詞には次のよ5なものがある。

　（イ）　？aN（①（ある），，UN①（いる），　meeN⑨～moojUN＠（「いる」「行く」

　　r来る」の匿下の年長に対する敬語），miseeN⑰（なさる。「する」の敬語），

　　？meNseeN①（いらっしゃる。「いる」「行く」「来る」の敬語），そのほか

　　一m圭＄eeN，一N＄eeNで終わる敬語動詞，たとえば，jumimi＄e“eN③（お読み

　　になる），？utabimi＄e「eN⑪（賜わる），？ukumuimigle”eN⑨（おかくれあそ

　　ばす）など多数。neeN⑨～neeraN⑪（無い）など。

　（ロ）　sinUN①（死ぬ），？umu3UN⑪（患う），　nUUN⑨～，NNZUN⑨（見る），

　　？jUN①（奢う），？iCUN①（行く），　sjUN①（する），　maasjUN①（死ぬ），
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　づuus∫UN（…できる），　CUUNew（来る）など。

　（イ）は一般の動詞と異なって’UN①との複合が起こっていないため，あるいは

他の動詞と四隅には起こっていないために不規則となったもの（ただしneeN⑥

～neeraN⑥は他の点でも非常に不規刷）である。（ロ）は，UN①との複合は起

こしているが，その他の点で不規鋼なものである。以下にこれらの不規刻動詞

について各語幹および「連粥形」と，それらから作られる不規矧な形の主なもの

を興す。ただし語幹だげが不規鋼なものは語幹だけしか詑さない。

　？aNan（ある）

　基本語幹？ar一，ただし，否定はneeN⑥～neeraN⑨となる。？araN⑪は

，jaN①（だ，である）の否定である。「連罵形」？ai⑨，連用語幹？aj一，短縮形

語幹？a一，音便語幹？at一一。

　なお，？aN（ある），，jaN（だ，である。達調の項参照），および形容調（？aN

との複合によって作られる。例：takasa⑥十？aN⑨＞takasaN⑪高い）にO

いて，現在の肯定と否定とを「終止形jであげて対比すると，次のよ5になる。

肯定陣⑩（ある）

否定
neeN　mp　tv　neeraN＠

　　　　　　（ない）

ラjaN①（だ，である）

？araN⑨（ではない）

tak鼠S2しN⑪（高い）

takakoo◎配eN⑰～（高く
takakoo⑰nee「aN⑪ない）1

　，u駕①（いる）

　基本語幹IUI’一s「連用形」　’ui①，連用語幹，uj一，短縮形語幹，u－e音便語

幹ut一。

　meeN⑨～moojUNan（「いる∫行く∫来る」の目下の弓長に対する敬語）

　蒸本語幹moor一，「連用形」meei⑪一一mooi⑨，連用語幹meej一～瓢ooj一，短

縮形藷幹．mee一～mooju一，音便語幹瓢ooc一。

　miseeN⑨（なさる。　m呈s一の部分はヂ召す」との対応が考えられる）など

　基本語幹misjooer一，「連用形」mi￥eei⑪，連用語幹miqleej一，短縮形語幹

misee一，音便語幹m三S300C一。

　？meN亭eeN①（L・らっしゃる），　’jumimise■eN⑪（お読みになる）その他，

一mi＄eeN，一N＄eeNで終わる敬語動詞はみなこれに準ずる。

　蹴eeN⑪～neeraN⑪（ない）
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　？aN（ある）の否定の形。一般の動詞の否定の形に準じて活用する♂麺maN⑥

の項参照。ただし，連用語幹をneejabゴr轟N⑨（ありません）の揚合に用いる。

　基本語幹neeNdar一，「酒淫形j　neeN＠，達用語幹neej一，短縮形語幹に相

当すべき語幹neeN一。ただし，「終止形」と「達体形」もneeN⑨～neeraN⑥，

音便語幹neeNt一。

　neeN⑨～neeraN⑨は元来，　nee一，　neera一の部分もNの部分も否定辞

であるから，形の上では否定が二つ重なっていることになる。この丁寧体は

neejabi’raN⑨（ありません），尊敬の敬語はReemisjoora’N⑨（おありにな

らない）で，やはり否定辞が重なる。’rms用形j　neeN⑭はneeN⑨najUN⑨

（なくなる），neenoo⑪？araN⑨（なくはない）などのようにも用いる。

　sin朕N①（死ぬ）

　基塞語幹sin一，「連用形j　sini①，連用語幹sin一，短縮形語幹sinu一，音便

語幹siz一。

　この語幹をもつものがS圭nUN①1語なので，不規剛とした。「ナ変」の特徴

は保持1していない。

？猛mujuN⑪（思う〉

　基本語幹？Ulnuレgただし，否定の形に？umaaN⑨（思わない），可能の形

に？umaarijUN＠（思える）など古い形が共存している。「蓮用形」？umui⑪

～？umi1⑨，連用語幹？mnuj一，短縮形語幹？umu3u一，音便語幹？umut・・。

　nuuN⑪～’NNZUN⑨（見る）

　基本語幹mir一～’NNd一，「連用形j　mii⑥～’NNzio，連用語幹mij一な

ど＠i3abi職⑪～mjaabixa⑨～naabira⑪見ましょう，など），短縮形語幹

nUU一～’NNZU一，音便語幹’NNC一。

　mii⑪（見），　nUUN⑪（見る），’NNe⑩（見て）など規fi£j的な音韻変化によっ

て生：じた形と，，NNzi⑨（見），，NNZUN⑪（見る）など類推によって生じた形

とが共存しているため不規測となった。

　？juN①（誉う）

　基本語幹？j一，？担ri3UN①（言われる），？jaa①～？jawa①（言ったら）など。

ただし，？ija①（言おう），？ee①（語えば），？iwad疑①（言えばこそ），？ii①（醤

え），？ee①（言えよ）。「連用形」？ii①，連馬語幹？」一，短縮形語幹？」租一，音
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　　便語幹？ic一。

　　　語頭の？iが母音に続く際に生じた音韻変化のため不規則となった。

　　　21eUN①（行く）

　　　韮本語幹？ik一，「連用形」？iei①，連用語幹？ic一，短縮形語幹？ieu一，音便

　　語幹？NZ一一。

　　　音便語幹から作られる形のみが「往ぬ」に短応ずるため不規則となった。たと

　　えば，？Nzi①（行って）は「往にて」に対応する。

　　　sjUN①（する）など

　　　基本語幹から作られる形式にあたるものはsaN①（しない），　sari3UN①（さ

　　れる），s三mij組N①（させる），　Qsa①（しよう），　saa①～sawa①（したら），　rlee①

　　（すれば），Qsiwadu①（すればこそ），　Qsi①（しろ），　seeCO（しろよ），　sju澄a①

　　（するな），sjuka①（するほど）など。「連用形」sii①，連用語幹sj一，短縮素語

　　幹sju一。音便寒紅から作られる形にあたるものsjaN②（した），寧eeN①（して

　　ある，したのだ），S300R①（している），　sjai①（したり），　Qsi①（して）など。

　　　やや特殊な音韻変化および類推による変化によって不規周となった。maa－

　　sjUN①（死ぬ）と一憩US麟N（…できる）はsjUN①に準じて活用する。

　　　eUUN⑪（来る）

　　　基本：語幹から作られる形にあたるものはkUUN⑪（来ない），　kuurarijuN⑪

　　（来られるう，kuu⑥（来よう），　kuuwa⑩～kwaa⑬（来たら），　kuuareean（来れ

　　ば），kuuriwadu⑩（来ればこそ），　kuu⑪（来い），　kuuwa⑨～kwaaem（来い

　　よ），kUUNna⑰（来るな）など。「連用形」cii⑪，連用語幹から作られる形にあ

　　たるものはeabiiNem（来ます）など。短縮形語幹CUU一，音便語幹C一，ただし

　　Qei⑪（来て）。力行変絡の精色を保持しているため不規測となっている。

（2）　動転の形態論的講進i（その1）

　①樽定瞥動態現在’junuN⑨（付’junui⑬，’junuira⑰など）

　　　轡定普通態現在に属する形は前節の②（61～63ペーージ）の一覧表で普通の活

　　字で示した秀のである。ここでは，それぞれの形の用法および相互の閣係につ

　　いて簡単に述べる。

　　（イ）ふつ5，述語となって文を終えるのに用いられる形

　　，junUN⑨（読む，読んでいる）
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　動詞のいわゆる「終止形」。「読み居り」に対応するといわれるが，末尾の部分

　は直接「居り（wori）」の終止形「居り（wori）」に対応するのではなく（もしそ

　うならば’junuiとなるはず），末躍のNは，古くは話し手の主観的な判断

　を表わしたと思われる＊mにさかのぼるもので，客観的な叙述を表わしたと

　思われる語尾＊ri（「有り」「居り」の「り」）と対立したものであろ5。，ju－

　nUN⑨（読む），，UN①（いる）の質問の形が，junum⑩（読むか），，umi①（い

　るか）であり，かつ質問の意を表わす接訓辞が一iであること，および，奄美

　群島の多くの方言にm系の「終止形」とri系の「終止形」とが共存している

　ことによってこのことが推定される。なおこの＊mは標準語文語の「助動詞」

　の「む」「らむ∫けむ」，「助詞」の「なむ（希墾の癒合）」などのmと関係あるも

　のであろう。

，junusa②（読むよ，読んでいるよ，読むさ，読んでいるさ）

　’junUN⑨よりも柔らかい表現であると間時に，客観的叙述であることを

　示す「確言」のニュアンス（「さ」）をもつようである。

’junli⑪（読め），’jumee⑪（読めよ）

　前者はいわゆる「命令形」に対応する。後者は前者の柔らかい表現。

，juma⑥　　（読も　 5　）

　いわゆる「未然形」に対応する。意志動詞の揚合は近い懸来に行なおうとする

　意志，または仲間への誘いかけを表わし，無意志動詞の場合は近い将来に起

　ころうとしている動作・変化への推測を表わす。なお，，junura＠の項参照。

　　’jumana⑨（読もうよ，読みたいな）　’jumaenの柔らかい表現。

　　，juma「ii⑪（読もうね）仲間へ親しく誘いかけて同意を求める表規。

　　な：お，’jumaasを反覆形にした’jumajumaa⑨（読もう読もう）という形

　があり，’jumajUmaa⑨sjUN①（読もう読もうとする），？utira？utira⑨

　sjOON①（まさに落ちそうにしている）などのように用いる。

，jumee⑪’謳a①（読もうかな，読んだらなあ）

　’jumee⑨（読めば）に助詞’jaa①を付けたもの。

，junura③（読むだろうか）

　疑わしいと患う気持ちを表わす。新津に用いるほか，連用形の「巾止法」のよ

　うにも用いる。sjumugiga⑨’junura⑪。（本を読むのだろうか。）読むこと
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　等身が疑わしい富合には，ju塒iga⑪sjura①（読むのだろうか）となる。

　　’junura⑪hazi①（読むだろう）’junuru⑨hazi①ともいう。

　　’juma⑪（読もう）と’junura⑨（読むだろうか）との対立は肯定普通態現

　在のみに認められるようで，たとえば肯定持続態現在の，judoora⑪はf読

　んでいよ弓」「読んでいるだろうか」の両方を意味し，肯定普通動乱虫には

　，juiara⑪「読んだだろうか」のみがある，また，？aN⑪の揚合には？ara⑨

　「あるだろうか」しかなく，’UN①の申合には’ura①は「いよへ∫いるだろ

　うか」の両方を意味する。

，junumi＠　　（読む）btS），　　，junuga」⑨　　（読むカ｝）

　前考は「はい∫いいえ」で答えられる質問文に，後考は疑問詞を伴5質問文に

　辛いる。？3a3ja①’junumi⑪．おまえは読むか。　taaga①，ju捻uga⑪。誰が

　読むか。

（ロ）　おもに文中に用いられて文末の述語に統合される形

，jumi⑲（読み）

　夢語では，中止的に用いることは少ない。助詞一du，一dUN，一N，一ja，一ga

　などがついて，次のように窺いられる。

　　，jumidu＠sjUlu①（読みこそする，読むのだ♂junUN⑪を一duによって

　強調したもの），，jumi「duN◎亭ee①（読みでもすれば。，3umee⑨「読めば」

　を強調したもの），’jumi’dUN＠saa（D（読みでもしたら。’jumaa⑪C読ん

　だら」を強調したもの），’jumi’dUN⑪siinee①（読みでもした時には。’ju－

　mi沁ee⑪「読んだ時には」を強調したもの），，jUMiN⑪saN①（読みもしな

　い。’jumaN⑨「読まない」を一・Nによって強調したもの），’jumee⑪saN¢

　（読みはしない。’jumaN⑰を一jaによって強調したもの），’jUlniga⑰

　s3ura①（読むのだろ5か。’junura⑨「読むだろうか」の疑わしい気持ち

　を一gaによって強調したもの）など。また，　E的を表わす一ga（に）が付

　いて，移動を表わす動詞に先立って用いられる。？iju（D　tuiga⑨？iCUN①．

　魚を取りに行く。

，judi⑪（読んで）

　標準語のヂ…して」と態様に文中に用いられるほか，文末にも，judaN⑨（読ん

　だ）に透い意味で用いられることがある。また，’judikara⑲（読んでから），
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’judiN⑨（読んでも）がある。また，単独で，または・・du，　・・N，　一3’aなどの助調

　がついて他の動詞σ補助勲臣」）に先立ち，その動詞とともに一つの述語とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
　て期いうる。それには次のよ5なものがある。，judi⑪？aQeUN⑪（読んでば

　かりいる），，ju毒⑪neeN⑨（読んでしまった），，judl⑪？iCUN①（読んでい

　く），’ju5i⑪CUUN⑨（読んでくる），’judi⑨加U3UN⑥（読破する），’judi

　⑨’UN①（読んでいるんだ。，3Uδ00N⑰のぶっきらぼうな言い方），’judi⑪

？aN⑲（読んであるんだ。’judeeNenのぶっきらぼうな言い方），，judi⑪

　，NNZUN⑨（読んでみる），，judi⑨翻S圭jUN⑪（読んでみせる），，judi⑪

　七urasjuN⑪（読んでやる），’judi⑨kwijUN①（読んでくれる），’judi⑱

　tab◎01’i⑪（読んでください），，ju戯du⑪，uru④（読んでいるのだ。，judo－

　ON⑪「読んでいる」を一duによって強調したもの），，judidu⑪？aru⑪（読ん

　であるのだ。’judee黄⑨を一duによって強調したもの），’judee⑪，uraN①

　（読んでいない。，3udoON⑪「読んでいる」の否定），，juδee⑨neeN⑨（読ん

　でない。，judeeN⑪「読んである」の否定），，3udiN⑪，uraN①（読んでもいな

　い。，麟dee⑪’ur＆N④「読んでいない」を一Nによって強調したもの）など。

’jumaa⑪～’jumawa⑪（読んだら）

　標準語文語の「未然形」＋rば」に対応する。後者の発音もあるが論者が多い。

　？ariga①’jumaa⑪？jaaN①’jumee⑨・もし彼が読んだらおまえ．も読め。

’junuraa⑪（読むんだったら，説むのなら）

　’juauraa⑥，3u鵬ee⑨．読むんだったら読め。

　　　　　　　　9）
’jumee⑨（読めば）　　　　　　　　　　　　　㌔

　標準語文語のジ已然形」＋「ば」に対応する。’ju撚ee⑪　’wakajUN⑪．読めば

　わかる。？utUilee⑪，warij“N①・落とせば翻れる。

’jumiwaiu＠（読めばこそ）

　’jumee⑥（読めば）を一duによって強調した形である。主として次のよう

　に用いる。，jumiwadu⑨，jaru①（ぜひ読まなくては），，jumiwadu⑥na－

　jum⑨（読まなければならない。’ju搬aNda’ree⑨naraN（①ともいう）。

3u鷺uree⑨（読むならば）

　’junuree⑪’w＆k＆jus＆⑪．議iむならば（その時には）わかるよ。

　’jumaa⑨（読んだら）と’jumee③（読めば）との区釧，すなわち，「来然
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　形」十「ば」とr巳然形」十「ぱ」の区燐は，肯定普通態現在以外の揚合にもいつ

　もあって，爾考の意味の違いははっき臼しており，前者は仮定のことを，後

　者は既定の，または必然のことを表わす。轡定普通態単純過去の揚合を例と

　すると，両者は次のよ5に違う。

　　？U£ucaraa⑪’waritaNQ．もし落としたら割れた（だろ5）。…過玄の反

　　事実

　　？utuearee⑨，waritaNco．落としたら捌れた。…過去の事実

　しかし，’jumaa⑪と’junuraa⑨との区別，および’j｛1mee⑪と’junu－

　ree⑥との区男1！は，普通態現在の揚合に限られるようである。

その他

　その他，普通，文の途中に用いられて文宋の述語に統合される形として，

　，ju撮ii撮⑪（読むときに，読んだ揚合）～，jumiinee⑪（讃iむときには，読ん

　だ揚合には，読むと），，junukutu⑰（読むので），，juntl’ruN⑭（読むもの

　だから），’麟nu麟91a⑪（醗むが）などがあll　tさらに，これらとやや文論的

　機能が異なるものとして，junagacii⑧（細みながら），’judai⑪（読んだ

　り），’jumigataa⑪（読みそう），，juncukaan（読むほど）など，また，このほ

　か「連体形」を絹いた’junuruma’di⑨（読むまで），’junm　u⑪？weeda⑨

　（読むまでの間），’junuru⑪gutu⑨（読むように，読むほど），’junuru③

　maN⑪（読むのに）など，ヂ終止形」を用いた，junUNnee⑪（読むよ5に。

　比喩に用いる）もあげられる。

（ハ）　その他の形

’junuxu⑨（読む。「連体形」）

　蒼里方言の活用する語は，否定の揚合を除いて，いつも「終止形」と「遠体形」

　とを区溺する。

　　sjUMugi⑨’junUN⑥．本：を読む。

　　sjumugi⑰，3unuru⑨Qcu①．本を読む人。

　　また，善里方言の「連体形1は，助詞一duのあとで文を結ぶという，いわ

　ゆる係り結びの用法をもつ。

　　’waaga⑨’junUN（①．（わたしが読む。）→’W3agadu⑪’junuru⑥．（わ

　　　　へ　　たしが読むのだ。）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　　　’junUN⑪．（読む。）→’jumidu⑨　sjuru①．（読むのだ。　sjuru①はl

　　　sjUN①（する）の「連体形」）

　’junusi⑪（読むの。「準体形」）

　　体言に準ずる機能をもつ。s3umugi⑨’junugee⑨（本を読むのは）。また

　　一seeに終わる形（一S三に助調一jaの付いたもの）は「…のだよ」の意で，文

　　来にも用いられる。’waaga⑥’juma’Ndi⑪sjootaru①MuN⑨，？unu①

　　Qcuni①’jumaQti⑨　neeNse「e⑪．わたしが読も5としていたのに，その

　　人に読まれてしまったのだよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
　（付），junUi⑨，および’junuira⑪（読んでいるだろう）など。

　　　首里方言動詞の普通態の現在と過表とを対比すると，現在の’junUNew

　　（読む，読んでいる）に対して，過去には’judaN⑪（読んだ），’junutaN⑪

　　（読んでいた）の二つがあることが注霞される。前者を単純過ま，後者を継続

　　過去と呼ぶことにする。後者は過去の一定時において継続または反覆してい

　　た動作や，過去の習慣などを表わす（状態動詞？aN⑨「ある」，’UN①「い

　　る」は継統過去を欠く）。一方硯在は，元来は継続的現在（「読んでいる」）を

　　表わしたと見られる　’junUN⑨が単純な現在（「読む」）をも表わすように

　　なったため，過表におけるような「単純」と「継続」との形式上の区別を炎って

　　しまった屯のである。ところが，継続的現在のみを表わす次のようないくつ

　　かの形式も首里方言でまれに用いられる。

　　　’junui⑰（読んでおり），，junuira⑪（読んでいるのだろう。読んでいる

　　　だろうか），，junuiraa⑨（読んでいるのなら），，junuiree⑪（読んでい

　　　るならば），’junuigi“saNau（読んでいるそうだ）。

　　，junui⑪，，junuira⑨に例をとれば，たとえば次のように用いる。

　　　？aree①sjUinugi⑥，junui⑪，，waNnee⑨zii⑨kaCUN⑪．彼は本を読

　　　んでおり，わたしは字を書いている。

　　　kuneeda⑨’waaga⑨karacaru①sjumugee⑨，？aree⑦namaaes

　　’junuira⑨．この間わたしが貸した本は，彼はいま読んでいるだろう。

②樗定持続態現在’judooN⑨（読んでいる）

　　この形は，’judee⑪（読んではく’judi－e・・ja）と’UN①（いる）との複合し

　たもので，動作・変化がすでに完了して現在にいたっていることと，動作・変
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化が継統または反覆されて現在も続いていることの二通りを意味する。箭の揚

合は「…している・…してしまっている・…してしまった。…した」などと訳さ

れ，後の野合は「…している。しつつある」などと訳される。

　　naci①natOON⑪・夏になった（もう夏になっている）。

　　namaa①sjUMugi⑪’judoON⑨。今は本を読んでいる。

？aN⑫（ある）は持続態を欠くが，’UN①（いる）は持続態’utOON（D（いる，

ずっといる）をもつ。

　　”waaga＠　euuruma’di＠　？Nmanakaico　’utoorico．　？NN（D，　’uteosaco，

　　わたしが来るまでそこに（ずっと）いろ。5ん，（ずっと）いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　le）
持続態に属するいろいろな形の作りかたは次のようである。

　基本語幹から

　　　　　一a（読んでいよう，読んでい

　　　　　るだろうか）

　　　　　一a”a（読んでいたら）

’judoox一
　　　　　一e’口e（読んでいれば）

　　　　　一i（読んでいろ）

　　　　　一ee（読んでいろよ）

　’judOONna（読んでいるな。’judee⑪

　　　　　　，uraN①の命令）

　「連用形」から

　　　　　心u’sja駅読んでいたい）

　　　　　一9韮’saN（読んでいるそうだ）

・j。d。。i一一mis・■・N（読んで｝・’らっしゃ

　　　　　る）

　　　　　一juusjulN（読んでいること

　　　　　ができる）

，judooi◎（読んでおり）

｛欝欝蹴

　連用語幹から

72

’judoo「あ一abiiN（読んでいます）

’麺dooあ　一agi’irv（読んでいつつある）

　短繍形語幹から

ナサ　　マ

Jua◎O一

一ga（読んでいるか）

一1〈U”tu（読んでいるので）

一N（読んでいる。「終止形」）

一・窒普i読んでいる。「連体形」）

曝UN（読んでいるものだか
ら）

一sa（読んでいるよ，読んで

いるさ）

一si（読んでいるの。　「準体

形」）

一亭ゴga（読んでいるが）

　音便語幹から

　　　　　一a噛（読んでいた）

　　　　　一e’eN（読んでいたのだ）

　　　　　一ai（読んでいたり）
’judoot一

　　　　　嵯（読んでいて）

　　　　　一貸（読んでいたか）

　　　　　一再N（読んでいても）



　　　　これらの形の相互関係や，それぞれの用法は肯定普通態現在の場合ヒ準ずる。

　　③悔定結果態現在’judeeN⑪（読んである）

　　　　，judee⑥（読んではく，judi十づa）．と？aN⑪（ある）の複合したもので，

　　　動作が完了していてその結果が現在残存していることを示す。’judeeN⑰は

　　　岡時に確器単純過去（読んだのだ）も意昧するが，それは過去の項で述べる。

　　　？aN⑥（ある）および他の無意志勤調（たとえばm三ijUN⑨生える），および

　　　’UN①（いる）は結果態を欠く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）
　　　　結果態に属するいろいろな形の作り方は次のとおりである。

　基本語幹から　　　　　　　　　　　｝　　　　　よんでありでもすれば，など）
　　　　　一a（読んであ、だろう）　i　－n・（読んであ・時に）一・・nee

’judeer一@
（

　　　　　一a・。　（読んであ。た、）　1　胤であるmこは）

　　　　　一e・e（読んであ禰　　｛連品川から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛’judee’j一一abliN（読んであります）

’」・deei⑪（読んであり）　　　　・j。deet一（・掴。。N⑨暗便語幹・麺

　　　　　一・dUN（・judeei・dUN⑨see①．｝　　　　　doot一の場合と陶じ）

④宵定保存態現在，judoO’CUN⑪（読んでおく）

　　，judee⑨（読んではく，jud圭十一33）と？ueUN①（置く）の複合したもので，動

　作の結果を保存しておこうとする意を表わす。保存態に属するいろいろな形の

　作り方は，持続態の揚合にほほ準ずる。

　　基本語幹’juδook一．連用形，judooci⑨，連用語幹’諏dooe一，短縮形語幹’ju－

　doocu一，音便語幹’judooc一。

⑤　歯定過去（①～④の中表）

　　①，②，③，④とその過去とを「終1ヒ形」で対比して示せば次のようになる。
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現 在 1
±

普通態 ’junUN＠（読む。読んでいる）

過

　　　ぼ

讐！ ’judaN⑨（読んだ）

継鯛’j・nutaN⑥（読んでいた）

持続騨・d・・N・（謙でいる） f ，judoota’N⑪（読んでいた）

　　　　　　結果態1，麟deeN⑨（読んである）
　　　　　E

’judeeta’N⑨（読んであった）

締卸㊥繍⑪璽でおく） ，ゴudoO「caN⑨（読んでおいた）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　le）
過去に蝕するいろいろな形の作り方は，次のようである。

　基本語幹から

：器諦剛織藁）だろう）

・」。d。。t。。一一a’a（読ん・同bら・仮定暢合）

’・’・dee・ar一　1　1　一eie（湿ただし縦事実の）

’judoocar－

　　　　　11）
f連用形から」（元来は⑥に属したもの）

　　　　　　　一gi「sa黄（読ん（鱒上）そうだ）

　　　　　　　P5uN（’judeeidUN＠seeCD．読

　　　　　　　　んだのででもあれば，など）

　　　　　　　壌i（読ん（同上〉時に）～一nee（読

　　　　　　　　ん飼上〉揚合には）

　　　　　　’3’unuteeiO，　’judooteeimp，

，jUdeeteei⑨，，3U♂00Ceei⑥（読ん騰上）ので

’judeei一

，」篭ユ】臣uteei一

’judooteei一

’judeeteei一

’」’udoeceei一

’judeeiem，

あり）

短縮形語幹から

’juda一一

’junuta一

’judoota一

’」’udeeta一

’judooea一

一ga（読・（鑓薦）か）

一・汲浮奄狽狽堰i読ん（岡上〉ので）

一‘「）

m（読ん個上）。「終止形」）

　　一NteieN・vNte’emaN

　　（読λ（剛二）ところで）

一ru（読ん（岡上）。「連体形」〉

．一「

V（読ん個上）ものだ

　から）

一sa（読ん（同上）よ，読ん

　飼上）さ）

一球（読ん（岡上）の。「準体

　形」）

球’ga（読ん（同上）が）

　　なお，疑問詞を伴わない場合の質問の形は，それぞれの現在の音便語幹を羅

　いて次のよ5に作られる。「…して」の形（分詞）に質闘の接二二。iを付したも

　のである。

　　，judii⑰，，junutii⑨，，judooti’i⑨，，ludeet三’i⑪，，judoocii⑥（読ん（だ．でい

　た・でいた◎であった・でk・いた）か）

　　　　　　　　　　11）
⑥　轡定確霊過去
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　過去のことを根拠のある確かなこととして表わすもので，⑤と対比すると，

次のようになる。なお，普通態確言単純過去は結果態現在と岡形である。

二

一
… 確 言 過
tttt

}

ド」・deeN⑨（読んだのだ）

去

薫蒸・…蝋んだ）

鵜鮪…麻・（読んでいた） 1　・」。。。t。・。N⑪（読んでいたのだ）

ヨ

持雛レ3。d。。宅。・N⑪（読んでL・た）

　　　1

｛・j・d・・t・一eN⑨（読んでいたのだ）

1

　　　　結果態1，judeeta”N＠（読んであった）
　　　｝

i，judeete「eN⑪（読んであったのだ）
1

　　　び保存態1　’judoo’caN⑪（読んでおいた） 1　・」・・…e一・・⑪臨でおいた・だ）

　　たとえば，次のよ5に用いる。

　　　namaaco　hagimoo＠　’jasigaco　’Nl〈asee＠　kusanuO　mi’itoote”eN＠．

　　　いまははげ野だが，昔は草が生：えていたのだ。

　　確蓄過表に属するいろいろな形の作り方は過玄の揚合に準ずる。ただし，次

　のように音便語幹にさらに一eeNを付けて回想的な確言過去にすることもでき

　る。

　　，judeete’eN⑪（読んだのだったのだ。ただし，結果心確書過去と同形），’ju－

　nute’ete「eN⑪（読んでいたのだったのだ），’3udoote’ete「eN⑱（読んでいたの

　だったのだ），，judeete”ete’eN⑱（読んであったのだったのだ）など。

⑦否定現在（①～④の否定）

　　現在の肯定と否定とを頬比して「終止形」で示せば，次のとおりとなる。否定

　は普通態のほかは二語に分けて表わされる。

1

普通副

肯 定

，junUN⑨（読む，読んでいる）

1 否 定

［づ・m麗（読まなの

鞭副’」・…N⑨（読んで…る）

結果態

1・3・dee⑪・・raN①（読んでいなの

i・」・deeN・（読んであ・） 　

｝，judee⑪neeN⑰（読んでない）

保存齢」・d・・’・UN⑪（読んでおく） ’j・・ee⑪・・k・N①際でおか）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）
　’jumaN⑪に属するいろいろな形の作り方はつぎのとおりである。’uraN①，

neeN⑨，？ukaN①も’3umaN⑨に準ずる。なお，　neeN⑰については不規
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　　　賜動詞の項参照。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　塁塞語幹から

’」・m・N…r一 o諜欝贈）

　「連用形Jに棚当すべき形から

’jumax⑥（読まずに，謎まないで）

　　　　　一duN　（’jumaN”duN＠　？aree

　　　　　⑪読まないのででもあれば，

　　　　　など）

　　，担manOQ⑪（〈，jumaN－i一一ja）（読ま

　　　　　ないでは）

’jumaNsainee（読まないと，読まな

　かった滑合には）

　連期語幹から

，jumaN一　　・・gi”saN（読まないそうだ）

　短縮形語幹に棚当すべき語幹から

’jumaN一　　　一ga（読まないか）

　　　　なお，”

　　　　　　　　　　　　　　　　屡

　　　　　3unura⑪（談むだろう）の否定は，jumaN⑪

　う）のように，，jumaN⑨の命令は肯定の基本：語幹から，jumuna⑰（読むな），

　，jumuna’kee⑨（読むなよ）のように作られる。ド連用形」に一3aの付、・た

　，jumanoo⑨は，たとえば，jumanoo⑥　sjQot量⑦（読まないで。　，jumaNen

　sjooti①ともい5）などのように罵いる。

⑧否定過去（⑦の過去）

　　否定の親在と過衷とをヂ終1と形」で対銘すれば，次のようになる。

　　　　　　　一ku「tu（読まないので）

　　　　　　　檸i（読まないの。「準体
’jumaN一・

　　　　　　　形」）

　　　　　　　一寧iga（読まないが）

’ju㎜aN⑰（読まない。「終止形」）

’jumaN⑰（読まない。「連体形」）

’jumani⑲（読まないか。疑問詞を伴わ

　　　　　ない質問の形）

　音便語幹から

　　　　　　　一a「N（読まなかった）

　　　　　　　一e’eN（読まなかったの

　　　　　　　だ）

，jumaNt一　　一ai（読まなかったり）

　　　　　　　一圭i（読まなかったか♂ju－

　　　　　　　maNta’N⑪の疑問調を

　　　　　　　伴わない質問の形）

　　　　　　　　？ara＠（読まないだろ

t 現 在 1 過 去

普通酬伽蝿（謙なの 臣繍齢（謝なか・た）

持続態
’j・・ee⑪’・・aN①（読んで・・鯛h・dee⑪’・・a・t・”N①（懇勃

蘇態1　’j・・ee・・　…N・（ewんでな・州 ’」・dee⑥nee…’N⑨傑媛な）

保存隷属・・ee・・・…①（読んでおかない）i　’j・・ee⑪・？…N・・”N①鷹ξ豹
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　　否定の過去に属するいろいろな形式の作り方は，肯定の過去の鷹合にほぼ準

　ずる。なお，否定の確言過去も，否定の過表と同様に’jumaNte「eN⑪（読まな

　かったのだ），　’3udee（D’uraNte”eN①（読んでいなかったのだ）のように作ら

　れる。また否定には単純過去と継続過去の区溺がない。

⑨丁鯉体

　　①から⑧までの形を常体と呼べば，それに対して丁寧体が区別される。環在

　と過去の肯定および否定のそれぞれの終止形について丁寧体をあげれば，次の

　よ5になる。

　（イ）　肯　定

普通態

持続態

結果態

保存態

現 在 1 過 去

，junabiiN⑭（説みます）
i鞭 ，junab圭ta’N⑪（読みました）

’judoo”jabiiN⑨（読んでいます）

…継続指骨出戸）

’judeojabiita”Nan
（読んでいました）

5udee’jabiiNO
（読んであります）

隔離・凝も

謙9b醜～写買d’⑲？砕鹸婁舗麗咽’⑪？u’　1
（読んでおきます）　　　　　　i（読んでおきました）

（ロ）否　定

1
普通態

1持縮

i結果態

三態
1

現 在

，junabi（「）raN⑨（読みません）

’judee＠　’ujabi＝raNco

（読んでいません）

’judee＠　neejabi’raNO
（読んでありません）

’judeeen　？ueabi”yaNco
（読んでおきません）

過 去

’junabiraNta”N＠
（読みませんでした）

’」’udee＠　’ujabiraNtaiN（D

（読んでいませんでした）

’judee＠　neejabh’aNta’N＠
（読んでありませんでした）

’judee＠　？ucabiraNta”N¢
（読んでおきませんでした）

1

　一・abiiNは「はべる」に対応するものであろ5。なお，上の表のうち，宋尾が

jabiiNとなるのはやや古風な発音で，ふつうはibiiNということが多い。ま

た，持続態および結果態の過去肯定は一jabiita■Nとなり，継続過去の場合と準

じであるが，これは，UN①（いる）および？aN⑰（ある）の丁寧体過玄肯定が
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　　　それぞれ’ujabiita「Nco（いました），？ajabiita「N⑪（ありました）のよ5に

　　　継続山海の形をとり，かっ単純過去と継続過去の区鯛をもたないことと閾恥し

　　　ている。

　　　　丁寧体に属するいろいろな形の作り方は普通態の揚合，次のようである。

　基本語幹から　　　　　　　　　　　1　　　　　・一N（読みます。「終止：形」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’」’　unabii一

（短縮形．語幹）鷺鱗1鍾1：：：織溜

　　　　普通態以外の丁寧体に属する形の作り方，およびこれらの形式のうち，さら

　　　にいろいろに活用する形の作り方については，これまでに述べたことから大体

　　　類推しうるので省賂する。

　　　　なお，丁寧体のヂ命令形」は尊敬の敬語動詞の揚合にのみ，たとえば次のよう

　　　尋こ用いられ，る。

　　　　・junUN⑥（読む）＿→，jumimi亭eeb圭’iN⑪（お議iみになります）→

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’3umim圭畢eebi’ri⑰（お読みなさいませ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・juml】asigeebi’ree③（お讃iみなさいませよ）

　　　　，jumaN⑪（i読まない）→，jumimigeejabi「raN⑨（お読みになりません）→

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’jumimiseebiNna⑰（お読みなさいますな）
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（3）　動詞の形態論的構造（その2）

　　動詞は普通，さらに次に述べるような派生の形をもち，そのそれぞれはあたか

　も一一つの動詞のようにふるま5。すなわち，これら派生動詞は「動調の形態論的

　構造（1）」と類似の構造をもつ。ただし，①と④とは形容詞と類似の構造をもち，

　あとに続く形に閉しては形容詞釣にふるまう。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

推定・伝聞

進行

薄日

希望

可能

，jumigisaN⑨（読むそうだ）など

，junagijUN⑨（読みつつある）など

’jUTn；imigeeN⑨（お読みになる）など

’jumibusjaN⑨（読みたい）など

’jumijrlusju”N＠（読むことができる）など

　　　　受舅・可能・尊敬，jumarijUNan（読まれる，読める）など

　　　　使役　　　　　　’jumasjUN⑨（読ませる）など

　これら七種の派生形式は，たとえば’ju顧mi駅e5agi「jUN⑨（お読みになりつつ

ある。②と③），’jumasavijuN⑨（読まされる。⑥と⑦）などのようにさらに組

み合わせた形を作ることができるものである。①～⑦は，そのように組み合わせ

る平町にあとに置かれるものから順に並べてある。

③　推定と三門　（一gisaN）

　　’jumigisaN⑪（読むそ5だ），’jUltagilgi「saN⑪（読みつつあるそ5だ）など。

　「（する）そうだ」「…らしい」「…とい5ことだ」などの意。一gi「saNは形容詞に準

　じて活用するが，一gisaa（…そら，…そうに）とい5形もある。’jum童g圭saa⑥

　，jaN①（読むそうである）。形容詞の項参照。

②進　行（一a画UN～一agliN）

　　，junagijUNan（読みつつある），，jumimiseejagi－iN⑪（お読みになりつつ

　ある）など。一agijUNは「上げる」に紺応ずる。普通はその時から未来へ向けての

　動作の進行を表わすが，？3N⑪（ある）に付くと多くの存在を表わすようである。

　　’」段a職⑪？uhooku①？ajagiita’N⑨．家がたくさん（かたまって，または続

　いて）あった。

　　規則動詞の（i＞に準じて活用する。ただし，意味が状態的であるためか，過表

　の場合に単三過去の形を用いないなどの点が特異である。’junagiita’N⑨（読

　みっつあった）。

　　　　　　　　　　　　　　　　79



　　「命令」「意志」の形は用いうる。，junagiri⑨（読みつつあれ），’junagira⑪

　（読みつつあろう）。

③韓　敬（一mi＄eeN，　一NseeN）

　　’jumimi亭e’eN⑪（お読みになる），’jumi知usi塒i寧e’eN⑨（読むことがおで

　きになる）など。

　　？ujumiNganaasi＠　miseeN＠，　？ujumiNganaasiss　Ramise’eN＠，？uju－

　mimiSjoorari”．jUN⑨（L・ずれも「お読みあそばされる」），？U　，i　UmiNSj　O’QCi　an

　？utabimige’eN③（お読みになってくださる）などは，たとえば：女中が按周に

　向かって誉．5竹野など，非常に尊敬の度合の高いもので，あまり馬いられな

　い。また？聯oo須mi＄e’eN⑪（お考えあそばす），？ukumuiml寧e「eN一⑲（おか

　くれあそばす）などは，主として：王などについて用いるものであり，競在では1

　用いられない。

　　？ujumiN￥e「eN⑨，？U3umまmi亭e「劔⑨，’jumimiseeN⑪（いずれも「お読み

　になる」）は，目上または親しくな、・下等に館する敬語で，？ujumi醇e「eN⑨が

　もっとも尊敬の度が高く，以下この順となる。，jumiN串e「eN⑨（読まれる）は目

　下の年長などに干するやや軽い敬語。

　　　　　　　　　　　　　　　　　工2）
　　活用のしかたは不規財動詞の項を参照。ただし，丁寧体は，jumimi寧eeb汽N⑪

　などのようにja～iが脱落することが多い。なお，，judo♂im坤eeN（①（読ん

　でいらっしゃる）と，jumirnisjQoeo”oN⑨（お読みになっている）はともにtw　5，

　ようであるが，岡義。

④希　望（一busjaN）

　　，jumibusjaN⑨（読みたい），，麟醗i5ausibu「sjaN⑨（読めるよ5になりたい〉

　など。一busja〈husja（「欲しさ」に対応）。形容詞に準じて活用する。

⑤町　能（一」犠犠sj蝋）

　　，jumijUusju’N⑨　（読むことができる），，jZlmasijuusju「N⑨（読ませるこ

　とができる）など。

　　動作の主体にその能力があることを示す。s麺N①に準じて活用する。ただ

　し，意味が状態的であるために過去の揚合に単純過去の形を罵いない点などが

　特異である。，ju禰jUUS諏tガN⑲（謎むことができた）。ヂ命令∫意志」の形も用

　いうる。
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　　，jumijuuQ”si⑨（読めるよ5になれ），，jumijUUQゼsa⑨（読めるよ5になろ

　う）。

⑥受身・可饒・尊敬（一arijuN3））

　　，jumarijUN⑰（読まれる・読める），，ju㎜asarijuN⑨（読まされる）など。

　　受身の揚合と可能の野合とでは活用のしかたが異なる。規則動詞の項参照。

　また，受身の形は軽い尊敬の意にも用いうる。，jumar呈xi⑰（読まれよ。受身ま

　たは軽い尊敬）。無意日動調（たとえばMiijUN⑪生える）は普通．受身の形が

　ないようである。また，この可能は，主としてその時の状況が動作を可能ヒし

　ているとい5ことを表わし，⑤の可能（主体の能力を表わす）とやや異なる。

　「命令」「意志」などの形は用いられない。

　　　　　　　　　　　3）
⑦使　役（一・asjUN，一imijuN3））

　　’jumasjUN⑪（読ませる）など。

　　活用は規剣懸詞の（v）に準ずる。ただし，sjUN①（する）の使役はsimi3UN①

　（させる）となり，また規剰動調の｛V）（サ行四段に対応するもの）の使役は，

　nasimijuN＠（産ませる），　toosimijUN⑱（倒させる）などとなる。

2　形容詞

（1）形容詞の活用

　　takasaN⑥（高い），？uturusjaN⑨（恐ろしい）の二語を例にとって，その標準

　語の「連胴形」に対応する形と，rSQth形（現在肯定）」とを次にあげる。

　　（1）　　takaku⑪（画く）　　　　　　　　　　七akasa！マ（①（高、、）

　　（2）？uturusiku⑨（恐ろしく）？uturusjaN⑨（恐ろしい）

　　このr終止形」（現在肯定）」はそれぞれ，「高さ」に対応する形と動詞？aN⑨（あ

　る）との複合，「恐ろしさ」に対応する形と？aN⑪（ある）との複合である。

　　首里方言のすべての形容詞は，このように，kuに終わる「連用形」（これをku連

　用形と呼ぶことにする）と，「形容詞語幹＋さ」に対応する形と？aN⑲との複合形

　（これをサアリ形と呼ぶことにする）の二つをもち，サア弓形は？aN⑨（ある）に準

　じて活用する。また，一部の形容詞（主として「シク活用」に対応するものに多い

　が，その範囲未調査）には，このほか，？utUl’usii⑪（恐ろしい），　mi多irasii⑪（珍

　らしい）などの連体形がある（これをイ連体形と呼ぶことにする）。そして，（1）
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　takasaN⑨などのよ5に，「ク活馬」形容詞に対応するものはゴチックで示した

　部分がku～saNと交替するのに対して，（2）？uturusjaN⑪のように，「シク

　活用」形容詞に対応するものはゴチックの部分が普通siku～sjaNのように交替

　する。着塁方書の形容調の種類は，大きく分けるとこの二種類となる。この二種

　類をやはりドク溝絹∫シク活絹」と呼ぶことにする。

　　しかし，「シク活魚」に属するものの中でも？ajaQsaN①（あぶない。［あやし

　い」に対応），sabiQsaNem（さびしい），　cibiQsaNO（きびしい）など，　sjaNに終

　わらないものもあ1），これらは，rク活屠」に属する，waQsaN⑨（悪い），，jaQsaN

　⑨（安い），？aQsaNCO（浅い。？asasaN①ともいう）などとサアリ形では区劉で

　きない。しかし，ku連用形には次のように両者の区劉がある。

　　「シク活用」　？aj段siku①，　sabisiku⑲，　eibisikudi

　　「クシ活用」　，waruku⑰’ja＄iku⑪，？asaku①

　　また，平民風の発音ではsjaNはすべてsaNとなるから，すべての形容詞は

　サアll形では区別できない。

　　また，「シク活薦」に属しながら，｝〈anasjaN①（かわいい）とkabas5aNコ）（香

　りがいい）は，ku連想形がそれぞれkanal｛uO，　kabaku①となる。

（2）形容詞の形態論的構造

　　主としてtakasaN⑥（高い）を例として述べる。

①ku連絹形takaku⑪（高く）

　　　中此的にも，副詞的にも翔いる。

　　　　tatano。①mlil｛u①，　tuzee①h“ru玉くu⑨．畳は新しく妻は古く。munoo⑨

　　　　maaku⑨kamee⑨．食：べ物はおいしく食：ぺろ。　takaku⑨najUN⑥。高

　　　　くなる。

　　　助詞一N（も），一ja（は）が続きうる。

　　　　takakUNem　nee頁⑨（高くもない），　tal｛akoo⑨neeN⑰（高くはない，

　　　　高くない。takasaNewの否定）。

　②サアリ形takasaN⑪

　　　サアリ形は？aN⑨（ある）に準じて活慰する。？aN⑪と繊鋭，持続態・結果

　　態・保存態などをもたず，また，継続過去をもたない。また親在には，「命令j

　　f意志3などの形がない。したがって，形容調のサアリ形に属する形は，一般
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の動詞に比べるとずっと少なく，その形態論的構造も簡単である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
　サアリの形に属するいろいろな形の作り方は次のようである。動詞の揚合と

閥様，ゴチックで示したものは，さらにその形が一定の活用をする屯のである

（活用のしかたは動詞の丁合に準ずる）。

　基本語幹から

　　　　　一a（高いだろう）

　　　　　一aa～一awa（高かったら）
七akasar一

　　　　　一ee（高ければ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　－iwain（高ければこそ）　　　i

　「連用形jから

，。k。，。i一ゼ，認㈲、そうだ）　i

　　　　　－mi，。’e。幅くていら。し。　i

　　　　　6）　i
　⑪ Z）（高、でも．＿目

　　　　　dUN⑪see①，高くでもあれi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
　　　　　ば，など）

　連曲語幹から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
takasaj一一abi”iN（高いです。もakasa－

　　　　　ibi”iN⑰ともなる）　　　　i

　短縮形語幹から

takasa一

一ga　（高いか）

一kutu（高いので）

一mi（高いか）

一N（高い。「終止形」）

一1’u（高い。「連体形」）

2yuN（高いものだから）

一si（高いの。「準体形」）

一亭iga（高いが）

　　　　　　　　　　　　　　　　音便語幹から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一anN（高かった）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一e’eN（高かったのだ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ai（高かったり）　　　　　　　　　　　　　　1　takasat一　III　t（｝kttil“ltts〈／JtD）

　　　　　　　　　　　　　　i　－ii圭（齢つたか。　t・k・・a…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N⑥の質問形）
　　　　　　　　　　　　　　1　－i・（高・・も・

常体・丁寧体の現在と過去，肯定と香定とを「終止形」によって次に示す。

鳥
門 定 1 否 定

｝常

体

．爾・・…E・δ（高い）

麹・・k・塑⑪…と壁お

1・・k・k・・⑨・・eN⑪（高くなV・）

ll国1騨諦鵬1．

i…穏kakbむ⑳擁6凝会「N⑪… i高…ぐ内

．」．なカ・ゑた）

、．

O鷹蕉瓢瓢含
　G霧くありませんでした）

③イ連体形？就搬usii⑪（恐ろしい）16）

　　？uturusii＠niNziN⑨（恐ろしい人間），　mi4irasii⑨hanasi⑨（珍しい

　話），hwirumasii⑨kutu⑲（ふしぎなこと）など。
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　　サアリ形のド連体形」と異なり，過去・否定などの形はなく，また係り結びの

　結びに絹いられることもない。もっぱら体書を「修飾」するのに用いられる。

④takasa⑪（高さ）およびtakasanu③（高くて，高いので）

　　この一sas－sjaに終わる形は，名調的にも，たとえば

　　　’waNnee⑨？ukaasjadu⑪？uhusaru⑪．わたし（の病状）は危険が多い

　　（？ukaasjaN⑨．あぶない。一du？漁usaru⑰は係り結び）。

　などのよ5に用いらるが，文の終わりに次のよ5に述語のようにして朋いるこ

　とが多い。その二合，文は感嘆文のような意駿をもつ。

　　　？anu①muinu①takasaen．あの由の高いことよ。

　　また，主体の感情を表わす形容詞のこの形は，次のようにs沁N①（する）

　と結びついて「…したがる」の意を表わす。

　　　？utuxusja⑨sjUN①（こわがる），？UQsj段⑨sjUN①（うれしがる），　ka－

　　nasja④sjUN①（かわいがる），，tumibusja⑪sjUN①（読みたがる）など。

　　takasanu⑰（高くて，高いので）は，一saに終わる形に助pa　一nu（が）が付い

　てできた形であろ5。後に続く部分の理由・根拠などを承して用いられる。

3連詞

　　　’jaN④，　deebiru①，？waaNileeNQ～？weNgeeN①など，およびgutooN①

　　を連詞と呼ぶことにする。

①　，3aN⑮（だ，である）

　　　kuree①sju斑ugi⑨，jaN①。これは本：だ。

　　返答の文，問い返し文では，単独でも文となりうる。

　　　’jaN①．そ．5だ。　，jarr｝i①．そ5か。

　　？aN⑨（ある）に準じて活用するので，’jaN①に属するいろいろな形も？aN⑰

　に準じて作られる。ただし，否定の形は？ayaNpmとなる。否定の形は普通，

　助講一麺（は）とともに用いられる。肯定の校合と岡様に単独でも用いうる。

　　　kuree①sjumugee⑲？araN⑥．これは本ではない（sjumugee⑪〈sjumu一一

　　　gi⑨＋一ja）。？araN⑥．そうではない。？ayani⑪・そ5でないのか。

　　常体と丁寧体の現在と過蓑，肯定と否定とを「終止形jによって次に示す。
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肯 定 否 定

常
体

　15

囈
J
体

現在i悔②（だ，であ・）　i・…N⑨（ではなの

麹擁濾蕊蕪蒸蕩司磁賑毒；黙想急雨瑛）

過去i’」・j…it醜（で17｛5…

現在D唖1ゆ！電！ 1？ajabi”raN⑪（ではありませ
．！ん）、t一、．　　　t．＿．一t．旧．＿．．．．

　　　　　　　’n’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　？ajabiraNta　N⑪（ではありま1
せんでした）

②deebiru①（であります，でございます）

　　　cuuja⑨’ii”tiNcio　deebiru①．きょうばいいお天気でございます。

　　一du，jajabi「iru①またはd・u一？ajabi「iru⑥の縮まったものか。平罠はda－

　jabirucoともいう。　defectiveな連詞で，ほかに，　deebiimi①，　deebiiga①

　など，肯定現在の短縮形語幹に属する形を用いる。

③？waa醇eeN①～？weNseeN①（でおありになる，でいらっしゃる）

　　　’jaN①（だ，である）から規則的に作られる尊敬の形？ujaiN學e’eN＠～？u－

　　jaN亭e「eN⑪　と局じ。？μNzoo⑪斑aa⑰？waaN寧eebiiga②．あなたはどなた

　　でいらっしゃいますか。

④gutOON①（ようだ，ようである）

　　’junuru⑨gutoON①．読むようだ。　sjUmuglnu⑪gutOoNCO．本：のようだ。

　　gutoO⑨（＜gutu⑪÷一ja。　gutu⑪は「如（ごと）」に対応）と？aN⑨（ある）の

　複合したものであろ5。様態を推量する意にも，また比喩にも朋いる。「連体形」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17）
　のあと，または名調＋一nu（の）のあとに用いる。？aN⑨に準じて活用する。

注

　1）　首里方言の文法のまとまった研究には次の二つがある。

　　　B．　H．　Cliamberlain：　Essay　in　Aid　o£　a　Grammar　and　Dietionary

　　of　the　Luchuan　Language（1895）の文法の部分。

　　　服部旧離琉球調（「世界言語概説」下巻1955）の文法の部分。

　　　この章を書くにあたっては，この二つを大いに参考とした。形態論的な分析

　　の方法に関してはとくに後者の方法に準拠したところが大きいが，そのいちい

　　ちの箇所についてその旨を断わりきれないので，’ここにこのように記すにとど

　　める。また，次の論文からは，形態論的構造に関して少なからぬ示唆を受｝ナた。

　　　鈴太重幸「首里方言の動詞のいいきりの形」（国語学41号）

　　　この章にあげた首里方言の形はその大部分が轡型春潮氏の言語を上村が観察

　　した結果である。ただし，本書の出版間際には同氏はハワイ大学の東西セン

　　ターで研究中であったため，二王の疑問の点については島袋盛敏氏，および問
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　じく首里出身の見里朝慶民に当たって補った。

2）　ただし，これらの名称は通時的見地にもとつく便宜的なものに過ぎない。「融

　合語幹」（61ペーージ）という名称についても同様である。

3）　本文の見出しには便宜上それぞれ，一・yijuN，一1’ijUN－sjUN（”simijUN）・

　一ganaasiの形で醸してある。

4）　基：本語幹末にrをもつ動調は，この形がたとえばtUNna⑪（取るな），？“k㌔

　Nna⑨（起きるな），　misjOONna⑨（なさるな）などのよ5になる。

5）一ni～一neeは，連用形末尾のモーラが’i（ただし単にiと書かれる）よりな

　るものには直接付き，宋尾のモーラが他の子音音素とiよりなるものには，そ

　れにさらに’i（iと書く）を重ねた形に付く。たとえばtui一（取り），？ukiレ

　（起き）はtuineeew，？ukiinee’Oとなり，　k3Nzi一（かぶり），　kaci一（書き），

　はkaNziinee⑨，　kaciinee⑪となる。

6）　この’junuir一とい5語幹は，’junui一にさらに「居り」が複合したものか。た

　だし島袋氏はこの語幹から作られる形を用いないよ5である。

7）　B。駁。Chamberlainが　，junuga⑨（読むtl、），，junukutu⑪（読むので）

　などの’junu一をapocop．　ated　form（短縮形）と呼んでいるので，この語幹・

　を便宜的に短縮形語幹と呼ぶことにする。ただし，この語幹が「短縮」によって

　生じたとは思われない。

8）　66～67ページを参照。

9）　島袋氏は？aQCUN⑨を捕助i勧詞としては用いない。

10），judoON⑨（読んでいる）の語幹はすべて，UN①（いる）と融合した語幹であ

　るから，元来は融合語幹の基本語幹，融合語幹の連罵語幹などと呼ぶべきもので

　あるが，わずらわしいので，普通態の語幹と同じ呼び方をした。’judeeN⑨

　（読んである）および過玄の場合も岡様なことがいえる。また否定の形の語幹も

　肯定普通態の語幹に準じて呼んだ。

11）　農袋氏は確言過去の形（過虫の項に殺したものを除く）を用いないという。

12）　たとえば，’jumimisjoora’a⑲，’jumimiseera’a⑨はそれぞれ，’jumaa⑪，

　，jURuraa⑪の尊敬の形。

13）　語幹の名称については注1（））と岡様のことがいえる。

14）　一日置saNは一＄の形容調のヂ語根」に付く揚合があるが，意味が異なる。

　　　（錘da頭saN⑨（涼しそうだ）＄idasaigisaN⑰（涼しいそうだ）（；器1濃霧誌ζ儂，だ）

15）　宋尾のjabiiNはibiixともなる。71ページ参照。

16）琉球大学の銘嘉引馬氏の羅語学会羅紋発表会（1962年11月）でのお話によれ

　ば，「イ連体形」　と「サア1｝」系の連体形には，ニュアンスの差があり，前者に

　はやや野鶏的，強調的なニェアンスがあるという。

17）　ただし，　’waa一（わたしのぐwaN⑨），？jaa①（おまえ），　taa①（だれ）など，

　および声名には’waaguto’◎N⑥のように薗部つき，？arie（彼），？UNzu⑨

　（あなた）などは，一ga（が）が付いて？arigla①gutOON①のようになる。
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　99
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？e
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h
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？i
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j
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k
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？m

352

m
353

皿
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？N
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’N（一N）
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？0

S39

　，0

S41

　P

S42

Q
4
4
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　r

S47
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S51

t

501

？u

536

’u（一u）

576

？w
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’w（一w）

　587

Z，彩

597

（　）の中は接尾的な成分や助詞などが見出し語となる揚合
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凡 例 i

（D　見出し語の形

　　単語（最小自由形式）を見出し語とすることを原則とした。したがって，複合語も

　独立の見出し語として扱われている。慣用句の中でしか用いられない形は，（句）と

　してその慣用句を見出し語の中に加えた。また，単語より小さい接頭辞，接羅辞な

　どの付属形式は，接頭的なものはその末羅に一（ハイフン）を付け，接尾的なものは

　その初めに一（ハイフン）を付けて見出し語の中に加えた。ただし，岡じ形が単語と

　しても，また付属形式として接頭的あるいは接尾的にも用いられる場合には，単語

　として見繊し語に出し，その接頭的あるい鍛接羅的な用法は，意味分類の中で示し

　た。その場合，見出し語に付けたアクセント記号は，その形が単語として用いられ

　た場合のものである。

　　また，助調は種々の晶講に付く文旦の助詞と，閲投的な助詞とは一（ハイフン）を

　付けないで，その他の助講は初めに一（ハイフン）を付けて，見出し語としてある。

　　変わり語形や，活用する語の活用形・派生形については，次のように扱った。

　①貴族・士族の成年男子の発音であるg，寧，g，　sjは，その他の人びとの発音

　　では，それぞれ規則的に。，s，　z，　sとなるが（解説篇参照），前者の場合のみを

　　見幽し語としてかかげ，後者の場合を見旛し語としない。

　②ijUNで終わる動詞（たとえば？ukijuN⑪「起きる」，？ijUN①「入る」）はすべて，

　　iiN（たとえば？ukiiN⑪「起きる」，？蓑N①「入る」）ともいうが（解説篇参照），こ

　　れらの動詞はいつも，ijUNで終わる形だけを見出し語としてかかげる。

　③nUNで終わる出講（たとえば’junUN⑨「読む」，　nunUN＠　r飲む」）は，

　　sinUN①（死ぬ）1語を除き，すべて，　muxで終わる（たとえば，麺mUN⑪「読

　　む」，numUN⑪f飲む」）こともあり，また，古風な発音ではmjUNで終わる

　　（たとえば’jum．iUNan「読む」，　numjuN⑨f飲む」）こともあるが（解説篇参照），

　　これらの動調はいつも，nUNで終わる形だけを見鳩し語としてかかげる。

④活用する語（勲詞・形容詞・連詞）は，その肯定現在（動詞の揚合はその普通態）

　　のいわゆるf終止形j（解説篇参照）のみを免出し語とする。ただし，肯定普通態現

　　在の「終止形」を欠く動詞（たとえば毛eewa①「お食べ」，のように命令形しかない

　　動詞）はこの隈りでない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　89



⑤標準語の「形容調語幹＋サ」に響応する形（たとえばtakasa⑨r高さ」，？uturu－

　　sja⑥「恐ろしさ」など。その罵法は解説総参照）は見出し語としない。形容調の

　　肯定規在の「終止形」（たとえば捻k舗＆翼⑨「高いあ　？uturusjaNdy「恐ろしい」）

　　の末尾のNを除くと，この形が規翔的に得られるからである。

　⑥羅語では長く発音されて2モーラに数えられるものが，組踊り（kumiudui（D）・

　　琉歌（ruuka⑨）などの文語で韻律の閾係から短く1モーーラに数えられることがあ

　　るが，そのような揚合の文語の形は見通し語としない。たとえば，waa＜わたし

　　の）は，文語では韻律の閣係で，wa？ujaga’nasi⑨（わが親御）のよ5にしばしば

　　短く，wa一（わが）となるが，この，wa一は見出し語に入れない。

　⑦以上のような規則的に得られる変わり語形を除き，一語一語の個別的な変わり

　　語形は可能な限り見塵し語に加えた。たとえば「似合い」に短応ずる語はnee①

　　ともniee①ともniiee①ともいうが，いずれも見出し語として趨してある。

（2）　見出し語のアクセントの聾記

　　アクセント（詳細は解説儲参照）は見畠し語の音韻表詑のすぐ次に，平板型の単語

　は⑪，下降型の単語は⑦を付けて示す。また，二次的な下降は，見出し語の音韻表

　陸中の，その下降が起こる位置に薩接「を付けて示した。ただし自立語以外の形（前

　か後ろにハイフンを付けた形）にはアクセント（コ次的下平を除く）を付けない。

（3）　見出し語の配列

　　見出し語の配列はアルファベット順であるが，ローマ字のアルファベットにない

　字母（？，，，9，駒引の5緬）とスモールキャピタル（N，　Qの2個）は次のよ5に

　扱った。なお，見出し語のローマ字は貴族・士族の成隼男子の発音にもとつく音韻

　表記（詳細は解説篇を参照）である。この「凡例」の悪臣にかかげた「字母および

　モーラ（短音節）一覧表」を参照されたい。

①？と’　これらは存在を無観して扱う。すなわち，この＝二つはa，e，　i，

　　あm，N，0，　U，　Wの9種の字母の薦で用いられるので，この9種の字母の来

　　るべき位置に鱈く。たとえば，？aはaの来るべき位置，つまり野川に置き，？e

　　はeの来るべき位：臨つまりdのあとgの前（fはない）に置く。ただし，？は

　　いつも’の前に置く。たとえば，？eは’eの葡に，また？wは’wの前に置く。

　　また，語中の，は雀略して表潤しない（解説篇参照）ので，たとえば語中の？e

　　はe（本来は’eと書くべきもの）の箭に置かれている。
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②g，s，　g一これらは，セディーラを無視して，それぞれ，　c，　s，　zと岡一

　　のものとして扱い，c，　s，　zの来るべき位麗に置く。このような扱いをしたのは

　　女。子供や平民，また最近の一般の発音では。と9，sとp，　zと多は相互に

　　区甥されない（解説腐参照）ので，この方が見出し語を検索するのに便利かと考え

　　たからである。ただし，セディーラの有無によってのみ二つの見出し語が区溺さ

　　れる勘合には，セディーラのない方の語をさきに麗く。たとえばgaa⑪（座）は

　　zaa②（蛇）のすぐあとに置き，￥inaco（砂）はsina①（品）のすぐあとに置く。

③N一これは？N，’N，hNの三種の結合としてしかあらわれない。まず，？N

　　と，Nとはnのあと，？0の前に鷹いて，…n，？N，，N，？0…の順に艶べる。

　　なお，’Nは語中では，を雀酪して単にNと書いてある。またhNはhの項

　　の中にhjのあと，　hoの葡に置く。もっともhNを含む語は全部で2語しかな

　　い。

　④　亀一これはpのあと，rの溺（qはない）に置く。

（4）品詞名などの注詑

　　見出し語の単語にはすべて，その属する贔詞名を次のように示してある。

（名）

（自）

（他）

（形）

〈神田）

〈副）

（連体）

（接続）

（感動）

（助）

　しかし，首里三野の文法のくわしい研究があまり進んでいないので，

．記は便宜的なものに過ぎない。動詞を自動詞と弛動詞に分けて記したのも同様であ

る。また，助調と記したものがすぺて単語（この場合，付属語）であるとはいえない

が，標準語の文法で普通「助詞」とされているものの大部分はここでも便宜的に助調

と配した。ただし，いわゆる「接続助詞」に相当するものはその大部分を（接尾）に入
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名調（いわゆる代名詞，および，いわゆる形容動詞の語幹を含む）

自動罰

他動詞

形容詞

連詞（，jaN①「だ，である」，　guteON①「ようだ」など）

副詞

連体詞

接続講

感動詞

三野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらの注



　れた。また，通常r助動詞」とされるものは，一部は連詞に，一部は動調・形容詞・

　連詞などに會まれた成分として，（接尾）に入れた。

　　単語以外のものの注詑は次のようにした。

　　（句）二単語またはそれ以上から成る慣用句で，それを構成する単語のどれかが，

　　　その｛貫用句以外では用いられないもの。

　　（接頭）　　接頭辞および接頭的な諸種の付属形式

　　（接尾）　　接尾辞および接尾的な諸種の付属形式

（5）　ラ舌用の注言壼

　　規鰯動詞はその「…しない（蚕定普通態現在の「終止形」）」の形と，「…して（普通態

　の分調）」の形とを，たとえば次のように詑してある。

　　　’3群nUN⑪（他二maN，＝ii）…「読む」

　　これは，junUN⑨（読む。肯定普通態現在の「終止形」）の「…しない」の形が，ju一・

　maNew（読まない），　f…して」の形が，judiev（読んで）であることを示す。

　　不規貝働詞と連詞（全部不規購）はたとえば次のよ5にラ「不規則」と詑されてい

　る。

　　　sjUN①（イ也。　不規具9）…　「する＿」

　　なお活用の細部（および形容詞の活用）については解説篇参照。

（6）　見出し語における文語・古語。瑚語などの注i記

　〔〕で示した注記g）意味は次のとおりである。

　　〔文〕　ふつ5文語としてのみ用いられる語。その大部分は組踊り（kumaiudui⑰），、

　　　琉歌（ruuka鋤などの韻文中に照いられるものである。

　　〔古〕　明治の中ごろから末期ごろにはすでにあまり用いられなくなっていたと愚

　　　われる語。

　　〔親　明治以降使われるようになった語。標準語からの借屠語を含む。

　　〔新？〕　明治以降使われるようになった新語（標準諾からの借用語を含む）かもし

　　　れないと植われる語。

（7）　見出し語および例文における文語の表記

　　［］に入れて示した漢宇および平仮名は，文語の伝統的な表詑である（解説傭参

　照）。この5ち，組踊りから採った例文の表記は，研波普猷編「琉球戯曲集」（1929）

　のそれにほぼ従った。1也のもの（琉歌を含む）の表記は，島袋氏または沈嘉氏の表記
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　1に従った。また，組踊りから採った例文は［　コの宋庵にその組踊りの題を記してあ

　る。琉歌は8・8・8・6の定型をもっているので，例文に琉歌を採った揚合，それ

　が琉歌であることをいちいちことわっていない。

　　なお，地名の漢字表記は〔　］で隠まなかった。

（8）　意味の面し方

　　見出し語の意味1が多義にわたる場合には，適宣（D，◎，㊧，…などのように分け

　て回した。大体，eに基本的な意味を，◎以下に派生的な意味を記した場合が多い。

　まれに，e，◎，⑬，…などのさらに下位の分類としてイ．ロ．ハ．…を用いた。な

　お，地名が見出し語となっている揚合に，意昧の説明のところに「（（　ts　〉）参照。」と詑

　されているのは付録の「地名一覧」を参照されたいという意味である。

（9）例　　　文

　　例文も見出し語と同じく音韻表記によって記した。また，その例文が文語である

　揚合には，さらに［］の中に漢字平仮名の伝統的な表記を記した。晃出し語を例文

　の中でそのまま単語として用いる場合には，省略符弩～を用いて示した。ただ

　し，活用，助調の融合その他の理由で例文の中の形が見出し語と違っている二合は

　～を用いなかった。また，見幽し語の形が複合語の成分として例文の中に用いら

　れた揚合にも～を用いなかった。

　　例文にはすべて薩二三の訳文を付したが，見出し語にs錘N（診（する）を付けただ

　けの例文に限り，訳文がなくても意味が明らかな揚合には訳文を付けなかった。

（10）掌母およびモーラ（短音節）一一Wt表

（繊欝鱗騰語例　　意味
a？

轟
h
岬

？a

ba

be

bi

bja

bjo

bju

bo

［？a）

［ba］

［be］

Cbi］

［bja］

［bjo］

［bju｝

Cbe］

　
　
　
　
ヤ
　
ヨ
　
ユ

ァ
バ
ベ
ビ
ビ
ビ
ビ
ボ

？ami＠

baa＠

わee⑨

biN＠

その音声
表　　詑

C？ami］

［ba：］

〔be：ユ

［biN］

の
記

氏袋農
表

一
州
亭
ゆ

（雨）

（揚合）

（倍）

（紅）

saNbjaku⑪〔sambjaku〕サンビャク（蕪菖）

bjooc圭⑨　　〔bjo：t∫i］　　ビョーチ　（病気）

bjuu（1）　　　　〔bju「：］　　　　　ビュー　　　　（麟）

boohujaa⑨〔bo二Φul駄：3ボーフヤー　（IX’　5ふら）
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e，　9

d

艶
℃

9

h

㎞
㈱

9容

t
㊧
．
α
φ
c
◎
9
0

0
　
0
　
0
　
0
㎝
興
ぬ
曲
61

ﾊ
血
艶
℃
9
3

0
　
0
0
0

欝
．
9
1

　
　
a
e
．
1

0
根
W
W
W
a

9
9
9
9
9
蔭

　
○
○
○

切
周b

£

〔
　
〔

コ＆St〔

司
的
η
難
0
3

～
S
f
J
S
～

十
㌧
　
列
し
　
目
し
　
白
し
　
L
L

〔
〔
〔
〔
〔

30St〔

綱
圖
岡
圃
圃
圃
圃
鷹
飼
囮
画
鴎
圓
圓
圃
圓
画
陶

　
ヤ

“

フ
チ

ア
　
ェ
エ
　

イ
ヨ
　
ォ

ツ
チ
ツ
チ
ツ
チ
ッ

ユ
　
　
　
　

イ
　
　
ウ
　
鴻

　
　
の

チ
ツ
タ
デ
デ
ド
ド
イ

　
　
　
　
　
　
ワ
　
ェ
ヰ

エ
　
ガ
　
　
ゲ
　
　
ギ
　
　
，
認
　
グ
　
グ
　
グ
　
グ
　
　
ハ

　　　例裏の画嚢袋穐意味

bu獄④　　　〔bu”r4〕　　ブラ　　　（ほら貝）

eaa⑨　　　〔も鯵：｝　　チャー　　（茶）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．松…平民
「nagaa⑨　　〔matsa：〕　マツァーの人名，卑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　称）

撚｛ceeq）　　〔堅餅∫e「：〕　ミチェー　（道：は）

sj田rnugeeau〔∫Zlmutse：〕シュムツェー（本は＞

cimu⑪　　〔tsimu〕　チム　　（心，駐）

gibu’u＠　〔t・iburu］ツ・カレ（頭）

coociN⑪　　〔tfOitfiN〕　チe一チン（提燈）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早作田節
900N「90宦A繭，N3：1穿＝ζ機雛
cuuem

gukujuN＠

dakiC）

dee＠

dikijuN＠

dooas

duku＠

？eesagico

，ee斑＆①

gaanaa＠

teegeeew

？aglま①

googuel＠

giJMIen

gwaNziφ⑪〔gwand5itsi〕グワンジツイ（元E）

gweQtai＠　［gwettai］

gumagwiiev〔gumagwi：〕グマグヰー（小声）

haa＠
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〔t∫u：〕　　　チュー　　（きよ5＞

〔tsukujUN〕ツクユン　（作る）

〔da「ki：｝　　　　　　タ“キ　　　　　　　　（竹）

〔de：〕　　テs一　　（台）

〔dikijUN〕ディキユン（できる）

〔do：］　　F“一　　（ろうそく〉

〔duku〕　　ドゥク　　（毒）

齪・s附着ジ（あいさつ）

〔￥e”：ma〕　エーマ　　（入重出）

〔ga：na：〕　ガーナー一　（鷲鳥）

〔te＝ge【〕　テーゲー　（大概）

〔？ガgi〕　　アギ　　　（陸）

〔go：gut∫i］ゴーグチ　（不平）

〔gumi〕　グミ　　　（ごみ）

　　　　　グェ・）タイ（ぬかるみ）

〔hai〕　　　パー　　　　（歯）
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m

e
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お
知
沁
N
O

h
h
h
h
h
h
h

　
　
　
　
　
O

　
a
e
願
1
．

㎞
㎞
㎞
㎞
銭

　
○
○
○

緩
三
二
回
診
三
三
㎞

○
○
○
○
，

㎞
短
㎞
㎞

a
e
6
ユ
e

㎞
㎞
㎞
㎞
㎜
㎜

○
○
○
○

　
　
ヤ
　
ヨ
　
ユ
ン
　
　
　
ワ
　
エ
イ
　
　
　
ヤ
　
・
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
エ
専

へ
　
ヒ
　
ヒ
　
ヒ
　
ヒ
　
フ
　
ホ
　
フ
　
フ
　
フ
　
フ
　
イ
　
ヰ
　
イ
　
イ
　
イ
　
ヤ
　
ヨ
　
ユ
　
ヵ
　
ケ
　
キ
　
コ
　
ク
　
ク
　
ク
　
ク
　
め
．
マ
　
メ

囲
農
鯛
鼠
齢
画
留
留
鯛
欝
謡
圓
飼
鵠
画
向
向
器

he圭①

h圭ja④

h∫aak観⑪

hjoosi＠

hjuusi＠

hNNO

hootu＠

hus量①

hwaaa）

hweeco

hwii画

？iNev

’iN＠

？jaaQ

？」’　ooii＠

？」’UNco

’jaaen　．

’joosaN＠

’juu＠

kaa＠

keesjuN＠

k銭⑥

koojuNco

kuu＠

kwaa＠

kweejuNau

kwi圭⑨

？meN寧eeN①〔？㎜e・Nse＝N〕めンセーン（いらっ

maagl＠

m年e⑩
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〔he「i〕　ヘイ（おい…感動調）

〔gi「ja〕　　　ヒヤ（えい…感動詞）

〔¢arku〕　　ヒャーク　（百）

〔9◎：∫i〕　　ヒョーシ　（拍子）

［9U：∫i〕　　　ヒューシ（ひよどり）

轡N：〕　フンー（ふん…感動詞）

〔ho：tu〕　　ホートゥ　（鳩）

〔ΦU「∫i］’　　フシ　　 （墨）

〔Φa「：〕　　フワー　　（葉）

〔Φei：〕　　フェー　　（蝿）

〔Φi：〕　　　フィー　　（火）

〔？iN〕　　　イン　　　（犬）

〔jll〕　　ヰイ　　（縁）

〔？ja”i］　　イヤー　　（おまえ）

〔？301呈：〕　イヨーイr（おさな子）

こ？jガN〕．　　イユン　　　（言う）

〔ja毒　　　　　ヤー　　　　　（家）

〔jorsaN〕　　ヨーサン　（弱い）

〔ju：〕　　　　ユー　　　　（湯）

〔1ζa＝〕　　　カー　　　（皮）

〔ke：∫uN〕　ケーシュン（返す）

〔kii〕　　　　キ・一　　　　（太）

〔ko”：jUN〕　　コーユン　　（買う）

［1〈U：〕　　　クー　　　（粉）

〔kwa：〕　クザ　 （桑）

〔kwe：JUN〕クェーユン（肥える）

〔kwi＝〕　　クヰ…　　（声）

）　　　　　　　　しゃる）
〔ma＝tsi二】　　　マーッ　i　　　（松）

〔me：〕　　　メー　　　（前）



鰭書証・・聴器語

獄

迦
噴
％
’
・

Q

　鋼
船
噸
珈
珈
㎜
職
舩
挑
心
晦
癖
・
・
㎜
脚
層

O
　
　
a

？
O
P

　
O

　
　
a
級

鉾
．
獅
．
即
．
釦
蔓
鶏
群
．
臓
m

m

声表

こm重〕

｛mja］

［mjo］

［mju］

こlno〕

［mu］

［na］

こne〕

［jii］

［pa］

［3au］

［no］

［ltu］

［？e］

［o］

［pa］

［pe］

［pi］

［pja］

［pju］

［ra）

［re］

［ri｝

［ro］

［ru］

　
ヤ
　
ヨ
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
晶

ミ
ミ
ミ
ミ
モ
ム
ナ
ネ
ニ
ニ
ニ
ノ
ヌ
う
ン
オ
ヲ
パ
ペ
ピ
ピ
ピ

ラ
．
レ
リ
ロ
ル

例

mlmlem

mjaku＠

皿JOOZ1⑭

mjuude

IXXOOew

幾UCUN⑨

naaG

neeN＠

ni三⑪

njaaCt．］

その音声
表　　記

［mimi］

［mjaku］

［MjOisi］

t”mju”；］

［mo：］

〔MUも∫UN〕

［nai：］

［ne：N］

［Jii：］

〔3ゴ：〕

　「　　　　亀

［no：」’uN］

［nu：］

［？mma］

〔ゴna〕

［？o：e：］

［o：］

島袋氏の
表　　記

ミミ

ミャク

ミ　ョthソ

ミュー

モー

ムチ＝ソ

ナー

不一一ン

ーや

意　昧

（耳）

（脈）

（苗字）

（妙）

（野原）

（持つ）

（名）

（無い）

（荷）

（もう）

njUNZU①kiU　Na5U〕ニュンジュ（あなたさま）

noo3　uN　ro

nuil＠

？Nmaev

’NnaO

？ooee＠

’oo＠

paaSUNk・・似pa、su細、〕ハ｛ス

peeciNen　［pe：tSiN］

PiiPiiop　［Pi：Pii］

ノーユン

ヌー

うマ

ンナ

オー一同一

ヲー

　　e

　ンコー

ペーチン

　　　　　　　　　　　　　　　ピ＿ピ＿（ねずみの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、

ru（塑3ak疑⑪〔ruppjaku〕ルッピャク（六百）

？三（lpju蟻⑨

Qcuco

kura＠

kureetu

kur呈①

？量roo⑱

？il’U＠
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［？ippj’u：］

〔ギt∫貸〕

薮kura｝

［kure”；）

｛ku”ri］

〔？量rα3

［？iru］

（薗る）

（何）

（馬）

（皆）

（けんか）

（王）

（菓IF名）

（位階名）

」児語）

イッビュー（一俵）

ち＝

クラ

クレー

クリ

イロー

イル

（入）

（倉）

（位階）

（これ）

（色は）

（魚）
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四
四
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エ
　
　
　
イ
ヤ

サ
シ
セ
シ
ス
シ

ヨ
ユ
　
　
イ
ウ
ウ
ワ
エ
ヰ
　
イ
ヤ
ヤ
エ
エ
．
一
、
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

ソ
シ
ソ
ス
　
タ
テ
テ
ト
ト
ウ
ヲ
ウ
ウ
ウ
　
ワ
エ
　
エ
ジ
ヂ
ザ
ジ
ヂ
ゼ
ジ
ヅ

saataa＠　［sa：ta：］

seekic）　［ie：ki］

eeeO　［se：］

sii＠　［ii：］

亭ii⑪　　　　郵i：〕

sjaakaganasi＠

サーダー・一

シェーキ

セー

シー

スイー

（砂糖）

（開墾）

（ばった）

（椎）

（巣）

シャー一Nカ（おしゃか
　　　　　　〔∫a：kaganali〕ガナシ

sjoogwagi＠［so：gwatsi］　）／“　vY　3

sjuu＠

soo＠

suujuN（D

taa＠

teegee＠

tiien

毛OO⑪

tuico

？umi＠

’uNq）

？waa＠

？weeka＠

？wi呈①

’waNan

寧eewee①

’winagu＠

ソヤ・zamade

　　　laa＠

ソェ・kazee①

　　　4eegl＠

ジヂzii⑨

　　　Mi4i¢
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［fu：］

［so：］

［su”：juN］

（ta：］

［te：ge：］

［ti：］

〔乞。：〕

伽i〕

［？umi］

〔wゴN〕

［？war］

［？we：ka］

［？wiii］

［waN］

tsei：we：］

［winagu］

（dsa’ma］

〔（玉za＝〕

（1〈ase一；］

［dze：gi］

〔d5三：］

［miizi］

　　　イ

シ9一

ソー

スーユン

ター

テーゲー

ティー

トー

トゥイ

ウミ

ヲゥン

ウワー
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繭欝黍婁麟語例野嘉嚢袋氏器一

　　　　　　・・　〔・5・〕享；・・…　〔・両　ジ・一（門）

　　　　　　ge　　　［dz◎〕　ゾ　　多ooi（D　　　〔dzO「＝i〕　　ゾーイ　　（とても）

　　　　　　・・　〔・5・〕勘・u・b・k・＠［ds・lb・k・］ジーーバク（重箱）

　　　　　　9U　　　〔dZU］　ズ，ヅ4uri⑨　　　〔dzuri〕　　ヅリ　　　（女郎）

　　　　○印は標準語に近似的な音のないもの。くわしくは解説篇参照。

（ll）　本文篇中に轡した＊（墨印）について

　　農袋。比轟両氏の話す首里方言，および首璽方言についての両氏の記憶にはわず

　かながら異なる点がある（「編藥経過の概要」参照）。＊（星印）はそのよ5な食い違っ

　た箇所を示すもので，島袋氏が本文旛の校正鰯りを通読した際に行なった揚摘に基

　づいて研究藤が付けたものである。すなわち，見出し語の右肩に＊のあるものはそ

　の見繊し語が，e，◎……などの意駿分類の番号の右罵に＊のあるものはその見出

　し語のその部分の意味が，意味を塾した文。例文。訳文の文宋の些々に＊のあるも

　のは，その意味・その例文・その訳文が，それぞれ農本氏の知らないもの，または：

　島袋氏の首里方欝の詑憶と違っているものである。
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？a，　一　a

2aa①（感）ああ。物事に深く感じた時発す

　る声。

？aa⑨（名）泡。？aabukuと屯いう。～nu

　taCUN。泡が立つ。

？aa⑥（名）安野。（（地》参照。

？aa？aa①（感・副）ああああ。ため息をつ

　くさま。～sjUN．ああああと嘆干する。

？aabaasaabaa⑪（副）ぺちゃくちゃ。とり

　とめもなくしゃべるさま。～mURU，5U－

　nUN．ぺちゃくちゃしゃべる。

？aab皿kii⑪（名）泡。あぶく。

？aaci⑪（助詞的に嗣いられる）岡時に。

　〈？aasjUN（合わせる）。？ieu亭itu～．行く

　のと同時に。？ju曄tu～．言5のと同時に。

？aacirahja＝aeira④（副）ぺちゃくちゃ。

　べらべら。とりとめもなくしゃべるさま。

　～munu　’junUN．ぺちゃくちゃしゃべる。

2aa駆ur羅（D（名）かくれんぼ（kwaQkwi－

　Ndooree）で，隠れた者を捜し出せずに鬼

　が降参すること。また，その降参する時に

　醤うことば。鬼が？aaguuruと叫ぶと，

　隠れた子徴たちが現われ，鬼にお辞儀をさ

　せてから，やり直す。

？aahjaNgaree⑨（感）短気を起こした時な

　どに発する声。ちくしょ5。

？aa＝juN③（自＝raN，＝ti）　合う。言汁算が

　合う・時計が合うなどの意では，新しくは

　？atajUNを多く用いるようになった。

　？unu　hujaa？jaakwisjatu？aajumi．そ

　の靴はおまえの足に合うか。saNminOQ

　？aatoomi．計算は合っているか。

2aaka＝sjuN（①（他＝saN，＝ci）割る。裂く。

　離す。また，割れqを入れる。

2aakeeluu⑪（名）とんぼ。

2aaki⑨（名）裂け霞。蟹れ園。ひび。すき

　間。hasirunu～kara　suumi　sjUN．　雨

9
9
，

　戸のすき闘からのぞき晃する。hwiiraaja

　haajanu～nakaiN，UN．ごきぶりは柱の

　割れ目にもいる。

2我a婦⑨（名）組踊り用語。愁嘆揚．親子

　兄弟の旧離・再会などで，感情が高まる揚

　癒。？aki？icaga　najura．（ああ，ど5な

　ることか），？aki？imiga’ja3ura．（ああ

　夢ではないか）などの？akiを，地謡が長

　く引き延ばして歌うのでこうい弓。

2aaki＝juN⑰（自畷aN，二ti）　（≡鑑旧れる。

　裂けて離れる。また，ひびが入る。裂け目

　ができる。？icanu　kariti～。板が械れて

　劉れる。　muraziNmi　sja麟ga，？il〈ugi－

　nUNkai？aakitaN．村の協議をしたが，

　意見がいくつにも審」れた。◎言行が食い違

　う。つじつまが合わない。矛贋する。

　もaiga？juru　kutubanU？aaldtooN．ふた

　りの書うことばは1矛盾している。？ariga

　？juru　kutoo？atutu　sacitu　caa～．彼

　の言うことは箭とあとといつも食：い違

　50
？aamui⑰（名）泡盛。普通は単にsakiと

　いう。

？aaQca＠（名）？aQca（歩くことの小児語）

　と同じ。

2aaraNcee⑪（名）麻布の一種。さらして

　ない無地の麻布。biNgata［紅墾や？ee－

　gata［藍型コなどに加工する葡の布。

2aaraNkaa＠（名）飾り気のない人。あり

　のままで遠慮のない入。？aree～，jaku－

　tu，　maQtoobaNdi　？ieee　maQtooba　’」’aN．

　彼はありのままの人だから，正直といえば：

　正直だ。

？aasa⑪（名）e海草の名。青のりの一種。

　あおさ。わかめのようにして汁の実などに

　する。moo？aasaと区Slj　して？umi？aasa



？融鼠sa？蓋ric董

　ともいう。◎moo？aasa（きのこの一一一種）

　と同じ。

2aasa？irici⑨（名）料理：名。　mOO？aasaの

　了いため。

2aasi⑨（名）泡瀬。中頭郡東海罎にある

　港。

？aasikagaN⑨（名）合わせ鍵。後ろ姿を見る

　ために，前後から鏡を合わせて見ること。

　・v　sJuN．

？aas量㎜UN⑥（名）袷。嚢付きの着物。

？aasiziNO（名）？aasimUNと岡じ。？aa－

　siMuNを多く用いる。

2aa＝sjuN（の（他＝saN，＝ci）㊦合わせる。適

　合させる。規準などに合おせる。◎三思す

　る。kusui～・薬を調合する。◎牛などを

　戦わせる。？usi～。隼を戦わせる。

2aa＝sjuN①（地＝saN，＝ci）粉に水などを

　瀦え，練りかえす。こね合わせる。nui～．

　のりをこね合わせる。

2aata’bai⑪（名）またぐらの癌い時など，

　またを横に広げるようにして歩くこと。そ

　の滑稽な歩き方を嘲笑して舞う語。？aata一

　は？ataku，？atab圭ci（と毛に蜷の種類の

　名）の？ata一と関係ある形か。？aatabai

　は蛙のよちよち歩く歩き方と似ている。

　～sjUN。足を広げてよちよち歩く。

2aata⑪najuN⑨（句）疲れてくたくたに

　なる。疲れてぐにゃぐにゃになる。のび

　る。

2aatoetu（D（感）神仏を拝む時に発する声。

　あなとうと。女は？uutOQtu　とも言5。

？曲aa⑪（名）姉。ねえさん。農村で馬いる

　語。首里では，士族については？Nm嬬

　：平民については？aNgwaaという。

？abacino「o盛⑨（副）もて余すさま。身動

　きのとれないようなさま。～sjUN．

？繍ba擁鍼言u雛⑨（名）手に余る仕事。もて

　余す仕事。

2a’ba＝eUNew（自＝kaN，＝ci）たくさんの着

　物・大きすぎる着物などを着てもて余す。

　また，仕事などをもて余す。sigutu？U－

　hooku？iigikir＆Q嫉？abacoosa．仕事をた

　くさん言い付けられてもて余しているよ。

？abaraa①（名）大食い。大食漢

？abaraja①（名）〔文〕あばらや。

2abasi◎（名）おてんば。おしゃべりな女。

？鋤as麺）（名）魚の名。おこぜの類。緩海

　に塵し，刺がたくさんある。

？abasjaa⑪（名）？abasi（おてんば）と同

　じ。

？abiigwii①（名）叫び声。　kaamakara～一

　nu　cikariiN．遠／くから叫び声が聞こえる。

？曲韻koOづガ理⑥（自＝raN，＝もi）わめき散

　らす。どなり散らす。

？abli2aduruka＝sju「N①（他＝saN，＝ci）大

　声でどなって驚かす。

？abijaa⑨（名）θ叫ぶ者。わめく者。泣き

　おめく者。鳴くもの。◎鳴くせみ。鳴かな

　いせみはgiigaaという。

？ahijaatil「jaa⑪（副）わめき散らすさま。

　また，大勢がわいわい騒ぐさま。喧喧ごう

　ごう。～sjUN．

2ahi＝jUN⑨（自＝raN，＝ti）e叫ぶ。大声

　で呼ぶ◎また，わめく。どなる。？abiti

　’NN5ee・大声で呼んでみろ。◎大声で泣

　く。泣き叫ぶ。㊤ほえる。犬・猫・豚など

　が鳴く。

一・≠?ｉ＝ｊＵN（接尾＝raN，瓢ti，一部不規則）ま

　す。…します。詣し穣手に回する了寧の敬

　語。一abiiNということが多い。’UN（い

　る）と複合した動調（すなわち一般の動調）

　に付く時には，その「終止形」からUNを

　除いた形につく。k鼠CUN（書く）→kaca－

　biiN（書きます），七ujUN（取る）→tujabiiN

　（取ります）など。，UN（いる），？aN（ある，）

　’jaN（だ）などに付く時には末尾のNを

　除いた形に付き，，ujabiiN，，uibiiN（い

　ます），？aおb1油，？aibiiN（ありますう，

　’」鋪abiiR，’jaibiiN（です）のよ5に，一ja－

　biiNもしくは一ibiiNとなる。形容調の揚
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？agikookoo

　合も1司じくtuusaN（遠い）→tuusaja－

　biiN，　tuusaibiiN（遠いです）のよ5に

　なる。’junabixa，読みましょう。，jumi一・

　miseejabiimi・お読みになりますか。

2abu⑨（名）安部。｛（地〉）参照。

2abu＝CUNan（薗＝kaN，＝ci）飯などが吹き

　　こぼれる。沸騰して吹き出る。

？abu＝euN①（自＝kaN，；C圭）暑くて蒸し蒸

　　しする。蒸すように暑い。

2abui⑰（名）あぶみ。

？abuikUtt⑨（名）魚や餅などを焼く金網。

？aも載噛uN⑨（他＝raN，；ti）あぶる。食物な

　　どを焼く。また，火にかざし暖める。muei

　～・餅を焼く。七iinusaci～・手の先をあ

　ぶる。

？abunasjaN①（形）［文・新〕危い。元来は

　？ukaa＄jaNという。？abunee　tukuru。

　危い藤。

？abusi⑨（名）あぜ。田のあぜ。

？abus量baree⑪（名）あぜ祓いの意。旧麿4

　月に行なう田の祭り。仕事を休み，ごちそ

　　うを作って一Rを遊び暮らす。また，海人

　草（nacoora）を煎じて飲み，海人草の雑

　炊を食べる。海人草は回虫を除くにのに効

　　くとされる。

2abUS量maku“ra⑨（名）〔文〕稲の穂がみの

　　り，？abusi（あぜ）を杭にすること。豊

　作を形容していう語。

2abusimici⑨（名）あぜ道。

？aea⑨（名）あした。あす。

2acガ？asa⑰（名）あしたの朝。

・2acaga董②（名）時期が終わること。

？aeaga　：juN①（隠＝1’aN，＝もi）e時期が去

　る。時期はずれとなる。？acineenu～．

　商売の時期が終わる。◎飽きが来る。仕

　事・人などに対する熱がさめる。tageenl

　？iQpee　kanasj’a　sjootaru　niuN，　1｛unee－

　daN＄ee？acagatooru　gutoosa．互いに

　とても愛し合っていたのに，このごろは熱

　がさめたようだよ。

？aca「juru⑪（名）あしたの夜。

？aca’jusaNdi⑨（名）あしたの晩。

？aca’sutumiti⑪（名）あしたの朝。

？aei①（名）e〔文］秋。秋という季節感が

　ないので，口語ではほとんど使わない。

　◎〔古〕収穫の時期。刈り入れ時。

？a¢ibee⑰（名）熱灰。まだ火気のある灰。

　～Nkai　hwisja？iQtaNnee．熱い灰に足

　を入れたよ5に。非常にあわてるさま。

2agib赫（①（名）柔らかい御飯。　おかゆと御

　飯との中心ぐらいの，子供・病入などに食

　べさせる御飯。

？ag銭biirac韮⑥（名）　はれものなどが熱を

　もって痛むこと。また，やけどが痛むこ

　と。

2agigunien（名）暑い地方。熱帯地方。hwi－

　igU撤の対。

2acihaisigulu⑨（名）飽きてしまうような

　仕事。きりのないよ5ないやいやながらの

　仕事。～nu？asihaisigutu．いやいやなが

　らの仕事は，よけい汗の出る仕事となる。

？acihaisiien（名）いやいやながらするこ

　と。～sjUN．

？acihatibeesarg⑨（形）飽きが合い。飽きっ

　ぽい。

？acihati＝jUNem（自＝raN，＝垣）飽きる。

2agijaahuu「jaa⑪（副）暑くて，ふうふう

　いうさま。盛んに暑がるさま。～sjUN・

？agika；juN①（飽＝aN，；raN，；ti）㊦扱

　う。取り扱う。使いこなす。？eeku～・

　樫をあやつる。◎こき使5。酷使する。

　？aφkaar最N．こき使われる。

？agikeegur量sjaN①（形）入・遵具などが級

　いにくい。使いにくい。

2agllgi＠（名）ゆげ。また，蒸気。？usjQO－

　rOQja～du？usjagajuru．御精霊1ま湯気

　を召しあがる。お供えものは熱いうちに，

　または，ふたを取って供えろの意。

？agikookoO①（副）ほやほや。煮えたばか
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？agimajuN

　りのさま。また，料理の熱いうちに。～

　S300i癌ka瓢ee．ほやほやのうちに食べ

　ろ。？ubUN～kanUN・御飯を熱いうちに
　食：べる。

2agima＝juN⑰　（自；raN，＝ti）　〔新3　集ま

　る。元来はs疑r落UNという。

2ag量m韮rluN⑨（霞：raN，”t’i）〔暫〕集め

　る。元来はsu撚rεしsjuNとい5。

2ac塁nee⑪（名）商売。あきない。～sjUN．

？acineeg｛ihwasarv⑨（形）商売がうまく行

　かない。

？ac韮neemUN⑪（名）商晶。

？aeineeNcump（名）商人。

？aci灘eesjaa⑨（名）商人。

2aeineezoozi⑨（名）あきない上手。商売

　上手。

2aeinu？ijll⑨（名）まぐろ。？aka？aeiと

　siru？aciとある。

？adraka⑪（名）明らか。公明。正しいこ

　と。～na　QCU・公明な人。

2agirasikeesaa⑨（名）何度も膿め覆した

　食物。

2agira一一sjUN⑨（他犠sa翼，＝ci）熱くする。

　食：物などを暖める。

？agiree＠（名）あつらえ。注文して作らせ

　ること。，jamatusoobee　too？agiree．その

　項参照。

？agiree＝juN⑨　（他＝raN，＝・ti）　あつらえ

　る。注文して作らせるσ

2agireemuN⑨（名）あつらえ物。注文して

　作らせたもの。

？agiri＝juN⑲（霞＝raNジ篇嫉）熱くなる。緩

　まる。食：物などについて多くいう。

2agisakamarasaa⑨（名）暑さ嫌い。暑さ

　を苦にする者。

？a爵3N⑪（形）e暑い。　hwiisaN（寒い）

　の対。◎熱い。hwizurusaN（冷たい）の

　対。

？agisaN①（形）厚い。　hwiQsaN（薄い）の

　対’。

？agisa2umii⑨（名）暑がり。暑がる者。

？acizaraN⑨（自）（否定形のみがある）（∋

　飽き足りない。不満である。～mUN・飽

　き足らぬ者。不満を感じさせる者。～mu－

　au？iil〈ata．不満を感じさせる言い方。◎

　なごり惜しい。～ewakayi　なごり惜しい

　男ifれ。？acizaranoo？asiga鵬ta’jaa．

　なごり惜しいけど，また会おうね。

？agiziiev（名）寝た時の足もと。　ma（≧kwa－

　gwaN（枕元）の対。

2acoodaa⑪（名）導入。卑称。

2acood穫⑨（名）商人。多く仲買い人をい

　う。

？aeeoduguc量⑨（名）仲買い人のことば。

　上手だが頭勝できない嘱しぶりをい5。

　「仲人口iに似た語。

2a＝cuN①（自箕kaN，＝Cま）e明く。開く。

　hasirunu～。戸があく。？ananu　？acOON．

　穴があいている。◎空く。，jaanu？acoo－

　N．　家があいている◎

2aCUU⑨（名）熱いものの小児語。

2ada⑪（名）安閏。（〈　by　）〉参照。

2adu①（名）あだ。徒労。～nataN．徒労に

　なった。

2ada②（名）かたき。あだ。～？UCUN．か

　たきをうつ。

2adaa＝sjuA’（D　（他＝saN，＝ci）声高eこ叱りつ

　ける。どなりつける。，warabi～．子供を

　どなりつける。

2ad盆磁⑰（名）あの高さ。あんなに高く。

　あれだけの高さ。～？agatOON．あの高さ

　に上がっている。

？adanas嚢⑨（名）？adani（阿旦）の気根。

　また，その繊維で作った縄。

2adani⑨（名）阿旦。たこのき科の亜熱帯

　｛生常緑灌太。気根を生じ，藁は細長く，　と

　がり，刺がある。葉からござ。摺子などを

　作り，気根の繊維は縄などにする。？adaN

　ともいう。

2adaN⑨（名）？adani（阿旦）と岡じ。
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？agata

？adaNbaa⑨（名）？adani（阿旦）の葉。

？adaNbaamusiru⑨（名）？adaNbaaで作っ

　たむしろ。

2adaNbaasaba⑨（名）？adaNbaaで作った

　ぞうり。

？adaNnaew（名）安谷麗。《地》参照。

？adasi⑨　（連体）［文〕はかない。はかな

　g．　．v　’jununakani　nagaraiti　’ututi．

　［あだし世の中に　ながらへて居とて（忠臣

　身替）］はかない世の中に長らえていて。

2adati＝jUN⑪（他＝raN，”t1）捜す。捜し

　求める。尋ね求める。求めてあちこち聞い

　て回る。「あだて」と濁係ある語か。namaa

　？adatitiN，，jaaja　tumeegurisjaN．今は

　捜しても，家は見つけにくい。

2aduew（名）かかと。

2adusi！’isiri＠（名）足ずり。子供などが足

　を地にすりつけて，だだをこねることをい

　う。～s∫UN．

2aduzisi⑨（名）eかかとの褒。◎かかとの

　獲にできる，うおのめのようなはれもの。

　はれて堅くなり，痛む。焼き針を立てたり，

　焼き瓦を当てたりして治療した。

？aee⑨　（名）　あり合わせ。？aieeともい

　う。～nu　MUN『saa・　ni　siinas∫賦．あり合

　わせのものでうまくやる。

？agacaa⑪（名）労働者。鰯肉置鋤者。

2agacihai⑥（副）忙しそうに働くさま。精

　出すさま．一ha1くhajUN（走る）。～s画N・

？agacihata’raci⑪（名）一生懸命働くこ

　と。精出すこと。

f～aga＝cuN⑨　　（自　　＝kεしN，　　＝ci）　 （≡）働く　o　　肉体

　労働をする。また，よく働く。繕出す。

　◎仕事などが，はかどる。はかが行く。

　sigutunu　muru？agalgaN．仕事が全然は

　かどらない。cuhw圭rujaka？wi短i？aga。

　eaN．（機織りが）一一・eg以．上：はかどった。

　㊧家畜が成長する。

？agai①（名）地面の高いところ。かみ。

　sagaiの対。

2agaihana①（名）日の上りはじめ。

2agaitiida①（名）上る日。朝N。～du’u－

　ganuxu，　sagaitiidaa，ugamaN．上るB

　は拝むが，落ちるβは拝まない。権勢のよ

　い者につく意。

？aga＝juN⑤（自・raN，＝ti）e上がる。昇

　る。沼間をま二がる。また，物価などが上

　がる。　雛idanu～．　日が昇る。　maainu

　～．まりが上がる。niiRU～．値カミ上が

　る。nubujUNの項参照。⑰上達する。

　tiinu～・腕が上がる。　ziinu～．字が上

　達する。？uta？agarasjuN・歌を上達さ

　せる。⑤できあがる。また，終わる。ma－

　cinu～．市が終わる。⑭かえって悪い。

　よくあるべきものがいっそ5悪い。Qkwa－

　jaka～．子供より悪い。　nusudujaka～．

　どろぼう以上だ。

2agami　・juN①（他＝raN，；ti）あがめる。

　敬う。

？aganee⑪（名）倹約。節約。経済。～nu
　，jutasjaN・　≦峯筐脚力ζ　5　まし、o

？aganee　・juN⑨（他＝taN，；ti）節約する。

　倹．約して大事に使う。moO｝〈irazijaka

　？aganeerLも5けるよりも倹約せよ。（こ

　とわざ。mool〈iraziは形は否定だが，意

　味は肯定。mookiju錘3ak翫ともいえ．る。）

？昭a擁①（名）東。？温（西）の業f。

2agaPtii⑪　　（名）　東XI二〇　　（（pa　）｝参照。

？agarikata⑨（名）菓の方。東の地方。

2agarlme「e⑥（名）東涯髄。㈱力参照。

2agarinu2ixm壼⑪　（名）太平洋。策の海の

　意。

2agaviNkee⑪（名）東向き。

？agar韮？u血a「a叢⑨（名）東方めぐり。行事

　の名。穀物がはじめて作られたといわれる

　ところ（知念村の？ukiN4uhaiN＃u，与那

　原村の？weegaaなど数箇所）を女が巡拝

　する。

2agar叢？w舞⑨（名）東江上。（〈地》参照。

？agata③（名）あっちの方。あちら側。？U一
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？agatoo

　Nnadaki　・v　satuga　？Nmarizima，　rnuiN

　？usinukiti　kugata　nasana．〔恩納岱あ

　がた　里が生れ島　森も押しのけて　こが

　たなさな］恩納岱4）あちら側は恋しい男の

　生まれ故郷，その山妻押しのけてこちら側

　にしたい。

2agatoe⑨（名）あの遠さ。あんなに選く。

　～kara　ci圭．あんなに寒くから来たか。na－

　madiikara　・vnu　？iQtaarr1adi　keejuN

　naa．こんなに遅くあんな遠くの君の家ま

　で帰るのか。

2ag量①（名）陸。おか。～nu　hur短muN．女

　が遠郊にうつつをぬかす男などを嘲笑して

　いう語。おかの気のふれたもの。

？agi①（名）上げ。歌・i蕪腺線などの高い

　音の部分。また，三味線の二上がり（nii一

　？agi）．

？紐gibU藪①（名）saNsiN（三論線）の二上

　がりの調子の歌。

2agida⑩（名）安慶田。穐》参照。

？agi｛loohas①（名）揚げ豆腐。

？agihwiigur“maa①（名）〔新〕おか蒸気。

　汽車。明油の初め汽事ができたという話を

　鋤いてできた語。hwiigurumaa　la蒸気二合。

　？agiは陸。沖縄に軽便鉄道ができてから

　はkis3aとし・うようになった。

一agiinaa（接尾）…しながら。…しつつ。

　同時に動作を進行させる意を表わす。

　＜一agijUN。一gaeXともいう。？aQca－

　giinaa（歩きながら），’junag＃naa（読み

　ながら），SJagllnaa（しながら），？umu－

　jagiinaa（患いながら）など。　？a（lcagii－

　naa，uuzi　kanUN．歩きながら砂糖きびを

　st　5．　？aQeagiinaa（nu　kutu）　’jataN．

　歩きながら（のこと）だった。

？agiujUN①（弛＝raN，紘三）㊦上げる。　ta－

　ku～．たこを揚げる。　tii～．手を上げ

　る。naa～．名を上げる。　nii～．億を上

　げる。◎楽器や声の調子を高くする。kwii

　～．声の調子を高くする。声を出す意で

　は，　tucinukw圭i～，（ときの声をあげる）の

　ほかはあまり亡いないようである。㊤油で

　揚げる。？agimUN～．揚げ物を揚げる。

　⑳献上する。進上する。さし上げる。？U－

　S33gi麟Nよりも格式ばった，ていねいな

　語。nuu　？agiiga．何を進上しようか。㊧

　もどす。吐く。あげる。sald　numinee

　C餓？ag呈juru　k貸sinu？aN。酒を飲むと

　いつも吐く癖がある。

一agijuN（接尾・不規則）…しつつある。…

　している。進行の意を表わす。一agiiNと

　いうことが多い。ふつう動詞の「終止形」か

　らUNを除いた形に付く。’junUN（讃iむ）

　→，junagi呈N（読みつつある）など。

？agimaa＝sjuN①（他＝9．　aNe＝ci）せきたて

　る。dii？ika？ika　QS呈？agimaaca￥iga，

”juujUtttu　S5◎◎taN．さあ行こう行こ5

　とせぎたてたが，のんびりしていた。

？agimllN①（名）揚げ物。油揚げにしたも

　の。てんぷらなど。

？agi墨摺⑨（名）安盛名。《地》参照。

？agEsagi①（名）上げ下げ。上げたり下げた

　りすること。

？agiz量①（名）習字の清書。習字で，けいこ

　を終えて清書すること。

？agu＝juN⑨（自：raN，＝ti）よじ登る。纒

　などをたぐって登る。まれな語。？anu

　kiiNkai　gina　kagimiti？agura．あの太

　に縄をたぐって登ろう。

盆agunaa⑨（名）粟国島（？agu頴）の者。

　卑称。粟国農は下男下女の出身地として知

　られていた。

？agttni⑪（名）粟麟島。那覇の西北方にあ

　る島の名。

な鴫u噸姻（接尾＝maN，　＝d・i＞あぐむ。でき

　ずにもて余す。？aQci？agunUN（歩きあ

　ぐむ），sii？agunUN（しあぐむ）など。

　kagiriNnu　simaja　lcajuibusja　？a￥iga，

　’wanamazonu　？usjunu　kijai？agudi．

　こ勝連の島や　通ひぼしやあすが　和仁屋
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？aiee

　真門の潮の　蹴やいあぐで］勝連の村に通

　いたくはあっても，その途中の和仁屋幽門

　の潮を渡りあぐんでいる。

？ah蹴i⑨①（感）やあい。人を嘲り笑5語。

2ahahaa⑨（感）大いに笑うさま。あっはっ

　は。

？ahjaa⑨（名）∈）家畜などの親。母体とな

　るもの。人については蔽わない。◎親豚。

　？ahjaa？waaの賂。㊤酔・酒・塩辛・漬け

　物などのもととなるもの。酵母など。生じ

　ふやすもと。siinu～・群を作る際，もと

　となる灘や水など。sakinu～。酒を作る

　際，小蚤入れる酒など。

？ahjaa？svaa（①（名）親豚。

2ahjaNgaree⑨（感）〔文｝やけくそになつ

　た時に発する声。どうともなれ。N語は

　？aQpaNgaree．

？ahusu⑨（名）安富祖。（〈地））参照。

2ahwa＠（名）安波。（（地〉）参照。

2縦数wac謎⑨（名）安波茶。（（地沙参照。

？akwagee＝juN＠　（pt　＝raN，　＝ti）　？ahwa－

　geeurijuN　と岡じ。

？ahwageeri＝jUN⑥　　 （自　 ＝raN，　　＝もi）　　θ味力こ

　薄くなる。昧が足りなくなる。◎不まじあ

　になる。ちゃかして馬鹿らしいことばかり

　言う。不まじめにおどける。？ariga？」　u一一

　鉾e？ahwageeriti　ciciN　naraN．あいつ

　の匿うことは馬鹿らしくて麗く気にならな

　い。

2ahwageerimuNew（名）不まじめな者。ち

　やかしてばかりいる考。まじめに話をしな

　い者。

2ahwaguei⑪（名）薄味。また塩加減の少

　ない味。また，薄味を好む者。

？ah｝vaguN⑪（名）阿波根。（〈地獄照。

？akwakee⑪（名）？ahwεしktiUと岡じ。

2ahwakuu⑨（名）二枚員。　はまぐりなど，

　二鶴翼の総称。また，二放員の員がら。

　？ahwakeeともいう。

2ahwana【euN①（自＝kaN，＝ei）寝やが

　る。「寝る」の卑語。？ahwanakee．寝やが

　れ。？ahwaRaci　kwatooN．寝てやがる。

　ひっくりかえっていやがる。

2ahwari＠（名）陶波連。《鋤参照。

？a｝rwasaN⑪（形）腺が薄い。君味・塩昧な

　どが少ない。

2ahwee＝jvNCO（自＝1・aN，”ti）酒。酢など

　が，水っぽくなり，味が落ちる。気がぬけ

　る。

2akwimp（名）あれだけ。あれくらいの量・

　大きさ。～du？aru．あれだけしかない。

？ahwigwaaan（名）？a（～pEgwaaと局じ。

2ahwiien（名）0兄。にいさん。平民につ

　いていう語。農村では？aQpiiというとこ

　ろもある。士族については，3aQciiとい

　う。⑰にいさん。平罠の若者をい5語。

？ahwilgwaa⑪（名）一番下の兄。すぐ上の

　にいさん。平民についていう。

2ahwina⑪（連体）あれほどの。あれほどの

　量の。また，あんなに大きな。あんなに藤

　い。　～？azi＄ulnu　misjaru　kutu　cikana．

　〔あへな按司そひの　めしやる事聞かな（二

　童敵討）］あんなに尊い按司様のおっしゃ

　ることを聞かないで。

2ahwiraa⑰（名）あひる。？ahwix’uともい

　う。

2akWiraaluu⑨（名）子供のぼんのくぼの

　ところに少し長く伸ばした髪。あひるの

　しっぽに似ているのでいう。興uはしつ

　ぽ。そこを刈るとその子の？UNci（運気〉

　が弱るといって，そこだけ少し神ばしてお

　く習慣であった。

2ahwiru③（名）？ahwiraaと岡じ。

？ai①（感）珍しいものに接した臨また，

　何か間違った時などに発する声。あら。

　おっと。人の足を踏んだ時には，～ma－

　cigee．（おっと，ごめん。）と言う。

？ai①（名）蟻。？ail〈OOともいう。

？albigaa⑨　　（名）　？eebicaa．　と岡じ。

？aieean（名）？aeeと匿1じ：。

le5



2aigwaamee

2a三gwaamee⑰（名）お嬢さま。士族の未婚

　の娘の敬称。使用人や平民が多く斯う。那

　覇では？就ug3ma3という。古語に？we－

　9UNsoriという語もある。

？a量koo⑨（名）蟻（Z）／」、晃語。～～，　dus呈　ラ5雛一

　di　kuu，　ganikunu　1〈usiNzi　gani　’jae2

　kwixa．（童謡）蟻よ，蟻よ。友達を呼ん

　で来い。我如古の後ろで蟹を焼いてやろ

　う。ga益童1〈U［我如古3は宜野湾間切の村

　の名。ganiと頭韻をふんだもの。

？aimee⑨（名）〔古〕貴族の嫁がしゅうとめ

　を敬って書ら語。イ毯からは，普通，？a（軌

　toomee，？uhu？aQtGomeeなどという。

？ainuiguruma⑨（名）〔新］相乗りの入力

　車。

？alnuii⑰（名）〔新〕入力車の穣乗り。ま

　た，　？ainuiguruma　の略。

2aizOO⑨（名）？ajazOO　と置｝じ。

？aizoo2uhumicl⑪（名）［綾F弓大路］？aja－

　zooと岡じ。

2aizoo2uu’Nna⑨（名）［綾門大縄］？aizoe一

　？uhumEci〔綾門大路］で行なわれた，首

　里の東西対抗の綱引き。g沁ahwic呈の項

　参照。

？aizu⑨（名）ありか。あり揚燐。

？aja⑨（名）纏。着物などの縞をいう。ただ

　し，kutubanu～．　〔文〕ことばのあや。

　～mamiZUN．霜を織る時，縞糸の数を間

　違える。mamiZUNの項参照。

2ajaa⑨（名）母。おかあさん。士族につい

　ていう語。平毘については？aNmaaとい
　う。

？ajaa2aNsi、rar圭⑥　　 （名）　　〔古〕　　guma　　（王の

　妾で身分の低い者）を敬っていう語。

？ajaa】asee⑪（名）㊦？ajaa？aNsirayiと岡

　じ。◎饗様。既婚の士族の婦人に対して平

　民のいう語。士族同志ではいわない。

12ajaameegwaa⑨（名）若奥様。士族の若

　奥様に対して平民のいう語。？uhu？ajaa－

　mee（大奥様）と区零していったもの。

？ajaameeu嶺ui⑨（名）踊りの一種。士族

　の女の級装でする踊り。首里の士族は単に

　，winaguudui（女踊り）とい5。

？ajaataarii③（名）父母。おとうさんおかあ

　さん。士族についていう。ciriti　musiri－

　tiN～・着物はぼろぼろでも，　？aj　aa，　taa－

　riiを使う。貧乏士族が身分に執着するの

　を笑ったことば。～？UNcu’ugadi　kwiri

　，j◎o．御爾親によろしく言ってくれ。

？ajaa？uujaa⑨（名）撮親のあとばかりを追

　いかける子。いくじなしの子。士族につい

　ていう。平罠についてならば？aNmaa一

　？uujaaという。

2ajabuni⑪（名）〔文］船の美称。中国への

　進貢船などをいう。

？ajabunigike「e⑰（名）〔文〕進貢船で中国

　へ行く使者。

2ajagaclkeegaci⑪（副）まだらにょごれた

　さま。顔。手足などが，ところどころよご

　れたさま。～sjOON．まだらにょごれてい

　る。

？ajagU⑨（名）宮1占島に伝わる歌謡の一種。

　micinu　eurasaja　khijanu　mee，　・vnu

　curasaja　mjaal〈unu～．［道のきよらさ

　や華麗の筋　あやこのきよらさや宮古のあ

　やこコ道の美しいのは在番役所の前で，あ

　やこの美しいのは宮古のあやこ。

2ajagwaa⑰（名）細かい柄。着物の模様に

　ついていう。

？のag臓az娘⑪（名）柄（模様）の綱かい着

　物。

？ajaliaberi■⑨（名）〔文〕蝶の美称。美し

　い蝶。

？ajaha｝⊃er撚ぜsu⑨（名）［文〕晴れ着の美

　称。蝶のように美しい御衣（みそ）。

？ajahuni③（名）〔文〕？ajabuniと同じ。

？ajakaa・juN①（自　＝raN，”ti）・あやかる。

2ajamftcien（名）あやまち。道徳的な間違

　い。

？ajamai⑨（名）あやまち。過失。失敗。
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？akagi

　caaru　Nnu　？ati，　？NzasaQtaga　’jaa．

　どんな過央があって離縁になったのかね

　え。

2ajamaigutu＠（名）あやまち。過失。

？ajama＝juN⑪（他＝raN，”ti）あやまちを

　犯す。誤る。謝罪する意はない。

2ajamamizi⑨（名）獅を織る時，縞糸の数

　を闘違えること。

2ajamari⑪（名）〔文］？ajamaiの文語。

2ajamee⑪（名）〔古〕貴族の嫁がしゅうと

　めを敬って言う語。？a掘eeともいう。

2ajameeku§a’mee⑪（名）邪魔。仕事の邪

　魔。～nu？uhusaN．邪魔が多い。，wa－

　rabinu～Qsi　sigutunuエ1araN．子供が

　邪魔して仕事ができない。

？ajamUNen（名）縞物。縞模様の着物・布

　地。七uQciri（かすり），　katagiki（型付）な

　どに対する。

？ajaNnaakaa⑪（名）縞の閲にかすり模様

　のある布地・着物。かすり模様だけのもの

　はmuruduQciriという。

2ajaQsaN①（形）危い。？ul〈aasjaNともい

　う。

2ajazoo⑪（名）［綾門］首里の守礼門と中山

　門との間の大通りをいう。？aizooともい

　う。また，俗に？aizoo？uhumiciという。

2aj覗＝】nuN⑨　（涯妻　＝maN，＝di）　〔文〕　≡歩…む。

　？ajudi　？ajumaraN，　namadu　gicaru．

　歩いても歩いても着かなかったが，いま

　やっと着いた。

2aka＠（名）頭髪・衣服などについたよご

　れ。皮窟の垢はhw1NgU，ふけは？irici

　とい5。～NnugaN，仕事がはかどらな

　い。効果が闘に見えない。すき櫛がよく

　ない時，髪のよごれがなかなかとれないこ

　とからし・う。　ciNnu～？utusjUN．着物

　のよごれを落とす。

2aka⑨（名）附嘉。（（tS））参照。

2aka③（名）阿嘉畠。慶良間列島（kirama）

　の島の名。

2aka①（名）赤。色の名。～nu　taniN．

　〔新？〕赤の他入。

2aka2aci①（名）まぐろ。？acinu？iju参

　照。

？aka2akaatu①（副）あかあかと。　deNki

　gilti？akagaraei，　’jaanu？uei　・v　sjooN．

　電気をつけて家の中があかあかとしてい

　る。raNpujaka　deNkee～sjooee　sani．

　ランプより電気は明るいのではないか。

？akaa①（名）赤いもの。

？akabanaa⑱（名）ぶっそうげ（仏桑華）。

　亜熱帯植物で高さ3メew一トル余りに達し，

　深紅の花が咲く。霊前に供える。

2akabanaa⑨（名）鼻の赤い者。赤鼻。

2akabusjaa⑪（名）．？akabusjaawarabaa

　と岡じ。

？akabusjaawarabaa⑨（名）赤ちゃけた髪

　を振り乱している子供（卑称）。

2akagici⑪（名）あかつき。夜明け。明け方。

？akagieibusi⑨（名）明けがたの星。まば

　らで少ないもののたとえとなる。

2akagicigurasiN＠（名）あかつきやみ。月

　のない夜の明けがた。

2akagici］〔nudixi⑪（名）遊郭（那覇にあっ

　た）から，明け方に彌ること。遊郭の朝帰

　り。

？akagiei2uki⑪（名）夜明けに起きること。

2akagic量zicuu㊥（名）有明けの月。明けが

　たの月。

？akagaara⑪（名）赤瓦。

2akagai①（名）eあかり。燈火。◎明るい

　所。明るみ。kurasiNの紺。

2akagaigiki＝juN①（自＝raN，”ti）すつか

　り謝るぐなる。

？akagaNtaa⑪（名）赤い髪のおかっぱ頭を

　した者。1〈izimUN（魔物の～種），　kaaga－

　rimoo（河童）などのようす。また，赤ちゃ

　けた髪をおかっぱにしている子供などをも

　いう。一gaNtaaくkaNtu（髪の卑語）。

？akagi①（名）植物名。赤太。亜熱帯性の
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2akagii

　喬太。木肌が赤い。その実は，熟すれば食

　べられる。

？akagii⑪（名）赤毛。赤ちゃけた髪をした

　者。

2akaginUinUQkiiU⑪（名）？akagi（赤門）

　の実。

：lakagucaamee⑪　（名）　〔文〕　hwinukaN

　（火の神）の異称。赤い口をした蘇いお方

　の意。kweena（旅歌）にある語。

2akaguu⑰（名）さつまいもの一種。肉が

　黄色で，黄魚の粉をふき，美味。金時とい

　う種類に似ている。

2akahacimaci①（名）〔古〕カ、んむりの名。

　hacimaciの項参照。

2akahadaka①（名）赤裸。丸裸。

？akaha＝nuN⑨（k　＝maN，　＝di）よごれが

　たまる。よごれる。垢じみる。1｛arazinu

　？akahadOON．髪の毛がよごれている。

　ciNnu？akahadoON．着物がよごれきっ

　ている。

2akahazi①（名）赤恥。大勢の前でかく恥。

？akahuda①（名）〔額〕多uri（女郎）が伝

　染病によって鴬業を禁止されること。

2akahudaa⑰（名）〔新〕儀染病により，検

　診に不合格になって営業を禁止された7”U－

　xi（女郎）。

？akahwira⑪（名）赤平。穐惨照。

2akahwizaa＠（名）赤いひげをしている者

　の卑称。赤ひげ。

2akahwizi①（名）赤ひげ。赤いひげ。

2aka2加ロ⑪（名）金魚。

？aka2iru①（名）赤い色。

？akai①（名）障子。あかり障子。

？akaisaA’basiri①（名）〔文〕障子。明るい

　桟のある引き戸の意か。～gici？akiti

　mniba，　niwanu　siracikunu　sacaru

　eurasa・［あかりさんはしり　つきあげて

　見れば　庭の白菊の　咲きやるきよらさ］

　障子をさっとあけて回ると，庭iの白薦が美

　しく咲いている。

2akais3Nbasiru⑰（名）〔文］？al〈aisaNba一一

　slr1と岡じ1。

2akajukusi①（名）真赤なうそ。

2akakabi①　（名）0赤い紙。　O正月など

　に，祭壇と火の神の誘に供える赤い紙。窃

　・赤・黄の蕪枚の紙（？ukazaikabi）を璽

　ねて供える。表裏とも赤く，紙質は百田紙

　（hjakudasi）。お祝いの時，聯を書く赤い

　紙1まsjugamiとL・5。

？akakoozi①　（名）米で作る赤い麹。　cレ

　Nbeeru～．あかんべえ。

2akakoozi2曲臓N①（名）？akakOOZ1で赤

　く染めて炊いた御飯。

？akamaainii⑨（名）あずき。

？akamaamii？u”buN⑪（名）あずき入りの

　赤飯。？aka？ubUNの項参照。

2akamataa⑪（名）蛇の一種。有毒である

　が，はぶほどはこわがられていない。錦色

　で，美男に化けるといわれる。

？aka㎜igeei（D（副）赤くなったさま。泣き

　はらした員・できものなどについていう。

　miinu（kasanu）～S500N．目が（でき

　ものが）赤くなっている。

？akami｛⑪（名）卵の黄身。

？akamiibaj”①（名）魚名。あかめばる。

　miibaju（めばる）の一種。色は赤で，時

　に巌を有する。　　　　　　　　野

2akamu城外量⑰（名）赤元結い。赤い色の元

　結い。muutiiの項参照。

2akanaO（名）植物名。紫蘇。

2akanaa⑰（名）童謡などにある語。月の中

　にいる者の意に用いる。月の薄黒い部分

　を，水桶をかついで立っている者と見立て

　たものらしい。？akanaajaanu，jakitaN

　doo，　nacuru　’wayabee　mizi　kumageee，

　nakaN’warabee　l｛ani？utasee．（童謡）

　アカナーの家が焼けたぞ。泣く子は水を汲

　ませろ，泣かない子は鉦を打たせろ。（泣

　く子を泣きやませるために歌う歌。）

？aka＝nuN①（自＝maN，＝di）赤くなる。赤
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？akauuziN

　ばむ。¢iranu～．顔が赤くなる。　kuni－

　bunu～eみかんが赤くなる。

？akaNca⑨（名）赤土の土地。赤土の土質。

？akaNca①（名）赤土。

？aka蕪gwa①（名）赤ん坊。

？akaNgwaa⑪（名）赤ん坊（卑称）。

2akaNgwaa？iju⑨（名）入魚。顔が人に似

　て，前肢のよ5なひれのある哺乳類。南海

　に産する。じゅごん。多aNnu？ijuともい

　う。

？alcaNmi①（名）赤嶺。〈（　te　））参照。

？akaraa？waa⑨（名）？akari？waaと岡じ。

2akaragweei①（名）人が廠色がよくて太っ

　ていること。sirugweei，　kurugweeiなど

　の語もある。

2akarahwiru①（名）翼昼。白畳。

？akarakwaara①（副）派手なさま。けんら

　んたるさま。豪華なさま。着物の模様。部

　屋のi菱飾などについていう。～sjooru

　eiN。派手な着物。

？akari＝3継N（自＝raN，＝雛）θ離れる。器物

　などがこわれて，離れる。また，はがれ

　る。◎乳離れする。主として家畜について

　いう。

2akari2waa⑪（名）乳離れした豚。主とし

　て親思をいうが，子豚の方をさすこともあ

　る。

2akar韮？waagwaaev（名）乳離れした子豚。

？akasabi①（名）赤錆。鉄に生ずる鋳。

？akasakurasa⑪（名）明暗。明るいことと

　瞳いこと。～N，wakaraN．明るいか臆い

　かもわからない（ほど熱中する）。無我夢中

　である。

2akasaN①（形）赤い。明るいの意では用い

　ない。ただし，？akasakurasa（明暗）と

　いう複合語はある。明るい意では，？aka一

　？akaatu　sjoON，？akagatooNなどとい

　う。　　　“

？akasee⑪（名）遊戯の名。言い当てる遊

　び。

？akasi⑨（名）松の幹を薄くそいだたきつ

　け。　tubusiともい5。＜？＆kasjUN（引

　き離す）。　’jaNbaaraaga？iQeON　doo，

　～Nta澱U識UN　keNSjoorani．（童謡）由

　母船（，jaNbaraabuni）が1まいってるぞ。

　たきつけやまきも買いませんか。

？akasimaaen（名）織物の名。白地に茶褐

　色のかすりのあるもの。多くは入重由地方

　の産。sima（縞）は織物の模様をいう。

　s1ma参照。

？aka§imuN⑨（名）考えもの。謎。

？aka・・sjUN⑨（他＝saN，篇C呈）∈）引き離す。

　大きいものから小さいものを引き離す。

　また，ひっぱがす。はがす。tubusi～．

　松のたきつけを幹からはぐ。1〈iikara　l〈aa

　～・太から皮をはがす。？a｝〈asiwadu　na－

　juru　sjakunu　hwiNgu．はがなければな

　らないほどのたいへんな垢。kasabuta

　～．かさぶたをはぐ。◎乳離れさせる。主

　として家蓄についていう。

2aka＝sjUN①（他＝saN，＝ci）明かす。夜を

　明かす。’jUU？al〈asikaxtii．夜を明かし

　かねて。

？aka二sjUN①（他qsaN，＝ci）明かす。なぞ

　などの答えを明かす。言い当てる。

2akata⑪（名）赤田。（（地＞＞参照。

2akata2UZOO⑨（名）首里城の門の名。？U－

　9U寧ikuの項参照。

？akatiida⑪（名）赤い太陽。夕日をい5。

2aka？tibtiN①（名）？akakooziや食紅など

　で赤く色をつけて炊いた御飯。赤飯。あず

　きを入れた赤飯には？akamaamii？ubUN

　といろ。

？aka？usj①（名）月齢。茶色い牛。

2akaUU⑨（名）織物の名。調製を帯びた上

　等の芭蕉布。tanasi（その項参照）などを

　作る。

2akauuziN⑪（名）？akauuで織った着物。

　地は赤味を帯び，派手なかすりなどの模様

　がある。tanasiなど，女物の上等な着物。
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？akag眺u膿？腰u

？akagakura？lru①（名）赤味を帯びた桜

　色。人の塩色が赤く美しいことにいう。

2akazinaa⑨（名）e｝銅の一厘銭。主として

　寛永通宝。kurukaniiに対する。◎のち

　の，5厘・1銭・2銭などの銅貨。

2aka雰raa⑥（名）赤い顔。赤ら顔。また，

　赤面。～najUN．赤函する。

2akay皿mii⑨（名）茶褐色に染めた右。主と

　して芭蕉布で，その染料はt，ikaeiという

　木の皮や根から取る。

？akee＝juN①（自＝raN，＝もi）明るくなる。

　朝焼け・夕焼けなどで，また，にわか雨の

　葡後などに，あたりが異常に明るくなるこ

　とをい5。

2akeiubaniNn＄u③（名）〔文〕夏の晴れ着

　の美称。秋津羽のような御衣（みそ）。と

　んぼの羽のように美しい着物。

？aki①（感）あら。女が驚き。悲しみなどを

　表わして言5語。～caa　sjuga．あら，ど

　うしょう。

？a幻gata①（名）〔文〕明け方。夜明け方。

　普通は？akaglci。

？akigumue（名）〔文］閉け方にたなびく

　雲。　七amasakanu　kujui　tu圭」εし？utaru－

　tUN，　sibasi～ni　nasaki？arana．［たま

　さかの今轡　鳥や殴るとも　しばし明野に

　情あらな］たまに会う今夜だから，鶏は時

　を告げても，しばらくの間，夜明けの雲に

　情があって夜が聡けないようにしてほしい

　ものだ。

？akihana＝sjuN①　（他＝saNt；ci）あけ放

　す。開放する。障子などすっかり開げる。

？akihataki＝jUN②（他＝1’aN，”ti）（胸など

　を）はだける。

？akih“Tirugi＝juN①　（イ也　＝raN，　讐もi）あけ

　広げる。開放する。

？akijo⑰（感）〔文〕ああ。あわれ。～z導u

　naraN　kutuju　mata　’jarawa，　niwija－

　CON　sudini？uguci　tabori．［あ砂よ自由

　ならぬ　ことよまたやらば　匂やちよも抽

　に　移ちたばうれ］ああ富由にならないこ

　とであるのなら，匂いだけでも櫓に移して

　下さい。

？akijoo①（感）あら。驚いた時などに女が

　発する語。

？aki　・juN①（櫨＝raN，＝t，i）開ける。？akai

　～．障子をあける。？akitai］micitai・あ

　けたりしめたり。

2aki・jUN①（宙＝raN，＝ti）明ける。，jUU－

　nu～．夜が明ける。

2akikuri①（名）〔文〕明け暮れ。日夜。

？akikwii①（名）あけたて。開閉。　hasiru＿

　nu　～．雨戸のあけたて。一kwiiくkuU－

　jUNe
？aki㎜adus憩）（名）明けた年の美称。親

　隼。

？akimiQkwa①（名）あき盲。霞はあいて

　いるが，目が見えないこと。また，その

　者。また，文盲。

？akisamij・・①（感）あれえっ。’ ｫゃあっ。

　助げてくれ。非常に驚いた時，悲しい時，

　苦蒲にたえない時，救いを求める時などに

　発する声。

？akisamijoo⑨（副）悲鳴の声をあげるさ

　ま。助けてくれと叫ぶさま。～sjUN。悲

　鳴をあげる。～sjutakutu？Nzi，NNca－

　N．悲鳴があったので行って見た。

？akitoonaa①（感）おやまあ。あらまあ。

　驚いた時，炎敗した時などに女のいう語。

2akookurooew（名）夕暮れ。薄暮。たそが

　れ時。夕方の暗くなりかけ。’jumaNgwi

　（夕闘暮れ）とい5語とと秀に，夕方の一

　種の不安な感じを伴う語。，jusaNdi（夕さ

　り），’jUU？irigata（夕方）などにはこのよ

　うな語感はない。

2aku＠（名）悪事。～takunUN・悪事を
　たくらむ。

？3ku④（名）あく（灰汁）。洗濯の時，ま

　たは琶蕉布を煮て柔らかにする時などに用

　いる。
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？ama董

？akublC）（名）あくび。

？akugam圭①（名）〔赤頭］平民の初繭の位

　階。

2akugani①（名）銅。あかがね。

2akuganijaQkwaNco（名）銅のやかん。

？algimiN⑨（名）〔文〕悪縁。くされ縁。前世

　からの罪悪によりつながれた男女の悪縁。

？akuma⑰（名）［悪魔］根性の悪、・者。意

　地の悪い看。

2akumahuku’rugi⑨（名）意地悪ぐ邪魔す

　る者。恋の邪魔などをする者。hukurugi

　はとげのある植物の名。

2akumiN⑨（名）悪人。妊悪な入。

2akuta⑨（名）あくた。ごみ。

2akutabil⑨（名）ごみを燃やす火。火力霧

　く，すぐ消える。

？akiitadamUN⑪（名）ごみを集めて燃料と

　したもの。落葉・ごみ・告ぎれなど掻き藥

　めて煮焚きなどする場合にいう。

？akutoo⑪（名）〔薪？〕恐ろしい人。こわ

　い入。

2akutooraasjaN⑪（形）〔新？〕恐ろしい。

　こわい。叱りつけそ5な，また，恐ろしい

　ことをしそ5な入についていう。

2akuu⑪（名）入を叱ってばかりいる人。小

　言ばかり言う人。？aQku（叱責）をする人

　の意。

？ama⑨（名）陶真。㈱分参照。

？ama①（名）0あそこ。あっち。あちら。

　kuma（ここ），？uma（そこ），　maa（ど

　こ）に対する。～kara　eaN・あそこから

　来た。◎あのかた。？arl（彼。彼女），

　？anUQeu（あの人）などの敬語。？amaa

　maa？ujaN邸eebiiga．あのかたはどなた

　でいらっしゃいますか。歌では，男から女

　をさしては？ari，女から男をさしては

　？amaと使いおけることがある。　むUkeja

　hwi7，amitiN　tiru　gici．i，a　hwitugi，　？a｝’SN

　nagamijura　kijunu　suraja．［渡海や隔

　めても　照る月や一つ　あれも眺めよら

　今麿の空や］海を隔てても照る月　S＆一一一・つ，

　彼女もながめているだろ5今回の窒を。こ

　の歌を女が歌うときには，？amaN　naga－

　mijura（あのかたもながめているだろう）

　と変える。

2a㎜abiri＝juN①（慮＝1・aN，＝ti）甘くなり

　過ぎる。糖分が多すぎて，料理が食ったる

　くなる。

2amagakaa⑨（名）？amagalguと同じ。

？a㎜agaku⑪（名）e虫の名。爾の降る前に

　鮭に似た声で鳴く。けらのことか。◎あま

　のじゃく。侮でもわざと入に反対する者。

　次のような伝説がある。あまのじゃくの子

　を心配した親が，墓を山に作ってもらいた

　いと思い，墓は河原に作れと遺欝して苑ん

　だ。　しかし，子は遺雷だけは守り，繭が降

　りそうになると，大水を心配して泣いた。

　そこであまのじゃくを？amagakuとい
　う。

2a㎜agasaan（名）θ雨傘。雨天屠の傘。◎

　月がさ。雨の前などにかかる，月のかさ。

2amagasi⑨（名）営酒の一種。端午の節供

　に作る。大麦を煮つめ，小頭の麹を入れて

　一Hぐらい水にひたして発酵させて作る。

　萬蒲の葉を切ったものを箸の代わりに用い

　る。

2amaguci①（名）甘言。？amakue2ともい

　う。～taratara　sjUN．甘雷をたらたら

　書う。

？amagui⑬（名）雨乞い。首里の崎慮町に

　？amaguibaNtaという高台があり，早耀ζ

　の時には女ばかりが集まって，？amitab◎一

　ri（雨を給われ）の歌を歌って祈った。

？a㎜ahaikim㎜a■hai①（副）あちこちかけず

　り刷るさま。東奔西走。一hal〈hajUN（走

　る）。～sjUN．

2ama？i量kuma「？ii⑨幅畦）話し方が整然と

　しないさま◎あっちを言い，こっちを書

　い。しどろもどろ。～sjUN．

？amai⑥（名）余り。余分。　’NkasiNcuRu
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？amalmmuN

　kutub猟ee？a通aee　neeN．昔の入のこと

　ばには無駄がない。

？ama量mUN①（名）余りもの。余ったもの。

2amaimumo（名）あばれ考。乱暴考。

？amajaa⑨（名）乱暴考。あばれん坊6

2amajumil“uma’jumi⑥．（副）あちこちを

　飛び飛びに読むさま。～sjUN．

？ama；jlkN⑰（窃＝1’a“’s罵ti）e余る。残り

　が磨る。◎越す。以上になる。siciZUU

　？amati　kunu？awari　sjUN．七十歳を越

　してこんな落労をする。rukuzuu？ama－
　ree　？amutuhu　sica．六十歳を越せば土手

　の下に捨てる。六十歳以上は世圏の邪魔。

？ama二jllN⑨（自＝1’aN，＝ti）あばれる。い

　たずらなどをして騒ぐ。主として子供・犬

　猫などについていら。？amaNnakee．あ

　ばれるなよ。

2a㎜a麺赴①（名）〔文〕豊年。　nigajUU（凶

　矩）の対。

？舞曲ka猟面⑩（名）［天ノ1騰コ踊りの名。

　男女で踊るもの。

2amakucl⑪（名）？amaguciと岡じ。

？a㎜akuma④（名）あちこち。あちらこち

　ら。

？a血ak纏鍵akロ①（副）甘誘で入をつるさ

　ま。うまうまと。＜？amasaN（営い）。

2amami①（名）甘味。？amamee　caaga．

　言上はどうか。

？amamieuu’s｛ni・leuu＠’ i名）〔あまみきよ

　しねりきよ］琉球列島を創造したといわれ

　る神の名。男女二柱の神か，あるいほ単な

　る対語か。また，？amami一は：奄美と関係

　ある形と思われる。

？amamiiku】ana’n｝ii①（副）あちこち見國

　すさま。きょろきょろ。～sjUN・

2amamijasinh＋ija⑪（名）〔文］［あまみや

　しねりや］？amarnicuusiniriCuu（琉球創

　造の神）の故園。東方にあり，そこから五

　穀が渡来したといおれる。

2amamiku「siniriku＠（名）こ文〕〔あまみ

　こしねりこ］？amamieuusiniricuuと同
　じ。

？amamiui①（名）真水。淡永。　sj　llumi4i

　（塩水）の対。

？amamuN①（名）甘いもの。菓子など，甘

　い食べ物。

2amamauti⑥（名）あちら側。あっちの方。

2asmaN⑨（名）やどかり。節足輪物の名。

2amaNju⑨（名）〔文〕昔の世。昔の時代。

　zitudee　sjusitarimee　？utuigizi　sjabi－

　ra，　一一nu　sinugu　？uJ’urusimisjoori．

　［地頭呼樋したり前　お取次しやべら　あ

　まん世のしのぐ　お許しめしょうれ（恩納

　節）］mp頭代様申しkげます。昔の世のしの

　ぐ踊り（sinugu）をお許し下さい。

？amariee（名）〔文3？ama？uri，？amori，

　？an｝oo㍉？amooriと同じ。天降り。

？amarikaa⑪（名）？a｝’il〈aaと同じ。

？amasaaikuma「9．・aai（副）珍しがって方方

　をなで＠すさま。～sjUN．

？va㎜asal　t①（形）甘い。甘味がある。味が

　薄い意では？ahwasaNという。

？amasitamu”N⑨（名）解離の悪い者。乱暴

　者。もて余し者。

？amasjoogaa①（名）菓子の名。甘しよう

　が。しょうがを砂糖で煮つめたもの。

、2a，ma＝sjuNen（他＝saN，＝ci）余す。余りを

　残す。

？ama？uri⑨（名）〔文〕天女が天からくだる

　こと。天降り。？amari，？amOl’i，？amOO－

　ri，？amooiなどともいう。

2a㎜azaakja”azaaen（副）あれやこれやと

　思い悩むさま。～QS圭niNdaraN七aN．心

　配の余り眠れなかった。

2amagaki①　（名）酔。樋，　hweeiともい

　う。昔は言酒をいったものか。

2amazarahja’azaraev（副）？amazaahja－

　azaaと同じ。

2amazieikaa⑥（副）eゆらゆら。　ぐらぐ

　ら。しきりに揺らぐさま。◎うろたえるさ
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？amoori

　ま。また，ためら5さま。mii～sjUN．

　（狼狽して）目をうろらうさせる。

？amazi＝CUN⑪（露＝kaN，＝ci）㊦揺らぐ。

　動揺する。二二が趨こる。mii～・（狼狽

　して）目をらろうろさせる。◎ためらう。

　瞬蒸する。cimunu？amaZUN・　と岡じ。

：Za㎜a＝ZUN（①（慮鵠gaN，＝zi）揺らぐ◎揺れ

　る。勤揺する。kiikusanu～．草太が揺

　れる。eimunu～．心が動揺する。ためら

　う。hwiinu～．ほのおが揺れる。？ama－

　gas沁N．ゆする。動揺させる。

？amazuu①（名）君塩。薄青の塩漬け。

2ameemjuN①（盧＝raN，＝ti）増長する。

　つけあがる。kuneedaNpee？ameetoON．

　このごろは増訂している。

？amee2uzOO④（名）首里城の門の名。？U－

　gusikuの項参照。

？a㎜至⑨（名）雨。　～漁疑hujUN．　爾が降

　る。～nu　harijl　uN．雨がやむ。雨があが

　る。（～nu，janUN．とは元来はいわない。）

2ami⑪（名）網。魚網など。

？arni①（名）飴。

？amigiju⑰（名）〔文〕雨と露。’jutakana－

　ru　mijunu　sirusi　？arawariti，　・一vnu

　migumi　tuciN　tagaN．［豊なる御代の

　しるしあらはれて　爾露の恵み　時もたが

　ぬ］豊かな御代のしるしがあらわれて，順

　調に雨と露が恵まれる。

？amidal＠（名）e軒。◎軒下。～nakai

　七aQeOON．軒下に立っている。

？am沼瀬㎜セi⑨（名）爾だれ。軒から落ち

　る雨だれ。

？a㎜igasa⑨（名）〔文3編み笠。？aNzasa

　もいう。

2amigumu．⑨（名）爾雲。

？amigwaa（D（名）ノjxlミ胃。　guma？amiとも

　い5。　霧醸には，　さらにguma？ami－

　gwaaという。
2amihui〔①　（名）　霜毒隆り。　雨天。

？＆m難｝u薫φz量。気①（名）雨降り続き。雨天続

　き。

2amlhuiglsaN＠（形）雨が降りそうであ

　る。？amihu三gisaa，jatakutu．雨が降り

　そ5だったので。

？amihuigamarc’・（名）雨こもり。雨隆り

　で家に引きこもること。

？a㎜距u沁猛2a膿⑰（名）雨降りのあと。爾

　後。

？amihuizitaku⑪（名）雨夫に外出する時

　のしたく。雨一具を三三すること。

？ami二jUN①（自＝vaN，＝ti）7S（浴する。水

　浴びをする。行水する。単に，体に水を浴

　びるにはn｝i瞬kaNZUN（水をかぶる），

　凱珍ikaki3UN（水をかける）などと霧

　い，また，受動的に水を浴びるには臓瞬

　kakirarijURなどといら♂warabi？我麟一

　rasjUN．子供を行水させる。

？amikaziO）　（名）　雨風。

？a㎜嚢koo纈琶餌④（自＝raN，”ti）味曝「を作

　る過程で，nuci（大豆・えんどらなどを煮

　てつぶしたもの）と麹とをまぜたものが発

　酵する。

？amiku＠（名）天久。＜＜地））参照。

？amimlljuusi⑰（名）雨模様。雨の降りそ

　うな気配。

2aminaa⑪（名）おたまじゃくし。蛙の子。

？aminunii①（名）雨のもと。雨の根。雨を

　降らす黒雲・遠雷などをい5。～nu　ciri－

　1’aN．雨の根が切れない。まだ，雨が降り

　そうである。

？a搬三日ka⑨（名）アメリカ。米麟。

？amirikaa⑪（名）アメij三人。卑称。

？該㎜曼s藤u⑥（名）天底。《地》参照。

？amizi⑰（名）みみずに似た小二物。みみ

　ずより小さく，悪臭があり，色・形などは

　みみずに似ている。つぶすと螢光を発す

　る。

？amooci〈①　（名）　？amuei，？amutu　と同じ1。

？amooi⑩（名）？amo◎riと岡じ。

？amoori＠（名）天降り。天人が地．ヒに隆
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　りること。？a皿a？ur㍉？amari，？amori，

　？a】anooiなどともい56

2amoorigaa⑨（名）討入が降って水浴びし

　たという井戸。羽衣伝説とともに，方方に

　この名の丼戸がある。

2amooriNgwa⑨（名）天人と人日との闘に

　生まれた子。隼とってからできた～人子な

　どをそういうことがある。

？amori⑰（名）〔文〕天入の天降り。？ama－

　ri，？ama？uri，？amoori，？amooiなどと

　もい5。

？anxuci⑥（名）？amutuと同じ。

？amurt⑩（名）安室。縄力参照。

？amusirare⑨　（名）〔古］［あもしられ］

　？aNsitari（首里三平等にいる，女の神宮）

　と同じ。

？amutu③（名）土手。堤。耕地と由野の境

　昌に築iいた土手をいう。？amuci，？amoo－

　ciともいう。　rukUZUU？翫㎜aree～nu

　sica．六十歳を越せば土手の下に捨てる。

　昔は六十歳を越すと土手の下に捨てた，と

　いう伝説がある。

2ana⑰（名）穴。くぼんだ穴。貫通した穴・

　欠損・欠点などはmiiとい5。～hujUN。

　穴を掘る。～nu？aeoON・穴があいてい

　る。　　　　　　　’

？anaa⑨（名）上流家庭iの女子の挺謡役を

　する女。男の世話は男がして，それには
　芳ε匙ka我　という。

2anagacisaNG）（形）昔が思い畠され，再会

　したいと思う。また，再会してうれしい。

　なつかしい。？anagacisa　sjUN・なつかし

　がる。？anagacikoo　neevaN．なつかしく

　なN・・？anagacisanu　euusaNr．とてもな

　つかしい。

2anag韮an（名）あの長さ。あれだけの長さ。

　あんなに長く。駆離についてい5。

2anagui？Nxa＝sju■N⑨（他＝saN，＝ei）細

　かなもの，細かなことをほじくり鶴す。

？anaguizuusaN⑨（形）詮索し過ぎる。？a一

nagui2uusainee？6・ee　najUN．あまり．

　詮索するとけんかになる。

？anagu＝ju照①（弛＝raN，＝ti）細かいもの

　をほじくる。ま．た，（余計な）詮索をする。

　？anagujuru　munoo？araN．あまり詮索

　するものではない。

？anaja⑰（名）掘立小屋。穴を掘って柱を

　立てた，そまつな小屋。

2ana㎜i＝jUN⑪（他＝raNf＝ti）〔古〕物のあ

　りかを捜し求める。人を捜すのには言わな

　い。

？ftnara｝vaN＠＊（副）〔文〕？3nerawaNと

　同じ。．

？ane①（感）∈）ほら。それ。遠方の物をさ

　し示して注意をうながす語。～，？amaN－

　kai？aglee・ほら，あすごにあるよ。◎珍

　しい時，意外な時に発する語。おや。あ

　れ。あら。

2ane2ane①（感）（？aneを強めて誉つた

　語）∈）ほらほら、◎あれまあ。おやまあ。

？aneer服⑪（連体）？aNneeru　と同じ。

？anerawaN⑨（副）〔文〕eそうでも。そう

　ではあっても。口語では？aNneerawaN

　という。Oどうであっても。ど5あろう

　とも。環語ではcaa　narawaNとiいう。

　nakaNl〈ari　subedu　masidaiwa　sagiti，

　～tumiba　sinudi？imori．［仲村柄そば

　いと　ますだれは下げて　あにあらはんと

　まぱ忍でいま5れ（倖村綱節）］仲村柄

　の美しい娘の住む家の褻の戸はいつもすだ

　れを下げてあるが，ど5なってもよいと思

　ろならば，忍んでいらっしゃい。

？anerll⑨（連体）〔文］そんな。そのよう

　な。m語では？aNneeruとい5。～，ju－

　mudujaja　elcarawaN’3u七asja．［あに

　あるよも鳥や間きゃらはもよたしゃ］そ

　んな鳥どもが聞いたとしてもかまわない。

2anihjaa⑪（名）あいつ。あの野郊。？a－

　ntthjaa　ともいう。
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2aNhee

？anu①（連体）あの。？unu（その），　kunu

　（この）に対する。～，3aa・あの家。～

　sjumugi・あの本。

？anuca⑪（名）あの年：齢。．あのとし。あの

　老境。一ca＜’頚ca。

2allllglltOOrl｝en（連体）あんな。あのよう

　な。

2am瑠樵00rUU⑪（名）あんなもの。あの

　よ5なもの。また，あれと岡じ：ようなも

　の。

？anugutu⑨（副）あのように。あんなに。

2a簸uhj拠a⑨＊（名）あいつ。あの野郎。？a－

　nihjaaともい5Q
2anuhwiN⑪（名）あの辺。あのあたり。

？anujoO④（名）あのよう。やや文語的な

　語。～na．あのような。～ni．あのように。

　～’jami．あのよらか。？anugutooxu，

　？anug’utuなどというのが普通。

？anujuea①（名）？anucaと同じ。

？amljllu①（名）あの世。来世。後生。　ku一一

　nujUUの態。

2anukuru①（名）あのころ。過去について

　いう。

？anumama⑨（名）あのまま。

2anUQeu①（名）あの入。？ar圭（彼）とい．

　うよりも丁寧。妻が再入に対して夫をいう

　場合にも用いる。

2anttsjaku⑨（名）あのぐらい。あれくら

　い。あれほどの量・程度。

？anu｛uei①（名）あの時。

2anuukmmti⑪（副）しどうもどう。整然

　とものが言えないさま。～sjUN．しどろ

　もどろになる。

？aN⑪．（名）鱈。菓子・餅などの中に倦みこ

　むもの。握り飯の中に入れるものなどをも

　さす。

2aNau（翻）eそ5。～’jaibiiN．そうで

　す。？anee？ajabiraN．そうではありま

　せん。～du，jaru．そうだ。しかり。～一

　dUN，jaree・そうであるならば。それな

　ら。～’jaigaciinaa・そ5でありながら。

　それにもかかわらず。～’jakntu・そうだ

　から。だから。～’jasa．そうさ。～’ja－

　tiN・それでも。けれども。～’魑raa．そ

　5なら。それなら。～’jaxa　hazLそう

　であろう。そうだろ5。～，jaru　haziと

　もい5。～’jara’jaa．そうだろ5ねえ　。’

　～，jarawaN．そうだろうが。～，jaru

　g’utOON．そ5らしい。？aNee？jaN　maUN．

　そうは醤うべきでない。そうは言わないも

　の。？anee　saN．そ5はしない。また，そ

　うしてはいけない。よしなさい。◎ああ。

　あんなに。あのように。？izunu　kija，ju－

　kati　”v’　eurasa　sacui，’wamiN　？iztV．ia．一

　加ti　masira　sakana．［移｝藥の木やよかて

　あんきょらさ咲ちゆい我身も偶集やとて

　真白咲かな〕撰集の太は栄えて，あのよ

　うに真由に咲いているが，わたしも伊集と

　なって真白に咲きたい。～？icai　kaN？圭一

　㈱isjUN．ああ曰ったりこう言ったりす

　る。言を友右する。～？umutai　kaN
　？umutai．ああ，思ったりこう，思ったり。

　～ga，jara，　kaNga，jara．ああだろう

　か，こうだろ5か。

？aNen（自・、不規剰）eある。有る。在る。

　否定はneeNまたはneeraN。？araNは
　，jaNの香定として罵いる。乞iNnu～。金

　がある。，jaanu～．家がある。　gaQko－

　onu～。学絞（授業）がある。　ki竃ani－

　Nnu～・被彫者がある。（子供がある。妻

　があるなどにはふつう？aNは用いず，’蘇N

　を寒いる。）？ami，　neenL　あるか，ない

　か。？aiga　sjura．あるかしら。「2UNzo（》

　tabεし1｛unu？ami＄eebiimL　あなたはたば

　こがおありになりますか。◎補助動詞とし

　て，…してある。，jud圭αU？aXU．読んであ

　るとも。，judeeN（読んである）の強調形。

　hukurasjadu？ajuru．［＝文3［ほこらしや

　どあゆるコとても5れ，しい。

2＆Nbee⑨（名）按配。加減。調子。　ぐあい。
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　味。気分・病状などについていう。天気に

　ついてはいおない。敬語は？waaNbee。

　～ja　eaaga．ぐあいはどうか。～sjUN．

　鞍配する。加減する。調節する。

？aNbiN⑨（名）水差し。やかんの形をした

　大きな陶器。

？aNceeN＠（名）そのくらい。それっぽか

　む。それっぼっち。？aNteeNともいう。

　～蒸UkutuniN　kusamieumi．それっばか

　りのことにも怒るのか。

？aNceeNgwaaen（名）それっぽかり。それっ

　ぼっち。～’jamaN．それっぼっち癌くな

　N’o

？aNceOO（名）璽曹。？aNdaagiiを作る臨

　ふくらますために使5。

2aNaa⑥（名）油。脂。～mudusiUN。揚
　げ物をする度合，においを消し温度を調節

　するために，あらかじめ何か瑚なものを揚

　ける。

？aPtdia⑨（名）［安駄］kagu（駕題）の敬語。

　普通は，さらにその上の敬語？unaaNda

　を熔いる。kaguの項参照。

2aNdaagii⑨（名）菓子の一一種。揚げ菓子。

　麦粉を水でこね，抽で揚げたもの。kubaN一

　？agiiともいう。砂糖のはいった毛のは

　saataa？aNdaag三iとい5。

雲aN（labutixbuSu⑨o（副）繕っこいさま。

　～Qsi　kamaraN．鮨っこくて食べられな

　N・。O（名）豚などの手事。

？aNdagaa⑨（名）とかげ。

？認δ山野籔⑨（名）油つぼ。頭髪用の油を入

　れるつぼ。

空麟還撮萱U曼k掘⑪（名）曲用のとっくり。

？aN｛lagaaki⑨（名）久しく肉食をしないこ

　と。一gaaki〈kaakljuN。

faaNdagaami⑪（名）油がめ。食嗣漉を入れ

　るかめ。髪漉は？aNdagibuに入れる。

愛aNdague量③（名）お冠辞のうまいこと。油

　を塗ったようななめらかな君藷。油羅。～

　taratava　sjUN．おべんちゃらをたらたら

　誓ら。

？apadajaa⑨（名）油屋。

？箆膿漏a瞬⑪（名）豚の脂をしほって取った

　かす。食用となる。

2aNdamaa＝juN⑨（自轟raN，＝乞i）舞旨ぎる。

　入・食べ物などに，脂が多く行き渡る。

2aNdamuei⑥（名）祭祀思の菓子の名。麦

　粉を薄くのべ，油でこねたもの。hjaagaa

　という菓子といっしょに供える。食矯とは

　しない。

2aNdamucihjaa■9ftac（名）？aNねmuci

　とhjaagaa。　ともに祭麗屠の菓子で，法

　事などにいっしょに供える。

2aNdanaal｝i⑨（名）揚げものをするために，

　油を煮えたぎらせてある鍋。

？aNdaNg．　u⑰（名）味陶を潤いためしたも

　の。昧噛の中には肉などを入れる。茶う

　けにしたり，握り飯の中に入れたりする。

　また，湯にとけば，そのまま1柴晦汁になる

　ので，旅行用の味噛として罵いる。

驚歪面＝sjuN①（他＝saN，＝ci）溢れさせる。

？aNdazuusaN⑨（形）脂っこい。

2apadiee⑪（感）あれ。おや。ほら。～taka

　taka　tal〈usinu　kusll〈ata　miijuN　doo．

　あ2，x，鷹が沢黒戸の後の方に越えるぞ（童

　謡の文句）。～kunihjaa．おやこいつ。

？aNdi＝juN①（自＝］”aN，＝ti）溢れる。

？aNgl・tooru⑨（連体）あのよ5な。あんな。

？aNgutooruu⑪（名）あのようなもの。

？aNgutu⑥（副）あのように。あんなに。

？aNgwaaen（名）e姉。ねえさん。平民に

　ついていう。◎ねえさん。娘さん。娘。平

　罠の若い娘をいう。

？aN麟waamoO量⑪（名）踊りの一種。平民の

　女の葦北でする踊り。浜千鳥飾はその一

　っ。’w撫a窪u犠duiに想する。

？aNgwee①（名）案外。～na．案外な。

？aNgweedul⑨（名）？aNgweeiiと岡じ。

2aPSgweeii⑰（名）あぐら。あぐらをかいて

　すわること。～sjUN．あぐらをかく。
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量箆醤藤戯徽

　hwiraku’ijUNともL・う。

2aN？iikaN”2ii⑥（副）ああ言いこう言い。

　言を左右するさま。～s沁N．薔を左右
　する。

？aNkaNboozi①（名）髪を剃った頭。坊主

　頭。

？aNkoomajaaco（名）Hをラf6らした，すご

　い錨。　怪萎苗。

？aNma④（名）〔新〕元来はduzmmimiziな

　どとい5。按摩。また戦車を業とする者。

2aNmaa③（名）e母：。おかあさん。おっか

　さん。平畏についていう。＝ヒ族の母は？a－

　jaa．◎媚家の場合は，抱え主である女：

　（ZUI’i？aNmaa）をいう。やりてばば。

？aNmaa2uujaa⑪（名）母親のあとばかり

　を追いかける子。いくじなしの子。平民に

　ついていう。±：族については，？ajaa？uu－

　jaaと、、うゆ

2翫Nm縫戯⑨（副）あんまり。？aNmariとも

　いう。？aNmadee？arani・あんまり（ひ

　どx）・）ではないか。～naNzee？araN．

　さまで蕃労ではない。

？aNmagaikaN”maga量⑨（副）ああ曲がった

　りこう蘭がつたり。曲がりくねったさま。

　～sjOON．曲がりくねっている。

？al　majooO（感）あれまあ。あれっ。びっ

　くりした時，つまついた時などに，女・子

　供などが発する語。「おかあさん」の意か。

2al　mak！x⑪（名）㊦腕白。きかん坊。乱暴

　者。mal〈Uの頂参照。◎やどかりの大きい

　もの。

？aNmari⑥（副）？aNmadiのやや文語的弓

　音。

2a溜瓢as撚搬駕⑪（名）頭をなやます事。頭

　痛の種。やっかいなこと。おっくうな，や

　りたくない事。tooinu　naasaa？atunu

　～。当座に安易にしておくとあとがめんど

　5なことになる。？icaNdagw叙≧eii？atu－

　nu～．ただでごちそうになると，あとが

　やっかい。

2aNmasjabu♂gee⑪（名）気分が悪いこ
　と。気分がすぐれないこと。

2aNmasjaN⑨（形）㊦気分が悪い。頭が重：

　い。？aNmasja　sjUN．気分力｛悪くなるu．

　また，卒倒する。気絶する。気を失う。

　◎頭をなやます。やっかいである。絶倒i

　である。？段Nmas銭kutu．顯倒なこと。

2aNmatui⑨（名）〔新］鼓摩とり。接摩を

　業とする者。

？aNmee⑨（名）乳母。母に代わって幼児

　に乳を飲ませる女。eli？aNineeまたはs

　ci圭？aNと～も㍉・う。

？aNmisi⑪（名）中に？aNを入れた握ゆ

　飯。？aNには？aNdaNsu（その項参照）

　などを用いる。

？aNitttiei＠（名）鱈餅。中に鱈を入れた餅。

？aNna＠（名）安仁麗。（（地》参照。

？aPSna⑨（連体）あんな。～sju瓢u轟あん

　な本。

？aNnagee⑨（名）あの長さの時間。また，、

　あんなに長い間。時間についていう。～

　mataci．あんなに長く待たして。～丑覚

　1〈Urusimi．あんなに長い闘の癬しみ。

？aNnaika’Nnal⑨（副）ああなったりこ与

　なったり。ああやったりこうやったり。決

　まったことをしないさま。～sjUN．

？aNnee⑨（名）案内。～sjUN。

2aNneenasiku⑰（副）何のあいさつもなく。

　断わりもなく。？aNneena：iniともいう。

　～Qcunu，」我aNka圭？iQci　CUUN．断わう

　もなく人の家にはいって来る。

？aNneenasinl⑪（副）？aNneenasi1｛uと碕

　じ。

2aNneerawaN⑨（副）？anerawaNの口語
　的発音。

？3N配e猟⑨（連体）そんな。そのようなtS

　多く悪い意味に罵いる。？aNneetaruとも

　いう。～mUN錘tirLそんなもの捨てろ。．

2aNneeta”ru⑰（連体）そんな。そのよ5

　な。悪い意味に用いる。～niNziN．そん
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2aNnHmi三

　な（悪い）入間。

？aNnumiien（名）あじろの鼠の蒲い秀の。

　垣根・茅ぶき小屋の壁などに用いる。9の

　つまったものはC圭nibuとい5。

？aNraku　CO　（名）　安楽。　～na　kurasi．安楽

　な暮らし。

2aNsawaNkaNnsawaN⑨（副）ああかこう
　か。｛可とか。～Qsi　eNNzusa．イ可とかして

　みるよ。

？aNsi⑨e（副）そんなに。それほど。ま

　た，微妙な感動の意を表わして用いる。な．．

　んと。あとを連体形で結ぶのが普通であ

　る。～curasaru．なんてきれいだろう。

　～hwirumasjaru．なんて不患議だろう。

　～duujaQsaga，jaa．そんなにやさしい

　のか。◎（接続）そ弓して。そして。それ

　から。～eaa　sjuga・そしてどうするか。

2aNsii③（名）おかみさん。平民の主婦に対

　する軽い敬称。？ee～・もし，おかみさん。

？aNsiikaN「sii⑪（副）ああしたりこうした

　り。～sjUN．

QaNsii㎜eeew（名）おかみさん。平罠の主婦

　に対する敬称。kumanu～ja？uzimuzu一一

　rasanu…ここのおかみさんはお恵み深
　くて…　（sicigwag．ieisaaの時の歌の文

　句）。

2aNsiA’kaN「sipa⑨（副）ああしてもこうして

　も。どうしたところで。

2atWT§irar三⑪（名）〔古〕［あもしられ3θ？a。

　Nsitar宝と岡じ。◎？aNsitareeと局じ。

2aNsitaku”tuen（名）そうしたこと。そん

　なこと。

2aNsitaN■meete；　（名）士族の妾（平毘）が

　老：女となったときの称。．士族の妾と遊女と

　は，身分は平民と決められていた。

？醸s三田ree⑪（名）e〔文〕やや身分のよい

　平罠の主婦に対する敬称。ll語は？aNsii。．

　o？udUNこ御殿コなどに使われている，や

　．や身分のある平民の主婦の敬称。おかみさ

　ん。

？aNsitari⑪（名）首里三平等（sjulmihWi－

　ra）に一人ずつ，計三人いる，神に仕える

　女。c撫wiziN（きこえ大霜）に属し，この

　王人が実際は全国のnuuru（のろ）を支

　冷した。

2aNsjuka⑨（副）それほど。さほど。さし

　て。あとへ否定的表親が続く。～cura－

　koo　neeN．それほど美しくはない。

2aNsjllkawaaki⑪（副）それほどまで。あ

　とへ否定的表現が続く。～？jaNtiN寧i－

　mee　sani．それほどまで言わなくてもいい

　ではないか。

？aNsSu”N⑨（慮。不規員lj）（？aN　sjUNのつ

　まった形）そうする。‘‘？uhUQeu　naraa

　？uraNdakai　？ieuN．”　“hweeku　？aNsee．”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　ヂおとなになったら西洋へ行く。」「早くそ

　うし．ろ。」？aNsimiseebiree．そ5なさいま

　せ。？aNQsi．そして。それから。？aNgee・

　そうしたら。‘‘ziNnu　neeN　nataN．’一‘‘？a－

　Nsee　caa　sjuga・”「金がなくなった。j

　rそれじゃどうするか。」？aNsee　naraN・

　そうしてはいけない。？aNsi　najuyu　mu－

　nui．そんなことをしてできるものか。？a－

　N＄ee？araN・そうするものではない。そ

　んな法はない。？aNsjuraa．それなら。そ

　したら。？aNsjuraa？aNsee．そんならそ

　うしろ。？aNsjuru　mUNnu．それなのに。

　そうなのに。，’saki　numilnee¢iburunu

’januN2’“？aNsjuru　muNnu　nunumi7’

　「酒を飲むと頭が癌い。」「それなのに飲む

　のか。」？aNsjookee．そ5しとけ。？aN－

　sjooru？ueini・そ5しているうちに。そ

　のうちに。？aNsjukutu．それだから6だ

　から。‘‘？aca？iCumi．”‘‘？aNsawaN　sju－

　sa．”rあした行くか。jrそうするかもし

　れない。」？aNsjaNteemaN．そうしても。

　それでも。“hana　minligee．”‘‘？aNsjaN－

　teemaN？ukiraN2’「鼻をつまめ。」．「それ

　でも起きない。」？aNsjaNteeN．？aNsja－

　Ntee盈aNと同じ。？aNsi．そうして。
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？aQku

　？aNSi　kwirL　そうしてくれ。

？aNteeN⑲（名）？aNceeNと瞬じ。

2aNtikutu（V（名）そ5いうこと。～nu？a－

　mi．そういうことがあるか。～nu　Munu一

　？iijoonu？ami・そんなロのきき方がある

　か。

2aN？umiikaN「2umii⑥（副）ああ思いこ5
　，思v、。　　，塁弦v、迷う　さま。　　～　 sjUN・

？aNzasa⑥（名）編み笠。農民の用いるも

　の。乗馬用のもの。踊りの時のものなどが

　ある。

？aNziCD（名）〔按司］？aziと同じ。

鉱Nzikabi⑥（名）彼岸その弛の祭薦の時，

　視先を祭るために燃やす，銭型を打った

　紙。紙銭。この紙を燃やす彼岸の行事は

　，Ncab圭，　kabl？aNziiなどという。

？aN＝ZUN⑪（他＝daN，；七i）あぶる。火にか

　ざす。また，焼く。？abu．iUNともいう。

　tii～．手をあぶる。　kabi～．紙を焼く。

？aQe級⑪（名）歩行の小児語。あんよ。　naa

　～sjumi．もうあんよするか。

一？aQeaa（接尾）歩く人・旅行する人などの

　意。’画Nbaru？agc餓（よく山原へ行く

　人），’jamatu？aQeaa（よく霞塞本土へ旅

　行ずる入）。

？aQgaa（P（感）r～aQkaaと1買！じ。

2aQeamee　em（名）1〈a㈱as戴（iii三味線。歌の

　急調子の虚）に合わせて舞う，急調子の即興

　的な踊り。農村の若者たちがmoo？asibii
　（その項参照）で好んで踊るもので，H一一・定の

　法式も型もない。？aQcameegwaaともい
　う。

2aQea㎜eegwaa⑪（名）？aQeameeと同じ。

？aQc圭⑨（名）θ歩くこと。◎旅行。

？aQcihazimi⑨（名）幼児などの歩きはじめ。

2aQeihwi”ei⑨（名）出歩くこと。しばしば

　外航すること。ku追eeda醇ee～Q＄i，

　，jaanee　kakavaNtaN．近ごろは外出ばか

　りして家にはいなかった。

2aQeinaree⑫（名）歩く練習。病後などの

　足ならし。

2aQ＝　eUN⑨　　 （霞　　 ＝kaN，　　；ci）　　　e歩　 く　。　　　歩

　行ずる。？aQkaraN？aQci．いやいやな

　がら，または無理に歩くこと。？aQcaga－

　ciL歩きながら。みちみち。　mici～．遊

　を歩く。micibil〈eei～．働かずに，ふら

　ふら出歩いてばかりいる。gira　mUQcee

　？a（≧ka．raN．武闘に顔出しができない（顔

　を持っては歩けないの意）。　’jama～．

　山仕事をする。haru～・畑仕事をする。

　喜姓をする。◎行く。進む。移動して行

　く。動いて行く。tucilnu’jaNditi？aQ－

　kaN　natOON．時訴がこわれて動かなく

　なった。hunlnu～．＊船が進む。？umi～．

　海を行く。航海する。また，漁師をする。

　⑤＊…して暮らす。…ばかりしている。いつ

　も…する。また，…の状態が統く。Qkwa－

　nUCaaga　mOOkiも圭？aQCUkUtU，，WaNnee

　sjumugiblkeei’judi～．子供たちがずつ

　と働いていてくれるから，わたしは本ばか

　　　　　　　　　　　　　　ア　り読んで暮らしている。’waajanaguci

　？iei？aQcuru　gutOON．わたしの悪霞を言

　い続けているようだ。hataraci～．ずっと

　仕事がある。kunu　hatakee　eaa　hwiba－

　riti～．この畑はいつ秀富江れてばかりい

　る。⑳元気である。達者である。？aQcumL

　元気か。目下に対するあいさつのことば。

　目上へは？waacimiseebiimiという。？a－

　Qeutii．元気だったか。一下に紺するしば

　らくぶりのあいさつのことば。歩いている

　人に対して器うわけではない。しかし，

　平民・いなかの者は，立っている人へ籔一

　Qeoo瓶L（立っているか），坐っている人

　へは，icoomi．（坐っているか）などという

　あ恥さつもする。

？aQcuu⑨（名）？εしeuuと岡じ。

？aQkaa①（感）痛い時に発する語。あいた。

2aQkijOO①（感）eああ。失望した時など

　に：女の発する語。◎二二を悲しんで女が泣

　く声。中国人が哀号と泣くのと似ている。

？aQku⑨（名）叱りつけること。叱費。～
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2aQkukata

　SjUN．

2aQkukata⑰（名）行く先先。～？uujUN．

　行く先先をつけ’まわす。

2aQkumu－Qku①（名）散散に叱りつける

　こと。～SjUN・

？aQpajamasi§i⑪（名）〔文〕伏山敵討（組

　踊りの名）に登場するいのしし。大いのし

　しの意か。　？aQpa一は？ahjaa？waa（母

　豚）などの？ahjaaと閾係ある形か。

？aQpaNgaree⑪G劃）やけ・を起こすさま。

　～Qsi　sal｛ibikeei　nudooAT．やけを起こ

　し酒ばかり飲んでいる。

2aQpeeru＠（連体）あれぐらいの。あれだ

　けの。あれほどの。量・大きさなどについ

　ていう。～？isi．あの大きさの石。

？aQpi⑨（名）あれだげ。あのくらい。あれ

　ほど。蚤。大きさなどについていう。

2aQpigwaa⑨（名）あれっぼっち。あれっ

　ばかり。

2aQpii⑪（名）　e兄。にいさん。若者。農

　村で墨いる語。首難・那覇では，士族につ

　いては’jaQeii，平民については？ahwii

　という。◎いなかの若者。あんちゃん。

2aQsa⑰（名）あれだげ◎あれくらいの数

　量。あれほど。

2aQ§aN①（形）？asasaNと岡じ。

？aQta⑪（名）熱田。（（　tS　））参照。

：～aQta一（接頭）にわか・不意・突然の意を表

　わす接頭辞。？aQta？weekiNCu（にわか分

　隈），？aQtabui（にわか雨）など。

？aQtaa⑪（名）あの人たち。彼ら。

？叙鉾a爵㌶oo①（名）ちkつと晃。また，

　ちょっと見た園にはよく見えるもの。

2a《誹aもU萱①（名）にわか爾。

？aQtaguttE⑪（名）不意なこと。突然なでき

　d“t．　一一　’jati　caa　see　’jutasjaga　’wa－

　kavay；　taN．突然のことでど5し．たらよ．い

　かわからなかった。

？aQtakatw’gee①（名）にわかの考え。不意

　の思いつき。

2aQgam量⑪（名）精肉。　buta？aQtami（豚

　肉），ginu？aQtami（牛肉），’」εしma？aQta－

　mi（猪の肉）など。

2aQtani①（副）にわかに。不意に。いきな

　り。突然。～kusikara　naunu？jaQtaN・

　だしぬげに後ろから呼びかけられた。

？aQtai’a⑨（副）あたら。惜しくも。

2aQtaru（①（漣体）惜しい。手離せない。～

　？uhu？lju　hwiNgaei　？ieasataN．　ee　L

　い大きな魚を逃がして残念だっだ。

？aQta2u面m’uci①（名）急に驚くこと。俄

　然色を失うこと。

2aQta2u㎜itaci’O（名）にわカ〉の思い立ち。

？aQta2U4umi①（名）偶然の機会。ひよん

　なきっかけ。

？aQla？weelcilVcu6）（名）にわか分隈。成

　金。

？aQtoogamasiimee⑪（名）e降嫁して？azi

　〔鞍i司］の妻となった王女の敬称。奥方様。

　◎？aQtOOiineeの敬称。奥方様。そこの使

　二人などがいう語。

？叙鉾◎0㎜ee⑪（名）？azi［按司］の妻、？U－

　mee［御醐の妻。二方。

2araco（名）あら。揚いた穀物の中にまじつ

　ている，もみその他の雑物。

？ara一（接頭）新しいこと，はじめてのこと

　を承す。？aratabi（教旅），？aranubui

　（新上り），？araku5ai（新下り）など。

2at’a一（接頭）荒いe組雑な・乱暴ななどの

　意を表わす。？arasikzici（荒仕事），？ara－

　baakii（羅のあらいざる）など。

憲瓶2凝a⑨（名）大体。ざっと。～nu　ha－

　nasL大体の話。～hanasee　cicooN．ざつ

　と話は聞いている。

？araa①（名）粒の大きいもの。粒のあらい

　も．の。

？ayabaacaa⑰（名）葉のあらい茶。粗茶。

？arabaak；1⑨（名）冒のあらいざる。いも

　などを入れる。ラ麺臓baak践の紺。

量arabi①（名）たたり。また，たたりの前
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？arasi

　兆。たたりが起きるという警｛毎。凶兆。

　？arubiともいう。nuugananu？arabee

　？arani．何かのたたりの驚告ではないか。

　harunu～．墓のたたり。

？ayaci①　（名）ラ需テ噛しLNこと。　舌L暴。～na

　mUN・乱暴な者。～ni　sjuna．荒荒しく

　するな。

2aE’adati＝juN①（他：1’aNラ純i）荒立てる。

　騒ぎを大きくする。

？aradumeei⑪（名）；二女子。　男につい（い

　う。初めてi妻をめとること。dumeeiく

　tumeejUN．女の初婚は？araniibiciまた

　1ま？aramuciとL・う。

？aragaa（①　　（名）　0競争。　？N重二na．　～　 sju罫ぎ●

　焉の競争をする。◎1コ論。議論。～sjUN・

2ai’agaaee⑰（名）競い合うこと。競争。

？忌ヨrε毫83a量⑥　（名）　？aragaa　と岡じ。

？aragaa＝ju！畷①（他篇raN，”ti）e競．う。競

　争する。あらがう。◎　i：！1論ずる。議論する。

2aragee＝juN①（自＝vaN，・もi）e大きくな

　る。野；葉・穀物などが普通より大きくなる

　ことをいうQ大きくなり過ぎるQ？ara－

　geetooru　maaminaa　maakOO　neeN．大

　きくなりすぎたもやしはおいしくない。◎

　身体が大きくなる。多く，子供・女などが

　普通より大きく，たくましくなることにい

　r）．

2aragusik班⑪（名）新城蔭5。入璽山群島の

　島の名。また，新城。（（地》参照。

2ara？icenu⑪，j”ru⑨（句）〔文〕初めて会

　う夜。初夜。satume？uturusj’aja～ju，

　？aNma？就urusj段ja？asaN’jusaN．［．璽

　前おとろしやや　あら行逢の夜よ　あんま

　おとろしやや　朝もよさも3男のかたが恐

　ろしいのは初めての夜だが，かかえ親は隼

　中恐ろしい。．女郎のよんだ歌とみえる。

2araigeeCO（名）洗濯する揚合の代わりの

　衣類。

？arajae蓑⑨（名）素焼き。　zoo論ciの鮒。

？arajacijaQkwaN⑪（名）素焼きのやかん。

？asrlajac皇snakai⑨（名）素焼きのどんぶり。

2ara＝jupaT①（他日N，　mti）洗う。また，洗

　濯する。siNtakuの項参照。　karazi～．

　髪を洗う。

2arakaei⑪Φ（名）新垣。（（増参照。

2日頃akudai＠（名）初めて都から地方へ下

　ること。初下り。

2ak’amakai⑰（名）大きい組末などんぶり

　（makai）。農村などで飯をもるのに用い

　る。

？aramakajaa⑪（名）？ai’amakaiと同じ。

？aramool“i①（名）荒かせぎによるもうけ。

　大もうけ。ぼろもうげ。

2aramuci　O）（名）初婚。女が初めて結婚す

　ること。？ayaniibiciともいう。

22｝1’・3nallli①（名）荒波。

2aran無bici⑨（名）初婚。女についていう。

　初めてとつぐこと。？aramueiともいう。

　男の初婚｛ま？aradume6iとv・うQ

2aranubni［D（名）初めて地方から都へ上

　ること。初上り。

？arasa醤①． i形）（∋乱暴である。荒っぽい。

　saki　numiinee？araku　najUN．．酒を

　飲むと乱暴になるQ◎荒い。荒っぽい。

　’jahwai’asaN，kumasaNなどの対。1〈utu一・

　banu～．ことばが荒い。　zi惚ikeenu～。

　金．使いが荒い。㊤荒い。si撰ka，jaNの対’。

　kazinu　 ～●　風力ζ荒㌔、。　　 llaminu　 ～。
@1皮沁｛

　荒い。⑳太い。糸などが太い。また，冒や

　粒などが粗い。？uroosaNの灼。？ajanu

　～。縞が．粗い。llliinu～．図が農1いQ．

？a臓si④（名）嵐。おとなの使う語。簸も普

　通の語は？uukazi。　teehuu（台風）は文

　藷的な語。～hvicuhT．嵐が吹く。樋多oga

　nizasieini　一v　hueikuipaba，　kugarijuru

　’waminu？iniNtumuri．［むぞが寝rs敷

　に　嵐吹きこまば　焦れよる我身の　遺念

　ともれ］恋しい一Pt寝叢に嵐が吹き込んだ

　ならば，恋しているわたしの恨みの念と思

　え。
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2araslgutu

2arasigutu①（名）？arasikuciと岡じ。

？a照9韮gwii①（名）〔文3不幸な知らせ。

　死んだという知らせなど。？arasigwinu

　？araba’wamija　ca　s3聡a．〔あらし声の

　あらば　わみやきやしゆが（忠臣舅替）ユ不

　幸な知らせがあったら，わたしはど5しょ

　うか。

？arasii⑨（名）競争。？aragaai，　sjuubu

　ともいう。

2arasikuei⑲（名）荒仕事。体力のいる仕

　事。

？ara＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）石臼などの農

　を立てる。？観u麟？aras3abira．礒の霞を

　立てましょう。鼠の翻立てを業とするもの

　が呼び歩く文句。

？ara＝sjUNCO　（イ懲＝saN，”ci）　荒らす。　｝｛　a－

　zinu　mu4ukui～．風が作物を荒らす。

2ara＄uu＝juN＠（他；raN，＝ti）競争する。

　勝敗などを争う。

？aratabi⑨（名）初旅。

？aratarrla　：j　uN⑨（惣＝raN，＝ti）改まる。

？aratam量⑨（名）検査。調査。調べ。niN興一

　？aratamiは人員調査。戸目調査。

？aralalni＝juNew（弛＝raAr，”ti）（∋改める。

　simuci～。性質を改める。⑭調べる。検

　堕する。

？arawari＝jUftT⑨　（自＝yaN，；ti）謳われる。

　あらわになる。露見する。また，麗らか

　になる。kakuci　kak“sarimi　njamata

　？a｝’awarira．［隠ち隠されめ　にや又あら

　はれら（手水之縁）］隠しても隠せるもの

　ではないから，では名葡をあかしましょう。

　5utakanaru　mijunu　siru＄1　？arawariti

　…こ豊かなる御世の　しるしあらはれて…ユ

　豊かな御世のしるしがあらわれて…。

？a！・awa＝sjuN＠（4fa　＝saN，＝ci）理わす。あら

　わにする。あばく。姿を現わすなどの意で

　はあまり用いないよらである。また，書物を

　著わす意ではkaCuN（書く）という。hada

　～．肌を現わす。zici～・事実をあばく。

2araglaraNku「tu⑨（名）根も葉もないこと。

　ありもしないこと。saNzaN～？jUN。散

　散根も葉もないことをいう。

？avagtikuien（名）下ごしらえ。大体を作る

　こと。

？arageukui⑨（名）新＝たに作ること。塞斥造。

？araZUU｛ee①（名）藤帯持ちが悪いこと。

　またそのような挺帯。

？areegami①（名）洗い髪。洗ったあとの

　結ってない髪。

i～aree藩eei①　（名）？araigeei　と1司じ。

2areekaraziCO（名）？areegamiと同じ。

？areemUN⑰（名）洗い物。洗濯物。

2areesikuciee（名）婚前。洗濯仕事。

2areeziN①（名）洗濯iした着物。

2ari①（名）？uri（それ），kuri（これ）に対t

　する。eあれ。あの物。あの事。～担k訊

　kuree　peas1．あれよりこれはよい。　Oあ

　れ。　あの考。彼。彼女。？ama（あのか

　た），？aRUQcu（あの人）よりはぞんざい

　な形。また，？amaの項参照。⑬（感）ほ

　ら。人に指嫡する揚金などに発する。馨上

　にヌサしては，男は？arisai，女は？a「itai

　と碧い，撃壌などをさげすんでいう時には

　？axiQsa，？勘rih33aなどという。

？ftri？arii⑨（感。副）あれよあれよ。～

　sjarinagaraa？utitaN．あれよあれよと

　言われながら落ちた。

？arieico（名）荒れ地。

？arigateeku＝tu＠（名）ありがたいこと。感

　謝すべきこと。？arlgatasaNとい5形は

　振いないようである。

？arihati＝juN①（霞＝　1’aN：”ti）荒れ果て

　る。K廃する。

2arihjaaco（感）ほら。ほら，こいつ。冒下

　に対してさげすんで，また，瞳嘩などで，

　注意をうながすために発する語。

？arijaakur藍「jaa⑨（副）あれやこれや。あ

　れこれ。

2躍玉嚇窺鴎）（自；raN，＝ti）θ荒れる。？u一
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？asaju

　minu～．海が荒れる。　kazinu～．風が

　荒れる。hadanu～・肌が荒れる。㊤大き

　くなる。大きくなり過ぎる。たくましくな

　る。？arageejuN　と岡じように周いる。

　1〈eenanu～．腕がたくましくなる。

2arikaa⑪（名）あの辺。

？arikaakuri“kaa⑪（名）あちこち。あちら

　こちら。

？arikuru⑪（副）彼霞網で。

？arimasaraakuri”masaraa⑨（副）あっち

　がいいだろ5，こっちがいいだろ5。絶え

　ず気が変わるさま。

2aでiQsa①（感）ほら。ほら，こいつ。目下

　に館してさげすんで，また，瞳嘩などで，

　注意をうながすために発する語。

？arlsaaikuri”saai⑪（i劃）珍しがって，あ

　れこれとさわるさ：ま。～sjUN・

？avisaico（感）ほら。男が二上に対して，注

　意をうながす時などに発する語。

？arisama⑨（名）〔文〕有様。様子。？ica－

　ru～ni　na5ai？imega．［L・きやる有様に

　なやいいまいが（花売之縁）］どんな様子

　になっていらっしゃるか。

2aritai①（感）ほら。女が二上に対して注

　意をうながす時などに発する語。

2ari？um無kuri”2umii⑪（副）あれこれ思い

　なやむさま。～9．　jUN．

2aru⑥（連体）覧る。文語的な語。～雛ra。

　或る春。普通はRuuganaNdiru　tira・と

　か羅aagaぬaNd鋤u　tira。などという。

？arukasi「muka⑰（名）あるもの全部。一切

　合切。ことごとく。～nu　mUN。一一切合切

　のもの。～muru？NzacaN・一切合切全
　部了した。

2arllmi⑨（名）有銘。（（地））参照。

？arumuNheeNmuN⑥（名）あるもの無い
　もの。あるもの：全部。一一｛sw’合切。～？Nzaci

　？utuimuci　sjUN．一切合切幽しておもて

　なしする。

？arii2uQPi⑪（名）あるだけ。あるかぎり

　（の蟹）。

2aru？UQpii⑰（名）あるだけですます人。

　また，あるだけ何でもさらけ出す人。，隠し

　だてのない人（nuukd・　kusinu　neeN　Q－

　eu）．

？aru？UQsa③（名）あるだけ。あるかぎり。

　全部（の数量）。

2asa⑨（名）朝。単独にはあまり使わない。

　？asa？akeei（朝焼け），？asa3usa（朝夕）

　などの複合語に現われる。普通はsutumi－

　ti。また，　S就u塒itiの方が？asaよりも

　早い時間をさす感じがある。

2asa⑨（名）阿佐。（（ag　＞＞参照。

？asa①（名）麻。

2asa？akeei⑩（名）朝焼け。

？asabaN⑥（名）［朝飯］畳飯。正午ごろ食う

　食事。覇飯はsuturni£iMllN　とい5。一

　般人はsutUMitiMUN，～，　ejuubaNの

　三食：。労働者はsutUMitimUN，～（畳ご

　ろ食う），hwirumamUN（午後3時ごろ
　食う），，juubaNの四食：が普通であった。

　昔は，1：ftの風があったらしく，上流婦人

　は長く　～，，juul）aN　の二食：しかとらな

　かった。～mUCUN・畳飯（の弁当）を持つ

　て行く。

2asabaN（D（名）朝晩。明け暮れ。

？asabaNsuga量⑨（名）燈飯の支度。

？asabaNuui⑪（名）蟹飯時分。正午ごろ。

2asag圭」猿⑨（名）朝露。

2asadaci⑨（名）朝皐く娼発すること。朝立

　ち。

2asaδuri（①（名）朝なぎ。’juuduri（夕な

　ぎ）の対・。～’juuduri．朝なぎ夕なぎ。

？asageera＝sjuN⑭（健zsaN，＝ci）ものを

　捜して，ひっかき回してとりちらかす。

？a鰍gi⑨（名）立読。着物の襟下。

2asagu＝juN⑪（他曜aN，＝ti）かき團して

　捜す。あさって捜す。？asajUNともいう。

2asa駆mui⑨（名）朝曇り。

？asa拠⑨（名）〔文〕朝夕。明け暮れ。
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？asajuN

2asa＝jupa⑨（イ｛髭；raN，　x・ti）あさる。ほじ

　くって捜す。？asagujUNはその意味を強

　めた語。

？asajassa⑨（名）£文〕朝夕。明け暮れ。

？asakaagl⑨（名）朝の目陰。また，朝の

　臼陰のある時刻。口中は暑いので，～，

　，juukaagiに出歩くように心掛げる。

？usakii⑨（名）あんなにたくさん。あんな

　に多く。～nu　Qcu．あんなに多くの入。

？asamaj腿㎜綾⑨（名）〔文〕［旧師夕間］朝

　夕。

？asamasjapa¢（形）あさましい。？asama－

　sii　niNziN．あさましい入閣。

？asa㎜iigue量⑨（名）朝の臼あけ。商売入は

　朝の口あけを縁趨のよいものとして喜び，

　騨bUN（おまけ）を付けたりする。

？asaE｝aa⑲（名）朝寝坊。朝寝（？asa痴）す

　る者の卑称。

？融s蹴⑯（名）朝寝。

？a＄anihwiNni⑥（名）朝寝畳寝。怠げて寝

　てばかりいること。

愛asanunu③（名）麻ぬの。

？asaNnaara⑨（副）朝っぱらから。朝畢く

　からあまりよくないことがあるときいう。

　～ziN？imijUN．朝っぱらから金を催健

　する。

？asasaa⑪（名）せみの一一種。羽が慶い。

　siyubaniiともい5。また鳴き声からsa－

　Nsanaaともいう。

2asasaN①（形）？aQ3aNともい5。　e淺
　い。？asasaz’U　？iei．浅い濾。　cimLmu～．

　心が浅い。㊥色が薄い。？irunu～．色が

　薄い。

？asatabiew（名）〔古］政務を司る役。ヨ人

　いたのでsaNsik：waN　E三置去］ともい

　う。国務卿の意。？a＄itabiともいう。　sa－

　NsikwaN¢）項参照。

2asati⑨（名）あさって。明後β。

？asatiNnaa¢＆⑪（名）しあさって。あさっ

　ての次の霞。明明後日。

？as　atll　an①（名）安黒。（（地》参照。

？asa：1縦bEx潤⑪　（名）　昼御飯。？as段baN　（畳

　飯）の丁寧語。

憲陥？磁⑩（名）韓畢く起きること。孚起

　き。hwee？ukiともいう。

2aSftgikiQ）（名）軽く塩に漬けた漬けもの。

　庶民げ。ただし大根には限らない。

？asaziNce（名）麻の着物。あさぎぬ。

？essi①（感）そうさ。けんか。口論の時，

　怒った時などに根手を侮蔑して肯定の返箏

　をする語。？asiQsa，？asihjaaなどとも

　いう。

？as至⑰（名）e食絹にする場合などの，豚な

　どの肢。◎足。足の意味では普通hwisja．

　といい，？asiは慣用句以外には用いられ

　ない。　～nu’Nkajuru　mama．足の向

　くまま。？uhwee～hajaniixi．少し足を

　早めろ。少し急げ。また，複合語として

　は，？asitu（足音），？asiza（下駄）などv

2asi⑪（名）汗。～hajUN．汗が出る。汗

　が流れる。

？agibaa⑨（名）？a＄i｝）jaa　と薩｝じ。

？asibi①（名）θ歌・三味線・踊りなどを楽し

　むこと。また，村芝居・祭りなど，仕：箏を休

　んで行なう演芸・娯楽。類義語にkuniri，

　sinugUなどの古語がある。禎3uja？wice

　’uga5i　？iru？irunu　・v，　？aeaja　？umu－

　kazinu　taeuratumiba，〔今Hは御行合

　拝で　色色の遊び　明霞や面影の　立ちゆ

　らとめば］きょうはお会いしていろいろの

　遊びを楽しもう。あすはおもかげが立つと

　思えば。～NkaユniN？三麟R。歌・踊りな

　どの遊びに夢中になる。㊥子供などのする

　遊び。

距瞬も泌腿誠①（名）遊ぶことに心を奪われる

　こと。子供iなどが逝iびほうけること。

2asibldusi①（名）遊び友達。遊び仲闘。

？asihiguni①（名）踊り・村芝居などの盛ん

　な村。また，男女の交際の窪目な村。kuni

　は村里の意。岡義語にhanaguni（その項
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？a＄iza

　参照）。

？asibi2三ettlaasa①（名）遊ぶために忙しい

　こと。

？asibinaa①（名）？a錘bi（その項参照）を

　催す場所。村芝居をする堺。naaは庭のほ

　かに，広揚という意味がある。

？a軸濟9wee⑪（名）徒食：。遊食。

2a＄ibisigutu⑨（名）？a．sibisikuciと瞬じ。

？aslbiSikuci⑰（名）遊び仕事。遊びながら

　でもできる，簡単な仕事。

？韻ibl蹄鰍s3K①（形）歌。三味線・踊り。

　脳髄などが上手である。踊り・芝居などが

　美しい。？anu　muraa～・あの村は演芸

　がらまい。

？aeibjaa⑪（名）遊び人。遊蕩人。

？aSil｝u⑨（名）あせも。

？asi＝b姻①（露＝baN，＝di）e遊ぶ。子供な

　どが遊ぶ。？a麟bumi．遊ぶか。子供にい

　5あいさつ。◎遊ぶ。仕事をしないでい

　る。namaa？a＄；doON．今は仕事をしてい

　ない。今は失業している。㊨歌・三味線・

　踊りなどに興ずる。娯楽を楽しむ。

？asidooni⑪（名）足のカ。　脚力。～nu

　neeN．足のカがない。足が弱い。

？asigacaa④（名）せっかち。性急な者。

？asigaei①（名）気をもむこと。やきもきす

　ること。あせり。～sjUN．あせる。やき

　もきする。

2asigaeinoovi①（名）あぜること。気をも

　むこと。やきもき。いらいら。～sjaN－

　teemaN，　najuru　gutUliu　najuyu．やき

　もきしたところで，なるよ5にしかならな

　い。

？asiga＝euNco（自＝kaN，　mci）あせる。　い

　らだっ。いらいらする。

？asi掛軸uN⑪（自＝maN，欝di）汗ばむ。

2asiguruma⑥（名）足糠。～？irijUN．1足

　柚1をはめる。

？as韮haimi4i”hai⑥（副）汗水流して。～

　hataraCUN．汗水流して働く。

？asihajtta⑨（名）汗かき。よく汗をかく奢。

？asihjaa①（感）そ5さ。そうさ，この野

　郎。？as圭の〕籔参照。

2asihwisja⑰（名）足の翠語。？asi，hwisja

　ともに足の意。～？iriNna．家に足を入れ

　るな。轡入りするな。

？a頭⑨（名）昼飯（？asabaN）。農村で使5

　語。

？asii⑥（名）安論理。（（地》参照。

2asi．i　oo⑨（名）足弱。足の弱いこと。足の

　弱い考。

？asijoobaa⑨（名）？asijoOと岡じ。

2asikitsi⑪（名）足腰。～N　tatUN．足腰

　も立たない。

2aslmarubien（名）足を滑らして転ぶこと。

　また，あわてふためいて走ること。～Qsi

　eaN．あわてて（走って）来た。

2as量㎜arubitiimarubi⑨（名）あわてふた

　めいて走ること。～Qsi　haaee　nati　caN・

　あわてふためいて走って来た。

2asiNmi⑨（名）安次嶺。儲》参照。

2asiQsa（P（感）そうさ。そうさ，この野晒。

　？asiの項参照。

？as孟ree＝知N①（他＝raN，＝ti）eあしらう。

　いい加減にもてなす。軽く扱う。麟燃蹴U

　euubaaNkai　1〈akati　？Nzas．iga，　？asixee－

　raQtaN。すもうの強い考にかかって行っ

　たが，軽くあしらわれた。◎〔断？｝配合す

　る。　とりあわせる。

？a頭abi⑥（名）〔翻？asatabiと同じ。

？3s掘bic藍⑪（名）料理名。豚の足の料理。

　高i級な料理とされている。

？asitu⑪（名）足音。？as1？utuともいう。

　～nu　kaazi．足音のするたび。

？我si？滋u⑪（名）足音。hwisja？utuともい

　う。

2asiza⑨（名）下駄。駒下駄。表つきの下駄

　にはzita，　E本本土の歯を入れた足駄には

　tacibaa？asizaという。～nu’uu．下駄

　の緒。
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？撫s韮za磁acija

？asiza㎜ae菱ja⑪（名）はきもの店。下駄歴。

2asiziraamoo⑨（名）芝（？asiziri）が一面

　に生えた所。芝生。　．

？a§iziri⑨（名）足の褒に生ずる，あかぎれ

　に似た裂け呂。はだしで歩く労働著に多く

　できる。寒さのためとは限らない♂5U凸角一

　r㍉？asizirijuN　ziriともL・う。

？as三z圭・’量⑪（名）芝。芝草。

？asiziri「juNziriew（名）e？asiziri（芝葉）

　の卑称。◎，jUNzi盛（足の裏が切れるこ

　と）の卑称。？asi一には足．の意のほかに，

　悪いとい5認感もある。

熟sjag三⑨（名）農村の比較的裕福な家の前

　庭にある離れ屋。もと，祷神を祭った建物

　で，母麗よりも美しくしてあり，客間にし

　たり，倉にしたり，機を薗いたり，いろい

　ろな驚に用いている。足上げの意か。mee一一

　nujaa（醗の屋）ともいう。

2asjura③（名）〔文〕ゆくえ不明。　tama－

　kuganicuigwa　？Nzaru　g．　aNgwagini　一v

　sici’uraN・［玉黄金一人子去ぢやる三月

　に　あしゅらしち居らぬ（女物狂刀大事な

　一一人子が去る三月にゆくえ不虜になって，

　いない。

！～atabie盈aQ）（名）？atabiciと岡じ。

？atahiei⑨（名）（∋蛙。蛙の総称。　O蛙の一

　種。土色の小さいもの。

？atagahuu①（名）〔文〕思いがけない幸福。

　突然の果報。？ata一く？aQta（にわか）。haa

　kwahuN　gieusigadu　gieiN　gieizurasa．

　？atagahudu　giearu．　kwahuna　’wa－

　mija．〔はあ果報も付きゆすがど付きも

　付き清らさ　あた果報ど付きやる　果報な

　我身や（大凋敵討）］ああ，幸蓬も付いては

　いるが見事に付いたものよ。幸運なわたし

　は，不意の幸運にめぐまれた。

2atai⑨（名）e王室内の庶務係。舅分の高

　い，若い者がなる。◎（接庵）係。一taiと

　もなる。koosaku？atai（農事係），，3a－

　matai（山林係），　hanatai（王塞の接待係

　の少隼），kuratai（王室の倉庫係）など。

？atai⑥（名）屋敷内にあり，野漿などを作

　る燃。葉園◎複合語にhana？atai（花畠），

　’uu？atai（芭蕉畑）など。

？atai⑨（名）　くらい。ほど。　？unu～nu

　kutuni　kusamikuna．それぐらいのこと

　に怒るな。

？at・Rilllee⑨（名）（∋当然そうあるべきこと。

　義務。？ujanu｝〈utOO　Q．1〈wanu～．親の

　世話は子の義務。◎あたりまえ。普通。尋

　常。？aree～ja？araN。彼は普通ではな

　い。異常がある。

2ataipeeei！①（名）［当親雲上］士族の位階

　の名。

2ala＝jUN①（葭＝raN，読ま）㊦当たる。的中

　する。相当する。また，合う。また，出

　来事に繍会う。寧に当たる。saNmin“O

　？atatoomi．計算は合っているか。cimunu

　～．気が合う。心が通ずる。雌i琵u醤da

　’jatiN　cimunu　？ataraN　kttt，unu　？aN．

　夫婦でも心の通わないことがある。？ata－

　tidu　sijuru。実際に経験して，はじめて

　わかる。？atataru　husjoo．悪いことに出

　会ったのが運のつき。当たったのが運が悪

　い。◎食物に当たる。食中毒する。㊧悪い

　こと。やましいことが，愚いi当たる。痛いと

　ころを突かれる。？ataj　uru　gutu？3UN・

　痛いところを突くように言㌔富盛が攻撃

　されているのでない時，自分自身のやまし

　い点を，思い当たった場合はduu？atai

　sjUNという。

2ataku⑰（名）蛙の一種。青蛙。芭蕉の葉

　によくいるので，，UU？atal〈Uともいう。

　～natOON。青蛙のように坐りこんで動か

　ない。坐りこんで働かないさま，だだをこ

　ねて動かないさまなどをいう。

2a｛ama（D（名）（∋頭領。かしら。（脅体名

　の「頭」はgiburu）◎慣煙嵐として，は

　じめ。あたま。～kara　Qeudu？ugleetoo－

　ru．あたまから入を見くびってかかって
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？atukata

　いる。～nL最：＝初から。

？atamawai⑪（名）〔新〕頭陀り。人数割り。

　普通ぽ¢iz圭waiまたはgiburuwaiとい

　う。

？atara⑪（副）あたら。口語は？aQtara。

　～niNziNni？Nma｝’Sjai，U麟ga．　［あた

　ら入間に　生れやい期すがコあたら人閲に

　生1まれてはいるが。

？atarasimuNCO（名）大事なもの。手離せ

　ないもの。

？atarasjaN①（形）大撃である。手離せな

　い。？atarasi2　nasimUNnUQkwa．大事な

　生みの子。？ata澱s3a　sjUN．大事がる。

　手離したがらない。

2ati①（名）㊦当て。目あて。心あて。鶏標。

　◎心覚え。心当たり。～nu　neeN．心当た

　りがない。覚えがない。熟睡中に起こったこ

　となどについてい5。O愚慮。分瀦。MUN－

　nu？atee　neeN．分暁がない。危険を知

　らない。・⑳音さた。たより。nUU？atiN

　neeN．何の音さたもない。　naguja’ja－

　Nbarunu　？ieihatiga　’jajura，　namadi

　nagubuninu　～ja　neraN．　［名護や山原

　の行き果てがやゆらなまで名護船のあ

　てやないらぬ］名護は同原のはてであろう

　か，いまだに名護からの船のたよりもない。

？atiga＝juN①（他＝aN，＝ti）匿星をつけ

　る。擬する。？atigaarijUN・斗星をつけ

　られる。容疑老とされる。，waNnee　nuu－

　N　saNsiga　？atigaaQti　kusamikariisaa．

　わたしは何もしないのに目星をつけられ

　て，しゃくにさわるよ。taaga？jaa？a．ti一一

　gajuga，　dUU？ata圭（≧si．だれが君だとい

　5ものか，自分でひがんで。

？atigeehuu③（名）あてずっぽう。当て推

　壁。

？at婦u虞①（他；raN，＝ti）∈）当てる。的中

　させる。接着させる。あてはめる。稲当さ

　せる。また，合わせる。haajaNkai　kii～．

　柱に木を当てる。tucii～．時翫を合わせ

　る。◎なぐる。人の体を打つ。那覇などで

　はなぐることを，多く1〈uxusutvT，　taQku－

　ruSUN，　tataQkurusuNなどというが，

　首里ではやわらかに？atijUNと多くいっ

　た。

2atlkawa＝jUN①（自富ra翼，＝£i）当てがは

　ずれる6

？atinasi①（名）無邪気な者。あどけない考。

　女・子供など思慮分煙のない者。timigi－

　tisi　siraN　・vju　aemunu，　’juruci　tabo－

　ri・〔手水てす知らぬあてなしよだいもの

　許ちたばうれ（手水之縁）〕手水といらこと

　を知らない，いとけない者ですから，お許

　し下さい。

2atiQteeN①（副）：女・子供などの，あどけ

　ないさま。無邪気なさま。～sjoON．あど

　けないさまをしている。

？atisjoO①（名）思慮。～nu　neeN。思慮が

　ない。

？atitiNpuu⑨（名）？atiti（≧puuと同じ：。

2atitiQpuu⑨（名）あてずつぼ5。

？atu⑪（名）（後方の意には多くkusiとい

　う。また，跡の意では，複合語を除き，多

　くsirusiとい5。）㊦のち。後刻。将廉。

　また，死後。～kuuwa．あとでこいよ。

　～nu　kutu．あとのこと。また，死後のこ

　と。～nu？U騨塒しあげくのは、て。結筒。

　・vnu？u多umee　karamiraQtaN．あげくの

　はては，つかまえられた。◎次。？unu～・

　その次。㊤子孫。また，後継者。～もee－

　jUN．あとが維える。

？atu？atuco（名）あとあと。のちのち。将

　来。

？atubara①（名）後妻の子。

2atubisja⑨（名）動物のあとあし。

？atugizi⑨（名）あと継ぎ。摺続人。嗣子。

？atudumeei《互）　（名）　　？atudumi　　と同じ0

2atudumi⑨①（名）後妻。　sacidumi（先

　妻）の館。

？atukata⑪（名）あとかた。痕跡。～N
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『2a搬ka塾a多iki

　neeN・あとかたもない。

？atuk蹴a寡k韮⑪（名）あとかたづけ。あと

　始末。

2atu㎜asa”｛gahUU⑪（名）あとになってら

　まく行くこと。あとの方がかえってよくな

　ること。

？atumi⑨（名）跡目。あと継ぎ。後継者。

？atumudui⑨（名）あと戻り。また，退歩。

？atunainai⑨（副）meenainaiの封。　eだ

　んだん後へさがるさま。◎しりごみするさ

　ま。人の後になろうとするさま。～bikee－

　NQsi。しりごみばかりして。

2atunaisaei〔｝取a董⑩（笛のeあとになった

　り，先になったり。◎相前後して。～，ja－

　matUNkai㈱N．相前後して田本に来た。
？a撫sac韮①（名）あとさき。前後。

2atusizieaa⑥（名）？atusiziciと瞬じ。～

　sjUN．

2atusizici⑪（名）あとずさり。後退。また，

　しりごみ。～s3UN。

2離u？us最⑥（名）〔＄〕車のあと押しを業と

　する者。立ちん坊。首里の坂の下などに，

　人力車のあと押しを業とする者がいた。

？atu？wii⑨（名）あとをつけて行くこと。羅

　行。一？wiiく？uu麺N。

　　　　　　　　？awa⑨（名）粟。

2awaawaa⑥（名）あばばばば。　mを手でた

　たきながら声を幽す幼児の芸。

2awacizi⑨（名）粟粒。

？awari⑪e（感）〔文］あわれ。ああ。～

　kunu　taija？icaga　najura．［あはれこ

　の押入や　いきやがなゆら］あわれ，この

　ふたりはどうなるこ’とか。（◎（名）あわれ。

　つらいこと。みじめさ。＝苦労。　～sjUN。

　みじめになる。苦労する。～gikusjUN・

　あわれをきわめる。，jaNbaruni？ikiba

　～duja　siguku，　miru　kataja　ReraN

　？ilmitu’jamatu．［出原に行けば　あは

　れどや至極見る方やないらぬ海と由と］

　山原に行けばどんなにつらいことか，海と

　山ばかりで，ながめるものとてない。

？awatiihjaatii⑨（副）大急ぎでするさま。

　大あわてでするさま。zikaNnu？aku加

　～Qsi？NzaN。時刻が決まっているので，

　大急ぎで行った。

？awati＝jUN①（自＝raN，＝ti）θ急ぐ。？a－

　watiti　see．急いでしろ。◎あわてる。

2awatinoori①（副）e大急ぎでするさま。

　？unu　basjOO～S3こ口taN．その時は大急

　ぎだった。◎あわてふためくさま。

2aweesjukwee⑪（副）あわてふためくさ

　ま。大あわて。taieemanu　kutu　nati，

　～simi｝raQtOON．突然のことで大あわて

　させられている。

？azaO（名）安謝。（〈　ts　））参照。

？aga①（名）ほくろ。あざはsumiという。

？agagwaa①（名）小さいほくろ。

2a多akee⑨（名）〔文〕しゃこ貝。口語は？a－

　zikee。その貝がらは魔よけとして用いら

　れる。　tusija　nagul〈aradu　，jujUNdici

　cleuru，　ltagutu　sjuigakeni　？azake　？wi－

　rana。　〔隼や名護からど寄ゆんでいち聞

　きゆる　名護と首里境に　あざ貝植ゑらな］

　年（砥石）は名護から寄って来るとい5話

　だが，名護と首里との間にしゃこ貝を穂

　えて隼が来ないようにしよう。名護は砥石

　（むusi）の産地であった。

2agama⑪（名）安座闘。（（地〉）参照。

2aga㎜uciwaree①（名）あざ笑い。嘲笑。

　？a曝awareeともいう。

2a？amu＝cuN①（他＝kaN，＝ci）あざける。

　軽蔑してかかる。あざむくはnUZUNとい

　う。Qeu～．人をあざける。

？agana①（名）〔古｝首里城内にあった，

　旗を立てて時刻を示した台。首里城内に二

　箇所あった。

？a4aBaa①（名）あだな。緯名。～nu　gi－

　COON．あだなが付いている。

2azaNnatu⑩（名）安謝港ウ首里の西北方，

　旧真和志閥切にある港。
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？azizituu

？agrawaree⑰（名）あざ笑い。嘲笑。？a多a－

　muciwareeともいう。～sjUN．あざ笑
　う。嘲笑する。

？az嚢⑨（名）［圏外］？aNziともい5。位階

　の名。大名。’oozi［王子］の次，？weeka七a

　〔親方］の上に位する。もとは地方に～城

　をかまえて割拠したカ㍉尚真王時代
　（1477～1526）に首里に中央集権が敷かれ

　た際，首里に集められ，一間切を領する身

　分となった。？aziが首里に作っ．た邸宅は

　？u5UN［御殿コとよ1まれ，また，？aziは

　人びとから？umee［御醗］と呼ばれるよ

　うになった。？aziz鶏uuの項参照。

？azi⑨（名）機織りの器具の名。経糸を上下

　に分けるもの。meegusa（その項参照）に

　穴をあけ，ひもで結び付ける。〈？azijUN。

2azi①（名）e味。食物の味。？azee　caaga．

　昧はど5か。◎味見。味加減を見ること。

　～sjUN．味見をする。

2azi⑦（名）えら（鮒）。

？azibian（名）［按司部〕？azi［按司］の身分

　の人びと。諸侯。また按司に紺する敬称。

　按調帳。？azibi？umiNgwanu　gutQosa．

　按司様のお子様のようだ。上最で美しい子

　供を形容していう。

？aziganasii⑨（名）按司様。？azi［駆引］

　に対する敬称。一ganasiiは敬意を表わす

　接尾辞。

？aziganag．iimee⑨（名）御三朝様。？azi

　［按罵］に離する敬称。

？aziimee⑨（名）？azi［接司］の子が父親に

　対していう呼び掛けの語。

2azi＝jUN　＠（他＝raN“＝ti）交叉する。十

　字に交わる。

2azika＝jUN⑪（他＝raN，＝tl）預かる。

？azikeeen（名）しゃこ貝。？azi＜？azijUN。

　貝がらがかみ合らのでい5。つるしておく

　と邪気が通らないとして邪気をはら5まじ

　ないとされる。

：razikl＝jUN⑨（他＝raN，　zti）預ける。

？azikuutaa⑪（名）味のよいもの。深い味

　わいのあるもの。こくのあるもの。

？azimaa⑨（名）交叉したもの。交叉したと

　ころ。sanazmu～．ふんどしの結び臼。

　またその結び目の当たる腰の部分。micinu

　～．匹つ角。十字路。

？az韮maamusub⑩（名）十字に結ぶこと。

　蕎造りなどで，縦横のひもの交叉したとこ

　ろを結ぶこと。

2azimee⑪（名）按司様。？azi〔按司コの敬

　称。普通は？umeeとい5。

？azimuku⑪（名）？azi［按剛の婿の意

　か。夜，掃除をすることは忌むが，どうし

　てもしなけれ．ばならない時に，この語を唱

　えながらする。

？aziN⑪（名）稗。手杵。太い一一・」6の棒で，

　中央の握る藤を細くしてあるもの。つき杵

　｝まkakiziciとL・5。

？azisui⑪（名）〔文〕按司様。？azi［按司3

　の敬称。　一suiは翼凱Nda麟i［百浦添1］，

　？ura＄ii［浦添］などのづiiと同じく，も

　と治める意かと思われる。

？azitaka⑭（名）鷹の上等な美しいもの。

　？azi〔按覇］が飼う鷹の意か。

？az韮wee①（名）味わい。おとなの使う語。

　～nu？aN．味わいがある。

：～aziz皇tuu⑩（名）［按配地頭］suuzi七杁u［総

　地頭コ・，wacizitUU［脇地頭］の上。地方

　に一間切の領地をもつ領主。その位階は

　？azi［鞍司］，その邸宅は？udUN〔御殿コと

　呼ばれる。？azizitUUとsuuzitUUとは：二

　璽に一嗣切を領する。覇者を併称して

　roosuuzitUU［衝総地頭］という。
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baa⑨（名）e揚合。折。時。？Ullu　～ja

　caa　sjuga。その時はどうするか。◎わ

　け。理由。caaru～ga。どういうわげか。

baa⑨（名）叔母。叔母さん。父母の妹。士

　族iについていう。平民についてはbaacii

　とし・う。　イ白母（士族）1ま　？uhU？ajaa　とし・

　5。叔母：が三柔いるとすれば，？uhubaa

　（大きい叔母さん），baa，　baagwaa（小

　さい叔母さん）などと呼び分ける。

baahaa①（副）火の燃えるさま。ぼうぼ

　う。～meejUN．ぼ5ぼう燃える。

baacliew（名）θ叔母。叔母さん。父母の

　妹。平民についていう語。士族については

　baaとい弓。◎下女をさしていう語。ノ」、

　母さん。

baacira①（名）下五な女。あばずれ女。

baagwaa⑥（名）小さい叔母さん。一番下

　の叔母。

baahabakai⑪（名）場所ふさぎ。広い住所

　を占有して，邪魔になること。

baakee⑨（名）奪い合い。

baakeekara「kee⑥（副）奪、・合うさま。

　・v　sJuN．

baaki⑰（名）ざる。かご。底が照：角で，底

　を中心に丸く竹で編みあげたざるをいら。

　穀物・いもなどを入れる。臼は密なものと

　粗なものといろいろある。sookiの項参照。

baaN⑪（名）番。課すること。また，番人。

　守衛。順番の意のf番」はbaNという。

baaNjaaen（名）番小屋。　baNtiともいう。

babaQkwaausjUNCO（櫨＝saN，＝ci）ごまか

　す。まぎらわしくしてごまかす。mamaQ－

　kwaasjuN，　marrziQkwaasjUNともいう。

baci⑰（名）ばち。悪行に対する神仏などか

　らの報い。～kaNZUN．ばちが当たる。

　ばちを受ける。～kwajUN．〔薪〕図に当

　たる。すばらしい目にあ5。すごい。5ま

　い。’iiti］，　ci　nati～kwatOON．〔新3い

　い天気になって5まいそ。

baeico（名）e擬。太鼓。どらなどを打つ

　棒。O嬢，こまを打って回すもの。竹ぎれ

　などの先に布やひもを結びつけたもの。

b3φ①（名）罰。　siNsiini～sarijuN．先

　生に劉される。

bagikaNzaa⑥（名）罰i当たり。ばち．がi当た

　つた者。

bagu①（名）馬具。　bagudooguともいう。

もag眠doOgU②（名）bagUと嗣じ。

baki＝juNan（自；raN，＝ti）〔新〕イヒける。

　また，変装する。

bakucaew（名）bakuci（ばくち）の卑語。

　～？UCUN．ばくちを打つ。

bakuei⑨（名）ばくち。　bakucaともいう。

bakujOO⑪（名）eばくろ5。馬の売買を業

　とする考。？Nmabakujooともいう。転じ

　て，馬以外の家畜を売買する春をも？usl－

　bakujoo（牛の売買をする者），？waabaku一

　齢。（豚の売買をする者）のようにいう。◎

　魯買入。ブPt　一カー。周旋屋。卑しめてい

　う血合が多い。guribal〈ujoo（女郎周旋

　屋）など。㊧商売上の利益を圏的とした交

　換。～S西N．も5けのための交換をする。

bama⑨（名）浜。㈱〉）参照。

bani⑨（名）ばね。発条。

baN⑪（名）e番。順番。～加jUN・順番を

　決める。～？atajUN．番が当たる。　waa－

　banui．わたしの番か。門番などの「番」は

　baaNという。◎（接尾）番…。？icibaN（一

　番）など。

baN①（副）ばん。強く打つさま。また，3

　の小児語。～sarijUN　doo．ばんとぶた

　れるぞ。
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basju

baNbaaraa⑨（副）がらんど5。広い家な

　どに何もないさま。？uubaNbaaraaとも

　い5。

baNbataa⑪（名）玩具の名。竹の柄の付い

　た円形の金属板（または針金の輪の中を紙

　で張ったもの）の両端にひもを付け，その

　ひもの先に！1、さい金属球をとりつけたも

　の。柄を回して，カランカランと鳴らす。

baNdukuru⑨（名）〔文〕baNzu［番所］の

　文語。韻文で用いる。makutu　na癌ta－

　euru　sjujanu　・v，　nakajamaja　kusjati

　，Nnatu　me　naci．［まこと名に立ちゆる

　塩屋の番所　中山やくしやて　港謡なち

　（花売雨縁刀まことに名高い出歯の番所

　だ。中山を背にし港を葡にして。

baNku⑰（名）野外で芝居をする時の舞台。

　普適の舞台はbu七ee。

baNmika寵s∫騒N①（他＝saN，＝ci）ばんとく

　らわす。やっつける。

｝）aNniN⑪（名）番人。

baNsiruu⑪（名）ばんじろう。蕃石榴。南

　国特有の果樹の名。

baNti⑪　（名）〔文｝θ番入。　haa　kuinu

　masi　一v　sj’u｝’u　munuja　？araN，　dezi－

　sarami，wamija？isuzi　nug量ra。［はあ

　恋のませ番手　しゅるものやあらぬ　大事

　さらめ我身や急ぎぬげら（手水之縁）］や

　あ恋のませ垣の番をするものではない。大

　変なことだ。わたしは急いで逃げよう。◎

　番小屋。

baNzi①（名）まつ最中。たけなわ。まつ盛

　り。？ikusanu～．いくさのまつ最中。

　mumunu～。やまもものまつ盛り。～nu

　niisee．若盛りの青年。

baNzoogani⑨（名）［番匠金ユかね尺。薩

　角に翻がつたものさし。

baNzu⑥（名）［番所］maz圭ri［聞切コの役

　揚。

baqciNω（名）〔罰金］罰金。過窄畢。kw3s三N

　E科銭］ともいう。～kakirarijttN．罰金

　をかけられる。

baQpee⑨（名）闘違い。誤り。また，あや．

　まち。～sjUN・間違いをする。～，jakutu

　kuneeti　kwiri．あやまちだからこらえ

　てくれ。複合語に，rnieibaQpee（道を間

　違えること），saNmiNbaQpee（計算間違

　い），QcubaQpee（人違い）など。

baQpee＝juN⑨（億＝1’aA・，＝ti）間違える。

　間違う。saNmiN～・訂算を間違える。
　“eaasi　？aNsi　baQpeetaga．”　“nuutuN－

　ganaasi　haΩpee嫉neeN　mUN．，，　rどう

　してああ間違えたか。J「何となしに間違え

　てしまったんだもの。」

一bara（接尾）名詞はhara。…の方。…の側。

　…の身内。　…の一族。nisibara［西漂3

　（地名。首里の北測の意），hweebara［南

　風原］（地名。首里の南側の意），caQeiba－

　ra（長男の一族），　zinaNbar3（次男の

　一族），hwizabara（比嘉一族）など。

baraN⑪（名）尾花。すすきの花。すすきは

　gusiciという。

basikaa⑪（名）ebasikeeと岡じ。◎　ba－

　s圭kaa？i3uと同じ。

basikaa2iju⑨（名）太刀魚。

b窺s熊ee⑨（名）由比の葉柄の褻皮。ひもな

　どに用いられる。表側からは繊維をとり，

　芭蕉布とする。

basjaa⑪（名）芭蕉布。芭蕉は’u馬また

　はbasjuu。

bas．iaarmnu⑨（名）芭蕉の布。　basjaa　と

　同じ。

basjaaziN③（名）芭蕉布で作った着物。夏

　の男女用。

basjanai⑪（名）芭蕉の実。バナナ。

basjaziN⑩（名）芭蕉布の喪服。染めてない

　無地の芭蕉布で作り，葬式にのみ用いる。

　男は袖を通して着るが，女は袖を通さずに

　頭からかぶる。

basju（D　（名）e｝揚合。　折。　時。　？unu　ku－

　toO？ariga　earu～，jataga，jaa．その
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basjuu

　ことは彼が来た時だったかね。　？ariga

　euuru　basjoo　’waNnee　’uraNdi　？ee．

　彼が来た下書にはわたしはいないと言え。

　・vnu　・一v　’jati　’juujuutu　hanasiN　na一一

　raNtaN．揚合が統合で，ゆっくり話もで

　きなかった。◎緊急な事のある回合。不幸

　の折。も5け時。チャンス・機会など。～一

　nu？aclnee．もうけ時の商売。⑬揚所。

　buciriina～・きたない揚所。⑳わけ。理

　ts．　eaaru　・一vga，　？3’aaga　？aN　sjugeee．

　どういうわけだ，おまえがそ5したのは。

　㊧（接尾）不幸の折。taruubasjuni　coo－

　taru　Qeu．（太躯の不幸の時に来ていた

　入）

bag・juu⑨（名）芭蕉。，uuともいう。

basjuukabi⑥（名）紙の一一一一　rk。芭蕉紙。芭

　蕉の繊維で作る。品質は落ちるが，丈夫

　で，下綴の役所などで用い，また，三味線

　の歴【にも張る。basjuusiともいう。

あas∫uus董⑨（名）basjuukabiと爾じ。

batiN③（名）馬天。農滉郡IB佐1敷間切にあ

　る港。

bazoo①（名）見かけ。外見。また，見かけ

　がよいこと。　見かけがよいもの。　～nu

　？aN・見かけがよい。”一nu　neeN．見か

　けが悪い。？aQtabazoo（ちょっと晃がよ

　いこと。ちょっと箆がよいもの），，jamatu－

　bazoo（ほ本：品のちょっと見のよさ）など

　の語もある。

もee①（感）いやだ。拒絶する揚合の卑語。

　beeruともい5。楊季を軽蔑・罵倒して

　書う。けんかの時には，さらに卑語hjaa

　をつけて，beeh3aa，　beeruhjaaなどと

　書5。

もee⑨e（名）倍。二倍。～？aN．二野音ある。

　～kanUN．二倍食う。◎（接頭）倍の。bee－

　naNzi（：：倍の難儀），　beesikuci仁倍の

　仕事）など。◎（接尾）倍数を示す。saNbee

　（≡：簸），salいtl（《（三樒）など。

beebee③（名）由羊（hw至；zaa）の小児語。

　鳴き声によったもの。

beeもec⑨（名）覧（hwiizaa）のノ∫、児語。

heenaNzi⑨（名）倍の難儀。

beem①（感）いやだ。拒絶する場含の卑
　語。bee　と匿｝じ。

beesikuci⑥（名）借の仕事。

一・b堰i接尾）［部コ…の階層の考。…の階層の

　人たち。また敬称ともなる。様。？azibi

　［野司部〕，？weekatabi襯晶晶］，？umi－

　naibi〔，思姉部］など。

一bicee（接羅）相当。…に相当する。…に匹

　敵する・…に代おりうるの意を表わす。

　〈hwicajuN。　2uu斑Nbicee（十人力），

　’旗abaNbieee（夕飯代わりとなるもの）

　など。

賊9⑩（名）溺。～nu．瀦の。　huka聡uと

　もいう。

bigidaN⑨（名）別段。格罰。～na　kutu．

　格溺のことe～nUUN？araN．甥段何’で
　もない。

一bieii（接謄）べき。文語的な接尾辞。

　kac量bicii　kU拡（書くべきこと），？lribi－

　cii，jaN．（入れるべきである）など。

bideetiN⑪（名）弁才天。七福神の一つ。

bideetiNgumui⑨（名）弁才天を祭った池。

　弁天池。首里にある。

biibii⑨（名）吹いて鳴らす類の玩、具。また，

　笛の小児語。

biicaa⑨（名）ねずみの一種。普通のねずみ

　より小さく，奥気がある。これが鳴くと噴

　嘩日論が起こるという俗僑があり，，iiku－

　tu　katari（いいことを語れ）　とい5まじ：

　ないを唱える。

hiiguda”taN③（名）備後表の畳。　biiguii

　（備後薩）で作った畳。

b隻i琶麟量⑨（名）備後繭。勝連村・与名城村。

　具志川村などで栽培されていた。biigU－

　musiru（備後表）を織る。？ootuuziN，

tuuziNiiともいい，その髄は燈心にする。
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biNta

bilgUinus量ru（①　（名）　備後表。　biigu蕪　（備

　後門）で織ったむしろ。一般に琉球表と称

　しているものは七日繭で作るもので，それ

　は　ミaci昼　とい5。

biima⑨（名）かすり模様。？三野bii鵜＆（矢

　がすり），marubiima（丸模様のかすり）

　など。

biiraa⑪（名）弱虫。弱い者を罵倒してい5

　語。　＜biiru。

blirakwa”ara⑪（副）へなへな。ぐにやぐ

　にゃ。柔らかく力のないさま。～s3eeN．

　へなへなしている。

biiru⑪（名）eみる（海松）。海草の名。◎

　くにやくにやし，て弱体の者。足腰の立たな

　い者。

b編i⑰（名）二瀬。（（　nj　））参照。

一bika”aN（助）ばかり。ばかし。　saataa～

　namijUN．砂糖ばかりなめる。　bikeei，

　bikeeNともいう。

一bike「ei（助）ばかり。一bikaaN，　一一bikeeN

　ともいう。また，文語では一bikeiとなる。

　？ukwaa＄i～1〈adi．お菓子ば2｝、り食べて。

　kadi～，u沁ee，wata，jaNzuN　doo。食べ

　てばかりいると腹をこわすそ。

＿bikeieN　（助）　＿bikaaN，　一bikeei　と同じ1。

　’warabi～gika．iUN．子どもばかりを使う。

binasaliaganag．a①（名）不便だったり不足

　したりすること。

binasaN①（形）eふつつかである。不調法

　である。普通のレベルに達せず，用をなさ

　ないことをいう。　nUU　siMitiN　binasai一一

　biikutu．何をさせてもふつつかですから。

　㊤ひよわである。病弱である。duunu～．

　体がひよわである。

hinasawaQsa①（名）不行きとどき。不調

　法で行きとどかないこと。

binuci⑨（名）辺野喜。（（地））参照。

biN⑨（名）便。手紙。たより。binoo？ami．

　たよりはあるか。

biN⑨（名）紅。染料の紅，食：紅，口紅など。

　また，紅色。

h量N⑪（名）瓶。

1｝皇N⑪　（名）二二茂。　《地））参照。

biNbiNja’ajaaem（名）赤い模様のある着物

　の小児語。赤いおベベ。biNは紅の意。

biNboo⑨（名）〔薪〕口ぐせのように：貧乏な

　ことをこぼす者。貧乏なことはhwiNSUU

　という。

biNdaree⑨（名）金だらい。

biNduku⑱（名）三三。横根。多く花柳病

　に起因するもの。

biNgata①（名）∈）染め物の柄の名。布の上

　に型紙を置き，その上から紅の染料を塗っ

　て，花鳥由水などの模様を染めつけたも

　の。◎biNgatawataziNと同じ。

b量Ngataw＆taziN⑪（名）biNgataのwata－

　ziN（冬の礼服）。首里の上流婦入が着用

　したもの。

b量Ngi⑪（名）えのき（榎）。

biNkuu①（名）［弁にi］能弁。口が達者なこ

　と。

biNkuumuN⑪（名）能弁な者。口の達者な

　者。

biNnutaki⑰（名）弁が長。弁の御岳。首璽

　の東側にある由。

biNri⑰（名）便利。～nεしmuN・便利なも

　の。

biNrOO⑲（名）植物名。積榔。のやし。　ku－

　ba（びろう）と似ているが二種。

biNsibui⑰（名）紅のしほり染め。女の子

　の着物の模様の名。

b梱轟⑥（名）［二水］酒を入れる錫製の器。

　背が高く，上部の口の部分が細くすぼまつ

　ている。一対あって，？ugwaN（願）。婚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翫　礼などに用いる。口に木の栓をして，その

　上を赤紙・黄紙を璽ねて折り剥げたもので

　おおう。

biNsja①（名）［弁者］能弁な者。雄弁な

　者。

b重厚a③（名）蟹。：耳の前に垂れた髪。また，
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hiNtoo

　顔のその部分。

biNtoo①（名）弁当。

蟻N鐵i⑨（名）［搾取］結婚式で三三九度の

　杯を敢り交わす時，そばでbiNsii［瓶水］

　を持って酒をつぐこと。またその役。十四，

　五歳の処女が行なう。花嫁は花婿の家族と

　も杯を取りかわす風がある。◎酌婦。料理

　屋の売春婦。

biNyiki③（名）［難附］頭髪用のねばり強い

　固形の油。ポマードのようなもの。

biNyuru⑨［蜜頭塞］biguru　と岡じ。

biQeeeN＠（副）ちょっと。ちょっぴり。ほ

　んの少し。biQceeNgwaaともいう。saa－

　taa～。砂糖ほんの少し。～，jaree？aN．

　ほんの少しならばある。～dukiti　kwi－

　ree．ちょっとどいてくれ。

跡QceeN3waa①（副）ほんのちょっと。ちょ

　っびり。ほんの少し。～dil？aru．ほん
　　　　　　　　　　　　ド
　の少ししかない。～dulciti　kwiree．ほん

　のちょっとどけてくれ。

biQeiN⑪（名）［劉珍］紙入れ。財布。

biQseeCO（名）いたずら。ふざげること。

　～　SjUN・

嫉。曾eek3鵜kee④（名）いたずらしたりか

　らかったりすること。～sjUN・

biQsuu⑪（名）（口をゆがめて）軽蔑の情を

　表わすこと。また，羨望して，やきもちを

　やくこと。岡焼き。いまいましそうにする

　こと。～sjUN．いまいましそうにする。

biQsuuguc韮◎（名）軽蔑して，またはいま

　いましげに，ゆがめた目。

biQteeN①（副）げんなり。しょんぼり。力

　なくしおれたさま。’wataRu～natOGN・

　おなかがすいてぺしゃんこになっている。

bira⑭（名）ねぎ（葱）。3iibiraともいう。

biragaramaei⑰（名）料理の名。ゆでたね

　ぎで魚肉を巻き，味喰煮にして酢時日曾をか

　けたもの。

一biree（接羅）付き合い。また，仕えること。

　くhwiree。　dusibiree（友だち付き合い），

　tunaibiuree（隣との付き合い），　situb鋤ee

　（姑への仕え方），，utubiree（夫への仕え

　方）など。

bitabita①（副）のりのついていない，柔ら

　かい霜の感触。？iicu～kaiki　horohouro．

　絹はビタビタと柔らかい肌ざわりで，甲斐

　絹はホロホロと衣ずれの音を立てる。

b量taraasjaN⑪（形）めめしい。優柔不断で

　ある。いくじがなVl。

bitataikaataiCO（副）しなびたさま。病人

　の皮麿などが弾力がなく，しわがよったさ

　ま。～s500N．しなびている。

bitalaimUN①（名）いくじなし。

もimtai盛駕①（名）よれよれの着物。のりの

　付いていない着物。

b：taSa＝juNco（自＝raN，”ti）しなびる。

　生気が衰えてしぼむ。植物・人闘などにい

　う。

biwa③（名）びわ（繊把）。

biguru⑨（名）［蜜頭盧］神を祭ったところ

　にある円形の石。仏像の形はしていない。

　biN7，uruともいう。？ugwaN（努努）を

　してそれが聞き入れられれば，軽く持ち上

　げられ，聞き入れられなければ重くなって

　持ち上げにくいとい5。その揚合は，供物

　を堅甲にしたり，物知りに教えを乞うたり

　して，軽く持ち上げられるよう手を尽す。

bjoobu⑪（名）屏風。普通はnoobuとい
　う。　しかし乳様風はciNbjoobu。

bjooci⑨（名）病気。’jaNmeeよりも上贔

　な語。

bjooniN⑨（名）病人。’jaNmeemuNは病

　弱な者，病気がちの者の意。

bjuu①（名）廟。王の理工を祭ったところ

　など。また，那覇久米村にはkuasibjuu
　（孔二子潮）がある。

bONbON①（副）たぶたぶ。水などが満ちあ

　ふれているさま。“kaanu　mi多ee　caaga・，，

　“～sjoON．”「井戸の水はどんなか。」ドいっ

　ぱいあるej
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boo⑥（名）棒。荷物をかつぐ棒，武徳嗣の

　棒など。buiの項参照。

beo⑪（名）はかりごと。たくらんで，だま

　すこと。～sjUN・はかる。だます6～

　saQtaN．はかられた。だまされた。

hoo？a”gaien（名）増長…。つけ上がること。

boobOO⑥（名）坊や（小児語）。

boocaku④（名）〔文〕忘錦。’UNzi～na－

　saki　ciri’」＆kar＆．〔恩義忘却情け切れ

　やから（大川敵討）］恩義を忘れ情愛のな

　くなったやつ。

boeci“raass（名）わがまま者。強情老。boo－

　cirimUNともいう◎

booeirimuN⑨（名）わがまま者。強情者。

booduisii”dui⑨（名）（∋乱暴を働くこと。

　O勝手に他人の物を持ち去ること。

hooduvu（D（名）練乳。外来語か。

beogai①（名）冒上に対して鼠暴を働くこ

　と。

boohujaa⑪（名）ぼうふら。棒を振る者の

　意。那覇では？amlnuQkwa（雨の子）と

　いう。

boO＝juN⑨（他＝raN，＝ti）奪う。ふんだく

　る。？NbajUNは文語。

bOOMaamb（名）丸い球。球形のもの。橋の

　らんかんの擬宝珠（ぎぼし）などをい5。

bOONIuu⑨（名）bOONtaa　と岡じ。

もoosi⑪　　 （名）　　〔新〕　　帽子o

booslcinaa⑨（名）霞由労働者。棒だけを

　持ち，それを尻に敷いて雇5人の来るのを

　待つ，最下魍の勢働者。立ちん坊。

boosjUU①（名）芒種。ご十四節の一つ。小

　満（sjuumar）とともに沖縄で最も爾の

　多い季鎌。

hooz3a⑨（名）坊や。小さい男の子の愛称。

　その敬語はbo◎zuu（ぼっちゃん）。

bOO多i④（名）（∋坊主。僧侶。◎坊主頭。ま

　た，幼児などの頭。

もoozimaa⑨（名）棒縞の藩物。白地に黒の

　太い縞が縦にあるもので，青少年の夏の着

　物。

booginadii⑰（名）産剃り。／」・児が生まれ

　て七亜聖に初めて産毛を剃る式。boogi

　（頭）を剃るとい5ことばを避けて箆a戯

　（撫で）といったもの。

もoozi①r量③（名）棒切才し。　bUNziriともい

　う。

boOZヂS量⑪（名）豚の背中の肉。豚肉中最も

　上等。豚ロース。

boozuu⑨（名）目上の家の小さい男の子の

　愛称。ぼっちゃん。平罠が用いる。

boroNborON①（副）つづみの音。1日麿3月

　3日には平民の媛たちがつづみを打ち，歌

　を歌って遊ぶ習慣があった。

一bu（接躍）分（ぶ）。10分の1の分攣を表

　わす単位。？icibu（1分），　gubu（5分）

　など。

buci⑨（名）鞭。竹などの細長い棒。

hug．i⑥（名）仏。～nu？usii・仏の教え。

bugidaN⑪（名）仏壇。先祖代々の位牌をま

　つってある壇。仏像はないのが普通。たん

　すの形のものもあるが，多くは家に戸棚の

　ように作りつけてある。

b羅eigee⑪（名）気分が悪いこと。また，貧

　血。卒佳彗。臼まい。bucikUNよりも程度

　が軽い。～najUN．気分が悪くなる。貧血

　を起こす。卒倒する。？aNrnasja　sjUNと

　もい5。

bugiiN⑪（名）〔文〕［物縁］（物との）縁。？aa

　’Nzoosaja　・vnu　neejabiraN，　mu7yuktt－

　itUN　husaaraN…［ああ無月さや物縁
　の無いやべらぬ　物作りともふさあらぬ…

　（花売之縁）］ああ，かわいそ5なことに物

　との縁がありません。作物を作ってもうま

　くいかず…。

bueik秘N⑨（名）e卒倒。気絶。　Qcunu～

　natOON・人が卒倒している。㊥気分が悪

　いこと。元気のないこと。～’j　ataN．気

　分が悪かった。

bucirii⑪（名）不潔。きたないこと。　cirii
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　（きれい。清潔の意）の財。～簸乱癒Qsi．

　きたない手をして。

bucuui⑨（名）発育が悪いこと。発育不良。

　一cuui＜euujUN。～na’war我bL発育が

　悪い子供。

bu2eesagi⑨（名）いやいやながらの挨拶。

　不快そうな挨拶。また人に挨拶を返さない

　こと。無愛想。～箆a燃UN．無愛想者（？ee－

　soomuciの対）。

hu2eesOO＠（名）無愛想。～na．無愛想な。

b”hjoos量⑪（名）折が悪いこと。あいにく

　なこと。，iih500si（婦機会）の対。～，ja－

　teesa’jaa・あいにくだったねえ。

bui①（名）棒切れ。短い棒。長い棒はb◎o，

　竹などの細い榛はbuciという。～muQ－

　ci？uujUN．棒切れを持って遺いかける。

　～saani　sugujUN．棒切れでなぐる。

b磁①（名）腸あげ。罰として行なら。b滋一

　dooともいう。～giCUN．脈1あげにしてこ

　らしめる。

一hui（接尾）ぶり。一huunaaともいう。？U－

　hUQcubul（おとなぶること）など。

biiidoo⑨（名）胴あげ。くbui　doo（buiだ

　ぞ）。罰として行なった。bu1コ口じ。

bukaQkeo⑨（名）不格好。～na．不格婦
　な。

bukarii⑨（名）不吉。縁起の悪いこと。

　1｛arii（慕例）の対’。～na　kutu。不吉なこ

　と。

buki⑰（名）桃色。5す赤い色。淡紅色。

　buki？iruともい5。．

buki？iru⑪（名）bukiと同じ。

hukubukuu⑪　（名）bukubukuzaa　と同

　じ。

類uktibukuzaa⑥（名）茶を泡立てたもの。

　茶せんで茶を泡立てて，椀に盛り上げ，そ

　の上に南京豆などを置く。夏の清涼食贔と

　して，女・子供などに婦まれる。bukubu－

　kuuとも㌔・5。

bukukuci”th（名）e不愉｛央。～na　MiiN一

　1〈ai？玲ci．不愉快な目に会って。◎病気な

　どで，気分が悪いこと。～，ja拡廓ga？i－

　hwi’3uk虞3kutu　nootaN．気分が悪かつ

　たが少し休んだので薩つた。

bukutoo①（名）でぶ。ぶくぶく太った人。

b駆ku賢⑨（名）不器罵○～難a　mUN．不器用

　な者。

bUN⑨（名）e身分。～nu？aru　Qcu．身

　分の高い人。◎身分にそなわる鹸位。贔

　格。名分。～？utusjUN．晶位を落とす。

　徳をなくす。～taCttN．（事が明らかとな

　って）名分が立つ。samureenu～mu－

　CUN・士族としての身分と品位を保つ。

　4iizanu～mucijuusaN。兄としての貫
　緑を保てない。㊤分。分け前。取り分。ま

　た，分量。～nu？uhusaN．分墨が多い。

buNiar7＞（名）盆。孟蘭盆会。？usjooroOと

　もいう。

もuN①（名）盆。食：器などを載せて運ぶ遵具。

bUN2agai⑨（名）二分が上であること。

b穏NC量蒼⑪（名）文鎮。

もuN黙㌃b〔滋⑨（名）盆の費絹。

bUNkaku⑨（名）身分と家柄。～nu？aru

　Qcu．身分や家柄のよい人。　caaru～RU

　muNga。どんな身分・家柄の者か。

buNk臓⑩（名）文庫。書類を入れる箱。本

　箱。

hUNma「eian（名）盆の市。盆のために開か

　れる市。盆に稽いる器具。食品・玩具など

　が売られる。

buNme’e⑪（名）盆の前。年の暮れととも

　に最も忙しい時。

buNmueaa⑨（名）気取り麗。四緑を示した

　がる者。贔格。体面を保ちたがる者。

buN獄譲⑨（名）［凡人］位のない普通の士

　族。

buNnoO⑨（名）煩悩。心を煩わして，悩む

　こと。？uja～Qkwa　cikusjo◎．親は子

　のために心配するが，子は親を思わず畜生

　同然。　　　　’
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bUNsaN⑩（名）庭池の中にある石。

buNsee①（名）文才。～nu？aN．文才があ

　る。

buNtuku⑨（副）髪が乱れているさま。ぼう

　ぼう．。kay我Zj　N～natoosa．　髪がぼ5ぽ

　うになっているよ。

bUNpee⑪（名）分際。身のほど。

bu駕多ヂkee（名）盆の時1に使う金銭や晶物。

buNzi’ri⑰（名）盆を期限とする半年の決

　算。下阪りの意か。

buNziri①（名）棒切れ。いったん工作した

　棒切れをい5。そうでないものはki圭Z三垣

　（太切れ）。

一hUQkwa（接羅）ふくれたところ，かたまつ

　たところなどの意を表わす。ciibUQkwa

　（乳房，おっぽい），hanabUQkwa（鼻のふ

　くれ，鼻），taabUQkwa（たんぼ，田がか

　たまってあるところ）など。

bUQpoo③（名）仏法。学問ある入の使う語。

bUQtakwa”Qtaan（副）べたべた。粘りつく

　さま。

’bUQtarakoo＠（名）でぶ。でぶちん。丸丸

　と太った者。子供などについていう。bUQ．一

　tarakuu　ともいう。

bUQtarakuu③　（名）　bu（装arakoo　と岡じ。

bUQtee⑨（名）でぶ。太った者。　bUQtara－

　kooともいう。

わUQ磁①（名）捨てることの小児語。　　～

　sjUN．捨てる。パイする。

bUQIUU⑨（名）」（しくふくれ上がったもの。

　いぼ。こぶなど。

bUQ加uhwi、Q搬u⑪（名）いぼいぼ。丸くふ

　くれたものがいくつもあること。また，そ

　のさま。また，いくつもあるいぼ。

bura①（名）法螺（ほら）。ほら貝の笛。綱

　引き・村芝居など，にぎやかな行事に吹き

　鳴らす。

buraa①（名）gakubura（楽器の名）を奏

　する楽人。

一buraari①（接羅）不足。　tiiburaarii（手

　不足），1〈amiburaari（栄養不良），　kuN－

　ciburaarl（根気不足）など。

buraa＝vijuN①（霞＝1’il－aN，畿（lti）足りな

　くなる。不足する。haNmeenu　buraaQ－

　toON。食：糧が不足している。

burabura①（副）eよろよろ。ふらふら。

　よろめいて歩くさま。’wiiti～酔ってふ

　らふら。◎よちよち。幼児が歩くさま。～

　？aQeUN．よちよち歩く。

burabUraa？aQci⑨（名）よちよち歩き。

buragee⑨（名）㊦法螺貝。笛としてはbu－

　raという。◎体が大きいのに僧の役にも

　立たぬ者。うどの大木。

b双ra圭i◎（名）色気違い。色情狂。　bura？ii

　かもしれない。男についていう。：女につい

　てはkuibuyiなどという。

buvaisaraiG（副）老人・病人などがひよこ

　ひよこ歩くさま。

burasaN①（形）力逮・修養などが足りな

　い。また，頼りない。安心して任せられな

　い。，wakasanu～．若いので頼りない。

buri一（接頭）むらがる意を表わす接頭辞。

　bux’ibusi（群星），　buri？Nma（その項参

　照）など。

buribusi①（名）群星。たくさんの星。　tiN－

　nu　tvja　’jumiba　’jumarijuN，　？ujanu

　’jUSigutuja，jUMiN　naraN．〔天の群星や

　読めば読まれゆん　親の寄せ言や　読みも

　ならぬ］天の群星は数えれば数えられる。

　親の教訓は数えることもできない。

burigiidaei①（名）身の毛がよだつこと。

　ぞっとすること。～sjUN・

burigiida＝euN①　（自＝talT，＝Qei）　buri－

　giidaei　sjUN　と岡じ1。

burli⑪（名）無礼。失礼。敬語はguburii。

　～na　MUN．無礼な者。　kunee三aa～Qsi．

　先だっては失礼した。

burijasiei①（名）ひとところに密集してい

　る家。多くは貧民窟。

burikiQ）（名）〔新〕フ“i］．キQもとをまsicita一

137



もurik韮多eek穫

　Nganiといった。

buriki4eekiian（名）〔新｝ブリキ屋。

buriniA’gu①（名）人が大勢集まること。～

　’jaN．たいへんな入出だ。

buri2Nma①（名）群れ罵の意。競罵が終わ

　つたあとなど，たくさんの馬が入り観れて

　駆けること。～sjUN・たくさんの罵を走

　らす。

busahuu⑨（名）無作法。ぶしつけ。～na・

　無作法な。

b額sata⑰（名）〔萩〕無沙汰。元来はsataN

　neeN．　とし、う。

buseewee⑪（名）ふしあわせ。不幸。～na

　Qcu．不幸な入。

busiCO（名）達人。武芸。唐手などのすぐれ

　た者，大力のある者などをいう。武士の転

　意。

bu瞬ei⑰（名）好きでないこと。きらい。食

　べ物についていう。その反対はZOOgU．

　，waNnee　sakee～，jaQS＆a。わたしは酒

　は好きじ：やないよ。～na　saki　siira（≧tL

　きらいな酒を強いられて。

busizOO⑪（名）［不修行］不粋。やぼ。琶

　闘知らず。busizooniiseegwaa．世間知ら

　ずの膏二才。～na　muniikata．不群なも

　のの言い方。

一busjaN（接躍）たい。…したい。勤詞の「連

　用形」について希望の意を表わす。？icibu－

　sjaN（行きたい），　miibusjaN（見たい）

　など。’uiui　miibusjatakutu？NzaN．

　踊りを見たかっだので行った。，uduinu

　miibusjaN．踊りが見たい。，udul　miibu－

　sja　s3eoyu（ミ。瑳．閉りを見たがっている

　入。

busjoo⑰（名）物覚えが悪いこと。～na－

　toesa．物覚えが悪くなったよ’e子供など

　についてはsjoonu　neeN。といら。

buta一，一・buta（接頭・接尾）豚｝ま？waaと

　いうが，複合語にはbuta？aNda（豚の

　油），butaju（豚の油），　sjuubuta（豚肉

　の塩づけ）などの語がある。

buta？aNda⑨（名）豚の油。ラード。　buta－

　juともし・う。

buta「？aQtaml⑪（名）豚肉。

butaa⑨（名）でぶ。太っちょ。

buiaaku⑰（副）太く。繹く。butakuと同

　V．　butaku〈butasaN

bulaju⑨（名）buta？aNdaと同じ1。

butaN①（名）牡丹。観賞馬に庭に栽培す

　る。

b織姻koo⑨（名）菓子の名。米の粉をおも

　な材料にして，牡丹の花の形に作って彩色

　したもの。祭記屠。

buta＄aNco（形）太っている。肥満してい

　る。bueaku　najUN．太る。

翌｝utee①（名）舞台。

butee＝jUN⑨（自＝raN，”ti）muteejUNと

　同じ。

butibutiku①（副）でっ＄．り。太っている

　さま。～sjOON。でっぷりしている◎

butuもutuu⑨（名）e豚の白い脂肉。◎脂

　肪ばかりのもの◎㊧ぬかるみ。泥檸。～

　1〈UUZUN．ぬかるみを漕ぐようにして行

　く。泥檸ひざを没する。

裏繊uu①（名）太った者。でぶe　kweetUU

　ともい5。

huu⑪（名）水。湯の小見語。　buubuuとも

　いう。

buu＠（名）入夫。人足。

もuubuuew（名）水・湯の小児語。　bUUと岡

　じ。

buubuu⑨（名）吸血療法（buubuunuzi）

　に用いる竹筒。

bUU郵UU①（副）激しく風が吹くさま。ま

　た，虫などが群がって飛ぶさま。びゆう

　びゆう。ぶんぶん。

buubuudaku⑩（名）凧の一種。四角い大

　きなたこで，紙ひもがついており，それ

　がbuubuuと鳴る。
buubuunuzi⑨（名）民閻で行なわれている
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buzi

　吸並療法。欝血した所を少し傷つけ，短い

　竹篇（これをbuul）UUという）に泡盛を

　入れて火をつけ，竹筒の中の空気を稀薄に

　して傷口に押し当てて，吸血を行なうも

　の。

buubuutuubee⑩（名）ぶんぶん群がるこ

　と。虫などが乱れ飛ぶこと。また，子供な

　どが群がること。～sjUN・ぶんぶんと群

　がる。

buusaamp（名）じゃんけんの一種。虫けん。

　N本本土の虫けんとは逆で，親指は人さ

　し指に，入さし指は小指に，小振は親指

　に勝つ。子供は一塞勝負，おとなは二塞勝

　負で事を決する揚合が多い。酒宴などで興

　を増すために行ない，負けた者が酒を飲ま

　されたりする。buusaagaRasii（菩薩）が，

　親指・人さし指・小指の三本を出しているの

　で，それに由来する語だという説がある。

buusaaganasi董⑥（名）菩薩様。

bttusagsva’asaen（副）がやがや。大勢が騒

　ぐさま。～sjUN．

buuwapa⑪（名）人足労働。いやしい下等

　の労働。

buzi①（名）無事。変事・過失などがないこ

　と。～jat＆N。無事だつた。～ni　gica－

　ga’jaa．無事に着いたかね。
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c，　g

eaa⑥．（名）茶。

eaa⑨θ（副）いつも。常に。～？anu　mici

　tuujUN．いつもあの道を通る。～ja
　？anee？axaN．ふだんはそ5ではない。

　◎（接頭）いつも…し通し．…し続けの意

　を表わす。caa？azikai（預かり通し），

　ea．a？iel（行きっぱなし，行ったつきり），

　caahwiNgi（逃げ通し），　eaahaaee（走り

　続け）など。

caa①（副）ど5。～ga．どうか。どうだ。

　～ga　sai．いかがですか。目上に対して男

　力｛、、う。　女童ま　～ga　tai。　と㌔、う。　～　dee－

　biruga．いかがですか。～ga’jara・どう

　なのだろう。～？atee￥inuga．どうした

　らよいかしら。多く女が欝’う。～Qsi．ど

　5して。なぜ。～Qsi？aN？」　uga．どう

　してそう言うのか。～sjuga．どうする

　か。どうしょうか。～Nnal’a．N’．ど5にも

　ならない。～NneeN・どうもない。何と

　もない。大心心だ。

一caa（接尾）たち。ら。複数の人を表わす。

　，warabiNeaa（子供たち），？ujanucaa

　（出たち），dusinueaa（友人たち）など。

　複数の入を表わす接尾辞には一taaとい5

　形もある。

eaadiNee（副）イ可とも。　caadUNdiNともい

　う。

eaadUNdiN①（副）何とも。～？j　araN．

　何とも言えない。nuudUNdiN？jaraN．

　ともい．う。

eaagana①（副）どうにか。なんとか。～

　nard‘　ni・なんとかならないか。～＠sL

　どうにかして。？uraNdaNkai～（≧si？i－

　karija　saNga’jaa．西洋に何とかして行

　げないかなあ。．己

caa錘①（名）いぬまき。横の一一種。太材は

　固く淡黄白色で，沖縄産の最上の用林とな

　る。

caag三baajaCP（名）caagiの柱。

㈱ahwiihwii⑨＊（副）ごたまぜ。まぜこぜ。

　区劉なし。平等。緩消し。caahwiitooと

　もいう。’iiQeUN’．i　anaQeUN～．善人も．悪

　人も一一緒くた。？weel〈iNeUN　hWiNSuu－

　munUN～．金：持ちも貧乏者も平等。？ira－

　tai　？iraacai　eaQsaga　natoota　’waka－

　raN瓢ga，　Raa～’jaa．貸したり借りた

　りいくらになっているかわからないが，も

　う毒消しだね。

caahwiitoo⑨（副）caahw圭まhwiiと岡じ。

一¢aai（接点）e切断したもの（木の枝。砂糖

　きび・布など）を数える接尾辞。30センチ内

　外の長さのものを多くいう。cucaai（一切

　れ），tacaai（二切れ），　cucaainakara（一

　切れ半）など。◎田畑の小区画を数える接．

　尾辞。cuc漉（一枚）の中のわずかな颪積

　をい5。

eaal＝jUNO（自＝raNt＝ti）2湾える。火につ

　いて多くいう。姿が消えることはmiiraN

　najUN．（見えなくなる）などという。　caa一

　訟igikatai．消えたりついたり。

caajutijaa⑨（名）湯こぼし。飲み残しの

　茶をあけておく器。づu爵aa＜’jutijUN。

caakabi⑪（名）紙の一種。わら製で，黄色

　がかって．いる。茶・菓子などの包装や，張i

　り：子などを張るのに用いる。

caakasi⑨（名）茶かす。茶がら。

caaki⑨（副）すぐ。じき。瞬9Uの方が上

　品な語。hwiNbinoo～～．返済はすぐに

　するもの。

eaanagur嚢⑨（名）茶のおり。　gu擁は，か

　す・沈澱物。

caa蹴“『轍⑨（名）茶柱。俗に吉ジ』とする。
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　　　　コcanutue艮

caaN⑨（名）ちゃぼ（簸鶏）。

¢aaNkaaN①naraN⑨（句）どうもこうもな

　らない。どうしょうもない。

caaraa⑪（名）油’いため。油でいためたも

　の。

caaracaara⑪（副）油で揚げる時の音。

caam！①（連体）どんな。～，wakiga．どん

　なわけか。～？aNbeega．どんな按配か。

caas圭CO（副）ど点して。～？aNsjuga．ど

　5してそうするか。

caasiN①（副）どうしても。～？ICUN．ど

　うしても行く。

caasiNkaas韮N①（副）どうでもこうでも。

　何としても。

¢aasi多潅⑪（名）消し炭。

caas．iuka①＊（副）どれほど。どんなに。～

　？UQsj　aga　5aa．どんなに嬉しいだろう。

caa＝sjUN①（他説aN，＝ci）消す。火につ

　いていう。

cabUN⑨（名）茶盆。

eadaki⑨（名）どのくらいの丈。どのくら

　いの高さ。長さ・へだたり。～？aga．ど

　のくらいの丈があるか。

cadee⑪（名）茶托。

cadooguen（名）茶道具。茶器。　cabUN（茶

　盆），cuukaa（急須），　cawaN（茶碗）の

　類。eawaNdooguともいう。

¢agatoo⑪（名）どのくらいの遠さ。どんな

　遠方。どんなに遠く。～，jatiN？iCUN．

　どんなに遠くても行く。

cagwasi⑨（名）茶菓子。

¢ahaN（¢（名）脚絆。　cahwaNともいう。．

eahwaN⑪（名）cεLhaN　と岡じ。

eahwi⑰（名）caQpiと同じ。

cak翌①（名）e客。　O娼妓の客。

cakueakUU＠（名）軽はずみな者。そそっ

　かしい者。そこつ者。eaQkujaaともい
　う。

cakiimaga①（名）嫡孫。嫡子の嫡子。　ca－

　kusi？Nmagaともいう。

cakusi①（名）嫡挙。家：をつぐ」蔓男。　caQci

　〔嫡系］とも、・5。

cakusi？Nmaga（S）（名）cakumagaと同じ。

ea㎜isi①（名）どれほど。いかほど。～nu

　l〈utu．どれほどのこと。～najuga．ど

　れほどのことができるか。大したことはで

　きまい、，

camis韮k舞①（名）どれほど。いかほど。大

　したことはないの意で多く用いる。cami－

　sikaa？araN．大したことはない。～nu

　mUNga．いかほどの者か。大した者では
　ない。

canagi⑪（名）どのくらいの長さ。どれほ

　どの長さ。～？aga．どのくらいの長さあ

　るか。～？atiN・どんなに長くても。

canu①（連体）どの。～Qcu．どの人。

eanubaaG）（名）どの揚合。

eanugutoON⑲（〈canu十gut◎ON）どんな

　である。どんなふうである。（ただしこの

　形ではいわない）　canugutooru．どんな。

　どのような。canugutooga．どんなか。

　どんなふうか。

canugatooruu⑨（名）どんなもの。どんな

　ふ5のもの。～ga．どんなふ5のものか。

canugutu⑨（副）どのよ5に。どんなふう

　に。どんなに。～Qsi　sjug＆．どうい5ふ

　うにしてするのか。～？UQsjaga’jaa．

　どんなに嬉しいことか。

canujeo①（名）どのよう。．やや文．語的な

　語。～na。どのような。～nしどのよう

　Cこ。　　caaru，　C＆】nugutooru，　canugut雛

　などというのが普通。

cam？QeU⑪（名）どの人。その揚にい合わ

　せない人をさしていう。面蔚ではzinUQCU

　という。

canug．jaku⑨CO（名）どれほど。どのくち

　い。分字。程度などについていう。～nu

　kuむoo？araN．大したことではない。

canusjuka①（副）caasjukaと同じ。

canutuci①（名）いつ。なんどき。
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caN

eaN①（名）喜旧離。＜＜　ag　））参照。

eaN①（名）喜屋武。（（地））参照。

eaNcaN2Nma「gwaaen（名）お悉ちやの小

　馬。動かすとチャンチャンと鳴る仕掛けが

　あるのでいう。

caNdaka§ii⑰（名）とうごま。箆i麻（ひま）。

　ひまし油を取る蓋物。果実は金米糠状で，

　美しいのでzurigwaamUQkuuともいう。

eaNkuruu⑪（名）滋強のする賭けごとの

　名。ceATkurUUともいう。拳で勝った者

　が皆から集めた一厘銭を手にのせ，蕊霞の

　上に軽く投げ，裏返った．ものを駁る。皆が

　順次残った銭で同じことをする。明治の中

　ごろまで旧正月に行なわれていた。

caN㎜嚢sac量①（名）喜屋武綺。沖縄本島南端

　の岬。

caNna①（連体）どんな。　caaruを多く用

　いる。

eaNnagee⑥（名）どんなに長い間。どのく

　らいの時闇。～ma（），cootaga．どんなに長

　く待っていたか（疑問および反語）。

eaN職agi＝ju“N⑨（他畷我N，”ti）　うっちゃ

　る。投げ捨てる。捨ててしまう。？UQcaN－

　91ijiユN　　ともし、う。　　？aNneeru　，uueirisa－

　bagwaa　nuu　sjuga．　eaNRagiree．　’jo－

　s50k三，joosjoki？uri　sitiNRa，joo…そん

　な緒の切れたぞうりなど何になる。捨てち

　まえ。まてまて，それを捨てるなよ…（廃

　物利用の歌）。

eaNneeru③（連体）どのような。どんな。

　～kutuga。どんな之とか。

eaNpuruu⑨（名）料理名。豆腐・野菜など

　の合いため。中国からの借用語らしい。

caNtu④（副）ちゃんと。きちんと。予想し

　た通り。k＆r農ziN　ci黙級N～（≧＄i？il｛ee。

　髪も着物もきちんとして行け。

caQci⑪（名）こ嫡系］嫡子。あととり。ca－

　kusiともいう。

eaQc隻2usiku賊⑨（名）嫡子をないがしろ

　にして次男などを立てること。廃嫡。

6aΩkujaa㊥（名）おっちょこちょい。そこ

　つ者。

eaQpeeVU⑰（連体）どのくらいの。どれほ

　どの。～MUN，jaga．どれくらいのもの

　なのか。

eaQpi⑨（名）どれほど。どのくらい。　どれ

　だけ。量・大きさ・程度などについてい

　う。～？aga．どれほどあるか。

eaQsa⑪（名）どれくらい（の数量：・程度）。

　どれほど。いくら（の直上）。？unu？ijoo

　～ga・その魚はいくらか。～？UQsjaga

　jaa．どれほど嬉しいだろ5か。

eaQsaN①（副）いくらでも。無制限に。ど

　れほどでも。～koojUN．いくらでもたく

　さん買う。

caQsaNkaQsaN①（副）いくらでも。無制阪

　に。やたらに。～kooinee　rnucijuusaN．

　いくらでもやたらに買5と持ちきれな

　い。

一cara（接尾）按司（？azi）の意。，wal〈acara

　（若字謎），，unazara（按司の妻）など。

easakii⑨（名）どんなに多く。どんなにた

　くさん。どれほどの羅。～nu　Qcunu
　cootaga．人がどんなに多く．来ていたか。

cataN③（名）北谷。〈（　nj　））参照。

catoo⑥（名）［茶湯3霊瀞に供える茶。普通

　は？ueatooとL・う。

cawaki⑪（名）茶請け。普通？ucawakiを

　多く用いる。

cawaN⑨0（名）茶碗。茶を飲む器。◎（接

　尾）飯などを数える語。一杯。cucawaN

　（一杯），　tacawaN（二杯）など。上層の人

　は飯を　？ubUN？ucawaN　（misizawaN）

　に盛るのでこう数えるが，下層の人は？a－

　ramakaiに盛るのでcumakai，　tamakai

　のよ5に数える。

cawaNdoogu＠（名）茶器。　eadoog：uと同

　じ。

¢ee①（感）おや。おお。まあ。珍しく思った

時，感心した時などに発する語。男女とも
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gib圭ta圭2uub丑

　使ら。～hwirumasii　MUN．おや，珍し

　い。～curasaN，おお，美しい。

ceNkurUu⑨＊（名）caNkurUUと嘩1じ。

ceQkuNsiN①（名）こ接貢船］進貢：船（C圭N－

　kUNsiAT）を迎える名田で，敵討中津へ行

　く船。貿易を行なうのが目的で，聖慮は目

　実のために提げたもの。

一gi（接尾）一つ，二つ…の「つ」に当たる。

　ものの数・年1齢などを示す。tiigi（一つ）

　からkukunugi（九つ）まで，および？i－

　ku¢i（いくつ）に付いている。

gibaci⑨（名）つばき（椿）。

ciba＝juN①（富＝raN，”ti）がんばる。精

　出して働く。c圭bajumi．鋤いているか。

　隠下の働いている者へのあいさつ。主上の

　鋤いている人へは，？ucibalmiseebiimi．

　とし・う。，3aa？ajameeju，，jagati　cina－

　muraja　tajuizima　demunu，　？ucibai－

　misjoori？utumu　sjabira。［やああや前

　よ　やがて喜名村や　たより島だいもの

　御気張よめしや5れ　御供しやべら（大川

　敵討）］ねえおかあさん，やがて着く強磁

　村は縁故のある村ですから，がんばって下

　さい。お供しましょう。

gibana⑪（名）あざみ。とげがあるので，

　，Nzigicaa（とげの付いたものの意）とも

　い5。

cibana⑪（名）知花。《糊参照。

cibanajaei⑪（名）知花焼き。中頭郡美里

　闘切知花村に産する焼きもの。土と焼き方

　に特色があり，珍重された。

gib蓋①（名）㊦玩。～gieiisijUN．尻餅をつ

　く。　～nu　kaQSεしN．（女が）　貰1が軽い。　浮

　気である。（gibigaQsaNとは異なる）◎

　器物などの下部。底・末端。㊧末尾。結

　茱。しまつ。～訟u鷺eeN．あとしまつをし

　ない。～NciriraN．煮えきらない。あいま

　いではっきりしない。cibiN　cir1raN（気

　味も切れないの意か）ともいう。㊧びり。

gibigaQsaN①（形）気軽に動く。

gibihugibaaki①（名）e底抜けのざる。◎

　転iじて，しまりのない者。助力のしがいの

　ない者。

gibikuci①（名）尻と口の意。つじつま。次

　の句で用いる。～nu？ataraN・つじつま

　が合わない。尻とllとが合わない意。～一

　nu？aaraN　とも㌔・う。

gibikukui⑰（名）しめくくり。結末。結

　着。

gibikusu①（名）びり。また，最下等のも

　の。

gib董kUSUU⑪　 （名）　（≡）慌tia　くtt㌔、を　しな、、こ

　と。また，その者。〈◎仕事のしめくくりを

　しないこと。また，その考◎⑤びり。びり

　の者。

gibinizirii⑨（名）いざり。膝行。また，い

　ざる者。幼児の膝行はgibiSUNcaaとい
　う。

gibinugajaa③（名）入の失敗などのあとし

　まつ。尻ぬぐい。また，尻ぬぐいをする

　藩。

gibinuguOsui⑨（名）喧騒骨。

gibinumaai⑰（名）直腸（の粘膜や筋層）。

　～nugasjUN．脱肛する。

gibinti｝nii⑨（名）肛門。

gibi？NbusaN①（形）無精である。骨惜しみ

　をして働かない。尻が重い慧。

cibiQsaN①（形）きびしい。厳格である。

cibiraasjaN⑪（形）きびきびして気持よい。

　てきぱきしている。かいがいしい。

警i魏sagui⑪（名）ようすをこっそりさぐる

　こと。

9董bisazk’aa⑰（名）尻がやせてとがった者。

gibisuNeaa⑨（名）㊦いざり。膝行。幼児な

　どがすわったままで進むこと。また，その

　者。◎仕事などのしめくくりをしないこ

　と。また，その者。

g蜘蓋ta圭①（名）尻べた。尻たぶ。尻の肉の

　垂れ下がった部分。

φb丑ta量？猛u媛⑰（名）尻の方にさがった帯。
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£鐸）鷺a賊嚢a

　またそのような，男のだらしない格貯。

慰物taK南①（名）調べた。尻たぶ。尻の肉

　の多い部分。

雪鑓》itaQcuuew（名）尻のとがった者。尻のi薙

　き出た者。

£ibitaQtttU（ff（名）　うつぶせになり，尻を高

　く持ち上げること。

eibitugalaa⑰（名）寝てばかりいる無精

　者。ものぐさ。尻がとがっているため坐れ

　ないかのように，寝ている者とい5意味。

cibjooO（名）仮病。みその病気。　gukuL

　jaNmeeともLxう。

・c油joo㊤（名）気のやまい。気やみ。心配か

　ら走藍こる病気。神経衰弱。cijamiともい

　50
sibα①（名）e壺，？a綴ag沁u（油壼）など。

　◎酒杯。

£ibu①（名）つほ。灸をすえる場藤。灸点。

eibu①（名・接羅）蝉。土地の面穣の単位。

　口語では畝。段などは使わず，すべて坪で
　L、　う　。　　cugib9　　（一坪），　　tagibu　　（二坪）　　な

　ど。

gibuditkuru①（名）eつ1警どころ。灸点。

　灸穴。◎急飯。nucidukuruともいう。

elbui①（名）壷折り。着物の裾を折りから

　げること。尻からげ。擁｝全体を折りまげて

　帯にはさむ。H本流に後ろの裾だけをから

　げることには，jamatugibuiという。

gibujajac圭①（名）壺屋焼き。　gibuja（那覇

　の近くの地名）で焼く鯛器。

gi’bajamac蓋⑨（名）鞠継母。瀬戸物市。～一

　獄ユ｛ぎuto◎＄a．足の踏み場もない。

gibumi⑨（名）蕾。多くはmuQkiluとい
　う。

gibu＝nuNtw（霞＝maN，謹）蕾む。蕾とな

　る。gibudi，uru　hana。〔つぼでをる花］

　蕾んでいる花。

¢Sburu⑪（名）e頭。つぶり。nynu　’janu－

　N・頭が云い。～nu？NZill｛iwadu興UR

　？Nzucuru・（諺）頭（かしら）が動いて始め

　て尾（手下）も動く。◎ふくべ。ひよらたん。

　実は若いうちは食：馬にし，熟したのちは中

　をくり叛いて容器とする。また，その容器。

　形が頭に似ているのでい5。杓子型のもの

　をいい，ひょうたん型に中央がくぼんだ形

　のものはhjootaNgiburuという。

giburugaQpai⑪（名）鉢合わせ。二人が頭

　をぶっつけ合うこと。

giburuguu⑪（名）頭。多くは卑称として用

　いる。～，waraxiN　doO．頭を割られる

　ぞ。頭をたたき翻ってやるぞ。

9量burujaN⑨（名）頭痛。

giburu？Nbuu⑨（名）頭が重いこと。頭が

　重く気分がすぐれないこと。

giburusaaee⑪（名）子供の競技の名。帽子

　とりに似て，稲手の頭に触れたら勝つ泥棒

　競技。一saaeeはさわり合い。

giburusjookaN⑨（名）［頭傷寒コ脳脊髄膜

　炎。脳膜炎。

giもuruwaaee⑨（名）ごつた返しの混雑。

　狭い揚所で大勢がひしめき合5こと。頭の

　謝り合いの意。

giburuwal⑪（名）頭割り。人数割り。gizi－

　waiともいう。

gieaga＝jUN①（弛＃raN，純i）つけ上がる。

　増聴する。

9董。鼠蕩無3UN④（他＝raN，＝ti）押し上げる。

　背負っている子がずり落ちそ5な時に押し

　上げる縞合などにいう。

gicagimoosjagi①（名）告げ口。陰日。

eicaramuucii①（名）cil〈aramuueiiと岡

　じ。

ciearukakka①（名）（貧乏で，または旅先

　などで）着替えのないこと。着たきり雀。

　～Qsi？aQCUN・着替えのない生活をす

　る。

cicasaNan（形）近い。　eikasaNともい5。

e量ca2uNpadaN⑪（名）御近親。近い御親

　戚。？UNpadah’は親戚の敬語。

9藍¢董⑨（名）e（天体の）月。◎（麿の）月。
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9igiN

giei2aki＝．iuN①　（弛＝raNt＝ti）　さっと開け

　る。荒荒しく開ける。

gici2atai⑪（名）突き当たり。行きどまり。

gici？ata＝juN①（霞＝raN，＝ti）e突き当た

　る。衝突する。◎行きづまる。

cieibizri①（名）聞き惚れること。

gie量busuku⑨（名）早麓。月不足の意。

cicieakuN①neeN⑨（句）聞きたくもない。

　聞き苦しい。聞くにたえない。

gigieidui⑨（名）飼鶏（taucii）で，けんか

　をけしかけるため，一羽を捕え，他の一羽

　をつつかせること。また，その鶏。gigici－

　dujaaともいう。

9韮gicidujaa⑪（名）egigiciduiと岡じoO

　転じて，相琴…にけんかをB一　しかける者。

9｛｛｝ic嚢N＝cuN⑪　（イ也　：kaN，瓢。圭）　喉きこむQ

　盛んに咳をする。

gigi＝euNen（勉＝kaN，＝ci）e（人・ものを）

　つつく。また，こづく。こづきまわす。O

　ついばむ。（鳥が）つついて食：う。

gigi　・CUN⑨（イ也＝｝〈aN，；ci）咳きこむ。続け

　さまに咳をする。saQkwii～・咳きこむ。

gig蔓gani①（名）つり鐘。つき鐘。

eicigUN①（名）聞いただけで返事をしない

　こと。相手にだけ言わせ膚分は黙っている

　こと。

cieigurisjal①（形）聞きにくい。　よく聞こ

　えない。

cieigutu①（名）聞きもの。音楽など聞いて

　楽しいもの。

gicihanagee⑪（名）突き放し合いの意。遊

　戯の名。柑対して一方の手で縄を引き合

　い，他方の手で突き合う遊び。

gicihana＝sjuN①（他；saN，＝ci）突き放す。

　突っぱなす。

gicihuga＝sjuN①（他”saN，＝ei）突いて穴

　をあける。

eicihuri＝jUN①（慶＝raNt二ti）聞き惚れ

　るQ聞いてうっとりする。

gicihsv韮⑨（名）月日。

gicijUNhwiijiiN⑪（副）月を数え，日を数え

　て待つさま。待ちに待って。指折り数えて。

gieikami＝juN①（倦＝raN，＝ti）（頭上のも

　のを）頭で突き上げる。

gieikaNsi＝．IUN①（他：1’aN，”ti）おっかぶ

　せる。次から次ぺとおっかぶせる。sigu－

　tu～・仕事を次から次へとおっかぶせる。

　cii～。乳が出過ぎて，小児がのどをつ

　まらせる。

gleikazi⑨（名）月影。

cleikeesige”esi①（副）何度も聞き返して。

cicikee＝sjUN①（他＝saN，＝ci）聞き返す。

gicikuc量⑨（名）付け根。　mumunu～．も

　もの付け根。

gicikuci⑪（名）終点。行き着く崩。

gicikuzi＝jUN①（弛＝raN，＝ti）突きさす。

　突いてくじる。

cicimaa　・juN①（他＝raN，＝ti）聞き回る。

　秘密などを，あちこちから欄き出す。

ci¢imaeigee①（名）聞き間違い。

gicimi⑪（名）月晃。

9韮9蓋m壼⑨（名）包み。glgiNと岡じ。

gic嚢muee⑪（名）毎月一回開く組織のmuee

　（無尽講）。

9藍einagami⑪（名）月見。

clcinaga＝sjuN①（他；saN，＝ci）聞き流す。

　聞き捨てにする。

gigini①（名）狐。沖縄にはいない。人をだ

　ます動物として話に出る。

gic韮nii　en（名）戊（つちのえ）。十干の一つ。

eieinikusaN①（形）聞いて腹が立つ。聞い

　ただけでも粘い。

gieinu？amagasa⑰（名）月蛾（つきがさ）。

gieinujt・u⑨（名）月夜。

gicinukaaziem（名）月ごと。毎月。

gieinlunuN⑨（名）月のもの。月経。　zuu－

　9unic三ともいう。

9量gi；nuN（①　（イ｛整　＝maN，＝di）　包む。

gicinutu⑥（名）己（つちのと）。十干の一つ。

gigiN　au（名）穏み。包んだ物。　gigimiとも
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c葦eiNtaa

　い5。？ueukwiiziciN．（ふろしき包み）

cieiNtaamp（名）eiiciNtaaと同じ。

9韮ci輯⑨（名）月末。つきずえ。

gigisinli①（名）e言行をつつしむこと。つ

　つ七み。o物忌み。

gig董s孟二nuN①（他＝maN，篇di）eつつしむ。

　礼をつくし，気を付ける。ひかえ麹にす

　る。◎物忌みをする。

gie蓋sk’u⑨（名）〔文〕〔月代〕尚巴二王が守

　護神として祭った神の名。～nu　mamui

　sidakasanu　mamuN　mikazi　tiriwatati

　ku短ja　marumu。［月代の守り勢高さの

　真物美影照り渡て麟やまるむ］月代の

　神の守りであり気高い偉人である尚巴四王

　の御威光が噴いて瓢はよく治まる。尚巴志

　王の蕪山統一をたたえた歌。

clcisjuuvaasjaN（D（形）聞、・て味がある。

　聞いて心をひかれる。聞きがいがある。

cici2nbi¢（名）聞き覚え。前に聞いて覚え

　ていること。

eici2uja①（名）〔文3父親。

c量d？utu・s麺N①（他・saN，・ci）聞き落と

　す。聞きもらす。

gici2Uiisi⑪（名）揚き臼。＄il’S？UUili（据り

　霞）に対してい5。

giciwai③（名）月割り。月の数に割りふる

　こと。

c董ciwaki①（名）聞き分け。了解し得心する

　こと。～nu　neeraN．聞き分けがない。

　わからず量である。

c量。蓑waki＝jUN①（億＝raN，”ti）聞き分け

　る。聞いて納得する。？iiwakiraa　cici－

　wal〈iti　tUl’aglee．筋を立てて謡した揚合

　には，聞き分げておくれ．。

gicizimu⑨（名）近付レて来る人の心。次の

　句で用いる。～du　ka捻asja・近づいて来

　る者はかわいいQ

cieizooziCO（名）聞きじょうず。

c韮＝eUN①（態＝kaN，＝ei）聞く。音・話を

　耳にする。また，尋ねる。また，承諾する。

1〈iQsa　cicaN．さっき聞いた。　cikasjUN．

　聞かせる。また，話して閣かせる。cika一

　痴UN　イ．聞かれる（受身）。ロ．聞．こ

　える。（cikw涛UNは有名になるの意。）

　ci1臓a　cikU　tUl｛uruni　vitii’i．（諺）人の

　非難・悪口などは，聞いたら聞いた所で聞

　き捨てにせよ。人に伝えるとやっかいが起

　きる。cika翼miNl〈uziraa　huunu？aN．

　（諺）聞かないつんぼはしあわせである。

　聞けば綾を立ててやっかいになるだろ5。

　cieuru　nauwnu？ireejumi．聞いている

　着が答えるものか。聞こえながら知らぬ振

　りをして返事をしない考を皮肉に言ったこ

　とば。cicooti？U（辿S5a　sjOO串iga・聞いて

　喜んではいるが。おめでたのあった人に会

　い，まだお祝いに行っていない謎合にい5

　あいさつ。cicoor1’」OO．おぼえてろよ。

　cici？ucoori．〔文〕おぼえてやがれ。　cika－

　Ndaraa　eikaN　kwaNna．聞かないなら

　聞かないでいやがれ◎

ci・cuN①（自篇kaN，＝c圭）利く。効果があ

　る。kusuinu～．薬が利く。kazi～。ラ秘

　く。ききめがある。効栗がある。（kaziは

　意味不明。単独では馬いない）1〈azi　cieu一一

　ru　kusui．ききめのある薬。eaQsa？圭eiN

　kazee　cikaN・いくら醤ってもききめは

　ない。

gi＝cuN⑪　（畠　＝1〈aN，篇ci）　（∋（寸く。　durunu

　～．泥が付く。（≧cunu～。人が付く。人

　気が集まる。hwiinu～．火がつく。◎着・

　〈。舟・荷・人などが温く。？igi　sjuiNkai

　gicaga．いつ首里に臨いたか。

gi＝eUN①（他＝kaN，＝ei）0突く。槍など

　で突く。O撞く。鐘をつく。

9嚢。蹴通〉（名）月夜。

eidal①（名）落胆eがっかりすること。気．

　落ち。eirudaiともいう。～sjUN．

cidat董①（名）気立て。性質。心だて。～nu

　，ju七a鍾aN。気立：てがいい。

eideektmi③（名）人参。黄大糧の意。
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c銭

gigaa量①（名）交替。

gigaa＝jUN①（自＝raN，＝ti）交替する。交

　替制で仕事をする揚合などにいう。

g韮gaam猛⑨（名）交替。交替ですること。

　～（lsi　katamira。交替でかっこう。

cigakai①（名）気がかり。～na．気がかり

　な。心配な。

cigaki①　（名）心がけ。～nu　’jutasjaN．

　心がけがよい。

c三ga獄弓uN①（弛；raN，”ti）精出す。（仕

　薯などに）励む。

cigar三＝jtiN⑨（臨＝raN，＝　ti）けがれる。

　（宗教的な意味で）不浄になる。

cigee①（名）気分。～nu，jutasjaN。気分

　がよい。～sjUN・くつろぐ。

9喀ee①（名）関節。つがい目。～darusaN．

　関節がだるい。～nu　haNdijuN．関籔がは

　ずれる。

gigeehaNdaa⑨（名）関節がはずれた入。

cigeemi⑪（名）差異。また，間違い。麟gu

　wakajuru？atainu～。すぐ分かるほど

　の差異。saNmiNnakai～nu？ateeigi－

　saN．謝’算に間違いがあったらしい。

gigi④（名）〔文〕告げ。管鍼。

gigi＝juN①（他＝raN，”ti）告げる。知らせ

　る。

gigoo③（名）都合。

gigu⑪（名）しゅろ（綜侶）。

giguci①（名）［津口3商売によい馬所。人

　の多く集まるよ5な藤。さかり揚。もとは

　港の意。

g三gucijuku皿蓋①（名）〔古〕［津i1横葭コ港

　熱管理官。

gigZicigeebaN①（名）〔古｝［津口在番］役

　所の名。港湾繊入管理所。

glgu＝職糧N⑨（飽＝maN，諜di）（口を）つぐ

　む。黙る。

eigutu⑨（名）不吉を予晒する怪しい音。

　夜中に棺桶を作る音。夜中の大勢の泣き声

　など。

cigwaN①（名）祈顯。

cigwaNzu①（名）祈顯所。神に祈願する駈

　一般をい5。

cigweeimUN①（名）なま意気な考。横平な

　者。ciigweemUNともいう。

c董9wee”jUN①（自＝raN7＝ti）なま意気に

　なる。横柄になる。

gihwa⑥（名）津波。（（地））参照。

gikwa⑨（名）淫虐。㈱》参照。

9・ihwahwa⑨（名）つわぶき（植物名）。

gihwanahwa⑨（名）津花波。（（　ts　））参照。

gihwanuku⑪（名）津波古。（（　tW　＞＞参照。

c魚waN①（名）帰帆。中羅・日本本土など

　から船で帰ること。帰国。

cihwee①（名）［気早］意気込みがよvこ

　と。～nu？aN．意気込みがよい。～na

　MUN。意気込みのよい者。

c三hwiziN①（名）［聞得大君〕きこえ大君。

　磁王の祖先を祭る神官。斎宮に相当する神

　職で，史家の宗教的元首である。代代，王

　の娘，寮たは王妃，王の未亡：入があたり，

　全磁のnuuru（のろ）をも統御した。

eihwiz三”’ganasii①（名）cihw韮ziNの敬称。

eihwiziN211duN①（名）［聞得大君御殿］ei－

　hwiziNの住む御殿。また，　cihwiziNの

　敬称ともなる。

eii⑨　（名）∈）撃L。　季L｝f。　～ja「lami．　お乳は

　出るか。～？UCUN．離乳する。乳を措く

　意。～nu？eejUN．乳が幽る。◎乳。乳
　房。

eii　Ch（名）慶伊瀬島。沖縄黍島と慶良間列島

　（kirama）の中間にある小群島。

cil①（名）血。臨液。～nu　hajUN．1血が流

　れる。～hwiCUN．　イ．愈を引く。塩統

　を引く。Pt．（薬などが）気がぬける。

eii①（名）気。「気」に紺応ずるがあまり用

　いず，eimu（心。「貯」に頬応ずる語）の

　方を多く用いる。～ni　kanajUN・気に入

　る。心にかな5。～ni　giCUN．気がつくa

　気にとまる。
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¢ii

cii「」）（名）易。卦。～tati3uN．卦を立てる。

肥最一（接頭）動調の滋につき，…してしまう，

　思い切って…する，軽く…するなどの意

　を表わす。kee一と同じ意味。　ciikeejUN

　（替えてしま5），ciihaCUN（首にかけて

　しまう）など。

gi蓋①e（名）薄。二つ相対して一組となつ

　ているもの。◎（接尾）射のものを数える

　接尾辞。　　？iQgli　　（一対）な　ど。

giice（名）つるべ。井戸の水を汲んで釣り

　上げる桶。農村には横榔の葉で作ったもの

　も晃られた。

e蓋量2akarl⑨（名）乳離れ。離乳。～sjUN．

eii？aN’⑪（名）乳母。　eii？aNmeeの賂。

ci12aNmee⑨　　（名）　　乳母。　　単ζこ　 cii？aN　 ま　た

　は？aNmeeともいう。

eiiba①（名）θ牙。◎犬歯。糸切り歯。

ciibeesaN①（形）気が早い。

¢瀬b蝋～kwa⑪（名）乳勝。盛りあがった乳。

　おっぱい。上品な語ではない。

elieaa⑪（名）：犬の小滴語。わんわん。

ciieaaciieaa⑨（感）犬を呼ぶ声。

¢iici（診（名）　θ景色。　風景。　，iiciici　，jaN

　’jaa・いい景魚だなあ。文語で1まclsici。

　◎〔新？｝眠気。

¢藍ici藩eei⑰　　 （名）　　二丁o

ciieigee＝ju「N（D（露＝raN，＝ti）脱臼する。

e瀬。蕪⑨（名）乳の小児語。おっぼい。

ci量ciikaakaa①（副）食べものが胸につか

　えるさま。食べものがのどにっかえるさ

　ま。karamunoo”v’QS圭k我瓢araN．おか

　ずがないとのどにっかえて食べられない。

ciiciNtaa⑨（名）蟹久貝（さざえに似て大型

　の貝）の蓋。文鎮などにする。ciiciNtoO，

　ciciNtaaともいう。

eiie韮Ntoo⑪（名）e慧ciNta我と同じ二。

cSicoodeeO（名）乳兄弟。乳姉妹。

eiidakamuN①（名）生意気な者。高ぶった

　者。

ciidaka＄aN①（形）生意気である。高ぶって

　いる。

ci最aki①（名）減たけ。身長に合う着物の

　たけ。

ciidarakaa①（副）血だらげ。血まみれ。

　ciidarUkaaともい5。　t・orit三～S300－

　taN．倒れて慮まみれになっていた。

ciidarukaa①（副）ciidarakaaと固じ。

giidico（名）ついで。よいっこう。～nu

　？a恥imUQci　kUuwa．ついでがある時に

　持って来いよ。

c撮00ri①（名）着倒れ。着物にぜいたくし

　て産を傾けること。s3u珈coo～，　naa－

hwaNeoo　kweedoori，　tumaiNeoo，　sii－

　doori。首里の入は着倒れ，那覇の入は食

　い倒れ，泊の人は鋤き倒れ。

clidumigusaCO（名）山止め草。さんしちそ

　う。せり科の多年生草太。葉の汁が止血・

　消毒になる。

戯即⑪（名）蹉味線（saNsiN）の粥。方形

　で角に丸みがある。誌面に大蛇の皮を張っ

　たものはzahwibai（蛇皮張）とい㌔・デ上

　等である。ほかに，紙張りで芭蕉の渋を

　塗ったsibubaiがある。

9蓋嬉a⑨（名）雛。また，Ut　9。研で測った

　量。～nu　taraN．出掛が足りない。

gligaa⑨（名）eおし。　giigUUの卑称。◎

　鳴かないせみ。雌のせみ。

giigaa①（名）つるべ井戸。滑華のないもの

　をい5。滑車のあるものはkurumagaa
　とい5。

c重igas3⑪（名）乳房にできる悪性の腫物。

　乳腺炎。

ciigaziraa⑨（名）乳不足の者。母にも子に

　もいう。　　　　　　’

eiigaziri⑪（名）乳不足。乳が十分罎ないこ

　と。また，乳不足のため，乳児がやせおと

　ろえること。gaziri〈gazirijUN（やぜ紹
　る）。

ci量9tikuei①（名）着心地。
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9赫9u猛⑨（名）おし。唖者。くφgunUN（つ

　ぐむ）。

ci韮9waa⑪（名）小さい乳。少女の乳。

ciigwee㎜uN①（名）eigweeimuNと醐じ。

ciiha・eUN⑪（他＝kaN，＝ci）首にかけてし

　ま5。首にはいてしまう。

ciihaic）（名）こり。　うっ1霊L。　ka七anUL～

　sjOON．肩がこっている。

ciihainiihai①（名）こり。うっ血。　c銭ha量

　を強めてい5語。～nu　cuusaN．　こりが

　ひどい。

cii｝mru㎜a＝sjuNa）（（L9＝saN，　＝ci）着古す。

ciihwaku①（名）［軽薄］｛教慢。～na　niN－

　ziN．傲慢な入闘。

c量｛hw韮cikab瑠（名）罫紙。罫引き紙の意。

畷2叢eu「N⑪＊（自・不規鳳　活用は？iCUN

　と同じ）行ってしま5。思いきって行く。

　行っちゃう。

ci孟？垂ri①（名）気に入った物。お気に入り。

cii？ii’u①（名）血色。～？NzitOON．血色

　がよい。

ciikaki①（名）着始めの毒物。一二度着た

　だけの新しい着物。

cilkasagui¢）　 （名）　海療。

c韮kee篇」ガN⑥（他＝raN，＝ti）替えてしま

　う。替えちゃう。

ci潅ee濡麺N①（勉＝raN，”ti）着替える。

ciiku⑨（名）共謀。ぐる。示し合わせてた

　くらむこと。？UQtaaja～sjooteesa．彼

　らは示し合わせていたのだ。

cilku⑰（名）稽乱～sjUN．

ciiknmuN⑪（名）稽古して習5もの。学問・

　技能・工芸などをいう。’winagunu～．

　女が稽古するもの。裁縫など。

elikwaanii“kwaa⑨（副）つっけんどんなさ

　ま。　～　 sjUNg

ciikweebaa⑥（名）秘書。

ciimuN⑨（名）冬の車衣。裏のない一重の

　冬借。男女用。

glini①（副）めったに。～neeN　kutu．

　めったにないこと。

cliniisaNC｛）（形）気が長い。悠長である。の

　んびりしている。

c曇i疑ukub茎⑨（名）乳首。

eiilllrellliNgwa⑨（名）ちのみこ。乳児。

giinUUIk　ec（名）つるべ縄。つるべの綱。

ciinuwaea（X）（名）e血がさせる業。悪いと

　知りながらやめられぬ悪事。漁統がさせる

　業。やめられぬ喧嘩・放蕩など。◎悪廠が

　もたらす病気。

ciiN⑪（名）織機の籏（おさ）の種類の名。

　経糸880本を通すもの。また，それで織っ

　た布。huduciの項参照。

ciil’u①（名）黄色。

eiiruhacimaci①（名）［種馬3黄色の冠。

　peeeiNのかぶるもの。

ciirukahi①（名）正月などに祭壇と火の神

　の前に供える黄色の紙。白・赤・黄の三枚

　を重ねて供える。

eik’ukarasju⑳（名）うにの塩辛。黄色い塩

　辛の意。

c一葦mNkoo⑪（名）kusicii？ukwaasi（祭麗

　鰐の菓子）の一｛種。ciiSUNkoOと瞬じ。

eiil’1・1・⑨（名）黄色いもの。

ciisagi①（名）〔新3讐察。明治のはじめご

　ろ一時使われた語。

ci養s蕪⑪（名）機織りの器具の名。重い木や

　石に，木・竹の柄を立てたもの。経糸を巻

　いたmacica（巻板）を立てかけたり，あ

　るいは糸を繰る時kana（かせ糸）を掛け

　たり，種々の用をする。

磁s量Nb麺u⑨（名）こ啓聖廟〕siib．iuu（翌

　潮）と同じ。

c三isiQta二舞「N⑪（N　＝ra“r，　mti）ぐったりす

　る。元気がなくなる。

cii＄izice（名）廠筋。廠統。

ciisuNkoO（D　（名）　1〈usicii？ukwaasi　（祭辮巳

　用の菓子の名。その項参照）の一種。落花

　生入りで黄色に赤白の模様のあるもの。

　paaSUNkooなどとともに中富伝来の名と
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　思われる。

g三i捻C旦⑪（名）ついたち。月の第一の縫。

ciitatijaa⑪（名）易者。　eii（卦）を立てる

　者の意。saNziNSOO（三世相）ともいう。

giitee①一siN　giiteeの項参照。

ci藍？u∫a⑪（名）乳母。　cii？aNmee（乳母）

　は雇われて来る者をいうが，cii？ujaはそ

　の限りでない。

e量瑠①（名）系図。

giiz；⑪（名）［i±　］r那覇にあった遊郭の名。

　本土人・中購人。首里郷覇の上流人を相乎

　とした高級な遊郭であった。郡覇には，

　giizi，　nakasima［中臨］，’wataNzi〔渡

　地］の三つの遊郭があり，giiziが高級

　で，nakasimaは露里・那覇根競，’wataN－

　ziはいなか相手と，それぞれ，客の層が

　異なっていた。

c藍量zi蓬搬①⑪（副）〔文〕心が苦しく責めつけ

　られるさま。消え．消えとの意か。’wazimu

　～naruga　siNci．苦しくてわが心が消え

　入りそうな心地。

ciizil　＠（名）春秋に上から羽織る単衣の礼

　服。男女用。貴族は絹，士族は旧辞で作っ

　i・t．　husatuga　’wataziN　？ueihaziti　c2i－

　zi篤9Ukuruni？ucikusitl．［富里がわた

　衣　うちはちて　単衣こころに　うちくし

　て（越来よう節刀窟里（男の名）が晴れ着

　をぬいで，ciiziNのつもりで女に葺ち着

　せて。

¢ijac諺扱abu韮⑪（名）爾力こばらばら降るこ

　とつ小雨a

cijai⑪（名）木遣り。重い冠木を多人数で

　歌を歌いながら運搬すること。またその時

　に歌彊拠kuNzaNsabakuiはその歌の
　名。

cijami①（名）気の病。神遊衰弱。　ci切oo

　ともいう。

c孟joo輌D（名）気の保養。精神的な保養。

gijii①（名）露。文語ではわずかなもの。は

　かないもののたとえとする。sinjuru，wa一

　ga？inuci～hu5UN？umaN．［死にゆる

　わが命　つゆ程も営まぬ〕死ぬわが命は露

　ほども惜しいと思わぬ。～nu？inuei．［露

　の命〕はかない命。

C緬u燃無∫UN（①（他＝raN，”ti）清める。　宗

　教的なけがれをなくす。

ci＝jUN⑪（他＝「aN・＝Qei）切る。輯る。刃

　物などで切断する。

ci＝juN①（他誕raN，＝ci）着る。　ciN～．着

　物を着る。

gi＝jiiN①（自＝1’aN，＝ti）eひきつける。小

　児が高熱でけいれんを起こす。◎手足の筋

　などがつる。

gi＝jiiN①（他＝raN，＝ti）釣る。？iju～．

　魚を釣る。

gika⑨（名）e束（たば）。◎つか。柄。刀

　剣・鎌などの手に握るところ。

cikahwina⑪（名）下辺名。（（地〉）参照。

cika？inaka⑪（名）都（養里）に近いいな

　か。中頭・島尻の一部などをいう。

gikaja①（名）［織屋コ墓のそばに建て，死

　後49H間寝泊まりする小屋。透親の考が

　寝泊まりして霊をとむらったが，後には代

　わりに番人を雇うようになり，その風もい

　つかすたれた。

cikaju＝jUN⑲（自＝raN，＝ti）近寄る。

gika＝jUN⑨（自＝raN，”ti）（火が）つく。

　（燈火が）ともる。hwiinu～．火がつく。

gika＝jUN（D（他＝aN，；raN，；ti）e（入・物

　などを）使5。使用する。hoocaa～・包

　丁を使う。ziN～．金を使う。　tii～．唐

　手をet　5。⑰使いにやる。遣わす。　gikee

　gikajusa．　使いを遣るよ6　gikataru

　？ujanu，jaaNkai？iki．遣わした親の家：

　へ行けの意。燈火に寮って来た虫を殺さず

　に放してやる時に欝うまじない。

gik3＝jiiNCO（霞＝raN，＝ti）e（水中に）つ

　かる。ひたる。◎（漬け物が）漬かる。

eikamagara⑥（名）［近間柄］近親。近い

　親戚。tuumagalaに対する。
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cikami⑨（名）近眼。

¢毒kan1量。韮⑪（名）選遜。

9三kana＝jt・N⑪（他＝aN，漏raN，記t蚤）㊦（家

　畜類を）飼5。O（下男などを）養5。，Nza

　～．下僕を養う。農村では家族を養ら揚合

　にもいうことがある。

gikaneemuN⑪（名）家畜。

gikaneeNgwa⑫（名）養子。養い子。

gika＝miN⑪（他v・maN，＝di）つかむ。普通

　はkagimijuNを用いる。

やkaN（接写）つかみ。　cugikaN　（一つか

　み），tagi1〈aN（二つかみ）など。

clkara①（名）カ。

cikaraa①（名）カのある者。力持ち。

cikaradamxisi①（名）力だめし。

cikaraneuci①（名）力持ち。力のある者。

eikara　nuucii①（名）力餅。旧麿12月8珊

　鬼餅（撮uucii）の臼に作って子供に与え

　る餅の名。その餅はkubaの葉，　saNni“T

　（月山）の葉，一重蕪の葉などで包むが，ku－

　baの葉で包んだ大きいものを特別に作り，

　男の子に与える。それをいう。cieal’a－

　muuciiともいう。

gikar三＝jUN①（自＝raN，＝ti）隠れる。疲労

　する。多く精神的に疲れることにいう。肉

　体的に疲れる意ではkutaNdijuN・，uta一一

　jUNなどとK，・う。　siNdoobikeei　Qsi　gi・・

　kεし1’itOON．心配ばかりして疲れている。

cikasaN⑰（形）近い。　cicasaNともいら。

　tuusaru　？weekajaka　eil〈asaru　taniN．

　遠い親戚より近い他入。

gikas三⑤（名）つっぱり。支え。支柱。つつ

　かい棒。

cikata⑨（名）地瞬。

c張a？weeka⑨（名）近親。近い聞柄の親戚。

　eikamagaraともいう。
9韮k3多aN⑨（名）津嘉山。（〈ILO｝参照，

cika多i＝CUN⑪　　（蓬1　＝1《aN，　＝ei）　 近羊甘く　
。

eikaglki＝．iUl　en（櫨＝raN，”ti）近付ける。

gikaZU①（名）〔塚税］塾地のこと。上最な

　語。

gikee（）L（名）さしつかえ。さしさわり。～一

　ja　neeN・さしつかえない。

g汰ee①（名）0使い。病臥の意。稽事の意

　はない。◎招き。招待。

gikeebinai⑪（名）使い減り。使ったために

　起きる減りや癌み。一binai〈hwinajUN

　（減る）。～NsaN．使ってもへりも痛み

　もしない。

gikeehwikee①（副）っつかえっつかえ。1本：

　をすらすら読めないさまなど。

gikee二juN⑤（自＝］　aN，＝ti）つかえる。　と

　どこおる。支障が起きる。

gikeekata①⑨（名）（人・物の）使い方。使

　用法。

gikeemlci⑪（名）∈）（物・金銭・人などの）

　使い道D環途。使途。◎仕途。仕官の道。

gikeemi4i⑨（名）用水。せんたくなどで使

　う，飲料にならない水。

gikeemuN⑨（名）便潮入。

gikRagi⑨（名）料理の名。魚肉をつぶし，

　にんじん。ごぼうの類を切ってまぜ，油で

　揚げたもの。付け揚げの意。

giki：～ak繍gar群5」11「N①（他＝saN，＝ei）あか

　あかとつける。あかりをつけて，織るくす

　る。raNpu～・ランプをあかあかとつけ

　る。

gikibi⑨（名）つけ火。放火。　hwii多ikeeと

　もいら。

gikidaki⑪（名）つけ木。苦竹（にがたけ）

　の皮で作ったので，gikidaki（つけ竹）と

　いう。

gikidakigwaa⑪（名）マッチ。

gikigusu｛⑰　　 （名）　　つけ薬Q　　夕お用薬o

giki＝．；u照①（他＝1’aNt＝ti）∈）イ寸ける。duru

　～．泥を付ける。◎藩ける。huni～．船

　を着ける。（着物には言わない）㊤（燈火な

　どを）つける。hwii～．イ・燈火をつけ

　る。火をともす。”・火をつける。roo

　～．ろうそくをつける。tee～．たいまつ
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　をと竜す。㊨種付けをする。交尾させる。

　？waa～．豚を交羅させる。

giki＝juN①　（他m「aN・”ti）濱ける。ひた

　す。また，漬げ物を漬ける。migiNkai

　ciN～．水に着物を漬ける。

gikimuN①（名）漬け物。雷の物。　kooru－

　mUNともい5。
gikina①（名）漬け葉。曳け物朋の菜。

e鰍iN⑨（名）津堅農。沖蝿本島勝蓬岬（ka－

　QciNnumisael）の南方にある島。また，

　津堅。《地＞＞参照。

gikituduki＠（名）e最後のしまつ。あとし

　まつ。⑭老後の論るべ。㊧お返し。お礼に

　物晶を返すこと。

ciku⑥（名）菊。

eikudUN⑨（名）［筑登之］位階の名。最下

　位の位階で，王子から数えて九番臥墨之

　子（satunusi）の次。

cikuduNpeeeiN⑨（名）［筑登之親雲上3位

　階の名。王子から数えて六番醸で，ciku－

　dUNが昇進してなる。

eikuduNsizi㎜iev（名）［筑登之筋躍ciku－

　dUN［筑登之］になる重族の家柄。　satu－

　nusisizimiとともに，譜代の士族の家柄

　である。

gikuku⑨（名）ふくろう。みみずくはma－

　jaagikuku　といらQ

gikunaamuku「naa⑥（副）くしゃくしゃ。

　もみくちゃ。くgikunaasjUN。

gikunaa＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）e（紙など

　を）しわくちゃにする。eikunaasaQt，ooN．

　しわくちゃである。◎丸める。たたまず

　に，一一つにまとめる。

cikuN①（名）〔気根］元気。～nu　giCOON．

　元気がある。

¢ikuNbueikuN①（名）元気のある時とない

　時。

gikuraew（名）魚名。ぼら。

gikUiti①（名）極致。　kutubanu～．ことば

　の極致Qことばで言い表わせることの最

　上。kutubanu　gikuree’eezinu　lcami・・

　zuu，　hakarigutunu　gikuyee　muraba－

　xunu　hjaatuzi．ことばの極致は八角瀬の

　亀千代，計略の極致は村原の比屋の妻◎い

　ずれも組踊りの内揚人物を言ったもので，

　その組踊りの名はそれぞれ，忠臣身替と大

　1擁謡講。

璽泳u蕪①（名）羅馬。出費。ついえ。？iki－

　ranu　gikuvee？araN・少少の費絹では

　ない。nuunu～ga．何でそんなに金がか

　かっているのか。

gikuri＝jUN①（露＝raN，二ti）費用がかか

　る。金がついえる。kunu，jaa　gukuiNdi

　ziibUN　gikuriもooN　doo。この家を建て

　るのにずいぶんかかっているぞ。

eikusaziSS（名）［筑佐事］廃藩前の二宮。

　警吏。捕縛吏。その長は？uhueiku［大
　筑］。

¢ikusjoo⑪（名）畜生。また，畜生のような

　奢。

eikvas．loogilrmaa⑨（副）畜生のようなさま。

　無慈悲なさま。～sjUN．むごいことをす

　る。～，？UNna　kutunu　najumi．畜生の

　ように，そんなひどいことができるか。

cikusjoomuN⑰（名）不人情な者。残酷な

　ig．　saasa，　’junagatasanagata　’watsT

　tatitii，～・サーサ（拍子），．一晩中わた

　しを立たせておくのか，ひどい人。（遊女：

　が客を恨んだことば）

giku；sjuN①（他＝saN，：ci）尽くす。　kOO

　～・孝を尽くす。

ciku？U；aki⑰（名）［菊御酒コ1臼麿9月9臼

　の重購の節供の酒。菊の葉を入れて霊葡に

　供え，一家の無事息災を祈って飲む。

Plkugikuco（副）つくづく。よくよく。

eikwii①（名）聞こえ。評判。また，外聞。

　～nu七akasaN．評判が高い。

cikwii；声風診（自＝raN，　＝七i）e嚢tに聞こえ

　る。評判が高くなる。有名になる。◎合点

　が行く。うなずける。cikwiiraN　kutu
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　？jUN．合点の行かないことを言う。

cikwiitamuNCb（名）世に聞こえた者。有

　名な人。

gimagu9）（名）ひづめ（蹄）。

gima量⑨（名）詰まること。窮すること。困

　窮。

gima；jttN⑪（霞＝raN，＝ti）（）詰まる。金：

　銭。ことばなどに窮する。gimaieiQeoeN・

　窮しきっている。◎詰まる。（穴などが）

　塞がる。㊤詰まる。小さくなる。（洗濯し

　た布などが）縮まる。

eimakasi①（名）わがまま。勝手。放縦。

　～na・mUN。わがままな者。’jaa？is重kawa，

　’waga　zicini　sumuku　rvnu　’jakara，

　？isuzi　hwicitatl七i　SUNci？iki。［やあ石

　川　わが下知に背く　気まかせのやから

　急ぎ引立てて　そんち行け（大川敵討）］そ

　れ石川（家来の名），そいつはわが下知に

　そむく勝手なやつ，早く引っ立ててひき

　ずつて行け。

gimakuriib三（P（名）つまつL・て較ミぶこと。

　？asimarubi嘆runa～＄iruna［足まろ

　びするな　つまころびするな（銘蕗子）3

　つまついて転ぶな。

chnama①（名）気まま。ほしいまま。～na

　kuyasi．気ままな暮らし。

gimaN＝cuN①（催＝kaN，＝ei）．（洗濯した

　布・衣類を）しわを無くするために，しめ

　して引き伸ばす。

giMal’uu①（名）背たけが低く／」、さい者。4本

　が詰まっていて小作りな者。ちび。

cimi①（名）θ首里や地方の王家筋の宗教を

　つかさどる神女。cihwiziN［聞得大君］に

　薩鎌｝し，勝闘切（lwaaziri）のnuuru（の

　ろ）よりも位が高い。◎〔文〕慰。主君。

　’jaa　hwahwa？ujaju，　tiNtu　zinu　nakani

　eimi？ujanu　ticija　tumuni　tlN　1｛amiti，

　zija　humaNtijari．〔やあ母親よ　天と

　地の中に　君親の敵や　供に天かめて　地

　やふまぬてやり（忠臣身替）〕やあ母よ，

　天と地の闘に君や親のかたきは倶に天を戴

　いて地をふまぬといわれています。

嫉搬i⑨（名）早め。勤務。ある場函に詰めて

　勤務すること。複合語に，’eemaginli（入

　重由勤務），’ju7，iMi（夜の当番。宿薩）な

　どがある。

gi㎜i①（名）e爪。◎紡錘。つむ。糸をつむ

　ぐ機についた鉄錐。’jaamanu～・糸車の

　紡錘。

gimibuukun⑨（名）誌めきりの奉公。昼夜

　詰め切って奉公すること。

gimidima①（名）積み賃。舟の運賃。

gimigukuru（①　（名）　（女郎を）　独占したい

　心。（女郎を）独占したく思うほどの親密さ。

c量mihukui①（名）首里城の建物の名。？U－

　9U多ikuの項参照。

ei㎜ihukui2uzoo①（名）菖里城の門の名。

　？U9賂ikuの項参照。

gimiajUN⑲（直。他＝raN，＝むi）㊦詰める。

　妊地に詰めて勤務する。baNzunakai～・

　役揚に詰める。◎詰めるQ切って短くす

　る◎daNpagi～．髪を切る。φni～．爪

　を切る。㊧（女郎を）買い切って他の客をと

　らせないようにする。7，uri～・女郎を独

　占する。⑭〔文〕払い詰める。思いがつの

　る。sjuimedei錘凱aci　muduru　mieisi・・

　gara，　？uNnadaki　miriba　sira｝〈umung

　kakax’u，　1〈uisisaja　gimiti　mibusjabi一一

　1〈ei・［首里めだいすまち　擾る道すがら

　恩納岱見れば　鷺雲のかかる　恋しさやつ

　めて　見欲しやばかり〕首里での御奉公を

　すまして帰る道すがら，恩納儀を見れば由

　雲がかかっていて，恋しさはつのり会いた

　くてたまらない。

gimikataco（名）爪跡。爪でつけたかた。

　爪による瘍跡。

gimikusu①（名）㊦爪の垢。◎爪の垢ほど

　の小量。

gimimaajaa⑪（名）爪のところにできる腫

　物。
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9im鷺n夏

gim韮n量①（名）積み荷。

gi㎜ituga⑨（名）つみとが。罪科。文語的

　な語。

ghni（tii’iew（名）ある客が一・定期間独占し

　て買い切った：女縣⑫u擁）。gimi一くgiMi－

　jUN（詰める）。

ci距麺u悉（名）奇妙。不．思議。～na　kutu・

　奇妙なこと。

cinlu⑪（名）e肝。肝臓。食物としての，

　豚などの肝臓。◎心6心情。情。kukuru

　（心）よりもはるかに多くes　5。～？uraa－

　1djuN・富分の心を慰める。心を水に浸す

　意。？購taぬee’judi～？uraakira・歌で

　もよんで心を慰めよう。～kw轄UN．情を

　かける。心をくれるの意。mal｛utu　siNzi－

　ginu　’wazimudulNl　kwiraba　muraba－

　yuga　kutux？ijana？UCUI癌毘誠真爽の

　我群ども興らば　村原が事も　いやな澱き

　ゆめ（大1【徽討）コわたしが本当に情をかげ

　てやるならば，女も村原のことを署わずに

　は．置かないだろう。～tagaajUN．心が合

　わない。意志が疎通しない。誤解する。～

　dacux．悲しみでいっぱいになる。憂い悩

　　む。～dal｛arijuN．憂いや悲しみにとざさ

　れる。～ciikeerasjul　．心を三一云させ’る。

　　また，突然狂い鵡す。～tumeejUN．心

　　を取り薩す。乱れた心を静める。～tu－

　meerasjuN．慰めて心を落ち藩かせる。

　　～毛ujaasjuN．心を整える。心配事などを

　処理して，心を安んずる。～tujaasax’aN・

　　心が乱れ，考えがまとまらない。．～tujUN．

　　機嫌をとる。～tUN・teeしUN　kanaaN．何

　　事もままならない。bugiiNnu　neeja－

　　bivaN，　mu7vukuituN　husaai’aN，　mata

　　sj　uu　takiba　？aminu　huigizieai，　kata－

　　gata　一一tuN　tee＋．uN　kanaaraN　’joosi

　　／5a3abiitaN。こ物縁の無いやべらぬ　物作

　　ともふさあらぬ　又塩焚げば雨の降続き：や

　　り　労々肝ともたいとも叶らん様子ややべ

　　いたん（花売之縁）コ縁がないのか，作物
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も5まくいかず，また塩を焚けば雨が降り

続くし全くどうにもしようがなく，途方に

・暮れた様子でありました。～nu　kuihwi－

ci．．心の底から悔いなやむこと。心から

つらく思うこと。～nu　saciniN　kakivaN。

全く気にしない。少しも懸念しない。～nu

sibasaN。心が狭い。　kukuvunu　sibasaN．

ともいう。～nu＄inubarεしN．心にしのび

ない。（見るに・聞くに）しのびない。～一

nu　suku．心の底e　kukuru捻u　sukuとも

いう。～nu　tuukiraN．心が解げない。釈

然としない。kukurunu　tuuk捻a罵．とも

いう。～nu　tukurUN　neeN．心の居漸が

ない。心配などで，心が落ち着かない。～nu

珍uri1．aN．気乗りがしない。心が進まな

い。～nu　neeN．また，～N　neeN．熱

意がない。する気がない。また，冷淡

である。心ない。～NneeN　sika七a．心

のこもらぬやりかた。また，心ないしか

た6～nu’jucajUN．心が合垢また，意

志が通ずる。納得がいく。～noosjUN・

心をとり直す。機嫌を冠す。また，心をな

だめ柔らげる。～noojUN．機鎌が直る。

怒りがおさまる。～hUZuN．満足する。

十分と，思う。　～NhugaN．　満足しない。

～Nhugaxdaraa’joosゴookee．意に満た

ないならば．よして麗け。ev’jaRUN．心を

i覇める。また，後悔する。naNmiNnu　ke－

zoja　sjuinu　X’ezotumuti，　satu　？ukuci

，jaTaci，wazimu’」　anusa．〔波上の開静

や首璽の開静ともて里起ちやらち我
肝病ぬさ］波上の護蟹寺のあかつきの鐘を

勾配の円覚寺のそれと、凹い違いして，恋し

い慰を帰してしまい，二二で心が痛む。～N

saa多aatu　najuN・気もせいせいする。心

もさっぱりとする。～NtaQkuzi「ariiiu

gutoo球．悩みごとで，心も突き破られ

る思いである。～Nciiziitu　najUN．心が

貨めつけられて，心も消え消えになる。～一

N～naxaN．心も心ならず。とうていし



ロ

Clmug秘秘saN

　のびない。とうてい落ち着いていられない。

　1〈urimadijutumiba　NN　・v　naraN，　？i－

　ca　sigana　bi¢ini　hak3reeja　Rerani．〔こ二

　れ迄よと思ぱ肝も屏ならぬいきやしが

　な泓に　計ひやないらね（忠臣身替）コと

　怖しまで（で別れるか）と憩、うと，．とうてい

　しのびない。何とかして濁の計らい方はな

　いものか。～NteeN？araN．悲しみ・

　憂いで心も体もどうにもならない。～N

　moodOO　najUN．心が舌しれ，ど5してよい

　かわからなくなる。～，wajuN．胸襟を開

　く。心を開く。

ci㎜ti’2amazi③（名）心の勤揺。～sjo・N．

　心が動揺している。

cimu？asasaNan（形）浮気である。貞操観念

　が乏しい。mjaal〈uWinaguja　cimu？a－

　sasanu，　？irania4aei　haimiguriba，　’u－

　t篭ユ　m｝ユta　，utu　mutajuu．　　（歌）　宮古の＝多ぐ

　は浮気なので，夫の船がイラマ聴をめぐっ

　て出て行くと，もう，央がほしい，天がほ

　しし・と、・う。

ci㎜U2asigacio）（名）心がいらだつこと。

　一v　sjuN．

eirnu？atigeeQ）（名）あて推量。臆測。．

cimubeesaN⑪（形）目覚めやすい。睡眠中，

　ちょっとの物音で冒をさます。kukuru－

　beesaNともいう。

¢iinubirusaN⑪（形）心カミ広い。度量があ

　る。

cimubutumic蓋（①（名）（希望などで）胸をと

　きめかすこと。～sjUN・

cimucaaganasaNa）（形）うら悲しい。寂

　しく，慰めるものがない。

cimudakudaku⑨（副）胸さわぎするさま。

　胸がどきどきするさま。

eimudaku㎜ici⑥（名）胸さわぎ。不安・

　恐怖などで胸がどきどきすること。～sju・・

　N．

e董muduuien（名）思い通り。考えの通り。

　～nataN．思い通りになった。

cimuee⑨（名）意味。わけ。理由。　kunu

　kutubanu～nu．．，wakaraN．このことば

　　　　　　　　　　　　　の　の意味がわからない。caaru～ga．どう

　い5わげか。～」3neeN・無意味である。

　理由がない。

cimugakai⑩（名）心掛かり。気掛かり。

cimugaki⑥（名）心掛げ。　kukurugal〈iと

　もいう。

cimugaki＝juN⑨（イ胞＝raN，＝ti）心掛ける。

　kukurugakijuN　ともいう。

c韮muganasjaA’⑫（形）．心からかわいい。義

　理で愛するのでなく，心からかわいらし

　い。

eimugasii⑥（名）心の加i勢の意。精神的な

　援助。．慰めたり励ましたりすること。～

　sjUN．

cimuga“TaiimuN⑰（名）cimugawaimuN
　と同じ。

cSmngawairnuN⑨（名）凡人とは違った心

　の者。心掛けが違う者。多くは，いい意味

　に使ら。

clmuguel⑨（名）胸元。みぞおち。’Nnigu－

　ciともい5。

eimugurasaN⑨（形）薄暗い。ほの暗い。燈

　火などが暗く，心まで暗い感じがする意。

cimugnrigiinaa⑪（副）cimugurugi量naa

　と筒じ。

cimugurisjaN⑥（形）不欄である。気の毒

　である。かわいそうである。？aree◎kwa

　slnaei　dUQtu～．彼は子を死なせて，とて

　も不・欄だ。cimugurisii　MUN．かわいそ

　うな者。不二な者。

cimugm．ugiinaa⑰（副）力藁わいそうに。気

　の毒に。不慣なさま。cimugurlgiinaaと

　もいう。～，？ikiNdi？jar＄imi．かわいそ

　うに，ヂ行けし」と毒えるか。

cimugnumuN⑪（名）小心X。内気者。恥
　ずかしがり。

cimuguusaN⑨（形）小心である。気が小さ

　い。また，内気である。
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cimuhukui

cimakuK痴⑪（名）〔文］宿徳：。心の書び。

　？icaxu　kutu？atuti～sjujuga．［いき

　やる事あとて　肝ほこりしゅゆが（孝行之

　巻）］どんな事があって喜んでいるのか。

c三muhwicagi⑨（名）気掛かり。心配。不

　安。

cimu2ieasaN⑰（形）心が癌む。かわいそう

　に思う。気の毒に思う。

ciMl12蓋cunasaN⑲（名）せわしい。心が忙

　しい。気ぜわしい。

cimu2iri⑨（名）好意。親切。心をこめる

　こと。kukuru？iriともいら。～nu　niN－

　nukwaa．好意が過ぎて迷惑となること。

　ありがた迷惑となること。

gimui①（名）e積もること。積み重なるこ

　と。（◎晃積もり。㊧心積もり。あて。

eimujoosaN⑰（形）気が弱い。

ginm＝juN①（露＝raN，＝ti）穫もる。積み

　重なる。sigutUnu～．仕事が積もる。

gimu＝julT①（他＝X’aN，”ti）あらかじめ見

　積もる。心積もりをする。あてにする。

　gim｝lraraN。あてにできない。

C量mukukuru⑨（名）心。心を強めてい5

　語。cimuもkukuruも心の意。～？U－

　caasjUN・心を含わせる。一致協力する。

　～nu’．iutasjaN．心が立派である。

eimlzmajlli⑪（名）心の迷い◎

eimumuei⑪（名）心の持ち方。心掛け。～一

　nu’jutasjaN．心掛げがよい。

cimu㎜uei㎜uNew（名）細い’bの持ち主。

　人情のある人。

ci臓附子agas麟⑥（形）気が長い。のんびり

　している。

cimunigeeen（名）心願。たえず心で顯っ

　ていること。

C孟mumi2amai⑥（名）心・の余裕。心のゆと

　り。

cimunuhwimatw（名）心の余裕。心のいと

　ま。心配事などがないこと。

ci翼温u鞭uk捷si…⑪（名）cimugasiiき岡じ。

eimummubi＠（名）心のゆとり。寛大で，

　むやみに立腹しないこと。寛容。

c最㎜阻nurusaN⑨（形）熱意がたりない。不

　熱心である。nurusaNはのろい。
eimiinLti2innil（①　　（名）　　気のせし、e　～ga　，ja－

　tara，　dateeN　nati　mi恥ta層．気のせい

　か大きく見えていた。

ciMllllYi①（名）〔文〕煙。’juiN？akagiciN

　narisi　？umukazinu　eataN　hwija　nesa－

　mi　sjujanu～．£麿も暁も　　騨！れし悌の

　立たぬBや無いさめ　塩屋の煙（花売之

　縁）3脊もあかつきも馴れたおもかげが塩た

　く家の煙のように立たない臼は無い。

cimusawazi⑨（名）胸騒ぎ。不安。心配な

　どで心が穏やかでないこと。～sjUN。

c韮mus三karaasaN◎（形）心さびしい。　うら

　さびしい。心の底から寂しい。

e三musipusaN＠（形）片意地である。偏臆

　である。

ci］111・siρし細⑥（名）片意地者。偏屈考。

eknutatuu，uci⑨（名）心が迷うこと。心が

　定まらないこと。心の迷い。

c量瓶u磁φ⑨（名）心を一つにすること。醐

　じ心。意見をもつこと。～nati　sjUN・

　心を一つにしてやる。協力してする。

cimu2ub；⑰（名）心おぼえ。心に記憶して

　おくこと。kukuru？ubiともいう。

c嚢mu2uci⑨（名）内心。

cimu？Wii⑪（名）心強いこと。頼もしい子

　を持つ親の気持ちなどをいう。Qkwanu

　suguriti～，jaN．子供がすぐれている

　ので心強い。

cimuwa＄盆mici⑥（名）胸さわぎ。心が落ち

　藩かないこと。楽しいことのために心が浮

　き：立：つ揚合にいう。

c漁田w象sawasa⑰（副）胸さわぎナるさま。

　心が浮き浮きするさま。

ci颯翼awa蓋⑨（名）気にさわること。しゃく

　にさわること。～s5UK．しゃくにさわる。

giMUZi⑨（二名）紬。久米島で産した。
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cinu（luku

¢韮muzuraNeu⑪（名）心がやさしい入。恵

　み深い入。

¢量muz秘vasaN⑨（形）心がやさしい。葱み

　深い。

eimu多urii＠（名）心を合わせること。協力。

　～sjUN．協力する。

eimUZUI■saN⑨（形）心強い。安心できる。

¢ina⑨（名）知名。（地》参照。

gina⑨（名）綱。縄。　naa（縄）と意味は変

　わらないが，ginaの方を多く用いる。強調

　してginanaaともいう。～noojUN。
　縄をなう。

ci皿aa⑨（名）喜名。〈（fy》参照。

書海ahwic圭⑪（名）綱引き。沖縄の年中行事

　の一つ。首里・那覇を始め，各村で夏，稲

　の収穫が終わり，藁ができるころに行なわ

　れた。村で東函が対抗して行なう。首里で

　は，各村が独立して溺偲に行なうものと，

　首里全体が東西に分かれて行なう？aizoo一

　？UUI　na［綾瀬大縄］とがあった。後者は

　首里城正門前にある綾事大通りで行ない，

　最も盛大であった。¢inahwiciに用いる綱

　は，その頭部が輪になり，雌綱（miiNRa）

　の輪は大きく，雄綱（，UUNna）の輪は小

　さい。雄綱の輪を雌輪の輪に入れ，息綱の

　輪に棒（ka煽ciとい5）を通し，雌綱の

　輪と組み合わせる。雌綱，雄綱ともに太く

　て引きにくいので，さらにそれに細い綱

　（£iiNnaとL・う）をたくさん付けて，人

　入はその細い網を引く。三本勝負で，二勝

　すれば勝ち。

£inanaa＠綱。縄。　gina　の意味を強めた

　語。一naaは縄。’janamUN　giriree～ka－

　kajロN．悪春といっしょにいると縄昌にか

　かる。

ginagaaraen（名）短い繕を折り曲げて作っ

　たたわし。saaraはたわし。

gina＝ZUN⑨（他＝gaN，＝zi）（糸・紐などを）

　つなぐ。

ginaZUU⑪（名）布を織り上げて，最戸に巻

　き板に巻いた残りの経糸。つなぎ緒の意。

　つなぎ合わせて遠いるのでいう。

C加ee⑲（名）e滴滴。家族。◎（接尾）家

　族。cucinee（一家族，一家），　tacinee

　（二家族）など。

cineegusi①（名）一家全部が引っ越すこと。

　家族全体の転居。

cineekaizi①（名）家ごと。戸ごと。～？a③

　eUN・家ごとに訪問する。

eineeniNvu①（名）家族。家族全体。また，

　家族の人数。

cineezuu①（名）家族中。一一家全棒。

gin董⑰（名）θ常。平素。　si多ikεしnar圭sumi－

　ri　一vn1　miga　1〈ukuru，　nami　tataN

　mi4idu　lcazija？uφyu．［静なれそめれ

　常に身が心　波立：たん水ど　影や5つるコ

　常に心を静かに持て。波立たぬ水にこそ影

　が映るのだ。◎あたりまえ。並み。普逓。

　㊤転じて，平気。～du’5aru．：平気だ。

cinibu①（名）あじろの冒の細かいもの。

　竹を密に編んだもの。垣や壁などにする。

cinihugaci＠（名）ci撮buの垣根。

c董蕪韮⑨（名）きのえ（甲）。十干の第一。

einiN⑨（名）知念。《地》参照。

C量niN多a’ei⑨（名）知念岬。島尻郡の束端の

　岬。

ginu⑨（名）つの（角）。

ginu？aQtamiem（名）〔古3牛肉。角のある

　ものの肉の意。

einucici①（名）気が利くこと。～llu？aN．

　気が利く。～nu　neeraN　，warabi．気の

　利かない子供。

c｛nuduku①（名）θ〔文・古］残念。tama－

　muranu　’wal〈a？azi　tuinugaeYuraN，

　niburu　miN　niraN　一vdu　’jataru．　［EE

　村の若按司　取逃ちをらん　ねぶる農もね

　らん　気の毒どやたる（忠臣勢替）コ玉村

　の若按罵を取り逃がしてしまって，寝よ5

　にも安心して寝られない。残念である。◎

　〔新〕気の毒。
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cinuku

cinu巌U⑨（名）きのこ。傘と柄のはっきり

　している，いわゆるきのこの形をしたもの

　をいう。したがって，】aSOO？aasa，　mim圭一

　guiなどはeinukuといわない。食：用の

　ものも，有毒のものもさすが，主として食

　用のものをい5ようである。simizi（しめ

　じ）など。

g無u】mata⑪（名）つのまた。海草の名。食：

　用となり，また，糊を作る。

ginumiijaa⑨（名）角の生えたもの。牛・

　鬼など，角の生えて恐ろしいもの。

gi＝nuN⑨（他＝maN，＝5i）〔文〕つねる。

　臼語はgiNgikijuN．　’wagami　gidi’Nci－

　du　’jusunu　？wija　sijuru，　muri　slruna

　？uciju　Rasakibakari．［わが身っで見ち

　ど　他所のkや知ゆる。無理するな浮琶

　なさけばかり〕わが身をつねって飽人の身

　の上を知る。無理をするな。浮世は情だげ

　でもつのだ。

gi＝ntiNCO　（＝maN，　コ戯）㊦（イ也）　積む。　ta－

　MUN～．たきぎを穰む。◎（自）穣もる。

　？arariRu～。あられが積もる。

gi＝nuN①（他＝maN，顯i）（草花・桑の葉

　などを）摘む。

gi＝nuNCO（弛＝　maaN，畷i）詰める。詰めて

　入れる。？uzuu～．重箱に詰める。

ginutatii⑭（名）〔角立コ男の子がi蕪歳に

　なった時，頭のまわりを剃り，さらに頭の

　頂上から前額の方に緬く溝形に剃る古い行

　事。男性を象徴しており，：女の子のsara－

　tatii（その項参照）に対する。

cinutu⑪（名）きのこ（乙）。三千の第二。

ci蹴犠蝋①（名）きのう。昨日。

c磁双聡。ガu⑪（名）きのうきょう。昨今・。

c勉縫登n顯um⑪（名）おとといの晩。一昨

　晩。一昨夜。昨晩は’」職bi。’UQtiinuju－

　ruはやはり一昨晩の意になるが，あまり

　用いない。

ginugeekuen（名）角細工。：角類で器具を

　作ること。また，それを作る人。

eiN⑨（名）cimi（王家筋の宗教をつかさど

　る神：女）と周じ。

eiN⑲（名）着物。衣服。その敬語は’Nsa。

　出物の種類をあげれば，夏物には，男子嗣

　に？irunuciN，：女子用にtanasi，？ee？u－

　buyuuなど，男女用にbasjaaziN，　su一一

　dieiraaなどがある。冬物には，男子期に

　d疑ubuku，？鋤u被uciNなど，男女用に各

　種の，wataziN，また，？aasim疑N，　eii－

　muN，　’wata？iri，　hwiitaa，　riNkwaa

　などがある。春秋には男女罵にciiziN

　がある。それぞれその項参照。

eiN⑨（名）金武。縄》参照。

C掴①（名）金。～？Uk彗魏N。金の粉で漆器

　などに字や絵を浮かせる。蒔き絵にする。

一ciN（接羅）斤。重量の単位（160匁）。？i（≧一

　eiN（一一一一一ff），　haNziN（半斤）など。

一ciN（接尾）闘（けん）。長さの単位。？iQ－

　ciN（一一・ee），　nieiN（＝二間）など。

ciNbaa①（名）〔親金歯。

ciNbaai①（名）金針の意。鍼。鍼術郎が医

　療に使う針。金で造る。

eiNbeeru①？akakoO霊1①（句）あかんべ

　え。べっかんこ。一ドまぶたを指で引き，赤

　い裏を見せ，侮辱の意をこめて擦絶の意を

　表わすこと。beeruは侮辱的な拒絶の意
　を表わす語。？akakooziは食：紅：用の麹。

c演biN⑨（名）［雪餅コ菓子の名。麦粉を水

　でこね，黒砂糖と卵を混ぜて，油を引いた

　鍋で焼いて巻いたもの。

ciNhjoobu①（名）金屏風。　ciNnoobuとも

　いう。

§劔booraa⑨（名）海産の小さい巻き貝の

　名。ほら貝型のきわめてノjxさい貝。にし

　の一種。

eiNbugi⑪（名）見物。～sjUN。

ciNl｝uginiN⑨（名）見物人。

giNbukll⑨（名）釣り竿。

C療buN⑪（名）検分。立ち合って取り調べ

　ること。

158



c｛NnoojaRbaai

ciNbuN⑥（名）見聞。

giN．　burugeeiev（名）でんぐり返し。頭を下

　にしてひっくりかえること。　9iNburu一

　くgibuvu（頭）。

c韮NcaaN①（副）ぎょうり。匿を大きく開い

　て光らせるさま。miir～natOON．目を

　ぎょろりと光らせている。

eiNcihwadaen（名）［衣二半コ衣類。着物。

　衣裳。肌に着けるもの。～nu？ariwadu

　maakaiN？ikariiru。着る物があってこ

　そ，どこにでも行ける。

ciNC．tida「凪ar通）（名）着物の着こなし。一cii一

　くcijUN（着る），一danar圭くtanari（あり

　さま，体裁）。

giNgiki＝ju「N⑨（他＝vaN，＝ti）つねる。指

　先などで強くねじる。

ciNeinaa③（名）ひばり。　ciNeiN　と鳴く声

　から名づけたもの。

ciNciN⑨（副）ピーチク。ひばり　（ciNei－

　naa）の鳴き声。

eiNciNbisja’gwaa⑫（名）足の細い者。悪

　羅として使い，ひばり　（ciNeinaa）の足

　の細いのになぞらえていったもの。

ciNciN？Nma”gwaa⑨（名）おもちゃの馬。足

　に車が付いていて，動くとeiNciNと鳴る

　のでいう。caNcaN？Nmagwaaともいう。

C畑C韮rukガa⑨（名）衣類。着るもの。衣・着

　る皮の意。eirukaaともいう。～N　neeN．

　着る着物もない。

6鯉COG⑨（名）〔薪〕県庁。廃藩当初一時用

　いられた語。のち，1｛iNCOO　というように

　なった。

giNdami①（名）つましらべ。音締め。琴・

　三味線などの音調をととのえること。

C韮NdaN①（名）ciNl’aNと陶じ。

clNdee⑨（名）見台。書物を載せて読む台。

ciNhabu①（名）はぶの一一・一種。金色で小さ

　く，毒が強い。

ciNjaku⑨（名）倹約。政府が行なう引合に

　は敬語にして9U¢iNjakuという。

C軸kaN①（名）金柑。

giNk｛＝jUN⑨（宙＝’raN，　t・ti）つねる6　giN－

　gikijUN　　と岡L二。

ciNku⑪（名）［金鼓］綱引きの時，鉦と太

　鼓を打ち合わせる一種の含奏。首塁・那覇

　の綱引きでは，リーダー格の欝矩が鉦を打

　ち，白鉢巻の四，五十人の青年がそろって

　太鼓を打ち鳴らす。

c量Nkuni”Nglu⑪（名）綱引きの時に，鉦太鼓

　をたたく一団。

ciNkuNslN①（名）［進貢船］進貢船。中鷺

　へ貢物を持って行く船。それを迎えに翌年

　はceQkUNsiN［接貢船］が中園へ行った。

ciNkwaa①（名）かぼちゃ。11aNkwaaとも

　いう。

g董Nmaasaa⑪（名）土や石を積みめぐらせ

　て円形に盛り上げたところ。上に赤木やガ

　ジマルを植えてある。一里塚のように里程

　標としたものと思われる。

giNmaga＝ju”N⑨（自＝raN，＝ti）ひん瞳が

　る。

giNmagaruu⑨（名）eひん曲がること。　O

　寒さなどで，縮こまること。

ciNma㎜・・N（D（名）［君真物］cihwiziN（き

　こえ大君）のかしずく神。すなわち，ci－

　hwiziNに旧く神。神の5ちで最高。

ciNmfi①（名）斤冒。臼方。量：霞。秤で計る

　物の重さ。

ciNmii⑨（名）ciNmiidakaと岡じ。

eiNmiidaka⑰（名）金色の臼をした1隠。　鷹

　のうちで最も上等とされ，高緬なので，貴

　族の子弟が買ってもらうことが多かっだ。

　士族の子弟は値の安いkaglileemii（灰色

　の臣の鷹）を買ってもらった。

giNnaN⑪（名）かたつむり。

ciNnoobu①　（名）ciNbjoobu　と岡じ：。

eiNnooibaai⑪（名）縫い針。裁縫針。普通

　は単にhaaiとい5。
ciN，　noojaabaai⑪　（名）　ciNnooibaai　と瞬

　じe
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giNnuka

giNmiku⑰（名）〔鶴の子〕芋の一種。やつ

　がしら。

ciNnu癒ubi⑰（名）着物の襟。きぬのくびの

　意。

eiNnukUU⑰（名）着物のつくろい。　kUU

　（鑛）の項参照。

giN・・ttAT⑰（名）唾を飲むこと。かたずを飲

　むこと。気をつけて事のなりゆきを見守る

　時などにいう。～s3u凡かたずを飲む。

ciNnusubaa⑨（名）着物の下すそ。子供が

　ふろしき代わりにして物を運んだりする。

ciNnuuu⑨（名）着物のつけひも。子供な

　どの着物に帯代わりにつけるひも。衣の緒

　の意。

φNpee⑨（名）唾。つばき。～tuhweerni－

　kasjUN・唾をぺっとはく。唾は魔よけと

　なるので，怪しいものを晃ればその方向に

　唾をはく。落とし物をすれば唾を手のひら

　にのせ，kizimunaa　kizimunaa　3waa－

　mUN　tumeeraci　kwiri．（きじものよ，

　きじものよ，わたしの物を捜させてくれ。

　kizimunaaは太の精）　と恐い，その唾を

　指で打ち，唾の飛んだ方向を捜す。腫物な

　ども，唾をつけると燕みなどが畢くひくと

　される。

C韮NP畑①（名）近辺。近く。

ciNpoo①（名）近傍。近辺。また，あたり。

　辺。kwazee　maanU～ga。火事はどのあ

　たりか。

giNpuki＝jUN⑪（他＝　raixTf；ti）突き抜け

　る。くぐり抜ける。

eiNraN①（名）金禰。　ci寅daNともいう。

ciNsa⑨　（名）　〔薪〕　検査i。　sato◎ciNsa（砂

　糖の等級を決める検査）などがある。

c玉N5細⑲（名）賃銭。料金。

ciNsiNgai⑨（名）賃借り。料金を出して借

　りること。

ciNsja⑨（名）〔文〕［検者］廃藩溺の役名。

　間切番所に首里からおもむく監督役。

ciNsukoo⑨（名）菓子の名。米の粉と砂糖

　をまぜ，油を入れて練り，型に入れて作る

　もの。油を入れないものはkoogwaasi，

　大きく牡丹の花の形に作って彩色したもの

　はbutaNkeoとい5。各項を参照。

glNtaa⑪（名）次の句で用いる。～keejUN．

　（上が璽くて）ひつくり返る。～keeri－

　jUN．　ともい5。

giNtaalceei⑰（名）（上が重くて）ひつくり

　返ること。

eiMee＝jiziN（①（霞；raNs＝ti）　まるまると

　太る。幼児などについてい5。

giNtu①（副）ぴったり。きっちり。ちょ5

　ど。～？ata七〇〇N．ぴったり合っている。

ciNtUNteN⑪e（副）三味線の音。◎（名）玉

　塞の指を屈伸する小児の芸。にぎにぎ。三

　二線に合わせ’て踊る気持ちをあらわした

　もの。

clNiaci①（名）金武綺。沖縄本務東海岸に

　ある岬。

ciNzi①（名）禁止。文語はcizi。

ciNZII⑪（名）隣の家。隣家：。

ciNzubaree⑰（名）近駈払い。近隣からの

　追放。廃藩灘の一種目私刑。のちには村入

　分をもいうよ5になった。

ciNzubiree⑥（名）近噺づきあい。隣近噺

　との交際。

giN　・ZUN⑰（倦＝gaN，＝zi）旧く“。綿・繭な

　どをつむにかけて糸にする。また，糸によ

　りをかける。

c癬zu多ur姦⑪（名）近飯の集まり。近隣の

　寄り合い。

ciQcuu①（名）吉兆。縁起のよいしるし。

eiQkUiX①（名）e結構。立派。◎堅固。～一

　na’jaa．堅固な家。

eiQpaku⑨（名）潔白。～na．潔白な。

giQpeN⑨（名）〔橘餅コ菓子の名。　kunibu

　の砂糖漬。kuuri～？amasjoogaa．氷
　砂糖に橘餅に甘しょうが。

c義Qtu①（副）θきつく。強く。しっかりと。

　sasinaa　muQei　cikaku　’jutikarani，
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clrasJuN

　mataN　kakusjuraba～kUNsimiri．［差

　縄持つち近く寄てからに又も隠しゆら

　ば　きっとくんしめれ（大川敵討）］捕縄を

　持って近く寄って，またも白状しないな

　らばきつく縛れ。◎きっと。必ず。～

　’jami・必ずそ5か。間違いないか。

gira⑪（名）顔。文語や複合語にはkauと

　い5形もある。～？arajUN．顔を洗う。

　～hurakaraN・会わせる顔がない。穴が

　あれば入りたい。hurakaraNは瀾けられ

　ないの意。～taka？ucagi・顔を高く上げ

　ること。高慢にそりかえること。また，足

　もとに気をつけないこと。

gira2ahwasaN①（形）おもはゆい。恥ずか

　しくて見られない。見る方が恥ずかしくな

　る。

girabui⑨（名）顔をそむけること。そっぽ

　を陶くこと。負けたり面霞を失ったりした

　揚合のそれにいう。

giragiikuN⑪（名）顔をつつ込むこと。乳児

　が母の胸に，また，水泳で水中に顔をつつ

　込むことなど。

eirac．iva①（副）きらきら。光のきらめくさ

　ま。

giradamasi⑨（名）かしこい顔つき。～nu

　？aN．聡明な顔つきをしている。　tamasi一一

　kweekaagiともいら。

g艮ragaku⑪（名）顔の輪郭。顔のかたち。

giragamaci⑪（名）つら。gira（顔）の卑語。

　kamaciは頭の卑語。～，warariN　dQO。

　つらを劃られるぞ。けんかの時のことば。

giragataka③（名）次の句で用いる。，iNnu

　～．縁が顔をかば5。縁のある者は，ひい

　き閉で顔もきれいに見える。一katakaはか

　ばうものの意。

giragwaa⑨（名）次の句で矯いる。～na－

　juN・恥ずかしくて顔を向けられない。顔

　が小さくなる心地がするの意。

girahazikas．；aN⑪（形）おもはゆい。顔を

　見られるのが恥ずかしい。

壷ahUQkwaa⑨（名）不平不満などで，ふ

　くれっつらをした者。

girahuraa⑪（名）駕鹿づら。人を罵倒して

　、・5語。　一huraaくhurijuN。

girakwaahwaa⑪（名）顔がほてること。微

　熱のある時，恥ずかしい時などにご5な

　る。

girajoo⑨（名）泣きそうな顔。べそ。悲し

　そうな顔。

giva．iugusi⑪（名）〔新〕つらよごし。

eiraEiuN①（他＝aN，”ti）嫌う。

girakaagi⑪（名）顔だち。容魏。

ciraka＝sjUN①（他＝saN，＝ci）散らかす。

　とり散らす。

giramiikuci⑪（名）顔色。顔のようす。一mi－

　ikuciは一一・fiすることの意。

giramiQksvasaN⑥（形）顔力ζ憎らしい。

g・iramiQkwee⑰（名）　かわV・らしい者。と

　てもかわいい者。わざわざ反対に「顔が憎

　い者」といった語。

giramukuml⑪（名）顔つき。面梱。つらが

　まえ。mukumiは木目。

giran重co（名）θ長歌。琉歌の長歌。◎連歌。

　琉歌をふたり以上でよみつらねること。ま

　た，よみつらねた歌。

giranikusaN⑪（形）顔が憎らしい。

girantihazi⑰（名）顔に現われる恥。恥ず

　かしさが顔の色に現われること。～nu

　？ariwadu　niNziN，jaru．恥じる色があ

　ってこそ人間だ。

giranukaa？agii⑨（名）つらの皮が厚い者。

　厚顔。あつかましい者。

girasicimilci⑨（名）顔（藤召）を抵当にす

　ること。証文を入れずに町民によって金な

　どを僻りること。

cirasigusui（S）（名）散らし薬。

cira＝sjuN⑨（催＝saN，；ei）（呪物を）切ら

　す。sakee　namaa　ciracoosa．酒はいま

　切れているよ。

ch’a＝sjuN①（他＝saN，：ci）（腫れものなど
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　を）散らす。cirasiguSui　gikiti　kasa～．

　散らし薬をつげてできものを散らす。

⑳a韮aacaa⑨（名）二枚香。内股膏薬。顔が

　：つある者の意。

giratamajaa⑨（名）額と顎が高く，中央が

　くぼんだ醜い顔。

g量rat晦i⑰（名）生き写し。瓜二つ。顔が

　そっくりなこと。那覇ではhainuziとい

　う。

gira2uciki⑪（名）顔つき。

⑳awaa⑪（名）顔の121さ。また，大きい顔。

　また，度胸のある，入前で恥じない顔。反

　対には，glragwaa　najuN．（恥じて顔力｛

　ノ1、さくなる）　とい5。

girawaideogll⑥（名）顔がつぶれること。

　面警を尖5こ口。

giragliraatu⑨（副）爾とむかって。～？ii－

　cijUN．面とむかってののしる。

eiree①（名）してはいけないこと。禁止す

　べきこと。「嫌い」に欝応ずる。

cireemuN①（名）してはならぬもの。経験

　的あるいは迷イ言的理由から禁止されている

　こと。タブー。妊婦の家に表門から入っ

　て，嚢門から隔ること（必ず入った蕗から

　趨なければいけない）など。また，腹をこ

　わした時に？aNdamUN（揚げもの）を食：

　うことなど。

eiri⑨（名）eきれ。布。◎きれ。切れ端。

clri⑦（名）塵。ごみ。～N，jama　najUN．

　塵も穫もれば江1となる。

c圭ri①（名）構。

ciri①（名）霧。

一・モ奄柱¥（接尾）e田畑を数える時の接羅辞。

　枚。cuciri（一枚），　taciri（二枚目など。

　◎切れ。魚・菓子などの切ったものを数え

　る時の接尾辞。（一eaaiの項参照）

giri①（名）連れ。岡伴者。仲間。

eiri2akuta①（名）塵芥（ちりあくた）。

ciribaN⑪（名）こ切板］たばこを刻むための

　切りばん。

chtibaNboocaa⑨（名）たばこを切る包了。

　普通の包丁よりもずっと大きい。

cirlbira⑨（名）にら。

cirig量mi①（名）家計を切りつめて，余裕を

　与えないこと。切りつめの意。夫が妻に金

　を幽し惜しむ揚合など悪い意味に使う。

cirieirii⑨（名）料理名。牛肉を鰭油などで

　妙りつけたもの。ci酒ciriと音を立てると

　ころから名づけたもの。

girideeco（名）［連台］長方形の大きな盆。重

　箱や食器類を載せて運ぶのに用いるもの。

eir三ee⑰（名）打ち合わせ。下相談。

eirihasi①（名）切れはし。重箱につめた残

　りの食：べものの切れはし，横太の切れはし

　など。

cirihukuico（名）塵埃。ちりとほこり。

cirihwa⑨（名）物事・言行のけじめ，また

　は，きり。～nu’jutasjaN．　きりがいい。

　～nu，waQS鼠N．きりが悪いo

cirihwlz量①（名）〔文3塵と泥。　hubana

　saeiziriba　一vlT　gikaN，　siracanija　nabi－

　ci？abusimakura．〔穂目映き出れば塵

　ひぢもっかぬ　白種子やなびち　あぶしま

　くら］稲の穂花が咲き出ると塵も泥もつか

　ずに，稲はあぜを枕にする豊作（でありま

　すように）。

eirii①（名）きれい。清潔。　bucirii（不潔〉

　の対。cil’iiNともいう。～na．きれいな。

eir韮iN①（名）きれい。清潔。～na。きれい

　な。～ni　sjUN．きれいにする。

cirimjUN⑪（自”raN，＝ti）㊦（刀物が）切れ

　る。hasaN（鋏），　hoocaa（包丁），學ilgu

　（小刀）などが，切れる。刀。かみそりな

　ど，刃の切れ味を縛に尊ぶものが切れるこ

　とにはtaCUNという。◎切れる。切断さ

　；れる。（糸などが，また関係などが）切れ

　る。，三Nnu～．縁が・切れる。，iN～．愛想

　がっきる。すっかりいやになる。

ciri＝juNco（自＝raN，＝ti）0散る。腫れも

　のの腫れが引く。㊤（花が）散る。⑫にじ

　む。色が染まって散る。亭ilninu～．墨
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　がにじむ。

gk’i＝juN①（他曜aN，＝ti）連れる。岡伴す

　る。？USigil’ijUNともい5。

cirl雑zl⑪（名）切り鵬。刃物で切った傷。

cirikuci⑨　（名）　切り口Q

eirikuru＝sju’N⑨（他＝saN，・・ci）切り殺

　す。

cirikugaN①（名）切り刻むこと。

cir蓋㎜量⑪（名）切れ霞。切れた所。’ja＄eenu

　～。野菜の切り口。

girjnli①（名）同じ年ごろ。結婚の相手とし

　てころあいな岡年1輩。，inugirimiともい

　5．　satimu　sati　？aNmaa，　tv　naru

　’wikigla…（泊阿嘉）何とまあ，ぱあや，同

　じ年ごろ．の男が…。

cil’imusil’i①（名）古くなった衣類などが，

　切れたり破れたりしてみすぼらしいこと。

　ciri損N　mUS玉ritiN？ajaataarii．（切れて

　も破れてもアヤー・ター　：〕一を使う。貧乏

　士族が兄分に執着するのをあざけったこと

　ば）などともいう。？a3a我はおかあさん，

　taariiはおとうさん，ともに＝ヒ族の使：う

　語。

eiri㎜uziew（名）うどん。

cirinaataranaa（D（副）切らしたり，足り

　なくなったりするさま。金銭。店頭の晶物

　などが順調にそろわないさま。

gir三nagaanagaa⑪（副）列をなして長くつ

　らなるさま。延延と。

9韮rinasaNO　（形）　つれない。　1青ない。　giri－

　nasaja　’juminu　jununakani　’ututi

　？asaju　zirinu　？wini　？umuikutael．

　〔つれなさや夢の　世の中に居とて　朝夕

　義理の上に　思いくたちコ情ないことに短

　い一生のうちで，いつも義理の上に思い悩

　んで。girinasii　sil｛ata．つれない次第。

　情ないていたらく。

girinlNvu①（名）連れの人たち。岡行の入

　たち。

cir蓋N⑨（名）麟麟。中圏の想像一ヒの動物。

ciriNloo⑨（名）植物名。緋桐（ひぎり）。

cirisiti①（名）ごみだめ。ごみ捨て場。・

eirisiti＝ju’N⑨（他＝raN，”ti）切り捨てる。

　切って捨てる。

ch’itaikaatai①（副）ずたずた。ぼろぼろ。

　着物などが切れて垂れ下がり，みすぼらし

　いさま。

eiritami⑨（名）たばこ入れ。刻みたばこ

　を入れる木製の小箱。切り溜めの意。

cil’itoo＝sju「N⑪（他：saN，＝ei）（立：太など

　を）切り倒す。

ciritui①（名）塵取り。捕除道具の名。

ciri2uri①（名）霧が降りること。霧・かす

　みが立ちこめること。
eirizil’i⑨　　 （副）　　散，り　散　り。　　男ljれ男讐れ。　　離散

　したさま。

eirizirini⑰（副）〔文〕散散（さんざん）。

　～　 ，jagiri　　kunu　　r≧aiju　 ，jari｝）a．［散々ここ二

　やつれ　此のなりよやれば（花売之縁）コざ

　んざんにやつれ，こんなさまであるからa

cirjuu⑨（名）〔新〕寄留。本籍地を離れて，

　他郷に住むこと。ciZUU［居柱］と講じ。

ciroo①（名）［器量3才能。才器。　cil’ooは

　入にそなわった才能をいい，個個，折り折

　りの才智は多く寧eeという。

cirooniN①（名）器量人。手腕のすぐれた

　人。才能のある人。才子。

giru①（名）θつる。…琴・三味線。弓などの

　弦。◎筋。筋肉のすじ。nuudi琢ru（のど

　の筋），？ud癖ru（腕の筋），？adu4iru（ア

　キレス腱）など。

giyu①（名）鶴。　girUNtuiともいう。　siN－

　giru撚aNka面・鶴は千年，亀は万隼。

giru＝buNan（自＝baN，＝di）つるむ。交尾

　する。

gh’tigii’u①（副）よたよた。よちよち。歩き

　はじめの幼児などの走りまわるさま。

giruda韮①（名）炎望。落胆。がっかりして

　体中の筋がだれる意。～sjUN．

giruga＝juN①（自＝raN，”ti）e連なる。
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　つながる。　続く。　t三Ntu　ziitu　giruga－

　toON．天と地と連なっている。◎（つながっ

　て…まで）達する。…に及ぶ。m圭多lnu

　kubimadi　girugatooN．　水が首まで達

　している。？uhooku　kadi　nuudiimadi

　girugatoON．たくさん食べて（食：物が）

　のどまで達している。㊤（水などに）つか

　る。（水などにっかって，水が）…まで逮す

　る。kubidaki　migiNkai～．首の高さま

　で水につかる。㊨（接庵）…し続ける。？圭mi

　miigirugajUN．夢を長く見続ける。munu

　，jUN¢ixugajUN．はてしなくおしゃべり

　を続ける。

glrugi①（名）eつながっているもの。連な

　るもの。◎（接尾）nitaNgirugi（二反続

　きの反物），niNmeegiruginu　mUS圭N（二

　放続きの毛布）など。

girugi＝ju！　（i）（他＝raN，”ti）連ねる。連

　続させる。

c曇rukaa⑤（名）着る皮の意。着物のこと。

　ciNcirukaa　ともいう。

cirumuN〈D（名）着る物。衣類。着物。　ei－

　Neihwadaともいう。

9韮澱蹴u嚢⑤（名）giru（鶴）・と嗣じ。

gruzi⑨（名）けづめ。鳥類の攻撃用の爪。

gil’U＝zuN①（他mgaN，　Mzi）つなぐ◎連結

　させる。

eisana⑪（名）ちしゃ。野菜の名。葉を食用

　とする。

cisanal｝aa⑨（名）cisanaと岡じ。また，

　Clsanaの葉。

eisi⑪（名）喜瀬。＜＜地＞＞参照。

eisi①（名）〔文〕岸。海岸。難語は？umi－

　bata．

eis養。量①（名）〔文〕景色。論客はciie㌔’ju－

　munu～nu？amusiruja．　よもの景色の
　面白や。

¢孟si＝麺N①（慮＝1’・■N，＝ti）秘結する。便秘

　する。

¢isim樋U⑰（名）岸塞。《颯参照。

ejsiriem（名）きせる（煙管）。

eisiri400⑪（名）ラ才（羅宇）。きせるに用

　いる竹の管。一300＜SOO（竿）。

cisjaha⑨（名）喜舎揚。（地》参照。

cisuku①（名）〔紙？〕規測。　kataともい

　う。

9鍵a①（名）つた。かずら。

gita＝juN②（他＝raN，＝t1）〔文〕伝える。

　’ATI〈asimunugatai　mumu　gitai　cicuN．

　［昔物語　冨伝え聞きゆん（季水之縁）］蕾

　物語をいくたびも伝え聞いている。

e量tanasaN④（形）きたない。不潔である。

　sitanasaNと岡じ。hagoosaNと慈い5。
gkawa＝juN①（宙＝raN，＝ti）伝わる。

gi嚢ee〈竃）（名）伝え。　言い伝え。伝説。？aN

　？juru～nu？aN．そういう書い伝えがあ

　る。

giteebanasi①（名）伝え話。伝説。

gitee；juN①（飽＝raN，”ti）伝える。

giti①（名）つて。手づる。

c総oo①（名）北砂。

citoogaai①（名）祈薦の代わりとなるもの。

　細辛に代わりうる効能。家を新築した揚合

　などに，立派な三味線で歌の上手な人に

　歌ってもらえば，その家は祈良したほどの

　効能があるなど。

gi血⑨（名）みやげ。みやげもの。　「つと」

　に陪聴する。

ck“da＝cuN①（億＝taN，＝Qci）乗り気に

　なる。思い立つ。気が進む。

gitum｛⑨（名）勤め。勤務。

gilumi＝juN⑨（他＝raN，就i）e勤める。

　勤務する。◎努める。また，辛抱する。我

　慢ずる。gitumiti　maQeooree・辛抱して

　待ってろよ。

eiwa①（名）きわ。とき。際。　tackoerini

　？ujubu～．〔文〕立ち倒れに及ぶ際の意。

　危急存亡の時…。

eiwama＝．luN⑨（自＝raN，＝ti）決まる。定

　まる。決定する。taruuga？iCUNdici～．

164



giz萱2uri

　太郎が行くことに決まる。

eiwami＝jnN⑥（他araNt”ti）決める。定

　める。決定する。taaNka1　ciwamiiga．

　だれに決めるか。

ciwasjaN①（形）きつい。きびしい。入の性

　格についていう。

eiweekuktev（名）cuweekutuと國じ。

ciweemuN⑨（名）CUweemUN　と同じ1。

gizaahazaa③（名）継ぎはぎ。継ぎ合わせ

　てつくろうこと。～sjUN・

gizaasihazaasi⑪　（名）　gizaahazaa　と1司

　じ。

gizaa・・sjUN①（勉＝saN，　＝ci）継ぎ合わせる。

　つなぎ合わせる。

cizakti①（名）真鍮。

cizakUlli”hwaa⑨（名）頁鍮のかんざし。平

　民の用いるもの。

吻a日量deekunl⑳（名）切り干し大根。

eilamikiiubu①（名）刻み昆布。細かく切

　り刻んだ昆布。

c珍a恥ita｝｝ak蓬ユ①（名）刻みたばこ。

d多a漏職uN（i）（他＝maN，＝d圭）e刻む。　細か

　く切る。◎彫刻で，刻んで物の形を作る。

eiziCO（名）悪いこと。劣ること。比較して

　悪い揚合にいう。？宅硯t囎aka其～。弟よ

　りも悪い。　’jaNmeenu～natOON．　病気

　が悪化している。

giziem（名）粒。複合藷に？ubUNgizi（御飯

　粒），｝CUMigizi（米粒），？awagizi（粟粒）

　など。

φzi①（名）e頭上。～ni　kamijUN．頭上

　に戴く。奉戴する。◎頂上。山・坂などの

　てっぺん。hwi｝’anu～．坂の上。

gi多i繍C疑N⑥　（自　＝kaN，＝ci）続く。　naga？a－

　minu～．長雨が続く。

φziguc量①（名）継ぎ霞。

cizi・・jllN①（他＝raN，”ti）人の行為を，さ

　えぎる。生める。また，禁止する。Qeunu

　‘2aQCtlsi～・人の歩くのを止める。通行

　を止める。sigU七U　sju構～．仕事をする

　のをさえぎってとめる。また，仕事するの

　を禁止する。

gizikico（名）つぎ太（接太）。

cizimaga縛H濁①（膚＝raN，；ti）縮みあが

　る。すっかり縮む。また，寒さ・恐怖など

　で，縮みあがる。

c量z葦m蓋⑪（名）織物の名。縮み織り。

cizimi＝．；uN⑰（塵＝raN，”ti）（縮ませて）

　しわをよせる。

cizinuhwee⑨（名）〔文｝禁札。？UNna　ma－

　gisitani　cizinuhwenu　tacupi，　kui　sinu－

　bumadinu　cizija　nesami．［恩納松下に

　禁止の牌の立ちゆす　恋忍ぶまでの　禁や

　ないさめコ懇納igFTfの松の下に禁札が立つ

　ているが，恋をすることまで禁止すること

　はあるまい。

gizintmluNen（名）飯。粥など，米粒の形

　をしたもの。米粒の入っていない重湯に短

　する。病人の食事の場合などにいう。

cizi＝nuN①（窟＝maN，＝di）（縮んで）しわ

　が窃る。単に縮む意では？iNeaku　najuN。

　などとい5。

ciziN①（名）機嫌。’iiciziNnu　tucini？jUN。

　機嫌のいい時に書う。

giziN①（名）つづみ（鼓）。

giz三Nduurnu⑪（名）綱引き　（ginahwici，

　その項参照）の時に，旗頭（hatagasira，

　その項参照）の上につける燈麗。その形が

　鼓に似ているので名付けたものv

ciziNkaa①（副）寒さ・恐怖などで，縮みあ

　がつたさま。～sjOON．縮みあがってい
　る。

e．iziri①（名）e契り。固い約束。◎契り。

　宿世の縁。

g三z蓋suu⑪（名）先笹から三日継いだ，先視と

　擢ミ｝じ⊃よ　う　な運命。　gizi一くgiZUN。　S1ユU　｝ま

　運命。～kamijUN。兜蟹から愛け継いだ，

　先祖と岡じ1ような運命を受ける。

c韮zi？ur量⑨（名）神の託宣。

gizi？iiri⑪（名）継ぎ降りの意。＝苦労して死
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　んだ者が先祖に．あり，その先祖の祭りを

　怠った場合，子孫にも同様な苦労が続くこ

　と。

giziw　ai　fl（名）頭割り。人数割り。費用など

　人数に応じて割り当てること。g量bmuwai

　ともいう。

《三蓋zoo①（名）気ミ行。領地。また，領地を支

　配し，年：貢などを得ること。

c｝Zl・i⑰（名）千鳥。海浜に群れて鳴き飛ぶ

　小鳥。cizujaa．ともいう。文語はhama－

　eiduri．

cizujaa＠．（名）千鳥。　eizuiと岡じ。

c耽ujaa⑪（名）縮れ毛の者。

ciz秘ka⑲（名）喜如何。（（地＞＞参照。

gi＝刎IN①（他二gaN，　t・zi）e旧く㌔（切れた

　糸などを）つなく㌔また，（割れた茶碗な

　どを）継ぎ合わせる。接合する。◎継ぐ。

　相続する。gwaNsu～・先祖のあとを継

　ぎ，祭麗を営む。

gi＝zuN①（二二gaN，＝zi）つく“q器に注ぎ

　入れる。saki～．酒をつく“。

¢iz・瓢⑨（名）縮れ毛。縮れた髪。また，縮

　れ毛の入。

C董ZUU⑰（名）〔居住1寄留。本籍地を離れ

　て，他郷に佐まうこと◎

eizumniNew（名）寄留入。

CONeON¢（副）ぽたぽた。ぼたりぽたり。

　水滴の落ちる音のさま。

CONdaraa⑪（名）［京太郎］かいらい師。人

　形使い。万歳行者。ma螢zai，　ja醐のaaと

　もいう。誉里郊外の特殊部落にいた賎民で，

　年の初めには家々の門に立ち，祝言を唱

　え，人形を舞わせ，また葬式の時は念仏鉦

　をたたき，念仏を鳴えるなどして銭を得た

　者。

coo⑨（名）庁。悪性の腫れものの名。

¢oobaN⑨（名）こ京町］一升粉。

eoocikutOO⑨（名）爽竹桃。観賞用となる

　が，有毒である。迷信家：は庭に櫨えるのを

　喜ばない。

cooc圭N⑨（名）提燈。

eoociNmuci⑨（名）提燈持ち。結婚の時に

　提燈を持つ役。薪郎の方から新婦を迎える

　ため，かごかきと共に男の子が二人その役

　になって行く。新婦の方からも二人の子供

　が出るので，新婦を迎えて薪郎の家に来る

　時には，大きな提燈が四つ撤って行列の先

　頭に立つこととなる。提燈を持つ手は取り

　換えないものとされているので，新婦の家

　が遠い時には，提燈持ちにも少し大きな者

　が当たる。

eoodaNsi①（名）〔新3京箪笥。明治以後本

　土から渡来した家具。

cooδee⑪（名）兄弟。兄弟姉妹。農村では

　？utuzaNdaともいう。

cooδeegiihwasaN⑰（形）兄弟の件が悪い。

coodu①（副）ちょうど。折よく。端数な

　く。さながら。～’jutasjaN．ちょうどよ

　い。k疑nu　hujaa～’jaN．この靴はぴっ

　たりだ。　～’jamatUNcunu　gutOON．ま

　るで嚴本人（本土の人）のようだ。

coodummo（名）二面に書きとめること。

　記帳。会計事務，集会の二合の人名などを

　記入することなど。

eooginaa⑪（名）おどけ者。

coo9三N⑥（名）0狂言。芝居。演麟。能狂

　警ではなく芝居一般。中には？uj　a？aN－

　maacoogiN［おやあんま狂言コのような悲

　購もある。一切狂醤はSiicoogiN　という。

　◎こっけいなこと。～’jasa．こっけいな

　ことだ。

coogwee⑰（名）しも肥え。

coohacimac孟①（名）〔戟魑3衣冠束帯に相

　当する礼装。cooziNとhacimaciの意。

　coo？is50eともいら。

eoo？韮sjoo①（名）［朝衣裳〕coohacimaci

　と同じ。

eoemil①（名）長命。長生き。taNmiiの対。

　～na．長命な。～sjUN．長生きする。

coomiN⑪（名）帳面。
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c糧h翫k滋

coe㎜uN⑪（名）経文。お経。～，junUN．

　読経する。

coonaN①（名）長男。　eakusiと頚・う。

coonu？unjuhwee①（名）朝賀。朝議。正月

　元旦，国王が中欄に向かって行な5逡拝

　式。君臣そろって七國行な5。？unjuhwee

　の項参照。

一ee” nN（助）すら。さえ。一ja（は）のあと

　に用いるようである。？ieimusee～？uja

　？umujUN・けだものですら親を思5。

　kaneru　mumulscwahuja　？imij　aeoN　’N－

　daN．こかにやる薫果報や　夢やちやうも

　菟だぬ（孝行之巻）コこんな幸福は夢にさ

　え見ない。

cooroO①（名）禅宗で一出の長老。また，

　住持。また，僧侶。沖縄の春は多くが禅宗

　なので，1主持は皆coorOOといい，さら

　に，普通の僧侶をもいうようになった。

　敬ってcooroomeeとい5のが普通。

¢ooroomee①（名）住持さま。お坊さま。

coos最⑪（名）一一食：。一度分の食：糧。～N

　neeraN・一一・・i食分もない。

coos錘N⑪（名）長春花。ばら。

coo職⑨（名）京都。

eoozanu⑨？uhusjuU①（句）〔長者之大主3

　踊りの名。村芝居で最初に出る踊りで，福

　緑寿の三徳を兼備した人間最高の理想的入

　物を表わしたもの。また，その人物。

coozi⑪（名）丁子。植物名。また，それか

　ら取る香料。

COOZ；bukuru⑪（名）丁子袋。丁子を入れ

　る袋。着物の中などにはさんでおくと，い

　い香りがする。

coogiburu⑥（名）丁子風炉。丁子を焚く香

　炉。

cooglka＠（名）e経塚。経巻を筒に納め，

　土中に埋めて築いた塚。O地震の時の田文

　の文句。首里の郊外にある経塚は金剛経が

　埋めてあり，地震の時にもそこだけは揺れ

　ないというので，地震の時には‘‘～～■t，

　（r経塚経塚」）と曝える。

eooziN①（名）〔朝衣］三司嘗以下の礼服。

　芭蕉布で作り，参内のとき着用する。黒色

　のものを1〈urUCOO，調色のものをsiru一一

　cooといら。明治以後，白朝衣は葬礼にの

　み用い，黒朝衣は結婚に際して，花嫁が頭

　からかぶる時にのみ用いるようになった。

eogZOO①（名）二二。この上なく満足なこ

　と。　haeizuumadi？icieooree　tookaci

　saNtiN～，jasa．八十まで生きていれ

　ば，米寿の祝いばしなくても十分満足だ。

COQeONgwaa⑥（名）ささ鳴きするころのう

　ぐいす。ささ鳴きの声から名付けたもの。

　｝〈aeinumiinu　．v，　？asani　sun’a　’joo　・v

　，j　agati，jaeimeeni　SaSariN　dOO．（童謡）

　やぶの中のうぐいすよ，朝寝するなよ，うぐ

　いすよ。あやうくぼっちゃんに刺されるぞ。

CU一（接頭）一一・ひとつ・re　一の意を表わ

　す。cUi（ひとり），　cukaki（ひとかけら），

　Cukatan我（一刀），　cutusi（封じ年）など。

cubac⑩（名）一撃。一一ewの打撃。　baeiは

　嬢。～nal〈ai　nuci　cirasjUN．一撃で殺

　してしまう。cirasjUNは切らせる。

cucaai①（名）θ切断したもの（太の枝・砂

　広きび・布など）一切れ。30センチ内外の

　ものを多くいう。㊤田畑の一口区画。

cucawaN⑨（名）一一一・as。飯・茶など，茶碗

　に一杯。

cugi’bu⑪（名）一一一bP。

cugicl⑪（名）一一・・月（ひとつき）。

cugieigllsi⑨（名）一月おき。隔月。

eugika⑲（名）一つか。一一束。

cugi嚢｛aN⑪　　 （名）　　一つカ“み。

euc塁nee⑪（名）一一家族。一家。

cueiri⑨（名）㊦田畑の一枚。田畑を数える

　単位。◎一切れ。

cuda⑪（名）出田。《地》参照。

eudaei（①　（名）　一th、カtSえ。　一daci　〈daeUN

　（抱く）。

c曲aku①（名）一箱。　gikidakigwaa～．
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euhari

　マッチー箱。

euhari⑪（名）ちょっとの晴れ間。変わり

　やすい天候の際の晴れ間。

cukudi⑨（名）一筆。～kaci　kwiri。一h

　筆書いてくれ。

euliusi⑨（名）e音楽の一臨。◎竹などの

　一ふし。

euhwaa⑨（名）こ一葉コ謝を織る時の，経

　糸二本。

euliwaara⑨（名）e腹一杯。満腹。～ka－

　daN．腹一杯食べた。〇十分。～niNtaN．

　十分寝た。◎飽き飽き。こりごり。huna－

　tabee～・船旅はもう飽き飽きした。

cuhwan董⑰（名）～羽。鳥の一羽。

euhwira⑪（名）一一尋。

cuhw｛sja＠（名）ひと足。一歩。～saci

　najUN．ひと足先になる。　Qeunu～？a－

　Qeiini　duuja　tahwisja？aQCUN．人が一

　歩歩く閻に自分は二歩歩く。

eu？iiei⑨（名）一息。～ni　numee．一息に

　飲め。

cui⑪（名）ひとり。一一一・人。

euigigaaruu＠（名）ひとりずつ交替するこ

　と。ひとり交替。十人ずつ交替すればZU一一

　U癒Ng癒a我r魏Uとなる。

cuidiac三⑪（名）ひとり立ち。独立。

euigurasi⑨（名）ひとり暮らし。独身生活。

　duucuigurasi　ともいう。

c頑uzi量juz童「量⑨（副）互いに譲り合うさ

　ま。

euinaa⑨（名）ひとりずつ。ひとりひと
　り。

C（iinaakaarutt⑥（名）ひとりずつ交替する

　こと。cuigigaruuと岡じ。

¢uiNe・rwa⑭（名）ひとり子。～nu　kwiru－

　gai．ひとり子から子孫がひろがって栄え

　ること。

euisii”zli⑨（副）互いに助け合5さま。　si－

　1〈inoo～QS1du　kurasjuru．世の中は

　互いに助け合って暮らすのだ。

cu玉「tareedaree⑭（副）互いに補い助け合

　うさま。

cui’？usee2Ulee⑨（副）互いに軽蔑し合う

　さま。

cuii2uusi？tiug．　i⑰（副）互いに押し付け合5

　さま。互いに（相手ひとりに）負わせよう

　とするさま。

cniwikigarvgwa⑨（名）ひとりむすこ。

cuiwinaguNgwa⑨（名）ひとり娘。

c磁z桝⑨（名）〔古〕こ一人衣］貴族の長男が

　七歳になった年の5月5欝に行な5，芭蕉

　布の着物を一Hで作1る行事。芭蕉の繊維を

　つなぎ，つむぎ，経糸・緯糸を作るのを一

　霞でするので，容易なことではなく，貴族

　にして初めてできる行事であった。親類の

　者が大勢集まり，ごちそうを作って行な

　5。一反の藷で一入前の着物を作る，すな

　わちおとなになることを祝う行事で，織り

　始めのところまでするのが普通であった。

cujaa⑨（名）一軒。◎岡じ家。　i司じ一軒の

　家。㊧一家。一軒に住む者全部。

eu．iaaniNgeu＠（名）一家族。また，家族中。

　一家中。

e吋礒燃藍⑨（名）織機の箴（おさ）の粗密を

　表わす単位。一よみ。，」凱癒，kuduciの

　項参照。

eujuru＠（名）一晩。一夜。また，一晩中。

cukaki⑨（名）～かけら。食べものなどの，

　一切れ。

cukasabi⑲（名）一重ね。

eukata⑰（名）θ一方。片一一方。片端。～一

　kara　1｛ata雰ki5UN．片一方からかたづけ

　る。～naadii　keerasjUN．片っぱしから

　ひっくりかえす。◎専心。専念。一事に専

　念ずること。～　nati　hataraCUN．　＿事

　に専念して働く。

eukataa⑪（名）一一事にごる者。こり性。

cukatami⑨（名）一荷。ひとかつぎの荷。

　一katami〈katamijuN．

cukatana⑨（名）ひと太刀。一刀。～ni　ci一
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cumaa惣s藁

　xikuruci　turasa．一刀で切り殺してやる

　ぞ。

cukeeN⑪（名）一回。一keeNは回数を表わ

　す接尾辞。

cukeetunai⑪（名）隣近信。1〈eeむunaiと

　もい5。

cukuei⑪（名）e一口。一度に口に入れる

　こと。また，その分量。◎一口。一esの持

　ち分。～？ijUN．　（無尽などに）一一・目はい

　る。

gukuibana⑨（名）造花。

gukuibanasi⑨（名）作り話。

gukuigtttu⑨（名）作りごと。無いことをあ

　る’ように見せかけること。

gukuigwli⑨（名）作り声。作った声。

gukuihwirumi＝juN⑨（他＝raN，＝ts）作っ

　てひろげる。（家などを）増築する。

gukuijaNmeeen（名）仮病。　cibjooともい

　う。

gukuijaNzi⑪（名）作りそこない。できそ

　こない。

gukuijaN＝zu「N⑨（他＝daN，＝ti）作りそこ

　なう。

gukUikata⑨（名）作り方。製造法。

gukuika；a’i＠（名）装飾。飾り付け。

gukuikee⑰（名）作りかえ。改造。

gukuimunii⑪（名）gukuimuau？iiと！司じ。

gukuimunu2ii⑨（名）作りごと。無いこと

　をあるように言うこと。

gukuimuN⑪（名）e作物。農作物。～nu
　dikiraN，作物ができない。◎カ月工品。

guku蓋r短u多か薮ui⑪（名）農作物σ季節季節

　の作物。

gukuiwaakii⑪（名）作物の折半。分作り。

　一方が土地・資金。種子・苗などを出し，

　一方が耕作して利益を折半すること。

gukuiwareemp（名）作り笑い。

gukujaa⑨（名）㊦作者。製作者。◎農夫。

　農民。？Nmugukujaa（芋作りの意）とも

　いう。㊤：おしゃれ。

guku・juN⑪（他＝raN，”ti）㊦作る。製作

　する。製造する。こしらえる。’jaa～・家

　を建てる。O（農作物を）作る。？Nmu～．

　さつまい巻を作る。また，農業をする。百

　姓をする。⑤化鞍する。めかす。（顔を）作

　る。

cukumui⑪（名）銭百文。2厘のこと。hjaa－

　kuともいう。z敢の項参照。

eukuni⑨（名）㊦一国。◎懐中。

gukurii＝juN＠　（its　＝raN，　＝ti）　guku｝’ijuN

　と同じ。

gukuriikuNtii⑨（名）つくろい整えること。

　’wagikana　rauNsaani　一v　Qsi　miikwaa－

　sjUN．わずかな物でつくろい整えて間に

　合わせる。～sjaNteemaN　sudacee’wa－

　kajUN．どんなにつくろっても育ちはわか

　る。

gukuri＝juN⑰（他＝raN，＝ti）㊦つくろう。

　補修する。修繕する。O小細工をする。ご

　まかす。とりつくろ5。（蟄つくろい整え

　る。野菜の悪い藥を除くとが，果物のへた

　を取るなど。また，化駐する。

cukusai⑨（名）e一一揃い。一一：o　お供えも

　の・道具などの一式。～nu　mii¢i．一一twい

　のものが三つ。蕪組。◎一一一ktl。～najUN．

　一緒になる。

cukutu⑨（名）一事。一一事件。

cukutttba⑪（名）㊦一言。◎片言。

eukwii⑪（名）一声。

guma①（名）こ妻］「妻」に対応する。王の

　妾。王の妻妾（hwii，　huziN，　guma）の中

　で最も脅分が低く，身分に関係なく王に拾

　われた妾をいう。平民の揚合はその家族は

　士族になる。出身地の名をかぶせて，何何

　？ajaaと呼ばれた。？ajaa？aNsirareと

　もいう。

eumaai⑨（名）e一二り。帯などの，一巻

　き。◎一かかえ。大木などの，尚手をひろ

　げて抱くほどの大きさ。

cu㎜aarasi⑨（名）隼が十二歳違うこと。
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eumakai

　年齢が十二支で一回り違らこと。～RU

　sii7，a．十二歳の年叢。

eumakal⑥（名）飯椀の一一杯。上流ではcu－

　cawaNという。makaiの項参照。

cumaziN⑨（名）一束。一一積み。積み上げ

　た一つ。稲について多くいら。

cumio（名）一日。ちょっと見ること。mi一

　竃u寧韮kuni　nubuti　綴sε峯zi　mueagiriba，

　haihui｝inu　nareja　．一du　mijuru．　［i－1：

　礼受に登て　手拭持上げれば　走舟のなれ

　や　一屠ど見ゆる］三重城に登って手ぬぐ

　いを上げて合図すると，速い舟のことなの

　で一目しか見えない。

臓m韮d③（名）一つの遵。糊じ遵。糊じ方

　針で進むこと。協力してすること。’inu－

　miciはド前に来たのと同じ道・だれかの進

　んだのと瞬じ方針」などの意。mlitUNdaes

　～．夫婦は協力すべきもの。

c“㎜董g磁②（名）一めぐり。一一巡。一周。

cumu・’a⑨（名）e一村。㊦全村。村中。

cumutu⑥（名）一もと。　t：塞。生えている

　植物を数えるのにいら。

cunaagi⑪（名）ひと長さ。～定の長さ。あ

　る駆離の全体。～ni　kii？wiijUN．～定

　の距離にわたって太を植える。

euNnaa⑪（名）喜友名。（（地》参照。

c麟z蕪⑲（名）［象棋〕中鼠式の將棋。霞本

　式のものとは異なる。

cuNZUN⑨（名）仲順。（（地》参照。

eUQpuziQpu①（名）時時。時折。間隔をお

　いて折折。giburunu～’janUN．頭が
　（ある間隔をおいて）時時蒲む。

eura一（眺望）美しい・盛大な。立派ななど

　の意を表わす。curaziN（美しい着物），

　CUtawinagu（美女），　cura？udabi（盛大

　な葬式）など。

curaa⑪（名）美しいもの。また，美人。

　nakagU亭ikuCuvaaといえば，ミス中城の

　意。

curaaku①（副）eきれいに。清潔に。～

　susuree．きれいに拭け。◎きれいに。残

　らず。～？ucikadi　neeN．きれいにたい

　らげてしまった。㊤見事に。立派に。

curagasa⑪（名）茨然痘。藏癒。忌み恐れ

　て，　逆に美しL・（cura一）　カ｝さ　（一gasa）　と

　いったもの。

eurakaagi＠（名）美貌。

curakaagii⑰（名）美人。美女。

curaNcaag；⑨（名）美しいお顔（の方）。

　eurakaagi　i（美人）の敬語。

eurasaN⑨（形）美しい。きれいである。ま

　た，清潔である。curaku　nasjUN・イ・

　美しくする。きれいにする。ロ．洗骨する。

curasugaiev（名）美しく装5こと。盛装。

　・v　s3uN・

cura？udabi⑨（名）e盛大な御葬式。会葬

　表が大勢の盛大な葬式。◎平民の葬式を盛

　大にするために頼まれて参列する士族の婦

　人。婦人は親戚縁薯の葬式にのみ参列する

　習わしであるが，ときに何の縁もない平民

　の家から頼まれて，その家の名誉のために

　会葬参列することがある。参列の最後に連

　なり，白埴衣（si｝’uco◎）をかぶって顔は

　見えないが，一見して士族の婦人であるこ

　とがわかる。その数の多少が名誉の大小に

　もなった。

eura？iiNceobi⑨　（名）　e　i美しいおぐし

　（？UNcoobi）。　O女の髪の結い方の名。？U－

　si｝”U（えりあし）の項参照。

Ctlra2utuui⑨（名）？UgwaN（祈願）の筋が

　立派に通り，神仏に聞き入れられること。

　～S300sa．お願いの筋が立派に通ったよ。

cura？uuhuu⑨（名）立派なことば使い。よ

　そゆきの敬語。

eura？wiisuga”i⑨（名）美しいお装い。御

　盛装。

curawinagu⑪（名）きれいな女。美女。劉

　嬢。

c賦raz韮N⑨（名）美しい着物。回れ着。

eusakagiciew（名）さかずきの一杯。
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cu縫m磁N

c．usina⑨（名）一晶。

cutaagu⑨（名）taagU（水梅）の一一一一杯。

．¢iitabai⑨（名）一束。・一たばね。

cutai⑨（名）一しずく。一滴。

cutaruka⑨（名）cutavukiと訓じ。

・cutaruki⑪（名）一族。一門。まれな語。

　cutaz　ukaともv・う。

一cut量⑨（名）eひと手。一・隊。一グルーープ。

　kasiir1U～？i（≧COGN．加勢が＿隊はいっ

　ている。◎経糸入塞。すなわちcuhwaa

　（その項参照）を四つ。

ont董Ndukuru⑰（名）一つのとりえ。一つ

　の長所。tUNnukusuu磁N　cuもiNdukuroo

　？aN。鶏のふんにも一つのとりえはある。

eutu⑨（名）一二。ひととせ。

c秘撫9us⑩（名）一匹おき。隔年。

cutukuma⑨（名）一ところ。一箇所。　eu－

　tukuruを多く用いる。

eutukuru⑨（名）G一ところ。一ufi所。～一

　nakai　nagee，UN．一ところに長くいる。

　◎おひとり。人数を数える時の敬語。？U一

　寧iiNnu～？meN亭eeN．お客がおひとりい

　らっしゃる。

c皿撫s三⑨（名）岡じ歳。岡年齢。’inutusiと

　もいう。

eutusiNcu⑨（名）岡じ歳の入。岡隼齢の

　人。

eutu”tatu⑨（名）一，二年。

¢ut皿u壼⑪（名）一選｝り。

cuu⑨（名）eきょう。今R。～nu　ku短3a

　maakaiga・きょうこんなに遅くどこへ行

　くか。～nu’jukaru　hwii～nu　masaru

　hwii．きょうのよき臼まさる睡。女が神

　に？ugwaN（願）をする時に言うことば。

　Oこんにちは（匿下へのあいさつ）。鼠上へ

　は　～　，uganabira．　とし・う。

cuubaa⑨（名）強い者。力の強い者。また：，

　体の丈夫な者。’joobaaの対。

cuub．iee①（名）e急病。◎璽病。

cuucaN⑰（副）たちまち。急に。俄然。

　kusui　nudakutLi　一v　masi　natooN．　es　e

　飲んだらたちまちよくなった。

cuueuuen（名）ちんちん。陰茎の小児語。

euugoo⑪（名）e協議。◎しめし合わせる

　こと。？aQtaaja～sjoo毛eesa．彼らはし

　めし合わせていたのだ。

cuuhuu⑪（名）中風。

Cllui⑲（名）発育。成育。また，体力の回

　復。〈cuujUN。～nu　niisa｝も発育が遅

　い。回復が遅い。

cuaibeesaN⑪（形）発育が単い。また，体

　の國復が早い。

euuiniisaN⑨（形）発育が遅い。また，体

　の回復が遅い。

ClllZ＝jUN⑨（自＝caN，＝ti）e強くなるQ丈

　夫になる。｛田下になる。病人・塵婦などの

　体が，園復する。腕力などが強くなること

　にはcuuku　najUN，　cuu燃ajUNなどと

　いう。◎子供が，発育する。育つ。

cuujuru①（名）今夜。

cuukaa⑪（名）急須（きゆ5す）。

cuuku①（副）強く。はげしく。うんと。

　～　？UCUN．強く打つo

cuukuu⑨（名）共有。一一つの物（子供なら

　玩具など）をふたり以上で共有すること。

　那覇ではkaataaとい5。～sjUN・共有

　する。～Qsi？綿ibee．なかまにして遊べ

　よ。

cuuma＝juN’（①（自＝raN，＝ti）強まる。強

　くなる。

euumi＝jUN⑪（他mraN，＝ti）強める。強

　くする。giru～．琴・三味線の弦を締め

　て音を高くする。

cu腿miN｝miu⑥（名）〔古〕［朱明府コ那覇の

　久米村（kuniNda）の古称。

euumuN⑨（名）中門。中庭を仕切った垣

　（kaam？isigaciが多い）に設けられた

　門。

cuum羅N⑰（名）〔新？〕注文。元来は？a－

　gireeを多く用いる。
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　　　　　　ゆ
cuumc夏

euun量ci⑪（名）（彼岸の）中臼。’Ncabi（彼

　摩祭り）を行なう臼。

cuunukwi’i④（名）きょうの日。　cuuの

　強意。CUUQsiCUUともい5。～ni？U－

　Qta我蝦？am2nu　huti．きように限って雨

　が降って。

cuuN（①（自・不規員の来る。話し手が話し

　相手の方へ向かって行く揚合にもい5。

　？Nmanu～．馬が来る。？amakara　cuu－

　ru　cura7。urigwaa・あっちから来るきれ

　いなお女郎さん。，waNniN？iQtaaNkai

　cuusa．わたしも懇の家へ行くよ。㈱abi－

　ra・ごめん下ざい。訪問した時のあいさ

’つ。　さらに，了寧に｝ま，　男はcaabira

　saL女はeaab2ra　tai．のよ5にいう。

　貴人への伺候の揚合や，僕碑が言う揚合に

　は，jusirijabira．　とNNう。　caabitaN．（来

　ました）は室内に入ってからのあいさつ。

　cami・（来たか。　eii．ともいう）は冒下の

　来訪を受けた時のあいさつ。COON．来てい

　る。kuuwa．来い（kwaa．ともいう）。
O．UU、 pS三CUU⑪（名）きょうというきょう。

　大事なきょう。きように限って。cuuの強

　意。～？am鶏u　hujUN．きように阪って

　雨が降る。

cuusaN③（形）e強い。力・体などが強い。

　，joosaN（弱い）の対。　cuuku　najUN。

　（力が）強くなる。？UNcinu～。運が強い。

　cuusaru　huunaa　sjUN・it　Vふりをす

　る。強がる。㊥病気が，重い。㊧ことばな

　どが激しい。

cuusici⑪（名）〔古〕［休式〕食：事。’ja錘mi

　ともいう。～？usjagijUN．食事をさしあ

　げる。

cuusigi①（名）忠節。

cuusiN③（名）紋〕㊦注進。◎結婚などの

　仲介。両家の連絡・催促などを行なうこ

　と。また，その者。

euusi1　co（名）忠臣。

cuugara⑥（名）中皿。中くらいの大きさの

　皿。SUUI’i呈ともい5。

euuzi⑨（名）ちょうず（手水）。お手洗い。

　便所を上品にい5語。cuuzee　maaga．お

　手…洗いはどちら。　　　　　　　　　‘

Ct…zi⑨（名）給仕。また，給仕する者。？U－

　cuuzi　sjUN．お給仕する。

guuzi①（名）通じ。便通。

etiuzibaaei⑨（名）ちょうず鉢。

cuuzidaree⑥（名）洗面罵のたらい。ちょう

　ずだらい。小さな桶で脚がある。

euuzinakuu⑥（名）洗い粉。

cuuzxxuku①（副）たいそう強く。きつく。

　～musubUN．たいそう強く結ぶ。

c慧wakas蓋⑨（名）［一瞬・一沸］酒～升。

cuwakasjaa⑰　（名）　一チ予徳琴講。　一升瓶。

euweekutu⑨（名）大変な事。えらい事。大

　ごと。一大事。

cuweemuN⑥（名）大変なもの。えらいも

　の。

CUiaa⑨（名）一座。一座の人々。

c疑z鰻⑪（名）一字。
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d

daa①（感）0物を尋ねる時用いる。おい。

　ねえ。～hudee．筆はどこか，筆はど5し

　た。◎物を請求する意を表わす。おい。ね

　え。～ziN．金をくれ。～misiree・ど

　ら，見せろ。手を出してdaaというだけ

　でも事がたりる。㊤失敗し，た時にもいう。

　しまった。

daagU⑪（名）だんご。米の粉をこね，小さ

　く丸めて蒸したもの。

daamaa⑪（名）daam…の者。

daami⑨（名）黒霞が白いものにおおわれ

　た，視力のない目。物腰の実に似ているの

　でdiNgaNmiiともいう。

daa「naa⑪（感）　しまった。女が失敗した時

　に発する語。～caa　sjuga．しまった，ど

　うしょうか。

dab蓋①（名）〔茶毘コ葬式。沖縄ではもと火葬

　はなかったはずで，茶毘（だび）をそのまま

　葬式の意にいったものと思われる。cura一

　？udabi．その項参照。

daci①（名）らち。～N？ak鼠N。らちがあ

　かない。

一daci（接点）世帯を立てる意の接尾辞。

　，winagudaci（女世帯），　taNkaadaci（親

　がいなくて，若い夫婦が主となっている世

　帯。子供がいてもいう。多く次男・三男の

　分家したものをい5）など。

dacibiN①（名）水筒のようなもの。乗馬の

　時に酒を入れ，着物の下から脇腹に掛ける

　もの。陶製で，胴に密着するように偏平に

　できており，水筒のようにひもで罵から下

　げる。

daeiku＝nuN①（他＝maN，＝di）抱きこむ。

da＝euN①（他・・kaN，＝ci）（∋抱くe腕の中

　にかかえこむ。Qkwa～・子供を抱く。◎

　奉持する。？iihwee～．位牌を奉持する。

　㊤隠し持つ。？uhuziN　dacoON．大金を隠

　して持っている。

daimui①（副）体がだるく，元気のないさ

　ま。女が妊i娠した時の気分などQ

daimuN⑨（名）手足の力がなく，何の仕事

　もできない者。役立たず。また，だるそう

　にしている者。元気の無い者。

dajaa＠（名）daimUN　と同じ。

dajablru①（連詞）です。であります。でご

　ざいます。他の活用形はあまり用いない。

　平民が用いる語。士族のdeebiruという

　のと同じ。CUU3a，iitiNci～．きょうばい

　い天気でございます。

da＝jUN⑨（自＝yaN，＝ti）だれる。回れて力

　がなくなる。

daki⑳（名）竹。種類としては，　maataku

　（だいさんちく。りょくちく。竿・建築用

　材などにする），kusaN（ほてい竹），’Nza－

　taki（一代竹。ざるなどを作る），’jaNha－

　rudak圭（琉球竹。篠竹。　cinibu，屋根な

　どに用いる），deemjno（寒山竹），　kara－

　taki（またけ。公儀用として王室で用い，

　また，鹿児島に移出する）などがあげられ

　る。

δak董bOOci①（名）竹箒。

dakib腿ciの）（名）竹ぶき（の屋根）♂jaNba－

　ruiakiの小枝でふいた屋根。　ka∫abuci

　（茅ぶき）よりもずっと上等で，耐久力が強

　い。

dakiduNem（名）竹寓鶴。自重由群島の島の

　名。また，そこの部落の名。三密。《地》

　参照。

da雁gac三①（名）竹垣。竹のいけがきの場

　合もある。

｛lakigakuiat（名）竹の囲い。屋緻：などの周

　照を竹で囲った垣根。
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dak董舞ka

dak蓋juka①（名）竹で作ったゆか。竹床。

dakikuzi①（名）竹の釘。

dak菱nukaa⑨（名）竹の皮3

daklnukaasaba⑨（名）竹の皮で張ったぞ

　5り。貴族馬。＝七族女子用とされたo

dakinUQkwa①（名）竹の子。

dakinuziiCO（名）竹の幹の中窒の部分。　zi圭

　は髄。

δa雑N¢韮ibuu⑥（名）竹のつぼ。竹筒。竹を

　切って器としたもの。

daki2ub三①（名）（桶などの）竹製のたが。

dakiziihwaa④（名）竹のかんざし。喪中に

　：女が賜いる。turaiともい5。

dakueaku①（名）rakucakuと岡じ。
δakudaku④（副）心臓が鼓動するさま。ど

　きどき。，Nni～．胸がどきどき。

dakumi＝euN①（膚・・kaN，；ci）どきんと

　する。動悸をうつ。「だくめく」に対応す

　る。

dakuyakuo（名）大工廻。《地》参照。

da㎜a＝juNPt（自＝raN，＝ti）黙る。沈黙

　する。damaiciQCOON．黙りきっている。

damasi？ttci　CO（名）だまし討ち。

dama＝sjuN①（他；saN，・ei）だます。あ

　ざむく。

dan認躯」魎㌣③（他＝1’aN，”ti）（r彩む（だ

　む）」に対応する）e筆で上から，なぞる。

　◎陶器に，うわぐすりを施す。漆器の上塗

　りをする。⑫俳優などが，顔にくまどりを

　する。

da皿a⑨（名）田名。《地》参照。

dani⑨（副）〔文〕まことに。本当に。？uri－

　kuriN　？ieiN　一v　siraN　？ayiba，　？uci－

　ni　’waka？azi　kal〈urijal　？imeN．　’ugadi

　，waga　kutuba　makututumuraxiri．［お

　れこれも言ちも　だにすらぬあれば　内に

　若按司　隠れやりいまいん　拝でわが霧葉

　まことと思られれ（忠臣身替）］いろいろ

　誓っても本当にしないのであれば，中に若

　君がいらっしゃるから，お旨にかかってわ

　たしのことばを本：当と思われよ。

danij　zz（①（副）〔文〕まこと1こ。　げζこ。　ま

　た，しっかりと。もちろん。mi撮inu　nijtt

　？asaもi～cicitumiri．［耳の根よあさて

　だによ聞きとめれ（執心鐘入）〕耳の穴を

　ほじってしっかりと聞け。nasi？ujaja～

　hxvieih］roozimadiN　？unu　sudati　mi－

　seru…［なし親やだによ　引はら5ぢ迄も

　おの素立めしやいる…（孝行之巻）］生みの

　親はもちろんのこと，親戚までもその養育

　をして一下さるといら…。

danuN⑨naraN⑰（句）段違いである。比

　べものにならない。想像もできない。～

　Qeu．段違いの人。～lwa7ya。言語に絶す：

　るわざ。

daN⑰（名）e段。壇。階段。㊤段。等級。

daNeUU⑪（名）㊦金魚の一種。らんちゅう

　（蘭鋳）。体は短くて太い。◎小びと。株儒。

　一寸法師。

daNdarv⑨（名）大麟。仰山～nu？utuレ
　muci・大層なおもてなし。～nu　ku七u’3翫

　sa，jaa．ご大層なことだねえ。

daNgasa⑨（名）〔蘭傘コ、洋傘。こ5もりが

　さ。raNgasa，　kaabujaagasaともいう。

d段Ngawai⑨（名）段違い。けた違い。

daNgoo①（名）〔文〕談合。話し合い。相

　談Q～ju　sjabira．〔談合よしやべら（忠臣

　身替）］配球をしましよう。

daNkaN①（名）欄干。てすり。raNk鼠Nと

　もいう。

daNna⑨（名）だんな。主人。廃藩後の巡．

　査・役人などはdaNnaと呼ばれた。？U一

　£umuzurasadu　daNnazurasa．お供が立

　派だとだんなも立派に見える。

繧aN茎｝ag量⑰（名）〔新？〕断髪。誤ってraN－

　pa¢iともし・つた。

daNpu⑪（名）ランプ。　raNpuともいう。

daNzamamjuN①（自＝raN，＝ti）黙りこむ。

　黙る。？iQpooni　hwicinati　daNzamati

　，聯iN　giitee。〔一方に引きなて　だんぎや
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deehwii’imajaa

　まて居すんついてや（大川敵討）］一方に

　引きさがっておし黙っているのでは。

daNzamUNza⑪（副）ぶつぶつ。ぐずぐず。

　不平不満をもらすさま。

daNzu⑪（副）なるほど。いかにも。げにこ

　そe～tuju恥ar熊u　nagunu　baNdukU－

　ru，　magltu　gazimarunu　muteisakeL

　［だんじゆとよまれる　名護の番所　松と

　がずまるの　もたえさかえ］な．るほど名護

　の番所は評判されるだけのことはある。

　松とガジマルが美しく茂っている。～

　karijusija　？iradi　sasimiseru，　？uninu

　gina　turiba　kazija　matumu．〔だんじ

　ゆかれよしや　いらでさしみせる　お船の

　綱取れば　風やまともコいかにもめでたい

　吉日を選んでなさることだ。お船の綱を取

　れば，風は順風である。？isjatuu？isja・・

　tuu　zlrarniigaa，　’juubinu　nukuee　nuu

　kwatagaa．　？akamaamiidu　kwataru．

　～ga　kus“hw圭⑲caru・かまきり，かまき

　り，いぼじろう，ゆうべの御飯の残りは何

　を食べたか。あずきを食べた。なるほどそ

　れで，下痢をしたのだ。（童謡）

daQeoo⑪（名）らっきょう。

daraa①（名）だらしのない者。だらけ考。

daraakwaゼ3a①（副）だらだら。のらく

　ら。だらしないさま。

daradara①（副）だらだら。液体が続いて

　i垂れるさま。？asinu～nagarijUN．汗

　がだらだら流れる。

darl＝juN⑨（自＝raN，；ti）dajUNと岡じ：。

d＆mmi⑪（名）関節。～nu’jootOON．関

　節が弱っている。

darusaN⑪（形）だるい。だるい簡所によっ

　て，kubidarusaN（着がだるい），　tiida－

　rusaN（手がだるい），　hwisjadarusaN、

　（足がだるい）などと言い分けることが多

　い。

darUU①（名）だらしのない者。だらけ者。

　また，いくじなし。daraaともい5。

daruukwaruu①（副）だらだら。だらしの

　ないさま。なまけるさま。　～Qsi　h段z鋤i－

　nu　neeraN．だらだらしていて，きびきび

　したところがない。

dasi＠（名）だし。煮出し。味を北砂るため

　に煮出した汁。

dasica⑪（名）灌太の名。太質が緻密で堅

　く，杖にする。

dasicaagllu「sjaN⑪（名）dasicaの太で作っ

　た杖。guusjaNは杖。

dateemaa⑪（名）大きなもの。　kuuteemaa

　（小さなもの）の対“。

dateeN⑪（名・副）大きく。大いに。うん

　と。kuuteeN　（小さく）の対。　～？abi－

　ree．大きくさけべ。，wai’abinu～na－

　jUN・子供が大きくなる。～na　maN．

　大きなもの。～tideejUN・うんとごちそ

　うする。

dazaku①（名）惰弱。怠惰。～na　MUN．

　怠け者。

dee⑪（名）題。詩歌文章などの題冒。

dee⑪（名）台。物を載せて羅く台。

dee①㊦（名）代。　世代。～hwijUN．代
　を経る。㊤（接庵）？icidee（一代），　nidee

　（二代）など。

dee④（名）代。代価。

deebiru①（連詞・不規罵）です。でござい

　ます。弛の活用形はあまり罵いない。’ii－

　tiNci～．よい天気でございます。

deeciree①（名）大禁物。大変忌むべきこ

　と。祝賀の席で不幸の話をすることなど。

　cireeはしてはならぬこと。

deedakaa⑨（名）高価な物。代金の高い物。

　deedakamuNともいう。

deedaka㎜uN①（名）代価の高い物。

deedeeΦ）（名）重登。？iN｝｛unibuuともいう。

deedee①（名）代代。～sugurimUNnu
　？NzitOON．代代すぐれた考が出ている。

deed．eekunibu＠（名）澄。　deedeeと同じ。

deehwivi㎜ajaa①（名）代を経た猫。隼数
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deehwirlm翌黄

　を経た化け猫のような猫。〈dee　hwijUN

　（代を経る）。

deehw蓋rimuN①（名）代を経た者。

dee？iei①（名）第一。何よりも大切なこと。

　最初にすべき事。

deeja＄iiWh（名）代価の安い物。安物。

deeka①（名）代価。代金。

deekaN⑰（名）大寒。二十照節の一つ。

deeku⑪（名）大工の棟渠。普通の大工には

　寧eeku　という。　穏「里には　deeku　｝ま指折り

　数えるほどしかおらず，地方の大工は皆

　學eekuといった。

deeku⑲（名）植物名。だんちく（緩竹）。

　よしたけ。海岸などに生える。いけがきな

　どにする。

δeekugaei⑥（名）だんちくの垣根。

deekuni⑪（名）大根。？uhuniともいう。

deek囎嬉aNsaa⑥（名）大根の根と葉との

　閥の堅くて食べられない部分。転じて，が

　んこ者。単にgaNsaaともいう。

盛eekun績r童韮⑪（名）大根をおろすおろしが

　ね。seeganaともいう。

deekunisiriglrii⑲（名）大根おろし。大根

　をすりおろしたもの。

deemjoo⑨（名）［大名］e貴族。　samuree

　（士族），hjakus300（平民）に簿する。昔

　地方で一一城の主であった按司（？azi）たち

　が，中央集権によって欝里に集められ，

　？udUN［御殿］，　tUNci［殿内］の主となつ

　て，deemjooと呼ばれるようになった。

　O竹の一一種。寒爆竹。

deeni⑨（名）代懸。値段。　deenee　caaga．

　値段はいくらか。hananul〈ookara　kal〈iti

　？umisjooree，　deenee？iraNsa．［花の香

　から　かけて売みしようれ　だいねや言ら

　んさ（茶売節）］花の香（茶の名）をはかり

　にかけて売って下さい。値段はかまいま

　せんv？圭raN（雷わぬ）は那覇語。

deeNna⑨（連体）大変な。大した。～kaN－

　gee・大変な考え。～kutu’jaQsaa．大

　したことだよ。

deer蓋⑪（名）代理。他人に代わって事を行

　なう者。名代。

dee？u＠（名）大雨。

deezi⑪（名）大変。大ごと。～na．大変な。

　～najUN　doo．大ごとになるぞ。

deexu⑨（名）台所。　simuともいう。

一de”mURu（助）〔文〕…であるから。…なの

　で。dijooriの項の例文参照。

一de”N．gi（助）紋〕さえ。すら。だに。？umu－

　kazinu－v　tatana　？uei　kwiriba，　’wasi一一

　r圭3ur級hwimaN？ajura，5a學iga．［面影

　のだいんす　射たな置き呉れば　忘れゆる

　畷も　あゆらやすが3面影さえ浮かばない

　でくれたら，忘れる綴もあろうのに。？a－

　danigaci・v　sudi　kal｛iti　hwicul，　daNzu

　mutubireja　ti　tuti　hwicusa．［あだに

　垣だいんす　袖かけて引ちゆい　だんじゆ

　喜びらいや　手取て引ちゆさ］縁のないあ

　だにの垣さえ袖をひっかけて引く。それで

　いかにも昔なじみの入は手を取って引くの

　だ。

dii①（感）いざ。さあ。目下に対し誘いか

　ける語。目上には～saiなどという。～

　？童ka．さあ行こう。～sai？icabira．さあ

　行きましょう。

戯蓋①（名）1’ii（利・利子）と岡じ：。

diidii①（感）eさあさあ。人を強く誘5語。

　◎「じょう談はよしてくれ」と人のじょう談

　に軽く抗議するときの語。R上にはdii

　saiのd慧を強く引いてい5。

diigu⑰（名）梯梧。旧暦4月ごろ，蝶形の，

　大きい，深紅の花を開く。沖縄の麟花とさ

　れた。太材ではいろいろの器具を作る。

diisiNbaaja⑪（名）〔新〕電信柱。

diiziN⑪（名）riiziN（霊前，位牌）と岡じ。

dijoecavu⑨munuSa⑨（句）〔文〕［出様

　来る者や］娼て来た者は。まかりいでたる

　者は。組踊りの用語。

dijoori⑪（自）〔文〕いでよ。出会え。敵を
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doodiN，　・

　呼び出す語，’jaa’eezi，　miminu　Riju

　？akit呈mi寧iku　C韮ciugam呈，七amamuranu

　？azinu　mijugizinu？umigwa，？ugaga

　，jumukubija？URUZUMiju　demunu，？i－

　suzi　kubi　susuti～～．［やあ入曽瀬耳

　の根よあけて　みすく開拝め　玉村の按笥

　の　御代継の思子　おががよも首や　お望1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　みよだいもの　急ぎ首そそて　でやうれで

　や5れ（忠臣身替）］やあ顧慮瀬，：耳をほ

　じってよくよく聞け。玉村の按司の代継ぎ

　の若様が，おまえの首を御所望だから，急

　いで酋を洗って出会え出会え。

dijuku⑨（名）rijuku（利欲）と同じ。

dikadika①（感）〔文〕さあさあ。いざい

　ざ。～mi．i　arabi？a學ibikai．〔でかでかみ

　やらぺ　遊びかえ］さあさあ娘たち遊びに

　行こう。

dikajo⑨　（惑）〔文〕いざ。　さあ。　口語は

　diQkaa。～？usigiriti　nagamijai？asi一一

　ba．［でかよおし連れて　眺めやり遊ば］

　さあ連れだって眺めて遊ぼら。

dikasi⑰（名）5まく行くこと。成功。利益

　を得ること，幸福を得ることなど。～，ゴaN．

　成功だ。

dika＝sjuN⑪（自＝saN，＝ci）でかす。ろま

　く行く。成功する。利益・幸福などを得

　る。

diki？aga＝ju’N⑪（自　嵩raN，　＝ti）でき上

　がる。

磁k韮laa⑨（名）できぶつ。秀才。

diki＝jUNen（自；raN，＝ti）e（学問など

　が）よくできる。◎（農作物が）よくでき

　る。㊤うまく行く。よくできる。成功す

　る。また，上等に仕上がる。？asibinu

　dikitOON．遊び（演芸）がうまく行ってい

　る。dikita　dikita．〔文〕でかしたでかし

　た。あっばれあっばれ。

dikigaataa⑥（名）よくできた砂糖。上等

　に仕上がった砂面。

diN①（名）蓮。はす。riNともいう。一一nu

　hwaa．はすの葉。

diNcaa⑪（名）riNcaaと隅じ。

diNci（①（名）riNeiと1司じ。

diNdee＠（名）riNdeeと同じ。

diNdoO⑥　　 （名）　　伝道。　　〈（地））　　参照。

d董Ngaku⑪（名）［田楽コ料理の名。　taa一

　？NmU（韻芋。塁芋のよ5なもの）を煮て，

　皮をむき，砂糖やごまをまぶしたもの。首

　塁。那覇では正月用の料理。

diNgaN⑨（名）riNgaNと同じ。

diNgaNmii⑨（名）黒Hが由いものにおお

　われた，視力のない目。龍眼の実に似てい

　るのでい5。daamiともい5。

dlNguN③（名）伝書。ことって。　r～ijaiと

　屯い5。

diNkwaa⑪（名）riNkwaaと岡じ。

diQkaa⑨（感）さあ。では。いざ。誘いか

　ける時発する語。，uuhuu，，oohoo，，iihii

　などともいう。それらの項参照。～sai

　？ieabira。さあまいりましょう。～？ika。

　さあ行こ5。

diQpaQ）（名）　riQpa　（立派）と同じ。

diQpuku⑰（名）立腹。腹を立てること。

　腹が立つこと。riQpukuともいう。～

　sjUN・立腹する。　kusamiCUNともいう。

diQsiN（D（名）θ立身。　O嫁に行くこと。

　riQsiNともいう。～sjUN．　とつぐ。

dON①（副）どん。太鼓の音など。

dONdONCO（副）どんどん。太鼓の音のさ
　ま。

dONmika＝sjuN①（宙＝saN，＝ci）どんとい

　う音を立てる。

doo①（感）どう。馬を制止する声。

doo⑨（名）ろうそく。　rooともい5。

doo③（助）ぞ。だぞ。　nusudu～．　どろ

　ぼうだぞ。’jaQciini　nuyaarijuN～．に

　いさんに叱られるぞ。

doOCUU③（名）［道中］道中。また，単に徒

　歩の旅行の意。

doodiN①（副）ど5ぞ。なにとぞ。どうか。
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doodoo

　～？aca　Qci　l〈W量ri．どうぞあした来てく

　れ。

doodoO⑨（感）結婚式の夜，花嫁が花婿の

　家に来た時，花婿の友だちが花婿を擁し

　て，花嫁の部置へ押しかける。その時の掛

　け声。三三九度の式に臨むのに際して，

　花婿を馬に乗せたつもりの声である。

doodoO①（感）ど5どう。馬を制止する
　声。

δOOgU（①（名）e道具。◎とくeこ，　茶器。

　cawaNdooguは食器一般。

dooguhjoOgU⑨（名）あらゆる遵具。道具

　一切。

doOgU・na’sai⑪（名）道具がよいこと。　ffe－

　ekoo～．大工仕事は腕よりも道具。

dookusu⑨（名）ほくそ。ろうそく．の燃えが

　ら。roekusu　ともいう。

dooma⑪（名）老も弓。も5ろく。　rOOIIIa

　ともいう。～sjOON．もうろくしている。

δoona⑨（名）童名。’warabinaaともい

　う。元服して名乗り（nanui）をする蔚の

　名。taruu（太始），　ziruu（次躯），　saN－

　duu（蕪郎）など。　naa（名）の項参照。

doori⑨（名）道理。すじみち6

doosa⑥（名）自註（JY　Xうばん）。doosaa，

　roosaaとも㌧・5。

doosaa⑨（名）doosaと昂じ。

d・・sl＠（名）明響石。　rQ・siともいう。

一dtt（助）ぞ。こそ。強意の助詞で，ふつ5

　あとを連体形で結ぶが例文に見るように

　そ5でない例もある。一nu（が），一ga（が）

　のあとにも付きうる。，waN～’jaru・わ

　たしなのだ。，waaga～，waQsaru．わた

　しが悪いのだ。niizamUN～，3a亭塘3，

　maakumaaku　kanagiisa．まずいものな

　のにおいしそうに食べてるよ。S圭rihwici－

　rneehwici　Qsi　？umuinu・v　？aee　sani．

　身辺をうろうろして，．気でもあるのだろう

　か。kumanakal～，ur樋．ここにいるの

　か。sii～sjurui・するのか。

一du（接尾）渡。回数を表わす接尾辞。？ici－

　du（一度），　naNdu（何度）など。

du＝euN①（自；kaN，窯ei）のく。どく。立

　ちのく。その揚がら離れる。ntlCUNとも

　いう。？i（ltaa　taee　dukee．おまえたちふ

　たりはどけ。

Gugeeikuru「bi⑥（副）盛んに転ぶさま。

dugee＝juN⑰　　（自　　＝raN，　　＝ti）　　転ぶ。　　duu

　（腿・体）がkeejuN（返る）の意か。

　kurubuN　ともい5。

dugwai⑨（名）rugwaiと岡じ。

dukasiree①（感）こら。いたずらっ子など

　をおどす語。～，　nama？Nmai．こら，

　まだそこにいるか。

duki＝juN①（他＝raN，＝ti）のける。どげる。

dukina＝jUN①（自＝raN，＝ti）避ける。わ

　きへどく。

虚ukina＝sjuN①（態＝saN，二ci）のける。ど

　ける。しりぞける。

duku⑨（名）e毒。毒物。　dukり。～saani

　keesi．毒は毒をもって制せよ。◎毒。有

　害なこと。’juru　gijuni？utar恥ee～

　，jaNもis＆．夜，露に打たれるのは毒だとさ。

duku⑪（名）ruku（六）と同じ。

duku⑪（副）あんまり。ひどく。過獲に。

　migasi　N　kaneru　’waga　sumiru　ka－

　naja，　sumiriwaN　？asazi　？iruN　gikaN．

　［のがすどくかねる　わが染める総や　染

　めれはも転地　魚も着かぬ］どうしてこう

　までもわたしの染める紹（恋人）は，染め

　ても色がつかない（反応がない）のか。

dukugeesi⑰（名）毒消し。毒気を解き消す

　とと。　一geesi〈keesjUN。～　s3ux．毒を消

　す。

dukugusui⑪（名）毒薬。

dukugwagi＠（名）rul〈ugwagiと岡じ。

dukuniei⑪（名）rukuniciと岡じ。

dumaNgwa霜s麺N⑥（弛＝saN，＝ci）うろ

　たえさせる。あわてさせる。

dumaNgwieima「Ngwi⑪（副）　5うたえ騒
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duw

　ぐさま。周章狼狽。

dumaNgwi＝jUN⑰（自＝raN，＝ti）5．うたえ

　る。あわてる。狼狽する。

一dumi（接屡）妻の意を表わす接羅辞。　sa－

　cidumi？atudumi（前妻と後妻）など。

一duN（助）強意の助詞。　kuri～’wa錘Nna・

　これを（しも）忘れるな。ma｝〈utu～’ja－

　raa．まことにしあらば。もしも本当なら。

　？ariga・v　musika　’wasata・一v　sjuraba．

　［あれがどももしか　我沙汰どもしゅらば］

　もしも彼：女がわたしの話をでもしたなら…。

　kaci～　寧ee．　も　し書け｛ざ。　kakee　（書け

　ば）の強意。

dllNbuinucaasii⑪（名）どんぶり料理を持

　ち窃ってする宴会。

dUNburi⑪（名）どんぶり。

duNnanmN③（名）鈍な者。のろま。

dUNnasaNem（形）のろい。鈍い。愚鈍である。

du欝i⑨（名）どんす（鍛工）。王族貴族薦。

dUNsu⑨（名）duziN（胴衣）の美称。？a－

　taiunu　nakagu　masiru　hwieisaruci，

　tabini　meru　satuga　duNsubal〈ama．

　［あたい苧のなかご真由ひき晒ち旅にま

　いる里が　どんしゆばかま］　後園に作っ

　た芭蕉のしんの糸を真白にさらして，旅に

　行く我が背子の胴着とはかまを作りましょ

　う。

duΩpeku⑪（名）ruQpjakuと同じ。

dUQpekugttN、zuu⑨（名）ruQpjakugUN－

　zuuと岡じ。

dUQtu①（副）duuduと問じ。

duragwli①（名）どら声。

dura⑪（名）泥。水をおびて柔らかくなつ

　た土。

du澱bisja⑪（名）泥足。

duruhUQtaaem（名）泥だらけ。泥まみれ。

duruduruCO（名）どろどろ。泥のように柔

　らかなさま。

durugwaQtaiem（名）ぬかるみ。泥淳。

d1・rumic圭⑨（名）泥道。

durumi4i＠（名）泥水。

durumutaaN⑪（名）泥あそび。這いじり。

duruwakasii’ H（名）料理の名。冊芋（taa一

　？NMu）・子芋のずいき（taamuzi）。こん

　にやく・揚げ豆腐などをどろどろに煮こん

　だもの。

dusadusa①（副）㊦どさどさ。どしんどし

　ん。大勢の足音など。◎どきどき。動悸を

　打つさま。，Nni～．胸がどきどき。

dusamika＝sjuN⑰（他＝saN，＝ci）eとど

　ろかす。どしんと音を立てる。sikiN～・

　世間に大きな評判を立てる。◎（胸を）ど

　きんとさせる。

dusio（名）：友：。：友：だち。仲間。

dusibiree①（名）友だち付き合い。一biree

　〈hwiuree．

dusikugee①（名）友だち付き合い。交：友。

dusimugiriQ（名）友人と親しくなるあま

　り，他をかえり見ないこと。

dusiru⑨（名）身代金。人身売買の金。duu－

　ganee　ともいう。　sjuiwarabi　nusudi，

　nahwawarabi　nusudi，　kuNzaNni　？uj’ai，

　nakugamini　？ujai，　takadusiru　？utidu，

　takadusiru　tutidu．［首里童盗で　那覇

　童盗で　国頭に売やい　中頭に売やい

　高どしろ売てど　高どしろ取てど（女物

　狂）3首里の子供を盗み，那覇の子供を盗

　み，国頭に売って，中頭に売って，高い身

　代金：で売って，高い身代金を取って…。～

　？irijUN。身代金を払う。

dusudii⑥（名）着物の一種。そでの狭い，，

　女の不断着。

dusud蔽mee⑨（名）dusudiiの駅装。肱臓一

　S圭（夏の礼服）や，wataziN（冬の礼月侵）

　のない婦人が，dusudiiで間に合わせるこ

　となどをいう。

duu⑪（名）［胴〕θ体。～tees圭ci磯’joO．

　体を大切にしろよ。～mucitoosjUN・体

　をこわす。～mueijaNZUN．身をもちく

　ずす。錨行悪く，堕落する。～daCUN．
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畷uu

　イ．（負傷などで）家に引きこもる。m・

　（衣類・夜具などが）体にぴったり合う。

　～NdakaN．（着物が）だぶだぶである。

　◎自分。自身。また，自分の体。～nu　ei－

　kara。自分のカ。自力。～BU，jaa．獅噛の

　家。自宅。～nu　kutoo　l｛aNgeetidu，（≧cu－

　nu　kutoe　kaNgeejuru．自分のことを

　考えてから，ひとのことは考える。～nu

　？wii．自分の身の上。　Qeunu？wiiNdi

　？umutoota寧iga，～nu？wii　natoON．ひと

　の身の上のことと思っていたが，わが脅の

　上のことになった。～ja　caaga・イ・体

　はどうか。ロ．自分自身はど弓か。～mu－

　cigurisaN．イ．体をもてあます。　W・自

　分（の体）をもてあます（duumuciguri－

　saNとはXEj）。～’担hwi5UN．（霞分を）身

　請けする。身代金を出して二目の身とな

　る。～？ieibUNnu　l〈urd‘　si．自分ひとりの

　生活。

duu⑪（名）ruu（龍）　と同じ。

頃uu2agaci⑥（名）自活。自分で働いて暮ら

　すこと。

du臓？agami⑰（名）自己崇拝。自分を偉い

　竜のと思い，またそ5ふるまうこと。うぬ

　蘇れ。duu？ujameeともいう。

duu2akagai⑥（名）自己暴麗：。町分のした

　事を自分であらわにすること。

dUU？atai⑲（名）自分の心に当たること。

　人の言を聞き，霞分の事を言われたように

　感じ，恥じたり恨んだり怒ったりするこ

　と。～sjUN．

duubaNmee⑨（名）自分で弁嶺（または食

　糧）を持って行くこと。弁当（食：糧）持参。

duubeeree⑪（名）入に危害を加えようとし

　て，かえって自分がけがすること。

冠uub癬⑪（名）体を前後左右に振り動かす

　こと。～kuuzuN。盛んに体を振り動か
　す。

duubuku⑨（名）道服。羽織。男子用。

．duubumii⑨（名）自分をほめること。自

　護。ひとりよがり。

duubuni◎（名）体の骨。～，janUN．骨が

　痛い。疲れた揚合にい5。

duubuninoesiev（名）骨休め。慰労のため

　酒を一杯やることなど。

duueu「i⑪（名）自分ひとり。

duucui？aΩci⑲（名）ひとり歩き。

duueuigurasi⑨（名）ひとり暮らし。

duucuik｛irubi⑨（名）ひとり寝。

duucuimunii⑪（名）ひとりごと。独語。

dwweuimuN⑪（名）ひとり者。猿身者。ま

　た，孤独な者。ひとり暮らしの者。

duucuiwaree⑪（名）ひとり笑い。

duueuu⑨　（名）　ruucuu　と同じ。

duudu①（副）はなはだ。非常に。とても。

　ずっと。比較してずっとよい場合に多く用

　いる。dUQtuともいう。悪い憂虞・劣る場

　合にはzooiという。～rnizirasii　mUN・

　非常に珍しいもの。～curasaN・ぐっと

　美しい。

duugana⑪（名）次の句で用いる。～ka－

　najUN．体がかな5。体が丈夫でよく働
　け圏る。duugara　kanajUN．ともい弓。

dunganee⑨（名）身代金e　duslruの方を

　多く用いる。

duugaQsaNmp（形）身軽である。身が軽くよ

　く働く意に用いる。

duugaQti⑪（名）自分勝手。身勝手。

duugara⑨（名）duuganaと同じ。

duugumagii⑪（名）海外で死んだ，遺骨の

　ない者の盤をとむら5ために，海辺の小石

　を拾って祭る行事。龍宮祭り。

dUllgurisjaN⑰（形）θ（人に翻倒や迷惑を

　かけた時などに）心苦しい。duugurisja

　S担N．心苦しく思5。恐縮する。Oむずか

　しい。困難である。

duuhara⑨（名）自分の腹。次の句で用い

　る。～’janUN．ほぞをかむ。くやしく

　思って苦しむ。

duuhwi⑲（名）ruuhwiと同じ。
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duuniikamaiaii

duuhwizujaa＠（名）冷え｛生の者。

dmtjahwarasaNan（形）体が弱い。

dUU．iaNzi⑨（名）自分のやりそこない。自

　分の失敗。

duujaQsaN±　ew（形）θたやすい。容易であ

　る。◎（気分・生活などが）楽である。安

　らかであるQduuj聯iku，lree．楽に坐オt。

　duujaQsa　sjoON．暮らしが楽である。

duuja＄ii⑥（名）ぞうさないもの。たやすく

　できるもの。

duuja＄imuN⑨（名）容易なこと。やさしい

　もの。

duuja，＄1’Qtee3y⑰（副）やすやすと。たやす

　く。容易に。’jasiQteeN，，j碍i3砺i糠な

　どともいう。

duujoO①（∋（名）岡様。～na　kutOO　ma－

　aniN？aN．岡様なことはどこにもある。

　◎（接尾）岡様。’wikigaduujoo（男同様），

　？ujaduujoO？umujuixr．（野馳様に思う）

　など。

duuju”i⑥（名〉霞分ゆえのこと。自業自得

　なこと。

duu。　juN①（他＝raN），＝ti）岡聴する。賛成

　する。suujoONkai　duuri・皆に岡興しろ。

　，NnaNkai～。皆のいうことに従う。

duujuu⑨（名）土用。一一一ffに四回あるが，

　普通は夏の土用をい5。

d騒獄kaNgee◎（名）自分だけの考え。独断。

duukuru①（副）自分で。自分自身で。一ku－

　ruは「自身で」の意を表おす接尾辞。

duukurubi⑨（名）㊦（人に転ばされるので

　なく）自分で転ぶこと。◎老人・子供など

　が，世話する者もなくひとりほうりつぱな

　しにされていること◎

duukurujuni⑨（名）自分で髪を結5こと。

dUixkurueukui⑪（名）自製。季製。

duukweegutu⑨（名）自滅的行為。自縄帯

　縛のこと。

duuniakanee⑨（名）自弁。（食費などを）

　霞網で負担すること。

Guumee⑨（名）自分のすべき琵事。霞分の

　持ち前。～habal〈i．窪分のすべきことを

　早くかたづけよ。

duumi与fgara⑨（名）畠分の身一つ。母親

　が子供を達れずに単身で遠くへ行く場合な

　どにいう。単に翻寧igaraともL・う。．

duumue量⑰（名）自分持ち。自弁。

duumucigurisaN⑪（形）内づらい。折り合

　いが悪いなどのために，生活がしにくい。

　duu　mucigurisaN（自分をもてあます）

　とは男睦。

duu「】ntucinai⑪（名）身のこなし。立居ふ

　るまい。ものこしQ～nu，jutas診N，身

　のこなしがよい。

duumueigeuku⑨（名）身のふりかた。暮ら

　しかた。なりわい。

duumui⑥（名）子供がお守りなしでひと

　りで遊んでいること。自分で自分の守りを

　する意。

dUU㎜uraCO（名）こ同柑］mazixi〔間切］の

　名と同じ名のmura（村）。たとえば具志

　頭四切（gusicaNmaziri）には具志頭，金

　武間切（ciNmaztri）には金武のように，

　各間切には，間切名と同じ村，すなわち

　duumuraがあった。

duunaa⑨（名）e自分たち。その人たち自1

　身。また，銘銘。～ja？a麟dooti　Qeu¢u一一

　kajUN．自分たちは遊んでいて人を働かせ

　る。◎自分たち。われわれ。やや格式ばっ，

　ていう語。多くの揚合，話し粗手を含まな

　いQ～ja．　hugaQtiN，jaibiiN．われわれは1

　納得できません。

duunaakuru⑪（副）自分たちで。また，

　銘銘で。自分引分で。～Qsi．自分たちで

　しろ。

duunaamunugatai⑨（名）銘銘が勝手に
　話をすること。

duunii⑪（名）5めくこと。うんうんうな

　ること。～sjUN．

duuniikama”nii⑪（副）5めき声で苦痛を
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d繊u三～NbusaN

　霞ぎらわすさま。小さくうめき声を発する

　さま。

duu2NbusaN⑪（形）（病気で）体カミ重たい。

　自分の体を重く感じ：る。

duuooganasi　en（名）ruuooganasiと岡

　じ。

dUiisibui⑱（名）肌着。　hadasibuiともい

　弓。

duusigari＠（名）自分に頼ること。自己算

　毅して用をたすこと。

・一р浮浮唐鰍≠∞J（接尾）同志の意を表わす接屡

　評。？uj3duusjaa（親問志），　Ql〈waduu－

　sjaa（子岡志）など。

duutakabi⑨（名）高ぶること。蓉大にかま

　えること。

duutaN⑨（名）とたん。亜鉛鉄板。

duutee⑭（名）鵬体。

盛蹴？面⑥（名）　舅売り。身代金に代えて

　わが身を売ること。

duu？ujamee⑪（名）自尊。惣分を偉いも

　ののように思い，またそ5ふるまうこと。

　5ぬぼれ。duu？agamiともい5。

duuwacaree⑨（名）面倒な仕事を人に頼ま

　ずに自分ですること。

崖uuziira＠（名）体をいためること。？ijUN

　（入る）とと秀に用いる。si呈xaの項参照。

　～？ijロN．体をいためる。病気になる。

duuzi・juN①（露＝raN，＝ti）動ずる。臆す

　る。肯定の形ではあまり用いない。duuzi－

　raN・鋤じ：ない。臆しなU・。　maaN　duuzi一一

　raN．どこも恐れない。

崔uuzoosieiew（名）霞炊。　zoosieiは炊事。

duzlrv⑨（名）〔胴衣］既着の上に着る，た

　けの短い下着。じゅばんに似たもの。もと

　は下着ではなかったが，のちにはそのkに

　？waabooiを付けたので下着となった。

　ka．kaNと合わせて着る。

duziNkakaNev（名）duziNとkakaN。
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？e

？eeO（感）おい。もし。饅下の者へ呼び掛

　ける語。瞬上へは，男は～sai，女は～

　taiと呼ぶ。劣…常｛こ丁寧‘こ‘ま，男｝ま～sa・一

　ri，女は～tariという。月下の長老へは

　～naaという。～？aNsii．もし，　おか

　みさん。

？ee⑨（名）eうち。　taruutu　ziruuga～

　taagana　kuuwa．太郵と次郎のうちだれ
　カ、カミ夷ミ、・。　？jaaja七aaginu　～　zi！’u　tu圭一

　ga・おまえは二つのうちどれを取るか。？U－

　sakiinu　Qeunu　”s－nee　nusudunu　’uiga

　sjura’waka］’aN．それだけ多くの人のう

　ちには泥棒がいるかもしれない。◎間
　（ま）◎しばらくの時価。．～nu？aN．問カミ

　ある。～NneeN　cuusa．間もなく来るよ。

　niibiei　Qsi　一s－N　neeNdidu　？umuis．iga，

　？iina　 boozaa　　？Nmaritaru　　basjui．　結

　婚して閻もないとばかり思っていたのに，

　もう男の子が生まれたのか。

2ee⑨（名）藍。藍色染料の原料となる植物。

2eebicaa⑪（名）魚の名。刺身などにする，

　長さ20センチほどの藍色の魚。

？eeci⑪（名）〔文〕ε相田〕互いに気が合う

　こと。？uzal〈amuimijuja？amici～na－

　tuti，　tuei　taganu　？amiga　huriba　’3’uga－

　hu．［おぎゃかもゑ御代や天地些些なとて

　　時たがぬ雨が　降ればよがほ］尚真王の

　御代は天地も気をそろえて，時節にたがわ

　ぬ雨が降れば豊年となる。

2eegi”bu⑪（名）藍壼。藍汁を欝えておく

　艶。

’leedi’h・u⑨（名）藍の葉で作った染料を入

　れておく竹のかご。tiiruはかご。

？ee？ee⑪（感。副）おおいおおい。遠くか

　ら呼びかける語。～s5UN．（選くから）お

　おいと呼びかける。

2ee？ee①（感・副）おいおい。もしもし。

　～SJUN．おいおいと呼びかける。もしも

　しと呼びかける。

2eegamiga’sa①（名）藍色に染めた紙を張

　つた傘。貴婦人用の傘で，一般の婦人は白

　い紙に油を塗っただけの傘を馬いた。

2eegasa①（名）藍色の紙で張ったから傘。

？eegata①（名）？ee？uburuuと同じ。

？ee？量ju①（名）魚名。小さい魚で薬用にな

　る。

？ee？iru⑨①（名）藍色。

？ee2iruu⑨（名）藍＆のもの。

？ee＝jUN⑨（他＝raN，＝ti）あえる。あえも

　のにする。

？ee；juN①（自＝1’aN，＝ti）乳・膿などが，

　出る。したたり出る。c盤nu～．乳が出る。

2eekuan（名）胎児がものに饗応して，何か

　の動物に似て崎形などに生まれることσ

　？usazinu～．　三三つ口。　兎唇。　saarunu

　～・口のとがった子など。takunu～
　sjoON，たこの申し子として生まれている。

　骨無しのかたわである。

？eeku⑪（名）擢。舟を漕ぐもの。？weeku

　ともいう。

？eekwee⑨（名）〔窃〕書い合い。言い争い。

　一vN　neeN．言い争いもない。円満である。

　平和である。

2eenee⑪（副）あるいは。～？aNga，jara

　，wakaraN。あるいはそ5かもしれない。

2eemuhana⑨（名）藍汁に生じる泡。表面

　に美しく花のように浮かぶのでいう。

2eenugum圭＠（名）相惚れ。相愛。互いに

　結婚を望むこと。

？eeraasjaN⑨（形）愛らしい。（子供などが）

　かわいらしい。

2eeroo⑨（名）藍蝋。染料の名。薄水色に
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？eesagi

　染めるもの。

？eesagiCO（名）あいさつ。出会った人への

　あいさつにも，cuu，ugaRabii’a．（こんに

　ちは。圏上へ），cuu・（こんにちは。鼠下

　へ），’ii？waagiei　deebiru．（いいお天気

　です。冒上へ），，jana？waag1ci，3段ibi圭N

’jaa．（悪い天気ですねえ。9上へ），？uku－

　taNdiN　saaibira簸i．（お痩れもありませ

　んか。醤上の老人へ），cibajunci（鋤い

　ているか。鋤いている翼下の若者へ），

　？終恥疑瓢L（遊んでいるか。遊ぶ手供に），

　taQeoomi．（立っているか。立っている国

　下へ），’ieeomi・（すわっているか。すわっ

　ている翼下へ），maakaiga。（どこへ。ど

　こかへ行く目下へ）などさまざまある。

？eesibuiew（名）染物の名。藍魚のしぼりぞ

　め。

？eesjoo⑨（名）梱性。陰陽家のいう男女の

　相性。？anu　tai5a，銭？eesjoO，jaN．あの

　ふたりはよく性が合っている。

？eesjooguhwasaN⑩（形）性が合わない。

？ee＝sjuN④（他＝saN，＝ci）（乳・膿などを）

　出す。したたらす。「あやす（零す）」に対

　応ずる。cii～・乳を幽す。

2eesOO⑪（名）愛想。～nu？aru　QCU．愛

　想のある人。～nu，jutasjaN．愛想がよ

　い。

？eesoomuc⑩（名）愛想のいい者。

？eeSU鵬ij繊⑨（名）藍染屋。単にSU瓢i旗

　ともいう。

？eeti⑪　　（名）　（≡）季i韮手。　　～　 ヌユajUN．　　＄E三手三｝こな

　る。～sjUN．棺手をする。◎岡等の力量。

　甲乙なし。～sjUN。甲乙なし。

？eelu⑨（名）同等の力量の者。甲乙のない

　考。いい相手。～’jaN．いい相手だ。

？ee？uburuu⑨（名）藍で染めた模様。型付

　けで染めるので？eegataともいう。また，

　その模様iの着物。女の夏1物にする。

？eeza⑨（名）閲。物と物との闘。また，あ

　い間。すき間。hasirutu　hasirunu～ni

　？iibi　hasamaQむaN．雨戸と雨戸の間に捲

　をはさまれた。

？eezagaci⑨（名）行間の注詑。

？eez韮⑪（名）呼ぶこと。呼んで誘うこと。

　～sjUN．呼ぶ。

？eeyumii⑪（名）藍染め。藍で染めたもの。

2eeZttU⑰（名）［口中3岡僚。仲間。
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うe

’ee⑪（感）へえ。ほう。まあ。軽く感じた

　時，軽くあいつちを打つ時などに発する。

　～？axdu’jarui．へえ，そうかね。ま

　あ，そうなの。

eeecoodee①（名）婚姻関係による，義兄弟

　姉妹。

，eedaki①（名）入重爵。国頭地方，本部半

　臨にある山の名。

’ee” HiQcaa⑪（感）あらまあ。珍しいことに

　接した時などに，女が発する語。

，ee” 汲奄モ≠高?ｅ⑨（感）よいしょ。力を入れる

　時などに，主として男が発ずる語。

’ee恥a①（名）入重山群島。

eeemaa⑪（名）八璽山（’eema）の考。卑称。

，eemakaabujaa①（名）入璽山蠕蠕。

’eeN①（名）織機の箴（おさ）の種類の名。入

　よみ。経糸640本を通す竜の。またそれで

　織った布。huduc玉の項参照。

’eesazi叢⑪（名）やせがた。ほっそりした体：

　つきの者。一・sazii＜sazirijUN（そげる）。

　，eesug銭ともいう。

，eesugii＠（名）やせがた。ことに，顔の細

　い感じの者をい5。，eesaziiともいう。

’eezidaki①（名）八重洲蚤。島現郡にある

　出の名。

，eisaa⑨（名）sicigwagie呈saaと弼じ。そ

　の時歌う歌に，eisaaというはやしが入

　る。

185



琶

一ga（助）㊦が。人名・人代名詞などに惑い

　て主格を示す。他の名詞の主絡はふつう

　一nu（が）で表わされる。ただし，人を表

　わす名詞の場合，・’siに終わる形の揚合

　（逆接の一曄gaとは劉），その他の場合に

　も一gaの付く例がある。また，一gaのあ

　とにはづa（は），一N（も），一du（こそ）な

　どの助調が付いて一gaa，一gaN，一gadu

　などとなることがある。なお，waN（わた

　し）に付く時は，waaga（わたしが）とな

　る。？ari～caN．彼が来た。，waa～ka－

　caru　tigami．わたしの書いた手紙。　S娘一

　sii～？meNsoocoON。先生がV・らっしゃつ

　ている。　この気合はsiNsiinuとも言え

　る。しかし，たとえば？ama（あのかた）の

　揚合は？amanuと書い，？amagaとはふ

　つ5醤わない。’NNda晦i～masi．見な
　い方がよい。nuu，．i　atiN　kanu￥i～？am宝．

　何か食べるものがあるか。？arigaa？icu・・

　sa．彼なら行くよ。’waagεしa鷺araN瓠ga，

　？jaa～najumi・わたしにはできないが

　おまえにできるか。，jamatUNcugaa？a－

　nee　saN．日本人ならそ5はしない。，wa－

　Njaka　hukanee　taa・一N　siraN．わたし

　ょりほかには誰も知らない。kuree’waa“

　～NnajUN。これはわたしにでもできる。

　？arl－vduN　musika　’wasataduN　s3’ura－

　ba．［あれがどももしか　我沙汰どもしゅ

　らば］彼女がもしもわたしの話でもした

　ら。◎の。が。属格を示す。一nuの項参照。

　？ari～sjUMugi。彼の本。　sibai、，NNda－

　zijaka　？uQsa・v　sisU｛amee　maa　haiga．

　芝居を見るよりはその分の肉を食べた方が

　どれだけいいかわからない。㊧に。…する

　ために。…しに。i動調の「連用形」に付

　く。？iju　tui～？iCUN．魚を取りに行く。

⑳疑わしさを表わす文に用いて，文の疑わ

　しい部分に付く。あとを推量の形（aで終

　わる）で結ぶ。述語となる動詞につく場合

　には「連屠形」に付き，あとをs5ura（す

　るだろうか。ただし否定の場合は？araあ

　るだろうか）などで結ぶ。？aree　tigami－

　N　kacura　sjumugitv　’junura　’waka－

　raN．彼は手紙を書いているのか本を読ん

　でいるのかわからない。　？ai～sjura．あ

　るだろうか。tui～sjabiira。取りましょ

　5か。　naa　kaki？ooraN～　？ajabii「a・

　もう闘に合わないでしょうか◎？aN～，3a－

　ra。そうだうらか。　kuree．’waaga’jara．

　これはわたしだろうか。e“u，ugamu
　kutuja　’jumi～，jajabiira．［今日拝む

　ことや　夢がややべいら　（花売之縁）］

　きょ5こうしてお会いするのは夢でしょう

　か。（参か。疑問を表わし，疑問を表わす

　語に先行されて，質問文・反語文などの文

　末に用いる。活用する語に付く場合にはそ

　の「短縮形」（apocopated　form）1こつく。

　ただしそのあとに二二，jaa（ねえ）が続

　く時は，疑問を表わす語に先立たれなくて

　もよい。，jaaの項参照。　taamUN～．だ

　れの物か。捻a～．だれか。caa　sju～．

　どうするか。？aamuee　nuusaani　guku－

　tee～．泡盛は僻で作ってあるか。

93a⑨（名）我。～haju翼．我を張る。　～

　，uur呈jUN．（我が折れる）我を折って弛に

　従う。

gaabm’aci①（名）口を大きく開くこと。

　一buraci＜huraCUN。～　sj　UN。　環をパク

　りとあく。

gaadaga「mi⑪（名）むだ食：い。

gaadagwe’e⑪　（名）むだ食：い。gaadagami

　と問じ。
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9段kuric圭

gaaee⑪（名）綱引き（ginahwiei）の時の

　もみ合い。綱引きの威勢をつけるため，大

　勢が拳を頭上に交叉して上げ，背中をむけ

　合ってもみあ5。拳を上に上げるのは，喧

　嘩をさけるため。〈gaajUN。

gaagaaCO（副）（からすなどが）騒がしく鴨

　くさま。があがあ。

唱aai（接屡）相当・匹敵の意を表わす接尾

　辞。zuuniNgaai（十人に匹敵すること），

　，wikigagaai（男に匹敵すること。男まさ

　り）など。

gaaimuN⑪（名）威張り散らす者。威勢を

　ふりまわす者。〈gaajUN。

gaa　・］uN⑪（窟＝raN，＝ti）eおごり高ぶ

　る。威勢をふり催す。◎綱引き（ginahwi－

　ci）の時，東西の若者が踊り狂って，威勢

　をつける。

gaama⑪（名）無茶。無茶な行為。～ka－

　kajuN．無茶をする。　kakaraN～ka－

　kajUN。ひどい無茶をする。

gaanaa⑨（名）こぶ。打ちつけてできるこ

　ぶ。

ga四竹aa⑨（名）鷲座。

gaar認a㎜3⑨（名）曲玉。　nuuru（のろ）

　などが’首に掛けたもの。

gaarahwiQeii＠（副）がたぴし。物がすれ

　合ったり倒れたりして出る音のさま。

gaatui⑨（名）［震〕鴨。

gaaza⑬（名）鳴謝。《地〉）参照。

gaaza⑥（名）我喜屋。《地）〉参照。

gaaZUU⑪（名）我の強い者。強情者。意地っ

　ばり。

gaazuusaN⑪（形）我が強い。i強情である。

gabu⑪（名）我部。〈（地》参照。

gabusuka⑨　（名）　我部祖～可。　〈｛地】》参照。

gaci⑨（名）食いしんぼう。食をむさぼる

　考。餓鬼のような者。

gacicaa⑰（名）5に。那覇でmaasju－
　kwee，農村で？unaaというようである。

　c銭ruk鍵as担（黄色い塩辛）にする。

gacigisaN⑪（形）餓鬼のようである。食い

　意地が張っている。gaciraasjaNともい
　う。

一gacfi（晶晶）ながら。つつ。がてら。？aQ－

　cagaeii，junUN．歩きながら読む。

gadkee二」ガN⑨（自＝raN，＝もi）食い意地

　が張る。がつがつする。

gaeknajaa⑨（名）餓鬼のような猫。泥棒
　猫。

gac三raasjaN⑨（形）gaeigisaNと同じ。

gaguN⑪（名）鰺。

gahwagahwa①（副）かくしゃくと。老人
　の頑健なさま。

gahwamika＝sjuN①G也＝saN，＝ci）（げん

　こつで）こつんと打つ。koosaa～。げん

　こつの先でこつんと食らわせる。

gahwara⑪（名）不潔にした頭の皮霜にた

　まる黒い垢。

gahwasaa①（名）強情張。頑固者。

gakwas圭⑨（名）強情。頑固。？aree～

　’jasa．彼は頑固だよ。

gakizaa⑪（名）gak圭zuu（鈎）の卑語。

gakiZUU⑪（名）鈎。つるし鈎。物を下げる

　ために天井などからつるす，先の曲がっ

　た鈎。

gaku⑪（名）g3kubura（管楽器の名）の

　賂。

gakubura⑨（名）gakubura（管楽器の名）

　による音楽。

gakubura①（名）〔古〕楽器の名。　xuziga－

　ku［路次楽3など，王の行列の時に吹奏し

　た管楽器。明笛の一種であろう。略して

　gakuともいう。これを吹き鳴らす者を

　buraaという。1）最raruuraと鳴る。

gakuburi①（名）学問気違い。学問に熱中

　して世事をかえりみない者。

gakugakuca（副）べらべら。へらず口をた

　たくさま。

gakumuN⑬（名）学問。・＄imiともいう。

gakuriciO（名）学力。
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gakusja

gakusja①（名）学者。以葡は漢学者のみを

　欝つた。

9akusjoo①（名）［学生コ学生。生徒。

琶a磁a⑦（名）洞窟。ほら穴。その多くは鐘

　乳洞である。普天闘と金武に有名なものが

　ある。

9a㎜aku⑨（名）腰踊りの瞬くくびれている

　部分。ウエスト。～ku聾sまmiru　111iNsa

　kwix’ana．［がまこくんしめる　めんさ・呉

　らな（かなよ節）コ腰をぎゅっとしめるメ

　ンサ帯をやろうか。

gamakubunimp（名）腰骨。

一gan・a（接尾）か。疑問を表わす語に付き，

　不定の意を承ず。nuug：ana（何か），　taa－

　gana（だれか），　maagana（どこか）な

　ど。

一gana（接羅）〔文3限り。可能な限り籍で

　きるだけ。臼語はganaas㌔tiNRU？耽u－

　gaminu　lnigurugana　migutL［天の御

　欝目の　めぐるがなめぐて（忠臣身替）］天

　のおとがめがめぐるだけめぐって。

一ganaa（接罷）ながら。？icaganaa．行き

　ながら。cii　numaganaa　niNもaN．蓼Lを

　飲みながら寝た。

一ganaasi（接躍）…できるだけ。　maguga－

　naasi　maQciN　kUUN。待てるだけ待って

　も来なし、。？agaruganaasi　？aga£i　saga－

　rugaRaasi　sagajUN．上がれ．るだげ上

　がって，下がれるだけ下がる。

ganahwa③（名）我那覇。〈（　tC　））参照。

ganavaasjaN⑪（形）かいがいしい。けなげ

　である。よく立ち働くさまなどをい5。

ganarag韮saN⑨（形）ganaraasjaNと岡じ。

9anaramuN⑪（名）ganarimgNと岡じ。

9anarimuN⑨（名）働き者。

一ganas量（接躍）〔文〕一ganasiiの文語。

一ganasii（接羅）〔加餐志］様。尊敬の意を

　表わす接尾辞。？aziganasii（按碧羅），？u－

　sjuganasil（国王様），’wa？ujaganas量

　（わが親御様）など。また人以外の語につく

　揚物もあるQ？weesiNglanasii　niisjoor2。．

　（お休み遊ばしませ。非常な欝上に棄する

　寝る時のあいさつ）など。kanasjaNの転

　じたものと思之）れ．る。

一ganasiimee（接電）［力目溢志前］様。尊敬

　を表わす接隠辞．一meeも尊敬の飛躍辞で

　一ganasliにさらに敬意を加えたもの。

　？usjug＆nasii勲ee（照王様）など。

gani①（名）蟹。

慧a簸鮫（接目）［金］男の名前の下につく，

　敬愛の意を表す接尾辞。貴族などの男の名

　の美称となる。magiganii〔松金］，　taru－

　ganii［樽金：］など。

9・ftnikt！⑰（名）我情古。《地））参照。

93翼①（名）艦（がん）。葬式の時，死者の棺

　を入れて墓地まで運ぶためのものg病人で

　かつぎ，さらに：二，三人補助する者がつく。

ga翫a3◎（名）悪知恵のある者。　gaNci－
　kweemtiN　　と　もし・う。

gaNei①（名）悪知恵。～kwatooN．悪知

　恵をもっている。～lta　muN．悪知恵の
　♪　”　．瓢
　の《）僧っ

謬隷西e養kwee’㎜u理⑨（名）悪知恵のある者。

　gaNcaaともいう。

琶a鞭oo⑰（名）眼鏡。めがね．　milkagaN

　ともいう。

gaN　d腿＝juN⑪（自；raN，＝ti）元気をなくし

　て，しxんぽりとする。がっかりする。

琶農瞬aa⑨（名）艦（gaN）を納めておく小

　量。

gaNmavisc（名）いたずら。また，ふざける

　こと。tiinu～．手でするいたずら。

gaNsaa¢（名）deekun玉gaNsaa　と同じ。

gaNsina⑪（名）女が荷物を頭にのせて運ぶ．

　時，荷物の下に敷く丸い輪。荷の坐りをよ

　くし，頭の痛くなるのを防ぐもので，たい

　ていは藁で編んだもの。転じて，西瓜など

　の下に敷くものをもいう。

gapa’sinagwaahjooeaku⑰（名）うず巻き花

　火。ねずみ花火。
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gata

igaNzimi①（名）釘抜き。

．gaNZUU⑪（名）頑丈。強健。丈夫。？ugaN－

　zuu，jamiseelbiitii．御壮健でいらっし

　ゃいましたカ㌔

gaNzuugisaN⑰（形）強健らしい。丈夫そ

　うである。

gaNzuumUN⑨（名）頑丈者。強健な者。

・gaQkoO①（名）学校。gaQkooziともいう。

　首塁には，各面にmuragaQkoo，平等
　（hwira）ごとにhwiragaQkoo，さらにそ

　の上にkul〈ugaku［磁学3があった。

gaQkoozi①（名）［学校所］gaQkOo　と岡

　じ。

gaQpai⑨（名）おでこ。ひたい（hwicee，

　mukoo）の卑語。また，飛び罪している

　ひたい。

．gaQpaigibmdu⑥（名）おでこの頭。ひたい

　の出た頭。

gaQpajaa⑪（名）おでこの者。

gaQsaN（D（形）軽い。昌方が，軽い。また，

　軽薄である。kaQsaNとは意味が異なる。

gaQtiN③（名）合点。承知。承諾。gaQtlnUi．

　承知するか。～naraN　kutu．承知できな

　いこと。～sjUN．

gara①e（名）殼（から）。中身のない外皮。

　また，中身をぬいたから。～natOON．か

　らになっている。◎（接尾）sibuigara

　（しぼりかす），’uuzigara（さと5きびの

　しぼりがら）など。

、琶ara②（名）人畜の骨（卑語）。くずになつ

　た骨（の全体），捨てられた骨などをい5。

　～najuru　madiN．くたばって死ぬまで

　も（悪口）。

一gara（接躍）柄。晶位・様子などの意。　ci－

　neegara（家柄），　tukurugara（土地柄）

　など。着物の柄は？a3aという。

lgaragaraa⑰（名）玩具の一種。金属製の円

　盤に多くの小鈴をつけたもの。ふりまわす

　とかラガラ鳴る。がらがら。

藩ara響waakoojaa（①（名）動物の骨を買い集

　め，くだいて肥料にする業養。賎業とされ

　る。

毬aragwaamag置妻⑨（名）図体｛まかり大きい

　者。うどの大太。gara（骨）で売って初め

　て値になるよ5な者。

garamiaCUN①（他；kaN，＝ei）〔文〕奉仕

　する。勤める。まれな語。？utumu～．お

　供申し上げる。「がらめき勤め営む事也
　（混効験集）」

garasi⑨（名）植物名。肉桂（にっけい）。樹

　皮は薬用にも子供の妊物にもなる。

garasi⑨（名）からす。凶鳥とされ，夕方家

　の上を鳴いて飛ぶのを見ると，’iikutu　ka－

　tarL（よいことを語れ）と幌文をとなえ

　る。

garasihwiibaa⑰（名）からすへび。由かが

　しの一一Pt。全1身が暗灰色をした蛇。

garag．imagai⑪（名）手足の指などの筋肉が

　ひきつって痛むこと。からすまがり（こむ

　らがえり）にはkUNda？agajaa　という。

garumuN①（名）軽い物。

garunii①（名）軽い荷。

gasaa①（名）がさつな者。教養の低い潤い

　のない人間。

ga＄agasaCO（副）θごとごと。がさがさ。物

　のふれ舎5音，ねずみが物を引く時の音な

　ど。◎mざわりの悪いさま。食物に砂がは

　いった時などにいう。じゃりじ：やり。ni－

　rigasagasa　ともいう。

gas韮①（名）飢謹。餓死の転意。餓死は’jaa－

　saziniとk・・う。

gasidusi①（名）飢簸の年。凶年。宵語で

　捻igajuu　ともいう。

gasu2itu⑨（名）〔新｝瓦斯糸。

gata⑨（名）〔新〕次の句で用いる。～maa－

　jU凡〔俗語〕（破局が）やがて来ようとし

　ている。たとえば，陶器にひびが入ってや

　がて割れよ5としている時，やがて捕われ

　そうな状態である時などにいう。gata

　〈一gataa（…しそ5♪。
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gata

gata①（名）埋立地。

一gata（接曜）…しそう。ふつう一gataaを

　多く用いる。まさにそのことが起ころうと

　していること。sin2gata（死にそう）など。

一gataa（接尾）…しそ5。まさにそのことが

　起ころ5としているさま。maajUNの項参
　照。？ami｝ユuigataa（雨が降りそう），　sini－

　gataa（死にそう），？utiigataa　nato◎N．

　（落ちそうである），nacigataa　maatOON．

　（泣きそ弓である）など。

gatagata①（副）∈）がたがた。恐れ・寒さな

　どで体がふるえるさま。Oがたがた。安定

　が悪く音が出るさま。hasirunu～sjoON。

　雨戸ががたがたしている。

一gatanasaN（接尾）…し兼ねる。…し難い。

　（気を使うために）…しにくい。？icigata一一

　nasaN（行きにくい），’wakarigatanasa

　（照れがたいこと）など。

gaweegawee⑪（副）豚の鳴き声。ぶうぶ

　う。騒がしく鳴き立てる時の声をいう。

g解謎mi⑨（名）蟹の一種。海に塵レ体が

　大きく，美味。

gazaN⑥（名）蚊。

gayaNew（名）蚊。　gazaNともいう。

gaz量maru⑲（名）樒樹。ガジマル。沖縄盃

　る所にある亜熱帯二物。老樹になると枝か

　ら気根が出て地中に入る。果実はいちじく

　に似て小さい。

93戸戸縛秘N①（塵＝raN，＝む圭）やせ綱る。

gazir温州uN①（名）やせ賜った者。

gee①（名）θ害。わざわい。さまたげ。㊤

　反抗。敵対。～sjUN・反抗する。はむか

　5。応対する。’waNniNkai～しわたし
　に反：抗するか。

geeci⑰（名）［咳気］風邪。風邪ぎみ。喉の

　有無にかかわらずいう。

geei⑨（名）（）還俗。出家して僧となったも

　のが俗にかえること。Oいったん，　saNsii

　（賛成。明治政府支持派で，断髪した者）に

　なった春が，のちに髪をたくわえ，もとの

　husaNsii　（不賛成。　明治政府‘こB艮諭せず，

　清に出ろ5とした派で，結髪していた）に

　帰ること。

gee；juN⑨（自traN，＝ti）e（勝負事に負

　けるなどで）面屋を失う。萎縮する。㊥還

　浸する。

geeX⑨（名）お祓いに用いる串。すすきを

　数本束ね，葉の先を折り蘭げて結んで作っ

　たものが多い。mabuigumi（その項参照〉

　の際などに用いる。

geesjaa⑨（名）反抗する者。はむかう者。

9雪ci齢磁⑨（副）ぎしぎし。きしむ音。　nii－

　keebasinu～s5u翼．二階への階段がぎ
　しぎしする。

giitaa⑨（名）片足とび。子供の遊戯の名。

giitaamuNdoo⑪（名）子供の遊戯の名。片

　足とびをしながら絹手を倒す遊び。

gikizi⑨（名）灌太の名。月面。いけがきに

　する。材は黄色で堅く，印材・皆紅・櫛。

　かんざしなどにする。

gik｛zigaci⑨（名）gik1Z1のいけがき。

giQcirigiQciri⑰（副）入を乗せたかごの音。

　？ukagu　tv　toojamakai，　tooja　maa3’aga

　toojaamaa．おかごぎつちりぎつちりトー

　ヤマへ。唐はどこなの，蠕さん。（童謡）

錘QCOO⑨（名）遊戯の名。？iQpaaと1司じ。

giQeoo⑪（名）hwizajaa（左きき）の那覇

　語。

gira量ka＝nal⑨（名）〔文〕［儀来河内］海のあ

　なたにあると僑じ：られている常温。あの

　重辻。nira重kanaiともL・う。口語はgiree－

　kanee，　nireekanee．

9董ree2aku”gaN⑨（名）〔古3〔家来赤頭］王

　府の下級の役職の名。

9｛ree＝jUN⑪（他＝raN，＝ti）〔古〕家屋・墓

　などを，普請する。造営する。混効験集に

　は「げらいて」とある。

glreeka「nee⑥（名）giraikanaiのβ語。

　nireekaneeともい5。

giruma⑨　（名）　雲煙閻島。　慶良間　璽島　（ki一
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9疑。量

　1’alna）の脇の名。また，慶留間。（（地））参

　照。

一gisaN（接尾）…そうだ。…らしい。轟d距

　gisaru　ltil〈ee（涼しそうな二階），？aN

　，jaigisaN（そうらしい），　no◎tooigisaN

　（直っているらしい），？uziraasigisaru

　，warabi（かわいらしい子供），？wiiriki－

　gisaN（おもしろそうである），　nagikasi－

　gisa　s∫00N（悲しそうにしている），　hui－

　gisaa’jaN（昂りそうである），？icigisaa

　（行きそ5）など。

gisio（名）平侍。また，平役入。下級官吏。

　「げす（下司・下衆）」に短応ずる語か。按

　司（？azi）などの高官に旧する。

gizaa①（名）意地の悪い女。那覇から来た

　語か，

匿ON琶GN⑦（副）健脚のさま。～？aQCUN．

　どんどん歩く。

goo①（名）輪。～maCuN．うずまく。～

　kaeUN．輪を書く。～gukuree。輪にな
　れ，

一goo⑨（接尾）合。一升の十分の一。また，

　一塁の十分の一。？icigOO（r合），　nigOO

　（二合），saNgOO（三合），　sigOOまたは

　siNgoO（四合），9UgOOまたはg双NgOO
　（五合）など。

900900⑪（副）ご弓こう。海鳴りの音。ま

　た，大雨の後の川の流れの音など。

googucaa⑪（名）苦情ばかり言う者。いつ

　も不平をならす者。

googuci⑨（名）苦情。不平をいうこと。

　muNnu～・食事の不平をい5こと。

googucilxja一’aguci①（副・名）さかんに苦

　情をい5さま。また不平の多いこと。不平

　不労。～sjUN。

gooii⑨（名）足の轡曲した不具者。ちんば。

　goojaaと岡じ。

goojaa⑪（名）eつるれいし。にがうり。

　？atai（菜園）に栽培され，実は長楕円形。

　i爽が緑色で柔らかいうちは食：薦となり，そ

　の皮はにがく，肉は甘い。◎足の轡曲した

　不具考。ちんば。gooiiともいう。にが

　うりの実の曲がり方に似ているのでい5。

goojuku①（名）強欲。食欲。

goojukuu①（名）強欲者。貧欲な考。

goomaaii⑥（名）車座。大勢が輪になって

　すわること。

goomanaa①（名）〔新〕傲慢者。

goo㎜aN①（名）〔親〕傲慢。

goori・juN①（自＝raN，”ti）（穴が）ぼっ

　かりあく。（鵬口などが）ぱっくりあく。

900ruuew（名）ゆるゆる。すき闘があいて，

　ぴったりはまらないこと。また，そのよう

　なもの。～sjOON．ゆるゆるである。

9U一（接頭）御。蓉敬の意を表わす接頭辞。

　9U？UN（御恩），　gusuujOO（皆様），9Ul’ii

　（おじぎ）fgubusa訟（御無沙汰）など。

gu一（接頭）五。　gunlN（五人。？igitaiと

　もいう。また五年），gunaN（五男）など。

9ubaN⑨（名）碁盤。

guもaN？aja⑪（名）格子縞。着物の柄の名。

gubaNgoosi＠（名）碁盤格子。着物の柄の

　名。

gubaNzu⑪（名）こ御番所］首里城内の建物

　の名。

琶ubU①（名）五分。半分。　zuubUN（十分）

　の半分。

gububuu①（名）〔五分扶］半入前の賃金。

　女・子供などの賃金をいう。

guもur鍼⑨（名）御無礼。　buriiの敬語。失

　礼。～s3ab重ra。御免下さい。失礼しま

　す。辞蓑する臨人前を昇る時などのあい

　さっ。～sjab圭taN．失礼しました。陳謝

　する時のあいさつ。

gubusata⑨（名）御無沙汰。

9登buz蓋①（名）御無事。

gucahwaan（名）ぜにたむし。ぜにがさ。

　円形にひろがる田虫。

guci⑪（名）茎。草。野葉などの茎。

guci（9　　（名）　悪口。　また二，　口答え。　～　　sjUN●
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一9縫。蓋

　悪口をい5。また，口答えする。

一9uci（門門）kuci（目）の項を参照。

gueinaa⑦（名）あだ名。あざけって呼ぶた

　めの名。たとえば，背の低い人をmaa－

　nlii（豆）と呼ぶなど。

＆ueiNjaku⑨（名）御倹約の意。政府が行な

　5倹約政策などをいう。

9udama⑪（名）碁石。

藩聾duN⑥（名）愚鈍。愚図。～na・愚鈍な。

麟uga⑥（名）呉我。《鋤参照。

gugoodaei⑨（名）五合だき（の鍋）。

gugwagi⑨（名）五月。9UNgWag呈ともい

　50
guhjaaku⑨（名）銭5GG文。1銭に当たる。

　ziN（銭）の項参照。

gukjaakugUNizuu⑪　（名）銭550文。　1銭

　1厘のこと。ziN（銭）の項参照。

guhjoOZOOZU⑨（名）〔古〕［御評定所⊃hj　o－

　OZOOZU（その項参照）の敬称。

9uhusi①（名）骨の丸くとがっているとこ

　ろ。くるぶしなど，手首・足首にあるも

　の。

guhuukuu⑨（名）御奉公。

guhweeyoo⑰（名）〔古〕御拝領。王から物

　をいただくこと。

guiN⑪（名）御縁。縁の敬語。’wal〈aritiN

　tageni　N　？atikaraja　？ituni　nuku　ha－

　nanu　ciriti　nucumi．［別才しても互に

　下縁あてからや　糸に貫く花の　散れて遇

　きゆめ］別れてもたがいに野縁があるから

　には，糸に貫いた花が散り去ることがあり

　ましょうか。

g磁N⑰④（名）〔五音］中羅の宮商角徴羽の

　五音から転じて，（声の調子のよいこと）。

　人の声の質・歌の音色（などのよいこと）。

　～nu，jutasjaN．声の質がいい。

guja⑪（名）明屋。《地》参照。

guja⑪（名）興麗。　K地》参照。

gujUU⑨（名）御用。公用。公務。

gujuuhwigi⑪（名）〔古〕［御右筆・御祐筆］

　役職名。昔の書記官。

9ukuku①（名）〔文〕五穀。

gukuNvii⑰（名）御婚礼。　kUNr量iの敬語。

gukuraku⑨（名）極楽。

唱uku撒（接尾）…のようなこと。また，

　…のようなつもり。…のよ弓な気持。COO－

　deegul〈uru（兄弟のよ5にしていること），

　tuzigul｛uru（妻のような仲）など。

guma2ami⑲（名）小雨。

奮uma？amigwaa⑪（名）霧雨b　guma？ami

　のさらにこまかいもの。

gu㎜aa⑪（名）小さいもの。　magii（大き

　いもの）の対Q

騒u鵬ab磁⑥①（名）小降り。雨がすこし隆

　ること。

gumagasagasa⑪（名）（仕事などを）ちょ

　こちょこ．とすること。～sjUN．

gumagii⑨（名）小さい太。灌木。

gu㎜agwiian（名）小声。

gumahaaeeCO（名）小走り。／∫、股走り。

guma？isuzi⑦（名）小急ぎ。少し急ぐこと。

gu㎜ajaa⑨（名）小さい家。

gumamunugataiCO（名）ひそひそ語。私
　語。内緒話。

gum・muNG）（名）e小さいもの。㊤小閻

　物。

9umamuN2aeineeCO（名）／1・間物商。

gumanusudu①（名）小泥棒。こそどう。

霧lx㎜asaN⑪（形）小さい。／1、型・小粒であ

　る。kuusaNの項参照。

謬umaz盤⑰（名）小さい字。細かい字。

藩um＆錘kee④（名）小遣い。ちょっとした

　用に銭を使うこと。

gumagikeeziN①（名）小罪、・銭。／1・濫い。

gumazi！　＠（名）小銭。わずかな金。

9U㎜aziN①（名）小金。さして大きくない

　額の金。？uhuziN（大金）に対する。

9umi⑱（名）ごみ。塵芥。欝にはいるほど

　の小さいものには言わない。hu麹磁，　hu－

　kudci，孤iNcamUNなどの項参照。
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9臓’凝saN

gum12ueig）（名）はたき。ちりはらい。

9UmU⑪（名）〔新〕ゴム。

gumugi⑪（名）〔御物］公有物。公共物。公

　有の財産。公金など。はじめは王の所有

　物，国有物を署つたのであろ5が，後に公

　共物の意となった。muragumugi（村払
　の物）。

gu拠ukunarabiee⑪（名）五冒並べ。連琢。

　gumukunarab慧　ともいう。

gumukunavabii⑪（名）gumukunarabiee
　と恥じ。

駆・盤umaa⑩（名）〔新〕ゴムまり。

gumuN⑪（名）御紋。紋所（mUN）の敬
　語。

gumuQtuN⑨（名）ごもっとも。～deebi－

　ru．ごもっともでございます。

gumuru⑨（名）灌太の名。赤い小さな実が

　なる。庭太として植える。

guneez蓋⑨（名）御内儀。奥様。入妻の敬

　称。

guniel①（名）いっか。月の第五の田。また，

　一一・　Hの五倍。

guniNzi＠（名）信仰。信心。神仏を尊び，

　祖先の祭認を怠らない心がけ。

gu曲00⑰（名）eごぼう。◎7yuriguNboo

　と岡じ。

guNbookumii㊥（名）料理名。こぼうを小

　麦粉の衣でつつみ，油揚げしたもの。ka－

　baguboeともいう。

9UNdaN①（名）不平。～sjUN・不平を言
　う。

guNgoenakamui⑨（名）五’合耕。

9UNgwagi⑨（名）五月。年の第五番召の月。

　～，jUQkanuhwii．旧麿5月4日。子供の殿

　で，玩具市が立つ。また那覇ではバーt］一

　船競争がある。，jUQkanuhwii　の項参
　照。

9UNziN①（名）権現。　hutimagUNZ2N（普

　天間権現）。

gu賊zoo①（名）⊆古〕言上。申し上げるこ

　と。

9謎NZ騒u⑰　（名）銭50文。のちの1厘。

　ziN（銭）の項参照。

9UQka①（名）9UQkaNと同じ。

9UQkaN①（名）醗寒。極寒。ひどい寒さ。

　9UQkaともい5。
9UΩtai⑨（副）ぐったり。くたくた。疲れて

　手足の力が真砂たさま。

9uragura①（副）ぐらぐら。安定が悪く，

　揺れ動くさま。haanu～sjUN．歯がぐ
　らぐらする。

一9uree（接尾）ぐらい。　saataaguree　kwi－

　t圭Nsimee　sa轟L砂糖ぐらいやったって

　いいじゃないか。saataanu？ataiともい

　う。

guri①（名）沈澱物。かす。おり。茶。汁な

　どを飲んだあと，容器の底に残るかすな

　ど。caanuguri（茶のおり），　sirunuguri

　（汁のかす）など。

gurii⑨（名）御辞儀。～sjUN．

guriiziN⑨（名）e祖先の位牌をおいて，祖

　先を祭る祭壇。bugidaNともいう。〈◎御

　位牌。？U？iihweeともいう。

一・№≠魔奄早DjaN（接羅）…しにくい，…しがたい

　の意の接躍辞。？iigurisjaN（欝いにくい），

　wa夢irigurisjaN（忘れがたい）など。

guru①（名）殼（から）。複合語としては，

　kuugaguru（卵の殼），　sid圭guyu（ぬけ

　穀）など。

一guru（接尾）ごろ。　naNziguru（何時ご

　ろ），？ikuelguru（何歳のころ）など。

guruguru①（副）eごろごろ。物の回転す

　るさま。＠きょろきょろ。眼をきょうつか

　せるさま。

駆1’ui⑪（名）ぐりぐり。療擁。首すじ・太

　ももなどにできる淋巴腺のはれたもの。

gurukUN⑰（名）魚の名。たかべに似て，

　やや大きい。肉が豊かで柔らかく，美味。

gurumuN⑪（名）すばしこい者。敏鑓な者。

gurusaN⑥（形）すばやい。すばしこい。動
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gu＃u？ugwaN

　作が敏捷である。guruku．すばしこく。

　，jamatuguruku（H本人らしくすばしこ

　く）とい5語もある。

guru2ugwaNan（名）定期的に行な5？u－

　gwaN（祈願）の意か。

gurau⑨（名）すばしこい春。　gurumUNと

　闘じ。

gusaNcii⑨（名）御参詣。圃王が神仏へ参詣

　すること。正月，五月，九月に，吉日を5

　らなって，弁才天・弁岳。末吉赴壇・観音

　堂・普天間。識名などに参詣した。

噛us量（接躍）置き。　hwiQciigusi（一B置

　き），cugicigusi（ひと月置き），　eutugusi

　（一一一一年：置き）など。

gusicaa⑨（名）（∋具志川。（（　tS　＞＞参照。◎異

　面隠昆。傍目名農（？izlna）の属篇。

9疑sicaN⑰（名）具志頭。《地））参照。

gusiei⑥（名）すすき。文語では5isiciと

　い5。その花（庵花）はbaraNという。
gusiciN①（名）具志堅。＜＜　eg　〉）参照Q

gu＄蓋ku⑪（名）〔城］城σとりで。防衛のた

　め堅固に築いた建物。

9u．9萱ku⑰（名）城。（（地＞＞参照。

gnsikumaen（名）城間。《地》参照。

9US｛kUNeu⑨（名）［城柵コ富商。　うねめ。

　首里城の御殿女中。中でも王の妾となった

　ものは？uhusidubiという。

琶usi切aag頗ku⑪（名）翠宮城。（（　ag　））参

　照。

gusiNdaN⑨（名）〔古〕〔御神壇］大名家

　（？udUN）で祖先を祭ってある仏壇。一穀

　の家のものは？ubugidaN（御仏壇）とい

　う。

gusjaakunakamui＠（名）玉勺枡。　naka－

　m願gwaaともいう。

gusjoO⑨（名）後生。あの世。冥土。～ci－

　kaku　nateON．あの世（死）が近づいてい

　る。

gusjoomudui⑪（名）死にそこない。あの

　滋帰り。死に瀕してふたたび生き返った

　者。または死んだという噂が立って生きて

　いた者。sinihaNdaa　ともい5。

9usjoOniN⑨（名）sjQO撮N（十二支の上で

　の，生まれ年）の敬語。御殿（？udUN）の

　按司（？azi）などの9US300niNには，そ

　の～族の者が集まって，組踊りなどを催し

　たものである。

gusjOOS・・ga韮⑨（名）死に装束。

gusjuiN④（名）こ御書院3首里城の建物の

　名1。？UglU瓠kuの項参照。

gusjuuzi⑪（名）gusuuziと1司じ。

gusju多uNsidee⑨（名）お考えのまま。御所

　存次第。おこころざし。sju多UNsideeの

　敬語。～’jueasjalbiiN．おこころざしで

　結構二でございます。

gusuguswco（副）eせき込むさま。ごほん

　ごほん。ぜいぜい。hwimici～．嚇息で

　あえぐさま。（◎物を切るさま。さくさく。

　ざくざく。hoocaasaani～cijUN．ほ5
　ちょうでさくさく切る。

9皿sumiei⑨（名）軟骨。

9USUinika＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）さっと

　一切る。すばりと切る。abiinee　kubi　gusu一一

　mikasariiN　doo．大声をあげたら首をす

　ばりやられるぞ。

gusuNtoonuciN⑨（名）と5もろこし。toO－

　nueiNはもろこし。ルソツ島渡来のとうき

　びの意。gusuix’t◎oziN，1’USUNtoozSNと

　もいう。

gusuNtooziN⑪（名）gusu．N’toonueiNと同

　じ。

gusuuj　oo⑨（名）［御此様］讐様。大勢に

　むかって劃す時，はじめに言うことが多

　い。聴衆がすべて囚下ならばsuujo⑪（諸

　君）　とし・5。～ja　caa　deebiruga．　皆様

　はいかがでございますか。

gusuuzi＠（名）御祝儀。お祝いの敬語。

　gusjuuzi　ともいう。

gutagutaCO（副）ぐ5ぐ5。こんこん。よ

　く眠るさま。
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gu多ara

gutaQtu①（副）ぐったり。癬τきって，元

　気のないさま。～najUN．ぐったりとな

　る。

gutee⑨（名）手足。五体の意の転じたも

　の。

9utoON①（連調・不規測）ようである。ご

　とし。一nu（の）のあと，ヂ連体形」のあと

　などに用いる。majaanu～．猫のよう
　だ。tamanu　gutoosa．玉のようだ。？圭一

　eigeejuru　gu七〇〇sa．生き返るようだ。

　’wikiganu　gutooru’winagU．男のよ5

　な女。？weekl　sjaru～・金持ちになった

　気持だ。

gutu⑥（名）（前に来る語とともに副詞的に

　働く）ごと。ごとく。よ5。よ弓に。「連

　体形」のあと，一nu（の）あとなどに用い

　る。hananu～curasaN．花のように美
　しい。gibudi　’uru　hananu　giju　cata

　～・［つぼでをる花の　つゆきやたごと

　（御前風）コ花のつぼみが露：に会ったよう。

　hatakee　tuuyaN～mici　tuuri．　薙iは通

　らないで道を通れ。？aminu　hujuru～

　tiQpuudamanu？utiti　caN．　雨が隆る

　よ5に鉄砲の玉1が落ちて来た。？jaagutu

　eu「asaree　masi’ja錘ga・あんたぐらい

　きれいだったらいいんだけど。

gutuku⑪（名）（火鉢の）五徳。

9UU⑪（名）0仲間。岡僚。相棒。また，ぐ

　る。，waQtaaguu．われらの仲間。～na－

　jUN．請田になる。　ぐるになる。　guuna－

　jUNとは別。◎二つで組になった物。対

　の物。⑤密通の間柄。また，その梱手。情

　婦。情夫。

guu⑨（名）碁。～？UCUN・碁を打つ。

guu①（名）五。普通，？igig圭を使う。

guudh⑥（名）ぐ5たら。なまけ考。ぶし

　xう者。だだをこねてすわりこんだ子供な

　どをもいう。

9騒賦gun①（副）ぶうぶう。豚の鳴き声。鳴

　き叫・ぶ時の声はgaweegaweeという。

guukaNdaa⑪（名）guuhaziraaと周じσ

guuhaziraa⑪（名）guu（一揃い。また，

　飯田）からはずれたもの。不患いになった

　半端。仲間はずれの者。guuhaNdaaとも

　いう。

guuhu⑨（名）こぶ（瘤）。

guuhwaa⑨（名）瘤のある者。

guuhwaahwiihwaa⑰（副）でこぼこ。

guujaa＠（名）豚の尻の骨と肉。～nu？u－

　sieru．豚の尻の骨と肉を材料にした料理。

guujaasi”Nzi⑪（名）豚の尻の骨を煎じた

　　　　ロ　スーフ0

9UllmaNcaa⑨（名）不描い（のもの）。ちぐ

　はぐなもの。箸：・はき物など鮒のもので，

　形・大きさなどが不揃いなものにい5α

guu黙aa⑪（名）ちんばの者。びっこの者。

guunaimuNew（名）互いに密通している男女。

guunaiNgwa（①（名）私生児。9UUの項参
　照。

guuna＝juN⑥（薗＝raN，”ti）私通する。

　密通する。

guuni⑪（名）ちんば。びっこ。～kweN－

　kweN．びっこを引き引き。kweNkweNは，

　びっこを引くさま。

guuN⑨（名）御恩。

9繊蝋geesi⑪（名）御恩返し。

guuraahaQtai（D（副）　ぐらぐらQ安定が悪

　く，揺れ動くさま。

guusi⑱（名）串。竹串。

gu腿s蓋⑨（名）具志。（〈地））参照。

guusjaN⑨（名）杖。

guutum圭itu⑨（名）頬の物。誘いの物。ま

　た，夫婦。

一guutUU⑪（接尾）よ5に。動調の否定形に

　つき否定の意志を表わす。？ikaNguutuu

　sjUN．行かないようにする。行くまいと

　する。kusuee’Nzasanu　numaNguutuu

　s担N．薬は苦くて飲みたがらない。

9UU？ueaaO（名）碁打ち。棋士。

gugara⑪　（名）ごけ。碁石を入れるうつ
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．溜uz三N粟蒙uu

　わ。

guz韮Nhuu⑨（名）［御前風］歌醜の名。御溺

　風節。王の前で奏した次の五曲をい5。す

　なわち，kazad圭huubusi［かぎやで風鄭3，

　？iiNnabusiこ恩納鯛，　nakagusikuhaN－

　tameebusi［中城はんた蔚節コ，　kutibusi

　［こて節コ，naga？拠∫abu畷［自撰平屋節］。

　祝賀の席では，まずこの五曲を奏してか

　ら，他の曲に移る。

guziraop（名）鯨。

guzivi①（名）枯れ枝。核れた枝ぎれ。

藩uzoo⑰（名）御状。お手紙。　tabi捻U～

　？umaei　sjabira；旅のお手紙をお待ちし

　ましょう。

guzunlu＝juN⑪（他＝raN，＝ti）蝦集する。

　密集する。

9uzuu⑨（名）五十。

・一Xwaa（接尾）〔小〕＜眺wa（子）。㊦小さい

　ことを表わしまたその愛称となる。tu卦

　gwaa（小鳥），？Nmagwaa（小馬），　hakU－

　gwaa（小箱），？Nm呈igwaa（一番下の姉）

　など。◎子供の名について，愛称となる。

　1iaruugwaa（太郎坊），　girugwaa（つる

　・子ちゃん）など。㊤小量であることを表

　わす。kuuteeNgwaa（ほんの少し），？u－

　lQpigwaa（それっぼっち）など。⑲軽蔑の

　意を表わす。？usjumeegwaa（じじい），

　．haaTneegwaa（ばばあ）など。㊧分家の意

　・を表わす。kUNzaNgwaa［磁頭巾］，　ciN－

　gwaa〔金武小］など。

gwaaNgwaaN⑪（副）グワーングワーン。

　銅羅鉦の音。綱引き（ginahwiei）の時に

　打ち鴨らす。

一gwaa＄ee（接尾）…ごっこ。まねごとをし

　て遊ぶこと。一gwaaは小さい意，一seeは

　しあうこと。？ikusagwaasee（戦争ごっ

　Jこ），miituN5agwaa￥ee（夫婦ごっこ）

　など。

9waN⑪（名）願。神仏に祈り願うこと。普

　通は？ugwaN　とい5。韻文では単に

　gwaNということがある。

9waNgwaN①（副）にぎやかなさま。祭り・

　綱引き・村芝居などで，大勢の人が集まつ

　て，鳴り物を鳴らずなどしてにぎやかなさ

　ま。

菖繍面ak秘⑰（名）丸薬。

gwaNku⑨（名）頑固。かたくな。固意地。

　～na．頑固な。

9waNkuteo⑪（名）〔新〕［頑固党3　husaN－

　siiともいう。その項参照。

gwaNkUU⑪（名）〔新3　gwaNkutOOと同
　じ。

gwaNsuen（名）e元祖。祖先。家系の初代

　の入。◎観先。三吟者以葡の人で家憲にま

　つられているすべての人。

gwaNtaN⑨（名）元旦。

奮wa惣ie圭⑨（名）元E。一月一霞。

9waQsjuku⑥（名）月蝕。

gwasagwasa①（副）eうよらよ。うじゃう

　じゃ。虫などがたくさんいるさま。◎が

　やがや。がさがさ。そうぞうしいさま。㊤

　ごちゃごちゃ。混乱のさま。

gwatagwata①（副）ぐつぐつ。ものの煮え

　立つ音。kwatakwataともいう。

gwee§iei⑨（名）外戚。姻戚。’winaguku

　kata　ともし・う。

gweNgweN①（副）どろどろ。ぬかるみのさ

　ま。mlClnu～sjoON．道がどろどろであ

　る。

gweQ匙滋⑪（名）ぬかるみ。　ziQtaiと同じ。

gweQtairrkici⑰（名）ぬかるみの遵。

gw量汰u⑫（名）越来。〈（地》参照。

9wiirigwiirito（副）ぎいぎい。開き戸など

　をあけたてする時のきしむ音。

196



h

haa①（感）ああ。おや。ほう。へえ。まあ。

　驚いた時。恐ろしい時・感心した時・あき

　れた時などに発する。？aa（ああ）　よりも

　多く使うよ5である。～deezina　kutu．

　ああ大変だ。～，？UNgutooru　kutUltU

　？ateesa　’3’aa．へえ，そんなことがあった

　のかね。

haa⑥（名）歯。～kuujUN．（冷たさのた

　めに食：物が）麹にしみる。

haa⑪（名）刃。

haacio（名）大鋸。

haagiburaa⑨（名）おもちゃのお面。旧麿

　5月4臼のおもちゃ市に出て子供が喜ぶも

　のの一一つ。「はつぶり（半首）」と関係ある

　語か。

haaee⑨（名）かけ足。走ること。～sjUN。

　かけ足する。走る。～najUNともい5。

haaeesjuubu⑨（名）かけっこ。徒競走。

haagisii⑨（名）歯ぎしり。

haa蓋⑥（名）e針。◎鍼。

haaibaku⑰（名）針箱。裁縫箱。

haaija⑪（感）網引きの時の掛け声。綱を引

　く時にまずこの声を発し，次にいろいろな

　鳴り物をbUU（法螺貝），　gwaaNgwaaN

　（鉦・太鼓・鍋羅など）と鳴らす。ginahwiei

　（綱引き）の項参照σ

haainumi董⑪（名）針の饅。針の穴。針のめ

　ど。～kara　hukijUN。針の員をくぐりぬけ

　る。病人が奇蹟的に直ったよ5な時に言う。

haainurntimi⑨（名）針の目のある部分。針

　の頭の部分。

haaisasiiOP（名）針刺し。針由。

haaja⑪（名）柱。また，（一家の）支柱とな

　るもの。

haajam｛⑪（名）歯痛。

kaajuu⑨（名）haajuuiiと同じ。

haajU面i⑨（名）女の子の髪が短くてきち

　んと結えない場合の，髪の結い方。折り睡

　げて小さく結うもの。haajUUともいうα

　男の子のそれにはkaNpuuとい5v
haakata⑨（名）歯がた。歯でかんだあとσ

　～，isijUN（？ir加N）．歯がたをつける（入

　れる）。

haakusu⑨（名）歯くそ。

haamee⑪（名）おばあさん。平民の祖母ま

　たは，平民の老女をい5。

haamee鍛a⑪（名）ばあさんづら。ばあさ

　んの（ような）顔。とくに，ひげのない者

　（hwizimoo，？utugeenaNduruu）のこと

　をいう。

haamoo⑪（名）歯の無い者。一moOはある

　べきものが無いことを意味する接羅辞。

haara⑨（名）芭蕉糸をつむいで入れるのに

　用いる，竹で編んだ籠。

haarii⑪（名）［爬醜船］旧暦5月4艮に，

　泊・那覇・久米が対抗して行なう船の競

　争。また，その船。ペーロン。駆動から奥

　武山までのコースを三隻で争う。綱引きに

　劣らぬにぎやかな行事であった。

haaviimuNdooen（名）haai’ii（ペーロン）

　の時に起こるけんか。負けた二船が勝った

　一意を囲み，沖の無人島に濾ぎつけてけん

　かすることがしばしばあった。那覇と久米

　とは外来者の漁夫を臨時に選手にやとうこ

　ともあったが，泊は地元に限られていたの

　で，意気込みが違っていたらしい。泊が

　勝った時は，那覇と久米とが連合して泊と

　けんかし，時に死人を嘱すことさえあっ

　た。そこで，泊のhaarii？utaはもっと

　も悲壮で，戦揚に行くかのようであった。

haar量i？Uta⑨（名）ペーロンの時の歌。ぺ・・一

　ロンに出かける臨また勝って帰る時歌
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kaasi

　う。

thaasi⑪（名）箸。　hasiともいう。また？u一

　：meesiともいう。

thaasidul⑨（名）箸を取って，食べるまねだ

　けすること。婚礼で’jureenu？ubUN（新

　鄭新婦が一つの騰に肉かいあつて，同じ飯

　をかわるがわる食べる式）の時，瓢郎は一

　口食べるが，款婦はhaasidu量だけする。

bUatui⑨（名）鶏の一種。　karahaaむuiの

　酪。その項参照。

lhaatujaa⑪（名）haatuiと岡じ。

haa2ueagee⑨（名）そっ歯。出っ歯。前歯

　がそって出ている者。

振aゐa（x）（名）幡。

haba＝euNen（自＝kaN，＝ei）はかどる。仕

　事などが，進む。また，さばける。処理が

　進む。商品がたくさん売れる。食物をたく

　さん食べてなくなるなどをいう。muru

　habaeii，みんなさば砂たか。

kabaka＝juN①（自：raN，弍i）はばかる。

　はだかる。広い自選をとってのさばる。恐

　れはばかるなどの「はばかる」の意はな

　いo

haberu⑨（名）蝶。宜湾朝保の琉語解釈に

　「はびる，笠鉾。はびらともいふ。再無異

　出御かきもり云々といふ歌の註に，蝶のIH

　名はかはびらこと見えたり。かはびらこの

　かとこと略したるなるべし」とある。

haherubaa⑨（名）銀杏の葉。また，銀杏の

　太。

ha’biru㊥（名）〔文〕haberu（蝶）の文語。

　文語でもhaberuということもある。

ha’bu①（名）はぶ。奄美・沖縄精産の毒蛇。

　形はまむしに似て，体長1メートル髄後。

　淡い褐色をしていて猛毒を有し，人に恐れ

　られる。血清注射液ができてからは命拾い

　屯可能となった。忌んでnagamUNとも
　いう。

kabukakuzaaco（名）あご骨の張った者。

　意志強く，強情で闘争的だとされる。

振曲uka駄uz叢①（名）はぶのように三角形に

　張ったあご。

hacaa①（名）蜂。？usjuu　doo，～．蜂が来

　た時にとなえるまじない。ヂおれは王様だ

　ぞ，臨め」の意。

hacaa孤usii⑰（名）蜂の巣。

haeagurni⑨（名）菓子の名。もちこめを蒸

　し，乾かして冠り，砂糖を入れて四角に固

　めたもの。おこし。

hacaihwiQcaien（名）吐いたり下したりす

　ること。～sjUN．

haci⑪（名）八。八つ。普通は’jaagiとい

　50
hagi一（接頭）初。初めての意を表わす接頭

　辞。hagi？aQcii（産後の初歩き），　hag圭mu－

　mu（その年の初めての楊梅）など。

hagi2aQcii⑨（名）産婦の初めての外鐵。産

　児をつれてまず里方へ行き，次に親類回り

　をする。

hacieuuNO（自・不規貝il）来てしまう。来

　ちゃ5。来るの意味を軽くい5語。hac1一

　kuu．来ちゃえ。？jaa　miibusjanu　ha－

　cicasa．おまえに会いたくて来ちゃった

　よ。nama　kee？Kzi　haeikuuwa．いま

　ちょっと行って来ちゃえ。

haglgaNnai①（名）初雷。初雷がなると梅

　雨が上がるとか，また，初雷が大きければ

　はぶの卵が亭imuru（腐って購化しない

　卵）になるなどいう。

hagigoosaa①（名）katakasira（その項参

　照）を：初めて結った男を視亡して，その親

　戚・友人などが，頭に指拳（koosaa）を

　加える儀礼。いたずらに強く打つ魚偏もあ

　る。

haeigwagiew（名）素月。

hagiharuCO（名）〔文〕初春。旧暦の正月の

　こと。

hagika①（名）はっか。二十艮　一日の二

　十倍。また，月の第二十番目の日。

hagikajuco（名）〔文］旧辞二十Sの夜。月
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Iiadahusja

　の出が遅いため，麿闘の形容となる。～nu

　kurasat？ikusaciN　miraN。こ廿臼．夜の

　暗さ　行先も見らぬ（執心鐘入）］二十日

　の夜の暗さで，行く先も見えない。

hagikas沁09waφ⑪（名）二十日正月。旧暦

　の正月二十Ei。この日を正月の最後の祝瞬

　として，簡単なごちそろを作り，一一一・　Hを遊i

　び暮らした：。またこの日にguri？Nma〔羅

　類馬コ（その項参照）の行事が行なわれた。

hagikoO①（名）こ初感］初めて受けるkOO

　［科］（文官試験）。kOOこ科］の項参照。

hacikooraasjaN⑪　（形）hacil〈oogisaNと

　岡じ。

hag言koori垂⑨（連体）しまつにおえない。手

　におえない。～niNziN．季におえない人

　閥。

hagikoosaN⑨（形）eごわごわしている。

　しなやかでない。観ざわりが悪い。basjaa－

　nunoo～．芭蕉布はごわごわしている。

　◎醤行がなめらかでない。角がある。

hag｝koogisaN⑪　（形）何となく角がありそ

　うである。人相の悪い者などをいう。

叢醤。董ku霜稔uN①（自＝maN，＝di）むくむ。水

　気ではれぼったくふくれる。giranu～．

　顔がむくむ。nuudi呈～．悲しみのために

　のどが（はれて）つまる。悲しみがこみま：

　げる。

hat　ehnaei　ew（名）〔嘩朗男力｛礼装する時に用

　いた冠。位：階によってその魚が異なり，紫

　は？azi［按司］，薄黄色は？weekataこ親

　方］，濃い黄tsはpeec1N［親雲上］，赤は

　？uhujakUU［大屋子コ，　satunusi〔里之

　子〕，cikudUN〔筑登之］など，膏はsju－

　mazivi？UQciこ諸間切掟コ，緑はこれら以

　下，などの区割があった。

ht　gimmnu¢（名）その年初めての楊梅。

　mumuは普通’jamamumu（楊梅）をさ
　す。

hagi㎜UN①（名）初もの。

haginagidi（名）〔文〕初夏。【旧暦四月をさ

　す。’wakaRaφともいう。

kagina蓋①（名）初なり。初めてなった果実。

　nai　蒼ま果実。

haginaNka①（名）初七臼。

hacinieipm（名）入B。ようか。一臼の入曽，

　また月の第八のR。

haciniNen（名）入入。’jaQta2ともいう。

hacinuku⑨（名）？usj“ukoo（法要）の折

　に，お供物を入れる器。siMiMUN（にし

　め）を入れることが多い。

hagi？Nmaga①（名）初孫。

haci？Nza＝sju「N⑨　（イ歯　＝saN，＝ei）　吐き出

　す。

haeiNmi⑨（名）鉢嶺。　K地》参照。

hagi？ueaku①（名）遊女になって初めて接

　する客。

hagi？ukusi①（名）［初鏡ユ正月三βにする

　はじめての仕事。仕事始め。

hagigeuri①（名）男が初めて買った女郎。

hacizuu⑨（名）入十。

haeizuuhaei①（名）e入十入。◎米寿。

　tookaci？ujuweeの項参照。

ha＝cuN＠（他＝kaN，＝ei）9土く。

ha＝cuN①（他＝kaN，＝C圭）0偲く。（部分

　の）首に掛げる。kubikara～．首に掛け

　る。tama～．イ．（のろなどが）．首かざ

　りの玉を首に掛ける。Pt・．メL丸と太って，

　皮庸がくびれる。？anu，warabee　tama

　haei？eeraasjaN．あの子供は，皮鷹が

　くびれるように太ってかわいらしい。◎弁

　輸する。つぐなう。’waNcameejUNは

　空として対等の物で弁償することに，

　haCUNは主として金で弁償することに用

　いる。hakee・弁償しろ。

hada⑨（名）肌。

hada？agisaN⑨（形）皮属の体温が熱い。

　熱つぼい。観がほてる。hwaahwaa　sjUN

　ともいう。

hadahusja⑰（名）人の肌を欲しいと思う

　こと。情欲を上昂に言った語。～Qsi？juL
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hadaka

　1’ubaaja？araN・肌欲しと言うのではな

　い。茶飲み相手として欲しいのだ。老後，

　結婚しようとする時などに醤うととば。

hadaka⑨（名）裸。

hadakaamuucaa（①　（名）　hadakaamuucii

　の卑称。

hadakaamuucii⑨（名）裸んぼ5。子供
　などについていう。

hadakaamuzi⑥（名）裸麦。

haδaka2N㎜a⑪（名）裸馬。鞍を置かない

　馬。

hadami⑪（名）〔文〕肌身。

hadamuci⑨（名）e肌の感触。胱心地。㊤

　気候が肌に与える感触。また単に気候。

　lgugwagi　natakutu　・vnu　’jutasiku　na－

　tGON．九月になったので，気候がよくなつ

　た。

hadaslbui⑪（名）0肌着。　O．つそでの肌

　着。duusibu三ともい5。㊥死人に着せる

　脱着。

hacEoobi⑪（名）ふんどし（sanazi）の上

　贔な語。肌帯。

hagaa③（名）はげ。　hagiiの卑称。

hagaci①（名）手紙。書状。　nagunu　baN－

　dul〈uru　tadaimanu　・v　’wanu　mutaci

　tabori，waNzo　mjagana．［名護の番飯

　ただいまのはがき　わぬ持たちたばうれ

　時無蔵見やがな〕名護の役揚への至急の手

　紙をわたしに持って行かせて下さい。わた

　しの恋人に会うついでに。

hagama①（名）釜σはがま。周懇につばの

　ある，飯炊き用の釜。

haganaa（D　（名）　haganimUN　と同じ。

haganasaN⑨（形）足りない。不足である。

　充分な暴より少ない。ziNR｝l　kUQsasaani

　haganasaee　sani．．金がこれだけで足り

　なくはないか。caa　kweemUNnti　haga－

　nasataN．いつも食い物が足りなかった。

hagani⑰（名）はがね。鋼鉄。

haganimu’N⑨（名）頭のきれる者。きれ

　考。賢い者。

hagR＝sjuN⑰（飽＝saN，＝ci）剥がす。1｝a－

　ZUN（象ljぐ）ともし・う。

hag⑩（名）やせ地。地味のやせた土地。

hagigiburu⑪（名）はげ頭。

hag銭⑰（名）はげ。はげ頭（の人）。

hagi”jttN⑨（自＝raN，　ati）θはげる。三毛・

　末などが，はげる。また，皮がはげる，◎

　皮麟がむけてただれる。kusinaganinu

　～・床ずれなどで，背中の皮欝がむける。

　miinu～・頃がただれる。

haglmOO⑨（名）荒れ；地。荒れ野。畑の荒

　れ果てたところ，木のない山地など。

hagoogi⑨（名）さるすべり（百日紅）。樹皮が

　すべすべして，さわると木全体がくすぐっ

　たそうに動くことからいう。くhagoosaN。

hagoogisaN（①（形）きたならしい。きたな

　らしく晃える。

hagOOmuN⑪（名）eきたない物。◎下品
　な者。いやらしい三者。

hagooriiO（連体）大げさな。仰山な。普

　通でない。すごい。～瓢u撮玉kata　sjUN。

　仰肉な言い方をする。？ariga　ziNnu　gi”

　keejooja～MUN　doo，彼の金の使いか

　たはすごいそ。～sugaLすごい（普通
　でない）服装。

hagoosaN⑨（形）eきたない。不潔であ
　る。◎くすぐったい。また，むずむずする。

　気持ちが悪い。また，気味が悪い。hwisja

　～．足もとが気持ちが悪い。蛇が出そう

　な時などい5。tii～．手ボむずむずする。

　また，入のすることを見て，じれったい。

　◎下品である。わいせつである。けがらわ

　しい。いやらしいQ

hagoo？u㎜irci（名）くすぐったがりや。

haibaNCO（名）廃藩。

haigee①（名）〔古〕海賊。

難a戴asi⑨（名）張り出し。　haigamiと岡じ。

haiga皿董⑨（名）張り紙。広告・通知事須な

　ど紙に書いて往来に張り出したもの。haY
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hajuu

　dasi　ともV、5。

haihati＝juN⑨　　（自　＝raN，　冨ti）　流れつく

　す。流れてなくなる。

ha量huni⑥（名）船足の速い船。　ha卦くha－

　iαN。　iniguq．ikuni　n観bu雛t圭sazi　mucεい

　giriba，　tvnu　nareja　cumidu　mijuru．

　［三重城に登て　手串持ちあげれば　走舟

　の習や　一一一・　Rど見ゆる（花風）］見送りの

　ために三重城に登って手ぬぐいを上げて振

　ると，早い舟のことで，ちょっとの間しか

　見えなくてなごり惜しい。

hai2iea＝ju”Nan（自＝aN，＝ti）出会う。ひ

　ょつくり出会う。

haikawa⑨（名）〔文〕急流Dhai＜hajUN。

　sirasi　一vni　nagawijuru　sakura，　sukutl

　？umisatuni　nueai　hakira．泊瀬走川

　に流れゆるさくら　すくておみ里に　ぬ

　きやいはけら］白瀬川の早い流れに流れて

　いる桜の花を掬って糸に通し，慰の首に掛

　げてあげたい。このさくらとは，実はつつ

　じのことであろ5。～nu　gutuni　tusina－

　niija　taeui，　kuimuduei　inibus3’a　mu－

　tunu’wakasa［走川のごと1こ年波や立

　ちゆい繰り渓ち見ぼしや　もとの若さ〕

　早い流れのように矩波はたって行くが，も

　との若さを取り戻して見たいもの。

haikwaa＝sju”N⑥（飽＝saN，漏ci）eやり過

　ごす。あとから来た者を先へ行かせる。◎

　通り過ぎてしまう。mura～。村を通り過

　ぎてしまう。hai一く｝lajUN。

haikwaQksvi＝juN⑪（自＝1’aN，＝t圭）　走っ

　て隠れる。急いで隠れる。

haikwii・ju’N⑪（イ也　t・1’aN，　＝ti）通り過ぎ

　る。通過する。hai一くhajuN。

haimaa⑨（名）杯。いなかの1酋宴などで，

　一つの杯と徳利とを，飲んで次々に早く回

　すことからいう。

hainUzi①（名）張り披き。張り子の人形。

　型に紙を璽ねて張りあわせ，あとで型を抜

　いて作る。

h樋？Nma⑨（名）よく走る馬。駿馬。～nu

　kiQcaki．または，～nu　gimakurubi．駿

　馬のつまずき。上手の手から水がもる，猿

　も太から落ちるの類。hai一くhajUN。

haiNna①（名）縄を張ること。また，張っ

　た縄。また，縄を張ったところ。縄張り

　（勢力範囲）の意はない。

haiMu＠’（名）水はけをよくするための溝。

haisizi＝jUN⑨（自＝raN，＝ti）才走る。小

　利目にすぎる。hai一一くh幻UN。

hai＄iziraa⑨（名）ha績ziri鵜UN　と同じ。

haisizh．hnit”N⑨（名）才走った者。小利口

　者。

hajaa＝sjUNen（自＝saN，＝ci）出くわす。

　予期しないで出会5。

hajaga＝juN⑨（自＝raN，＝ti）超過する。

　費用などが，予’定より余計にかかる。？i践一

　minu　kusakii　hajagatOON．費用がこん

　なに超過した。

hajamaigロ撫⑪（名）畢まった事。早計。

hajaini＝juN⑰（自＝1’aN1瀦ti）早める。時

　間。速度を早める。tucii～。時欝を進め

　る。sikuci～．仕事を孚める。？uhwee

　？asi　haj　amiri．少し急いで行け。

ha＝jul　＠（自tS1’aN，”ti）　∈）走る。　動物。

　舟・急流などが走るのをいう。人が走るこ

　とにはhaaee　sjUN，　haaee　najUlなどと

　いう。？Nmanu～．罵が走る。havasjuN．

　走らせる（人を走らせることはhaaee　sレ

　MijUNといら）。　huni　harasjuN．舟を

　走らせる。◎流れる。流れ出る。ciinu～．

　血が流れる。血が出る。？asぬU～．汗が流

　れる。汗が出る。？asl　harasjUN，汗を流

　す。汗をかく。

ha＝jul’①（他＝i’aN，＝ti）e張る。？akai

　～．障子を張る。kasa～・イ．傘を張る。

　傘を作る。ロ．傘をひろげる。◎あらわに

　する。露幽する。mee～・陰部を露出す

　る。hazi～　ともいう。

込ajuu⑨（名）魚名。長さ獅～20センチく
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kajuug疑。韮

　らいで，口のとがった小魚。

hajuuguci⑪（名）hajuu（魚名）のよ5に

　とがった口。

haka⑨（名）墓。kaaminakuu，　hwa謡uu，

　huiNcibakaの三三つの形式がある。

kakabaaN⑥（名）墓番。陣所の番人。昔は

　特洌に小塁を作って専らこれを業とするも

　のがいたが，近年は墓の近くの農家が頼ま

　れる。

kakabusiN◎（名）墓の普諸。墓を作るこ

　と。

hakadu＝jur　en（慮；raN，；ti）〔新？〕はか

　どる。仕事が着着と進行する。

hakaguciQ）（名）el畑仕事の端緒。鍬を入

　れはじめるところなど。昔はその方位につ

　いて気を使った。O転じ：て，仕事などのし

　はじめっ端績。～　？akijUN．端緒を開くo

hakai⑪（名）秤。

kakaiもaNmee⑨（名）食糧不足の時，食：糧

　を余計に炊かないよう，量を計って炊き，

　～定量以上食：べないようにすること。

hakainuniiM（名）秤屠。

kakajaamusi⑨（名）尺取り虫。

laaka＝jUN．　＠（イ也　＝｝’aN，＝ti）言牽る。講測ずる。

hakama⑨（名）e女が下着として用いる
　はかま。着里・那覇など都会の：女が多く着

　用した。下ばかま。首里のものは，男のさ

　るまたに似ていて，ひも（hal《amanUUU）

　を通して結ぶ。那覇のものは足の口が狭

　く，帯のようなひもで上からしばった。◎

　乗馬用のはかま（？Nnaanuibakama）。男

　は乗馬弔のもの以外に，はかまを付けるこ

　とはなかった。

kats＝amee⑰（名）墓参り。

hakanuzoo◎（名）墓の，棺を繊し入れす

　るm。葬式の時以外は開げず，ふだんは墓

　石をはめてあるっ

hakaraasjaN⑥（形）はかばかしい。はかが

　行く。nUU　hakaraasii　kutu　siijuUSaN．

　何ひとつはかが行くようなことはできな

　い。

hakara＝juN③（イ也鷹aN，；raN，＝ti）翫らう。

　企噂する。あらかじめ考慮する。’3uu獄sa－

　ci～・先の世の中のことを考えに入れる。

hakaree⑥（名）群らい。あらかじめの醒慮・

　士魂・処置。

hakarigutu＠（名）はかりごと。計賂。

kaki⑥（名）届讐毛。

haki＝juNO（他；raN，”ti）e誘く。首に

　掛ける。Sisidama～．じゅず玉を首に掛

　ける。◎弁償させる。つぐなわせる。罰金：

　などを課す。kwasiN～，罰金を指す。

haku①（名）θ箱。◎（接尾）箱の数を数え

　る白いう。磁hak“（＿一gg），　tahaku（二

　箱）など。

hakurm・⑥（名）白露。二十四飾の一つ。

　hwakuruともいう。

hakuzOO①（名）薄情。～11a’utu．薄情な

　夫。

hakUZOO①（名）白状。～sjUN。

ha燃3⑥（名）浜。海浜。

hama⑪（名）浜㈱））参照。

ha㎜acidueri⑨（名）〔文〕浜千鳥。　口語は

　e2zujaa．　tayiju　？uramituti　nacuga　一v，

　？awaN　giriltasaja　’wam2N　turnuni．　［at

　よ恨めとて　鳴きゆが浜千鳥　会わぬつれ

　なさや　我身も共に］誰をうらんで鳴くの

　か浜千鳥よ。会わぬ悲しさ｝まわたしも同

　じだ。子を失って悲しんだ歌。Qkwamu－

　caabus量［子持節］で歌う。

hamacidurihuisi⑨（名）浜千鳥節。その一

　節は，tabi．ia　hamajadui　kusanu　hwadu

　makura，　n1tiN　’wageiraraN　’wa．ianu

　？usuba．〔旅や浜やどり　華の葉ど枕　寝

　ても忘ららぬ　否親の御傍コ旅は浜に宿っ

　て草の葉を就に寝るが，寝ても1わが親の

　そばが忘れられない。あとに次のはやしが

　入る。ciz諏aa　hamauti　cuicuina．［千

　鳥や浜居て　ちゆいちゆいな］

hamagaa⑨（名）浜川。縄》参照。
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hanagi

hamahwlza⑨（名）浜比嘉醗。沖縄黍島勝

　連輝（kaQciNnumisaci）東方にある島。

hama＝juN⑪（霞＝raN，蔀i）〔新？〕eは

　まる。ほどよく入る。㊤（落ちて，溝など

　に）はまる。

hama＝juN⑨（自＝raN，”ti）はげむ。没頭

　する。？umihamajUNともいう。

hamamutuen（名）浜元。（（地）〉参照。

hama？uri⑪（名）行事の名。野鳥が屋内に

　入ると不吉であるとし，その厄をはらい清

　めるため，浜に降りて行って，一Hを浜で

　遊び暮らした。その行事をいう。

hami⑪（名）牛・馬・豚などの家畜の飼料。

ham韻⑪（名）刃物。

hamuNco（名）端物。はんぱもの。数量の

　撚わないもの。

harnuNziN①（名）はした金。

hanaew（名）e花。草太の花。　O美しいこ

　と。はなやかなこと。～nu’warabL花

　のように美しい子ども。㊨遊女。興riの

　美称。

hana⑨（名）植物名。草綿。植物名として

　の綿。なお，沖縄には木の綿はない。

hana①（名）鼻。～huCuN・いびきをか

　く。～huraCUN．得意げに鼻をうごめか

　す。huracaNは「開くj。鼻の穴を開く

　意。～hwijUN．くしゃみをする。くしゃ

　みをした揚合にはkusu　kwee（「くそ食：え．」

　の意）というまじないを唱える。～sip1一

　jUN，鼻をかむ。～晦ijUN・鼻をすする。

　また，鼻をすすって泣く。・～nu？wiika－

　ra　hoojUN．増長する。つけあがる。夫の

　寛大さに妻がつけあがる二合などにいう。

　鼻の上をはう意。hoor綿ee～nu？wii－

　madiN　hoojuN．どこまでもっけあがる。

　はわせれば鼻の上までもはうという意。～一

　nu　sicanu’Nzugwaa・鼻の下のみぞ。人

　中（にんちゅう）。

hana①（名）e端。はな。はずれ。　kiinu

　～．太のこずえ。◎（接尾）端。はな。taka一

　hana（es＜突き出たはし。がけのふちな

　ど），suzibana（風の強く当たる高い所）

　など。

一hana（接羅）はな。はじめ。？irihana（入

　れはじめ），niihana（煮えはじめ），？Nzi

　hana（娼はじめ。茶の出花），踊NZ振a茸a

　（寝入りばな）など。

ha餓a？asi①（名）鼻にかく汗。

hana？atai⑨（名）花園。花畑。

hana2ataiO（名）〔文〕hanatai〔花当］の

　文語。

1蔑iし盈蒐aba践ci（【Σ〉　（名）　 植太鉢。

hanabana①（名）はしばし。hanasinu～．

　話のはしばし。

hanabasjuu⑨（名）植物名。花芭蕉。ひめ

　ばしょう。赤い花の咲く，丈の低い芭蕪

　で，観賞用。

hanabi⑪（名）〔新〕花火。

hanabira⑨（名）花がつお。かつおぶしな

　どの薄くけずったもの。

hanabiraaCO（名）鼻のひしゃげた者。

hanabooru⑨（名）菓子の名。小麦粉に砂

　糖を入れ，めがねのように左右に大きく輪

　の形にして焼いたもの。祭麗用に作る。

hanabUQkwa①（名）鼻の盛り上がったと

　ころ。また，鼻の卑称。

h測nadai①（名）鼻みず。

hanadajaa①（名）鼻みずを垂らしている

　者。はなたらし。

hanagacl⑨（名）植物名。むくげ。もくげ。

　夏から秋にかけ，白または紫の花をつける。

hanagakii①　（名）端に腰かけること。

　ちょっと腰をかけること。

hanagami①（名）〔新？〕鼻紙。懐中馬紙。

han昭aN⑪　（名）こ新？〕hanagamiと同
　じ。

hanagasa⑰（名）花笠。花の形に作った笠。

　舞踊・組踊りに用いるもの。

hanagi⑪（名）花を観賞するために植える

　木。
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hanagii①（名）鼻毛。

hanagi＝juN⑨（他＝raN，＝ti）ふんわりと

　させる。押しつけずにふわりとさせてお

　く。飯を軽くよそ5盛合などをいう。

hanagumi⑥（名）［花米コ神前に供えるた

　めの洗い清めた米。その敬語は，Npana－

　guM！o

haxxa匿unlen（名）はなやかな村。逝i芸の盛

　んな村。

hanagusiku①（名）破名城。（（　mp　））参照。

hana2ici⑨（名）花瓶b花いけ。霊前に花

　を供える時に用いる。

hana？ika⑨（名）料理名。いかの肉を花型

　に切り，食紅で染めて，塩味を付けたもの。

　kasitira，　kamabukuなどとともに料理

　に魚どりを添える。

hanakaa＝sjUN①（自＝saN，＝c圭）かち合う。

　1つの事件が同時に起こる。

hanakaki；aara①（名）鼻のかけた猿。次

　の句で用いる。～nu　mata多aaru，wara一

　麟N．鼻のかけた猿が完全な獲を笑う。自

　分の欠点を知らずに，かえって億の完全な

　ものを笑う意。

hanakata■Rajaa⑪　　（名）　　鼻つま　り。　　鼻カミつ

　まること。また，轟のつまった者。

hanakusu①（名）鼻くそ。

hanami⑨（名）花見。

hana㎜oo⑨（名）轟のかけた考。轟．かけ。

　梅毒愚考に見受けられる。

hanamttnii⑪（名）hanamunu？iiと同じ：。

hanamunu？ii⑨（名）鼻声。かぜを引いて，

　または＃えて鼻にかかった声で話すこと。

hana㎜usiru⑪（名）花むしろ。花ござ。

hananusacien（名）鼻の先。きわめて近い

　駈。miiRumee（冒の前）と岡じ。

hananusimaen（名）遊里。花街。色里。

kanapiipii⑪（名・副）かぜを引いて鼻がつ

　まって音をたてること。また，そのさま。

hanari⑲（名）離れ島。離島。ことに沖縄

　群島の本島以外の島，すなわち，久米・梯

　平屋。切畑名その他の島をいう。

hanari”jUN⑥（自＝raNe；ti）離れる。

kanarizima⑥（名）離れ島。離島。

血aRas短）（名）話（演説。談話。うわさ・

　物語など）。～sjUN。話をする。単にしゃ

　べる意では，junUNを用いる。～？uci？N一一

　zasjUN．話を切り出す。　hanasee　hwaa．

　話は葉。話というものは葉ばかりで実が

　なく，信用できない。～haNgaku．話

　半面。入の話を聞けば半分学問した効果

　がある。～nu，UU。話の緒。余計な修
　飾。

hanasihuku◎（名）暗講。書物をそらで復

　読（huku）すること。

hanasieiCO（名）鼻かぜ。また，単にかぜ

　（風邪）。～kakajUN．かぜを引く。

hanas三cikagiMan（名）鼻かぜ気味。かぜ気

　味。

hanasipiyaa⑨（名）鼻ぺしゃ。鼻が押しつ．

　ぶされたようにひらたい者。

ha惣a＝sjuN⑨（億＝saN，：ei）離す。放す。

　（付いているものを）放す。距離を離す意

　ではhanarasjuNという。　cii～．乳を

　離す。また，離乳する。tii～・手を離す。

　また，手離す。tii　hanasaN　gutu　ka．gi－

　mitoori　’joo．手を離さないようにつかん

　でろよ。？icunasanu　tiinu　hanasaraN．

　忙しくて手が離せない。

hana；sjuN⑨（弛＝saN，＝ei）話す。

hanatai⑨（名）［花当］王室内の接待係を

　する少年。小姓。

hana2ucien（名）綿打ち。綿を打ち伸すこ

　と。また，それを業とする者。’wata？uci

　ともい5。

kana2ui⑨（名）花織り。経糸と緯1糸とを交

　互に浮かせて織った織物。

hana？ui　an（名）花売り。花を直る人。また，

　花を売ること。

hanaUtt①（名）下駄。草履の前緒。足指に

　かかる部分のことで，緒全：体（いわゆる鼻
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h識Ngwi，u思

　績）にはniriuu　（皮のものはkaauu）

　という。

hanagakai＠（名）e花盛り。㊤転じて男

　女の20歳前後。青春。

kanazii①（名）轟血。

hana4umit董「isaazi⑰（名）花の模様を染め

　た季ぬぐい。

hanee＝CUN①（自＝kaN，＝ci）θ色つやが

　美しく出る。つやが出て美しくなるe芭蕉

　布などに酸類を入れてつやが出る場合など

　にいう。◎花やかになる。㊧にぎやかにな

　る。にぎわう。

haneeka＝s．iuN①（地＝saN，＝ci）0にぎや

　かにする。7。aa～・座をにぎやかにする。

　◎花やかに美しくする。

haneekl＝juNO　（（｛k　＝raN，　＝ti）　haneeka－

　sjUN　と薫じ。

ha皿；⑪（名）筆先ではねること。また，筆先

　ではねたところ。

hani①（名）羽。羽毛。また，つばさ。

hanigee①（名）羽がい。両翼の付げ根の骨

　の部分。また，転じて翼全体。

hani＝錘N⑨（他＝raN，＝ti）eはねる。水・

　どうなどを，はねる。mi4i～．水をはね

　る。◎筆先を，はねる。㊤計算を，御破算

　にする。＠拒絶する。

hanlN＝CUN＠（謡歌aN，＝ci）はねて入れ

　る。はねとばして入れる。

hani？ucl①（名）羽ばたき。

hani？utu①（名）羽音。羽ばたきの音。

．簸a籠i？weez董ki擁が照①（tts；raN，＝ti）　（仕

　事などを）押しつける。無貴任に他にまか

　せる。sil〈uei～．仕事を押しつける。

　Qkwa～．子（のもり）を押しつける。

：kaniziew（名）羽地。＜＜地））参照。

’haN＠（名）判。印鑑。？iNともいう。～

　clCUN．判をつく。判を押す。

飯aN一（接頭）半。　haNri，　haNmici（半里），

　haNbUN（半分），　haNnici（半H）など。

一haN（接尾）半。？iciτihaN（一里半）など。

haNbiN⑰（名）はんぺん。

k麟bu罪⑪（名）半分。なかば。

haNbUN？ic韮cien（名）半死半生。半分生き

　の意。

haNbuNmie豊an（名）道のりの半分。半道。

　一二の半分はhaNmiciという。

haNbuN？雛agee⑪（名）半信業疑。haN？u－

　tageeともいう。～sjUN．半信半疑であ

　る。

haNbuNwaakii⑥（名）半分わけ。折半。

haNbuNzini⑪（名）半死半生。死にかけ。

　～natOON．死にかけている。

haNcigee＝」ガN⑨（自；raN，＝ti）はねっか

　える。はねて元の方へかえる。

haN＝CUN⑨（他二kaN，＝ci）はじく。弾力に

　よってとばす。

haNcuu⑰（名）〔新？〕半休。半分休む臼。

　土曜Hをいら。

haNeuujaama⑨（名）ばね仕掛けのねず

　み取り。haNcuu〈haNCUN．（はじく）。

　’jaamaは機械。ねずみ取りは？weNcu－

　jaamaともいう。

haNdama⑪　（名）野菜の名。はるたま。

　水前寺菜。

haNdi①（名）布を織る揚合の経糸の余り。

　経糸は翫箪が不正確な場合には余ったり足

　りなかったりする。その時余った糸をい

　5．　haNdi〈　haNdijuN．

ha“’di＝jUN①（慮＝raN，＝ti）はずれる。kU－

　zikara～．くじからはずれる。？uubinu

　～．帯がほどける。

haNdttuen（名）［半胴コ水がめ。炊事用・

　飲料用の水を入れておく，口の広い大きい

　かめ。haNduugaamiの略。

harvduugaamian（名）haNduu　と同じ。

　haNduugami　ともい5。

haNδuugami＠（名）haNduu　と1司じ。

haNgwi＝juN⑨（自＝raN，＝ti）解ける。ほ

　どける。解けてはずれる。？uubinu～・

　帯が解ける。
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kaNgwimuN

haNgw｛muN①（名）放蕩者。

haNki⑪　（名）　亀頭◎　〈haNkijUN。　～nu

　？ugaN，陽石を神体として祭ったところ。

　那覇の湧露にあり，中農遊郭の女たちが拝

　んだとい5。

haNk韮＝jUN⑲　（自　＝raN，二日目　外回駅こ剥け

　る。皮がむけて，中があらわれる。

haNkwaen（名）ぜいたく。華美。派手。～一

　ni　sjOON．ぜいたくにしている。派手に

　している。kwabkooN　ともいう。～na

　MUN・派手な者。だて妻。男について多

　くい5。

haNrnee①（名）食糧。米に隈らずい5。～一

　nu　ciritooN・食糧が切れている。

haNmle量①（名）半里。半遵（一里の半分）。

　haNriと岡じ。半行程の意ではhaNbUN－

　miciという。

LaN鷺39韮＝jllhl　①（他＝raN，＝ti）投げ捨て

　る。放棄する。

kaN　niciew（名）半Me

kaNsaN①（名）［半山］支那茶の一種で，上

　質なもの。

hal　s圭①（名）一時的な処置。当面の処理。

　解決。間に金わせ。？ieutanu～．応急措

　置。一時しのぎ。

haNsii⑨（名）おばあさん。那覇で士族の綴

　母・老婆をいう語。

ha！9sjoo⑪（名）こ半笛］横笛。歌口のほか

　に穴が七つあるのが普通。中羅の管楽器の

　矯は管が十六あり，横笛はその半分の八つ

　あるので半矯の意か。

haN＝sjUN①（（U｛　＝saN，・＝ci）θはずす。？uu－

　bi～・帯をはずす。帯を解く。O解決す

　る。処賦する。ziNgutoo　’winagumoo　ha－

　NsijuusaN．経済は女では解決できない。

　◎（接尾）…しそこな5。∵・しそびれる。

　…する機会を訳する。…し損じる。？icee－

　haNsjUN（会いそこなう），もuiha翼s3“N

　（取りそこなう），？iihaNsjUN（射損じる），

　？iihaNsjUN（言いそびれる）など。

hal　su⑨（名）〔文〕さつまいも。甘藷。

haNtaen（名）繁多。多忙。～’jaN・多忙で

　ある。～na　baa。多忙な時。

haNta①（名）e端。はしっこ。◎崖のふ

　ち。また崖。

haNtagak｛⑦　（名）e端に腰捗1けること。　O

　ものを何かの端に掛けること。㊧転じて，

　身のはいらないやり方。あやふやなやり

　方。～Qsi．いいかげんなやり方をして。

haMasjaN①（形）危っかしい。あやふやで

　ある。haNta（崖のふち）にいるように，

　安定がなく危いことにいう。危いは普
　通？ukaasjaN　という。haNtas圭i　kutu。

　危っかしい事。

haNtigatu　CO（名）留険。危険をおかしてす

　ること。

haNtiwa多a①（名）危険な業。

haN2iitageeG）　（名）h繰NbUN？utagee　と同

　じ。

茎1aNza⑰（名）波平。（（地＞＞参照。

haNzaNsiimee⑥（名）お｛まあさま。貴族の

　祖母・老女をいう語。

h烈翼zi①（名）易者の判断。

kaN搬蹴⑨（名）偏頭痛。半頭痛の意。　ka－

　tagiburujaNともいう。

ha．NzSr；⑨（名）たらい。桶の底の浅いもの

　で，半切りの意。那覇その他ではt．aaree

　とい5。

haNzoo①（名）e繁盛。◎出産。また，生：

　まれた子供。～sjUN．子を産む。～ja
　？ikutaiga．子供は僻入か。

haQeaka＝jutw’①（自＝raN，＝ti）衡くわす。

　ぶつかる。？ooeeRU　miiNkai～．噴：嘩iし

　ている藤へ出くわす。

fraQcatixjuN①（輿；raN，篇擁）盛り上がる。

　cii～．乳房が盛り上がる。

haQci⑥（名）八卦。綱引きの場合のhata－

　gasiya〔旗頭］に付ける　giz娘duuruu

　［鼓燈籠］などに八卦を描いたものがある。

kaQC量擁職N④（他；raN，＝Qei）はち切れそ
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hat・ijak孤

　うにする。

kaQeiri＝jUl　¢（自＝1’aN，＝ti）はち切れる。

　haQeirixaNdi　sjuru　sjaku　1〈weetooN．

　はち切れるばかりに太っている。

kaQCIrlracirira①（副）太って，はちきれ

　そうなさま。～sjoON．はち切れそうに

　太っている。

haQka⑨（名）hwaQkaと同じ。

kaQkaku①⑨（名）八：角。

ぬaQkukuNkukuN①（副）ほ：お張るさま。

　～．Qsi　kanuN．ほお張って食：べる。

haQpa＝juN①（催＝raN，＝ti）大きく開く。

　穴などの表面を周囲に開く時にいう。m圭i

　～．目を見開く。

haQsaN⑪（名）発散。熱が引くこと。hana－

　sieinu　basjoo　kusui　nudi～sim加N．

　かぜを引いたときは，蘂をのんで熱を引か

　せる。

kaQsaNgusui⑪（名）体熱を発散させる蘂。

　熱さまし。

haQsiNzuuhaku①（名）8’寸四方の璽箱。

　重籍の5ちでもっとも大きいもので，普逝

　の二曲は6寸四方。

haQtu④（名）［法度］法度。禁止。禁制。

　～sjUN．禁止ずる。kumautee　micikara

　？uta　sju夢ee～dOt）．ここでは道で歌を歌

　うのは禁止だぞ。’winagoo～～，　mudu－

　ri　MU：’：Ul’i．［：女は法度法度　戻れ戻れ（執

　心記入）］女入は禁制だ，帰れ帰れ。

haQtu！’ugeejaa⑨＊（副）paQturugeejaa

　と岡じ。

hara⑨（名）腹。普通は’wataとV5。ha－

　yaは単独ではほとんど使わないが～nu－

　kutamijuN（腹を暖める。，wata　nuku一

　£amijuNともいう）とはいう。複合語と

　してはharagukuei（腹心地），　haradaci

　（腹立ち）など。

hara⑨（名）（≡）方。方面。｛則。？anu～．あ

　の方。あっちの方。rnaanu～・どの方

　面。どっちの側。nisinu～．北の方。北

　側。O（接罵）一baraともなる。…の方。

　…の側。また，…の脅内。…の親類。？iQ－

　taahara（おまえたちの側。また，おまえ

　たちの親類）など。

harabi＠（名）harubi（馬の腹帯）と同じ。

karadaci⑪（名）腹を立てること。立腹。

　漁Nci～ja　kiganu　mutu．短気や立腹は

　けがのもと。

haragubu①（名）腹半分。

haragnkuc量⑪（名）腹心地。腹ぐあい。’wa－

　tagukuei　ともN，・5。

haral？Utu＝s．iuN＠　 （他　＝saN，　＝ci）　払L、落

　とす。’jaku～・厄を払い落とす。

harajukun三⑩（名）癒の名。横腹にできる

　たちの悪い瘡で，命にかかわることがあ

　る。

ha・a＝癬N⑨（他・aN，＝t圭）e払う。（代金

　などを）支払う。また，納めるべき物や金

　を納める意にも，返済すべき物や金を返す

　意にも翔いる。㊤払5。ciNnu　hukui～．

　着物のほこりを払う。

harami⑨（名）魚の卵。

hara＝sjuN⑨（億ksaN，＝C呈）晴らす。？ami

　～．雨の晴れるまで待つ。？urami～．恨

　みを晴らす。？amiN　harasaN，？Nziti

　？NzaN。雨のやむのも待たずに出て行っ

　た。

haratiigi⑨（名）eはらから。同じ母の兄

　弟。◎岡じ考えの者。共謀している者。

hara？uubiew（名）馬の腹帯。

harawakai⑥（名）腹違い。父が同じで母を

　異にする兄弟姉妹。

haree⑨（名）払い。支払い。納め。～nu

　’waQsaN．払いが悪い。

hareemuN⑨（名）払5べきもの。また，納

　入。返済すべき金や物。

harijaku⑰（名）厄が晴れること。？Nma－

　ridusi（生まれ零すなわち，13・25・37・

　49・61・73…）が過ぎること。また，？N－

　maridus圭の翌年。？Nmaridusiは厄年と
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hamijuN

　　れ，正月を盛大に祝い，その翌年は厄が

　晴れるので正月を小さく祝う。

hari擁uN⑪　（自　＝raN，”ti）　晴れ，る。　天候の

　場合は，雨がやむことをいう。？aminu

　～．雨がやむ。？aminu’janUNとは元

　来はいわない。？utageenu～．疑いが晴

　れる。，jukunu～．欲がなくなる。　harレ

　toON．雨があがっている。曇天および晒天

　をい5。，jal｛unu～。厄が晴れる。こと

　に厄年（？Nmaridusi）が明けることをい

　う。

hari＝juNCf）（農＝raN，＝乞i）（ふくれて）i簑

　る。ciinu～．乳が張る。できものがはれ

　るのはhu〈NcwijuNとい5。

垂lar量ma◎（名）こ文〕暗れ間。

haru⑨（名）e畑。主として畑をさすが，畑

　よりも広義。耕地。雷畑。～？a（ICUN・農

　業をずる。◎墓。墓（hal〈a）を忌んでいう

　語。～kai？iCUN．イ．畑に行く。ロ＊．墓に

　行く。塞に参る。ハ。死ぬ。忌んでいら語。

　～nu？arabi．墓のたたり。墓の故障など。

　墓の故障は子孫に凶事があるとの警告とさ

　れる。

haru⑨（名）〔文〕春。　hwaruとも発音さ

　れる。春の季節惑がないので，鐵語ではあ

　まり用いない。

haru？aQcaa⑪（名）農罠。農夫。百姓。　ha－

　rUS3aaともい50。？aQcaaく？aQC鷺蕪
　（歩く）。

harub量⑨（名）馬の腹帯。　haxabiともい

　50
harudunai⑪（名）耕地が隣合わせになつ

　ている間柄。

harujaadui⑨（名）瀦荘。，jaad磁ともい

　う。その項参照。

harum圭ei⑨（名）耕地の間の道。畑の中の

　道。

karumi謬uiem（名）e畑の見回り。㊤宰墓の

　見躍り。

｝iarumi＝juN①（徳＝raN，＝ti）釈明する。

　弁明する。疑いを晴らそうと努める。

harusikuci⑰（名）畑仕事。農業。

ha！’usjaa⑪（名）二三。百姓。haru？aQcaa

　ともい5。

harusjuub疑⑥（名）農業の成績を争5競

　争。増産のために二村酎抗で管なわせたも

　の。

hasa①（名）捲（まち）。はかまの内股・羽

　織のそでの樗け根などに付け足す布。

hasa置mユN⑪　（イ｛琶嵩瓢aN，笛di）鋏む。

蓋纂asaN⑪（名）鋏。

has韮⑨（名）haasi（箸）と同じ。

hasi①（名）㊦橋。～，watajUN．構を渡る。

　◎はし，ご。～maUQci　kuu．はしごを持って

　来い。，jaanu？wiiNkai～kakiti　nubu－

　jUN．屋根にはしごをかけて登る。

hasibasico（名）端端。物のはしばし。すみ

　ずみ。

hasiQ£U①（副）しゃんと。しっかり。元気

　に。病後の人・老入などが元気なさま。

　～najUN．元気になる。？aQeijoonu～

　sjOON．歩きかたがしゃんとしている。　na－

　a～’jami．も5元気か。

hasiru⑰　（名）雨戸。　くり戸。

hasiruguei⑪（名）戸口。家の出入り口。

kaslrun孤saNan（名）戸の上や下などにとり

　つけた，戸じまりの装置。

hasisi⑨（名）歯茎。はじし。～nu　hUQkwi一

　も00N．歯≡茎がはれている。

kasjoohuu①（名）破傷風。
hasuN（9＞　（名）　　〔文　・　新〕　破損。　ふつ　5　　，ja一

　1　diまたはlj　abuyiという。

hata①（名）eはた。ほとり。近く。そば。

　わき。？ujanu～．親のぞぱ。～najUN．

　そばになる。そばに近づく。～Nkai　na－

　jUN．かたわらによる。わきへどく。◎（接

　尾）はた。ほとり。？umibata（海ばた），

　kumuiba捻（池のはた），　macibata（布

　揚のぞぱ）など。

hata①（名）旗。
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一｝監町ald5uN

hataei①（名）はたち。二十歳。

hataga§…ra①（名）［旗頭］9搬ahwic呈（綱引

　き）の時，東西両陣営に立てる大きな旗。

　高さ5～6メートルくらいもあり，竿の＿1：に

　はgiziNduuruu［電燈纐］というさまざ

　まな形をした細細をのせ，のぼりを付ける。

hatagasiramuci①（名）綱引き（φnahwi－

　ci）の臨hatagasiraを持つ者e力のす
　ぐれた若者が二十人くらい選ばれてこの役

　に当たり，かわるがわる持つ。

hatahatag）（副）侮かしょうとしてあせる

　さま。ziN　mookiraNdi～sjoON．金も

　うけしょうとしてあせっている。

hatajuml“）　（名）hateeN　と岡じ。

hataka＝juA’①（霞＝raN，＝ti）eはだかる。

　広い場所をとる。◎立1ちはだかる（taei－

　hatakajuN）．

hataki⑨　（名）　丈団Q　haru　lま彩奮地一蔽：o　～

　1｛eesjUN．畑を耕す。

hatak童2a3s⑩（名）mOO？aasaと同じ。

hataraci①（名）鋤き。骨折り。また，仕事

　の能力。稼ぎ。

hatara＝CUN①（自”1〈aN，＝ei）働く。仕事

　する。労働する。骨折る。？agaCUNより

　やや抽象的な意味の語。

hataz．ui①（名）頭のまわりの部分だけを剃

　ること。小さい男の子がする。髪を繕って

　いる男の場合は，nakazuiといって頭の

　真中を剃る。

’　hateeN①（名）機織りでり箴（おさ）の一

　種。二十よみ。経糸1600本を通すもので，

　最上の織物ができる。また，その織物をも

　いい，宮食。入舞由の上布などもこれに相

　略する。huduciの項参照。　nanajumitu

　hateN　kasi　kaklti　？ueoti，　satuga　？a－

　ki多ubaniNsuju　sirani．［七桝とこ二十桝

　かせかけておきよて　里があげづ羽　御衣

　よすらね］はたよみの糸をかせにかけてお

　いて，恋しい男のあきつ羽のように美しい

　着物を作りたい。nanajumiはきわめて粗

　い芭蕉布をいうが，ここではとりたてるほ

　どの意味はない。

賑裂t通）（名）はて。終わり。～nU　neeraN．

　きりがない。

hatiisu（名）命知らず。〈hatijUN。

hatijukUU①（名）すごい欲張り。はてしな

　く欲張る老。

ha蒙i＝juN⑨（自＝raN，＝ti）e果てる。終わ

　る。死ぬ意味では罵いない。複合語として

　は，siihatijUN（し終わる），，jumihatijUN

　（読み終わる，数え終わる，しゃべり終わ

　る）など。◎果てる。限界を越える。命を

　捨ててかかる。また，すっかりずうずうし

　くなる。，winagunu　hatlree　zaa　najUN．

　女は果ては蛇のよ5に恐ろしいものにな

　る。hat．itOON．すっかりずうず5しくなつ

　ている。命を捨ててかかっている。

halimuN⑲（名）命知らず。　hatiiと嗣じ。

hatiruma⑥（名）波照間島。入重山群島の

　島の名。

hatuma⑰（名）鳩間島。入重出群島の島の

　名。

ha？ui①（名）〔萩〕羽織。以苗はduubuku

　（道服）といった。

ha？ula①（名）hwa？utaと塗し：。

kau①（感）ああん。子供に口を開かせる時

　発する語。また，物を食う時などの大きく

　口をあいたさまをいう語。hau．ああんし

　なさい。

hauhau①（副）ばくばく。大きく目を開閉

　するさま。siisinu～S∫00N・獅子舞いの

　獅子が口をぱくぱくさせている。

haiimika；sjllN①（地；saN，＝ci）ああんと

　目をあける。haumikageee．ああんと口を

　あげなさい。

一hagaki＝jUN（接尾＝raN，＝の逸す。…

　しそこな5。…する機会を失う。一haziki－

　jUN　ともいう。　kooiha4akijUN　（1函：い

　そこなう），’iiiha7．akijUN（もらいそこ

　なう），，NNziha多akijUN，　rβi三hazakijUN
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hazi

　（ともに，見そこな5）など。

hazi⑨（名）e恥。～nu？ariwaau　niNzi－

　N，jaru．恥があってこそ人閻である。～

　c掘ju葱．恥知らずである。臆面屯なぐ，

　ず5ずうしい。恥が切れてなくなる意。

　◎陰部。～？usujUN．陰部をおおう。

hazi①（名）e筈。当然そうあるべきこと。

　cuuru～’jaru　Qcunu　kUUN．来るはず

　の入が来ない。～kak童jUN。しきたり。

　約束を守る。慣行通りにする。義理を満た

　す。siQcooru，jaanal《ai？uriigutuntl

　？ati”’　？eesagi　saNdaree　t一一tnu　kakara－

　N．＊知人の家に不幸があっても訪問しなけ

　れば義理を欠く。～Nka照raNn娠u．＊義理

　を欠く人。◎（主として，文末で）だろう。

　だろうこと。多分…だろ5という推量の揚

　合に用いる。cuuru～・来るだろう（来

　るはずだの意ではない）。

haz嚢④（名）〔文〕hazigiと隅じ。

kazlbaaja①（名）家の周囲，縁側など，端

　にある柱。muujabaaja（家の内離にある

　柱）に対する。一baaja〈haaja。

haz…c⑩（名）〔計数］入れ墨。女が結婚後，

　左右の手の甲および指の背にした入れ墨。

　明治の中ごろ禁止された。士族と平民の区

　別があり，また地方・島によっても違って

　いた。宮古・入重由地方では織物の模様も

　あったようだが，首里の女の入れ墨は，指

　には弓の矢，手の甲には星形や枡形，また，

　それらの組み合わせたものがあった。大

　体，結婚したしるしとなったものである。

hazlciraa⑪（名）恥知らず。一ciraaは切れ

　た者の意。h我z圭ci擁塒UNともい5。

hazieirlmuN（①　（名）　haziciraa　と岡じ。

hazigi①（名）植物名。櫨の一種。りゅうき

　ゆうはぜのき。美しく紅葉する。

ha多董＝jUN⑰（他＝raN，”ti）税ぐ。　ciN～。

　着物を脱ぐ。ciN　hazirasjuN．着物を脱

　がせる。？uuiu～・ふとんを税ぐ。

hazikasjaN⑱（形）恥ずかしい。　hazika一

　s5a　sjUN．恥ずかしがる。hazikasjagisa．

　恥ずかしそ5。

haz｛kasja2umii⑪（名）恥ずかしがり。は

　にかみや。

hazikeehazi「kee⑪（翻）つまはじきするさ

　ま。また，子供などを叱る時，指をはじ1い

　て鳴らしながら言う語。～sar圭jUN．つま

　はじきされる。笑いものにされる。

・hazlkimjUN（接尾＝1’aN，＝ti）一ha4aki．iUN

　と岡じ。

hazimai①（名）始まり。発端。

hazi㎜a＝juN①（臨＝raN，＝ti）始まる。

haz藍田a磁④（名）難azigi（1まぜの太）にま

　けて皮灘病になること。

liazimi①（名）始め。最初。

haziini＝juN①（他鷺raN，＝ti）始める。

hazimiti⑦（名）θ初めて。～nu　k戚u．初

　めてのこと。◎初対面の冒下に頬してあい

　さっとしていう語。国上に対しては～

　deebiru．（初めまして）のようにい5。

haziri⑥（名）纒切れ。また，言動がきびき

　びしていること。～nu？aN．歯切れがよ

　い。また，きびきびしている。nuu　simi－

　tiN～nu’jutasjaru　QCU’jaN．｛可をさ

　せてもきびきびしている人だ。darUU－

　kwaruu　Qsi～nu　neeraN．だらだらし

　ていてきびきびしたところがない。

haxisi①（名）㊦はずれ。はし。複合語とし

　ては，murahazisi（村はずれ）など。◎

　末座。

haziuuki＠（名）桶の一一種。．大きく丸い桶

　で，さげる所のないもの。頭にのせて水を

　運ぶため，雨水をためるため，その勉いろ

　いろに薦いる。

ha＝zuN⑨（他＝gaN，＝zi）klぐ。　kaa～．

　イ．皮を剥ぐ。ロ．裸にする。？uudu～．

　ふとんを剥ぐ。

ka祝uN④（他＝gaN，＝zi）函己る。分ける。

　分配する。tiiginaa’N皿aNkai　hazi　kwi－

　taN・一つずつ皆に分けてやった。

21e



hjakuhataci

ha＝ZUNen（地＝gaN，　＝z三）（船などを）作

　る。huni～・船をつくる。

hei①（感）おい。目下へ呼びかける時いう

　語。taruu～．おい，太郎。員上に細し

　てはheisai（もし）と，　saiを付ける。

h髄⑨（惑）e（母音が鼻音イtする。　〔gry〕）霞

　下に呼ばれて応答する語。ああ。はい。

　え。◎（鼻音化しない）白下に呼ばれてぞ

　んざいに応答する語。ああ。何だ。

hii？ii①（名）（鼻音化して発音されるのが

　普通。〔9鷺？箕〕）？iihisと同じ。？iihiiの

　方を多く用いる。

hija①（感）威勢をつける時に発する語。え

　い。それ。

hijamika＝sjuNco　（fi　＝saN，　”ci）　hija　（k

　い。それ）と言う。　h’ijamil〈ageee．　hija

　と言って力を繊せ。

hjaa⑪（名）［火矢・砲3　e大砲。◎爆竹の

　一一種。15センチ位の鉄筒に火薬をつめ，

　点火して大きな爆発音を翻すもの。旧暦8

　月10Hから15日までの閲，悪魔を退散さ

　せるために打ち鳴らした。

hjaa⑪（名）機織りの器具の名。綜続。緯

　糸を入れるために，経糸を上下させる器

　具，

hjaa　＠（名・接尾・感・助）野郎。やつ。

　人をののしる時い5。？anuhjaa（あの野

　郎），？jaahjaa（きさま），？eehjaa（おい

　こいつ。やい），？eehjaa　maakaiga～．

　（やい，どこに行きやがるか），nuuga～．

　（何だ，やい）など。

一hjaa（接蝋）〔文〕［比屋3昔の，按潤の家

　来の役名。「往昔諸在郷の地頭村頭杯の称

　呼なり…今の由当（山林監視官）を昔は山

　ノヒヤーと呼べりとかや（南島入門垣）」

　姓のあとへっけて，たとえばmurabaru－

　nuhjaa［村原の比屋］（粗踊り「大川敵討」

　の登揚人物）のようにいう。一hjaaの上に

　は？uhjaa〔三親］とい5役名もあった。

hjaadaki⑱（名）hjaa（綜続）と岡じ。

hjaagaa⑨（名）祭祀用の菓子の名。小麦粉

　を円形に薄くのばし，中をからに焼き上げ

　たもの。？aNdamuciといっしょに供え

　る。食：用にはあまりしない。

hjaagaa⑭（名）∈）車輪。　kuxumaRu～．

　車の輪。O転じて，車輪の形をしたもの。

　菓子名のhjaagaaもその意か。

hjaagai①（名）干上がったところ。水にぬ

　れてない，乾いたところ。

hjaaga；jUN①（自＝raN，＝ti）e干上がる。

　水分が引いて乾き上がる。◎雨が上がる。

　また，雨が上がって，日が現われる。hja－

　agatikara？ikee．雨が上力｛ってから行

　け。

｝ljaagUN（ff＞　（名）　　圭ニヒ差垂…根。　　（（地〉．｝　参照。

hjaagwaa（D（名）爆竹。

hjaai①（名）B照り。畢櫨。

hjaa12a㎜iCO（名）研照りの時の爾。畢天の

　慈雨。

hjaaidusi①（名）旱越の年。

hjaaigaNnai①（名）㊦雨を伴わない雷。　R

　照りなどの折の雷。音の大きい秀のの形容

　となる。◎転じ1て，かんし，やく。また，か

　んしゃく持ち。

hjaaku⑨（名）∈）百。　hjaku　ともいう。

　02歴。z圭N（銭）の項参照。

hjaaku藍UNzu”u⑨（名）3厘。　ziN（鏡）の

　項参照。

hjaakumuei⑨（名）同年の人が死んだ時，

　2厘の菓子類を買って食った。その菓子を

　いう。2塵は瑠盆aku（百）とい5ので，

　百年も生きるようにとのまじないである。

hjaamii⑨（名）狭閻。城壁などにある，射

　転用の穴やくぼみ。

hjaaN⑨（名）毛じらみ。

海aazoo⑪（名）比蟹定。《地》参照。

hjaku⑨（名）再。　hjaakuともLsう。

hjakudasi＠　（名）mumudakabi　と同じ。

hjakuhataei＠（名）〔文〕百二十歳。～

　najuru　coozanu？uhusjuu．農村の入月
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kjaku2icii

　踊りに出る長者。

篤aku劉C嚢⑨（名）よく5そをつく人。百に

　一一つの真しか言わない人の意。

hjakumftNgwa”N⑪（名）銭百万貫。2：万円

　にあたる。ziN（銭）の項参照。百万貫の

　金ができると，薇万長者の祝いをした。

hjakuna⑰（名）再名。（（地））参照。

hjakun｛elgaQkw丑i⑨（名）〔薪？〕百β曝。

　saQkwiiはせ剖、

擁akun畑◎（名）葎年。

h．iakuniN⑨（名、百人。

蓋■jak1筆ミee⑨　　（名）　τξf歳。　～nu　？a」tu．死後。

hjakusjoO⑨（名）平昆。　samuree（士族）

　に対する身分の名。農民はharusjaa。平

　罠は農業をしなくてもhjakusjoOであ

　り，士族は農業をしても遍ak“s300とは

　いわない。

hjaNna①（名）平安名。（（　aj　＞＞参照。

hjaNya①（名）平安豊島。沖縄本島の東側，

　浜比嘉農（hamahwiza）の北にある島。

　また，平安座。《地））参照。

勤ja醜aK⑨（名）平安由。《地》参照。

hjaQkanic量⑪（名）菖か臼。死後薫獲冒（に

　営む法事）。

hjaQksyaN⑲（名）2円。　ziN（銭）の項参

　照。

hjoobaN⑨（名）評判。～sju凡評判する。

　～dOO．評判だぞ。～nu’waQsaN．評判

　が悪い。

hjoObaNmuN〔D（名）評判者。1〈aagigwa－

　aja　mm’autoeti　hjoobaNmunoo　’waN

　，担麟ga…．邪計ほ村で評判者はわたしで

　あるが…。

hjeoeakxx①（名）爆竹の一種。火薬を紙に

　包んだもの。爆発させて遊ぶ。旧暦8月の

　’jookabiiにはこれを鳴らして悪魔を退散

　させる。gaNSinagwaahjoecakuは3ね
　ずみ花火のたぐい。

hjooreo⑰（名）兵糧。

hjoos隻⑨（名）機会。はずみ。きっかけ。偶

　然（の機会）。，iihioosi，jasa．　L・い機会

　だ。，iihjQQsiの反対はbuhjOOS｛（あい

　にく）。～na　MUN。まぐれあたりのもの。

　偶然なこと。

hjoosi⑥（名）音楽の拍子。楽曲進行の時間

　のノjN区分（音楽家の術語）。また，歌の節

　をたすけて調法をとるtと。

hjoosizi⑨（名）拍：子太。夜國りが打ち鴫ら

　す角材。

hjootaNgiburuen（名）ひょうたん。φbu－

　ruの項参照。

hjoOZOOZU⑪（名）〔古〕［評定所］政府。内

　閣。saXsikwaN［三司鴬］とzuuguni－
　Nsjuuこ十五入衆コのいるところ。

一hjuu（接尾）俵。一・pjuu，一bjuuともな

　る。？iQpjuu（一俵），　nihjuu（二俵），

　saNbjuu（三俵）など。

hjuugu⑥（名）表具。表装。～sjUN．表装

　する。

hjuuruciCD（名）ひよめき（乳児の脳天の，

　呼吸のたびに動く部分）。また，脳天。頭の

　てっぺん。naakunu～Nkal？agajUN．

　脈が脳天まで上がる。非常に驚いた場合を

　い5。

hjuusi⑪（名）ひよどり。

hNN⑪（感）5ん。ああ。目下や親しい者の

　呼びかけに面して応答する語。問いに対す

　る肯定の揚合には？NN。

hNNce（感）ふん。軽く返事する声。また，

　轟の先であしらら声。～？aniLふん，そ

　うか。

hoO⑨（感）e（母音が鼻音化する。〔h66］）

　目下の年長に呼ばれて応答する語。はい。

　肯定や承諾の時には？ooという。◎（鼻音

　化しない）墜下の年長に呼ばれてぞんざい

　に応答ずる語。ああ。

hoO⑬（名）女の陰部。ほとG～sjUN．交
　接ナる。

hoo①（名）方。方向。　maanu～．どっち

　の方。
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huea！　’

hoO①（名）法，方法。～nu　neeN．方法が

　ない。

hoocaa⑰（名）包丁。

kooc｛＠（名）箒。～sjUN・細く。掃除す

　る。

hoocibu、si⑪　（名）　ほ5き星。彗星。？ir呈ga－

　Nbusiともいう。

hoocika■ci⑨（名）掃除。箒で掃くこと。

　一kaciは反復する意の接尾辞。

hooc韮N＝cuN⑨（他；kaN，　＝ci）e擁き込む。

　ひとところに掃き集める。◎（食物を）か

　きこむ。

星笥ooci？｛血二sju’N⑪（他＃saN、＝ci）e撮き

　落とす。◎（病人をよく看護して，病気を）

　黒き落とすように直らせる。

hoO・eUN⑰（他：kaN，＝ei）掃く。

koocuu⑨（名）e料理入。　hooeaaを上手

　に使5人。板前。◎料理。

hoogaku①（名）方角。

heohai⑨（感）火事の時に叫ぶまじないの

　語。火事を見ればかならず二声影ばなけれ

　ばならないとされた。この声を聞けば男は

　火事揚へかけつけ，女は火の神に水をあげ

　る。hoo（女陰）は古来魔除けになってい

　るので，hooをあらわにして見せるという

　意と思われる。一haiくhajUN。火事が起

　こるとhoohaiの声がたちまち囚方に相呼

　画して，皆火事揚へ赴いたものであった。

koohaimuucii◎（名）muucilと同じ。そ

　の項参照。

hooigazimaru⑪（名）這って長く延びたガ

　ジマル（g）zimaru）の太。

｝！ooi？Nzi・ju－N⑪（自　＝raN，　”乞i）這い出る。

hOO識jUN⑨　　 （自　　 ＝raN，　　＝ti）　　這　う　Q

も00罵juN①（他響aN，”ti）（故意に，また

　は誤って）こぼす。散らす。

hooka⑰（名）曲芸。軽業・窃術・手晶の類。

　放下。

hoomu＝juN①（億＝｝’aN，”ti）〔文3葬る。

　埋葬する。

ぬ00？00①（名）（鼻音イヒして発音されるの

　カ｛普通Q〔h66？6δ］）？oohooと同じ：。？oo－

　hooの方を多く用いる。

hoori＝∫uN①（慮＝raN，＝ti）こぼれる。散

　らかる。

hoor韮muN①（名）不品行な女。家に落ち着

　かずに出歩く女。あばずれ。

kOOIOO①（名）放蕩。

hootoomuNGD（名）放蕩者。

kootooniN①（名）放蕩人。

hootu⑰（名）はと。Qkwagwaa　tiicee（子

　供を一入）といって鳴く。kU七uukWiikwii

　Qkwagxvaa　tiieee　？oonu　’3’arr｝a　？Nzi

　nasawa　kwira，jaa．（童謡）クトゥー

　クィークィー（はとの鳴き声），子供を一一

　人奥武の山へ行って生んだらあげよう。

hootuNgwa⑨（名）鳩の子。　，∫uka（≧CUN－

　gwaa～．士族の子は鳩のIiのように美し

　いQ
hootuNni（①　（名）はと胸。

horohoro①（副）布・着物などの乾：いたさ

　ま。また，衣ずれのさま。？iicu　bitab三ta

　kaik三～・絹は柔らかくぴったりと肌に合

　い，甲i斐絹はホロホロと音を立：てて，とも

　に気持ちがよい。

hubasira⑪（名）帆柱。

hubiNCD（名）文逓または交通が不便なこと。

hucaa＝ju貰①（自＝raNe＝ti）　茂る。　繁茂

　する。こんもりと茂る。hucikunUNとも

　いう。

hueagl⑪（名）［吹上餅］菓子の名。長円形

　の餅の圓りにあずきを付けたもの。入月十

　五夜のお供えとする。次のような狂歌があ

　る。gicija　mt　Nnakani　husija．？a珊akU－

　mani，　tatare　？al〈amic　mintT　gicaru　gu－

　tosa・〔月や真中に星やあまこまにた

　とれ赤豆の　つちやるごとさ］月はまん中

　に，星はあちこちに，たとえてみれば餅に

　あずきのついたhucagiのようなものさ。

hucaN⑪（名）福建。中国の増名。
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huc韮

huei①（名）がけ。きりぎし。出島のけわし

　いところ。古語の「ほき」に頬応。

hucibaNm①（名）断崖。絶壁。
難uc蓋caa＝sju「N⑨　　 （他　；sεしN，＝ci）　　 吹　 き？肖

　す。

｝lugfgoo①（名）不都合。不届き。ふらち。

　～na　mUN．不届きな者。

liucijuu⑪（名）煮え湯。沸騰した湯。huci一

　くhucutsT．

hugika①（名）ふつか。＝二臼。一貸の二樒。

　また，月の＝二番縫の羅。

huciki①（名）毛・繊維の切れくず。　kara－

　zibuciki（髪毛の散らばったもの），’uu－

　buciki（芭蕉糸の切れくす）など。

huelkumi①＊（名）草や太の茂ったところ。

　茂み。hucikuNともいう。

hucil｛u＝nuN⑨＊（霞　：．maN，二di）（爾。風

　が）吹き込む。

huciku＝nUN①＊（自＝maN，　＝di）茂る。繁

　銘する。hucaajUNともい5。？anu　’jasi－

　cee　kiikusanu　h疑cikudoON．あの遠敷

　は草太が茂っている。

hu｛：il｛ul　（｛）＊（名）hucikumiと岡じ。

hugima⑨（名）ふすま（襖）。貴族の麗敷な

　どにはあった。普通の家にはnakabasiru．

　（家の中の板戸）が用いられていた。

hugimaWh（名）さかき（榊）。その枝葉を神

　に供える。

hugl＝XXUN①（惣＝maN，＝di）腫れる。繊

　などに刺されたあとが少しふくれることに

　いう。

hueiN＝cuN⑨（自＝kaN，＝ci）（雨・風が）

　吹き込む。

hue三tuba＝sju■N⑪（他＝saN，＝ci）吹き飛

　ばす。

hucukuru⑰（名）ふところ。　niwaja’juci

　hujui　？Nmija　hana　saeul，　’N40ga　tv－

　ja　makwedu　hucuru．［庭や雪降ゆい

　梅や花咲きゆい　無蔵が懐や　輿南ど吹き

　ゆる］庭には雪が降り，梅は花が咲いてい

　るが，愛人のふところは暖かい南風が語い

　ている。

hucukuru200zimee⑨（名）人知れず喜ぶ

　こと。また，表面苦しそうによそおいなが

　ら，内内は安楽に暮らしていることなど。

　ふところで覇を持って舞5意。～s憩N．

hu＝cuN⑨（自＝kaN，＝ci）㊦（風が）吹く。

　kazinu～．風が吹く。◎沸く。沸騰して

　蒸気が吹く。’waCUNともいうが，首里で

　はhucu．Nを多く用いる。’juunu～．お

　湯が沸く。

hu＝cuN⑪（他＝kaN，＝c圭）吹く。IIIで吹く。

　？iici～・息をつく。息を吹く。　haNsjoo

　～．笛を吹く。tabaku～．たばこを吹か

　す。hana～．いびきをかく。

hu；CU“’①　　 （イ也　 ＝kaN，　　；ci）　　（屋根を）　　葺　く　。

huda①（名）粍。物事を乱した小さい板ま

　たは紙。

huda⑪（副）あやうく。すんでのことで。

　～lcaginiirariitaN．あやうくつかまえら

　れるところであった。～’jatasaa．危い

　ところだったよ。

hudaganasi＠（副）あや5く。すんでのこ

　とで。hudaともい5。～sariiteesaa．

　あやうくやられるところだったよ。

h賦dagasi⑰（翻）hudaganasiと同じ。

huda？iri①（名）投票。選挙の投粟。競売

　の入札は？irihuda。

hudami①（名）ためにならぬこと。のちの

　ちよくないこと。文語ではtamigiziとい

　5．　caQci　suba　nasiinee，　一s一　najuN．

　嫡子を軽んずると，ためにならない。

　～na．ためにならないような。

h腿dee①（名）［譜代コ譜代の士族。　もとか

　らの士族。siNzaN（新参の士族）に対す

　る。

kud麺）（名）筆。

hudii⑪（名）θ稲光。いなずま。◎はげ。

　頭の傷あとなどにできるはげをいう。ka－

　Npaciともいう。～1｛aNpaei？ゆcuu
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huikeesjuN

　？agaraci’juubax　kwee．1まげを，お月

　さまを上げて光らして，その光で晩飯を

　食え。（はげをからかう童謡の文句）

hudiki　u）（名）不出来。出来がよくないこ

　と。また，成績などが悪いこと。．．r－na’wa－

　i’abi．繊来の悪い子供。

蛋殿dUΦ（名）せたけ。せい。身長。～nu

　hwikusaN．せいが低い。～？w三ijUN．せ

　いが紳びる。成蔓する。～？wiijuru　gu－

　toosa・せいが伸びるようだ。非常に嬉し

　い時にいう。天に昇るよ5だ。「天に昇る」

　とは忌んで醤わない。～？waas3UN・せ

　たけを伸びさせる。成長させる。

huduc蓋⑪（名）おさ（籏）。織機の付属具の

　名。経糸の位概をととのえ，緯糸を織り込

　むのに卜いる。薄い竹片をつらねて櫛形

　にし，上下にわくを付けたもの。普通の

　布を織る時は経糸を潮菊ずつ通すが，

　？usjaa瑚員　という冬物を織る時は鷹本

　ずつ通す。籏の種類はnanajumi（七
　よみ）から　hatajumi（二十よみ）　ま

　であり，一よみ（cujumi）に経糸80本

　を通す。そこで籏の種類と経糸の数とは次

　の通りとなる。nanajumiすなわちna－
　neeN（七よみ，560末），’eeN（入よみ，

　640塞），1〈ukunliN（九よみ，720本），

　毛iiN（十よみ，800本），　ciiN（十＿よみ，

　880本），teeN（十二よみ，9601本），　nUUN

　（十三よみ，1040本），，iiN（十四よみ，1120

　本），　？iciiiN　（十五，美み，　1200本），　rniiN

　（一トフkよみ，　1280本），　tuunanajumi　（十

　一ヒよみ，　1360本），　tuujajumi（十入よみ，

　1440本），tuul〈ukURujumi（十九よみ，

　1520本），hatajumiすなわちhateeN
　（ニーftよみ，　エ600本）o　nanajumiカミ最も

　粗く，粗末な芭蕉布などで，hatajumiは

　きわめて細かい上等の織物となる。

liudugUti①（名）体の小さい考。ちび。

huduguusaNrtD（形）体がノj・さい。huduma－

　gisaNの紺。

huduhudu①（名）年1頃。　よい隼頃。～ni

　narawa，iNgU㎜i　sjUN．年曖になったら

　縁組をする。

丑皿dumag三i①（名）体の大きい者。大柄な

　者。

hlldumag量saN①（形）イ本が大きい。大柄で

　ある。huduguusaNの対。
huduui①　　（名）　　著く同意。　　不承矢撲。　　不賛成っ

　また，反対すること。～，jaN．不賛成だ。

　～S5UN・反対するQ

huduunukami①（名）［不動神］厨の神。

　便所の神。

hudU？、壷gur顧①（名）子供の股の付け根

　にできるぐりぐり。成長するためにできる

　として名付けたもの。

hugaQtiN①（名）不承知。承諾しないこと。

　～’jaN．不承知だ。’waNnee～’jaibiiN。

　わたしは不承知です。

huga＝sjuN①（他＝saN，＝ci）θ（穴を）

　あける。ほがす（九州方雷）。mii～．穴

　をあける。◎人の金などを，使い込む。

　gumugi～。公金を使い込む。

hugme（名）0穴。◎会計の欠損，　hugee

　neeni．欠損はないか。

hugi二juN⑦（自＝raN，＝ti）（穴が）あく。

　ほげる（九州方言）。rniinu～．穴があく。

hugimUN①（名）穴があいたもの。穴があ

　いた鍋。釜など。

hugu⑪（名）ほこ（反故）。書き損じの紙。

　または，字の書いてある不要となった紙。

｝lugui①（名）ふぐり。陰嚢。～七ujUN．　ik

　勢する。

hugukabi⑨（名）huguと同じ。
hui？asabaN＠（名）農家で，その臼の食：糧，

　すなわちさつまいもをその日に掘ること。

　？asabaNは畳食：のこと。

huiiti①（名）不得手。不得意。　huitiとも

　いう。

k滋ke併sjUN①（欝”gaN，＝ci）（病気が）

　ぶり返す。（病気が）ふたたび悪化する。
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hu丑k量双a

　hw量目eesjUN，？UQceejUNともい5。

huikina⑰（名）振回名。（〈　mp　〉）参照。

huil｛umira＝ri”juN⑨（自＝ri餓N，＝Qti）

　（雨に）降り込められる。

huimaa＝siu’N⑨（他msaN，讐ci）（雨が）降

　り残す。（夏のにわか購などが）塵りに隆っ

　て，そこに降らない。kuRu　muraa　hui－

　maacaN．この樗は隆り残した。

kuimuN⑨（名）彫り物。彫刻。

hu孟2Nza＝sjガN⑨（勉＝saN，＝ei）掘り出

　す。地中から掘って出す。

huiNci⑪（名）huiNcibakaと岡じ。

huiNciba－ka⑲（名）横穴式の墓。岩石に

　掘ったものや，niibi（赤土岩）に掘ったも

　のもある。墓にはこの外，1｛aaminakuu

　（亀甲式），hwaahuu（破風式）がある。

huiξiti＝jUN①（他＝raN，＝ti）振り播てる。

　振り離して捨てる。　　　　　．

huisudi①（名）擬りそで。貴族の少年が

　’wakasju［若獅として城中で王の給仕

　などをする時に着た衣裳。縛縮縮の長いそ

　でをひるがえし，女の子のよ5な姿をして

　いたと箆えるe廃藩後は，waka3juud滋

　［若衆躍，あるいは組踊り（｝〈umiudui）

　の子役でその姿がしのばれた。その風俗が

　すたれてからは，繕山風の振りそでをいう

　ようになった。

蚕lu温①（名）不得手。不得意。　huiitiとも

　い5。？utaa～’ja（≧sa．歌は蕾手だよ。

huja⑲　　（名）　　靴。　ti（lpuu　katεしmiti　～　 ku－

　maei，　？ujanu　hukoo3’a　naraNga　’jaa．

　鉄砲かついで靴はかせ，親の不孝にならな

　いかねえ。（明治の新制度による廓範学校

　教育を皮肉った歌。繊は官軍」の節で歌

　われた。）

huja⑪（名）（ランプの）ほや。

laujagi＝juN①（他＝yaN，＝ti）振り上げる。

　MiiN　hujagiraN。　mii（黙）の項参照。

飯ujakari①（名）〔文〕振り別丁tの意。（親し

　い者岡目の）別醗。timatu？abugakenu

　kanusicanu　hamani，　’Nzotu　．vnu　mu－

　mu且u　kUZ’isja．〔汀閻と安部境の　河の下

　の浜に土蔵と振溺れの百の蕾れしや（汀

　間節）］汀閻と安部の境の河の下（地名）の

　浜で恋入と別れることの非常なつらさよ。

hujakarimjUN①＠（自＝raN，＝ti）〔文〕（親

　しい者岡三が）題れる。hu3akar猛i’utiN

　sinasal〈ija　tageni　1〈ajuwacidu　sigiN

　macura’ja曝ga．［振闇れて居ても仕清や

　互に　通わちど節も　待ちゆらやすが］筑

　れていても情は互いに通わせておけば再会

　の機会も待てるであろう。tumiti　tumi－

　rayaN　？awari　hujakariti　？arasigwinu

　？araba’wamija　ca　s拶ga．［とめてとめ

　ららぬ　あわれふやかれて　あらし声のあ

　らば　わ身やきやしゆが（忠臣身替）］止め

　ても止められない。ああ別れてしまってか

　ら不幸な知らせがあったらわたしはどうし

　よう。

hujawas蓋①（名）〔文〕振り合わせの意。め

　ぐり合わせ。sudinu～du　guiNsara鵜i．

　［袖の振合せど　旧縁さらめ］そでを振り

　合わせた偶然のめぐり会わせが御縁であり

　まし　scう。

hujawa＝sjuN①（自＝saN，＝ci）〔文〕振り

　合わす意。めぐり会5。tiNtu　zinu　na－

　saki　hujawasjuru　？ueiju，　’Nz：）tu　’iN

　musudi七ageni　suwana．こ天と地の情

　振合しゆる浮世　無二と縁結で　互に添は

な（銘メq子）］天と地の情をめぐり合わせ

　る浮世のこと，あなたと縁を結んでいっ

　しょeこなりまし！よ5。

飯山oo①（名）散歩。保養の転意か。～

　sjUN．散歩する。

至瞬u⑤（名）冬。寒い季節。四季のうちで

　は捻aφとhujuのみが口語として屠い
　られる。

hujumuN③（名）冬物。冬着類。

hu＝juN⑨（イ｛甕　”raPtT，　＝t圭）e掘る。　？ana

　～．穴を掘る。zii～．地面を掘る。◎彫
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hukugaadui

　る。彫刻する。

hu＝juN（①　（自　＝uraN，　”ti）　［降る。　？aminu

　～．雨が隔る。

h秘＝juN①（他＝xaN，＝ti）0振る。◎（男

　女闘で相手を）振る。また，（男女間で相

　乎を）嫌う。不満に窺う。，utu　hutOON．

　火を嫌っている。4Ul’inu　caku　hutoON．

　女郎が客をいやがっている。㊧不承知であ

　る。もと首を振る意か。いやである。huti

　koor段N．いやと器って購わない。

httjuu⑨（名）物ぐさ。無精。～s3UN・無i

　面する。～na　Qcu．無精な人。

hujUXi⑰（名）芙蓉。観賞用に栽培される。

kuka⑨（名）Gそと。？uclの対胸。～Nkal

　？Nziree・外へ屠ろ。◎ほか。他。以外。

　～nu．　ほかの。？unu～箆ee　neeni．そ

　のほかにはないか。Ql〈wajaka～nee毛a－

　karaa　neeN。子以外に宝はないo

huka（9（名）懲（ふか）。’juubhnuQkwa

　（昨晩の子の意）ともいう。

kukadae量⑥（名）下痢。　huka（外。便所は

　外にある）にしばしば立つ意と思われる。

　上品な語で，上晶な家薩以外ではkusu－

　hwirii　とい5。　～　s3UN．

kukama⑪（名）外灯。＜＜地〉）参照。

hukamaaruu⑥（名）外を遊び回ること。

hukaQti①（名）不向き。不勝手。不便。手

　腕・道具・eepTfなどについていう。～na

　basju．不便な揚所。

hukasaN⑪（形）深い。？asasaNの灼。　ci－

　munu～．心が深い。　hukasii　naaka．深

　い仲。？uva？uranu　hukasa　nagU？uranu

　hukasa，　nagunu　mijarabinu　？umuibu－

　kasa．［浦浦の深さ　名護浦の深さ　名護

　のみやらべの　思深さ］深く入り込んだ浦

　浦の中でも名護の浦はとくに深い。それに

　もまして名護のおとめは情が深い。

hukaxsjuN⑲（飽欝saN，　xC三）沸かす。沸

　騰させる。，wakas趣Nともいうが，首塁

　ではhukasjUNを多く用いる。’juu～・

　湯を沸かす。？usixu～・おつゆを沸かす。

hukatu⑨（名）淵，　jll・海などの深くくぼん

　だ所。

huki⑨（名）首里では使わない。農村で「お

　かげ」の意。？ujanu～。親のおかげ。

hiiki（聾〉　（名）　湯気。　～nu　taCUNg　湯気力｛立

　つ。

huki＝juN⑪（自＝raN，弍墨）さえずる。（小

　鳥が）美しい声で鳴く。

huki＝juN⑪（自＝raN，＝ti）〔文〕（夜が）更：

　ける。老いてふけるの意では用いない。

　もanumu，ju3a　hukiti…　［頼む夜や更け

　て…コ頼みとする夜はふけて…。

huki＝j　UN⑨（他＝raN，　”しi）　くぐる。　くぐ

　り抜ける。kacinumiikara～．やぶの中

　をくぐり抜ける。

huki＝juN⑨（イ睦監　＝1’aN，　”ti）（野莱などを）

　閻引きする。

｝｝ukoO①（名）不孝。　koekOO（孝行）の対。

　～na．不孝な。

hu翫U⑪（名）復習のための読書。復読。～

　s趣N．復読する。

huku⑪（名）肺。肺臓。主として動物のそ

　れをいう。

huku⑨（名）福。～nu？ukaml．福の神様。

hukucici①（名）ごみ。ほこり。　hu，kui（ほ

　こり）よりも大きく，または量が多く，着

　物・部麗。庭などにたまったものをいう。

　ciNnu～harajUN．1着物のほこりを払う。

himkucieikaa①　（副）ほこりだらけ。～

　S．iOON．ほこりだらけである。

hukuc壼cikaga①（名）ほこり癸いにおい。

　食物などにほこりのたまった時のにおい。

hukue蓋rugee＝juN①（自＝raN，”ti）寒気

　で，鳥肌が立つ。

hu歎ugaa⑰（名）e鶏の～種。心骨鶏。　hu－

　kugii（ふくげ）のあるものの意。◎寒さ

　で，ふくげの立った鶏。～nu　guto◎N．

　（hukugaaのよ5に）鳥肌が立っている。

hukugaadui（D　（名）　hukugaa　と岡じ。
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．hukug叢｛鉛CUN

hukugida＝cuN⑨（自＝taN，＝Qci）鳥肌が

　立つ。　tuihukugidaCUN　とかhukug圭ru－

　geejUNともいう。

htikugii⑨（名）㊦ふくげ。鶏のひなのうぶ

　げ。◎不揃いの小さい毛。入の髪の生え際

　などの短い薄い毛などをもいう。㊤（寒い

　時，恐ろしい時などの）烏肌立った毛。

hukuhuku④（副）かおりのよいさま。薇
　郁とQ　3ui識u　hanaa　～　Qsi　kaba＄jaN．

　ゆりの花は酸郁としてかおりがよい。

liukui①（名）ほこり（埃）。冒に見えないよ

　うな細かなごみ。～nu　tubUN．ほこりが

　飛ぶ。miinu～．冒に入ったごみ。

hukui2uzoo①（名）　首里城の門の名。？u－

　9附庸Uの項参照。

huRu繍まuR①（自二raN，＝ti）〔文・古〕喜

　ぶ。

hukukuri①＊（名）不心得。～na・不心得な。

hukumaami⑪（名）心臓。動物などのそれ

　をいう。肺臓（huku）についている蔓形

　のものの意。maamiは腎臓。

hukumiN⑰（名）てんぷら。　tiNpuraとも

　いう。

至］ukuQtu｛D（副）不服そうに。不満げに。

　～sjoON．不服そうにしている。

hukuvasjaN①（形）〔文・古｝嬉しい。喜ば

　LLx．　kijunu　hukurasjaja　naunizana

　tatiru，　gibudi　’uru　hananu　giju　eata

　gutu。［けふのほこらしやや　なをにぎや

　なたてる　つぼでをる花の　つゆきやたご

　と（御前風）］きょうの嬉しさは何にたとえ

　られよ弓。花のつぼみが露に会ったよう

　だ。　namanu　gutu，jariba　hukurasja－

　du？ajuru．こなまの如やれば　ほこらし

　やどあゆる（忠臣身替）］今の通りであれ

　ば嬉しいことである。hukurasja　sjUN．

　喜ぶ。

hukuru⑪（名）袋。

hukurugi⑨（名）きりんそ5。多読生草本。

　葉は倒卵形で両側に刺がある。茎・葉を傷

　つけると乳状の液が巌て，その液は「ささ

　を入れる（sasaの項参照労のに用いる。

hukurusttdi⑨（名）袋そで。袖口を袋のよ

　うに縫った，たもとのあるそで。duubul〈U

　［遵服〕などのそで。tamutusudiともい

　う。

hukutaa⑨（名）ぼろ。つづれ。

hukutaamusi⑪（名）みの虫。

一hukuz華⑪（名）福木。亜熱帯蕎木。葉は大

　判のよ5な楕円形で厚く，子供がいろいろ

　のおもちゃを作る。防風林・防火林にもな

　るので，琉球の至る所で，村・家の周囲に

　植えており，奥深い感じを与えている。樹

　皮からは黄色の染料をとる。hukugiとも

　いう。

hukuzi⑨（名）福地。＜＜地》参照。

hiikuzigaei⑪（名）福太のいけ垣。

humieico（名）暑気。熱気。「ほめき」に対

　応ずる。

hu㎜icikaza①（名）食物などが暑さで腐れ

　かかったにおい。葭えたにおい。

humicimaki①（名）夏負け。暑さ負け。

humi犯u罵①（自＝kaN，＝ci）e蒸し暑くな

　る。また，湿気が多く，なま暖かくなる。

　「ほめく」に対幽応ずる。◎鎧える。食べもの

　が暑さなどで腐って水っぽくなる。㊤にぎ

　わ5。人が集まって暖かい感じがする。

　’ねahumikasjuN・人が集まって家をにぎ

　やかにする。

humlgui①（名）（めぐりが悪いこと）e経

　営などがうまく行かぬこと。：不振。～na－

　jUN．不振となる。◎消化・血の振環など

　が悪いこと。ciinu～．血液の循環が悪い

　ことQ体の調二子・カ｛よくないこと。

humiitaQ－kwa＝sjuN＠　（lte　：saN，　＝ei）　（g

　めはやす。・やたらにほめる。大げさにほめ

　る。

hum嚢itatijガN⑨（他＝raN，”乞圭）humita－

　tijUNと償｝じ。

humi＝juN⑨（偲＝raN，＝Li）ほめる。称賛
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販職難u三

　する。

kumiku＝ntiN①（富＝maN　）＝di）e踏み込

　む。閣入する。◎身を入れる。励む。ま

　た，とつぎ先。奉公先などで熱心に鋤く。

　gakumuNnakai　humikudooN．学問に身

　を入れている。

｝臓磁童t3敦量＝，u演⑪（他＝raN，＝もi）ほめ立て

　る。hurniitatijUNともいう。

huna2aratami⑪（名）船の検査。舟あらた

　めの意。

huna？asiもi⑰（名）舟遊び。舟に乗って遊

　ぶこと。那覇では，nagaribunii（流れ舟）

　という。

hunaba’灯B⑪（名）船橋。船を並べてつなぎ

　橋としたもの。？玉saheijoo，　gikiNtu　ku－

　dal〈atu　”一一　kakiti　gil〈iNnu　mijaa’abi

　，wataci　mibUS鰺，？isahe三」OO　，∫aar批S呈

　kuikui．　［…津竪と久高と　船橋かけて　津

　鰹iの女童　渡ち見ぼしや…］…（はやし）…

　津堅島と久高農の岡に船橋をかけて，津堅

　の娘達を渡：して見たい。…（はやし）…

hunabiN⑰（名）船便。

hunaeiN⑪（名）船賃。傭船料。また，乗船

　賃。

hunadeeku⑪（名）船大工。

hunagakai⑪（名）船がかり。船が途中の港

　で碇泊すること。

huuaka①（名）不仲。仲が悪いこと。～

　najUN．不仲になる。～na　miituNda．仲

　の悪い夫婦。

hunaku⑨　（名）　船子。水夫。　huninu　tu－

　mu4ina　tukutukutu，　tv　？isamiti　mahu

　hwikiba，　kazija　matumuni　？Nmahwi－

　gizi．［船の覆　とくとくと　船子勇みて

　真帆ひけば　風やまともに　午未（上り口

　説）］船のともつなをすばやく解いて，船

　子が勇んで真帆を引くと，風は高来（南南

　西）の順風。

hunakusi＠（名）富L可聴。舟越とも書く。

　《糊参照。

hunamici⑨（名）船路。航路。

h犠姓anui⑨（名）船乗り。船員。

hunaNkee⑨（名）船で来る者を出迎えるこ

　と。また，船を戯迎えること。島国の閾係

　で旅人の出迎えはほとんどがhumaNkee

　となる。

hunatabi⑪（名）船旅。

hunatoo⑨（名）幹部船員。

hun3？ukui⑨（名）船出を見送ること。旅

　に出る人の船を見送ること。旅行の見送り

　はほとんどがhuna？ukuiである。

hunawii⑪（名）舟合醸』い。　huneeiともいう。

hurieei＠（名）船酔い。～s画N．船酔いす

　る。±陸後感ずるものにはziibuneeiと

　いう。

hU掘⑪（名）㊦骨。生きものの骨。　Qcunu

　～．人骨。～kweesjUN．骨を肥やす意。

　何もしないでなまける。骨を惜しむ。（尽

　力する意の「骨を折る」という表競は元来

　はない）◎（障子などの）骨。器物の軸。

　？akainu～．障子の骨。㊧植物の茎。’wa－

　rabinu～．わらびの茎。

huni（①（名）舟。船。～nusijUN．島流しに

　する。流葬にする。～nusirarijuN・葛流

　しにされる。

hunigumi③（名）骨組み。骨格。また器

　物。下履などの組み立て。

hunijaN⑨（名）骨の痛み。過労。けがなど

　で骨が痛むこと。

huniNCO（名）念を入れないこと。不熱心。

　～na　Qcu．不熱心な人。

huniNzoo①（名）不人情。薄情。～na’wi－

　kiga．不人情な男。

huni20’obu⑪（名）骨膜炎。単に？oobu

　ともいう。

hunoo①（名）不納。税金。無尽の金など

　納めるべき金を納めないこと。～sjUN．

　納めない。

hunui①（名）ふのり。海藻の名。洗髪・洗

　濯などに用いる。
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一huN

一huN（接羅）塞。本数を数える接尾辞。

　？iQPUN（一本），　nihUN（二本），　saNbUN

　（三本）など。

huNbigi⑪（名）分劉。愚慮。また，考え。

　計りごと。murabaruN　tumuni？uclha－

　tasaNdinu　一vwa　？Nzaci，　？ikutubawa

　ka多ati…〔村漂も共に打果さむでの分

　剥は顔ち　い言葉は飾て…（大ili敵討）］

　村原もいっしょに打ち果たしてやろうと

　計って，ことばだけは飾って…。

hul　buNG）（名）塞分。なすべき務め。

huNeoosi⑨（名）本調子。琴・三味線の調

　子の名。sagi（下げ）ともいう。本調子の

　ほかに，琴には二弦上げと四弦上げがあ

　り，蘭月線には二上がりと三下がりがあ

　る。本調子にはたとえばsag沁akahuu

　［下仲風］，sagisjUQkwee［下述懐〕など

　の歌藏がある。

huNdee①（名）eわがまま。子供などが泣1

　いたり甘えたりしてわがままにすることを

　いう。～s担N・わがままをする。◎（接

　葺琶）放題。sii1）usahUN（lee（したい放題），

　tuibusahUNdee（取りたい放題）など。

huNniNan（名）本人。讃人。　ziNti圭ともい

　う。

｝luNnu⑥e（名）塞当。～’jaN．塞当だ。

　～nu　kutu．；本≧蚤のこと。（9（副）本≧蚤1こ。

　～curasaN．ほんとにきれいだ。　mura－

　baxutuzija　miikuci　’jahxvajahwatu

　kuusjuuraasii　1｛aagi，　tv　’Nea　’Nsja一

　瓢UN，3鱒iN　giitee…〔木重原妻や　琶　llや

　はやはと　小し．ほらしいかあげ　ほんのむ

　ちやむしゃものやすんついてや…（大川敵

　討）」村凍の妻はE｛もと口もとがやさしく

　かわいらしい容貌で，ほんとにまあ，昨iし

　分のないしつかり者なので…。

huゆaN⑫（名）9一繕。一椀。お代わりを

　／ノないこと。～（≧si，jutasaibiiN．一一膳

　でよろしゅ5ございます。◎一一一rt。一・ueの

　食事の給付。
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kul　paN多ikanee⑰（名）一食のまかない。

　一食：を紛付すること。一食しか絵付しない

　こと。

ぬU恥量⑪（名）［風水〕（三朗詠・墓地などの位

　槻のよしあしを占うこと。また，そのよし

　あし。家欄。風水。’iihUN謡いい家相。

　いい風水。～nu’wa（lsaN．象相が悪い。

　風水が悪い。◎墓の異名。

hUNti⑪（名）本手。正しいしかた。正道．

　琴。三味線。囲碁などでの術語。

haNto｛｝⑨（名）〔萩？〕本当。zigiを多く使

　う。～nu　kutu．本当のこと。

hUNz蓋ruu⑰（名）［焚字並］hugu（字を書

　いた，不要になった紙）を燃すための炉。

　また，地に落ちた頭髪なども拾い．とげて

　hUNziruuで燃した。字を書いた紙（串i－

　mikabi）はすべて神聖視され，不要にな

　れば了寧にhUNZ圭ruuで燃す。道で誤っ

　て踏んだ揚合には，おしいただいてから石

　垣の穴につめる。hUNziruuは1メートル

　くらいの高さに石を積み上げた炉で，各部

　落にかならず一つはあり，その他，？udUN

　〔御殿］，tUNei〔殿内］の屋敷の一隅，挙

　校の校庭のすみなどにも見受けられた。

kuNeuri⑥（名）もと娼妓であった者。女

　郵あがり。zuri？agaiともいらQhuru多U一、

　riとは異なる。

hUNzuruu⑰（名）huNzii’uu　と同じ。

hUQea⑨（名）富着。（〈地））参照。

huQeaa⑨（名）堀川。《地））参照。

huQeagi　g．　aN　＠（形）かわいい。かわいらし

　い。

kuQeee＝＄」’uNoo　（g　＝3aN，　＝ci）　huieee－

　s．IUN，　hwiQceesjukyと岡じ．

致UQkw量①（名）腫れもの。皮虞がはれて盛

　り上がったもの。

huQkwi＝j騒N①（自＝raN，”ti）ふくれる。

　腫れる。皮膚が腫れ上がる。また，怒って

　ふくれる。gira～．怒って顔がふくれる。

hUQksvi§oori①（名）（むくみなどが）はれ



hurudooeF：u

　たりひいたりすること。

1瓢raa①（名）気違い。気のふれた者。また，

　馬鹿葦者。　＜hurijux。

ht・ra＝cuN①（自mkaN，＝ci）　あく。（冒・

　目e器物の口などが，また穴が）あく。

　？ana　huracooN．穴があいている。　kuei

　～．口があく。mii～．蟹があく。hana

　～．鼻の穴が大きくあく。転じて，傲慢に

　なる。えらそ5にする。得意がる。

huraki＝．ittN①（他＝raN，＝ti）あける。（袋・

　壼。霞・口などを）あける。戸などは？a－

　kijUNという。kuei～．口をあける。ま

　た，腫物などに口をあけて，t’みを出すな

　ど。mii～．イ．9をあける。ロ．啓発す

　る。学問をさせる。

lmraNsi⑪（名）フランス：j

hurihuriituiD（副）ぼ，Z．ノやりと。ぽかんと。

　呆然とemakutuka払多重。圭ka，wazimu

　－v　ni7，ami　？udur1ieinu　’juminu　kuku－

　ci．［誠かや実か　わ肝ほれぼれと　寝覚

　め驚きの　夢の心地〕（子を失ったのは）本

　当のことなのか，わたしの心は呆然とし

　て，驚いて騒がさめてtEs夢心地のよ5で本

　当と1．ま，馨、えなL・。

hur耀誌uma①（名）心入の知恵。気違い

　の働かす知慮。気違いのくせに自分の得と

　なることには知葱が働く配合などにい5

　語。

kur鍍⑰（名）お上からの通知。おふれ。布

　告。

hurii①（名）体の震え。また，体の震える

　病気。ブィラilやの一種で，発熱し，悪寒

　がして体：が震える。

huriigaei①（名）おふれ：書き。

liuriil　uu＝sjuiN⑪（他＝saNe＝ci）あまねく

　知らせる。布告して行き渡らせる。

hurl＝juN（i）（自ぜaN，＝ti）震える。人・動

　物が寒さ・恐怖などで震えることにいう。

hur量＝jUN⑨（他＝vaN，；ti）ふれる。紙冠

　する，，一般に知らせる。？umaNcuni～・

　人びとに知らせる。

huri＝沁N①（自＝raN，＝ti）e惚れる。恋

　におちる。’winagUNI｛ai～．女に惚れ

　る。多uritu　huritL女郎と惚れ合って。

　◎惚れる。すっかり気に入る。kunu’jaa－

　Nkai～．この家に惚れる。

huri＝juN①（自＝raN，＝ti）気がふれる。

　気が狂う。気違いになる。huri3uru　gu－

　toosa・（いらいらして）気が狂いそろだ。

hurimakutu①（名）馬鹿正直。お人よし。

　単にmakutuna　mUN．といっても，その

　意味になる。

huri㎜unii①（名）hurimunu？iiと岡じ。

hurimunu？ii①（名）θ狂入めいたことば。

　理に合わぬことば。◎たわごと。馬鹿げた

　ことば。

hurimuN①（名）㊦ならず者。不畏・やく

　ざなど。◎馬鹿。～聡asjUN．馬鹿にす

　る。軽蔑・侮辱する。◎気違い。狂人。ふ

　れ者。sjooburimUNともいう。？aginu

　hurimunoo，wikiga．陸上の気違いは男。

　男が女躯にうつつをぬかすことをいったこ

　とば。

huvizikara①（名）馬鹿力。

huru⑪（名）便所。在来のものは石畳で囲

　んだもので，中に豚を飼い，糞は豚の飼料

　となった。

huru＝buN①（自”baN，畷i）θ〔文〕減び

　る。減亡する。◎人に貸した金が取れなく

　なる。貸した金を踏み倒される。huruba－

　s∫UN、借金を踏み倒す。　hurubasarijuN・

　貸した金：を踏み倒される。

h血ru｝⊃鷲Qkw蓋＝juN⑥　（畠　寵raN，；ti）古ほ3け

　る。古くなってみすぼらしくなる。

kuruei⑨（名）古血。けがれた血液。　とく

　に梅毒にかかった入の血。

hurucoo⑪（名）古い二二。吉い文書。古文

　書。

hurudoogii⑪（名）古道具。
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hurudooguu

hurudoOgUU③（名）古道具屋。

hurugiN⑨（名）古堅。（（地》参照。

hurxxhugU⑨（名）古い反故。古い不規の書

　きちらした紙など。

huruhwiiz量ri⑨（名）焼け残りの太切れ。

　huruhw三捻iree　teegikija姥saN．焼け残り

　の太切れは焚きつけやすい。一度閾係の

　あった男女はよりをもどしやすい意。

kurujaa⑨（名）古い家。　m斑aaの薄。

huru散董4i⑥　　 （名）　 e古傷Q　　◎1団旗。

kurttrna＝sjUN＠（億＝saN，＝＝ci）古くする。

　古くまで大切に使5場合。長くおいてよく

　する揚合にい5。hurumaceexu　saki．長

　くおいてある酒。kUUS3U（古酒）と同じ。

kurUi－niCien（名）1日道。　miilniciの欝。

hurumi＝j，uN⑨　（イ也　＝raN，竃嫉）　huruma－

　sjUN　と1司じ。

kurumuN⑨（名）古物。古くなった器物な

　ど。m量iMUN（薪8．）の対。

huru＝nuN⑨（自＝maN，＝di）古くなる。

　古びる。，jaanu　hurudOON，家が古びて

　いる。

hurUQeu⑨（名）梅毒にかかったことのあ

　る人。huruciの人。　miiQcuの射。

難urUS・？N⑨（形）古い。多くの隼月を経てい

　る。

huru＄ii⑪（名）∈）古巣。　SQ・minanu～・

　目白の古巣。◎旧碧。

hurutuzi⑨（名）元の妻。前妻。この反対■

　はna】Utanu　tuzi（今の妻）。

kuruwata⑨（名）古綿。すでに使用した綿。

huruz三⑨（名）古着。質流れの衣服を多く

　いう。

huruzi2ael”nee⑨（名）古着商。もつぼら婦

　女子が営んだ。

huruzi？aco”edu⑪（名）古着商入。　huru－

　zi？acineeをする者。

huruzima「ci⑰（名）古着市。

huruziN⑨（名）古くなった着物。古着。

　mllZINの対。

hzzru；ur三⑨（名）［富尾類］むかしなじみの

　女郎。多1エriは女郎。

husa①（名）ふさ（房）。～tarijUN。ふさ

　が垂れる。～捻αsagatOON．と～らいう。

husaa＝juNco（自　　＝ra翼，　tti）適する。ふさ

　わしくなる。相硲する。文語的な語。hu－

　sa5UNともし・う。　husaavaN　muniika－

　ta。ふさわしくない言い方。

husa＝juNQ（自：aN　，・・raN，　mti）husaa－

　jUN　と1司じ◎　文語自画な語。　husatoomL

　適しているか。

husakee＝juN②（窪r＝raN，＝犠）ふさふさと

　茂る。繁茂する。

hug．aku①（名）（農作物の）不作。　maNsa－

　ku（豊作）の対。～，jaN．不作だ。

h協aX①（名）不参。来ないこと。

husaNSii⑨（名）〔新〕e不賛成者。不賛成

　派。◎明治の初め，廃藩騒ぎの時，明治政

　庵に反対し，中国に属することを墓んだ一

　派。kuruu，　gwaNkuuともいし・，髪をた

　くわえていたが，師僧戦争後すっかり褒え

　た。

husaNsi；①（名）〔新〕不賛成，～s5UN・不

　賛成である。

husatu⑨（名）富里。＜＜地》参照。

husa＝zuN①（他＝gaN，：zi）ふさぐ。閉じ

　る。ふたをする。mii～．穴をふさぐ。

　Qcunu　miija　husagaraN．人の輿からは

　隠せない。

husi⑨（名）節。　e関節，～nu’tanuN・関

　節が痛む。◎竹。葦・草の幹などの節。㊤

　柱・根などの飾。＠糸・ひもなどのこぶの

　ようになっている部分。㊧音楽の曲節。メ

　ロアイーo

husi①（名）㊦星。名の付いた星はきわめて

　少ないが，例としては，nanagibusi（北

　斗七星），migibusi（オリオン座の三つ星），

　，jookaabusi（明けの明星），，juubaNma－

　Nzaa（一busi）（よいの明星），　Qkwamu－

　eaabusi（子持ち星。そばに小さい星を従
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kut鍵9ukほru

　えた星）などσ～nu？utijUN．星が落ち

　る。星が流れる。人はそれぞれ，天にその

　入に対応する星をもつと考えられたので，

　流れ星はどこかで人が死んだ印とされた。

　O転じて運命。運。～nu’joosaN．運が

　弱い。

hus量？’ma⑨　（名）節穴。　hUtsihug圭ともい

　50
歎usibari＝juN①（g　＝raN，　ntti）晴れて星が

　輝く。星空が暗れわた1る。

hUS£bttsi⑥（名）節節。あちこちの関節。

　～nu，jεしnUN．節節が痛むo

husihugi⑪（名）節穴。

husika’ri⑪（名）たきぎなどがよく乾いて

　暴れていること。～sjoomi．よく縮れて

　いるか。

husikooCO（名）〔古〕［星功］役人の勤務評

　定。勤勉度や勤務内容の程度に応じて，表

　につける星印。

hrslmuN⑪（名）干し物。洗濯して干して

　あるもの。

hmslnujaa？uugii①（名）流れ星。星の屡

　移り（移転）の意。

husi＝nuN⑨（イ懲＝mal，　：di）欲する。欲し

　く思う。nooga（？weeki）husidOON．名

　誉（富）を欲している。nuci　husidi．命

　を踏んで。nuciN　husimaN；s命も惜しく

　ない。

httsiN①（名）不審。不思議。？imani～na

　？anu　1俄ni．〔いまに不審なあの鐘（執心

　鐘入）］いまだに不審なあの鐘。

husiN①（名）普請。～sjUN．

husiNgami①（名）不審紙。読書の際，不審

　な箇所につけておく赤紙。付箋。

husitakaraa⑥（名）節だらけ。甘鷹・竹の

　根などについていう。

韮iusizi⑲（名）防ぐこと。防御。

husizi①（名）不思議。～na・不思議な。

　hwirumasii，　cimjuunaなどともいう。

husi＝zuN⑨（他＝gaN，＝zi）防ぐ。防御す

　る。hwiisa～．寒さを防く’。

husjakanasja⑨（名）（子供などを）欲しく

　思い，かわいく思うこと。（≧kwa～sjo－

　ON．子供を欲しがり，かわいがっている。

husjaN⑪（形）欲しい。　Qkwa～．子供を

　欲しい。Ql〈wanu～．子供が欲しV・。　ziN

　husja　sjUN・金を欲し．がる。，wiklgaN－

　gwa　husja　Qsi　’juubee　tumeejuN．　geJ

　の子が欲しくて妾をもら5。

kusjoO⑪（名）不祥。よくないこと。めで

　たくないこと。？atataru～。また？iea．．

　七aru～・悪いことに当たった。運悪く災

　難に当たった時にいう。

husjooniN⑪（名）〔新｝保証人。kunuuと

　もいう。

hu＝sjuN⑪（他＝saN，＝ei）干す。干して乾

　かす。ciN～・着物を干す。

huseouu①（名）不相硲。身分に過ぎるこ

　となど。～nεしciN　cicoON．不相応な着物

　を着ている。

husu①（名）へそ。ほぞ。～giZUN．へそ

　の績を切る。切るという語を恩んでgiZUN
　（継iぐ）　と㌔・5。

husu①（名）細上布。宮古・八重山地方産

　の麻織物の名。

husukarazi①（名）へその緒と髪の毛。生

　まれた時に取っておき，死んだ時に棺に納

　めて埋葬する。

husuku①（名）e不足。足りないこと。　O

　落度。あやまち。◎神仏。組先の祭祀を怠

　ること。

husumuN①（名）襟。　kubiともいう。

husu？uubi⑪（名）角帯。博多帯の一種。男

　子用。？uhu？uub呈の対。

hutaCO（名）藍。容器のふた。

hutagU⑨（名）ふたこ糸。＝旧すじより合わ

　せた糸。またそれを経緯として織った普通

　平織りの綿織物。ふたこ織り。冬物にする。

hutagukuru①（名）〔文〕二心。異心。sju－

　ziN　tai　tanudi　一v　rnueuru　？icisakasi
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hlltalcaeanu　miju

　’Nzanu？imasimini　sjUN．［主人二人た

　ので　ふたごころもちゆる　生族むざのい

　ましめにしゆん（忠臣身替）］主人を二人

　持って二心を持っているなまいきなやつの

　いましめにする。

’hUlakacanutO呼応ju①（句）〔文〕太平の

　御徴の意か。古琉球（伊波普猷）には藷津

　氏と中島の訓達に属していた苦難の時代を

　いうとされているが，古歌に，mirukujuja

　minum．e　hwiciju寧i乞i，U畢iga，　huむaka－

　canu　n“n晦a？utami’warab2．［弥勒

　世や照の蔚　ひきよせて幽すが　ふたかち

　やの布や　織ためわらべ］（豊年は臼甫に

　遷っているが，フ滑落チャの拓は織った

　か，わらべよ。）とあるのを見ると，hut・a－

　kaeaは二つの蚊帳という意ではなく，管

　弦の遊びをする時，舞台に使う幕の類かと

　も思われる。

huta㎜akai⑰（名）蓋のあるmakai。蓋付

　きのどんぶり類。

hutanari①（名）不似合い。不体裁。不適切。

　tanariの対胸。　tanarinu　neeraN　ともい

　う。～na】〔nunu？i羅00．不適切な雷い方。

hutaQsja（S＞（名）へた。逮考（巧みの意）で

　ないこと。，jamatuguci～．紅雨語はう

　まくない。

hutavubi④（名）〔文〕螢火。普通はz2inaa－

　bliという。

hutasika①（名）不確か。不確実。～na。

　不確かな。

huta？uja①（名）ふた親。配乗。tainu？u－

　jaともいう。

hutima⑨（名）普天間。（（地））参照。

hutima㎜ee　en（名）普天閲参り。普天閻権

　現にお参りすること。普天間権親は航海の

　守護神として信仰され，海外に旅する時，

　観音堂とともに必ず参拝したところ。

hutu①（名）臨時。不時。不図の転意か。～一

　nu　gikeehwa。臨時の時の金。

hutueimusuN⑨（名）ほどきむすびの意。

　片結び。紐の一：方を引けばすぐほどけるよ

　うにする結び方。お祝い物を包む時や結婚

　の際はこの結び方を避ける。

hutuci？ukoO⑨（名）一本一軍にほどいた

　線香。？umugiri？ul〈OO（束のままの線香）

　に配する。

hutu＝cuN＠（他＝kaN，讐c1）（結び9・縫

　い霞などを）ほどく。また，（願を）解く。

　霧waN～．願を解く。

hiituδuc量①（名）θ不行き腿き。注意など

　が行き属かぬこと。不注意。’waahutudu－

　ci，jataN。わたしの不行き届きだった。◎

　不届き。違法な非難すべきこと。～na

　mUN．不純き者。

hutuhutu①（副）欲しがって得ようとする

　さま。また，一一suも早くしょうとするさ

　ま。～sjUN．　じれる。

hutuhututi⑪（副）ぶるぶる。がたがた。

　寒さ。恐怖などで身を震わせるさま。～

　sjOON．ぶるぶる震えている。

h樋漁utuugwi⑩（名）震え声。

hu加k量⑰（名）㊦仏。普通は，三十三隼忌

　をすませていない祖先の霊をhutukiと

　いう。三十蕪年忌以後の祖先の霊は神
　（kami）となる。◎仏像。㊤お人好し。飾

　り物的人物。

hutukii⑪（名）人形。

hutuNgwi⑪（名）ほころび。着物の縫い目

　のほどけ。

hiitUNgwirjuN⑨（自＝raN，＝ti）（結んだ

　もの・縫ったものが）ほどける。ほころび

　る。

huu⑨（感）目上に呼ばれた時の応答の語。

　はい。すなわち，rはい，ここにおります

　が」「はい，何ですか」の意の「はい」。匿

　上の問いへの肯定は？UU。

huu⑰（名）栗報。幸運。～nu？aN．運が

　よい。～nu　neeN　Qcu．運のない人。

huuen（名）頬。　huu多iraというのが普通。

huu⑨（名）穂。
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huukeerljuN

huu①（名）風。風俗。風習。’jaanu（mu－

　ranu）～。家の（村の）習俗。　maanu～一

　ga．どこの風俗か。

hu賦①（名）封。～sjUN．（書状・箱など

　に）封をする。

kuu①（名）帆。；蒲またはむしろで作る。

huub｛④（名）ほうび。

kuuci⑪（名）ふいご。

翌・U・・ci①（名）流行病。俵染して流行する病

　気。風気。かぜなどのたぐい。～nu　hwee－

　jUN．流行病がはやる。

huuφ⑨（名）もぐさ。

huugibaa⑨（名）よもぎ。若葉は食用にな

　り，餅にも入れる。老熟した葉はもぐさに

　する。

huuciee⑨（名）ふいご祭り。旧麿11月7

　Hに鍛冶屋で行なう祭り。

huue｛gamarasjaN①（形）流行病の勢いが

　激しい。流行病が大いにはやる。

huucigeesico（名）流行病よけ。酒は流行

　病よけだといって，飲める入は飲み，飲め

　ない女などは手・顔・首筋などを酒で拭

　く。

11uuφmパci⑰（名）草餅。よもぎを入れた

　餅。

huucoopa「Ncoo⑪（副）ふいごの音。

huuga①（名）風雅。～na（≧eu．風雅な

　入。？amaRU　ZOO5a～’jaQ：aa’5aa．あ

　そこの門は風雅だねえ。

huugawai①（名）風変わり。風体・性癖な

　どが人と変わっていること。～na．風変

　わりな。

huuhuda⑪（名）護符。神仏の霊がこもり，

　人を守護する札。紙に呪文を書いたもの

　で，家の入口の柱にはりつける。

huuhudaga’ai⑪（名）護符代わり。護符と

　同様に魔除けになるもの。恐ろしい顔の人

　間，魏女などが描かれているものが多い。

huuhui「coo⑪（副）huuhwi（lcooと同じ。

huuhuu①（名）小児が痛カミる箇所へ，痛く

　ないよう，にするまじないとして，親などが

　フーフーと息を吹きかけてやること。～

　Qsi　kwiree．「フーフー」をしてくれ。

huuhuuco（副）富み栄えるさま。富裕なさ

　ま。’jaanu～sjoON．家が富み栄えてい

　る。

huuhuudaamaa⑪（名）花芭蕉の実。子供

　がこれを管の～方の日に置き，他方の口か

　ら吹き上げて遊ぶ。

huuhwi「Qeoo（D　（fa－il）　ほうほけきょ。　う　ぐ

　いすの鳴き声。

kuu2iN①（名）封印。

huui④（感）0ふうっ。熱いものを吹きさ

　ます音。◎落ちた食：べ物を拾って食べる時

　にいうまじないの語。huuiと言わずに食：

　うと，男はhwizimOO（ひげ無し）にな

　るといわれる。㊧夜，子供が水を飲む時，

　母親がその水をhuuiと吹いてから飲ま

　せる。その時の声。水の中の魔物を吹き払

　うためのまじないとしてする。

huuihuui⑨（副）口笛の音。ひゆうひゆ5。

IiUU？juuSi（名）非常な霞上に対すること

　ば使い。呼ばれた時にはhuuと答え，肯

　定・承諾の時には？jUUと答える話し方。

　hUU，？jUUなどの項参照。？juuhUUとい

　う語はない。

hUllkasi＠（名）ほら（を吹くこと）。誇張

　した言い方。～nu　magisaN．大ぼらを
　吹く。

huukasjaa⑪（名）ほら吹き。大きなことば

　かり欝う者。

huuka＝sjuN⑪（地＝saN，　＝ei）ほらを吹く。

　誇張して言う。

huukee＝juN①（富＝raN，＝ti）ふくれる。

　ふくらむ。　（餅などが）ふくれ上がる。

　mucinu（hjaagaanu）～．餅（ヒヤー

　ガー。菓子の名）がふくれる。huukeera－

　sjUN・ふくらます。

葺1uukeeri＝juN⑦（自＝raN，”ti）ふくれる、、

　ふくらむ。膨脹する。
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huukub琶u

huuk琶buu③（名）頬がくほむこと。頬のく

　ぼみ。また，頬のこけた人。

1iuukubwwgwaa②（名）頬の小さいくぼみ。

　また，えくぼ。～nu？NzijUN．えくぼが

　干る。

huukUU⑪（名）奉公。その敬語はguhuu－

　kuu．　”v　sjuN．

htZlukuumiN⑥（名）奉公人。？u加N［御殿〕，

　tUNci〔殿内］などに奉公する著。

huumaasiN⑪（名）麟，誘毒合。huusiNともい

　う。中切へ渡るtoosiN，小さい，jaNba－

　raabuniなどがある。

huumi①（名）風味。酒・上等な食べ物・

　たばこなどの味や香り。

kuunaa⑪（名）真似。ふり．　nuunu～sjo－

　oga．何のまねをしているのか。’）（NdaN

　～．見ないふり。sira？i～．知らぬふり。棲

　合語としては，？uhaQcuhuunaa（おとな

　のまね），niNtahuunaa（寝たふり）など。

huuniN⑨（名）運のよい入。果報者。

huuoo①（名）鳳墨．王の宮殿の天井などに

　描かれている。

hixuriN⑨（名）風鈴。

hum’iNna⑪（名）ほうれん草。

hu孤roo⑨（名）十六ささげ。ささげの一種．

huuslN①（名）帆船。huumaasiNと岡じ。

huusjuga’mi⑨（名）［奉書紙ユ奉書紙。貴

　人の辞令などに用いる。

huusjuka「bi⑨　（名）　huusjugami　と閉じ。

huutai⑨（名）e鶏のくちばしの下の垂れ

　下がった肉。◎垂れ下がった頬。miminu

　～・：耳たぶ（mimitaiともいう）。

韮luutajaa◎（名）頬の垂れ下がった者。

huutajaagwaa◎（名）頬の垂れ下がった
　子供。

huutoo①（名）ふともも（蒲桃）。びわに似

　た累実がなる。

huu？tiu①（名）？uuhuuと1司じ。しかし，

　？uuhuuを多く矯いる。またhuu？uu

　s3UNとはいわない。

huuzi①（名）θ風儀．風習。風俗。しきた

　り。流儀。sjuinu～．首里の風俗。　sima－

　bukunU～．島袋氏の流儀。⑪風采。なり

　ふり。ようす。’iihuuzi．いいなりふり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　～nu　neeN．また，　huuzee塁eeN．なり

　ふりが悪い。みっともない。

huu多圭ra⑪（名）ほっぺた。頬。

huwa①（名）不和。仲が悪いこと。団体：間

　の不漁をい5。個入間の不二はhunaka
　と㌔・5。　？anu　muratoo　～nεしtOON・　あ

　の村とは不和になっている。，jaaniN4U

　～．家族が仲が悪い。

huz藍①　（名）〔文〕不義。不正。　zii～N

　’xvakaraN’jakara．正不正もわからぬや

　から。

huz量①（名）不時。～nu？三rijuu．不時の

　入用。

huzi6⊃（名）藤。

要繊z薙uu①（名）不宙由。意のままにならぬ

　こと。～na．不自由な。

huziN①（名）［夫人〕王の妾。王の妻妾の

　うち，正妻であるhwii（きさき）に次ぎ，

　guma（身分の低い妾）より上に位する。

　simamuci［島持］程度の知行をもらう。

huz漁黙s3⑨（名）菓子の名。山芋で作った

　蒸し菓子の一種。

hugoo⑪（名）［宝蔵］女持ちのたばこ入れ。

　宝珠のような形に縫った袋物である。

huzoomak量⑪（名）不浄負けの意か。葬式

　など不浄なところへ行き，原因不明の皮露

　病などにかかること。

hutuzuN①（他＝gaN，＝zi）単独では濯いな

　い。cimu　huzuN（満足する）の項参照。

huzuubuNG）（名）不充分。～na・不充分

　な。

hwaa①（名）葉。

liwaahUu⑨（名）㊦破風。建築様式の一つ。

　切妻。中央に棟があって両側面に傾斜した

　二放屋根の建築。四面に傾斜した屋根（寄

陳）こまいわない。◎破風式の墓。墓の様
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　式の一一つ。上部を家の屋根のように作った

　墓。

liwaahuzi①（名）祖父母。

hwaahwaa⑨（名）竹とんぼ。また，ブリキ

　の円板に穴を二つあけ，糸を通し引いたり

　ゆるめたりして白磁を回して遊ぶもの．。い

　ずれもその発する音から名付けたもの。

hw我ahwaa①（副）熱気があたるさま。ほて

　るさま。かっかっ。また微熱などで，体が

　ほてるさま。gira～sjoON．顔がほてつ

　ている。

hwaa＝sjuN⑪（弛；saN，＃ei）鍍金する。めっ

　きをする。

hwahw日①（名）〔文〕母。

hwahwakata①（名）母方’。母：の里のかた。

　文語的な露。

hwahwa？uja①（名）〔文］母親。，jaa～一

　ju．［やあ母親よ（銘苅子）］ねえ，おかあ

　さん。

kwakuruu⑪（名）白露。二十四節の一つ。

　hakuruu　ともい5。

hwani①（名）〔古〕hani（羽・翼）の古語。

一kwani（接尾）鳥を数える接尾辞。一羽。

　cuhwani（一羽），　tahwani（二羽），？iku－

　hwani（何羽）など。

hwaNna藍⑪（副）熱が高いさま。火の熱・

　病眼などが盛んに出るさま。niginu～

　S300N。熱がとても高い。

hwaNsaN①（名）支那茶の名。半山。　haN－

　saNともい5。

hwaQka⑰（名）薄荷。　haQkaともい5。

hwaru⑪（名）〔古〕haru（春）の古語。

hwa2utaec（名）端歌。俗謡。流行歌。？uhu－

　busi（いわば，古典音楽）に対する。

hwaudui①（名）〔羽踊］hwa？uもaに合わ

　せて踊る踊り。kumiudui［組踊コ，　coogiN

　［狂言3に対していう。

hwee⑱（名）θ南。　O南から吹く季節風。

　hweekaziともいう。

hwee⑨（名）〔萩〕肺。元来はhukuと

　いった。

紅wee①（名）灰：。

hwee①（名）蝿。

hweebaN⑰（名）　早番1。順番1が早いこと。

hweebaru⑨（名）南風療。縄》参照。

hweebeelU①（副）早々とQ～？meNsee－

　bir1’joo．早々とおいで下さいませよ。

kweebucaa⑪（名）南風の吹く季節。夏。

hweebuci’⑨（名）hweekazi（南から吹く

　憂の季節風）と隅じ。

kweebiiN⑰（名）配分。配り分けること。

hweecirl①（名）（小児が）這い回ること。

　．hv　SJUN・

kweeg謎Q践N⑨（名）早合点。

kweegasa⑥（名）頭にできる一種の湿疹。

　蝿がたかるので蝿癒といったものか。

hweehuci①（名）灰吹き。たばこの灰をた

　たき入れる竹筒。

hweehwee①（副）はあはあ。息を切らして

　あえぐさま。？iQ：aN　natakutu？iici～

　sjUN．一一twに走ったので，はあはあ患が

　切れる。

hwee？irute（名）灰色。

hwee？韮ruu⑨（名）灰色のもの。

hweei⑪（名）（衣服・病気・風俗などの）は

　やり。流行。kunu　1〈aNmuee　namanu～

　，3aN・この轄子は今の流行だ。

hweel⑪（名）酢。？amalakiともいう。

hweeikutuba（①　（名）流行語。　たとえば，

　？isjadu，jaru。（彼は医考だ。何でも上手

　な者をさしていう），baei　kwatOON．（う

　まいことをした場合にいう。こまを回すば

　ちがよく利いている意か）などがあった。

hwee量2uta③（名）はやり歌。流行歌。民閥

　にはやる小唄の類。明治の末ごろまでに流

　嘱した有名なものとしては，eaa？uibusi

　［茶売鋼，kabiyabusi訓平節］，　sj　uu－

　Ntuuzii［主も妻］s　sjuikaraCOO亭iga［首

　墨から来やうすが3，bakucajaabusi［ば

　くちやや鯛，gwiikuujoo［越来よう3，
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　kanaajoo［かなよコ，　hwicimUNkuduei

　［挽物口説：」，　？uruku3umijabusi　〔！」、禧…

　染屋節］，　m呈na？urisaN學eebusi　〔皆おれ

　露点節］などがあった。

hwee＝juN⑨（他＝raN，＝ti）張る。張り渡

　す。£延ふ」に頬応ずる。hwiQpeejUNと

　もいう。？双cinaatu，eema，iNnu？itu

　hweeti，　？umukazinu　tataba　tageni

　hwikana．〔沖縄と入重山縁の糸はへて

　悌の立たば　互に引かな］沖縄と八重山の

　間に縁の糸を張り渡して，おもかげが浮か

　んだら互いに引っ張ろう。

藍wee＝juN⑨（霞＝raN，＝t｛）はやる。流行

　する。huucinu～．伝染病がはやる。

hweekazi⑲（名）夏に南から吹く季節風。

　hwee，　hweebuciともいう。ただの南風

　e“a　hweenukazi．

hweeku④（名）（時刻が）早く。また，以前。

　昔。？asa～。朝早く。朝の早い時間。～一

　nu　Qcu。以蔚の入。昔の人。～tu　nama一

　を00muru　kawatOON．以溺と今とでは

　すっかり変わっている。～kara．以前か

　ら。孚くから。かねてから。つとに。～一

　kara　dikijaa，jataN．以前からよくでき

　る者だった。～1｛avanu　sikaa・出帆から

　の臆病考。

hwee㎜aal⑪（名）（冬などに）風向きが南

　に回ること。なま暖かい風が吹き，雨にな

　りやすk・。

hweemaas呈⑥（名）．畢死に。年若くして死ぬ

　こと。農村などではhweeziniともいう。

　一maasi　〈maasjuN．

hwee㎜uN①（名）早いもの。　naa　nat60－

　tii，～’jasa’jaa．もうできていたか，

　早いもんだねえ。

kweeniibieian（名）早婚。　niibiciは結婚。

hweeniNzi⑨（名）畢寝。夜早く寝ること。

hweeiiuhwira⑥（名）南風之平等。＜＜地））参

　照。

hweenukaz…⑩（名）南風。　hweekaziは夏：

　に南から吹く季節風。

kweentikUsuU⑨（名）そばかす（雀斑）。蝿

　のくその意。

hweenusimaa⑨（名）踊りの名。頭に稼摺

　の皮をかぶり，棒を持って，南洋土人の風

　をして踊るもの。南の島の者の意。

hM’eenu？uduN⑨（名）首里城の建物の名。

　？ugusikuの項参照。

hwee？Nmari⑪（名）早生まれ。正月から3

月ごろまでに生まれたもの。nibu？Nmari

　（遅生まれ，11～12月生まれ）の対。

hweeNkee⑥　（名）南向き。

hweeraNhuuzl＠（名）はやらない風儀の

　意。異常な服装，常識はずれの流儀などを

　いう。

hweeree①（名）迫いはぎ。「人をこなし気

　任するを云唐音也葱瀬と書（混効験集）j

　～？icati・追いはぎに会って。　takooku－

　rujaina　”vtiN　doo，　einaabaNzunl　tu－

　marana　’jaa．　’winagutiramuN　baN－

　zuni　tumajumi，　？isuzi　suzisuzi　’jadti

　kakara・（歌の文句）多甲黒由は追いはぎ

　が出るそうだ，喜納番所に泊まろうかな

　あ。女とあろうものが番饒に泊まれるもの

　か，さあ大急ぎで家へ帰ろう。

hweeriN＝cuN⑪（自畷aN，＝ei）はいり込
　む。

hweeriQg，　iN⑰（名）∈）早い出世。◎（女の）

　畢婚。

hweeroo①（名）勲功などにより，岡ヨ三から

　品物をいただくこと。拝領の意。guhwee－

　rOOはその敬語。～najUN。　（閣王から）

　いただく。

hweesaN⑨（形）早い。速い。時刻・速度

　がはやい。hweeku？aQCUN．早く歩く。

　（時刻の「早く」はhweekuの項参照）

韮lweesi⑪（名）eはやし。　はやしことば。

　声を出して歌曲の調を助けるもの。たとえ

　ば　saQsa，　haija，　hijaruga，　，Xzojo，

　s3ura30など。～？呈ri蝕N．はやしを入
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　れる。◎kudueibeesiと岡じ：。

hweesidima＠（名）（鏡などの）みがき賃。

　（刃物の）とぎ賃。

hweesitati・ju’N⑪（他；raN，＝ti）はやし

　たてる。けしかけ，扇動する。また，おだ

　て上げる。

hwee＝sjUN⑨（他＝saN，＝ci）（∋雛す。多く

　は，hweesi？irijUN（はやしを入れる），

　hweesitatijUN（はやしたてる）を用いる。

　◎染物の色揚げをする。さらに染め上げ

　る。kana　hweeeakutu　curaku　natoON．

　かせ糸を染め上げたら美しくなった。◎栄

　やす。みがく。みがいて光らせる。とく㌔

　kagaN　hweesabira．鏡（金属製）をみ

　がきましょう。hoocaa～．包丁をと
　ぐ。

hwee・sjUN⑰（他漏saN，・ci）切りきざむ。

　けずる。「はやすjに頬応ずる。kaguu～・

　かつお節をけずる。deekuni～・大根を

　切りきざむ。

kwee？uk⑩（名）早起き。

hweewa多a⑨（名）早業。

hweegee③（名）〔配剤3薬の調合。処方。

hwe螺eeg日。⑩（名）処方箋。

hweezimee⑨（名）里く支度ができること。

　早仕舞の転意。

hweeqoeiniN⑨（名）〔新〕ひや索麺。

hweeguraa①（名）hwee多ariとi司じ。

hweeguri①（名）街娼。辻君。遊郭以外で

　売春する者。喝uriは女郎。hweeは禁止の

　意か。また，「昔は公娼は湯尾類とて脾板

　に其名を書き列ね公示したりと。然るに今

　は牌尾類と云へば二二のこととなれり」（輿

　境名安興）。hwee7yuraaともいう。～

　s5UN．街娼となって売春する。

hweezuui⑪（名）発育が早いこと。　cuuiは

　発育。

hM’eNsa①（名）はやぶさ。「はいんさ　鷹の

　惣名（混効験集）」

hwibac三⑰（名）火鉢。たばこ用の小さなも

　のには？uciritui，またはhwiituiとい

　50

hwibana⑭（名）火花。火の子。

hWibari①（名）（∋干割れ。亀裂。ひび。～

　？iQCOON．ひびが入っている。◎皮麟にで

　きるひび。あかぎれ。

hwihari＝juNco（他zraN，　＝tl）ひびが入る。

　干翻れる。？adunu　hwiba：vitooN．かかと

　が干翻れている。

hwib皇①（名）紋〕田［1。毎H。B常。貸語
　K」X．　hwiibii．　一一nu　？itunamini　hkvil〈asa－

　riti　’waminu　’ugamibusja　？atiN　ziju－

　ja　naraN。田Elのいとなみに　ひかされ

　て我身の　揮みぼしやあても　自由やなら

　ぬ〕毎日の暮らしに引きずられて，わたし

　はお会いしたくても自由にはなりません。

hwibiciev（名）hwibiki（干警1れ）と岡じ。

kwib韮e…⑪（名）〔新？〕響。音響。

kw概麗UN⑨（薦＝kaN，＝ci）響く。音が

　震動して伝わる。

ltwibikien（名）hwibariと同じ。ただし，

　おとなの使う語。hwibiciともいう。

hwibik：・＝juNen（fi　＝raN，＝ti）　hwibarijuN

　と同じ。

hM’ibu①（名）日歩。

hw三btiS三di（名）霞干し。　Rの当たる所で干

　すこと。kaagibusi（陰干し）の対。

hwieaasi⑨（名）神仏のお引き合わせ。神

　仏の助け。

hwieaa＝sjuN（D（他・・saN，・・ci）e（戸・障

　子などを）引いて閉める。両方から嗣める

　揚合，または，すき間なく閉める場合にい

　う。◎（人を）引き合わせる。また，鰐決

　させる。hwicaasarijUN．イ。引き合わ

　せられる。ロ・神仏の力によって，よい運

　命に引き合わせられる。神仏の力で助げら

　れる。

hwieagi＝juN①（他＝1’aN，＝ti）（後進など

　を）引き上げる。うまく行くように，助け
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　上げる。（具体的な動作を表わす揚合は

　hwici？agijUNという。その項参照）？u－

　jani　hwicagixaQt．i　riQsiN　sjOON．親の

　光で出世している。hwicagiraQtooN。助

　かっている。幸運にめぐまれている。

hwicagl＝juN①（イ也＝raN，”ti）案ずる。　心

　配する。心を引き上げるという意。Qkwa－

　nu　hurimuN　nati　caa　hwicagitldu

　？aQcuru・子がやくざになって，いつも心

　配している。

hw量cag三2urusi①（名）疋♪配したり安心した

　りして心をわずらわすこと。一喜～抗する

　こと。　一？u　1’usi〈？urus3UN。

hwieal⑪（名）e光。　hwi沁U～．臼の光。

　◎光沢。　つや。

hwica＝juN◎（自＝1’aN，娩i）光る。また，

　つやが出る。hagigiburunu～．｝まげ頭

　が光る。

hw萱ea・・SUNCO（自＝aN，＝ti）e弓1き合う。

　商売して損をしない。商売として利があ

　る。◎相当する。匹敵する。

liwicarahwicara①（副）きらきら。びかぴ

　か。碍光・星・刃物などが光るさま。

hwicarasaN⑥（形）（きらきら光って）まば

　ゆい。まぶしい。hwicarusaNともいう。

hwicarusaN＠（形）hw2carasaNと同じ。

hwicawasi①（名）〔文〕hwieaasi（神仏の

　お引き金わせ）の文語。tiNnu？uta§iki－

　ka　kaminu～k回天のお助けか，神の引

　き合わせか。

hwiccece（名）ひたい。　mukooともい5。

hw三ceegutu⑪（名）頬決によって決する事。

　対決を要するようなこと。零乙に撮して丙

　が二枚養を使ったため，甲乙が嗣心して丙

　に附し．てその実香をただすような揚合を

　い5。

hwici①（名）び引き」に対応する）eつて。

　縁故。◎親姻戚関係。縁を引いている者。

　縁者。遼い親戚までも含めていう。？jaaja

　maanu～ga．おまえはどこの縁者か。

　？amatu～，jaN．あそこと親戚だ。⑤助

　け。援助。～sjUN．援助する。助けを出

　す。

一nypiwlei（接羅）匹。一pici，一biciともなる。

　？iQpici（一匹），　nShwiei（＝二匹），　saNbi－

　ci（三匹）など。

hwiei？agi＝juN．　O（他＝raNe＝ti）e引き上

　げる。引いて高く上げる。hwicagijuNの

　項参照。◎抜てき・登用する。㊤引き揚げ

　る。ある揚所から，すっかり退く。mOO－

　kinu　neeNkutu　hwici？agiti　eaN．　ig

　う砂がないので引き揚げて来た。

kw三e量2a纐⑪（名）弓iきあて。照合。金額や

　目録に見合う物贔などを照合すること。

　coomiNtu～sjUN．帳爾と照合する。

kwieiciika’acii⑪（副）着物・皮虞などが

　ひきつったさま。ciNnu　ciijoonu　neeN，

　～QsL伺1という着物の着かただ，ひきつ

　って。

hwicieilkaaciizii⑰（名）ひきつった着か

　た。～sjOON．ひきつって着ている。

hwicigizi①（名）（事務などの）引き継ぎ。

hwleigi＝zuts「①（他＝raN，＝ti）引き継ぐ。

　あとを引き受けて続ける。kawa圭ee　Qsi

　～．交替して弓旨き継ぐ。

hwicieuuka”acuu＠　（ff’lj）　hwlcielikaaeii

　と間じ。

hwicida㎜isi①（名）琴・三味線などを弾い

　て音をためすこと。

kwieidu①（名）あげ窓。引き窓。

hwieigeean（名）現金引き替えで売買する

　こと。

hwicihana＝sju’N⑪①（他・・saN，＝ci）弓1き

　離す。引き離して別れさせる。

hw韮eiharoozi①（名）〔文〕親類縁者。遠い

　親戚までも含めた親族二四をいう。なお，

　一harooziという形は単独では用いない。

　？1nuei　？usjagiraba，　nasi？ujaja　daniju

　－N－madiN，　？unu　sudati　miseru　？wiisi－

　9UヒU，ugadi・［命おしやげらは　なし親や
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　だによ　引はらうじ迄も　おの素立めしや

　いる　およす高歯で（孝行口巻）］命をさし

　上げたならば，生みの親はもちろんのこ

　と，その親類までも面倒を見て下さるとの

　仰せを拝して。

hwic轍wi¢⑰（副）ひき替えひき替え。侮度

　もひき替えるさま。seesiN～？irirasju－

　N．お代わりを何度も入れさせて食べる。

hwicija＝juA’⑨（他＝raN，＝ti）弓1き破る。

　ぴりっと破る。

hw韮dja酵服N①（他づaN，・ti）悪へ誘惑

　する。誘惑して堕落させる。

hWicijusi＝juN①（地＝r3N，＝ti）引き寄せ

　る。引いて自分の方へ窃せる。

数wicikee＝sjuN①　（自　；saN，；ei）　引き返

　す。もと来た方へ帰る。

hwieiku＝nuN①（億＝mac　N，　＝ii）引き込む。

　hwiciNeuNと同じ。
｝・wic．iktl＝sjuNa＞（自＝saN，；ei）引っ越す。

hwicimaa＝sjuN①（他　＝saN，＝ci）　打とう

　として桜之る。tii～．打とうとして，手

　を構える。’3uuci～．　i斧を構える。

1“viclmaga①（名）hWici？Nmagaと岡じ。

hwic量m豊①（名）横譲。流し囲。

hwieimuN⑥（名）差し押さえ。また差し抑

　さえられた物。～＄arijUN。差し押さえ

　られる。

hwlcimuN　＠（名）挽物。ろくろがんなで

　作ったもの。木の皿・椀・盆など。

hwicimuN？eeku⑥　（名）挽物師。

hwicina＝juN①（霞＝raN，＝ti）引き下が

　る。舅を引く。抜ける。ziNmigutukara

　～．協議から身を引く。，Nnaa？wiirSki－

　gisa　？a￥idooru　muNnu，　duueui　hwi－

　einati　nuu’jaga．みんなは彌白そ5に遊

　んでいるのに，自分ひとり抜けてどうした

　か。

hw量。三盆a畿5juN①（4毯＝saNt＝c三）とって置

　く。（一一一gnを）残して置く。？uQsa　muru

　gikaaN　gutu，　taagimigee　hwieinaci　？u一

　kee．それだけ全部使わないように，ふた

　つみっつはとって置け。

hwicinoo＝sjuN①　　（イ也　＝raN，　＝；ti）　（≡≡）弓1き直

　す。改めて引く。㊥改める。制す。？uubi－

　nu　’jugadookutu　hwieinoosee．　帯が

　鶴がっているから潤せ・。

kw圭C隻賑秘ba鴨」烈N①（他；3aN，＝ei）引き伸

　ばす。

kw；cinu＝ZUN⑪①（（±　＝gaN，＝zi）引き抜く。

　引いて抜く。

hwici？Nmaga①（名）玄孫。やしゃこ。ひ

　まこの子。hwicimagaともいう。

hwici？Nzasi韮⑪（名）ひきだし（抽斗）。

hw三ci？Nza＝sjuN①（他；saN，＝c｝）θ引き

　出す。引いて外へ出す。㊥預金などを出
　す。

hw董ciA’＝cuN（L（他＝kaN，＝c玉）引き込む。

　引っぱって入れる。hwicikunuNと岡じ。

　kaagarimooga　’warabi　kaaraNkai　・v．

　かっぱが子供を川に弓1つばり込む。

hwieisa＝euN⑪（他＝kaN，＝磁）引き裂く。

hwicisaga＝juN①（自＝raNv”もi）空腹で元

　気がなくなる。

hwieisimi＝juN①（他＝raN，”ti）引き締め

　る。倹約する。

hwicisjuCO（名）引き潮。　hw圭ris知ともい

　う。

hw量cita＝eUN①（自＝taN，＝（≧ci）引き立つ。

　羅立ってすぐれる。kunu　cinOO～．この

　着物は引き立つ。

hwicitati＝juN①（他＝1’aN，蝿⇒引き立て

　る。抜てきする。

hw韮citoo＝sjUN（D（他＝saN，＝ei）引き倒す，

　引いて倒す。

hwleiTu＝juN①（4ts　一一raN，　＝ti）引き取る。

　自分の方に受け取る。

hwieitunuga＝sjUNCO（他；saN，＝ci）弓1き

　ちぎる。強く引いてとばす。

hwici？uki＝juN①（他＝raN，；ti）（仕事・

　売出などを）引き受ける。
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kwici？utu＝sjuN①（飽＝saN，＝ei）引き落

　とす。

k畷ci？難U誘⑨（名）ひき臼。ひき霞にも石

　欝と木口とがある。

lxwiciwatasi⑪（名）引き渡し。

hwigizi①（名）十二支の未（ひつじ）。時間

　は午後2時。方向は西寄りの南。動物の羊

　はmee鷺aahw叢zaa　という。

hwiciz三buN①（名）hwicizimUNと岡じ：。

hw量cizlmuN⑨（名）e＊引き出物。二品な

　どで客に配る物。◎結婚の時，婿の家で姑

　が嫁に与えるもの。多くは反物を与える。

hw三eoonガsid掘⑨（名）〔古〕［日帳主取3

　廃藩前の役名。書冊官長にあたり，二人い

　た。saqinusubaの下にあって，　ZUUgU－

　niNsjuu〔十五人衆］中に入っている。

hwieui⑨①（名）〔文］ひとり。口語では

　cuiという。tanumu’juja　hukiti？U－

　tuzirija　neraN，　t一　’jarnanuhwanu　g1一

　ci搬，Nkati。［顧む夜や更けて　音つれや

　ないらん　一一入出の端の　月に向かて〕心

　待ちにしていた夜は更けて，おとずれはな

　い。ひとり山の端の月に向かって待ちこが

　れているばかりだ。

hwi・cuN①（・kaN，　taci）∈）（自）引く。後へ

　さがる。また，減ずる。？usjunu～・潮

　が引く。hu眺wi撫～・腫れが引く。◎

　（他）引く。1〈uruma～．車を引く。　ti2

　～。（子供などの）手を引く。また，（仕事

　などから）手を引く。　duu～。身を引K。

　畢izi～．筋を引く。線を引く。　guul〈aya

　saN～．　5から3を弓1く。　nuk：uzirisa－

　ani　kii～．のこぎりで太をひく。kuzi

　～．　くじを引く。kaca～．かやを吊る。

hwi＝c聡N①（他zkaN，＝ci）弾く。　saNS呈N

　（kutuu）～．三三味線（琴）を弾く。

hwicuru＝jUN①（自：：aN，”ti）hwiCu－

　1’uujUN　と同じ。

hwicuruu＝juN（D　（自　＝taN，＝鍼）長1弓1く。

　のびのびになる。事がもつれ，解決などが

　延引する場合にいう。hwicurujulとも

　いう。sigutunu～．仕事が長引く。

hw量euruumueuruu⑪（副）長引くさま。

　事がもつれ解決などが長引くさま。～

　SjUN．

hwidama⑨（名）hwiidamaと岡じ。

hwiぬ㎜agees蚤⑨（名）hwiigeesiと岡じ。

ぬw量da捻渥麺N③（宮擢aN，＝rti）　（閻柄が）

　へだたる。諌遠になる。距離については

　hwizaniijUNという。？ujatu　Q．kwadu

　，」綿圭ga　hwidatatOON．親と子なのに疎遠

　になっている。

hwidati⑪（名）へだて。関係をさえぎる

　もの。疎遠にするもの。？量ceewa　c［odee，

　nuu～nu？aga．出会ったら兄弟だ。何

　の隔てがあるものか。～mUCUN．疎遠に

　なる。騨遠な感惰をもつ。

難wida嫉＝jUN⑪　（他　＝raN，　mti）　（間重丙を）［va

　てる。辣遠にする。距離についてはhwi－

　zamijUNとい5。
kwidk’i①（名）S照り。畢麩：。　hjaaiとも

　いう。

hwidu①（名）辺土輝。沖縄本島北端の岬。

　また辺戸。（（地〉）参照。

hwidui｛）（名）霞取り。移転。結婚・願か

　け。普諮・かまど作りなどについて吉日を

　選ぶこと。

｝．wlgaN⑨（名）彼岸。　hwiN9艮Nともいう。

　彼岸に行なう祭り（’Ncabi，　kah．　i？aNzii）

　のことをもいう。

hW妻gam①（名）臼柄。　Hのよしあし。

hwigasa①（名）日傘。

hwigasi①（名）東。《地》参照。

hw韮9a臓ka①（名）　Eiおおい。露よけ。　日光

　をさえぎるためのもの。hwiigatakaとも

　いう。

hwiga⑨（名）植物名。へこ（彬羅）。

hwigwasi①（名）干菓子。

hw三hwagi⑨．（名）蘂茨（ひはつ）。胡敬に似

　た植物の名。実は芳香辛味がある。naka一
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　minusiimUN（隊料理の一種）などに入
　れて食べる。

hwihwanazi⑨（名）花火。多くは線香花火。

hwii⑨（名）火。ほのお。また，燈火。ま

　た，火事。～φk呈3UN．火を付ける。点火

　する。放火する。～nu？NZ圭jUN．火事が

　超る。

hwii⑪（名）非。一難されるべき悪いこと。

　Qcunu～？akagarag．　juN・人の非をあば

　く。～？usujUN．悪事をかくす。～ka－

　giMijUN．非をとらえる。

飯wi⑩（名）胃腸。内鳳～？ucuN．胃腸

　を悪くする。～nu　joosaN．胃腸が弱い。

　hwiijoosaNともいう。

hwii⑨（名）混。～hwijUN．屍をひる。

hwii①（名）e臼。太陽（七iida）。また，臼

　光。～nu　kataNCOON．臼が傾いている。

　～nu　nigi．太陽の熱。～簸U，300ku　na－

　toON．臼の光が弱くなった。◎臼。蟄閲。

　～nu　nagaku　natOON．　臼が長くなった。

　⑤ヨ。こよみの上の臼。’～tujUN。日を選

　んで定める。転居。かまど作り・結婚など

　に吉Rを選ぶことを多くいう。

hwii①（名）王妃。きさき。敬して？uhwii

　ともいう。王の正妻で，deemjeo（大名，

　貴族）の身分の娘から選ばれ，佐敷（sasi－

　ei）闘切の知行を受ける。王の妻妾には，

　hwii，　huziN，　gumaの三種がある。

hwii①（名）緋。緋色。

hwiibaa⑨（名）蛇の一一種。由かがし。11W聾

　buの卑称であるカ㍉　もっぱら霞かがしを

　さす。

hwiibaasi⑨（名）火箸。

hwiibataraei③（名）e火事揚での働き。消

　火の仕事。◎転じて，一生懸命な働き。

hwiibli①（副）日にNに。～hwiiku　na－

　jUN．日にHに寒くなる。

hwiibxx⑥（名）蛇。次の諺以外にはほとん

　ど使わない。miQkwanu～N？uziraN．

　盲蛇に怖じず。

hwiicaabaace⑨（名）引っ張りだこ。引っ

　ばり合い，奪い合5こと。

hwiicaasjaa⑨（名）消防夫。一caasjaa〈ca一

　駄s3UN（消す）。

kwiicee⑨（名）引っ張り合い。～sj　tl　N．

hwiici⑨（名）ひいき。偏愛。複合語として

　は，katabiici（えこひいき），　Qkwabiici

　（子どもびいき），tuzibiici（妻びいき）な

　ど。

hwiieiN⑪（名）〔新？〕平均。普通はtuna－

　m！またnaraSlという。

hwliciN⑨（名）布巾。ふいきん（九州方
　奢）。

hwiidama⑪（名）火の霊。球状をなしてPt2

　を飛ぶあやしい火で，火事を起こす魔物だ

　と信じられていた。また美女に化けるとも

　いう。hwidamaともいう。

hw量idukuru⑪（名）寒い所。寒冷地。

hwiigaci①（名）板塀。

丑lw蓋藍備州aka①（名）hw圭gatakaと同じ。

hwligeesi⑨（名）火事のあった時，村の入り

　口などで鐘。太鼓を鳴らして火の霊を入れ

　ないようにするまじない。hwidamageesi

　ともいう。

hw三iguni⑨（名）寒い地方。寒い掴。？a？i－

　guniの対。

難wiiguru㎜aa⑪（名）噺〕蒸気船。蒸気船

　を見聞するよ5になったころの語。類語に

　？agihwi呈gurumaa（おか蒸気）。

hwiihiici⑪（名）火吹き竹。

kwiihwaa⑨（名）あき俵。藁むしろで作っ

　た穀物屠のあき俵。

hwiihwiituu③（名）e全く平等。◎勝負な

　し。議論などでどちらが勝ったか結果がわ

　からなくなったような場合にいう。㊧立ち

　消え。相談事などが立ち消えになってしま

　うような場合にいう。

hwiihwinaN⑨（名）非難さるべき欠点。

hwiihWiraa⑪（名）よく混をひる者。

hwiihwirlkuzian（名）空くじ：。はずれたく
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　じ。　karakuzi　ともいう。

hwii2ivu①（名）緋魚。

hwiijoosaN⑨（形）胃腸が弱い。

hviikusasaN⑨（形）屍のにおいがしてくさ

　い。

hwiikusi⑥（名）欠点。非難すべき点。？a－

　raN～gikiti？Wii？NzaeaN．あらぬ難

　くせをつけて追い腸した。～kagimiiuN．

　他の非をにぎる。～nu？uhusaru　mUN．

　難点の多い者。

kwiikusunaQ「ta｛◎（名）屍のようなもの。

　何も役に立たぬつまらぬもの。

hwlimaki　C9（名）太陽の熱に負けて弱るこ

　と。　羅切寸病など。

hwil㎜eesaa⑰（名）下鋤き。火を燃やす考

　の意。台藤仕事ばかりする春の卑称。

hwiimiN⑥（名）〔新〕平民。普通はh謳k砕

　sjooとv・う。

墨iwiimusien（名）誓藷に食い入っている虫。

h“tiimusjaaev（名）hwiimusiのついた甘

　藷。虫食いいも。？irimusjaaともい5。

hwii㎜mitaaN⑨（名）火遊び。

hwiinaa⑪（名）火縄。しゅろの毛で作り，

　火持ちがよく，マッチの不自由な時代に農

　民がたばこの火のために多く用いた。

　　ゆhw圭ihumutu⑪（名）火の元。

hwlinunigi◎（名）火熱。火の熱。　hwiinu

　nigiは：太陽の熱。

hwiira⑰（名）へら。農興の一つ。苗を植え

　たり草を取ったりするもの。

hWiiraa⑪（名）e油虫。ごきぶり。家屋の

　じめじめしたところなどにいる平たい黒茶

　色の虫。平たいものの意。O南京虫。　Qeu－

　kweebiiraaともいう。

hwiira＝euNco（自：1〈aN，＝ci）纒（ひひら）

　ぐ。（切り傷。やけどなどが）ひりひり痛

　む。

hwiirOO⑪（名）肺結核。まれな語。ギ肺霧」

　に対応する。普通はtaNjaATmeeという。

hwiimuan（名）［焙炉］手あぶり用の小さ

　い火鉢。あんか。丸い土焼きで，上部にい

　くつも丸い穴がある。老人が暖をとるのに

　多く使われる。

hwilsag．atagata⑪（副）寒さでがたがたす

　るさま。～sjUN．

hwiisaguhwa圭tw（名）寒さにこごえるこ

　と。

1・wiisahusizi⑪（名）寒さよけ。防寒。

hw簸sakuris3a⑨（名）寒さに苦しむこと。

　”v　splN．

hwlisamagai⑰（名）寒さでちぢこまるこ

　と。

hwiisamaki⑪（名）寒さに負けて体をそこ

　なうこと。

hwiisan孤u⑪（名）悪寒。病的な寒さを感

　じ，体がぞくぞくすること。マラリヤの際

　の悪寒など。～s彊N．悪寒がする。

hwiisaN⑪（形）寒い。冷たいはhwizuru－

　saNo
hwlisa2umii⑨（名）寒がり。寒がること。

　また，寒がる者。

h外減C3a⑨（名）十能。おき・炭火を敢る

　ための道具。

hwlitaa⑭（名）羽織に似た，冬用の着物の

　名。そでは長く，すそは短い。男女用。裏

　にmUNpa（裏地用の厚い綿布）を付げた

　ものが普通であるが，綿を入れたものもあ

　る。

kwiitaQlaa⑪（名）火ぶくれ。やけどで皮虜

　がふくれること。また．その箇所二。

hwiitatii⑪（名）eのろし。舟などへの倉図

　として用いられた。◎煙突。

hwiitatiimoo⑪（名）hwiitatimooと同じ：。

hwlitatimoO③（名）のろし台。のろしを上

　げる揚所。

hw撫eegi蟻jaa⑪　たきつけ。ξeegiki3ux

　はた：きつける。

h”iitu⑨（名）いるか。名護湾に大群をなし

　て押し寄せることがあり，その時は名護全

　体が戦揚のよ5な騒ぎとなる。
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hwiitui⑨（名）煙三盆に入れる火種用の小

　さい火鉢。酋里では上品に？ucirituiと

　いうことが多い。

hwii2uci①（名）忌中。死後のua　t九日園。

kwilza⑪（名）（袴などの）ひだ。

hwiizaa⑰（名）やぎ。その小児語はbee－

　bee．

1！wiizaa⑨（名）［樋川］かけひ（覚）。その

　！」・児語はやぎのそれと岡じくbeebee。

hwiizaagaa⑪（名）湧き水をかけひで引い

　て，水を汲めるようにしたところ。一gaa

　＜kaa（井戸）。

kwi董zaa2UZOO⑨（名）首里城の門の名。？U－

　gurpikuの項参照。

hwiizii⑰（名）平常Qふだん。

｝lwiizi＝juN①（自＝raN，＝ti）泣く。上流

　階綴の用いた上贔な語。hwiizim圭　9，　eeN・

　お泣きになる。nUUN5ici？ur　zoo　hwii－

　zimi寧eega．なぜあなたはお泣きになるの

　か。

kw助鰍ee◎（名）放火。火付け。～sjUN．

liwi｛zimi⑪（名）火攻め。焼き打ち。

hwiiz三Ntoo⑰（名）幼児の遊戯の名。二半

　の一方の乎のひらに他方のひじをのせ，離

　し，それを左右交互にくりかえしながら歌

　を歌うもの。幼児に運動させるための遊戯

　である。siijaabUUともいら。

hwiiziri⑪（名）火のついたたきぎの切れば

　し。燃えさし。

kwi蘇z騒N①（他＝gaN，　mzi）eひしぐ。押

　しつぶす。◎いじ：める。

kwi　：juN⑪　（自＝raN，＝Qci）干る。？usju－

　nu～．潮が干る。　sirunu～．汁が干る。

　煮物の水分がなくなる。

hw難舞N⑪（他＃raN，”Qci）ひる。　hana

　～．くしゃみをする。hwii～。混をひ

　る。

kw至噸疑N①（自r・raN，純i）減る。　hwina－

　3UNともいう。亭iinu～．負債が減る。

　haNn7．eenu～．食：糧が減る。　hwi嫉？鮎

　CUN，減っていく。

hwi；juN①（他＝raN，＝tl）経る。経過す

　る。a：ee～．隼町を経過する。世代を経

　る。

hwij秘u①（名）平癒。病気の全快。　naga－

　wacarea　sjoo鵬ig爲～sjaN。長く寝て

　いたが，全快した。

hw量jllll⑪（名）ヨ傭とり。碍雇い労務者。

hwikar量⑨（名）∈）光。　hwicaiと同じ。◎

　威光。また，名嘗。ほまれ。その敬語は

　？uhwikari。？ujanu～najUN．親の名

　誉になる。～tεしCUN．栄誉が高くなる。

kw圭kasa＝r加N①（自；riraN，；Qti）愛情

　に引かされる。また，誘惑される。

hwika轟①（名）擬数。

hw三kee①　（名）9控え。　写し。　副本。　◎控

　え。そばに控える者。

hMtikee＝juN①（他＝raN，＝ヒi）e控える。

　写しを取る。◎控える。控えて待つ。⑤控

　え目にずる。また，ためらう。

hwikeezu①（名）e控え燐。官公庁などの

　待合室。◎特に葬式の時，式が終わって葬

　列の発するまで待つ所。

hwil£IN①（名）北京。　hwiciNともい5。

hwikusaN⑪（形）低い。（空間的位置，ま

　た勢分などが）低い。

hwima①（名）暇。～kw圭5UN。暇をやる。

　休暇をやる。　～？NzasjuN，暇を出す。

　解雇する。

hwimadaar丘④（名）空しく畷をつぶすこ

　と。記しく徒食すること。賃金をかせげな

　いでいること。

hwimasiimu．N①（名）ひま人。

hwi㎜asini①〔文〕臼増しに。日に臼に。口

　語はhwiib戴。

kw蓋m霊caa①（名）三二やみ。

hwimiei①（名）瑞息。～gusugusu．騰息

　で苦しむさま。

hw董mudu量（①　（名）　E琵瀟り。

hwimuN⑨（名）碑文。金石文。
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hw三naa⑲（名）すね者。ひねくれ考。hwiN－

　s謳aともいろ。

hwinagala⑨（名）e雛型。実物の模型。

　◎手本。様式。書式。

kwina＝juN①（自＝raN，”ti）滅る。少な

　くなる。また，摩減する。，watanu～．

　腹が減る。hwinarasjuN．減らす。

hwinakaCD（名）半ff。

hwinakasigutuS（名）半B仕事。

hwinazi⑨（名）辺名地。（（地》参照。

hwinii⑥（名）ひのえ（丙）。十干の第三位。

kw蓋ni＝juN⑰（他＝1’aN，＝ti）ひねる。ねじ

　る。維iる。koowiiruu～．こよりをよる。

数w三nu携の（名）饅廷べ。延期。

hwinuci⑪（名）檜（ひのき）。

hwlnukaN⑨（名）火の神。かまどの神。

　？umigimUNともいう。

hwinuku⑪（名）辺野古。（（fy　））参照。

hwinutu⑨（名）ひとの（丁）。十干の第四

　位。

kWil　＠（名）変。おかしいこと。また，す

　ねること。反目。？aree　kunuguru～

　doo．彼はこのごろ変だぞ。～na　mUN．

　変なもの。また，すね春。ひねくれ者。

　hwinaa，　hwiNsjaaともいう。～sjUN．

　すねる。ひねくれる。

hwil①（名）辺。あたり。　maanu～ga．

　どの辺か。

hwiN一（接頭）論調につき，急に・はげしく

　などの意を表わす。ひん。hxviNmud1juN

　（強くつねる，ひんねじる），hWiNmaga－

　jUN（ひん曲がる），　hWiNtubi（ふつ飛ぶ

　こと）など。

hwiNbiN◎（名）幽幽。返済。　hwiNbinoo

　caaki　caaki．借りたものを返すのはでき

　るだげ臨く。

kwiNcaa？N㎜a⑪（名）怒って入にかみつい

　たりする馬。暴れやすい馬。

hwiNci⑨（名）急に気が変わって反抗的に

　なること。人・馬などが，急に不機嫌にな

　ること。～sjUN．慈に気が変わって怒り

　出す。～na　mUN．急に不機嫌になる者。

hwil　gaa①（名）（顔などに）垢がたまって

　いる者。

hw量蛋gaa1鰍ajaa①　（名）　hwiNgaa　と嵩じ。

　majaaは猫。猫はしょっちゆ5顔を洗っ

　ているので，猫の顔はいつもよごれている

　と見たのであろう。

k“viNgaN⑨（名）hwigaN　と同じ。

hWiNga＝sjuN（①（催＝saN，；ci）eのがす。

　逃がす。◎（子どもなどを）死なす。平民

　が使う。’warabaa～．子どもを死なす。

　sinasjUNをさけて言ったもの。

hwiN．”i”juN⑥（旧識raN，＝ti）逃げる。

hwi！’9iina「ai⑨（名）逃げ回ること。仕事

　から逃げ回る帳合などにもいう。～鱒UN．

kwiNg量？Nma⑪（名）放れ馬。逃げ出した

　馬。

hwiNgU①（名）垢。「へぐろ」（九州方言，鍋墨

　の意）に欝応ずる語か。～gie・」N。垢が付

　く。～獄talna雛hw搬a3aa1du？ukUS5U－

　ru．垢がたまってへらで起こすほどだ。

kW淑gujoO9盆d①（副）垢だらけ。垢がた

　まったさま。まだらにょごれたさまは？a－

　jagacikoogaei　という。

hw癬kee①（名）羅答え。冒上への反抗的

　な返答。～sjUN．

hw孟Nmaga芯5ガN⑪（自＝raN，＝のひん曲

　がる。強く翻がる。

hwiNmudi＝ju”NO（他＝raN，”ti）強くね

　じる。強くつねる。

hwiNnaa①（名）昼寝ばかりする者。

hwiNni①（名）昼寝。～sjaN．

hw蓑Nnuga＝S3U「“t⑨（他略aN，＝ci）すり抜

　げさせる。すり抜けられて逃がす。

hwiNnug三＝ju”rt⑪（自＝ra］　）＝ti）すり抜

　ける。すり抜けて逃げる。

hwiNpuNan（名）家の前にある塀。門前か

　ら家の中を見透かされるのを防ぐためのも

　ので，石を立てたものもeinibu（竹で編
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　んだもの）を使ったものもある。

hw左目①（名）返礼。お返しを贈ること。

　．．．　sjUN．

hwiN§ee①（名）返済。借金を返すこと。～

　SjUN．

hwiNsjaa⑪（名）ひねくれ者。すね者。

　hwinaaと岡じ：。

hwiNsuu⑨（名）貧乏。

hwiNsuugurasi⑨（名）1貧乏暮らし．。

hwiNsuumuN⑨（名）貧乏考。？weekiNCU
　（金持ち）の対’。～11u　taka，玉itaNnee。貧

　痴者が鷹をもらったよう。大変な喜び方の

　形容。鬼の首を破ったよう。鷹は富貴な人

　のものとされるのでこ5いう。

hwiNtoo①（名）返答。

liwiNtu⑪（名）つと。わらつと。持ち運ぶ

　ために，食物を藁・芭蕉の藥などで包んだ

　もの。つとにした弁i当。首’里ではb圭Ntco

　ということが多い。

hwiNtubi⑨（名）ふつ飛ぶこと。すっ飛ぶ

　こと。～sjUN．ふつ飛ぶ。すっ飛ぶ。

hwiNtufia⑨（名）辺土名。＜＜　eg　））参照。

hwiNzitrjuNO　（ge　＝raN，　＝ti）　hwiNgijuixT

　と岡じ。

hw三NzimuN①（名）反逆者。また，不良。

　村の総意に従わないならず者など。

hwiQeaa＝sjuN①（他＝saN，　mci）hwieaa－

　sjUNと置iじ。

hwiQcati＝jultT①（他＝raN，＝ti）θひつさ

　げるようにして持ち上げる。幽い物を地

　画から鋳ち上げる時合などにいう。◎（金

　などを）一時的に借りる。hjaQkwaNbi－

　keeN　hwiQeatirael　kwiraNna．　ee　100

　貫ばかり一時貸してくれないか。

liwiQcatk’uu⑪（名）e一時的に金を盛りる

　こと。一一ag的に金を融通してもらうこと。

　◎方方で金を借り歩く看。

hwiQcatiruuniibici⑪（名）本人に相談な

　く不意に嫁がせる結婚。金銭などを受け

　取って出渓りの女を老人に嫁がせる揚合な

　どに多い。

hwiQcee＝jiiN①（自：一・raN，＝ti）ひつくり返

　える。mii　hwiQeeerasjUN．目を睡す。

　気絶する。

hw量Qcee讐sjuN①（宮＝saN，＝ci）（病気が）

　ぶりかえす。huikeesjUN，　hUQceesjUNと

　もいら。，jaNmeenu～。病気がぶりかえ

　す。

hwiQCii⑨（名）一臼。また，一日中。終日。

　月の第一日はgiitaci。～ja　l〈uutuguutu

　nukubaajuN．日～日と暖かくなる。

hwiQeiiharuu⑪（名）一臼がかりの畑仕事。

　畑に出たまま，一霞家に帰らずにする畑江

　事。遠くに畑のある考が賛の弁当持参でそ

　うする。

hwiQciigusii⑨（名）一日おき。隔H。

hwiQciljuiQcii⑪（名）一ll中。朝から晩ま

　で。ひねもす。多くは悪い意味の謡いう。

　～munu，junu凡朝から晩までおしゃべ

　りする。　　　　　　　　　　　　’

hw蓑Qei垂sikuci⑰（名）一日仕事。朝から晩

　までかかる量の仕事。

hwiQei＝jUN⑪（他＝raN，＝Qci）e引き切

　る。引きちぎる。gina　hwiQciQCOON・縄

　を引きちぎっている。◎（金銭。割物など

　を）切らす。ziN　hw沁。掩COO馬金を切

　らしている。

hwiQgiki＝ju．N①（他＝raN，＝t量）ひっつけ

　る。　くっつける。

ぬwiQc疑aka「ac量ra⑪（副）切らしがちなさ

　ま。（金銭・贔物などが）不足がちなさま。

　～sjOON．切らしがちである。

hw量Qe細a＝sjuN①（他蝿aN，＝ci）（金銭・

　蔽物などを）切らす。

hwiQcirib圭QC量ri⑪（副）θ切れ切れ。いく

　つにも小さく・切れたさま。◎小きざみ。細

　かく切りきざむさま。また，（金などを）

　少しずつ支出するさま。

hwlQciri＝jmN①（自＝raN，”ti）（金銭や品

　物が）切れる。
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hwiQcir董多aNmiN㊥（名）こま切れの計算。

　ばらばら¢）能率の悪い採算。

hwiQeirizuutee⑨（名）生活費などが不足

　がちの所帯。金を切らしがちな飯帯。ま

　た，毎陰金が小きざみに入るよ5な所帯。

hwiQeeemp（名）比較。比べること。？wee－

　kiNcutu　hwiNsuumuNtu　一vja　nara－

　Nsa・金持ちと貧乏人と比較はできないよ。

hwiQkaki＝juN①（他＝raN，”ti）ひつ掛け

　る。鈎などに掛けて下げる。

hwiQkataN＝euN①（自＝kaN，＝c圭）θ没頭

　する。熱中する。傾倒する。gakumunu－

　Nkai～・学問に没頭する。⑰一辺倒とな

　るe

撫wiΩkum騒冨3uN①　（自＝raN，”ti）　弓iき

　こもる。，jaanakai　hwiQkumuti　maa－

　rd｛aiN？NziraN．家に引きこもってどこ

　に～も出ない。

hwiQkUknuN①（自＝maN，＝di）引っこむ。

　また，家などに弓1きこもる。miigaa～．痩

　労してまぶたがくほむ。

hwiQpaika”apal⑥（副）　（着物・，皮縢など

　が）引きつったさま。ciNnu～s∫◎ON．

　引っ張られたよ5な着物の藩かたをしてい

　る。

hwiQpatjttN①（他＝raN，”ti）e引っ張る。

　◎藩物にのりをつけてピンとさせる。着物

　をきちんと，さっぱりと着る。s呈k級t＆5UN

　の対。㊧転じて，派手にする。羽振りよく

　する。威勢よくする。hwiQpati　？aQCUN．

　羽振りよく暮らす。

hwiQpakxx⑨（名）逼迫。貧乏で困窮するこ

　と。～sjOON．貧乏で生活に話しんでい

　る。

hwiq§a＝euN①（他＝kaN，＝ci）引き裂く。

hwiQsagl＝juN①（他＝raN，＝ti）ひっさげ

　る。さげて持つ。

hwiQsaN⑨（名）［筆算］読み書きそろばん。

hw量QsaX⑪（形）薄い。（厚み・濃度が）薄

　い。kabinu～．紙が薄い。　karazinu～．

　髪が薄い。？uc＆n級～．お茶が薄い。

hwiQsaNniN①（名）平民で学問のある人。

　平昆で読み書きそろばんなどのできる人。

kwiQsjaew（名）〔筆者〕役職名。王府の役

　勝（hjooZOozuなど）の書記宮。

hW三QS磁①（副）びくん。ずきん。　どきん。

　ぎくり。

hwiQSiiihwiQsui①（副）びくんびくん。動

　脈が動くさま。また，ずきんずきん。脈打つ

　よ5に蒲むさま。また，どきんどきん。非

　難などが胸にこたえるさま。hjuurueinu

　～・ひよめきがびくんびくん。haanu’ja－

　di～sjUN．魍がずきんずきんと痛む。

　，Nninu～sjUN，胸がどきんどきんする。

　胸がぎくりとする。

hwiQsuimika＝sjuN①（自＝saN，　xci）びく

　んとする。ずきんと痛む。どきんとする。

　ぎくりとする。

hwiQtakq＝juNco（他＝raN，”ti）ひったく

　る。荒荒し．く奪い取る。

hwiQtakumaQ’taku⑨（副）ぺちゃ．くちゃ。

　おしゃべりするさま。～sjUN・

hwiQliN⑥neeN⑨（句）（子供が一人で遊

　び）世話が要らない。？anゼwarabee～・

　あの子は世話がやけない。

kwiQtu　・juN①（他＝raN，”ti）強く取る。

　残らず取る。取ってしまう。

hw菱Qtunuga＝sjuN①　（輿竃saNg騙ci）　けし

　飛ぶ。また，不意に行ってしまう。

kwlra②（名）坂。「猶追ひて黄泉比良坂の

　坂本に到る時に（古事詑上巻）」のr跳良」

　と関係ある語かと思われ，「比良」もまた

　坂：の意であったかと思われる。また，

　nuhwanu　？2slkubiri〔伊野波の石くび

　り］，m塗imakub玉ri［みにまくびり］など

　の語の語宋の部分と関係あるか。なお，

　s　akuhwira（急な坂）とい5語もある。

馳w塁raa①（名）平たいもの。

hw甕raeisjuuhu＠）（名）家屋などの解体修理。

kwira＝cuN⑨（他＝kaN，＝ei）開く。haka
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　～．（葬式などで）墓を開く（haka？aki－

　5UN　ともいえる）。？uzuu～．　璽箱（の

　こちそ5）を開く（？UZUU？al〈ijUNとは

　いわない）。

h“’iragaQkoe　G）（名）［平等学校］sjuinli－u

　hwira〔嘗心馳平等〕に一一つずつ計三つ鍛

　かれていた中等教育の学校。kukugakU

　〔国学］（大学相当）の下，muragaQkoo

　［村学校］（小学校棚当）の上。

hwiragaN⑨（名）［平組］θ平組み。より

　糸三本を平たく編んだもの。◎清朝時代の

　爵号男子の弁髪。tooja～，jamatoo　ka－

　Npuu，　saraba　？ueinanu　katakasira．

　〔唐や平組　大星やかんぷ5　さらば沖縄

　の歓鷺］唐は弁髪，大門はちょんまげ，そ

　して沖縄のかたかしら。㊨〔新｝女学生な

　どが三つ編みに編んで下げた髪。

Iiwirahwa－gtisa⑨（名）おおばこ（車前草）。

　薬草として，煎Uて飲んだり，雑炊に入れ

　て炊いた｛）f根太の吸い出し膏薬にした

　り，種々の病に効く。1｝w呈ruhwagusaと

　もいう。

h’翌奄窒≠鰍≠モ奄堰浴i名）料理名。　？N三nukuzi－

　hwirajacilと岡じ。

hw三rajakuniN①（名）［平等役人3　hwiraZU

　〔平等所］に務める役人。

hwira＝juN⑪（他＝aN，＝ti）つきあ5。交

　際する。また，（霞上に）仕える。謙（へ）

　り合う意か。Qcu～．人とつきあう。’utu

　～．夫に仕える。hW2rajuru　situN，uraN．

　仕えるべき嬬もいない。

鼓wirakaa⑥（名）平JEI。（（地））参照。

kw韮rakaamuzl⑪（名）押し麦。

liwiyaka＝sjuN⑪　（他xS3N，＝el）（∋平らに

　する。押しつぶす。ぺちゃんこにする。◎

　（喧：嘩の相手を）やっつける。

hsvirak韮＝juN⑰（富”1’aN，繍しi）e平たくな

　る。ぺちゃんこになる。◎疲れてすわり込

　んでしま5。

hwiraki＝juN⑲（自＝raN，＝ti）開（ひら）け

　る。盟化する。

鉦wiraku職u飛①（自　＝：11aLN，＝〔｛三）しびれる。

　hwisja～．足がしびれる。

1｝wiramaagaa⑪（名）hwiramaagiと岡じ、

hw三yamaagien（名）平松。糞力こ低く平らに

　広がった松。？ujamahwiramaginu’ju一一

　damucinu　eurasa，　？ujamamijarablnu

　tihuizurasa。こ大山平松の　枝持ちの渚ら

　さ　大由みやらべの　季振清らさ〕大山の

　平松の枝ぶりは美しく，大山の乙女の踊る

　手振りは美しい。

hwirami＝．iuN①（他wraN，畷）平らにす

　る。平たくする。m1mi～・耳をすます。

　耳を傾ける。また，（動物などが）耳を立

　てる。

hwir’a㎜u§量ru⑨（名）おおたにわたり。暖

　岡の陰地に産する水龍骨科貫衆（やぶそて

　つ）属の繊物。

hwiramusiruuen　（名）hwiramusiru　とi田

　じ。

hwk’anuci①（名）籏（おさ）に経糸を二本ず

　つ通して織った普通の布。？usjaamii（四

　：本ずつ通したもの）の対。

hwiranusul｝a①（名）〔古〕［平等の側］廃

　藩前の役名。法務長薯にあたる。zuugu－

　niNsjUU［十五人衆］のひとり。

hwiraN①（名）hwiraNmeeと論じ。

hwi＃aN・rnee④（名）麦飯。大麦の押し麦だ

　けをたいたものをいう。

振w三mQtεeN①（副）平たくQ平らに。ぺしゃ

　んこに。べたんと，

hwira§aN①（形）平たい，平らである。ま

　た，押しつぶされて，ぺしゃんこである。

　hwiraku’ijUN・あぐらをかく。hwiral｛U

　najabira．あぐらをかきましょう。

hwirata①（名）平匿。（（地））参照。

歎wirazu①（名）［平等所コ廃藩前の役所の

　名。警察署・裁判所・刑務所を兼ねた役

　所。

hwiree⑪（名）付き合い。交際。また，目上
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　へ仕えること。〈hwirajuN。複合語は

　一bireeの項参照。

hwireegurii＠（名）付き合いにくい者。気

　むずかしい者。

hwiveegurisaNan（形）付き合いにくい。気

　むずかしく，交際しにくい。

hwireejaQsaN⑪（形）付き合いやすい。気

　安い。心安い。

hwireeniN4u⑪（名）付き合っている入び

　と。Llごろ，交際している入びと。

撫wivi⑥（名）㊦へり。ふち。◎盤のへりの

　窃。

hwirico（名）減り。逼ること。ku鷲u　ku－

　mee～nu　neeraN．この米は（精米して）減

　りが少ない。

｝｝wirihoo＝3ガ四⑨（他”raN，”ti）（麗など

　を）ひり散らす。やたらに混をする。

hwirihwirii⑪（副）下痢するさま。〈hwi－

　jUN。～sjUN．下痢する。

張W漁期露ami⑪（名）つまみ食：い。拾って食

　う意。

hw量二r加N①（イ也　 ；】じi】raN，二（≧ti）拾う。hwi－

　ra5UNと1まあまり蓑窒わな㌔・。　ziN～．金

　を拾う。

liwirikuma＝ju’N①（自由raN，＝ti）（遊里

　などに）入りびたる、流連する。zurinu－

　jaanal〈ai～．遊郭に入1）びたる。

hwiriku・・nUN◎（自mmaN，漏di）入りびた

　る。Qeunujaanakai～．人の家に入りび

　たる。

hwirisju⑪（名）干潮。hwiisju，またhwi－

　cisjuともいう。

kwiru⑨（名）e尋。長さの単位。昔は布の

　長さ，井戸の深さなどすべて尋で欝つた。

　kunu　nun・OO～nu？amatOON。この布は

　長iさがたっ，ぶりある。　◎（動員謬）尋。　cu－

　hwiru（一息），　tahwiru（二尋）など。

hwiru①（名）大蒜（にんにく）。

hwiru①（名）畳。臼中。

hwirugaico（名）∈）広がり。　o子孫がふえ

　栄えること。euiNgwanu～．一人っ子か

　らたくさんの子孫ができ，栄えること。

転w鋤ug箆＝」秘N①（自＝raN，＝綴）広がる。広

　くなる。また，蔓延・伝播・流布する。ま

　た，（子孫が）広がる。繁殖する。

｝lwirugi＝juNCX＞（他＝raNe＝ti）広げる。

　？llcukwii～．ふろしきを広げる。

　Qkwa？N　maga～．子孫を繁殖させる。

hwirugusar量muN⑰（名）なま奥いもの。

　魚特有の悪奥を放つもの。

hwirugusasaN⑨（形）なま臭い。魚特有の

　においがする。

hwh’uhwa「gusa⑨（名）hwirahwagusaと

　岡じ。

hwlru㎜a⑪（名）㊦午後。昼過ぎ。◎hwi－

　rumamUN（午後の食：事）の略。

hwiruma＝juNev（霞＝raN，・・tl）広まる。

　普及する。あまねく伝わる。

hwirumamuN⑰（名）午後（3時ごろ）す

　る食事。労働をする者などがsutumiti－

　mUN（朝飯），？asabaN（蟹飯）　’juubaN

　（夕飯）の三食：のほかに，午後にとる軽い

　食事。丁寧にはhwiruma？ubUN，　mi－

　hwiruma？ubuNという。

hwirumasjaN⑥（形）不思議である。怪し

　い。奇妙である。いぶかしい。珍しい事件

　などについていう。hwirumasii　kutu．

　不思議なこと。珍しい，怪しい事。

hWiruma？ubUN⑪（名）hWirumamuN（午
　後にとる軽食）の敬語・丁寧語。

振wiru㎜i響juN⑨（他＝raN，岨）広める。拡

　張・宣伝。流面する。

hwirusaN＠（形）広い。（空間・交際・知識・

　心などが）広い。sibasaN（狭い）の対。

hwiruu⑨（名）［披露］訴訟。裁判に訴える

　こと。～sjUN・訴訟する。

hwir孤ubiruu①（副）広広と。～S齢ON．

　広広としている。

hW量mzi⑪（名）広い一所。広場。広間など。

hwiru＝zuN⑪（他＃gaN，＝zi）商の一Rさな
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　どを，尋で議る。nunu～．布の長さを尋で

　計る。caQsaga？ara　hwiruzi，NNdee．

　何尋あるか討って見ろ。

hwlruzuu①（名）蟹中。終日。

hw韮sag司避N①（（de　＝raN，＝ti）ひっさげる。

　手にさげる。hwisagirariiru？ata銭．手

　にさげられるぐらいか。

hwisi⑪（名）［干瀬］満潮の時は隠れ，干潮

　になると現われる岩や洲。大隅風土記の

　ド海中感謝藩隼入俗語云必至」のギ必至（ひ

　し）と比較される。　～ni　，uru　tuija　mi一一

　eisju　？uramijui，　’wamija　？akagieinu

　もuidu？uram呈麟rq．［三瀬に居る鳥や満

　潮恨みゆい　我身や暁の　鳥ど恨みゆる］

　沖の石にいる鳥は満潮を恨むが，わたしは

　焼入との別れを知らせるあかつきの鳥が恨

　めしい。

hwisi①（名）栓1。～sjUN・栓をする。

kwi，gibataa⑰（名）うすっぺらな布地。

翫wisica①（名）平敷屋。（（　ts　））参照。

kwisici①（名）平敷。㈱》参照。

kwi§三hWisi①（副）eずきずき。脈打つよう

　に痛むさま。haanu～’janUN．歯がずき

　ずき痛む。◎ひしひし。びしびし。（非難

　などが）脇にこたえるさま。～？atajUN・

　ひしひしと胸にこたえる。～nucihwici

　sjUN．びしびしと非を指摘する。

歎w圭si圭⑨（名）薄いもの。

hwisi　・juN⑰（慮＝raN，”ti）（厚み・濃さが）

　薄くなる。

hwigikaagaa⑨（名）薄物を通して見える物

　のかげ。～miijUN．薄物を通して物のか

　げが見える。

hwisiN＝cuNco（他＝kaN，＝ei）手荒くさし

　こむ。押しこむ。

勤w屈saN⑨（形）hwiQsaNと同じ。

hwisja①（名）足。足首より下をも足全体

　をもいう。「ひざ」に対幽応ずる語か。～ta－

　kudi，icoON．足をたたんで坐っている。

　すなわち，無為徒食している。また，楽を

　して何もしないでいる。1〈uma．ia　raku－

　rakutu　N　takndi　’ututi，　murabaru－d

　nuhjaaga　hakar圭gutu　tajuti…［：こまや

　楽々と　ひしゃたくで居とて　村原の比屋

　が　謀たよて…（大川敵討）コこちらは楽々

　とすわっていて，村原の比屋の謀りごと

　を利用して…。hwisjanu，Nkajuru　ma－

　ma・足の向くまま。どこに行くという目

　的もなく。これには？asinu’Nkajuru

　mama．ともし・う。hwisja　hagoosaN．

　足元が気味が悪い。藪などで蛇を恐れる時

　などにいう。

kwisjaもuni①（名）足の骨。

hwisjadakaa⑪（名）青伸び。つま先立ち。

　～sjUN．背伸びする。

kwisjadarusaNCO（形）足がだるい。

hwisjakata②（名）足跡。踏んだ足のかた。

hwisjaku1⊃i①（名）足首。

hwisja㎜aNei①（名）端坐。正坐。～sjUN．

　端坐する。

hwisjamoO⑥（名）足無し。足の無い者。

hw藍sjamookaa⑪（名）足の無い者。足無

　し。前項と次項の卑称。

hWisjamookuu⑪（名）足の無い者。足無

　し。hwisjam◎0の導称。

hwisjanaa⑨（名）足の甲。

h｝v圭sjanuwata⑥（名）足の爽。また，土ふ

　まず。wataは腹。

kw量sjasirisiri⑥（名）足ずり。子供が身を

　もがいて足をするのをいう。

hwisjazikara①（名）脚力。足の力。～nu

　neeN．（病後などに）足のカがない。

hwisu⑪（名）噺〕砒素。

hwita⑪（名）下手。～’jaN．下手だ。～na

　kutu　sjUN．まずい事をする。

hwitani⑨（副）ひたすら。～ni　ziNMoo－

　k琢ukub量keei．ひたすら金も5けばかり。

hwitu①（名）〔文〕人。口語はQeu。～nu

　kU玉くuru。人の心。

hW董繊gi①（名）〔文）一つ。口語は磁¢i。
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もukeja　hwi4amitiN　tiru　gic呈3a～・［渡

　海や工めても　照る月や一一つ］海はへだて

　ても照る月1＆一一一っ。

｝iwkuinagee①（名）［文〕人違V。　il語は

　Qeumagee，　QcubaQpee．　kwitumage．ia

　？arani　m癖sir砺i　satume．［人まがひや

　あらに　見ず知らず里前（手水之tw）］人違

　いではありませんか，見ず知らずのお方。

hwitumasai⑨（名）〔文〕人にまさってい

　ること。satuja　hana7．akai～，jar呈ba・

　［塁や花盛り　入まさりやれば（手水之縁）］

　恋しいあのかたは若い花盛りで，人よりも

　すぐれているから。

hwitunus皿伽①（名）〔文〕入さらい。（≧cu－

　nusuduの文語。
kwiza①（名）比謝。＜＜　tw　｝）参照。

飯wiza①（名）bk嘉。㈱》参照。

駈wizagaa⑥（名）銘山川。川の名。中頭郡

　にあり西海岸に注ぐ。

藍1畷zahoO⑨（名）東の方。農村で多くいう

　語。首里では普通？agarika£aとい弓。

kw隻za呈⑨（名）左。

数w耽滋d最鶏ag翫a⑩（名）泥棒の別名。左手

　が長い者の意。

hw呈zaigaQti＠（名）左きき。　hwizajaaと

　もいう。

hwizaiguN⑨（名）二部の飯と汁を反対に

　機くこと。飯左，渉右が正しく，反対にす

　ると作法に反する。左組みの意。

kwizaimacaa⑪（名）左巻き。つむじが左

　巻きの者。また，一癖ある春。

hWi．zaimigui⑪（名）左前。経滋力妨まく

　行かないこと。また，経営が下手なこと。

　～Qsi　muutumadi　neeN　nataN．経営

　が左回になって元季まで無くなった。

kwizainuudii⑰（名）音痴。声が調子はず

　れな者。hwizai（左）は不器矯の意。

kwizai？ucaasien（名）着物を左前に当るこ

　と。古くは左回の風があったのか，農村の

　老女などに見掛けられる。教養の無いかっ

　こ5とされている。sjui　nahwani　nubu－

　ti，　sudi　hujuru　siNsi，　’unazaraja　na－

　maN　hwizai？ueasi．　L・なかから首里・那

　覇に上って袖を振って歩く田紳，奥方は今

　でも左講に右下を着る。廃藩後の田禽紳士

　を皮肉った歌。

塾w認a韮z銭⑨（名）左文字。印鑑などのよ5・

　に，裏側から見た字。

hwizajaa＠（名）左きき。左ぎっちょひ

　hwizaigaQtiともいう。

hwizama＝juN⑨（自＝raN，＝ti）へだた：

　る。圏にはいってへだたる。また，距離が

　離れる。mura　tiigi　hw呈zamatoeN．村

　一つはさんで離れている。

hwizami⑨（名）eへだて。問をへだてる

　もの。～xxu　neeraN．間をへだてる物が

　ない。～？UQtuti　zaa　tiigi　nasjUN．へ

　だてを取り払って一つの座敷にする。

　◎（接尾）…をへだてるもの。…をへだてた

　隣。kubihwiza痴（壁をへだてること。壁

　一つへだてた隣）など。

hwizami＝juN⑪（他＝raN，”ti）へだてるひ

　閤に入れてへだてる。また，距離をへだて

　る。離れる。？amatu　1〈umatOO？umi

　hwizamitOON．あそことこことは海をへ

　だてている。saNri　hwizamitOON．　3璽．

　をへだてている。kaama　hwizam圭tQON。

　遼く離れている。

hwizarugisaN⑪（形）不器屠らしい。ぎご

　ちない。また，（姿が）ぶかっこ弓である。

　おろかしく見える。

kwizaruu⑨（名）e不器用。ぶかっこ：う。

　また，そのよ5な者。◎間が悪いこと。ば：

　つが悪いこと。～najUN・ばつが悪くな

　る。

hwiza2uNna⑪（名）東恩納。（（地》参照。

hwizi⑪（名）返事。～hwiNtoO．返事返

　答。hwiziを強めたことば。

hwiziCO（名）eひげ。複合語としては，

　？waahwizi（鼻ひげ），　sieahwizi（あごひ
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　げ），hwizimoo（ひげなし），，jamahwi－

　zaa（ひげだらけの入）など。◎植物のひ

　げ根。～sasjUN．ひげ根が出る。ひげ根

　が伸びて行く。

hwizi①（名）比地。《地》参照。

hwizic恥（名）樽（ひ）◎機織りの器具の

　名。緯糸を巻いた管を入れるもの。舟型を

　しており，これを上下に開いた経糸の閲に

　差し入れて，布を織る。高機のは小さく，

　地機のは大きい。

hw韮zigee①（名）hw圭z敷eeと同じ。

hwizigeemagii①（名）腕の太い者。腕っ

　ぶしの強い者。

hwizikee①＊（名）肘。また，肘を中心とし

　た腕。腕っぷし。hwizigleeともいろ。

hwizimoo⑪（名）ひげ無し。ひげの無い

　人。？utugeenaNduruu（おとがいすべす

　べ），haamee多ira（ばあさんづら）など

　ともいう。

hwizui⑥（名）冷え。冷えこむこと。また，

　冷気。～？ijUN．冷気に：おかされる。冷

　えこんで病気になる。

hwizuieii⑨（名）冷えこむと起きる病気。

　神経痛・i）ユウマチスの類。

hwizuikaa⑪（副）食＝物などが冷えている

　さま。～sjoON．冷えている。

hwizui？ooi⑪（副）体・手足などが冷えこ

　むさま。～sjUN．

hwizu＝juN⑨（自＝raN，”ti）冷える。冷

　たくなる。さめる。？ubUNnu～．御飯が

　冷える。dii，　hwizuraN　maadu　kamee．

　さあ，さめない5ちに食：べろ。hwizura一

　sjUN．冷やす。

hwi＝zuN⑥（偲唱麟，＝zi）そく㌔へぐ。薄

　く削り取る。

hwiZUQteeNCD（副）ひやりと。冷え冷えと。

　冷たいさま。

茎識wiz秘ru2as⑩（名）病気などで気分の悪い

　時に出る汗。病気の時の寝汗など，冷たい

　感じのする汗。恥じたり気を使ったりする

　時のひや汗の意では用いない。

hwizurukaNzaa⑨（副）冷え冷えとしたさ

　ま。寒寒としたさま。火の気・：女気などの

　ないさま。～maatoON．寒寒としている。

hwizurukaNzi⑥＊（名）冷え冷えとした感

　じ。寒寒とすること。～sjUN．

hwizurukaN＝zu「N⑪＊（自＝daN，”ti）冷え

　冷えとする。寒寒とする。

hwizurukazi⑨（名）冷たい風。ひやりとす

　る風。

hwizurumi多i⑨（名）冷たい水。冷水。

hwizurumuN⑪（名）e冷たい物。（食：物な

　どの）冷えたもの。◎よく切れる刃物。鋭

　い刃物。

hwizurusaN⑪（形）冷たい。また，涼しい。

　精神的な冷淡さにはいわない。hwizuru－

　ku　najUN．冷たくなる。涼しくなる。

　？UNzugaもiija～・あなたの乎は冷たい。

　ci㎜u　hwizuruku　najUN．危くて心がひ

　やっとする。肝を冷やす。

hwiZUX’U2ubuN⑦（名）ひや御飯。

hwizuu①（名）臼中。昼間中。また，一・日

　中。～nUUN　saNtaN。　一一日中イ可もしな

　かった。
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2i一（接頭）〔文〕美称の接頭辞。名詞に付き，

　意駿に潮時な緬値を添える。？ikata■ee

　（男女の語らい），？敷u†uba（故老の■と

　ば，言い伝え），？ihwanasi（説護）など。

2ibadukuruau（名）？ibaidul〈uruと岡じ。

2iba2ibaatu①（副）弾じんまりと。部屋な

　どが狭ぐてしっくbした感じを与えるさ

　ま。

？ibai⑨（名）狭い所。窮囲な飯。たくさん

　の入で，また家が建てこんで窮屈なとこ

　ろ。

？ibaidukuru⑰（名）？iba呈と瞬じ。

？ibainumii⑪（名）狭苦しいところ。窮屈

　な中。

2圭bajaa⑥（名）〔新〕いばっている考0

2ibajaasilcee⑨（副）窮屈なさま。狭苦し

　いさま。人・建物・道具などがひしめいて

　いるさま。

？iba＝jUN⑪　（自＝raN，＝ti）〔親〕　いばる。

2鋤窺saN⑨（形）狭い。窮屈である。狭苦し

　い。いる人。ある物に離して，その揚断が

　狭いのにいう。sibasaNの項参照。？usa－

　kii　Qeunu　？agimaiduN　see，　caaru　＃a－

　sici’謳嫉R？ibasadu？aru．そんなに入

　が集まるならばどんな部筐だって狭いさ。

　？ibasanu　naalcaNl｛ai　’waikudi　？ieilN．

　窮屈な中に留り込んで行く。

？ibi①（名）えび（蝦）。

？ibiCO（名）〔海部3神のいる揚所。また，

　神。sakamutunu～ja　daNzu　tujuma－

　riru，　’jujuzuraga　cumutu　kubanu

　：mimut．u．［坂本のいべや　だんじょとよ

　まれる　よよぎょらが一本　こぼの三本〕

　坂本の拝藤はなるほどほめはやされる。く

　ろつぐが一本，びろうが三本あって由緒あ

　りげである。

？ibiraa①（名）けちんぼ。物惜しみする者。

？iblri＝juN①（他＝raN，＝ti）けちけちす

　る。物惜しみする。？ibi｝’itOON．けちであ

　る。

2iblri？Nza＝＄juNCD＊　（4te　＝saN，　＝ei）　［pt　？］

　（嫁などを）いじめて追い出す。

？ibuika｝，ui⑨（副）？ib縫isi圭z薮　と嗣じ。

盛huis量iz銭②（副）盛んに値切るさま。？ibu－

　il〈ab娘iともいう◎～，jagimirasjUN．　し

　きりに値切って安くさせる。

2ibujaa①（名）いつも値切る者。

呈ib猟縛班駕①（他　 ＝raN，　＝七i）イ直切る。

？ibusue韮⑨（名）指宿。鹿児島の地名。

？ica⑱（名）板：。？itaともい5。

？iea（D（名）L・カ〉（烏賊）。？ikaともL・5。

？lea①（副）〔文〕いかに。どう。日語は

　caa。～？幣oozi　m圭￥ee竃a。どのように

　思し召されますか。～ga　najura・ど5な

　るだろ5か。

？量。鎗＝ju雌）＊（自＝yaN，＝ti）？ieajUNと

　固じ。

？icaasikaNtii⑨（名）収支つぐなわないこ

　と。やりくりしかねること。収支を合致し

　かねる意。？unu？atainu　ziqcuu号ee　k魏一

　rasee～謳？aτanLそのぐらいの月給で

　は暮らしはやりくりがむずかしくないか。

？ieaasikwaasii⑨（副）やりくり算段するさ

　ま。，jaraSiikWaaSii，，jaraCail〈WaaCai

　などともいう。？anu’jaεしja～Qsidu，　ta－

　Qcl？NZO◎ee　sani．あの家はやりくり算

　段で，やっと立って行っているのではなか

　ろ5か。

？黄。囎箪sju濁①（他＝saN，＝ci）e（人と人と

　を）会わせる。◎（ひもなどを）ちょうどよ

　い長さに合わせる。㊤（支酪と牧入とを）

　合わせる。収入に見合った：支出をするよう

244



？ieeekaNtii

　にする。

？量cabu⑰（名）きぬた。布を打ち柔らげる

　ための，厚い板で作った台。

2ieadataN⑨（名）畳の大きさに作った．板張

　　りの敷物。部屋と部屋の闘を通路として使

　　う揚合などに，畳のかわりに敷く。本：土の

　板：畳とは異なる。

？量cagarasju⑥（名）いかの塩辛。

？ica2icaatu⑨（副）手ひどく。こっぴどく。

　きびしく。～？iiclQci　turasjuN．こつぴ

　どく雷ってやる。

？ieaihaNca韮G）（名）言ったり答えたりする

　こと。ことばのかけひき。応酬。受け答

　え。

？iea・・juNG）　（霞＝aN，・諜t圭）　？icaajUN　とも

　いう。0行き会5。出会う。遇う。？ica－

　taru　husjoo・出会ったのが運のつき。？a－

　tataru　husjoO　ともU・5。　◎会う。　面会

　する。？iceega　cεしN．会いに来た。？axi

　？三eataN．彼に会った。？iceewa　coodee，

　nUtl　hwidatinu？aga．いったん会え．ば

　兄弟と同じこと，侮のへだてがあるか。

　⑤合う。達す。（ひSなどが）届く。．また，

　（収支が）合う。⑲＊交接する。

2ieanukuvi⑪（名）いかの墨。単にkuri

　ともいう。

2蓋ea＝n穏N①（自＝孤aN，　xxdi）いきむ。息を

　距め，腹に力を入れる。

？ieaNda⑪（名）ただ。無料。代金を払わな

　いですむこと。

？量caNdahuukuu⑨（名）ただ働き。

．？ieaNdamUN⑨（名）ただの物。無代の物。

　？icaNdamunOO　niidakasaN．ただの物は

　高くつく。もらった物はかえって返礼に金：

　がかかる意。　　　　　　　　　’

？icaNdaiikee＠（名）むだ使い。浪費。

？ieaNpai①（名）いきむこと。息を走め，腹

　に力を入れること。～sjUN．

2量caraz三。⑯（名）板良敷。《地））参照。

2icaru①（連体）〔文〕いかなる。目語はcaa一

　ru。～ku七u？atu毛i　tu顯e嫉eicaga．〔い

　きやる事あとて　とめてちぢやが」どんな

　事があって尋ねて来たか。

？icasaN⑨（形）G惜しい。失うのが惜しい。

　愛惜の情を感じるQ？UNgutu　SUgL11’iN－

　gwa　sinaci～’jaa．それほどすぐれた

　子を死なせて惜しいねえ。’juueiraa　heeN

　MUN　kooti　ziNnudu？icasaru．胴のな

　いものを買って金が惜しい。？icasa　sjUN．

　惜しむ。？icasa．　sa（≧tootldu？ieicootiN

　siNnu？aru．惜しまれてこそ生きていて

　もかいがある。◎痛幸しい。また，苦しい。

　？圭easi呈1｛U七U．痛直しいこと。かわいそ5

　なこと。Qeunu？ieasaa　siraN．人の苦

　痛はわからない。

？leasigana＠（副）紋〕どうにかして。ll語

　ではcaagana　Qsi．という。？umu2kuga－

　ritiN　ziju　najumi　’．iasiga，　t－v　？asaju

　，ugamibusjanu．［思ひ焦れても趨由なゆ

　めやすがいきやしがな朝夕　拝みぼしや

　のコ思いこがれても農由にはならないの．

　だけれど，ど5にかして朝夕お会いした

　い。

2i¢az韮ri④（名）板き．れ。

2icec⑨（名）会うこと。会見。会1談。？ari－

　tu　kur三tunu～ja　caa　nataga．彼とこ

　．の者との会晃はどうなったか◎

2iceeeizee⑨（名）行き違い。

？ieeeeoodeedi（名）父を異にする兄弟姉

　妹。異父兄弟。？iCee〈？ieajUN。

2iceegurii⑪（名）会いにくい入。なかなか

　会えない人。

黙ceokaNdi⑪（名）（ひ．もなどの）長さが

　足りないこと。短くて届かないこと。？聾

　cee一く？ieajuN．　haNdii〈haNdijuN．　t－v

　，jasa．（ひもなどの）長さが足りなくて結

　べない。

2iceehaN＝sjuN①（嵐＝saN，＝ci）会いそこ

　なう。会いそびれる。

？ieeekaNtiian（名）e会いかねること。会
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2ieeekazi

　えないこと。◎長さが足りないこと。届か

　ないこと。逮しないこと。kunu？uubee

　tamaainee　？amajusiga，　mimaainee

　～，jaN．この帯は二回りでは余るが，並

　回りには足りない。cuxabana，ja嘆霧a

　～Qsi　mujuusaN．きれいな花だが，手

　が窟かないので，もげない◎

？ieeekaz量①（名）魔風。死霊または悪霊の

　こもった風。その風に会うと普通の病気と

　違った病気になるといわ才した。

？iel⑰（名）e1。一一。普通はtiigiという。

　◎（接頭）　イ。数の一を示す。？ic呈mee

　（一枚），？iQsju（一升）など。ロ．大変な

　・重大ななどの意を表わす。？icigudUN

　（大馬鹿），？icihazi（大珊），？icideezi（一一・

　大事）など。

？量ci⑪（名）庭池。観賞用に入工を施した濾。

　矢然のものはkumu1という。

？ici⑨（名）撰計島。沖縄本：鶴の東側にある

　農。また，俵誹。（（地））参照。

？ici⑪（名）極地。《地》参照。

2ic蓋④（名）行き。往路。　mudu圭（漏り）の

　対t。

2ig曇⑭　e（感）いつQ五つ。声を出して数え

　る時にだけいう。◎（接頭）？igikeeN（五

　回），？igitai（五人），？igihwani（五羽）

　など。

2igiCO（名）いつ（侮時）。～madix．いつま

　でも。永遠に。～eaga．いつ来たか。

2icibana⑥（名）生け花。

？icibak’⑪（名）一番。

：～三。鐘）aNd｛夢占⑪（名）一番鶏。

2icibaru＠（名）池慷。（（　rk　））参照。

2ieibUN①（名）e衝饅。人ひとりの癒冒。

　一分。　　～nモユ　tataN魯　　衝蔭護力ζ立た　なV、o

　◎ひとりの意。dUU～・霞分ひとり。

？igigi⑨（名）玉つ。5。また，5歳。時銅

　の二合は午前午後の8時。

2ici；euN⑨（自＝kaN，　・・ci）生きる。？icico◎一

　xu？weeda．生きている閥。生涯。？ici一

　cootaru？weeda．生きていた間。？ic圭coo－

　ru　kaziri．生きている限り。一生涯。

　？icieooru　S圭N．生き甲斐。？icikasjuN．

　生かす（？ic玉k羅℃1翼ともいう）。？ieicibu－

　sjaN．生き・たし、。？icikaraN　？icici．苦しL、

　生きかた。貧苦・病苦などで，生きるに生

　きられぬよ5な生き方。

2icidaN・　nakutu①（名）〔文〕一大事。また，

　一段とよいこと。

？ieida“’tu①（笛9）〔文〕一一段と。～　，3uta－

　sjaN．一・段とよい。

？ieidee　Q）（名）～代。入のnd生。～ni？ici一■

　du．一生に一度。

2撤deez鵡（名）一大事。大事件。

2icideNnakutuG）〔文〕一大事。大事件。

？icidu⑨（名）～度。　cukeeN（一一一ps）とも

　いう。

？ieidui⑨（名）生けどり。

？圭eigatanasaN①（形）行きにくい。敷居が

　高い。

？leigee＝jUN⑪（自＝raN，＝ti）生き返る。

　蘇生する。？iclgeerasjuN．生き返らす。

　蘇生させる。

2icigoo⑪（名）一三。一升（？iQsju）の10

　分の1。また一一里（？iciri）の10分の1。

2鰍go6naka鵬磁⑨（名）一合枡。単にna－

　kεしmuiともいう。

？ieigu⑨①（名）〔文〕一生涯。生涯。一一期

　（いちご）。～mamaturnuti？ikatareN
　s3a學圭ga，　sa七uja　cimu　kawati，jusun玉

　nariti．〔いちごままともて　い語らひも

　しゃすが　さとや肝かはて他所に馴れて］

　生涯i～緒になると思ってちぎりも交わした

　が，霜は心変わりしてよその人と親しく

　なってしまった。

？leigudUN⑨（名）大変な愚鈍者。大馬鹿者。

？igiguru①（名）いつごろ。

2ic孟gwaφ⑨（名）1月。並月。

2圭C泌飢i④（名）はて。行き着くもっとも遠

　い所。naguja’jaNbarunu～ga’jaju一
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？豊。甕獄ic量

　xa，　namadi　nagubuninu　？at’ihu　neraN．

　［名護や山原の行き果てがやゆら　なまで

　名護舟の　あてのないら朗名護は由原の

　はてであろうか。いまだに名護からの舟の

　便がない。

2ieihazien（名）大恥。～kaCuN．大恥を

　かく。

？ici？icien（名）いちいち。ひとつびとつ。

2igiiiN⑨（名）布の織る籏（おさ）の種類の

　名。十五よみ。経糸1200本を通すもの。ま

　た，それで織った布。huduciの項参照。

？ici＝juNem（他＝1・aN，＝もi）（花を）いける。

fi～韮｛｝童k謎（D　　（名）　、、つカ、　o　～　】fnaaganauti　？i－

　cataN一’jaa．いっかどこかで会ったねえ。

　sjuduNmijarabinu　’jueinurunu　hag’u－

　ei，　N　’junu　kurit・i　mikuci　suwana．

　£諸鈍めやらべの　霊のろの歯ぐき　いつ

　か夜の暮れて　み口吸はな］i諸鈍の娘たち

　の美しい雪色の爾に，いっか瞬が暮れて口

　づけしたい。

？icikawaiga㍉wai⑨（副）変転するさま。

　kunuju　niNziNnu　sakai？utuxuija，　na－

　gitu　hu3ugukuru～．〔この撲人間の盛

　衰や夏と冬こころ　いき替り替り（花売

　之縁）］この世の人間の盛衰は夏と冬のよ

　うに変転きわまりない。

2iciki＝ji｝N⑪（態）（他：raN，＝ti）生かす。

　？icikasjUN（？iciCuNの使役形）ともい

　う。

？igikumui⑨（名）〔古］銭500文。1銭に

　当たる。ziN（銭）の項参照。

？薫gikumuigu”Nzuu⑪（名）銭550文。1銭

　1厘に相当する。ziN（銭）の項参照。

？皇。童kuuweeku撫①（名）大変なこと。一大

　事。

2蓋cima＠（名）池間島。宮古群島の島の名。

2icimabui③（名）生きている人の霊魂。い

　きすだま。生霊。

2ic｛maN⑪（名）1万。

2ic嚢maNgwa「N⑨（名）〔古〕銭の1：万貫。

　200円に当たる。ziNの項参照。

？ici㎜ee⑪（名）一一枚。

2ielmeehwiQpai⑨（名）一張羅を着こなす

　こと。一枚しかない着物をノjxざつばりと着

　ること。一hwiQpaiは着物にのりを付け，

　折匿正しく着る意。

？icimeemaaminukaa⑨（名）着たきりす

　ずめ。豆の皮のように着物が一枚しかない

　こと。

？ieimi⑨（名）現世に生きていること。ま

　た，三世。この世。gusjoo（後世）の対。

　～nu竃u拠？aree．この世のよ5であれ
　ば。

2icim量監膿職m圭⑪（名）生きている限り。

　一生。一生涯。～n聰kweekUC量．一生食べ

　られる食いぶち。

？ici㎜uδui⑰（名）行き帰り。往復。　haru－

　nu～hayunu，jUQcaini…こはるの行き

　渓り　はるの行きやひに…（銘苅子）コ畑を

　行き帰りする時に…。

？icimuN⑪（名）生きもの。動物。

2icimuNco（名）一門。一族。

？ic量㎜uNmi⑨（名）一もんめ（匁）。

2ieimuN2usiimii⑪（名）一門全体で行な

　う清明祭。

2ieimUNeurii①（名）一一一一　maのものがi樂まる

　こと。親族会議。

？ieimusien（名）eけだもの。禽獣。畜生。

　～jakaN　cizL禽獣よりも悪い。◎畜生。

　虫けら。人をののしってい5語。
？ieinai⑪　　（名）　　〔文〕　　成　 り　行　き。　　 ？uhuka－

　wanu　nasigwa　？aNmeetu　hutai　？ica－

　ru～ni　llajai，ujuga．こ大川のなし子

　あむまへと二人　いちやる行成に　なやい

　居ゆが（大川敵討）］大川の患子と乳母の

　ふたりはどんな成り行きになっているか。

2iginaNka（①　（名）　1五一ヒ臼◎　死後35殿　国に

　営む法事。

2icinici⑨（名）一臼。　hw圭Qciiともいう。

　月の初めの口（ついたち）はg宝ita瞬とい
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？i．ciniN

　う。

2icintw⑪（名）一人。ひとり。普通はcul

　とい5。

2ieiniN①（名）一管。　cutuともいう。

？iciniN皿ee④（名）（食物などの）一人葡。

　ひとり分。

？三cinukezime（感）〔文〕一町。撲語はcu－

　keeN。？is短我91u（遊戯の名）の時の文句

　にある。

？ic葦職uku＝」縫「N⑰　　（自　　＝raN，　　＝ti）　　 生　き　 残

　る。

2ieiN⑪（名）〔文」意見すること。他入の非

　をいさめること。～，jusigUtuja　minu

　？wiinu　takara．意見や二二は舅の上の

　宝。

2ic童Nklユduci⑨　　 （名）　　こ二意見　L＝韮説二］　　kuduci

　〔口説］の名。

2ieiQCi！◎（名）生きている入。　shniQCu（死

　んだ人）の餐。

2ic量1■三⑨（名）一里。

21ck’ii＠（名）一礼。～s麟N．

？ich’igika⑰（名）一里塚。

2ieisakasiNza⑨（名）〔文〕生意気なやつ。

　～nu？juxu　kutunu慧ikusa．［いきさか

　しんざの　言ふることの憎さ（忠臣身替）］

　なまいきなやつの言うことの催1さよ。

？ieisijiii’tl①（連捧）紋〕行きずりの。行

　く道で袖をすって管くような。hayuja
　nuN　’jamaN　’juinu　hanagakai，　tv　su－

　dinu　niwinu　S諏澱sa．〔春や塁斗出も

　藪合の花ざかり　行きすゆる袖の　匂のし

　ほらしや（手水之縁）〕春は野も山もゆり

　の花ざかり，行きずりの袖に付くにおいの

　ゆカ｝しし・ことよ。

2icisini①（名）生き死に。生死。

2icisk’i（S）（名）〔文〕行きずり。　satuja～一

　nu　hanatu　？un’；inasjuva，　’wamlja　？i－

　gima（iiN　　tanudi　，u寧iga●　こ里や行きずり

　の　花と患なしゆら　我身やいつまでも

　頼でをすが］あなたはわたしを行きずりの

　花とみなしているのでしょう。わたしはい

　つまでも頼っているのに。

2icisizi①（名）行き過ぎ。

？蓋。績z三脚①（自＝臓N，＝ti）e行き過ぎ

　る。通り過ぎる。◎行き過ぎる。行き過ぎ

　た行為をする。

2igkai⑥（名）五人。　guniNを多く用いる。

2ieita＝jUN①（自＝raN，＝ti）行きとどく。

　ふつう，否定の形のみを用いる。？icita－

　raN　kutoo　cui　tareeciauree。行きとどか

　ぬこと1ま，　たカ｛㌔帰こ凄甫v、合㌔・o

：～igiwai⑨（名）〔文〕いつわり。

？iciwakari＠（名）生き溺れ。生Slj。

？icizama⑪（名）e生：i謎。生きている入の

　怨霊。恨みのある人にとりついてわざわい

　をなす。◎のろい。のろうこと。～sjUN．

　のろう。昔はのろう者は罰せられた。

2量cizimi⑨（名）〔文〕拷問。生き貴めの意。

　eukatanani　sieija　cimi　？asasa　？amu一一

　nu　xuusjagurrrti　sieoti　一“ju　sjoorl．

　［一刀にしちや　門川さあもの　牢舎こめ

　しちよて生き責めよしようれ（忠臣身

　替）〕一刀で殺しては刑が軽いから，牢に

　入れておいて拷問にせよ。

？icizimu⑨（名）心。心情。人闊としての

　心。生きている入口本来の心。生き臆こは

　namaz圭mu　という。～mu（≧cooti？U－

　Nna　l〈utunu　najumi．入の心を持ちなが

　らそんな（むごい）ことができるか。

：licizirasaN（①（形）e息乏しい。呼吸が苦

　しい。◎狭苦しい。窮屈である。また，

　（目上の人の前で，また担：の中などが）寵

　屈である。

？icizk’i＝jvaN⑪（霞＝raN，＝ti）息切れがす

　る。患が続かなくて苦しい。

？icubi⑨（名）いちご（苺）。

？iCiii⑪（名）勢い。勢力。権勢。～mauQ－

　pa｝’a・権勢をふりまわすさま。

2icukag三⑨（名）糸数。《地》参照。

？ieuku⑨（名）いとこ（従兄弟姉妹）。
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2塁童？a痴uN

2icukuubamaaen（名）父億の従姉妹。い
　とこお1ま（従姉妹ノ」、母）。

2ieukuuzasaa⑨（名）父撮の従兄弟。いと

　こおじ（従兄弟小父）。

2icumaN⑨（名）糸満Q　K地》参照。

2ieUllasaN⑨（形）忙しい。いとまがない。

　せわしい。？icunasa　sjOON．忙しくして

　いる。

？ieuN①（自・不規則）e行く。？icabira．

　9上への辞去のあいさつ。失礼いたしま

　す。？ikaii．冒下への辞去のあいさつ。さ

　よなら。～tee？ikaNtee．行くと欝い，行

　かないと言い。行く行かないが決まらない

　さま。？Nzi　CUUN．行って来る。？Nzai

　ca£行ったり来たり。？Nzaru　saNgwa¢i．

　去る三月。？NZaN．行った。去った。◎

　行く。（事態が）進行する。…して行く。

　eaaga．　kuneedaN＄ee　’juu　？Nzoomi・

　どうだ。このごろはうまく行っているか。

　，5udi～。読んで行く。読み進む。

？icuta⑪（名）しばらくの間。ちょっとの時

　闘。huNitu～maQcooru　？weekanakai．

　ほんのちょっと待っている間に。hUNnu

　～’ja（おa．ほんのちょっとの時間だ。

2量cutaa⑨（副）ちょっと。しばらく。呼び

　出す時，呼び止める時などにもいう。～

　matee．ちょっと待てよ。　sjuikara　coo麟一

　ga　kama～．（流行歌の文句）首里から

　来たんだげど，カマさんちょっと。kama

　は多uri（：女郎）の名。

？ieutabukurag．jaen（名）一一時の喜び。　ま

　た，一時は喜んでする（が，長；続きしな

　い）こと。

？ieutanuha“iNsi⑨（名）一時しのぎ◎一時

　の闘に合わせ。応急措遣。

2icuzi⑨（名）糸洲。　K燭参照。

2igaahai①（名）口論。言い争い。

2igaai①（名）？igaahaiと岡じ。

2iguen（名）以後。これからあと。

？至gumasi⑨（名）意気込んでする企て・準

　備。

？iguma；sjUN⑪（他＝saN，　n・ci）意気込ん

　で企てる。意気込んで用意する。

：霞gu貰（①　（名）遺言。　普通には　？Nzani　と

　いう。

？ihaCiro”ohaci①（名）手八丁日八丁。弁

　論。手話ともすぐれているさま。

2ihii「？aha．R◎（副）笑いさざめくさま。談

　笑するさま。～Qsi？wiirukigisaN，jaa・

　笑いさざめいて楽しそうだねえ。

2ihjaew（名）0伊平屋島。沖縄本島北方に

　ある鵬の名。kusizilともい5。◎捗｝平

　歴・霜融名（？izina）の自分を含めていう。

劉huu皿a①（連体）変な。異様な。異風な。

　～sikata．変わったやりかた。～（～cu．

　異風な入。

21hwa⑥（名）伊波。（〈地））参照。

？ihwa⑪（名）伊覇。（（地）〉参照。

？ihwanasi①（名）昔物語。伝説。また，教

　譲的な話。説話Q

2ihwee⑰（名）〔文〕位牌。【コ語は？iihwee，

　？u？iihwee．

2ihwiO（名）少し。わずか。少墨。～’．la－

　sa・少しだよ。？ihwee’waka3UN・少し

　はわかる。～jaka，w3karaN．少ししか

　わからない。

？鼓①（感）（普通，鼻音化して発音する。

　こ？賞］無音化しないとぞんざ1いに聞こえ

　る）はい。そう。ああ。饅下に離して，承

　諾・同意を表わし，肯定する語。H下に呼

　ばれて返事する場舎はhiiとい5。h鶏

　？uu，？oo，？NNなどの項参照。

？li③（名）〔新？〕胃。豚などの胃には？U－

　hugeeとい5。
？最⑪（名）人畜の胆汁。

？藍？aa漏s3麟①（億t「saN，；ci）相談する。

　談合する。話し含って決める。kuneeda

　？ii？aacaru　gutu，jaa．こないだ相談し

　て決めたようにね。

？ii2．ati＝juN①（他＝raN，＝ti）醤い当てる。
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2iibi

？iibi⑥（名）指。～hueUN。捲笛を吹き鳴

　らす。入さし振を髄げてロの中に入れて鳴

　らす。いなかなどで事件があった時若者を

　呼び集めるためなどに鳴らす。

？孟韮bibaN＠（名）撮印。指先に朱肉や姫を

　塗って印鑑がわりに押すこと。

2iibibaNci⑨（名）eつまびき。琴・蕪味線

　の類を指先でひそかに弾くこと。◎指先で

　はじくこと。

？iibigani童⑰（名）指輪。？iibinagiiという

　のが普通。

？iibinagii⑥（名）垂旨輪。

2iibinueimp（名）e指さすこと。指さして

　振捌すること。～sjUN．指さす。◎（指

　さして）非難藤嚢すること。～sarijuN．

　非難のまとになる。後ろ振をさされる。

？iibinumata⑥（名）振のまた。揚と掲との

　間。

？iibiNgwaa⑰（名）小指。

？置biu犠i（①（名）娼折り数えること。～

　S500もi　macuN●　　｝旨折り　数え　て手讐つ。　　～

　Qsi　ka多uujUN．才旨折り数える。

？ilbigaci⑰（名）掲先。

：～銭bUN①（名）給い分。’Wεしa？iibu葺00．わ

　たしの言い分は。？ariga～擁。彼が書～

　には。

？iibiisjahUNdee⑨（名）言いたい放題。？ii－

　busjakaQtii　とも㌧・5。

2ithus．iakaQtii⑨（名）欝、・たい放題。？al　一

　si　一v　siinee　1〈ntge　matumaj‘uru　mu－

　noo？araN．そ5雷いたい放題のことを

　言っては事はまとまるものではない。

？iibuuen（名）魚名。とびはぜ。～s鍛頂

　tamaN　gijUN．えびで鯛を釣る。

2iibuuzi、rati⑨（名）かまきり。

？録¢i⑨（名），慰。呼吸。～sjUN．息をする。

　呼吸する。～keejUN．息を吹き返す。気

　絶から蘇生する。～tUQeijUN．愚をつま

　らせる。　むせる。nuud疑宅uQc麺幕Nとも

　いう。～hueUN．激しく呼吸する。（走っ

　たあとなどに）あえぐ。～hweehwee・

　あえぎあえぎ。

？iiei？akuibi⑨（名）息とあくび。次のよう

　な句で用いる。～NnaraN．息もあくび

　もできない。少しの余裕もない。～Nsi一

　蝋raN．息もあくびもさせない。息つく

　蝦も与えない。

？iicigeei⑨（名）e息をつぐこと。患がえの

　意。～sj難Ndi？ucagataN．患をつぐた

　めに（水中から）浮きあがった。◎息ぬき。

　一息入れて休息すること。？ieUftasanu

　～NnaraN。忙：しくて息ぬきもできな

　い。

2i量C四二N⑨（名）（水にもぐる時などに）し

　ばらく息を止めておくこと。

2iiei＝juNCO（他＝raN，＝（lci）ののしる。き

　めつける。極害する。極端に悪く書う。

？iigiki①（名）言い付け。命令。

2iigikigata⑨（名）指揮。指図。

2iigiki＝juN①（他＝raN，＝ti）命令する。

　饗i馬・イ寸ける。

？iieikunaa＝sjuN①（4泡＝saN，＝ci）言いま

　くる。言い負かす。

？iic量niadii⑪（名）窒息。　madiiは失う意

　の身幅辞。

？iicimig⑪（名）空気孔。患をするための

　穴。虫を入れた箱にあける穴など。

？iie砥⑥（名）絹。？ituともいう。～bita－

　bita　kaiki　herohoxo．絹は柔らかくぴた

　ぴたと肌に気持ちよく触れ，甲斐絹はほろ

　ほろと衣ずれの音を立てて気持ちがよい。

？iicu？i’ieuu⑨（名）絹糸。

2iicnuew（名）糸。普通には太綿糸をさす。

？iieuziiN⑥（名）絹の着物e

？iidataasjaN①（形）占い方が仰々しい。言

　い方が大げさである。

？iidati①（名）大げさな言いかた。誇張した

　表現。？uxee一一　’jaa．それは大げさだよ。

空最gwaa5a①（名）言い過ぎ。ひどい蕎い方。

？iihaiG）（名）言い張ること。酬い張って日
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2iikwaa’ee

　論ずること。

2iiha＝juN①（他＝raN，＝ti）震い張る。あ

　くまで主張する。

2iihii⑨（名）0（鼻音化する。〔？Ilgrr〕）霞

　下または，きわめて親しい岡年の者に対す

　ることば使い。肯定：の時には？ii（こ？登〕）

　　　　　　　　　　　　　　　マゲ　と意い，ロ乎はξれた時にはh最（〔911〕）と答

　える話し方。親しい同語の間柄どうしでは

　tageeni？iihiiとなる。，juka黛eoo　hjaku『

　S500Nkaee　muru～sjutaN．士族は平
　民に心してあらゆる場合にイーヒーしたも

　のだ。◎（鼻音化しない）軽蔑した物轡い。

　高慢な話し方。　？ikani箆疑℃【，jatiN～

　Qsi・いくらなんでもそんな軽蔑した話し

　：方をして。

？iihjaa①（感）ののしって返事する語。け

　んか口論の時などに使う。～？asihjaa．

　そうだ，このやろう。？asihjaaもけんか

　口論の時の応対の語。～？asihjaa　sjUN．

　（けんか日面で）ののしる。

？iikoe＝ju’N⑨（他＝raN，＝ti）（入っている

　もの全部を）勢いよくあける。ぱっとあ

　ける。？iikeerasjUN　ともいう。

2ilhu⑨（名）大雨などで濁水が運んで来た

　土。多くは肥えている。流出土。

？iihuxnaki⑨（名）？iihu（大爾などで濁水

　が逮んで来た土）に皮藤が触れてかぶれる

　こと。かゆくなり皮腐にぶつぶつができる。

2iihwee⑨（名）位牌。普通は？U？iihwee

　とu・5。また，　guriiziN　ともいう。文語

　では？ihweeという。

？1ihweedacaa⑨（名）喪主。あとを継ぐ者

　がこれに当たる。葬式の時，位牌のあと

　に従って行く。位牌を抱く者の意。

2iihweezii⑥（名）威名。法名。位牌に書い

　てある掌の意。

2iihwiraci①（名）蕎い開き。白し開き。弁

　明。～sjUN．
2iihw；’rugi；juN①（他　m｝’aN，躍ti）需いふら

　す。吹聴する。

？ii2iri＝juN①（自＝raN，；ti）説得する。

　言って聞かせ，納得させる。

2iijaN＝zuN①（弛＝daN，”ti）θ言いそこな

　う。へたな言い方をする。◎人を中傷して

　悪く言う。けなす。

？iijoo①（名）言いよう。言い方。～nu？a－

　ree　cid300N　？aN．言いようがあれば麗

　きようもある。よく言えばよく聞かれ，言

　いようによって聞きようも違ってくる。

2街unumi茎⑨（名）幼児の遊戯の名。「むす

　んでひらいて」のたぐい。魚の呂を指さす

　つもりの文句があるのでいう。文句と動

　作は次のとおり。～～（左の手のひらに右

　の入さし指を二度当てる），miimiNmee
　miimiNmee（左右の：耳を引っ｛ぎる），　hwi一一

　iziNtoo　hwXziNtoo（左右のひじを交互

　に左右の季のひらに乗せる），　sii3aabuu

　sii担abuu（体を左右に揺り動かす）。

？iikaa⑨（名）衣桁。着物を掛けて：おくも

　の。

？鍍k3ki①（名）蕎いかけ。話のなかば。

？iikaki＝juN①（他・・raN，＝嫉）書いかける。

　言いはじめる。

？ilkeera＝sju’N⑫（他＝saN，＝ci）（容器内

　のものを）あける。（容器を傾けて中数を

　全部）こぼす。？iihoo5UNともいう。

？iikeeri＝」ガN⑨（E　＝raN，　＝ti）（容器が傾

　いて中味が全部）こぼれる。

2iikeesigeesi①（副）何度もくりかえして言

　うさま。くどくど。’inukutoO～Qsi．

　同じことを何度もくどく言って。

2iikee＝sjuN①（他＝sa・XT，＝ci）（爾言・約

　束・商談などを）取り消す。

？iiku⑥（名）植物名。もっこく。良材とな

　り，また，樹皮から茶褐色の染料をとる。
？韮蚤kul⊃a、aja（〔Σ）　（名）　　？圭iku　　（も　 っ　こ二　く　）　　の

　柱。良材として尊重される。

2iikuzi＝juN①（イ也　二raN，　漏t玉）中傷する。

　けなす。

2iikwaaee⑥（名）言い合㍉・。口げんか。論

251



？蓑量kw銭

　争。

2iikwii6）（名）縁談。？iiは承諾の意または

　話しかける意，kwiiは，くれる（与える）

　意で，心し込まれて，与えるとい5意か。

2iimaarawsjuN①（他msaN，　wci）言いまぎ

　らす。言いぬげる。ことば巧みにごまか
　す。

？iimaeigee①（名）言い麗違い。敵いそこ

　ない。

？ii㎜ag；＝jUN①（他mraNr＝ti）0歪曲して

　奮う。◎棺手をことばで押えつけて，～もの

　を言わせないようにする。

2圭孟m誌鱒ee⑨（名）論争。奮い負かし合い。’

？i董m欲a；sjuN①（他騙saN，＝ci）需い負か

　す。論破する。

2iiinakiajuN①（霞＝yaN，篇七i）言い負げ

　る。i論破される。

2ii㎜aA’gwa・・sjuN①（他＝saN，＝ci）雷いま

　ぎらす。

？韮i㎜udu＝sjuN①（弛唱aN，＝ci）破談にす

　る。（婚約などを）解消する。

？iina①（副）はや。も弓。そんなに早く。

　～？Nzi　cii．もう行って来たか。

21inagasinaga”si①（副）口でばかり言って

　実行にうつさないさま。～Qsi　maagaa　91ee

　neeN。口でばかり言っていて，まだして

　はない。

？iinanuhwee⑨（翻）はや。も5。そんな

　に早く。？銭naと岡じ。～？ukitooSa．も

　う急きてるよ。

？iinayaasiew（名）しつげ。ふだんの教育。

　～11U，waQsaN．しつけが悪い。

？iinaraa・sjuN①（他＝saN，・・ci）しつける。

　礼儀・作法などを教える。

？孟溢oo繍s，麟①（難；SaN，＝ci）∈）欝い薩す。

　前言を訂正する。◎ひとりが縁起の悪いこ

　とを言った時，他のひとりがいい意味に言

　い直す。

？iinuku＝sj双N①（他＝saN，；ci）計い残す。

2ii？Nza＝5jUN①（弛＝saN，；ei）誉、・出す。

　？ii「～NzasigurisjaN．　轡い廷iしにくいv－

2iiQkwa①（名）言い過ぎ。回外。～sjUN．

？iiraa⑨（名）くらげの一一一一・種。かつおのえぼ

　し。泳いでいる人を刺す。？iTaaともい

　う。刺された場合にはsiikwaasjaa（橘）

　の汁をつける。

黙量Sag萎罵凄u麗①（他mraAT，＝t圭）こきおろす。

？lisiQtaraki＝juN（D　（llii　＝raN，　＝ti）　？iisi一

　£arasj　uNとflt1じ。

2iisitara＝sjuN①（他＝saN，＝ci）けなす。

　悪く言う。？ii＄iQtarakijUNともv・う。

？ii＄iz｛①（名）〔文〕欝い過ぎ。

2蜘掃滅uN⑨（！gi　＝yaN，　＝ti）言い過ぎる。

？iitati＝juN①（他＝「aN・”ti）雷い立てる。

　言って騒く㌔また，大げさに言う。誇張す

　る。nUUN？araN　kutu～．何もないこ

　と　（根も葉もないこと）を雷い立てる。

　，w賜ika慧a　l〈utOO？iitatiti．わずかな事

　を大げさに雷って。

？iitu⑨（名）労働の時のかけ声のこと。ま

　た，労働歌。～NsjaN學ee　boozint｝ni－

　Nguru。かけ声もかけないのは僧侶の情
　婦。

？iRuciCP（名）言い置き。るすの時言い残

　しておくこと。

2ii？U＝cuN①（弛＝kaN，＝ci）難い置く。言

　い残しておく。

？iiwaki①（名）言いわけ。弁解。また，陳

　謝。あやまること。～sjUN．

2iiwaki＝juN①（他・・raN，＝ti）弁解する。

　轡い分けを言う。あやまる。また，わかる

　ように筋を立てて言う。　？iiwaki　sjUN

　ともい5。

？iiwata⑨（名）腸。

？iiwalagwaa⑥（名）直腸

？iiwatasi⑰（名）〔文］雷い渡し。命令。布

　告。

2iizee⑨（名）［飯匙］しゃもじゲzeeくkee

　（さじ）。首里の一と贔な語で，いなかでは

　misigeeという。
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2ikira

？iizima＠（名）撰江臨。沖縄本農本部綺西

　方にある脇。

？圭セu⑨（名）俳祖。（（地》参照。

？ija①（感）〔文｝いや。やあ。～giisaNna

　kUZUU．［いや推参な小僧］やあ，生意気

　な小楢。

2ija⑪（名）えな。胎盤。あとざん。

？i壽a①（名）矢。？i一は射の意か。

？ijabii㎜a①（名）矢がすり。矢羽根の模様

　を織り出したかすり。

？隻jad演⑨（副）きっと。薔わでもの意。

　，jakusuku’jakutu～cuusa．約束だか

　らきっと来るよ。

？ijai⑨（名）伝言。ことって。喬い遣りの

　意。

？ijaimuN⑨（名）ことづかりもの。頼まれ

　屯の。

？ijanuQkwa①（名）機織りの器具の名。

　織った布の部分を巻くものQいのあし。い

　のつめ。きぬまき。

？ijasjaa②（名）けちんぼ。いやしんぼう。

2ijawaree⑨（名）？iJa（あとざん）を家の

　褒に埋めて，隣近所の子供を集めてそこで

　大いに笑わせた昔の習俗。あとざんは家の

　嚢に埋めたが，その上を虫がはうと，その

　赤んぼうが虫をこわがるようになるとされ

　たので，それを防ぐまじないである。

2iju①（名）魚。さかな。生きものおよび食

　晶としての魚。sakanaは酒席の料理。～

　tuiga？iCUN・魚をとりに行く。

？恥maci①（名）魚市。魚市揚。首里では

　与那原あたりから来る魚が多いので，夕方

　に立つのが普通であった。

2ijunumii⑥（名）魚の鼠。手のひら，足の

　褻などにできる小さい丸い皮麟のかたま

　り。

？孟縛臓飛⑥（他＝raN，・＝（lei）射る。弓で射る。

　鉄砲でうつ。tlQpuusaani　t磁～．鉄砲

　で鳥をうつ。tiQpuu～．鉄砲をうつ。

　，jumi～．弓を射る。

2i＝juN①（自＝raN，”Qci）入る。はいる。

2i＝juN①（自＃raN，＝Qci）要る。必要であ

　る。入用である。？ijuraa　mUQci？ikee，

　？iraNdaraa　mUQcee？ikunakee．要るな

　ら持って行けよ。要らないなら持っては行

　くなよ。？iraN’5u嘆gutu・無鰐な忠告。

　zinoo？irani．金は要らないか。

2ijUtiNpura①（名）魚のてんぷら。

2ijutujaa⑨（名）漁夫。りょ5し。？umi一一

　Ncuu（海の人）と覆いう。

？iju？ujaa⑨（名）魚亮り。魚を売り歩く

　入。

？ijiigii①（名）釣り針。

2ijusisi①（名）（食：物としての）魚と肉。

？量ka②（名）いカ、（鳥寄）。？icaと～もV・う。

？ikai①（名）錨。

2ikana①（連体）〔文〕いかなる。どのよ5

　な。？icaruともL・う。口語はcaεしru。～

　tiNzikunu　？unitacinu　？uzoN　kuinu

　mici，3ariba？acidu　sjujuru．［いかな

　天竺の　鬼立の御門も　恋の道やれば　あ

　きどしゅゆる（手水之縁）］どんな天竺の

　鬼の立っている門も，恋の道ならば瞬きも

　しょ5。

2ikanasgN①（副）〔文〕いかにしても。ど

　5しても。どんなことがあっても。Pl語は

　caas圭N。～？ikaN。ど5しても行かない。

2ika＝sjuN⑨（他；saN，＝ci）生かす。1〈unu

　hjaa？ikacee？ul〈araN．この野郎生かし

　ておけない。

2ikataCO（名）e（金属を鋳造する時の）鋳

　型。◎転じて，型にはめて造るものの型。

　轄子の型，菓子の型など。

？ikataree①（名）〔文〕男女の契り。男女の

　語らい。？i一は接頭辞。

2ikiraen（名）わずか。少し。少々。～nu

　g嶽uree？araN．少々の費用ではない。～一

　du？aru，少しある。　kUNgutu～Qsi
　nuu　najuga．これっぽかりで何になるか。

？lkira⑥（副）どんなに。いかばかり。られ

253



？ikiragsvaa

　し㍉’時にL・う。eanugutuともいう。～

　？UQsjaga，．i　aa．どんなにうれしいだろう

　ね。

？ikiragwaa⑪‡（名）ほんの少し。ちょっぴ

　り。

2圭k董ramuN’⑨（名）少しのもの。少ししか

　ないもの。～du　nukujuru．皆が選士す

　るので，少ししかない珍しい食べ物がか

　えって最後まで残る。

？ikiraniNyu⑨（名）小入数。少数の入。

？iklrasa？uhu”sa⑥（名）多い少ない。量の

　多少。

？ikirasaN⑨（形）少ない。僅かである。ku餅

　sapee　？ikirasami．これだけでは少ないか。

2iku一（接頭）幾（いく）。偲数を尋ねる接頭

　辞。？ikul〈eeN（幾園），？ikugi　（N・くつ），

　？ikutai（実入）など。

2ikugi⑰（名）いくつ。何個。また，侮歳。

　～NmiigiN・いくつも。たくさん。（いく

　つも三つもの意）

2三k滋wiru⑪（名）幾尋。何尋。

2ikujuru⑥（名）幾夜。呼率。

21kukeeN⑨（名）幾園。何度。

2iku㎜aai⑨（名）幾回り。何團り。

？三ku㎜igui⑨（名）極めぐり。？ikumaai

　ともいう。

2ikttsa⑪（名）いくさ。戦争。’winagoo～一

　nu　saeibai。女はいくさのさきがけ。女

　はいざという時には強くなるの意。

2韮kusabu孤⑩（名）〔新？〕いくさ船。軍

　艦。

？ikusaei①（名）行く先。行く季。　hagika－

　junu　kurasa～N瞬raN。［甘巳夜のく

　らさ　行先も見らん（執心山野）］旧暦二十

　艮の夜は煩くて，行く手も見えない。

？ikusagwaagee⑨（名）戦争ごっこ。

？ikusajuu⑨（名）戦乱の徴。戦国時代。沖

　縄では特に三由（北由，中山，南由）時代。

2ikutai⑨（名）いくたり。幾入。鰭人。

？ikutainiN4uO（名）何入と捲折り数えら

　れる，すぐれた少数の人。？irabiniN多U

　ともいう。

？ikutuba①（名）ことば。言い伝え。昔の

　人の震い残したことばなどをいう。？i一は

　接頭辞。，NkasiNcunu～．昔の入のこと

　ば。ことわざ。声言。

？ikutukuru⑨（名）？ikutai（何入）の敬

　語。何人様。

？藍皿ahuu⑨（名）nakahuu［仲風］と岡じ。

2三mamee⑪（名）薪参。いままいり。？u－

　NZOO～nu？ucakudu’jaru．あなたは
　近ごろの薪しいお客だ。

？呈mani①（副）〔文〕どうもの意か。また，

　いまだにの意か。～husiNna？anu　ka－

　ni．［今に不審なあの鐘（執心鐘入）］いか

　にも不審なあの鐘。

？imas韮m圭⑨（名）いましめ。懲戒。sikiN欝

　～。世間のいましめ。

2hnee＠（名）おいでになること。いらっ

　しゃること。来ること9居ることσ行くこ

　との敬語。tvnu　najumi．いらっしゃるこ

　とができますか。？meNsjoOrarijumi．と

　いうのと嗣じ。

2imeenuka■azi⑥（感）〔文〕船を漕ぐ時の

　かけ声。芝居照語。

？imeeN⑨（自・不規剛）おいでになる。い

　らっしゃる。いる・行く・来るの敬語。同

　等や霞上に使う。さらに上の敬語は？me－

　NseeN，？hmeNseeN，冒下の年長への敬語

　はmeeN。？i㎜OOI’i。おいでなさい。？U一一

　eini，wakaazi　kakurijai？imeN．［内に

　若撲司　隠れやりいまいん（忠臣身替）］

　中に若按司が隠れておいでになる。

2imeNseeN⑨（霞・不規員のおいでになら

　れる。いらっしゃられる。いる。行く。来

　るの敬語。？瓶eN祭eeNよりさらに丁寧な

　形。

？i㎜i⑪（名）夢。？imeeeoeN，NNdaN．夢

　にさえ見ない。少しも思わない。？imee

　？araNga，jaa・夢；ではないカ｝。～，NNca一
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？皇Nca　nUN

　ru　guto◎N・（楽しくて）夢のよ5だった。

　～miigamarasjaN．悪い夢；まかり見る。

　夢；見が悪い（不幸の前兆とされる）。　～N

　miikeesigeesl．深く思って夢にまで何度

　も見て。～瓶iigiraga5UN．夢を見続け

　る。毎晩夢ばかり見る。

？1ml⑪（名）燈・体積がふえること。外米の

　ように，煮るとふえて，徳用になるとい5

　二合に多く用いる。～sjUN．ふえる。ふ

　えて得である。

？imi＠（名）喪に服すること。忌み。～ni

　kakajUN．喪に澱するような近い関係に

　ある。

？im蓑①（名）〔親意味。普通にはcimuee

　とい弓。

2i㎜i？aki⑨（名）忌み明け。喪の期閻が終

　わること。

2imigakai⑨（名）喪に服すべき続き柄。

？imi＝jaN⑨（他＝raN，”ti）催促する。

2imizigo「ozi⑨（副）矢の催健をするさま。

　～《lsi・盛んに催促して。

？imUN①（名）鋳物。

2imUNgiburuCD（名）はげ頭。

2imuNjaQkwaN①（名）鉄びん。鋳物薬鐵

　の意。

2菱刈uN織aa演⑫（名）鉄なべ。

2inahuku⑨（名）稲福。《地》参照。

2inaka①（名）いなか。多くは糞里・那覇

　に対して島尻・中頭をさす。側頭はふつう

　’jaNbaru（山原）といらが，駄面をいら

　こともある。

？inakaa①（名）いなか者。蒋に，島疏。中

　顧の者。？inakaNcuの卑称。村の人の意

　ではsimanu　QCUという。

？inakahuuzi①（名）いなか風。いなかの

　習俗。

？inakakutuba①（名）eいなかことば。

　方言。◎島尻や串頭の方言。融頭方言は

　’jaNbaerukutuba　という。

？inalcamaai①（名）　いなか回り。

？hiakaNcu①（名）いなかの人。特に，鵬

　尻・中頭の人。

2inakasuδaci④（名）いなカtS育ち。

2inamuduc圭CO（名）料理名。猪の肉の代わ

　りに豚肉を白みそで料理したもの。いのし

　しもどきの意。

21n量N①（名）⊂遺念〕e死者の遺念。死者が

　残した念。また，遣念のこもった死者の霊

　魂。いろいろな形となって規われるが，多く

　は夜？iniNbiiとなって現われる。◎あと

　へ残した気持ち。あとへ残した恨みの念。

？iRiNbiiec（名）［二念火］ひとだま。死者

　の遣念が火となって現われるとされるも

　の。撮麿8月の，jookabiiにはことに多

　く現われる。

？inuci①（名）〔文〕命。　ri語1まnuci。

：～加ukwi⑪（名）栄野比。《地》参照。

？inii＝jUN⑨（他＝raN，＝ti）〔萩〕摂る。元．

　来は，uganUN　という。

2iN⑨（名）e犬。～nu　haaniN　numi．犬1

　の歯にも蚤。まぐれ当たりの意。：犬の歯は

　不温いだが，それでも蚤をかみ当てること

　があるという意。～tu　majaatu．犬と猫’

　と。仲の悪いたとえ。犬猿とい5のと同

　じ。～nu　taeinaci．犬が夜，怪しい声で

　長泣きすること。魔物を見て泣くとされ

　る。◎十二支の戌（いぬ）。時刻は午後8

　時，方向は北減りの西。

？iN①（名）印。　haNともい5。

？iNcaa⑨（名）短いもの。？iNeamUNとも

　い5。青の低い者には？iNCOOとい5。

？iNcaanagaa⑨（名）短いのや長いの。長

　短不二・。

2iNeabeo⑨（名）短い棒。次の句で規いる。．

　～mUQci　naga？uui　sjUN．短㌔・棒を持つ

　て長追いする。充分な根拠や力がないの

　に，しつこく邊及するのを非難めいて書う

　時に使5。

2iNeamuNem（名）短いもの。？iNcaaとも

　いう。
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？iNcasaN’

？INcasaN⑪（形）短い。

？iNcirii⑪（名）英磁。？iNzirilともいう。

？iNcoo⑪（名）背の低い者。ちび。？iNcaa

　は短いもの。

？i“’eu①（名）隠居。年忌って公役を免ぜら

　れること。また，罰せられて役職を免ぜら

　れること。また，楽隠居。

？梱d3ag蓋i⑨（名）ぶらんこ。

21Ndu㎜ija㎜adumi⑰＊（名）［海留め山留

　めコ農村で稲の花が咲くころのある期間，

　稲を驚かさないために，鳴り物や大きな

　音をさけること。また，その期間。単に

　munu？utuともL、弓。

？iNduu⑨（名）？三Nduumaamiと同じ。

21Nduumaami⑰（名）えんどう豆。

？揃gwa⑨（名）〔文〕國果。多く不幸をなげ

　いてV・う。’waNgutoru　siguku～nu

　munuja，uraN．［二一る至極因果の者や

　居らぬ（花売山亭）コわたしのようなひど

　く因果な者はいない。

？iNgwaa⑨（名）小犬。犬ころ。

2細gw総もoo過（名）四つんばい。犬のよ

　弓に四つんばいになっては5こと。

2iNkunibu⑨（名）櫨。　deedeeともい5。

？iNmajaa⑪（名）犬猫。畜生。

2iNmaju⑨（名）〔文〕犬猫。畜生。？asama－

　sija　hwicui　？umuil〈ugaritu£i，　mieisi－

　banu　gijutu　tumuni　eiihatiti，　一vnu

　’izik三najuratumiba．〔ミ葵間しや一人

　思焦れとて　道柴の露と　共に消え果て

　て　犬猫のゑじぎ　なゆらと，思ば（花売：之

　縁）コあさましいことよ，一人で思い焦が

　れながら路傍の露と消え果てて，犬猫の餌

　食：になるだろうと恩うと。

2iNteeN①（名）少し。わずか。kuuteeNと

　同じ。？iN七eenoo？asa。少しはある。～一

　du，jaru．少しだ。

？iNteeNgwaa①（名）ほんの少し。

2iNtuku①（名）陰徳。人に知られない善

　行。～tujUN．人に知られない善行を行な

　う。気の毒な人を助けた揚合などにい弓。

？iNziNmaami⑪（名）いんげん豆。

？董NZ豊南⑨（名）英国。？iNciriiともいう。

？iQcaa①（感）あら。まあ。女が，不思議な

　もの，きれいなものなどを見た場合にes　5。

？iQcaakUQ”caa①（感）おやまあ。あれま

　あ。女が使う。あきれた時などに指を鳴ら

　しながらいう。

2iQgigahuuen（名）？iQgigahwiiと岡じ。

2iQgigahwii⑪（名）いつ見ても変わらない

　こと。また，そのよらなもの。悪い意にい

　う。変わりばえがしないもの，パットしな

　いもの，いつもなまけているものなど。

　？iQgigahuu，？1（≧gi’Nhwii，？iQgiNhuuと

　もいう。　？ar圭ga　c量Nb呈kee識UN？araN，

　kanuru　lllunUN～’jasaゼ彼の着物ばか

　りではない，彼の食うものもいつも岡じだ

　よ。

2iQgiiCO（名）一一対。二つ相評して一三とな

　る唱の。

？iQgiibirv①（名）寧izibiNと構じ：。錘zib圭N

　はいつも一対’で使うのでいう。

？iQeikutaQiciku①（名）遊戯の名。「ずいず

　いずつころばし」のたぐい。数人が輪に

　なって両こぶしを握って，握りこぶしの輪

　をつくる。ひとりが輪になったこぶしに

　指で順順にさわりながら文句をとなえ，そ

　の最後の文句’jaiが当たった者が芸をす

　るとか，順番に当たるなどする。文句は，

　一v　zuuniga　hwiigaa　cikumuku　eiNboo－

　raagaa　？uduNnu　kusiNzi　huur．uga

　，jaLまたは，～zooniga　eiigaa　ciku－

　muku　eiNburu　ciieiNtaagaa　huuruga

　’5ai・など。文句には一一貫した意昧はなく，

　南洋語のまねのつもりである。hweenusi－

　maa（南の島人。踊りの名）の文句に由来

　する。

2iQeiNew（名）事件。一件。

？圭QciN①（名）一斤。160匁。

？曼QciN①（副）最も。一一番。～mee・一番
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2iQsuu

　前。～，waQsaN．一番悪い。

？iQgiN，　hUll　an（名）？iQgigahwiiと同じ。

2iQgiNhwii⑰（名）？iQgigahwiiと同じ。

？三Qka①（名）何H。月の第何日かを聞く時

　にいら。　H数を聞くにはnaNniciとい
　う。

？iQkwa”guh．iaaku⑨（名）tw　1貫500文。

　3銭に梱当する。ziN（銭）の項参照。

？iQkwaN⑨（名）銭1貫。2銭に相当する。

　ziN（銭）の項参照。

？iQkwaNdarumii⑨（名）小魚の名。

2iQkwaN㎜3gi⑨（名）〔古〕髪結い料金の

　名。料金2銭（1貫）で，赤元結いを用い

　たもの。katak我sira3uu∫aa（髪結い床）

　の項参照。

？iQpaa⑪（名）子供の遊戯の名。また，そ

　の道具の名。大小二塞の短棒の，大きい方

　で小さい方を打ち上げて遠くへ飛ばし，そ

　の距離を争5遊戯。giQCOOともいう。

？iQpee①（副）たいそう。芽常1こ。たいへ

　ん。～curasaN．たいそう美しい。

2iQpeekttdpee①（名）方：方。あっちでも

　こっちでも。

？iQpici㊥（名）一匹。

？iQpjuu⑪（名）一一俵。

2三Qpoomuei⑪（名）〔一方持コ扶持米のみ

　をもらい，知行のない者。すなわち，名昌

　だけの実在しない領地をもつ者。nihoo－

　mUC圭〔二方持コの対。

2iQpoONkee⑪（名）一方に偏すること。か

　たよること。偏向。

？iQpukii？量Qsjoo⑪（名）一腹一生。問じ雨

　親から生まれた間柄。はらから。両親を岡

　じくする兄弟姉妹の関係。？anu’jaa切

　kunu，jaatu，iN「kasee～，jataN．あの家

　とこの家は昔は岡じ親から生まれた聞事で

　あった。

2iQpuN（①（名）一本。

？iQPUNmaagi＠（名）一本松。

？iQpuuhUU　ev（名）一刻潜。一徹者。がん

　こ者。

？iQsai①（名）噺〕一切（いっさい）。ふつ

　5はmuru，　mUQtuなどとい5。
？IQsaN＠（名）一一A　twに走ること。一生懸命・

　走ること。一臼散。～nati？ikee．一散に

　走って行け。

2iΩsaNbaaee⑨（名）一散に走ること。一目

　散に走ること。toosiN　doo？ii　sjaNtee＿

　maN，～naraNgeija…（俗謡）唐船だぞと

　言ったところで，一目散に走らない者は…。

？iQsli①（名）志。～捻t籍UN．志を立：てる。

2韮Q手撫⑨（名）一一寸。中指を折り曲げた中程

　の長さを基準にした。五寸は指をひろげた

　時の親指の先と中指の先との長さを基準に

　した。

2iQsil　guu⑨（名）子供をあやす遊戯の名。

　子供をひざの上に立たせ，両手をとって前

　後に揺り動かす。動かしながら，？iQsi・・

　Nguu　sikuteesiku（意味は船の進む時の

　形容か）というはやしの入った童謡？aka－

　siN　tamunUN　keNsoorani（たU、松やた

　きぎは買いませんか）を歌うので，この名

　がある。たい松やたきぎは山原から船で運

　ばれて売られた。

？iQsjaku⑥（名）一尺。

？iQ§jaku⑨（名）一勺。

？iQsju⑨（名）一升。

2董Qsjudaci⑨（名）一升だきの鍋。

？iQsoociiaa⑨（名）不断着。？waazi（晴

　れ着）の冠。

？董Qsoon烈捌d銭⑪（副）？iQsooziic最と飼じ。

？iQsooziicii⑨（副）片はしから。残らず。

　すっかり。？iQsoonaadiiともL・う。eaaru

　sjumuφ，jatiN～，ju鍍tuujUN。どん

　な本でも片はしから読破する。

？iQsuikaQ’sui①（副）L・そいそ。うれしい

　ことなどあって，急ぐさま。？UQsj　agu－

　tunu？akutu～sjoosa．　うれしいこと

　があるので，いそいそと急いでいるよ。

？韮Qsuu⑪（名）一艘。
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？iQtaa

？iQtaapm（・名）（∋おまえたち。　きみたち。

　？jaaの複数。◎おまえの家。～utee。お

　まえの家では。㊧おまえさん。？jaa（お

　まえ）よりもやや丁寧な感じをもつ。㊧

　（接頭）おまえたちの。　きみたちの。　おま

　えの。？iQtaajaa（おまえの家。　？5aajaa

　とはあまり言わない），？i（｝taahaita（おま

　えの側，きみの方）など。

劉《～taa茎ia’ra⑰（名）おまえのがわ。おまえ

　たちの方。

？iQtamUN①（名）必要な物。重宝な物。便

　利な物。

？iQtaN⑰（名）組物の一反。

？iQtiN⑪（名）一縮。ひとまとめ。合併。

　kunu　sigutoo　？jaatu　’waNtu　・vni　sa－

　na・この仕事はきみとぼくと一緒にやろ5

　か。’jaata㈱a’5雄ga　muutujaaNl｛ai

　～ni　najUN。分家であるが本家と会併す

　る。kutagicinu　mUNtu　kui　gicinu　mu－

　NtU～ni　saNmiN　see．先月分と今月分

　とひとまとめに勘定しなさい。

？iQtu⑥（名）一斗。

2iQtuei①（名）しばらくの時闘。　暫時。～

　matee・しばらく待て。～du’jaSa・しば

　らくの間だよ。

？…Q無齢∫oo⑨（名）おはじき。女児の遊戯

　の名。

？iraa⑪（名）すけべえ。妊色な者。

？iraa＝sjuN①（他＝saN，　＝ci）貸す。立て替

　えて貸す。（小額の金，小量の米・味懸など，

　消費するものを）一一時立て替えて貸す。大

　金・家などを貸すには1〈ayasjuNという。

？ik・abiniNlu⑰（名）選ばれた人々。少数の

　すぐれた入々。鼠戸。？ikutainiNgeuとも

　いう。

？h・abinukusios（名）えりのこし。選び残

　したもの。

？irabi？N脇；8飼聡（徳＝saN，・ci）選び

　心す。

2irabisizi；jUN⑨　（lts　＝raN，＝ti）選びすぎ

　る。えり好みしすぎる。

？iraもu⑨（名）（ii）悌良部島。寝撃群島の農

　の名。◎沖永良部島。奄美群島の島の名。

2ira＝buN⑪　（イ池　＝baN，＝di）　選溶鉱。

？irahUU⑨　（名）えらぶうなぎ。海蛇の一

　種。沖永良部島付近に産するのでいう。滋

　養分に冨み，薬用となる。

？irabuusi”Nzi⑪（名）えらぶうなぎを煎じ

　た汁。

2irahwa⑨（名）儲良波。《地》参照。

？三ra＝juN①（他＝aN，＝ti）借りる。立て替

　え借りする。（小額の金，小量の米・味噌

　などを，その暁使用するために）一時借

　りる。同量をあとで返す揚合に使5語で，

　同一物を借りて返す揚合，たとえば家など

　にはkajuN　という。

？irazza⑥（名）鎌。　kamaともいう。

？iranayika＠（名）鎌の柄。軽いもののた

　とえとなる。tabee～N　nii　najUN・（諺）

　旅は鎌の柄も荷になる。

？ivaNmja③（名）粛粛皆。？iraNna　とも

　いう。《地））参照。

？iraNnaen（名）儲良皆。？iraNmja　とも

　いう。（（地》参照。

？iree⑪（名）応答Q返事。答え。

？童reehw韮「溢⑨（名）憲答。返答。返事。

2iree＝ju！t◎（自　＝raN，”ti）答える。返事す

　る。

？ireekal⑪（名）借りてばかりいること。貧

　しい暮らしのさまをい5e？lree一く？ira－

　juN，　一一kai〈1〈aj’uN．

21reek撚e、e⑥（名）応答。返答。～N　neeN．

　うんともすんとも言わない。

？三・・i⑲（名）鑑（きり）。

？蓋ri④（名）酉。？agari（東）の紺。こ入］

　または〔西⊃と書かれた。nisiは北。

2温ca◎（名）屋根のむね。いらか。かやぶ

　き屋根の頂上のかまぼこ型になっていると

　ころをいう。～hUCUN．屋銀を葺く。

？irici　＠　（名）eうろこ。　O頭のふけ。

258



？irimuukuu

？h’icigaa＝juN①（自＝raN，”t1）入れ代わ

　る。交替する。

？三rieiiev（名）言いため。油でいためた料理。

　toohu？ierici（妙り豆腐），　kuubu？irici

　（昆布その他をいためたもの），その他いろ

　いろのものがある。

2irici＝jUN⑨（他＝raN，‘Qei）射て（撃つ

　て）しとめる。

2irieiri量⑱（名）住み込み。雇用入が佳み込

　んで働くこと。

？iri＝eUNas（他毯kaN，薗ci）タ少る。京た，油

　でいためる。

？iridakaen（名）収入額。入って来る金高。

　？NZ鋤縦aka（支出高）の対。

？勧ee⑰（名）夕暮れ。段暮れ。入相。，jUU一

　？irieeともLs「）。

2irigaN⑪（名）入れ饗。かもじ。婦入の髪

　に加える髪。

？圭r喀aNbUS麺）（名）彗星。ほ5き星。形が

　？ir至gaNに似ているのでいう。hooeibusi

　ともいう。

？k・igaNhaajuu⑪男子の4～5歳ころの髪の

　結い方。入れ髪してその端を折り曲げて

　結ったもの。

？irigasa①（名）はしか。麻疹。

？iri駆①（名）材料。

2irikana①（名）e茶の鐵花。茶の入れて

　すぐの竜の。◎人が家などに入ってすく㌔

　入りはな。

2irihuda①（名）入札（にゅうさつ）。huda一

　？ir圭は選挙の投票。

21rihuga＝sju”N⑨（他＝saNs＝ci）　（錐など

　で穴を）あける。

2董vihu蓼a＝sjuN⑨（他＝saN，；ci）（鉄砲で）

　撃ち抜く。

2irihnico（名）不平。不満。着物・食物な

　ど物質上の不平不満にいう。弛の掲合には

　eimoo　hugaN（意に満たない）などとい

　う。ciNnu～sjUN．着物の不平を言5。

　mUNnu～sjUN．食物の不平を言鮎

？irihmni①（名）入船。港に入る船。また，

　入港。

？lrihuni2niwee＠（名）旅1こ出た入の船が

　港（那覇）に入った時の，皮迎えの祝。入

　船ほっけ。

？irihwi①（名）（彼岸の）入りの日。王家・大

　名家などが彼岸祭りぐNcabi）を行なうE。

？irihwi①（名）入りE。夕露。

？韮r髭⑨（名）傍礼。《鋤参照。　　　va

？iri＝jUNCO（他＝raN，＝ti）e入れる。◎食

　べ物を）つぐ。よそう。munu～。飯を
　つく’o　寧eesiN　～。　おイ」ミわり　をつくte

2irijuu①（名）入用。必要。

？藍rikee＝juN①（他＝raN，＝ti）e入れ替え

　る。◎お代わりをする。

？irikeesii＠（名）段物を掛け買いし，次の

　品物を買う時などに，先の勘定をする買い

　方。商取引の一種の慣習で，hWicigee（代

　金ひきかえの買い方）に対する。～sjUN．X

2irikuCO（名）入れ子。大小の箱または道

　具が，大きな物の中に次々と納まるよ5に

　できたもの。

？irikumaQkwa①（名）入れ子式の就。ひ

　のき板で箱のように作った，夫婦屠の杭で，

　入れ子式に，一方の枕が弛方に納まる。

？irimee⑨（名）収入。・

2ir蓬me「e⑨（名）西江前。（（地》参照。

2irimi①（名）入り闘。ものいり。出費。金

　がかかったり，物がいったりすること。

？iri！iiii①（名）〔新〕入れ圏。義眼。

？irimuNCO（名）入れ物。容器。

？lrlmusi⑨（名）甘藷が虫に食われることq

　虫食：い。

？irimusjaa⑪（名）虫食いいも。　hwiimu－

　sjaaともい5。

？irimuuku⑫（名）入り婿。婿養子。～tu－

　jUN．入り婿をとる。～簸a画N．入り婿
　となる。

2irimuukuu⑨（名）？irirauuku（婿養子）

　の卑称。
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？iriNkee

？丘r：Nkee⑪（名）西向き。

？赫～戴縛u賊①（他＝raN，　＝t・i）遺加する。入

、れて添える。

？iritakii①（名）（容器に物を）入れたまま。

　～mUQci　kuuwa．入れたまま，持って
　来い。

？ir量tuba＝sjガN⑩（他＝saN，＝ci）すっかり

　射る。撃ちまくる。

？iriTumut蓋①（名）西表農。八前由群泳の

　島の名。

？iri？wi”i④（名）西涯上。（（地》参照。

2iriwaiG）（名）言い合い。口論。～sjUN．

？iriwaikaawai①（副）言、・争うさま。～

　SjUN．

？iru⑨（名）色。また，顔色。～？NzijUN．

　色が出る。また，顔色がよくなる。塩色が

　よくなる。～tubUN．色が飛ぶ。また，

　色を失う。驚いて真費になる。～nugi－

　jUN．色がi陵げる。色がなくなる。また，

　血【色がなくなり顔色が悪くなる。～】nii－

　wakas麟N．差画する。人によって分けへ

　だてする。～，wakasjUNともい5。？i－

　roo　hujuunu　・一w，　hadaa　’Ncitamagunu

　～・顔の色は芙蓉の色，肌はうで卵をむい

　たような色。美入を形容していう。

2irugikimucigoo＠　（iZ｝）　kusiel？ukwaa－

　si（祭認用の蒸し菓子）の一種。赤青黄の

　三色で，波形模様がある。

2irudui⑲（名）色どり。彩色。

？irudu．iaasien（名）色のとりあわせ。配色。

？iru？irump（名）いろいろ。さまざま。～

　，ja（おaa．いろいろだよ。～nu．いろいろ

　の。

？童ruj櫨u⑨（名）色欲。

？iruka⑲（名）色香。色と香り。

？iruka；i⑪（副）種種。種種雑多。いろい

　ろ。hananu～saeoojabiiN．花がいろ
　いろ咲いています。

2皇罫uk童sa⑨（名）顔色。血色。

2蚤mmlgaai⑨（名）e（驚いて）顔色が急変

　すること。◎変節。

？irumiijaQsaN⑪（形）（喜怒哀楽の情が）

　顔色に現われやすい。現金である。

2irumiijasii⑨（名）現金な人。

？irunoosl⑨（名）染め遇し。・色あげ。

？irunuciN⑥（名）芭蕉布に着色した士族男

　子規の礼服。色の衣の意。夏用は水色無

　地，冬罵は茶色無地。

？量vunugaa⑨（名）1魚儀の悪い者。また，

　（驚いて）漸くなった者。一nugaa〈nugi－

　jUN。～natOON・顔色が悪い。

2iruNnaen（連体）eいろいろな。いろん

　な。？aree～sjumugi？uhooku　mu－
　Qe◎◎N．彼はいろいろな本をたくさん持つ

　ている。◎変な。妙な。異様な。k：unugU－

　runu　sikinoo～kutunu？aQsaa．この

　ごろの世の中は普通でないことがあるね
　え。

？irusigamaasi⑪（名）あい1こく。折あしく。

　～’5a鎚aa’jaa・あいにくでしたねえ。

？irusjumo’osju③（名）次の旬で用いる。

　～nugijUN．驚いて青くなる。色を失
　う。

？董r聡soomo’OSOO⑰（副）驚いて顔色が青く

　なるさま。

2iruwaki⑪（名）色分け。色携。物事の区

　溺。

？iruwakitlan（副）特に。とりわけ。特に

　区濾して。

？irugici⑰（名）色好み。好色。

2iruzurasaN⑨（形）（人・花・器物などの）

　色が美しい。

2isa⑨（名）撰佐。（（　ts　））参照。

？isami＝juN①（他＝raN，＝ti）励ます。慰

　めて励ます。激励する。

2isamita＝cuN①（自＝taN，峨ci）勇み立

　つ。．

？isee①（名）θ委細。くわしいこと。～ni

　hanasawa　cid搬isjoorl・くわしく幽すか

　ら，麗いて下さい。～lla　kutoo　mata．
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？isizi

　くわしいことはまたあとで。◎たしかに。

　はっきり。～ni’NNcaN．たしかに見た。

　～ja　nat量kara，wakaisa．たしかなこと

　（くわしいこと）はその揚でわかるよ。

2isi①（名）石。

？isi？ana①（名）石切り揚の石を切りとった

　穴。

？韮sibasi①（名）石橘。

？isibee①（名）いしばい。石灰。貝がらな

　どを焼いて粉末にしたもの。しっくい・肥

　料などにする。

？is三bjaa①（名）昔の大砲。一bjaa〈hjaa。

2蓋s韮b羅ku⑨（名）つぶて。投げるための小

　石。

？isibutuki①（名）石仏。

？isicaa①（名）石ifl。（（　ts　））参照。

？蓋sici①（名）伊敷。（（地》参照。

2isiduuruuem（名）石燈麗。

？isigaci⑨（名）石垣。台風の被害を防ぐた

　めに，ほとんどの家は石垣に囲まれてい

　る。

？壼sigae童①（名）石垣島。入重由群島の島の

　名。また，石垣。《地））参照。

？isigaeiguu⑪（名）ざる碁。へたな碁。石

　垣を積むように，やたらに石を並べるので

　いう。

？isigakui①（名）石囲い。屋敷などを懇っ

　た石の垣。

2isigaNteo⑨（名）［石敢当］孚字形の道の

　突き当たりの家にかかげる躍除け。家が丁

　字形の道の突き当たりにある時には，石敢

　当の三字を石垣や塀に彫るか，板に書く

　かしておく。中国に石敢惑という豪傑がお

　り，向かう燐敵なきありさまだったとい5

　ので，この家には石敢当がいるぞと魔物を

　おどかすためのものと伝えている。

？is量gee⑪　（名）　nisigee　と岡じ。

2isigUU⑨（名）さんご礁などを砕いた細か

　い砂利。道路などに敷く。石粉の意。

？islguumi¢董⑪（名）？isiguuを敷きつめた

　道。Ei灰岩の砂利道。

2韮s圭guu？Nmu⑪（名）甘藷の一種。堅くて

　石のようで，蒸すと粉をふく。

？isii①（名）θ権勢。威勢。◎意気盛んなこ

　と。威勢がよいこと。

？isikabuizooco（名）左右に大きな石を積

　み上げた門。

2isik3hwa①（名）石嘉波。（（地〉）参照。

？isikakaraamicien（名）石ころ道。

？isikiza塁①（名）石段。石の階段。

？islkubiv蓋G）（名）〔文］石のある小坂。　nu－

　hwanu　一v　’Nzo　ciriti　nuburu，　njahwi－

　N～tusawa？arana。［伊野波の石小坂

　無蔵つれてのぼる　にやへも石こびり　遼

　さはあらな〕便野波の石ころの坂道を恋す

　る女をつれて登る。もっと石ころの姦凶が

　遠くまであるといい。

2isimakuratoo＠（名）〔新］石就党。欝清

　戦争時代の，首里の頑固な一派。清のひい

　きをしたが，清が敗北したので，壊減した。

？is長m壼e量①（名）石を敷き並べた道。石の舗

　道。首里の遵路はほとんどが石を敷き並べ

　た道であった。

？is熱39UU⑪（名）女の子の遊戯の名。いし

　なご。小石を投げ上げ，季の表裏で受け

　止めたりするもの。？isinagunu？isinu

　？uhusi　Rarumai・iN　？ukakibusem2sjoyi

　’wa？usjugand‘　si．［いしなごの石の大瀬

　なるまでも　おかけぽさえ召しよれ我国

　主がなしコいしなごの石が大岩になるまで

　も，お治め下さい磁王様。沖縄の君が代の

　よ5な歌で，明治以後も保守派（kurUU）

　は宴会の初めに歌った。

2is量Nm蓋⑪（名）石嶺。｛〈地》参照。

2isRuiis三①（名）石臼。

2isigleeku①（名）石工。石屋。？isigeekuu

　ともいう。

2isileekuu（D（名）石工。石屋。

？isizi①（名）（∋礎石。いしずえ。㊤くつぬ

　ぎの石。
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2isizoo

？isiZOO①（名）石造りの門。石垣の門。

？isja⑨（名）二二。，jamatu？isja（繭方医）

　と？ucinaa？isja（漢方医）とがある。

？isjaakaa＝jUN⑨＊（霞＝raN，＝ti）喜びは

　しゃぐ。手足を振り動かして喜び騒ぐ。

　？三sjakajUNともいう。

2isjaara⑨（名）石原。《地））参照。

2三S．iadoO⑪（名）轡舎堂。＜＜鋤参照。

？isjaka＝juN＠　（S　＝raN，　＝tl）　？isjaakaa一

　麟Nと岡じ。

2韮§jGtu・1⑨（名）かまきり。

2量sjoO⑦（名）衣裳。衣服。着物。

？産sjooeikwaぬ④（名）衣類。衣裳着肌の

　意。ciNcihwadaともい5。

2isjoosja⑰（名）〔文・古〕　うれしさ。楽し

　さ。うきうきすること。nagunu？uhuga－

　nil〈u　？Nma　haraci　？isjosja，　huni　ha－

　raci？isjOS∫a，wa？uxadumaL　［名asの大

　兼久　馬はらちいしゃうしや　舟はらちい

　しやうしや　我赤泊］名護の大兼久馬揚は

　馬を走らせて楽しいが，舟を走らせて楽し

　いのはわが村の港。～sjUN。楽しむ。老女

　などが？wilr圭k圭sa　sjUNの意で用いる。

2三§juび（名）主旨。意趣。

？；s・izi⑪（名）急ぎ。至急。～nu　gikee．急

　ぎの使い。

2isa二zuN⑨（二二gaN，＝zi）急ぐ。？isugaa

　maari．急がば國れ。

2ita⑥（名）板。多くは？icaという。

2itabUQkwico（名）不機嫌で顔がふくれる

　こと。～sjUN．

？itabuQkwi＝jUN①（慮＝raN，＝ヒi）（不機嫌

　で顔が）ふくれる。

？董ta＝nUN⑪（自；maN，＝5i）（家・器具・食

　物などが）籍む。破損したり，腐ったりし

　て悪くなる。

2itari＝jUN①（自＝raN，＝ti）奥義をきわめ

　る。契義に逮する。？itaritooNの形で多

　く用いる。bUZiini？itaritooN．武芸をき

　わめている。

21tazira①（名）むだ。いたずら。～ni？u－

　Nna　kutu　Qsi　nuu　najuga．むだにそん

　な事をして何になるか。’waaga　kaN　sju・・

　see？itaziraa？araN．わたしがこ5する

　のはむだにしているのではない。

2ilaziragulU①（名）むだな薯。

2itu⑬（名）絹。？iieuと間じ。？iicuを多

　く用いる。

？itujanazi⑪（名）〔文〕糸橡。しだれ橡。

　4urigwamija　？awari　？itujanaziguku－

　ru，　kazinu　？usumamani　nariti　？icu－

　sa．［尾類小身やあはれ糸点心風の押

　すままに　なれていきゆさ］女郎の身はあ

　われ，糸柳のよ5に，風の押すままに馴ら

　されて行く。

：litu”juN（①（他；raN，”ti）いとう。きらう。

2日目umagwii⑨（名）いとまごい。？ituma一一

　gwijutumuti　muQcaru　sakazieiJ’a

　namida　？awamuraei　numiN　naraN．

　［畷乞よともて　持つちやるさかづきや

　涙あはもらち　飲みもならぬ］いとまごい

　だと思って持ったさかずきは，涙がいっぱ

　いたまって飲むこともできない。

？itumuNco（名）絹物。

？itumUS蓋①（名）蚕。

？itunami⑪（名）〔文〕いとなみ。生業。

　hwibinu　・vni　hwikasariti　’wamlnu

　’ugamibusja　？atiN　zijuja　naraN．　［g

　Nのいとなみに　引かされて我身の　拝み

　ぼしやあても　自由やならぬ〕ヨ日の生活

　にひかされて，わたしはお会いしたくても

　自由になりません。

2iwa①（名）〔文〕岩。口語はsii，または

　？uhusiという。

2藍w凝i④（名）いわれ。由来。

2iwee⑨　（名）祝い。，juuweeともいう。

？izaa①（名）大胆な者。勇者。意地のある

　者。

？纏a量⑪（名）いさり。火を使5，夜の漁。

？igaibii③（名）いさり火。漁火。
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？igaikoo⑨（名）［古〕貞操試験。久高島の

　習俗。若い女にいかがわしい風評が立った

　時，森の神前で眼かくしをして小橋の上を

　渡らせる。．無事に渡れば貞節の証明とな

　る。不品行を確実に知っている者が見物人

　の中から石を投げて，その非をあらわす。

2izas韮ca⑪（名）伊差i規。（（地））参照。

2置z海）（名）（）勇気。意地。意気地。元気。

　～nu？aN．勇気がある。～？Nziree。元

　気を出せ。～ei麟N．（子供が）しっかり

　している。母親にすがったりなどしない。

　～NciraN　rnUN．意気地なしの子供。◎

　怒り。怒気。？aree～？NzitOON．彼は怒

　っている。～RU亭iiraraN。怒りを制しき

　れない。腹にすえかねる。～nu？Nziraa

　tii　hwiki，　tiinu？Nziraa～hwiki．腹が

　立っても手（暴力）を出すな。手が出そう

　になったら自分の怒りを静めよ。

？izicirimll”N①（名）しっかり者。年少者

　についていう。愚親にすがったりしない子

　供など。？iziN　eiraN】nUN．（L・くじな

　し）はその反灼。

？izina①（名）憐是名島。沖縄本島北方，

　撰平屋島（？ihja）の南にある島。伊平屋

　鵬（kusiziiともいう）に記してmeezii

　［台地〕ともいう。また，撰是名。（（　eg　））参

　照。

‘tiziN⑪（名）しあわせ。気楽。親が子に，

　しゅ5とめが嫁に責佳を譲って安楽になる

　場合などにいう。QkWanu　cuuree？ujaa

　～．子供が大きくなれば親は楽でしあわせ。

　，jumi】nu　cakutu　sjutoo　　～　　sjoosa．　よ

　めが来たので，しゅ弓とめは気楽にしてい

　る。

？iziri⑥（名）意気。意気地。気力。～RU

　neeN．意気地がない。

？izirhmu”N⑪（名）しっかり者。

2iziZllli①（名）気丈者。意地のある者。

　？iziZUUMUNともいう。

2izizuumuN①　（名）？iziZUU　とi司じ。

？三z｛1⑪（名）〔文〕［拶集］植物名。口語は

　？Nzu。さざんかの一一種。椿に似た厚い葉

　で，白く虚しい花が咲く。良材となる。

　～nu　 kija　，juk二a重｝圭　？aN　　curεしsa　　saCtこi，

　’wamiN・v’jatutl　masira　sakana．　［gf

　集の太やよかて　あんきょらさ咲iちゆい

　我身も傍心やとて　真白咲かなコ伊集の木

　はさかえて，あのように美しく咲いている。

　わたしも偶集の太のようになって真白に涙

　きたいものだ。

？izu（①（名）西宮。？NzuともU・う。〈（　rk　））

　参照。

2ig・・mi＠（名）伊豆味。《鋤参照。

？iZUN⑪（名）泉。

？i；uN4ac蓑⑨（名）民心。（｛地》参照。
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一i（助）か。疑問の助詞。文の末尾に付げて質

　問文を作る。Qcul．人か。　taruui・太路

　か。Nに終わる語に付く時はそのNを
　nuに変える。？iN．（犬）一〉？inui。（犬か）

　ただし，酒際する語の「終止形（現在肯

　定）jに付く揚合にはNをmに変える。
　kaCUN．（書く〉→kacumi．（書くか），’wa－

　kasaN．（若い）→’wakasami．（若いか）

　など。また否定の形に付く時にはNをlt

　に変える。kakaN．（書かない）→kakani。

　（書かないか），neeN．（ない）→neeni・

　（ないか）など。また活課する語の過蜜の形

　に付く時には，過去のド終止形」には付か

　ず，「音便形＋てjの形に付く。？aN’ja－

　taN．（そうだった）→？aN’jatii．（そ5

　だったか），1〈aeaN．（書いた）→1〈acii．（書

　いたか）など。また，？aN（そ5），　kaN

　（こう）などは？anii．（そうか），　kaniL

　（こうか）となる。なお一duを馬いる係り

　結びの文にも用いうる。，waNdu’jaruL

　わたしなのか。なお，疑問調を用いた質問

　文は岐で結ばず，一gaで結ぶ。

’ieird（名）益。利益。～纂u　neeN　kutU　Q3i．

　無益iなことをして。

ラici①（名）易。易経を応附した占いの法。

艦d3①（名）枝O与u5aともいう。kii鷺U～．

　太の枝。

’idahwaaa）（名）薄髭。’勲dahwaaともい

　50
，idamuci①（名）枝ぶり。，judamuciとも

　いう。

，idu①（名）江戸。

，ii⑪（名）繭（い）。燈心草。　hiiguii，　saciii

　の二種がある。

う戴⑪（名）燕会。kataともL・う。

’戴①（名）ゆい。労力交換による協悶労鋤。

　田植え。砂糖製造など一一時に多数の労力が1

　必要な時，順番に加勢し合って労出力の交

　換をすること。～kaNsl，iUN．ひとの仕事を

　してやって，他段自分の仕事をさせる権利

　をもつ。ゆいをかぶせる意。～kaNZUN．

　減分の仕事をひとにしてもらい，労働の負

　債をもつ。ゆいをかぶる意。

’ii①（名）亥（い）。十二支の一つ。時間は午

　後10時，方向は自害りの北。

，ii①（名）袴子。腰掛けるもの。

壌一（接頭）よい。炉い。葬常に多くの名詞

　に健く。’ii？acinee（いい商売），’ii？imi

　（よい夢），’iiQcu（よい人）など。’jana一

　（悪い）の対。

一”奄堰i助）よ。ねえ。意志を表わす形（すな

　わち「未然形」の単独の形）に付く。対等・

　目下に鴛する親しみの気持ちを表わす。

　’juma～．読も5ねえ。？aNsa・v．そうし

　ようねえ。？ikaN？uka～．行かないでお

　こうねえ。

9躍2撫。加ee⑪（名）いい商売。もらけの多

　い商売。大もうけ。cuuja　hurimUN？i－

　cati　一一　sicasa．　hweku　’jaakai　？iki－

　wadu’jaru．こ今臼やふれ唐行逢て良い

　商ひしちやさ　早く家かい行きはどやる

　（茶売節）］きょうは馬鹿者に会っていい商

　売をした。軍く家に帰らなくては。

’ii”2aNbee⑪（名）いい按配。物事が順調に

　進んでいること。また，注入の状態がよい

　こと。

櫨－b鎗⑥（名）よい折。いい機会。，ilbas3u，

　’iihjoosiと同じ：。～’ja（≧saa．ちょうど

　よかった。

’ii”basju⑨（名）よい折。いい機会。’圭ibaa，

　，iihjoosiと岡じ。

，iigibiN①gikaN⑨（句）尻カミ落ち着かな
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　い。席の緩まる暇もない。すわった尻が付

　かない意。

，iigi＝cuNco（自＝kaN，＝ci）∈）居付く。柱み

　付く。ひとところに落ち着いて暮らす。◎

　（回っているこま，上がっているたこなど

　が）動揺せずに安定する。

’iicii⑰（名）懐胎。妊娠。月経が止まって妊

　娠が確定すること。

’蕪「eii⑥（名）eいい気。思い上がった気持

　ち。～nati・いい気になって。◎いい気持

　ち。saki　nudakutu～nataN。酒を飲ん

　だのでいい気持ちになった。
ラ毒藍「ci韮ci⑪　　 （名）　　㌔、㌧、景色。　　よ、、眺め。

’iieiiri⑨（名）かすり（耕）。　tUQciriともい

　う。

’iidaki①（名）すわった高さ。座高。

壌damN⑪（名）琉球表の畳。備後表の畳は

　biigudataN　という。

’iヂdus董⑪（名）いい友達。親＝友。

’iieeG）（名）その揚に居合わせること。？u－

　jacoodee～nu？wil　hanasjUN．親兄弟

　が居合わせた上で沸す。

，ii”gukuci⑲（名）居ごこち。すわりごこち。

　佐みごこち。

　　　　　　　ヤツ　　ツヤ，盤h藍⑪（感）（〔11911〕のよ5に鼻音化して

　発音される。舞音化しないとぞんざいに

　聞こえる。）さあ。じゃあ。目下に対して

　誘いかける時発する語。diQkaaともい

　う。冒上に対ししては’uuhuu，目下でも矩

　長者に対しては，oohooという。～？呈ka。

　さあ行こ5。

’ii’hjoosi⑨（名）よい折。いい機会。’iibaa，

　，簸1）asjuと同じ。

’iihud量⑪（名）絵筆。

’鯉huu滋⑪（名）eいい身なり。いい風采。

　また，よい習わし。よい流儀。

’ii”hwii⑨（名）いいH。　tS　u。

亨i蒙「？kni③（名）いい夢。吉夢。

，iii「ian（感）（〔箕鷺〕鼻音化して発音される

　のが普通。鼻音化しないとぞんざいに聞こ

　える。）いいえ。いや。囲下に対して，否定

　または拒絶の意を表わす語。琶上に忘して

　は，UUUU，目下の年長考に対しては，0り00’

　という。

，韮h服UN⑨（名）もらい物。もらった物。

，iii！　gwa㊥（名）もらい子。’iiriNgwaとも

　いう。

’ilizlN⑨（名）’iiriziNと同じ。

’iijaa⑨（名）婿の家を代表して，縁談の串

　し込みをする考。〈’ii担N。　kuujaaとも

　い5。

，ii＝．iuN⑨（弛＝raN，＝ti）eもてあそぶ。

　hutukil～。人形をもてあそぶ。◎得意

　とする。ぐiitoONの形で用いる）？aree

　zii’i琵00N．彼は書が得意だ。

，ii＝jUN⑪（他＝raN”ti）もらう。ziN～．

　金をもらう。’iiteeru　ziN．　もらった金。

嶺k窺。量⑪（名）絵かき。画家。沖縄の画家：

　としては，股元良，自了の二人がもっとも

　有名。

，圭i「kaNgee⑨　（名）　いい考え。　名案。　妙案。

’ガkukuc韮⑪（名）いい気持ち。よい気分。

　kusi　tataci　kwiree？iQPee～’jasa．あ

　んまをしてくれたらとてもいい気持ちだ。

’iikuyu⑪（名）e大よそ。大かた。大体。

　たいてい。～natOON．大よそできている。．

　～nu　Qcu．たいていの人。　naa～’jaN．

　も5大体できている。◎どこでも。たいて

　いのところ。～？asa．たいていのところ

　にある。

’iikiitu⑨（名）いい事。めでたい事。縁起

　のよいこと。吉事。～katarl．よい事を

　語れ。からすなど不吉な鳥が麗内や屋根の

　上で鳴いた時，biicaa（ねずみの一種）が

　鳴いた時に言うまじない。

，ii「kutu⑨（名）いいこと。よい事柄。よい

　事件。

’limaaru⑪（名）順番に労力交換（’ii）を行

　なうこと。主として農家：の畑仕事について

　いうが，転じて他の仕事についてもい5。

265



’iimuN

’ii’mUN⑨（名）いい物。

りlimuslru⑪（名）琉球表。　saciiiでつくっ

　たむしろ。

’ガ蹴aaka⑨（名）いい仲。親しい仲。仲よ

　し。

’ii’nee◎（名）よく似合うこと。また，似

　合いの男女。

，｛圭賑i董もu韮①　（名）居眠り。～kUUZuN．こつ

　くりこっくりをする。

’iinoo＝juNco（自＝1’ali「，＝ti）「居障る」に

　対応する。辞去しようとして，また，しば

　らくとどまる。

’iinUti⑰（名）あいこ。引き分け。勝負なし。

’量i「？Nmanukura⑪（名）いい罵の鞍の意。

　罪。画面を転嫁させるかっこうな相手。

　？ariga　’waNnee　一vNdi　？umutocru　gu一

　む00N．彼がわたしをL・い馬の鞍だと思っ

　ているらしい。

’iiN⑨（名）縁。縁側。廊下。

，iiN①（名）織機の箴（おさ）の種類の名。

　十四よみ。経糸1120塞を通す。また，そ

　れで織った布。難u蝕ciの項参照。
’ii’ pcu⑨（名）いい入。善人。

’擢Qkwa⑪（名）いい子。善良な子♂掩kw翫

　とは異なり，子供についてのみいう。

，iira＝ri．iUN⑪（自＝riraN，＝〈≧乞i）0もらわ

　れる。，iiju聾（もらう）の受身。㊤僑頼され

　る。璽宝がられる。気に入られる。？aree

　sikiNkara　’iiraQtOON．　彼は鍵閲力・らイ言

　頼されている。

’iiri㎜uN⑪（名）e：おもちゃ。玩具。㊤趣味

　としているもの。得意とするもの。

，恥演gwa⑨（名），iiiNgwaと同じ。

’iirizil　＠（名）お隼玉。新年に親類・近所

　などからもらう金。’ii認i聾ともいうQ

つ鍼saba⑪（名）繭で作った草履。

ラ量嚢撃i⑨（名）江洲（（地））参照。

徽S澁uci①（名）座業。すわり仕箏。，iiwa－

　4aともいう。

’且i’sirasi⑲（名）いい知らせ。吉報。

’ii’sjeogwag蓋⑥（名）㊦㌔・い正月。◎新年

　おめでとう。薪年1のあいさつ。図上には～

　deebiruと㌔・ら。

’ii「sjuubu⑨（名）いい勝負。接戦して勝ち

　：負けのつきにくい勝負。

’重i’tacinaakaan（名）いい縁組。嫁いで行

　くのにちようど似合いの相手。女の方から

　いう語。

’iiti⑪（名）得手。得意とするもの。～

　sjUN．得意どする。

’ii“？waagi¢i⑪（名）いい天気。晴天。

’ii”wala⑪（名）いい職業。いい仕事。

’iiwala①（名）座業。すわり仕事。’iislkuci

　ともいう。

’i＝jUNQ（自　＝raN，＝ci）eすわる。’imi一

　學eeN。おすわりになる。，imiseebiree．おす

　わり下さいませ。’iree．すわれ。’icoom．1．

　すわっているか。すわっている目下へのあ

　いさつ。◎落ち着く。岡じところにいる。

　kuma～。ここに居るの意。（放蕩してい

　た春などが）家に落ち着いて，遊びに幽歩

　かない。③沈澱する。底に沈む。

’inu一（接頭）同じ。同等・岡壁・同様の意

　にも，同一の意にも用いる。非常に多くの

　名詞に付く。，三nutusi（同年），，inunaa

　（親臨），’inUQeu（岡一入）など。　kuree

　kiQsa　　eoota學itu　　，inumajaai●　　（：れ轟ま～き

　つき来ていたのと同じ猫か。

’inuea⑪（名）1司年藪1。問じ年かっこう。

　’inujucaともいう。？ujaN　QkwaN～

　a就OO凡親も子も岡年配になっている。子

　が大きくなって親同様になった意。

’inuci⑨（名）健康時のような元気。平常と

　同じ元気。’inueee　neeN．元気がない。ま

　だ元気が回復しない。

，inucimu⑪（名）同じ1心。年長らしくない

　心。隼長の者が幼い者と同じ気持ちになつ

　て争5揚合にい弓。

’inugira⑨（名）θ判じ頗。似た顔。◎岡

　類。一一味。仲間のひとりの行為が全体のつ

266



’iNpi

　らよごしになる血合にいう。～najUN．

　同類のように見られる。

，皇職ugu⑨（名）絵の具。

，inugutoONen（〈，illU十gutOON）同様であ

　る。悶じようである。．

，inuguteoruu⑪（名）岡様なもの。岡じよ

　5なもの。

’in秘9猛tu⑪（副）同じように。同様に。　尚

　じく。～’jaN．同じようにだ。

ラi瓜ukwi⑩（名）同ll。岡じ臼。

，圭nuhw量sja⑰（副）その足で。岡じ足で。

　休んだり泊ったり，いったん帰ったりせず

　に，そのまま行く揚合にいう。～keejuN．

　その足で帰る。

ラinu？iihli⑭（名）親しい岡等・岡年恩間の

　擁し方。たがいに，？ii〔？r湾と答：え，短i

　　かが　〔911〕と応ずる話し方。きみぼくの会話。

　tageeni？iihii　ともい5。

’inui⑪（名）e同じ時節。一年の同じ季節。

　，inu十　’uui。　～gutuni？Nbi？NzasjUN．

　（一年の）断じころに思い出す。◎一周忌。

’inujuca⑨　（名）　’inuca　と【司じ。

’inukaN⑰（名）問惑。同じように考え患う

　こと。　また，　1置｝じ考え。

’inumieiev（名）同じ道。前に来たのと同

　じ道。別の人と岡じ方針などの意で用い

　る。cumieiの項参照。～kunUN．（前に

　来たのと）同じ道を行く。（箭人と）岡じ

　方針で行く。

’lnumuN⑨（名）岡じもの。岡じこと。ま

　た，同一物。？aNsiN　kaNsiN～du，3ar犠．

　ああしてもころしても面じことだ。

’inunaa⑰（名）除名。

，iRunagi⑰（名）岡じ長さ。，iNnagiともい

　弓。

’inUQeu⑨（名）同じ人。岡一入。また，岡

　じ入間。？ariN’waNniN～du’jaru．彼

　もわたしも岡じく入間だ。

’inusaaas（名）爾じ娃（さが）の意。十二：支

　の年が同じであること。口無，1歳と13歳

　　　　　　　　　　　　　　　ゑ

　と25歳などe

，inutaki＠（名）岡じたけ。同じ高さ。，iN－

　takiともいう。

，in殺tiig三⑥　 （名）　 岡一。　 ，inutiigii・　　1斑一オ》。

，inlituci⑨（名）同じ時。悶時。

’inutusi⑨（名）岡年。岡じ歳。　cutusiと

　もいう。

，inu2uQsa⑪（名）同量。同額。，iN§aとも

　い5。

，董nu？騒Hk賦ロ③（名）互いに敬語を使って話

　す話し方。tageeni？uuhuuともい5。

　？uuhUUの項参照。

，量nuu⑨（名）岡じもの。同様なもの。

’iN⑪（名）縁。ゆかり。また，忠縁・夫婦

　の縁など。～mUSU｝）UN。縁を絃ぶ。～

　c轍jUN・イ・縁が切れる。　n。愛想がっ

　きる。いやになる。～nu　giragataka．縁

　が顔をかばう意。縁のある者は，ひいき覆

　で顔もきれいに見える。

，iN一（接頭），inいと岡じ。，iNnagi（同じ長

　さ），，iNtaki（岡じたけ）など。

’董Nbic董⑥（名）縁故。縁引き。縁を引いてい

　る者。狭義には姻戚開係（にある者）。

’iNgumiem（名）縁組。～sjUN．縁組を結

　ぶ。

，iNIN①（副）期Bが延び延びになるさま。延

　引したさま。～natooSa．延び延びになつ

　ているよ。～（≧si　burii　natoosa．延び延

　びになって失礼したね。

’iNkirahwaa⑨（名）岡じ状態。同じよう

　す。前よりよくなるべきもの（学問・病気な

　ど）が，前の状態と変わりないこと。進歩

　のないこと。kiramaa　maakara，NNciN

　～渉慶良間島はどllから見ても同じに見

　える。？aRU　QCOO？igimadiN～。＊あの

　人はいつまでたっても変わらない。

’iNmaoO①（名）閻魔王。

’掴賦＆gi⑪（名）同じ畏さ♂短unagiと同じ。

’iNpi＠（名）同じ大きさ。’iNpinaa’wakL

　担N．岡じ大きさずつ分ける。
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，董Npoo

，iNpoo①（名）遠方。遠くの方。　kaamaと

　もいう。

’iNru⑰①（名）選慮。人に対してひかえ目

　にすること。～sjUN．

，ll　sa⑥（名）同量：。岡額。？inu？UQsaの略。

　’iNsanaa．岡量ずつ。悶額ずつ。

’iNsjuCO（名）火薬。’Nsjuともい5。

’三Ntaki⑥（名）岡じたけ。同じ高さ。’inu－

　taki　ともN’5。

’沁kwa①（名）θいい子。かわいい子。◎

　親切な入。いい人。おとなや目上に対して

　もい5。？anUQcoo～，jaN。あの入は親

　切な人だ。

，isiei⑨（名）尻。けつ。「居敷」に紺応ずる

　語か。

’i§iei①（名）e屋敷内にある，店子（naagU）

　などの家の建っている土地。据える（，isi一

　jUN）土地の意か。または，「居敷」に対応

　する語か。

’isieiganee（t）（名）店子（naagu）などの

　家の建っている土地の地代。

’isi＝jUN①（他＝raN，＝ti）θすえる。置く。

　，jaQkwaN～．やかんを置く。cimu～・

　心を落ち着ける。㊥設ける。つくる。haa｝〈a－

　ta～．歯型を付ける。　kata～。規剰を設

　ける。㊤すわらせる。taQcooru　QCU～．

　立っている人をすわらせる。㊧地位につけ

　る。？ari　muragasiraNkai，isiとaN・彼

　を村がしらにした。

彗離ka醤uN①（自　＝raN，＝ti）　居やがる。

　，玉担N（すわる），，UN（居る）の卑語。す

　わっている，仕事をしない，長居するなど

　を悪くい弓のに屯使5。「居敷く」と関係あ

　る語か。
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o
j

？

？ja前）（名）eおまえ。きみ。目下に対する

　第二：人称。蟹上は？UNzu。複数は？iQ－

　taa。◎（接頭）おまえの。きみの。？jaa－

　sjumug圭．おまえの本。

2jaagutoor騒⑨（連体）おまえのような。お

　まえごとき。雰難iの意でいう。～niNziN．

　おまえごとき人間。

？jaagutooruu⑨（名）おまえとそっくりの

　者。　？amanakai　maQtaei　～nu　，usa．

　あそこに金くおまえとそっくりの人がいる

　よ。

？jaakuru⑪（副）？jaNkuruと同じ。

2jaNeuien（名）おまえひとり。　cuiはひと

　り。？jaa　cuiともL・5。

？ja廻kum⑨（副）おまえ自身で。一kuruは

　自身の意。？jaakuruともいう。～Qsi・

　自分でしろ。

？joeii⑨（名）（泣く子をあやす声から転じ

　て）おさな子。赤ん坊。？unukuroo？jaa一

　3a～5u’jateekutu・そのころはおまえ

　はおさな子であったから。

2jooilgwaa⑥（名）赤ちゃん。かわいい幼

　子。？eeraas5我r覗～deemUN　naa．かわ

　いらしい赤ちゃんですね。

2jooii？jooii⑨（感）泣く子をあやす声Q子

　守歌のはじめによく用いられる語。

？jUN①（他・不規員の雪う。？1ci　kwiri。

　言ってくれ。？iigurisjaN。言、・にくしx。

　還慮して言いにくい。また，裏現や発音が

　しにくい。？imi￥eeN・おっしゃる。君わ

　れる。？icaru　magisa・（言った大きさの

　意）大きいことをいう者を笑5時いう。

？juu①（感）はい。はあ。非常に蟹上の人

　に対して，肯定・承諾の意を表わす語。一

　般の町上には？UUとい5。

2juuniN①？ujnbaN③（句）壽うに及ばぬ。

　言5までもない。
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pj，　一」

’ja一（接頭）入。’jahwa癖（入羽），’31　akeeN

　（八圃）など。

一ja（助）は。　ii，　ee，　aa，00，　UUなどに

　終わる語に付く時はつ＆のままである。

　’waQtaaja（わたしたちは），　cuuja（きょ

　うは）fgど。しかし短い，　i，　a，　uに終わ

　る語に付く時は，それらの母音と融合し，

　ee，　aa，　ooとなる。　kari（ここれ）一一＞kuyee

　（これは），　kUma（ここ）→lcumaa（こ

　こは），？呈ru（色）→？il’oo（色1ま）など。

　またNに終わる語に付く時はNをnに
　変えてnOOとなる。　ziN（銭）→zin◎0（銭

　は），sixaN（知らない，知らないで）→

　siranoo（知らないでは）など。ただし

　’waN（わたし）に樗く時は’waNnee（わ

　たしは）となる。主格を表わす一ga（が），

　一RU（が）に付くこともできる。　，waagaa

　？iCUN．　わたしなら行く。？alnanOO？me－

　N學eesa．あのかたならいらっしゃるよ。ま

　た，￥aN（である），形容詞（たとえば

　，wakasa翼＝若い），「…してし・る」（たとえ

　ば，judoON　・ewんでいる），　r…してある」

　（たとえば’舞dee還講読んである）などの

　否定の形にはふつ5－jaの付いた形を用い

　る。sjumucee？araN・塞ではない。，wa－

　k紘oo　nee凡若く（は）ない。’5戯ee

　，uraN．讃iんで（は）いない。，judee　neeN．

　読んで（は）ない。e’uuja，iitiNci　deebi－

　ru．きょうばいい天気でございます。

　ξimee　SiranoO　SjOOti．　学士問1ま矢llらなし・

　で（は）いて。？aee　sani．ありはしない

　か。

，jaa①（感）ねえ。なあ。もし。やあ。呼び

　かける時，同意を求める時発する語。～

　hwahwa？ujaju．［やあ母親よ（銘苅

　子）3もし，おかあさん。～？aN§a職

　，jaa・ねえ，そらだうろねえ。～hUNnu．

　ねえ，ほんとに（同情した時などに，女が

　言ら）。

，jaa①（感）や（八）。やっつ。声を出して

　数える時にのみいう。

，jaa⑨（名）θ家。家屋。家庭。～humi・・

　kasjUN．（歌。三直線などで）家をにぎや

　かにして祝う。～gukuJUN．家を建て
　る。～tatiju｝T・分家させる。一戸をかま

　えさせる（～，wakasjUN）　ともいう。～

　taCUN。分家する。一戸立てとなる（～

　’wakajuN）ともい5。ん箆ee　kakaraN。

　家にいない。夕雛iばかりする。◎（接尾）

　軒。cujaa（一軒），　t鱒aa（二軒）など。

’jaaCO（助）ねえ。なあ。念を押したり，同

　意を求めたりする揚合に用いる。euuga

　～・来るかねえ。？icuga～．行くかね

　え。（疑問の助詞一gaは通常疑問詞のある

　文に周いられるが，この，jaaが続く時は

　疑悶詞なしでも傭いられる。）？lka～．行

　こうねえ。？aN’jara～．そうだろうね

　え。？aNsana～．そ達しよ5ねえ。？i－

　1〈ana～．行きたいねえ。’NNcaN　doo

　～．見たんだねえ。

，jaahuei⑨（名）慶根をふくこと。かやぶき

　屋根についてい5。瓦ぶきにはk：aara

　nusijuN（瓦をのせる）という。

ラjaaburu⑨（名）便所。屋根のある便所で，

　ここでは豚を飼わない。豚を飼5便所は

　huru．

’jaabusiN⑨（名）家の普請。

，jaagi①（名）入。やっつ。また，8歳。時

　刻は午前午後の2時。

，．iaagukuiew（名），5aa多ukuiと岡じQ

’jaacuu⑰（名）灸。やいと。　～，3ac疑N．灸

　をすえる。
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ウ　　　　　のの　　
」εしatils・塁

jaadu（D（名）宿。宿屡…。’5aduともいう。

，ねadu⑯（名）e都落ちした士族の部落。

　都に定職なく都落ちした士族は，平民の村

　落と離れた齎に居を定め，農業を営むよう

　になった。その部落をいう。⑰Xi111E。貴族

　の劉荘には？ujaadui，王家のSlj　＃には

　？udUNという。那覇では罰荘をharujaa
　（畑の中の家の意）という。

’jaaduguci⑨（名）戸口。

’jaaduu⑨（名）やもり。

，jaagumaien（名）察にζもること。籠居。

うjaagumajaa⑨（名）家にこもって出歩かな

　い者。

’jaagwaa⑨（名）小さい家。ノ」・歴。

’jaa？izaa（D（名）　5ち弁慶。？izaaは勇気

　のある老。

’jaajaa⑨（名）着物の小児語。おべべ。

’jaajaa①（惑）〔文〕やあやあ。親踊りで人

　に呼び掛ける語。

，jaajaatuQ）（副）静かに。安らかに。騒ぎ

　が静まったさま。また，ほっと。安堵する

　さま。～najUN．（騒ぎが）静まる。ま

　た，ほっと安心する。

，jaajasici⑨（名）家屋敷。家屋と敷地。

’jaakajaa⑥（名）借家人。家を借りる者。

Ziaakaraeijaa⑪（名）不断着。家で着る着

　物。

’jaakailai⑨（名）家および家財道具。財産。

，jaakazi⑨（名）θ家の数。戸数。◎家ごと

　（に）。　戸ごと（に）o　～　hata　？ag圭jUN．

　家ごとに旗をあげる。

’jaakazihwirujaa⑨（名）移り気の奉公入。

　あちこち転々と渡り歩く奉公入。hwiru－

　jaaは拾5者の意。

’jaama⑨（名）e糸車。二二り車。織機に

　付属する器具。右に車，左に紡錘があって，

　糸をより合わせる器具。O転じて，機械。

　？weNcujaama（ねずみとり機）など。

’jaamadil⑨（名）宿無し。住居を失うこ

　と。一madiiは失って迷5こと。～sjOON．

　宿無しになっている。

’jaamanugimi⑪（名）糸援り車（’jaama）

　の管をさしこむ鉄錐。

ejaamucaa⑪（名）所帯持ちの上手な者。

’jaamuei⑪（名）所帯持ち。所帯の持ち方。

　～liU’jutas謳N．断帯持ちカ｛よい。

’jaamucidoogu⑲（名）所帯道具。

乳la窺mUd騨ku㊥（名）所帯のきりもり。所

　帯を維持して行く二段。家政。

，jaanareean（名）家での教育。しつけ。～一

　du　hukanaree．家の中でのしつけが，よ

　そに幽た時の教育になる。

’jaaniN多u⑨（名）e家の入数。家族数。

　o家族。

，jaanubaaN⑪（名）るす番。

’jaanunuusi⑪（名）家主。貸家の主人。

等aanu？uci⑨（名）家の中。屋内。

，jaanu2w“（D　（名）　屋根。　～Nkai　nubuju－

　N．屋根に登る。

’jaaN⑨（名）来年q

’jaaNnaa⑫（名）家号。苗宇。姓。　ljagOQ

　ともいう。温品と別に苗字がある時には，

　その苗字にはmjoozi，　nOOZ1という。

，jaasakurisjapm（名）醗えの苦しさ。～

　sJUN。空腹で苦しむ。

’jaasanoosi⑪（名）虫おさえ。究腹を一時

　しのぐために少し食：うこと。

ラ麺asaN⑨（形）ひもじい。究腹である。

　，jaasa・ひもじさ。凱え。空腹。

，jaasaoo⑨（名）すぐ腹のへる入。食って

　もすぐひもじがる者。食いしんぼう。

，jaasawata⑪（名）空腹。ひもじい腹。

’jaasazlni⑨（名）餓死。飢え死に。　gasiは

　三二の意。

’jaasi⑨（名）椰子。

，jaasi＆waa⑨（名）椰子の実。実の外側の

　からは酒をいれる器として珍重されてい

　る。

，ja・ntacaa⑱（名）分家した者。分家。

’jaatiigi⑨（名）一つ家。一つの家に悪らす
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つコ　　　コ　　も

Jaa駆SJuN

　こと。

’jaatiev　sjuN①（句）人の家にわが家のよ

　うに出入りし，入りびたる。’3a滋ee　sa－

　raN．入りびたるわけにはいかない。

’麺a？uugii◎（名）引っ越し。転宅。士族以

　上の身分ある者の引っ越しはtUNci？UU¢盤

　とい5。

”jaawakajaa⑪（名）分家した者。分家。

　’jaataeaaとも、・5。

’jaageekuO（名）大工。家を作る大工。

’jaazi⑨（名）屋宜。〈（　by　〉）参照。

つjaali二euN⑰　　 （自　 ＝kaN，　　＝ci）　 家1こ居つ　く　◎

　（犬猫などが）家に住みつく。

，jaazlna⑨（名）家風。家の品格。

’jaazisii⑨（名）なれない察で寝た揚合に，

　圏れないこと。金武（elN）では，jaagUS隻

　という。一kusiは忌避する意。～gsi　ni－

　NdaraN．なれない家なので眠れないQ

’jaazis｛韮S∫aa⑨（名）なれない家では眠れな

　いくせのある人。

つjaazoo⑨（名）棟門。瓦門。瓦屋根のある

　門。もとは貴族の家に限られていた。

，jaalukui⑨（名）家を建てること。家の建

　築。’jaacukuiともいう。

’」曲aN③（名）〔新〕野蛮。

’jabiku⑥（名）屋比久。＜＜　aj　＞＞参照。

’jabiraa　cg（名）衰弱した者。’jabirlmuyi

　ともいう。

’jabiri＝juN①（自＝raN，＝ti）病み糞える。

　二二｝する。体が弱る。

苓ab韮rimuN①（名）衰弱した考。’jabiraa

　ともいう。

，麺bu⑪（名）屋部。（（地〉）参照。

’jaburi⑪（名）’jaNdiと岡じ。

’jabuu①（名）鍼灸師。はり記者。

lagi⑨（名）たちの悪いこと。性悪。また，

　たちの悪いことをたくらむこと。～sjUN．

　悪だくみをする。また，（たちの悪い腫れ

　もの・病気などが）こじれる。～na　ni－

　NziN．たちの悪い人間。

’jagi①（名）やっつ（時刻）。午前午後の2

　時。

，jacibaai①（名）焼き鍼。やいばり。外科

　の発達しない時代の医術の名。

’jacidoohu⑰（名）焼き豆腐。路傍で焼き，

　道行く人に売っていた。kaNヒoohuとも

　いう。

，jac韮？三舶）（名）焼き印。

，」題9量maga⑳（名），jagi？Nmagaと同じ。

’jacimee⑨（名）θぼっちゃん。士族以上の

　男の子をいう。㊥貴族の男の子を，その下

　の子や使用人がい5語。おぼっちゃま。

　，ja砲C難ζ鷺eeともいう。

’jacimuYi⑨（名）焼き物。磁器・晦器。素

　焼きの類一切をい5。

’jaφ？N㎜捌呂a④（名）子孫といったような

　意。～hwiei？Nmaga　mata？Nmaganu

　caa．大勢の子孫たち。　coozanu？uhu－

　sju［長者の大主］（その項参照）のことば。

’jaciN⑭（名）家賃。

，jag．iri＝juNCO（自＝raN，＝ヒi）㊦やつれる。

　やせ衰える。憔幽する。◎おちぶれて身な

　りが悪くなる。おちぶれる。㊤ことさらに

　姿を悪くする。身をやつす。また，仮装す

　る。変装する。

’jaci2usi①（名）色の黒い人。皮麟が真黒

　にやけた人。くろんぼ。～nu　gutOON・

　くろんぼのようだ。

’ja＝cuN（D（麺＝kaN，＝ci）焼く。

’jadu⑪（名）θ窩。訴訟。’jaaduともい5。

　～sjUN・宿をする。人を泊める。また，

　人の家に泊まる。◎〔文〕家。，waga～．

　わが宿。

，jaduciN⑨（名）宿賃。宿泊料。

’jaduja⑪（名）宿屋。旅館。

，jadu・・juN⑪（自＝raNt＝ti）泊る。宿泊

　する。また，元来の住みかでないところに

　いる。宿る。

’jaga⑪（名）屋我。（（地））参照。

’jagaci⑨（名）屋生地島。沖縄塞島本部半
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’jahwaraeuN

　農の東に接してある農。

，jagamaa④（名）いなかで娘たちが夜回

　まって仕事する揚所。娘宿。一種の女子集

　二恩。，．i　unabi　～ja　tUNmiguti…　dika－

　dika　mijarabi？邸ibikai．〔夜なべやが

　まや　とん巡て…　できやできやめやらべ

　遊びかい（越来節）］夜なべ仕事をする娘の

　集会所に立ち寄って…，さあさあ娘たち，

　遊びに行こう。

写agεu龍asjaN①（形）やかましい。騒がし

　い。

，」3gat圭①（副）㊦やがて。間もなく。sara－

　ba　tac2wakara　’jusumi　neN　？ueini，

　～？akagicinu　tuiN　nacura．こさらば立

　ち別ら　与所目ないぬうちに　やがて暁

　の　鳥も鳴きゆら〕では溺れよ5，人屠

　のない5ちに。やがて暁の鳥も旧くだろ

　う。◎もう少しで。あやうく。～sinuta－

　N．もう少しで死ぬところだった。～，ja－

　cimeeni　sasafiN　doo．も少しで，坊ちゃ

　んにもちで刺されるぞ。（童謡）

，jagoe⑪（各）家号。姓のほかにある，家に

　よる呼び名。，jaaNnaaともいう。

，jagujaguutu①（副）おとなしく。　sjuru

　kutoo　Qsi～sjOON．やることはやって，

　のんびりしている。？anu，warabee？a－

　majaatiijaa　sjootasiga　・v　niNtooN．

　あの子ははしゃぎ回っていたが，おとなし

　く寝ている。？00eetiiee　S300t勘号iga～

　Qsi　niNtoON．　暴れ回っていたのが，お

　となしく寝ている。

，jag犠恥量S3①（名）恐れはばかること。恐

　縮。？ija　kuhwina？azisuinu？umeni
　’．iusirij’ai，　・v　N　siraN　rnunu？i　nikusa．

　〔いや　こへな按司そひの　御前によしれ

　やり　やぐめさも知らぬ　物雪にくさ（忠

　臣身替）コいや，このような尊い城主様の

　御欝に出て恐れはばかることも知らないも

　のの言い：方がにくい。narasu，jugidaki一一

　nu　？utuni　mazirijai，　？ujagumisa　？a一

　tiN？usuba’3utaru．［鳴らす四つ竹の

　音にまぎれやり　おやぐめさあても　お側

　寄たるコ鳴らすカスタネットの音にまぎれ

　て，（踊りながら）恐れ多いけれども，お

　そばに寄って行った。～sjUN．恐れはば

　かる。恐縮する。～NReeraN・恐れはば

　からぬ。

’jagusam韮①（名）やもめ。後家。未亡入。

，jagW蓑｛①（名）労働の時のかけ声をい5。

　重い物を持ち上げる時に出す，hijaとい

　弓声など。

’jahusu⑨（名）屋富祖。《鋤参照。

’jahwajahwatu⑥（副）〔文〕やわらかに。

　やんわりと。やさしく。mutnbu　nacizl－

　naga　’jadu　kaiga　kurawa，　kutuba　・v

　muduei’jarasi．［本部今帰仁にやが宿

　かりが来らば　欝葉やはやはと　戻ちやら

　せ（本部汀闘と節）］？5　1や今帰仁の者が

　宿を借りに来たら，やんわりとしたことば

　で断わって帰してしまえ。

，jahwaN⑥（名）夜半。夜中。，juhwaNと

　順いう。

’jahwaNmee⑨（名）夜半にお参りすること。

　ことに，夜半に女が男装して採所に参り，

　思う男に会いたいと祈ること。お冠船出

　（？UkwaNsiNudui）のあとに現われたこ

　とだという。それに出演した首里三平等

　（mihwira）の美男子をしたって，女が決

　死の混泳で夜半参りをしたのがはじまりだ

　という。

，jahwaQteeN①（副）やさしく。柔らかに。

　おだやかに。munu？iijoonu～S500N．

　ことばつきがやわらかい。

，jahwaQteeNgwaa①（副）やさしく。柔ら

　かに。tii～1〈agimiti．やさしく写…をとつ

　て。

，jahwaraa①（名）病弱な者。

，jahwara一一cuN①　（自；kaN，；ci）e柔らカ、

　くなる。◎おだやかになる。柔らぐ。ま

　た，争わなくなる。㊧（体が）弱る。衰弱
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，jahwaragaNz職u11翼韮N

　する♂5ahwar乱coON．衰麗している。

ejahwaragaNzllumuN①（名）病弱そうで

　健康な者。また，病弱ではあるが，重病を

　しない者。

，壽akw＆ragee想①（副）病弱なさま。病気ば

　かりするさま。caa～sjOON．いつも病

　気ばかりしている。

’jahwarageeraa①（名）病弱な春。病気ば

　かりしている者。

，jahwara斑；葺UN①（他＝raN，＝ti）e柔ら

　かくする。柔らげる。◎蒲解させる。科合

　させる。

’jahwaramuNO（名）病弱な者。体が弱い

　者。，jahwaraa，，jahwataimUN，，．iahwa－

　tajaaなどともいう。～ni5U　ciriN？翫一

　kutaNφc則u．弱い者に塵も芥もつく。

　弱い者にはすぐ何の病気でもとりつく意。

，jahwarasaN⑨（形）e柔らか1，・。◎体が弱

　い。病弱である。

’jahwaraguu§難⑨（名）雑炊。おじや。単

　に　4ua亭ii　ともいう。

’jahwatagusa「o（名）植物名。むらさきか

　たばみ。かたばみに似て，紫色の美しい花

　の咲く雑草。はじめ，首塁の平良殿内の主

　人が観賞矯に中麟から輸入したといわれる

　が，のち，田畑に繁殖し，農作物にひどい

　害を及ぼすようになった。

’ja｝iwatalkeela韮②（Ptlj）病弱なさまQ病弱

　でぶらぶらしているさま。～sjUN．

，jahwata三muN①（名）病弱な者。病弱でぶ

　らぶらしている者。

’jahwatajaaO（名）病弱な者。

，jaiee（感）やい。おい。配筋に呼びかける

　語。～？aNdu　sjurui．やい，そんなこと

　していいか。～mii？atitaN．やい，見っ

　けた。

’jai③（名）槍。

等aiba④（名）〔文〕やいば。刀鰯。口語では

　taciと㌔、5。

’jaikoo＝ju”N＠（他”raN，＝ti）破り散らす。

　（紙。着物などを）ずたずたに破る。

，jaisiti＝jui“T，a）（他＝raN，”ti）破り捨てる。

’ja；jUl　＠（他＝raN，弍圭）破る。ciN～．

　着物を破る。？akai～．障子を破る。

’jaka⑨（名）屋嘉。（（地》参照。

一jaC”｝ka（助）老人は一jukaという。　eよ

　り。比較の時使う。？ari～kuree　masi．

、あれよりこれはよい。tuzi～kanas3aN。

　饗よりかわいい。◎より。より外に，以外

　にの意の場合に用いる。，waN～hukanee

　taagaN　siraX．わたしより外には誰も知

　らない。，jamatu？Nmariti　kuNeaaboo－

　zaa　nara－v　？ueinaa　？．Nrnariti　kari－

　haamee．　段：本に生まれてざんぎり頭にな

　るよりは　沖縄に生まれてくたばりばばあ

　になった方がまだよい。廃藩のころ臼本塞

　土の断髪をののしって欝つたことば。

’jakaa⑨（名）守り役。上流家薩の男の子の

　守り役。非常に身分の高い家柄の男の子に

　は？uhujakaa（輔導役）と’jakaagwaa

　（遊び相手）の馬入の守り役がつけられた。

’舞kaagwaa⑪（名）非常に勢分の高い家の

　男の子の遊び義手にやとわれる守り役。お

　絹手役。

’鈎kab韮⑥（名）歴嘉比。（〈地））参照。

’jak曲u⑪（名）麗嘉部。（（地））参照。

，jakara①（名）eやつ。やから。～，？麟ru

　kutu　cil｛ani．このやろ5，言5ことを聞

　かないか。◎’jakaramUNと同じ。

’麺k3ran珊N⑦（名）力持ち。カのある人。

　また，しっかり者。働きのある入。

’jakar三一（接頭）ず5ずうしいやつ，太いや

　つの意。？N癬Ru　hUN？araN　muz鎗観

　huN　？ayaN，　’jakarijumudujaga　kakai一

　＄三gai。［稲の穂もあらぬ　麦の穂もあらぬ

　やかれよも鳥が　かかりすがり］稲の穂で

　も菱の穂でもないのに，5るさい始め（男

　たち）がっきまとう。

’jakeeN①（名）入回。

，jakii＠（名）入璽山にある風土病の名。織・
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’jamadanii

　熱が閤繊的に出る。

等ak董＝3“N⑦（富＝臓N，”ti）e焼ける。燃

　画する。◎（食物が）焼ける。㊧（皮露など

　が日に）焼ける。

’jakina⑨（名）屋慶名。〈（地D参照。

’jakizivi⑨（名）焼けた木切れ。燃えさし。

’jaku⑥（名）厄。わざわい。災難。たとえば

　小鳥が家に入ることは厄だとして，その

　厄を祓い清めるためにhama？uri（その

　項参照）を行なう。

，jaku⑨（名）㊧役。～（ni）taCUN．役に立

　つ。～nee　tataN．役には立たない。

　◎役。公務。割り当てられた職務。

りjakudusi⑪（名）厄隼。その翌年はharija－

　ku（晴れ厄）という。生まれた年の干支

　に当たる奪は心事とされる。

’jakugee⑪（名）屋久貝。夜久員。夜光貝。

　修繕（らでん）にする。

’jakumeeda⑨（名）屋久前田。（（地））参照。

，jakumi圭⑨（名）（∋兄。兄さん。ただし，30

　～40台の壮年考である兄，またはその年配

　の考をそれより年の少ない者がいう。古く

　は役人の尊称で？uhujal〈umui［大やく

　もえ，親雲上］であったが，後に年長者に

　いうようになったものか。◎壮年。中年。

　撫sjui（隼寄り），，wakamUN　（青年）に

　卑してい弓。

ラjakumiitaa⑨（名）壮年者たち。

，jakumui①（名）1銭6厘。　ziN（銭）の項参

　照。

ラjakumuig縫Nz腿秘①（名）ee　850文。　1鐡

　7厘に相当する。ziN（銭）の項参照。

’jakumusig）（名）虫の名。芋虫のよ5に大

　きく，黒い。

’jakusja⑨（名）すも5の手の名。右手を相

　手の左肩の上から背に園して帯をつかみ，

　相手をひねり倒すわざ。

，jakusuku①（名）約束。

’jakuta＝eUN（Q）　（蓬韮　＝＝taN，　＝（lci）　　役立つ。

　役に立つ。，ゴaku　taCUNと局じ。

’jakuzoo①（名）約定。契約。取引の約束。

，jama⑨（名）（∋林。由野。由林。やま。樹

　太が多く茂っているところをいう。しかし

　平地の林はほとんどないので，，訟maと

　いえば山林である。出岱の意の山には搬ui

　という。～？aQeUN．山仕事をする。◎混．

　乱。乱雑。　ごたごた。～najUN．乱雑に

　なる。ごたごたする。～c圭τijUN．ごたご

　たする。混乱する。めちゃめちゃになる。

　？Nzi　’NNeakutu　？umiN　’juraN　kutti一・

　nu？ukuti，～ciQcootaN．行って見たら．

　思いも寄らない事が超こって，とんでもな

　いことになっていた。～eirakasjuN．散

　散にちらかす。混乱させる。

’jama一（接頭）野性の意を表わす。’」3ma・

　？iN（のら犬），，jamamajaa（のら猫）。

　jamakaNda（野生のつる草の名）などcr

’jama2aQCaa⑥（名）由仕事をする者。林

　業に従事する者。一？aQeaa＜？aQCUN（歩

　く）。

，jama？aQtami⑪（名）〔古〕いのししの肉。

’jama2atai⑨（名）〔文〕［由当］営林の役

　人。森林係。ll語は　’3　a撒滋ai。

，jama｝｝iku⑨（名）由びこ。山にひびくこだ

　ま。，jamahibil〈u　ともいう。kuinu，jama一

　？ukuni　tuu｝〈u　humimaj　uti　taninu　tv－

　nu？就ugW恥akarL［恋の由奥に　遠く

　踏み迷て　谷のやまびこの　音声ばかり〕

　恋の山奥に遠く踏み迷って，躍こえるも

　のは谷のやまびこの声ばかり。

’jamabuzoo⑨（名）山奉行。由林政…督宮。

’jamaei＠（名）園内。馳力参照。

，jamaeirigutuew（名）混乱。ごたごた。紋

　拾のつかない困った事。

，jamacir董muN＠（名）ごたごたを起こず

　者。秩序を乱す者。

’jamada⑥　（名）　山EEi。　〈（99　｝〉　参照。

’jamadanaa⑨（名）’jamadaniiの卑称。

’jamadanii⑪（名）私生児。ててなし子。

’jamadanaa（卑称），’jamadaniNgwa
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’」　amadani　NTgwa

　ともいう。と重に音がtani（陰茎）に通

　ずるのであまり用いられない。，jamana一

　＄iNgwaともいう。

’jamadani－Ngwa＠（名）’jamadaniiと同

　じ。

”jamagaa⑨（名）由1H。（（地）〉参照。

．jamagaamii③（名）陸上にいる亀。，3aNb翫

　rugaaln｛ともいう。？umigaamii（海が

　め）に鮒する。

，jamaga4aN⑪（名）やぶ蚊。野生の蚊の意。

　普通の蚊より大きく萢々しい。

，jamagOO⑪（名）由規。鹿児島の紬名。

”jamagu⑪（名）ずるいこと。狡猜。那覇語

　であるが，首里でもいうようになった。

　？anihjaa～’5awai，あいつめ，狡狸だ

　わい。’jawaiは那覇語。

’jamaguci⑪（名）山目。㈱力参照。

．jamaguruci⑪（名）禧物名。山黒木（や

　まくろき）。浜携橿：（はませ’んだん）。その

　材は建築用，家具指物用などになる。
『’

ﾋmagu瞬ku⑨（名）出城。《地》参照。

”jamagwaa⑪（名）やぶ。ノ」・さい：荒地など。

”ja㎜ahibiku⑨（名），jamabikuと瞬じ。

，jamahw圭zaa⑨（名）ひげの多い者。ひげも

　じゃ。

’jama2icubi◎　（名）taka？icubi　と固じ。

，jama？iN⑨（名）珂の字かわからない，だ

　れにも使馬できるように作ってある三文

　判。

9jama？圭N⑪（名）のら犬。野犬。

．jamajuuna⑪（名）櫨物名。あかめがしわ。

　葉を煎じて胃腸病の薬にする。

’．iamakaagaa⑨（名）人見知り。内気で人

　前に出るのを嫌うこと。また，その入。～

　S知N。人見知りする。

’jamakagU⑨（名）駕籠の一一種。身分の低

　い考が乗る，囲いのない論題。病人を遷ん

　だりするのに用いる。

’jamakanda＠（名）櫃物名。多年生で，朝

　顔に似た花が牽き，さつまいもに似た小

　さい芋ができる。観賞用にもなる。ひるが

　おの一種か。野生のかずらの意。kaNda

　はさつまいもの植物としての名。

’jamakandaa⑪（名）’janlcakaNtia　と同

　じ。

，jamaku⑨（名）きこり。　murikawaja
　tuuku　’jaNbaruni　？uriti，　”v　karikuri一一

　nu　hataraeiju　S沁Ntijari．［9X　ilfや遠

　く　山振に下りて　由工彼是の　働きよし

　ゆんてやり（花売之縁）］Stiiiは還く寒餅

　に下って，きこりなどの仕事をしていると

　いうことである。

，jamamajaa⑨（名）のら猫。泥棒猫。

’ja翼namie量⑨（名）由道。

eja㎜amumu⑨（名）やまもも。揚梅。単に

　mumuともいう。mumuの項参照。
，jamanasi「Ngwa⑨（名）私生児。ててなし

　子。

’jamanazivr（名）なた。太を切る刀。山

　刀。

，jamanugiziQ（名）頂上。由頂。

，3am鋤ukwa⑭（名）〔文〕山の端（は）。　ta－

　numu　’juja　hukiti　？utuzirija　neraN，

　hwicui～nu　gicini’Nkati．［頼む夜や

　ふけて　おとずれやないらぬ　一一人山の端

　の　月に向かて］頼みにしている夜はふけ

　ても，おとずれはない。ただひとり山の端

　の月に向かっているばかり。

’jamanuhwa⑨（名）出入端。（（　aj　））参照。

’jamanunaaka⑩（名）由の中。山林の中。

’」鱗anus緩d秘⑨（名）山賊。～撒gu毛oo－

　sa．由賊のようだ。ひげぼ5ぽ弓の者な

　どをいう。

’jama？NmuO（名）やまいも。自然薯。

，掴】maNkazias（名）　さそり。

，jamas量si⑨（名）いのしし。◎いのししの

　肉。

，jI達mas量s蓋lujaa⑨　　（名）　　猟師。

’jamasjllubu＠（名）由仕事の競争。爵村

　で二村を対抗させて行な5林業奨励の行
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’jana2abii

　事。仕事の成績を錘つた。

’jamatai⑪（名）営林の役人。森林係。文語

　は’jama？atai。

’jamatu⑨（名）θ日本。沖縄に対して臼塞

　本土をい5。◎薩摩。？uhujainatu（日

　本末土の全体）に掬する。

写amatugib戯＠（名）研本流のしりからげ。

　着物の後ろのすそだけをからげるからげ

　かた。9三buiの項参照。

’jamatugucl⑰（名）日本語。

’jamatugttjumi⑪（名）新暦。太陽暦。

’jamatugm’uku⑪（名）日本人の機敏さ。

　罰点人らしくきびきびと。鷺本入のように

　すばやく。guruku〈gurusaN。　nUU’ja－

　tiN～doO．何でも露心入なみにきびきび

　やれ。

’jamatu21sja⑪（名）薦方医。漢方医（？u－

　einaa？三晦批）にSllt　していう。西洋医術は日

　本から俵わり，始めは臼塞本土から来た

　蘭方賑を，jamatu？isjaといったが，の

　ち，虚辞人で蘭方医を開業する者が睡る

　と，それをもい5ようになった。

，jamatujuku㎜呈⑨（名）中国貿易監視官。

　薩摩の役人が当たる。

’jam部u海u③（名）明治12年廃藩置県以後，

　日本政癒の統治下になった時代。t］本政府

　時代。？ucinaa担uにPtする。

’jamalumxxN⑪（名）日本醒r。

’jarnatumusuN⑪（名）じきに解けるよう

　に，または体裁よく結ぶ結びかた。花結び。

　蝶結び。

’jamatUNeu⑨（名）∈旧本人。　e本本土の

　人。O薩摩人。その揚合，他のH本人は

　？uhujamatUNcuという。

’jamaヒusjooもee⑨（名）臼本製贔が粗末に

　できていること。粗製濫造ぶりをこきおろ

　した語。sjoobeeは粗製晶。・　tOO？agixee

　（中年晶晶があつらえもののように上等で

　あること）に紺する。

，ja；natusoebee⑪（名），」我瓢雄usjoobeeと

　隅じ。

，jamatutabi⑨（名）S本本土への旅。　too－

　tabi（唐旅）の対。

，jamatuzihwee⑰（名）日本入の気の早さ、

　沖縄人に比べて，厳本本土の人が気早く勢

　いのよいことをいう。

，jama？uku⑨（名）山奥。？uku∫amaとも

　いう。

’jamagatu③（名）山里。《鋤参照。

，jaml⑰（名）θやみ。隠やみ。，UNzi　’wa一

　￥lririba　Nnu　’junu　1〈umiei，　’wadudu

　sukUnajuru？ajumigurisja．　こ恩i隆忘オτ

　れば　糊の夜の小路　我胴ど損なゆる　歩

　みぐれしや］恩義を忘れれば闇の夜の小道

　を歩くよ5なもの，自身をそこなうばかり

　で歩きにくい。◎乱世。

’jami③（名）病気。文語的な上部な語。普

　通は　，jaNmee，　bjooci　という。　musil｛a

　kunu～ni題titi　saci　naraba．［もしかこ

　の病に　棄てて先ならば3もしもこの病気

　であとに残る者を捨てて死んだならば。

’ja㎜ii①（名）二日酔い。

ラjami＝jul①（他＝raN，＝のやめる。廃す．

　る。行なわなくする。9．　ak1～．酒をやめる。

’jamiwacaree⑨（名）病み患い。病気でわ

　ずらうこと。

’jamiwaNdee⑨（名）看病。病入を介抱・

　姓話すること。

’鉾臨a一（接頭）悪い意を表わす。悪い・醜い■一

　いやな・性悪の。不正な，など。’ii一（い

　い）に対する。’janasaNは主として見た

　欝の美醜などに間して馬いるが，，jana一は．

　それだけでなく，，waQsaNの意も含み，

　非常に多くの語につく。’janatiNei（悪い

　天気。天気が悪いという時には，tiNcinu

　，waQsaN。という），’janakaagii（不美

　人），’janakaza（悪臭），’ja捻am圭ei（邪

　道）など。

ラjana”2abii⑨（名）悪い叫び声。いやな叫

　び声。
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つロJanaa

■janaa①（名）悪い物。また，悪人。民間

　語源説にrむかし鳩目銭を融融せし頃，寛

　永銭八貫文をヤナーといひしば，ト之部ト

　ナー一の条下にいへるが如し。その頃奴僕を

　薩ふに最もわろいものをヤナーの銭にて雇

　ひたるよしにて，わろい人をヤナモンとい

　ふより，ひづりて，何物憩らず，わろい物

　にはやナーといふとそ（南島八璽垣）」。

つjanabu①（名）糖物名。てりはぼく。おと

　ぎりそう科。太材は建纂用など，種子は燈

　油になる。，jarabuともい5。

つjana”buri⑰（名）悪い狂い方。とてもなお

　りそうにない狂い方。ひどい気違い。一bu－

　ri〈hurijuN．

”janaei⑪（名）悪い」血。病毒をふくんだ廠。

’」徽a「面k証ma⑨（名）好配。悪知恵。

”jana”dakuml＠（名）妊計。悪だくみ。

’janagamasjaN⑨（形）（音などが）弓るさ

　く，不快である。（人などが）しつこく，不

　侠である。，janagamasii　MUN．しっこ

　い，いやなやつ。

，ja無a「gataa⑨（名）悪い型の者。感じの悪

　い人間。いやな入闘。

，janagueaa⑪（名）ilの悪い者。毒‘舌家：。

’janaguci⑨（名）悪口。また，悪い乱暴な

　ことば。毒；舌。
’つ

鰍≠獅＝fgukuru⑨（名）悪い心。悪心。
－’

鰍≠獅＝hgusi⑥（名）悪い癖。悪い習慣。

’janagutu⑥（名）悪事。’janakutuより意

　味が強い。

’∫ana「gw韮（①（名）悪い声。いやな声。不快

　な感じを与煮える声。

．jana’kuuz董⑪（名）悪い風儀。悪い風習。

　悪習。

’janahwa⑪（名）屋那覇島。俘是名島（？圭一

　zina）の属島。

，jana”2ii⑪（名）悪口。あしざまに言うこ

　と。

”jana「？韮m三⑨（名）悪い夢。悪夢。不吉な

　夢。

，一面諏蹴g埴）（名）醜い顔。不器量。

’janakaagli⑥（名）器量の悪い者。女につ

　いていう。不美人。

’jana”kaga⑨（名）悪いにおい。悪魔。

’jttnakazi⑩（名）悪い霊気。悪霊。魔風。

　入に害を与える，風のような魔物。～？i－

　eajUN・悪い雨気に会5。

’jana”ku搬⑪（名）悪い事。

，jana「kutuba⑨（名）卑語。卑しいごとξざ。

，jana’niici⑥（名）悪路。悪い道路。

’janamic韮⑨（名）邪道。正しくない道。

　～kunUN・邪道に入り込む。

，jana”niii⑨（名）いやな欝。いやな境遇。

　～haQcakajuN．いやな目に会う。

’jananmiqkwasaN⑪（形）憎憎しい。葬常

　に憎い。

，janamunii⑪（名），janamunu？iiと1司じ。

，jana’inunu2ii⑥（名）悪し・ものの言い方。

　縁起の悪いことを言うこと。’janamunii

　と隅じ。

’jananiuN⑨（名）e妖怪。魔物。悪鐙。

　◎悪者。悪人。㊤いやなやつ。tuiN　gika－

　MiN　naraN～．煮ても焼いても食えない

　やつ。取りもつかみもできない，いやなや

　つの意。

ejana’muN⑨（名）悪い物。，iiMUNの対し。

’jana”mUNdakuN⑪（名）悪だくみ。妊謙。

’jan鋤araas⑩（名）悪いことを教えこむこ

　と。教唆。悪い教育（naraasi）。

’jana’qcu⑥（名）悪い入。？akuniN（悪人）

　より軽い意。

，jana’rikug三⑨（名）悪がしこい才智。悪知

　恵。～kwato◎N．悪がしこい才智がある。

’janasaN⑨（形）悪い。醜い。いやな感じが

　する。’waQsaNが主として，そのものの

　正・不正，またそのものの質の畏・不良に

　関して使われるのに対して，，janasaNは

　主として晃た感じの美醜などに関して使わ

　れる。また’waQsaNの方が多く用いられ

　る。なお，，jana一の頃参照。　ku氾u：ci禰
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’jaNbaraa

　noo～．この着物は（柄などが）悪い。

　（kunu　cinoO，waQsaN．この着物は，晶

　質などカ㍉悪い。）　，jan慕ku　najUN．（容

　貌が）醜くなる。

’jana「siian（名）悪い仕方。たちの悪いやり

　かた。

，ね難ガs…m皿ci⑨（名）悪い性質。根性が悪い

　こと。意地悪。

ラjana「siQpa⑪（名）いやに強情なこと。ひ

　どく腕白なこと。また，そのような考。

ラjanasiQpamUN⑪（名）いや1こ強情な者。ひ

　どい朧偉者。

，jalla”ti“’ci⑪（名）悪い天気。悪天候。，ja－

　na？waagiclともいう。

’jana「2waagic韮⑨（名）悪、・天気。悪天候。

　，janatiNeiともいう。

ejana’waeaku⑪（名）意地の悪いいたずら。

　悪意あるからかいかた。

’jana”wara｝）i⑨（名）悪い子供。いたずらっ

　子。にくまれっ子。

，jRna”waga⑥（名）卑・しい職業。賎業。

t．iana”gee⑪（名）悪い才智㊤ee）。悪知患。

？janazi①（名）柳。

’janaziguui⑰　（名）　書郵行李O

ejanaC’）zimu⑨（名）悪’む。悪い心。～nu

　？ukur呈jUN。悪心が起こる。悪いこと，瀧

　暴などをしょうとする心が起こる。

5ana「z量N①（名）悪い着物。質または柄など

　がよくない着物。

’jani⑧（名）竹を細くけずること。また＊

　骨総みを作ること。，janijUNの項参照。

　kubaja　eiNktibani　dal〈ija　？ahusudaki，

　～5a　sirakaeini　ha圭診？UNna．［こばや

　金武こぼに　竹や安富祖竹　やねや瀬良垣

　に　張りや恩納〕びろ5の葉は金武で取

　り，竹は字面禮の竹で，げずるのは（組み

　：立てば‡）瀬良垣で，張るのは恩納。kubaga－

　li　a（びろうの笠）を作る過程を歌った歌。

ejani⑨（名）やに。樹皮から鐵る粘液。ま

　た，きせるにたまるやに。

，jani＝juN⑪（他＝raN．＝ti）e竹などを細

　くけずる。daki～・竹をけずる。◎＊心組

　みを作る。竹などで，凧。笠・かご・かやぶ

　き屋根などの膏組みを作る時にいう。kUU

　～．鳥かごを作る。

’ja＝nuN⑨（自＝maN，＝di）病む。病気す

　る。患う。また，痛む。giburunu～．頭が

　痛い。’jamasjUN．病気させる。また，痛

　める。けがする。tii　eiQC2　’jamaeaN．手

　を切って痛めた。tUN砿akU凱u　’W＆QsanU

　’warabFja撒aci．盤話が足りずに子供を

　病気させた。cimu，jamasjUN．後梅させ

　る。弱しがらせる。

，ja＝nuNCO（自＝maN，戴玉）やむ。（続いて

　いたものごとが）とどまる。ただし，雨が

　やむことは難arijUNという。

’jaN①（連調・不規則）だ。である。単独でも

　文になりうる。～．そうである。kaN～．

　こうである。？aN’ja艶しそうか。’jami，

　？arani．そうなのかそうでないのか。　ta－

　rUU．ia　bjooci’jaiglsaN．太郎は病気ら

　しい。nuuga，謳ra。何だろうか。？aN

　’jakutu．そうだから。？aN’jaree・そう

　ならば。～tee？araNtee．そうであると

　言い，そうでないと雷い。珊論乙駁。，3a－

　ru　tuui？ee．ありのままを言え。’wara－

　bidu，jaru　rnUN．子供なのに。子供であ

　りながら。taruu’3ara臓N’jaraci　kwi－

　ree・太郊でもよこしてくれ。

’jaNba⑲（名）しおり。太の枝を折り，また

　それを山道にさして，道しるべとした臨

　の。由の太の葉の意。sjuraga　kusjura－

　Ndi　・一一　saei　？uceN，　sudija　tanigawanu

　suku藍hwitaci．［しほらが越しゆらんで

　由葉さち麗ちえん　袖や谷規の　底にひた

　ち3恋人が越えて来るだろうと思って，し

　おりをさして置いてあるe袖は谷川の底に

　ひたしたよ5に涙にぬれて。

・jaNbavaa⑪（名）θ山原（，jaNbaru）の人

　岡。山原者。◎，ja翼bara3bu蹟と嗣じ。
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，j　aNharaab孤n量

　㊤，jaNbaraa5akiと同じ。

’」隷曲araabu滋1萱⑨（名）山原船。帆前船

　（huumaasiN）のノ」、型なもの。もともとは

　由原通いの船の意。

，jaNbaraadaki⑨（名）山原竹。琉球竹。篠

　竹の一一一一種。，jaNbarud＆k三ともいう。cini－

　bu，屋根などにする。

，jaNbaru⑪（名）［霞原］国頭地方。～ni

　？ikiba　？awariduja　sigul〈u　miru　kata－

　ja　neraN？umitu’jamatu．［山原に行

　けば　哀れどや韮極　見る方やないらぬ

　海と出と3出原に行けば至極あわれであ

　る。海と山ばかりで見るものもない。

，jaNbaruda、ki（D（名），jaNbaraadakiと1司

　じ。

’jaNbavuga’amii⑭（名）陸上にいる亀。

　’jamagaa㎜iiと岡じ。

’jaNharugoo”raa⑨（名）むご5ずねにでき

　る瘡の一種。なおりにくく，穴がふさがら

　ず，赤くただれる。一gooraa〈900τijUN。

’jaNbayukuntuba③（名）国頭方雪。由原

　弁。沖縄北部方言。

，jaA’baruta、bi⑨（名），j＆Nbaru（適齢地方）

　への旅。

，jaNbatabi⑨　（名）　〔文〕　’jaNbarutab圭と同

　じ。由原地方への旅。韻律の開係で短くな

　つたもの。？unimucinu　zibUN～「3atat圭．

　［鬼歯の時分　やんば旅あたて］鬼餅の時

　分（12月8日）出銭へ旅することになつ

　て。

，jaNdl⑨（名）破損。こわれ。，舞b㍑iとも

　いう。

’jaNdi＝juN⑥（農＝raN，＝ti）eこ1わ；れる。

　破損する。◎（詣が）こわれる。破談にな

　る。㊤うまく行かない。よくできない。で

　きそこなう。失敗する。dikijUNの対。

’jaNdi4aataa⑨（名）できそこないの砂糖。

’jaNmee⑱（名）やまい。病気。’jami，　b30－

　ociともx，・5。

vjaNmeemuN⑨（名）病気がちの者。病弱

　な者。

’jaNmuci⑨（名）鳥もち。小鳥や初心をと

　らえるもち。ガジマルの木からとる妬心で

　止る。

’jaNtuN①（接続）そうであっても。けれど

　も。しかし。

，jaNgai⑪（名）e◎Ndaraaと岡じ。

，jaNgajaa⑪（名），3aN多ai，　coxdaraaと岡

　じ。

’jaNziN⑨（名）洋銀。ニッケル。銅。亜鉛

　の合金。

’jaN＝ZUN⑨（イ也adaN，＝ti）eこわす。　tii－

　mutaaN　Qsi，　’warabinu　tucii　’」’aNtaN

　いたずらして，子供が時計をこわした。

　◎（接羅）…しそこな5。…し損ずる。

　kacijaNzuN（書きそこな5），　sii3aNZUN

　（しそこな5），？圭ija翼ZUN（イ．言いそこ

　なう　ロ・けなす）など。
e

jaQcii◎（名）兄。にいさん。士族につい

　ていう。貴族は，jaci溢ee，平民は？ahWii。

　兄が三人いれば，上から順に？uhujaQe11，

　，謳鯉ii，，jaQciigwaaと呼び分ける。

’jaQeiigwaa⑨（名）一番下の兄。すぐ上の

　兄さん。士族についてい弓。

’jaQciimee⑨（名）お坊っちゃま。貴族の

　男の子を，使駕入などがいう語。

，jaQeuku①（名）〔新〕θ薬を調合する人。

　蘂剤師。㊤病院の蘂局。

’jaQkeeew（名）厄介。～na．厄介な。Qcu－

　nu～najUN・人の厄介（世話）になる。

，jaQkeemUN⑨（名）厄介者。’jaQkeemUN一

　？agikee　saQtaN．厄介者扱いされた。

，jaQkwaco（名）tamagai（人だま。その項

　参照）を見るために，高い木の上に遠くを

　望めるように築いた望楼。旧贋8月10縫か

　ら15日ごろまでの間に，方々に現われる人

　だまや，怪しい音などの，いろいろな奇怪を

　晃聞するために作る。小は二，三人のすわれ

　るものから，大は十数人も入れるものまで

　作られた。那覇では’jaNgwaa［置旧コと
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つコ　　　　　　　ロ

jaSlma．｝u欝

　いう。

’jaQkwanaa⑪（名）大ぎんたま。象皮病で

　睾丸がやかんのように大きい者。

’jaQkwaN⑱（名）eやかん。鉄瓶。湯をわ

　かすのに用いるもの。◎畢丸。きんたま。

　形が似ているのでいう。

，jaQpa＝juN①（自；raN，＝tl）がんばる。

　ふんばる。

’jaQsaN⑪（形）（値段が）安い。

，jaQtaiCO（名）入人。普通haciniNとい

　50
’jaQtukaQtu①（副）やっと。　よ5やく。カ、

　ろうじて。～tuzimataN・やっと（話が）

　まとまった。

，jara①（名）屋良。（（地〉）参照。

，jarabu（D（名）’janabuと岡じ。

，jaraca三kwaacai⑨（名）やりくり箕段。’5a－

　rasiikwaasii，？icaasikwaasiiなどとも

　いう。～sjUN．

，jarasli⑥（名）旅の平安を祈る時の踊りの

　名。H本本土，中国などに旅に出ている人

　の家で，旅の平安を祈る歌を歌う際，畳を

　上げ，大勢の女が輪を作り，床をふみとど

　ろかせて翻ること。親類中の女が集まって

　行なった。

’jara＄iikwaasii⑥（名）やりくり纂段。？i－

　eaasikwaasii，’jaraeaikwaaeaiなどと

　もいう。～sjUN．

，jara＝sjuNCO（他＝saN，＝ei）遣る。つかわ

　す。行かせる。’winagU？atinasija　tici－

　nu　tini　’jaraci　maeideenu　cizuku　mi－

　Nbukuja　ca　sjuga．［女あてなしや激

　の手にやらち　末代の恥辱　画霞や如何し

　ゆが（大川敵討）］女子供を敵の手にやつ

　て，盛代までの恥辱，爾員をどうするか。

，javi⑨（名）破れ。破れteところ。　ciNnu

　～．着物の破れ。

ラjar韮2akaヨ⑨（名）破れ障子。

，jarieinri⑪（名）（着物などの）破れたり切

　れたりしていること。

’jarigasa⑨（名）破れ傘。破れ笠。

，jari＝juNem（薗＝raN，”ti）破れる。破け

　る。ciNnu～。着物が破れる。

，jarikwaNkwaN⑨（副）びりびり。ずたず

　た。ひどく破れたさま。ciNnu～S500N・

　着物がびりびりである。

’jarimii⑨（名）破れ目。破れたすきま。

，jarisaki①（名）着物などの破れや裂け。

’jariziN⑨（名）破れた着物。

’幡ee⑨（名）野菜。

’jasee2ujaa⑨（名）野菜売り。やおや。

，jas三¢董⑨（名）瓦燈。家の敷地。

，jasiciganee⑨（名）屋敷の地代。また，麗

　敷にかかる租税。

’jasicinu？ugwaN⑪（名）家引敷についての

　祈願（？ugwaN）。家族や家屋敷の無事息災

　を複願する祭りで，19暦2月，8月に吉Sを

　選んで行なった。屋敷の四隅とhuduunu

　？ukami（便所の神）には酒と御花米（’Npa－

　nagumi）を供えて祭り，　nakaziN（家の

　中心）と門には重箱を供えて祭る。重箱に

　は一一つにはにぎりめし，地の一一つには肉類．

　や揚げ物などをつめる。祈願（？ugwaN）

　には，その家の女主入が当たる。祈顯の文

　句は？ugwaNの項参照。

’ja＄iga①（接続）だが。しかしながら。け

　れども。

’jasigaruuco（名）やせっぽち。やせぎす。

　体がやせて細い者。

，j鱒igOO三⑪（名）安く買うこと。

’jasii①（名）やすり。

’j3鱒as髭u①（副）やすやすと。容易に。

　，ja學iQteeN，　duuja＄iQteeN　ともいう。

，ja漉juM｝（窃＝raN，；ti）やせる。，jQO－

　gar薙UNともいう。

，jasikuziN⑪（名），jasjuku宏Nと岡じ。

’jasima＝jUN⑨（霞；raN，”ti）e休まる。

　休息できる。◎我慢できる。，jaglimaraN．

　我慢できない。立腹してこらえることがで

　きない。
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つja．S監mi⑨（名）θ〔新？〕休み。休畷。休業。

　◎〔古〕食事。c晃ユus圭ciとも、、う。～？u－

　sjagijUN。食事をさしあげる。

つja争蒸mま＝juN唖）　（ltS；ra黄，　；；t呈）　休める。　duu

　～．体1を休める。

’ja＄imi；juN⑪（地＝yaN，＝ti）安くする。

　（代極を）低くする。また，（代緬を）まけ

　る。

，」鱒蓋muN⑪（名）安物。安価な物。

’jasina　・j　1｝N①（弛：aN，＝raN，”ti）養う。

”jas三neeNgwa¢（名）養し・子。’jasinee？U－

　jaに対する語。その項参照。かりに自分

　の子として，名を与えた子。

，jaslnee2uja④（名）養い親。子供の体が罷

　い時，親を変えると強健になるとい5の

　で，養い親を溺に定め，従来の名を変え，

　養い親の名をもらってつける。上流では寺

　院の僧侶に頼み，一一般では親類中の強健な

　入，福徳円満な人に頼む。普通の養父母，

　育て親の意とは異なる。

苓a麟；無u製⑪（他＝mal，二di）（勤めなどを）

　休む。休息の意では多くは，麟1脚ja翼と

　いう。cuuja’ja4inumi．きょ5は休むの

　か。

．jas無無UN⑨（自；maN，＝di）（物の代価が）

　安くなる。

’」隷s垂N⑪（名）野心。～拠鴫coON。野心が

　ある。～na　lllUN．野心家。陰諜家。

．jasiNgutu⑨（名）謀叛。野心のあるたくら

　み。　taNea？amajaa窟a　～　毛akudi．　［鼠茶

　あまやが　野心ごとたくで（大jil　tw討）3

　らんぼうな谷茶の殿様が謀叛をたくらん

　で。

’jasiQteeN①（副）やすやすと。容易に。た

　やすく。’jasijasitu，　duujasiQteeNと

　もいう．　Baminu？arasatiN～？wlizuN．

　波が荒くてもやすやすと泳ぐ。

つ」鱒蓋rami①（名）布の織りかたの名。たて

　よこのしまが交互に揖る織り。

つjaei？ui⑨（名）安売り。

，jasjukuziN⑨（名）足の短い膳。平常は用

　いず，祝祭の時，客に鵠すのに使う。，ja－

　sikuziNともいう。もと夜食膳の意か。

liasuNz三　as（名）あきらめ。安んずること。

　ある程度で満冒すること。～nu　’jutasaN。

　あきらめがよい。

，jasuNzi＝juN⑨（自＝1’aN，＝ti）あきらめ

　る。安んずる。ある程度で満足する。？unu

　gituminakai～．その職で満足する。’ja－

　SUNzijuusaN・あきらめきれない。

，jatati①（名）矢立て。旅行用の筆硯。

’ja搬一（接頭）特に大きい意を表わす。大（お

　お）。巨大な。’jatumue1（大きな餅），

　’3a加？waa（大海），’ja七umagii（巨大な

　もの）など。

’ja｛ugaci？nkugaei①（名）大変な食：いしん

　ぼう。人のものを奪って食うような食いし

　んぼう。

，jatu＝juN⑪（磁茎＝1’aN，；t量）腰う。hWijuu

　～．　臼雇いを雇う。

’jatumagiiee（名）巨大なもの。特に大きな

　屯の。

’jatmnaecri§酒①（形）巨大である。特に大

　きい。

’．iatumucl①（名）大きな餅。特に大型に

　作った餅。

’jalu㎜uNCO（名）野人。大男。’jatuuとも

　い5。

’jatuuCO（名）巨人。大男。’jatumUNとも

　いう。

’jatu2waa②（名）大向。巨大な豚。

，joo⑨（名）繧（よう）。悪性のできものの名。

，joo①（助）呼びかける時，また，念を押す

　時いう。よ。ねえ。なあ。taruu～・太

　郎よ。？aNsi　lgwiri～・そ5してくれよ。

，jeobaa⑪（名）弱虫。弱い者。　cuuba3の

　対。

，joogaaem（名）ゆがんだもの。形がゆがん

　だり曲がったりした物。また首の曲がった

　者。，joogeeとも㌔・う。
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9joogaahwi”igaa①（副）齢がりくねったさ

　ま。くねくね。くにやくにゃ。taa加？a－

　businu～sjOON．闘のあぜが滋iがりく

　ねっている。

’joogaahwiigaa？aQci⑥（名）千鳥足。まつ

　すぐに歩か．ず，麟がりくねって歩くこと。

　，w勲i～sjUN・酔って千鳥足で歩く。

，joogaaliwiigaagaei⑨（名）ゆがんだ書体。

　行が懸がりくねった霞き方。～sjUN．ゆ

が罷で不櫛’に書く・

’joogaazic；＠（名）聞き圏．違うこと。正し

　く聞かないこと。

，joegayihwi「igarE①（dill）やせ・紹るさま。

　・v　sjuN・

，joogari＝jUN①（自　＝raN，；t圭）　やせる。

　苓a亭ijUNともいう。

’joogee⑨（名）’j◎ogaa．と1司じ。

’joogeehwl「；gee⑨（副）’joogaahWiigaa

　と岡じ。

’jooi⑪（名）容易。たやすいこと。’jooee

　？alaN．容励ではない。～naraN　kutu

　’jasiga．容易ならぬ事だが。～Ra．容易

　な3～滋cikaN．容易に閥かない。

，jooimuN◎（名），3001．iMUNと岡じ。

，joojaku⑪（副）ようやく。やっと。～na一

　捻N．やっとできた。

．joO＝．iUN⑨（自＝1’aN，＝ti）弱る。弱まる。

　（人・田田・ひもなどが）弱くなる。

’joO髭aabUS⑩（名）明けの日置。金星。

．jo醸細b蘇①（名）旧麿8鍔8日。また，そ

　のHから行なう行事。この日から11縫ま

　で厄F・1なので，厄を払ういろいろな行事が

　行なわれる。8ffからhjoocaku（爆竹）

　を鴨ら．し，11日には盛んに爆竹を鳴らし．，

　御馳走を作り，家をにぎやかにする。

”，oo護n塁⑪（名）弱り目。弱い断。弱い時。

　～？iQCOON・嚢｝いところができている。

　弱っている。

，jooN①（副）弱く。軽く。柔らかに。～saa－

　jUN．程くさわる。ん？jUN．柔らかに言う。

，jooNei⑨（名）容器に一一杯ないこと。減た

　ないこと。半分，あるいはそれ以下くらい

　しかない時に多くいう。弱満ちの意か。

　米。酒など量臼に開するものについてい

　う。mitaN　karal〈．aranu，jOONcigukuru．

　満たぬ瀬瓶1ま，かえって大きな音がするe

　大圏する者はかえって内容が乏しい意。

’jooNgwaa（D（副）軽く。きわめて9§く。～

　？ueUN．軽く打つ。

’jooNnaa④ゆっくり♂」OONは軽く，一naa

　は「ずつ」．の意。～？aQCUN・ゆっくり歩

　く。

，joora⑪（名）わきばら。横っぱら。まれな

　語。文語は，juhwara。

’jooraakwa’araaan（副）’jooruul｛waai・UU

　と同じ。

tjoorimuNe“（名）弱った者。弱った物。弱

　くなり役立たなくなったもあ。’jooiMUN

　ともいう。

，joorauen（副）ゆるゆる。ゆるんでいるさ

　ま。たるんでいるさま。？uubinu～na一

　乞OON．帯がゆるんでいる。1〈uelnu～na－

　toON・口もとがしまっていない。

，jooruukwa「aruuQ）　（副）ゆるゆる。　大L・

　にゆるんでいるさま。？uubinu～na－

　tOON．帯がゆるゆるにゆるんでいる。

’joosaN⑪（形）弱い。力がない。病弱であ

　る。（ひもなどが）切れやすい。（器物など

　が）こわれやすい。’，iooku　natOON・弱っ

　ている。衰弱している。

，joosi⑪．（名）養子。～najUNr養子になる。

　～tujUN・養子にもらう。

，joo⇒i⑰（名）よ5す。また，（病人の）容態。

　tiginu～sagujUN・敵のようすを探る。

　～？ici　kusui　tuti　kuuwa．容態を言っ

　て藥をとって来い。
　　　　　　　　ぞ　，joosjoO”cuN①（他＝kaN，＝ci）θやめて．お

　く。よしておく。しな．いでおく。’joosjoO－

　kLよせ。するな。’joosjookee　sinUl’u

　mUNnu．そんなことをなさらなくても。
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　人が進物など持って来た時に言う挨拶。や

　めておげばすむものをの意。◎だまってお

　く。占うっておく。見のがしておく。，jOO－

　sjeokaN．容赦はしない。，joosjook重ku－

　nu　hjaa．だまっておれ，この野椰。

，joosjGO＝juN①（密　＝raN，統i）よしてお

　く。だまっておく。かまわずにおく。？unu

　basjoo　’」’oosjoot1，　nama　natakutu　？aN

　？icLその時はだまっていて，今になって

　そう言って。

’jootee⑪（名）容態。病状。

’joo？騒§umasjaN⑦（形）eうす気昧が悪

　い。うっかりできない。，jOO？usumasi圭

　niNziN．うっかりできない人閣。㊤ものす

　ごい。こわい。’joO？usumasanu’juiN

　naraN．ものすごくて近寮れない。

’壽ooz量⑪（名）e楊枝。つま楊枝。◎結婚の

　時，菓子にそえて冒す，桃の小枝で作った

　小さい揚枝。

’joOZOO⑪（名）治療。病気の手当。養生の

　転意。

，joezoohwi■亘ZOO⑪（副）∈）治療するさま。

　O修；繕するさま。

，joOZOO？ukuri⑨（名）手おくれ。病気の治

　療が手おくれになること。

’jll一（接頭）四♂juhwan童（鰻羽），’jukeeN

　（四【璽）など。

一ju（助）〔文〕を。韻文でのみ使う。口語では

　「を」に当たる助詞を用いない。taru～

　？uramituti　】kacuga　　hamaciduri．　［誰

　よ恨めとて　鳴きゆが浜千鳥］誰を恨んで

　鳴くか浜千こ口

’ju？aki⑪（名）紋〕夜明け。～siral〈u－

　mutu　gh・it2　nubura．［夜明白雲と　連れ

　て登ら〕夜明けの白雲とともに（首里に）

　のぼろう。

，jubiG）（名），jubitaと同じ。

，jubi＝euN（Q）（自＝kaN，＝ci）やせる。そげ

　る。sisinu～．肉が落ちる。人にもいう

　が，家畜ことに焉などによくい5。

，jubijusi＝juN①（他＝raNv‘ti）呼び窃せ

　る。

’」血birnudu＝sjuN①（他；saN，＝ci）呼び堤

　す。厚び帰す。召還する。

’jubi？Nza＝sjuN①（他＝saN，＝cl）呼び出す。

，jubisuraa＝sjuN①（他＝saNe＝ci）呼び集

　める。召集する。

，」撹bita④（名）泥田。，jubiともいう。

，jubukui①（名）首里城の建物の名。？UgU一

　＄ikuの項参照。

’ju＝bUN①（他篇baN，畷i）e呼ぶ。声を立

　てて呼ぶ。◎呼ぶ。使い・手紙などで人を

　呼ぶ。称するの意では？沁翼（言う）を用

　いる。㊤（女郎を）翼う。，jubarijuN・（女

　郎が）客に買われる。

，j　uea　G）（名）年配の意。老人について，年が

　いもなくという意の場合に用いる。慣用句

　のほかは，単独では用いない。複合語では，

　，jucanumuN（年配巻），？anujuca（あの

　隼）など。tPueaa　neeN・年がいもなく。

’jucaa＝juN①（自＝raN，＝ヒi）（心が）合う。

　また，（境遇などに）しっくり合う。elmu－

　nu～．イ．心が合う。気が合う。ロ．心

　がなごむ。機嫌がよくなる。

’jucanumuN①（名）年とった者。年とって

　思慮あるはずの者。三物の人。～？Nzi－

　tootLいい年をしながら。

等ロC蓋①（名）〔雪］あられ。雷は降らないか

　ら，韻文などに雪とあるのもあられをさ

　す。

，jug韮①（名）時刻のよつ。午下午後の10

　時。

’jugi2asi①（名）四つ足。四足獣。主として

　牛・馬・豚など家蜜をいう。

’jugRaz三maa①（名）四つ角。十字路。　ka－

　zimajaaともいう。

，jug量daki④（名）四つ竹。竹製のカスダ

　ネット。両季に門門を各二枚ずつ持ち，手

　のひらを開閉し打ち鳴らして踊る。？uci一一

　narasi　narasi　一一ja　naraci，　kijuja　？u一一
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　4a？Nzit1？aglibu？urisja・［打ち鳴らし

　鳴らし　四つ竹や鳴らち　今日や御座出ぢ

　て　遊ぶうれしや（三原節）〕四つ竹を大い

　に打ち鳴らして，お座敷に出て踊るきょう

　のうれしさよ。

，麺glguN⑨（名）祝いなどの時の正式のお

　膳。飯。汁。？utibici。醇のものの四種類

　が撤つたごちそう。四つ組の意。くわしく

　は～nu？uhurumeeという。，juugiiと
　もいう。

ラjucii⑪（名）余分。余討。～na　kutu．余

　計なこと。～nu　mUN．余分のもの。

，jueilkwa⑨（名）余裕。金，消費する物な

　どに余裕があること。9UNzuunu～N
　neeraN・一厘の余裕もない。

，jucii；juN①（他＝raN，弍i）倹約して余裕

　を出す。余裕を残す。coosii～・一一一rt分

　の余裕を出す。

’jugi麺⑥（名）夜露。

’jugiSugiitu⑪①（副）ゆうゆ5と。余裕直々

　と。ゆったりと。，juciQteeN　ともい5。

，」脳C董k翼⑥　（名）豊力㌔　富裕。～na　MUN。

　富裕な者。～ni．豊かに。～ni　suda燐U－

　N．俺不自由なく育てる。

，jugiMi⑪（名）余裕。（物賀的な，また精神

　的な）ゆとり。～nu　neeraN．余裕がな

　い。～gikijuN。ゆとりを持たせる。

，3ugi蹴u2un3ukwee⑪　（名）？unjuhweeの

　項参照。

，jueiQteeN①（副）ゆったりとQゆ5ゆう

　と。余裕緯々と。，jue量juciituともいう。

　～sjoeN．ゆったりとしている。

，jueisaN⑨（形）余裕がある。ゆったりして

　いる。ゆとりがある。たっぷりしている。

　心にも物質にもいう。kunu？uubee～．

　この帯は長iさがゆったりしている。kuτa－

　sinu，juciku　najUN．暮し1こゆとりがで

　きる。

’jueisimu⑰（名）あられや冷雨。

’jugiwai＠（名），jUU¢iwaiと間じ。

’juda①（名）枝。’idaともい5。

’麺dae量①（名）末蒲。傍系。分家筋。（枝系

　の意か）muutuに対する。

’judagiG）（名）胸かけ。山原地方の婦人が，

　二物の上に首から掛けて胸をおお5もの。

　，waga　～hazi嫉　saヒuni？雛cikusiもi，

　？tunukazinu　tataba　’waNnitumuri．

　［わがゆだっはって　塁に打着せて　梯の

　立たば　我胸ともれ］わたしの，judagi

　を脱いでわが恋人に着せておいて，わたし

　を思い出した時には，それをわたしの胸と

　思って下さい。

’謳dahwaa①（名）枝葉。’idahwaaともい

　ろ。

’juda三①（名）よだれ。～daradara。よだ

　れをたらたら。～hwiCUN．食物がく
　さって糸を引く。

，judaikUUzeo①（名）子供がよだれをたら

　してしゃべること。また，転じて，おとなが

　いつまでもむだ環をきくこと。～S3UN．

，judamuci①（名）枝ぶり。，idamuciとも

　いう。

，judaN⑪（名）油断：。また，怠慢。　kwaQcii

　saa～sjuna．（諺）御馳走になったら油

　断ずるな。また，御馳走になったら働け。

　～S500ti’inutimai．　なまけていて同し：

　賃金をもらえるか。

，．iuda！　ta■ari＠（名）怠慢。なまけること。

’judidaku⑪（名）ゆでだこ。

，judi＝juN⑪（他＝raN，二勒ゆでる。うで

　る。

’麺di田m嬉n⑨（名）噺〕ゆで卵。

，judiziru⑪（名）ゆで汁。うで汁。

，judumaihWidunmai①（名）たびたび泊る

　こと。夜泊り日泊りの意。～sjUN．たび

　たび泊る。～nu？uhusaN．たびたび泊

　ることが多い。

，judurni＝jUN⑰（他＝raN，＝ti）e（水を）

　よどます。◎とどまらす。引き止める。滞

　在させる。
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’judunuN

’judu＝nuN⑩（自＝rr．　laN，摺滋）θよどむ。

　（水が）とどこおる。◎立ち止まる。また，

　とどまる。一箇所に長逗留する。

’jugahtiU①（名）〔世果報コ豊年。？ama－

　juu，　miru玉eujuuともいう。

’jugahuudusico（名）〔世果報年］’juga－

　hu“aと同じ。

’jugak｛tig）（副）夕暮れに。錫が暮れて。夕

　方に。～kuuwa・夕方になってから来い。

，jugan盛①（名），jugaNと匿1じ。

三川am藍擁uN①（他＝raN，；七呈）ゆがめる、

　指笛させる。

うjuga＝・rlllN①（自＝raaN，＝ji）ゆがむ。睡

　がる。歪齢する。よこしまになる。

9」聡gaN①（名）ゆがみ。，jugamiともいう。

’」獄gawa量①（名），juugawaiと罵じ：。

’，ugee獄ee①k紐aaN◎（句）0力が弱い。

　無力である。力がない。～muN．力のな

　い者。◎力もないくせに。～meenainai

　Qsi，　hwlQkudoori・力もないくせにで

　しゃばって，引っこんでいろQ

，juguri①（名）よごれ。よごれたところ。

，jugu煎＝3UK①（自＝raN，＝七i）よごれる。

　きたなくなる。

’jugu＝s癬N①（雄；saN，こci）よごす。き

　たなくする。

’juhoobuN⑨（名）〔四方盆〕さかずきをの

　せる四角の台。さかずき台。

’jahudu①（名）余程。大分。～masi　na－

　tOON．大分よくなった。～nu　kutu．よほ

　どのこと。

’juhuku（①　（名），juuhuku　と岡じ。

’juhwaN⑨（名）’jahwaN（夜半）と岡じ。

’juhwara⑨（名）〔文〕わきばら。口語は

　’joora．　ral〈ubuginu　mi？ubi　”v　？usi一一

　maWaCi，　S麺NZanaS呈燃ede圭di’W我ne　Sa－

　dara．〔らくぶつの御壷　よわらおし廻ち

　首里ぎやなしみやだい　でわないさだら］

　三脚嘗の大帯を腰にしめて，首里王冠の御

　奉公に，さあわたしは先がけしよ5。

，juhwi＝，；uN①（自＝raN，＝ti）〔古〕身請け

　する。普通はdusiru？三r｛画N（脅のしろ

　金を払う）という。

’juhwina⑪（名）饒平名。／（：｝LD）参照。

’jui⑪（名）’jujuと準じ。

うju⑩（名）ゆり（否合）。

’3癬⑨（名）ゆえ。せい。taajuiga。だれの

　せいか。

，」！lic．1）　（名）　脊（，～N　？aka，gieiN　Rarisi　？U－

　mul〈azinu七ataN　hwija　nesami　sjuja－

　nu　cimuri．［脊も暁も　馴れし悌の　立

　たぬ霞やないさめ　塩屋の煙（花売之縁）］

　轡も暁も思う人の面影が塩たく家の煙のよ

　うに立たないRはない。

’jui①（名）ふるい。穀物のからをより分け

　る道具。浅く広い円形をしている。

’juimUN①（名）漂着物。流れついたもの。

’juinagasaN⑨（形）’jujunagasaN　と岡

　じ。

，juju⑪　（名）竹などの節と節とのee　。　fよj

　（古語）　と関係ある語。

’jujunae・・asaN⑨（形）〔文〕（竹などの）簸

　と節との闘が長い。また，子供のすねの長

　いことなどにもい5。ほっそりしている。

，jumju喪①（宮＝raN，；ti）㊦寄る。近づく。

　一方へ審る。片寄る。neenu～．地震が

　起きる。◎集まる。Qeunu～．入が集ま

　る。⑭立ち害る◎㊧（年1が）審る。’jujuru

　tusi．寄る隼。

’jujuzura⑭（名）〔文〕植物名。　maani（く

　ろつぐ）の文語。節々が美しいものの意。

　sakamutunu　？ibija　daNzu　tujumari・一

　ru，～9駄eumueu　kubanu　m圭mutu．［坂

　本のいべや　だんじょとよまれる　よよぎ

　よらが一本：　こばの三本（坂本節）〕坂本

　の拝i所はほめはやさ；れるのはもっともなこ

　と。くろつぐが一本，びろうが蕪本あって

　いかにも由縮ありげである。

，ju海zums3粥⑨（形）〔文〕飾と節の間がす

　んなりして美しい。なよなよと美しい。
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’juk“　．i　uku

，∫uka⑦（名）ゆか。床。家のゆの板張りの，

　畳を敷けるよ5になっているところ。畳の

　敷いてない揚含には，karajukaとい5。

一ju‘「’ka（助）より。老人が給う。意味は一ja－

　kaと困じ。

’jukaaQeu（」）（感）㊦御苦労さま。老女が目

　下の労苦を謝する世吉にい5。◎いい子

　ね。おりこうね。女が子供をほめる時にい

　50
’jukagita⑥（名）床を支えるためにさし渡

　す細い林太。

，5Uka量①（名）∈）かなり。相当。主として董

　についていう。ziNnu～？asa．金が相当

　あるよ。～RU　d重kL穣当の紋穫。～na

　｝nUN．梱当な者。◎（接頭）かなりの。根

　当の。　，jukaihataraci（相当な鋤き），

　’juka｛mUN　（相当な者），　’jukai？u（≧sa（as

　当の騒），頭N’jukaida斑ii　seeN・（金を

　紹当ためてある），，jukaiSuN，jaQsaa。

　（大損だよ）など。

，jukai？Nmu⑰（名）よくできたさつまい

　も。

’jukai2iNni⑥（名）よくできた稲。

ラjukai2ttQsa①（名）相当の量。かなりの量。

’juka＝juN⑨（盛＝raN，＝ti）おい茂る。繁

　茂する。また，（作物が）よくできる。よ

　くみのる。？Nni4U，jukatOON．稲がよく

　みのっている。

，jukamuciO（名）根太（ねだ）。床板を支

　えるためにある，床下の横太。

，jukaQcu〔D（名）士族。samureeともL・う。

’jukaQeUNgwa⑨（名）土：族の子。’」　uka一一

　QCUNgwaa　ho◎tUNgwa．士族の子は鳩

　の子のように美しい。

，jukayuen（連｛本）［文〕よき。縁起のよい。

　cuunU～hwini．［今厳のよかるHに］

　きょうのよきHにQ

ラjukasja⑨（名）床下。床板の下。

，jukeeN①（名）柄樽。四度。

，」磁u⑰（名）欲。欲望。おもに悪い三軍に

　用いる。～sjUN．欲ばる。　欲ばったこと

　をする。不当に欲ばって他に被害がおよぶ

　場合にいう。z量N，wakiini～Qsi？uho．）一

　ku　tutaN．金を分けるのに，欲ばって多

　く取った。

，juku⑤（名）横。捻t量（縦）のk・f」また，側

　方。「横になる（寝る）」にはn歌gabooi

　sjUN（長長と寝る）などという。

’juku⑰（副）なお。さらに。もっと。一層。

　‘‘？jaaja　cuyasaN．，，‘‘？UNZOO　～．，，「お

　まえは美しい。」「あなたはもっとσ」tucii

　noosaNd2（≧si，～’jaNtaN．時計を直そ

　5として，かえってこわした。Qkwa
　？iinaraasi　Qsi，～，waruku　nataN．子

　供を教育してなお悪くなった。

’juk疑ba菱①（名）㊦横ぱしり。横に行くこ

　と。わきへそれること。蛇口から水がわき

　へそれる揚合などをいう。◎まっすぐ家へ

　帰らずによからぬ所へ行くこと。よからぬ

　わき遵をすること。～sjUN．

，jukudui④（名）横取り。～S5UN。

，jukudusi①（名）三下。　naajaaNともい

　う。

’jukugaN（D（名）誤解。また，邪推。～

　t晦UN・誤解する。邪推する。

，jukugau①（名）横顔。，jukugaoo　cura－

　saN’jaa．横顔はきれいだねえ。

，jukui⑨（名）休：憩。休息。いこい。

，jukui①（名）〔文〕ゆくえ。　nasaki？ati－

　1〈araja　？umljamanu　sukuN，　tazinira－

　na？ucumi？ariga～．［なさけあてから

　や　海山の底も　尋ねらなおきゆめ　あれ

　が行くゑ］愛情があるからには，彼女のゆ

　くえを声声の底までも尋ねないではおくも

　のか。

，jukuidukuru⑨（名）休み所。休字所。

ejukuimaartiu⑪（名）休む番。休息の番。

，jukujai①（名）C管物などの）かぎざき。

　横破りの意。

’jtikujuku⑨（名）〔新？〕よくよく。余程
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”jukujuN

　の。万やむをえない揚合。～nu　l〈utu．よ

　くよくのこと。

つjuku；5黙N⑨（宮＝raN，＝ti）e休む。休息

　する。いこう。◎横になって休む。寝る。

　また，病臥する。

’」騒kum過（名）［横i翼3役名。冒付役。監

　視宮。　　　，jama七ujukumi，　　，媒uzijukumi，

　gigucijukumiなどがある。

’jukum豪④（名）わき屍。よそ見。

’jukumlC量⑥（名）e横道。わき道。支道。

　また，方向違いの道。◎わき道。邪道。

ejukumigi①（名）横に引いた水。田などで，

　水の流れから蔵角の方向に引いた水。

’jukumu量①（名）銭400文。　8厘に当た

　る。ziN（銭）の項参照。

lukumunil①（名）顧みて弛を霧うこと。

　相手の問にまっすぐ答えず，はぐらかすこ

　と。　～sjUN．

’jukumunu？i茎④（名），3uku瓢uniiと同じ。

’」縦ku鍛ee⑨（名）轡。晩。

，jukuneegurasiN⑨（名）脊やみ。月の出

　のおそい晩の晒いこと。

’jukuneenlibuian（名）轡の口から眠たが

　ること。～sjUN．

’jukuneeniibujaa⑨（名）脊の口から去た

　がる者。子供などについてい｝。

’jukuneelieuuen（名）宥月夜。夕月夜。脊

　の間だけの月夜。上弦の月の夜。

つjukunumata⑲（名）欲の股の意。次の句

　でいう。．～sakijUN．欲ばりすぎて大損

　をする。

，jukunuudii①（名）横喉の意。飲食物を急

　いで食べた時にむせるところ。～Nl〈ai？i・’

　QCOON。食物が気管に入ってむせる。

等ukuN⑨（副）さらに。　なお。　もっと。一

　層。　～curas翫N。一層美しい。

ejukusian（名）うそ。いつわり。

’juk縦鱒①（名）こ文〕行く末。

ejukusimunil⑨（名）うそ。うそごと。5

　そをつくこと。～ja　zoonu　？weemaN

　tuuraN．　うそは門の間も逓らない。　5そ

　は長続きしない。～sjUN．らそをつく。

，jukusimuniisja”a⑨（名）うそつき。5そ

　をつく者。～ja　nusudunu？uja．うそつ

　きは泥棒の親。うそつきは泥棒の始め。

’3uku；S3u聾①（他＝saN，＝ci）e誕心する。

　中傷する。◎誘う。誘惑する。かどわかす。

　また，横取りする。’junp　hzzkirum．adiN

　nugagei　？umisatuja，　’jukusariga　siea一一

　ra？atiN　neraN．［よのふけるまでも

　のがす思里や　よこされがしちやら　あて

　もないらぬ］夜がふけるまでもどうしたこ

　とか，思う入は倦に誘われたのかゆくえが

　わからない。㊤あるべき方向から横にそら

　す。水の流れなどにもいう。

，jul｛utee＝juN①（他＝raNs＝ti）e横たえ

　る。横向きに置く。◎（竿などを）渡す。

，．iukuu⑨（名）欲張り。，juukuuと同じ。

，jukuujukUti①（副）よくよく。つくづく。

　～，NNZUN．　よくよく見る。

’沁kwaa・sjuN⑨（他；saN，＝ci）休ませるv

　動物の働くのを休ませる揚合にいう。

，jumaNgwi①（名）夕まぐれ。，jusaNdiな

　どの譜に比べ，一種の寂i霧感のある語。

’ju撫⑩（名・接写）織機の箴（おさ，　htl－

　duci）の粗密をあらわし，同時に経糸の密

　度（布の地合い）を示す語。織りの細か

　さ。おさ羽40枚をcujumi（一読み）と

　する。1放の間に経糸2塞を通すのでcu－

　3um呈は経糸80本セある。　nanajumi（七

　読み）からhateeN（二十読み）まであ

　る。huduciの項参照。～？i（～eOON。布の

　地合いが密である。織りが綱かい。

9ju㎜圭⑨（名）弓。武器の名。～N？ijaN

　turaN．弓も矢も取らない。少しも謀叛の

　心はない。謀叛の心のない者が疑われた揚

　合にいう。

，juml①（名）嫁。息子の妻。嫁した女。そ

　の敬語は？weejumi。～nasjUN．嫁に

　やる。～tujUN．嫁をもらう。
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ウコ　　　　　コ
JU職霞z亘

’jumici＠（名）夜道。，5uum呈dともいう。

’jumi’duimukucn｝dui（①（副）嫁にやったり

　婿をもらったりするさま。？anu’．iaatu～

　sjUN．あの家と嫁をやつだり婿を秀らっ

　たりする。～s西ru　naaka・嫁にやった

　り婿をもらったりする闘柄。

，jumihai◎（名）弓張りぢょ5ちん。

，jumi？lbiraa⑫＊（名）〔萩？〕嫁をいじめる

　者。嫁いびりするしゅ5とめ。

’謳m恥③（名）弓矢。弓と矢。

，juminu？lja⑪（名）弓の矢。？ijaは矢。

，jumu①（名）〔文〕よも。四：方。～nu　ci－

　sicinU？umusiruja．〔四方の景色の面白

　や（四季口説）］四方の景色のおもしろ

　や。

’jumu一（接頭）悪罵・嫌悪の意を表わす接

　頭辞。いやな。…め。’ju搬uw麺agu（あま。

　女をののしっていう語），，jumudUi（鳥

　め）など。，3UN一の項参照。

’jttmudui⑨（名）忌め。鳥をののしってい

　5語。’jumudujaaともいう。◎〔古〕雀。

e．iummiduiguci＠（名）くちびるのわきが白

　く化膿すること。からすの灸。

ラjum秘duja3⑥　（名）　，jmudui　と同じ二。

写umuも：縫も蓋⑨（名）首の卑語◎首ったま。

　tamamuranu　？azinu　mijugizinu　？u－

　mignywa　？ugaga　一vja　？unuzumiju　de－

　niunu，　？isuzi　kubi　susuti　di3’oori　di－

　jOOI’i．［玉村の按司の　御代継の思子　お

　ががよも首や　お望みよだいもの　急ぎ首

　そそて　でやうれでやうれ（忠臣身替）コ玉

　村の按司の代つぎの御子がおまえの首をお

　望みだから，急いで首をふいて出てこい。

ejttmuwinagu⑨（名）あま。女め。女をの

　のしっていう語。

’jumllyiramiQkwee◎（名）たまらなくか

　わいい顔。あまりかわいいのでわざと「に

　くい顔め」のように言ったもの。

9juna①（名）与那。〈（　ig　））参照。

’juna一（接頭）e米の。，趣轟abaakii（米を入

　れるざる）など。◎砂の。砂利の。’juna。

　mici（砂の道）など。，junabaru〔与那

　原］，　，junaguni⊂与・那国コ，　，junagu堪k蟻

　［与那城］などの地名の，juna一秀砂の意

　と思われる。

，junabaakii⑪（名）米などを入れる，密に

　編んだざる。

’junabarir⑪（名）与那原。㈱》参照。

’junabarumaz；kuN⑪（名）魚名。鯛の一

　種。赤味で第一等の魚である。

，junagata⑪（名）終夜。一一一一晩中。夜通し。

’junagatasanagata①（名）一暁中。夜通

　し。saasa～，waN　tat呈ti，　cikusjoomUN．

　〔さあさ夜ながたさながた我身立てて畜

　生者（かまやしな節）］サーサ（はやし），

　一晩中わたしに立ちんぼをさせて待たせ

　て，ひどい人。遊女が客を根んでいう文句。

’junagllni①（名）与那国農。入璽由群島の

　島の名。琉球列酷の西端の島。

，junagusiku⑪（名）世名城。〈（地））参照。

，junagusiku⑪（名）与那城。㈱》参照。

’junahwa⑨（名）与那覇。（（地》参照。

’junahwadaki⑪（名）与那覇岱。麟頭地方

　にある山の名。

，junahwadoo⑥（名）与那覇堂。（（　eg　））参

　照。

，junaka⑰（名）夜中。夜半。深夜。

，junakamudixi⑪（名）e夜中に遜ること。

　◎遊郭で夜を明かさずに，夜中に家に帰る

　こと。

，3unaN①（名）四男。第四番目の男の子。

，junaNka①（名）四七日。死後28日冒に営

　む法事。

，junaNmi⑨（名）与那嶺。（（地》参照。

，junazi⑨（名）麻・芭蕉布などの洗濯に用

　いる液。米酢の意。璽湯・かゆなどを腐ら

　せ，残飯あるいは米のとぎしるなどを加え

　て作る。その酸昧により，麻・芭蕉布が光

　沢よく涼しく藪される。，junaziのかわり

　に亭iikwaasjaa（橘の一種）の汁を用いる
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’juni

　こともある。

，juni①（名）θ米。◎砂。　einaの雅語。

’juninu？uiwee①（名）’juninu？ujuweeと

　同じ。

，juninu？ujurvee①（名）米寿の祝。もO◎ka－

　ci？ujuweeと岡じ。

，jununa匙a⑰④（名）世の中。心乱。

，jununusi①（名）〔文〕もと一国の元首の

　意だが，後に一一一一城の主すなわち鞍司（？a－

　zi）にいうようになった。　d彗。。carumu一一

　簸uja　S　imaz圭rinu　～　，eezinu　？azi　〔出様

　ちやる者や　脇尻の世の主　入重瀬の鼓弓

　（忠臣身替）］まかり出た考は臨尻の城主で

　ある入二瀬の按司。

，」猛篇n撮》⑲（他＝maN，＝di）e読む。　sju－

　mugi～．本を説む。◎数える。　tiNnu

　buribusija　’」’umiwa　’jumarijui，？ujanu

　’jusigutuja’jUMiN　naraN．［天のぶり

　星や　読めば談iまれゆい　親の寄せ欝や

　読みもならぬ］天の群星は数えれば数えら

　れ．るが，親の教訓は数えることもできな

　い。⑤しゃべる。munu～．しゃべる。

　曾詠む。？uta～。歌を作る。

，juN一（接頭）嫌悪の意を示す接頭辞。’ju－

　NgasimasjaN（やかま　しい），　，jUNgusa－

　mici（立腹），’ju）ihagoosaN（きた：なら

　しい），苓UNgu§asa翼（いやなにおいがす

　る）など。名調に付く揚合には，jumu一と

　なることが多い。

，juNci⑨（名）こ古〕〔寄満］首里城の建物の

　名。

’juNeu①（名）〔吉〕［島人］廃藩鴬，先回・

　久米羅にあった役名。

，麺N幽曲nag．jaN③（形）かしましい。やか

　ましい。うるさい。

，jUNgusamici⑪（名）憤慨。立腹。腰立た

　しく，思うこと。

，juNgusasaN⑨（形）いやなにおいがする。

　とてもくさい。

’三四昭oos＆N⑨（形）きたない。きたなら

　しい。

うjuNkaNsl＝juiN◎（自　　篇rξ起N，　＝＝ti）しやぺ

　りまくる。しゃべり立てる。’jUN＜，担一

　BUNo
ラjuNnu⑥（名）与論島。奄美群島最南の島。’

，jWNnu？lrabu⑪（名）与論島と沖永良骨癌。

’juNnuju”ta⑨（名）死後49臼目の夜：，　ma－

　b掘wakas圭の祭りで，，juta（占いをする

　巫女）を呼んで行なう，死入の口寄せ。死

　んだのは運命であったとか，祖先の祭りを

　怠ったためであるとか，いろいろの報告が

　される。また，それを行なう’juta。　si一一

　Nmajutaとコいう。～絃s呈jUN。苓utaカζ

　神がかりの状態になって，死入になりかわ

　ることをいう。

，jUNtaa⑨（名）おしゃべり。饒舌家。

’juNeaahwiiNtaa＠　（rall）　’juivtal〈ahwiNta－

　kuと点じ。

，」｛iMaku⑨（名）おしゃべり。～sjU凡

ラjzzNtakuha■Ntaku　＠　（副），画齢akuhwi一．

　Ntakuと同じ。

’jUNtakukwl’Ntaku⑪（副）むやみにしゃ

　べるさま。べらべら。

，juNtakuu⑨（名）おしゃべりの者。

’juNiaNga⑨（名）読谷由。《地））参照。

’juNgic茎①（名）関月。？ur賜ieiともいう。

3ttNziri⑪（名）足の褻にできる，あかぎれ

　に似た裂げ屠。はだしで歩く労働者などに

　多くできる。寒さのためにできるとは限ら

　ない。？asiziriともいう。

’麺。曙＆s董m震⑨（名）硫黄島（ゆお5じま）。

　薩摩半農の南にある三門の一つ。

’jUQcal①（名）〔郊往復。行き帰り。　ha－

　runu～ni…［源：の行きやひに…（銘苅子）］

　畑の往復に…。

’juQka①（名）よっか。月の第四の日。ま

　た；一鑓の四倍。

’jUQ露anttkwiiew（名）隠暦5月4既9UN一

　竃wa9圭～ともいう，一年中で最大の厄聚と

　いうので，子供に元気をつけ，喜ばすため，
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’jurui

　各家庭で民泊を買って：子供に与える。その

　ために玩具市が立つ。幼児には・？u（≧cil’i一一

　kubusi（起き上がり小法敵），　baNbataa

　（振って鳴らす小さいつづみ）など，大きい

　男のrr二蔭こをま　ta．C圭　（＝太こ刀）・　ha」a～｝量bura，a　（お

　面），㈱NeaN？Nma霧W麗（チャンチャンと

　なる馬の玩具）など，女の子には？ume－

　Ntuu（紙人形）や？umeNtuubaku（紙
　人形箱）など，いろいろなものを与える。

　各家庭では。圭NbiN，　poopooなどのごち

　そうを作る。また，那覇ではこの疑haa－

　rii（ペーロン富爬湯船饒争）が催される。

’jUQkaziiru①（名）こ照口地炉］手供が生ま

　れて霞目圏に行な5祝宴。そのNは紅日と

　されるので，親類・知人・隣人などを招い

　てごちそうし，歌舞音曲，組踊りの朗読な

　どしてにぎやかに徹夜した。Z12ruはその

　項参照。

’」服Qkwa＝sjuN①（他＝saN，＝ei）（日を）暮

　れさせる。道中や仕事なかばなどで臼が

　暮れる場’合にいう。Qcunu，jaauti，juu

　，jUQkwacaN。人の家で，日が馨れてしま

　つた。

’jUQkwi⑨（名）世富慶。縄》参照。

’jUQkwi＝juN①（匿＝raN，”ti）（Bが）暮

　れる。，juu～。臼が暮れる。瞬（hwii）

　が…」とはいわずに，「夜（，jUU）が暮れる」

　という。

’juく～ta｛co（名）よったり。四人。

’juQtaikwa”Qtai④（副）桶。池。容器など

　の中で液体が揺れ動いて，音を発するさ

　ま。たぶたぶ。～sjUN．

，juraa＝juN①（窟＝raN，”ti），jurajUNと

　礒じ。

’jllraa＝sjilN①　（他＝S＆N，属ci）e（入を）集

　める。集合させる。㊤一食分を分けて食べ

　させる。母子が一つの椀から食べる扇合，

　また，子供ふたりに一食を分けて食べさせ

　る場合などをいう。

’juwa＝jl■N④（霞＝aN，　＝ti）一食分を分け

　合って食：弓。また，分けてもらって，いっ

　しょに食事する。biNtoo　tiigi’jurati

　kanUN。一つの弁当を分け合って食べる。

’juravijaaan（名）なまけ者。遊び人。

，jurari＝jresN⑪（霞＝raN，”ti）なまげる。む

　だに時を過ごす。また，道草を：食：う。

’jurasihai①（副）なまけがち。

，」“rasimuマ①（名）なまけ者。’ju鍬sjaa

　ともいう。

，juxrasjaaCO（名），j　m’asimuNと同じ。

’jumeatii⑨（名）一つの器から食：物を分げ

　合って食：うこと。～sjUN．分け合って食

　べる。～siMijUN．分け合って食べさせる。

，juree③（名）無尽講。頼母子講。　lnueeと

　もい5。寮り合い（藥会）の意だが，単な

　る集会は普逓，surii（揃いの意）とい5e．
，jureec圭①　　（名）　　由来言己。　　三｝εしciziN　～．　こ今帰

　仁由来記3書名。

’ju肥e＝jガN⑨（農zraN，＝ti）寄り合5。

　集まる。集会する。

’jureenukuzi⑨（名）無尽講の金を受けと

　るくじ。容易に当たらない例にされる。

’jureenu？llbuN⑨（名）結婚式で新：郎新婦

　が同一謄で同一の食器から分けて食：う儀

　．式。

，jureesi’9Utu⑨（名）集まってする仕事。

　寄り合い仕事。

，麺”oesi「鯉u⑨（名）’juree（無尽講）の親e，

　無尽講の発起人。

，」搬無⑱（名）θ休暇。～，i辱UN。休職をも

　らう。～？NzasjUN．休畷を出す。～tu－

　jUN・引戸をとる。◎許可。：免議：。　tiQpuu＿

　nu～mUQCOON．鉄砲の：免許をもってい

　る。～tujUN．許可をとる。：免許をとる。

，juru⑨（名）（∋夜。，jUUよりもいくらか文

　語的。③（接羅）夜。晩。夜の数。宿泊の

　i数などを数える時の接尾辞。eujuru（一

　夜，一晩），tajuru（＝二夜，二瀬）など。

’jurukwiru①（名）夜商。　H夜。夜も畳も“

℃秘r猛i①（名）鎧。戦いに漕るもの。
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つサ　　　　　

juru斌u

’jumuitu①（副）ゆるりと。のんびりと。く

　つろぐさま。’jurUQtuともいう。～na－

　taN．ほっとした。一安心だ。

つjurujunaka⑭（名）夜よなか。真夜中。

’jurujuru①（副）ゆるりと。，」τぼ磁tuと同

　じ。

．jurukubi⑨（名）よろこびごと。めでたい

　事。～RU？aN．よろこびごとがある。

’juruku＝buN⑨（惣二baN，＝di）㊦〔文〕（め

　でたいことを）よろこぶ。ことほぎ祝弓。

　◎〔薪］喜：ぶ。？UQsja　sjUNというのが

　普通。

．jllrmm三＝juN⑨（飽”raN，二ち圭）ゆるめる。

　ゆるくする。？uubl～。帯をゆるめる。

’jttrumiQkwaa⑪（名）鳥翼（とりめ）。夜畜

　症。また，鳥目の考。

，juruQtuco（副）苓uruiも魏　と岡じ。

，jurusaN⑥（形）∈）ゆるい。（霧〉琴…ぬるい。

　？aNsi　nuratiN　ljurusadu？aru。あれだ

　け叱っても手ぬるい。

’juru＝sjuN⑨（他＝saN，＝ei）許す。

，juru；inamuN①（名）間食：に食：ういろいろ

　の物。菓子・果実など。よろずのものの

　意。

9jusajusa①（副）ごたごた。事が起こって

　落ち着かないさま。～sjOON．ごたごたし

　ている。

’jusaNdi③（名）夕方。夕暮れ。　H暮れ

　時。

，」縦saNdi？ak撫琶a董⑰　 （名）　，jusa．Nd呈？ε」1くeei

　と岡じ。

，jusa掴｛叢2akee（③（名），jusaNdi？alceeiと

　岡じ。

’jusaNdi？akeei⑰（名）夕焼け。

，jusaty’dibama⑨（名）槙物名。おしろいば

　な。夕化粧。me　・白・紫などの花が漏斗状

　に咲く。

’jttsaNdimaci⑪（名）宵市。夕方に立つ市。

　魚市は朝のところが多いが，首里は海がな

　い関係で夕方立つ。？waagwaamaci（月蒙

　市），tuimaci（鶏布）など，多くが臼暮れ

　ころに始まる。

’jus婬轟s麺〉（名）よしあし。善悪。可否。～一

　N，wakaraN．よしあしもわからない。～一

　nu　hwizi　hweekU　Qsi　kwiri’joO．可否

　の返事を早くしてくれよ。

，錘s呈も演⑥（名）錫製の器の名。形はとつく

　り　（tugk戚）に似て，とっくりよりやや口

　が大きい。祭祀や婚礼などの時には酒を入

　れる。

’jusidoohu⑪（名）おぼろ豆腐（料理名）。

ラ舞舞ga①（名）〔文］よもすがら。終夜。一

　晩中。　hujUIlu　，junu　～　もageni　kat3」翫殉

　bira．［冬の夜のよすが　互に語やべら（執

　心鐘入）］冬の夜の夜もすがら互いに語り

　ましょう。

，juslgutu①（名）教識。忠告。　tiNnu　bu－

　ribusija　’jumiwa　’jumarijui，　？ujanu

　～ja’jumiN　naraN．［天のぶり星や読

　めば読まれゆい　親の寄せ言や　読みもな

　らぬ］天の心墨は数えれば数えられるが，

　親の教謝1は数えることもできない。

，jusi＝juN①（徳＝raN，”ti）e審せる。　gina．

　～．（綱引きで双方が）双方の綱を互いに近

　付け合う。ginahw1ci（綱引き）の項参照。

　◎忠告する。？ariNkai～・彼に忠告する。

　？uj勾usi　Qkwajusi．［親寄せ芋寄せ］親

　が教えたり，子が教えたり。

，」焼玉mま④（名）四隅。四方の隅。

，juskn｛；juNen（他＝raN，＝ti）θ止まらせ

　る。立ち止まらせる。◎引き止める。思い

　とどまらせる。

’jttsi＝nuN⑰　（自＝maN，＝di）∈）止：まる。：立

　ち止まる。とどまる。？量sugu　miei，ju＄i磁

　miru　huduN　？akaN，　？uciganiku．iama－

　nu　hazinu　mu鵬izi．［急ぐ道よしで　見

　る程もあかぬ　内兼久山の　はじの紅葉コ

　急ぐ道を立ち！ヒまっていつまで見てもあき

　ない内兼久由のはぜの紅葉。sadamataru

　kutunu　nja，jusimarimi．〔定またる事
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’juu

　の　にやよしまれめ（孝行之巻）］定まつ

　た運命がもはやとどまることができよう

　か。◎さしひかえる。恩いとどまる。しん

　ぽ5するe7usidi，ju亭imaraN　kuinu　na一

　τe3a．〔文〕おさえてもおさえられない恋

　のことだから。

’jusii’i＝juN⑰（自＝raN，　＝ti）参る。参上す

　る。訪問する。伺候する。身分の上の人の

　家へ伺5。’画s圭rijabira．ごめん下さい。

　貴人の邸宅で案内を講う時のあいさつ。

’沁§iz…m養①（名）［文］夜のしじま。夜の静

　1’」“＊．　evga　nariba　？a　’ici　’urariraN，

　tamakuganicil〈enu　nja　euratumiba．

　［よすずみがなれば　あみち居られらぬ

　玉黄金使の　にや来ゆらとめば］夜のしじ

　まが訪れると，ああ，じっとしていられな

　い，恋しい方からの招きがも5すぐ来ると

　思うと。

’jusi”ZllN①（他＝gaN・　＝zi）ゆすく“。ゆり動

　かして洗5。

’jusu（D（名）こ与所］よそ。よその揚所。ま

　た，よその人。他人。，waga撚i　g量dPNoi－

　du　・vnu　？wija　sijuyu，　muri　gieruna

　？uciju　nasakibikei．［我身つで見ちど

　与所の上や知ゆる　無理するな浮世　なさ

　けばかりコわが脅をつねって人の身の上を

　知る。無理をするな，浮世は情だけで結ば

　れている。

’jusuhwicinu？uzOo①（名）［よそへちのお

　ちゃう。右嫉門］首里城の門の名。？UgU－

　sikuの項参照。

’jusumi⑪（名）よそ簸。人目。他人に見ら

　れること。～maduhaka七i　sinudi？imo一一

　ri．〔与所目まどはかて忍でい参れコ人

　疑のすきをうかがって忍んでいらっしゃい。

’juta①（名）巫女。いちこ。うらないを業

　とし，神を祭り，生霊死霊の口寄せを行な

　う女。rいたこ」（奥羽地方の巫女）と関係あ

　る語か。

’jutajuta①（副）ゆらゆら。ゆれ動くさま。

うjutaka⑥（名）豊か。副審。富裕。　k靱ra－

　sigatanu～’jaN．暮らしが豊かだ。～一

　na　kurasi．豊かな暮らし。

，jutami＝euN⑨（自＝kaN，＝ci）ゆらゆらと

　動揺する。揺れ動く。ゆらめく。cimunu

　～．心が動記する。

，juta】mttnii⑪（名）　，juta（巫女）の言うよ

　5な迷信的なことば。御幣かつぎ。

，jutamunu？ii①（名），jutamuniiと同じ。

，jutasjaN⑨（形）eよい。㌔・い。よろしいゆ

　良好である。善良である。，jutasja　Swa－

　Qsa・よしあし。◎よい。よろしい。承知・

　許可の意にも，辞退の意にも粥いる。，ju－

　tasja’3賦as5a．よしょし。’5utasjajabi－

　iN．よろしゅうございます。

∫賦t量＝j孤N①（他＝raN，＝ti）こぼす。誤って

　または故意に水などを容器からこぼす。

，jutikeera＝sjuN①（自：saN，＝e圭）　どっと

　押し寄せる。夕立・大量の水などがどっと

　押し諭せる揚合にいう。？uhu？am2nu～．

　大雨がどっと押し寄せる。

，jutiri＝juN①（自＝raN，；ヒi）（容器から液

　体などが）こぼれる。

，jutu①（名）θ照隼。よとせ。◎一昨昨年。．

　おととしの前の年：。照年：前の意。

，juu①（感）四。よ。よっつ。声を幽して数

　える時にだ砂いう。

，juu〔o）　（名）　　湯。

’juuO（名）夜。～’jUQkwijUN．臼が暮れ

　る。～nu？ak導UN．　夜が明け』るQ～？a－

　kasjUN．夜を明かす。徹夜する。

’juu①（名）世。代。～nu？aru　kaziri．

　世のある限り。～giZUN．代を継ぐ。

’juu⑱（副）よく。良好に。また，しばしば。

　～？jUN．よく言う。悪く言わずに，よく

　表現する。また，しばしば言う。munoo

　～？jUl’u　mUN．ものはよく言5べきも

　の。事実はことばに従うので，よく書っ

　た方がよいという意。～，NNZUN。　よく

　見る。また，しばしば見る。～S5UN．イ．
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’juu？akasikaMii

　よくする。よくやる。W．気をつける。ハ．

　しばしばする。？瞬aれukutu～sjUN・親

　によく尽す。胃aa塞a～siijuusj麟磁？u－

　mutoomi．おまえが自分でよくできると

　思っているのか。～s300ruφm纂，jailiga，

　siijaA・tl．　気をつf・］・’て：L・たつも　りだカζ，　　し

　くじった。～QS・三。気をつけろ。～sja－

　bilsa・気をつけます。～saNdayee．ひよ

　つとしたら。悪くすると。～saNdaree

　Rusudu　doo．ひょっとしたら泥檸だぞ。

　～siinee・もしかすると。ひょっとした

　ら。～siinee？acaurUmee？anli　h臆」“一

　sa・もしかすると，あしたごろは雨が降

　るよ。

’juu？akasikaNliM（名）夜を明かしかねる

　こと。夜の明けるのを待ちかねること。

　？UNniinee～，3ataN．その時には夜：が明

　けるのが待ち記しかった。

’海u：～akeei＠（名）夕焼け。ふつうは’jusa－

　Ndi？akeeiあるいは，jusaNdi？akagaiと

　い5。

1uatt？akiduusi⑲（名）夜通し。徹夜。～

　hanasi　sjUN．夜：通し話をする。　～nu

　sigu搬，jataN．徹夜の仕事だった。

’juu2akiduusii⑨（副）夜通し。徹夜で。

　～sjumugi，judaN．徹夜で塞を読んだ。

’juu2ak量warabi⑪（名）夜が明けるように

　発育の早い子供。

等uu？ama韮⑨（名）余り物。使い残し。不用

　鹸。

，juuba蓋mii⑰（名）石垣の下にある，小さ

　い排水口。ゆばりEの意。

’jzzubaN⑥（名）夕飯。夕食：。

’ju腿baNb量cee⑨　（名）　タ飯代わり。

’juubaNmaNzaa⑰（名）脊の明星。金星。

　夕餓を欲しそうに見る者の意。maNzaa－

　busiともい5。

’juxubaNsugal⑨（名）夕飯の支度。

ejaubaNuui⑨（名）夕飯時。晩飯時。

，juubee⑪（名）妾（めかけ）。　subaともい

　う。貴人の妾は？usubaとい5efよばひ」

　の転化か。～tumeejUN・妾をもら5。

’錘ubee潤琶wa⑨（名）妾の子。庶子。’juu－

　beenu　Qkwaともいう。

，juubi⑨（名）ゆうべ。昨晩。昨夜。　c量nu－

　URU，麟rU（きのうの夜）は一昨晩の意と

　なる。

’jwwbinuQkwa⑨（名）ふか。さめ類の大形

　のもの◎昨晩の子の意。

，jUllci⑨（名）小型のおの。手おの。よきQ

’舞腿9圭①（名）四。よっつ。また，四歳。

苓腿腿｛｝最⑨　（名）　，jugigUNと同じ。

，舞眠¢鋤a⑨（名）次の句で用いる。’juuciraa

　neeN・何の益もない。無益な。むだな。

　～Nneerg　hanasi・何の役にも立たない

　話。むだ話。

，juugiwai⑨（名）四つ劉り。沖つに分ける

　こと。’」鷺e量waiともいう。

，jUZZCUU⑨（名）泡盛を水で＄」ってかんをす

　ること。また，そのもの。

，ju腿euuzuukaa⑨（名），juueUUを盛るう

　つわ。

，jixudu⑨（名）eよど。よどみ。よどむこ

　と。◎立ち止まること。㊤灘在すること。

　長逗留すること。～s鎚N・長逗留する。

’麺繊ぬr量⑨（名）夕なぎ。

’juasgarasiew（名）夕方に崖てくる鳥。夕方

　に鳴く鳥の声はとくに不吉とされており，

　屋根の上で鳴くのを開くと　，iikutu　kata一
　　　　　　　　　　　　　　ガ
　1’i．（よい事を語れ）と雷ってまじなう。

，麺u琶aw頴①（名）世の変遷Q担：の移り変わ

　り。また，革命など。’jugawaiともいう。

，juugee＝sjuN⑨（他憲saN，＝ei）熱湯でや

　けどする。

’麺腿h駄k疑⑨（名）裕福。冨裕なこと。’麺一

　hukuともい5。～na　Qcu．裕福な人。

，juuhuru⑨（名）ふろ。～？ijUN．ふろに

　入る。

，juuhuruciN＠（名）ふろ銭。入浴料。

，juuhurujaa③（名）ふろ屋。
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讐JU繊SjU飛

’Suuhwizuiev（名）夕方冷えること。夜に

　なって涼しくなること。

？juu2iviee⑪（名）夕方。夕暮れ。

’jUU？irigata⑨（名）夕方。夕暮れ。β暮れ。

3海紐⑨（名）（∋用意。～sjUN．用意する。

　◎常備。？igi，ja七iN～nu　sakinu？aN．

　いつでも用意の酒がある。～nu　kaNzi－

　MUN。常備の夜具。

等犠u薙uui⑪（感）　トートー。鶏を呼：ぶ声。

9juu＝jUN①（他：raN，＝乞i）e結う。karazi

　～。髪を結う。◎縛る。？juru　kutu　ci1｛a－

　Ndaraa，juurarijuN　do（）．言うととを聞

　かないと縛られるぞ。

，．illujUll⑰（名）鶏の小児語。

，juujuutu⑪①（副）ゆうt9）うと。ゆっくり。

　のんびり。～f　imirpeebiyee．ごゆっくり

　なさいませ。

’juujuuluraasjaN⑥（形）のんびりしすぎ

　る。のんきすぎる。気長である。

3juukaagi＠（名）夕方，匿1が西に傾き，道

　路などに陰ができて涼しくなること。また

　その時刻。夕陰。日中は暑いので，？asa－

　kaagiか’画ukaagiに出歩くように心が
　ける。

ljuuki⑥（名）e夜遅くまで超きているこ

　と。夜ふかし。◎出産の時や病人の看護の

　時に，親類の考が集まって徹夜すること。

　顔産の時には，産後一週闘は魔物が子の命

　をねらうので，親類の若い男女が交代して

　徹夜した。ごちそうや酒が出され，にぎや

　かに素踊りなどを朗読して夜を明かす。

’juukuuen（名）欲張り。，5ukuuと岡じ。

苓uukuu3uuk縫u④　（副）　よくよく。　じつく

　り。老女が多く競いる語。～，NNcakutu．

　よくよく見たらD～soodaN　QS呈，NNdee．

　よくよく相談してみれば。

，jtlumaa圭⑪（名）夜警。夜園り。夜，　i因子

　木を打って回り，警戒すること。また，その

　考。

，麺umic⑩（名）夜道Q，jumiciと岡じ。

’juumili⑥（名）湯水。～gikajUNnee　ziN

　gikajUN．瀦水を使5ように銭を使5。

’juumu猛⑪（名）e〔古〕猿。普銭こはsaa－

　xuという。その項参照。◎嬢のような者。

　目のとがった者への悪口としていう。

，juumuuguc韮⑨（名）猿のような口。とがっ

　た降の悪期としていう。

’juumuu4ira⑨（名）猿のようなつら。口の

　とがった顔の悪口としていう。

’．iuuna⑨（名）糖物名。はまぼ5。おおはま

　ぼう。しまはまぼ5。黄樫。あおい科の湛

　木。花は黄色，葉は円形で樫く，農村で食

　物をのせたり，ちりがみの代用にしたりす

　る。

’juunaabi⑰（名）夜なべ。夜業。

，juunaabii⑲（名）夜なべする揚所。夜業の

　作業揚。

ウjuunaagaasja⑨（名），juunaの葉。1｛aa－

　sjaは広い葉。

，juunuku⑨（名）麦こがし。砂糖を入れ，

　粉のままで，または熱湯をそそいで練りか

　ためて食べる。

，juunusaci①（名）世聞の将来。　世の先の

　意。　～　hakarataru　Qcuja，uraN．ラ髭来

　のことを察知した人はいない。

，jUUI’ii⑪（名）幽霊。死人の雛。着物はわか

　るが顔はわからず，潭みがないとされる。

　足は特に問題にされない。また，姿がなく

　声だけのものもある。

，juuriibanasi⑪（名）幽霊の話。怪談。

，麺疑s油a菱⑪（名）寝小便。

，juusiN⑨（名）用心。念のためにすること。

　tvnu　tamini　naa　？ihwee　ziN　muQei

？ikee・用心のために，もう少し1まお金を

　持って行けよ。

，juusi’ta⑨（感）ざま見ろ。いい気味だ。～

　’jasa・ともいう。？aNs猛akutu（≧si～．そ

　んなことをしゃがって，ざま見ろ。

一jUUsjllN（接尾・不規購）…することができ

　る。…される。主体にその能力があること
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つの　　　　ほJuus3uu

　を示す。一rijUNとは意味が異なる。その

　項参照。動詞の「連周形」または「連用形」

　から末尾のiを除いた形に付く。tajUN
　（敢る）一＞tuレ（取り）→勧iju鷺sjUR，　tu一一

　jausjUN（取ることができる）など。

’juusjuuCO（名）紋〕幼少。～nu　kuru．

　幼少のころ。

’juusjuugwaa⑨（名）おさな子。幼少の子

　供。～nu触N。おさな子をかかえている。

，juutee⑨（名）遊蕩入。遊び入。ごろつき。

，juuluz｝③（名）e夜伽。夜のつれづれを慰

　めること。O出産・看護・葬式の夜など

　に，家族・近親の者が集まって，世話・穣

　手などをすること。

，juu？ubuN⑪（名）晩郷飯。，3撮ぬa翼の丁

　寧語。

’juuwaa⑨（名）硫黄。

，juuwaabiien（名）硫黄が燃える時の青い

　火。動物を窒息させるため，蛇の穴などで

　たく。

，juuwee③（名）祝い。？iweeともいう。

　敬語は？ujuwee，？uiwee。

’jlil！zi⑨（名）どてら。袖のある，潭い綿を

　入れた広纏の夜具。

’juuz圭⑨（名）与儀。《地））参照。

’jUUgikii⑨（名）湯づけ。飯に湯をそそい

　だもの。

・5uu猛u⑪（名）用事。しなければならないこ

　と。

’juuzuciiri㎜nN⑰（名）用のなくなった物。

　無用の物。

’juuzuka「c妻⑨（名）用事。尾足し。一kac三

　は反復の意の接躍辞。

’juga⑪（名）与座。＜＜地》参照。

，jugadaki⑥（名）与座岳・。島尻郡にある由

　の名。

，ju多eeG）（名）余財。余裕のある財産。

’jupee！nvacico（名）財塵家。金満家。金持

　ち。

’」砺肩麟①（他＝raN，＝ti）譲る。譲渡す

　る。また，譲歩する。また，（土地・財産な

　どを）売り渡す。

，juyimi⑥（名）夜詰め。宿直。夜勤。

筆画r三①（名）親などから譲り受けたもの。

　遣産・遺1業，遺伝した性質など。

，jUZUU⑨（名）夜中。夜っぴて。夜通し。

296



一ka（接羅）ほど。　giranu　kusjaa　naruka

　？a黛ku　sjUN．顔が向けられなくなるほど

　叱る，，watanu　ha（～c鋤童鋤uka　munu　ka一一

　daN．腹がはち切れるほど食べた。？iici－

　nu　ci珈uk乳haaee　najUN．息が切れる

　ほど走る。slnuk：anu　？銭wa滋　simira－

　Qt・aN・死ぬほどの苦労をさせられた。

　miiraNka瓢i動aNka　sjOON．かすかに見

　えている。

kaa⑪（名）皮。皮麟・皮革。樹皮など，も

　のの表面に張ったもの。

kaa①（名）弁戸。また，天然に湧いていて

　用水に使われるものをもさす。「1駒に釘応

　する。kurumagaa（車井戸），　giigaa（桶

　を手でたぐり上げて汲む弁戸），hwiizaa－

　gaa（湧き水を樋で引いたもの）などの種

　類がある。

一kaa（接尾）程度のはなはだしいさまをい

　う。siQtaikaa（びしょぬれ），1〈akikaa（欠

　げたところだらけ），，jaNdikaa（こわれた

　ところだらげ）など。

一kaa（接尾）辺。あたり。？arikaa（あの辺），

　kuri｝caa（この辺），　kumarikaa（この

　辺），maarikaa（どの辺）など。あるいは

　一rikaaを接躍辞とすべきものか。

kaabi§叢i③（名）皮の薄いもの。自動の薄い

　者。

kaabisuu⑨（名）1〈aabi￥iiと同じ。

kaabueii⑰（名）根橘類の一種。実は皮が

　厚く，首腺が強い。

kaabui⑨（名）盤油。味櫓などに生ずる薄

　いかび。～kuujuN．（醤油・殊嚇などの

　表薗に）かびが生える。～s麟Nともい

　5e
kaabui⑥（名）（否定・拒否の意を表わし

　て）顔を横に振る動作。かぶり。

kaabuikaabui⑨　（名）　か溶こりかぶり。　いや

　いや。顔を横に籔る小児の芸。

k認b両aa⑨（名）こうもり（当盤）。

kaabujaagasamb（名）〔新〕こうもり傘。洋

　傘。daNgasa　ともいう。

kaac鍍◎（名）夏至。二十四節の．一つ。

kaaciibee⑲（名）夏i衰のころ吹く南風っ

kaagaa⑨（名）e影。水・鏡などに映る影。

　◎影。影法師。

kaagaaudu韮⑨（名）〔新〕活動写真。影踊り

　の意。

kaagarimoo①（名）かっぱ。水に往む想像

　上の動物。？akagaNtaa（赤ちゃけた髪の

　おかっぱ頭）をしていて，恐れられる。那

　覇ではkamurooという。

kaa奮⑩（名）e姿。また，容貌。～nu
　’waQsaN．擁壁が悪い。　curakaagi．美貌。

　◎陰。日陰など。光の当たらない暗い所。

　1dinu　 ～9　　フkl窪≦≧e

kaagibusi⑨（名）陰干し。

kaagigawa「藍⑪（名）おも変わり。老衰・病

　気などで，容貌が変わること。

kaahai⑨（名）（ひからびて）皮のように張

　り付くこと。また，その張り付いたもの。

　hanadalnu～・鼻みずのひからびて張り

　付いたもの。

kaaka嵩juN⑨（自＝raN，就i）（∋皮が弓長る。

　皮が生じる。また，ひからびて皮のように

　張り付く。◎転じ：て，いじきたなく…す

　る。ぐずぐずと長居する，夫練がましく長

　生きする，などの意に用いる。，juレ｛m“

　kaahati．欲の皮が張iって。いじきたなぐ

　欲張って。

kaakaa⑪（名）辛いものの小児語。

kaakaN⑨（名）川上。㈱》参照。

kaakaNzaa⑨（名）目がかすむこと。また．
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kaakasjaa

　貝がかすんでいる考。皮をかぶった者の意。

kaakasjaa⑥（名）鮒（絵a？i5窺）の燃製。

kaaka＝sjuN⑪（他＝saN，　＝ci＞乾燥させる。

　（火にあぶって）乾かす。

kaak韮i⑥（名）e賭け。◎指切り。互いに小

　振をひっかけてする子供の約束。　～sju一一

　N．捲切りする。

kaaki＝juN⑪（自＝raN，”ti）e（のどが）

　渇く。◎（水が）澗れる。干上がる。（地面

　などが）乾く。

kaama⑨（名）遠方。遠く。，iNpooともい

5。～1〈ara　caN．遠くから来た。

kaami⑨（名）甕（かめ）。

kaa㎜鍍⑨（名）亀。水陸爾棲の錨。海亀は

　？umigaamiiという。

熱am銭kガu⑨（名）亀の甲。～jaka　tusi－

　nlkUU。亀の甲より隼の功。

敷aamimakuu⑨（名）べっこう。

kaaminakutt？uhwa’蔓ca⑨（名）亀甲式の

　墓。墓の様式の一つで，屋根が亀の甲の形

　にできているもの。

鼠aaminakuuzii｝iwaa⑪（名）べっこうの

　かんざし。平民の老女：が儀式の時に差した。

kaaminugibiti－igi⑪（名）（夫婦の骨が）死

　後一つの甕の中に収められること。死後一

　緒になること。

髭餓㎜i殴uu駈⑥（名）着物のえりが菖の内

　側に醜がること。亀の菖のように．愚物ら

　しく見える。

kaamiNzari⑨（名）甕・瓦などの破片。

．kaantmuusi⑨（名）菓子などを分ける時，

　皆に分け一与えて自分の分け游が無くなって

　しまった分配者をこっけいにいう語。「皮

　の霊」すなわち包みの皮の持主の意。

kaara⑨（名）瓦。屋根に用いるほか，麺と

　して積み，また城内。境内などの遵路に敷

　く。～nusijUN．：瓦で屋根をふく。

監aara④（名）川。河。川原の転意。

kaarabaNta⑨（名）川端。損べり。川岸o

kaaraもガ。茎⑰（名）瓦ぶき（の家）。以前

　は首里。那覇だげに多く，弛では初幕

　（baNzu）だげが瓦ぶきであった。

巌aaraもUQtee2isi’bUQtee③（感）女の子と

　遊んでいる男の子をからかって雷うこと

　ば。

kaara＝cuNG）（自＝kaN，＝ci）乾く，水分・

　湿気がま…る。　kaaraeooru　ciN．乾いた

　着物。

kaaya？lsigael⑨（名）瓦石垣。上半を瓦と

　土，下半を石で築いた垣。屋数内の中門の

　左右に多く見受けられる。

kaarajanatw（名）瓦ぶきの家。

藪ぬra山肌a⑪（名）瓦屋。瓦焼きを業とす

　る者。

lkaarakaNznjaa①（名）カ、わせみ。　kaara－

　maQtaraaともい5。

kaarakisaN⑥（形）（道などが）乾いてい

　る。k蹴rakisaru　nr，ici。乾し・た遵Q

艮二尉職磁aQtaraa①（名）かわせみ。　kaara－

　1〈aNzujaaともいう。

kaasaba⑪（名）革ぞうり。雪駄。

kaasae藍⑪　 （名）　ノEl騎。　（（地Σ｝　参照o

kaasaree①（名）井戸さらえ。

kaasiNdaa⑰（名）皮震がただれている考。

　やけどなどで皮曙がむけている者。

熱a§舞⑪（名）太の葉の広いもの。食物を

　盛ったり，包んだりする。多く用いるもの

　1ま　　，jUV目naagaasja，　　，UUIぎaξしS3呂，　saNni－

　Ngaasja，　kubagaasjaなど。

翫aasjabiNtoo⑨（名）芭蕉の葉に包んだ弁

　当。

kaasjanahwaa⑨（名）kaasjaと岡じ。

kaasjanuhwaa？iju⑨（名）魚の名。平翼。

　また，かれい。

k“aas．iamihwaa4ieiN“rk1）（名）kaasja（木の

　葉の広いもの）で包んだもの。

kaa｛a⑨（名）規照。（（地》参照。

鼠鎗劉w茎気⑰（名）幽産視いの行事。曹，kaa

　（湧き水のある所）に降りて行って，み

　そぎをしたのでこの名がちる。ノj、さい蟹
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ka¢i2irijuN

　を何延も5ぶ着の上にはわせる。～nu
　？uhu「umee・出塵祝いのごちそう。平幾は

　？NbagiiともL・弓o

kaaUU⑨（名）下駄。ぞうりなどの皮の鼻
　緒。士族の娘および貴族が用いた。一・twの

　＝ヒ族iはniriuuを用いた。なお，　hanauu

　の項参照。

k鍵a多eek双⑨（名）革細：工。また，それを業

　とする者。

ikaageekuu⑳（名）革細工を業とする者の

　卑称。

kaazi①（名）つど。度。たびに。ごと。ご

　とに。？icuru～．行くたびに。

kaba？aNda①（名）香油。丁子などを入れ

　て香りを付けた髪油。

kabaeiGeekumi⑨（名）料理名。にんじん

　を小麦粉で包み，油で揚げたもの。

ka勤aguboO⑪（名）料理名。ごぼうを小麦

　粉で包み，油で揚げたもの。

墨藍範韮）ajaei　Cl）　　（名）　tht・Ix焼きo

kal｝akaea①（名）努香。よいにおい。

kabasjaN①（形）番りがよい。かんばしい。

kab量①（名）紙。餓akab㍉　’waradoosi，

　basjuusi，　mumudakabi，　sugiwara，

　huusjugami，　minugamiなどの種類が

　ある。おのおのその項参照。

kaもi2aNz蓋i⑥（：名）春秋の彼岸の祭り。平民

　の用いる語。銭型を打った紙を焚いて祭る

　のでいう。紙あぶりの意。士族は致cabi

　という。

kabibai①（名）紙張り。

kabigi（i）（名）こ5ぞ。紙の原料の末。

kabira⑨（名）川平。¢地》参照。

kabisieaa⑤（名）紙漉きを業とする者。

歎曲錠uc棄④（名）彼牽その他の祭麗備に，

　紙に銭型を打ちつける鉄製の道具。これで

　二型を打ちつげた紙は？ueikabi，？εしNzi－

　1｛abiなどという。

kabu⑥（名）かんざしの端のしゃくし型の

　部分。

kabuien（名）門・便駈（huru）などの上

　のおおい。

kabuimUN⑪（名）かぶりもの。囎子など。

kabu＝juN⑪（自＝raN，＝ti）商売で撰をす

　る。　kaNzuNと同じ。？uduk2jUNともい

　う。

kabutu（D（名）カ、ぶと。

kaca①（名）蚊帳。～hwiCUN．蚊帳を吊る。

kacaasii⑨（名）三味線の曲の一種。ジャズ

　のように急テンポで乱調子のもの。？aQca－

　meegwaaという鼠舞に合わせるもの。

kacaa＝sjUN③（他＝saN，＝ci）かき混ぜて

　一緒にする。rかき合わせる」に対応する。

ka㈱gi＝juNan（他ay＆N，＝もi）（燈心などを）

　かき上げる。

kaca＝nuN①（他＝maN，一di）ひっかく。

　爪でかきむしる。

kaeaNkwa＝SjuN①（他＝saN，＝ci）盛んに

　ひっかく。かきむしる。

kac量⑪（名）徒歩。～kara？icu．N’．徒歩で

　行く。　　　’

kaci⑨（名）勝ち。

kaei①（名）垣根。単独では，普占いけ堰を

　いう。垣根の種類は？圭s癒ac圭（石垣），kaa－

　ra？isigaci（瓦と石の垣），　hw圭igaci（板

　塀），dakigεしe圭（竹壇，また竹のいけ垣），

　deekugaci（deekuの垣），　gikizigaci（つ

　げの垣），hul〈uzi竃ac圭（福太の垣），　eini－

　bugaei（竹を編んだ垣）など。

一1£aci（接尾）鋤くことに関係のある語の下

　につけ，反復の意を表わす接尾辞。susuレ

　kaci（ぞうきんがけ），　hoocikaci（掃き

　掃除），’juuzukaci（用足し）など。

kacig．lki⑪（名）書き付け。また，’：文書。

kε監eihoO　・juiN⑪（他；raN，＝ti）掻き散ら

　す。

kacihoorii⑥（名）散らかっていること。乱

　雑。

kac量？ikusaen（名）勝ちいくさ。

kaei？iri＝jUN⑥（弛＝raN，”ti）書き入れ
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kacikunuN

　る。書き込む。

kac蒙ku＝nuN⑪　（｛be　：！11aN，　＝ii）　（食物を）

　かき込む。

kacikUN＝sju’N⑭（他＝saN，＝ei）突きくず

　す。掻いてくずす。

kacikuzi＝ju’N⑨（他謝3N，＝ti）ひっかき

　徹す。ほじくり心す。

kacimakiG）（名）勝ち負け。勝敗。

kag藍m｛＝juN①（地＝x’aN，ニヒ圭）eつかむ。

　にぎる。？utlraN　gUヒu，juda～．落ちな

　いように枝につかまる。G）つかまえる。9甫

　える。nusudu～．泥棒をつかまえる。

kaeimiNgwa＝sjuiN⑨（（＠＝saN，＝ci）かき

　罰して濁らす。また，かき乱す。かき回し

　て紛糾させる。

kagimiNsooree⑨（名）鬼ごっこ。つかま

　えなさいの意。

k我cim⑳⑰（名）書きもの。

kacinuhana⑰（名）坦花。樋》参照。

kaeisigaisi’gai⑨（副）抱きつき，すがりつ

　くさま。～s謳N．

kaeisii＝ju「N⑨（倦＝raN，”ti）書き添える。

ka；euN⑨　（自　＝taN，　＝（lci）　e勝ヒつ。　◎ま

　さる。すぐれる。zilTbunoo　neeN＄iga，

　kaagee　kaQeOOAT．才能は無いが，容姿は

　すぐれている。

ka＝euN③（他＝1｛aN，・・ci）e（かゆい所など

　を）かく。◎（恥を）かく。？icihazi～・

　大恥をかく。

ka＝euN◎　（地＝1《aN，＝ci）書く。描く。

k炉cuN⑨（弛＝｝caN，＝ci）組み立てる。　r構

　く（かく）」に対応する。tana～・棚を

　作る。

kagUU⑪（名）かつお。かつおぶしの意もあ

　る。～hweesjUN。かつおぶしをげずる。

kaguuco（名）慕津宇。（（　tW　））参照。

kaguubusi①（名）かつおぶし。

kag疑udak董①（名）嘉津宇岳。融頭郡本部

　半島にある由の名。

kaguusi「NZ韮⑥（名）かつおぶしのだし汁。

kadikaru⑨（名）、嘉手当。賦地》参照。

kad董naa⑨（名）嘉手納。㈱〉｝参照。

kadu⑨（名）義理固さ。廉薩な心。～nu
　？ayiwadil　niNziN’jaru．　i葉理があって

　こそ人閲だ。

kadu⑥（名）角（かど）。

kaduda＝cuN⑨（擦　鍛ヒaN，　tuQei）：角が立つ。

　円滑にいかない。

kadunueaasi⑪（名）軒を稲接した隣。す

　ぐ隣（の家）。

kagama＝．iuN①（慮＝raN，”ti）かカ｛む。

　しゃがむ。うずくまる。

kagana＝juN⑨（自＝raN，＝ti）開訂する。

　関与する。

kagana＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）手を下す。

　手を加える。関与する。関係する。taa－

　gaN　narair．　？ariga　tii　kaganasiwadu

　najusa．だれにもできない。彼が手を下

　してはじめてできる。

kagaN⑨（名）鏡。～hweesjUN．鏡（金
　属製）をみがく。eataN　mos三zanija　mi一一

　7．inu　？winu　N，　’ugamayij’a　sjusiga　zi－

　juja　naraN．［北谷まうしぎやねや　水の

　上の鏡　拝まれやしゆすが　自由やなら

　ぬ3北谷ま5し（女の歌手の名）は自分に

　とっては水鏡と岡じこと，顔を見ることは

　できても，自由にはならない。

kagaNhwees負a⑥（名）鏡（金属製）をみが

　くことを業とする者。kagaN　hweesabira

　（鏡をみがきましょう）と呼んで歩いた。

kagee⑥（名）支配・保護のもとにあるもの。

　領地。封土。支配圏。勢力圏。また，配下

　にある考。

kagee曲舞N⑨（他＝raN，＝ti）支註する。ま

　た，保護する。sima～．部落を支配する。

　dulgu　kageesiziinee　’warabinu　tamee

　？araN・あまり保護しすぎると子供のため

　にならない。

kagee？uc韮⑰（名）領内。支配圏内。

kag蓋①（名）欠け。欠けること。欠けたも
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kak謎董dee

　の。欠員・欠席者など。kakiとは別。

kag珂uN④（自＝raN，・　t’i）欠ける。不足

　する。また，欠庸して欠ける。欠番とな

　る。kakijuNと｝ま男lj。

kag函⑭（名）加減。　kaginoo　caaga．（味

　などの）加減はどうか。geecikagiN（か

　ぜ気味）。

k3gu③（名）駕籠。貴族のみが普通に朋い

　た。士族は，公用・婚礼・葬式などにのみ

　熔いた。その敬語は？aNda，？unaaNda。

　平民は病人などを運ぶとき，囲いのない

　’拘makaguを用いた。

k窃gug櫨uねa⑨（名）駕籠作りを業とする

　者。

kaguduuru＠（名）竹で麗のように編んだ，

　あんどん式の燈糖。畳めないが，安飯なの

　で，一・般に多く用いられた。

kaguis量？UZOO①（名）首二二の門の名。？U一

　琶u錘kuの項参照Q

kagukae量①（名）柔取籍かき。

k8gus3・癬づuN⑤（他＝raN，＝ti）㊦監督す

　る。監督して勉強などをさせる。◎加護す

　る。神仏の通力を加えて守る。tuideN瓠

　mijama　sigeru　tani　？iradi，　’wagami

　kagusamiru　kutunu　sjurasja．〔鳥だい

　んす深藍　しげる谷選で　わが身かぐさ

　める　ことのしほらしや」鳥でさえ深山の

　しげった谷を選んで自分を守ることの殊勝

　さよ。

kagusi㎜a①（名）鹿児島。

kakuu⑦（名）家風。

kahuusi⑨（名）ありがとう。霞下への感謝

　の語。買上へはnihwee　deebiruという。

　～siibicii　kutoO？arani．感謝すべきこ

　とではないか。～’jata＄a．ありがと弓。

kai①（名）仮。～nu　haNsi．仮の闘に合わ

　せ。

一kat“’i（助）へ。に。目的地を示し揚所を表

　わす語につく。9aQkoo～？ieUN．学校
　へ行く。maa～？icuga．どこ：へ行くか。

　Z呈ruutaa～？iCUN．次郎の家へ行く。

kaigu⑨（名）蚕。？itumusiともいう。

ka茸a①（名）［仮屋］e仮屋。仮小屋。綱引

　き（¢inahwigi）の時などに見物席として作

　る仮の桟敷。◎在番奉行の役所。

ka量koo⑨（名）［開合●開山］開合。開音と

　合音との区別。工段，オ段の億音を〔i〕，

　〔U〕と発音し，またキをチのように沖縄

　式に発音するのを合とし，それらをfけせ

　て…」，「こそと…あ「き」のように書き，

　または，読書の場合などにH本本土式に発

　音するのを腿とする。～tadasjUN・開合

　を正す。

kaikuN①（名）開墾Q～sjUN．

kaikwatoo⑨（名）［開化党ユsaNsiiと岡じ。

kaimUNCD（名）借りもの。

kaja③（名）茅。屋根をふくのに用いる。

kajaa＝sjUN①（他＝saN，＝ei）持…ち運ぶ。

　とくに，何度も持ち運ぶ揚合にいう。

kajabuei⑨（名）茅ぶき。

kajabueijaa⑨（名）茅ぶきの家。

kajajaa⑨　（名）kajabuc彗3a　と同じ。

kajoo⑨（名）嘉隣。《地》参照。

kajuian（名）e通うこと。◎渡り廊下。母

　屋と離れなどを結ぶ，板敷きの通路など。

kajuizi⑰（名）〔文〕通い路。’wakasa　hwi－

　tutueinu　・vnu　suraja　’jaminu　saku－

　hWiraN　kurumatoobaru。［若：さ一時の

　通路の空や　閣のさくひらも　軍たうば

　る］若い時代に女のもとにme　5身には，暗

　やみの急な坂も砂糖車（kuruma）を据え

　つけるよ5な平原と同じである。

kaju＝jUN（自＝raN，＝七i）〔文〕通う。口語

　では多くは単に？iCUN（行く）という。

ka・juN①（他＝raN，＝ti）借りる。？irajUN

　の項参照。

fta＝juN①（他＝1’aN，＝ti）縄る。

kakaidee⑨（名）ねばり強い力。一こ口執

　心できる力。～nu？aN．物事にねばり強

　い。
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鼠akaim醸

kakaimUN⑨（名）遷1きもの。もののけが慧

　くこと。生霊または死霊が何か頼みごとな

　どあって人に懲くこと。

kaka£sa「arae菱⑨（名）さしさわり。陣i害。

　nuunu～N　neeN．何のさしさわりもな

　い。

駄ak撫掩ヂ9＆最①（di－if）うるさくつきまと弓さ

　ま。　まつわりつくさま。？Nni薫u　hUN？我一

　raN　muzinu　huN　？araN，　’jakaya　’ju－

　mudujaga～．〔稲の穂もあらぬ　麦の

　穂もあらぬ　やからよむ鳥が　かかりすが

　り］稲の穂でも麦の穂でもないわたしに，

　うるさい鳥（男）どもがっきまとって来る。

kaka＝jllN⑥（臨＝raN，”ti）e掛かる。ひ

　つかかる。また，掛かっで下がる。？am呈一

　da圭na董くa汽ac量inee　n1巨多二一～．蔚下に

　立：っていると水がかかる。O（費驚が）掛

　かる。㊤たよる。厄介になる。　sii4a～・

　兄にたよる。？iusidu　kak：ajuru．雷う

　人に頼む。⑲碇泊する。㊧かかわる。…の

　対象となる。sil〈iNnu　kueisibani～・

　滋闊の5わさに上る。㊧及第する。合格す

　る。

kakaNas（名）〔下裳］：女が腰から下に着け

　る着物。腰巻状で後ろに合わせる式のもの

　と，労鋤用の前から股を通すふんどし式の

　ものと二種ある。duziNと一生に着る。

蝕熱w我蓋④（名）係わり。二士。掛かりあ

　い。

駄akawa・juN①（宙＝raN，＝ti）係わる。関

　係する。

撫kaz蓋⑨（名）賀数。《地》参照。

茎｛ak麗量⑨（名）慕数。《地））参照。

監akazi＝juN⑨（tde　＝raN，　＝ti）かじる。？u－

　janu　MUN～．親のすねをかじる。

kakeehwieee⑥（副）いろU・うなものが互：い

　に開連し合うさま。～？imi’NNZUN．い

　ろいろなものが誌び合わさった夢を見る。

k誌i⑪（名）かけ値。売値より高くいう値。

熱騒①（名）かけら。茶碗などの欠けたは

　し。

kaki？aa＝ju’N⑨（自＝raN，＝ti）間に合5。

　定められた期限に問に合う。

kaki2aasimu－N⑥（名）期限付きのもの。

　正月用。婚礼用に頼まれた物など。

kaki2aa＝sju”N③（弛msaN，＝ei）閻に合わ

　ぜる。期限に遅れないようにする。

kakihanasi⑪（名）横になって話をするこ

　と。

kakibuku⑨（名）掛保久。《糊参照。

kakigi＝ZUN⑪（他＝gaN，＝zi）あとを継い

　で掛ける。掛け継ぐの意。無尽などの掛金

　を引き継いで，その掛金を取る権利を得

　る。

kakiee⑨（名）舞け合い。談判。

kakiguNZUII①（名）びた一文。きわめてわ

　ずかな銭。欠げた一寸銭の意。

kaki＝jttN③（飽＝raNs；ti）㊦掛ける。　ka－

　NMui～・帽子を掛ける。　hasi～・機を

　掛ける。痴麟～．水を掛ける。？udi～。

　腕ずもうで，互いの腕を掛ける。sanazi～。

　ふんどしをする。nasaki～。情をかける。

　O（費用・掛け金を）掛ける。　また：，賭け’

　る。hjaQkwaN～．2円掛（賭）ける。㊤

　掛け値を、・う。kakiti？ieOON．掛げ値を

　欝っている。⑳掛けもつ。七atul〈uru～．

　二箇所掛け持つ。＠（はかりに）掛ける。

　hakai～・はかりに掛ける。kak量ree　k鷲a－

　nudu，uuyiiru．掛ければ，1まかりの竿が

　折れる。甲乙ない。また，どっちもどっち

　だ。㊨領する。支配する。統治する。sima

　～．領土を支配する。㊤（接尾）…し掛け

　る。…し始める。kamikakijUN（食べ掛

　ける）など。

kaki　・jupa⑰（自＝raN，”ti）肘をつき，手で

　頭をささえて横になる。

kaki＝juNO（自＝raN，”ti）欠ける。損じ

　る。㈱waNnu～．茶碗が欠ける。

kakikau①（副）欠けたところだらけ。～

　sjo。ru　cawaN．方々欠げた茶碗。
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k＆ku療

kakikutuba⑨（名）掛けことば。音が岡じ

　か類似していて，薗様の意味を兼ね含ませ

　たことば。たとえば？ieaga　Rati’？icura

　hat呈ja　siranaminu…［L・きやがなて行き

　ゆら　果や白波の…］どうなって行くか果

　ては白波の（知らないが）…。

kakimee⑨（名）無尽などで，掛けておい

　てまだ受け取っていない出し髄。のちに利

　子と共に受け取る権利のある掛け金。？U－

　1〈uimee（送り前）の）贈。

kakimuel⑨（名）掛け持ち。二つ以上の仕

　事を兼ね持つこと。

kakimuN⑨（名）掛け軸。掛け物。

kakimuN①（名）欠けたもの。欠けた茶碗
　など。

kakiniN　＠？ooraN⑨（句）お話にならな

　い。とてつもない。～揃ag呈i，jaN．とて

　つもなく大きいのだ。～’撫9saN．お話に

　ならないほど安い。

kakiruma①（名）加欝呂麻島。奄美群島の

　農の名。

kakis｛Nan（名）掛け金。無尽などの掛け金：。

kaki2utaen（名）誠刺歌。物にたとえてよん

　だ歌。たとえば，kamagwa？ut・ugalguja

　kuhw圭聯uku，5a寧塘a》？azinu　mi？utu－

　geja　zaNpamisacL（翼壁按駕の愛妾カ

　マグワのあごは古辺底のよ5に短いが，真

　壁按司のおあごは底波輝のよ5に長く出て

　いる。）のよ5なもの。

kakizici⑪（名）丁字形をした杵。穀物・餅

　などを揚く屯の。また，杭などを打つ槌と

　して粥いるもの。

kakoo⑨（名）「かかふ」に頬応ずる。θ衣

　類のぼろ。◎おしめ。おむつ。㊤ぼろをよ

　り合わせて作った火種。畑・由などに行く

　時，たばこの火種として持って行くもの。

kakoobika4a⑨（名）きな奥いにおい。～

　sjUN。きな振いにおいがする。

kaku①（名）病名。食道癌・胃癌・胃かい

　ようなどをいう。酒が原因ならばsakiga一

　kuという。

kaku①（名）水夫。湖心。「かこ」にK応ず

　る。

kaku①（名）四角。方形。

kakubigi①（名）とくに仲のよい闘柄。？a－

　ritu’waNtoo～’jaN．彼とわたしとは
“別懇の闘柄だ。

kak：ugani⑨（名）掛けがね。戸をかたくと

　ざすための馬具。

kakugn⑨（名）£字面〕e大切にしまいこ

　むこと。秘蔵。～sjUN．秘蔵する。◎守

　sw“．　kamizuuga　・v　’judaN　suruna．　［ag

　千代が格護　湘断ずるな（忠臣身替）］亀

　千代を守護して油断するな。

kakugU⑨（名）落としぶた。箱の内側には

　まりこむよ5に作ったふた。また，他の箱

　の内側のへりにはまりこむよ5に作った

　箱。衣腋を入れるkeeに付いている。

kakugu⑨（名）覚悟。

kaku韮①（名）囲い。盆画などの周囲の垣。

　石で囲ったものは？呈sigakui，竹のものは

　dakigakui．

kaku＝juN①（他＝raN，；ti）e囲う。かく

　まう。専膚する。興ri（女郎）の総合は

　giMijUNという。　OCUNzii（中磁式の将1

　棋）で，王を囲う。

kaku＝nuN（D（他＝maN，岨呈）囲む。

kakusi⑨（名）隠すこと。隠しだて。　nUU－

　kakusinu　neeN　Qcu．隠しだてのない人。

kakusigutu⑨（名）隠しごと。

kakusilmaa”sii③（副）ひた隠しに隠して。

　大事に隠して。

kaku＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）秘密にする。

　他に知られないように隠す。ただ見えない

　ように隠すことはkwaQkwasjuNとい
　う。

kakuzi⑨（名）あご。下あご。両わきに畠

　たあごの骨もふくめて下あご全体をいう。

　口の下のとがった部分は？utugeeとい

　う。～？usujUN．あごをおさえる（がっ
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　かりした揚合の動作）。

kama⑥（名）神谷。《地》参照。

勲m貫①（名）かまど。昔は着三つで作った

　ので？umigimUN（かまどの神）とい町名

　がある。のち，土をこねて作るようになつ

　た。

kama（D（名）鎌。？iranaともk・うQ

kamabuku①（名）かまぼこ。多く飛魚で
　作る。

kamaei⑪（名）θかまち。農家：の土闘から

　の上がり口の上に渡した横太。◎頭の卑

　語。～，warariN　deo・頭を翻られるぞ
　（けんかの文’句）。

kama＝juNO　（lfa　＝aN，　＝ti）　rb）sk　5　．　kamu－

　jUNと同じ。　kamaaN．カ、まわないQほ

　5っておく。

kamaStumo（名）かまど作り。こまかく刻

　んだわらを土とこね合わせて作る。かまど

　は宗教的に大事なものであるので，吉Bを

　選んで行なう。

kamanuibii⑲（名）かまど作りの鍵。吉欝

　が選ばれる。

kamaNtaen（名）（∋大なべのふた。農家で

　さつまい竜を煮る大きななべのふたをい

　5。かや・わらなどを編んで作る。O魚名。

　あんこう。形がなべのふたに似ているので

　い5。

kamaNta⑨（名）情夫。かくし男。

kamarasjaa①（名）気むずかしい嵩。

kamarasjaN①（形）気むずかしい。よく蕃

　情をい5。きげんをとりにくい。kama一一

　rasii　Qeu。気むずかしい入。

kamasaa⑨（名）魚名。かます。

kama⑥sikajuNan（句）男女。夫婦など
　が，仲よくしっくり行く。nootaru　kama－

　du　sikaj　uru．梱応の考が夫婦となる。

　kama　sikati　taija　？anujumaadiN．　［　S（］

　仲よくふたりはあの世までも。

kamaleeO　（名）　こおろぎ。　kama（かま

　ど）のそばにいる＄ee（ばった）の意。
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kamaazis⑪（名）かます。穀類を入れる鴻角

　い袋。

撫㎜題zおaa①（名）愛想のない者。

kamazisi⑳（名）無愛想。～kuujUN．に

　が虫をかみつぶしたように，無愛想にして

　いる。

kamee⑪（名）〔かまい3首里城の建物の
　名。

ka㎜eeCO（名）構え。こしらえ。作り。ま

　た，勢の繕え。7vaagamee・（座敷のつく

　り）

k蹴eei・nuN⑨（名）拾い物。拾った物。

　tumeeimuNと襲いう。
kamee：juN＠　（lte　＝raN，　＝ti）　（tumeeju－

　Nと同義であるが，やや下晶な語）e
　（落とし物などを）ta　5。拾いものをする。

　◎捜し求める。tuzi～．妻をめとる。

kami⑪（名）神。天の神・地の神・屋敷の

　神・便所の神・かまどの神など，神は至る

　所に多い。死者の霊も釜十三隼忌を過ぎる

　と神になる。

翫ami？ae量nee◎（名）（女が）商議を頭にの

　せて売り歩くこと。

kami？asjagi⑰（名）［神軒］藻‘落の神を祭っ

　てある建物。その髄の鷹揚で祭りなどを行

　なう。

kamiburaari⑨（名）栄養不良。食うことが

　不足（buraari参照）している意。

kamiburi⑨（名）karnidaariと同じ。一bu－

　ri　　＜hurijUN　　（狂　う　）o

kamici⑥（名）胃けいれん。また，惹けいれ

　んの持病があること。胃けいれんで溢しむ

　ことをkamirarijuNという。

kamidaavi（①（名）神がかり。神人（kami－

　Neu）になる際の精神異常の状態。．しきり

　に神事を目走る。kamiburiともいう。

kamigudee⑨（名）先史時代。大昔。上御

　代の意。

kam髭gurisjaN⑪（形）食べにくい。歯痛。

　遠慮などのために食べにくい。
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kamihaN＝sju”N⑪（他”saN，＝cl）食べそ

　こなう。食いはぐれる。また，失業する。

kamihutuki＠（名）神仏。

kamil①（名）係り。係りの役入。〈1〈amu－

　jUNo
karnijaa？usi⑨（名）よく人を突く牛。

kam三jama⑨（名）神出。《地））参照。

kami＝ju！　＠（弛＝raN，眈i）e頭の上にの

　せる。（女が運搬のために荷を）頭にのせ

　る。kamirasjUN．（女の頭に荷を）のせて

　やる。ひとりで運べるが，ひとりでは頭に

　のせられない時，それを手助けする揚合を

　いう。◎いただく。長上からもら5意の敬

　語。頭上におしいただく意。㊧（牛が）角

　で爽さ上げる。㊧上にのせる。

kamiku④（名）上の句。琉歌は上の句8。

　8，fの句8・6，全体で30字より成る。

kaminigee⑭（名）神への祈願。お祈り。

kaminii⑥（名）頭にのせて運ぶ程度の荷
　物。　　1｛εしmi一く1｛amij1ユN。　　mucinii　　ζ≧：　り璽

　い。

kaminiNzi①（名）神を信仰すること。神に

　祈ること。神頼み。

kaminukusi⑪（名）食べ残し。食べ残すこ

　と。また，食べ残した余り物。

kamiNCU⑥（名）神に仕える人。神人。神

　の人の意。nuuru，　nigami，？ukudiお

　よびそれらに仕える女たちの総称。その項

　参照。

ka㎜irarijaa⑰（名）胃けいれんの持病のあ

　る者。

kamira＝rijuNem（自＝riraN，＝Qti）胃けい

　れんなどで苦しむ。棒で突き上げられる

　よ5に痛む状態をい5。隼の角で突かれる

　ことをkamira「ijuNといい，そのよう

　に突き上げられるのでいう。kamijUNの

　受身の形。

ka㎜ira＝sjuNan（他；saN，＝ei）火の上にの

　せて暖める。〈kamijUN（上にのせる）。

　caa～・お茶を暖める。？usirUN　kami一

　raeikara　numi，joO。おつゆも暖めてか

　らお上がり。

kamisasi⑪（名）男用のかんざし。男が髪を

　結っていたころのもので，梅の花の形をし

　た飾りが付いていた。貴族のものは金製，

　士族のものは銀製，平郷のものは真鍮と決

　められていた。貴族のものは敬ってmi一一

　kamisasiまたは，NeaNgasiという。

kamisasibana⑪（名）植物名。さくららん。

kamisi㎜u①（名）身分などの上下。上の者

　と下の者。

kamja⑨（名）神谷。（（地））参照。

kamu⑥（名）鴨。

kamu＝juN①（他＝raN，＝ti）かまう。関係

　する、干渉する。撮話する。1〈amUNna・

　かまうな。干渉するな。nUUN？鍍aN　mu－

　Nnu　Qcu　kamuti・何の関係もない人が

　人に干渉して。

kamuroo⑰（名）θ子供の髪の結い方の一

　種。髪の上部をまげて元結い糸でとめるも

　の。◎kaagarimoO（かっぱ）の那覇語。

kamuroowarabi＠（名）髪をkamurooに
　結っている子供。

kaRa③（名）縢（かな）。かせにかける前の

　一em・A束にした糸。1〈anaを染色したのち，か

　せ（kasi）にかける。のち，寧eejaNgasi

　が翰入されてからは，kanaを作るのは芭

　蕉布を織る時のみとなった。～sikoO3aN．

　ka烈aを作る。

kana⑪（名）かんな。大工道具の一種。

kana①（名）仮名。～tadεしsjUN．発音を

　正しくする。逐字的に仮名で書いたとおり

　に正す意。平民式発音を士族式の発音に矯

　正する。すなわち，たとえばcici（月）を

　gici，　mizi（水）をMi7vi，　suubu（勝負）

　をsjuubuのように改める。士族の子弟

　はこのよ5な発音の燈正を受けて，士族式

　の音韻体系をもつようになる。

kanaahwica“a⑪（副）やたらに噛むさま。

　また，よく膨むさま。～sjUN．
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kanaa＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）噛む。唖麟

　する。

kanaganaatu①（副）愛想よく。仲よく。

　また，かわいがって詳aee～S∫00N，3＆a．

　ふたりは仲よくしているねえ。

kanagi＝juN⑥（弛＝raN，”ti）からげる。

　まくり上げる。gibui～・尻をからげる。

　tamasi～．心をひきしめる。

kanagu①（名）金具。器具につける金物。

kanagusiku⑨（名）金城。（（地））参照。

kana＝juN⑨（自＝aN，”ti）e達餐である。

　鋤ける。自由がきく。かなうの意。dUU一一

　gara～．体が達者で働ける。　ti2nu　ka－

　naaN。手の霞由がきかない。　kucinu～．

　鑓が達者である。口答えをよくする。◎か

　なう。望み通りとなる。nigeegutunu～・

　願いがかなう。◎かなう。敵し得る♂w勘

　agaa　kanaaN．わたしではかなわない。

　㊧気に入る。eiini～．気に入る。心が合

　う。kukuruni　ka聡卸瓢’winagu．心

　にかな5女。気に入った女。

kanakudii⑪（名）かんなくず。

kanakUStt①（名）kanikusuと同じ。

kanami①（名）交際上のかなめとなる点。

　すなわち，挨拶。また，交際上のかんどこ

　ろ。～kakijUN．挨拶すべき所には必ず

　挨拶する。義理をかかさない。

kanamizoozi①（名）挨拶上書。交際上手。

kanamUN①（名）金：物◎金属製晶。

kanamUNjaa⑨（名）金物量。金物を売る
　店。

kanarazi①（副）必ず。文語的な語。　kaN－

　naziまたはkaNnaεしziが普通。

kanasiNgwa⑪（名）いとし子。愛児。

kanasiru①（名）金気のある汁。即しい鍋

　釜で物を煮た和合などに趨る汁。

kanasjaN①（彩）かわいい。愛らしい。ka－

　nasja　sjUN．かわいがる。愛する。

kanazieaaew　（名）　kanlzicaa　と岡じ。

ka職ee⑨（名）（∋借地料。また，小作料。

　◎地築。また，程税一般。

kaReegakai⑨（名）弛人の土地を小作ナ

　ること。

kaneegaki⑪（名）土地を他人に小作さぜ

　ること。

kaneejUS至em（名）小作料を集めること。小

　作料を持った小作入たちが地主の家に集ま

　り，地主はその鑓ふるまいをするのが例。

kaneemUN⑨（名）鋤き者。よくかせぐ者。

kani①（名）㊦矩。かねじゃく。　L字形の

　ものさし。◎生活上・社交上のわく。社会

　的な規範。常識。また，常識があること。

　頭がしっかりしていること。理性。理解力。

　～nu　neeN．常識がない。理性がない。

　～nu　haNdi毛eON．常識をはずれている。

　頭がおかしい。～kakijUN．（咳気など

　で）常軌をはずさない。

kan｛①（名）金。金属。金銭の意ではzi・・

　Nk艮niという。

kani①（名）鐘。また，鉦。

kanihutuklCO（名）金仏。金属製の仏像。

kanibuubUZZ①（名）こがね虫。かなぶん

　ぶん。

kanlci⑨（名）皇考1き（ginahwici）の時，

　雄綱ぐUUNna）と鑑綱（m呈iNna）とのつ

　なぎ目に通す太の檸。両方の綱の先端は輪

　になっており，雌綱の輪に雄略の輪を入れ

　て，その雄黄の輪に丸太棒を通し，爾方で

　弓1き合5。kanicibOOともいう◎
鼠a勲…C董畏⊃00〔〔D　　（名）　 kanici　　と論じ。

kanieigizaa⑰（名）綱引き（ginahwici）の

　時，雄町と雌三綱とカミ互いにkanicig疑ci　eこ

　寄せて来た時，kaniciを雨方の綱に貫き

　通す役の餐。大力の者が選ばれて当たる。

kanieiguci⑨（名）綱引き（gina｝’iwici）の

　時，帆綱と雌綱とが相接し，互いにつなぐ

　揚駈。綱引き揚の中央に当たる。．

kani＠aa①（名）鉱山。とくに銅山。沖縄で

　は鉱由としては羽地に銅脚があっただけで

　あった。金（kani）の丼戸（kaa）の意。

3e6



kaNmui

kanigara①（名）かなてこ。鉄覆i。

ka雄瑠u§iku⑩（名）兼城。（〈地》参照。

kanihaNdi＝ju翼①（自＝raN，　就i）身心す

　る。ぼける。老人以外にも，ぼける・性格

　がルーズになることにいう。sjookaninu

　haNdijUNともいう。kaniはかね尺・常
　識などの意。

kanihwiibasi①（名）金火箸。金属襲の火

　箸。

kanii①（名）かのえ（庚）。十干の一つ。麿

　の上では吉Bとして，転i宅・建築などのN

　に選ばれる。

kani＝jnN⑥（他＝xaN，”ti）兼ねる。口語

　ではkak導UN，　taag圭sjUNなどという。

kani・・jul　＠（地＝raN，賦呈）さえぎる。

　mlgi～．水の流れをさえぎる。　ginasaani

　kaniti　QCU　tuusaN．綱でさえぎって人を

　通さない。

kanikadaN⑪（名）兼箇段。《地》参照。

kaniku⑨（名）∈）海津地方の砂地。◎鷹揚。

　㊧地名に多く，kaniku［兼久3，？uhuga－

　niku〔大兼久3，　meeganiku［前兼久］，

　？uciganlku〔内兼久］などがある。

kanikusuce（名）かなくそ。鉄を焼いてき

　たえる時に落ちるかす。

kanimaa＝sjガ翼⑨（他＝saN，；c三）θ包囲

　する。とり囲む。◎かばう。擁護する。

kanisi⑰（名）兼次。（（地））参照。

kanisjoo①（名）金性。木火土金水の五行

　の一つで，これを人の生年に配したもの。

kank三①（名・副）かねて。以前。また，箭

　もって。あらかじめ。～karanu　nigee・

　かねてからの願い。宿願。

kani2ubi①（名）金属製のたが。桶類のた

　がで，鉄・銅などで作ったもの。

kaniz量eaa⑨（名）金づち。　kanazicaaとも

　いう。

ka＝nUN⑨（lth　＝㎜aN，＝di）食う。食べる。

　敬語は　？usjagajuN。　動物について，　ま

　た，卑しめていう揚合はkwajuNとい

　う。1〈amaraN．食：べられない。　kamara－

　Nkami．食べられないのに，食べ（よらと

　す）ること。

kanutu①（名）かのと（辛）。十干の一つ。

kaN⑨（名）寒。寒さ。cuuja～nu？aQsaa

　，jaa．きょうは寒いねえ。，jamatunu　ka－

　no。？ucinaatu　kawajuN　doo．　u本本

　土の寒さは沖縄と違うそ。

kaN⑱（名）勘。さとり。～tujUN・さと

　る。了解する。

kaN①（名）饗（かん）。羊奨の類をい弓。

　kumigaN（米の粉の蘂），　maamigaN（ノ」、

　豆の奨）など。

kaN（①（副）こう。かく。かように。～na－

　taru？wiija　sikataa　neeN．こうなった

　以上しかたがない。～kuuwa・ちょっと

　来い。芋供を呼ぶ時にいう。～caaNdi．

　ちょっと来て見ろ。～kuuwa・と岡じ。

kaNbiNpm（名）勘弁。他人の過失を許すこ

　と。

ka翼bjoO⑥（名）看病。～sjUN．

ka興e瑠ee⑨（名）勘違い。

kaNciku⑨（名）寒菊。茎や藥を茶に入れ

　て飲み，その風味を愛する。

kaNda⑰（名）0かずら。つる草の類。◎甘

　藩。さつまいも。その植物としての名。ま

　た，そのつる。根は？NMUという。

k＆僻心b繍⑨（名）さつまいもの葉。

kaPtdahuni⑨（名）さつまいもの茎。一bu撮

　くhuni（骨）。

kaNduu⑨（名）鈍感i。勘力こ鈍V・こと。

kaNgee⑥（名）考え。思考。考案。

kaNgee”ju照①（他　＝raN，”ti）e）考える◎

　思索する。㊤世話する◎面倒をみる。？ari一一

　ga　kutu～・あの入の世話をする。

kaNgee】［IluNau（名）考えごと。

ka懸Ra演⑨（副）こうこ弓。かくかく。～na

　kutunU？a£aN．かくかくのことがあっ
　た。

kaNynumo（名）かんむり。頭にかぶる竜の
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　一般。面子。

熱N嫌usl⑪（名）虫気。体質の弱い幼児の

　ひき起こす禰。

翫aNna＠（名）〔暫〕カンナ。だんどく。

　hanabasjuu　　と同じ。

kaNnaa⑪（名）漢那。（（地》参照。

kaNnaazi②（副）必ず。　kaNnazi，　kana－

　raziともいう。

kaNnai⑥（名）かみなり。

kaNnazi①（副）kaNnaaziと同じ。

kaNneeru⑨（連体）かような。こんな。

　kaneeruともい弘文語は1〈aneru。～

　mUN．こんなもの。また，こんなつまら

　ないもの。こんなやつ。

kaNn圭N⑰（名）堪忍。

k劉NnuuCO（名）＃i要。～Ra　mu麓．肝要な

　もの。かなめとなる大切なもの。

kaNpaci①（名）はげの一一種。頭の傷跡など

　にできて，赤く光る。hudiiともい弓。

　kudii　・v　？ugicuu　？agaraei　’juubaN

　kwee・はげはげ，お月さまを上がらせ光

　らせて，夕飯を食：え（はげをからかった童

　謡の文句）。

kaNpuump（名）男の子の髪型。　i髪が短くて

　結えない場合に，折りまげてノ」、さく結うも

　の。女の子のそれにはhaajuuiiという。

　また男の子が4～5歳ごろ入れ髪をして結

　うものは？iriga）・ihaajuuという。

kaNru⑨（名）寒露。二十四節の一つ。沖縄

　で鷹の渡る季節である。

kaNruuza（名）1〈aNruと置1じ。

kaNsag量①（名）鑑札。営業免鉾証などを書

　いた札。

kaNsi⑨（劉）かように。こんなに。＜kaN

　十（≧si（して）。～RaNzi，jaNdee？umaa－

　NtaN．こんなに難儀だとは思わなかった。

翫aNsi＝jUNew（他＝1’aN，；ti）かぶせる。か

　ぶらせる。bOosi～。帽子をかぶらせる。

　’UNzi～．恩を着せる。

kaNsjuka⑥（副）これほど。かほど。hwiN一

　＄uu．ia　Av　kurisja－Ndisee　namadu　’wa－

　k勇糠u，貧乏はこれほど苦しいのだとい

　弓ことが，今になってわかった。

kaNsjukawaaki⑥（副）これほどまで。～

　mugikasii　muN　’jaNdee　？umaaNtaN．

　これほどまでにむずかしいものとは思わな

　かった。

kaNsju「N⑱（慮。不規則）kaN（こう）と

　sjUN（する）のつまった形。こうする。

kaNsUi⑨（名）かみそり。

kaNsni4ikee⑨（名）かみそりを使5こと。

　かみそりの使い方。

kaNgaaen（名）おかっぱ。少女の髪型。髪

　をtw　5までにならない年ごろの，耳のあた

　りまで垂らして切った髪。また，おかっぱ

　頭をした平民の少女。また，おかっぱ頭の

　少女（士族）をその家族の者などが呼ぶ

　語。召使が呼ぶ六合には，敬語にしてka－

　N加㍊とい5。貴族の少女の場合はka聾

　t撒meeと呼ぶO
－kaNtii（接羅）…しかねること。…できか

　ねること。m£c翫aNti圭（待ちかねること），

　？i敷a蕪tii（言いかねること），？iceekaN一

　騰（会いかねること。届きかねること）な

　ど。

真caNtoohu⑥（名）焼き豆腐。路上で女たち

　が溺をはたはたさせて焼きながら売ってい

　た。，jaeidoohuともいう。

kaNtu⑥（名）髪（karazi）の卑語。

kaNtukUttmeepm（名）髪のつかみ合い。女

　のけんかをいう。

kaNtuu⑨（名）1〈aNtaa（おカ、っぱ娘）の敬

　語。召使などが主人のおかっぱの娘を呼ぶ

　語。

kaNtuumee⑪（名）おかっぽ（kaWtaa）に

　した貴族の娘を蕎使などが呼ぶ敬称。

kaNzaa⑨（名）鍛冶屋。鍛冶を業とする者。

kaNzaajaa⑪（名）鍛冶小屋。

kaNgatu⑨（名）神里。《鱒参照。

kaNgeekuW（名）鍛冶屋。また，いかけ屋。
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karahwaahu

　kaNzaaともL・う。

kaN4eekuu⑨（名）kaN4eekuと溝じ。

kaNz量⑪（名）eたてがみ。◎とさか。

kaNzimXXN⑪（名）㊦頭にかぶるa｝，の。◎

　夜，体をおおうもの。ふとん。夜具。

kaNziN⑪（名）〔肝煎ユ葬式の時，一切の世

　話をする世話役。隣近所の人が受け持

　つ。

kaNzOO⑰（名）勘定。金銭の計算。　saNmiN

　ともいら。

kaNgoo⑪（名）甘草（かんぞ5）。あまぎ。

　薬草で，産婦の乳が出るまでの閲，煎じて

　産児に飲ませたりした。

kaNzujaa⑨（名）かわせみ。もとkaNzui

　といった。

kaN＝zuN⑰（勉＝daN，＝ti）eかぶる。　boo－

　si～・帽子をかぶる。◎（負債などを）負

　5。撮をする。sli～．：負債を：負5。mUU一一

　tu～．（商売で）元がとれずに，損をする。

　㊧（接羅）いっぱいに…する。こぼれるほ

　ど…する。sacikaNZUN（咲きこぼれる），

　，waxeekaNauN（盛んに笑う。笑いこぼれ

　る）など。

kaQglka；nuN①（飽＝maN，＝di）つかむ。

　ひっつかむ。

kaQeiN⑲（名）勝連。《地》参照。

kaQciNnumisaei⑪（名）勝連岬。沖縄ホ島

　東海岸にある岬。

kaQkoo③（名）格女子。ようす。なりふり。

kaQkuikaQkai⑨（名）下駄（の音）の小児

　語。

kaQpa⑨（名）合羽。

kaQpici①（名）親類。？weekaと間じ。

kaQsaN①（形）（∋（お巌・病気などが）軽

　い。◎（進物などが）軽少である。二方が

　軽い意ではgaQsaNとい5。
kaQti①（名）勝手。都合のよいまま。きま

　ま。’waakaQti・わたしの勝手。？謡ga

　～．彼の勝手。

kara①（名）（豆などの）さや。　maammu

　～・豆のさや。maamiguruともいう。

kara①（名）から。からっぽ。中舅がない

　こと。，Nnaともいう。

kara①（名）体格。また，体力。～gieUN．

　体力がつく。

一kava（助）eから。空閤。時閣の起点を恭

　す。kuma～？amamadi．ここからあそこ

　まで。CUU～？acamadi．きょうからあし．

　たまで。sigutoo＄i恥aci～muduree．仕

　事は済ませてから婦れ。◎を。通行する賜

　所を示す。？ariga　miej～？aQeutaN．彼

　が道を歩いていた。㊤で。通行の手段を示

　す。kaci～？ieUN・徒歩で行く。　huni～

　？iCUN．船で行く。㊧から。原舞。根拠な

　どを示す’。sakee　kumi～gukujuN．酒

　は米から作る。？unu　kutu～．そのこと

　から。

亜a鉛a（晶晶）匹。頭。豚などの家畜をi数え

　る時の接躍辞。cukara（一頭），七akara

　（二頭）など。

karabasi①（名）利口者。主に才智のある

　子供をい弓。

karagaaki⑪（名）瀬戸・揖などが，すつか

　り干上がること。

一karagl（接膠）束。束ねたil）の（糸・たき

　ぎ・萱。牧草など）を数える接尾辞。cu－

　karagi（一束。また，一束になるほどの分

　量：），takaragi（二束）　など。

karahaal〔m（名）　羅針盤。　kara　（唐）　i度来

　のhaai（針）の意Q

lcarahaatui⑥（名）鶏の一穰。大型で，閣

　鶏用にもされる。略してhaatuiともい

　う。カラバ（ジャカルタの古称）から来た

　鳥の意か。

karahuniCO（名）骸骨。がら。肉の付いて

　いない骨。～nu　gutOON．骸骨のように

　やせている。

karahwaaku⑨（名）唐破風。着里城正殿
　（　　　　て　　　　　コ　ロrnUNatarlu）の屋根を特にさす。また，首

　里城正殿の俗称。
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ka⑱歎wee

karahwee⑨（名）たきぎの灰。

karahwisja⑨（名）はだしQ

kara？ibai①（名）〔新3からL・ばり。

karajoosaN①（形）体が弱い。

karajuka⑭（名）叛敷き。｛可も敷いてない

　板の間。

kara縛目N⑪（イ毯巫a．N，＝ti）（家螢などを）

　飼う。

karaka＝juN①（他＝raN，”ti）長くかかる。

　尋…闘どる。euslgutu　nagee　kaz’aka乞oo－

　N．一つの仕事に長くかかっている。

karakani⑰（名）青鋸。唐金。

karakaraa⑪（名）酒を入れる器の一種。い

　ろいろの形があるが，丸くて偏平，中央に

　注入口，わきに引出日が付いた形のものが

　多い。倒れにくく，また倒れてもこぼれにく

　い。mitaN～，joONciguhWiN．少少足り

　ない入間。満たないkarakaraaや，いっ

　ぱいはない小窺の意。振ればかえって大き

　い音がする。mitaN～，300Ncigl魏kuτW

　ともいう。

karakasa⑨（名）鷹傘。かぶる笠に鮒する，

　柄のあるさし傘。

karakui⑨（名）e機械。㊤三味線（saNS1一

　N）のねじ。mudi，　zi圭hwaaともいう。

k＆rak療狙agfb磁③（副）からみつき，ま

　つわりつくさま。～sj叡。

karaku＝jUNem（自＝raN，”ti）からみつく。

　まつわりつく。

karakuzl①（名）からくじ。嫁ずれたくじ。

　hwiihwirikuzi（厩ひりくじの意）ともい

　う。

karamaa⑰（名）玩具の名。三型をしてい

　て，ばねじかけで羽が間じるよ5になって

　おり，あげたたこの糸に通して空中を上下

　させる。

karama；cuN⑰（他；kaN，＝ci）巻きつけ

　る。？iicuu～。：糸を巻きつける。

kayami＝juNau（他＝raN，紘i）からめる。

　捕えて縛る。

karamitu＝juN⑨（儲＝taN，　mti）からめと

　る。karamijUN　と1司じよ5に使う。

karamUN⑨（名）辛いもの。刺激性の辛

　いものをいう。塩辛いものはsjUUZUU一

　通UNo
karamuN①（名）おかず（ka擁灘UN）のな

　い飯。飯だけ。

k＆rana⑰（名）唐名。貴族・士族のもってい

　た中国風の名前。たとえば羽地朝秀の逸名

　は向象賢（s30Q　sjookeN）。

kara2Nmu⑨（名）〔新？］さつまいも。薩摩

　人が伝えた語か。普通は単に？Nmuとい

　う。

ka「caNpana①（名）洗い清めてない，Npa－

　nagum圭（その項参照）。

karara⑨（名）金良。（（　tW　））参照。

bearasaN③（形）辛い。刺激性の辛さ（唐辛

　子・わさびなど）をい5。塩味については

　sipukarasaN，塩味が強いことはsjUU－

　zuusaNと㌔・う。

鼠震ra§i⑥（名）軽石。

ぬr＆s⑩（名）辛子。

karasijaa⑨（名）貸家。

kthrasini①（名）むご5ずね。「からずね」

　と対比される。

karasju⑰（名）魚鼠類を塩潰けにしたも

　の。塩辛。

kara＝sjuNco（他＝saN，＝ci）e（草太など

　を）結らす。㊥（声を）からす。

kara＝sjuNee（侮＝saN，＝ci）貸す。？iraa－

　s趣N参照。

karat・a①（名）体。身体。棒格。　karaとも

　いう。

ikarataki⑨（名）［唐竹3まだけ。竹の一種。

　公儀用として王室のために用い，また鹿児

　島に移出した。

karawiibaci①（名）からえずき。吐き気を

　もよ：おしながら，何も畦けないこと。

kaa’azaaCO（名）から茶。お茶うけなしのお

　茶。
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kI…sa蓋｝腿掘

karazi⑨（名）髪。頭髪。文語ではkasi－

　raともいう。敬語では？UNcoobi，　nu－

　Ncoobi，卑語ではkaNtuという。～加一

　jaas画N・髪の乱れをととのえる。～，jUU－

　jUN．髪を結う。～nu　kii・髪の毛。

kai’azibuciki⑪（名）抜け落ちた毛髪。抜

　け毛
karazi瞬⑪（名）髪の毛。頭髪。

kayazijuujaa〔D（名）　髪結L、床。　kata｝（asi－

　raを結うことを業とする者。一般人相手

　の職業となったのは明治以降である。

karazikwee⑨　（名）　かみきり虫。

karagusuiCO（名）乾いたぞうきんで拭くこ

　と。からぶき。

kara乞UusaN①（形）体が強い。

kayeewaakii⑨（名）家蜜を共同で飼育し

　て，利益を折半すること。たとえば，豚を

　飼うのに甲が資金を出し，乙が飼育して，

　甲乙で利益を分け合5など。

karibaa①（名）楯れ葉。

駐arigli①（名）karikiと岡じ。

kariguniCO（名）寒村。産物とくに農産物

　の豊かでない土地。下れ菌の意。

k躍愚蹴i褥u画①（自＝raN，＝ti）桔れ果てる。

kari2ica③（名）するめ。

kar量i⑨（名）嘉例。吉例。めでたいこと。

　縁起のよいこと。bulcariiの対。～na

　MUN。縁趨物。成功した人のみやげなど。

kariida①（名）k鍛三田daと岡じ。

karijuda①（名）桔れ枝。

kayi＝jUNco（自＝raN，”ti）e（草太が）桔

　れる。◎（声が）かれる。

kai’lju§i⑨（名）［蝿例吉コめでたいこと。

　縁起のよいこと。daNZU～ja？iradi　sa－

　simiseru，　？uninu　gina　turiba　kazija

　matumu。こだんじゆ嘉例吉や　いらでさ

　し召しやいる　お船の綱取れば　風やまと

　も］まことにめでたい旅行は，Hを選んで

　なさるので船の綱をほどくと風は順風。

　（旅人の無箏を摂って一族が集まり・歌い

　踊る時の歌）

kariki①（名）械れ木。　kayigiiともいう。

karikuri⑪（名）〔文〕あれこれ。～nu　si－

　gutu．あれやこれやの仕事。

kar量k懸sa①（名）粘れ草：。

karugaruutu①（副）軽軽と。軽く。？Nbu－

　MUN～rrtUCUN・重い物を軽軽と持つ。

　～？i（≧ti　kwiree．（餓などを）軽くよそっ

　てくれ。

kavuku①（名）家緑。大名をはじめ？wee－

　dainiN（役人）の与えられた藤。

karukumuei①（名）家緑持ち。健蘇を与え

　られている家柄。

k凝鵬n琶餌①（宙猫maR，＝di）分娩する。

　軽くなる意。

karuNzi＝jUN①（他＝raN，”ti）軽んずる。

　大事にしない。？uja～．親をそまつにす

　る。nuci～．命を軽んずる。

karuwaga①（名）軽業。　hookaともいう。

kas＆◎（名）傘。笠。～hajUN・傘を張る。

　傘を作る。傘の種類は，daNgasa（繭傘）

　またはka3bu舞ag薦a（こ5取りがさ，す

　なわち洋傘），？eegamigasa（藍紙傘，

　貴婦人用），toogasa（唐傘）または？oo－

　gasaa’（青傘）の男子用，　kubagasa（び

　ろうの笠，農罠用），miNtariigasa（薩1垂

　笠，編笠の一一一eeで農昆用），　mUNzuruga－

　sa（麦藁笠，いなかの娘用），？amig＆sa

　（編笠，芝居用），hanagasa（花笠，芝居

　用）など。

kasa⑨（名）癒。悪性の腫れものをいう。

　普通の腫れ．ものはniibutaaという。

kasaba＝juN⑪（自＝raN，＝ti）e重なる。二二

　璽になる。Oかさばる。

一kasabi（接尾）重ね。　eukasabi（一陣ね），

　tal〈asabi（二重ね）など。

tSasabi＝jUNCO（弛＝raN，躍ei）重ねる。

kasabuta①（名）かさぶた。腫れものがつぶ

　れてから，上に生ずる厚い皮。kasaNta

　ともいう。

311



kasagijuN

kasagi＝juN①（自”｝’aN，＝ti）はらむ。み

　こもる。妊娠する。女はsiduugahuu

　sjOON．（ありがたい頂載物をいただいて

　L・る）などとい5ekasagirasjUN・はら

　ませる。妊娠させる。不義の場合などにい

　う。

kasagiNeu⑨（名）妊婦。

kasagui④（名）擁。

kasahajaa⑪（名）傘張り。傘作りを業とす

　る者。

kasaki②（名）癒のできかかる気配・性質。

kasanigasanl①（名・副）重ね重ね。～nu

　ku勧．重ね重ねのこと。～？jUN．何度も

　喬う。

kasa　・nUN⑨（自amaN，　＝di）力認さむ。かさ

　ばる。

kasaNta①（名）kasabutaと1覇じ。

kasa4eeku⑭（名）傘作りを業とする者。

　傘屡。

kasi＠（名）e袴糸（かせいと）。総（かせ）。

　布を織る経糸。◎榛（かせ）。経糸を巻きつ

　ける器具。～kakijUN．かせにかける。一

　二分の糸を張りわたす。

ka瓠⑨（名）かす。よいところを取った残

　り。酒・豆腐のかすなど。

kas量2aja⑪（名）縦縞。

kas呈e董⑨（名）擶の織り始めの部分。織り始

　めて1尺ぐらいまでをいう。～？UCUN．1

　尺ぐらい奮を織った時，ひもを切って商を

　巻きつける。

kasicii⑨（名）もち米を蒸した飯。おこわ。

　強飯。旧暦8月10　Rに作って祝5。

kasigaa⑨（名）南京袋などに凹いる糧布。

　太の繊維で作る。

kasigaaもukuru⑪（名）南京袋。

kas籔⑪（名）加勢。手伝い。援助。応援。

　A”　S3UN．

kasiikasi”；①（副）さっさと。手早く。～

　see・さっさとしろ。

lkasi＝juPS③（霞＝raN，＝ti）痛飲する。大酒

　を飲む。kagiree？arakacii，　numee　hwi－

　zaa．大いに飲めよ，新垣，比嘉。（？ara一一

　gaeil，　hwSzaaは平民の人名。語末母音を

　短くすれば士族の人名となる。）

kasiinasjaN⑨（形）かしましい。やかまし

　い。　うるさい。音に限らず了いる。

kasinucien（名）経糸と緯糸。かせ糸とぬき

　糸。

kasimueisiraga⑨（名）経糸・緯糸ともに

　siraga（その項参照）の布。純絹。

kasin職eituNbjaN⑪（名）経糸・緯糸とも

　敏RbjaN（その項参照）で織った箱。最上．

　の夏物となる。

kasiraev（名）〔文｝髪。？agari？akagari－

　ba　geimi　narega　？ieuN，　・v　’juti　tabori

　’wa？ujaganasi．［あがりあカ・がれば墨

　習れが行きゆんかしら結てたばうれ我

　親がなし］東の空が明るくなれば学問を習

　いに行きます。髪を結って下さい，おかあ

　さま。

kasira（①（名）かしら。長◎

kasiradiaellNdi）（自＝taN，＝Qci）かしら立

　つ。長として立つ。

kasiragii⑪（名）〔文］頭髪。髪の毛。　k3sレ

　raginu　simuja　？iginu　mani　hutaga，

　cimuja　nama　harunu　sakari　’jageiga．

　［髪毛の霜や　いつの閲に降たが　肝やな

　ま春の　盛りやすが］髪の毛の霜はいつの

　間に降ったか。心はまだ春の盛りなのに。

kasirajaku⑥（名）〔文〕かしら役。組踊り

　用語から察すると，群雄麟拠時代に城主按

　覇の二二役・長官を兼ねていた役であった

　ろうと思われる。

k鱒瓢職⑨（名）eカステラ。菓子名。㊤料

　理名。魚肉をすりつぶし，卵を入れて作

　る。材’料も味も｛巽逮巻きに似ている。

kasigee⑥（名）泡盛のかす。酒かす。

kasigee？eei⑰（名）酒かすの汁であえたあ

　え物。

ka＄igeemii⑰（名）鷹の灰色をした醤。また，
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　その鷹。比較的安価で士族の子供たちが

　買ってもらった。貴族の子供が買5e卦

　NMii（金色のRの鷹）に対する。

kata⑨（名）肩。～kur批bijUN。肩を並べ

　る。比肩するの意。

kataco（名）e哩。典型。◎型どった絵。

　？Nmanu～・馬の絵。㊤跡かた。⑱規剤。

　規定。規準。～’isijUN・イ・規定を作る。

　規準を定める。ロ。かたをつける。爪あと

　などをつける。㊧かた。抵当物。二二。

kata一（接頭）片。片一方の。　katahwisja

　（片足），katadii（片手）など。

一kata（接躍）e二二。方面。方。？agaxika－

　ta（東の方），　simukata（島滉方面），　sjui一一

　gatanu　samuree（首里の士族）など。◎

　仲闘。二方。taz’uukata（太郎の味方）な

　ど。

kata？agal⑨（名）料理などが片側だけでき

　上がること。半煮え。蒸し物などが片側だ

　け煮えて，他の側が煮えない揚合などをい

　50
katabai⑪（名）肩の盛り上がったところ。

　また，肩の張りぐあい。

katabaruO（名）潟。干潟。遠浅で，潮の

　干満によって現われたり隠れたりするとこ

　ろ。haruは平原。

katahiici⑨①（名）えこひいき。偏愛。

katabui⑨（名）かたしぐれ。片方は瞬れて

　いながら片方で降る夏の雨。Raginu？a－

　mee　？Nmanu　naganiN　huiwal〈asjuN．

　（夏の雨は馬の背も降りわける）という。

kataei⑰（名）θ敵（かたき）。　O気の合わ

　ない者。

kataei①（名）e形。　O姿。容貌やなりふ
　り。　～】ユu　，jutasjaN．　姿力こ、、u、。

kaiagi5urujaN⑨（名）偏頭旛。　haNgigUU

　ともいう。

kalagiki¢（名）型付け。染め方の一種。型

　紙を布の上に張り，その上から染料を塗っ

　て模様をつげるもの。また，その染めた

　布・着物。biNgata，？eegataなどがあ

　る。

katagikijaa⑪（名）型付け（biNgata，　？ee－

　gataなど）を業とする者。

katagimiganigwaa①（名）カ》にの一一Pt。海

　産で，一方のはさみだけが大きい。

kaiagiNsimp（名）片ひざ。～捻ti麺N．片ひ

　ざを立ててすわる。昔の男女の正座のしか

　たである。のちには，男は端座，女は横ず

　わりが正座となった。

katadi蓋⑨　・（名）片手。片方の手。

kataduuO（名）半身。体の右あるいは左の

　半分。

katagata①（副）たまたま。あいにく。一時

　に両様のことがある場合にいう。？ikiwa－

　du　’jatasiga，　・一v　？ieunasii　basju　’jati，

　？ikaraNtaN・亡くべきだったが，ちょう

　ど忙しくて行けなかった。

katagee職a⑨（名）肩から二の腕にかけての

　部分をいう。

kataguu⑥（名）片：方。一対あるものの片

　方。

katagaumaNeaa⑨（名）片ちんば。ちぐは

　ぐ。箸・下駄など，一対となるべきものが

　互いに不揃いなこと。

katahaba⑪（名）爾編。

katahara＠（名）かたわら。わき♂waree

　～Nkai．かけらはわきへ。翻れものを落と

　して割った時，そばの者が先園りしてひや

　かすことば。

katahu⑪（名）こ文〕片帆。片方の帆。　mu一

　「uhu（髄帆の意）の対。　～mucagiriba

　kataminu　nada　？utuei，　muruhu　mu－

　eagiriba　murumlnu　nada？utuci．〔片

　帆もちやげれば片毫の涙落ち　諸帆も

　ちやげれば　諸霞の涙落ち（おやあんま狂

　雪）］（劉れを悲しんで）片方の帆をあげれ

　ば片方の国の涙を落とし，両方の帆をあげ

　れば両1屋の涙を落として。

katahwa⑨（名）片刃。　muruhwa（而刃）

313



katahwa

　の射。

katahwa⑪（名）片輪。不具。

katahwaa⑥（名）片輪者。

katahwamuN⑨（名）片輪者。　katahwa＆

　ともいう。

katahwasii”ga⑨　（名）片刃の小：刀。

katahw量。三①（名）孔門。

katahw圭cimuN①（名）二形の春。

ikatahwisja⑲（名）片足。

kaSaibi①（名）〔文〕語る人。「語り部」に

　戴応ずると見られる。一・biの付く語にはほ

　かにsi｝’asibl（知らせる人）などがある。

k＆搬擁猛葱①（／＄＝raN，＝ti）〔文〕語る。　kεい

　tajabira。語りましょ　う。’iiku£iユkatarx；．

　二三〕からすが鳴いた時に言う蜜じな

　い。いいことを語れの意。

kataka⑨（名）e遮蔽。さえぎるもの。　tiレ

　dagataka（Rよけ），　kazigataka（風よ

　け）など。◎庇護。かばうこと。，iNnu　gレ

　ragataka．縁が顔をかば5。縁のある者は

　顔までいい顔に見える。～s彊茂．さえぎ

　る。　よける。また，かばう。

katakaki⑪（名）片手落ち。不公平。　euunu

　gicikazija　1〈uniguniN　tijura，　A－N　ne－

　ranu　tiNnu？uzimu。［けふの月影や

　此々も照ゆら片欠もないらぬ天のお肝］

　きょうの月影は顯麟を照らすだろう。不公

　平もない天の御心。

katakaki＝jUN⑨（億＝raN，畷）兼務する。

　掛酵持つ。片手閻に侮の仕事をする。くり

　合わせて仕事する。？icunasaN　katakaki－

　t圭．忙しいのもくり合わせて。

katakakimaa’kaki⑨（副）方方の仕事を掛

　け持ちするさま。

fUatakaixxici⑨（名）ひっこんだところにあ

　る，人蟹につかない遵。

ka餓藍as韻⑤（名）katakats’iと岡じ。

katakaSi①（名）魚名。赤味を帯びた黒い，

　ありふれた魚で，干物にすることが多い。

k就誼a§量ra◎（名）［軟轡〕成入eg　Y一の髪

　塑。元は頭の霜辺に結び，後には中央に結

　ぶようになった。貴族は15歳で，一般は

　10歳内外で結った。

kalaka§irajuuian（名）［三三結コ元三。男

　子が．10歳前後に達した時，はじめてka一

　瓢kasiraを結5儀式。親戚中の入絡者e

　成功者に結ってもらい，盛大に祝って，供

　の者を従えて親類圓りをして披露した。貴

　族の揚合は，15歳で行ない，ziNbuku（元

　服）といろ。

katakasivajuiijaa⑥（名）髪結い床。？iQ一一

　kwaNmagi（一貫譜），　nikwaNmagi（二

　貫醤）など，料金の別があった。

katak臓eiwaree⑨（名）微笑。ほほえみ。片

　目笑いの意。

kalakukuru⑨（名）三二の意。次の句でい

　5。～’3ur薦jUN・（すっかり安心するの

　でなく）ひとまず安心する。一息つく。

kagakug．　inuni⑪（名）片袖を脱ぐこと。女

　が鋤きやすくするためにする。

ka［akuzira⑨（副）e始終。ずっと。　kuu－

　salnikara～・小さい時からずっと。㊤…

　をはじめとして。tuzikwa～nukurazi－
　ni　kuruei，　rnikatani　1｛igaj’a　？iciniRuN

　’ujabiraN．〔嚢子かたくづら　残らずに

　殺ち　味方に怪我や　一人も居やべらぬ

　（忠臣身替）］妻子をはじめ残らず殺し，

　二方にけがはひとりもおりません。◎畢

　薄㌔c三i3a　～．来るが早いカ㌔

kagamadooei⑲（名）一段階。仕事などが

　一一段落してちょっと畷になること。

熱紬職謎曼④（名）かたまり。

数atama＝juPt①（自＝raNI”ti）つまる。塞

　がる。hananu～．鼻がつまる。，Ngunu

　～．溝がつまる。katarnarasjuN。つまら

　せる。

kagami①（名）男女の契り。また，契りと

　して取りかわすもの。

kagaiXii①（名）形見。死餐または長く別れ

　る人の形見。
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一katami（接尾）荷。かつぎ上げる荷を数え

　る接尾辞Qcukatami（一一一かつぎ），　taka－

　tami（ニニかつぎ）など。

ka重ε竃】〔ロi2ac目論ee⑨（名）行商。　また，行商

　入。荷をかついで商う男をいう。荷を頭に

　のせて行商する：女は1〈amii？acinee。

katamici⑰（名）片遵。

katamidima⑥（名）かつぎ賃。かついで運

　ぶ高野賃。

katam鼓⑪（名）e片目。一方の霞。～k疑砕

　jUN．片巨を閉じ：る。◎片目。隻眼。また，

　片屋の考。

k飢禽m司顧⑪（イ也　＝；ぎaN，　二＝ti）かっく㌔荷

　を罵にのせる。tiQpuu～．鉄砲をかつぐ。

ka｛ami　：juN①（飽＝raN，＝ti）㊦濃くする。

　茶・色彩などについていう。◎〔親固く

　する。

katana⑪（名）刀。

kataneeciri＠（名）麗上げ。子供の着物の

　ゆきを爾のところに縫い上げておくこと。

kata職ii⑥（名）半分の荷。半碕。～？uru－

　sjUN．負担が軽くなる。

katanii⑨（名）片方だけ煮えて，他の片方

　がよく煮えていないこと。半煮え。

kata？Nnazi⑥（名）着物をゆがめて着るこ

　と。褄が合わないこと。？Nnaziは背縫い

　のことで，これが片方にゆがむ意。

kataNeiew（名）傾き。傾斜・。

kataNelbai③（名）恥じてこそこそと急い

　で行くこと。傾き走りの意。

lcataN＝euN⑨（箇＝kaN・＝ci）e傾く。hw圭一

　inu｝〈ataNCOON．　日が傾いている。◎傾

　倒する。熱中する。

kataA’ki＝juN⑨（他＝raN，＝ti）傾ける。

katara＝juN（X）（他＝aN，純i）仲間に入れ

　る。味方に引き入れる。「語らう」に対応

　する語だが，一kata（方，味方）との連想

　がある。

katareeq）（名）（∋仲閲となること。乱闘入

　りを約束すること。◎男女の一緒になる約

　束。？ikatareeともいう。

katasaci⑪（名）一方の手を紳ぱした，その

　先端から地方の出先までの長さ。布の長さ

　などを赤る蕃準。潤先の意。鯨尺3尺。

katasaN①（形）e固い。堅い。◎濃い。那

　覇ではkuusaNという。　kunu？usil’OO

　，Nsunu～．このおつゆはみそが濃い。　ku－

　nu　？aka　naa　？ihwee　katasaree　’jaa．

　この赤がもう少し濃ければねえ。㊤堅い。

　堅実である。義理堅く，贔行が正しい。

　katasii　Qeu．堅い人。

katasljUU⑪（名）髪頭。女が髪につける油。

ka卵嚢m毒⑨（名）片隅。

ka塒izi②（名）布を織る時の，経糸一本。

　cuhwaa（経糸二塞）に督して片すじの
　意。

katasudi⑨（名）片袖。

kalasudinu2iem（名）｝｛ataku＄inuziと岡

　じ。

katatima⑨（名）片手間。

k蹴a搬。呈⑨（名）〔文〕片時。’wakaribija

　gimatl　？acaga　hwini　nariba，　一一N　？u－

　suba　hanaxigurisja［洌れBやつまて

　明HがEになれば　片時もお側　はなれぐ

　；れしやコ甥離の臼が遮って，あすの臼にな

　ると片時もお側を離れられない。

kata2udi③（名）e片腕。◎最も頼みとな

　る，協力老。片腕。

kata？uja⑨（名）片親。また，片親しかい

　ないこと。

kata2umui⑨（名）片思い。片恋。

katawaki⑨（名）不公平な配分。片寄った

　分け方。

katawakkiien（名）勝負事で人数を二手に

　分けること。

katawari⑨（名）片割れ。　yiれた一片。

ka匡lazaa（享）　　（名）　　濃㌔、茶。　　～　　1正ミュdi　　mi圭gu－

　hwai　sjoON・濃い茶を飲んで眠れない。

kata4iki＝jUN⑨（他＝raN，；嫉）片付ける。

kateemuN①（名）困った事。やっかいな
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　事。生活難・寂塵の不翻などをいう。

kati＝juN①（弛＝raN，＝ti）おかずにする。

　おかずにして飯といっしょに食5。首里で

　は単に伽える・付加する」の意では用い

　ない。

katimuN⑪（名）おかず。お菜。〈katijuN。

katooO（名）堅固。丈夫．　’jaanu　sima－

　ree～ni　Qsi’joo．戸じまりは堅固にL

　ろ。～na　haka．整固な墓。

k蹴②（名）〔文〕顔。口語はgira。

kawa⑪（名）〔文〕井戸。口語はkaa。

kawa＝cuN⑨（自”kaN，4ci）（のどが）漏

　く。おとなの語。子供なら1〈aakijUNと

　いう。

kawai①（名）代わり。代理。代稽。

kawaiee⑨（名）交替。役琶などの交替。～

　SjUN．

kawaKkutu①（名）変わった事。珍しい事。

kawaiimuN①（名）e変わったもの。珍し

　いもの。◎殊勝な者。

kawa＝jUN④　（慮＝raN，＝ti）e｝変わる。　変

　化する。また，異なる。tusinu～。隼が

　改まる。nuusinu～．主が変わる。，Nka－

　situ　l｛awaz’aN．昔と変わらない。？uci－

　naatu～．沖縄と違っている。◎代わる。

　入れ代わる。交替する。cigaajUNともい

　う。

kawaQtakutu①（名）㊦変わった事。珍し

　い事。nUUN　k＆waQ楓k麟oo麗e雄i。擁も

　変わった事はないか。㊤とんでもない事。

　思いもよらない事。“taNmee　sai　hikoo－

　kiNl〈ai　numiseebiimi．”　“haa　・v．”　rfo一

　じいさん，飛行機にお乗りになりますか。」

　「おお，とんでもない。j

kawarumi？uzoo⑪（名）首里城の門の名。

　？UgU￥ikuの項参照。

kawati①（副）とり躍っけ。格男恥特ζこ。こ二

　とに。cuuja～sikaraasjaN・きょうは

　特劉寂しい。

kaia①（名）におい。　niwiともいう。　ni鱒

　wiはおとなの使う上品な語。～sjUN．

　イ・においをかく“。ロ・においがする。

　hana～sjUN．花のにおいをかぐ。
kazad’奄?ｕｕＣ浮唐援H（名）［かぎやで風節］歌

　鹸の名。祝宴の最初に激5めでたい歌の節

　の名。guziNhuubusi〔御三風節］に属す

　る。「この名称，漠然と拠るところなけれ

　ども，或人の説に，カンヂヤーデフーなり，

　むかし国頭闘切奥閻村の鍛冶理財円王を

　救ひ奉りたる御褒賞によりて，国頭間切総

　地頭を命ぜられ，按罰の位に叙せられたる

　嬉しさをかたどりて作りたる歌醜にして，

　カンヂヤー首里に出るの風儀といふの意な

　りといふ。此の面隠説あれども，此の説近

　きに似たり。漸く記して後人の参考を待

　つ。鍛冶屋の末額：は今の馬氏闘頭按司家

　也。（南爲八重垣）」代表的な歌講を二つ

　あげておく。kijunu　hukurasjaja　nau＿

　nizana　tatiru，　gibudi　’uru　hananu　gi－

　ju　cata　gutu・［けふのほこらしやや　な

　をにぎやなたてる　つぼでをる花の　つゆ

　きやたごとコきょうのうれしさは｛可にたと

　えられようか。花の蕾が露に会ったよ

　うだ。？atagahunu　gicagi，jumijaeeN
　’NdaN，　’wa5u　’janiba　’wadui　’ugadi　si－

　dira・〔あた果報の着きやす　夢やちよも

　晃らぬ　我胴やれば我胴い　拝ですでら3

　こんな砿山が来るとは夢；にも見なかった。

　わが身がわが身であるとも思えない。あ参

　がたくいただきましょ5。

kagai①（名）飾り。装飾。

kagea＝jUN6）　（他＝raN，＝ti）飾る。　kagai－

　taもij　uyi　．飾り立てる。

kazi⑨（名）陰。光の当たらない門前。　k玉レ

　nu～．太陰（kiinu　kaagiともい5）。

kazi⑪（名）舵。

kazi①（名）風。

kazi①（名）うなじ。えりくび。

kazi①（名）繊維。筋。
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一kazi（接尾）ごと。たび。ごとに。たびに。

　Qcukaz圭（人ごとに），　cineekazi（家ごと

　に）など。，」　aal〈azi　hatanu　taQCOON．家

　ごとに讃が立っている。

kayi⑰（名）数。

kaziburi⑨（名）陰干し。　B陰で干すこと。

kazi⑪ciCUN⑪（句）cieUN（利く）の項参

　照。

kaziciri2aもii①（名）声を阪りに叫ぶこと。

　絶叫。

Xazigaa①（名）kazi（うなじ）の卑語。首

　のねっこ。一gaa＜kaa（皮）。

kazigataka①（名）風よけ。風を防ぐため

　のもの。katakaは遽蔽物。

kaz稻wee⑨（名）堆肥。

kazihuci①（名）暴風。強uci＜hUCUN。

kazihucl？aakeevuu①（名）とんぼの一種。

　暴風の吹きそ5な時，その前触れのように

　群れ飛ぶ赤とんぼ。

kazihuclmaamina①（名）ひよろ長く，細

　いもやし。

kazil⑥（名）eねばり強い者。容易に負け

　ない者。O下昂な者。下等なもの。

kazll■aki＝juN①（侮＝raN，＝ti）念を押す。

　だめを押す。また，約束する。

kazikazien（名・副）たびたび。～nu　ku一

　七u，jatLたびたびの事で。～gumiNdoo
　k鼠ki七i，たびたび御藤倒かけて。

kazimaai①（名）風が圓ることQ風向きが
　変わること。

kazimaei①（名）旋風。つむじ風。海上の

　龍巻きはruu（龍）とい5。

kazlmajaa⑨（名）e風車（かざぐるま）。

　風に舞うものの意か。hananu　kazimaja－

　ja　kazl　giri　tl　miguru，　’wamija　dusi

　もume七i？a寧ibibusjanu．［花の風車や

　風つれてめぐる　我身やどしとまひて　遊

　びぼしやの（女物狂）コ花の風車は風と一

　緒に回る，わたしは友だちを捜して一緒に

　遊びたい。～nu？uiwee・九十九歳の祝
　い。来客にみやげとして風車を贈る。◎転

　じて，十字形のもの。◎十字路。四つ角。

　㊧首里の尚家の角にある十直路。㊧植物

　名。くちなし。その白い花が十字形をし

　ているのでい弓。kucinas圭ともい5。

kazimikuka　・sSu’N⑪（｛ts　＝saN，　一一ci）大箏

　にしまい込んで，どこにあるのかわからな

　くなる。

kaziml＝juN⑪（他＝raN，＝ti）秘蔵する。

　大事にしまって置く。

kazimimUN⑨（名）大事にしまって置いた

　もの。とっておき。秘蔵贔。

ka多inavaN㎜u’N①（名）数えるに足りない

　者。自分の謙称として使う。不胃。

kaziraasja翼⑨（形）卑しい。さもしい。

kazlramaai⑪（名）軒下の盛り土したとこ

　ろ。家の周囲の軒下に石を戴ぺ土を盛っ

　て，地面よりやや高くして，水はけをよく

　する。その盛り土した部分。

kaziri⑱（名）θ限り。きり。hamaa？Nzi－

　N？NziN～nu　neeraN。浜は行っても行

　っても限りがない。◎期限。～sjUN．期

　限を決める。kaziree　s500綴N　hwiNb瓶oo

　saN．期限は決めておいても返しはしない。

　㊧（接羅）限り。ありったけ。nucikaziri

　hataraeUN．命の鋤く限り鋤く。

kaziti①（副）きっと。かならず。～CUUN

　’jaa・必ず来るねえ。

kazi繊蓋（D（名）舵取り。操舵手。

ka猛i？waa・aゆ①（名）風ヒ。　kaziwaara

　ともいう。

kaziwaara⑨co（名）kazi？waaraと同じ。

ka400品詞damUN⑪（名）風で折れた太の枝

　をたきぎとしたもの。

kagoorimuN⑪（名）薄麻疹。ほろせ。

kagoorimuN⑪（名）風で折れた木の枝な
　ど。

ka400saN①（形）風が強い。大風というほ

　どではないが，室内で紙が飛んで障子をし

　めなければならない程度の風。海上なら，

　小さい漁船が警戒する程度の風をい5。
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kaguujuN

鼠a多日撹鴛ま麟⑲（自＝raN，訟七量）（予定より）

　ふえる。増す。加増の意か。niNzunu～．

　入数がふえる。？iriminu～．入費がふえ

　る。

kayuu＝．iuN⑰（弛”raN，”ti）数える。普
　通1ま　　，junUN　　と　、、　うO

kee⑨（名）濯。？eekU，？weekuともいう。

kee⑩（名）貝。

kee⑨（名）さじ（匙）。

kee①（名）ひつ。衣裳箱。唐櫃に似た中国

　風の箱であるが，足はない。衣類を入れ

　る。かぶせぶたがあり，さらにkakugu

　という中ぶたがあって，その下に衣類を入

　れる。婚礼の時，花嫁が着物をいっぽい入

　れて持参する。敬語は’Ncee。

kee①（名）粥。？ukeeともL・う。

kee一（獲頭）動詞につき，ちょっと…する，

　軽く…する。また，思い切って…する，…

　しちや5などの意を表わす。接頭辞eii一一

　と似ている。keehOOCUN（ちょっと掃く），

　keenadijUN（ちょっとなでる），　keekoo－

　jUN（買ってしまう，，遵いきって買う）な

　ど。

一kee（接尾）階。家の階数を数える接尾辞。

　niikee（二階），　saNkee（三鷲）など。

一ke”e（助）よ。　r禁止形」に付く。〈？ukee

　（澱けよ）。sju籠a．～．するなよ。？ikuτta一

　～．行くなよ。

keehacicu’uN⑥（窃。不規貝の来てしまう。

　keehacil〈UU．来ちゃえよ。

kee？三。ガ聾⑩（自・不規則）行ってしまう。

　思い切って行く。

kee…⑨（名）おつり。つり銭。keesimuausi

　ともいう。

kee｛⑨（名）帰り。帰路。

ke｛｝赫⑰（名）keeruuと薩｝じ。

keeimic三⑲（名）帰りみち。帰途。

keeiziN①（名）着替え。着替えの着物。

kee＝juN⑥（自＝raN，”ti）e（自宅・もと

　いた揚所に）帰る。◎（もとの所有者・状態，

　毛とあった演算に）返る。∈i＞（複合語とし

　て）？磁ikee3UN（子供の状態に返る），

　，warabi　naikeeptN（老衰して，子供に

　返る）など。

kee＝juN①（他冨ra篤”ti）替える。変える。

　eiN～・着物を替える。ziN～．金をくずす。

翫ee藪00＝∫U噛⑪（他＝raNe”ti）貿ってし

　まう。思い切って買う。

keena⑲（名）かいな。二の腕。肩から肘ま

　でをいう。

癒ee珊（接尾）回。回数を数える接尾辞。

　eukeeN＠　（一mp），　takeeNG）　（　：mp），　mi一一

　keeN①（ヨ蟹），’3ukeeN①（四園），？igi－

　keeN⑨（五車），　mukeeN①（六回），　na一一

　nakeeNev（七回），’jakeeN④（八團），　ku一

　玉くunukeeN⑨（九圓），　tukeeN①（十回），

　？ikukeeN⑰（衝撃）など。

keerasikuru”basi⑥（副）ひつくり返した

　りころがしたり。物を粗末に扱1うさまなど

　をいう。～s5UN。

keez’a：sjilN＠　（4ts　＝saN，　＝ei）　ekeejuN

　（帰る，返る）の使役形。帰す。帰らせる。

　返らせる。◎ひつくり返す。slisi～・獅子

　舞を踊る。獅子をひつくり返すようにして

　搾るのでいう。

keeriijllN⑥（密壕aN，＝ti）ひつくり返る。

　くつがえる。転覆する。

keeriku‘”rub菱⑥（名）抱腹絶倭珪。笑いころ

　げること。

keemiNkuru‘■’biA’⑨　（副）eころげ回るさ

　ま。◎（不精して）ごろごろしているさま。

keerirakee’rira⑪（副）ひつくり返りそ5。

　～Qsi，，NNciN？ajaQSaN．ひつくり返．

　りそうで，見ていてはらはらする。

keei’uu⑨（名）交換。取り替えっこ。　keeii

　ともい5。

一keesaa（接尾）何度もくり返すこと。また，

　そうしたもの。？Nburasikeesaa（何痩も

　蒸し直した料理），？agirasikee：一aa（何度

　も暖め直した食：物），noosikeesaa　sjUN．
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k皇ganiN

　（何度も直す）など。

keesi⑥（名）eお返し。返礼。～．sjUN．

　返礼をする。◎し返し。返報。～？UCUN．

　し返しをする。復讐する。㊤地震のゆり返

　し。余震。大風の吹き返し。暴風が途中で

　いったんやんでから，反対’の方向から吹き

　返すこと。～？ueUN．吹き返しが起こる。

keesibaru（①（名）keesibataraciと償1じ1。

keesibataraci⑨（名）耕作の労働。畷畑を

　打ち返す労鋤。keesibaruともい5。

keesimaa⑨（名）着物を裏返しに着ること。

keesiinudusi（①　（名）　おつり。　つり銀…。keei

　ともVsう。 ～」εしnamaja　neejabiraN。

　錘nabi｝sa．［返し戻しや　今や無いやべら

　ぬすみやべいさ（茶売節）］おつりは今は

　ございません。結構です。

kee＄joo①（名）航海中。船が航海を続げ海

　上にあること。kagusimaNkainu～nu
　basju？uukazi　nati．鹿児農への航海中

　に嵐になって。

kee＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）㊦（もとの所；育

　者・状態，もとあった位醒に）返す。＠（入

　を）帰す。この意味では多くkeerasjuN

　という。㊤耕す。（田畑を）打ち返す。ta－

　geesjUNともいう。hataki～．畑を打ち

　返す。㊧（接尾）…し返す。tuikeesjUN（取

　り返す）など。

keetee⑨（副）かえって。むしろ。　keeti，

　keetiNkaiともい5。～？uree澱as圭・か

　えってそれはよい。

kee銭⑰（副）かえって。むしろ。　keetee，

　keetiNkaiともK，・う。

keetiNkai⑨（副）かえって。むしろ。kee－

　ti，　keeteeともい5。

keetu恥w三。歳磁⑪（副）工人のものを取っ

　たり，ごまかしたりするさま。

keetu＝juN＠（他＝raN，”ti）かっぱらう。

　ちょろまかす。かすめとる。

keetut”nai⑪（名）隣近所。　cukeetunaiと

　もいう。

kee2uei⑨（名）ノ」、皿。　kugaraともL・う。

　お茶即けなどを盛るもの。

keezoo⑪（名）［開静］寺院で明けがたに鴨一

　らす鐘。rU出卯の楼鐘薫入の声を云（混効

　二三）」　もともと禅林で農朝板を鳴らすこ

　とで，静眠を開覚する意。naNmiNnu　ke一一

　zoja　sjuinu　kezotumuti　satu　？ukuei

　，お服C圭，wazhmU，janusa．［波上の開静

　や　首黒の開静ともて　里起ちやらち　我』

　屏やぬさ］波上護麟寺の鐘を首里円覚寺の

　鐘と思い違えて，愛する人を早く起こして

　帰してしまい残念だ。辻遊郭の遊女のよ

　んだ歌。護圏毒の鐘は円覚寺の鐘より早く

　鳴った。

keezoogani⑥（名）［開静鐘］keezooと瞬

　V．　sikej’a　1〈urajamika　？u4umu　cuja，

　’uraN，　’」’agati　kezoganiN　najura　’jagei一一

　ga．こ世界やくらやみか　うずむ人や居ら

　ぬ　やがて開静鐘も　鳴ゆらやすが］世の

　中は暗やみなのか，Eざめる入はいない。

　やがて夜明けの鐘も鳴るであろうのに。革

　命の近いのを識した歌。

keNkeN⑤（副）念仏宗のこじき（niNbu一一

　caa）のたたく鉦の音。

k量bujaatuurUtt⑫（名）よく燃えないで盛

　んにくすぶること。

kibu”jUN①（霞＝raN，篇t玉）けぶる。くす『

　ぶる。燃えずに煙ばかり幽る。

kibusaN①（形）けむい。けむたい。

kibusi①（名）煙。　cinluriともいう。～

　macaasjUN．煙がうずを巻く。

kibusika多a（］）　（名）煙臭いにおい。

kici⑲（名）たるき。

kidu⑥（名）～nUCUN（疎遠になる）とい

　う句で用いる。間柄という意味らしい。

kiga⑨　（名）∈）けカ㌔　負傷。　㊥被害。　損害。

　nUUN～nu　neeN．侮の被害もない。　ta－

　Nei　harada’cija～nu　mutu。（諺）短気。

　立腹は損害を受けるもと。

kiganiN⑪（名）eけが人。負蕩者。◎被害
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kii

　者。

kii⑨（名）太。樹木。太材’。

k韮童①（名）毛。毛髪・羽毛・獣毛など。hwi一一

　ziは顔のひげのみをい5。

恥ib量sj＆a⑨（名）竹馬。太の足の意。

kiibutuki⑪（名）太仏。木造の仏鎌。

kiihagimootu量⑦（名）毛のぬけたつぐみ。

　老衰した考のたとえとなる。おいぼれ。

kiihukug最aci①（名）鳥肌が立：つこと。

　kiiは毛，　hukugiは綱毛。

kii？iru①（名）毛色。獣類の毛の色。

kiikasio（名）おがくず。

kiikusaem（名）草太。　kusakiともいう。

kiikuzi⑨（名）太釘。

kiimaa①（名）毛深い者。毛むくじゃら。

kiimaQkwa⑥（名）太就。もと就はすべて

　太製で，太の柱を四：角に切ったものを用い

　たカ㍉のちに匹：角の指物になり，黒い漆を

　塗った。

k｛i㎜iikuciG）（名）毛髪のはえぎわ。額・

　えりくびなどの髪のはえぎわ。

kiimeo①（名）あるべきところに毛の無い

　こと。また，その蓉。ひげの無い者はhwi一一

　zimOOという。

kiimumu①（名）皮に細雪のある桃。毛桃

　の意。水蜜桃に似て小さい。単にmumu
　といえばふつう楊梅をいう。

kiimusi①（名）毛虫。

kiinubui⑨（名）太登り。

k壼沁ukwaa⑪（名）太の葉。

kiinuhwaa？uz・・⑨（名）緑門。太の藥の緑

　で飾ったアーチ。

kiinuhwiz藍⑰（名）植物の気根。

kiinukaa⑨（名）木の皮。樹皮。

kiinukaag韮⑨（名）太陰。

k幽幽numata⑥（名）太のまた。太の枝の分か

　れる所。～kara？NmaritaN．太のまたか

　ら生まれた。親不孝者の形容としていう。

　？jaa3a～kaxadu？Nmaritii．おまえは

　末のまたから生まれたのか，この不孝考。

kiinumuQkuu⑪（名）末の実。小さい，食

　べられない実を多くいう。kiinunaiはた

　いてい大きくて食べられるもの。

kiinunaien（名）木の実。果実。くだもの。

k撫un無⑥（名）太の根。

kiinusiN⑲（名）こずえ。太の（先端の）芯

　の意。

klis壼ru①（名）獣類の毛のぐあい。毛並・毛

　色・毛のつやなど。

k撫秘①（名）毛糸。

k蕪？磁⑨（名）きゅうり。

kii2uusi⑨（名）太臼。太製の臼。つき臼と

　石磁型のひき臼とがある。

k鼓多eeku（D（名）　大II＝o　？isi3eeku　（石工），

　kaNzeekuu（鍛冶屋）などに対する語。

kiizicaa⑨（名）三つち。脚ez量caaと秀い

　う。

kiiziihwaa⑥（名）太製のかんざし。平民の

　女がさすもの。

ki圭z量r圭⑪（名）木切れ。太片。

kiizOO⑨（名）太造の門。？isiZOo（石垣の

　門），’5aazoo（屋根門）などに頬する。

kiju⑲（名）こ文〕euu（きょう）の文語。

k遍腿N⑨（自；raN，＝t1）抵触する。さしさ

　わる。かち合って支障を生ずる。まれな語。

　nuutUN　kiraN・何ともかち合わない。二

　種の薬を飲んでも害がない場合，転居・祭

　紀などのHがさしさわりがない揚合などに

　い弓。

ki＝juN⑨（他＝raN，＝Qci）蹴る。

kikaci①（名）木立。屋敷内の太立などを

　い5。

kikaraaan（名）太のかげら。木のけずりく

　ず・切れはし。根の割ったかけらなど。

k妻karazi①（名）毛髪。

k蓋Nk療⑨（名）健堅。（（地〉）参照。

kiNzii①（名）［硯水コ酒・さかななどの贈

　りもの。親類の家の普請などの際に，大工

　などに贈る酒。さかななどをい5。

kiQeakien（名）つまずき。また，尖敗。
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kooe三

　hai？Nmanu～．駿馬のつまずき。猿も

　太から落ちるの類。～s謳N・つまず．く。

　？isiNkai～sjaN．石につまずいた。

賊Qkir三五k銭⑨（副）ちゃぼの鳴き声。

k韮Q＄a①（名）　さっき。　さきほど。～caN。

　さっき来ナこ。

kiQtaakiririNtO（副）綱醗きの時の鉦鼓
　（sjo。gu）の音。

kiQtu⑨（名）〔新〕ケット。毛霜。

k童rama①（名）慶良門歯脇。神門本島南部

　の西方にある列島。kiramaa　miiju麟ga

　magigee　nliiraN．　慶良問は見えるカ｛ま

　つ毛は見えない。r燈台もと臨し」の意。

kiramatama「z嫉①（名）［慶良間二間切

　慶良間の二つの間切（maziri），すなわち

　渡嘉敷（tukasiei）間切と坐間味⑫am飢撮）

　間切。

kirihoo＝julN⑪（飽：yaN，＝ti）蹴散らす。

kirikeera＝sju「．N⑨　（｛也＝saN，　＝ci）　足‘こカ、

　げてひっくりかえす。蹴ってひつくりかえ

　す。

k韮rituba＝sju、N⑰　（イ也　＝saN，置ci）　蹴飛ば

　す。

kirooku「nOO⑨（副）散散小需を言5さま。

　がみがみ。～sjUN．がみがみ言弓。

kisazi⑪（名）慶佐次。《地》参照。

k韮ta⑨（名）桁。命根・床などにさし渡す細

　い材太など。　屋根の桁は　tiNzoogit2し，床

　に渡すものは’jukagitaとい5。kakii－

　dUN亭ee　～nudu，uuriiru．は；う、りにカ、け

　れば桁が折れるの意。優劣なし。また，

　どっちもどっち。

kizaa＝§jUN①（他＝saN，；ei）かきまぜる。

　かき國す。

ki多ai①（名）階段。きざはし。

kizi①（名）傷。器物・人体の傷。また，容

　姿。行為などの欠点。

kiz三hooriien（副）kizih滋と同じ。

kizihui⑰（副）食物を食い散らすさま。

　kizi一・〈1〈izuN．　N　s3’uN．

kizimURaabii⑨（名）夜，婦中などで見え

　る，線蚕の火のよ5な小さな火をい㌔

　k2zirnUNの火の意。

kizimunaadusi⑨（名）くされ縁の友達。

　kizimUNは漁が5まく，その：友達になれ

　ば漁にめぐまれるので縁を靭りにくくなる

　と言われる。そこで，くされ縁の悪：友をこ

　ういう。

kizimunaajaaeuu⑨（名）皮縢にできる，

　原因不明のやけどのよ5な傷。kizimUN

　のしわざといわれる。

kizimuNOP（名）邪神の一種。末の精。背は

　／1、さく，？akagaNtaa（あかちゃけたお

　かっぱ頭）をしているとい5。漁が5ま

　く，魚の母玉だけを食い，また，入家に火

　をもらいに来るとい5。kizimUNに関し
　てはさまざまな民話がある。

ki＝zuN（D（他：gaN，＝zi）θまぜる。　概論

　する。◎皮肉をい5。（入を）中蕩する。

koNkoN①（副）こんこん。せきこむ音。

koo＠（名）［科〕士族男子の受ける文官試

　験の第一次試験をい5。士族の中でも，身

　分によって受験資格が違っていた。合格

　はなかなかむずかしく，はじめての受験

　（hagikoo）で合格する者はいたって少な

　かった。koOに合格すれば孚eekoO〔再

　科］を受ける。

koo⑭（名）次の句で用いる。～sjUN．告

　げ口する。（￥供が母親などに）醤い付け

　る。1〈ooziN　sj双Nともいう。

koo（D　（名）　線香。　普通は　？ukoo　という。

koobeetamagU⑪（名）料理名。紅梅卵。

　うで卵を赤く染め，輪切りにしたもの。ぬ

　たあえに添えて用いる揚言が多い。

koobusi⑨（名）植物名。冷すげ。またその

　塊状の地下茎。香付子。地下茎は漢方蘂と

　なる。

kooe圭⑪（名）幸地（古くは規内）。〈（地））参

　照。

keoci①（名）幸喜。《地》参照。
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駄ooe梱

駄ooc溢⑥（名）〔新〕鶏の一一種。雲一チン。

　交趾鶏。

koodall①（名）kudee［供台］に飾りとし

　て取りつけるもの。甲立て。また，踊りで，

　若衆：（’wakasju）が額の上につける飾り。

koogaak鍼⑨（名）ほおかむり。頭からほお

　へかけて手ぬぐいをかぶること。農昆の翌

　俗で，首里那覇では酒宴の席で，踊りの時

　する者があった。

koogu⑪（名）次の旬で用いる。～magar
　jUN．（年：寄って）腰が臨がる。

kooguu③（名）e（年三って）腰の懸がつた

　者。◎せむし。

koogwaasl①（名）菓子の名。落下。米の粉

　に砂糖を入れて作った菓子で，正月規。

koO量麺kガqCU⑨（名）士族の脅分を金で

　買った者。16万貫の金を写せば平民から

　士族になることができた。

kooimuN①（名）e買物。物を買5こと。

　また，買った物。～siiga？iCUN．賢：物に

　行く。？usal〈iinu～．たくさんの買物。

kooimUNsjaa⑲（名）買物をする人。得意。

koO譲9wee⑪（名）買い食い。

kooi？“z｛raasjaNCO（形）買物上手である。

　利口な買い方をする。，wikigadu　’ja寧1ga

　～．男なのに買物が5まい。

koojaku⑨（名）膏薬。多ipuigOO謳k穏（吸

　い出し膏薬），miijaaigoojaku（三口に肉

　を生じさせる二二）など。

koo＝juN（D　（他　＝raNp＝ti）　買うQ

kooj”ree①（名）講。近隣の稲互扶助的な

　組織。gaNを共同で持ち，ふだん金を鐵

　し合、・，葬式の際の費用一切をまかな弓な

　どする。

kookoO⑪（名）孝行。～na　mUN．孝行
　考。

kookorooko「e⑨（副）しゃも（taueii，　ta，一

　wacii）の聴き声。

koomau＝juN①（他＝ra．N，＝ti）こうむる。

　「受ける」の謙譲の意に聡いる。9UUN

　～。御恩を受ける。

koO雛s瀬⑳（名）e鹿。◎鹿の肉。

kooree⑨（名）朝鮮。

koo鵜曙u§麺⑪（名）とうがらし。

kooereegmsjukwee⑨（名）カ・なへび。とか

　げに似た爬虫類の動物。？waatu？oojaa

　と秀いう。

kooreemttei③（名）kusici？ukwaasi（祭

　詑鰐の蒸し菓子）の一種。黒砂糖入りで薄

　茶色。

koorigasi⑨（名）〔親高利貸し。　takadii－

　mi竃ui　　の叛語。

kooruinaa⑨（名）輪回しの輪。また，その

　遊び。

髭ooyumaazlri⑨（名）輪切り。円筒形のも

　のを横に切ること。

髭oomumuNem（名）香の物。おこうこ。　gi－

　1雛m鷺N（漬け物）ともいうQ

kooruuem（名）おこうこ。漬け物の小児語。

koosaa⑨（名）指を曲げ，指（中指e人差

　し指）の関節のとがったところで，こ、つん

　と打つこと。子供を叱る時に，おでこなど

　を打つ。

koosaa＠（名）翅『癬にかかった者。

koosaku③（名）〔古〕koosaku？atai　と同

　じ。

koesabeii？atai⑨（名）〔古〕〔耕作当］農村

　で，耕作に回する事をつかさどった役入。

　農事係。suugoosaku？ataiの項参照。

koosi⑨（名）済癬（かいせん）。ひぜん。

koesi⑨（名）絡子。

koos錘u鵬鹸③（名）θ格子の枠の間のすき

　ま。◎冊子戸。

齢。磁①（名）皇帝。中国の皇帝。

koOgU⑪（名）鳥獣の爪先。犬・猫・鳥など

　の爪または爪先。また，入の手・手先の卑

　語。　～taQpirakasarijUN　doo．　手をう

　ちひしがれるぞ。～neejUN．（すりなど

　が）手を出す。

koow旋臓繊⑨（名）こより。
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ku｝）ihwi4ami

koozaa⑨（名）稲の品種の名。

koozaa⑩（名）霜降り。白と黒がまだらにま

　じっていること。また，そのもの。

keozi①（名）eこうじ。醸造絹に穀物を蒸

　して作るこうじ。Oかび。～hUCuN．か
　び力轄まえる。

kooziN（①（名）［荒神］禦げに訂。護垂雪っもと

　は火の神（かまどの神）が天膏に悪事を報

　塗する意。～sjUN．告げ口する。？ujanu

　gusa．maruja　gimitugaN　nevaN，　kagi－

　riN裁U？az掘u　koozimi　sjooci…［親の

　護佐丸や　罪科も無らぬ　勝連の按罵の

　かうずみしやうち…（二童敵討）］親の護

　佐丸は罪科もない。勝連の鞍司が畿雷なさ

　って…（koozimiはkooziNの文語）。

ku一（接頭）九。　kuniei（九豫），　kuniN（九

　入または九隼）など。

kuba⑪（名）久揚。（（　tW　））参照。

kuba①（名）びろう（蒲葵）。しゅろ科の纏

　物で，枝は無く，広い藥が長い柄につく。

　葉で，みの。笠。溺などを作る。霊地拝所

　に多い。1）iNl’OO（一躍）とは似ているカ㍉

　別種。

kuba？．ftagii⑨（名）kubaN？agiと岡じ。

kubagikasa①（名）kuba（びろう）のおい

　茂っている聖地。那覇の辻遊郭にあって，

　zari？Nmaの行刻の時，礼喫する。

kub3奮aa⑨（名）久揚州。（（　mp　）〉参照。

kubagaasja①（名）びろ5（kuba）の葉。

kubagasa①（名）びろうで作っだ笠。クバ

　笠。主として農民用で，細くけずった竹で

　形を作り，その上をkubaの葉で張る。次

　の歌はkubagasaの工程を歌ったもの。

　kubaja　ciNI〈ubani　dakija　？ahusuda－

　ki，　’janij’a　sirakaelni　haija　？uNna．

　〔蒲葵や金武蒲葵に　竹や安富穏竹　やね

　や瀬良垣に　張りや恩納］びろうは金武の

　びろうを，竹は安康祖の竹を使い，劇るの

　は（また，骨組みは＊）瀬良燈でして，慰納

　で張って完成する。

kubaga越⑥（名）蜘蛛の巣。
kuba匡量2a匙孟；」秘王マ（ζD　　（イ｛銘　 ＝raN，　＝・ti）　　〔萩〕　　…警匪」

　り当てる。配当する。

kubalmuN⑨（名）配りもの。方方に配って

　分けるもの。

kuba＝juNew（他＝raN，＝’ti）謹る。配布す

　る．分毒する。配蔑する。4aa～・席を割

　りふりする。

kub＆㎜a①（名）小浜嵩。入重山群島の島の

　名。また，小浜。（（地〉）参照，

k”bamee＝sjuNklD（他＝saN，＝ei）節約す

　る。倹約する。？ainidu　kubameesjuru．

　ある時にこそ節約する。

kubaN①（名）小判。昔の金貨。

kubaN？agi⑥（名）菓子の一種，？aNdaagii

　と同じ。昔，金持ちが小判を油揚げして客

　に出したという伝説がある。

kubaN2agii⑨（名）kubaN？agiと置｝じ。

kuba？oo嫉①（名）びろうの葉で作ったうち

　わ。次○歌はkuba？ooziをほめたもの。

　kubanu　hwadu　’3’agiga　mutinasinu

　’」’utasja，　？ac．　isa　geidarnasjuru　tama－

　nu？ueiwa・［蒲葵の葉どやすが　もてな

　しのよたしや　暑さすだましゅる　玉の団

　溺］びろうの葉であるが作り方がよい。暑

　さをさます薫のうちわ。

kubasi①（名）〔文〕小園。ノ」、さな構。口語

　はgumabasi。　nakaslinanu～watai－

　gurisja．［中島の小橋渡りぐれしや］中

　島遊郭への小橋は渡りにくい。

kubi①（名）e首。頸。～’uurijuN．屈伏

　する。頭が上がらなくなる。◎襟。着物の

　えりくび。husumUNともいう。

kub董①（名）壁。板壁が多い。農村には竹で

　編んだcinibuの壁もある。

kubidakiCO’ i名）誉までの高さ。首の丈。

kubidarusaN①（形）首がだるい。長く上を

　見ていて首が疲れた時などにいう。

kubigaa①（名）うなじ◎首すじ。首の後部。

kubihwigami⑥（名）壁をへだてた隣。
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kul｝丑鱒u賛

　＜kubi（壁）＋hWizamijuN（へだてる）。

　一v　’jasiga　？umui　neN　nakaja，　nuja－

　ma　hwigamitaru　geimikagukuru．　［eg

　へざめやすが　思ひないぬ中や　野塩へざ

　めたる　住家こころコ壁一枚へだてて隣に

　いるが，思っていない仲は野由をへだてた

　住み家にいるのと同じだ。

kubiri＝juN①（自＝raN，”ti）首をくくる。

　首をつって死ぬ。

kubirizin董①（名）織死。着つり。

k曲u⑥（名）〔文〕蜘蛛。短i鈎瓢akubuδeN－

　gei　kasi　kakiti　？ueai，　’waN　’winagu

　natati，」癩aN　s彊b藍mi。［み出こぶだい

　んす　かせかけておちゃい　わ身熱なとて

　油断しやべめ〕奥出にすむ蜘蛛ですらかせ

　をかけて花を織っている。わたしは女なの

　だから，5つかりなまけていられましょ

　うか。

kubuN①（名）くぼみ。へこんだ断。くぼ
　地。

．kubusii⑨（名）子供の腹かげ。金時が腰に

　している形のもの。金太躯。

kubusimi⑨（名）いかの一種。こぶしめ。

　大型で驕が太く丸い。のぼせ・月経不順な

　どの薬となる。

kuca⑪（名）古知屋。㈹》参照。

kuca①（名）若夫婦が寝蜜として使う部屡。

　上流家庭のものはeNcueaという。

ikue童⑨（名）こち。東風。春先に東から吹く

　風。

kuci①（名）e臼。～kuujuN．覇を閉じ

　る。だまる。～suujUN。口を吸5。口づ

　けする。sjudUNmijarabinu’jucinuru－

　nu　haguei，　？igika　’jtmu　kuriti　miku－

　ei　suwana．［諸鈍めやらべの　雪色の歯

　口　いっか夜のくれて　み口吸はなコ諸鈍

　の乙女の雪色の囎をした口，早く臼が：馨れ

　てあのi美しいilを吸いたい。～七ugara－

　sjUN・口をとがらす。不満そうな顔つき

　をする。～tu　tookael．口と斗掻きの意。

余裕のないぎりぎりの募らし。斗掻きでか

　きならしたよ5に，食5だけしかなく，少

　しも余らない。～，jaNZUN．癖がおごって

　しまう。美食癖をつけてしまう。～’」囎i－

ZUN・日をゆすぐ。うがいする。◎職。就

職口。～tumeejuN．職を捜す。㊤食。食

　物の分け髄。　～hwikarijUN．　食：物を他

の入の分として減らされる。～hwicUN．

食物の分け蔚を減らす。？ujanu～hwレ

CUN．（子が）親の分まで食べてしまう。㊥

物を寒し入れなどするロ。biNnu～．液の

　m．㊨日に出して蓄うこと。ことば。蓄語。

～？uujUN．事実がことばを迫うの意。縁

起のよいことを言えば，その言の通りのこ

　とがあり，悪いことを言えば悪いことが実

親することをいう。～nu，wakaraN。こと

　ばがわからない。ことばが通じない。～

kanajUN．口が達磨である。また，（長上

　に対し）口答えする。～瓢NdakasjUN．

　霞をすべらす。言うべきでないことを弓っ

　かり降にする。～niN　saaraN　munu？ii一’

kata．絶対に目にすべきでないことを購う

　こと。～nu’waQsaN．口が悪い。物事を

　悪しざまに言う癖がある。～hujUN．物

　を言わせてみて様子を探る。それとはなし

　に意中を尋ねる。tasikani　murabarunu

hj’aa　’jasiga　sikaitu　mii？ubinu　neera－

　N．mazi～huti　saguti，NdOO．［たしか

　に村原ひややすが　しかいと見覚の無ら

　ぬ　まつ日振て寝て見だう（大川敵i討）］確

かに村原の銘屋だが，しかと見覚えがない。

　まず物を欝わせてみてさぐって見よう。㊧

　（接尾）言語名をあらわす。語。？ucinaa－

guci（沖縄語），’jamatuguci（証本語），

　もoonukuci（中国語），　？uraNdaguci　（西

　洋語）など。㊧端緒。はじめ。④（接尾）

　錦緒，しはじめの意を表わす。miiguei（ms

　売の口あけ），hakaguc圭（仕事のしはじ

　め），nuuguci（擶の織りはじめ）など。

kNgi＠（名）鶯（こつ）。遺骨。
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kuci＄abiQsaN

kuei？aQsaN①（形）口が軽い。軽軽しく口

　をきく。？aQgaNは浅い。

kuciba①（名）くつわ。馬の口につける金

　具，

kuc萎bees韻①（形）撲が早㌔・。早口にしゃ

　べる。また，食べるのが早い。

kucibka①（名）ロべた。訥弁。～na。隠

　べたな。

kueibiiei⑥（名）春先に東風が吹くtと。

　こち吹きの意。

kucibuuei①（名）ほらを吹くこと。大書壮

　語。

kueidumi①（名）霞1ヒめ。他言しないよう

　にとどめておくこと。自分が慎む工合にも

　いう。

kueigani⑨（名）口金。器の欝に付ける金

　具。

kuclgaNsui①（名）口がかみそりのように

　鋭いこと。　口達者。　口巧遅。

kucfgaQsaNco（形）口が軽い。軽軽しく口

　をきき，秘密をもらしゃすい。

kuciguci①（名）ll目。みんなのことば。

kucigiihwaa②（名）ことばが荒荒しい者。

　口が悪い者。毒香家。

kuc量guhwasaN①（形）ことばが荒蔵しい。

　また，口が悪い。毒香を吐く。

kueiguruma①（名）口車。多urinu～？u－

　caku？ucinusiti．女郵の口車，お客うち

　乗せて。

kucigusi①（名）口癖。

kucigutu⑦（名）口論。言いfP　L・。口げん

　か。

ivic韮hagoosaN①（形）口ぎたない。物の言

　い方が卑しい。

kucihwiNkee①（名）mではむかうこと。口

　答え。

kucihwiNtoo①（名）口返答。：答え。　ku－

　cihwlNkee（口はむかい）の眼力｛やや積極

　的反航。

kueljagamasjaN①（形）口や力瞭しい。小

　書ばかり醤5。

kue磁a路頭①（名）口と髪の意。次の旬で

　用いる。～，janUN．手供などを叱り続け

　て晦れる。小言を言い続けて頭も硬くな

　り，口もだるくなる意。karazi（髪）はこ

　の揚合，頭の意か。

ku¢ikali（：）（名）e口数。 こ二と（ま数。⑰飯

　を食う口の数。すなわち，人数。

k腿cik呈⑪（名）朽木：。

kucimaa董⑥（名）口実。言いのがれ。逃げ

　目上。文語は．kucimigui。

kuci㎜aasaK①（形）食欲が鳩て，何でもお

　いしい。病気の欝乎時などにいう。kuei－

　niisaNの対。

kucimigui⑪（名）〔文〕kucimaaiの文語。

　？uhu？umini　？uriti　sjuul〈umiga£ijari，

　hwahwaja？iru？iruni～katara．［大

　海に下りて　潮汲みがてやり　母や色々に

　島めぐり語ら（孝行蟻巻）］海に降りて潮

　を汲みにとか，母にはいろいろ自実を雪お

　う。

kucinas三⑨（名）くちなし。植物名。　kazi－

　ma5践aともいう。

kuc韮n薮saN①（形）食欲が無い。

kucinoosi⑨（名）難写し。にがい蘂を飲ん

　だあとで砂糖をなめるなど。

kucinumee⑨（名）霞分ひとりがやっと食

　べられるだけの働き。

kuciniiuu①（名）ロ癖。いつもふた感冒に

　は言い出すようなこと。口の緒（’uu）の意。

kuc董nu2waahi①（名）il先。5わべだけの

　ことば。

kuc三？NbusaN①（形）目が重い。話がへた

　である。訥弁である。

kuciNda⑪（名）東風平。（（　ts　））参照。

kugiruz三①（名）くつろぎ。

kugiru一一ZUN①（自＝gaN，＝zi）くつろぐ。

　体を休めて，のんびりする。

kucisabiQsaN①（形）口がさびしい。空腹

　というほどではないが，｛可かを口にした
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茎9UC叢Sε毫（三量

　い。

kuc圭sac鵡（名）欝先。本心でなく，うわべ

　のことば。

kug呈saN⑨（形）苦しい（のどをしめられた

　時など）。また，つらい。情ない。やるせ’

　ない。

kuc嬉もa⑦（名）うわさ。騨判。鰯唇の意。

　sikiN難U～ni　kakajUN．徴間のうわさに

　のぼる。悪いことの揚合にいう。

kueis三ru①（名）唾。よだれ。口の中にた

　まった唾液。～ziiz誌　よだれをたらた

　ら。

k犠φ2魏蛾ee⑭（名）骨をお趨えすること。

　よそに葬った骨を，改葬するために持って

　来ること。

kugi2uueii⑨（名）墓の移転の知合など，骨

　を移すこと。

k腿eiwiigoosaN①（形）えぐい。＃がえぐい。

kuciiaNsiN①（名）口三味線。口で三昧線

　（saNsiN）の音をまねること。

k秘elやuk癒⑨（名）何か少し食べて食欲をそ

　らすこと。たとえば外出の時，ほんの少し

　食べて，食事をした気分を作って出かける

　こと。～sjUN。

kucooQΩ（名）故郷。普通はsimaという。

　～nu　nagurinu　taeUN．故郷が穰に浮か

　ぶ。◎婦郷。～sjUN．帰郷する。

kugubi⑪（名）いぼ。皮讃に盛り上がって

　できるいぼ。

kueugU＝juNU）一（他＝raN，；むi）くすぐる。

kuc疑kucu①（感。副）こちょこちょ。入を

　くすぐる時にいう語。～kucugujUN・こ

　ちょこちょくすぐる。

ku＝eu興⑪　（自＝taN，　m（≧ei）　朽ちる。　くさ

　ってこわれる。

髭腿。腿亘1s三富⑪gaNniN①（句）〔文〕［1：1惜し

　や残念］口惜しや残念。組踊り用藷。

Xuda＝c聰NCO（他＝k哉N，＝ei）砕く。うちこ

　わして細片にする。

kudagUU⑨（名）機織りの器具の一つ。緯

　糸を巻きつけて綾（ひ）に入れる小さい

　管。太綿糸・繕糸用で，芭蕉糸やtUNbja－

　N糸驚のkuudag頗siより小さい。

kudal①（名）e下り。高所から低所へ降り

　ること。㊤下り。首里からいなかへ，ま

　た，本土から沖縄へ下ること。

kudaikuduci①（名）［下り口説］tabiku－

　duci［旅秘説〕の項参照。

kuδaka⑪（名）久高島。沖縄本臨南部知念

　麟（ciniNzaci）の東方にある鶴。また，

　久高。㈱》参照。

kudaki⑨（名）この高さ。こんなに高く。

kudakl・・juN⑥（慮＝raN，”ti）砕ける。　こ

　われて細片となる。

kudaml⑰（名）e踏み台。高い駈のものを

　取ったりするための台。㊤地機の道具の一

　つ。足をかげるもの。㊤縁の外にある，は

　きものをぬぐ石。くつぬぎ石。踏み石。

ku聴聞量rl鵬N①（他＝raN，＝ti）踏む。踏み

　つける。

kudas韮①（名）下痢。

kudas茎駆9．・ui①（名）下剤。

kuda＝sjUNa）（他＝saN，＝ci）㊦下す。本土

　から沖縄へ，また，首塁からいなかへ，

　人。物を送る。◎下痢する。

kudee⑪（名）仏壇にある台。一一番上の台に

　位牌を安黒し，二段貸・三段目の台には供

　物を供える。

kudi①（名）一族を代表する神宮。？ukudi

　ともいう。その項参照。

kudikiN⑪（名）久手堅。《糊参照。

kuduei⑪（名）［口説］歌謡の一種。一一種の

　叙事的な歌謡臨。もとは教譲を含めた歌

　で，だれにでも歌いやすい調子のもので

　あったが，のち，教灘の意を含まない流行

　歌もできるようになった。数飾の歌詞を周

　じ醗譜で歌5。巷間にもてはやされたもの

　としては，？iciNkuduci［意舞、［Zi説］，　ta－

　bikuduci〔旅口説］　（nubuikuduci　こ上り

　口説］　と　kudaikiユduci　〔rmドり　lj説］　よ　り
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　なる），S｛eikuduci［閥季口説］e　kurusi－

　makuduci〔黒島N説］などがある。歌調

　はほとんど全く欝本語の沖縄読みで，七五。

　七五の連続より成る。

kuduc茎beesi⑰　（名）　［口説拍子］　江！説　（ku－

　duci）の歌詞と歌詞との間に，舞踊する者

　が即興的に入れる文句。本土のはやしこと

　ばのように短いものではなく，手入調や入

　六調などのことばをたくさん続げる。新築

　の祝いには家屋を賛し，還暦祝い。生年祝

　いには長寿を祝福し，子孫繁盛を祈願する

　など，才入でなければできない。

k孤gac董⑨（名）古我知。〈（地））参照。

kuganiCO（名）こがね。黄金。

kuganiganasiimee①（名）王世子をさして

　いう敬語。皇太子様。

k騒ganR量童bigan1i①（名）金の指輪。

kugani2iibinagii〈D（名）kugani？libiga一

　ユ1盤と準じ。

kuganii⑪（名）橘。こがね色の実がなるの

　でい5。寧iikwaas3aaともいう。初夏，香

　り高い白い花が咲く。未熟の酸味の強い青

　い実は，芭蕉布をさらすのに用いる。

kug哉n戴kun蔓b繊（①（名）lcuganiiと同じ。

kugan磁a㎜isas圭⑦（名）金のかんざし。男

　準用。盃・王子・鞍琵が思いたもの。1〈a一

　瓢王saSlの項参照。

kugan壼2uduN①（名）首里城の建物の名。

　？ugu＄ikuの項参照。

kugani多eek“⑥　（名）　kugani4eekuu　と購

　じ。

k登ga駄珍eek謎u⑪（名）飾り職。金属でかん

　ざし・金具などを作るのを業とする者。

kuga面zl娠w3a①（名）金のかんざし。女子

　朋。？uminaibiおよび？aQtooganasii－

　mee，すなわち王女以上の身分の女がさし

　たもの。Z童ihwaaの項参照。

kugara　：sjuN④（他”saN，：ci）焦がす。焼

　いて黒くする。

kugavi＝jUN①　（霞＝raN，＝むi）　θ焦げる。

　◎恋いこがれ，る。

kugariz量癬①（名）こがれ死に。恋いこがれ

　て死ぬこと。

kugasi⑪（名）水につけておいた米をすり

　つぶし，水にといたもの。その煮たもの

　（niikugasi）は病人・老入などの流動食：に

　し，なまのままのもの（namakugasi）は

　悪酔いをさますのに用いる。

kugata⑨（名）こちら側。こっち。？UNna－

　dal〈i　？agata　satuga　？iymar2zlma，　mu－

　iN　？usinukitl　～　 nasana。　［恩納長あ〉う；

　た里が生れ謝森も押のげて　こがたな

　さな］恩納岱の肉こう側は恋しい方の生ま

　れ故郷，あの由も押しのけてこちら側にし

　たいもの。

kugatoo⑪（名）こんな還方。この遠さ。

kugee⑪　（名）　kugeei　と匿｝じ。

kugee①（名）社交。交際。付き合い。「公

　界（くげい）」から転じた語（伊波普猷）。

　多人数射手の揚合をいう。欄入的な交際は

　hwireeという。～sjUN。たくさんの人
　を招いてごちそうする。

kugeei⑪（名）e動くこと。揺れること。

　揺れ。◎寝返り。

kugee＝側臥（ge　・xaN，”ti）（∋動く。揺れ

　る。huninu～．船が揺れる。◎寝返りを

　5つ。

kugeez演④（名）訪問着。晴れ着。

kugeeziN①（名）交際費。社交費。

kugttnii　・juN⑱（纏；raNs＝ti）慎む。慎

　重にする。うやうやしくする。

kugus，　iku⑥（名）小城。（（　tS　＞＞参照。

kugusikti⑰（名）湖城。（〈地》参照。

kugwagi③　（名）　九月。　kUNgwag：iともい

kuhuu①（名）くふう。～sjUN・　Lう。

kuhwa一（接頭）堅い・柔融でないなどの意を

　表わす。kuhwamuCi（堅い餅），　kuhwa－

　giburu（堅い顕，男の頭をさしていう），

　kuhwahwizi（つっけんどんな返事）など。

kukwaa⑨（名）毒蛇の一一種。はぶ（habu）
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　に似ているが，はぶより短い。

盆u紅waa⑪（名）堅いもの。

kuhwabaniien（名）強くはねのけるCと。

　荒荒しく拒絶すること。

kukwagi⑨（名）小波津。（（地》参照。

kuhwagiも羅ru⑥（名）堅い頭。男の頭をさ

　していう。

kuhwadiisi⑨（名）植物名。「沖縄産有要植

　物（金城三郎）」には「しまほうjrこばで

　k・し」とある。葉は円形で，径15・センチく

　らいに面する。蔓の庭に植える。人の泣き

　声を聞いて成長するといわれている。材は

　良質で建築用。器具用。葉は紅葉する。

kuhwttδisa⑪（名）｛文〕kuhwadiisiの文

　語。　～nu　？ugici　madumadudu　tijUi’u，

　’jusumi　madu　hakati　sinudi　？imori．

　Eこはでさのお月　まどまどど照ゆる　よそ

　めまどはかて　しのでいま5れ］kuhwa－

　diisiの葉陰に照る月はところどころにし

　か照らぬ。人の匿のすきをねらって忍んで

　いらっしゃい。

ku｝awadoori⑨（名）Hごろ体の強い考が急

　病で倒れ，あるいは急死すること。

kMhwahwizian（名）つっけんどんな返事。

　怒りをおびた返事。

kuhwa＝juN⑲　（密＝raN，＝t2）e（柔らかい

　ものが）堅くなる。固まる。｝〈uhwatoON．

　（＝kuhwaku　natOON．）固まっている。　O

　種が悪くなる。不聴になる。kuhwat◎ON．

　心的である。㊥こごえる。寒さで捧が堅く

　なる。㊧目がさめる。また，目がさえる。

　眠れない。mli～．囲がさめる。

k幽w翫muc量⑨（名）堅い餅。

駄uhwaN③（名）こ籠飯］祭紀の揚合の花米

　（hanaguml…洗い清めた米）を盛る器。

　丸い重箱の三つ重ね。普通は？ukuhwaN

　とい5。もともとは，その中に入れた米の

　意。

k秘hwaNgwa⑰（名）小波蔵。（（地））参照。

kuhwaNgwa⑪（名）古波蔵。㈱））参照。

kuhwasaN⑨（形）e堅い。？uudunu～．

　ふとんが堅し・。O仲が悪い。不和である。

　？anu　miitUNdaa～．あの夫婦は仲が悪

　い。

kukwaSica⑪（名）小矯川。（（地》参照。

kZkkwaxiri＝」’uN⑥（慮＝yaX　，　：ti）すっかり

　錫まる。整くなりきる。腫物などが弓んで

　から，堅くなる揚玉などにいう。

k曲w尉腿燭蕪⑨（名）炊きこみ御飯。いろ

　いろなものをまぜ，味を付けて炊いた餓。

　単に4uusiiと屯い5。

賑曲w海a⑨（連体・名）この大きさの。こ

　のくらいの。また，こんなに大きい。～一

　MUN．この大きさのもの。これくらいのも

　の。～nu　MUN・こんなに大きいもの。～一

　？uza．こんな貴い御座敷。

k曲w演⑨（名）小瓶。酒。水などを入れる

　小さい瓶一般をい5。多くは駒製。

k磁⑪（名）　〔文〕恋。？ikana　t呈Nzikunu

　？unitaeinu　？uz◎N，　～nu　 mic圭　，jεしr圭baし

　？＆kidu　sj擁uru．［いかな天竺の　鬼立の

　御門も　恋の道やれば明きどしゅゆる（手

　水之縁）］どんな天竺の鬼の立っている御

　門でも，恋の道なら開きもしよ5。

k面⑨（名）古宇痴愚。沖縄本島本部半島東

　北方にある小農。また，古宇利。《鋤参

　照。

ktiibai’量③（名）恋に狂った者。女について

　い5ことが多い。一buri＜n’　urijuN。

ku轍a量④（名）ぶつぶつ。不平をいうさま。

　また，不平。kujaεしhajaaともいう。～

　sjUN．ぶつぶつ言う。

鉱痴薮簸賊⑰（名）くり舟。丸木舟。一本の木

　をくりぬいて作った舟。誘N織iともいう。

　＄iNni　・vnu　？icuru　tuke　’jariba，

　kijuja？Nzi’ugadi？acaja　cu錘ga，［す

　んねくり舟の　行きゆる渡海やれば　今臼

　や行ぢ舞で　明臼や来ゆすが3くり舟の行

　ける海だったなら，きょう行ってお会いし

　てあすは帰って来るのだけれど。
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kuihwiei①（名）いたく後悔すること。kuu－

　kweeより後悔の痩合が深刻。

kuika③（名）恋歌。

kuikee・ju”N⑨（他＝raN，　＝ti）くり替える。

　ふり替える。

kuikeerUU⑨（名）くり替え。支払い先の決

　まった金を一一時他に流用することなど。

kuikeesige’esien（副）くりかえし。何度

　も。

kUikee＝sjuN⑩（他＝saN，＝ci）くり返す。

k豆亙至maasli⑨（名）やりくり。融通o

kuimaausju”N⑱（他”saN，＝ci）融通す

　る。やりくりする。

k戯mee⑨（名）機織りの器具の名。十字形

　の中心に軸があり，kana（かせ糸）をか

　けて回転させ，糸を繰るもの。

kuimudu＝sju「N⑰（他＝saN，＝ei）〔文〕く

　りもどす。また，くりかえす。’」両uru

　tusi　mtrdusi　’wakaku　nararijumi，　ku2－

　muduci㎜薮）usja　hananu　mukasi．　［二寄

　ゆる年並ち　若くなられゆめ　くり疾iち見

　ぼしや　花の昔コ寄る年を慶して若くなれ

　よ5か。花の昔をくりもどして見たいもの

　だが。

kuizi⑨（名）〔文〕恋路。

kuizinaa③（名）kuiziNの卑語。

kuiziN⑨（名）恋に浮き身をやつす君。恋

　に夢中な者。

kuja⑨（名）〔文］こうや。紺屋。普通は

　sumimUNjaaとL・5。？asazi　kUNzumi－

　nu　？iruwaldN　neraN，　sumiwakaci　ta－

　bori～nu　？arUZi．〔浅地紺染の色わけも

　ないらぬそめわかちたば5れ紺屋のある．

　じ］浅く染めるのと濃く染めるのとの色分

　けもこちらではできません。こ5やの主人

　さんそちらで染め分けて下さい。

kujaaha．laa①（名）ぶつぶつ。不平を言う

　さま。また，不平。～nu　？uhusaN．不平

　が多い。

kuja㎜i⑨（名）梅み。入の死を悔んで言う

　ことば。～？jUN．お悔みを言う。

kuja＝miN⑪（催；maN，＝di）悔む。後梅

　する。cimunu’janUNまたはkuukwee
　s担Nの方を多く用いる。また，お悔みを

　言う意ではkujaml？j　11Nという。

kujoo①（名）el供養。死者の霊の供養。

　◎供養。墓を作る，橋をかけるなどの石

　普講をする時，その落成に際して石の神

　を祭り，供物を供え，祝儀をすること。

　hal〈anu～（墓の供養），　hasinu～（橋

　の供養）などという。

kujoo①（名）苦労。心労。

k繊jui①（名）〔文〕退団。今夜。　tamasa－

　kanu　・v　tuija　？utarutuN，　sibasi

　？akigumuni　nasaki？arana．〔たまさ

　かの今・宵　鳥やうたるとも　しばし明雲

　に　情あらな］たまに会う今脊であるか

　ら，鶏は時を告げても，しばらくの間夜明

　けの雲に情があって，夜が明けないように

　してほしいもの。宜湾朝保の歌。

kujumi⑨（名）暦。1臼腰は？ucinaaghju－

　mi，新磨は，jamatugujumi　という。

髭職＝juN⑨（他＝raN，二ti）繰る。　ka隷a～

　かせ糸を繰る。

kukaru⑨（名）小鳥の名。4～5月ごろ姿を

　見せる。鳴鳥として忌み嫌われている。

kuku①（名）e仲が悪いこと。剋の意。

　tayuuja　ziruutu～．太郎は次躯と仲が

　悪い。◎食：いあわせ。？aNdainuNれu　hwi－

　z管ru塒堵ee～．油こいものと冷水は食：い

　あわせ。

kuku①（名）〔文］穀物。穀の意。

一k獄k罷（接羅）石。一一斗の10倍。？ieikuku

　（一石），nikuku（二石）など。

kukuもa⑪（名）高揚。（〈地））参照。

駄ukub｛⑩（名）国分。鹿児島の増名。

kukuei⑪（名）気持ち。気分。心地。～nu

　，wa（lsaN．気分が悪い。

kuk秘gi⑲（名）癒禰。

kukugaku①（名）〔国学〕首星の罷i誰池畔
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k覗k樋

　の松綺に尚書王の時（1858年）に設けら

　れた国：立の学校。窮みずから「海邦養秀」

　の額を書き，教育を奨励した。

k賢k磁①（名）eしめくくり。まとまり。し

　まり。◎くげ縫い。

kukuibaai①（名）くけ針。

ku夏藍達コ睦jak疑（i）（名）〔総り字≦…：］しめくくり

　役。まとめ役。

kukiimjuN①（飽＝raN，　ati）e結ぶ。織ん

　でまとめる。一緒にまとめる。’ututu～・

　離縁していた妻を勲解させて夫と一緒にす

　る。また，死後，Xijに葬られ．ていた妻の骨

　を，夫の骨と一一一S．9に，一つの骨がめに入れ

　る。O（裁縫で）くける。㊤しめくくる。

　結末をつける。

kukumui⑪（名）つぼみQ
ku藍級mu＝juN①　（自＝raN，”ti）　（花が）　つ

　ぼむ。つぼみとなる。coosjUNnu　k’uku－

　MutOON．ばらがつぼみをもっている。

kukuniiN③（名）織機の籏（おさ）の種類

　の名。九読みの意。経糸720塞を通すも

　の。またそれで織った布。huduciの項参

　照。

kukuma⑨㊦（感）ここの。九つ。声を患し

　て数える時にのみいう。◎（接頭）kUkU－

　RukeeN（九四），　kukunuhwani（九羽），

　kukunukumui（三銭8厘）　など。

kukunugi⑰　（名）㊦九。　ここのつ。◎蟹・

　夜の12時。

kukunuka！　＠（名）生後九か月屠に行なう

　食べ初めの式。赤飯をたき，’麟φ9UN（そ

　の項参照）のごちそうをする。その子供に

　はおかゆのような柔らかい飯を食べさせ

　る。

kukunukumu孟⑨（名）　1銭8塵◎2ほN（銭）

　の項参照。

kllkunukumu三guN、zutt（①（名）　1銭9涯藝。

　ziN（銭）の項参照。

kukumnuN③（侮＝maN，冨di）目に含むQ

　口にくわえる。口でしゃぶる。cX～．乳

　をしゃぶる。

k砥k囎麗ai③（名）九人。まれな語。普通

　はkun圭Nという。

kukunutugu’ZUii⑰（名）四十九歳。，jaa－

　n◎O～najUN・来年は匹十九になる。

kiikiiNgaki⑨（名）口移しに酒を飲ませる

　こと。含み酒の意。昔，国頭地方などで男

　が女に辞してこうする風があった。

kukuooco（名）国王。

kukuraki　an（名）むなやけ。賛藷などを食：

　べ過ぎた場合などに胸がやけること。

kuku！’i⑨（名）注意する心。気をつける心。

　薦心。～nu？aru　Qeu・気をつける人。

　注意心のある人◎

kukurii⑪（名）心得ること。心得。理解。

kuku酒縛u麗⑨（イ毬＝raN，＝ti）気を付げる。

　用心する。注意する。kukuriti？aQki

　’300・気を付けて歩けよ。

kulguwu⑪（名）心。精神。心情。意志。cimu

　（肝。心）と意味はほとんど同じだが，

　cimuを多く集いる。～nu，Nka＆凡心が

　肉かない。しょうとする意志がない。～nu

　nuriraN・気乗りがしない。また，納得し

　ない。～？uei？akijUN．心を打ちあける。

　～nu　sibasaN．　’bカミ狭㌔・（cimunu　s呈ba－

　saN　ともいう）。　～nu　suku．　心の底

　（cimunu　sukuともいう）。～nu£uuki－

　1’aN．心が解けない，駅然としない（ci－

　MUIIu　tuukiraN　ともk・う）。～’」媒y“一

　sjUN．安心する，心をゆるめる（eimu

　’jurusjuNともいう）。kul〈uroo’Ptrusa－

　raN．安心できない。

kukuru2ati⑨（名）心あて。心で期待する

　こと。

k磁撚ubeesa照①（形）9ざめやすい。睡

　陣中，ちょっとの物音ですぐ昌をさます。

　cimubeesaNともいう。

1£ukttru奮aki＝juN⑨（催；raN，＝もi）心掛け

　る。また，励む。gakumUN～。学問に
　励む。
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kum韮？areem韮gi

kukiirugawai⑨（名）心変わり。変心。

kukuru2iri＠（名）願意。親切。心をこめ

　ること。cimu？iriともいう。

kukuruja《～saN⑪（形）心安い。気づかいが

　ない。安心である。

kukurumi⑰（名）試み。ためし。

kukurumuci⑥（名）こころ持ち。気持ち。

kukurixmutunasaN⑪（形）心屯とない。

　不安である。きずかわしい。

臥ukuru2猛嫉⑨（名）心覚え。心に記憶して

　おくこと。cimu？ubiともVうo

kukureqasi⑨（名）こころざし。志。

kukuru多長ki⑨（名）心付け。僕韓に手当て

　として与える金品。また，早朝を収納する

　役人に対する心付げをもいう。

kuk眼ruがki麺k騒⑰（名）［心付役］kura－

　jakuと同じ1。受け取る物恥のうちから心

　付げとして上前をはねることが公然と評さ

　れていたのでこういう。

kukutimiNgwaa⑪（名）目まい。冒がくら

　むこと。脳貧血。m鍍kuragaNともいう。

kukutimiNgw三⑪　（名）kukutimiNgwaa

　と隅じ。

kikkutimiNgwl＝ju「N⑨（自　；raN，”ti）　目

　まいがする。9がくらむ。脳貧撫を起こす。

k綴k磁r賦saR⑰（形）〔文〕やるせない。う

　らさびしい。masi　kumati，uriba　ku一一

　kutirusa　？amunu，　？usukazitu　giriti

　slnud圭？irana．［ませこまて居れば　ここ

　てるさあもの　うそ風とつれて　忍でいら

　なコ引きこもっているとさびしくてたまら

　ないから，恋人のところへそよ風と一緒に

　こっそり入り込も5。

kuku2u⑪（名）穀雨。：二十暁月の一つ。

kuma⑨（名）熊，沖縄にはいないが，話や

　毛皮などで知られていた。

kuma①（名）eここ。こちら。この揚筋。

　～’ieOON・（ここにすわっている意）イ．

　しっかりしている。愚慮がある。Pt・、家に

　落ち着いている。（放蕩者が）遊びに幽歩か

　ない。◎あなたさま。また，このお方。こ

　ちらさま。貴人に対する二人称および三入

　称。kumaa　taa’診i顯i§e鎗a．あなたさ

　まはどなたでいらっしゃいますか。

kumageei⑨（名）寝返り。

kumaguma⑪（名）こまごま。詳細なこと。

　～nu　h段烈asL　こまごまと詳しい話。

kuma＝juN⑨（自＝raN，”ti）こもる。籠居

　する。また，女郎屋に居続け．る。

lgurnalgii⑨（名）砕けたかけら。細かいか

　けら。tamUNnu～・薪を割った時に幽る

　薪のかげら。caanu～．茶の粉になった

　もの。kwasinu～．菓子のかけら。

kumamuti⑨（名）こちら側。こっちの方。

kumarikaa⑪（名）kurikaaと岡じ。

kumasaN⑪（形）（所帯の持ち方などが）つ

　つましい。？arasaNの対。　sjuuteegU－

　masaNともいう。　hwiiziija　kumasa
　sjooti，　nuuganaNdi　？iinee，　？umieiQtu

　gikajUN．平常は倹約していて何かという

　時には思いきりよく使う。

kumeeki①（名）eつつましやかなこと。

　質素。倹約。◎綿密。細心。詳細。

kumeek藍jaa①（名）0倹約家。しまりや。

　◎物事を丁寧にする者。細かい者。

kumeeki＝juN①（イ砲　＝faN，”七i）eつつまし

　くする。倹約して質素に暮らす。ziN　ku－

　meekiti　gikajUN．金をつつましく使う。

　◎細かく注意を払う。また，詳細にする。

　hanasi　kumeel〈it．l　cika．see．話を詳しく

　聞かせてくれ。

k認ni蓋⑨（名）e組。仲間。字義語のkuna

　は組織する・まとめるなどの動作性の意を

　も含む（k疑na　sjUN．組織する）。～na－

　jUN．組になる。～gukujUN．組を作る。

　◎紐。一揃いのもの。㊤（接尾）組。ZUU－

　baku　cukUmi。重箱一・ma。

kmui⑱（名）米。

kumi？areemiyi⑪（名）米のとぎしる。し

　ろみず。kuminusiruともいう。
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k皿擁蕪gizi

kumigizian（名）米粒。

kumidaara⑥（名）米俵。

kumigaN⑨（名）米の粉で作った羊奨のよ

　5なもの。

藪umigasira④（名）［与頭］組の代表。部落

　内の親族集鉱耕作組，砂糖組などの代

　表。muragasiuraの項参照。

kumigura⑨（名）米禽。

ku㎜i＝juN③（他篇±’aN，”ti）押し入れる。

　（かご。翻などの中へ）入れる。「こめる」

　に対応する。

kumikaN⑨（名）こめかみ。

R猛m量紬Ngooねk腿⑨（名）こめかみこうや

　くの意。頭痛のする時に女子供がこめかみ

　に貼るこ二うやく。

kumimacija③（名）米穀店。米屋。

kuminukuu⑥（名）米の粉。

kumSnusiru⑰（名）米のとぎしるeしろみ

　ず。kumi？areemiziともいう。

kuminutama’ziri①（名）［久米二間切］久

　米臨の二つの岡切。すなわち具志辮（9U－

　sicaa）闘切とイ中里（naka多a七u）出切。

kum塁麗＝euN①（他＝kaN，＝ci）汲みこむ。

　（水がめなどに水をたくさん）汲んで入れ

　る。

ku㎜iN＝euN（b（他篇kaN，＝ci）踏み込む。

　踏み入れる。hw圭sja～．足を踏み入れる。

ku㎜蓋raa⑥（名）ku謡mと醐じ。

kum｛服⑨（名）くいな（水鶏）。稲顕などで

　小魚。野虫を食5水鳥。体長30センチたら

　ずで褐色。

kumisi⑪（名）米須。〈（地））参照。

kumitati＝juNan（他exyaN，＝ti）組み立て

　る。

kumitiro（名）試み手。唐手で相手と組ん

　で戦う練習法の名。

kttmitu・jUN①（他＝raN，＝ヒi）汲み取る。

翫um蓋uδui⑨（名）［組躍。総踊］沖縄の毒典

　劇。能と歌舞伎とを折衷したよ5な形式を

　もつ楽川開。台詞。地謡とも韻文であり，　間

　の物。道行き・踊り・立ち回りなどいろ

　いろのものが組み合わされている。日本本

土の能の影響が見られる。廃藩前は国営の

劇，すなわち麟劇であった。享保4隼
　（1719），尚敬王の時の冊封使（正使海宝：，

副使徐三光）が渡来した際，その歓迎のた

　めに玉域朝薫（tamagusiku　cookuN）が

躍奉行（，uduibuzoo）に任ぜられて，組躍

五番（kumiudui　gubaN）を創作した。

　組躍ヨIL番とは，　mikarusii［銘二子］，

　sjUUS圭Nkani？宝ri⊆執心鐘入］，　kookOonU－

mac圭［孝行之巻〕，’UNnamunugurui　［lt（

　物狂〕，nidooもici？uci〔二野敵討3であ

　る。ほかに有名なものとしては，田里（ta－

sa毛u）作のmaNgai〔門下，　zisiNmu－

　nugatai〔義臣物語］，？uhugu四二kuku4ir圭

　［大城崩ユの三番，平屋二二敏（hwisiea

　coobiN）のtimiginuiN｛手水之縁］，高

　宮城（takainjaqgusil〈u）のhana？uiRU－

iN〔花売二三］，古堅（hzu’uziN）ほか数

　名の合作のcuuk◎ohuziN〔忠孝夫入］，

　そのほかに，ZUNciNnukwaN［巡検之
　官］，cuusiNmigawai［忠臣身替コ，　tiN－

gwaNwaka？azitici？uci［天願若按司敵

　詞，晦誠wabukU［二山和睦3，　simai一一

　tici？uei〔姉嫁敵討］，　gikahwinajuuci

　［束辺名夜討〕，mutubutaihwara［本部

　大駿〕などがある。国劇であったから，政

　庁の役人が中心となって，貴族の子弟から

　二三された貴公子が役者となり，国費を投1

　じて二二におよぶ練習ののち演ぜられたの

　であった。廃藩後は一般公衆のものとして

　公演されるようになった。

k疑㎜i盆ma⑪（名）久米島。沖縄本島西方の

　臨。

kum琶⑥（名）雲。

kumuio（名）池。沼。自然のもの・人工
　の溜池のどちらをもいうQ庭i圏の池は？ici

　という。

k賦血ui⑪（名）曇り。
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kunija

一kumm三（接鷺i）金銭勘定の単位。2厘。　ziN

　（銭）の項参照。cuku燃磁（2厘），七aku－

　mui（4厘）など。

kumuibata◎（名）池の端。

k田地秘戴韮Ne韮⑥（名）回りの天気。曇天。

kumu＝juN⑨（tw　＝1’aN，　＝f．i）曇る。

kumuzaa①（名）あばた。また，あばたの

　ある考。maazaaともいう。

kumuz確）（名）あばた。

ku㎜uz辮⑨（名）〔文3雲の切れ暁雲の絶

　え閣。

k鞭鷺a⑪（名）組、kUiv．iの項参照。～ku－

　nUN．組をイ乍る。　組織する。　s5uiganasi－

　medei　naBanu～．［首歴加那志美公事

　七の組3〔文］首里王城に仕える七つの組。

　すなわち，？weekatabi［親方部］二人，

　？u多asicisjuuこ御座敷衆］二人，　？ataipe－

　eciNta［当親雲　…kた］二人，　sidupeeeiN－

　ta［勢頭親雲上た］二人，　gusju撤peec呈一

　Nta［御書院親雲上た］二野，　satunusita

　［里之子た］二人，cikuduNta〔筑登之た〕

　二入，giree？akugaN［家来赤頭］七入（真

　境名安興による）。役霞の下につく一taは

　複i数を表わす接骨辞。

kunaa＝sjuNO（他＝saN，＝ei）踏みつける。

　踏みにじる。踏み荒らす。

kunaba樋uN①（自＝raN，娩i）並ぶ。二つ

　のものが一線にそろう。また，肩を並べ

　る。優劣がない。

kunabi・juN①（他＝raN，；　ti）並べる。並

　べて比べる。比較する。

kunagi㊥（名）この長さ。こんなに長く。

kuna＝sjuN①（他議saN，：ci）（∋踏みつけ

　る。◎（入を）踏みつけにする。（騒い者を）

　あなどり，しいたげる。㊧消化する。（食

　物を）こなす。＠耕作する。耕して十分土

　の手入れをする。，waN’warabitumuti

　kunasjuraba　1｛uRasi，　kunasidanu　？N－

　ninu？abusima1｛ura．［わんわらべとも

　て　こなしゆらばこなせ　こなし葭の稲の

　あぶしまくらコわたしを子供だと思ってい

　じめるのならいじめよ。よく耕された田の

　稲はあぜを枇にするほど実るのだから。

　㊧（受身の形で）修養を積む。鍛練を経

　る。kURasaQtooru　QCU．修養のできて
　いる人。

kuneeδa⑪（名）この間。物資。先ごろ。

kuneedaNsi④（名）近ごろ。最近。この間。

　～nu　ku七U？ari？icaもaN．この閲彼に会

　つた。kuneedaN4ee．近ごろは。

kunee；juN⑪（宙＝raN，＝ti）eこらえる。

　我労する。kuneeti　tzu’aq￥ee．削回してお

　くれ。◎（砂んかしてのち）仲直りする。

　すなわち，こらえてけんかをやめる。dii

　kuneera．さあ，仲直りしよう。

kuni①（名）e村落。落部。村。sima，　mu－

　vaなどと岡じ意味。複合語に，　hanagu－

　ni（芸能のさかんな村），　kariguni（寒村）

　など。◎封土。領土。知行所。知行として

　もら5村。㊧故郷。郷土。出身の部落。＠

　臨国家。

kunibu⑥（名）オレンジ類の総称。みかん

　など。kaabucii（実の皮が厚く，汁が少な

　く，甘いもの），？ootoO（実の皮が薄く，

　汁が多く，すっぽいもの）などの種類があ

　る。

kunici①（名）ここのか。月の九番冒の艮。

　また，一一臼の九倍。

kunicoodee①（名）血縁開係のない他人同

　志でいて，まるで兄弟のように似ている

　者。他入のそら似。coodeeは兄弟。

kunlhjaa（D　（名）kunuhjaa　と局じ。

kunijaan（名）㊧この時分。今ごろ。，jaa－

　Nnu～．来隼の今ごろ。◎こんなに遅く。

　こんな時間。～maakaiga．こんなに遅

　くどこへ行くのか。～’jubukasani’wa－

　rabigwinu　？asiga，　？itu　husizidemu－

　nu，？isuzi　eikanl．［こねや夜ぶかさに

　わらべ声のあすが　いと不思議だいもの

　急ぢ聞かね（執心国入）］こんな夜ふけに子
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ku蔽量盤u多uku

　供の声がするが，実に不思議だ。急いで

　行って聞いてみよう。

kunintt4uku①（名）e国の風俗。◎村里。

　郷土の野卑。土俗。

kuniNdaO（名）久米村。《鋤参照。

ku皿iri⑥（名）〔古〕〔こねり］舞踊。オモロ

　などにある語。

ku掘s蓋⑭（名）麟吉。（（地））参照。

kuniwaa①（名）麟内。園の広：さ。

kunizuu①（名）罵中。賑全体。

kunu⑳（連体）この。～sjUlnugi．この
　本。

kunuca⑨（名）この歳。この老境。1｛unu－

　jucaともL・う。

kunuguru①（名）このごろ。

kunuguruN＄｛①（名）このごろ。昨今。最

　近。～ja　maaNlcaiga？Nzara．［此ごろ

　むすや　まあむかへが行ぢやら（花売之

　縁）〕このごろはどこへ行ったやら。

k臓庶u繹撚oo繊⑨（連体）こんな。このよう

　な。かよ5な。kUNgutooruともいう。

　～mUN．このようなもの。また，こんな

　つまらぬもの。

kunuguteorttU①（名）こんなもの。このよ

　うなもの。これと似たもの。

kunugutu⑨（副）このように。こんなに。

　カ、よう｛こ。kuNgutuとも、、弓。

kunuhjaa⑨（名）こいつ。こやつ。この野

　郎。kunihjaaとも、・う。

kunuliuganee⑨（名）これしき。こんな些

　細なこと。kunu？atai（nu　lgutu）・とも

　いう。

kunuhwiN⑪（名）この辺。このあたり。

kunujoo①（名）このよう。やや文語的な

　語。～na・このような。～ni．このよう

　に。kunu窮就oor馬1〈unugutuなどとい

　うのが普通。

kunujuea⑥（名）この歳。この老境。1〈U－

　nucaともいう。～ni　natiN．この歳に

　なっても。

kunujun①（名）この世。現世。？anujuu

　の欝。

ku餓撫癒⑥（名）e考案。立案。計画。◎企

　て。町勢。，janagunumi．（悪い企て）

kunu＝nuN⑰（衰昼　＝maN7＝di）e考案する。

　立案する。酵画する。kunu　ciNnu？ajaa

　’3UR　kunudeeN．この着物の模様はよく

　考案してある。O企てる。策謀する。

ku＝nuNas（他＝maAT，＝di）e組む。編む。

　hwiraguN～．総みひもを組む。　boos圭

　～．摺子（パナマ帽）を編む。◎組む。親：織

　する。kURa～．組をつくる。

ku＝mzN①（他＝maN，＝飯）（はきものを）

　はく。？asiza～．下駄をはく。　huja～．

　靴をはく。

fttt；nUN①　 （地　＝ma：　，　　＝di）　汲む。　　migi　～●

　水を汲む。

藪unUQcu①（名）この入。

kunug．jaku⑨（名）このくらい。これくら

　い。これほどの量。～dikiree，」威asjaN．

　このくらいできればよろしい。

kvamautaki①（名）これほど。～nu　kutu．こ

　れほどのこと。～ni，wanUN　najagajai

　’ugeiga，　eini　kanau　’winagu　szibani

　mata’uraN．〔此たけに我も　なやがやい

　曙すが　気に叶ふ女　側にまた居らぬ（大

　川敵討）コこれほどにわたしも高い四分に

　なったが，気に入った女がそばにはいな

　い。，jaa　kamiZUU，？awari～ni皿a泌a－

　titi　’uijiga，　tanurnusija　mutunu　ma－

　kutu，wa寧iriraR…〔やあ亀千代　あはれ

　此たけに　なり果ててをすが　たのむしや

　元の　誠忘れらぬ…（忠臣身替）］やあ亀町

　代，あわれこれほどまでに落ちぶれてし

　まっていても，頼もしいことに昔の誠を忘

　れずに…。～n1　natOONdee　mum？u－

　maa＞￥taN．これほどになっているとは全

　然愚わなかった。

k騒職ユ織C圭①（名）この時。

kunu？UC9⑨（名）近い5ち。近日中。～
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cuura　hazi・近い弓ちに来るだろう。～一■

　nakai　sjugee】fnasi．近い5ちにやった：方

　がよい。

kunuu⑨（名）保証。保証入となること。

　「口入（くにゆう）」に対応する。～？i5UN．

　保証する。保謳人となる。

kunUU①（名）不平。苦情。抗議。　ciNnu

　～・・着物についての不平。

ku職uu㎜anuu①（名）大いに不平をい5こ

　と。不平たらたら。～nu？uhusaN・不平

　が多い。～Qsi　saN．不平ばかり言って，

　やらない。

kunUZUU①（名）この立中。このところずつ

　と。～？icanasa捻N。このところずっと

　忙しかった。

kuN一（掻i頭）動詞について「強く…する」，

　fはげしく…する」などの意を表わす。ku一一

　NsibajUN（強くしばる），　kUNsimijuN

　（ぎゅっと締める）など。

kuNeaa⑪（名）θ癩病愚者。◎こじ：き。癩

　病愚考はこじきに多いので，こじきの呼名

　ともなった。

kuNcaabeozaaew（名）kuNcaabooziの卑
　ge．．　’jarnatu　？Nmariti　．v　narajaka，　？u－

　cinaa？Nmariti　karihaamee。　日本1こ盤

　まれてざんぎり頭になるよりは，沖縄に生

　まれてくたばりばばあになった：方がまだよ

　い。廃藩のころ，　β本本土の断髪をのの

　しって言ったことば。

kuNcaabo’ozi③（名）ざんぎり頭（卑語）。

　断鍵の悪口としていう。～N，waaboozi。

　（諺）ざんぎり頭でも自分の顕。自分のも

　のは何でもよい意。

kUNcaka＝jUN①（自＝raN，＝ti）（水など

　が）ひっかかる。（水などを）あびる。

kuNcaki＝juN①（他＝raN，＝ti）（水など

　を）ひっかげる。あびせる。，jUU～．湯を

　あびせる。

kuNeeeajuNe　（re　＝raN，　＝ti）　kuNkeeju－

　Nと同じ。

kuNeee＝sjuNCD　（lts　＝saN，　＝ci）　kuNkee－

　sjUNと同じ。

kuNc圭⑪（名）癩病。

kUNcio（名）根気。

kuNciburaaridi（名）根気がたりないこと。

　根気不足。

kuNgici（｛）（名）今月。

kuNei　・juNCP（他＝raN，＝Qci）横切る。横

　切って近道をする。kuN＜kunUN（踏む）。

kuNgika＝jUN①（他＝aN，魂i）こき使5。

　酷使する。

kuNgiki＝jUN①（他＝raNs＝ti）踏みつけ

　る。強く踏んで荒す。

kUNcirimician（名）近道。蛙などを伝って

　近道をすること。また，その道。

kuNcirimiicii⑨（名）畦を伝うなど，道で

　ない所を横切って近道すること。～sju一一

　N．

ku四cis麺翌bu⑦（名）根気くらべ。

kuNei2uzlnii①（名）体力をつける食：物。

　滋養物。餓mag⑳tadeemanu～．　llNは

　すぐ効果のある軸物。
kUNcuu①（名）菌i癒；t／貧窮。貧乏。

kuNeuu　・juN①（自＝raN，”£i）（病人・子供

　などの足が）強くなる。立って歩：けるよう

　になる。maada　kUNeuuraN，　burabura

　sjOON．まだ足のカがなくてよろよろして

　いる。

kuNeuumUN⑨（名）困窮者。貧乏で生活に

　困る者。

kUNda⑨（名）こむら。ふくらはぎ。

kuNda？agajaa⑪（名）こ噛むらがえ，り。ふく

　らはぎの筋が急にけいれんして激痛を覚え

　ること。

kuNda＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）（行審を）と

　りやめる。お流れにする。？ami　huti　ku－

　Ndasa（≧七aN．雨が隆ってとりやめにさせ

　られた。

kUNdi＝juN⑨（農＝raN，＝ti）e（こすれ

　て）消える。（字。印などが）鮮明でなく
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　なり，わからなくなる。sirusina　kuNditi

　’wakaraN　nat◎ON．標識が消えてわから

　なくなっている。◎（催しが）中止になる。

　お流れになるQcuunu　hanabee　kUNdi－

　taN・きょうの花火はお流れになった。

kuNdu①（名）今・卑。ことし。1くUNdoo，ju－

　gahuudusi．ことしは豊年。

kcuNgutoOX’U⑨（連｛本）kunugnto◎ruと岡

　じ。

kttNgu｛u⑰（副）kunugutuと岡じ。

lruNgwagl⑪（名）九月。年の第九番覆の月。

　1〈ugwaei　E　t＞　L　s　5．　一v　kuniei　eil〈u？u－

　7．aki．〔九月九遠軽お灌］9月9欝の璽陽の

　節供に，酒に菊の葉をひたして供え，また

　飲むこと。

kuNhaN’＝sjuN①（他TsaN！：L“i）踏みはず

　す。踏みそこなって，足揚を央う。

kuNjaktt⑨（名）こんにゃく。

kpaNkee＝．iuN①（慶＝raNs；ti）（貧乏・病

　気などから）立ち痩る。kUNeeejutwTと～ら

　Vう。kUN＜kum一（踏み）．　・・1〈eejuN（か

　える）。

kUNkee＝sjUN①（他＝saNe＝ci）立ち直る。

　（貧乏・重病などを）克綴する。kUNeee一

　，sjUN　ともい5。　hwiNsuu　kUNkeeei

　？weeki　sjOON。貧乏を克服して，金持ち

　になった。

’kuNkooG）（名）勲功。羅家に尽した功労。

kuNkoomuciciL（名）勲功のある人。

kUNk撮聡｛董⑨（名）［聖運匹］琉球音楽の曲

　譜。三味線のものと琴のものとある。いず

　れも安奮祖流と野村流の両派がある。三味

　線（saNsiN）の馴合は，uttqiru（一の糸），

　naka4iru（二の糸），　Mii4i1’u（三の糸）に

　ついて，それぞれ次のような符暑で表わ

　す。一の糸：合（不掩），乙（人差指），老

　（中指），下老（無名捲）。＝この糸：四（不

　掩），上（入魂揚），中（中捲），尺（小捲），

　幽翠（小指下）。蕪の糸：工（不等），五

　（人差指），六（中指），七（小指），入（小

　捲下），九（目下）。打音㍉掛音「，掻音

　レ，腰骨t，声出⑲，声切戸。もとは楽譜

　もなく，神授照後であったものを，向氏屋嘉

　比朝寄が音曲のことを調べ，はじめて音楽

　譜工勢望を作り，のち数代を経て歌氏知念

　積高が大難し完全なものにした。知念は平

　罠で無系の考であったが，声楽にすぐれて

　いたので士同列聖職を命ぜられ，功を以て

　歌氏という叛家譜を賜わった。琴（kutu一

　のの講は，弦名は研本のものと同じく，一

　二三囎五六七入九十御為由の13弦でこれ

　を蕪味線の譜に調べ合わせたものである。

kuNkur”baa．seeO（名）押し合いへし合い。

　人を押しのけたり，突き倒したりの大混

　雑。sjuiNeoo　suriiz．urli，　naahwaNeoo

　naahaibai，　kuniNdaNeoo　一v，　tumaiNeoo

　亀umeeidumeei．首里の入は打ち揃って，

　那覇の人はばらばらに走り，久米の人はお

　し舞いへしあい，泊の入は互いに助け合っ

　て。（頭韻を踏んでいる）

kUNkwaa＝＄juN①（他＝saN，＝ci）無理に食

　わせる。また，（酒・薬などいやがるもの

　を）無理に飲ませる。

kUNinaa＝s鵬翼①（侮＝saN，二ci）踏まない

　ようにさけて通る。（水たまりなどをさけf

　て）ちょっと回り凝する。

kuNm韮④（名）小嶺。《地＞＞参照。

ku廻鶏a⑨（連体）こんな。

kuNnagee⑥（名）eこんなに長い闇。～

　maCUNdee？umaaNtaN．こんなに長い閲
　待つとは思わなかった。◎従来。以前。霞。

　～ja　hatak呈　，5a乞a寧i霧a　moo　RatOON．

　以髄は畑だったが，添原になってしまつ

　た。

kuNnoo＝jttN①（慮＝raN，＝ti）立ち直る。

　i勢いをもりかえす。病気などがよくなる。

　また，貧困から浮かび上がる。

kuxNROO＝sjuN①（他；saN，；ci）持ち直す。

　回復する。（病気などが）よくなる。

kuNnu＝zuN①（弛＝gaN，譜zl）畏い越す。
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　kuNnugarijUN。追い越される。

kuNpaika’apai⑪（副）大いにふんばるさ

　ま。　kUNpa2niipai　とも㌔・弓。

kuNpainiipai①（副）大いにふんばるさま。

　durumici～Qsi？aQCUN．泥道を一歩一

　歩踏みしめながら歩く。

lguNpa＝jUN⑤（自＝raN，＝ti）0足をふま

　える。ふんばる。◎がんばる。頑固に抵抗

　する。

kuNpeNan（名）菓子の名。麦粉を油で練り，

　ごまをあんに入れた焼き菓子。

kuNpici①（名）躁購（じゅうりん）。

kuNpii＝zuN　i；・（他：gaτ，＝zi）踏みつぶ

　す。踏みにじる。躍；回する。

kuNpiraka＝S．iuNQ）　（イ斑＝saN，＝ci）　踏みつ

　ぶす。あやまって踏みつぶす揚合にい5。

　kUNpiiZUNは意識してする揚合に多くい
　う。

kuNrii①（名）婚礼。結婚式。脅分のある人

　の婚礼をいう。王子。王女の婚礼は9UkU－

　Nl’ii（郷婚礼）という。一般入の婚礼は

　nilbici，その敬語は？unibieiという。

kuNsi⑨（名）鷺子。教養ある人の使弓語。

kuNsj髄①（名）豆腐を作る時，煮て，璽：腐を

　しぼる前の汁。にがりを入れて固める前の

　ものをい5。固まってまだしぼらぬものは
　，3燦s三dooh狭　とし・う。

kuN＝sjUN⑪（他＝r・aN，＝ci）消す。こすっ

　て消す。すり消す。zii～・字を消す。，

kuNsugu＝juN‘3）（飽＝raN，”ti）ひったく

　る。奪い敢る。ひつさら5。

lkUNtaba＝juNft）（他＝yaN，司雛）強く縛る。

　束ねて強く縛る。

kaxNloo＝sjuN①（他：saN，＝ci）踏み荒ら

　す。踏み倒す。

kttNtu＝jUNCO　（勉＝raN，：ti）奪い取る。

　ひったくる。

kuNzaahwiNzaa⑨（名）幾璽にも縛りつけ，

　結びつけること。～sjUN．やたらに縛り，

　結びつける。

kuNzaN①（名）ekUNzaNhoOと積R二。　O
　麟頭。《地》参照。

kuNzaNhoo①（名）欄頭方］沖縄のIH行政

　区画で，のちの国頭郡。’jaNbaru（出原）

　ともいう。

kuNzaNsabakui①（名）［瓢頭さばくり］濁

　馬木遺音頭。属頭から首里王府へ璽い筆太

　を多入数で運ぶ時の歌。入隅調の畏歌では

　やしをつけて歌う。

ku硬調①（名）紺地。耕の地の弗・着物。

kuNziN⑨（名）金神。陰陽上の方角の神。

　その方角に対して物事をするのを避げる。

kuNzoo⑰（名）悪意。意地悪。根性が悪い

　こと。立腹しやすい根性。～？Nzi趣凡怒

　る。立腹する。

k孤NzOO？abii⑰（名）怒声。怒ってどなる

　声。

kiiNzoomuN⑱（名）根性の悪い考。意地
　悪。

kuN＝zuN①（他岨aN，＝ei）くびる。くく

　る。しめて結ぶ。縛る。また，捕縛する。

kuQkuruu2u「u⑨（副）おんどりが時をつ

　くる時の鳴き声。こけごつこう。

kuQpeeru⑲（連体）これほどの（量の）。こ

　の大きさの。

kuqpeeruu⑪（名）この大きさのもの。こ

　れだけの量のもの。

kuQρi③（名）これほど（の騒）。これくらい

　（の分量）。この大きさ。

kuQsa⑰（名）これだけ（の数）。これくらい

　（のi数目）。これほど。

k猛ra⑨　（名）倉。＝禽，庫。

kura①（名）鞍。牛馬の背におくもの。

kuraa⑨（名）雀。，jUinuduiはその古語。

kurabi＝juN①（他＝raN，＝ti）比べる。姥

　較する。kunabijuNともいう。

kuva麟aa①（名）君道の一種。．上等な品種で

　ある。

kuraguratu①（副）　〔文〕　罐讃音と。不安◎疲

　労・恐怖などのために，欝の髄が階くなる
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　g“．　mimutu　N　naruga　siNci．　［g6

　とくらぐらと　なるが心気（銘刈子）］闘

　の前がまっくらになる心地。

kurajaku⑥（名）〔蔵役3物品を収納する役

　駈の役人。出納人。kukuru多ikijakuと

　もいった。

kuyajamlO（名）暗やみ。円売。

kwra㎜utu⑨（名）［蔵元〕一気の行政役所

　の名。徴税を主な仕事とした。

kuvasaN①（形）謡い。

kurasi①（名）暮らし。生活。生討。

kurasigata⑪（名）暮らし方。生謝嘔。生活

　の方法。tuzimiitu　cutukuruni～lta－

　raN・〔妻めいと一所に　暮し方ならぬ（花

　売之縁）］夫婦がひとところに生活するこ

　とができない。

kuraslgttz’isjaNG）（彩）馨らしにくい。暮

　らしが楽でない。kurasigurisjaru，juu

　，jaQsaa，jaa．暮らしにくい時代だねえ。

kurasijaQsaN｛D（形）暮らしやすい。暮ら

　しが楽である。？anu　simaa～。あの部

　落は暮らしやすい。？aree　kurasi3’aQsa

　S頭ON．彼は楽に墓らしている。

kuraslN①（名）まつ暗なところ。暗やみ。

　暗すみの意。～utee　nUUN　m激＆N．階

　やみでは何も見えない。

kura＝§jUN①（他＝saN，＝ci）暮らす。’ja－

　matuuti　naNniN　kuraCGoga，　段本で飼「

　隼暮らしているか。

kuralai＠（名）王室の禽庫係。

kura多oori＝juN¢（自＝raN，”ti）（縫暮れ

　方などに）薄暗くなる。

kuree①（名）e位。位階。◎（接尾）くら

　い。eanukueree（どのくらい），　saataaja

　kunukuree　eaaga．（砂糖はこのくらいで

　ど5か）など。

ku擁⑪（名）くれ（樽）。おげ・たるなどを作

　るために小さく切った板。

鼠ur量⑥（名）いかの墨。

kuri①（名）これ。この物。この事。また，

　この者。

kuriigtirK①（副）猛わんばかりに嘆き悲し

　んで。～宥UN・深く嘆いて言う。

kuri量majaa⑲（名）さかりのついた猫。恋

　猫。

km’ii？waa⑪（名）さかりのついた豚。

kurikaaan（名）この辺，このあたり。

kimrlkara⑨（名）これから。今・後。

kur量蹴a⑨（名）来悶島。宮古群島の島の名。

k猛r韮§jaN（ff＞　（形）　　苦し、、。　　kuvisja　　sjUN●

　苦しむ。

kuyoo①（名）苦労。

kurti①（名）ころ。時分。’waaga，waka－

　satal－u　kuroo．わたしの若かったころは。

　？ikug沁u～．何歳のころ。

一kuru（接尾）「自身で」の意を表わす接羅

　辞。英語の一selfに似ている。，waNkuru

　（わたし惣身で），duukuru（自分自身で），

　？UNzukuru（あなた自身で），？jaXkuru

　（おまえ自身で），？ar三kuru（彼惣身で），

　naNkuru（おのずから），？amanu　？ul　zu隔

　kuyg（あの方御自身で），　taruukuru（太

　躯自脅で）など。

kixritba＄ee⑥（名）子供の遊戯の名。転ばし

　合い。t◎091eeともいう。相手を倒し，総

　み敷いて起き上がらせない方が勝。組み敷

　かれて起き上がれない癒合は紹手に？we－

　Nmi．（降参）と書弓。

ku：uba4aa⑪（名）目分量による譜鐸。大

　ざつぱな勘定。めのこ勘定。

kurubee⑨（名）黒かび。夏，由い着物など

　に生ずる黒いかび。

kurubiNkeeriN⑪（名）ころげ回ること。

kuruboo⑰（名）植物名。柿科。果実は魚

　毒を消し，酒の酔をさます。くさのがき。

　琉球柿。

kurll＝buN①（自＝baN，＝di）転ぶ。転が

　る。kurubasjuN．転ばす。転がす。

kurucan董⑨（名）稲の最種の名。

kuruei⑪（名）植物名。くろき。琉球黒櫨。
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kurucoo⑨（名）黒色のeooziN［朝衣］。

　eo◎Z呈Nの項参照。

kuruguma⑨（名）黒胡麻。　kuru？uguma

　と同じ。

ktirugweel⑨（名）筋肉隆々として頑丈な

　こと。黒くたくましくふとること。

kurujoogari⑨（名）栄養不良などでやせ

　て，色が黒くなること。

kurukanipm（名）くろがね。鉄。

kurukaniien（名）欽の一厘銭。？akazinaa

　に欝する。

kurukumu⑨（名）黒雲。

kurukuru①（副）ころころ。物のころがる

　さま。

kuvuma◎（名）θ製糖揚の圧搾車。◎車。

　車輪。また，荷車。人力車など，車のつい

　た運送品。もとはe以外にはkurumaと

　名のつくものは，ほとんどなかったようで

　ある。

kurumaa⑪（名）〔新〕人力車夫。率屋。

　kurumahwicaaともいう。

kuru㎜aa㎜i⑥（名）黒豆。鳥豆。黒大豆。

　大古の一一Pt。

kurumabo■o⑨（名）車棒の意。豆などの税

　穀に用いる。長短二本の棒からなり，短い

　方を手に持ち，長い方を車のように回して

　豆類をたたいて税穀する。からざお。

kuvumaga”aew（名）車井戸。滑車につるべ

　縄をかけて水を汲む井戸。

kurumakwieaa＠（名）噺〕車弓1き。人

　力車夫lkurumaaともいう。廃藩後零落

　した士族でこの職業につく港が多かった。

　そこで，気位高く，平民・いなか考に鮒し

　て，kuruma燃1綴？呈kee．（車に乗って行

　け）と言い，乗る方がcaQsaQsi職us枕i

　kwimiseega．（いくらでのせて下さいます

　か）とい5光暴を演じたりした。

k題rumiibaju⑥（名）魚名。くろめばる。

　m鍍胎憩（めばる）の一種。

kzzvzz＝ReiN⑥（自＝maN，　mdi）黒くなる。

　黒ずむ。黒む。打撲鰯を受けた内皮輝が黒．

　くなることもいう。

kuruN¢（名）ころも。僧衣。

kuruNgeel①（名）ころもがえ。更衣。旧暦

　4月，冬物から夏物へ，また，機軸10月，．

　三物から冬物へころもがえすること。

kururuNs最⑪　（名）kUNkUNsii　と閥じ。

kurusaN⑨（形）黒い。？irunu～．色が黒

　い。

ku・usibii＝jult’　an（自＝raN，＝ti）黒ずむひ

　（頻色。肌の色が）黒ずんで色つやが悪く

　なる。、

kurus蓑ma⑨（名）黒島。入重山群島の島の

　名。

kuru・．蓋makuduci⑨（名）〔黒島口説］ku一・

　dUC圭［口説コの一つ。

kuyusimi⑨（名）〔文〕苦しみ。

kurusi＝nuN＠（自＝maN，＝di）〔新〕苦し

　む。

kurusju③（名）黒潮。大海の潮の黒く見え

　るもの。

ku　i’・・＝sjuN①（他＝saN，＝ci）（∋殺す。霊

　として動物を殺すのにいう。O打つ。なぐ

　るQta£aQkurusjuNなどともい5。やや

　乱暴な糖。上品には？atljUNという。，

　また，これに対しsjoogur疑si（ほんとに．

　殺すこと）とい5語がある。

kurusjtt？oesju⑰（名）大海原のこと。黒

　潮満潮の意。

kurusju－uzuutuev（副）人の顔色が黒みが

　かって二つやがあり，一種の味のあるざ

　ま。にがみ走っているとか，渋味があるな

　どといわれる顔つきをい5。

kurutuN⑨（名）噺〕植物名。クロトンσ

　マライ原産の観賞用植物の名。

kuru2ugu㎜aem（名）黒胡麻。1〈uvag．umes

　ともい5。

knruu⑥（名）e黒。黒色。また，黒い毛

　の。◎反射党。正統派（slruu）に反対す

　るもの。◎特に，明治の廃藩時代に，明治
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　政府に反頬し，旧制度維持をもくろんだ頑

　個党をいう。husaNsii（不賛成）ともいい，

　明治政府支持の蘭進派（siyUuまたは

　saNsii）に対する。明治の末ごろまでも髪

　を切らず，？usjuganasiimee（琉球王）を

　たたえた。

駄撒多aa搬a⑨（名）黒砂繕。普通は単に

　saataaとL・う。

翫usa⑭（名）病名。フィラリヤ。突然発熱

　し，寒気がして体が震える。慢性で，しま

　いに象皮病になる。南国に多い地方病。～

　hurijUN．フィラリヤにかかる。体が震え

　るのでhurijUN（ふるえる）という。

kusa（①（名）草。とくに，雑草。～nu　rnil－

　jUN．雑i草がはえる。～tUjUN．雑草を取

　る。

kusaharma⑨（名）草花。

k｛i＄aki①（名）くさび。僕。

紮脳sa菱｝UQkwaa⑨（名）ませた者。おとなぶ

　る考。また，ペダンティックな者。

kusabUQkwi＝ju照①（自＝raN，＝ti）ませる。

　こましゃくれる。また，物知り顔にふるま
　‘’5　o

駄usaharijaa⑨（名）フKラリや愚者。

kzzsai①（名）支配。支配力。～nu　’joosaN。

　支醗力が弱い。

ikusai（D（名）鎖。

bUusa＝jupa①（他＝raN，＝t圭）㊦つなぎ合わせ

　る。一つにする。合体する。分家をもとに

　もどして一つにする場合などもいう。m圭i－

　tUNdanu　kugi　tiigiNkai～．死後，夫婦

　の骨を一一つにして納める。◎支醗する。

　，5a包～．家を支配する。　mura～．村を支

　配する。

Skusakae皇⑪（名）農具の名。かながき。鉄

　製の二季のようなもの。草掻きの意。

kusakai⑨（名）草刈り。

kusakajaa⑨（名）草光りをする者。子侠が

　多くこれにあたる。また，草刈りの道具。

ku＄akajaawarabaa⑰（名）草刈りをする

　子供。

kusaki⑪（名）草末。　kiikusaともいう。

kusakii⑪（名）こんなにたくさん。　こんな

　に多く。？il’iminu～hajagatOON．費用

　がこんなに超過している。～nu　QCU．こ

　んなにたくさんの入。

ktisakusa①（副）くさくさ。気がめいり，

　心がふさぐさま。

kusamicino”ori⑨（副）｛費概するさま。い

　きどおるさま。

kusami＝euN（①　（轡＝kaN，＝ci）怒る。｛八二

　する。

kusamunil⑪（名）ませたものの言い方。お

　となびた話し方。また，ペダンテdックな

　口のきき方。camisika寧imee　siranc　o

　sjooti～bikeei　QsL大して学問はないく

　せに，物知り直な口のきき方ばかりして。

kusamunu？ii＠　（名）1《usεしmu捻iiと1司じ二。

ku§蹴U飯wa3②（名）草の葉。

撫s蹴umi⑩（名）草原の中。

kusanunii⑪（名）kusa（病名）の病根。

kusanunii⑪（名）草の根。

kusaNdakiCD（名）ほていちく。竹の一種。

　簾が多く，藥は細かく，杖や格子など．eこす

　る。

翫usaraa⑭（名）腐ったもの。1〈usarimuN

　ともい5。

ktRsarimjuNen（自＝raN，＝ti）腐る。腐敗す

　る。食：物のいったん煮たものが腐敗する揚

　合は亭i章UN　という。kusaritooru？iju．

　腐った魚。

kttsar韮muNth（名）腐ったもの。　kusaraa

　ともい5。

kiasasaN⑪（形）臭い。悪臭がする。　kusasa

　kusasa・輿い粘い。とても臭い。

kusatuias＞（名）草取り。

kttsazina⑪（名）植物名。くさぎ。

kttsa；ZttN⑰（勉＝gaN，＝zi）こそげる。こ

　するようにして，けずり落とす。（密着し

　たものを）そぎ落とす。’uuzi～・イ・砂糖
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　きびの結葉を幹からそぎ落とす。ロ・盆祭

　りに具えるkwasiuuzi（菓子きび）の揚

　合には，その幹の皮をそぎ落とす。

ku＄eeku①（名）男の裁縫締。巧妙な刺繍な

　どの手工芸を業としている。

kusian（名）すきぐし。髪をすいてあかを取

　るための，歯の密な櫛。普通の櫛はsabaei

　という。

kusi⑨（名）久志。（（ak））参駄

kusi①（名）e背中。背。また，腰。腰およ

　び背面全体：。背中はkuS漁aga斑ともい

　う。また腰まわりの細い部分は窪amaku

　という。～tataCUN．背中をたたく。あん

　まをする。～亭i彊N・（風呂などで）背中

　を流す。～？usjUN．（坂道を上る時などに）

　背中を押す。～hwiCuN・（親兄弟・一一族

　などの）名をはずかしめる。つらよごしを

　する。？ujanu～hwieuru？ukunee
　Qsi・親の恥となるような行為をして。
　？it凱斑ikara　h駐imi　h競｝｛量i’t｝tUN　，wa撚i－

　nu　nujudi　？umisatunu　xnikusi　hwi－

　cuga．［糸欝から針目　ほけるとも我身の

　のよで思川の　御腰引きゆがコ糸が針の叢

　をくぐるようなかほ1そい暮らしをしていて

　も，何でいとしいあなたの不名誉になるよ

　うなtとをしましようか。◎［後］凝しろ。

　後方。背後。，jaanu～・家の後ろ。～

　nasjUN．背を向ける。そっぽを向く。（い

　やだと）顔をそむける。kusjaa　nasjUN

　ともいう。

kusi①（名）嫌って避けること。忌避。～

　sjl｝r　．嫌う。恐避する。

k蘇s鋤（名）欠点。きず。nuu～N　neeN
　Qeu・何の欠点もない人。　ciyi　tiigiN　nee－

　raN　curasadu～・［ちり一つもないらぬ

　清らさどくせ（嫌妹轍討）］塵一つもない

　のが欠点。捕除がきれいにできたことを鴬

　慢ずる文句。

kthsl⑳（名）癖。性癬。’janagusi．（悪癖）

kmasibvani①（名）背骨。　naganibuniと隅

　じ。

kusici⑨（名）戸籍。～？irijUN．（結婚L

　て）入籍する。～nuzuN。（離婚などで〉

　除籍する。

kusieii⑨（名）こしき。せいろう。強ew　e

　菓子の類を蒸すもの。太のわくの底に竹の

　すのこを敷いたもの。

kusic蓬董？ukwaas蚤⑨（名）こしきで蒸して

　作った菓子。蒸し菓子。もっぱら祭礼用

　で，米の粉と砂糖を主にして，香料や，味

　をよくするため南京豆などを少々入れる。

　種類多く，eiisuNkoo，　paaSUNkOO，撮sF

　elmucigoo，　？irugikimueigoo，　kooree一・

　muciなどがある。

kusidaki＠（名）久志母。国頭地方にある

　由の名。

kus量dee①（名）e腰のカ。一dee＜tee（力）。

　O頼みとする力。頼みとなるもの。～

　najUN．頼みとなる。～苓oojUN．　イ．腰

　の力が弱る。ロ・頼みに思う者がいなくな

　り，力が弱る。

kusigak量①（名）㊦頼みにすること。頼り

　にすること。◎転じ：て，かさに着るこ

　と。轟にかけること。威を借りること。

　？u5我～sjUN．親の威をかさに着る。　ziN

　～sjUN．金銭を鼻にかける。◎の意で多・

　く周いる。

kusigk’a㎜aco（名）［後慶良閥コ座閥味（4a一・

　mami）畷切の劉称。

kusihaziiCD（名）もろ肌脱ぎ。帯から上を

　脱いで，上半勇の肌をあらわすこと。

kusikwiei①（名）名折れ。つらよごし。不：

　名誉。親兄弟。一族などの名をはずかしめ

　ること。＜kusi　hwiCUN。

kusihwleimUNG）（名）一一・族一門などに不名

　誉となることをする考。つらよごし者。

kusihwiZUi’usaN①（形）背筋が寒くなるe

　（こわい夜道を歩く時などに）恐ろしさで

　ぞっとする。急な危険の時，または人の危

　険を見た場合には，NnihwizurusaN（はっ
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　とする）　という。

．kusijoosaN①（形）心細い。頼る者がなく

　て，心細い。

翫眠s是縛腿習①（他＝raN，躍もi）着せる。また，

　閉せ与える。藩物を作り，または求めて，

　人に与える。C圭N～・着物を嚇せる。

kusijuΩkwii⑪（名）こ腰憩｝腎休め。農繁期

　の仕事が終わってする骨休めの行事。部落

　ごとに灌宴を開き，余興に5ち興ずる。砂

　1魑仕事の後にするのが普遜。

1kusinagani◎（名）背中。単にkusiまた

　は　Ragani　ともい弓。

翫usiree＃juN①（勉＝raN，就呈）魚や家畜の

　類を料理しやすい形に切り分ける。（魚を）

　おろす。（家蜜の類を）解きわかつ。

lkusitataei⑨（名）腰をたたくこと。あんま。

髭usizaa⑨（名）機織りの器具の一一つ。地機

　で？ijanUQI〈wa（織った布を巻くもの。い

　のあし）と紐で結び，織る人の腰にかける

　もの。

belxsizii⑥（名）こ後地コ撰飛騨昂（？ihja）を

　いう。

drusjaa⑲（名）後ろ。後方。背後。～？UQcee一

　鎚N。仰天する。びっくり聖天する。後ろへ

　ひつくり返る意。～najUNともいう。～

　fiasjUN．イ．後ろにする。ロ．後ろを向

　く。顔をそむける。lgusi　nasjUNと岡じ。

　gieranu～narul｛a　？aQku　sjUN．顔が向

　けられなくなるほど，彫る。～mueisuri－

　jUN．後ろにそりかえる。

kusjatlCO（名）e後ろにすること。背にす

　ること。haaja～s欝N・柱を背にする。

　makutu　nani　taeuru　sjujanu　baN一

｛dukuru，　nakajamaja　一v　mina£u　me

．Raci．こまこと名に立ちゆる堪屋の番辮

　ヰ由やこしやて　港前なち（花売之縁）〕

　寮ことに名高い塩屋の野駈は，中吊を後ろ

　e：　L，港を雛にしている。◎穎りになる巻。

　転じ：て央。また，ひとり息子寧。～？usina－

　jUN．夫（または，ひとり愚子＄）を央う。

　㊤根拠。nuu～Qsi？aN？juga．何を根

　拠にして，そういうか。

kusjatikaSa①（名）夫のかた。嫁入り先の

　方。nasimii（里方）の対。

k・・＝sjuN①（弛＝saN，＝ci）越す。越える。

　？aeakaranu　？asati　satuga　baNnubui

　taNca　kusju？蹴量nu　hurana　’ja＄iga．

　［明Hからの明後日　塁が番のぼり　谷茶

　越す雨の　降らなやすが3明明後日は恋し

　いかたが菖塁へ勤務に向かう日だが，谷茶

　の村を越えてしま5くらいの雨が降って幽

　発できなくな；ればいいのだが。

kmusjllQkwiien（名）kusijUQkwiiと同じ。

睡蹴⑨（名）くそ。大便。首里の上品な家庭

　では？uraとい5。～k：wee。くそくらえ。

　くしゃみをした時にいうまじない。～ma一

　四馬・大便をする。くそまるの意。上品に

　は？ura　taCUN．またはhuru’ijUN。な

　どという。

kzzsueiribai⑰（名）一目散に走ること。

kusugwee⑰（名）下肥え。

舳s曲w妻磁⑬（名）下編。上最にはhuka－

　daciとい弓。一hwiril〈hw1jUN。

kusEEiO（名）藥。　tutiφkiiru　kusuee

　neeN．とってつける蘂はない。馬鹿にっ

　げる薬はない。～kusoobee。〔薪］蘂九層

　倍。～mujUN・藥を盛る。調合する。

fUEasuiGee⑪（名）薬代。医i者に払5治療費

　すべてをもいう。

馳s瞬a⑳（名）薬歴。蘂売り。また，薬局

　（kusuimaeija）．

髭鵬面当ac董麺⑪（名）薬局。藥屋。

kuszzzzuei⑥（名）くすのき。楠。樟。

k槻aglC董①（名）先月。越えた月の意。欝月

　1ま　滋ee1｝篭ユ｛｝iCIQ

敗麗姻戯⑨（名）くたびれ。旧れ。疲労。na－

　gamici　qsl～？NzaeOON．長道して疲れ

　が出た。？ukutaNdiN　saaibirani．お疲

　れではございませんか（長老へのあいさ
　つ）。
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敷ut剛d珂u照①（自＝raN，弍i）くたびれ

　る。疲れる。痩労する。過労などの二合を

　い5。走った時などの一時的な疲れは

　’utajUNとL・L㌧また，糖神的な疲労1ま

　gikarijUN　とい5Q

kutaNdinoosi⑨（名）疲れを直すこと。慰

　労。また，疲労翻復になる食べ物など。

k皿ta置sjuN⑪（池＝saN，＝ei）縦らせる。い

　もかすなどをおざわざ腐らせる揚合にい

　50
kutee＝juN⑥（自＝1’aN，顕嫉）e答える。普

　通はhWiNtoo　sjUNという。◎（苦痛が）

　こたえる。kuteerasa（1七〇〇sa．だ、・ぶこた

　え（させられ）ているよ。

kutibus五①（名）［特牛節〕歌曲の名。御1前

　風（guziNhuu）五麹の中の一一っ。？uhu－

　nisina　kutija　nazie1nadu　gicuru，　’wa－

　sita　’wakamunuja　hanadu　piCUI’U．〔大

　西のこてや　なつち菜ど女子ちゆる　わした

　七二や　花ど好ちゆる〕大西（部落名。北

　のはずれの意）のことい牛はナジチ菜を婦

　むが，われら二二は花（女）を好む。この

　歌詞にkutiとあり，これを本歌として

　歌ったので，kutibusiといわれた。のち，

　いろいろの歌詞で歌われるようになり，

　kutibusiの名のいわれがわからなくなつ

　た。

kusil？ttsi⑪（名）団七。「ことい牛」，「こつ

　て牛」などと比較される。

kutu⑪（名）こと。事。ことがら。また，

　事件。変事。？uraNdana｝〈ai～nu？ul〈U－

　tOON・藤洋で事件が趨こっている。～ka－

　ZUN．事欠く。不足し，不自由する。　ku－

　teo　kag：aN．事欠かない。足りて不自由し

　ない。～，jayiba～i．［文〕物かは。何で

　もない。物ともしない。cizinu　masiga－

　eiN　一v　’ilarlba　一vi，　hanani　giku　habi一

　川elzmu　najumi．［禁止のませ壇も　こ

　とやればことい　花につく胡蝶　禁止のな

　ゆめ（執心鐘入）〕恋には禁止のませ垣く

　らい何物でもない。花につく蝶をとめるこ

　とができょうか。
　　　　　　ぞ一ku“）tu（接尾）から。ので。理由を表わす。

　活馬する語の「短縮形」（apocopated
　form）ξこっく。　？圭eul〈utu．　行くから。

　？aN，jakutu．そうだから。

kutuba⑨（名）e回り。詑語。方言。～

　sjUN．詑りがある。二審を使う。◎（接尾）

　方言。＿弁。？inakakutuba（いなかの方

書）・・naahwakueuba（那覇弁。那覇方書），

　’jaNbarukutuba（山原弁。山原方言）な

　ど。地方的，非標準的なものをいう。kuci

　の項参照。㊤ことば。表現。～？uujUN．

　ことばを追う意。kuci？uujUNと同じ。

　kuciの項参照。～kUNZUN．あげ足を
　取る。言いそこね，言い過ぎなどをとらえ

　て攻撃する。tv・1｝U　gikuri．ことばの極

　致。洗練され，含薄のあることば。

kutubaka7．i⑨（名）ことば数。口数。　kuci一一

　ka多iともいう。

kutubanuuu⑨（名）ことばのはし。ことば

　のあや。ことばの縮の意。～du’ja燃．言

　い回しの上のことに過ぎない。

kUtubazikee⑪（名）ことば使い。

kutubuci⑪（名）〔文〕〔寿コことぶき。こ

　とほぎ。

kutujusien（名）ことよせること。かこつけ

　ること。貞実。

kutujUS最⑪（名）忠G一。訓育。’3usi竃utu

　の動作性名詞。～S麟N・忠告する。教謂

　をたれる。

kutujusi＝ju「N⑪（｛也＝raN，＝も圭）ことよせ

　る。　かこつける。　口実を設ける。？tlmaN

　，juikaradu　zil’ini　kutujusiru，　kakuri－

　hUSU　micinu？arana？ucumi．ε愚まぬ

　故からど　義理にことよせる　隠れほそ道

　の　あらな弾きゆめ］思っていないから義

　理にかこつけるのだろう。思っているなら

　ばこっそり通う細道がないはずはない。

kutukaakutukaa⑪＄（感）kutukutuuと岡
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蔓｛遷遺uk段zi

　じ。

kutukaziO）（名）事欠くこと。足りずに不

　自由すること。

kutukazi⑨（副）ごとごとに。そのたびご

　とに。～googuci　s錘N．ごとごとに苦情

　をいう。

klltukutuu⑨（感）猫を呼ぶ声。沖縄では

　猫の名山をtul｛U（徳）と名付けるので，

　呼ぶ時には，どの猫でもkutul〈utUUで

　間にあう。kutukaakutul〈aaともいう。

kutusabl⑨（名）わざわい。悪いできごと。

kutusi①（名）〔文〕ことし。今年。～瓢い

　騨k臆」＆…　ことしの作物は…。

1（utu2U＄eei⑰（名）事をあなどること。軽

　視。

藍瞭臓⑨（名）琴。十三絃で，野村流と安富

　門流の＝：流がある。沖縄では琴を単独に弾

　く流儀はなく，正式には蕪味線の伴奏とし

　て弾くことが多い。絃：名はN本と岡じく，

　一二三四五六七入九十斗為巾の十三絃。

　～hwiCUN・琴を弾く。～nu　ginli・琴爪。

　H本本土の琴爪より大きく長い。～nugレ

　ru．琴糸。三昧線の糸のように生糸で作＝。

kutmunu’2Nmaa　en（名）ことじ（琴柱）。形

　が馬に似ているのでいう。

藪麗awa；門口①（他＝raN，”ti）ことわる。

　擾絶する。辞退する。

kutuwaki⑨（名）醤いわけ。陳謝。わけを

　書ってわびること。～s趣N．陳謝する。

翫服⑥（名）eいかけ。なべ。おげ。ばけつ

　などの穴をふさぐこと。鑛（こ）の意。また，

　そのふさいだ箇所。naabinu～sjUN・

　なべの穴を修繕する。◎衣騒のつぎ。ciN－

　nu～sjUN・着物のつぎをする。

k“u⑰（名）粉。粉末。ヂ粉（こ刀に対応す

　る◎muzinakuu（ノ」、麦零分），　maama圭na－

　kuu（きなこ）など。～naxasjUN．粉にひ

　く。，wajuN（割る）という語を忌んで，

　narasjuN（鳴らす）と言う。～hUCUN・

　（蒸したさつまいもなどが）粉を吹く。

kuu⑨（名）劫（こ5）。碁の手。

kttai⑨（名）（亀。かになどの）甲。こうら。

kmi⑨（名）功。あまり使わない語。　kaa－

　miikuujaka　tusinukuu．亀の甲より年の

　功。

kuuCO（名）こつ。要wa　。　habutuinee～nll

　？aN．はぶ捕りにはこつがある。

恥囎①（名）九。普通はkukunugiという。

kuu①（名）かご。鳥かごをいう。　soon？．i一一

　naakuu（臼白のかご）など。

鑑ttU2ag量sa①（名）小暑。二十四節の一一つ。

k“ubaa⑨（名）腹（’wata）のごく軽い敬

　語。三下の弓長などに用いるe普通の敬語

　は’Neuubu，さらに上は？UNcuubu。

kNubaa⑪（名）蜘蛛。こぶ（九州等比）。

　文語はkubu。
髭ikvaheesaN（1）（形）味がこまやかである．。

　味わいがある。たとえば南京豆。くるみ。

　粟など，噛んで味のよいものについていう。

匙臓油圭⑨（名）植物名。ぐみ。果実は子供の

　好物。

kixuhim⑨（名）昆布。

k眠樋搬1目凹¢三⑨（名）料理名。昆布を細く

　切り刻み，肉。かまぼこ・卵焼き・揚げ豆

　腐などをまぜて思いためしたもの。正月ご

　ろ多くする料理。

翫撚蓋）Ullla¢i⑨（名）料理名。昆布巻。昆布

　を巻いて中に魚肉を入れ，砂糖と二丁で煮

　たもの。

kaueeo⑪（名）弦楽器の名。胡弓。形は蕪

　味線に似てノ」・さく，弦は馬の躍に松やにを

　つけたもので，三弦。出す音は細いが，擬

　みをこめて訴える一種独特の音色を持ち，

　琴。三昧線・笛と合奏する。

紬臓盤⑥（名）琶蕉糸を竹串に巻き，その

　暫串から引きぬいたもの。おだま（苧理）。

藪繊幽群us量⑥（名）機織りの道異の一つ。

　芭蕉布またはtUNbjaN糸を巻きつけて，

　おだまを作る竹串。木綿糸などに駕いる

　kudaguuより太くて長い。管鑓の意。
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kuuruu

kuuga⑰（名）e卵。単独ではふつ5鶏卵を

　い4。tamaguともいう。他は生み主の
　名をかぶせる。kaamiikuu，ga（亀の卵），

　？ahwiraakUuga（あひるの卵），　soomi－

　naal〈uuga（国白の卵），？圭junu～（魚の

　卵），habunu～（はぶの卵）など。◎．

　（人・動物の）畢丸。きんたま。形の類似

　からいう。

kuugaa⑨（名）植物名。さるなし。しらく

　ちつる。実は盆：の祭りにmiigaa（みょう

　が）とともに侠える。実の形が卵に似てい

　るのでいう。

kuugaguru＠（名）卵のから。

kuugahuwahuwaa⑪（名）卵焼き。　huwa－

　huwaaは焼き立てのほやほやの意。

kuugatuuee◎（名）子供の遊戯の名。鶏卵

　大の小石を四つ耀き，鬼がその上に四つん

　ばいになって守り，石を取りに来る考を足

　で蹴る。取る者は蹴られないように機敏に

　取り，蹴られれば代わって鬼となる。

kuugi⑨（名）陰毛。脇毛は，waeikuugiと

　いう。

kuugusui＠（名）粉薬。散薬。

kuu？三麺⑨（名）鯉。

kuUi⑪（名）財産・三具などを入れておく

　二部量。「庫裡（くり）」と白髭ある語。

kuuigwaa⑪（名）kuuiの小さいもの。　kuui

　と甥にあって，とくに女の持ち物などを入

　れておく，あるいは，みそ・酒などを貯蔵

　する小部屋。

kuuizii⑨（名）もらい乳。乞い乳の意。

kuujaa⑨（名）娘のいる家にその娘を嫁に

　もらいたいと申し込みに行く者。多くは男

　方の親類縁者が行く。乞う者の意。～お

　？nceNsooraN　doo．価し込む人がいらっし

　やらないよ。女の子のおてんばをたしなめ

　る文句。

kveujaa2Nma⑨（名）人にかみつく馬。あ

　ばれ馬。鏡馬。？weNda？Nma（おとなし

　い馬）の対。

k職ujuei①（名）小雪。＝二十四節の一つ。

ku鷺＝ju餐⑨（他＝raN，　mti）eかみ付く。？i－

　Nnu　Qcu～．犬が人にかみ付く。　O歯で

　くわえる。haa～．食：物などが冷えて，

　歯にしみる。歯が食：われるように感ずるの

　でいう。

kuu；juNan（｛tii　＝ratrs；，　＝ti）嫁に来てくれと

　頼む。「乞う」に対幽応ずる。，jUmi～．嫁

　に来てくれと頼む。

kuu＝juN①（他＝raN，”ti）閉じる。　kuei

　～。口を閉じる。mii～．覆をつむる。

　h段kanu　zoo～・蓬の入り口を聚じる。

　kasa～．傘をすぼめる。

kuukwee①（名）後悔。～sjuN．

k葛繊童醤ooi①（名）小おどり。雀躍。喜んで

　躍りま二がることo

k琶1uni嬬（名）？就圭bici（肉・豆腐・野葉

　の類を醤油で煮る料理）の料理法の一つ。

　材料を比較的小さく一切って煮るもの。？U－

　t三biciの項参照。

kuu？Nmunii⑪（名）料理名。米の粉・替

　一SU　・　？akakoozi（その項参照）をまぜて煮

　て，砂糖を加えて練ったもの。正月の？N・■

　naai’idusi，　tusibiiなどの祝いのとき（い

　ずれもその項参照）に作る上等な食べ物。

　きんとんに似ている。

k繊u纏①（名）（∋氷砂糖。kuurigaataa　と

　も㌔・う。◎〔新〕氷。

kuurib田utu　cD（名）ところてん。「こころぶ

　と」とは関係ない語か。穏N夢iikaNともい

　う。

litunri＝juNO（自＝raN，”ti）こわれる。く

　ずれる。？lsigacinu～・石垣がくずれる。

kUtiriyaataa　¢〉（名）氷砂糠。単にkuuri

　ともいう。

kuuu’igeewee⑨（名）こ1ま「れざいわい。僥倖｝。

　失敗などがかえってさいわいとなること。

kiiUi’izisi①（名）料理名。卵とじ。肉や細

　かく切った季籔の野菜を使う。

kUt！rttwD　（名）　植物名。　塊オ喪を　？akasimaa
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kuuru薮

　（織物の名）の染料とする。

監uuruu⑨（名）こま。峯供の現具の名。

kuusaini（診（名）小さい時。幼時。’wa－

　Nnee　kuusainee’jahwaraa’jataN．わ

　たしは小さい時は病弱だった。～nu　k：utu

　，jati，wakaraN・　小さい時のことでわか

　らない。

k狐usaN①（形）小さい。また，幼い。kuu－

　saru？uci箆L幼時に。岡義語gumasaN
　は小さい・継かいeノ」、粒であるの意。

kuusaNkllu①（名）唐手の型の名。

lkuusee⑩neeN⑰（旬）（人が）如才ない。

　また，（商売などが）失敗のおそれがなく，

　安全である。たとえば文蕩具商は，薦品が

　痛まないので｝くuu讐e漉eeN．のよ5にい

　う。？axee　nUU　siMitiN～．彼1ま｛可をさ

　せても如才ない。

kuu＄i⑨（名）孔子。

ku臓s瓢湖ゴs減⑪（副）ついだりはいだり。

　また，つぎは言だらけ。

kuusi曇駕獄uN①（名）貧乏考。細民。貧昆。

　，jucikミma　muNの対。

kuusi2ui⑨（名）家を解体して売ること。

　また，まとまった古道：異などを分売するこ

　と。

ikuusju⑨（名）古酒。泡盛の百年以上経た

　ものもあり，珍璽される。naNbaNgaami

　（南蛮がめ）に入れて，密心してたくわえ，

　消費しただけ親たに入れて量を減らさな

　い。

kuu　・sj　UN　＠（飽＝saN，＝c量）こわす。くず

　す。解体する。’ja＆～・家をこわす。

紬usjuuraasj＆照め（形））btlわいらしい。

kiiutee⑪（名）小さい物。小さい者。ちび。

　kuuteemaaともいう。くkuusaN。

kzz腿teemaa⑰（名）ku秘乞eeと間じ。

kuuteenuu⑨　（名）kuutee，　kuuteemaaと

　岡じ。

kuuteeN⑨（名）少し。わずか。ちょっと。

　また，ノjxさく。量に関していう。時間に闘

　しては？icutaという。～kwiri．少しく

　れ。～na？UQka．わずかな負債。～Qsi

　sinLIN．ちょっとでいい。

kuuteeNgwaa①（名）ほんの少し。ちょっ

　びり。

kuuteeNnaaCO（名）少しずつ。小量ずつ。

kuutooO（名）［公当］公平。公正。～na

　Qeu・公平な人。？ariga　s趣ru　kutoo　caa

　～’jaN．彼がすることはいつも公平だ。

kuutu⑪　　（名）　　以外。　　よ　
り
　 1ま）btSo　　？arijaka

　～taaga　siQeooga．彼よりほカ・にだれが

　知っているか。　？ajaakuutoO　taagaN

　’NNdaN．母：」以外にはだれも見ない（幼児

　を夜外出させる時に言5まじないの文句）。

kuutuguutu③（副）ごとに。ごとごとに。

　難wiija～．　Bごとに。一一一　U　一一　Hと。　gicee

　～．月ごとにQ

kuuwareean（名）くすっと笑うこと。～

　SjuN．

kuuwee⑨（連体）大変な。危い。とんでも

　ない。たとえば子供が酒を飲もうとした

　時，おとながびっくりして～kutu。とか

　～muN。などという。～（≧cu．無鉄砲な

　人。～血i圭Nk滋？ijUN．とんでもない霞

　にあう。

be　Ilxz蓋④（名）〔公儀］王府。官府。

betSIIzi①（名）訴訟。裁判。　hwiruugutuと

　もいう。

kttuxzigzaizz①（名）おおやけの事。公儀。

　公用。公務。

kuuzimuel①（名）繭費で事を行なうこと。

　官費。公儀持ちの意。

蝕ttuzoo①（名）幼児のおしゃべり。幼冤の

　かわいらしい言霧し方。

kuu＝zuN＠（他＝gaN，＝zi）澹ぐ。　huni～．

　イ．船を漕ぐ。ロ．居眠りをする。niibui

　～．（眠りを溜ぐ）ともい5。

kttwaN①（名）内湾。（（地》参照。

kuwee＝juN＠（他＝raN，＝嫉）〔文］加える。

　羅語では￥iijUNなどという。
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kw囎s養3餓

kiEza⑰（副）こなごな。こなみじん。～na－

　jUN。こなごなになる。　cubaeinakai　ka－

　ara～nasjUN．一品で瓦をこなごなにす
　る。

kuzaa⑨（名）古謝。《鱒参照。

kuyara⑲（名）小皿。

k双xi③（名）　くじ。～？＆tajUN．　くじに当

　たる。

kuzico（名）故事。　MuziN～N’waka－

　xaN．文字も故事もわからぬ意。物の道理

　をわきまえない。

ku滋①（名）釘。

kuzio（名）澱粉。くず粉。

kuzibici⑪（名）　くじ弓iき。

kuzigatami⑪（名）くず粉で固めること。

　～nu　？usiru．くず粉でとろりとさせた汁。

kuziguhwasaN⑪（形）くじに弱い。くじ運

　がない。kuzijahwaras3Nの対。

kuzijahwarasaN⑨（形）くじ運が強い。（無

　尽講などで）くじによく当たる。kUZ圭9U－

　hw乱酔Nの対。

kuzi＝．iuN（①（他＝raN，＝ti）eくじる。え

　ぐる。ほじくる。穴の中をかきまわし，ま

　たは中のものをえぐり鐵す。◎皮肉をい

　う。

kuzikee⑨（名）（役揚などの）小使。

kuzimi①（名）入稲の鐘。「こじみ（昏鐘

　鳴）」に対応する。

kuzinuzaa⑰　（名）釘抜き。

kuzirigoosi⑪（名）murud’UQciriの那覇

　語。

kuziri＝・juND（自＝raN，＝ti）くずれる。

　？isigacinu～・石壇がくずれる。

kugi＝sjUN⑨（他・・saNs＝cg）くずす。整っ

　たものを乱す。また，盛ったごちそうなど

　に手をつける。z圭i～．くずし字を書く。

　？uzuu～・重箱のこちそ5に手をつける。

　taariini？umikakitikara　ku多i寧ee．　おと

　うさんにお国にかけてから（こちそ5に）

　手を付けなさい。

k腿4U⑪（名）ま隼。「こぞ」に対応する。

kuzuu⑥（名）九十。

ku4uu①（名）小僧。仏門の小僧をいう。

kwaaem（名）過の意。数暴・程度などが過

　ぎること。～nateQN．やり過ぎている。

　また，多過ぎる。ziNnu　sln竃waN～sjo一

　◎N．金が1000貫多過ぎる。

kwaa⑨（名）桑。

kwaag豊⑨（名）桑太。桑の木。

kw鎗藩加umata⑨（名）（桑木の股の意）

　kwaaginusicaと岡じ。

kwaaginusica⑨（感）（桑木の下の意）桑原

　桑原。雷をおそれて唱えるまじないの文

　句。雷が桑の木に落ちて桑の枝にはさまれ

　て死んだという伝説がある。kwaaginu－

　mataともLsうo

kwaahusuku⑨（名）過不足。

kwaaninaa⑨（名）おしゃれな者。

kwaaniN⑨（名）おしゃれ。服装や容貌を

　飾ること。官人の意か。～s麟N．おしゃ

　れをする。

kwaanujumi③（名）子供が生まれた時，

　悪魔払いのまじないとして桑で作った小さ

　い弓で矢を射る習俗があった。その桑の

　弓。

kwaaNkwaaNnu⑨nanamakai⑨（句）食
　べない食べないと誓っておきなが’ら，七杯

　も食：べること。食わずぎらいで，食べてみ

　れば大いに食べること。食べてみなければ

　好＝ききらいはわからないとい5揚合にい

　う。

kwaaNkwaaNnu⑨nanamakajaa⑪（句）
　食べない食べないと言っておきながら，七

　杯も食べる者。食：わずぎらいでいながら，

　食べてみて大いに食う者。

kwaarakwaara⑨（副）ごろごろ。雷の鳴る

　音。

kwaasi⑱（名）菓子。　kwasiともいう。

kwaasijaa⑰（名）菓子屋。　k、臓si3a　とも

　LN5e
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krevaasjuN

kwaa＝sjups　＠・（他婆aN，・・ci）両側からはさ

　み込む。かみ合わせる。はさんでくわえる

　ようにさせる。

kwaa；sjuN①（擢茎；saN，”ci）e食わせる。

　kwa5u耳（食う。kanUNの卑語）の使役

　彩。（家蜜。こじき・けんか相手などに）

　食わせる。◎くらわす。こうむら航る。bagi

　～．罰をくらわす。　tiizikuN～．鉄拳を

　くらわす。

kwaa＝sjuN①（他＝saN，＝ci）くり出す。く

　り出して先へ送る。また，手送りにしてよ

　こす。投げたり，地をころがしたりせず

　に，間にいる人の季を経て，よこす。’UU

　～．紙だこのひもをくり出す。1〈umaNkai

　l〈waasee．手づたいに，こっちへよこせ。

kwabli＝．iuN①（自＝「aN，”ti）華美にする。

　ぜいたくにする。

kwaeiksvaci①（翻）ぷんぷん。大いに立腹

　するさま。

kwacmu①（名）短気。せっかち。　f火急」に

　対癒するものか。～na　MUN．せ’つかちな

　者。

kwaguN⑨①（名）過言。言い過ぎ。無礼な

　ことば。

kwahuuQ）（名）果報。幸運（にめぐり合う

　こと）。単にhUUともい5。～nu？aN．

　運がよい。～na　MUN．果報者。

kwahwii①（名）〔文〕威職。

kwa憲麺磁）（他＝aN，”ti）0食う。1〈anUN

　（食べる）の卑語。（動物・こじき・けんか

　栢手などが）食：う。◎ばくちなどで，利益

　を得る。kwaarijuN．’イ．食われる。ロ．

　ばくちなどで，負けて金贔を取られる。⑭

　（接尾）…しゃがる。？ic圭kwajUN　（行きや

　がる），ciikwee（来やがれ），　tuikweewa

　（取りやがれ）など。

kwamuei⑨（名）科料。罰金。昔はむちを

　用いたのでいう。kwasiNと局じ。

kwanaNen（名）火難。火事の災難。

駄wa潤⑨（名）嘗。～nu　kutu。おおやけの

　こと。政瘤に属すること。

kw晒一（接頭）巻。　kwaNn・u？ie圭（巻の一一

　第一巻）など。

一kwaN（接尾）巻。書籍を数える接躍辞。

　？iQl〈waN（一巻）など。

亜w＆N（接種）貫。古くは銭1000文。虜治

　以後は2銭を1貫（？iQkwaN）とした。

　hj3眺waN（100貫。2円），　siNgwaN

　（1000貫。20円）など。盛N（銭）の項参

　照。

kwa殴haku①（名）棺箱。棺桶。首里では忌

　んでtakaramuNともいう。

kwats’gwaaraasjaN⑨（形）子供に甘い。畜

　愛している。

監w認｝xwaa⑨（名）早晩。標準中岡語。中麟

　へ留学する婚合や，役人として派遣される

揚合にそなえて，ハイカラな青隼逮が勉強

　した。

駄wa醜w酬①（副）上品で威厳のあるさま。．

　中年以上の男の，ゆったりとして立派なこ

　と，福福しいことなどをL’・う。？UNci～、

　頽が立派で威厳のあること。？UNei～tu

　hwiz玉j3　tada瓢i曝zi．お顔1まご立派で，

　ひげはたった三二（歌の文句。ひげの少な

　いのをあざけったもの）。

kwaN㎜uei⑨（名）県費。留学・旅行などの

　費用を官側がもっこと。

kwaNniN⑪（名）宮人。役人。「高給をとり，

　美しく着飾った，一般人のあこがれの的で

　あるお役人」といった語感がある。kwa－

　NniNでもないくせに，着飾っている著と

　いう意味で，turaNl｛waNRiN（取らぬ官

　入）という語がある。

kwaNi］uN⑪（名）観音。　kwaN捻UNdooに

　ある千手観音をいう。旅に出る時に必ず参

　拝した。

ikwaNnuNciku⑨（名）観音竹。獲に栽培さ

　れる倭小な竹で，幹の高さ5Gセンチ内外。

　八重山の観音山の原塵なのでこの名がある

　という説がある。
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kweena

kwaNnuNdooas・（名）観音堂。首里から那

　覇へのtii　llにある。

kwaNsiN（D（名）［冠船］’？ukwaNsiNと岡

　じ。

kwaNsoo＠（名）かんぞ5（萱草）。わすれ

　ぐさ。花・葉。白い茎は食用となり，不眠

　症にきく。

kwaNtUl①（名）広東。広弼。

ksyaNtu？U“i⑪（名）すいか。広東瓜の意か。

kwaNgimiew（名）〔新〕かんづめ。

kwaQeii＠（名）ごちそう。「活誹」に対応

　する語か。～sjabira．こちそ5になりま

　す。～sjabitaN・ごちそうさまでした。

kwaQciikwaQe叢⑪（名）おいしいおいしい。

　おいしい意腺のノ1、児語。

kwaQkwa・sjuNan（他＝saN，＝ci）隠す。

kwaQkwigutu＠（名）隠しごと。密事。秘

　密。

kwaQksvi＝jUN⑨　（虚　；raN，＝ti）（∋隠れる。

　◎雨宿りする。kwagkwirasju凡イ．カ｝く

　ま5。人を隠れさせる。ロ。雨宿りさせる。

kwa曾kw呈㎜ガa⑩（名）逃げ隠れること。隠

　れ圏ること。

kwa曼kw玄認ooreeぴ（名）kwaQkwiNtoo一一

　ruuと応じ。

kwaQkw三Ntooruu⑰（名）隠れんぼ。その
　時の用語は，七〇〇玉．（も『｝x、L、カ、L、），toO剛

　ru．（もういいよ），？aaguuru．（鬼が隠

　れた者を見つけ出せない時にいう。隆参）

　など。～sjUN・

kwarakwara①（副）かんかん。田が強く照

　りつけるさま。撫da～tiPUN，厩がかん

　かん照る。

kwasi⑨（名）kwaasiと岡じ。

kwasija⑰（名）kw餓si5aεしと論じ。

kwasiN⑨（名）科料。罰金。科銭の意。1〈wa一

　】mueiともいう。～hak瘡UN．罰金を課
　する。

ikwasiuuzi⑪（名）甘蘇の一種。製糖罵の営

　薦に似てレるが，茎が太く汁が匿い。製糖

　用にせず，盆に霊前に供えるのに使5。

kwasOO⑨（名）〔暫〕火i葬。

kwasooba⑰（名）噺〕火葬場。

kwatakwata①（副）ぐつぐつ。ものの煮え

　たつ音。gwatagwataともい5。

kwa磁①（名）道楽者。放蕩者。

kw3zゆ（名）火事。

kwazimiimee⑨（名）kwazimimeeと問じ。

kwaz董mimee⑰（名）火事見舞い。

kwee③（名）こえ。こやし。肥料。

kwee⑨（名）桑江。《鋤参照。

kwee①（名）鍬。

kweebutaa⑨（名）でぶ。肥大漢。　kwee－

　taa，　kweetuuともいう。

kweebuu①（名）食：にありつく果報。～nu

　？aN．食：にありつく果報がある。こちそ5

　の席に不意に来訪した入などをいうゲbUU

　〈huu（栗報，幸運）。

kweeei⑨（名）病気が全映：すること。「快気」

　に短応ずる。　　　　　　、

kweeei2ulwee⑨（名）kweeei？ujuwaeと

　同じ。

kweecRujuwee③（名）｛央気祝い。全快祝

　い。

kweedoori①（名）食い倒れ。美食をして財

　産を失うこと。s5uiNcoo　ciiδOdri，　naa－

　hwaNe．oo　一v，　tumaiNeoo　sildooi’i．　ts

　難の人は着倒れ，那覇の人は食：い倒れ，濾

　の入は働き倒れQ

kweegweetuCO（副）でっぷり。太っている

　さま。～勇00N．でっぷりと太っている。

kweehoori；③（名）θ食＝い散らすご二と。食

　い荒らすこと。◎財薩などの浪費。

kwee＝jZZNan（自；raN，＝ti）e（体1が）太る。

　O（土地）が肥える。

kweekuci①⑨（名）食：費。食いぶち。～

　？ucikiree。食：費を出せ。

kweemuN①（名）食：いもの。食物。

kweena＠（名）［こゑにや・くわいにや］歌

　謡の一種。旅人の平安を祈るために，留守

349



kweeniibuu

　i家族。親類の女たちが集iまって歌う長い歌。

　旅i歌と訳されることがある。　？uhugugei－

　kugweena，？uriziNgweenaなどがある。

　？umuigweena　といって，昔は祭式など

　の折に歌われた。？umuiは「おもろ」の

　意。

kweeniibUtt⑪（名）肥びしゃく。

kweetaa⑨（名）太った者。でぶ。　kweetuu，

　kweebutaaともいう◎

kweeta「Nda⑨　？ueuN⑪（句）　まるまると

　太っている。ぶくぶく太っている。・・taNda

　は「たぶら」に欝応ずる。？ucUN（打つ）

　には蒋に意味はない。

kweelee⑨（名）懐胎。妊娠。～sjoON．妊

　亡している。

kweeleo＝s．iUN①（飽＝saN，　aci）食い倒す。

　（財塵などを）食いつぶす。

kweetuu〈①（名）kweetaaの愛称。でぶ。

　でぶちん。

kweeuukii⑥（名）肥桶。肥たご。

駄weeziraa④（名）穀つぶし。食ってばかり

　いるなまけ者。

kweezirimuN①（名）kweeziraaと固じ。

kweNkwe廻①（副）∈）ゆらゆら。ちゃぶちゃ

　ぷ。運ぶ桶の水などがゆれるさま。◎びっ

　こを引くさま。guuni～．びっこを引き

　引き。

Xwii⑨（名）くい。地中に打ちこむ棒材。～

　？ueUN．　くいを打つ。

kwiias（名）e声。～tatijUN．声を立
　てる。O消息。次のよ5に乏いる。～

　ciCUN．消息を牽く。安否を尋ねる。その

　敬語は？UNeuu’uganUN。’waagaN～

　cic磁aNd三？UNnjuk：i鍼kwiri．わたしか

　らもようしくと謬っていたと申し上げてく

　れ。？UNzunu～eicabiitεしN．あなたに

　よろしくとのことでした。

kwi量①（名）戸棚。たんす代わりに着物など

　を入れるためのもので，中に棚があり，戸

　を取り付けてある。作り付けのもの（S2gi一一

　kigwii）と持ち運びできるものとあり，上

　を仏壇にしたものが多い。

kwiieaa＝juN⑨（自＝ra“T，＝ti）強くかみ合

　5。（戸などが）かたくしまる。hasirunu

　kwiica就i？akaN．戸が強くしまって慶1

　かない。

kwileaa＝sjuN⑨（他＝saN，⊇ci）e（歯を〉

　強くかみ合わせる。くいしばる。θ（戸な

　どを）強くしめる。強くかみ合わせる。

髭w最9旗C職飛⑨（他zkaN，＝ei）食：いつく。か

　みつく。kwiigikijuNともい5。

翫wiiei＝juN＠（lig　＝raN，　＝QCi）食：い切る。

　噛み切る。

kWiiei＝juN①（他＝raN，　・Qci）密…財する◎味

　櫓を似る時や潰げ物をする時などに，空気

　がはいらないように密封する。

kwiigiki＝jupa⑰　 （地　＝raN，　＝Qci）　食N、つ　く　o

　かみつく。かじりつく。

kw’iigaa｛⑥（名）声変わり。

kw叢雪双駕④（他＝raN，”ti）越える。　has圭

　～．驕を越える。’NNZU～・溝を越える。

　？ujanu？wiikara～・親の言うことを鞠

　力、ない。親を何とも思わないQ

kwiikaraa＠（名）声がかれること。また，

　かれた声。しわがれ声。また，しわがれ声

　の者。

監w簸k腿ci⑨（名）（きせるなどの）吸いQ。

kwii㎜亘cl＝juN①（他＝「aN・＝ti）隣めきる。

　（雨戸などを）すっかりしめる。

kwiimuuku⑨（名）乞婿。娘の婿になって

　くれと所望すること。また，その婿。

kwiinu＝zuN⑪（他＝gaN，＝zi）吸い出す。

　吸い卑しごうやくがうみを吸い出す揚露な

　どをい5。

kWi量r撫w三iri⑨（副）きしきし。ぎいぎい。

　車など，物のきしむ音。～sjUN．ぎいぎ

　い・5。

巌wiiwa＝jtw’＠（弛＝raN，＝ti）（黒砂糠。整

　い菓子などを）かんで潜る。

kwXzik蓋＝juN①（自＝raN，”ti）eしっかり
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kwijuN

　乏せおう。？uhwa～．しっかりとおんぶ

　する。㊤しょい込む。…からのが勉られ

　ない。’jaN搬ee～．病気をしょい込む。

　hwiNSUU～・貧乏からのがれられない。

kwii4ukui⑪（名）こわづくり。ことさらに

　せきばらいなどして，そこに入がいること

　を知らせること。～sjUN。

kwi＝juNG）　（他＝raN，＝ti）　くれる。与え

る。やる。また，（…して）やる。（…し

て）くれる。敬語はkwi痴脚eN（下さ

る），さらにその上は？utabi搬埠eeN（賜

わる）。　また，？u萄ag｛jUN（さしあげる）。

？ariNkai　sjumugi　tiigi　kwirana．彼に

本を一冊・やろ弓。？uree，waNniNkai

kwiri．それはわたしにくれ。？aNsi　kwi－

miseebiree．’そうして下さいませ。
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？ma

？meNseeN①（自・不規貝iJ）いらっしゃる。

　おいでになる。いる・行く・来るの敬語。

　同等および匿上に対胸して用いる。？imee－

　Nよりも丁寧であり，さらに丁寧には

　？i瓢eN罪eNとなる。　meNseeNという平

民的発音もある。s浪siiau？meNsjoo－

COON．先生がいらしている。？meNeeebi－

ree．いらっしゃいませ。　kumaNkai？m－

eNS500ree．こちらへいらっしゃい。
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髄

ma一（接頭）θ士族以上の男女の童名（，wa－

　rabinaa）にっける美称の接頭辞。　maja－

　matuu〔奥山戸］（Vjamatuuという男の

　名を敬っていったもの），madamagii［爽

　玉津］（女の名），masaNdUU［真≡i郎］

　（男の名）など。㊥真。輿の・純粋のなどの

　意を表わす。mahwiru（奥匿），　majuna－

　ka（翼夜：中）。　maa一となることもある。

　maaziN（真きび。　toonuciNに穀する）

　など。

maa⑪（名）0どこ。～kai？icuga・どこ

　へ行くか。～ka玉ga．どちらへ（歩いて行

　く人へのあいさつ）。一・nu’warabiga・

　どこの子供か。～nu　maNgura・どの辺。

　～nu　hwiN．どの辺。～haiga・どれほ

　どよいかわからぬ（卑語）。　hai一くhajUN。

　sibai　’NNdazijaka，　？uQsaga　sisi　ka－

　mee～haiga．芝居を見るより，それだ

　け肉を食：つた方がどれだけいいか知れな

　い。◎どなた。だれ（taa）の敬語。～？u－

　5a恥eeb呈稔a。どなたでいらっしゃいます

　か。

一maa（接尾）密にある意の接尾辞。　kiimaa

　（毛深いこと，毛深い人）。

maa2aNda①（名）種油。菜種油。

maa§董⑨（名）松。

maag圭ba禽⑨（名）松葉。面積の狭いもの

　のたとえとなる。Q¢unu蹴asakee～niN

　giginUN．人の情は松葉にも包む。情は物

　の騒で計ることができない意。

maagikasaa⑪（名）松かさ。榔ぽっくり。

maaginu？arvda⑰（名）松やに。松の幹から

　出る脂。

maagua⑨（名）松林。松原。

maadaO（副）まだ。いまだ。　naadaとも

　いう。～see　neeN．まだしてない。

maaduee（名）前（に）。…にならないうち

　（に）。…する前（に）。，juubaNnu～nu

　kutu．夕飯にならない溺のこと。’N蔦a短

　kwiirU～，？azi　Qsi’NNdee．皆にあげ

　る渤に味見をしてみろ。

maagamaagaa⑨（副）どこだどこだと。あ

　わてて捜し回るさま。～sjUN。

maagana①（名）どこか。～kai？iCUN。

　どこかに行く。～kai？童eumL　どこかに

　行くのか。道などで目下に会ったときのあ

　、、さつ。　～tiglaro◎nakai　？a毛aNdi　？jurlユ

　hanasi．どことかいうところにあったと

　いう話。

maaguO（名）藁製のかご。女の下着・く

　ず物・布切れなどを入れる。

maagUU⑨（名）しわの寄った物。しわの

　寄った人。〈搬agujUN。

maaguuhwiiguu⑨G劉）L，わくちゃ。しわ

　だらけ。maguihwiguiともいう。～sj　o－

　ON．しわだらけである。

maagUUIira⑨（名）しわだらけの顔。

maahaNdaa⑨（名）どれにも合わないもの。

　使いものにならないもの。無用の長物。人

　についてもい5。役立たず。

maahwanaeaa＠（副）擁向け。～keeri－
　jUN．仰向けにひっくりかえる。～naもOO－

　N・仰向げになっている。

maahwaRacaa？wiizi⑨（名）背泳。背泳ぎ。

　niNzaa？wi三ziともい5。

maahwiN⑨（名）どの辺。　maanu　hwiN

　ともいう。～ga．どの辺か。

maa？isjaa⑨（名）黒色の堅い石。村の青年

　達がsasi？isi（力だめしの石）にする。

maai⑪（名）まり。手まり。　suutiigibu－

　kui（そてつの芯にある綿のようなもの）を

　中にして丸め，色糸で模様をつけて作る。
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～？ueUN．まりをつく。

maai①e（名）回り。回ること。また，周

　覇（maaru）。◎（接尾）…胤・G・1翼り。

　tamaainu　？uubinu　mimaai　natoosa．

　（やせて）二回りの帯が蓋圓りになったよ。

m繍a油eekUU⑨（名）ある地点へ行くのに友

　右両方に分かれ，早く行き着く競撃。

maainag塁ee⑨（名）まりの投げあい。まり

　投げ。

maai2uueee⑨（名）まりつき。女の子のす

　る遊戯の名。～sjUN・

maa＝jllN①（塵＝raN，＝ti）e幽る。回転

　する。また，（物の周囲を）回る。また，迂

　回する。⑭行き渡る。全部に囲る。㊤すっ

　かり…の窒気，…の状態となる。hwi－

　ZUTukaNzaa～・（火の気または女気がな

　くて）寒寒とする。nacigataa　rnaatoON．

　今・に屯泣きそ5になっている。gaea　maa一

　も00N．やがて（破局が）来ようとしてい

　る。陶器が翻れる寸前にある，人が捕われ

　る’寸前にある，などの俗な書い方。gata

　はmaasigataa（死にそう），？amihui－

　gataa（雨が降りそう）などの接躍辞君a－

　taa（そう）を単語にして使ったもの。

　？aNgutu　hwiQpati　？aQcusiga，　gata

　maatOON　dOO．あれだけ派手にしていた

　が，もう破産しそうになっているぞ。

maajuui量en（名）髪の結い方の一一種。丸

　欝。簡単に丸く結うだけのもの。女・元服

　溺の少隼，三管中，急ぐ時の一時的処置な

　どの結い方。元膿前の士族の少隼のそれに

　は？UsiriiともL・弓。

maaku⑪（名）幕。　makuともい5。

maakuma”aku③（副）eうまそうに。お

　いしそうに。niizamuNdu’ja麟ga～ka－

　nagiisa．まずいものなのに，5まそう

　に食べているよ。㊤いい食：ぺ物を食べるさ

　st．　munoo　一一　kadi　kuNei　gikiri　’joo．

　いいものを食べて体力をつけなさいよ。

maakUQsaCO（名）うんと。たんと。たく

　さん。稽i当の量。あまり上品でない語。

　maakusa　ともし・う。　普通にiま？uhooku

　という。～nu　Qcu．たくさんの入。～？a－

　N・うんとある。

】maakusa①（名）maal〈UQsaと同じ。

maakwaa⑨（名）（∋抽の長い，たけの短い

　中願属の上着。御駕。結びボタンがついて

　いる。中国語「馬掛」の借用語。女用のもの

　はdiNkwaaという。◎＊明治以後，袖の

　長いシャツをも粘った。

maamadiN①（副）どこまでも。あくまで
　も。

maami⑰（名）e豆。普通は大豆をい5。

　◎腎臓。形が似ているのでいう。

maam｛gaa⑨（名）登の皮。大豆の皮。

maamigaNO（名）あずきで作った羊蘂。

maamigaraaOP（名）夏のから。大篁のか

　ら。大豆の実を取り虫つたあとの枝や茎。

maamina⑪（名）もやし。豆のもやし。？00－

　maamiiで作る。

maaminacaNPupuu⑩（名）料理名。もや
　しの響いため。

maaminakttuem（名）きなこ。大豆を妙っ

　て粉にしたもの。

maamxxsubii③（名）真学び。こま結び。玉

　結び。

maamutiiem（名）どの方向。どの方角。～一

　Nkai’Nkaasjuga．どの方角へ向けるか。

maaniew（名）植物名。くろつぐ。高さは3

　メーートルくらいになり，葉。茎ともに長

　い。若芽は食：粥になり，幹の繊維は綱の材

　麟となる。茎を子供が刀のお～もちやにす

　る。

maaanu⑪e（連体）どこの。　maaの項参
　照。◎（感）なんの。とんでもない。‘‘ku一一

　nu　saraa　？jaaga　’watara　’jaa．”　“一v，

　，waNnee　sa滋N　saNdee7，「この皿はおま

　えが鶴つたろうね。jrとんでもない，わ

　たしはさわりもしないよ。」

maaNkwiiNoo（副）　どこもかも。　どこもか
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　しこも。～niCOON．どこ毒かも似ている。

maa？oohwaa⑨（名）植物名。のげ・し。は

　るののげし。けしあざみ。野生：の草だが，

　野菜の代用になる。

maarikaa⑨（名）どの辺。

maaru①（名）（∋纏り。周囲。　maaiとも

　いう。，jaanu～．家の周囲。　O番。順番。

　，waamaaru．わたしの番。

maarxxu①（名）顯番に回ること。順番制。

　？weekee～．富は顯ぐりに回って来るも

　の。

maaruugurusi⑪（名）袋だたき。大勢で

　一人をなぐること。

maasamuN⑨（名）うまいもの。おいしい

　食べ物。

maasaN⑪（形）うまい。おいしい。女は了

　寧には　？UNsiraasjaN　　とし・う。

maasigataaan（名）死にそう。死にかかっ

　ていること。瀕死。siRigataaは主とし

　て動物についていう。～nu　Qcu・死にそ

　5な入。～najuru　hudu，utatQotaN．

　死にそ5なほど疲れていた。

maasjuo（名）塩。食塩。

maasjumigi③（名）塩水。はらい清める時

　に使う。葬式の掃りなどに戸口で塩水をふ

　りかけてから中にはいる。

maa＝sjuN①（他＝saN，＝ei）回す。園転さ

　せる。また，次から次へ回す。ただし

　maasjUN（死ぬ）の語感をさけるため，

　migm’asjuNを多く使う。

maa＝sjuN①（自。不翻印の死ぬ。なくな

　る。sinUNよりも丁寧な語で，　S短UNは

　多く動物についてい5。

maasjutacaa③（名）塩たき。製塩。　製塩藍

　のため海水を煮つめること。また，塩をた

　く人。製塩業者。～9・jUN・堪たきをす

　る。

瓢aasju？痴aa⑨（名）塩売り。隊商入。多

　く泊の前務の女が売り歩いた。

maatagaataa⑨（名）溝草。股肩の意。那

　覇ではbuututukwaaNという。

maataku⑨（名）竹の一種。だいさんちく。

　りょくちく。高さ10メートル近くにもな

　る最も普通の竹。たけのこは食：屠，幹は

　竿・建築用材などにする。

maanmaa”芙@（副）にやあにやあ。猫の鳴

　き声。

maauu⑨（名）猫のノ」、児語。

maauu①（名）まお（真苧）。からむし。麻

　の一種。夏物の上等の麻衣にする。

maaxa⑨（名）真喜屋。《地））参照。

maazaa⑪（名）あばた。痘痕。また，あ

　ばたのある人。中閣語から来たものか。

　curagasa　kakati～natooN．天然痙に
　かかってあばたになっている。

鵬a銘量⑨（名）真似志。《地》参照。

㎜aazi①（名）赤土質の土壌。

一maaziCO（接尾）⊂真地］王の使用する馬揚

　の意か。teeramaazi（平良勲爵），　sic圭na－

　maazi（識名馬揚）の二か所がある。

maazimu①（名）mazirnuと同じ。

maazinuhwi’ra⑨（名）翼鵜志之平等。《地〉）

　参照。

rnaaziN①（名）黍。きみ。

mabul⑨（名）魂。霊魂。生きている人の

　魂をいう。死者のi霊はtamas　iiという。

　～nu，NkatOOもeesa．魂が向2｝tlっていたの

　だ。噂している人が来た揚餅にいう。嚇を

　すれば影。～nug圭jUN．たまげる。暗い

　て魂がぬける。～nugasjUNともい5。

磁心魔⑩（名）摩文仁。《地》参照。

mabuigumi⑨（名）魂をこめることの意。

　mabui？utiをして入の体から離れた魂を

　ふたたび体にこめること。また，そのため

　の祈願。ごちそうと聴入の着物を，魂が落

　ちた土筆へ持って行き，その着物の中に魂

　を招き入れて持って帰り，本入にごちそ

　うを食べさせると口占に，その着物を着せ

　る。ごちそうの膳には小石三寸を旧き，茶
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　碗に一杯水を罵捜して，ごちそうを食：べる

覇に，mabujaa　mabujaa？uuti　kuu
’jOO，？uhumee’jatumee　kw圭rパ」＆a．

　（魂，魂，ついて来い。大きな大きなめし

　をやるぞ）と書って，その水（？ubiiとい

　う）をひたいに抱で三度つける。
　　　　　　　　　　タ
mabui2uti⑥（名）魂が抜ける病気。魂が

　体から抜け落ちること。怪しい物を見た

　り，転んで驚いたりした時などに起き

　る。病気のよ5に元気がなくなり，衰弱し

　て，ほうっておくと死に至ることもあると

　いうので，mabuigumiをして元にもど
　す。

mabuiwakasi＠（名）e生きている入の魂

　と死んだ人の魂とがいっしょに遊んだりす

　ると（多く子供にある），生きた人の魂が

　あの櫃：に連れ去られることがあるというの

　で，それらの魂を引き分けるために祈薦を

　行なう。その黒血をい弓。◎人の死後隣十

　：九段の夜に，死んだ人の魂と家族の魂とを

　引き分けるために，担綴（孫女）を呼んで

　行なう物産。その鼠戸を行なうことを’ju－

　Nnuju£a’圭s圭jUNともいう。

mahujaa⑲（名）maabuiと醐じ。

搬曲鱒餓麗⑨（名）子僕の着物の背に付け

　る飾り。秀とは七＆の糸で房を作って付げ

　たが，のちには布切れでハート型を作って

　付けるようになった。

maeaa＝sjuNCO（他＝saN，＝ei）取り巻く。

　たかる。群れ集まる。kibusinu～・煙が

　取り巻く。

maci⑪（名）市（いち）。商最の種類によっ

　て，huruzimaci（郎等市），？ijumac圭（魚

　市），tuimaci（鶏の市），？waagwaamaei

　〈豚の子の市），？Nmumaei（さつまいも

　の市），？waas3aamaci（肉帯），　gibuja－

　maei（瀬戸物帯）などがあり，　季節に

　よってb殺Nmae呈（盆市），　siwaasimaci

　（締走市），　i　joogwagimaci（正月辮）など

　がある。～ka圭？ieUN．市へ（発りにまた

　は歌いに）行く。単に市場へ行く意では

　rnaeinumeekai？ieUNとL・ら。

maci①（名）eつむじ。また，そのほか人・

　馬などの毛のうず。つむじは一つあるもの

　（綴gimacaa）より，：二つあるもの（taa－

　gimaeaa）の底力㍉一一・paあるものとされ，

　男の子は喜ぶ。◎相撲の手の名。首投げ。

　相手の首に手を巻いて倒す手。～？UCUN・

　相手をあおむけにたたきつける。

maei？aka＝sju”N⑪　（他＝saN，＝ci）〔文〕

　待ち明かす。待って夜を明かす。

maagibaraNen（名）magiraN　と岡じ。

macibata⑩（名）θ市揚のほとり。市のそ

　ば。㊤着里では町名となった。町端。（〈pa））

　参照。macibataNcunu　nidujuubaN．町

　蠕の人の二度夕飯。町端の人は’jusaNdi・・

　maci（脊市）に上等の魚が譲ると，夕飯

　をすましたあとでも，また魚を買って二度

　屯夕飯を食べたという。

magitSui①（名）男女の離れられない開係。

　まつわりつきの意。

ZZiaglhu＝juNG）（霞＝raN，”ti）0からみ

　つく。巻きつく。◎（子が母に）まつわり

　つく。つきまとう。また，（男女が）から

　み合う。

mac隻㈱⑨（名）機の付属具の名。おまき。

　ちきり。経糸を巻く芯にするもの。

magldiaN⑪（名）MagiraNと同じ。
magigaa⑰（名）松jSl。（（　pa　））参照。

maciga＝juN＠（他＝raN，”毛i）e閻違う。

　rnacigeejUNともいうが，　macigeejUN

　は那覇語か。◎あやまつ。道義にそむく。

血醗。董ganee⑨（名）市揚油馬料。市に使う

　土地の使用料。

mae量gas皇ra⑪（名）市の商最の筆頭。市で

　一番立派な最。たとえば当外の出るころ，

　市で一一・ig大きく一番値段の高い西瓜。

rnacigee⑨（名）閲違い。七夕。失敗。～・

　ごめんなさい。失礼。人の足を踏んだ時な

　どに月下にいう。図上には～deebiru．

356



m縦doOC膿

　（ごめん下さいませ。央細いたしました。）

　という。

macigeegutu⑨（名）（道徳的に）間違った

　こと。

macigee　：juN⑪（他”raN，＝ti）間違える。

　maclgajUNともいう。その項参照。

magigi⑪（名）まつ毛。　kixamaa撚iiju曝一

　ga　magigee　miiraN．慶良圏昂1ま見える

　が，まつ毛は見えない。灯台もと晒し。

　また，自分の非は見えにくい。’

macihoO＝ju”N⑨（他＝raN，＝ti）まき散ら

　す。

maeija①（名）㊦店。商店。店舗をかまえ

　て売る店。O（接躍）…店。…膣。　kumi－

　macija（繊麗），捻bakumaei3a（煙草店），

　？asizamacija（はき物店），　sjumugima－

　cija（書店）など。

macijagwaa⑥（名）小店。4・さい店。

mag呈jani⑪（名）松やに。　maaginu？aNda

　と岡じ。

magi・juNCO（他＝ra凡＝ti）（祖先。死んだ

　入を）理る。

magikazi⑨（名）菓子の名。松風。米の粉

　に砂糖を加え，S｝Z　tcく延ばして結んだも

　の。胡麻などを入れて風味をよくする。主

　として祝賀用。

m。fteimaai⑰（名）町回り。芝居の三春が総

　鵬で人力車に乗り，広告して圖ること。

斑ac藍・nudui⑨（名）市揚婦り。首里・那覇

　などの市に売りに出て，あるいは何か貿っ

　ての帰り。

n・agi㎜utu⑨（名）松本。〈（地〉）参照。

㎜ac楓ageesa⑪（名）待ちどおしいこと。

　hjakuse　narumadija　maeinagesa　？a－

　munu，　hanazakari？ueini　mataN　’uga－

　ma．〔欝歳なるまでや　待ち長さあもの

　花盛うちに　またも拝ま〕あの世まで待つ

　のは待ち遠しいから，若いうちにまたお会

　いしましょう。

macina臓⑨（名）母港。《地》参照。

maaginuhwa⑨（名）〔文〕松葉。函積が狭い

　もののたとえとなる。hutari，jaru？we－

　daja　一vni　sudaci，　namaja　basjunu－

　hwaN？ibaku　natosa．［二人やる間や

　松の葉に育ち　今や芭蕉の葉も　いばくな

　とさコ失婦二人の閻は松葉のように狭い家

　に育ち，子孫がふえた今では芭蕉の葉のよ

　うな広い家も狭くなった。

macinumee⑪（名）市揚。市（maci）のあ

　る所。

mag藍蝋N⑨（名）植物名。風蘭。松。赤宋

　（？akagi）などに寄生する蕗科の常緑草

　本。葉は細長く，花は黄または白で香気が

　ある。magidaN，　maglbaraNともいう。

m畷馬引①（名）まつり。短先の祭灘。

m轟。；s韮⑪（名）牧志。（（地）〉参照。

maeisooz蓋⑨（名）市（maei）の掃除。

maeisoozii⑨（名）帯揚掃除人。

maci？uk董＝ju”N①（他・・raN，就i）待ち受：

　ける。待ちかまえる。

maciwamaco（名）巻藁。唐手の練習のため，

　短い柱に藁を巻きつけたもの。こぶしで突

　く練習をするためのもの。

ma＝ettNO）　（他　＝taN，　＝（lei）　ぞ寺つ。　macu－

　ganaasi　maQciN　l〈UUNtaN．待てるだけ

　待っても来なかった。

㎜a＝euN⑨（億＝kaN，＝ei）蒔く。播種する。

ma庸CUN④（他＝kaN，＝ci）巻く。うずを巻

　く。また，円筒形に巻く。

】madaNbas董①（名）真玉橋。〈（地））参照。

一㎜aC”’di（助）まで。到達点（揚所・時闘な

　ど）を示す。1〈uma～kuuwa．ここまで

　来い。koOgU　magajuru～？iciCOON．

　腰が曲がるまで生きている。？ariga　euu－

　ru～maQcookee．彼が来るまで待ってい
　ろ。

高≠р奄堰i接尾）央って惑う意を表わす接尾

　辞。？ujamadi重（親を失うこと），　’jaamadii

　（家を失うこと），？iicimadii（窒愚）など。

m我δoo冨cu駕⑨（自＝kaN，朧ci）e（かたつ
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　いて）あき間ができる。O（仕寧がかたつ

　いて）暇になる。madooeoomi．畷か。

madooki＝jUN⑪（他＝raN，”ti）㊦（整理し

　て）あき問を作る。◎（仕事をかたづけて）

　畷を作る。tiigi　tiigi　madookiti　hwima

　nataN．一つ一つかたづけて曜になった。

madu⑨（名）θあき闘。すき間。すいてい

　る空間。◎すいている時閲。仕事のあいま。

　すき。暇。～’jami・畷か。～’jaraa，

　？icutaa　tanuma．暇だったらちょっと頼

　もう。㊤人の見ないすき。kuhwadisanu

　？ugiei　rnadumadudu　tljuru，　’jusumi　一一

　hakati　sinudi？imori．こくはでさのお

　月　まどまどど照ゆる与際涯まどはかて

　しのでいまうれ〕kuhwad2isi（櫨物名）

　を通して照る月の光はあちこちしか照ら

　ない。他人の蟹にもすきがあるから，す

　きをぬすんで忍んでいらっしゃい。⑭平

　素。平生。不断。ふつ5の時。？asibま一

　busja　？atiN　一vni　？asibarimi，　sjujuiti－

　Nzanasi？uiwe’jakutu．［遊びぼしやあ

　ても　まどに遊ばれめ　首塁天加那志　御

　祝やこと〕歌ったり踊ったりして遊びたく

　ても，不断は遊べよ5か。きょうは国王様

　のお祝いだからこうして楽しく遊べる。

　～nu　，jura擁jaajε㌧　？a寧ib圭？三eunasa。　不

　断なまけている考は，遊びの時になるとか

　えって忙しい。

rnadumadu⑨（名）e暇暇（に）。暇を見て。

　tuisigutunu　・vja　hanaRu　？iru？iru　gu－

　kuti　ltagami，　mata　？uta一？gdee　’judi

　kuraci’u3abi嚢aN．ことり仕：事のまどま

　どや　花の色々作て眺め　又歌もだいよで

　暮ち居やべいたん（花売之縁）3仕事の畷

　蝦にはいろいろの花を作って眺め，また

　歌などをよんで暮らしていました。～du

．najusa．暇蝦にしかできない。◎すき卸す

　き閣。maduの例文参照。

madunaNka⑨（名）死後七臼昌ごとに照十

　九Bまで密な5法事のうち，haginaNka

　（初なのか），minaNka（三なのか），　saN－

　ZUUgURici（五なのか），　S圭NzuukU撮ci（四

　十九臼）以外の臼。間のなのかの意。ma－

　dunaNkaの法事は近親のみで軽く営む。

madu孤田mヨN⑨（名）間食o

magai①（名）e轡曲（したもの）。◎湾。

maga量駆¢…⑪（名）醗がり撮。臨がり角。

inagaihwi”gui⑪（副）曲弾｛りくねったさま。

　くねくね。

magajaa⑰（名）曲がり道。道路の大きく

　醜がっているところ。おお曲がり。

magajaahw入隅jaa⑪（副）曲がりくねった

　さま。くねくね。

maga＝juN①（自＝raN，＝ti）e曲がる。

　◎かがむ。屈する。㊧屈服する。屈従する。

　？ucinaaNeu　’」’atiN　namaa　magatee

　’uraN　doo．沖縄人だってもう屈従しては

　いないそ。⑲道理にはずれる。心がねじけ

　る。

magara⑨（名）［石刷］血縁関係（のある

　者）。続きあい。親類。～nu’umi．血縁

　の港がいるか。caaru～ga。どんなつな

　がりか。

magaruuhwigaruu①（名）曲がりくねった

　もの。また，心のひねくれた者。

magaruukwigitruu③　（名）　magaruuhwi－

　91aruuと償｝じ：。

mnagi①（名）髭（まげ）。男子が頭に結う髭。

　？iQkwaNmagiは髪結い賃が2銭の畿。

magiCO（名）囲げ物。食物を入れる木製の

　丸い容器。

’　mabcrigwii⑲（名）大声。

magii⑰（名）e大きい物。大きい者。9α一

　maaの対。◎相撲の強い者。その出身部

　落の名を冠していう。

㎜agi”juN①（他＝raN，＝ti）懸げる。

magimagiitu①（副）大きく。太く。nu4U－

　mee～mucuru　rnUN・希墓は大きく持
　つべきもの。

mag韮s晒⑨（形）大きい。太いの意でも用い
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　る。？icarll　magisa．言ったことの大きさ

　よ。大言する岩を嘲笑していうことば。

magui＠（名）しわ。

inaguihwi「guian（副）しわくちゃ。しわだ

　らけ。magujaahwigujaa，　maaguuhwii－

　guuなどともいう。

maguikaa⑨（副）しわくちゃ。しわの害っ

　たさま。～sjOOI’U　ciN．　しわくちゃの着

　物。

magui多蒸raev（名）しわくちゃの頗。また，

　ひげのない顔Q

magujaahwigu”jaa＠　（＄ll）　maguihwigui

　と転じ。

magu＝juN⑨（自＝raN，”ti）（皮溝。品物。

　紙などに）しわが隠る。また，しわが寄っ

　て縮まる。

magukuru①（名）〔文〕真心。

maguraa⑨（名）なまくら。刃物・きり・針

　などの刃や先がにぶったもの。

珊Laguraa①（名）magurimUNと局じ。

狙a琶孤r量＝jUN⑨（農＝raN，竃ti）eしわにな

　る。しわくちゃになる。◎（紙のはし・着物

　のえり・：刀先などが）めくれる。（刀が）な

　まる。

maguri＝jUN①（自＝raN，＝ti）道義がなく

　なる。義理をわきまえないQ

magurimuN①（名）義理をわきまえぬ者。

　わからずや。借りた金を返さない者などを

　L、5。maguraaともL・う。

孤ahu①（名）〔文〕真帆。＝二：本マストの船

　で，大きい主要な帆のことか。～hwikiba

　kazija　matumuni？Nmahwigizi．慎帆

　引けば　風やまともに　旧来（上り口説）］

　真帆を引くと風は南々西の順風。

rnahUQkwaCO（名）暑い輿蟹。照りつける

　夏の畳闘。～nu　doocuuj＆｝〈asanu　nee－

　Ndaree　a我raN。暑いまつ字間は傘なしで

　は歩けない。

mahuuco（名）魔法。魔術。

mahwee①（名）真南。　karajagizi　nubutl

　mahwe　’Nl〈ati　miTiba，　simanuradu

　mijuru　sa雛j＆miranu．［瓦蟹つちのぼ

　て　輿南向かて見れば　島の浦ど直ゆる

　里や見らぬ］瓦屋（那覇に近い地名）の丘

　の五に登って真南の方を見ると，村のかげ

　は見えるが，恋入は見えない。

mahwiruco（名）真畳。？akarahwiruと
　もいう。

㎜a蓋①（名）競技の揚合，故障が出て一時中

　止すること。野球などのタイムというのに

　似ている。～sjUN．タイムにする。namaa

　～，ja翼．今はタイムだ。

m貫口囲ka篇sjガN⑪（傭＝saN，＝ci）（くそ

　を）たれ散らす。

majaa⑨（名）猫。上晶にはmajUUとも
　いう。

majaagu”ci⑪（名）猫香。

majaasarigutu⑪（名）魔がさして起こし

　た事。

majaa＝sjuN⑪（他＝saN，　pci）惑わす。魔

　力で人を迷わす。rnajaas　arijUN．惑わさ

　れる。魔がさす。立派な身分の人が欲に鼠

　がくらんで罪を犯した盛合，また，変死の

　縞合などにいう。

majaazikuku⑨（名）みみずく。〈majaa

　（猫）十gikuku（ふくろう）。

maju（①（名）眉。

majug鼓⑨（名）眉毛。

majunaka②（名）真夜中。

ma＝jUN③（他＝raN，”ti）（大便を）する。

　まる。那覇では大小便両方についていう。

　kttSU～．大便をする。くそまる。下層の

　考などが大便するのをいう。首里ではふつ

　うはhuru’i画N（便所にすわる）とい

　い，上流の婦人は？ura　taCUN（嚢に立

　つ）という。

mの臓⑪（名）猫。majaaの上品な語。

makaabutuki⑪（名）nioobutul〈iの：頃参

　照。

makabi⑨　（名）　置旧。　＜＜　Ak）　参照。
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㎜akabi⑪（名）雨露比。（（地））参照。

makai⑪（名）θ飯あるいは汁を盛る椀。

　どんぶり。普通は晦製。虫として労働春，

　農民など下層階級が用いる。青膨茶碗のよ

　5に大きく，すり鉢形をしている。上品に

　はdooguという。㊤（接尾）餓などをma－

　kaiに盛った数を示す。　eumal〈ai（一杯），

　tamakai（二杯）など。上流はCUcawεしN，

　tacawaNと数える。

maka狐ee⑪（名）まかない。食事を提侠す

　ること。また，提供された食事。

makaneejaady（名）軽食堂。

makaNdUNei⑪（名）前壁殿内3　s3u1痴一

　tUNci［首里三殿内］の一つ。　maazinu－

　hwiraこ血目志之平等］の？aNsirari

　［あもしられコのいる神の宮。

㎜a斑①（名）負け。勝負に負けること。ま

　た複合語にhumicimaki（暑さまげ，夏や

　せ），？urusimεしki（うるしにかぶれるこ

　と），ha2i瓢aki（はぜの太にかぶれること）

　など。

mabei？ikftsaco（名）負けいくさ。

maki；juN⑦　　 （自　　 ＝raN，　＝ti）　 （勝負eこ）　 負け

　る。商品の値を引くことは，3a麟滋iju飛，

　hwieUNなどという。

matCu（①（名）幕。　maakuともL・う。

maku①（名）腕白。勇猛な考。乱暴者。ま

　た，大したやつ。穣当な考。有能な者。多

　くは餓鬼大将。乱暴者・喧嘩の逮春な者な

　どをい5が，競争で一等になった三蕎熔学力

　優等で一番になつ．た春などをもい5ことが

　ある。？uumaku，？aNmaku，寧itimak資

　などともいう◎

makubu⑨（名）魚名。鯛に類する上等な

　魚。tamaNとならんで珍重される。

makugaN⑨（名）maQkwagwaNと岡じ。
m誼u搬⑨（名）e誠。誠実。正目。律義。

　～na　MUN．律義者。正直：なお人よし。◎

　真爽。本当。～ka，ja多ieika，，wazimu

　huriburitu　ni4ami　？uduruciRu　’jumi一

　nu　k観kuci．〔誠かや爽かわ肝1まれぼれと

　寝覚め驚きの　夢の心地］本i当のことなの

　だろうか，わたしの心は荘然として，夢か

　らさめて驚いたときの気持ちがする。子を

　失った時の歌。

mamaaan（名）eまま。？Utnu～・そのまま。

　Qkwanu？juru～．子の書5まま。　O通
　lj．　niNziNnu　sjuru　t－v　saaruN　sjuN．

　人間のする通りに猿もする。㊤（接尾）書

　うなりになる意。’utumama（夫の言うな

　り），tuzimama（妻の言うなり）など。

marnaco（名）一緒。共。眺watoo　maa－

　madiN～．子とはどこまでも一緒。？icigu

　・一tumuti　？ikatax’eN　sjasiga．　［一rerk

　まともて　い語らひもしゃすがコー生涯一

　緒になると思って恋毛語ったが。

mama一（接頭）まま（継）。血縁のない親

　子，兄障子嫁の関係を意味する。mama一

　？uja（まま親），　mamaQkwa（まま子），

　mamacoodee（腹ちがいの見弟姉妹）な

　ど。

mamamien（名）｛文〕あずき。元来は豆の

　美称か。目語は？akamaami。？ucima一一

　mitu　i一　’wa？Nmagwanl　kekwaei，　？a－

　geibinanu　ka．参ni　sidaei？Nzira，［打豆

　と真豆我焉小にけ食はち　遊び庭の数

　にすだち鳩ぢら（儲江島の打豆節）］う

　ち豆（豆の種類の名か）と真上をわが愛馬

　に食わせて，馬の競技のたびに藩飾って出

　場しよう。

xnamaQkwaa＝sjuN①（他＝saN，＝ei）ba－

　baQkwaasjuN　e　ma　V　．　mamlQl〈waasjuN

　ともい5。

maamiktt⑨（名）植物名。まみく。くすの

　はかえでの一種。落葉霧毒：太。

mamaEQkwaa＝sjuN¢　（／ig　＝saN，　＝ei）　baba－

　Ql〈waasjUNと同じ。　mamaQkwaasjUN
　ともいう。

ynamai＝zzzN①（他＝gaN，＝zi）とり違える。

　闘違える。？uruku　ti凱ig⑲ku　kacinu一
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hana　rnimura　mimuranu　？aNgwataga

　suxutootl　nunu？uibanasi　？aja　ma－

　miguna，joo　mutu　kaNZUN　doo．［小

　隷豊見城　垣花三村　三村のあんぐわたが

　薦とて布織り話　あやまめぐなよう　元か

　んぢゆんどう（蕪村踊節）］小緑，豊見

　城，垣の花の三つの村の娘たちが5ち撹っ

　て布織り話をしている。話に夢中になって

　縞糸の数をまちがえるなよ。もとがとれな

　くなるぞ。

㎜amui⑰（名）（∋守ること。守り。守護。

　防備。◎（規貝ljなどを）守ること。遵守。

　～nu？arU　Qcu．道徳家。

mamu＝juN（①（他篇rεしN，＝ti）∈）守る。守

　護する。防御する。見守る。◎（規劉など

　を）守る。？ttjanu，jus至9α亡u～．親の教

　副を守る。

mamukoO①（名）真むこう。正面。

n｝amuN①（名）こ真物コ神。または，神の

　霊力のついた記入。

瓢蹴ee⑪寧（副）時には。まれには。～？UN－

　na　kutUN？aN．時にはそんなこと屯あ

　る。

man董⑩（名）まね。模倣。手末にして模倣

　すること。動作表情などのまねはneebiと

　いう。siNsiinu～？ul〈itoON．先生のも

　のを見習って受け取っている。

mani⑰＊　（副）　も　し。　kaN　，siini，～？ariga

　？aN　sju＄ee　caa　sjuga．こ　うした時1こ，

　もし彼がああしたらどうするか。

mani＝euN⑨（他＝kaN，＝ci）こ文〕招く。

　manUCUNともいう。

man三si①（名）真北。北。

manlxci⑨（名）織機の部撮の名。地機で

　hjaa（あぜ糸）を引っ張るために足にかけ

　て引くもの。

manu＝cuN⑨（他；1〈aN，＝ci）〔文〕mani－

　CUNと岡じ。

mant｛iku⑨（名）贋糊。また，まゆね。～

　cieaasjUN。まゆを寄せる。（心配事の時な

　どに）まゆをひそめる。

maNO（名）つむぎ。つむぎ糸で織った絹
　布。

maN①（名）万。多数の意にもなる。

maNburi①（名）首ったけ。まる惚れの意。

maNcaahwi”Neaa③（副）まぜこぜ。ごた

　まぜ。雑多に入り混じったさま。kumitu

　muzitu～・米と麦とまぜとぜ。

maN＝cuN⑨（自＝k鼠N，＝ci）混じる。入り

　混じる。混入する。

maNdaciCO（名）しっかりと抱くこと。抱

　きしめること。

rnaNdamasi①（名）魂全体の意。次の句で

　い5。～nugijUN．びっくり佛天する。

　おったまげる。tamasi　nugijUNを強め
　た俗語。

maNdee①（名）万代。いつまでも。長．い年

　数。

maNaoo＝N⑨（自＝ti）（持続態のみを用い

　る◎また，否定の意では？ikirasaN，　neeN

　などを多く篤いる。）たくさんある。たく

　さんいる。hananu～．花がたくさんある。

　maNdooru　ziN　gikaaNdiN　saN．たくさ

　んある金：を使おうともしない。ziNnu

　maNdooiinee㎜aasamUN　kanUN．金
　がたくさんある時には5まい物を食う。

m姻gura①（名）あたり（辺）。おおよその

　揚所を示す。？anu～．あの辺。　gaQkOO－

　nu～。学校のあたり。Maallll～nakai
　？aga．どの辺にあるか。

xnaNgm’u①㊦（名）ころ。おおよその時を

　示す。？iginu～．いつごろ。　gugwaginu

　～．五月ごろ。O（接尾）ころ。？igimaN－

　guru（いつごろ），　gUN鍔wa¢imaN冨uru

　（五月ごろ），，junakamaNguru（夜中ご

　ろ）など。

maNgwa　＝sjuN①（他＝saN，＝ci）惑わす。

　まぎらわす。搬3Ngwas麹toOR。惑わさ

　れている。？ari　MaNgwaci　turasa．彼を

　惑わしてやろう。
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maNgwiCD（名）うろたえること。気が転倒

　すること。～？UCUN．気が藪倒する。（驚

　きや悲しみで）どうしてよいかわからなく

　なる。

ma！鴨w量剛猛競①（自＝raN，”ti）うろたえ

　る。惑わされる。ど5してよいかわからな

　くなる。

maN？icico（名）万一。

maNki＝juN①（他＝yaN，”ti）（多くのもの

　に少しのものを）混ぜる。混入させる。

maNkUU’sjUU⑥（名）糸満の人たちのこと

　を皮肉にいう語。maMkuu［満子コは糸溝

　（地名）の舅に多い名前。

孤謝maN⑪（名）まんま。飯の小児語。

maNmaru①（名）まん丸。完全な丸。

maNna⑨（名）溝名。《地》参照。

maNRa＝j！IN⑥（他＝raN，＝ti）のろう。他

　に災害のあるように祈る。

maNnakaCO（名）まん中。中央。

maNni：①（名）万人。また，たくさんの人。

maNniN①（名）：万年。また，多くの年月。

maNnu照診（名）回飲み。かまずに飲み込む

　こと。～sjUN．

蜘taNrici⑥（名）万力。家の柱など璽：塗のあ

　るものを持ち上げるのに使う大工遊具。

maNsaaz董⑨（名）つむぎで作ったsaazi

　（ターバンのように頭に巻くもの）。

maNsaku　GA（名）〔文］〔満作］溝作。豊作。

maN§aN⑦（名）［満産］子供が生まれて七

　H目の夜，親類縁者が集まってする祝い。

　うぶたちの祝い。七夜の祝い。

maNtakii①（副）ma（≧takiiと岡じ。

maaNwataNsu＠　（EII）　maNwataziN　t　Fl

　じ。，NSUは。演（着物）の敬語。

maNwataziNpm（名）つむぎで作った礼服。

　maNwataNsuともいう。
maNzaabusi⑪（名）脊の明星。金：星。，jUU一■

　baNmaNZaa（夕飯をうらやむ潜の意）の

　酪。

maNzai⑨（名）こ万歳］eeONdayaaと同

　じ。その項白魚。◎舞踊の名。takadee－

　yamaN多a圭〔高平万歳3（能の望月に似たも

　の）と，jeezinu～［八璽瀬万歳］の二種

　がある。

maN＝zuN⑪（他＝daN，；ti）（∋ほしそうに

　見る。弓ら釦ましそうに見守る。？iNnu

　sisl　rnaNtaNnee．犬が肉をほしそ5に晃

　ているよ5に。◎見守る。miiMaNZuNと

　もいう。

maNzuu⑪（名）まんじゅう。首里では，ja一

　獄a審幣ikum歌Nzuu（由城まんじゅう）が

　学生などに喜ばれ，那覇ではtiNpinu－

　meemaNzuu（天妃志まんじゅう）が子供

　たちに喜ばれた。祭｝把や法事などにはha－

　nagatamaNZuu（花型まんじゅう）が駕

　いられ，普通のまんじゅ5は子供の進級祝

　い，誕生祝いなどにも使われた。

maaNzuui壼⑨（名）パパイア。果実は美味で，

　腎臓病の薬にもなる。

maQeiirua①（副）輿黄色（に）。～sjooru

　hana．真黄色な花。

maaQciirUU⑥（名）輿黄色のもの。

maQgizi①（名）頂上。てっぺん。

maQkaara①（副）輿赤（に）。　～sjoo臓

　hana．　真赤な花。9圭｝’anu　～nati．　顔が

　輿赤になって。

ruaQkaaraa⑨（名）真赤なもの。

maQkoe③（名）植物の名。はりつるまさ

　き。米粒ほどの実がなる灌太で，観賞用と

　して鉢に栽培される。

maQkuttru①（副）真黒（に）。　tiNnu～

　nati？a滅h就aR。空が輿黒1こなって雨

　が踊った。

maQkiiuruu③（名）真黒なもの。

xnaQkwa⑩（名）e就。kiimaQkwa（太就），

　toomaQkwa（唐蕊）などがある。◎土台・

　基礎とするもの。また，手本。kuri～QS圭

　gukuree．これを手本にして作れ。～

　sjUN・イ・就にする。ロ・土台にする。

　ハ．手塞にする。
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rnaQkwabaku⑨（名）e）就の一種。枕箱。

　上面が正方形の箱形の就で，中に引き鐵し

　があり，くしなどを入れる。◎就箱。就を

　入れる箱。

maQkwagwaN⑨（名）枕上。枕もと。　ma－

　kugaNともい5。？agizii（寝た時の足も

　と）の対。

エ澱Qsac韮①（名）まつ先。

maq琴蕪9日置＊（副）まっすぐ。　～sjooru．

　まっすぐな。～na・〔薪？〕まっすぐな。

maQsiiguu⑨＊（名）eまっすぐな物。　O単

　純な人。真正薩な考。

■1・aQS盤ra①（副）莫霞（に）。～saCOON．

　爽白に咲いている。

maQSiiraa①（名）真白なもの。

maQsis圭①（名）赤肉。脂肪のまじってない

　赤身の精肉。masis圭ともいう。

maQtaci⑨（名）そっくり。～niCOON．

　まったくよく似ている。？a（lcijoonu～

　，jaN・歩き方がそっくりだ。～nu・mUN．

　よく似ている考。

maQtakii①（副）全部。まるまる。そっく

　りqmaN毛akiiともいう。～kwitaN・全
　部やった。

：maQtakun⑪（名）紙だこの一種。十字の骨

　に紙を張った，簡単な紙だこ。ma（～taraa

　ともい5。形がこ5もりに似ているので，

　那覇では1｛aabujaaとN・う。

maQtaraa⑪（名）θつばめ。◎maQヒakuu

　と岡じ。

maQteemaa⑨（名）まん丸いもの。

maQeeeN①（副〉まん丸く。まるまると。

　mii～najUN・驚いて蟹がまん丸くな
　るoduunu～　sjoON。　体がまるまると

　太っている。

maQtoobaco（副）まつすく“。一直繊。また，

　正しいさま。～sjOON．まっすぐである。

maQtoobaath（名）θまっすぐなもの。◎

　単純な人。馬鹿正薩な考。

mara⑨（名）陰茎。

mav董①（名）まれ。～ni．まれに。　dUQtu

　～na　kutu・大変まれなこと。

㎜ar三mari①（名）まれ。～na　’kutu，まれ

　なこと。～du，jaru。まれである。まれに

　しかない。

marineeO（連体1）まれな。～muN．まれ

　な物。～QCU．まれな（偉い）人。

mavu①e（名）まる。円。円形。◎（接頭）

　イ・円形のものの意。rnarubUN（丸盆），

　Maru？uziN（：丸い御繕）など。ロ．全体・

　すっかりなどの意。maru？Nzasi（まる出

　し）など。

marubaiG）（名）まる出し。まるあき。陰部

　などを露出すること。

mavubiimaas（名）丸い模様のかすり。

marubuN⑪（名）丸盆ρ丸い盆σ

maruca①（名）まないた。

marueiziNdi（名）まとまった金。大金。

maru＝CUN①（他．＝kaN，＝ei）支配する。

　溝める。国家・家などを統一して采配をふ

　る5。

mavukadaka①（名）まる裸。全裸。

marukeeti⑨（名）まれ（に）。たま（に）。

　～du？aru　kutu．たまにある。たまに

　しかないこと。‘‘meenici？ieumi．”‘‘～du

　？ieuru・”「毎日行くか。」「たまにしか行か

　ない。」～nu　sug撮．たまのおしゃれ。

marumaruutuco（副）すっかり。まるまる。

　一一つ残らず。～，wa寧itLすっかり忘れて。

rnavumi＝juN①（他篇raN，＝ti）e丸める。

　温くする。円形・球形にする。◎他人を意

　のままに従わせる。心服させる。意のまま

　にする。marumiraQtOON．意のままにな

　るe心から儒服している揚合をいい，丸め

　こまれる意ではない。

marumuN⑨（名）［閲の物・澗の者］e紐

　踊り（kumiudui）の凋にはさむ狂言。組

　減りの筋を運ぶ助けをする喜劇風の部分。

　また，それを演ずる役者。その藻分のせり

　ふには口語が用いられる。独立した狂引言
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　はcoogiN　とい5。㊤転じて，おどけ
　者。

maru需丑｛1N①　（自　＝maN，＝di）e（月など

　が）丸くなる。◎まとまる。円溝に治まる。

　gieisirunu　mamui　sidakasanu　mamuN

　mikazi　tlyiwatati　kunija　marurnu．

　［月代の守り　比高さの真物　　美心照り渡

　て　国やまるむ］月代のやしろの守りであ

　る気高い聴入尚髄鞘王は，その姿が照り揮

　いて，麟はよく治まる。尚巴魚蝋の三出藍

　一を歌った歌。

maru2NzasiCO（名）まる繊し。

marUSaN①（形）丸い。円形または球形で
　ある。

maru？uziNas（名）丸謄。丸い御謄。

maruu①（名）丸い物。円形。球形のもの。

m3§a琶agutu⑰（副）案の定。予期の通り。

　はたして。～4ici　natoON・案の定：その

　通りになった。

masai①（名）まさっていること。すぐれて

　いること。masai？uturuL優劣。

masa＝juN①（霞＝raNe＝ti）まさる。すぐ

　れる。masaru？icasa・［文〕入がすぐれ

　ていることを快く愚わないこと。

masakai①（名）真っ盛り。全盛。青年男

　女・花などの全盛時をいう。．

masasjaNan（形）霊験がある。霊験あらた

　かである。masasja？waarniseeN．霊験

　あらたかでいらせられる。

masi①（名）〔文］竹や太で密に作った垣。

　ませ垣。’ju？a｝〈i　sirasiratu　niwanu　ma一一

　si？uci組g三」耳k蹴宝ti　saeuru　haRanu

　curasa・［夜明しらしらと　庭のませ内

　に　露かみて咲きゆる　花の清らさ］夜

　が白々と明けるころ，庭のませ壇の中に露

　をいただいて咲いている花のi附しさよ。

　kuinu　・v　baNti　sjuru　munuja　？ayaN，

　dezisarami’wamija？isuzi　nugira．［恋

　のませ番手　しゅるものやあらぬ大事
　さらめわ募や　急ぎぬげら（手水之縁）］

　恋の邪魔するませ垣となって番人をするも

　のではない。大変なことになるだろうから

　急いで逃げよう。

maasi①（名）まし。一方よりまさること。

　一・方よりよいこと。？a錘jaka～．あれよ

　9LiVN．　naahwiN　一一na　kutunu　？ami．

　もっといいことがあるか。

一masi（接心）まち（町）。田の枚数を数え

　る時の接尾辞。eumasi（顕一枚），　tama。

　si（田　：Pt），？ikumasi（照何枚）など。

　細を数える時には一C撚といら。

㎜a瞬①（名）枡目。粉で誰る量。～nU？a一

　凡枡目がある。枡で欝って量がある。

masici＠（名）真志喜。《地＞＞参照。

masigaciCO（名）［文〕ませ・垣。　maasiと同じ。

maslS韮CO（名）maQsisiと岡じ。

rnasukagami⑪（名）〔文〕〔増鏡］湘歌に用

　いられる語を借用したもの。？ujubaraN－

　tttmiba　？ttmul　・一一，　kazijaeoN　？uguci

　，ugamibusjanu，［及ばらぬとめば．焼増

　鏡　影やちょん映ち　拝みぼしやの〕及ぼ

　ないと思うと，思いは増すばかり。せめて

　繭影だけでも映して見たいもの。

mata⑨（名）股。ももとももの間。また，

　木の枝のまた。

mata《接頭）全き。完全な。matamuN（完

　：全なもの），hanakakilaarunu　mata多a－

　aτu　’warajUN．（鼻欠け獲が完全な猿を

　笑う。）など。

mata①e（接続）また。　tarUUAT　kaci，～

　zirUUN　kaCuN。太串も書き，また，次

　郎も書く。◎（副）イ。また。再び。～

　kuu’joo，またおいで。ロ．また。　kuriN

　～？agijabira．これもまたあげましょう。

恥atabas⑩（名）またぐら。またの間。

matabasigoojakuen（名）二股膏薬。詮方

　につき，玄就の一定しないこと。

matadu皿eei⑪（名）再婚。再度妻をめとる

　こと。女の｛則からはmatamuciとい5。

　一dumeei〈tumeejuN．
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matagarasi⑪（名）又貸し。

臓ata？icukuの（名）再従兄弟姉妹。またい

　とこ。ふたいとこ。出方の親がいとこ岡山

　である子の関係。

matamuci③（名）再婚。再臨夫を持つこ

　と。女の場合にい5。男の二合はmata－

　dumeeiとい5。muci〈mUCUN。
maatamUN①（名）完全なもの。無きずの
　物。

mataniibiei⑨（名）再婚。女の場合を多く

　い5。

matanni⑨（名）馬乗り。またがって乗る

　こと。片方に両足を揃えて乗る女の乗り方

　｝ま　subanui　と、、5。

mata？Nmaga①（名）ひまご。曾孫。

mataNkaa①（名）真向かい。真正面。まと

　も。taNkaaは正面o

matasaN①（形）全しの意。完全である。

　かけたところがない。matasii　MUN．イ．

　完全な物。ロ．儒頼のおける人。

matu①（名）的。冒標。めあて。

鵬灘uma嵩j醸①（自＝raN，＝ti）e〔文〕統

　治される。一dつに支醗される。◎〔暫〕統

　一する。（意見などが）まとまる。

matumi＝juN①（他＝raNs＝ti）∈）〔文〕統

　治する。すべる。一一・つに支配する。◎〔毫幻

　統一する。（話などを）まとめる。

rnatumuCO（名）舟のともの方向。また，

　その方向から吹く風。一風。mahu　hwi－

　kiba　kazija～ni？Nmahwigizi・［真帆

　弓iけ；ざ　風やまともに　午未（上り口説）コ

　帆を引くと風は南々西の順風。

mawasi⑨（名）〔文］ふんどし。口語では

　sanaziまたはkadoobiとU・う。

瓢aza⑨（名）翼喜：屋。（（地》参照。

撫aza⑨（名）真謝。《地》参照。

mazee⑪（副）まず。まずは。　maziと同じ

　ように用いる。～，judi，NNda．まず読

　んでみよう。

mazidi（欝聾）eまず。はじめに。～’wa一

　Nl（ara　Qsi’NNda．まず，わたしからやつ

　てみよう。㊥しばらく。～mati．しばら

　く待て。

maz三＝海翼③（他＝raN，”ti）混ぜる。

mazikina⑪（名）真境名。㈱》参照。

mazikuN⑱（名）魚名。籔の一種。，jUha－

　barurnazikuNは美味で，第一等の魚。

mazimu①（名）正直な心。正直な人。　ma－

　azimuとも、ぐう。

温azim蝋①（名）魔物。化物。精。種種の

　自然物に宿る精をいう。k圭imazirnUNは

　木の精。

ma；i＝nuN⑨（自＝maNs＝di）積む。積み重

　ねる。積み上げる。？iSl～。石を積み上げ

　る。？weekiNcunu，jaanee　ziNnu　ma－

　zimaQtOON．金持ちの家には金が積み上

　げられている。

maziN⑰（名）？NnimaziN（いなむら）と

　恥じ。くmazinUN。

一maziN（接尾）束。稲・たきぎなど，束ねた

　もの・積み上げたものを数える時にいう。

　camaziN（一一束），ta】［naziN（こ二束）など。

maziri⑪［間切］e（名）市町村制以溺の行

　政区爾の単位。規行行政区顧の村にほぼ相

　了する。もと，按司地頭（？azizkuu），惣

　地頭（suuzituu）の領した二二で，はじめ

　は境界の意であったものが転じたもの。英

　二王の時，検地を行ない間切制を定め，

　課税を画一にした。地頭は首里に住むよう

　になり，かわりに土地の豪族などを地頭代

　（zitudee）とし，聞切を統治させた。地頭

　代は明治になって闘切長（maz1rlcoo）　と

　いう名に変わった。明治41年1に閻一切制

　は廃され，間切は市町村制による村となつ

　た。㊤（接耀）間切の名につけ，または間

　切を数える時の接尾辞。nagumaziri（名

　三二切），eumaziri（一二切）など。

maziri①（名）〔文〕あるだけ。すべて。一

　切。全体。もと境界の意だが，転じて一方

　は間切となり，他方で全体，残らずなどの
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　意となったものと謡われる。？umaNeu－

　nu～？auzi’ugama．［御真人のまぎり

　揮ぎ拝ま］人罠全体で仰いで拝も5。

mazirleoo①（名）〔薪〕［胴切」蔓］maz圭ri

　（間切）の項参照。

maz三ritjuN⑪（自＝raN，”ti）混ざる。濃i

　じる。　　　　　　　．

maziri樋uN①（自＝raN，”ti）まぎれる。

　見分けがっかなくなる。

mazlrimuN⑥（名）混ぜもの。混ぜるもの。

　米が不足の時…に混ぜる麦など。

maz韮wai⑪（名）交わり。付き合い。交際。

maz韮wa＝jurv⑰（自＝raNt”ti）交わる。交

　際する。つきあ5。交叉する意には使わ

　ず，かわりに？azijUNという。

mazuN①（名）一緒（に）。・共（に）。～，ja一

　肱N。一繕だった。～nu　Qeu．一緒の入。

　，jaQciitu～？ieUN．兄と一緒に行く。

mazuuN①（名）エnaZUNと同じ。

medeice（名）〔文〕［美公事・みおやだい

　り］王府への御奉公。？weedaiよりさら

　に上の敬語。

medeiguta⑨（名）〔文〕甲府への御奉公。

　すなわち，公務。公用。～？atuti　s麟i頃

　nuburu・御奉公のことがあって蒼里にの

　ぼる。

mee⑨（名）e前。前方bまた，そば・近く，

　…のある斎などの意もある。～繊S沁N．

　前にする。蔚に置く。また，そばに鷹く。

　gaQkoonu～．学校の前。また，学校のあ

　る噺。？aree　Qkwa～nacoomi．彼は子

　供と一一一一緒に暮らしているか。◎溺。以前。

　時間についていう。～U風前に。㊤溺のも

　の。陰部。～hajUN．陰部をあらわす。

mee⑨（名）行くこと・来ること・選｝ること

　の三下の年長に対する敬語。～Ml　naju一

　撚しおいでになれるか。moorarijumiと

　、・うのと同じ。

mee⑪（名）前。《地））参照。

mee①（名）飯。米の飯をいう。農民の用い

　る語。さつまいもが常食：であったので，ご

　ちそうの意を含んでいる。くしゃみをした

　時，はたからkusu　kwee。（くそ食え）と

　雷ってからかわれるが，その時mookiti

　～kwee・（もうげて米の飯を食え）と言

　い返す。

mee一（接頭）尊敬の意を裏わす接頭辞。

　meewikiga（殿方），　meeWinagU（淑女〉

　など。

mee一（接頭）毎。　meeniN（隔心），　meeni－

　ci（毎β）など。

一mee（接尾）［灘］様。尊敬の意を表わす接

　尾辞。？usjuganasiimee［御主煎確論前3

　（麟王様），？azimee〔按司前］（按司様），

　？ajaamee（饗様），　satunusimee　［里之子

　前］（里之子様），’jaeimee（ぼっちゃま）

　など。

一mee（接躍）持ち需。翻り当ての分。muci－

　mee（持ち前。負担すべき分），？ukuimee

　（無尽で定期釣に湯治すべき金），1〈akimee

　（掛け箭。無尽で定期的に出すべき掛け

　金），？圭einiNmee（食物などの一入前）な

　ど。

一mee（接尾）枚。1着物・紙などを数えると

　きの接尾辞。？icimee（一枚），　niNmee

　（二枚）など。

mee？agaiCO（名）meegai（増長）と同じ。

mee？aga＝jUN（D　（自　＝raN，＝ti）meegajUN

　と同じ。

mee2asaap（名）毎朝。

meeba⑨（名）meebaaと同じ。

mcebaa⑨（名）前纒。

meebaN⑪（名）順番が早いこと。順位がよ

　いこと。

meebaree⑨（名）前払い。箭金。

meebisja⑪（名）前足。照つ足のものの前

　M．

meecaa⑨（名）農村で女の朋いるふんどし。

meecaasanazi⑨（名）越中ふんどし。9．　a－

　naziは男のふんどし。形が女のmeecaa
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　に似ているのでい5。

meegiNta⑨（名）つんのめること。箭にの

　めること。

meeda⑨（名）蔚田。㈱》参照。

mee面⑨（名）真栄田。¢糊参照。

meedeera⑪（名）真栄平。㈱））参照。

meed董ma⑨（名）賃金（tima）の前払い。

me昭aa⑪（名）前川。㈱》参照。

meegai⑰（名）前借り。賃金：を前もって借

　りること。

meegai（D（名）増長。　横柄にすること。

　mee？agaiともいう。

meega＝juN①（自＝raN，”ti）増長する。

　横柄にふるまう。mee？agajUNともい弓。

meegaki⑪（名）θ相撲の手。足を前の方

　からかけて倒す術。◎転じて，需もって駄

　Hを押すこと。讐告。～？irijUN．前もつ

　て警告する。

meeganiku⑰（名）前兼久。（（地））参照。

meegaNtaa⑨（名）瀞髪が伸びて戯れた者。

meegaNtuew（名）溺髪。前髪が長くて目立

　つのはあまり上贔でないとされるので，

　kaNtu（髪の卑語）とい5。

rrneegas量⑨（名）（賃金などの）箭貸し。

meeglpama⑨（名）［鮫慶良閻コ渡掻敷（tu－

　k換sici）間切の別称。

meegttei⑪（名）家の表目。家の内面。おも

　て。

脱eeg鵬a③（名）織機の付属異の名。経糸

　を巻き板に巻く時にはさむ細い棒。di端が

　布幡より2～3センチぐらいずつ長く，両

　端の経糸がずり落ちるのを座く“。はたくさ。

meehaha⑨（名）着物の前みごろの輻。前

　蠣。

meehanaziCO（名）子供が大人の前をはしゃ

　いで行くこと。～s鎚N．

meehw韮en（名）前臼。期臼の前の艮。

職eej痴3澁⑥（名）前に寄ろう審ろうとする

　こと。出しゃばろうとすること。meenai－

　naiともu・う。

mee＝juN①（自＝raN，＝ti）燃える。

meejuv双⑪（名）毎夜。毎晩。

meekanijoozoo⑪（名）病気の予防。葡も

　って体に注意し養生すること。

斑eek紐n撚⑨（名）あらかじめ。髄もって。

　～utiともいう。～（uti）？ieookee　masi

　，j就aru　MUN．前もって誉っておけばよ

　かったのに。～nu｝〈ukurugaki．蔚もつ

　ての心掛け。

meekatakaslra⑪（名）kaも爲kasira［欲讐3

　を結った時の髪の形で，需方に結ったも

　の。おかしく愚鈍に見える。按司（？azi）

　など身分の高い貴族は金の重いkam圭sasi

　（かんざし）を翔いるので，麹然前になる

　傾きがあり，それは璽重しくも見えるが，

　身分の低い士族が，璽くもない銀のka－

　misasiを用いで前方に結5とかえってこ

　っけいに見えた。

双夏eeka匙akasiraa⑨　（名）　ka七al〈asira　を前

　害りに結った者。律義者。融通のきかない

　者。しゃれけのない者。ぬけ作。～？uu一

　？waalくara，i　aa．まぬけの能なし。？uu一

　？waakarajaa（豚の種付け業者）も能の

　ない者の代表とされている。

meemee＠（名）御飯の小児語。まんま。

mee贈e①（名）前葡。～kara・tanudee－

　taN．塩谷から頼んであった。

meemeeguujaa⑪（名）さざえの殼。子供

　の用いる語。

meemool①（名）0行列の前に立って舞い

　ながら行くこと。式典・催し物が行なわれ

　る際などに見受けられる。◎子供が親の雛

　をはしゃいで踊って行くこと。～sjUN・

meemuci①（名）？udUN［御殿］，　tUNci［殿

　内］の中の，男のいる部屋。？uucibaraに

　面する。

meenaa＠（名）綿羊。羊。

meenaahwiizaa（①（名）meenaaと岡じ。

　hwiizaaは冥応。

meenainai⑪（名）出しwaばること。前にな
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　ろ5なろうとすること。duku～nu　glizi－

　tLあまり出しゃばりが過ぎて。～sjuna．

　出しゃばるな。

uraeenie雲⑨（名）毎B。

vaeeniN⑨（名）毎年。

maeeikthbagaien（名）θ溺に伸び上がるこ

　と。また，舷険なところに顔を出すこと。

　危険なものをのぞき込むこと。◎出しゃば

　ること。～s3UN．

maeenzzgiei⑪（名）飼1月。

maeenui⑰（名）地機で，布を織る前に糸に

　のりをつけること。糸が，げばだたないよ

　5にして織りやすくするため。

maeenujaa⑥（名）離れ座敷。？asjagiとも

　い5。その項参照。

meeN⑰（自・不急熱）いる・行く・来るの

　平鹿の年長に面する敬語。おられる。行か

　れる。来られる。

maeesaaew（名）へつらう者。おべっか使い。

搬ees量⑨（名）署：。首里。那覇では多くは

　？umeeslとい5。

meesi①（名）お琶辞。おべつか。へっら

　い。～taramici．お世辞たらたら。

灘e群sj麟④（他＝saN，＝ei）燃やす。

meesuba⑨（名）i管物の捜すそ。つま。

mee？uubii⑥（名）帯を前に結ぶこと。前

　帯。沖縄の習俗として，＝女は帯をしない

　が，労働をする女が細い帯をしめる時には

　前で結ぶ。男も髪を結っていた時代には，

　みな帯を前で認んだq

meewikigaCO（名）殿方。　mee－iま敬意を表

　わす接頭辞。

澱㈱W鋤昭猛①（名）淑女。御婦人。mee一は

　敬意を表わす接頭辞。

meegraeu⑪（名）真栄里。《tW　））参照。

mee4iei⑨（名）毎月。

灘ee露難⑨（名）［臨地ユ伊是名島（？izina）

　をいう。

磁eez量N⑨（名）前金。写物を受け取る醗に

　代金を払うこと。また，その金。

maee多葦ra⑨（名）（家などの）前壷。箭がわ。

meezu①（名）開き戸。舞戸。

灘e簸田隠e簸uu⑨（感）山羊を呼ぶ声。

maeNseerwee（自・不漁期）？meNgeeNの平

　民的発音。

mi一一（接頭）三。　m11ceeN（三回），　mihwani

　（叢羽），miQcai（三人）など。

ZZIi一一（接頭）［美〕御（み）。御（おん）。薄敬

　の接頭辞。mi・・がっかず，’N一がつく語

　もある。，N一の項参照。　mihwisja（おみ

　足），mihwizi（御ひげ），　mikusi（御腰），

　mizita（御下騒こ），　m呈？uubi（御国）など。

一mi（接尾）e｝冒。順序を表わす。’judumi

　（四度糧），rukudeemi（六代黛）など。

　◎匁。もんめの酪。hjakumi（100匁），

　hjakurukuzmmml（160匁）など。

㎜尚玲。掴①（名）biQe1N（紙入れ・財布）

　の敬語。お財布。

mibuN①（名）身分。階緻。

鵬翼ca⑰（名）〔文〕miQcaの文語。

mieaai①（名）三分すること。三つ割り。

　また，三切れ。～Nkai　sjUN．三つ翻りに

　する。

micaa＝jUN⑨（自＝raN，”ti）癒着する。

　miijaajuNと積｝じ。

鵬繰①（名）θ道。道路。◎人の行なうべ

　き道。また，方法。⑤（接躍）道。　また方

　ta．　Qkwanasimicee　siQci　sudatimicee

　S呈raN．子の産み方は知っていて，育て方

　は知らない。

migi⑨（名）蜜。花の蜜。

m韮giもa①（名）野菜の名。みつば。

maicibaQpee①（名）道を間違えること。道

　に迷うこと。

mieibata⑨（名）道ばた。路傍。

mieibi＝euN⑨（他＝kaN，＝ci）〔文〕導く。

　口語ではsooti？ieUN（連れて行く），

　naraasjUN（指導する）などという。

migiもusi①（名）（オリオン座の）三つ星。

mie圭gujaa⑪（名）道が三方に分かれる所。
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　三i…つ角。三叉路。

rnicigwaa⑥（名）小道。

micihwigamica（名）道路をへだてるこ
　と。家などが道をへだてて向き合うこと。

maici・・jliN＠（他＝raN，＝ti）囲ざす。（戸。

　ふたなどを）1める。hasiru～．雨戸を

　沁める。

mici・jUNan（他＝raN，＝ti）満たす。　mi－

　tasjUNともいう。満ちるはmieUNとい
　う。kaami～・かめを満たす。

mieij皿rar量①（名）道草を食5こと。

imigiki⑨（名）e鑑定。見立て。品物。入

　物などを見分けること。◎診断。㊤見込

　み。～魏taQeOON．見込みが立ってい
　る。将来性がある。

migikicigee⑲（名）見込み違い。見立ての

　誤り。誤診。

miciku㎜i＝ju’N⑪（維＝raN，　”ti）閉じ込め

　る。

micimaa⑨（名）遊戯（の道具）の名。十六

　武蔵。

斑蓋ch照ku①（名）［道幕1貴族の葬式の際，

　婦人の行列は爾側を幕でかこんで進む。そ

　の幕。

mic韮naka⑨（名）途中。道中。～ga’3aj恥

　ra　l｛urusariga　sicara．［道中がやゆら

　殺されがしちやら（手水之縁）］まだ引か

　れて行く途中であらうか，もう殺されてし

　まったろうか。

miclnakara①（名）中途。なかば。　naka－

　ramiciとも、・う。

mielnuslma①（名）十農（土麟剛列農）と

　奄美群鶴。薩摩への遵の島の意。

mi璽iNgwa①（名）三つ子。三歳の子。物の

　世理をわきまえぬ小児。三…生児はmiiguu

　という。

micisiba①（名）〔文］道ばたの草。？asa－

　masija　hwicui　？umuikugarituti，　tvnu

　gij’utu　tumuni　eiihat1ti，　？iNmajunu

　’iz三ki　na3uratumiba．［浅間しや一人

　思焦れとて　道柴の露と　共に消え果てて

　犬猫のゑじき　なゆらとめば（花売之tw）］

　なさけないことよ。ひとりで思いこがれな

　がら，踏傍の露と消え果てて，犬猫のえじ

　き｝こなるかと思5と。

micisigara①（名）道すがら。道中。道のつ

　いで。s就ume　huni？ukuti　muduru～，

　huraN　Ragigurini’wasudi　nuτaei．哩

　前船送て　簸る道すがら　降らぬ夏ぐれ

　に　我袖ぬらち］　愛する男の船を送って

　婦る道すがら，夏の爾に会ったわけではな

　いのにわが袖をぬらした。～liataN．遵の

　ついでだった。

m量cisju⑥（名）満潮。　hwisini’uru　tuija

　A一　？uramijui，　’wamija　？akagicinu　tu－

　idu？uramu．［画廊に居る鳥や　満潮恨み

　ゆい　我身や隣の　鳥ど恨む］潮の引いた

　岩の上にいる鳥は満潮を恨んでいるが，わ

　たしはあかっきを皆げる鳥を根む。

miei？uei①（名）馬による散歩。馬の遠乗

　り。

mici2uta⑦（名）〔道歌コ便謡の一種。いな

　かの遵を行きながら歌うi歌。たとえば，次

　のようなもの。mutubu　nae量zinaga，ja－

　du　kaiga　kurawa，　lcutuba　’jahwaja一

　鼓wa敏muduci￥arasi。〔本部今・帰仁な

　が　宿借りが来らは　言葉やはやはと　炭

　ちやらせ3本部や’今帰仁の考が宿を借りに

　来たら，乱暴者だからことばやさしくこと

　わってやれ。箆agukara5a　hanizi？igasi－

　caja　？iciri，　mazaganikuraadija　nirinu

　gimui．［名護からや羽地　伊差川や一里

　真喜屋兼久までや　二里のつもりコ名護か

　らだと羽地の解差廻までは一里，真喜塵の

　鷹揚までは二里とされている。

mig韮wa韮⑰（名）miigiwaiと岡じ：。

Migizien（名）ふくさ。進物・神仏へのお供

　え物の上にかける，小さい四角の絹の布。

　gizi（頂）に瓢㌔（敬意の辞頭辞）のつい

　た形か。

369



　　　　　　　　　の　　　ゆ

照暑α多1撚

mi¢董91iri⑨（名）道連れ。道中を連れだって

　行く入。

mieigukui①（名）遊普講。道路工事。

mieu①（名）mituと同じ：。

搬塁cuk磁瓢⑨（名）御三入。　m呈QC＆｛の敬語。

　mitukuru，　r～ttmicukuruともk・5。

職三＝euNen（窃＝taN，　mQci）満ちる。いっぱ

　いになる。充満する。mitaN　karal〈araa

　，joONcig“k疑ru．中身のいっぱいない酒

　瓶（内容のない人聞）はかえってそらぞうし

　い。miQei？amajUN．才走る。満ちて余

　る意。

一mi＝cul（接尾＝kaN，＝ei）擬i声語・擬態語

　について，…とV5音を出す，…とい5状

　態になるなどの意を表わす。…めく。’ju－

　tamicuN（ゆらめく），　dal〈umicuN（ど

　きどきする，ときめく）など。

miぬr⑩（名）（秩序・規律などの）鼠れ。

　「Nzariの項参照。

midari＝juN⑨（欝＝raN，＝ti）（歓序・規律

　などが）顧れる。，NzarijUNの項参照。

midiarijuu⑪（名）乱撞。

mi｛lukuruas（名）見どころ。miidul〈uruと

　同じ。

midiiri③（名）i芽。草木の芽。枝から霞る

　芽。また，種子から磯る芽。～saeUN．

　（草木の）芽が出る。

miduruma⑰（名）冒取真。（（地〉）参照。

migacian（名）銘。刀・鐘・位牌などの銘。

migataci⑪（名）めがたき（女敵）。恋がた

　き。

migawai①（名）身代わり。

migui①（名）「めぐり」に対応する。θ周

　囲。まわり。◎回転。また，金の回転。事

　業の経営・食物の消化など。㊤（接尾）周。

　めぐり。まわり。cumigui（一周）など。

miguiduuruu⑨（名）まわり燈龍。走馬燈。

　盆と正月16臼に用いる。

miguijaNzi③（名）金の回転・事業の経営

　などの失敗。

鵬量四日拠醸①（名）鋤き考。活動家。

migu＝juN①（霞＝raN，”ti）eめぐる。回

　る。回転する・周囲を闘る・角をi由がる。

　方々を出るなど。◎立ち凝る◎ちょっと

　寄る。

migzami⑪（名）紋〕恵み。’jutakanaru

　mijunu　sirusi　？arawayiti　？amigijunu

　～tuciN　taganu．［豊なる御盤の　しる

　しあらはれて　雨露のめぐみ　時もたが

　ぬ］豊かな御世のしるしがあらわれて，雨

　露の恵みも時節をたがえない。

maigxxra＝sjuN①（他＝saN，＝ci）migujUN

　の使役の形。めぐらす。回す。また，金な

　どを演転させる。maasjUN（回す）は

　maasjUN（死ぬ）と同音なので，忌んで

　瓢圭91U撒S趣翼を多く罵いる。

miguruNtooruu⑨（名）小児の遊戯の名。

　敏速に体を沸して倒れない方が勝ち。

migurusjaN⑪（形）見苦しい。みっともな

　い。miigurisjaNともいう。

撚蓋9滋U①（名）見事。すぐれて立派なこと。

　，ugaNgutuはその敬語。　cimukukuruN

　tvni　muQei，　hataraeigataN　slguku　zo－

　obUNna，utuku，jajabiita寧iga．［騎，1＞も

　見事に持つち　働き方も至極上分な舅やや

　べいたすが（花売受壷）］心も立派に持ち，

　鋤き方もいたってよい男でありましたが。

m菱huN⑰（名）〔薪〕見本。もとはtihUN

　といった。

mthusi①（名）星の敬語。星は尊いものと

　1きれ．ていた。人にはおのおのの命となる星

　があって，それが落ちると死ぬとされる。

mikwira①（名）〔三平等3　sjuim2hwiraの

　項参照。

mihwiruma⑫（名）mihwiruma？ubUNと
　同じ。

mikwiruma？ubuNem（名）お畳御飯。　hwi－

　rumamuN（昼飯，その項参照）の丁寧語。

mihwlsjaem（名）おみ足。足の敬語。

mihwizi①（名）御ひげ。ひげの敬語。
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m銭①（感）みい。みっつ。声を戯して数え

　る時にのみい弓。

mii⑨（名）θ霞。～h＆jUN．（驚いて，ま

　たあきれて）目を見張る。～huraCUN．目

　を引く。～hw掩ceer＆sjUN・冒を回す。

　気絶する。～kuhwajUN・目がさめる。

　また，眠られなくなる。～kuujUN。目を

　閉じる。見まいとする。また，死ぬ。～

　maQteeN　najUN．（驚いて）目をまん丸

　くする。～mugeejUN．見ていてむかむ

　かと腹が立つQ～ni　kW壕UN。（わがまま

　などの度が過ぎて）目に余る。～nu　hwee

　？uuri．臼の蝿を遮え。人をかれこれ言わ

　ずに自分のことをせよ。～nu　kweejUN・

　目が肥える。鑑識力が増す。・vnu・moo－

　jUN。見ていて腹が立：つ。～N　siru　naci

　，warajuN．　目がなくなるほど昌を細めて

　笑うQ～Ntuza　najUN・鰹に：角立てて怒

　る。～NhujagiraN．．冒を上げて見よう

　ともしない。無視する。また，恥じて顔も

　上げられない。また，痩れ切って召も動か

　せない。～tu　hana．目と鼻（の間）。き

　わめて近い藤。～tu　hanabanaともいう。

　～tu　 ，iNtaki。　　　霞　と　 問　じ高　さ。　　ま　 た，　　子

　が戒畏して親と同じくらいになること。

　．一一tu　’iNtal〈i　naree，　kirookunoo　sJ’uru

　munoo？araN・子が大きくなったら（呂

　と同じ：高さになったら），とやかくこごとを

　言5ものではない。O穴。貫通した穴を多

　くいう。？isigacinu～．石垣のすきまの

　穴。haainu～・針の欝。針のめど。　hasi－

　runu～kara　sjuuml　sjUN．鼠戸の穴
　からのぞき印する。㊥欠点。欠陥。また，

　会訂上の欠損。また，手落ち。～？aeUN．

　イ．穴があく。ロ・会謙・仕事などに，欠

　損。手落ちが生じ：る。ハ．期日などに間に

　合わずに恥をかく。～kwaasjUN．イ．

　穴を埋める。凱会誹の穴を埋める。また，

　間に合わせの処置をする。～nu？uhusaN．

　欠点（手落ち）が多い。⑳刻み農。鼠盛り。

　gubaNnu～．碁盤の臼。　haka漁U～．は

　か砂の男盛り。＠境遇。立揚。’janamii

　haQeakati．いやな鋒に会って。？irarεしN

　～Nka圭？iQci．聡ずかしい召に会って。

　困った鑓に会って。㊨めえっ。叱ることの

　小児語。震を見ろの意。子供をにらんで叱

　る時にいう。～．sjUN。「めえっ」とSC　o

　て叱る。㊤（接尾）…目。順番を表わす。

　taa？imil（ふたつ醤），　saNbaNmii（三番

　E），gunicimii（五HS）など。

mii⑪（名）e中。闘。物体・群衆などの，

　中。？uhookurlu　Qeunu～Nkai？iQciN
　？uzi｝’aN．大勢の人の中に入っても怖じな

　い。mi多漁um辻　水の中。，Ncanumii．

　土の中。◎間（ま）。　時間についていう。

　nuunu～niga　gicaga。いつの閲に豪い

　たか。

mi茎⑦（名）e実。中舅。内容。実質。～撒

　？ijUN．実が入る。みのる。～nu？iQCOON．

　実が入っている。中身が充実している。～一

　nu？ijuru　naaka　kub圭，uuriri。みのる

　ほど頭を低くたれよ。立派になるほど謙遜

　せよ。～nasjUN．物にする。実のあるも

　のにする。完成させる。～najUN．物に

　なる。完成する。◎汁の中に入れる実。

　㊧〔新］実。果実。元来はnaiという。

㎜量韮⑳（名）命（めい）。運命。？unu～’ja－

　teesa．そういう運命だったのだ。入が死

　んだ時などにあきらめて言うことば。

mii②（名）いっぱい。1〈aaminu～m呈躰

　kunUN・かめにいっぱい水を汲む。’wata－

　nu～i〈anUN．腹いっぱい食べる。

㎜ii①（名）巳。十二支の第六伎。方角なら

　東南やや馬寮り，時刻なら午前10時ころ。

miiCO（名）〔文〕姪。

m漁（接頭）高しい意を表わす接頭辞。lnii－

　ziN（款しい着物），　miiziN（新しい銭），

　miija3（上しい家），　m三izOO（新しい門）

　など。

maii・“（接頭）牝。めすの。　mii？usi（牝牛），
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　miigaara（雌i瓦）など。

anii？aa＝sju’N③（他＝S＆N，＝ci）見比べる。

　比較討論する。

］mii2at量＝」賢噛⑨（催＝raNs＝ti）見つける。

　見つけ出す。namanee　tasikani　mX？a－

　t辻＆N．今はたしかに見つけた。

蹴董董ba＠（名）見かげ。みば。外見。～too

　naameemee．見かけとは反附だ。

miibaaraa⑪（名）冒のあらい竹かご。§か

　ご。鶏を飼5揚合などに用いる。～Qsi

　tu2？llsuiUN。蟹かごを鶏にかぶせる。

miibai⑪（名）魚名。幾張（めばる）。飛び、

　繊た大きな臼をしている。miibajuと慈

　いう。？3ka通i鋤砥kurum量ibaiの両種

　がある。

miibaju⑨（名）1捻i薮）aiと岡1二。

㎜三蓋baQpee⑥（名）見間違、・。見誤り。

miibixkuruu⑨（名）蟹がはれぼったいこ

　と。（泣いたあとなどで）まぶたがはれる

　こと。また，そのような頃をした入。

miiburl⑨（名）ほれぼれと見ること。見と

　れること。

miibusihUQkwaa⑥（名）miibukuxuu　と

　闘じ。

wniieaag．　iyi”eaa　＠（名）知り合い。日ごろ知

　り合っている間楠。～nu　MUN。知り合い

　の者。

miieakZZN⑨neeN（D（句）みっともなし・。

　屍苦い・。

m戴¢量①（名）みっつ。三。また，三歳。

　？ikugiN～N．いくつも。たくさん。

Miici＝jIXN⑰　（イ也＝raN，”（≧c呈）　見切る。　見

　限る。見捨てる。miicirarijuN．見捨て

　られる。

maiigikinjuN⑨（勉＝raN，鑑乞i）見つける。

　見いだす。mii？atijUNともいう。

rmiigiki＝ju”N③（他：raN，＝ti）見つめる。

miielraa＠（名）まぶたに傷あとのある考。

　繭国特有のもので，暑さのためまぶたには

　れ物ができ，その傷あとのために，まぶた

　が切れ，眠っている時も薄臼をあいている

　ように見える。miiciriiともいう。

灘駄銭dr鑓⑨（名）miiciraaと同U二Q

itniigitligi①（名）董分の一。

miiglwai＠（名）羅つ護り。三分。　micaai，

　miciwaiともいう。

Stxlieiwam菱緬ガrv⑨（他＝raN，轄圭）薄きわ

　める。

M圭igllu⑪（名）三iつ子。三生：児）三歳の子

　の意ではmigiNgwaという。
鵬iPta＝C駄N⑪　（自；taN，＝（毫ci）　目立つ。

miidiaii＠（名）目じり，あるいはまぶたが

　出れ下がった者。下がり屠。miidajaaと

　もいう。

m簸vaajaa⑨（名）miidaiiと「損じo

miidiarusaN⑰（形）霞がだるし・。覆が疲れ

　てだるい。

臓瀬d垣⑨（名）めんどり。～nu？utaree

　，jaku．めんどりが時を告げたら厄がある。

suaiidiukuru⑪（名）見どころ。見る緬値の

　あるよいところ。

蝋茎間隔①（名）懸年。

miidzzusaN⑥（形）久しく会わない。久し

　ぶりである。瑚iduusa・お久しゅう。

　しばらく。久しく会わなかった目下への

　あいさつ。目上へは’ugaNcuusaとい

　50
miigaa⑪（名）まぶた。輿の皮の意。～
　hwiQkunUN．（痩労して）まぶたカ｛ひつこ

　む。～？ttkurijUN．（元気が回復して）ま

　ぶたが盛りあがる。

miigaa⑪（名）植物名。みょうが。

miigaara⑨（名）雌瓦。’uugaara（雄瓦）

　の下に置く，平らな瓦。沖縄の瓦屋根は，

　暴風を防ぐために，雌雄二種の瓦を組み合

　’わせてしっくいで固めて葺く。

miigamarasjaN⑨（形）見る1こたえない。

　見たくないような。由るのがいやな。

miigasimasjaN⑨（形）e見るにたえない。

　見たくないよ5な。どうかと思うような。
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　◎目をわずらっている。眼病である。nUU

　鵬iigasimaヨ5a　mi脚eebiiNnaa．何か自で

　もお悪いのですか。

凱蕪琶繕。三⑰（名）（商売の）くちあけ。

miiguhwaa⑨（名）よいっぱり。夜遅くま

　で目をさまして寝ない者（子供）。

miiguhwaien（名）夜眠れないこと。また，

　不眠症。

㎜董iguhwasaN⑪（形）e遅くまで起きてい

　る。よいっぱりである。㊤眠くない。繋れ

　ない。多く，子供についていう。

maiigUt’isjaNQ＞（形）（≡）見にくい。見ること

　が困難である。O見苦しい。みっともな

　い。醜いの意では，janasaNという。

mii’guruguru⑨（副）e（物を捜す時など

　に）目をきょろきょろさせるさま。～sju－

　r．◎ぱっちり。ノ」、児などの霞のさま。

m圭iguruguruu⑨（名）目をきょろきょろさ

　せている者。

miigurumaaian（名）目をきxろきょうさ

　せて見圓すtと。～sjUN．

miigusui⑲（名）爲薬。　caNnu～・喜屋武

　の羅薬。小量で高緬なものの代表としてい

　う。

m鷺gw容a⑨（名）小さく細い獲。また，そ

　ういう厨をした餐。そ5い5人は概して小

　利巧だといわれる。

miihaahaa⑥（惑）瓢盤hεしhaaと嗣じ。

miihagaaew　（名）　miihagii　と同じ。

milhagimp（名）ただれ§。目のふちが赤く

　ただれて痛む病気。

miihagii⑨（名）ただれ闘にかかった者。

　miihagaaともいう。

miikakaa①（副）ヒヒーン。馬の鳴き声。

mailkaRadiaasi⑪（名）にらみつけてどなる

　こと。m圭ihai？udaasiと9も、v　5。～nu　duku

　寧圭Z圭ti．どやしつける度が過ぎて。～sjUN．

鵬皇笹踊馳駆⑰（名）唖然とするようなでき

　ごと。意外な，驚くべきこと。詐欺・盗難

　に会った場合などにいう。

mii恥ainus斑藍u⑨（名）目の髄で泥棒をはた

　らくこと。また，まんまと詐欺にかげるこ

　と。また，そのような泥棒・詐欺漢。

mithai2udaasien（名）miihai「ladaas圭と

　同じ。

miihana＝sjガN⑨①（他＝saN，＝ei）見放

　す。冤捨てる。

miihaNdaa⑨（名）期待はずれ。あてはず

　れ。～nataN・あてがはずれた。～nu
　kutu．期待はずれのこと。

mlihaNnuu⑨（名）miihaNdaaと岡じ。

milhaN＝sju7N①（他＝saN，＝ci）見そこな

　う。見る機会を失する。

㎜員ha曼pa量⑨（名）miieiriと岡じ。旨がひ

　きつっていること。

miihaQpajaa⑪（名）miiciraaと岡じ。臨

　のひきつった者。

miihati・ju”N⑰（他＝raN，讃）見終わるe．

　残らず見る。

mgihzzgaa⑨（名）一厘銭。穴あき銭。　mii

　は穴。hugaa〈hugijUN。明治年間に逓

　罰していた一厘鏡には四角な穴があいてい

　た。20枚を一縄にして～貫（？iQkwaN）と

　いった。

mlihwa⑥（名）晃かけ。みば。外見。瓢蕪一

　baと撮じ。

miikwaakwaa⑨（名）失望感・蓋恥感など

　におそわれて，蟹がほてるよ5に感ずるこ

　と。～natoeN・（失望感や差恥惑で）ぽうっ

　としている。～nu　kutu．（失墾感や蕊恥

　懲で）ぼ5つとするようなこと。

miihwica＝ju’N⑨（自＝raN，魂i）にらんで

　臼を光らせる。にらむ。冒が光る意。mii－

　hwicati，NNdee．にらんでごらん。？ari－

　Nkai　miihwicaraQtaN．彼ににらみつけ

　られた。

mKkwiearasjaN⑥（形）まぶしい。まばゆ

　い。

mii2iNdee①（名）もの竜らい。冒のふちに

　できる腫れもの。
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mii？iri＠①（名）籍入り。暫参考。

miijaa①（名）凹しい家。新築した家。ま

　た，あらたに分家した家。

狙鱒aa嚇がN⑨（自＝raN，＝t童）癒着する。

　鰯繊がなおってふさがるQ

miljahwarag量saN⑰（形）体が弱そうであ

　る。ひよわそ5に見える。mii一一は脅の意

　か。

malijai琶oojaku⑥（名）癒着させるための膏

　蘂。

㎜鱒蹴盛⑨（名）眼病。

亙niijaN＝zu、N⑪（他＝daN，＝ti）見誤る。見

　そこなう。

miijaQsaNO（形）θ見やすい。容易に見ら

　れる。◎見られる。中るにたえる。1通i謳一

　顔k程natOON・（病状。暮らしなどの見るか

　げもなかった着が回復して）見られるよう

　になる。

rikiijOO⑪（名）e見よう。見かた。見る方

　法。◎旧くばせ。蟹で合図すること。⑬外

　見。みば。体裁。

miijookuci「300⑨（名）騒つきやロの形で

　合図すること。～sjaN．

miijukaQeu＠（名）暫参の士族。廃藩箭に，

　平：民から士族となった5養。siNgaNともい

　う。また16万貫の金を出せば士族となれ

　たので，そのような士族にもいう。またこ

　の野合はkooijuka（leuともいう。

㎜蕪」繊n量④（名）花嫁。款婦。

mii＝juN⑥（自＝raN・，＝ti）生える。生ずる。

　haanu～．歯がはえる。1scusanu～．草

　がはえる。

mii＝juN⑨　（自　：r＆N，＝乞i）見える。　昌にう

　つる◎huninu～。舟が見える。

灘iikaaiba”a⑥（名）乳歯のあとに生え代わ

　つた歯。永久歯。

miikaa＝ju「N（①（自＝raNt＝ti）生え代わる。

】miikagaN⑨（名）めがね。　gaNcooともい

　う。

miikakwakahwa⑨（副）寝つきの悪いさ

　ま。また，眠られないさま。目がこわばる

　意。

miikaNgee①（名）世話。見て考えてやる

　意。？批麺ga、kntu，jUU～sjUN．彼のこ

　とをよく世話する。

miikaNgee＝ju’N①（他＝raN，”ti）徴話す

　る。瓢蓋k翫Ngee　sjUN　と濱｝じ。

mi蓋keeyaa⑨（名）（回れて）蟹がくぼむこ

　と。痩れた鼠つきをしていること。～na－

　tOON．（痩れて）霞がくぼんでいる。

miikeesige「esi　＠（副）くりかえし見るさ

　ま。三宮N～．夢を何度も偲度も見て。

miikee＝sju－Nen（他＝saN，＝ei）見返す。

　くり返して見る。

miikoogaa⑲（名）疲れた時などに蟹がく

　ζまむこと。miikeeraaともいう。

miikubUU⑪（名）霞がくぼんでいる春。

nliiltuei⑥（名）解傭。顔つき。霞とllの意。

　まれな語。～’jahwajahwatu。表情がや

　さしく。

miikzzgee＠（名）目を動かすこと。また，

　欝を離iすこと。～NnaraN。ちょっとも爲

　が離せない。

iniikukwai⑥（名）θ（朝など）鑓がさめる

　こと。目ざめ。◎㎜iiguhwaiと同じ。

mlikuhwajaa⑪（名）e属ざまし。おめざ。

　朝など目をさました時に与える菓子の類。

　㊤＊夜眠れない人。不眠症の人。

miikumi①（副）新しく。あらたに。　mii一一

　1〈UNともk・う。～gukuraQtooru　m玉ei．

　耕しく作られた遂。～misjoocooru　si－

　Nsii．暫しくいらした先生。

mli鼠uunuN⑪（弛＝maN，＝di）（相手の繊

　方などを）見すかす。

miikUN①（副）miikuniと岡じ。

miikuNdiaa⑨（名）見た目にはっきりしな

　い物。見ても何だかわからない，形のくず

　れた物。字1本・模様・織り霞などについてい

　う。

miikMpsdiaaxii　an（名）何だかわからない字。
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　読めないようなくずれた字。

miikuragaN⑰（名）目まい。臼がくらむこ

　と。

】rmiikusaaem（名）el始終環やにを出してい

　る者。◎（人の悪口として）臨くそやろ弓。

　ばかたれ。

miikusump（名）昌くそ。目やに。

臓韮k繊umee⑨（名）にらめっこ。まばたき

　したり，笑ったりすれば負けとなる。

m鰍u孤盛⑨（名）死ぬことの小児語。目を

　闘じる意。

m鰍wa鍵slガN①（他＝saN，　＝ci）闘に合わ

　せる。kurisaai　miikwaacookee．これで

　間に合わせておけ。

Iniimaai①（名）見回り。晃回ること。また，

　三山って覆：話すること。～sjUN。

miimaa＝」ガN⑪①（他＝raN，躍鍍）見図る。

鵬戴maaraakuu⑰（名）石合戦。

miimaci｛”gee＠（名）見間違い。見そこな

　ki　’o

maiimaju⑨（名）目と眉。また，容貌。顔

　だち。～km’ugurutu　curaniisee，jai－

　biiN．眉欝秀麗な青年でございます。．

miimaN＝zu”N⑪（侮＝daN，　＝t．i）見守る。大

　事に見守る。Qkwa？Nmaga～．子や孫を

　見守る。

miimee⑰（名）見舞い。不幸・病気などを

　見舞うこと。

miimee①（名）薪米でたいた飯。、また，そ

　の飯をたく祝い。農家でいう。

MiiiRici①（名）暫道。　hurumic圭（1霞遵）の

　対。

miimiikuugaa＠（副）穴だらけ。～na－

　tOON．穴だらけだ。

miimiikwwzii⑩（名）隅々までほじくりあ

　さること。璽箱のすみをほじくるようなこ

　と。また，人のあら捜しをすること。～

　sjUN．すみをほじる。また，あら捜しをす

　る。～nu　euusaN．あら捜しがひどい。

miimiigeedee⑨（副）くまなくeすみずみ

■織iin猛¢ih欲n＆nuc董

　まで。

miimqnaa⑨（名）MiirrlUN（雌）　と同じ。

miimumo（名）晃もの。見ておもしろいも

　の。

miimuN⑪（名）雌。動物のめす。　miimu－

　naaとも、・う。

miimuN①（名）新しいもの。新品。

iniimuslem（名）目の虫の意。次の句でい

　う。～hoojUN．（靭写すると）蟹に虫が

　はう。朝寝坊をあざけって払う。

燃igmuuk双①（名）二郎。花婿。

miinadaan（名）涙。穰にたまる涙。

miinai⑪（名）ようすを見てみること。ま

　た，見立て。

miinaicicihai⑪（名）miinaricicinariと

　同じ。

m｝ina＝j　uN　en（自　＝raN，”t圭）見立てる。よ

　うすを見る。見てきめる。duukuru　mii・一

　na嫉kooree．宙分で見立てて買え。basju

　miinatikara　s担N．その揚の空気を見て

　からする。

miinara＝j腿「N⑨　　（他　＝a」N，　＝ti）　見｛嚢15　。　冤

　て覚える。

miinariciei”Rari⑪（名）見たり恥いたりす

　ること。見聞き。見鰯。miinaicicina2と

　もいう。～sjUN．見証する。～nu　hwi－

　rusaN．見麗が鷹い。

miinari＝ju「N①（磁1＝raNs”ti）見なれる。

miina・・sjuN⑬（他＝saN，＝ci）〔文〕見なす。

m最n量。呈（D（名）命・B。普通は？um盤nieiと

　いう。月を同じくする奪一丁の命艮はS30帯

　O？umiiniciと㌔・う。

miinisi①（名）秋ごろに吹き始める北風。

　mii＜miisaNo　n圭si　｝まdヒ。⇒ヒ風。

miinugibi⑨（名）醤じり。まなじり。～一

　（≧siN，NNdaN・（軽蔑して）晃むきもしな

　い。眼中におかない。

磁蕪瓢e拠舩a「玖組e⑩（副）○子供が悪ふざ

　けをするさま。§を突いたり轟を突いたり

　の意。◎入のあら捜しをするさま。また，

375



磁1鵬騒畠鼠＆r鼠SJ臓潤

　意地恵なことを言うさま。～sjUN．

搬熱nu琶aara＝sju”N⑭（他＝saN，嵩ei）見の

　がしてやる。見ないふりをして許してやる。

miinuhuci⑨（名）昼のふち。まぶち。

miinukuei⑪（名）鐵がしら。　miinugibiの

　反対側。

zz1韮iRumee⑨（名）翼の飼L。目先。賑町。～鱒

　簸魏k続£u．　さし迫った事。

miinusiN⑰（名）ひとみ。瞳孔。

miinwwuO（名）昌の緒の意。文語はmi－

　Ruu。次の句で絹いる。～Bi　sagaj　tZN．

　まぶたに浮かんで離れない。爵の前にちら

　ついて離れない。

mii？NmasimUN①（名）忌忌しみする考。

　なまけ者。

mii2Nmu⑪（名）収穫後，二二に生1えた＄

　つまいも。獄誠一〈miijUN（生える）。

n磁？N斑櫨uz量」韻⑨（名）入の畑のmi圭一

　？NMUを掘りあさる貧困な者。

mii？Nza＝sj’ma「N（藍〉　（絡　asaNe　＝ci）　見つげ＆

　す。見いだす。

m量i？NZ量＝juiN⑨（醤＝raN，置ti）生え出る。

miiNco（名）織機の籏（おさ）の種類の名。

　十六よみ。経糸128◎塞を通す慈の。また，

　それで織った布。huduciの項参照。

簸嫉畑盤a⑥（名）引綱。綱引きの時の一一方の

　綱。，UUNna（心綱）に館する。　g漁＆hwレ

　c・iの項参照。

miiNna「eSa｛⑪（名）むなしく験をあけてい

　ること。ぼんやりと見ていること。ポカン

　としていること。また，唖然としているこ

　と。～sjOON．ポカンとしているe唖然

　としている。

㎜i検e双①（名）梅毒にかかったことのない

　入。mii＜miisaN。　huruQcuの認。

mX　2kwa⑨（名）姪。

miiraNka③瓶戴聡腿独⑪（句）違方にあっ

　てかすかに見えるもののさま。～sjo◎N．

　かすかに見えている。

milvigaN①（名）？irigaN（力吟じ。入れが

　み）の敬語。翻麟Nともいう。

磁隻董s哉琶ee⑲neeraN⑰（句）ひっきりなし

　に。絶え間なく。～Qeunu　tuujUN．ひつ

　きりなしに人が通る。～sjuumaNboo齢

　sjuunu　？aminu　huici4icuNnee　’juN－

　taku　sjUN。ひっきりなしにつゆの雨が

　降り旧くよ5におしゃべりを続ける。

miisagi・jzzlN⑨（他＝raN，　＝ti）見下げる。

　軽蔑する。

miisaN①（形）斬しい。　tatanOO　m量呈kU，

　tuzee　huruku．畳は回しく，妻は古く。

　cinOO　 miiku　 m圭iku，　nucee　cuuk撹・　　着物

　はいつも新しく，命は強く。子に薪しい着

　物を着せ’る時にいうことば。

ZZiiisieihana”sgc；⑪（名）病気。かぜなど。

　hanasiciは鐸かぜ。　miisiciのm｛i一は，

　轟に短して自といったまでのもの。dUU－

　cuimunoo　一一nu　basju　sjuQkwee　sjuN．

　ひとり者は病気の時に菌る。

瓢醒s三諾郵ゴr畷①（他＝raN，＝（lci）見知るL知り

　合いになる。顔見知りになる。miis圭raraN。

　会ってもわからない。（成長した丁合など

　に）見違えるようにようすが変わる。？」　a－

　aja　miisiraraN　natoosa．おまえは見違；

　えるようになったよ。ml’isiraN．見知らぬas

mi董￥ima＝sjifN⑨（他＝saN，・ci）（大した

　ものでないことを）見破る。見抜く。

mii麟iri等iri⑨（副）（起床直後などに）目を

　こするさま。～sjUN．

㎜簸巨躯跡5ガ駕⑨（弛＝raN，”ti）見捨てる。

　瓢圭玲it山鼠鍍」“R．見撫てられる。

maiisjee①（名）名所。また，名産地。

mgigeoN⑨yaeeN⑨（句）みっともない。見

　苦しい。miicakUN　neeNと同じ。～ku－

　too　saN　MUN　dee．みっともないことは

　しないことだよ。

pnigSux＠（名）夫婦。めおと。

iy｝iiSezadivaki⑰（名）見とどけること。確認。

mgiSuadexki＝jua’ps③（偲玉＝raN，＝七i）見届け

　る。たしかに認める。終わりまでよく見
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　る。

mifigxxNdamp（名）夫婦。主として平民が使

　5語。一daは複数の意か。

miituNdagwaasee⑰（名）おとうさんおか

　あさんの役になってするままごと。

miituNda2壼eee⑨（名）夫婦関係。夫婦の性

　的な関係。

miituNdamunugataiem（名）夫婦だけの
　話。夫婦の寝物語。

㎜歳uN面2♂oee⑨（名）夫婦げんか。　Mii“N

　tUNda？ooeeja？iNnUN　kwaaN．夫婦げ

　んかは犬も食おぬ。

miituNda？iri⑰（名）夫婦連れ。

miituuslan（名）見とおし。洞察。

m叢i織zl①（名）減しい妻。にいづま。

n溢？u睡⑪（名）見覚え。～nu　neeraN．見

　覚えがない。

Mii？Utsi＝ju、N⑨　（他＝raN，”t圭）見覚える。

　見て覚える。

孤荘2孤¢藍⑪（名）eまばたき。◎旧くばせ。

mii2nkui⑪（名）見送り。～sjUN．見送る。

　一sj搬u　Qeu．見送り人。

mi圭1～uru＝sjガ翼⑨①　（他富saN，＝ei）　見お

　ろす。

㎜ii？iisi⑰（名）牝牛。

itnii？usiina一一jzzN⑨　（イ砲　－a飛，　濡七三）　見失う。

m簸？u馳i⑨（名）死ぬこと。また，臨終。

　定められた命が落ちる意。～sjUN・命を

　終える。「死ぬ」の上置な表現。

mii2ugus量⑨（名）見落とし。

maii2vatik”sju”N⑨①（他＝saN，＝ci）見落と

　す。

mii2uzl⑥（名）見ただけでおじけづくこと。

maiiwaka＝sju“N③（他＝saN，巫。圭）見分け

　る。弁溺する。？両続～．（幼児が）親を見

　分ける。

miiwaki⑨（名）見命げること。見分け。区

　劉。miwakiともいう。，iikutu，janaku－

　tunu～N　neeraN．善悪の区別もつかな

　い。

miiwak三＝jurvT⑨（弛＝raN，就i）見分ける。

　晃て区瑚する。

miiwakuCO（名）不面蟹。不名誉。恥さら

　し。

milwaree③（名）ほほえみ。微笑。んs餌N．

m嬉iwazaNkikci”wazaN⑨（名）顔をしかめる

　こと。疲労した時・謂い時・酸っぱい物を

　食：べた時などに，臼をすぼめ口をゆがめる

　こと。一wazaN〈’wazanUN。

・癌w隻iQ’kwa⑨（名）乙訓。

miiziguuzi①（副）ぶつぶつ不平やこごと

　をい5さま。～sjUN．ぶつぶつ欝う。

miiziiNziiN⑨（名）（頭などを強打して）目

　から火が出ること。また，その火。zSiN－

　Z銭N．はほたるのノ」、児語。～tubUN・罠か

　ら火が出る。

職磁z量N①（名）薪しい着物。

｝・・iizir・1⑨（名）雌弦。三味線（saNS三N）の

　三の糸。簸も細く，最も音の高い糸。，UU一

　多誌U（一の糸），Raka多iru（二の糸）に対

　する。

lniizitanasaN①（形）薄ぎたない。

milFookii⑨（名）み（箕）。米麦など穀類

　をふるって，殼や塵をよりわ砂る道具。管

　を編んで作り，円形で，浅く広い。

miizuuru｝£unici⑨（名）正月16臼に営む法

　事。正月16Eは一般に墓参のHであるが，

　前山に死んだ者のある家では縛に法事を営

　む。その法事をいう。

m§ja①（名）密。神をまつった建物。寧iisi－

　nu～（末吉の霞），？asatunu～（安里

　の宮）などがある。

mijaku①（名）都。　国王のいる地。　また，

　都市。

m三j3瓢a①（名）〔文〕深山。輿山。

煎頭澱鐵㊥（名）娘。おとめ。「めわらべ」

　に鮒応ずる。農村の冠婚の娘をいう。

mijati⑥（名）匿あて。目標。

miju①（名）〔文〕御世。

mikaki⑨（名）〔文〕見掛酵。外見。～too
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　，uuziraN．外見とは合わない。晃掛け倒

　し，あるいは見掛け以上。

翼n鰍霞m融s豊①（名）男のするかんざし（ka－

　misas圭）の敬語。御かんざし。

mikaN⑨（名）蜜樹。

mikaNsii⑪（名）蜜無水。明治時代にあっ

　た飲み物の名。

鵬熊簾曲蝦sja①（名）はだしの敬語。御素

　建。

一mika＝sjuN（接尾＝saN，＝el）擬声語・擬

　態語1こつき，…という，…という音を：立て

　るの意を表わす。δus＆mik薦担翼（どし

　んとい5音を立てる），，jutamikasptN

　（ゆらゆらさせる），hija瓢三kas3UK（え

　いっと言う）など。

mikata①（名）味方。

mikazi①（名）〔文］〔美影］御i姿。

mlkaeicl①（名）蕊賞月。

mikiimajaa①（名）三毛猫。

mikuci①（名）お擬。　kuci（羅）の敬語。

　～saNsikwaN，？UNZII　biixu．　llは三司

　官のよ5に達考だが，体はみるのようにぐ

　にやぐにゃでたよりにならない。

磁澁黙m｛⑪（名）見込み。

mikumu皇①（名）銭i　300文。6厘に当たる。

　Z圭Nの項参照。

miku＝nuN⑪（他㌫m＆N，＝di）見込む。あ

　てにする。望みありと見る。予定する。

mikixsi①（名）〔文］御腰。　kusiの敬語。

　～，uganUN．あんましてさしあげる。

搬鰍us鰻ac蓑④（名）〔文］主君を助けて後楯

　となること。？沁秘cih“麺暖嫉嫉～麟「導u・

　［命ふり捨てて御腰話すれよ（忠臣身替）］

　命・を捨てて圭の二丁となれ。

mikusiVLgaNco（名）腰をもむこと（kusita－

　taci）の敬語。あんますることの敬語。費

　族をあんまする二合には，さらに丁寧に，

　misi2ugaNと1，・う。

mimaeeem（名）mlirnee（見舞い）と局じ。

謡翻③（名）耳。～hwiramijUN．耳を傾

　ける。熱心に聞く。算をすます。また，

　（動物が）耳を立てる6

mimaigaaas（名）葺の皮の意。葺たぶ。豚

　肉料理でい5。

蝋i謡幽舗薦勧i⑨（名）料理名。豚の葺の

　酔のもの。焼いて毛を取り去った豚の葺を

　煮て，薄く切り，野菜をまぜて酢であえた

　もの。

mimigani＠（名）理解力。かしこい頭。聡

　萌さ。～nu？aN．理解力がある。かしこ

　い。

mimigas量rnasjaN⑥（形）やカ・ましい。うる

　さい。

mimigui⑥（名）きくらげ。きのこの一種。

　木にはえ，形が入の葺に似ている。干した

　ものを食用にする。

mimikusu⑪（名）耳くそ。耳あか。

mimikuzijaa⑨（名）耳かき。

iy｝imlkwziraa⑨（名）miNkuziraaと同じ。

miminukuulai⑪（名）miminutaiと同じ。

miminukwaaem（名）耳たぶ。外耳全体を

　Lsう。～niN？iriraN．聞こうともしな

　い。～madiN，warajUN．：耳まで笑5。

　非常に喜んで笑うさまをい弓。

maimaiscvaeai⑨（名）厚たぶ。耳の下部の塁れ

　下がった部分。miminuhuutaiともいう。

Mi…izi⑥（名）みみず。

m量】mi＝ZliN①（億＝ζaN，＝zi）e（身棒を，

　また野菜などを）もむ。◎いじめる。とつ

　ちめる。mimigarまjUN　doo。いじめられ

　るぞ。

磁磁UC量⑦（名）身持ち。体の保ちかた。ま

　た，最下。その敬語は？UNzumuci。～
　£eesieini　Qsi’joo．体を大切にしろよ。

　お大事に。

mim猛n継？uzo◎⑪（名）首里城の門の名。

　？UgUijikuの項参照。

mlmueva⑨（名）〔文］目もと。目のあたり。

　nasigwa　mi？ulcuin2　kprimadlju　casi－

　ga，　？awari　girinasaja　？atukaziN　mi一
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　raN，～kuraguratu　naruga　siNci．　Eな

　し子見送りに　これまでよ来やすが　あわ

　れつれなさや　あと影も見らぬ　旨もとく

　らぐらと　なるが心気（忠臣1身替）］子の

　見送りにここまでは来たが，ああ，つれな

　いことに後姿も見えない。目の鶴が階くな

　る心持ちである。

minada⑪（名）miinadaと同じ。

minaNka①（名）三七銭。死後21日目の法

　事。

mi”aree⑨（名）晃習い。業務などを実地に

　ついて練習すること。

miniiq．ja②（名）ひもじさの敬語。御空腹。

　貴族の家庭で使われる語。～？waamisee－

　biira，jaa．御空腹でいらっしゃいましょ

　うねえ。

miiiudaru　en（名）料理名。朦肉にいかの墨

　と黒ごまとをつけ，盤油膿にして蒸したも

　の。

minugami⑨（名）紙の一種。美濃紙。

minumee⑱（名）miinumeeと同じ。

minUU⑨（名）〔文〕mi1nUUUの文語。霞

　の緒の意。

minu？wii　en①（名）〔文〕∈）身の上。境遇。

　◎わが身。自分の身の上。？ieiN，jusigu－

　tuja～nu　takara．［意見寄合や　身の上

　の宝］意見や忠告はわが身にとっての宝。

miNbuku⑪（名）面目。　miNmukuともい

　5。～nu　neeraN．面目ない。～nu七a－

　taN．面馨が立たなL・。～RU　toorijUN

　（面Nが倒れる）ともいう。

miNbutukii⑨（名）檀物名。いぬびえ。飢

　鰹の時に食用となる雑草。

m韮Ncaもaa⑪（名）耳の卑語。ののしってい

　う時に使う。

miNcamuN⑪（名）農に入ったごみ。　MiN一・

　camunaa　miNcamunaa　kiramanu　ku－

　siNkai？iki’joo．罠に入ったごみよ，目

　に入ったごみよ，慶良岡島のむこうに飛ん

　で行け。閉に入ったごみをふっと吹いて取

　る時にとなえるまじない。t＆aabεぼ丙a雌

　manu～．　tanabarujama（棚原寅）は

　西原村にあり，その村の娘たちが松の必読

　を集めに行くところ。そこへ首里の青隼た

　ちが遊びに行き，目に入ったごみを取って

　くれと称して娘に近付く。娘が男の目に礒

　を近付けた時，男は接吻を盗む。その遊び

　をいう。そこでは，一一・一人の娘が弛の娘の藩

　に近づこうとする時には，？Nmaa　maa・

　gibaaja？ami。（そこには松葉はあるか）

　と声をかけ『，kumaa　neeN．　（と二こにはな

　い）と返事があれば，察して近づかないと

　いうような，不文律ができていたという。

miNeasaN⑨（形）やかましい。　うるさい。

　〈mi鵬圭一←？icas我N。

miNdasimuN⑨（名）珍しい物。

miNdasjaN⑨（形）珍しい。燃i多iras3aN

　ともいう。

m畑doo⑨（名）面倒。厄介。～na　kutu．

　面倒な事。～，jaN．面倒だ。

miNgwa＝sjuN⑲（他＝saN，　・ci）濁らす。

　濁らせる。

miNgwa＝SjuN①（他＝saN，＝ei）θ闘す。

　めぐらす。migurasjUNともいう。　kuu－

　ruu～・こまを嗣す。◎惑わす。，

miNgwi⑲（名）濁り。濁ること。濁ってい

　るこど。～nu？aN・濁っている。

miNgwi＝juN⑨（自＝raN，＝ti）（水などが）

　濁る。

miNgwi＝juN①（自＝raN，＝ti）∈∋回る。め

　ぐる。migujUNともいう。◎惑う。

miNkaa⑪（名）つんぼ。次項の卑称。

miNknu⑥（名）つんぼ。次項参照。

miNkuziraa⑨（名）つんぼ。また，：耳の選

　い春。m2Nkaa，　miNkUU，　mimikuziraa，

　rniNkuzirimUNともV・う。

miNk疑zirimunu＆atai（①（名）耳の遠い考

　との議。また，そのようなとんちんかんで

　互いに通じない謡。

miNkuzirimUNem（名）miNkuziraaと同
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　じ。

miNkwaallu⑨（名）0ひどくよごれたりに

　じんだりして，もとの形がわからないも

　の。そのような字体など。◎顔がすっかり

　よごれること。また，ひどくよごれた顔。

　～sjUN．（子供をこわがらせる時などに）

　指で昌やllを引っ張って，恐ろしい顔つき

　をする。

腿諮m聾k根⑨（名）miNbukuと嗣じ。

miNna⑨（名）樋物名。るりはこべ。瑠璃

　＆の小さい花が咲く。家畜の飼料となる。

miNna⑨（名）㊦水納農。沖縄本農本意図

　島西方にある小農｝。◎水船癌。宮古群篇の

　島の名。

鵬溢麟◎（名）壬（みずのえ）。十干の一つ。

mlNnR鼠uu①（名）水の子。水の実。祭紀

　の際，なまのまま小さく四角に切って施餓

　鬼心として供える野菜。

miNnugU①（名）みずのと（癸）。十干の一

　つ。

miNsaa⑨（名）∈）布の名。緯糸を合わせて

　太くして織った屯ので，信用。㊤それで

　作った帯。miNsaa？uubiと岡じ。nasaki

　kwirubikei　tisazi　kwiti　nu　sjuga，

　gamaku　1〈uNsimiru　miNsa　kwirana．

　［情呉ゆるびけい　季巾呉てのしゆが　腰

　くんしめる　みんさ呉らな（かなよ節）］

　騰り物をするぐらいなら，手ぬぐいぐらい

　やって何になるか，腰をぎゅっとしめるメ

　ンサ帯をやりたい。

m細S鎗？繕犠髄⑨（名）miNsaaの帯。いな

　かの女が用いるもの。

磁三Ns皇⑨（名）輿綿。屑繭を引き神ばした綱

　綿。

miNtama⑨（名）窪玉。§の玉。鰻球。

maiNganaes（名）流し。台所の流し台。水

　棚の意。

m姻脇囎磁r蓋⑨（名）台所の流しの先に設け

　る水だめ。

miNtari？aNzasa⑨（名）頗を深くおお5編

　み笠。深編み笠。

meliNtarig⑨（名）miNtari？aNzasaと岡じ．

蕪醜藤⑨（名）耳だれ。葺の穴から流れ出

　るうみ。また，その病気。

miNzaigusa⑪（名）植物名。雪の下。弁戸

　ばたなどの湿地に生える草。葉をもんで油

　とまぜたものを耳だれの薬にする。

mrliNzici⑨　 （名）　こ面付］　名義。　　taamiNzici

　natooga。だれの名義になっているか。

mips’zieiee（名）［面付3顔付き。顔色。棚

　手・状況によって変わる顔付きをい5。

灘茎醜ie瘤ee⑨（名）名義変更。

miNEeg①（名）〔嚢状］顔付き。面相。～nu

　’waQsaN．顔付きが悪い。

miQca①⑥（名）三日。みつか。一義の三

　倍。月の第三三鑓は多くsaNniciとい5。

maQeaiO（名）三人。～suriree　sikil　．三

　人そろえば盤闘となる。

miQeakaaN①（名。副）いっぱい。満ちて

　いるさま。kaaminu～】1　i4i　kunUN．か

　めにいっぱい水を汲む。～sjQON．いっ

　ぱいに満ちている。

miQeaka＝ju“iN⑪（自＝raN，”ti）満ちる。

　いっぱいになる。

㎜堆e蹴鵬鰍猛①（名）正月3日の祝い。そ

　の日，国王は円覚毒・天王寺・天界寺の三

　寺に参詣し，一一Ame家庭で｝まsikamuduCi

　（料理名。その項参照）などのごちそうを

　作って祝った。

miQeana？niwee⑨（名）miQcanU？ujuwee
　と閥じ。

miQeaElu？ujuwee⑨（名）旅1こ出た人の家

　で，出帆後三β冒に行なう祝い。帆船時代

　に，jamatuに行く船が蕪日欝あたりに七

　島灘の難燐にかかるので，その無事を祈る

　ために祝ったものであろう。

gerZliQei2amajaa⑪（名）才走った者。小利口

　考。

mtQkaoo（名）三績。みつか。

miQkww⑲（名）めくらの入。欝人。　m宝噺
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misihwa

　kwaaともい弓。

m韮qkwa⑨（名）盲。盲H。～nu　hxvlibuN

　？uzlraN．善蛇に怖じず。

iniQkwaa⑪（名）miQkuu　と岡じQ

rniQkwaatoorUU⑪（名）遊戯の名。めくら

　おに。鬼が霞隠しをしてする鬼ごっこ。

rniQkwasamtmepamp（名）憎い者L。憎まれ者。

　催iらしい考。

miQkwasaN⑨（形）憎い。憎らしい。

nliQta⑨（名）めった。むちゃ。～na　kutu．＊

　めったなこと。むちゃなご：と。～ni・むや

　みに。やたらに。～ni　Qeu　nurajuN．や

　たらに入を叱る。

mirujukii⑨（名）でき心。見ると起こる欲。

iniruktt①（名）弥勒（みろく）。弥勒菩薩。

　首里の赤碍に蒼里殿内があり，そこに認っ

　てある。旧贋8月16臼に弥勒会が行なわれ

　る。？akata　sjUNごunuei　kuganiduurUu

　sag’iti　？uer；’ga　？akagariba　”v　？uNke．

　［赤田首里殿内　黄金燈籠下げて　おれが

　明かがれば　弥勒御迎〕赤閏の首里殿内に

　こがねの燈籠を下げて，それに火がともつ

　たら，弥勒をお迎えしよう。～nu’wara－

　taNnee・弥勒が笑ったように。にっこり

　と笑ったさま。

灘量mku船齢hu賦⑪（名）［弥勒世果報］mi－

　ruku5uu　と岡じ：。

mirukujuuco（名）£弥勒撤〕豊年。　lniru－

　kuju．ia　minume　hwieijusiti　’ugeiga

　hutakacanu　nunuja　’utami　’warabi．

　［弥勒世や目の前　ひきよせて凝すが　ふ

　たかちやの布や　織ためわらべ3豊年は霞

　の前に近づいているが，hutakaca（その

　項参照）の箱は織ったか，子供よ。

miyukuNgwaco（名）弥勒会（miruku？u－

　Nkee）の時，弥勒のお供をする子供たち。

　美しく装束して行列をにぎやかにする。

miruku2uNkee⑨（名）弥勤会。旧麿8月

　16臼に，首里赤田の首里殿内で行なわれ

　る。

mirumiru＠（副）見ていながら。晃す見

　す。～hwiN93eaN。議す心す逃がした。

misaei①（名）岬。海中に突き出た陸地。

misaree⑰（名）？usaree，　misareepaapa＆

　と同じ。

m藍sareepaa「psa⑪（名）士族の結婚式の世

　話役をつとめる平民の老女。花嫁を迎え，

　儀式の案内・進行など，いろいろの世話を

　する。

misatu⑨（名）見里。《地））参照。

mi墨eeN⑨（侮・不規則）e吉うの敬語。仰

　せられる、？i斑坤eeN（おっしゃる。対等◎

　目上に痛いる）よりもさらに面上に用い

　る。◎するの敬語。あそばす。おやりにな

　る。simi夢eeN（なさる。される。対’等・羅

　上に装いる）よりもさらに冒上に用いる。

　㊧食べるの平民君長に対する敬語。あが

　る。

一mise’eN（接羅・不規則）お…になる。…

　なさる。…される。「連用形」（または「連

　溺形」から末尾のiを除いた形）に付き，

　尊敬の敬語を作る。，jumimi寧eeN（読ま

　れる），？ujumimi寧eeN（お読みになる），

　，wakasaimiseeN（お若くていらっしゃ

　る），1〈acimi4eejabiiN（お書きになりま

　す）など。なtb’，　一NseeNの項参照。

鵬績幽m組①（副）冤す見す。見ていなが

　ら。わかっていながら。～saQtaN．見す

　見すやられた。

misigara①（名）体ひとつ。単身。身すが

　ら。kunu　kwadUN　bgititi～ni　nariba，

　sjutu　euiga　kutuja　zijuni　najuN．

　［此子ども捨てて　尽すがらになれば　嫡

　一人が事や　自由になゆん（大川敵討刀

　この子を捨てて身ひとつになれば，しゅ5

　とめひとりの世議はできる。

藤si即e⑪（名）しゃもじ。農民が多く使5

　語。蒼里では多く？iizeeという。

maisihwa⑰（名）見え。外見の守り。見せか

　け。
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灘輝蕉姻

瓢量瞬N⑨（名）かもじの敬語。miirigaNと

　もい5。普通は？iurigaNという。

misilugaN①（名）貴族の腰をあんまするこ

　と。k昼s誌ataciの貴族に離する敬語。

Misi＝」騒N⑨（継茎＝raN7桝目）e｝見せる。

　？UQtu～・次の子ができる。二番匿以降

　の子が生まれる時にいう。弟を冤せる意。

　◎（…して）見せる。？飛盃～．行って見せ

　る。，judi～．読んで見せる。？Nzi　Mi－E

　sirL行くなら行って見ろ。（≧ci　1waisiri．

　来るなら来て見ろ。ともに，鰯止しても閣

　かない揚合にいう。㊤（接尾）…しゃがる。

　命令形で用いる。一misiri，一misireeの項

　参照。

mi＄ikamunugagai⑰（名）〔文〕男女のひ

　そかな語らい。

misikaQteeN（D（名・副）ひそか（に）。内密。

　内字。　～na　hanasi．ひそかな誕。　～du

　，jateeru。内密であったのだ。～nu　kutu．

　ひそかなこと。？a蝋ga～？ic圭1〈witaN．

　彼がひそかに話してくれた。

m圭sik：登⑨（副）〔文〕丁寧に。懐重に。よく

　よく。「みすく，こまく，能々密の心宿

　（混効験集）」’jaa　nasigwa～ciciUga－

　mi・〔やあ産し子　みすく聞鐸め（銘苅

　子）］さあ子供よ，よくよく聞け。？una－

　sal〈inu　？uzirnu　・v　tui？ukiti　cimu　’xva－

　riti　　zicini　　？UNnukijoori．　　［御蒲の御

　肝　みすく取請けて　掻繰れてii起に　おん

　によけやうれ（大川敵講）〕お構深いお心

　を即自にお受けして；心を開いて翼実を申

　し上げよ。

misikuuga⑨（名）e見せ卵の意。産卵し

　ようとする鶏の巣に，あらかじめ入れてお

　く卵。産卵を提進させる意味でする。◎転

　じて，子を生むことを望んだ夫婦が，出塵

　を誘うために，仮：にもらって来た子供。

mislmttN＠（名）見魔物。

misinaakuCO（感）めっそ5な。女の発す

　る語。あきれた揚合，あるまじいことを見

　聞きした揚合などに，多くは指を嘱らしな

　がらN・う。misinataaku，　rnis圭nataraa－

　kuともいう。giruu　giruu～．つる子，

　つる手，あきれたねえ。saQtimu　saQtimu

　～．なんとまあ，めっそ弓な。

naisinataakix①（感）misinaakuとft　U。

m｛sinatawaakuco　（感）　misinaaku　と同

　じ。

一鴨脚「n’ee（接庵）…しゃがれ。一・misir圭の

　項を見よ。

一・高奄唐堰u誠（接尾）…しゃがれ。　一・misiyeeと

　もいう。’jumimisiree（読みやがれ。’judi

　misixee．　一swんでみろ一とは劉），　tuimi一一

sixee（取りやがれ），？ici纐siri（行きや

　がれ）など。

mis三ta⑨（名）H下。多くはtiisicaとい
　う。

misi？uki⑪（名）（下宿業などで）まかない

　をすること。

珊量s圭w飽⑨（名）飯椀。御飯茶碗。

鵬細多掘⑨（名）神の託宣。cihwiziN（き

　こえ大君），eiN（君），　nuuru（のろ）など

　の託宣のことば。？ukam呈？arawar量ti，

　？ukutubaRu　？ariba，　・vnu　？ariba．　［’es

　神あらはれてお言葉のあればみすずりの

　あれば（孝行羽繕）コ神様が現われておこ

　とばがあったので，御託宜があったので。

mitamita⑨（副）ゆらゆら。ゆれ窪くさま。

　haS圭nu～Qsi？utur観s3aN．橋がゆら

　ゆら揺れてこわい。

mlta＝sjuNew（他＝saN，＝ei）満たす。いっ

　ぱL・にする。micijUNともL・う。kaami

　～・かめを満たす。

mitnti⑪（名）∈）見立て。鑑定。見て決める

　こと。～sjUN．見立てる。◎見込み。

　～nu，j就as5aN．見込みがある。

瓢畳搬①（名）三蓋。みとせ。micu，　saNniN

　ともいう。

mituGuki⑭（名）見とどけること。確認。
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鵬玉多玉？UNcee

　miituduki　ともいう。

Mitlli⑪（名）見てとること。見定めるこ

　と。見て決めこむこと。～sjUN。

mitujutu①（名）三，西年。

嫌韮？uu疑①（名）おみ帯。帯の敬語。

mlwaki⑪（名）miiwakiと同じ。

iiiigi①（名）水。～nu　kaN？iQCOON．冬

　になって水が冷たくなった。水が寒に入

　つた意。～maajUN・（食物が）腐って水

　っlzeくなる。（食：物が）汗をかく。

瓢｛4｛？aree⑪（名）水洗い。

mi4ibakuruusw（名）水ぶくれ。やけどの

　あとなどにできる水ぶくれ。

mi41daki①（名）水の高さ。水かさ。水深。

mizigaam⑩（名）水がめ。炊事用水・飲

　料水を弁戸から汲んで入れておくかめ。多

　くはhaNduu・gaamlという。

m韮gigani⑨（名）水銀。　mi4ikani（鉛）と

　は別。

㎜三ligasa⑰（名）水痘。水庖瘡。

mi4三gasaa⑨（名）mi多igasaと問じ。

㎜珍ig皿rum3⑪（名）水車。

m垣gu繊i⑥（名）水蘂。

migihanadai⑱（名）水ばな。鼻みず。

miiihaniee⑨（名）㊦水かけ遊び。水のか

　け合い。O水かけ論。

m韮多野a雌i⑲（名）水鉄砲。

miglkwiei＠（名）水引き。仏壇の溺の卓に

　掛ける小さな幕。

mi錘2iri⑲（名）水入れ。硯にさす水を入れ

　ておく小さい器。

mig？iru⑪（名）資。水色。藍のやや薄い

　色。？ooruuは緑色をいう。

migiiru⑨（名）mi多i？iruと同じ。

mi4ikaagaa⑪（名）水鏡。水に姿を映して

　見ること。

m麟k＆n韮⑪（名）鉛。mi多igani（水銀）と

　は別。

migika4aa⑨（名）湿気によって腐ること。

　多雨・冠水などで，さつまいもが腐ること

　など。

migikageaa？Nmu⑨（名）湿気によって腐つ

　たさつまいも。冠水いも。

migiknbusi⑨（名）便飯で女のみが使う手

　洗い。昔は便所で紙を使用せずに水を使驚

　した。そのための水を入れておく器をいう。

m三門n夏3k量（D（名）水に負けること。他郷な

　どで，｛貫れない水のために体が弱ること。

m癖mui⑨（名）θ見つもり。理算。あら

　かじめする概算。◎あて。

migimuiSGoi⑪（名）目箕力こはずれること。

　あてがはずれること。

m燐mutaa翼⑪（名）水遊び。

m塚薫umi｛⑨（名）水の中。水中。？ijOO

　～utiN？難ei　S量igisaN．魚1ま水の中でも

　息をするらしい。ku箆u　kusaa～nakai

　sudaeuN．この草は水中で育つ。

migiQteeN①（副）みずみずしいさま。水の

　したたるようなさま。migitarataraとも

　い5。～sj　oo；　．みずみずしい。

miyirasjaN⑪（形）珍しい。　miNda＄jaN

　ともいう。

mizlsirazi＠（名）見ず知らず。一薗識もな

　いこと。～satume　timigitisi　siraN　？a一一

　tinasiju　demunu，juruei　tabori．［見ず

　知らず下前　手水てす知らぬ　あてなしよ

　だいもの　ゆるちたばうれ（手水平縁）］見

　ず知らずのあなた様，わたしは事水という

　ことを知らない心の幼い娘ですからお許し

　下さい。～nu　Qeu・見ず知らずの人。

mi多蓋sjoO①（名）水性。陰陽家のいう水の

　性（をもった者）。

m域m⑪（名）zita（表付きの下駄）の敬
　語。

militamai⑰（名）承たまり。爾水などのた

　まったところ。

mi4itavataraCO（副）mi多iQteeNと同じ。

　～sjoOR．みずみずしい。

m癬？u翼cee①（名）じゅんさい。水草の名。

　水野に生える。葉茎を食用とする。
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Biiyi2utu

mi多i2utu⑰（名）水音σ水の音。

簸薮zuN⑨（名）いわし。

rnjaadeera⑪（名）宮平。（（　ts　））参照。　naa－

　deeraともい5。

mjaagi⑨（名）みやげ。　naagiともいう。
】【】臣jaagu§iku（ff＞　　（名）　　筥城。　　（（地））　参照。

mjaaku①（名）naakuともいう。　e宮古

　群島。◎窟古島。富古群癌の主島。

mjaa；atu⑨（名）宮塁。（（地》参照。　naa一

　多aも疑ともい5。

コ【njaku（D（名）脈。脈縛。箆aakuともいろ。

mjooga⑱（名）名餐㌔ほまれ。冥加の転意

　したもの。noogaともいう。

mjoezi⑨（名）翠苔。　nooziともいう。家

　号と溝じ苗字の揚合は，jaaNnaaとい5。

mjuNc三④（名）お顔。？Ukci（お顔）のさら

　に上の敬語。nUNciともい5。　na競掘U

　kwiN　tumari，　kazinu　kwiN　tumari，

　sjuitiNzanasi～’ugama．［波の声もと

　まれ　風の声もとまれ　首里天ぎやなL

　美御機拝まコ波の声も静まれ，風の声も静

　まれ，首里の麟王様の御機嫌を伺おう。

mjuNeigU！uO（名）仰せ。国王のおこと

　1ま。nUNelgutuともいう。

mjXiNglkee①（名）御招待。また，御案内。

　貴入を招待または，案内すること。？UNgi－

　keeのさらに上の敬語。

mjuNcoobiCO（名）〔一廻美髪］貴族の髪の

　敬語。おぐし。nUNcoobiともい弓。髪の

　普通の敬語は？UNcoob㌔

mj’uNkaki＝ju照co（他＝raN，＝ti）御覧にな

　る。見る（’NNZUN）の敬語で，？umilcal〈i一一

　jUNよりさらに上の敬語。捻雛NkakijUN
　ともいう。

mjUNfijuki＝juN①（イ｛姦　＝i’aNt　・＝ti）奏上す

　る。書上する。（鼠王などに）申し上げる。

　？UNnukijUNのさらに上の敬語。　XXUNnu－

　kijUN　ともいう。

mjUNzuco（名）［美御胴］あなたさま。第

　二人称の貴族に対する敬語。njUNZU，　nu一

　Nzuともksう。

mjunQ（名）妙。変。奇妙。～簸a　kutu．

　妙なこと。dUQtu～’jaN．とても変だ。

mjllttkoO①（名）njuukOOと同じ。

mjUilyaree①（名）nuugareeと1司じ。

moo⑪（名）野。野原。耕地でもなく，林

　でもない荒れ野。harunu～natOON．畑

　が荒れ果てている。

一moo（接尾）体のある部分が無い者。…無

　し。hanamOO（鼻の無い者），　kiimOO（あ

　るべきところに毛の無い者），hwizimoo

　（ひげ無し）など。

moo？aasaCO（名）植物名。きのこの一種。

　野（moo）に生える？aasa（青のり）の意。

　かさは平たい円形で緑色，径4～5セン

　チ。柄はきわめて小さく，地響に生えるQ

　乾かしたものを水にもどして食用にする。

膿00？鱒i擁⑪（名）農村で夜，若い男女が

　野原（moo）に出て遊ぶこと。三回線・歌。

　踊りに打ち興じ1，しばしば夜を明かす。

mooeaN⑨（名）頭巾。中麟風の頭巾で，布

　製。

moodoO①（副）心が乱れるさま。　どぎま

　ぎ。　おろおろ。cimUN～najUN・おろ

　おろする。

moo？i’eubi⑨（名）植物名。苗代苺。山野

　に自生し，実は熟すると深紅色となる。食

　用になる。

moo呈⑪（名）蓬頭。髪が乱れてばさばさし

　ていること。～kwaNkwaN．髪をふり乱
　しているさま。

moO三①（名）踊り。舞い。

mooihani①（名）踊ったりはねたりするこ

　と。欣喜：雀躍。～s3UN．

moeli⑪（名）髪を結っていない幼児。

moo＝juN⑭（自・不規員il）行かれる。来ら

　れる。行く。来るの平民の無長に即する敬

　語。hei　nisetaa，　namadu　mooeaN　naa。

　euu　’junagata　？ageibi　dil｛irasa　’jaa．

　［へい二歳た今どまうちやんな今日夜な
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mueigicaa？uta

　がた　遊び出来らさやコやあ青年たち，

　今来られたか。今晩は一晩中弓まく遊べ

　るぞ。

moo＝．iuN①（自＝ra璃”ti）（∋踊る。舞う。

　即興的に爾る婚合を多くいう。正式な舞踊

　の揚舎には，’udujuNを多く使5。◎喜

　んで踊りあがる。

mookaa⑲（名）e体のある一回分が無いこ

　と。mookuuの卑語。　hananu～natoo－

　N．鼻がもげて無い。◎（接蝋）体のある一

　部分が無い者の卑称。…無し。tiimOO－

　kaa（手の無い者）など。

■臓ookahuu⑰（名）真岡（も5カ、）。真岡木

　綿。浴衣などにする太綿の布地。

mooki⑪（名）儲け。商売の利益。また，

　働いて得る賃：金：。

mooki＝juN⑰（他＝vaN，嵩雛）e儲け・る。

　商売で利益をあげる。瓢ookirazijaka
　？aganee｝’i．儲けるよりも倹：約せよ（こと

　わざ。mool｛irazijakaは形は否定だが，

　意味は肯定。鵜ookij聯i画kaともいえ

　る）。O働いて賃金を得る。　mookihaNsee

　l〈amihaNsjuN．賃金をもらいそこなえぱ

　食いはぐれる。

mookitikanaa⑪（名）その日暮らしの労働

　者。労働してそのBの食を得る者の意。

mookig．uku⑪（名）儲けることのみに偏す

　ること。イ諸け一本槍。

撫ookuu⑪（名）0体のある一部分が無い

　こと。hananu～nateON。鼻がもげて無
　い。hwizinU～，jaN．ひげ無しだ。◎（接

　羅）…無し。体のある一部が無い者の意。

　一mUQkoo，一mookaa，一・moo　ともい5。

　tiimookUU（手の無い者），4uumo◎kUU

　（尾なし）など。

】moon100⑪（名）牛のノ」、児語。も5も弓。

moomoogwaa⑭（名）子安貝。宝貝。漁村

　で網のおもりに使：5。

蹴oosi：～Nzi＝jaN⑨　（弛＝raN，＝ti）　申し鵡

　る。

moosjagi⑪（名）告げ日。密告。また，陰

　口。
　　　　　　　　　　　　　儀．
照oo撫i⑪（名）つぐみ。

moo2ui⑪（名）植物名。しろ5り。きゅう

　りに似たうりで，食：用となる。

moo2u「i⑥（名）自生1の瓜。

moozi⑥（名）孟子。

mu一（接頭）六。　muhwani（六羽）．　mukeeN

　（六回）など。

mubaa⑨（名）［無点〕あいにくなこと。～一

　nu？ami，jaQsaa，jaa。あいにくの爾だ

　ねえ。～’3ati　kuuraraN．あいにく来ら

　れない。

mucaga＝juN①（自＝raN，＝ti）持ち上が

　る。高く盛り上がる。高まる。

mucagi＝juN⑱（他＝raN，　＝ti）持ち上げる。

　もたげる。高く上げる。giburu～．頭を

　もたげる。

mueamuea①（副）ねばねば。粘りつくさ

　ま。～sjUN．

】muci①（名）e餅。主として法要，祭麗に

　用いる。普通は米の粉で作られる。muu－

　ciiは別。～gukujUN．餅を作る。◎し

　つくい。防風用として屋根琵の接合に多く

　用いられる。㊧鳥もち。’jaNmuciともい

　5．o

mugi①（名）財産。資産。～kwirazi5aka

　sjoo　kwiri．（子に）財産を与えるより，

　：立派な性質を与えよ。子孫のために美田を

　買わず。

㎜ugi①（名）時刻の六つ。朝晩の6時。

intzci？asabaN⑨（名）弁当持ち。昼飯持参。

mucibaNmee⑨（名）弁当。また，弁当・食：

　糧を持って行くこと。手弁当。弁当持参。

　～sjUN．弁当（食糧）を持って行く。

mucigicaa⑰（名）しっくい作りをする者。

mttcigleaa・？u”ta⑪（名）しっくい作りの時

　にer　5歌。　hananUUという労働歌を多

　く歌㌔歌i擬は，hanaanu　kazimaja．ia

　l・：azi　giritl　miguru，　’waNja　dusi　giriti
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嫌uc濠¢澱。ヨ

　？aeibu，　ciNtuNteNtuN　lnaNciNteN．

　（花の風車は風につれて回る。われは友を

　つれて遊ぶ。以下はやし）

muolφ磁⑪（名）しっくいを作ること。石灰

　にわらくず。粘土などを入れ，ふのりの液

　汁をまぜ，練り合わせて作る。女が気長に

　歌などを歌いながら作ることが多い。

muciciri⑨（名）持ったきり。持ち通し。

　ひとり占め。

mucieirljaia⑪（名）独立家屋。一軒の家。

mUC；’eirlsi”gutump（名）ひとりでする仕事。

　狸浮してする仕事。

muckiee＠（名）持ちこたえる力。持久力。

　teeはたえる力。

mauelee⑫（名）持病。

mvac；gu臓藍①（名）餅米。

mllcihaNdl＝ju’Nmp（他；raN，　xti）（身を）

　持ち崩す。堕落する。haNdijUNは外れ

　る。duu～．身を持ち崩す。

mueii①（名）［無系］山越1のなV・こと。平

　Kで系図がなく，身分の低いこと。また，

　その者。平民はほとんどが直系であるが，

　功労によってあらたに系譜を与えられるこ

　とがあった。たとえば，音楽家のciniN

　miihagiiは平民で無系であったが，音楽

　の功労により歌心を与えられた。

mucljuku①（名）物欲。金銭・財薩への欲

　墓。？iruj級ku（色欲），塒慧N撚ゑjuku　（食

　物への欲）と合わせてsaNjuku（三欲）と

　いう。

mug・lkasjaps④（形）㊦むずかしい。困難で

　ある。やりにくい。◎（病入が）危い。㊤機

　嫌をとりにくい。気むずかしい。⑳葬凡で

　ある。偉い。mugikag．　ii　Qeu．夢捧凡な入。

　すぐれた人。

mucikeek：ami”kee⑨（副）持ちかえたり，

　頭にのせかえたりするさま。ああ持ったり

　こう持ったり。kami一くkam彗線N。また，

　あっちへやったり，こっちへやったり。あ

　あやったり，こ5やったり。

mueikwaa＝rijuN＠　（＝riraN，　＝Qt1）　mu－

　cikwajUNの受身。

珊uc激wa且juN⑨（他＝aN，＝ti）θ（馬・荷・

　才能などが人を）引き回す。？Nrnanu　Qeu

　～・馬が入を引き闘す。seeni　m観cikwaa－

　Qti．才能に引き回されて。◎熱中させる。

　傾倒させる。夢中にする。多く，受身の形

　で恥いる。mueil〈waaQti　munuN　ka－

　m＆N．熱中して飯も食わない。

mueimee⑪（名）θ霞分の持っている分。

　持ち分。負漏洩。持つ義務のあるもの。㊥

　自分が祀るべき祖先。

mue量nasi⑨（名）e持ちかた。手入れ。ciN－

　nu～・着物の手入れ。1〈Ugani　saci’utiN

　naNza　sacl　’utiN　cimunu　・vdu　kazai

　sarami。〔黄金さちをても　白銀さちをて

　も　肝の持なしど　かざりさらめ］金のか

　んざしをさしていようと，銀のかんざしを

　さしていようと，心の持ちかたこそ飾りに

　なるものだ。◎世話。tusjuinu～．年寄

　りの世話。

mucinli⑨（名）手に持てる程度の荷物。

　手にさげる荷。手荷物。kami箆iiより軽

　い。

mucinoo＝juiN⑨（自＝raN，＝ti）（病状な

　どが）二面に向かう。持ち御す。’jaNme一一

　enu～。病気が持ち直す。

磁疑。妻聡oo竃s3ガ麗⑨（他；saNe；ci）持ち直

　す。（病状などを）園復に向かわせる。，ja一一

　Nmee～・病気を持ち直す。

mucinttigeeku①（名）左官。

m・xeinlljaaem（名）左官。　mucigeekuとも

　いう。一nujaaは塗る者。

mueiNco（名）無賃。乗物などで料金を払

　わないこと。

m縫ciN”euN⑨（趣＝kaN，瓢e呈）持ち込む。

mueiQkwaO（名）持ち過ぎ。負担過重。

mllgiri①（名）男女が互いに離れられない

　仲になること。

mlugimittjuN①　（pt　＝raN，　＝ti）e（男女が〉
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箆繊腿geeJU駕

　仲よくなって，離iれられなくなる。「睦る」

　と関係ある語。睦まじくなりすぎる。

　◎＊〔文〕（糸などが）　もつれる。口語では

　，NzarijuN　という。

muc量saN①（形）粘っこい。粘り気がある。

　ねばねばしている。ktmu，jaNmucee　mu－

　ciko◎neel’aN．この鳥もちは粘りがない。

㎜ucitukaasja⑩（名）男女の仲のよい密な

　聖画。餅とそれを包む葉のよ弓に離れない

　関係。

muei多eeku①（名）左官。　muciはしっく

　V・。mueinujaa，　mucinuigeekuともN・
　う。

mu・・cuN⑨（弛娩aN，＝Qei）e持つ。手に

　持つ。また，燐有する。維持する。受け持

　つ。◎とつぐ。（女が）結婚する。また，

　子供ができる。’utu～・（女が）結婚する。

　とつぐ。Qkwa～・子供ができる。妊娠す

　る。また，出藍する。maa5a　mutani．イ・

　まだ嫁に行かないのか。ロ。まだ子供がで

　きないのか。㊤（自）もつ。持続する。

mu；CuN⑥　　（自　　 ：taN，　　＝Qci）　　む　く　む。　　lまれ

　てふくれあがる。mukunuNとやや異な
　り，全体がふくれてはれあがる揚合をいう。

　giraNkai　mu（ICO◎N．　tw，tミむくんで，は

　れあがっている。hwisjaNk鍼mu亀coON．
　足がむくんで，はれあがっている。

・mudi⑨（名）三味線（saNsiN）のねじ。　ka－

　rakui，　ziihwaaともいう。

mudi？aja⑪（名）白糸と黒糸とをより合わ

　せて織った模様。mttdi一くmudijUN。

mudi聾輸磁瓢」ガN⑪（他・・raN，弍i）ひねつ

　たり，つねったりする。giNkijUNはつね

　る意。

mudi＝juN⑨（＝raN，＝ti）e（弛）よじる。

　指先などでねじる。ひねる。◎（自）ねじ

　れる。よじれる。また，（人間が）ひねく

　れる。すねる。

mudikeera＝sju”N⑨（他＝saN，＝ci）ひね

　り倒す。ねじり倒す。

mudiku＝juNan（自＝1’aN，＝ti）　もつれる。

　（糸・藤の枝などが）もつれあう。

mudimuci⑨（名）祭紀用の餅の名。細長

　い餅にきなこをつけたもの。ひねりもちの

　意だが，甥にひねってはない。あずきをま

　ぶしたhueagiという餅と形が似ている。

muditoρ＝sju”N⑪（倦＝saN，＝ei）ひねり

　倒す。ねじふせる。

mudu＝ciiN①（他監kaR，＝ci）さからう。そ

　むく。反抗し非難する。「慈どく」に贈応

　する。muduei篇udukaτaN．（親などに）

　さからおうとしてもさからえない。

烈鼠ud職三⑨（名）渓り。帰り。

mtEdu；juN⑪（自　＝r我N，；ti）e戻る。　婦

　る。？iCUN（行く）の反鴛の運鋤を表わす

　には1〈eejUNよりもmudujUNを多く周
　いるようである。◎離縁となって里へ戻る。

mudtx＝juN①＊（露＝raN，＝ti）もとる。そむ

　く。反抗する。？ujaNkai～・親にそむく。

muduru＝cuNCO（塵：｝〈aN，；ci）「もどろ

　く」に頬応ずる。e老衰して視力が褒える。

　物がぼっとしか見えなくなる。◎決めかね

　る。判断に迷う。ためらう。

一一高浮р浮唐堰i接罵）往復の函数を表わす接尾

　辞。cumudusi（一往復），　tamudusi（二

　往復）など。

mudu＝sjuN⑪（他＝一・saN，＝ci）e戻す。返

　す。帰す。？ujanu　k就ub我～・親のこと

　ばを返す。㊤戻す。吐く。

muee①（名）［模合］無尽講。頼母子講。

　，jureeともいう。年一回開くものはni－

　Nmuee，月一回開くものはgicimueeと
　いう。

mugaku①（名）無学。　musaN　ともいう。

　～na】nUN．無学な者。　siMiN　sU’翫N

　mUNともいう。

mu琶ee⑰（名）おもがい。馬具の一つ。馬

　の頭からくつわにかける組みひも。また，

　駄馬には二二の屯のを用いる。

臓繊gee樋u醤①（自＝raNe＝ti）沸騰する。

　わく。煮え立つ。sirunu～・汁が煮え立
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lllUgllN

　つ。’watanu～．はらわたが煮えくりか

　える。非常に立腹する。

muguN①（名）無言。

m漁oo⑨（名）無法。規律などに反ずるこ

　と。～na撮鴛ド．無法者。

inahul一①（名）e謀叛。O反抗。～na　nl　u－

　N・反抗的な者。麟zaNk滋～③画幅に・

　反抗して。

mtihuNniN①（名）θ謀叛入。◎反抗的な

　者。反逆的な者。

簸uli⑪（名）emui5akuと岡じ。　O子守り

　をすること。：お守り。～sju1・

灘癬⑦（名）［森〕丘。山。土が盛り上がっ

　て凄くなっているところ。う」εしmaは林を

　意味する。saNはそびえて山らしい地形

　をしたもの，tak1は出歯のある山をいう。

　？anu　muee　takazaN　nateON．あの丘は

　高くそびえている。？UNnadaki？agat・a

　satuga　？Nmayizima，　・vN　？usinul〈iti

　kggata　nasana．［恩納長あがた　里が生

　れ島　森も押しのけて　こがたなさな］恩

　頭角のあちら側は恋しいかたの生まれ故郷

　である。由（恩納箭）をも押しのけてこち

　ら側にしたいものだ。

一mui（引外）〔文］殿。様。人名に付き，

　敬意を表わす接尾辞。？lkusamui〔いく

　さもい］（道観王の幼名），？uzagamui［お

　ぎやがもい］（尚真王の幼名）など。出語

　の？umee，？撰jaa瓢eeなどの一mee，お

　よび’jakumiiなどの一・miiと語源を岡じ

　くするものか。tu3u搬u　zanamUlga　za－

　na？wibaru　Rubuti　ki？agitaru　gijunu

　tamanu　curasa．［とよむ謝名もいカこ　1謝

　名上原のぼて　蹴上げたる露の　玉の清ら

　さ］名高い謝名の按司様が謝名上原に登っ

　て，蹴散らした露の玉の美しさよ。

mulgwaa⑨（名）小さい丘。小山。

muijaku⑨（名）身分の高い子弟のもり役。

　身分の高い子弟の勢のまわりの世話をする

　役。

muikubana⑨（名）まつり（muikwa）の花。

　莞香高く，茶に入れて賞味する。tiN一一

　sjagunu　hanaja　？we．guNsjori　？wem．u－

　nu，～kubana　satuga？wemumu・〔て
　んしゃこの花や　うえぐんしょりおや物

　むいく花小花　塁がおや物3ほうせんかの

　赤い花はお嬢様の物，まつりの白い花は御

　主入の物。奉公入が主家の庭をほめた歌。

　（男女の陰部を庭の花にたとえたものか＊）

muikuei◎（名）もいだ跡。果実などをも
　ぎとった箇所。

㎜眼鰍w3⑨（名）植物名。も1）か。も5りん

　か。まつり。ジャスミンの一種。もくせい

　科に属し，葉は光沢ある円形。花は白く芳

　香がある。花を茶に入れて賞味する。

臓醤i蘇蜜NS嚢＝」ガN⑪（他＝1’aN，　竃とi）もりを

　して寝かせる。mUhliNsi臓riiru墓utoON．

　刷りをされながら眠るときのよ5だ。ここ

　ちよく眠りにつく揚合にいう。

m眠｛斥e剛⑪（自篇kaK，窟ci）（心舅が）ぐっ

　たりする。（非常に眠い時，疲れはてた時

　などに）体：が地にめりこむように感じる。

】mu演＝c窺N⑥（他＝kaN，＝ci）（漿実などを）

　盛んにもく㌔どんどんもく“。

m獄難a盛樋u「欝⑨（催＝raN，＝ti）（子を）おも

　りして育てる。立派におもりをする。

muitati＝juNC）（他＝1’aN，　＝ti）盛り立てる。

　盛り上げる。

m諏？ukw韻s蒙④（名）法事の時，盆に盛る

　各種の菓子。kuSicii？ukwaas圭，　hanabOQ－

　rUt　SOO？uburu，　ciN　SUNkOOなど。いず

　れもその項参照。

m痴aa⑭　（名）e子もり。子もりをする

　考。Q．kwamujaaともいう。㊥かつて，自

　分の子もり（Qkwamujaa）であった者。

膿鱒aga＝」晃梱①（自＝raN，　＝ti）盛りあがる。

mujamuja①（副）鑑動ずるさま。虫などが

　むらがって動くさま。らようよ。～sjUN．

㎜擁oo①（名）e模様。様子。状態。◎模

　様。織物・染物などの模様。

mujuir3）（名）最寄ウ。近くの便利なとこ
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mumu
　ろ。～RU　basju．最寄りの場勝。～～ni

　？agilllari．それぞれその最寄りの場所に集

　まれ。

mujuku①（名）無欲。欲のないこと。～na

　MUN．欲のない者。

mu樋uN⑪（自＝raN，二ti）漏る。すきまか

　ら漏ってこぼれ．る。

mu；juN（蔓〉　（他　 ＝raN，　　＝ti）　 （果実を）　 も　く“。

1｝lu＝juN①（lte　＝raN，　zti）盛る。盛り上げ

　る。飯を盛る意では？iri5UNとい5。

mu＝jtlN①（他＝raN，　・ti）子もりをする。

　Qkwa～・子供のもりをする。

m繊∫贈繰①　（名）無用「。～na・無用な。

mujuugガtu⑪（名）無用な事。

mujuus三①（名）（≡）催し。企てて行なう行

　事。◎きざし。saNmujuusiは産気づく

　こと。

mujuit曲n親N⑨（名）催し物。

玉nu舞u＝sj疑N①（＝saN，＝ei）e（他）催す。催

　し物をする。◎（宮）きざす。（病気などが）

　発生しかかる。（便意などを）催す。kasa－

　nu　malljUUCOON・できものができかかっ

　ている。

mttkataa①（名）容貌の醜い春。　kata（型）

　の無い者の意。

mukizi①（名）無傷。蕩のないこと。また，

　欠陥のないこと。～na　mUR・無傷なも

　の。欠陥のないもの。

mukoo’CD（名）額。ひたい。

mukoobaree⑪（名）先方払い。受け取り
　入払い。

mukookiz藍⑨（名）むご5傷6額の正面に
　うける傷。

mukoosiVtiu⑰（名）（牛・馬・犬などの）額

　の窪いもの。

mukuduijumai”dtti＠　（M”g）　’jumiduimu－

　k媒dui　と同1じ。

muku？劔⑥（名）むく犬。むく毛の犬。

muku？iriza（名）婿入り式。結婚の段に，

　花婿が花嫁の家に招待されて行く式。婿は

　muku歩riといっしょに行き，花嫁の家で

　はsooba（接待役）の接待により宴を催

　す。式がすむとsooba以外の親類の書が

　次々と婿に酒をすすめる。婿を見に近隣の

　考が大勢押しかけて，しばし1ぎ大騒ぎにな

　る。

mukui①（名）報い。応報。悪の報いをい

　う。～kaNzuN．報いを受ける。

muknjoos量⑪（名）婿養子。娘に婿を迎え

　て養子にすること。また，その養子。

mu鼠mmi⑪（名）太欝。太材の年輪。

mukumu量①（名）銭600文。1銭2厘に当
　たる。ziN（銭）の項参照。

職uk篭i＝nPN③（霞；maN・＝d呈）むくむ。mu－

　CUNとやや異なり，全体がはれてふくれあ

　がるとい5ほどではない。giranu　mukU－

　doON．顔がむくんでいる。

mukuwuku⑨（名）目録。

mukurumi⑪（名）もくろみ。企て。胸鐸
　用。

mukuru＝nuN⑪（イ｛鈷　；maN，　＝di）もくろ

　む。企てる。

mukuziri⑨（名）結婚のH，　muku？iri（そ

　の項参照）に際して，婿の付添い役として

　嫁の家に行く役鍔の者。縁起のよいi者が選

　ばれ，子供のない人。再婚した人などは避

　けられる。

mukuuooi③（名）muku　7，　iriと岡じ。

mumi①（名）籾。

㎜umigu搬⑰（名）もめ箏。争い事。

mt・miN⑪（名）太綿。

mumizi①（名）〔文〕紅葉。沖縄ではhazi

　（はぜの木）のほかには，ほとんど紅葉する

　ものがなく，年：中青々としている。？isu一一

　gu　miei　’juduti　miru　huduN　curasa，

　？uciganikujamanu　hazin～．［急ぐ道

　よどで　見る程もきよらさ　内兼久山の

　櫨の紅血3内兼久出のはぜの木の紅葉は急

　ぐ道を立ち止まって見るほど美しい。

MulllEI⑥（名）股（もも）。足の上部。～nu

389



　gieikuci．ももの付け根。

mumu⑪（名）〔文〕百。また，たくさん。

　nas1gwa　hujakarinu～nu　k頗s3a・

　〔なし子ふやかれの　冨の苦れしや（銘苅

　子）〕生みの子と知れることの大きな苦し

　さよ。

mumu②（名）揚繭。山桃。’jamamumuと
　もいう。実は赤く，春の溝明祭（？usi㎞ii）

　のころ盛りとなる。美味で，塩漬けにし

　て，隼中，茶請げにする。中頭郡越来村の

　欄内および諸見里あたりに多く産する。桃

　（水蜜桃）はkilmumuという。

mumu一（接頭）〔文〕百，または，多くの。

　大いになどの意を表わす接頭辞。mumu一

　加（百年），mumuzana（多くの鞍司），

　mumukakusilcakusi（ひた｝懸しに隠して）

　など。

凱孤磁uci⑥（名）〔文〕命。　tuiN　nacigeimiti

　？al〈igumuN　taeui，　njamata　？igi　’ugadi

　～nubjuga．こ鳥も鳴きそめて　贋雲も立

　ちゆり　にやまた構時をがで　菖き延びゆ

　が］鳥も鳴きはじめて夜明けの曇も立って

　いる，今慶はいつお会いして命を延ばせる

　だろうか。

mumudakabien（名）E学田紙3紙の一種。

　大きさは半紙よりやや大きく，美濃紙より

　やや小さい。こうぞ（kabigi）製。役燐の

　i料紙用などに傷いた最も普通の紙。hja－

　kudasiともいう。

mumugahun①　（名〉〔文〕たくさんの集

　報。大きな幸運。？imijaCON’NdaN　mu－

　mugahudu　g1caru．［夢やちやうん見だぬ

　再果報どっちやる（猛雨子）］夢にも懲わ

　ない，大きな幸選が舞い込んだ。

mumu■汲≠汲浮唐奄汲＝hkusi⑰　（副）〔文〕ひた

　隠しに隠して。，jagimatanu　kurani～

　？aru　ku撫5u　eikiba．［八つ俣の禽に　も

　も隠し隠し　あることよ開けば（銘苅子）］

　入つまたの高倉に（羽衣が）ひた隠しに隠

　してあることを聞いたので。

mumumaQkwa⑥（名）ひとのももを就に
　すること。ひざ枕。

mumunuci⑥（名）ももひき。

mtt㎜USUQkwaa⑪（名）（長く歩いたあとな

　どに）ももカ｛痛むことo

mu㎜utu⑪（名）〔文〕再論。また，百歳。

　mu凱uは　ヂ至憂（もも）あ　一tuは　cutu

　（一壷），tatu（二年）などと隅様，年を表

　わす接鷹i弊。～？ig2mad圭N．［ももといっ

　までも］百歳までも。

mumu？ui2滅藩w鵡⑨（名）楊梅（mumu）

　を売る娘。宜野湾村の大山，糞下喜あたり

　の娘たちが買い畠しに行き，首里・那覇な

　どを売り歩いた。

mzzmu？ukwaas量①（名）．桃の形に作った祭

　薦用の菓子。

mumuzana⑱（名）多くの接司（？az圭）の

　意。一zanal＊’unazara［女按司］，’waka－

　zara［臨接司3の一zaraと同じく按潤の

　意。～nu　haka。今帰仁村運天にある翼按

　司の墓。

munaNka⑳（名）六七銭（むなのか）。死

　後42戯箋に営む法事。

munii⑪（名）munu？iiと同じ。sjuimunii

　は，首里風なことば使い。

munu⑪（名）（mUNともいう。ただしe
　の意ではrnunuを多く用いる。なお接屡

　辞としては一㎜UNを用いる。）e食べ物。

　食事。飯。～kanUN．飯を食う。mumoo

　maasam三・飯は弓まいか。病人を見舞う時

　のことば。食：欲があれば病状がよいのでい

　う。～sjUN；食事のしたくをする。◎春。

　maanu～ga．どこの者か。㊤物。物質。

　⑱もの。物事。事物。～？ub浦k＆ra物心

　がついてから。munOO？umaaN．ものを思

　わない。愚慮がない。苦労がない。～si3u－

　N．物事の道理を知る。苦労する。～sira－

　sarijUN．点せられる。～？jasimiraN・も

　のも言わせない。munoo　naraN・ものにな

　らない。成功しなし・。～NkutUN　neeN．な
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　にもものを言わない。～NkatUN？ama－

　araN。何事も思5余裕がない。どうして

　いいかおからない。munoo’juu？juru

　mUN．（薯実はことばの通りになるので）

　ことばは縁起よく言5べきものだ。㊧魔物。

　もののけ。～ni　mu七a擁jUN．魔物につか

　れる。神隠しに会う。

一munu（接羅）こ文〕活冠する語の「短縮形」

　（apocopated　form）につく。e）ものを。

　，wam量N　murutu搬撒hlaraN　sj視颯unu．

　［我身～も諸共に　ならんしゅもの］私もも

　ろともになろうものを。Oのに。，jaminu

’junu　garaei　nal｛aNmunu　sijumi．　，［gE

　の夜の鳥　鳴かんもの知ゆみ］闇の夜の

　鳥が鳴かないのに，知るものか。㊧から。

　ので。，jaminu，junu　hwi加N　nis宝zimati

　’umunu，　？uzoni　？Nzimisjori　kataribu－

　sjanu．［閣の夜の人も　寝静まて居もの

　御門に出ぢみしやうれ　語ればしやの］闘

　の夜で人も寝静まっているから，御門に畠

　ていらっしゃい。語りたいので。

rnunu？aka．gee⑥（名）物を言い当てる遊

　び。考え物。なぞなぞ。

munu2atarasja⑨（名）物を大事にするこ

　と。大切にして惜しがること。～sjUN．

munubuzooem（名）〔古〕こ物奉行3廃藩煎

　の役名。財務乱脈に当たる。　zuuguniN－

　sjUU［十五呂衆〕に属し，三人いた。

mumugarii⑨（名）豚の飼料。

mtmugatai⑨（名）話。談話。物語は’Nka－

　simunugataiという。～sjUN・話をす
　る。

munllgataigi’ci（D（名）話し女子き。

munugusi⑨（名）食物の好ききらいをする

　こと。

munuhaeibu§jaN⑨（形）吐き気がする。

　胸がむかつく。

1職u厩uhus麺⑨（名）物を欲しがること。物

　欲しそうにすること。また，食物を欲しが

　るこ二と。～sjUN．

㎜UR櫨weem服uku

mllnuhusjagisaN⑨（形）物欲しそうであ

　る。

munu？ii⑨（名）ことばつき。ことば使い。

munu2iigwii⑥（名）話し声。話す声。

　taruumunu？iigwii’jataN・太郊の話し

　声だった。

munu？iihazimi⑪（名）ノ」、児のことばの使

　い始め。

muxww？iikata⑪（名）ものの言い方。こと

　ばの使い方。話し方。

munu？iinReiew（名）竜のを言いながら泣

　くこと。泣きながら書うこと。

niunii2ilniisaN⑰（形）（／お児が）ことばを

　使い始めるのが遅い。

munu2iitanari⑨（名）tlsのの言いかた。

　ことばつき。話しぶり。tanariは風タミO

munu：？iiwa「ree⑨（名）談笑。話したり

　笑ったりすること。

㎜鵬u？鍍zガoz韮⑪（名）物書い上手の意。挨

　拶。切点などが5まいこと。話し上手。

munu2imi⑨（名）食べ物を欲しがること。

　？imi＜？iMijUN（催促する）。

munu？irl⑪（名）ものいり。入費。　munu一

　？irimiと同じ。

lnunu？irimi⑨（名）ものいり。いりめ。入

　費。大勢の来客など費用のかかること。

IAtintljoocigデsaN⑨（形）（入・器物が）弱

　弱しい。きゃしゃである。こわれそうに見

　える。munujoegisaNともL・う。

munujoogisaN⑨（形）munujoocigisaN
　と点じ。

munujumaa⑨（名）おしゃべり。饒舌家。

　munujunaaともいう。一jumaaぐjunUN。

双・unujunaa③（名）munuj．umaaと同じ。

munukaNgee⑨（名）思案。思索。～sjUN．

munukukuN？abii⑪（名）ふくみ声。口に

　何かふくみながら言5ような声。

munukuui＠（名）物乞いをすること。

munukuujaaan（名）こじき。

mu職ukweemuuk翌⑨（名）ごちそうにばか
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m紐】鳳u…殻＆玉貰

　りなって結構な婿。婿は嫁の家で大事にさ

　れ，ごちそうになるばかりで結構だという

　時使う語。

mUZZIrlmaii⑥（名）精神異常で家出してゆく

　え不賜になること。神隠L。魔i物に迷う

　意。mununi　mutarijUNともV・5。

munummo（名）物見。物見台。貴入の屋
　敷に設けられた。

munumigau⑨（名）心配顔。物案じ葭。
　nug我二子　tamal〈ugan圭　～　　sicoru，　，3ub呈

　’Ncaru？iminu　’wazimu　kakati．ゆが

　す玉黄金　物思顔しちよる　タベ見ちやる

　夢の　我肝：かかて］愛児よ，ど5して心配

　顔をしているか。昨夜見た夢がわたしの気

　にかかる。

mununu？aluen（名）食：後。

mu＝nul　co（＝rrlaN，＝di）∈）（弛）もむ。　mi－

　miZUNともいう。◎（霞）もめる。miitu－

　Ndanu？iQeiNnu　mudoON．夫婦間の事

　件がもめている。

munusirari＠（名）〔文］案内を乞うこと。

　問いかけて，駆血を乞うこと。1〈unu’5a－

　dunu？ucini～sj窃b鋤a．［この窩の5ち

　に　物しられしやべら（執心鐘入）］この

　家にいる方に案内を乞5て泊めてもらいま

　しょ5。

munusiyasidu－kuru⑨（名）苦労を知らせ

　るところ。苦労の多いところ。また配所。

　takahanarizimaja　・v，　nja　munu　sij’a－

　b萱aNl，juruci　tabori．　〔高離島や　　物知

　らしどころ　にや物知やべたん　ゆるちた

　ばうれ〕高離島は苦しみを教える醗所，も

　5充分苦しみました。許して下さい。

munusiri⑨（名）e物知り。博識な考。　O

　易着。

munuseodaN⑥（名）梱談。～sjUN。相
　談ずる。

niunusugai⑪（名）食事の支度。

］tnun腿？ubi⑨（名）物覚え。記憶。

muxx92xxmEi⑨（名）物思、・。悲嘆に暮れる

　こと。

mrmu？umiigisaN⑰（形）物思いに沈むよ

　うすである。心配がありそうである。mu－

　mi？Umiigisal〈UN　neeN．何の心配も知

　らず，あどけない。無邪気である。

munu2utuen‡（名）㊦物音。主として，不：宰

　などを知らせる予言的な音をいう。前兆と

　なる音。きねの音・念仏鉦の音などは死の

　前兆，騒音は火事などの前兆とされる。～一一

　卿？ataN。前兆の音があった。◎病人の

　ある家などで，のこぎりの音・釘の音・そ

　の態縁起の悪い音を立てないようにするこ

　と。また，その期間。namaa～’jaN．今

　は音を禁止する期閻だ。㊧？iNdumijama－

　dum呈と構じ。

mvazzu2utusi⑥（名）落とし物をすること。

㎜u蹴篭？uz三⑰（名）物怖じ。物事をこわが

　り，恐れること。

munuwaree③（名）物笑い。入に潮笑され，

　るようなこと。

鵬ロ皿uwa瞬⑪（名）物忘れ。　muNwa＄iと

　もいう。

maasnuzici⑨（名）物好＝き。変わったものを

　貯むこと。また，そのような者。MUNzici

　ともいう。

muN⑥θ（名）munuともいう。その項参
　照。～najUN・イ・成人する。人となる。

　立派になる。U・（腫れ物が）大きくなり，

　かさになる。ハ・熟する。～nasjUN．イ・

　人となす。成功させる。n．熟させる。～

　澄araasjUN。しつける。家庭で礼儀作法を

　教える。～nareehatitiNdicee　neeN．も

　のを学び尽くすということはない。◎（接

　尾）物・者・食物・食：事などの意。？aree－

　MUN（洗い物），　noO圭mUN（縫し・物），　si－

　rabimUN（調べ物），　s滋Ul蹟ti！nUN（朝

畑）・　’jahwaramuN（体の弱い者）・duucu－

　imUN（ひとり者）など。

職腫1》⑨（名）〔文〕門。普通はzoo　とい

　う。
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m聾！唖zuru

mumu（名）紋。家の紋所。

muN①）（助詞）よ。もの。さ。「連体ヲ彰」に

　付く。？icuru～．行くよ。？ikaN～．行

　かないさ。

muNbaN①（名）［文・新〕門番。普通には

　zoobaaNとい5。

muNeakui①（名）悶着。もめごと。

mUNca蝋藍⑪（名）農作物の種。種子。

muNcaN⑨（名）ちび。小人（こびと）。ま

　た，ノ」・さい子供など。

mUNgikien（名）〔新？〕紋付。紋付の羽織。

㎜uNciN①（名）太戸銭。芝居などの入揚料。

muNcuu①（名）〔門中3一族。一門。一族
　中。

muNcuubaka①（名）一一門の共同の墓。

mUNcmn4Rrii（D（名）一門全体の集会。　su－

　rii　　番ま集会。

muNdakUN⑨（名）悪だくみ。諜賂。

mUNdani③（名）霞。漁猟などで用いる餌。

mu駕δa綴⑪（名）首難城の建物の名。？U－

　9U＄ikaの項参照。

muNdoo⑭（名）〔問答］口論。いさかい。

　けんか。～nu？ahjaa．けんかの発頭人。

muNdoohwi’NdoO⑨（名）けんか口論。い

　ざこざ。～sjUN．

mUNgawaiee（名）貨幣論法の変更。平価切

　り下げ（切り上げ）。

muNguei①（名）木戸口。芝贋の入り口。

inuNguN　ew（名）［文欝］文章。論文。～

　gukujUN．作文する。～kaCUN．文牽を
　書く。

muNgwaa⑪（名）ちび。小さい者。おとな

　で体の小さい者をいう。

騰uNmi①θ（名）量撰。匁．で計る重さ。～一一

　nu？ami．量目はあるか。◎（接尾）…

　匁。？icimllNmi（一匁），　n圭muNmi（二

　匁）など。

muNnaku⑪（副）もみくちゃ。くしゃく

　しゃ。～natooru　kabi．しわくちゃの

　紙。

muNnakikkwaiNnakt｝　an（副）もみくちゃ。

　くしゃくしゃ。mUNnal〈waNna　ともい

　う。～nat◎ON・もみくちゃだ。

muNnakwaNna⑨　（副）mUNnak疑kW日直一

　nakuと同じ。

muN鳳ami⑨（名）首里城の建物の名。
　？UgU，：1（Uの項参照。

muNnaraas；＠（名）家癒での教育。しつけ。

　家獲で礼儀作法などを教えること。

muNnaree⑪（名）礼儀作法を挙ぶこと。

　しつけを受けること。

mtmNnu2ati（①（名）思慮：。　燈竃｝深さ。　危険

　に対する粥心。いざという時の心がまえ。

　mUNna？atee　neeN。危いことを恐れる

　心がない。危険を知らない。

muNn｛1？atT監⑪（名）mununu？atuと岡じ。

muNnugooguc嚢⑨（名）食べ物の不平。

miiNnu？irihui⑪（名）食べ物の幽ききら

　い。食べ物の不平。

muNnujukuew（名）食べ物に関する欲要。

　食1欲。　sjukujuku　ともい5。　？irujuku

　（色欲），mucij綴kU（物欲）とあわせて

　saNjuku（三欲）という。健康の目安とし

　ての食：欲の意ではあまり用いない。病後に

　起きる食：欲はsakadaeiとい5。

muNnuki「muN⑨（名）魔よけ。護符。お守

　り。

muNnumee⑪（名）食事の前。食前。

muNnuzihuN⑪（名）食事時。時分時。

muNpa⑨（名）紋羽。裏地に使用する太綿

　の厚い布。

mul　waSi⑨＊（名）munuwagliと陶じ。

muNzaai⑨（名）かぶれてなる皮欝病。薄麻

　疹。kazoorimUNのたぐい。　mUNは魔
　物の意。

muNz韮。⑩＊（名）munuziciと局じ。

muNziree⑪（名）病気の時，食：べてはいけ

　ないとされるもの，また，食：べてはいけな

　いと禁じられることo

muNzuru⑨（名）麦わら。
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muNzurugasa⑪（名）麦わらで作った笠。

IllllNZtll・11u⑥（名）麦わらで作った笠。麦

　わら輻子をもいう。

muQ・aih蜘’63量⑨＊（副）mUQC・・hwiQCOO

　と同じ。

muQeaikwaQitai⑨（副）ねばねば。べとべ

　と。mucamucaより一層粘るさま。～
　SjUN．

muQeakasuju’N⑨（麹＃raN，”ti，）粘りつく。

　粘ってくっつく。糖（lcakajUNともいろ。

mUQeirugeei⑨零（副）大i勢がいっしょに騒

　ぐさま。がやがや。　～sjUN．

mUQcoohwiQicoO⑨（副）はかどらないさ

　ま。手合どるさま。もたもた。～sjUN．

mUQcoor圭聯麺噛⑨（自＝raN，鷲も三）（仕事な

　どが）手周どる。はかどらない。muru

　sigutunu　mUQC◎◎riteotl．画く仕事が手

　圏どっていて。

mUQcuru謬ee量⑰（副）押えようとしても押

　えられないさま。なかなかつかまらないさ

　ま。逃げる子。うなぎなどについていう。

　tv　s3uN．

一muQkoo（接尾）…なし◎体のある部分が

　切れてなくなった者，もげてなくなった奢

　の意。tiimu（承oo（夢が切れて，ない考），

　hwis3a環u姥koo（足のない者），多uurnu－

　QkOO（尾が切れて，ないもの）など。類

　義の接羅辞に，一mOO，一moekUU，脚】〔n◎0－

　kaaなどがある。それぞれの項参照。

mUQkuump（名）eつぼみ。㊥小さや実。草

　太の実。粟実など，大きい実はnaiとい
　う。

mttQpara①（名）もっぱら。そのことばか

　り。？icui～，jaN．橡勢のみをふりまわし

　ている。？ariga　simaa　cikaτa～，　nUUN

　tiija　neeraN・彼のすもうは力ばかりで，

　何も手はない。

m職く～ta董①（名）六人。「むたりjに頬応す

　る。rul（uniNを多く用いる。

mUQtu①（副）全然。全く。少しも。～

　m呈iraN。：全然見えない。

mUQ職N①（名）もっと屯。道理至妙。～箆a

　kutu・もっともなこと。～’jaN．もっと

　もだ。

mura①（名）村。村落。もと，間切制の時

　には，寄切（maziri）の中の熱々の部落が

　行敷面の村（mura）であった。市町村制に

　なってからは，一一つの間切，あるいは間・切

　をいくつか合わせたものや閻切を二分した

　ものなどが行致上の村となった。

mura？asibi①（名）村芝居。旧暦8月15臼

　の夜などに，各村で催した。

vaurabaree①（名）1村払いの意。村から追

　放すること。悪事を働いた者などをその家

　族とともに村から追放したもの。

mttragaaco（名）村の共澗丼戸。

mauragani①（名）どら（銅雛）。形はいろい

　ろあるが，丸い盆の形のものが多く，ばち

　で打ち鳴らす。綱引き（ginahwici）その弛

　の催し物の時，打って気勢を添える。

muragaQkoo①（名）［村学校］首魚・那覇

　の各村に置かれていた学校。もっぱら漢籍

　を教えた。また，その村の事務勝を兼ねて

　いた。

mura，，・・asiraCO（名）〔村蜘村がしら。任命

　制である？UQC童に対し，村民の代表とな

　る者。部落代表。suugasira（部落全体：の

　虚血）と1〈umigasira（組ごとの代表）よ

　りなる。また，首里の村が．しらはziigasi－

　raといった。

mllragu㎜ugico（名）村有物。

muragU£U①（名）村全体の事件。また，村

　のためにする事。

murahazisi①（名）村はずれ。

mimrajaa①（名）［村屋］村役揚。村の事務

　を執った筋。

niuvajaadu①（名）［栂宿3各村の人が首

　里。那覇に出た時，泊まる宿。各回ごとに

　宿が決まっていた。村の指定の宿。

muramuelco（名）費用を村で負担するこ
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　と。村もち。kwaNmuci（政欝負担），

　duumuci（富己工学）などに対する。

murasaci⑪（名）紫。魚の名。

】mau「asaclhaci’maci⑨（名）紫のかんむり。

　接司（？azi）が馬いる。　haeimaciの項参

　照。

rnuragakee①（名）二二。三界。

燃Um多U磁①（名）村中の入が集まること。

　村民の集会（surii）。

muraZUU⑨（名）村中。村全体。～nu

　Qeu．村中の人。～nu　ziNMi．村全体の
　協議。

rmuyi①（名）無理。～na　l〈utu．無理なこ

　と。～ni　hataraCUN．無理に鋤く。～9bi－

　xuna？UC2ju　nasal〈ibakayi．［無理する

　な浮琶　情ばかり］無理するな，三夕Lは情

　に満ちている。

mauri＝juN⑨（自：raN，”ti）e（光・う＼わさ

　などが）漏れる。水については多くmu一一

　5URというよ5である。　O脱落する。行

　き渡らない。

muru①（副）θ皆。全部。～MiitOON．全

　部生えた。kuQsasaani～，jaN．これで

　全部だ。◎まるで。全く◎全然。～siraN．

　全く知らない。

］mur戯》皇sja①（名）両足。

murudUQeirico（名）かすり模様（tUQciri）

　だけの布地。弛の縞のま・ざらないもの。女

　の着物にする。那覇ではkuzirigooisii

　という。縞の闘にかすりのある屯のには
　？εしjaNnaal〈aaという。

muruhaku①（名）muruhwakuと同じ。

m｝　ruhti①（名）〔文］諸帆の意。爾方の

　帆。katahu（片帆）に対する。その項参

　照。

mauruhwa①（名）爾刃。

」Tsuruhwaku（D（名）諸白（もろはく）。最

　上等の酒。muruhakuともいう。

mur皿蒐ooi①（名）全治。病気の全：快。

muruN⑥（名）もろみ。酒。しょうゆのも

　ろみ。

rnuvuNga”ami⑨（名）もろみを入れるか

　め。

m騒r｛夏NZ・atu◎（名）諸見里。（（地》参照。

murusaageejaaen（副）ごろごろ。かたま

　りがあるさま。？isinu～sjOOI’U　mici．

　石がごろごろしている道。mucinu～（｝si

　maakoo　neevaN．餅にかたまりがあって

　おいしくない。

murusi①（名）かたまり（塊）。

murusigee＝∫uN①（自　＝raN，　”ti）かたまり

　ができる。かたまり’がある。murus三gee－

　tooru？ukee・ごろごろかたまりのあるお

　かゆ。

murutumuCO（名）〔文〕もろと屯。　Q語で

　はmaZUN（いっしょ）　という。

鵬繊臓wa畷①（名）丸忘れの意。すっかり

　忘れること。

nkusagee＝jlmN①（霞＝raN，＝ti）にぎやか

　に騒ぐ。ざわめく。さんざめく。

mttsaN①（名）無学。無箪の意。　mu竃aku

　ともいう。hWiQsaNに対する。平民につ

　いていう。平昆の就詞のように使わ；れた。

　～na　hjakrusjoo．無学な平民。

musaQtu①（副）毛頭。少しも。～siraN．

　少しも知らない。

musi①（名）e虫。昆虫，くもなど。◎腹

　の虫・けんかの虫などの揚合の虫。～？U－

　k鵜麟N．（少しだけ食べると腹の虫を起こ

　して）かえって食欲を起こす。～kUU－

　jUN．むやみにけんかをしたがる。閉じこ

　とを？ooimusi　kuujUNともい5。

musi①（副）もし。カ｝りに。　musikaとも

　L｝5．　一v　tiNcinu　’jutasaraa　？ieu＄a．　6

　し天気がよかったら行くよ。

musiba①（名）噺〕虫歯。　musikweebaa

　ともいう。

mtt＄ibaatjtiNco　（g　＝raN，　＝ti）　［ili］　mu一
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　s“ba我jUNと同1二。

］nusi＝buN①（他＝baN，＝di）〔古｝musu一一

　bUNと同じ。

蹴US董。圭①（名）θ黒虫などによって起こる

　病気。◎虫気。子供の種々の病気をいう。

musigusui①（名）虫下し。旧麟4月，

　？abusibaree（その項参照）のころ，　na－

　coora（海人草）を虫下しとして，家族全

　員が煎じて飲んだり，または，雑炊に入れ

　て食べたりする。

職u鱒oogari①（名）幼児の栄養不良。虫

　気。musici（小児結核など）で体が衰える

　こと。

waasi＝jUN①　（他＝raN，”ti）　むしる。　つか

　んで引き抜く。karazi～．髪をむしる。

　kusa～．草をむしる。

mus韮ka①（副）もしカ㌔　屯しも。？ariga－

　duN　・v　’svasataduN　sjuraba　？awari

　naeutaNdi　katati　tabori．［あれがども

　もしか　我沙汰どもしゅらば　あわれ泣き

　ゆたんで　語てたば5れ3彼女がもしかわ

　たしの籍でもしたら，かわいそうに泣いて

　いたと言って下さい。～nu　kutunu？ai－

　nee．もしものことがあったら。

mus三kuci⑥（名）央業。

Mustkweeas（名）虫食い。虫に食われてい

　ること。また，そのもの。たとえば，甘藷

　などをいう。

musikweebガ縁①（名）虫歯。　musibaとも

　いう。

musimikagaN①（名）虫めがね。中閣から

　二丁され，易者などが用いた。

職u§韮N⑪（名）毛布。ケット。

muslri＝jilN①（自＝raN，＝ti）破れてぼろ

　ぼろになる。むしられたようになる。

mu9・iru⑨（名）むしろ（蒲）。　biigumusiru

　（備後表のむしろ），’iimusiyu（琉球表の

　むしろ），？adanibaamusiru（陶旦の葉の

　むしろ），聴入されたhanamusiru（花む

　しろ），toomusiru（籐むしろ）などが：あ

　る。，3aNbarunu　nareja？adanibanu

　・v，　sikaba　？irimisjori　sjuinu　sjunu－

　me・［由原のなれや　隔二葉のむしろ　敷

　かば入りめしよれ　首塁の主の前］由原の

　ことで阿旦の葉のむしろしかありません

　が，敷いたらお入り下さい，三塁の旦那様。

musirubiie三⑰（名）むしろごと引っ張るこ

　と。子供などがむしろに寝ている時など

　に，むしろごと引いて動かすこと。

musirusicaaan（名）妾の騎名。寝ござを敷：

　く者の意。

musi？uduruku①（名）啓蟄（けいちつ）。

　＝二十闘節の一つ。

miisRuturuu⑪（名）虫をこわがる者。虫

　ぎらい。

musjoe⑨（副）無性に。我を忘れて。～
　nataN．我を忘れた。

musjookusjoO⑪（副）無性に。やたらにQ

　musjOOの強意っ

磁級sjoOE至⑨（副）無性に。～ka踊busikU

　nataN・無性に食いたくなった。

m猛sjo醜ガsjoO⑨（副）無煙…に急いで。減

　法あわてて。～natooru，jOO寧i．滅法あ

　わてているようす。

mus曲鎗＝1麟ゆ（自可aN，”ti）取っ組み

　合う。組み打ちをする。

mUSIIbiiew（名）契約。二二の売買の契約な

　ど。契約が成立した時，相方で金を出し

　合って小宴を張iるが，そのことをもいう。

　N　S］UN．

職us賑蟻ku誌u①（名）料理名。結びこんぶ

　の意。こんぶを結んで煮たもの。

搬騒S曲勉oon｝繭①（名）そうめんの一種。

　そ5めんを作る時，乾かない5ちに結んだ

　もの。油揚げにして，親年の料理に多く使

　50
inusu＝buN①（他＝baN，；di）㊦（ひもなど

　を）結ぶ。◎（失婦の縁を）結ぶ。結婚す

　る。契る。？araN，iN　musudi．結ぶべか

　らざる男女の縁を結んで。瓢uSuba（≧ta蹴
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　mee　naa，？atu　naa．結婚の前だったか

　ね，あとだったかね。

一mutaaN（接尾）…遊び。いたずらするこ

　と・もてあそぶことの意。tiimutaaN（手

　でいたずらすること），migimutaal（水

　遊び），hwiimutaaN（火遊び），　durumu－

　taaN（泥いじり）など。

mutaaNhwita「aN⑪（副）もてあそぶさま。

　いじくり回すさま。～sjUN・

rnuta＝buN⑪（弛＝baN，＝di）もてあそぶ。

　いじる。mi4i～・水遊びをする。

mutaraNmueimp（名）荷物・仕事・財産な

　ど，持てないものを無理に持つこと。～，ja－

　teesa，ja’a．無理に持っていたんだねえ。

muteeig．　akeiei　＠（副）繁栄するさま。？u－

　maNeuja　suruti　kaminigeju　sjabira，

　rnigumi　？aru　mijuja　muteisakei．　［ts

　真人やそろて　かめ願よしやべら　恵みあ

　る御代や　もたえさかえ3国中の人が揃っ

　て神に新願をしましょ5。恵みのある御代

　は栄えて行くのである。

mutee＝juN⑪（自＝raN，＝ti）e（体が）太

　る。◎茂る。繁茂する。㊨栄える。繁栄す

　る。buteejUNともい5。

m腿覚髪①（名）e方。方向。方薗。側。’ja－

　matunu～．βホの方。◎（接尾）方。側。

　…の一団。…の一族。？amamuti（あっち

　の方，あっち側），maamuti（どっちの

　方，どっち側），、sicanauti（下の方，下

　側），？agarimuti（東の方，束側），　kusi一一

　muti（後の方，後側），　micimuti（道｛則），

　’jamatumuti（日塞の方，葭本側），　sjui－

　Mミュti（野里の方，首里側），　ea」Qcimuti　（長

　男の側，；慶男の一族），hwizamu撮（比嘉

　側，二野一族）など。

mruti2ama＝sjuiN⑪（・｛de＝saN，＝ci）もて余

　す。Qkwa～・子をもて余す。

mutinasi⑥（名）取り扱い。作りかた。　ku一一

　banu　hwadu　’jabiga　一vnu　’jutasja，

　？agisa　sidamasjuru　ta’manu　？uciwa．

　［蒲葵の葉どやすが　もてなしのよたしゃ

　暑さすだましゅる　玉の弼扇］びろ5の葉

　に過ぎないが，作りかたがよいので，暑さ

　を柔らげる玉の扇である。

mutiwaka＝＄」ガN（D（他＝saN，瓢ci）θ季こ

　ずる。毒てあます。◎三門待遙する。（客。

　子供などを）特に区寄して遇する。

mutu　Q＞（名）〔文〕許（もと）。　そば。　？U－

　Jl　anu～．親許。　tiginu～。敵のいる所Q

mutu⑨（名）e元。元来。～nu　karata．

　光の体：。OmUUtuと同じ。

mutu①（名）むとせ。六二。

一mutu（接尾）株。本。もと。生えている

　植物を数える接羅辞。eumutu（一株）。

mutubiree⑨（名）昔交際した人。昔なじ

　み。一biree＜hwiree。

鵬侃uhu⑨（名）本丁。《地））参照。

mxxtubugaci⑨（名）三部崎。国頭地方の本

　丁半脇先端の脚。

mutudunai　＠（名）もとの隣。昔の隣人。

mutumi＝juN⑪（他＝raN，＝ti）〔文〕求め

　る。

mutuu＝．iuNco（薗＝raN，”ti）長続きする。

　永統する。続けて…する。？anu’wina一

　竃utOO　mutuutoorni。あの女とは長続き

　しているか。

mutuu＝sjuN①（地コsaN，＝ci）〔最通しゆ

　ん］長続きさせる。永続させる。続けて…

　する。一つの仕事を長く続ける，rつの物

　を長く使うなど。？anu　twazaa？ariga

　muもuusijUusaN．あの仕事は彼には長続き

　できない。？anu，winagutoo　mutuucoo・・

　mi．あの女とは長続きさせているか。？unu

　nekutaibikeei　mutuuei　gikajuN．その

　ネクタイばかり続けて使うQ

mnu①（感）む。むっつ。声を出して数え

　る蒔にのみいう。

m舩①（名）藻。水中・海中の藻。

MUugi①（名）六。むっつ。また，六歳。時

　亥旺はmugiという。
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muuciifio（名）〔鬼餅〕旧麿12月8日，子

　供たちに餅を作って与える行事。また，そ

　の時の餅。くわしくはhoohaimuuciiと

　いう。びろ5（kuba）または月桃（saN一

　癬N）の葉に毬んだ餅を，たくさん（ただ

　し窃数）天下から下げて子供たちに与え

　る。入を食いに来た鬼を，餅を食って見せ

　て追いはらうという伝説にもとづいて行な

　われるという。男の子にla一・つ特に大きな

　ciearamuucii（力餅）をまぜて与える。

　餅は，富者は米ばかりで，貧考は黍で，あ

　るいは誉藷をまぜて作る。

muuciibiisa⑨（名）muueiiのころ，こと

　さらに感じる寒さ。

mu腿jaba”ajaop（名）家の中にある柱。家

　の周囲。縁側などにある柱（hazlbaaja）

　に対’する。母歴柱の意か。

mu磁職⑨（名）婿。娘の夫。娘の親からい

　う語。

muukucoodee⑪（名）妻瞬志が無1妹である

　義兄弟。

mu・・tii⑨（名）元結い。髪を結う時，鑑iの

　もとどりを結ってつかねるもの。男の元結

　いには？akamu膿綴（赤色の元結い）と

　？ooruumuutil（緑艶の元結い）とがあり，

　katakasirajuujaa（髪結い床）では赤の

　方が料金が安かった。

腿獄utu⑥（名）e元。本。みなもと。また，

　先回。◎もとで。資塞。元金。～tuikee－

　s麟N．もとを取り戻す。～kaNZUN．も

　とを取れずに，損央をこうむる。

mauutudu「kuru⑪（名）宗家。大末である

　家筋。策家。

muutuja「a⑨（名）本家。

muutukweeeiri⑨（名）元金を食いつぶす

　こと。商売で損をしてもとでをも失うこ

　と。

muzarakwazara①（副）うじゃ5じ：や。た

　くさんのものが5こめくさま。～sjoON．

　うじゃうじ：やしている。

muzi⑪（名）文字。～N　kuziN’wakaraN

　magigaanu　hWimUN．文字もわからぬ松

　規の碑文。松；llの碑文は風化して文字がわ

　からない。物の道理のわからない人間をた

　とえていう。kuziは故事の意だがさして

　丁丁はなく，muziの紺句として重べたも

　の。岡じ意昧で，ziiziraN’wakaraN．

　（字づらもわからないの意か）ともい5。

mttz董（①　（名）　麦。　沖縄には？uhumuz量（大

　麦），？Nnamuzi（小麦），　hadakaamuzi

　（裸麦）の蕪種がある。

鵬臨蓋⑪（名）taa？Nmu（里芋に似た芋）の

　茎。ずいきの一種。taamuziと同じ。

muzinakuu⑪（名）麦粉。小麦粉。

Muxinv？usiMtl＠（名）taa？Nmu（里芋に

　似た芋）のずいきを入れた汁。

muziNhuN①（名）知恵が足りないこと。知

　恵なし。〈ziNbUN（知恵）。～na瓢UN．

　知葱のない考。

muz蓋？珊ee⑥（名）taa？Nmu（里芋に似た

　芋）のずいきのあえもの。

搬協oo①（名）〔文〕e無情。冷酷。◎無

　情。哀れ。～na　mUN．哀：れな者。

mzzglukui⑨（名）農作。農業に従事するこ

　と。

mupaku＝juN①（惣＝raN，純i）（太の芽な

　どが）出かかる。（腫れものなどが）できか

　かる。rnUQkuunu　muzul｛utOON．つぼみ

　ができかかっている。

m・・zumuztt①（副）むずむず。　muzuru一一

　muzuxuともいう。～s3UN．

M・・多UMU多uO（副）むずむず。5ずうず。

　やろ5としていらだつさま。～s沁N．

m”zurumuzuk．uO　（gll）　（1）muzayakwaza－

　raと圓じ。◎むずむず。蚤などが着物の

　下などでうごめくさま。muzumuzuとも
　いう。

398



聡

一na（接羅）な。禁正の意を表わす。ふつう

　本土方言の「終止形」に鮒応ずる形に付く。

　，jumuna．（読むな）など。ただし，ラ行の

　動詞の癒合は？abiNna．（泣くな），　tUNna．

　（取るな）などとなる。また一naのあと

　に一kee（＜？ukee。置けよ）を付けてい

　うこともある。sjunakee．（するなよ）な

　ど。

一na（接羅）飯田の「未然形」に付いて希豊

　の意をそえる。eikana・（聞こうよ。聞き

　たい）など。

naa⑥（名）からし菜。菜，すなわち葉心葉

　一一般は？oohwaという。

naa⑪（名）縄。

naa①（名）θ名。名前。人や物の名。～

　？jarijUN．名高い。有名だ。？auree～

　？ja（≧toON・彼は有名であるQ　O名産，と

　くに童名（’warabinaa）すなわち生まれる

　時に付けられる名前。例をあげれば次のよ

　5なものがある。

　　士族男子・・・…　　taruu⑨，　ziru訊（①，　saN－

　duu＠，　’jamaa＠，　maguu＠，　1｛amii＠，

　？usii＠，　’NNtuu＠，　kanaa＠，　kamade－

　een，　makaruu＠，　sjum1i＠，　sutaaen，

　’wicaa⑨，　cirUZUU⑨，　turazuuew，　ka－

　nii①，　nabii⑥など。

　　平毘男子……taraa⑪，　ziraa⑨，　saN－

　daaen，　magaa＠，　1〈amizaa＠，　？usjaa＠，

　’NNtaa＠，　kamadaa＠，　masii＠，　tu一

　｝〈aa⑨，　nijoo⑨，　niwaa⑰など。

　　士族女子……giruu⑨，？utuu（①，　ka－

　miian，　kamaduu＠，　nabii＠，　？usii＠，

　mal〈atee＠O，　guzii＠，　maziniiOO，

　meenuu＠，　mamaciice，　？NdaruuO，

　maguu⑨など。
　　平民女子・一・giyaa⑨，？utaa⑨，　kami一

zaa＠，　1〈amaa＠，　nabaaev，　？usjaa＠，

makaa⑨，　guzaa⑱など。

　　このほか，貴族男子はma一［真］を冠i

　してmajamatUU①，　masaNdUU①など，

　また？umレ［思］を冠して？umiz1ruu⑪，

　？umikanaa⑪，？u凱ikamii⑥などと，ま

　たあとへ一ganiiこ金⊃を付してtaruga－

　Ml⑪，　maglgaml⑪，　turazuganii④など

　と呼ばれ，貴族女子はma一［真コを冠して

　maziruu①，　moosii⑨などと呼ばれた。

　身分によるこのよ5な区別は明治の中ごろ・

　まであった。

naa①（名）θ農家の南庭i。家の前の，仕事

　をするための広池。◎（接尾）広揚を意味

　する。…揚。？usinaa（閣牛揚），　simanaa

　（梱撲揚），？a亭lb2naa（村芝居をする広

　揚）など。

naa①（名）おまえさん。あんた。目下の年

　長に対し，幾分敬意を含めていう，二画面

　の人代名調。～ja？igi　mooeaga。おまえ

　さんはいつ来られたか。

naa⑱（劃）おしまい。終わり。完了した

　さま。hweeku～nasL畢く終わ1りにし
　ろ。～natoO蹴si9就U．終わった仕事。～

　，jaN。おしまいだ。もうできた。

naa①（副）もう。いまや。もはや。　njaa

　とも㌔・う。～eukeeN．も5一一醐。～kuu－

　teeN．もう少し。～？三kaN．も5行かな

　い。～caaN　naraN．もはやどうにもな

　らない。～i．も5いいかいQ～’3asa．も

　ういいよ。～？ihwi　siinee．もう少しの

　ところで。もうちょっとで。～？Nzi　cli．

　もう行って来たか。

naa⑪（助）かい。かねえ。の。軽く尋ねる

　揚合に用いる。“junuN～，読むかい。

　？ari～．あれかね。
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灘盆a齢

Elaa一（接頭）おのおの・銘銘の意を表わす接

　頭群。あとに付く語を重複させる。naa一

　血膿aa（めいめいの家），　naa？i量？ii（めい

　めいが違うことを言うこと）など。

一naa（接羅）ずつ。　tiiginaa　turee．（一一つ

　ずつ叡れ），’iNsanaa（岡引ずつ），　kuu－

　teeNnaa（少しずつ），’joeNnaa（ゆつく

　り。弱くずつの意）など。

maaba⑪（名）きのこ。　c曲馬kuと岡じく，

　かさと柄のはっきりした，きのこ型のもの

　をいう。食：用になるものをもいうが，主と

　して食：罵にならぬものをい5よ5である。

　cinukuの項参照。

naabavu⑨（名）梅毒。捻a砿Nga3aともい
　う。

maabeeraa③（名）植物名。へちま。実は未

　熟のうちは食罵にする。へちま水は曝・や

　けどの薬，酒の酔ざまし，に用いる。熟して

　肉を取り去ったものは浴用に用いる。

’Raabi⑨（名）鍋。釜はh我gamaとい5。

　ノ」、さい順に，gugoo5ad（5合だき），？iQ－

　s5udaci（1升だき），　nisjudaei（2升だ

　g），　niNmeenaabi，　saNmeenaabi，　siN－

　meenaabiなどの種類がある。

Staabikaeikaeii＠（名）あぶらぜみ。鍋のし

　りをかき落とすような騒がしい声で鳴くの

　でいう。

皿aabinakteu⑲（名）naahinukuuと岡じ。

maahinuhuta⑥（名）鍋のふた。甘藷を煮

　る時などの編んだ大きなふたはkamaNta
　という。

naabimihwiNgu⑥（名）鍋墨。鍋釜のしり

　につく煤。

maabinikkRu⑪（名）鍋釜の修理。鍋釜の

　穴のあいたものをふさぐこと。いかげ。ま

　た，いかけ屋。鍋の（naabinu）いかけ
　（1（UU）の意。

9iaab量sagU蓋③（名）つまみ食い。鍋の中を

　さぐって，食べること。

maaca（b（名）翌臼。明臼は？acaという。

　？unu～nu’juu？三rigata．その翌日のH

　の暮れがた◎～hweeku．翌麟早く。～nu
　sutumiti●　翌朝。

zzaaca2asa①（名）翌朝。

Staaea㎜ii⑨（名）葬式の翌日に婦入が行な

　弓蔓参。死後49臼隅，男は毎日墓参ずる

　轡慣となっているが，女は翌錠だげ墓参す

　る。死者がもしや蘇生することはないかと

　翌脇見に庵った習慣が残ったものだと言い

　俵えられている。

iiaaeiri’ziri⑲（副）銘銘が散り散りになる

　こと。四散すること。，jaaniN4U～natL

　i家族が散り散りになって。

naada⑨（副）まだ。いまだ。　maadaとも

　いう。～kuUN．まだ来ない。～，jaN．

　まだだ。

一naadii（助）から。を通って。経由路・経

　鞍点を示す。kuma～？ikee・ここから

　（この道を通って）行げ。eul〈ata～．汁端

　から。maa～？icuga．　どこを通って行く

　か。kag’usima～？iCUN。鹿児島経由で行

　く。

maaduti”diuu⑪（名）銘銘。各自。また，銘

　銘勝手。？ujaN　QkwaN～．親も子も銘
　銘勝手。

黙撫a琶四三①（副）やがて。～，juunu？aki－

　jUN．やがて夜が明ける。

naagi⑪（名）みやげ。　mjaagiともいう。

naagU⑨（名）「名子」に対応する。元来は

　農村で農奴的な使用人をさしたが，首里で

　は転義して分家をい5よらになった。

naahai”hai⑨（名）銘銘勝手に散り散りに

　なること。各人ばらばら。3ju圭Ncoo　su－

　xi17vurii，　naahwaNeoo　．v，　kuRiNdaN．　一

　eoo　1〈uNl｛urubaasee，　tumaiNcoo　tu一一

　瓢ee三鋤meeL、首里の人はうち揃って，那

　覇の入はばらばらで，久米村の入は互いに

　争ってt泊の人は互いに捜し合う（頭韻を

　ふんでいる）。～nu　sikata．各自ばらば

　らのやり方。
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iJaaNkeeA’kee

籍a議wa⑪（名）那覇。

naakwaa⑥（名）那覇の者。卑称。

naahwaNcur⑪（名）那覇の人。

盈識磁W量C萱賊、C葦⑫（名）銘銘の縁故。または，

　銘銘のひいき筋。

naakw：NcO（副）もっと。さらに。なお。

　「層。～kwimis300rLもっと下さい。

　～curasaN．さらにi美しい。

naa？1’i「？it⑪（名）各人各様に言うこと。銘

　銘が（劉なことを）言うこと。～，ja糠N。

　各人各様に言っていた。

naa？juru①（連体）名高い。　有名な。　～

　muN．有名な物。～QCtl・有名な人。

鰍a樋段⑨（副）もはや◎も5。今・となっては。

　　　　へ　～kaN　nataru？wiija　sikataa　neeN．

　もはやこ5なった以上しかたがない。

naajaa”jaa⑨（名）各自の家。銘銘の家。

巫aa5aaN①（名）㊦再来年。　naaNcuともい

　う。◎翌翌隼。naaNcuともい5。？unu
　～．その翌i翌年：。

塾aa転a⑨（名）中。中央。内部。中間。naa－

　kaa　nuunu？iQecoga。中は何が入って

　いるか。～雛j双N．中庸をとる。～ni

　kwaasarijuN．中にはさまれる。板ばさ

　みになる。

naaka⑪（名）仲。交情の仲。～noojUN。

　開脚りする。～tu短oosjUN・仲をとりな

　す。野糞りさせる。

naakaa三ruukaa⑨（名）中空。中がから（の

　もの）。

naakagEm茎awa量⑨　（名）　di中たカミ㌔・。　naεしkata－

　geeともいう。一guhwai〈kuhwa5UN。

maakfiine「egame「e⑰（名）各自思い思いに

　構えること。銘銘違った構え方をするこ

　と。ばらばらで統一のないこと。各人各

　様。？anuhwiNnu　’jaaja　’Nna～’jasa．

　あの辺の家は構え方がてんでんばらばら

　だ。ん識ukaN9’ee。各人各様の考え。

　？aQtaaja　nUU，jatiN　～sjUN　doO．彼

　らは何をするのもばらばらだぞ。

naakamee’蓋gamee「iC，D（副）おのおのが捜

　し合うさま。～sjUN．

naalcanooi＠（名）仲直り。和解。

naaktiNgeekaNC「gee◎（名）各磨思い思い。

　銘銘が違った考えをもっこと。～nu？u－

　5就UQkwa．それぞれの考え方の違う親と

　子。nii．bicini　giitee？ujaN砲kwaN～

　’5aN・結婚については親も子も考えが甥

　別だ。

naakatagee⑨（名）仲たがい。　nal｛．atagee

　とは2iso　h礒naka，　naakaguhwai　ともい

　ら。

naaka’ttiiliataltti（①（副）魯をとりもつさ

　ま。仲裁して円満にさせるさま。仲を取り

　蠕を取る意。～sjUN．

識a‘iku（①（名）脈。脈搏。　nijakuともいう。

naakn①（名）宮古島。　mjaa］〈uと慮いう。

naal〈ttdaamaa⑪（名）taamaaと岡じ。

naakllsjaagu’sjaa⑪（名）銘銘がそっぽを

　向くこと。各入が背を向けて一致しないこ

　と◎，jaatiigidu，ja4iga，？ama魏，jaaja

　～’jaN，　一・つの家に住みながら，あそこの

　家は各入がそっぽを向いて暮らしている。

naak犠u⑪（名）宮古鶴（naaku，　mjaaku）

　の者。卑称。

naakwee”gwee⑨（名）銘銘力；溺劉に働き，

　劉別に食らこと。各人が自活すること。
　？amanu　’jaaja　？uj’atu　Ql〈watu　一v　’ja－

　N．あそこの象は親と子が溺別に暮らして

　いる。

naamee”高?ｅ⑨（名）銘銘。各惣。～nu

　mUN。銘銘の物。

naamuti－muti⑪（名）銘銘の受け持ち。各

　人の得意。銘銘の専門。～nu？akutu．

　銘．銘の得意があるから。

naatS’on⑫（名）e翌翌年1。その時から三年

　目の意。一NCU＜mitu。◎再来年。　naa－

　jaaNともL・う。

孤aaNkeeN■kee⑰（名）銘銘の向き向き。銘

　銘の好みや向いた仕事など。．～nu　sigutu．
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漉ε聖實rab蓋　　　　・

　銘銘に向いた仕；事。

naarabi⑪（名）mjaarabiと同じ。

孤紐as謡編）（名）翌翌H。翌臓（naaca）の

　次の臼。？unu～．その翌翌B。

naag，ibi＠（名）なす。「なすび」に対応する。

Raasiru◎（名）苗代。

職aasir”mahui④（名）案撫子（かかし）．

naatamasida”masi⑪（名）銘銘の分。各

　自に分け与えられたもの。～nu？ukwa－

　asi．銘銘のお菓子。

Staatumee「idu㎜ee”i⑪（名）おのおのが捜

　し合うこと。

殿a型押k鍵三waka’i⑨　（名）銘銘溺れ綴れ。

　各自罰甥。～najUN．各自溺男彗になる。

　～nu　mlituNda。瀦劉になっている夫
　婦。

naagiei①＊（名）翌月。？unu～．その翌月。

naagikii⑪（名）名付け。命名。また，小冤

　が生まれて七臼匿に名前を付けること。

nabakuimllN⑰（名）なぶり者。からかわ

　れる者。

na憂Oaku＝juN⑨（イ密＝raN，　ttti）からかう。

　なぶる。ひやかす。

RabaNgasa⑨（名）梅毒。南蛮癒の意。照一

　abaruともL・う。

nabi＝cuN⑪（窟置kaN，＝ci）なびく。風に，

　また，人に，なびく。

n裂疑gee⑥（名）おたま。しゃくし。鍋匙の

　意。汁をすくうもの。

nagle（名）夏。

nacRaka＝sjuN①（他＝saN，＝ci）泣き明か

　す。泣いて夜を明かす。

RagibusiO（名）泣き虫。

naeibuSiaa③（名）泣き虫。　nac三bus2とも

　いう。

naeigauco（名）泣き顔。

nacigeegee（診（副）激しく泣くさま。泣い

　てしゃくり上げるさま。また，泣かんばか

　り1こ嘆くさま。～sjooru（ICU。泣力、A）‘暮ξ

　かりに嘆いている人。

magigzzei⑨（名）初夏。夏の初め。

nagi琶url①⑪（名）夏のにわか雨。　夕立。

　文譜的な語。nagasiともいう。s就u凱e

　huni　？ukuti　muduru　mieieigara，　hu－

　yaN～ni，wasud量nuraci．［塁前痔合送て

　紛る道すがら　降らぬ夏ぐれに　我抽ぬら

　ち］恋しい君の船を見送って隔る道すが

　ら，降らぬ夕立にわが袖を濡らしてしまつ

　た。

nacigwiiq）（名）泣き声。

naei2i。juN①（自＝raN，＝Qe量）泣き入る。

　ひどく泣く。

皿ac毒＆ka噂日華①（自＝raN，＝ti）泣きつく、

　泣いて訴える。泣いて，くってかかる。

nagikasjaN⑪　（形）悲しい。　mikarusii

　’NNci　nagikasi！　u　nati　nadanu　？utita－

　N・銘陰子（組踊りの名）を見て，悲しく

　なって涙が出た。nagikasii　sibai・悲しい

　芝居。

naeikura＝sjUk’①（自＝sa“「，＝c呈）泣き暮ら

　す。

naeikwaa＝r茎」猛N①（他＝riraN，瓢Qlめ泣き

　つかれる。泣いて，くってかかられる。

nagimaki①（名）夏負け。夏やせ。　humi一一

　cimaki（暑気あたり）ともい5。

nac薫mun銭①（名）舩eimu撒？iiと封じ。

nacimwwu？ii①（名）泣き声，または泣く

　ような甘え．声で，ものを言うこと。

magiMuN⑨（名）夏着。夏物。夏の着物。

nacineebi⑪（名）泣きまね。～s5囎。

naciwaree①（名）泣き笑い。

熱。韮曲1鎗◎（名）今婦仁（naciziN）の響。

　卑称。

naciziN⑪（名）今帰仁。（（地））参照．

nae茎ziNllgami⑨（名）行事の名。一門を代

　表す’る女が，数年おきに今・帰仁（naeiziN）

　の城（gu寧iku）に詣でる行事。

itaeoora⑨（名）植物名。汐入草。まくり。

　虫下しの蘂となる海草。？abusibaveeの

　項参照。
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na＝euN①（自．＝工scaN，＝ei）e泣く。（悲しん

　で）泣く。泣きさけぶ意では？abijUNと

　いう。O〔文〕鳴く。口語では，鶏の鳴く

　のは？uta3UN，選白・うぐいすなど小鳥

　の揚合はhukijUN，犬・猫・縁の揚合は
　？al）ijUNとU・う。taruju？uramituti　nεい

　euga　hamaciduri，　？awaN　glrinasaja

　’wamiN搬澱uni・　［誰よ恨めとて　鳴

　きゆが浜千鳥　会わぬつれなさや　我身

　も共に］誰を恨んで鴨くのか浜千鳥よ，子

　を失って会えぬ悲しみは，わたしも岡じ

　だ。

nada⑨（名）涙。～ロu　？utijUN。涙が出

　る。

nada⑥（名）灘。波の高い，航海の難所。

nadagurumaai⑥（副）涙ぐんださま。いま

　にも泣きそうなさま。nadagurumaajaa

　ともいう。～sj。oru’warabi．いまにも

　泣きそうな子供。

nadag’arumaajaa⑰（副）nadagurumaai

　と隅じ。～natOON．いまにも泣きそうで

　ある。

Rada．iaQ§aN①（形）［灘安さん〕おだやか

　である。心安い。nadajas宝i　kutii．心安

　いこと。？ariga　nadaja麟koo　hwizee

　saN　kazi．彼がおだやかに承諾はしない

　だろう。

nada．ioosaNew（形）涙もろい。すぐ泣く。

nadakeemuN①（名）名高いもの。　naa一

　？juru　mUNともいう。

nadi＝juN⑪（他＝raN，’ti）なでる。手の

　ひらでなでる。

P．adlsu”dati⑩（名）撫育。愛育。かわいが

　って育てること。

nadUQte、el’＠（醐）なめらかなさま。つる

　つるしたさま。kwiinu～sjoON．声がな

　めらかである。

naga2aQci①（名）長旅。長い期間旅をする

　こと。また，長歩き。遠足などで長いこと

　歩くこと。～sjUN．

naga？ami⑰（名）長雨。

nagaa⑨（名）長いもの。

nagabi＝cuN（D　（自　＝kaN，＝ei）長弓｝く。　運

　滞する。

nagabooiew（名）長長と寝ること。ねそぺ

　るこ二と。7sjUN・

nagaboojaaO（名）nagabooiと同じ。～
　SjUN．

nagahui①（名）長降りの意。長雨。

nagagibaa①（名）長居する人。長じりの

　者。ぞうりの褒を焼く（sabanu？uva

　，jaeUN．）と帰るといわれている。

皿agag．ibi①（名）長居。長じり。

nagagiz茎ei①（名）長続き。～s錘N。

nagadee⑪①（名）長い閲。久しい閥。～

　’NNdaN・長い闘見ない。～nu’jaNmee．

　長い闇の病気。

nagadoO①（名）長堂。＜＜　tw　））参照。

nagaduusi⑪（名）ずっと。続いて。続く

　限り。長い間ずっと。　nagiduusiともい

　5．　micinu　・v　hanasinu　teera“T．　ftNs

　道のりの閲，話が絶えない。

nagagakai①（名）長くかかること。工事

　などが長引くこと。

nagagarakee①（名）長くかかること。効

　果があがらずに長引くこと。一一garakee〈

　karakajuN．

皿g漁ama⑥（名）．長浜認地〉）参照。

nagakweeraa⑪（名）長長と延びたもの。

　へちまなど，大変に長いもの。

歴ag曲W董cur掘①（名）（事件・病気などが）

　長引くこと。

nagahwieuruu①（名）nagahwiCuuruiと
　同じ。

nagahWicuruui①（名）nagahwicuruiと
　岡じ。

naga？ic韮①（名）長生き。長命。

職a喜a2葦遍a加s三①（名）［長伊平墾飾〕御前

　風（guziNh雛U）の一つ。

nagaii①（名）長居。
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magajami⑬（名）長わずらい。長い周の病

　気。

nagajasimi⑪（名）長休み。長期欠勤。

職agami⑥（名）寛容。寛容性。　nubiとも

　いう。～nu？aN．寛容性がある。

Stagami⑥（名）ながめ。眺望。

Xlagamlic董①（名）長途。長い旅路。

聡aga蹴遍膿⑨（催＝raN，”ti）免ずる。

　歌wa滋nagamiti　kUReeree．子に免じ

　て我慢してくれ。

nagami＝juN⑨（纏＝raN，＝tl）眺める。

magamucg①（名）長もち。長くもっこと。

　長く使用できること。

magamuN⑱（名）ながもの。館（主として，

　はぶ）を悪んでい’5語。

nagani⑨（名）背中。kus鎗ag鼠niともい5。

naganibuni＠（名）背骨。　kusibuniとも

　いうが，1〈usibuniは背骨の下の方を主と

　してさすようである。

Ptaganlpsee（名）．長年。多奪。

naganubiso「ori⑨（名）長長とねそべるこ

　と。なまけ老や不健康な考のさま。

nagaN＄aaziew（名）tiisaazi（手ぬぐい）の

　敬語。お手ふき。saaziは頭に巻く手ぬぐ

　い。

一nagara（助）ながら。とはいうものの。．で

　はあるが。tuzi～nihweeNδi？umu知N．

　妻ながらありがたいと思．う。

naga1’a＝juNce（自雛a瓦＝ti）〔文〕長らえ

　る。生き長らえるG

nagayi⑨（名）o流れ。◎質流れ。

u昭ar癒uu鍍蓋⑪（名）舟遊び。舟に乗って

　遊ぶこと。

nagari＝juN（藍D　　（自　　二raN，　＝七i）e流れ．る。

　◎質流れする。

nagasaN⑨（形）長い。時閲についても髭離

　についてもい5。

nagas羅⑨（名）夏の通り爾。夕立。流すよ

　うに降ってすぐ疇れる雨。

naga＝sjZZN⑨（他＝saN，＝ei）e流す。◎質

　に流す。

Staga？．eltt量①（名）長追い。長い間追いかけ

　ること。遠くまで遭いかけること。？iNea－

　boo　mUQci～sjUN．短い棒を持って長

　追いする。充分なよりどころがないのに，

　しつこく追求する。

naga？nzoo①（名）首里城の門の名。？ug慧一

　亭ikt1の項参照。

nagaya①（名）長座。長居。～sjUN．

nageeW7（名）長い間。環らく。久しく。

　～kal　geejuN．長、・間考える。～naju－

　ru　l〈utu．長いこと。

鶏3gees麟⑭（形）久しい。時間が長くたつ。

　？icatikara～・会ってから久しい。　na－

　geesa’jaa．久しぶりだねえ。　nageesa

　’uganabiraNtasiga，　ttil　eee　gusuujos

　？usawaiN　saamigeebirani．長いことお

　臼にかかりませんでしたが，お宅は皆様お

　変わりもございませんか。

maagi⑨（名）長さ。

nagib．akaree⑨（名）投げ散らすこと。

nagiduiisifD（名）ずっと。続いて。続く限

　り。長い聞ずっと。　nagaduusiともい
　5　．　1〈umal〈ara　？amamadi　”v　’jaanu　e．i－

　zicooN・ここからあそこまでずっと家が

　続いてL・る。んnu　kii　MUI’u　maagidu

　’3鍛u・見渡す限りずっと松だ。

nagiee⑨（名）投げあい。．

囎錘gw叢⑪（名）富分の用だけ言って，返事

　を聞かずに立ち回ること。投げ声の意。

nagihoovik7suT，（名）　投げ散らしておくtと。

　投げやり。

一nagii（接躍）ころ。あたり。時についてい

　う。cuunagii（きょ5あたり），’jaaNna－

　gii（来奪ごろ），？acanagiija　nukuku

　najusa．（あしたあたりは駿かくなるよ）な

　ど。

一nagiina（接尾）…ながら。…しているの

　に。…にもかかわらず。逆説の揚合に用い

　る。？umii塁agiiτ獄（思、・ながら，，思って
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　いるのに），si蝿鷹agiina（知りながら，

　知っているのに），？ujanu，jaanu　mee

　tuuinagiina　n　lbaga呈N　saN。（親の家の

　前を坐りながら，寄りもしない）など。

magi＝jUN③（他＝raN，　mti）投げる。

nagiN＝CUN⑪（他　 ＝＝｝《aN，　＝＝ci）投げ込む。

nagu①（名）名護。《地＞＞参照。

nagudaki①（名）名護岳。国頭地方にある

　山の名。

nagnitw（名）豚に食わせる人糞。便所に豚

　を飼い，入糞を食わせたのでいう。

nagumagai⑪（名）名護湾。

naguraN①（名）植物名。蘭の～種。名護

　蘭（なごらん）。名護は地名。観賞用。

naguri＠　（名）　0なこごり。’b残り。　hujaka－

　riti　？at，unu　tv　neN　gutuni　1〈ataiciku－

　sariru　l〈uizi’jarana．［ふやかれてあと

　の　名残無ぬごとに　語りつくされる　恋

　路やらなコ別れたあとの心残りがないぐら

　いに，充分語りつくされる恋であればよい

　がなあ。～nu？aN．　C馴れて）心残りが

　する。◎あらしなどの余波。？uukazinu

　～ni？uminu？aritooN．台風の余波で海

　が荒れている。

UtagutiisjaN⑪（形）なごり均しい。

nagusamiCO（名）慰め。慰安。

Ragusami＝juNCO（弛　＝raN，　＝t三）慰める。

nagusa＝nups①（他＝maN，＝di）慰むに紺

　応ずる。（自分を）慰める。文語的な語。

　？utaNdee，j“戯duu～。歌でもよんで自

　分の心を慰める。

nahudft①（名）名札。名評を書いた札。

nahwa⑪（名）那覇港。港の名としての那

　覇。町の名としてはふつうnaahwaとい
　う。

nahwaju”maei⑪（名）〔那覇匹町］旧行政

　区画による那覇の四つの町。

mai＠（名）なり。ありさま。身なり。　saN一

　多aNni，」＆φr圭kunu　～ju，jar圭ba．［散々

　にやつれ　このなりよやれば（花売之縁）］

　ひどくおちぶれて，このありさまであるか

　ら。

nai⑨（名）実。果実。くだもの。瓜など，

　大きなものをいう。小さな実はmuQkuU

　（つぼみの意もある）という。

一nai（助）へ。に。の方へ。の所へ。のそば

　へ。人・動物を表わす藷に付く。？ari～

　？iCUN．彼の断へ行く。？jaa　gikataru

　？uja～？iki・おまえを遣わした親の所へ

　行け（夜など，捕えた虫を放す時にいうこと

　ば）。

naiei＝ju「N⑪（自＝raN，；Qci）なりきる。

　すっかり…になる。nusudu　naieiQCOON．

　泥棒になりきっている。

naigizimp（名）果実になりかかった小さい

　粒。

一naigataa（接尾）なりか：け。　ewinagunai－

　gataa＊（女になりカ、け），　？uhUQcuna圭ga＿

　taa（おとなになりかけ），？atabicaanai－

　gataa（鮭になりかけ。足のはえたおたま

　じゃくし）など。

naihaNeiee（名）腰：手の型の名。

RaihaN＝sjtt’N⑥（宮＝saN，；ci）eなりそ

　こなう。siNsii～．先生になりそこなう。

　◎不成功に終わる。できそこな5，。sigu－

　tunu～．＊仕事が不成功に終わる。

naikuziri＝ju”N⑨（慮＝raN，讃）できそこ

　なう。悪い結果になる。

naikuzlrimuN⑪（名）できそこない。でき

　そこないの物，または入間。

naimUN⑨　（名）「なりもの」に対辱応ずる。

　果実。くだもの。

naimux①（名）鳴り物。楽器の総称。

naiUU⑰（名）バナナのなる芭蕉。実芭蕉。

najagaimllpa①（名）霞負心の強い者。恩い

　上がっている者。5ぬぼれた者。

Rajaga＝juN①（自＝1’aN，荒圭）e〔文〕名が

　高くなる。名があがる。kunu　ta｝cini

　’wanuN　najagajai　’as，　iga，　eini　kanoo

　’winagu　subani瓶atパuraN・〔此たけ
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　に我も　なやがやり居すが　気に叶ふ：女

　側にまた居らぬ（大川轍討）Llこれだけわ

　たしも名があがっているが，心にかなう女

　が側にはいない。◎思い上がる。う卑ぼれ

　る。思い上がって出しゃばる。duubil｛eei

　najagatL　我こそはと思い上がって。

　？aree　caa～dOO．彼はいつも思い上

　がって，でしゃばっているぞ。

na＝jUN⑨（霞＝z’aNf＝ti）e（ある状態；こ）

　なる。？uhUQeu～．おとなになる。　ha－

　taki2iu　moo～。細が野となる。　cuuku

　～．強くなる。◎谷く。寄る。？amaNkai

　naree・あっちに行け。㊨できる。なしう

　る。なる。kuree，waagaN～．これはわ

　たしでもできる。kunu　sigutu？jaaga

　najumi．この仕事が君にできるか。～．

　できる。navaN．できない。　saNdaree

　naraN・しなければならない。せねばなら

　ぬ。saNdu・・N？aree　naraN．ともい5。

　鷺araa・できれば。なるべく。　naraa？i－

　c塀ee　masl．なるべく行った方がいい。

　naraa？jaNkuru　kakec．なるべくおま
　え自身で書け。nare6．なるべくなら。　／．

na＝ju＆’⑨（慮＝raN，”ti）（実が）なる。

　kunibunu～・オレンジがなる。

na；juN①（自瓢rεしNt＝ti）鳴る。　kaninu

　～．鐘が鳴る。

maka＠x（名）仲。　naaka（仲）と醐じ。～

　sjUN。仲裁する。仲をとりもつ。また，

　媒介する。

naka③（名）naaka（中）と岡じ。

taakaba◎（名）なかば。中岡。半分。

nakabasiru③（名）・部屋iの闘を仕切る板の

　引き戸。板のふすま。

職k訟b量⑰（名）なかそら。中空。中天。ca－

　ta？“　mesizaniga　？utagwi　？ucizasiba，

　～tubu　tuiN’juduδi　eicusa．〔北谷爽牛

　ぎやねが　歌声打虚せば　なかべ飛ぶ鳥も

　よどで聞きゆさ］北谷まうし（：女歌箏の

　名）が歌を歌い出せば，中空を飛ぶ鳥もと

　まって間く。

駐磁繍。三⑰（名）仲地。（（；eg　〉）参照。

nakad｝｝⑨（名）仲田。《地｝）参照。

獺kad3c⑩（名）eなご5ど。結婚の件立

　ちをして，結婚式の時niibiciNeu（その

　項参照）を務める入。◎仲立ち。仲介。

這澱kad撮駆滋⑨（名）仲泊。《地》参照。

麓絃k謎9羅dee⑳（名）歴史時代。　nakaNkasi

　（中昔）ともいう。kamigudee（先史時代）

　に対’していう。

nakagしwR⑨（名）中ごろ。

nakagueiku＠（名）中城。（（地））参照。

聡箆kaguS｛k曲が醗a1籟eeb腿si⑪（名）［中城

　はんた前回］御前風（guziNhuu）の一一つ。

nakagUU⑪（名）〔中子〕芯。中心部にある

　もの。植物の種子の部分。葉などの中に包

　みこまれた部分など。？Nmunu　hwaja
　？iybuei，　dal〈inu　hwaja　dakaei，　sutigi－

　banu　nakagU？umuimisjor圭．（童謡）い

　もの葉は蒸；して，竹の葉は抱かせて，そて

　つの葉が包んだ芯のように，心から思って

　下さい。

nakahu（馳⑨（名）仲程。《地》参照。

nakakUU⑨（名）［仲風3歌の形式の一つ。

　和歌と琉歌の混合した形式のもの。七。七・

　入・六の形を屯つ。？imahuuともいう。こ

　とばも本土方言と沖縄方言の混合である。

naka？iibi＠（名）中捲。

maka？ivi⑨（名）仲介。周旋。仲立ち。

一nakai（助）に。の中に。存在する場所を表

　わす。sjUi・v？a．taru　hanasi．首里にあっ

　た話。maa～N　neeN　kutu．どこにもない

　こと。？ama～？uminu　MiijuN．あっち

　に海が見える。？amanu　mici～，jual’ii一一

　nu？翼z疑ootaNdisa。あの遵におばけが

　出たということだ。

聡kのa戯癖⑥（名）中休み。仕事の途中で

　しばらく休むこと。

臓＆kajuk掘⑪（名）nakajageimiと隅じ。

nakama⑪（名）仲間。（（地》参照。

na．kama⑨（名）名嘉固。〈（rk）〉参照。
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nakamee⑥（名）茶の間。居間。家の中央

　にあり，中庭に面している部屋。遊郭では

　表の歯入り口をいう。

nakami⑥（名）豚などの小腸。食物として

　の名。～nU　siimUI．料理名。豚の小腸

　を実にした吸いもの。

澱k一脈ミ⑨（名）一一合研。正確には？ici一　’

　91こ）onakamuiとU・う。

nakamstigtvaa⑪（名）五勺枡。　gusjaak一“一

　nal・：arp．uiとも、・う。

徽aka蹴櫨a§三⑪（名）中昔。捻akagu舵eと

　もいう。？uhUNI《asi（大昔。先史時代）に

　離して，歴史時代をいう。

nakamutgt｛ico（名）？uhumuueU（本家の

　先祖）に短して，中ごろの先祖，すなわち

　分家の先祖をいう。

蹴三ikareis三⑪（名）仲西。｛〈地））参照。

nakatiiwa⑪（名）中庭。中門の中にある庭。

nakar．ooi⑥（名）naa1〈anooiと｝再1二。

nakaNdakari⑪（名）仲村渠。《地））参照。

nakaNmi⑰（名）仲嶺。《地》参照。

nakara⑰（名）なかば。半分。塩冶。量・

　距離などについてい5。naka「aεしneeN・

　半分は無い。

Rakaraniici⑪（名）中途。道。事業などの

　なかば。micinakaraともいう。

nakaraNnaci⑨（名）無理に泣こ5とする

　こと。子供が泣いておとなを牽制しようと

　する時などにいう。～du，jaru．無理に泣

　こ5としているんだよ。

nalcait・awata⑰（名）腹半分。腹半分食べる

　こと。’watanakaraともいう。

nakitsima⑪（名）［中島］那覇にあった遊郭

　の名。

nakntagee⑨（名）㊦中途半端。帯に短く，

　たすきに長いζと。◎女が婚期を逸してい

　ること。
　　　ま
naka蟻⑰（名）中の物。中手。大中小など

　三種ある揚合の中のものQ

nakag．dr◎（名）仲座。《地〉）参照。

nakala搬⑨（名）仲里。《地））参照。

nakaliei⑨（名）織機の器具の名。布を織る

　時，経糸を上下に分けてまん中に入れる

　もの。

烈akaz溢⑪（名）e中心。中央。まん中。

　面の中心。また，置敷の二合は前面「の中

　央。◎果i爽の芯，身体の串心部など。

nakagiruew（名）憲味線（§aNsiN）の二の

　糸。中島。

naka4ui⑨（名）中剃り。男が髪を結ってい

　た時代，頭髪の中央部だけを剃ること。瀞

　額部にかけて剃る本土の月代（さかやき）と

　は形が異なる。

nakaguni⑨（名）仲宗根。《地》参照。

nakeema⑨（名）仲栄間。（（　ag　））参照。

nakeema⑨（名）仲井間。西門参照。

n職koo⑨（名）仲尾。穐》参照。

nakoosi⑪（名）仲尾次。〈（　ts　＞＞参照。

nakugamikoo⑨（名）〔中頭方］沖縄の旧

　行政区画の名で，のちの中頭郡。

nakunaku①（名）泣く泣く。　tuzimiitu

　eutukuruni　kuraslgata　navaN，　．一N

　tatu　m鈍uja，waka七i　hataracai…［妻め

　いと一所に　暮し直ならぬ　泣く泣くも＝二

　年二三年二や　SIJて働きやり…（花売雨縁）コ央

　婦ひとところに生活できない。泣く泣ぐ

　二，蕪年は暴れて働いて…。

nama⑨（名）なま。食物の煮たり焼いたり

　してない状態。

nama①（名）（∋今。また，規在。親代。～一

　kara。今から。～nu　Qcu．親代の人。◎い

　まに。もう。もうすぐ。やがて。～？u－

　tijUN　doO．いまに落ちるぞ。～euusa．

　もうすぐ来るよ。

nt・macaa⑨（名）気の荒い者。向こう見ず。

　無鉄砲者。

nun・aci⑰（名）気の荒いこと。向こう見ず。

　無鉄砲。　～na　MUN．気の荒い者。

namaglbuvujaN⑨（名）軽い頭覇。

namadii⑪（副）いまだに。こんなに遅く
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　なっても。まだ。naguja，jaNl）arunu

　？ieihatiga　’jaj’ura，namadi　nagubuninu

　？atija　neraN・〔名護や由原の　行き果て

　がやゆら　なまで名護船の　あてやないら

　ぬ］名護は撫漂のはてであろうか。こんな

　に遅くなっても，名護通いの船の便りもな

　い。～kUUNsiga　eaa　sjuga．まだ来ない

　が，どうするか。～nati　guburii　Ratoo－

　N・こんなに遅くなって失礼しました。

namagaSa「o（名）今しがた。ちょっと髄。

　nam－asaeiともいう。

meamaguru⑨（名）今ごろ。

namagux’usi⑨（名）なま殺し。半殺し。

wamakugasi⑱（名）kugasi（すりつぶし

　た米のかゆ）の煮ないもの。悪酔をさます

　のにょい。kugas圭の項参照。

蹴a磁a簸夏豊9⑩（名）なま水。

mamam猛澱s撮①（名）半可通。いいかげ

　んな物知り。

mamanmatw’③（名）なまもの。煮たり焼いた

　りしてないもの。

9Rama？Nmu⑭（名）なまのさつまいも。

9Ramaraa⑨（名）namarimUNと同じ。

Ptamarei⑪（名）鉛。　sirukaniともいう。そ

　の項参照。

Mamari＝jUN⑥（霞＝raN，＝ti）eなまる。

　刃の切れ味がにぶる。◎おどける。不まじ

　めになる。また，ずうずうしくなる。

mamarimuN⑨（名）おどけ者。また，ずう

　ずうしい者。namaraaともいう。

mamasaeiCY’（名）いまさっき。いましがた。

　ltamagataともいう。

namasaPt’⑪（形）θなまである。煮えて（焼

　けて）いない。◎無神経である。無感覚で

　ある。また，ずうずうしい。

naxnagi⑪（名）料理名。なます。魚をなま

　のまま酢であえたもの。

Utamasibai⑪（名）あぶら汗。病気の時，

　苦しい時などに以る汗。

徽a颯as葦聡欝⑪（名）生絹。すずし。練らな

　い生糸で織った布。薄くて，軽い。

namRaeami＝jllN⑨（自：raN，”ti）eなまけ

　る。⑰病気が長引く。病がなまける意，

亙蝦鵬a琶躍柚縣翼⑨、（名）なまけ者。

陰鼠matee⑨（名）おどけ考。

namaau⑪（名）芭蕉布の一一種，煮てない芭

　蕉から糸を抜いて織ったもので，白色。

namawaree①　（名）　薄笑㌧、。　潮笑釣｝こ1こや

　にや笑うこと。

簾aamazihnNCO（名）今時分。’今ごろ。

舩㎜霞Z醸魏⑨（名）生き肝。殺したばかり

　の人畜の肝。

esamagira①（名）㊦ずうずうしい顔。厚：顔。

　恥知らずの顔。◎おどけた顔。

namag量raa⑨（名）e凹目な考。ずうずう

　しい考。◎いつもおどけ顔をしている春。

　おどけ者。

maamas多iylmUN①（名）nama多iraaと同じ。

mttmazis量⑪（名）eなま肉。なまの肉。◎

　無神経な門閥。ず5ずうしい人間。nama－

　zisjaaともいう。

mea㎜azisjaa⑪（名）無神経な人閲。ず5ず

　旧しい入閻。

namee⑥（名）人の名懸。人名。物の名は

　naaという。

11aZZI三⑨（名）波。

総膿蓋①（名）並み。：平凡、普遜。～n’a

　MUN．普i題のもの。

囎搬瀬a⑨（名）〔文〕涙。賢才はnada。

mamikazi⑨（名）∈）波風。波風のあること。

　◎三聖の波風。

鞭鵬量㎜us⑩（名）namimusjaaと隅じ。

namimabsjaa⑨（名）なめくじ。　namimusi

　ともいう。

91anziti①（名）平均して。一般に。総体に。

　概して。kunu　muram；（ICOO～’蓋QCU

　’jaN．こ：の村の入は概していい入だ。～nu

　kutu，jaN・一一ec的なことだ。

naxnnztra①（名）道理のわからぬ『者。わか

　らずや。
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nana⑨　㊦（感）なな。ななつ。声を出して

　数える時だけいう。◎（接頭）なな。七。

　nanahwani（七羽），　nanakeeN（七回）

　など。

nanagi⑭（名）ななつ。七。また，七歳。

　時刻の揚合は午1前午後：の4時。

nRnagibusi⑪（名）七つ星。北斗七星。

nanahwiru⑨（名）七尋。女物の着物一着

　分の長さ。女物の布一反。

翌・anahw蓋rvaNna「磁盈ri⑪（名）七尋半。男物

　の着物一着分の長さ。男物のth一．反：。

nanajuhwii⑨（名）nanajuhwiibakaの
　賂。

manajuhwliba－ka⑨（名）namajuhwiiは

　七度丁丁けする意。親のため七度身を売

　り，七度身請けしたという俵説のある孝子

　の墓。その付近の地をnaneehwaという。

manajlMmi⑨（名）七よみ。織機の箴（おさ）

　の種類の名。経糸56G本を通す。またそれ

　で織った布。最も目が荒く，i芭蕉布などの

　粗末な織物である。hudueiの項参照。～tu

　hateN　lcasi　1〈akiti　？ucoti，　satuga　？a一一

　ke多ubaniNsuju三脚ani．　（hateeNの項

　参照）

nanak謎mui⑨（名）1鏡開厘。　ziN（銭）の

　項参照。

nanakumtt三gu「Nzuu⑪（名）1銭5厘。　zi－

　N（鑓）の項参照。

nananaNka⑨（名）sizuu｝（uniciと同じ。

nanataien（名）七人。普通はsiciniN　と

　いう。

聡a職aw…慧zaN⑨（名）非常ににがにがしい顔

　をすること。苦輿をかみつぶしたような顔

　をすること。

孤aneeN⑨（名）nanajum1と同じ。

yianibuA’①（名）naNbUNと同じ。

nanigasi⑨（名）なにがし。人の名がわから

　ないとき驚いる語。？jaa3a　rnaanu～ga．

　おまえはどこの何という者か。

nanui①（名）名乗り。士族以上の男子が成

　入してから，名乗る爽名。罐｝袋盛敏・比慕

　春潮などの，盛敏・春潮は名乗りである。

　’warabinaa（童名）に樹する。

nanuigasira①（名）名乗りの頭に用いる

　字。氏によって一定していて，たとえば，

　源氏・向浅は朝，毛氏は喜・栄。盛・宗。

　安。清，馬氏は維・良。正・厚，翁氏は忠・

　重・盛・’可，など。なお，尚。向の爾考は

　ともにsjOOと読まれるカ㍉前者は王子以

　上の家柄に限られている。

・aanu・j・1N①（禽＝1’aN，　＝ti）e名乗り（na－

　nUi）を付ける。？担a診nanutoO磁・おま

　えは名乗りを付けたか。◎〔文」名乗る。

　nanuti？Nziyee．名乗ってNよ。

na＝nUN①（自；maN，；di）㊦〔文〕並ぶ。㊤

　良う。平均している。（同等なものが）艶

　ぶ。nadeON．揃っている。　nadaru　eu－

　rasa。揃ってどれも美しい。

ataN⑪（名）θ難。災難。◎難。欠点。

naN一（接頭）何。舩Ndu（何度），　naNniN

　（何年）など。

naN癒aN⑨（名）θ南蛮。◎naNbaNgaam圭
　の酪。

maNbaNgaami⑪（名）南蛮焼き。南洋から

　渡来した素焼きの甕。酒を入れると味がよ

　くなるというので今回がられる。単にna－

　NbaNともいう。

maNbeei⑥（名）斜め。真正薗でないこと。

　また，傾いていること。

naNbee＝juN⑪（他＝raN，：ti）e傾ける。

　斜颪にする。◎斜めにする。輿正面に向か

　せない。

mtaNb量e韮⑪（名）何時。

naNhuN①（名）なにぶん。　nanibuNとも

　いう。～nu　hwizi　cika＄ee．なにぶんの

　返事を聞かせろ。

naNgici⑨（名）こげ付き。こげて鍋などに

　付いたもの。

naNgicikagaan（名）飯などのこげつくにお

　い。こげくさいにおい。
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naNdeesiivO（名）桑の実。おもに農民が使

　う語。首塁ではkwaaginu颯u（諺kuu　と

　い5こ口が多い。

盤a蛾u⑪（名）何度。幾度。

naNtiuei⑨（名）何時（なんじ）。時刻を尋

　ねるときに使5。

naNdurum三ci⑰（名）すべりやすい道。ぬ

　かるみになった遵。

n韻d翌撒猟U貰⑨（名）すべっこVもの。す

　べりやすいもの。zinOO～．銭は失いやす

　いもの。

瀧謂durusa罵⑥（形）すべっこい。なめらか

　である。つるつるする。

naNdurtiuen（名）すべっこいもの。

naNka⑨（名）人が死んで七口匿ごとに行な

　う法事。なぬかごとの法事。月の第七珊お

　よび七三岡の意ではsicinieiとい5。ha－

　giRaNka（初七三），tanεしNka（ふた七日），

　minaNka（み一｛　E），，junaNka（よ七黛），

　？iei籍aNka（いつ七霞），鷺鷺naNk＆（む七

　日），sizuuk組短eiまたはnananaNka（照

　十九段，なな・四川）など。

nal’kanusiku⑭（名）正月7濤の二二。若

　菜を雑炊に入れて念う。

nta“’ku⑨（名）遊戯の名。短く折った箸など

　を手の中ににぎって差し肥し，その数をi当

　てさせるもの。何個。

玉iaNkuru⑪（副）ひとりでに。窟然に。～

　1笠i塘UN。　自然に生える。

naNkurumii　”esi（名）霞生。野生。一・mii

　〈miljuN．

n鋸kwa3③（名）かぼちゃ。　ca・ykwaaと

　もいう。

naNmagi①（名）松並太。

IlaNnici＠（名）何照。幾So月の第何Bの

　意では？iQkaという。

naNniN⑨（名）何人。幾入。

zaaNniN⑰（名）何隼。幾年。

naNnuukaN”nUU⑪（名）何のかの。文句を

　いうこと。～sjUN・何のかのと欝う。～一

　nu？uhusaN・何のかのと文句が多い。

naNsaN（D（名）難産。

naNs量N①（名）難船。

zzaNza⑨（名）銀。

RaN4atu⑨（名）並里。《地》参照。

naNzaziihwaa⑪（名）銀のかんざし。士族

　の女子が使う。

naNzi⑭（名）難儀、苦労。’wakasaininu

　naNzee　l〈ootiN　Qsi。若い時の難儀は買っ

　てでもした方がよい。

naNziku”Nzi⑨（名）たくさんの難儀。多く

　の二二。～nu？uhu訟N．若労が多い。7

　SjUN．

naNZU⑥（副）たいして。それほど。～’ii－

　rnunoO？araN．たいしていいものではな

　い。～dikiraN．たいしてできない。

naNzuuOO（名）いさかい。閣着。もめごと。

　「難渋」に対応する。

maNziiuhwiNzuu①（名）ごたごた。もめご

　と。～sjUN．ごたごたともめる。～nu
　？三Qpee？aN．もめごとがたくさんある。

一’獅≠p’kwee（助）などと。なんて。なんか。

　，UN¢uu～　？3a翫ga　？jari圭mi．おじさんな

　どとおまえが心安く言えるか。，warabinu

　？Nzitooti　saki　numasi一一，　soouusaN．

　子供のくせに酒を飲ませうなどとおこがま
　LLs．　’jalcooi　tataN　sjooti　QsaA－rNdi　？i一・

　ci．役に立たないくせにやりましょうなど

　と吉って。

zzaQtuu⑰（名）料理名。本土の納豆とは異

　なる。？Nmukagi（その項参照）をこねて

　煮たもの。砂糖・ごまなどを加えたものは

　saataana（≧tuuという。

naraas董⑨（名）e教育。しつけ。’warabee

　～nu　mUN・子供はしつけがもっとも大

　切だ。◎習慣。習性。

naraa＝sjUN（①（他＝saN，＝ci）教える。習わ

　せる。munu？iijoo～・ことばtW　L・を教

　える。naraasa（≧tOON．イ．教えられてい

　る。ロ．そそのかされている。入れ知恵さ
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　れている。

naraba⑪（副）〔文〕できれば。なるべく。

　口語はnax’aa。〈najUN。

鷲㍑a掻①（名）並び。また，並んでいる隣。

　gaQkoonu～・学校の隣。

narah呈＝juN①（他＝raN，＝ti）並べる。

nara＝buN①（良＝baN，＝5i）並ぶ。列を作

　る。

nara＝juN⑪（他＝aN，＝ti）習う。学ぶ。教

　えを受ける。

n㌍as蓋◎（名）衣紋竿。衣紋哲。竿を横に渡

　．し，何枚も着物を掛けるようにしたもの。

甑aras⑩（名）平均。　tunamiともい5。

narasi①（名）薬品。無名指。　narasi？ilbi

　ともいう。

narasi？iibi①（名）薬指。単にnarasiと

　もいう。

nara＝§舞N⑱（他＝saN，＝ci）㊦平らにする。

　ならす。◎ならす。平均する。tunami－

　jUNともいう。　naraci　eaQsaga．平均し

　ていくらか。

nara＝sjuN　＠（他＝saN，＝ci）．粉にする。畷

　（ひ）ぐ。ひき臼で粉に遍く。

nara＝9．juN①（他＝S我N，量ci）（楽器などを）

鳴らナ。

naree⑨（名）習わし。轡慣。？uraNdaanu

　～ja　guriija　saN，　tiiiu癒zijaru・西洋

　人の習わしは，お辞儀はしないで，手をに

　ぎる。「…のことであるので」という軽い

　意味にも用いる。，jaNbarunu　nareja　？a－

　danibanu　rnusiru，　＄ikaba　？lrimisjori

　sjuinu　sjURume・〔由原のなれや附旦

　葉のむしろ　敷かば入りめしや5れ　首里

　の主の前］山原のこととて一旦の葉のむし

　ろしかありませんが，敷いたらお入り下

　さい，首里の旦那様。

一naree（接尾）習い。習うこと。練習。　si－

　m三naree（学問），　mUNnaree（作法など

　を翌うこと），？wiizinaree（泳ぎの練習）

　など。

nareja⑪（副）〔文3なるべく。なるべくな

　らば。できることなら。口語は珠aree。〈

　najuN．’　？iQtaazooni　maeumi，　kazima－

　」εし1ユi　macunユi，　～　 1｛εしzimajaja　　　m2しsi5a

　？arani・．［いった門に待ちゆめ　風園に待

　ちゆめ　ならいや風回や　ましやあらねコ

　きみの家の門で待つか，四つ角で待つか。

　なるべくなら賜つ角がよくはないか。

職r⑩（名）慣れ。習｛貫。nareeともい5。

　～nato◎N．翌慣となっている。

nari｝iuzi　¢b（名）〔文〕姿。みなり。容姿。

　satuja　ts－nu　sigata　tuimisera，　’wamija

　sinasakinu’iNdu　tujuru．〔里・やなりふ

　じの　i姿敗りめしやいら　わみやしなさけ

　の縁ど取ゆる］あなたは容姿の美しいの

　をお取りになるでしょうが，わたしは情愛

　の深い縁を取ります。

取ar三juc呈⑪（名）〔文］なりゆき。いきさつ。

　てんまつ。

nari＝juN⑨（自＝raN，＝ヒi）0（入に）慣れ

　る。親密になる。なじむ。？icigU　ma血a－

　tumuti　？ikatareN　sj’a＄iga，　satuja　ci－

　mu　kawati”3’usunl　nariti．〔いちごまま

　ともて　い語らひもしゃすが　里や屏変て

　弛所に馴れて］一生涯～緒になると思って

　語らい～もしたが，．君は心変わりして他の女

　と親しくなってしまった。O（ものごとに）

　｛押れる。習熟するQ習慣となるQ㊤（酒な

　どが）なれる。しっとりとしたよい味にな

　る。

nar董nluN⑨（名）劇れ物。幽磁器の類。割

　れるとい5語を忌んで鳴り物といったもの

　か。ただし，楽器類の鳴り物はnaimUN

　という。

nar三rnuNde’ogu⑰（名）瀬戸物類。朋．・茶

　碗などの二三。

llarisumi⑰（名）〔文〕なれそめ。

narubiei＠（副）なるべく。なるたげ。～

　kuujoo．なるべく来いよ。　narubicee，ii－

　mUN　tujUN．なるたけいい物を取る。
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職隷r猛h脈｛豊綴

gaaruhzarku⑨（副）〔文〕なるほど。口語で

　は，Ncaと㌔・う。

nasaga＝sjaNCO（継玉＝saN，＝ei）陰日を言5。

nasaki②（名）o［文｝情。あわれむ心。～

　？＆嫉kakusi職撮）沁u　hana寧i寧iei．捻iga

　tamanuunu？usisa？araba．［情あて
　かくせ　　野辺の花薄　＝二入が玉の緒の

　註しさあらば］情をもって隠してくれ，野

　辺のすすきよ，ふたりの命を惜しいと思5

　なら。◎愛のしるしQ男女匿｝の贈り物。

　nuux～N’iitee’uraN．何も愛の贈り

　物をもらってはいない。

Stasi？aga＝jtt’N⑨（撞＝1’aN，”ti）生みあげ

　るの意。子を何入か生んでのち，生まなく

　なる。また，（鶏が）卵を生：まなくなる。

nasigwa⑨（名）生みの子。生んだ子。愛

　児。？amQri　sici，wamija，juminuraa－

　du　’jasiga，tageni　narisumiti　一一　’wane

　h就段L〔天降してわ身や　夢の闘どやす

　が互になれ梁めて　なし子わない二人
　（銘兀子）］天から隆りて来て，わたしは夢

　のように過ごしたが，その圏に舅と愛し

　合って生んだ子がわたしにはふたりある。

Rasihapa’ZOO⑪（名）出産。単にhaNZOOと

　もいう。～sjUN．出産する。

熱s董数w圭「臓g⑩（名）子孫をふやすこと。

　繁殖。

無瞬＝麺N⑨（他＝raN，＝ti）なする。なす

　りつける。塗りつげる。？aNda～．湛iを

　なすりつける。

nasimee⑨（名）お産の前。謡講。

nasimii⑨（名）里方。　kusjatikata（嫁入

　り先）に対’してい5。～Ml　kutu　sjUN．

　里方への補助をする。

nasimuNnuQkwa⑰（名）生みの子。
nasiree＝juN①（傭＝yaN，＝ti）かんべんす

　る。おだやかに許してやる。宥恕する。ま

　れな語。

醜s三su「diati⑨（名）生み育てること。

nasi？aaja⑨（名）生みの親。

nas量？ntur・sj“”N⑥　（他謹saN，＝ei）生み落と

　す。

Iaasigliei⑨（名）塵み月。臨月。

erRa＝sjlEN⑥（弛＝saN，＝ei）㊦（ある状態に）

　する。なす。Qkwa　Qcunu，Nza～．子

　を人の召使にする。？ariga　tuzi～，彼

　の妻にする。curaku～．美しくする。

　O移す。移動させる。審せる。kuma－
　Nkai　nasee・　こっちに場所を移せよ。

囎鷲sju翼⑰（イ也＝saN，：ci）生む。　Qkwa～．

　子を生む。nacaru？ujajaka　suiatinu

　？uja。生みの親よりも育ての親。　nas1一

　MijUN。生ませる。

maaur三CO（名）〔文〕名折れ。　ticini　kubi

　揃agi嫉koosaNju　串iraba　businu　m重nu

　～…〔敵に首曲げて　降参よすらば　武士

　の舅の名折…（忠臣脅替）］敵に首を曲げて

　隆参をすれば，武士の身の名折れ…。

zaawaasjaN①＊（形）似合わしい。似つかわ

　しい。ふさわしい。nawatoON（〈nawa－

　jUN）を多く用いる。　nawaasikoo　lleeN．

　似つかわしくなし・。nawaasii　mUN．似

　つかわしいもの。

nawai①＊（名）似合い。似合うこと。つり

　合5こと。～nu，winagOO　’uraNga’jaa．

　似合いの女はいないかなあ。

itawa＝juN①＊（自＝raN，”ti）似合う。つり

　合5。ちょうどよい。ciNnu’jUU　na．wa－

　toON・着物がよく似合っている。　tusihu－

　dunu～・年ごろである。　tal〈ihusunu

　nawatOON．背たけがちょ5どよい。，jUU

　nawatooru　mHtUNda．似合いの夫婦。

Ekayasi①（名）名ざし。旧名。

na多就舐⑨（名）名里。《地》参照。

asagiki①（名）そぶり。ふり。　m三雰husja－

　ja　nagiki　tawahuridu　，」撲3燦ru．　［水工

　しややなづけ　たはふれどやゆる（手水之

　縁）〕水が欲しいのはそぶりだけで，たわ

　むれであろう。錘k＆N～Qsi．　＊好かぬふ

　りをして。
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neeraN

一na4ikii（接膠）…するふり。．’jumina7，ik三i

　（読むふり），　？aQcin我多ikii　Qsi　kun、a

　，NNeooをaN．（歩くふりをしてこっちを見

　ていた）など。

簸紐z董m＆⑪（名）名自だけの領地。名のみ

　あって実在しない領地。～，uga捻UN。名

　前だけの領地をいただく。沖縄は土地が狭

　いために有名無実の論功行賞として与えら

　れることがあった。

nazinaEa⑨（名）なぎなた。

zzazinatasaba⑨（名）はきくずして長くの

　びた草覆。

meeQ）　（名）　地震…。　　～nu　，ju5u1　．　　地覆s・｛．起

　きる。

nee⑰（名）蕊。

Mee①（名）似合い。似合うこと。ふさわし

　いこと。つりあ5こと。niee，　niieeとも

　い5。’ilnee’jaga．よい似合いだ。

一meee（助）（…する）ように。（…した）ごと

　く。比喩の場合に用いる。hWiNSu．umu－

　Nnu　taka，iitaN～．貧乏饗が鷹をもらっ

　たように。’juumi4iφkajUN～ziN　gi一．

　kajuN．湯水を使5ように銭を使う。nu－

　UZ呈nu　taQeoON～Qsi　curasataN．虹が

　立ったよ5にきれいだった。

漁ee駄1．〉（名）まね。動作・表情などのまね。

　すなわち，外面的なまねごとをい5。一方，

　塒aniは模倣して見習うこと。　saayunu

　Qcunu～sjUN．猿が人まねをする。
難eebUN⑰（名）内分。内内。公にしないこ

　と。～hu　ha聡SL内分の話。

neee茎r三⑪（名）着物のあげ。縫いあげ。

neeguu①（名）〔文〕内通。？iru？iruni？i－

　imawaci　i’akueakuju　simiti，　huminu

　kajuwasini～ju　siriju．〔色色に言ひま

　わち　落着よしめて　文の通はしに　内通

　よすれよ（忠臣身替）］いろいろに言い披

　けて敵を安心させ，手紙で内塗してくれ。

neegaa⑪（名）neeguuの卑称。　neezaaと

　もいう。

獄ee騨u⑨（名）足の働きが不自由なもの。

　びっこ。ちんば。guunaaともい5。＜

　箆eeZUNo
魏ee縛UN＠（塵嵩ra箪，就i）萎える。（草木な

　どが）しおれる。しなびる。活力がなく

　なる。tiidanu～．　Hざしが弱る。

轟ee＝」醸①（飽＝1’aN，＝ti）差し出す。葡に

　出す。突き出す。＄iba～．舌を出す。撮

　～・手を差し目す。tii？NzasjUN．（牢を

　畠す）はけんかになる意。ziN～．金を差

　し出す。

xxeekaqD（名）θ今晩。今夜。きょ5来るぺ

　き晩をいう。すなわち，戟。燈に今晩につい

　ていう語。～nu，jUl”Uともいう。夜に今

　晩のことをいう時には単にCUU（きょう）

　をva　1、・る。◎死後。死んだあと。～Qsi

　｝cwijuru　QeUN’uraN・または～n・■ti　’

　？a撫Qsi　kw圭juru　QCUN　neeraN．とも

　に，死んだあとを見てくれる人もいない。

職eeユn函①（名）せがむこと。（子供が）ねだ

　ること。

neemi⑨（名）縫い目。

neenee⑥（名）内内。ひそかに。～？iCUN．

　ひそかに行く。～nu　hanasi・内内の謡。

neeN⑰（自・不規剰）e無い。？aN（ある）

　の打ち消し。neeraNともい弓　。，　nee3abi－

　raN。ありません。～nasjUN・無くする。

　～naju’N．無くなる。～’謳a・無いねえ。

　～ga’jaa．無いかなあ。～ga？ara・無

　いだろうか。neenUN？araN・無くもな

　い。，juf，ee～．読んでない（沁δeeN～読

　んである一の打ち消し）。ciNnu　ciijoonu

　～，hwieic圭圭lcaac量i　Qsi．三物の着かたが

　なってない，あっちこっち引きつって。

　nesami．〔ないさめ3〔文〕ないだろう。

　◎…してしまった。kadi～．．食べてし

　まった。，画diん．読んでしまった。　nu－

　utUNganaasi　baQpeeti～mUN．イ可と

　なしに閾違えてしまったんだ屯の。

魏eeraN⑨（自・不規剣）neeNと同じ、
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箆eeτ姻m剛

nee「aNmuN⑰（名）無いものと思ってし

　まっておく物。金など，あると思うと使っ

　てしまうので，無いことにして，大事にとつ

　ておくこと。

舐ees沁u⑥（名）内誕。内密。

neesjUttbanasi⑨（名）内証話。

neetukeetu①（名）似合い。似たり寄った

　り。瞬じ程度。甲乙なし。多くは，程慶が

　低い場合にいう。～num圭i二二a．似合

　いの夫婦。dUNnasaa～．愚鈍さはどっ

　ちもどっちだ。

neezaa⑨（名）neegaaと同じ。
nee　：zuN⑩　（薩！胃gaN，＝zi）　「鑓§ぐ」　に対応

　する。足が不富由で歩行できない。

一ni（助）eに。　RajUN（なる），　nasjUN

　（ずる）などを用いてf…になる」ヂ…にす

　る」などの意を表わす揚合には，ふつ5助

　詞を用いない。siNsii箆aibUS5aN．（先生

　になりたい），taruu　hwiitai　nasjUN．

　（太躯を兵隊にする）など。また「に」に

　相当する助詞には，ほかに，一・Nkai，一na－

　kai，　一kai，一nai，一ga（それぞれの項参照）

　などがあるので一nlの絹いられることは比

　較的少ない。kurumanl穂S五餌N・劇この

　せる。？ujani　l〈anasja　sarijUN．親にか

　わいがられる。’ja（｝eilni　nuraaQtal．に

　いさんに叱られた。cilni　kanajUN・気に

　入る。心にかなう。？umaNcuni　hurijUN．

　人びとに知らせる。tusibcenee’uuz1ya翼．

　隼に（は）似合わない。◎…するときに。…

　した場合に。一ja（は）が付いて一neeとな

　るとr…する時には」r…したら」「…する

　と」などの意となる。ふつう一驚する語

　のr連用形あまたは「連周形」にさらにi

　を加えた形につく。｝〈aNsiinl　mani＊？a－

　riga？aNsjusee　caa　sjuga．こうやった

　時にもし彼がああやったらどうするか。

　cieiinee．聞いた時には。　聞し・たら。　cika－

　Ndainee・聞かなかった二合には。闘かな

　かったら。？ainidu　l〈ubameesjur’u．ある

　時にご：そ節約する。？agiko醸oo　sjooini

　kamee・熱い5ちに食：べろ。

nibaN【蓑癬⑨（名）二番鶏。一番鶏についで

　鳴く鶏。

nibu？Nmariev（名）遅生まれ。　hwee？N－

　maeriの対。ただし，11～12月ごろに生ま

　れたことをい5。

根燥？u轡ac量⑰（名）遅く巌発すること。次

　の旬でいう。～nu　hweeriQs玉N．イ・お

　そく出発して早く成功すること。才ある者

　は遅くやり出しても早く立身すること。

　ロ．女の揚合には，縁談が遅く始まってす

　ぐまとまるのをいう。践（≧3iNは女につい

　ては結婚の意。

一nlei（接尾）H　（にち）。日数。S付げを表

　わす。？三ci面ci（一日），　saNn圭d（みつか）

　など。

nigi（①（名）熱。熱気。また，体熱。～nu

　？aN．（病気で）熱がある。　hwiinu～．太

　陽の熱（hw呈i偲鷺勾iは火熱）。　niqee　？ami．

　イ．熱はあるか。ロ．（工手を郷写して）

　生きているのか。気はたしかか。1〈amanu

　subaa～RU　hwaahwaa　sjUN．かまど
　のそばは熱気がかっかとしている。

葦磯三samasi⑨寒（名）〔新？〕熱さまし。解熱薬。

n三ciziN⑨（名）臼限。期H。

niclu⑪（名）二度。再度。

niduniii⑪（名）二度貿。

n茎ee⑦（名）似合い。　niiee，　neeともいう。

　tuseedu～ju苓a践ba．こ年二やいど似合よ

　やれば（孝行之巻）］年ごろが似合いであ

　るから。この丁合，nijaiとも発音する。

nlga・・．IUN⑪（他＝aN，＝ti）願う。

獄藍gajuu⑨（名）〔文〕凶年。

nigami①（名）一部落（旧行政区露の村）

　の神官である女。数部落の神宮であるnu－

　Ul’u（のろ）の下，一門の神官であるkudi

　のk。nigamiのいる家を夏銭dukuruま
　たは叢iijaと、・うQ

nigaNgami①（名）まずそうに食べること。
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難i隻b量。董

　”v　sjUN．

nigaNhwiga”N①（副）まずそうに食べるさ

　ま。　niiguhwiigu　ともいう。　～　sjUN・

虚9融①（名）寝顔。斑Nzig＆uともいう。

nigee⑨（名）願い。願墓。～du　gleewee．

　願っていれば，それがかなえられて幸いと

　なる。

nigeegutu⑨（名）顯いごと。

nigeeka「無ee⑨（名）強い願い。強く願うこ

　と。nigeeの意味を強めた落。～sjUN．

　強く願う。

nigoo⑰（名）二合。　niNgOOともいう。

niguz・uma⑪（名）niigurunaaと岡じ。

nigutu①（名）寝ごと。？umukutuδu～。

　思うことが寝ごとに肥るものだ。

niguunigUU①（副）ゆっくり落ち着いてす

　るさま。食べる揚合に多くいう。ゆったり。

　～S500R・ゆったりとしている。

nigwagl＠（名）2月。　n玉Ngwa¢ともい

　う。

nihacigu1・U①（名）〔文3二八のころ。男女

　十六歳のもっとも花やかなころ。

nih．iaaku⑪（名）銭2◎0文。4厘。　ziNの

　項参照。

nihoornuci⑪（名）じ方持］領地と扶持米

　とを持つ春。？iQpoomuci［一一方持］（扶持

　米のみあって，領土は名目のみの者）の

　頬。

nikwa⑨（名）饒波。　nuhwa，　nuuhwaと

　もいう。（（地》参照。

nihwee①（名）［御拝・美質〕ありがたく思

　うこと。惑謝すること。古風な発音では

　mihwee。～doo．どうもありがとう。～

　deebiru・ありがとうございます。黛下に

　対してはkahuu：iとい5。平民は身分の

　上の者に対してsiduugahuu　deebiruと

　v5。～？錘N．お礼をいう。

nii⑪（名）e根。草太の根。◎病根、また，

　はれものの堅くなっている部分。～cira－

　s画N・根治する。⑬怒り・恨みなどの心

　の底に残っているもの。vmuQCooN．根
　にもつている。

鷺簸◎（名）荷。荷物。また，負担。～？uusi－

　jUN・（牛焉に）荷を負わせる。tabee？ira－

　na多ikaN～najUN．旅は鎌の柄（のよ5

　に軽いもの）でも荷になる。

nii⑨（名）そば。近所。近く。？ujanu～．

　親のぞぱ。gaQkoonu～・学校の近く。

Ilii⑨（名）子（ね）。十二支の第一。方角は

　北，時刻は北湊零時。

nlien（名）二。普通はtaa？iという。

niico（名）イ直。値段。～sjiユN．値段をイ寸

　ける。

nii①（名）音（ね）。　saNsiNnu～・三味線

　の音。

n一重？翫9⑩（名）二上がり。三腺線（saNsiN）

　で，二の糸を本調子より一段高くした調

　子。干瀬節（hwlsibusi），子持節（Qkwa－

　mucibusi），仲風（H鼠k我huu），述懐（sju－

　Ql〈wee），窯印（saNjamaa）など哀調を

　おびた節に多い。祝宴の席では，はじめに

　本調子の踏歌を歌い，宴が進むに及んで二

　上がりの歌が奏せられる。単に？agiとも

　いう。

n銭ba董⑨（名）θ草太の根が張iること。根張1

　り。◎癒・腫れ物などの周囲が堅くなるこ

　と。

ni三bi③（名）赤くざらざらした堅い土質。

　堅いのでniibibakaという形式の墓が掘

　られる。

niibi「baka⑪（名）墓の形式の一つ。短圭bi

　（堅い赤土の履）に掘って作った墓。沖縄

　の墓はすべて横穴式であり，身分の高い家

　では，岩に掘るかまたは瀞を積み，しっくい

　を塗って固め，亀甲式または破風式に作

　る。しかし，それには多額の費用を要する

　ので，一般入はR櫛iに穴を掘って作る。

niibici⑨（名）θ結婚の行事。結婚式。婚

　礼。丁寧には？unibiei，身分のある入の

　婚礼は1〈UNr　i，王子・王女などのそれは
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niibleiNcu

　gukUNrliという。◎結婚。

niibie；Ncu⑪（名）婚礼の時，花嫁を迎えに

　行き，また式の進行などをする世話役。女

　二人が当たる。nakadaciともいう。

nlibicモlaa⑨（名）婚礼のR，花婿の友人な

　どを招いて宴会を行なう宴会揚。

niibinuliuni⑰（名）niibi（堅い赤土）の

　特に岩のよ5に堅いもの。

niibiru⑨＊（名）樵物名。のびる。ねびる。

　ねぎに似た小さな野草で，食用となる。

niibu⑪（名）ひしゃく。

n茎量biigaa⑰（名）井戸の一種。水位の高い，

　または浅い井戸。ひしゃく（niibu）で汲

　めるような丼戸（kaa）。

niibui①（名）眠気がさすこと。～sjUN．

　眠気がさす。眠たがる。

n簸b縫三ga”maNtw（名）子鉄が眠たがって泣

　くこと。

niibu量kaゴ翫盛①⑲（翻）しきりに眠気がさ

　すさま。～sjUAT・とても眠そ5にする。

niibuimll①⑪（名）眠そうな販。

niibuimU§i③（名）寝坊。眠ってばかりい

　る者のあだ名。

niibujaa⑪①（名）しょっちゅう眠たがる

　春。寝坊。

niiもutaa⑨（名）根太。腫れ物の一種で脂

　肪分の多い箇所にできるもの。　niibutu

　ともいう。

niibutu◎（名）niibueaaと隅じ。

niici①（名）寝息。

n｛嚢。量r浦uN⑨（歯；raN，”ti）全治する。根

　治する。すっかり直おる。

nlidakasaN⑨（形）値：段が高い。高懐であ

　る。？ieaNaamu識oo～．ただの物は（お

　返しなどで）かえって高くつく。

niidukuru⑪（名）村の神官の象。　nii3aと

　もいう。根どころの意。7部落（旧行政区

　．顧の村）に一軒ずつあり，その部落でもつ

　とも有力な一一族の本家にあるのが普通。

　nigami（神官たる女）と，　niiN．　eu（そこ

　の男主入）とがいる。

n恥e①（名）似合い。つりあい。niee，　nee

　ともいう。

謡g漁W三絃級⑲（副）まずそうに食べるさ

　ま。nigaNhwigaNともいう。～s諏｝も

niigu…⑪（名）根っこ。根株。

n董lguruma⑨（名）荷車。　nigurumaとも

　いう。

niihxxda⑪（名）荷札，幽荷物。板に書かれ

　る。

niikUQkwaaCD（名）無愛想な者。いつも顔

　をふくらませている者。女について多くい

　う。

nii？isi⑪（名）土台石。家屋の土台石。

niija③（名）niidu1《uruと同じ。

niijaQkee⑪（名）荷厄介。負担をもてあま

　すこと。～na　mUN・荷厄介なもの。～

　sjUN．荷厄介である。

nii　・j　uN⑨（弛；raN，＝t至）θ練る。？Nmunii

　～．いも練り（料理名）を練る。㊤転じて，

　なぐる。？unihjaa　niiti　tura＄ee．その野

　郎，なぐってやれ。nama　niirarijUN

　doo．いまになぐられるぞ。いまになぐる

　ぞ。

nii＝juN①（自＝raN，＝ti）煮える。

niikara⑥（名）根っから。全く。絶対。～

　naraNdi？jUN．絶対にできないとい5。

　～nu　hu盛磁UN．全くの罵鹿。

niikee⑨（名）二階。

niikeebasi⑨（名）二階に上る階段。はしご

　だん。

nilkeejaa⑨（名）二階屋。二階建ての家屋。

niikuta①（副）煮えてくたくたになるさま。

　～natoON．くたくたに煮えている。

niimaaraa⑪（名）背が低く横に太った者。

　ずんぐりした体つきの者。

nilmasi①（名）似てはいるが，まさってい

　ること。？anu’winaguwarabee？U3atu

　～，jaN．あの女の子は親に似てしかも親

　よりもきれいだ。
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　　　　リ

　　　　コのP騰薫NgW蒸ユ

頭m萱eid「mi⑪（副）根掘り葉掘り聞くさ

　ま。～sjUN・

niimuta⑪（名）根元。

niinai⑨（名）もとなりσ瓜などが，根の

　近くに実を結ぶこと。また，その実。

　simunal，　suuraRai（うらなり）の対。

niinii⑨（名）ねんね。寝ることの小児語。

niinuhana⑪（名）行商の口あけ。普通の商

　贔の目あけはmiigUCiという。

niinuhwa⑪（名）子（ね）の方角。北。～nu

　mihusi．　；化極差整。

niinuzi①（名）肉を煮つめてとった汁。肉

　からとったスープ。煮抜きの意。

niiNcu⑨（名）n圭idukuru（村の神官の家）

　の男主人。

niirihwi■lri①（名）恥じてL・たたまれない

　こと。～nu　miiNkai？iQci・恥ずかしく

　てたまらないよ5な目に会って。

niisahweesa⑨（名）遅速。早い遅い。

niisanumaasaRuew（名）まずいのうまいの。．

　食べ物の不平をいうこと。～nu？uhusaN．

　食：べ物の不平が多い。～sjUN．

niisaN⑪（形）遅い。のろい。速度がのろ

　い。時岡が遅い意味では，？u￥isaNとも

　いう。また，niNkuの項参照。

niisaN⑪（形）まずい。食べ物がおいしくな

　い。

niisee③（名）二才の意。青年。～～．奪長

　者が青年を冷笑し，あるいはたしなめる時

　のことば。

nii＄eeudui⑪　（名）［［　：堅守〕tabikuduci

　［旅口説3に合わせて踊る舞踊の名。

niisis；⑪（名）根元。付け根。～kara　？usi－

　eiree．根元から切ってしまえ。

niisixi＝juN①（自＝raN，＝ti）煮え過ぎる。

niisuura＠（名）根とこずえ。

niitasaN⑨（形）恨めしい。恨みに憩、う。

　niitasa　 sjUN●　i艮むo

nii？uusaa⑥（名）荷馬。駄馬。

niiUi・⑨（名）芭蕉布の一種。蕊蕉を煮てか

　ら抜いた糸で織ったもの。黄色味を帯びて

　いる。

niiwacaree⑨（名）荷厄介。荷物にわずら

　わされること。

piiwaNdee⑥（名）荷物にわずらわされるこ

　と。荷造りが悪く持ちにくいとか，璽過ぎ

　るとか，運搬中の困難をいう。

niizamuN⑨（名）まずい物。おいしくない

　物。

蹴i韮多i＝euN⑪（自＝kaN，＝ei）根付く。移櫨

　した草末に根が付いて育つ。

ni董多uk撚⑨（名）荷造り。梱包。

一nija（接尾）〔文〕［仁屋］一切aaの文語。

nijoobutuki⑨（名）ユ｝ioobutukiと局じ。

n遍uN①（弛＝raN，＝ci）煮る。飯をたく，

　いもをふかすなどの揚合にもni∫u黄を駕

　いる。？ubUN～．御飯をたく。？Nmu
　～．さつまいもをふかす。

ni＝juN①（自＝raNt＝ci）似る。？＆践Nkai

　nieooN．彼に似ている。　taani　nicooga．

　誰に似ているか。taatu　nicooga．ともい

　う。

nikaa①（名）にかわ。

niku⑪（名）肉。入体の筋肉をも，食肉
　（sisi）をもいう。

nikubuku⑥（名）藁縄で編んだむしろ。農

　家で用いる。

niku＝n賦N⑪（他＝maN，＝di）憎む。凱i俳

　kwasa　sjUNともい5。

nikurv⑨（名）にきび。

nikusaN⑥（形）紋〕憎い。日野ではm量一

　QkwasaNとい5。nikwii’eeziga？aku－

　jukuja’jamaN．［にくい入野瀬が悪欲

　ややまぬ（忠臣身替）］憎い八璽瀬の悪欲

　はやまず。

nikwaNmagi⑪（名）髪結いの料金の名。料

　金が2貫（4銭）で，青元結いを用いた。

　katakas呈ra3uu3aaの項参照。

nimugi⑰（名）荷物。

niniNgwii⑨（名）寝相の悪いこと。寝てい
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niN

　て転げま；bること。niNniNgwiiともい

　う。～sjUN．

niN③（名）念。気をつける気持ち。熱心な

　気持ち。～？irijUN．念を入れる。～nu

　neeN．念がない。熱心でない。

・・獅奄m（接尾）人。人数を数える時の接尾辞。

　rukuniN（六人），　siciniN（七入）など。

一黙畑（接尾）年。91uniN　（五年），　zuuniN

　（十年）など。

niNbtteaa⑨（名）念仏宗のこじき。鉦たた

　き。葬式に鉦をたたき，また那覇の垣花

　（kacinuhana）あたりではお経を読むこと

　もあった。会葬考はその鉦の音によって尋

　ねて行くことができる。

簸iNbtkcaasildu⑨（名）乞食：の頭冒。

UINbugi⑥（名）niNbucaaのやや上品な

　語。普通はniNbucaaという。その項参
　照。

EaiNbugiganl◎（名）niN　bucaaのたたく鉦。

簸iNもtstukii⑰（名）植物名。すべ参ひゆ。駿

　所に自生する雑草である。

顯譲C量⑲（名）年：忌。法事の年忌。S錘uko◎

　の1頃参照。11iNeee？igimadi錘300ga

　，担a．法事の年忌はいつまですんでいるか。

爵醸ee⑨（名）誌代。

niNgak韮⑪（名）志。志望。？三S∫a　najuru

　～，3aN・医者になるよう志している。

zziNgaki＝juN⑨（他＝raN，＝t．i）心がげる。

　念頭におく。志す。

痴Nga職歳孤猛①（名）隼がら年中。

niN900＠（名）二二合。　nigOOともL・う。

niNguru①（名）情人。いろ。情婦または情

　夫。

譲Ng臓φ⑪（名）二月頃nigwagiともいう。

niNgwaN⑤（名）念願。神仏に対する願い。

　？umlgwa　tu圭mudusu～nu？atuti．偲

　子取戻す　念願のあとて（大川轍討）コ若愚

　を取りもどす念願があって。

niNhwiri⑰（名）隼を経ていること◎年数を

　経た動物や一一箇翫に長くいて戯曲によく通

　じている者などについてい5。

豊漁？麺⑨（名）念入り。念を入れること。ま

　た，熱心・なこと。

niNkuan（副）のろく。遅く。逮度について

　いう。　niiku　ともいう。　niiku〈Riisayi。

　時間についてはni（lkaとい5。

niNmee⑨（名）二枚。　n1meeとはいわな

　い。

Rllk’sneenaabi⑨（名）鍋の一種。鍋（Raa－

　bi）の項参照。

niNmuee⑨（名）隼に一穂瀾く組織のmuee
　（無尽講）。

無iNRiN⑰（名）年年。年年歳歳。

］fliNniN9窺鰍⑨（名）植物名。ねむりぐさ。

　おじぎそう。

職掴量目gw銭⑨＊（名）niniNgwiiと同じ。

niNnukwaa⑰（名）念の入れすぎ。念が入

　りすぎること。また，思い過ごし。～5U

　，jaru・念が入りすぎている。

niNPU⑨（名）年賦。　nlNZ圭riともいう。

n譲騨①（名）入夫。

niNric隻⑨（名）念力。精神力。思い込むこ

　とによって出るカ。

n釜Nsii⑨（名）年末1。隼の暮れ。

取細8歎3臨監①（他＝1’aN，＝ti）（∋寝つかせる。

　眠らせる。寝かせる。◎横に｛到す。（立石

　などを）寝かせ’る。

niNsja⑰CO（名）［念者〕念を入れる人。熱

　心な人。

niNsco①（名）入相。

niNsukude（名）入足。人夫。

蹴量pasu猛⑨（名）年数。

滋N撫hu砥強餓⑨（名）寝たふり。たぬき寝

　入り。～du’jaru．たぬき寝入りだ。～

　sjuN．

xiNtaXU⑪（名）年頭。隼始。～nu’ugami．

　年頭に一年中の無事息災を神社仏閣に祈願

　して謝ること。

繍璽u腿㎜繊三①（名）年始回り。

簸漉a窺？w銭zi⑪（名）背泳。　maahwanaeaa・一
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n叢窯・aikana養

　？wiiziともい5。

niNzi①（名）念じ。借揮。償二心。普通は

　guniNzi　とし・う。　～nu？aru　Qcoo　ka－

　watoeN・儒仰のある人は偉い。

niNzibusjaN①（形）眠い。眠たい。また，

　寝たい。

niNzibusuku①（名）寝不足。睡眠不足。

niNzie；gee①（名）niNzicizeeと同じ。

niNzicizeeCO（名）寝違え。睡眠中に筋を違

　えるこ．と。niNzicigeeともい～。

niNzigau①（名）寝顔。　nigauともいう。

繍Nzlgukuc隻①（名）寝ごこち。

箆…N盛gロ聡段si①（名）ふて寝。ふてくさって

　寝ること。

niNzihagi①（名）床ずれ。長く病床にあっ

　て肩や腰などがすれて痛むこと。

niNzihana①（名）寝入りばな。

n量N盆hu藍擁UN①（鎧；raN，＝tl）寝忘れる。

　寝てしまって時を忘れる。

niNzijaN＝ZUN①（宮　 ＝iaN，　憲t呈）寝そびれ

　る。寝そこなう。

niNzi＝jUN①（他＝raN，組）念ずる。心に

　祈る。乱心する。海山する。

niNyikee⑥（名）気がかり。心配。懸念。

　？uhwiN～ja　neeN．少しも懸i念はない。

n畑z嚢kugee①（名）寝返り。

niNzimunugalai①（名）寝物語。夜9寝な

　がら話し合うこと。

n三川z三N⑲（名）人闘。？atara～ni？Nma－

　rijai　’u＄iga　rakurakutu　1〈urasu　hwi－

　manu　neraN・［あたら人間に　生れやい

　居すが　楽々と暮らす　暇のないらぬ3あ

　たら人間に生まれていながら，安楽に暮ら

　す暇がない。

niNziNsaNsiei⑨（名）植物名。蕪七箪。下

　剤・通経・消滅などに効く訟訴。

nlNzivi⑪（名）隼切り。年：ぎめ。年季。ま

　た年賦．奉公などの年限。また，代金・身

　代金などを，年1数をきめて払うこと。

　～Qsi　kootaN．隼賦で貿つた。

niNzlgama①（名）寝ざま。寝棺。　nizama

　ともいう。

niNzOO⑪（名）e人形。　hutukiiともいう。

　また，入形のようにかわいらしい者。◎無

　表情な美人にもいう。

niNzoo①（名）入情。

niN多uan（名）（∋人数。◎（…の）一頃。

　…のグループ。また，その構成員。厨員。

　複合語には，，uduiniNgu（踊りの一一団），

　tabiniN多U（旅の一団），，jaa瓢N興（家

　族）など。

niNgu？ara’iami⑪（名）人員調査。入乱調

　べ。また，点呼。

niN＝2：uN①　（窟　＝daN，＝ti）眠る。寝る。睡

　眠する意にも就床する意にも用いる。難レ
　N乞ai　「～ukitai●　薯茎藝た　り　起き’た　 り。　niNdi・

　おやすみ。寝る農下へのあいさつ。短評に

　対しては　？weesi撫婚eebirL　とい弓。

niNzuu①（名）年中。一年中。～nu　siduu一一

　gahuu．寄宮に神社仏閣を回り，一年中

　のお礼をする祭り。～nu’ugamlともい
　う。

癬oobu撫磁⑨（名）仁王。一一一　Pやの仁王の一

　方を女に見たてて，一点の仁王を俗に，

　～搬ak我abuヒ窺kiという。　nioo（男）も

　makaa（女）も，ともに平方に多い名。

nioO＝juNO（自：raN，＝の似合5。つり

　あう。ふさわしくなる。多く，いい意味に

　いう。着物が似合う意では多く？眼gijUN

　という。niootooru　miitu・似合いの夫婦“

nlqci⑨（名）碍詑。

niQcii⑨（名）濡物・名。肉桂（にっけい）。

niQeirikee’cirl＠（副）ゆっくりゆっくり。

　のろのろ。～？aQCUN．のろのろ歩く。

盛Qka①側）遅く。時間についていう。速

　度にはniiku，　niNkuという。～najUN．

　遅くなる。

niQsjttku⑪（名）臼蝕。

niraika「nai③（名）〔文〕giraikanaiと同

　じ。
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猛まreck寂nee

nireeka”necQ｝（名）gireekaneeと岡じ：。

綴r虻◎（名）食：物の中にまじっている砂な

　ど。

nir；gasagasa⑨（副）簸鋤i（食：物の中にま

　じつた砂など）が歯にあたって発する音の

　さま。～sjUN．食物に砂などがまじって

　じゃりじゃりする。

niri＝juN⑰（自＝raN，＝とi）飽きる。（入。

　仕事・食：物などが）いやになる。

niriuu◎（名）下’駄。草履などの舞緒の～

　種。竹の皮，葦などをよって作ったもの。

　貴族はkaaUU（皮の二二）　を用い，士族

　は，娘以外はkaauuは許されず，　niriuu

　を期いた。hanaUUの項参照。

nirumi⑬（名）根路銘。（（地〉）参照。

認s曲u弓uN①（他＝raN，＝ti）不満足に思

　う。いやがる。好：まない。，waQsaNdiga

　？umuとoora　nisabut・i　k◎oraN。物力ζ悪、・

　と思っているのか，不満足に思って買わな

　い。，janakaagiiNdici　nisabutOON．不

　美入（または，ぶおとこ）なので，いや

　がっている。？NmOo　nisabutOON　．さつ

　まいも（を食べるの）はいやがっている。

misasibu⑨（名）根差部。《地》参照。

misi⑱（名）便所。雪隠（せっちん）。

misi①（名）［西］磨ヒ。西番ま？呈riとし・う。

nisi①（名）西。㈱》参照。

Risibarn⑪（名）西原。＜＜地））参照。

misibucl⑭（名）北風。冬に北から吹く季節

　風。

misici⑪（名）錦。

nisieimueigoo＠　（名）　kusiei？ukwaasi

　（祭紀稽の菓子）の一種。上は桃＆，下は

　白。

nisigee⑪（名）露店。大道に大きな傘をさし

　かけ，その下に商贔を並べて起る。？isigee

　ともい5。

nisii①（名）似せて作ったもの。模造品。イ

　ミテーーション。また，にせ物。sjoomUN

　（本物）の；羅。

nisi＝麺N①（他＝raN，＝ti）似せる。まねて

　する。また，似せて作る。模造する。偽作

　する。Q．euni　nisiti　sjUN．人をまねてす

　る。

鍛瀬m憩）（名）西銘◎（〈地））参照。

nis量㎜UN①（名）にせもの。模造贔。　nis呈i

　と同じ。

nisinuliw韮ra①（名）西之平等。〈（地））参照。

nisinu？uduN⑨（名）蒼里城の建物の名。

　？UgU睾翫Uの項参照。

簸三sinu？ttmi⑨（名）東支那海。北（nisi）

　と西（？iyi）とを三岡しているが，ここは

　西の海の意。

魏韮siNkee⑥（名）二物き。

nifiizi＝juN①（他＝raN，；ti）煮過ぎる。

misjudaei．⑥（名）二升だきの鍋。

nitakamaNta①（名）似た者岡志。　kamaN－

　taは，編んで作る鍋のふた。

nitamairuku’zuuco（名）rukuzuu（豆腐

　を小さく切り，塩をつけて焼いたもの）を

　少し腐らせたもの。茶入のお茶講けにす

　る。

nitamai多ira①（名）生気のない顔。笑った

　ことのないような顔。腐れかかった顔の

　意。

nitama＝juN①（自”raN，＝ti）腐りかかる。

　（食：物などが）籠える。

nitaNgirug三⑪（名）二反続きの反物。一匹

　の反物。

niuisw（名）〔文〕におい。香気。　niwi紋・

　口］とも、・5。

nlwa①（名）麩圏。観賞用の庭。仕事用の

　前庭eまnaaと、・う。

Riwagi①（名）庭木。庭園に植える太。

niwatui⑨（名）鶏。普通はtuiというo

niw三⑨（名）におい。悪奥にも芳香にもいう。

niwidakasaN⑨（形）輿い。強くにおう。

nigama①（名）寝相。寝ざま。　niNz鞍a鵬a

　ともい㌔～nu’waQsaN・寝相力｛悪い。

ni4amasa①（名）寝ぼけること。～sjUN．
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noo｝uN

nizami⑪（名）根謝銘。（（　tW　））参照。

ni7．ami2udurUC三CO（名）恐ろしい夢など見

　て，驚いて目ざめること。makutukaja
　zieika　’wazimu　huriburitu　・vnu　’jumi－

　nu　kukuei．〔誠かや爽か　我1汗ほれぼれ

　と　寝覚め驚きの夢の心地（散由節）］夢

　かまことか，わたしの心はi聾然として，夢

　を見て驚いて臼ざめた時のここちである。

　子を失った時の歌。

nigasiel①（名）寝座敷の意、寝調a寝塞。

　’Nzoga　Nni　？aerasi　hueikumaba，　ku－

　garijuru，waminu？三niN　tumUi’L　〔無

　蔵が鐙摺敷に　嵐吹き込まば　焦れよるわ

　みの　遺念とも相わが愛する女の寝室に

　嵐が吹き込んだならば，思い焦がれるわた

　しのしたわざと愚え。

nizlδee⑲（名）耐える力。忍耐力。一dee＜

　tee．　一vnu　？asigadu　？uhu？1，．ioo　tkiju－

　1’U．忍耐力のある者が大魚を取る。

撮多ijkaN戯③（名）こらえかねること。耐え

　かねること。我隆できないこと。～sjUN・

藤多1翫ガnee⑪（副）我慢するさま。辛抱す

　るさま。一kunee〈kuneeju：。～sju・y・

　我慢する。辛抱する。

舷量z辱aa④（名）けちんぼ。握り屋。

源iz韮縛u賢①（他＝raN，”ti）握る。　t簸～．

　手を握る。

n三41＝．iuN⑪（弛＝raN，＝ti）こらえる。添1え

　る。我慢する。

ni多i＝jUN⑨（他＝raN，漏もi）つねる。

niz1ri⑨（名）ねじ。

niziri①（名）右。　hwizai（左）の対。

n｛gulgvai⑪（名）nii4ukuiと同じ。

瓢三ZUU⑪（名）二璽。～ni　n詠toON・二重に

　なっている。

nizuuG）（名）二十’。

nizuuguniNci①（名）二十五隼忌。

nizxxus量koo⑰（名）二十圏孝。中国の二十

　四人の孝子の物語を書いた家庭教育書。

　本・掛け軸・絵巻物などになっていて，幼

　年時代に深く印象づけられたものである。

職舞a①（副）も5。もはや。naaともいう。

　tal〈ahanarizimaja　munusirasi5ukuru，

　nja　munu　siJ’ab1taN　’juruci　tabori．

　［高離島や　物知らせ」訴　にやもの知やび

　たん許ちたばうれコ高離島は流刑の地

　で，苦労を知らせるところ。もはや苦労は

　知りました。許して下さい。

一日置aa（接庵）［仁屋］士族6平民の初階の位

　の名。姓のあとにつけていう。文語は一ni－

　ja．

聡jas匡ja⑰　　（副）　　も　 5　。　　も‘まや。　　nεしaja　　とfrヨ聾

　じ。

njahwlN（D，（副）こにやへも，みやへも3も

　つと。さらに。naahwiNの文語。　nu－
　hwanu　？isi！・｛ubiri　’N7，0　giriti　nub・uru，

　～？isikubiri　tusawa？arana，［揖野波

　の石小坂　埋蔵つれてのぼる　にやへも石

　こびり　遠さはあらなコ俳野波の石ころの

　坂道を恋人（女）をつれて上る。もっと石

　ころの坂道が遠くまであるといい。

nSa醗識鎚⑪（謝）〔文〕もはやまたの意。も

　う二度と◎tuiN　naeisimiti？al〈igumu｝i

　tacui，　”v　？igi　”u．craii　mumue．i　nubjuga．

　こ鳥も鳴きすめて朝雲も立ちゆり　にやま

　た何時をがで　百き延びゆが3鳥も好き始

　めて，夜明けの雲も立っている。生き畏ら

　えても5二度といつお目にかかれようかo

njuNzu①（名）mjUNzuと同じ。

njuukoO①（名）？ukOO（線香）の敬語。

njnukoesiZi⑪（名）nuukOosiziと匿1じ。

職oobu⑪（名）降風。

nooga⑨（名）mjoogaと綴じ。

noo董muY・　①（名）縫い物。裁縫。針仕事。

neo＝jUN⑪（他＝raN，＝七i）e．縫う。◎な

　う。gina～．綱をな5。

noo＝jUN⑪（E　＝raN，　＝ti）薩る。癒える。

　改まる。よくなる。

職00＝まuN①（自＝raN，＝t呈）niQojUN　と同

　じ。
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黙00聡皇Nkwaan量N

．StooniNkwaanlN⑪（副）読経の声。～sju－

　N．読経の声を立てる。

moonoO⑨（名）花のノも児語。

noe＝§juN⑪（徳＝saN，＝ci）直す。改善す

　る。修理する。治療する。

maOO！akeetaee（名）相応すること。似合わ

　しいこと。似合い。～RU　munoo，urani．

　似合いの考はいないか。

nootaru①（運体）然るべき。梱応の。ふさ

　わしい。似つかわしい。＜RoojUN。～

　tnunoO’3ai画sani．然るべき人閻だろ

　う。それ相応の春であろう。’waNni～

　kutoo　Qsiwaau’jaQsaa・わたしに翻応

　の事はしなければならないよ。　～kama－

　du　s呈ka3uru．相応のかまどをつくる。積

　応の者が央婦になる意◎

noozi⑪（名）澄1300ziと岡じ。

一nu（助調）θの。属格を示す。　Qeu～mu－

　N．入の物。mumu～haRa。桃の花。
　sjui～1〈waNRUNdoO．首里の観音堂。

　，jama～？wiL山の上。　hanatv，waurabi．

　花の（ような）子供。ただし，人名や一部の

　人代名詞，nUU（何）などの丁合は，ふつ

　うたとえば，taruusjumu¢i（四郷の本），

　taamUN（だれのもの），？iQtaa？uja（お

　まえたちの親），11ロU爵g疑搬（何の仕事）

　などのよ5にいう。㊤が。の。八介を示

　す。ただし，人名や一一geの人代名調などの

　主格はふつう一nuを用いずに一gaによっ

　て示す。一gaの項参照。また，一nuのあと

　にはづa，一N，威Uなどの助i綱が村‘くこと

　ができる。tiida～？agajUN．門下が昇る。

　tui～　naeuN．　，鴨力｛鳴く。　？ama～　？me－

　NsjOOCOON．あのかたがいらしている。

　Mi4i～無U燃ib疑sj＆N．水が飲みたい（mi一

　多inumibusjaNのr水」をとりたてて強
　調したもの）。nusudu～siibuslk◎◎nee－

　NkuねhwiNsuu　sjOON．泥棒力‘したく

　ないので貧乏している。？amanoo？me－

　Ngeesa．あのかたならいらっしゃるよ。

　miitUNda？。◎eeja？iN～N　kwaaN．夫婦

　喧嘩は犬（でさえ）も食わぬ。sirihwici－

　meehwici　Qsi　？umui一一du　？ace　sani．

　身辺をうろうろして，気でもあるのかし

　ら。

一R｝1（擾尾）…なので。…くて。形容詞の

　f終止形（現在）」から来尾のNを除いた

　形につく。？icunasanu，？ici5uusaN．

　忙しくて行げない。’餌癒busjanu．読み

　たくて。読みたいなあ。

nubaeiri＝jttr①（農＝raN，”ti）のびる。く

　たばる。

nubacirimst　ffsT｝）（名）ぐうたら。だらしな

　い考。

職曲ac量r撤9U繊⑪（名）ぐうたらにする仕

　事。いいかげんな仕事。

nuba＆a汰鎗g豊⑪（名）次の句でいう。～nu

　neeN・（ときどき来る入が）ちっとも顔を

　見せない。

蹴uもaga擁u渥⑨（自＝raN，；ti）ちょっと観

　く。ちょっと顔をNす。ちょっと立ち霧

　る。haNtaNka呈～．がけのふちに首を出

　してのぞく。

nuba＝§juNee（館＝saN，；ei）（縮んだもの

　を）伸ばす。長くする。また，延期する。

　hwii～・田を延ばす。

nubi　an（名）e伸び。伸びること。伸縮性。

　⑳延びること。延長。延期。㊤寛大さ。寛

　容。～nu？aN・寛大である。～徽u　neeN．

　短気である。

nubieiximi⑰（名）伸び縮み。伸縮。

璽wbldee⑥（名）抱擁力。寛容姓。～nu？a－

　N．抱擁力カミある。

nubi＝juN⑪（勉＝raNl；雛）e伸べる。伸

　ばす。◎（期臼などを）延ばす。延期する。

　hwii～．擾延べする。㊤こらえる。我慢

　する。壌忍する。許してやる。？jaaga

　nubiree．おまえが我慢しなさV・。’waNnee

　？iQpee　RubitooibiiN・わたしはたX、　Nそ．5

　我慢をしております。
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孤uc養k段霧ir茎

nubinubi⑨（副）延び延び。期日などが延

　び延びになるさま。～natOON．延び延び

　になっている。

nuhu⑨（名）二二農。撰平屋島（？ihja）の

　属島。また，そこの部落名。《地》参照。

nubui①（名）e上り。登り。高いところへ

　上ること。◎いなかから都へ，また，沖縄

　から本土へ上ること。

nubuikudai①（名）［文〕上り下り。上がっ

　たり下がったり。？akanu　hwizi翻癖a

　？wiNkaidu　hucuru，　1〈amadugwaga　ci－

　muja～．［阿纂の鷺水や　上んかいど吹き

　ゆる　かまど小が屏や　上り下り〕出端（地

　名）の滝の水はひげのように上に吹き上げ

　るが，カマドグワ（女の名）の心は上がった

　り下がったりして落ち藩かない。～sjUN・

nubuikuduc韮①（名）〔上り口説］tablku－

　duci［旅口説コの項参照。

nubu＝juNCD（自＝1’aN，＝ti）e上る。登る。

　空閻を上がることは？agajUNという。

　niikeeNkai～・二階へ上がる。　kilNkai

　～・太に登る。O上る。いなかから都へ，

　また，沖縄から本土へ上る。

皿u＝bUNan（逡＝baN，＝di）㊦（縮んでいる

　ものが）伸びる。長く伸びる。◎（二二が）

　延びる。延期になる。

nubuNzaa⑰（名）登川。｛（　pa　））参照。

nubusiCO（名）のぼせること。頭部が熱く

　なり，頭痛などを起こす病気。～sagiju－

　N・のぼせをさます。

nubusidama①（名）宝珠の玉。如意宝珠。

nuもus鋲」脳翼①（自＝raNt＝ti）のぼせ’る。

　頭が熱く痛くなる。夢中になる・逆上する

　などの意には屠いなかった。

nubusi＝juN①（他＝raN，純i）e高いとこ

　ろへ上げる。◎人・物をいなかから都へ，

　また，沖縄から本土へおくる。

nucaasii⑪（名）ごちそうを持ち寮って会

　をすること。旧暦3月3Hには重箱を持ち

　審って宴会を開く。

nucaa＝sjuN①（他＝5aN，＝ci）寄せ集める。

　金品などを持ち穿る。

nucaga鷲∫UN①（自＝raN，”ti）按けて．上が

　尋。抜けて上に出る。麟da瞬datu　kumunu

　’Nsuja　？ueihaziti　simiti　nueagajuru

　gicinu　curasa．〔すだすだと雲の　御衣や

　打はつて　澄みて抜上ゆる　月のきよら

　さ〕すがすがしく雲の衣を脱いで，澄んで

　出て来た月の美しさよ。

照cag同一①（徳＝raN，”ti）下からささ

　えて上げる。さし上げる。

nuei⑨（名）命。文語では？inueiともい

　う。～？圭NcasaN．命が短い。～tabu－

　jUN．死なずに生きながらえる。命をたく

　わえる意。～eirijUN．命が切れる。死ぬ。

　sakisaai～tutatsT．酒で命を落とした。

職秘C圭⑤（名）貫（ぬき）。貫き木。柱の間を

　横に貫く材。

nuci①（名）緯（ぬき）。緯糸（ぬきいと）。

　横糸。

nuci①（名）味噌をつくる時，麹をまぜる

　前のもの。米・大豊あるいは醜豆を煮てつ

　ぶしたもの。

nuei2aja①（名）横縞、

nucieiribatarac曇⑨（名）命の限り働くこ

　と。死物狂いで働くこと。

nucidag，　iki⑨（名）命をtw　5こと。救命。助

　命。

nucidukuruan（名）急所。

nueigahUU⑨（名）［命果報コ運よく命が助

　かること。　nucinuhUU　ともいう。～nu

　？ateesa．遅よく命拾いしたよ。

nucigusui⑥（名）e命の薬。長寿の蘂。◎

　転じて，非常においしいもの。

nueihwiciG）（名）非難攻…撃すること。催の

　欠点を責めとがめること。nuci一くnueUN

　（突く）。～sjUN・

nucikazirian（名）命がけ。一生けんめい。

　～，jataN．一生けんめいだった。～nu

　hataraeL命がけの働き。

423



甑簸e圭鼠urusjUN

mueikuru＝sjuN①（他z・saN，＝ci）刺し殺

　す。’ja三saa瓢～．槍で刺し殺す。

mucimaci①（名）布を織る時，かせを酬い

　たり巻いたりすること。

難。皇m酬⑪（名）縫い取り。昏昏。

Rzzeinugusjuuzier）（名）命拾いしたお椀

　い。

maucinuhiiu＠（名）Rucigahuuと同じ。

mueinusiNtaku⑨（名）命の洗濯。平常の

　苦労を慰めるための気購らし。

nueinu？uja⑨（名）命の恩人。

nuciRUUNev（名）命の恩。命を助けてくれ

　た恩。

遮UC嚢S皇翼⑨（名）募金：。醗金：。　nuei一くnUCUN

　（つのる）。～sjUN．

mue曇§itaa⑨（名）命知らずの者。

zzucisitimUN④（名）命知らずの者。

顯秘。董S鷺iw昼騨⑨（名）命がけの仕事。

Ptueitukakugaa⑰（名）命がけ。命ととり

　かえですること。～’jaN．命がけだ。

meaeizijaaas（名）貫き太のある家Q本建築

　の家。農村で，茅ぶきではあっても単なる

　掘立監置（？anajaとい弓）でなく，礎石

　を置き，柱に貫き太を通して造った家。農

　村の家では上等の都に入る。

maxxeigimeu⑰（名）命の緒の意。～，joojUN。

　命・が弱る。命が縮まる。葬常な心甦紀嚢など

　したときにいう。

mva＝cuN①（薗＝kaN，＝ei）eのく。退く。：立

　ち去る。dUCUNともい5。？a￥idi　nuka－

　riraN？ueaja？udUN．〔遊でのかれらぬ

　御茶屋御殿〕景色がよいので，遊ぶと立ち

　去ることができない御茶屋御殿。◎離晒す

　る。夫婦・：友入などの仲がこわれる。ま

　た，溺れる。離縁する。？iQtaa　taee　nu－

　kee．おまえたちふたりは溺れろ。

nu＝eUN①（下篇kaN，二。呈）eぬく。貫く。

　穴に通す。？iicuu～・（針に）糸を通す。

　O突く。差す。指先や棒の先で突く。？iibi

　～．指さす。

nu＝eUN①（他＝kaN，＝ci）募る。・ziN～．

　金を募る。

mud臨ki⑨（名）野嵩。（（地》参照。

鱗戯k鍵⑪（名）〔文〕のどか。～naru　hwa－

　runu．［のどかなる春の］のどかな春の。

mxgaa＝juN⑪（自＝yaN，　＝ti）のがれる。免

　かれる。nugaaras画N．解放する。放免

　する。のがしてやる。許してやる。

nttgasl　en（副）〔文］いかにして。どうして。

　一v　’waga　sudija　kusanu　hwaN　？araN，

　’jumaNgwini　nariba　gijunu　’jaafuru．

　［のがすわが軸や草の葉もあらぬ　夕間

　暮になれば　露のやどるコどうしてわが袖

　は，草の葉でもないのに，夕暮れになると

　露が宿るのか。

nuga＝sjuN①（弛＝saN，＝ci）のがす。逃げ

　られる。

ntEgihwasi＝juN①（自＝raN，＝ti）逃走す

　る。

nugi＝juN⑨（窟＝raN，”ti）e抜ける。脱

　げる。haanu～・歯が抜ける。◎ぬきん

　でる。すぐれる。

nttgi＝jzaN①（韮≡護　＝】raN，　篇乞i）逃げる。ただし

　hwiN錘3UNを多く用いる。

nugi？Nzi＝ju「N⑥（自＝raN，　＝ti）ぬきんで

　る。ひいでる。suguriti　gaQkooutiN

　nugi？NzitOON。すぐれて学校でもぬきん

　でている。

ntsgizikooi①（名）逃げ支度。

nugu＝juN⑪（侮＝raN，＝ti）ぬぐう。ふき

　とる。

無UgUlzaa⑪（名）梅とかいうもの。何がし。

　～ja　kUUNtii．何がしは来なかったか。
　？jaaLja　　？ariga　　～　　，jara　 ，jaa」＿　？6　ま　え　1ま

　彼の何とかだろ5。

nnguN⑨（名）野国。（（　fy　））参照。

ruhwa⑨　（名）〔古〕〔剛域コ芸能。　nu多aの

　項参照。

nukwa⑥（名）饒波。　nihwaともいう。

　《糊参照。
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殿曲wa⑨（名）伊野波。縄》参照。

無面w量⑨（名）饒辺。《地》参照。

muhwina⑨（名）饒平名。穐》参照。

nui⑪（名）糊。物を貼るもの，また，洗濯

　した布につけるもの。

RuimUN⑨（名）塗りもの。漆器。

nulmUN①（名）乗りもの。

nuimuNjaa⑨（名）塗りもの屋。漆器商。

nu：？N！ITta①（名）乗用の馬。

nujama⑥（名）〔文〕野由。～kwiru　mi・・

　cija　？ikuri　hwizamitiN，　’jamini　tada

　hwicui　sinudi？iCUN．［野馬越へる道や

　幾里へざめても　闇に唯一人　忍で行きゆ

　ん］野山を越える道は三里へだたっていて

　秀，闇にただひとり忍んで行く。

nu＝juN①（自＝raN，＝ti）e乗る。車馬。

　舟などに乗る。？NmaNl〈ai～・馬に乗る。

　f（人が）机の上にのる」（sjukUNkai　nu－

　bujUN），「（入が）紙の上にのる」（kabi　l〈u・・

　darnijUN）などのrのる」の意には用い

　ない。㊤載る。詑載される。ciizinakai

　nutOON．系図にのっている。

nu＝jUNco（弛聯raN，；ti）塗る。課瓶i～。

　墨を塗る。

鶏“ka③（名）糠（ぬか）。

nukahacaa⑪（名）蜂の一種。形は小さい

　が，毒は強い。

nukagU⑪（名）虫の名。米。糠などの中に

　生じる，黄色のきわめて小さい虫。～nu

　gutOON．　rヌカグ」のよ5だ。弁常に小さ

　い物をたとえてい5。けしつぶのようだ。

nuki＝juN①（他＝raN，＝ti）のける。しり

　ぞける。どける。dukijUNともい5。

nukubaa＝juN⑪（自＝raN，＝ti）（天候が），

　暖かくなる。

nukudukuru⑪（名）暖かい所。

nukn磁usith（名）暖かい隼。暖冬の年。

礁皿kuguni⑪（名）緩国。緩かい地方。

照k掘⑥（名）残り。

nukuidaka⑪（名）残高。

nukuimuN⑪（名）残りもの。

xxUku＝juN③（自＝raN，＝ti）残る。

nukumi＝juN⑨（他zraN，＝ti）〔新〕緩める。

　元来は，nukutamijUN（体を，暖める），

　？agirasjUN（食：物を，暖める）などを用

　いた。

nuku＝nuN⑪（慮＝maN，＝51）緩まる。　暖

　を取る。nulcumee，火に峯たれ。

nukusaN⑨　（形）　緩力、い。　簸uk双ku　nεしjUN◎

　暖かくなる。

nukusi⑨（名）残したもの。食べ残しなど。

nuku＝sjuNen（他＝saN，＝ci）残す。

nukutama　・juN①（自＝raN，＝ti）緩まる。

　体などが緩かくなる。暖をとる。

nukutami＝juN①飽＝raN，＝ti）緩める“

　体などを暖めることを多くいう。食物

　を暖める意では？＆撃i撒s3UNを多く用い

　る。

nu薮uzlri⑪（名）のこぎり。

num叢⑨（名）竪（のみ）。工具の名。

numi⑱（名）蚤（のみ）。

numidusi＠（名）飲み友達。酒飲み仲間。

織umigus面⑪（名）飲み薬。内服薬。

numiku＝nUN⑪（他；maN，＝di）θ飲みこ

　む。O理解する。会得する。

numimiii◎（名）飲み水。飲料水。　PUNmi一一

　4iともいう。gikeem珍i（用水）に対して

　いう。

温U獄犠①（名）布。nunoO　nucinOO三，，Uも0σ

　tuzinooi．布は緯糸次第，夫は妻次第でよ

　くも悪くもなる。一nooi＜noojUN（適合ず

　る）。

n“nubata①（名）織機。機（はた）。普通は

　古くからある地機をいう。

nllnxxdaki①（名）一反の布の長さ。普通女

　物は七尋，舅物は七尋半である。tida3a

　・一一ni　hwiN　1〈uriti　’umunu，　katatuciN

　？isuzi　sinu3i？iCUN．［てだや布だけに

　臼も暮れてをもの　片時も急ぢ　忍で行き

　ゆん（忠臣身替）］Nは布の長さほどに地

425



職縫皿継轡

　平線に迫り，日も暮れているから，すぐに

　でも急いで忍んで行こ5。

nu＝nuN⑨（イ辻1　湿瓶aN，　認（三i）e飲む。　o酒

　を飲む。

nunu2ujaa⑨（名）機織りを業とする者。

一nu　2醜撚⑥（句）…のくせに。…であり

　ながら。？Nziti〈？NzijUN（崖る）。？Nzi一一

　to◎tiともいう。，warabi～saki　mudi。

　子供のくせに酒を飲んで。

一・獅普@？Nzkoo！i⑥（句）…のくせに。…であり

　ながら。一nu？Nzitiともいう。，3疑。鼠箆撫

　muN～．　いい隼をしながら。

nuNei④（名）mjUNciと論じ。

nuNciguta①（名）mjuNcigutuと同じ。

iiuNglkee①（名）mjUNgikeeと同じ。

鳳u翼coo嬢①（名）mjuNcoobiと同じ。

nuNdee⑨（名）お叱り。？疑Ndeeのさらに

　上の敬語。

9tuNkaki＝juN（1）（他＝raNs荒i）mj　ti　Nka－

　k塔UNと同じ1。

iiuNkuu⑥（名）〔緩鍋］料理名。のっぺい

　のようなもの。大根・にんじん・こんにゃ

　く・昆布。揚げた豆腐などをさいの昌に

　切って煮たもの。

nuNmiii⑨（名）nunユimigiと岡じ。

uuNnaka①（名）布の織りかけ。まだ織り終

　わらない布。

nuNnuklk’juNO　（4tt｛　＝i’aN，＝ti）　mjuNnju－

　kijUN　と同じ。

nUNZU①（名）MjUNZUと同じ。
nuraa＝rijuN①（＝riraN．，＝Qti）叱られる。

　nurajUN（叱る）の受身。

n．ura＝SuNCO（他＝aN，”ti）騒ヒる。　「幌う」

　に関係ある語か。曉うは？icizama　sjUN

　とい5。ののしるは　？aQku　sjUN　とい

　う。叱られる（受身）はnuraarijUN。

nureegutu〔D（名）1ミ嚢rコ。陰で呪うこと。

　睨い。

nuri＝jaN①（自＝rats一，”ti）気が進む。乗

　り気になる。nuriraN・気乗りがしない。

　kul〈urunu　nuririN’adu　sigutoo　naj’u－

　ru．乗り気になってこそはじめて仕事はで

　きる。cimil～．気が進む。

無臓r鞍⑨（名）nuuruと同じ。

zzuyukumiian（名）このろくもいコnuuru

　（のろ）の敬称。

nurumi＝juN⑪（他＝raN，＝ヒi）ぬるめる。

　少し暖める。

灘疑ru瓢鶏uN（慮mmaN，＝di）（水などが）ぬ

　る脇
muruNtu’i．uNg！｝”（副）とろとろ。まどろむ

　さま。

murugkwi＝juN⑨（自＝raN，誕ti）さめてぬ

　るくなる。なまぬるくなる。ぬるくなつ

　て，おいし，くなくなる。

rmruQkwijuu⑨（名）ぬるま湯。

nurXXQkwikaaCO（副）さめてなまぬるいさ

　ま。ぬるくておいしくなさそうなさま。～

　sjoON・（茶・吸い物などが）ぬるくなって

　いる。

muruQkwimzaN⑨（名）なまぬるい者。　ぐ
　ず。

nurusaN⑲（形）のろい。（動作が）鈍い。

　（速記が）遅い。

nurusaN③（形）（液体などの温度が）ぬる

　い。

職usi⑪（名）製：斗（のし）。進物につけるi鍵

　斗。nusi　gikiti　lnuQci？ikee．慶斗をつ

　けて持って行け。

駐臓S董①（名）相撲の手。乗せの意。絹手を腹

　の上に乗せてかかえ，投げるわざ。

簸us掘戯⑨（名）〔主取］廃藩前の役名。役

　駈で事務をとる役。

nusi＝jUNCO（他＝raN，＝ti）∈）i乗せる。焉・

　車・船などに乗せる。◎載せる。記載す

　る。

9｝usikaimUN⑨（名）何にでも顔を出す者。

　差し出がましい考。嵐しゃばり。

Musika＝juN①（自＝raN，＝ti）㊦少し出る。

　鐵かかる。ちょっと先が出る。g1cinu～．

426



mzuhwa

’

　月が出かかる。◎ちょっと立ち漏る。ちょ

　つと顔を出す。

nus董短二」“N①　（他＝1’aN，＝ti）差し出す。

　ちょっと出す。til～・イ・乎を差し出す。

　V・孕んかをしかける。手を出す。

nusudu　＠s（名）ぬすとの意。ぬすびと。泥

　棒。～ni　mutaQt圭N’wakaraN．泥棒に

　持ち上げられてもわからない。熱球のさ

　ま。～nu　kubinu　takasaN．泥棒の首が

　高い。泥棒は発覚を恐れるあまり，かえっ

　て露見しやすい態度をとる。

nusuduNgwee⑪（名）盗み食い。

nusumuN⑪（他；maN，＝5i）盗む。泥棒
　する。

nuta⑨（名）料理名。ぬた。ぬたあえ。

nUU⑥（名）広広と．しているここ。広さ。屋

　外について，また人の心などについていう。

　「野」に対応する語か。？amarikaaja’～nu

　？aN．あの辺は広広としている。～nu

　neeN．狭い。

nUtt　an（名）何。～nu　？ag我・何があるか。

　～’jaga．何か。～hwidatlnu？aga．何

　のへだてがあるか。～？umiiN　neeN．何

　の心配もない。無邪気な。～ga．何か。～一

　ga～’担臓’wakaraN．侮が俺だカ・わか

　らない。～ga～’jaga，　munoo　maasa－

　mi．一体ど．うした，飯はうまいか。～kara

　～maii．何から何まで。～ga，jara．どう

　したのか。どうしたわけか。cuuja　nu＄a

　’jara　？umukazipu　？umukazinu　minu－

　uni　sagεしtoti　lcurasaraN…（かまやしな

　節）きょうはどうしたことか，藤影が，颪影

　が欝の講にちらついて，じっとしていられ

　ない。～gaNd2？ee・何となれば。なぜな

　ら。～gadUN’jaree。　ともいう。．～sju－

　ga．イ．何するか。何をしているか。ロ．何

　になるか。何の役に立つか。？jaaja～sju－

　ga．おまえは何をしているか。？aNneeru

　MUN～sjuga．そんな物何になるか。～一

　出UN．何とも。～tUN　kiraN，何ともかち

42rt，

　あわない。～tUN　saaraN・何ともさしさ

　わりがない。～dUNdiN？jararaN．値1と

　も言えない。ことばで表わせない。～nu。

　何の。何が。～RU，ukasjaga．｛可がおか

　しいか（反語）。～nu　miinLいつの間に。

　～nu　miini　cootaga・’いつの圏に来てい

　たか。～jakaN・何よりも。～5uk＆N・と

　もいう。～jakaR　masi．　何よりもよい。

　～7jatiN．何でも。～，jatiN　k＆nu麺段

　？ami・何でもいいから食：うものがあるか。

　～NneeN．何もない。～Ndi？ieal’u　ku－

　tuga．何ということだ。何たることだ。

　～Nごici．なぜ。ん，Ndicee　neeN．何とい

　うことはなしs。何とい5理由はない。

nuub三⑰（名）神び。疲れた時などに，手足

　を伸ばすこと。

nUi！eu”汲普浴i名）互いの曾複父母が兄弟嫌

　妹である閲柄（の者）。mata？icul〈U（ま

　たいとこ）の子岡志。

nuudii⑨（名）のど。咽喉。

nuudiiguuhu⑨（名）のどぼとけ。甲状軟

　骨の突起。

nundii2waa．crwaa＠（名）のどちんと。の

　どびこ。懸褻垂。

mxudiigiru⑭（名）声帯。～nu　hwiQciri一一

　iru　sjaku？abijUN．声帯がちぎれるほど

　叫ぶ。

nUガdiN⑪（副）何でも。何でもいいから。

　～mu飛ci　kuuwa．侮でもいいから持って

　こい。

nuガdoO⑪kwii’（loo⑰（句）何だかだ。～一

　Ndi’　？juru　baaja　？weekanu　？uhoo｝〈u

　7usee　masi．何かという揚合には親戚が多

　くいるのがよい。

nuugana①（名）何か。～？aee　sani．何

　かありはしないか。

nuuguci③（名）布の織り始め。

11u犠9ガ滋⑪（名）何事。～ga．傭事か。

nuuhwa⑨（名）饒波’。　nuhwa，　nihwaと

　もいう。《地湯参照。



厳UU？ic韮Nkw無？…C｛N

xxuu’HiciNkwii「？三eiN③（副）何のかのと

　言っても。～sikataa　neeN．何のかのと

　言っても仕方がない。

nUllliaakwi「ijaa⑨（名）侮やかや。～kooi－

　suraasjUN．　・tliやかや買い集めるQ

簸uu「鰍≠狽奄mkwii「jatiN⑥（副）どうあろうと。

　ともあれ。

鳳uukoos｛z圭⑨（名）〔文〕〔美御／∫・筋3細い線

　香のことか。？ugwaN（祈願）の文句など

　でいう語。

nuu”汲落Oi⑪（名）侮やかや。何のかの。、～一

　Ndi？iciN．何のかのと言っても。

勲uumee⑪（名）玄米。

聴uumeega識as蓬①（名）〔美御前加那志］瞭

　王に対’する呼び名。？usjuganasiinleeと

　もいう。

駐uu「獅芙Ekwii”nu⑨（句）何のかの。　～一

　N戯？ici　kuuNtaN．何のかのと言って来

　なかった。

nuunu’芙M（名）何回。何と何。～kooju－

　gaザ目論を買うか。

nUUN⑪（他・不規則）’翼Rz登Nと岡じ。

nUUN①（名）織機の箴（おさ）の種類の名。

　十三よみ。経糸IO40本目通す。また，そ

　れで織った布。huduciの項参照。

nUU’mkwii”N⑪（副）何もカ・も。すっかり。

　～n圭COON．何もかも似ている。

nuurakwa”ava⑨（副）ぬらぬら。べとべ

　と。汚物が所かまわずあるさま。durusaai

　tiihwisja～sjoON．泥で手足がべとべと

　だ。hanaiainu～sjOQN．轟みずをべと

　べとにたらしている。

nuur三⑨（名）こけ。～ht◎jUN．こけが生

　えひろがる。　h◎ojUNは這う。

nuuru⑪（名）沖縄固有の宗教の，いわゆる，

　のろ。祝女。みこ。神に奉仕する女。数部

　落の宗教的代表者で，部落ごとの神官であ

　るnigami，一門ごとの神官である？U｝〈udi

　はnuuruに属し，　nuuru自身は，国家

　の宗教釣元首であるeihwiziN（きこえ大

　君）に話する。

nUU”唐≠b奄m⑨獄eeN⑨（句）何のさしさわり

　もない。いっこ5さしつかえない。maa－

　kara？aQeiN～．どんな所へ出ても，いっ

　こうさしさわりない。

塾uガsaw盆N⑪（副）どうしても。何をやつ

　て屯。

nuusi⑭（名）ぬし。あるじ。主入。持ち主。

nuu＄izi①（名）〔文〕［美御せじ］神様。神

　の敬称。

nuxusjaNkwl’isjaN⑪　（副）何のかの。～一

　Ndi？圭ca蛾eemaN　sikataa　neeN．何の

　かのと盛ったところでしかたがない。

nuusjaru⑪（連体）何ほどの。何の。漏す

　る。たいしたことはない。？aree～mu－

　nuga．あいつ，何ほどのものか。，王lsjoO一
　　　コ　　リロ　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コいコ　　サ

　9W我91　jaa，多ur｝gwa象・nUSJ3ru　ilb”jOO一一

　gwa¢iga，　tusizir呈ja，　sa七ume．「いい正月

　だねえ，女郎さん。」「何がいい正月なもの

　ですか，お歳暮はどうしました，だんなさ

　ん。」katanahani　sawaru　munuja　nu－

　sjaru　munuga．［刀ばにさはる者や　のし

　やる者が（手水血縁）］刀のさまたげをす

　る考は何するものか。

nuu「ﾃiku搬⑨　（名）何ということ。　nuuti－

　kutoo　neeN・何と限ったことはなし・。何も

　かも。～NneeN．何という返事もない。
nuui狽tNganaas玉◎（副）何かの拍子に。ふ

　としたはずみに。ひょっと。～？ubi？N－

　zasjUN・何かの拍子に思い幽す。

RUIStuNkwli「tuN⑪（副）何ともかとも。何

　とでも。～？jarijUN・何とでも言える。

nUUIaree①（名）御面心。草履（saba）の

　敬語？u4areeをさらに敬っていった語。

　晦uu多areeともいう。

nXXXXzi①（名）虹。

nuga⑪（名）〔古〕芸。演技。技芸。nuhwa

　は芸能そのものをいう。

nu？a加⑨（名）野里。㈱》参照，

Ruzigaci⑪（名）抜き書き。抜粋。
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nuzuN

nuzihwa⑨（名）遺骨や遺体を移す揚合に，

　その場所に霊魂光｛残らぬよ5に祭ること。

nuz圭sasi⑨（名）組み立て式の装鷹。抜いた

　り差したりできる道具。

n皿zi？ue量①（名）だまし討ち。　nuzi一くnu－

　ZUN（だます）。

鶏u多u㎜£①（名）望み。希墾。願墓。蕨望。

　相撲で負けて今一度勝負を墓む時などに，

　nu多unユiと1誓5。

Rugumi（luui①（名）望みどおり。

nuyu＝nUN①（他＝maN，　・di）e望む。ほし

　がる。希望する。◎結婚の相手に望む。結

　婚を串し込む。惚れる。nuzumaQtoQN。

　惚れられている。

llu＝zu！　＠（他＝gaN，＝zi）㊦抜く。tac呈～．

　太：刀を抜く。◎脱ぐ。hada～．肌を脱ぐ。

　hakama～．下ばかまを脱く’o　nugas3UN．

　脱がす。gaNcoo～・眼鏡をはずす。着物

　を脱ぐ揚合は，hazijUNとい5。
ユ1・・＝ZU”’ff）（他；’gaN，；zi）だます。　dama一一

　sjUNともいう。Qcn～．人をだます。
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？N

？Nba（D（名）食：品名。さらしくじら。ぬた：

　にして食べる。

？Nba①（名）食品名。ゆば。

？鋤昭三量⑨（名）？｝南段91ii瓢eeと局じ。

2NbagiEmee⑨（名）農家で，崖産謡いに出

　す飯。翻して？N｝）agiiともいう。蕊’里で

　はkaa？ur聾箆縫？uhurumeeともL・う。

2Nbaitu＝juN①（他＝raN，；の〔文〕奪い

　取る。

？mba＝juN①（他＝aN，＝乞i）〔文〕奪う。　ll

　語はbooj　uy・　．

2Nbasia）（名）植物名。くわずいも。蘂草

　となる。里芋に似ているが，コ薄毒。

2・NbeeajUN①（霞ぜaN，”・ti）（油日や腫れ

　ものが）イヒ膿する。里芋など食物によって

　腫れものが悪化する揚合にいう。

？麗bee擁u翼⑤（他＝raN，＝ti）うめる．水を

　入れてぬるくする。

2Nbii＝juN①　（露＝raN，＝ti）おびえる。

　ぞっとする。また，悪夢でうなされる。

？鋤秘」朕u①（名）産湯。

21　bllmiui①（名）出産の時，生まれた赤子

　の額に滋雨の水をつけてやること。また，

　その水。

？Nbuniul’①　（名）　璽い物。

2戯bunli①（名）重荷。語い祷物。

21　buQkwi＝juN①（自＝TaN，　＝ti）おぼれる。

’2Nbttraasjal　G）（形）璽重しい。品格がある。

？．x’baraslkeesaa◎（名）料理の緩めかえし。

　蒸しかえした食物。

？r　’bura＝sj　utw“⑰（他＝saN，＝ci）蒸らす。た

　いた御飯などが蒸れるよ弓にする。

？Nburi＝juN（①　（慶【＝raN，篇ti）e＞（御飯など

　が）蒸れる。◎蒸されるように暑い。

　？Nburijuru　gutOON・蒸されるよ5に暑

　い。

？曲usaN⑤（形）尊い。

？Nbusi①（名）e｝おもし。漬けものなどの

　おもし。◎秤のおもり。分銅。O心の璽荷

　となるもの。～，jataN．重荷だった。

2Nbusii③（名）料理名。野葉を主として，

　豆腐・肉などを加え，汁を少しなくして煮た

　もの。

？Nbu・sjuN⑨（他＝sa“r，＝ei）蒸す。ふか

　す。

？醗btizlNO（名）産着（うぶぎ）。

？馬9鎗？N冨a麗⑥（副）おぎやあおぎやあ。生

　まれたばかりの赤んぼ5の泣き声。

？iNma⑨（名）（∋罵。◎琴・三味線のこま。

　形が馬に似ているのでい5q

？Nmaew（名）午（うま）。十二支の第七位。

　方角は南，時刻は畳12時。

？Nrna①（名）㊦そこ。そっち。そちち。◎

　そのかた。第三入称の？uri（その者）の

　敬語。？Nmaa　maa？ujaN亭eega．そのか

　たはどなたでいらっしゃいますか。

2・Nmadima⑨（名）農村の結婚はたいてい

　問心落の間で行なわれたが，まれに他村か

　ら嫁をもらら場合，男は：女の村の膏隼たち

　に酒代を出す習慣があった。その酒代をい

　う。

？餌継aga⑨　（名）　孫。

？蟹撚ag薦段gasak職職ガ9鶴ag翁sa⑦（副）あ

　ちこちでちょこちょこ仕事をするさま。

　・v　Qsi　sjooraasii　sigutoo　tiiclN　see

　neeN・あちこちでちょこちょこ仕事をし

　て，まともな仕事は一つもしてない。

2Nmagwaa③（名）子馬。

2Nmahwicaa⑨（名）馬方。馬を引く考の

　意。？Nmamucaaともいう。

？Nmakumaco（名）そこごこ。あちこち。

？tW’mamueaa⑥（名）馬方。馬を持っている
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？Nmukasi

　者の意。？N塒ahwieaaともいう。

21　mamutl⑨（名）そっちの方。そっち側。

？Ninanllhwa⑪（名）午（うま）の方角b南。

？Nrnanu藍⑨　（名）馬乗り。乗馬。　また，馬

　に乗る人。

2Nmanu…bakama⑨（名）はかま。男子照。

　乗馬の時にのみ着用したのでいう。h鼠ka－

　maは乱用の下着。

？Nma盤級ja段⑨（名）馬乗り。馬に乗る人。

　据当の資産があり，名馬を求め，方方の馬

　揚で競馬があるたびに出場して，勝負を

　争った。

？Nmanujaa⑪（名）5まや。焉小回。

？Nma2Nmaa⑪（名）馬の小児語。

2Nmar圭①（名）生まれ。出生。

？Nmar；bii①（名）生まれた臼。誕生臼。

？Nrnar三dakasaN①（形）生まれがいい。尊

　い生まれである。

？Nmai’idusi①（名）十二支の上での生まれ

　た隼。生まれてから12年ごとにめぐって

　くる年。すなわち，13・25・37・49・61・

　73歳…の年。厄隼とされる。sjooniNと

　もいう。ha盛jakuの項参照。

？Nmari＝jUN（X＞（慶＝raN，弍i）e生まれる。

　？NmariraN？Nmari．生まれがいのない

　生まれかた。生まれなかった1らと思われる

　ようなあわれな境遇。O（砂糖や型に入れ

　た菓子などが）5まくできあがる。

2Nmarikaa⑨（名）その辺。

：rNmarikaa＝jUN①（自＝raN，：Ll）（死後に）

　生まれ変わる。

2NmarikueeO①（名）生まれ故榔。

2Nmamisjoosigi①（名）生まれつきの性質。

2Nniarlgliei①（名）生まれつき。生まれつ

　きの索質。

？Nmarizima③（名）生まれた部落。故郷の

　部落。

？Nmar三zimu①（名）生まれながらの心。天

　性。

2Nmasjuubu⑨（名）競馬。罵言競技。

　？Nma多uriiともL・う。

？Nmatai⑨（名）馬丁。

？Nma？wli⑥　（名）　馬揚0

2Nmazir三muN①（名）うまずめ。

？Nmaguri韮⑪（名）競馬。馬を揃えて勝負を

　争5こ口。馬衛競技。？Nmasjuubuと岡
　じ。

2Nmeeen（名）おばあさん。三三，また，老

　婆。士族についてい5語。

？Nmi⑨（名）膿（5み）。

？Nmi①（名）梅。

2Nmibusi①（名）梅干。

2Nmi？iru①（名）茶色。樺色。

？Nmi？iruuan（名）茶色のもの。樺色のも

　の。

？Nmii⑥（名）ねえさん。姉，また，豪婚の

　女。士族についていう語。かりに三人姉が

　いれば，一w－as上を？uhu？Nmii（大ねえさ

　ん），中を？NMii（ねえさん），すぐ上を

　？．Nmiigwaa（小ねえさん）のように呼び分

　ける。

？Nmiigwaa⑪（名）前項を参照。

2Nmiku＝cuN⑭（自＝taN，＝Qci）e（果実

　が）熟し過ぎる。◎（はれものが）膿んでく

　ずれる。

？Nmigaki①（名）泡盛に梅と砂糖とを入れ

　たもの。

？Nmilu㎜i①（名）梅染め。茶三色の染物。

？Nmookas簸⑨（名）さつまいもを野菜と

　いっしょに煮た味櫓汁。冬によくっくるa

？Nmu⑰　（名）　甘藷。さつまいも。単に

　？NMU（いも）といえば常に甘藷をさす。

　～興k再UN・農業をする。

？NmugiEkujaa⑪（名）農民，再姓。さつま

　いもを作る考の意。

？Nmugaa⑨（名）さつまいもの皮。豚の飼

　料とする。

2Nmukasi⑨（名）～さつまいもから澱粉を

　取った残りのかす。二，蕪日桶に入れて蒸ら

　し，ねばり気が出てから小さく握り，乾燥
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？Nm諏頗da段磁

　させて貯蔵し，凶作に備える。

？ts’muk：sidaaeii⑪（名）？Nmukasiを粉に

　してから煮て固めたもの。食糧不足の時に

　屠いる。

？N㎜uka“yinaQtUU⑪（名）菓子の名。？NMU－

　kasiを粉にして，砂糖を入れ，ごまなど

　を加えて練り固めたもの。ようかんのよう

　に，切って食べる。

2Nmukuzi（①（名）さつまいもからとった澱

　粉。洗濯物の糊にも使5。

？Nmukuz量hw董rajacii⑥（名）料理名。さつ

　まいもの澱粉とさつまいもを練りまぜて油

　揚げにしたもの。

？NmukuzipuQturuu⑨（名）さつまいもの

　澱粉のくず湯。

2Nmumaei⑪（名）さつまいもの市。首里で

　は，近在からさつまいもが運ばれるので，

　午箭10時ごろ始まり，正午ごろ終わるの

　が普通であった。

？Nmunii⑨（名）料理の名。いもねりの意。

　さつまいものくずいも・虫食いいもなどを

　練ったもの。一下等な食：物。しかし，kUU一

　？N搬un嬬捻a？NmunXなどの上等なも
　のもある。

2Nmunukuci⑪（名）さつまいもの（よ5

　に黙りこんでいる）口の意。また，そのよ

　うな者。無口の者を嘲笑していう語。

：～韓m縫獄縫s疑u⑰（名）さつまいもを煮る時出

　る汁。～saajUN．さつまいもの煮汁をあ

　ける。

2Nmu？uhusjwn⑨（名）1605年に中国から

　さつまいもを伝えた野願総画の俗称。

2Nmitgaki⑨（名）さつまいもを原料にした

　酒。いも焼酎。

2N’na⑲（名）うんこ。大便の小児語。

？NRabl⑪（名）小米。砕け米。普通の米よ

　り安価なので，貧乏士族が食：料とした。

2Nnagee⑰（名）もみがら。また，稲穂の外

　殼の＿と端の，とがった針のような部分。芒

　（のぎ）。

？Nnagm’aageee⑥（名）ばった・いなごの類。

2Nnamuzio）①（名）小麦。

2NnaNmi③（名）稲嶺。微））参照。．

？鰻簸a盛⑰（名）5なぎ。～naicirijUN．子

　供が裸で逃げまわって，つかまらないこと

　をい5。　うなぎになりきる意。

2imaz三⑨①（名）着物の背縫い。　5なじか

　ら転じたもの。またさらに転じて，着物の

　つま（の不揃い）。～noosi．着物のつま

　の不欄いを直せ。

？NnazirakamaziraCl）（名）子供などが，ぐ

　ずぐずと物をねだること。はっきりUに燦

　さず，そぶりでだだをこねること。～
　SjUN．

？勘量⑰（名）稲。

？Nnikai⑨（名）稲刈り。

？NnimaziN⑨（名）いなむら。農家の庭先に

　稲を積み壼ねたもの。単にmaziNともい
　う。

顕領臓N⑨（自＝maN，＝5i）e（果実がン熟

　す。5れる。O（はれものが）膿む。

2ww（D（感）うん。ああ。親しい者。目下に

　対して，同意・肯定の意を表わす語。妙な

　る応答の揚合はhNN。

？NNdii⑪（名）かぶらな。蕪。野菜名。

？NNnaa⑨（名）きたないものの小児誘。ぱ

　つちいものQく？Nna。

？Nzanaa①（名）どもり。どもる者。

2Nzan呈⑨（名）遺欝。？igUNの俗語。

2Nzani①（名）どもり。どもること。～

　sjUN．どもる。

？Nzaru④（連体）似る。く？iCUN。～saN－

　gwagi。去る3月。

2Nzasi？i「ri③（名）出し入れ。

？Nza＝sjuNew　　（他　　＝saN，　＝ci）　出す。　tigami

　～・手紙を戯す。

2Nzi＠（感）そうか？　ほんと？　話の真偽

　を確かめる時発する語。～？aN’jami．そ

　うか。～saL　そ5ですか（男が目上に紺

　して確かめる添字）。
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？NzueuN

？Nzi⑪（名）静芸。（（　tS　＞＞参照。

？Nzi奮uci⑥（名）出口。

？Nzihana⑥（名）㊦出はな。幽たとたん。

　◎茶の出花。㊤甫揚の初物。はしll　6

2Nz菱harWgw皇①（名）放蕩。家出。鐵奔。　～

　SjUN．

？Nzihilning（名）出船。出帆。

2Nzikuni2uiwee⑰（名）船で旅をする人の

．無事を祈って行なう祝い。首里ではdaNzu

　karijusij＆？iradi　sasimi婁eyu…と旅の

　平安を祈る歌（「だんじゆかれよし節」）を

　歌って祝5。

？Nzihwa⑥（名）支顔。支掛高。

？Nzi2iri①（名）幽入り。畠はいり。

？Nzi＝jUN⑨（自＝raN，＝ti）鐵る。？Nzitai

　？iQeai・嵐たりはいったり。

2Nzikaa？iri”kaa⑪（名）崖たりはいったり。

　頻繁に，また親しく出入りすること。また，

　物事の鋤きが激しいこと。～nu？uhu－

　saN。繊入りが多い。～sjU騰

？寅z蓋k題hwa需」ガN⑨（自湿ra層，＝ヒi）（茶な

　どが）濃く出過ぎる。

？Nziridaka③（名）支日高。

？Nzirihweerii．⑨（名）？Nzlrimeeriiと同じ。

2Nzirirmee〈D（名）支出。支繊すべき金。

　？NZ至rumeeともいう。～？irimee．収支。

？Nzirimeerii⑨（名）外出着。ちょっとした

　外出の時に着るもので，？iQsooe圭jaa（不

　断震）よりょく，？waazi（購れ着）より

　は悪い。？Nzir圭hweerii．もUNzihweezii

　ともいう。

？Nzirumee⑩（名）？Nzirimeeと溝じ。

？Nzisuga塁（名）繊発の準備。

？Nz孟重aci⑪（名）いでたち。　PS　N。鐵発。

　tabinu～。旅の出発。

？聾z蓋顧⑨一nu？Nzi耀の項参照。

？Nzlteoti③一nu？Nzi乞OO七呈の項参照。

？Nzu⑩（名）？iZU〔便集〕（糠物名）の羅語。

？Nzu（Φ（名）仔｝集。？量zuともし・50〈（　tw　））参

　照。

2NzucaahaQtai⑥（名）（子供などが）　ぱ『た

　ばた動いてじっとしていないことσ

2Nzuciha’1⑥（名）身動き6体を蹴かして

　じっとしていないこと。～nu？uhusaN・

　動いてばかりいる。～sjuna．身動きす

　るな。

？Nzuc量nzudu”ruei③（名）身動き。身じろ

　ぎ。～NnaraN・身じろぎもできない。

2NZII＝euN⑪（宙ゴk＆N，＝ci）動く。身動き

　する。じっとしていない。
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，餌，一N

eN一（接頭）御（み）。御（おん）。尊敬の掻頭

　辞。mi一の項参照。’Nci（御手），’Npana

　（御鼻），，Npaa（御歯），，Ncuubu（御駿）

　など。

一N（助）も。Nに終わる語に付く時は，たと

　えばciN（着物）→cinユN（着物も）のよ

　うになる。ただし，waN（わたし）に付く

　と，waNniN（わたしも）となる。一ga（が），

　一nu（が）に付くこともある。それぞれの

　項参照。？ariN　kuriN．あれもこれも。

　tuiN　saN。取り～もしない。maamadiN．ど

　こまで屯。

’Nba⑨（慈・名）いや。擦絶。不承知の意を

　表わす語。また，いやがること。いやと言

　うこと。推干すること。，NNba，　SNpa，

　，NNpaと～もいう。～’jaibiiN．いやで

　す。～s彊N・いやと言5。損絶する。

袖¢a⑨（名）土。土壌。

eNca①（翻）なるほど。全く。ほんとに。は

　たして。予想にたがわず。～？aN’jasa．

　ほんとにそうだよ。

，Neaagien（名）ka＆gi（姿・容貌）の敬語。

　郷姿。御容貌。

’Ncaagirii＠（名）綿入れ（’wata？iuri）の敬

　語。御頭入れ。

’Ncabi⑪（名）紙銭。春秋の彼岸に焚く，銭

　型を打った紙。御紙の意。また，その行

　票。彼岸祭り。平民は多くkabi？aNziiと

　いう。大名以上は彼岸の入り（？irihwi）に

　行ない，士族は彼岸の中H（euuniei）に行

　な5。平民はその後に行なう。

’Neabuku⑨（名）土塊。土くれ。

，rUcaea⑨（名）kaca（蚊帳）の敬語。御蚊

　帳。

’Ncama⑨（名）御釜。鍋釜類の敬謡。

，NcamutaaN⑨（名）土遊び。泥遊び。

繁C蹴as蓬⑨（名）しanasi（女の夏の礼服）の

　敬語。また，夏：着全体の敬語にもなる。

’Neanuxmii⑨（名）土の中。土中。～kara

　midurinu？NzijUN．土の中から芽が出
　る。

，翼C紐N①（名）［御神］神。神様。複神。祖

　先の神様をいう。自然の神・火の神などに

　はいわない。

’NeaNtilg藍①（名）一族一一門。同族。「御神一

　つ」の意。tUNzitaru　munuja　muraba一　’

　runu　？ajaatu　Nnu　cica？uNpadaN．

　［とんちたる者や　村原のあやと　御神一

　つの　近おんぱだん（大川敵討）］まかり

　出た者は，村漂夫人と祖神を断じくする近

　い親類。

’NeaN？Utana①（名）神棚。

’NcatimuN⑨（名）katimUN（おかず）の敬

　語。

，Nce¢①（名）kee（衣びつ・衣裳箱）の敬

　語。樹衣裳箱。

噛e量①（名）手（tii）の敬語。御手。

，NcitamagU①（名）皮をむいたゆで卵。．肌

　のi憂しいのにたとえる。？iroo　hujuunu

　？ir馬hadaa～nu　ha5a．色は芙容の色，

　肌はむき卵の肌。

eNeu①（名）一酢…年。おととし。また，三三

　年溺。＜孤三eu。～nεし七i。三三年経って。～

　natinu？圭kusa．三年前の戦争。

一NCtt（接羅）の人（＜一・nu　QCU）。　sjuiNeu

　（首里の入），’jamatUNcu（βホ人）など。

eNeu¢a①（名）kuea（若夫婦の寝室）の敬

　語。上流家庭で使5語。

’Ncuca？ajaamee①（名）夫が旅行雫の奥，

　様。

，！》服醗薫⑨（名）お米。

eN＝cuN①（他＝｝〈aN，鑑ci）剥く。皮をむく。
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’NkijuN

　kunibu～．オレンジをむく。？Nmu～．

　さつまいもの皮をむく。

鞠N糧eUN（接尾＝1〈aN，＝e圭）込む。訟agiNCU儒

　N（投げこむ），？usiNeUN（押しこむ），

　sasiNcuN（さしこむ），　hweeriNcuN（は

　いりこむ）など。

，Neusi⑨＊（名）ekusi（腰）の敬語。　Oおこ

　し。女の腰巻の敬語Q

謡C皿ub腿①（名）腹の敬語。御腹。さらにそ

　の上の敬語は？mgcuubu。＜kuubaa。

，Nda⑪（感）eどれ。どりゃ。～misiree．

　どれ，晃鷺ろ。◎こら。～kunihjaa・こ

　ら，こいつ。

，Nda＝sjuN①（他＝saN，＝ei）濡らす。

一パdee（助）など。でも。軽く扱う意を表

　わす。kuri～・これでも。　tabaku～．？u－

　S3agamis300ree．たばこでも召し上がり

　下さい。nUU～？aga．何．などがあるか。

一パdi（助）0と。引用令」を受ける。　nUU～

　？3麟a霧a．侮と言ったか6Nに終わる語に・

　付く時は短縮されて一diとなることもあ

　る。？iCUN～？jutaN．「行く」と蕎つた。

　短縮されて？iCUNdi？jutaN．（行くと言

　つた。）ともなる。kUNnagee　maeUNdee

　？umaaNtaN．こんなに待つとは思わなか

　つた。◎ために。？iicigeei　sj・iNdi？uca一

　窪aヒaN．患をするために水中から浮き上が

　つた。．

一Ndinc韮く助）と器って。　一Ndi？ici（と書っ

　て）の賂、

，Ndi；撫翼①（宙＝yaN，＝ti）（∋濡れる。◎

　零落する。

ラNdikaa①（副）θ雨などに濡れたさま。び

　っしょり。～sjOON。びっしょり濡れて

　いる。◎みじめで見るかげもないさま。

一醤dデru（助）という。一Ndi？juru（という）

　の略。

一Ndi’sa（助）とさ。ということだ。一・Ndi

　？jusa（と言うよ）の略。，juuri圭nu？Nzi－

　taNdisa．幽霊が出たとさ。

一Nkai（助）に。　Nで終わる語に付く時はそ

　のNをnuに変えて，？iN（犬）→？inu一一

　Nkai（犬に）のようになる。ただし，waN

（わたし）に付くときはlwaN臓量Nkai（わた

　しに）となる。kH～nub頃UN．木に登る。

　？uja～？jUN．親に言う。siNSii～？usja－

　gijab三ra．先生にさしあげましょう。siN－

　sii～？unaree　sjUN．先生にお習いする。

　，jaQcii～nuraaQtaN．兄1こ叱られた。

　siguヒUcv　hwiQk就aNeoON．仕事に熱中

　している。

，Nka離麺N①　（自＝aN，”ti）e）向かう。陶

　く。◎適する。㊨陶かう。敵回する。

，Nkasi⑪　（名）昔。　～kara　namamad圭．昔

　から今まで。

’Nkasiba”nasi⑨（名）昔話。

’Nkasigu”tu⑨（名）昔の事。

’Nkasi｝iu”uzi⑨（名）昔風，昔流。

，Nkasi仙翁u肌u藩a”tai⑪　（名）．物語。　昔講。

’Nkasi「NC・・㊥（名）昔の入。古入・老人・故

　入など。～nu？ikutuba．昔の入のこと．

　ば。格書。

3Nkasi「？獣a⑪（名）昔の歌。古歌。

知kaz韮⑨（名）むかで。

’Nkee①（名）θ向かい．。向かい側。～ja

　taa　’jaga。向かい（の察）は誰かσ◎（接羅）

　向き。hweeNkee（南向き），？agariNkee・

　（東向き）など。

’Nkeehana①（名）迎えてすぐ。迎えたとた

　ん。会うが早いか。，Nkee4iraと岡じ。～

　？a眺usjuru　munco？araN．会5が早
　いかどなりつけるものではない。

，Nkee蔀uN①（他＝1’aN，　＝ti）迎える。’Nkee一一

　ga　？iCUN●　迎え‘こ行　く　o

’Nkeekaz⑩（名）向か㍉・．風。逆風。

’Nkeelira①（名）迎えてすぐ。会うが早い

　か。　一4ira＜gi：’a（顔）。　Nkeehanaともい・

　う。

，Nki＝juN①　（自＝raN，魂i）剥げる。　kaanu

　～・皮がむける。
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’NkljuN

，Nki＝juN①（弛＝raN．；ti）向ける。

eNkUU⑥（名）幼晃の噛語。赤んぼ5が，ま

　だことばになっていない音声を発するこ

　と。生後二か月くらいからする。boozaaja

　～s5abii通i・ぼっちゃんは声を出します

　か。

’Nini①（名）嶺丼。《鋤参照。

噴漁oo⑲（感）モー。牛の鳴き声。

噛田00鍵Q、kui⑪（名）子供の遊戯の名。

　ごつつんこ。額と額とを突き合わせること。

iNna①（名）から。むなしいこと。窒虚。～

　naf．oeN．からになっている。

eNna①（名）皆。すべて。全員。全部。

’Nnaakari①（名）一尋の半分。半尋。片手

　を‘申ぱして指先から胸の中央までの長さを

　いう。昔，有の長さなどを誹った単赦。

一Nttaftra（接尾）「不適切に旨い時期に」の

　意。？al〈agiciNnaara（夜明けなのに），

　sjoOgwa螢Nna＆ra（正月早皐にもかかわ

　らず）など。

’rWnabai①（名）むなしく匿をあいているこ

　と。欝はあけていても何も見ないこと。

　mii～sjo◎N．呆然としている。

SNnabata①（名）何も植えてない畑◎あい

　ている爆。

，Nnadli⑪（副）爽季。季ぶら。手に何も持

　たないさま。また，みやげものを持たない

　さま。～？ieUN．手ぶらで行く。

’Nnadii■karadii⑰（副）素手◎￥ぶら。徒

　手。～Qsi．手ぶらで。～？ieUN．季ぶら

　で行く。

’ygnadUU⑨（副）身に何も持たないさま。

　魂一つ。また，みやげものを持たないさ

　ま。素手。手ぶら。～？ieUN．手ぶらで行

　く。

”VNnaduu”karaduu⑨（副）ij　一つ。紫手。

　手ぶら。

つN鍛agara①（名）から。からっぽ。容器に

　何もはいってないこと。

”．Nnaguruma①（名）からの車。空車。

，N箕崩①（名）無為にすわっていること。療

　ぐijUN。

’Nnajaa①（名）あき家。

’Nnaja・．i¢蓋①（名）あき屋敷。家のない敷

　地。さら地。

噛職akuei⑪（副）何も食：べさせないさま。

　～sim圭jUN．何も食べさせない。～mu－

　duci　cimu，janUN。健も食：べさせずに帰

　して後劃する。

’NnakuziCO（名）からくじ。はずれたくじ。

’Nnamacl①（名）むなしく待つこと。待ち

　ぼ5け。

INRamuN①（名）からっぽ。中に何もない

　こと。

’NnanaNz；①（名）徒労。無駄骨折り。

’NnaNgwee①（名）徒食。働かないで食う

　こと。

’Nnasawazi①（名）から騒ぎ。

’pa’natavugak量①（名）空頼み。

，NnatuCO（名）港。　tumaiともいう。

・撫a膿餐waa⑰（名）二二。島尻の旧具志規

　間切にある港。

’NnatujuubinUQIgwa①（名）さめの一種。

　ぼ5ざめ。

’Nna？ttQsja①（名）ぬか喜び。

’NnawaSa⑨（名）空腹。すき腹。

’Nnl①（名）胸。～dakumikasjuN．胸を

　ときめかす。～’jaCUN・焦心著慮する。

　危険に会った時や弛人の危険を見た時など

　にい5。

りN滋①（名）着物のおくみ。

，N面①（名）建物の棟。

噛撮dakudaku⑲（副）胸がどきどきする

　さま。～sjUN．

’NnidoNdoN⑭（副）胸がどきどきするさ

　ま。～sjUN．
’N礁蓋gi蓑①（名）胸毛。

，NnlgiSugltu⑰（副）胸力｛どきどきするさ

　ま。，Nnidakudaku，，NnidQNdONなどと

　もいうQ～sjUN．
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’納麺

’Nniguci①（名）みずおち。？utus云ともい

　う。

，NnihwizurusaNco（形）はっとする。班を

　冷やす。

，Nnitaara①，warijuN①（句）心配で，胸が

　つぶれる。ta5eemanu　kutu，3ati，Nni－

　taara，waritOON．突然のことなので，心

　配で胸がつぶれる思いだ。

，Nniziira①（名）心労。精神的な苦労。心

　を痛めること。一ziira〈siira。～nu？uhu－

　saN．心労が多い。　Qkwanu　hurimUN

　nati～？iQcoosaa・子供がならず者に

　なって苦労させられているよ。

eNnll⑪（名）みの。かや・わら・びろうな

　どで編んだ，農罠の雨着。

’NNha⑪＊（感・名）’Nbaと周じ。

，NNN’N⑰（感）ううん。いや。いいえ。目下

　またはきわめて親しい考に対して，軽く，

　否定または揮絶の意を表わす語。

’NNpaen＊（感・名）’Npa，’NNba，’Nbaと

　講じ。

，NNgu（D　（名）　，N多u　と間じ。

’NNZUN③（他・不規則）e見る。　sibai～．

　芝居を見る。’NNdaNhuunaa・見ないふ

　り。，NNdarijUN．イ．見られる（受身）。

　n．見られる。晃るに足る。，NNdaN　MUN

　，NNcaNnee．見ないものを見たようにの

　意。子供などが非常にかわいいさま。ま

　た，玩具などを葬常に大事にするさま。

　，NNcai　cicai．見たり聞、・り。◎…して

　みる。tuti，NNdee．（取るなら）取って

　みろ。’judi，NNda．読んでみよう。

，Npa⑲（感・名），Nba　と問じ。

－Npaa（接尾）いやがる意を表わす接尾辞。

　…するのをいやがること。？ieiNpaa，

　？ikaNpaa（と巻に，行くのをいやがるこ

　と），k＆ciNpaa，　kakaNpaa（ともに，書

　くのをいやがること），siiNpaa，　saNN－

　paa（ともに，するのをいやがること）な

　ど。siiNpaadu’jaru．するのはいやだ。

　，ju5a亭iga　c慧Npaa　sjoO3＆biiN．呼んだ

　が，来るのはいやだと欝っています。

，NpaaNpaa①（感・名）いやいや。いやが

　ること。～nu？uhusaN．いやがることが

　多い。～sjoot2・いやいやながら。不承不

　承。

，Npana⑥＊（名）お花。花の敬語。～？U－

　sjagijUN．（仏壇に）お花を上げる。

・Npanace（名）二二。鼻の敬語。

’Npanagumi＠（名）〔御花米］？ugwaN

　（祈願）をする時に用いる，洗い清めた米。

　もし，あたりに水がなくて洗ってない一合

　にはkaraNpanaとい5。また，洗った
　時‘こ1ま，？usimasiとV、う。

，rVpana？ugaki⑪（名），Npanagumi（祭紀

　駕の米）とお神酒。？ugwaN（祈顯）をす

　る時，米を洗い清めて盆に盛り，その上に

　酒をみたした杯をのせて挿む。その米と酒

　をいう。

一Nse”eN（接尾。不規filj）…られる。お…に

　なる。一一坤ee翼と問じ。ただしふつ5

　－miseeNの方がやや敬意の度が高い。し

　かし，接頭語？いが付くと，ふつ5－Nije一一

　eNの方がかえって敬意の度を増す。す

　なわち，たとえば，，jumiN＄eeN，，jumi－

　miseeN，　？ujumimi4eeN，　？ujumiNseeN

　（いずれも読まれる，お魏みになる）の願に

　あとのものほど敬意の度が増す。

，NsjamUNmp（名）〔文〕頼もしい人闘。申

　し分のない者。mUrabarutuzija　miiku一一

　ci　’jahwaj’ahwatu　1〈uusj・uuraasX　kaas－

gi，　hUNnu　’N・a～・」・＄iN　dlit・・伽

　？azija　eaNtu　？ucihuriti．　［＝村虜ミ妻や欝

　口やはやはと小しほらし．いかあげ　ほんの

　むちゃむしゃものやすんついてや　だあ援

　司やちゃんとうちほれて（大規敵討刀村

　原の妻は顔立ちがやさしく美しく，ほんと

　うに串し分のない着なので，そこで按罵は．

　すっかり惚れこんで。

，Nsju①＊（名）三二。，iNsjaと同じα
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eNsu

SNsu⑥（名）味櫓。　misuと屯いら。

eNsu①（名）〔御衣3㊦着物（ciN）の敬語。

　御召し物。みそ（御衣）。（S）ciirukabi（そ

　の項参照）のことをい弓ことがある。

tNsunabaa③（名）味嚇菜の意。葉野菜の

　名。ふだん草に似て大きい。

’Nga⑪（名）e下人。下心下女。奴隷的な使

　粥人。身代金（dusiru）によって使われる

　者。◎〔文〕やつ。？ija？icisakasi～nu

　？juru　ku敏nu　n圭ku獣〔いや生さかし

　んざの　言ふることの憎さ（忠臣身替）3い

　や，なまいきなやつの言うことの憎さよ。

’Nzadaki⑨（名）’Nzatakiと嗣じ。

，Nzadi⑨（副）いやとい5ほどたくさん。

　どっさり。うんと。？Nrnunu～？aN．さ

　つまいもがうんとある。

eNzak蓋⑥（名）植物名。にがき。樹液は健胃

　剤，害虫駆除などに払い，太材は，虫がつ

　かないのでたんすなどを作る。

’Nzamien（名）にがみ。

’NzamUN⑥（名）（∋にがいもの。◎悪者。

’Nzana⑩（名）植物名。わだん。ほそばわだ

　ん。山草の名。出野に欝生し，その葉は大

　変にがく，健胃翻となる。「にが菜」の意。

ラNzanajuuen（名）「NZ3naの葉をすりつぶ

　して取った汁。解熱剤・健胃剤にする。

’NzaNzaa｛u⑪（副）ずけずけ。無骨慮に面

　罵するさま。～？ici　turaci　giragwaa

　nacaN．ずけずけと喬って，顔も上げられ

　なくしてやった。

’NgaQkwa⑪（名）’Nzaと同じ。とくにその

　若い者をいう。

Opazaraka＝sjuN⑥（蝕凱s段N，禰ci）（糸・髪

　などを）もつれさせる。乱れさせる。

，Nzari⑨（名）乱れ。もつれ。髪・糸・縄な

　どについてい5。購。家などの観ればm1一”

　dari　と、・50

’Nzari＝jUN⑨（自＝raN，”ti）θ（髪・糸な

　どが）もつれる。乱れる。◎（事が）もつ

　れる。やっかいな票になる。kunu　sigu－

　teo’Nzaritoosa．この仕事には手こずつ

　ている。（心。圃などが乱れることには，

　midarijuNを罵いる◎）

，NzamimuN（D（名）乱暴者。手こずらせる

　者。

’NzasaN⑪（形）にがい。

9Nza＝sjuN①（弛＝：aN，＝ci）磨く。磨いて

　光らせる。

’Nza｛aki⑨（名）竹の一種。ほうらいちく。

　rにがたけ」に対応する。’Nzadal〈iともい

　う。垣根などに櫨え，高さ3～4メートル。

　ざるなどを作るのに用いる。

’Ngeatuco（名）美里。（（地P参照，

’Nzawaree⑰（名）苦笑い。～sjUN．

噛Z董①（名）とげ。es末　“魚骨。太片などの

　とげ。

’Pt’zig三eaa⑨（名）あざみ。　gibanaともい

　う。

’Ngo①（名）〔文］［無蔵」男が恋する女を親

　しんでいら語。恋人（女）。S3ura（その項

　参照）ともいう。～ga？umukazini　hwi－

　kasariti　’waminu　1〈asani　kau　1〈akuci

　sinudi？iCUN・［無二が面影に　ひかされ

　てわ身の　傘に顔かくち　忍で行きゆん］

　恋する女のおもかげにひかれて，わたしは

　傘に頗をかくして忍んで行く。

，NgoesaN①（形）愛らしい。かわいい。那

　覇その他で多く用いるが，首里でほあまり

　用いない。

，N9継⑨（名）溝。下水。’NN4uともいう。

eNzuNzuutu①⑨（副）うんと強く。～su－

　gujUN．らんと強くなぐる＾

438



？o

？oho？oho①（副）ごほんごほん。咳の声。

　・v　sJuN．

？OO①（感）e（母音が鼻音化する。〔？δ6〕）

　臓下の駕長者に対し，肯定・応諾の意を表

　わす語。はい。ええ。ああ。？ii，？uuなど

　の項参照。O（鼻音化しない）θと時様に

　用いるがぞんざいな返事となる。ああ。

？oo⑨（名）奥武島。沖纒本島南部の海岸に

　接した小島。またそこの締落名。爽武。

　穐力参照。

？oobaa①（名）青葉。

？oobacaa⑩（名）魚名。青のだんだらのあ

　る長さ15センチほどの小魚。味はまずい。

200baN①（名）びり。最終日。

200bee①（名）青蝿。

200bicai⑨（名）？oobiceeと同じ。

200bicee①（名）轡光り。また，冷たく光

　ること。mii～sjOON．冒を青く光らせ
　ている。人を憎んで，黙ってにらむ時のさ

　まをいう。

？oobu①（名）骨膜炎。huni？oobuともい5。

？oodaa（①（名）もっこ。かるこ。

200daki①（名）青竹。

？ooda㎜uN①（名）まだ桔れていない薪。

200ee⑨（名）けんか。高樹。～najUN。

　けんかになる。

？ooeetii’ee⑰（名）盛んにけんかすること。

　一一　s3UN．

愛oo＆asaa⑨（名）傘の一種。骨の部分のみ

　が緑色で，紙は黒。中鐙から輸入された男

　物のからかさ。

200gurasiN⑨（名）まっくらやみ。

Qoogusuco（名）びり。しんがり。

？oohaNbiN①（名）kusazina（くさぎ）の

　若芽を入れて作った油揚げ。高齢者の葬式

　の時，だんごといっしxに客に出す。客

　は，高齢で死んだ人にあやかるために食べ

　る。

200hoo⑪（名）（舞音化する。〔？δ5h5δ〕）

　S下の年長者に対することばづかい。肯定

　の時には？oo（〔？δ6〕）と言い，呼ばれ

　た時にはhoo（［h66〕）と答える話し

　方。？oo，　h◎o，？iihii，？uuhuuなどの項

　参照。

？oehwa⑪（名）なっぱ。葉野菜。青菜。

　naaは，からし菜。

？oohwizurukaNz董⑲（名）夢k常に寒寒とし

　ていること。非常に冷え冷えとしているこ

　と。

？oehwizurUU⑪①（名）つめたいもの。食：

　物などの，冷えきったもの。

200imusi③（名）けんかの虫。～kuujUN．

　けんかをしたがる。musi　kuujUNともい

　う。

200jaa⑨（名）よくけんかする考。けんか

　ずき。

？00＝jUN⑨（自＝eraN，＝ti）けんかする。格

　闘する。たたかう。？usi？oorasjUN．牛

　をたたかわせる。

200kazi⑬（名）青筋。静脈。～hoojUN・

　静脈が浮き上がって見える。hoojUNは避

　う。

200kusa①（名）費革。

200maamii＠（名）植物名。緑豆。やえな

　り。青大豆の類。あずきに似て緑色。もや

　しを作る。

？60muN①（名）果実の熟してないもの。

？oonuuri⑪①（名）青のり。海藻の名。

？oo？Nnazaa⑨（名）青大将。蛇の一種。

？OOQteeN①（副）青青と。輿青に。

2（｝oruu⑨（名）膏。縁色。緑色を中心にし

　た青をいい，純粋の青はmiziiruという。
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2eeruufeii

：～oovuubii⑨（名）鬼火。きつね火。燐火。

200rmumuutii⑨（名）緑色のmUU£ii（元

　結い）。mua城の項参照。

？oosabi⑨（名）緑色の鯖。緑青。青錆。

璽eosaNCO（形）e青い。緑色である。緑色

　を念頭に置いていう。純粋の青はmi多撫慧

　とい5。◎（果実。人物などが）未熟であ

　る。

？oos漁oo⑥（名）お手玉。女の子の玩具の

　名。また，その遊戯の名。

20esjukuy“sju⑨（名）沖の海の色。また，

　沖の海。沖の海の水。青潮黒潮の意。

？ootoO①（名）柑橘類（kunibu）の～種。

　齊癬九年母の賂。爽は皮が薄く，汁多く，

　すっぱい。

？ootoO①（名）びり。

：～oo瓢uz掴①（名）燈心草。蘭（い）。bi遮u一

　宝しもuuzil　iiのSlj名。

200卵e錘殉ee琶wa農①　（名）青二才。青隼

　（niisee）をののしってい5語。

？eozi③（名）扇。扇子。また，5ちわ。　5

　ちわは？uciwaともい5。

200zimee⑪（名）扇舞い。爾を持って舞5

　舞い。芝居では若衆がするので，waka－

　s鈎udu三ともいう。

？oozinthhuni⑥（名）爾の轡。

？00＝Z腿N⑱（弛＝gaN，＝Z呈）蕩ぐ。
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ooO（名）王。閣王。ふつ5は？usjuga－

　nasiimee［お主加那志前］と呼ぶ。

，ood【aN①（名）病名。黄疸。

，oo9滅①（名）横暴。～nεし’jakara．横暴な

　やから。

・oohoo⑨（感）（〔66h66〕のように轟音：化

　して発音される。鼻音化しないとぞんざい

　に聞こえる）さあ。では。目下の年長に対

　して誘いかける時に発する語。diQkaa，

　diQkaa　naaともいう。羅上に対しては

　，uuhuu，霞下一般に対しては，iihiiとい

　う。～？ikana．さあ行きましょう。

，00ぬuku①（名）往復。

，oohwi⑪（名）王妃。賑王の正妻。

’ooki⑪（名）湘掌慶。縄渉参照。

’ookwaN①（名）往還。大きな道。街道。

，000■ O⑪（感）（〔665’5〕のように鼻音化し

　て発音される。鼻音化しないとぞんざいに

　聞こえる）いいえ。いや。目－下の年長に対

　して，否定または捲絶の意を表わす語。鐵

　上には，UUUU図下一般には，iiiiというσ

，ooree①（名）往来。人の行き来。　S3U掘N

　・vnu　taima　neN　？amunu，　kuma　’ututi

　gujoo寧i　tazin量jaimjabira。〔諸人往来

　の絶間ないぬあものこまをとて御様
　手　尋ねやりみやべら（花売之縁）］諸人

　の往来の絶え周がないから，こっちにいて

　（父上の）御様子をたずねて見ましょう。

”eoziCO（名）（≡）王子。王の男の子。また，

　先王の子，すなわち王の兄弟をもいう。

　O位階の名。王に次ぐ最高の位階。

，oozi2uduN①（名）王子の御殿（？udUN）。

　また王子の家柄。按司（？azi）の？udUN

　より一段の尊敬が払われていた。明治の

　末期にはzinoON？udUN［宜野；湾御殿］と

　macijama？udUN［松肉御殿ゴがあった。
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paakuu⑨（名）たばこの小児語。煙の形容

　から来た語であろう。

paapaa⑪（名）haamee（平民の観母・老

　女）の敬称。おばあさんQ士族・貴族の妾

　（平冠）の老女になった者などをいう。那

　覇その他では単におばあさん（祖母・老女〉

　の意で用いるようである。

paaraNkuu⑨（名）片翻だけを張った，腕

　の短い太鼓。

paasuNkoo⑨（名）kusicii？ukwaasi（祭

　詑馬の菓子の名。その項参照）の一種。酋

　色で，落花生入り。

x｝acimika＝sjupa⑥（自＝saN，＝ei）ばちん

　という。pacimil｛aci，waritaN。ばちんと

　割れた。

paeiNCO（副）ばちん。陶器などの劉れる音・

　小さな爆発音など。

pacipaci①（副）ばちばち。手をたたく音・

　たきぎなどの燃える音・妙つた豆などのは

　ぜる音・太の枝などを折る音など。

pakupake①（副）ぶかりぶかり。たばこを

　吸5さま。tabaku～hueUN．たばこを
　ぶかりぶかり吸ら。

paN①（副）ばん。ばんと音を立てるさま。

　また，ぽんと打つ意の小児語。～sjUN．

　ぽんと打つ。

paNmlkasii⑥（名）銭をかげてする遊戯の

　名。姻手の銭に銭を打ちつけ，それに璽な

　るか，それを越すかすれば，二分のものと

　する。のち，正月以外にすることを禁じら

　れた。

paNmika＝sjUN①（窃・他＝saN，＝ci）ばん

　という音を立てる。ぽんと打つ。

paQsai⑲（名）唐手の型の名。

geaQtarigeejaa⑨　（副）　paQturugeejaa　と

　岡じ。

paQturugeejaa⑲（副）ばたばた。じたば

　た。：子供・魚などが，捧・手足などをばた

　ばたさせて暴れるさま。ha穣urugeejaa

　ともい5。～sjuna．じたばたするな。～

　Qsi　kagim圭raraN。ばたばたしてつかまえ

　られない。

peean（名）物を捨てること。口に入れたも

　のを吐き出すことの小児語。ぽい。ちゃ

　い。～SjUN。

幹eee譲⑨（名）［親雲上］廃藩前の位階の

　名。［大やくもい］（？uhujakumui）の俗

　称。一一村を領する。satunusipeeciNこ里

　之子親盤上］とcikudUNpeeeiNこ筑登之

　親雲上3の：二種があり，王子から数えて前

　者は四番目，後者は六番霞に位する。

peepee⑨（名）きたない物のノ1、児語。ばっ

　ち。？NNnaaともいう。

恥iipi量⑨（名）ねずみの小乱語。

ρ軸鰻①（副）貧乏なさま。～s300N・函窮

　している。ぴいぴいしている。

piiraruraa⑪（副）管楽器（gakuburaな

　ど）の音のさま。～sjOON．管楽器の音が

　している。

pijapijaCO（副）ぴよぴよ。ひよこの鳴き

　声。～sjUN．ぴよぴよと鳴く。

geiN？aN⑨（名）唐手の型の名。

pimiN”paraN①（副）θぺちゃくちゃ。お

　しゃべりするさま。～munu，junUN．ぺ

　らべらしゃべる。◎外国語（ことに西洋

　語）をしゃべるさま。ぺらぺら。？ura－

　Ndaguci～sjUN．西洋語をぺらぺらしゃ

　べる。

peNCO（副）ぽとん。物の落ちる時の音。ま

　た，落ちるさま。水中に小石を投げた揚合

　の音など。

PONinika＝sjuNco（自＝saN，＝ci）ぽとんと
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P職u「upu獄ruu

　音を立てる。ぽとんとい5。pONmikaci

　？utijUN．ぼとんと落ちる。

poopOO⑲（名）料理の名。焼きぎょうざの

　よ5なもの。小麦粉を水でこね，薄く伸べ

　て，中に細かく刻んだ豚肉・みそなどを包

　み，鍋で焼いたもの。料理法屯名前も中国

　伝来のものと思われる。

：puc董mikansjuN①（自＝saN，＝e呈）ぷつっと

　いう。ぼきんと音を出す。pucimikaci

　，uuritaN。ぼきんといって折れた。

．PUQeiri⑲①（副）ぶつり。ぼきり。物が折

　れるさま。また，切れるさま。

PUQturUU⑪（名）料理名。のり状に作った

　料理。s◎omiNPUQturuu（そうめんを煮

　て油をかきまぜたもの），？Nmukuzipu－

　QturUU（さつまいもの澱粉を糠り，熱湯

　をそそいで固まらせ，味喰で味を付けたも

　の）などがある。

puu⑨（副）麗の音。

puurupuuruu⑨（ellS）ぶくぶく。生きもの

　などが水中に沈んでいくさま。～sjUN．

　ぶくぶく沈む。
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璽瓠①（名）人。また，他入。文語ではhwi－

　tuともいう。～najUN・人となる。戒長し

　て人並みになる。～ni，iiraQtoON．人に儲

　頼されている。儒望がある。～nu？wii－

　NdiN？umaayaN．他入の身の上とも愚わ

　れない。あまりにかわいそうで，我が憂のよ

　5な気持ちがする。～nu　kukuru．人の心。

　人爵の心。わかりにくいもの・移りやすい

　ものという融合に多く使う。～nu　k疑eL

　世聞の評判。入の5わさ。～nu　kucee

　？uturusii　MuN．入のうわさは恐ろしい

　もの。～nu　kut黎．纈入事。入の事。～一

　nu　kutu　sjUNdi　dUU　mueXOoSjuN．　入

　のことを助けよ5として，わが勢をそこな

　う。～nu　kutuba．他人の書。～穀u　kutuba

　l〈UNZUN・人のことばのあげ足をとる。～一

　nu　tacikukudooN。入が立ち鵬んでいる。

　人垣を作っている。～nu　giCUN．大勢の人

　が寮ってくる。（医者などが）入気がある。

　～nu　dUU．入の体。人身。～nu徳万cL

　人様の御屋敷。櫨人の家の敬称。女が醤

　5。～nu　nuci・人の命。人命。～nu　ni－

　geeja　？adaa　naraN．入の脇・はあだには

　ならぬ。祈ればかなえられる。～nu　neebi．

　人真似。弛人の真似事。～nu　hwii？aka－

　garasjUN・人の非をあばく。～N？araN．

　歯入でもない。他人行儀にしなくてもよ

　い。Qcoo？araN．イ．人でなしである。

　人峰入である。ロ。他人ではない。他人行

　儀にするな。

Qcu？anamUN①（名）飽人。親類でない考。

　tuusaru？weekajaka　eieasaru～．逮

　い親類より，近い他人。

Qeua？asian（名）人の往来。～nu　eirijuN．

　往来がとだえる。

Qeu？agR①（名）入におくれること。入後。

　～najUN．入におくれる。人後に落ちる。

Qeuhanari①（名）人里睡れた辮。

PtuhaQpee（1）（名）人違い。あらぬ人をそ

　の入かと愚い違えること。

蘭曲藍聡e①（名）人との交際。人とのつき

　あい。～ja　mugikasii　MUN．人とのつき

　あいはむずかしいもの。

Ptv1cimEEgurisjaCO（名）慈愛。人を憐れ

　み，いつくしむこと。～sjUN．

璽。腿面短④（名）入の背たけ。入の背たけほ

　どの高さ。

Ptuadiamasjaaew（名）人をだます者。詐欺

　臨
Qeeldiuui①（名）人通り。人の往来。

Qeugara①（名）人柄。

QeugawaiimzzN⑳（名）e変わり者。変入。

　◎＊非凡な入。偉入。

御鴫櫨暖①（名）e人との交際。祉交。～N

　cuweemUN’jasa．人との交際も大変なも

　のだ（交際費がかかる）。◎人の悪q。～

　，junUN．人の悪口をしゃべる。

PtzahadiaCO（名）人の肌。また，そのぬくみ。

〈｝euhurubasjaa⑪（名）借金をふみ倒す奢。

　一hurubasjaa〈hurubuN．

魍側側si磁醐a我⑰（名）人をうるさがるこ

　と。また，その潜。人閣ぎらい。～’3aN．

　人間ぎらいである。

轡腿k日錘①（翻）人ごとに。どの人にも。～

　tuuta＄iga，wakaraNtaN．会う人ごとに

　尋ねたが，わからなかった。

Qcukweeもiira①　（名）南京虫。一biixaく

　hwiiraa
　　　　o
〈｝evanaamaaCO（名）人の書いなり。入のする

　まま。～ni　najUN．人の言いなりになる。

　人の雪うままに従う。

Qcanmasai①（名）人にまさること。文語は
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《～kw蹴as三m董。量

　hwitumasai．

Qeu㎜eeG）（名）e人溺。～uti　hazi　kaka－

　saQtaN．人前で恥をかかされた。◎人に先

　んじること。人よりすぐれること。caa～

　nati？aQCUN．いつも入に先んじている。

qeunamme（名）人並み。璽間並み。

Qettnari①（名）（子供・動物などが）入に

　馴れることQ

Qeunttsudu①（名）人さらい。

Qeunuzaa①（名）詐欺師。一nuzaa＜nUZU－

　No
QeunuzimUN①（名）詐欺師。

Qcusaci①（名）入に先んじること。Qcumee

　（人前）ともい5。Qeu？atuの対。

Qcusas…2iib量①（名）入さし指。

QCU？ujamee⑨（名）入を敬5こと。また，

　謙譲で礼儀正しいこと。

Qcu2UQsjagisaN①（形）愛想がいい。入が

　よさそうに見える。

QCU2a＄eeintuinii①（名）入を馬鹿にした

　欝い方。軽蔑したことば使い。

Qcu？useeimuN①（名）人をあなどる者。人

　を軽蔑する者。

QCII？utu①（名）人の来る足音。また，人の

　いる気配を感じさせる音。

QCU？uzi⑥（名）人怖じ。人見知り。

Ocuwii①（名）人いきれに酔うこと。劇揚

　など，大勢の人の中にいたために頭痛など

　を起こすこと。一wii〈，W圭ijUN。

Q駄wa①（名）子。子供。親に対する子。大

　人に幽する子供は’warabi。～nasjUN．

　子を生む。～nu　cuuyee　？ujaa　？iziN．子

　が大きくなれば親は仕合わせ。

Qkwabiicaa⑨（名）わが子をひいきする

　考。親馬鹿。

Qkwabiiei①（名）子びいき。わが子をひい

　きすること。

Qkw昭waa①（名）小さい子。～tiigee．鳩

　（h◎◎tu）の鳴き声。子供を一入の意。　ku－

　tuukwilkwii　A”　tiigee　？oonu　’jama　？Nzi

　nasawa　kwira’jaa．（童謡）クトゥー

　クィークィー（鳩の鳴き声），子供を一人，

　奥武の山へ行って生んだらあげよう。

Qkwamueaabus韮①（名）［子持籔］歌曲の

　名。子持節。その本歌は子を集った悲哀

　を歌った次の歌。　taruju？ロramituti

　naeuga　hamaeiduri　？awaN　girina－qaja

　，wamiN　tumuni．［誰よ蕾めとて　鳴き

　よが浜千鳥　逢わぬつれなさや　わみも共

　にコ誰を恨んで鳴くのか浜千鳥，子に会え

　ないつれなさは，わたしも同じだ。

Qkwa㎜ueaabusi③（名）子持ち星。そばに

　！」・さな星を従えた星Q

Qkw蹴鰍U¢i⑦（名）子持ち。子のあること。

　子を連れていること。女親をい5。

Qkwamujaa⑪（名）子もり。小児のもりを

　する者。上流家庭では特にそのために少女

　が雇われる。

Qkwamujaa？uta（診（名）子もり歌。たとえ

　ば次のような竜の。？joo圭？jooi　nakuna

　’jo，　？uhumura？uduNnu　1〈adunal〈ai　mi－

　mieiriboozinu　taQeojabiN，　siiguN，　ho－

　ocaN　mUQcojabiN…（おどしつける歌の

　例）イヨーイ　イヨrイ　泣くなよ，大村御

　殿の角に：耳切り坊主が立ってます。ナイフ

　もほうちょうも持ってます…。？Nmiiga

　？Nmiiga　muitatitii，　zitagwaN　saba－

　gwaN　kumasjuN　doo，　tooN　’jarnatuN

　？aQkasa　’jaa，　’waQtaa？uNbozug’waaja

　na㈱biraN，？weru？weru？weru，（愛

　情のこもった歌の例）ねえさんがねえさん

　がおもりして育て，下駄もぞ5りもはかせ

　てあげるよ。唐も大和も旅させてあげる

　よ。5ちのおぼっちゃまは泣きません。

　ウェルウェルウェルo

Qkwanasaa⑪（名）θ多産の女。◎乳児の

　ある女。Qkwamucaaと隅じ。

Qkwanas韮miei①（名）子供の生み方。Qkwa－

　nasimleee　siQci　sudatimicee　siraN．　P

　の生み方は知っていて，分て方は知らな
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Qkwanasimijaa

　い。子を生みつぱなしにして，ろくに養育

　しない者をい弓。

Qkwanasimijaa⑱（名）産婆。子を生ませ

　る者の意。

Qkwa？Nmaga①（名）子と孫。子孫。

Qkwa？llmii⑨（名）子を思うこと。子煩悩。

Qk：wa？umujaa⑨（名）子を思う考。子煩

　悩の者。

Qkwa2weekiNcu①（名）子福考。子だくさ

　んの入。

一Q醤（助）で。材料・道具などを表わす。く

　Qsi（して。＜sjUN）。「では」は噸eeとな

　る。panoO搬Uzi～¢ukujuN。・Rンは麦

　で作る。？isi～？ueUN．石で打つ。？uci一一

　naaguci～hanasi　sjUN．沖縄語で話
　をする。　sug＆坤ee　Qcunu　，」嫁si？asee

　？jaraN。服装では入のよしあしは雪えな

　い。
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f

－raasjaN（接尾）らしい。…の特徴・ようすが

　みえる。samureeraasjaN（士族らし，い），

　’wikigaraasjaN（男らしい），？weekiN－

　curaasjaN（金持ちらしい），　naahwara－

　asii　tukuru．（那覇らしい燐）など。

r窃k避⑨（名）楽。安楽。dakuともL・う。

　～ni　kuracoON．安楽に暮らしている。～

　sjOON．安楽にしている。何の苦労もない。

makubuginu①mRuubi①（句）〔文〕金糸

　のはいった帯。？weekata［親方］以上の

　位階の人がしめる帯。rakubugiは織物

　の名か。rakubueinu　mi？ubi’juhwara

　？usimawaci　sj’uNzanasimedei　di　’wane

　sadara．［らくぶつの御三　よわらおし廻

　ち　首里ぎやなしみやだい　でわないさだ

　ら］　三司官の大回を腰にきりりとしめて，

　首里王蔚への御奉公に，いざ，わたしは先

　がけしよう。

rak臓cakti①（名）落着。物事がかたがっく

　こと。dakuc＆kuともいう。～sjUN．

raku2iNcu⑭（名）〔新〕楽隠居。

rakurakutu①　（副）　楽楽と。　安楽に。　ku－

　rnaj’a　A一　hw2sja　takudi　’ututi，　mura－

　baz　unu　hjaaga　hakarigutu　tajuti…

　［こまや楽々と　足たくで居とて　村原の

　ひやが　欝事便て…（大川轍討）〕こっちは

　楽楽とすわっていて，村原の比屋の計賂を

　利期して…。

ramisja⑨（名）〔文〕恨めしい。残念だ。

　歌などの終わりに来る語。nas三gwa　’wane

　giriti　？ieibus3adu　？aijiga　’winagu

　？Nmaritaru　kutunu～．　こなし子わな

　い列れて　いきばしゃどあすが　女生まれ

　たる　事の浦めしや（護佐丸敵討）］子を

　速れてわたしも行きたいが，女に生まれた

　ことが残念だ。

raNgasaan（名）［蘭醐daNgasaと岡じ。

raNkaNCO（名）欄干。手すり。　daNkaNと

　もい5。

raNpagi⑩＊（名）daNpagiと同じ。

raNpagijaa⑪＊（名）〔新〕理髪塗。床蟹。

raNpuO（名）daNpuと同じ。

raNsaN①（名）［涼傘］王のかご（？ueUU）に

　さしか｝ナる傘。普通？uraNsaNとい5。

reN⑨（名）聯。細長い板または赤い紙（sju－

　gami）などに書いた漢詩の聯句をい5。

　誌婚の時には，「下生従天竺　大倫以礼成」

　などと，旅の人を祝う時には，「順風応節

　送　清吉脳天申」などと書いて，左右の柱

　にはりつけた。

”「i（接羅）黒。曖離の単位。？iciri（一里），

　guri（五里）など。

r藍bigi⑳（名）離劉。離縁。～sjUN．離圃

　する。～natOON・離回している。

ribjoo①（名）癖病。赤痢など。　kudasiと

　もいう。

rihw三蓑①（名）〔利平コ利率。

r最⑪（名）例。文語的な語。namamadi

　？unu，joona～ja　neeraN。今までその

　よ5な例はない。

rii①（名）e礼。お辞儀。　guriiともい5。

　O礼。礼儀。～NsiraN　MUN・礼も知ら

　ぬ者。

r雌①（名）濁り。零丁患。考響＝子㌔diiともV・う。

　～nu　ho◎ju：　．利子がふえる。　hoojUN

　は這う。

磁厩③（名）櫨物名，蕩枝（れいし）。ライ

　チー。diiciともいう。常緑蕎末。果爽は

　卵形で，外皮には初生のまつかさのような

　しわがあり，色は赤味を帯びている。肉・

　核ともに竜鰻に似て大きく，美味。北谷

　（cataN）はその名産地。～riNgaN・i蕩
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　枝と竜眼。

rciizi　CO（名）e礼儀。◎感謝の意を表わす

　ための贈り物。進物。礼金。結納などをも

　いう。～sjUN．進物をする。

miixigeesi①（名）贈り物のお返し。返礼の

　贔。

riiziN⑪（名）霊髄。また，位牌。　diiziNと

　もいう。普通は9慧r謎z玉Nという。

yiizisahuax⑲（名）礼儀作法。

鱒uku⑨（名）利欲。欲。～na　mux．欲

　ばり。～nu　cuusaN，欲が強い。

一壽嫉」磁濁（接尾　　羅1’三r＆N，　＝Qとi）∈）れる。られ

　る。…される。受身を蓑iわし，丁田のr未

　然形」に付く。hurn圭rar圭jUN（ほめられ

　る），？utarijUN（門閥たれる）など。　Oれ

　る。られる。尊敬の意を表わす。まれにし

　か言わない。一・miqueeN（…なさる）などと

　共に賢いることもある。？ujumimisjoo一一

　rarijUN（お読みになられる）など。

一糟麺賦四（接羅＝raN，＝Qti）れる。ら；れる。

　お屯に，「…することが可能な状態にある」

　の意を表わし，動詞の「乗然形」に付く。

　主抹の能力に関してはふつ5－juusjUN
　を用いるOl〈unu　hu飯＄aanee　kal｛araN。

　この筆では書けない。愉N面践麟N。見ら

　れる。見るに備する。nakaraN　naei．泣

　げない泣きの意。泣けない状態にあるのに

　むりに泣こうとすること。

rikucaa⑨（名）狡稽な者。　rilscugina　mUN，

　r圭kugikweemUNともいう。

rikugl⑨（名）θずるがしこいこと。狸網。

　小利口。～kwateON．ずるがしこい。

　～na　MUN．狡猶な者。◎反抗。～siinee

　？ukaasaN　doo．反抗すると危いそ。

rakugikwe「emuN⑨（名）狡獅な者。　riku－

　caa，　rikugina　MUNともい5。

魔N⑪（名）蓮。はす。diNともいう。～nu

　hana。藝の花。　　　　｝

riNcaa⑨（名）激しく悔気する者。やきも

　ちゃき。diNcaaともい5。

riNei⑥（名）回気。男女間のしっと。戯翼C｛

　ともいう。

r梱δee⑰（名）［連台］盆の一種。長方形の

　盆。その大きいものはgirideeという。

r彌醒aN⑨（名）櫨物名。竜眼。むくろじ科の

　常緑樹。実は球形で，中に竜眼肉があり，

　さらにその中に球形の種がある。竜中肉は

　美瞭で，盆祭りに霊溝に供える。diNgaN

　ともいう。

riNgwa③（名）噺〕煉瓦。もとはsieigaa－

　ra　とVsつた。

ril癒W鎗⑨（名）着物の一種。冬に防寒稽と

　して羽織るもの。ちゃんちゃんこのような

　もので，男女両用。中国伝来のものであろ

　弓。riNkwaaに似たhwiitaa　とい5も
　のもある。

riNSU⑨（名）輪子（りんず）。織り模様の

　入った，ビPt　一ドのような，つやのある絹

　の織物。礼服などにする。

擁理頭⑱（名）riNsuと周じ。

罫梱が臓臓z演⑨（名）女の冬の礼服（’wa－

　taziN）の一種。二子（りんず）の礼服。

　riNziなど，絹のものは，？weekata［親

　方］以五の貴族の身命の者にしか着用を許

　されなかった。

riQkaa⑨（名）立夏。二十四節の一つ。

riQpa⑪（名）立派。　diQpaともい弓。～na

　Qeu立派な人。

riQpuku⑱（名）立腹。　diQpukuともいう。

　・v　sjuN・

riQsjuN③（名）立春。二十四節の一一つ。

riQsjuu⑨（名）立秋。二十四節の一つ。

riQtUU⑨（名）立冬。二十四節の一つ。

1’蓋riQsaN⑪（形）麗麗しい。二二しい。改

　奮って立派である。形式張って大げさであ

　る。didiQsaNともいう。必ずしも悪い意

　味ではない。duku　riric≧sanu，jaa．あん

　まり大げさでねえ。ririsii　kutu．麗麗し

　いこと。

r量toopeN⑨（名）〔李桃餅コ菓子の名。桃型
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　の干菓子で，月餅のよ5なもの。中巾渡来

　の製法で，油を入れて作る。

rituku⑨（名）利得。

roO⑨（名）ろうそく。　dOOともいう。

roo⑱（名）ラ才。羅宇。きせるに用いる竹

　の管。cisiτ珍OQともいt）。

roohoo①（名）両方。　dooho◎ともいう。

　～kara．両方から。～nu　mura．両方の

　村。

rookUSU⑨（名）ほくそ。ろうそくの燃えか

　す。　dookusu　ともいろ。

rooma⑥（名）老もう。もうろく。dooma

　ともい5。

room飢轟パmee⑪（名）も5ろくじいさん。

roosuuzituu①（名）［澗総地頭3按司地頭

　（？azizitUU）と総地頭（suuzltUU）。按司

　地頭と総地頭とは，二璽に一台切を領する

　ので，両方を併称した語。

rOOIUN2Ui⑨（名）織物の名。王が中国から

　もらう衣裳の織り。王の着物，高官の冠

　（hacimaci）や帯にする。

Ptugwai⑨（名）植物名。竜舌蘭。葉はへら

　形で大きく，縁には鋸の爾のようなとげが

　あり，先端は鋭くとがっている。中央から

　高い茎が出て，先に淡黄色の花を多数つけ

　る。葉から繊維を取り，綱などにする。

　dugwaiともいう。アフリカ原産の藍蕾
　（うかい）と形が似ているので，それと混同

　された名ではないかと思われる。

Ptui＠（名）類。文語的な語。

ruku⑨（名）e六。　dukuともい5。普通は

　muugiという。　O（接尾）rukuniN（六

　人），rukunici（六日。むいか。月の総点

　日をもいう），rukugwagi（六月）など。

皿ku⑪（名）藤。家緑。俸隷。～？u七εしbi－

　misjooci．棘を賜わって。

アukugwagio（名）六月。　dukugwagiとも

　いう。隼の第六月。六か月はmugiciとい
　う。

rukunici＠　（名）六鉦…。　む㌔、カ、。　dukunici

　ともいう。月の第六日の意にもなる。

rukusiNgwaa③（名）六’寸四方の重箱。ZUU－

　bakuの項参照。

皿kU蹴U⑱（名）六条豊腐。豊腐を薄く切

　り，塩をつけて焼いたもの。二つ璽ねて茶

　請けに出す。京都の六条豆腐とは製法。用

　途も異なるようである。rukuzu　kasabiti

　hjal〈unizunu？u撮ge．〔六十並べて　百

　二十のお願］六条豆腐（六十歳）を重ね

　て蒼二十歳のお願い。六十と音が共通する

　ので，長寿を祈る際の，縁起のよいものと

　された。

rukuzuu⑨（名）六十。また，六十歳。

rukUZUU？ici①（名）六十一。また，六十一

　歳。～nu？ujuwee．還麿。

rUQkaku⑰（名）六角。

ruQpek獲⑪（名）rUQpjakuと岡じ。

rUQpjaku⑨（名）銭600文。1銭2厘のこ
　と。ziN（銭）の項参照。

”UQpjaknguN’zuu⑪　（名）銭650文。1

　銭3塵のこと。ziN（銭）の項参照。

「usaN⑪（名）ルソン毒籍。

rUSUNIooziN⑨（名）とうもろこし。9U－

　suNtoonuciNと岡じ。

ruump（名）竜。　dUUともい5。想像上の動

　物。また，たつまき。たつまきは童と見な

　されていた。

ruu①（名）櫓（ろ）。櫓は首里の生活にはあ

　まり縁がないので，duuという発音も首里

　｝こは無いようである。

ruu①（名）〔文〕牢。

Vuucuu⑱（名）琉球。　duucuuともいう。

　出職に面して琉球全体（先島を含む〉の国

　名として用いた語。外国人に国籍を間われ

　たときにruueuuと答：える習慣になって

　いた。沖玉入岡志では用いなかった。な

　お，？ueinaaは元来は沖縄本島（zizi）を

　さす。rnaanu　l〈unigaNdici　tuuraQta－

　kutu～Ndici　hwiNteo　sjaN．「どこの

　濁か」と聞かれたので，「琉球」と弁えた。
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ruugumi①（名）紋〕牢範めの意。投獄。

　～sarijUN。牢に入れられる。羅語では

　hWirazuNka量kumirar呈jUN。　（［平等藤〕

　に入れられる）といった。

ruuhwi⑨（名）［竜樋］首里城内，瑞象門

　（hwiizaa？uzoo）の下にある竜の形をし

　た樋。その日から湧く清水は，水塁が豊窟

　で味もよく，中山第一と称せられた。中由

　伝借録の著者，徐藻光によって書かれた碑

　がそのぞぱに立っていた。

皿舐麺①（名）牢屋。監獄。

ruuka⑱（名）琉歌。入八・入六の琉球式

　の短歌。普通は単に？utaという。　yjuu－

　kaは日本：式発音。

ruukazi①（名）櫓と舵。

r”uooganasi⑨（名）竜王様。？ami　tabori

　～．雨を給われ，竜王様。雨乞いの時の文

　句。

ruusja①（名）入獄。入牢。～moosiwata－

　saQt批N．入獄を申し渡された。

ruz董gakuco（名）［路次楽］麟王の行列の先

　頭で奏する音楽。その楽器にはgakubura

　（その項参照）を用いた。
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s，　9

・・唐＝i接電）よ。さ。述べることを相手に射

　して軽く強調する揚合に周いる。r短縮形」

　（apoeopated　fOl’nl）に付く。’junusa．

　（読むよ），？aN，謁sa．（そ5だよつ，　tuu－

　sasa．（遠いよ）など。

s舩①（名）心神。入の魏的な活動力。神通

　力。「姓（さが）」に対応するか。

saa一（接頭）少しの意を表わす。　saahuu－

　hUU（ほろ酔い），　saagusamici（少し怒

　ること）など。

saadaka？NmariCO（名）蟹力高く生まれる

　こと。予言をしたり，神がかりなことをL

　たりする，霊力をそなえた生まれ。

saadakasaNの（形）霊力（saa）が高い。

　神通力がある。人についていう。

saagusamici③①（名）少し憤慨すること。

　．v　sJuN．

saahagoosaiN①（形）eうすぎたない。◎5

　す気味が悪い。何となく気持ちが悪い。

saakuN⑨（名）ちょうず鉢。ロの広い，大

　型の手水鉢。

saahllNgwaa⑨　（名）saahUNjuuciと岡じ。

saahuNjuuci⑨（名）ノ1、さいまさかりQ手

　斧。柄の長さ30～40センチ内外の，片手

　で粥いるもの。，juuciは「よき」に灼応す

　る語。saahUNgwaaともいう。

saahuuhmu㊥（副）ほろ酔いのさま。一杯

　機鎌のようす。～sjoON。一杯機嫌であ

　る。

saai①（名）つわり。～sjux・つわりにな

　る。

一sa’≠堰i助）saaniと同じ。その項参照。

saaimak蓋①（名）つわりで体が弱ること。

s舩＝juN①（自”1’aN，”ti）おありになる。

　「あるjの敬語。tUNeinee　ciizinu　saa－

　toojab海ui．お宅には系図がおありです

　か。？ukuとaN　，；　iN　saaibiTani．お疲れで

　はございませんか。？umawaee　saatoo－

　m玲eelb戴拠i，おかずはおありでございま

　す’か（肉売りが来ていうことば）。

saa＝jUN①（他＝raN，就i）さわる。触れる。

　saayee　S鼠NgW霧N，　tUl’ee　tun段a．さわっ

　たら三貫（6銭），取ったら牽縄（20銭）の

　罰金（子供が大事なものを人にさわらせま

　いとする時に言う文句）。

saa＝juN①（他＝1’aN，”ti）（汁を）あける。

　容器を傾げて中の汁をすっかり出す揚合に

　いう。？Nmunusiru～・　さつまいもの煮

　汁をあける。

saajllu⑪（名）さゆ。白湯。

saakuu⑥（名）土鍋。中国語r沙鍋」の借

　用語。小児用のかゆなどをたくもの。

saamaki①（名）おのれのsaa（霊力）に体

　が負けるここ。天才が弱捧な丁合とか，神

　がかりをする人などについていう。

saanaa㊥（副）さかさま。人体についてい

　5。saaraaともいう。～keer呈jUN．さ

　かさまにひつくり返る。～naj’UN．さか

　さまになる。

一sa’≠獅堰i助）で。使用する道具。材料を表

　わす。saalともいうが，　saaniの方が上

　鼎に感じられる。また，一Qsiともいう。

　hoocaa～cijUN．包丁で切る。　tiQPUU～

　tui？ijUN。鉄砲で鳥を撃つ。　kabi～gigi・・

　nUN　．紙で苞む。　sakee　nuu～興ku－

　teega，　？awadu　’jarui，　kumidu　’jarui．

　酒は侮で作ってあるのか，粟なのか急な

　のか。　sug滅saanee　Qeunu，jusi？asee

　？jaraN．服装では人のよしあしは醤えな

　い。

saara⑨（名）たわし。

saaraa＠（副）saanaaと岡じ。　saaru（獲）
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　に由来する語か。

suaruan（名）e猿。昔は野生：の猿はbな

　かったであろう。文語はsaru。その項参

　照。◎猿まねをする者。人まねをする者の

　あだな。

saamuu⑰（名）口のとがった春。獲に似た

　者の意。

saasi⑱（名）錠。錠館。かけ金。　～？1鍍一

　jUN．錠をかける。～？al　ijUN．錠をあけ

　る。

saa4inUQk＝wa⑰（名）鍵。錠溺に差し込む

　もの。

saataa⑨（名）砂糖。普通は黒砂糖（kuru－

　3aataa）をさす。

saataa？aNdiaagii⑰（名）菓子の名。麦粉を

　水でこね，砂糖を入れて油で揚げたもの。

saataaEla”yu⑨（名）砂糖樽。黒砂糖を入れ

　る栂。

saataagii⑪（名）櫨物名。灌太の名。てら

　つばき。葉をもむと砂糖の香りがする。

S蹴腋a騨臓澱a⑰（名）砂糖をしぼる車。砂

　糖きびをくだいて汁をとる車で，青馬が引

　いて厨し，中で幽車がかみあって砂糠きび

　をしぼる仕掛け。

saaSaaHaQtuu⑥（名）菓子の名。？N拠uk距

　錘（甘藷から澱粉をとったかす）をこね，

　砂糖。ごまなどを入れて煮たもの。

saataasikuei⑨（名）製糖の仕事。砂糖仕

　事の意。

saataauuzi③（名）砂糖きび。白話。

saa｛aa4ttkui③（名）砂糖作り。製糖。写生

　にとって一三中で最も多忙な仕事であっ

　た。

samSu・xmee⑪（名）紙製の男びな。女びな

　は？umeNtuuと、・う。

saa2；aa①（名）saaz圭（鷺）と漬1じ。

saa多aatu①（副）さっぱりと。心について

　いう。ciMUN～najgN。心がさっぱりす
　る。せいせ・いする。

saazi⑥（名）はちまき。手ぬぐいのように

　細く長く切った布。ターバンのよ5に頭に

　巻きつける。～sjaN．はちまきをする。

saazi①（名）saziと同じ。

SRazi①（名）鷺（さぎ）。　saazaaともいう。

saもa①（名）ぞうり。皮◎わら。阿旦：奨。

　薩（い）。竹の皮などで作肱種類が多い。

　敬i語は？u＃areeまたは，　nuugaree。～nu

　？ura　b’aCuN．ぞうりの褻を焼く。（長居

　する人を迫い払うまじない）

saha①（名）鮫。

sahac蓑⑰（名）櫛。とき櫛。歯が密でない櫛。

　歯の密なもの，すなわちすき櫛はkusiと

　いう。

salaaeibaku③（名）くしげ。櫛箱。黒漆塗

　りの箱で，甫諭に引き出し，上に蓋があ

　り，その中に｝｛al〈UgU（落とし蓬）があ

　り，その下はいくつにも仕切られている。

　絃婚の時，款調して持参する。

saha＝eUN⑪（地嵩kaN，＝ci）eくしけずる。

　乱れないよ弓に，とき分ける。さばく。

　karazi～・髪をくしけ’ずる。　nunu～・

　かせ糸を乱れないようにさばく。tamUN

　～・まきを割る。◎裁く。裁判する。

sabahag｛①（名）鼻繕ずれ。鼻緒ですれた

　足の傷。

sahakt＝jthN⑥（（ig　＝raN，覗）（仕事などを）

　さばく。処理する。片付ける。cuunakai

　s畿bak塔uasju1煩．きょう中にやってしま

　えるか。

sabaki＝jzzNen（自＝raN，＝ti）さばける。

　処理が進む。商品が売れてしまう。

脇触k面⑪（名）〔古〕［湿土］闇切の番燐の

　村役人。

s曲a瞬⑱（名）丸太舟。くり舟。離N滋の

　男ij名。　ku1huni　ともいうo

sakataico（名）〔古〕ぞうり取り。貴人の簸

　の二足番。？u聡reetuiともいう。

s題もee①（名）0害虫の名。作物の薬・茎な

　どに密藥して付く小さい蛍。油虫。ありま

　き。㊤小児のかかる皮四病の名。二二が嶽
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sac犠飛

　くただれる。あせも。

sabi⑨（名）わざわい。悪いできごと。

sabiO（名）鋳。

sahimuN⑥（名）味気のない食べもの。お

　かずの少ない食：窮，だしのはいっていない

　二軸などをいう。

sabiQsaN⑩（形）0さびしい。聞くもの・

　見るものがないなど，物・揚所についてい

　5。精神的なさびしさは，多くsikaraa－

　sjaNという。◎鋤さびしい。食物がない，

　食：物が貧弱であるなどの揚合にいう。

sabiri＝juNen伯＝raN，＝ti）さびれる。

saPtizimu＠（名）貧弱な吸い物。だしのはい

　っていない汁・実のはいっていない汁など

　をいう。

8aわ⑪or飴麺N⑨（自＝raN，：ti）一meはてる。

　朽ちはてる。腐朽し荒廃する。

sabeorikaa⑨（副）荒れはてたさま。朽ち

　はてた＄ま。～sjOON。荒れはてている。

saei①（名）先。前。煎方。～naree・先に

　行け。前になれ。◎先端。hudinu～．筆

　の先。⑬先。旧来。～？NZ圭eaa竃a，jaa．

　将来どうだろうかねえ。＠先。以瀞。～

　natl　cootaN．先に来ていた。

sac養①（名）騎。岬。

sagi①（名）さつ。紙幣。

saeibai①（名）先がげ。先駆。先駆春。

　，winagOo？ikusanU～・女はいくさのさ

　きがけ。いざという時，女は勇気が出る。

sacibarttnzzsaei⑨（名）先漂鱗。那覇港外

　にある岬。

saeiei＝jwN①（自；raN，＝Qci）すっかり咲

　く。満開になる。麟…き切るの意。saeiciri－

　jUN　ともし、うo

sa¢iciml＝jUN①（窃＝raN，”ti）9．　aeicijUNと

　同じ。

saeidiaeX①（名）先に立つこと。先導。先

　行。また，先に立つ人。先導者。～sjUN．

eeeida＝¢upa⑰（窟＝taN，＝Qci）e先立つ。

　先に行く。◎先に死ぬ。先立つ。

sacidii①⑨（名）先手。～？NzasjUN．先

　手を打つ。～？il’ijUN・ともいう。

・gacidumi（D①（名）先妻。　saeituziともい

　う。　？atudu置】ほi　（後妻）　の支重。

sacidusi①（名）先年。すぎ去った難。

saciguci①（名）先口。順番が先であるこ

　と。

saeigudee（①　（名）　昔。　toogu〔iee（現代）に

　欝する。

saei？ilbi①（名）人さし指。普通はQeusasi

　という。

saciii⑨（名）〔裂繭〕薩（い）。七逸品。琉球

　表を作る蘭。茎は葱角形で，これを裂いて

　乾かし，畳表とする。その質が丈夫なので，

　台駈用・道揚用などに用いられる。

sacijama⑨（名）碕由。〈（　pa　〉）参照。

saclkaN”ZUN①（慮　＝daN，”ti）畷…きこぼ

　れる。咲き乱れる。いっぱいに咲く。

sacimaaiew（名）先國り。披けがけ。他を

　醒し抜いて事をすること。

sac養rnutubu①（名）綺本部。《鋤参照。

saeinaisigamunUU⑨（名）畢い者勝ち。先

　になった者の物の意。

saeinujUU①（名）過去の時代。前の琶。

　昔。また，前世。

saei？Nzi＝jZZN①（霞＝raN，”ti）咲き礎す。

　咲き始める。

saeisakee＝麺聾①（霞＝raN　f”ti）花ざかり

　となる。満開になる。hananu　sacisakee一

　も00N．花が満開である。

sac韮s越ee⑥（名）先藩願。串し込み頗。

sacisima①（名）〔先島］先島。宮宵群島と

　入重由群島。

＄acisiri＝jtaN①（自＝raN，弍i）満聡の時期

　が過ぎる。花の盛りが過ぎる。

sa¢ituzi⑤（名）先妻。sacidumiともいうa

saciutu①（名）先央。溺夫。

saei4ac蓋①（名）〔文〕先先。将来。

s轟＝¢uN⑨（他＝kaN，＝ci）裂くo

sa＝e腿N①（爲；kaN，；ci）咲く。
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sadai？al　sitaree

sadai2aNsitaree①（名）上流階級の結婚式

　の時，行列を先導し，新婦につき添って世

　話する女。二人が当たり，黒朝衣（kuru－

　c◎◎）　を着る。sadai？aNS三taτi　ともいう。

　sadai一くsadajUN。一般の結婚式のそれ

　は，τ三iibiciNcuまたはnakadaciという。

sadai？aNsltari①　（名）sa〔三ai？aNsitaree　と

　瞬じ。

saδa；juN①（自＝1’aN，；ti）こ文・古3先に：立

　っ。先行する。toetoo　sa．dari　sadari・

　［たうたう　さだれさだれ（花売肉縁）］さ

　あさあ，先になれ先になれ。sadaree・お

　先にどうぞ。．sadajabi・：a．お先に央‡しし

　ます。

sadami⑨（名）定め。決まり。法規。

sadami＝juNev（他＝raN，；ti）定める。決

　める。

saal①（名）さで。叉手網。魚をすく5網。

sadi①（名）佐手。（〈地〉）参照。

sagai＠（名）地嵐が低くなっているところ。

　低地。しも。？agaiの蝋。，jamagaaSagai

　といえぱ，山川という部落の中のしもの藻

　分。

saga圭⑨（名）掛け。代金あと払いの売買。

saga韮goo蓋⑨（名）掛け買い。

saga韮：～i3U①（名）鮮度の落ちた魚。古い魚。

5鰭a童慮da⑪（名）落霞。落ちる太陽。夕

　S．？agaitiidadu　’uganuru，　sagaltiidaa

　，ugamaN．上がる臼は拝iむカ｛，落ちるH

　は拝まぬ。勢いのよいものにつく意の諺。

saga蓋2こ口（名）掛け売り。

saga＝jUN⑨（自＝raN7＝のe下がる。位置

　が下に下がる。㊥下がる。ぶら下がる。

　㊧値が安くなるQ⑲魚などの生きがなくな

　る。鮮度が落ちる。

saga＝juN⑨（蓮1　＝r我N，”ti）掛けで買う。

　sagarasjuN．掛けで売る。

sagee＝sjuN①（他＝saN，＝ci）捜す。

sagi⑪（名）三味線の本調子。？agi（二上が

　り）に対する。三下がりはsaNsagiとい

　う。

sagidiiruem（名）天弁から下げるざる。

sag三gusul⑨（名）のぼせを直す薬。薬とし

　て？ika（いか），　kubu麟mi（いかの一種）

　などを煮て，汁とともに食べる。

sagi＝juN⑰（他＝raN，”ti）θ（位麗を）下げ

　る。O下げる。ぶらさげる。㊤値を安くす

　る。⑲（膳な．どを）下げる。

sagigookii⑰（名）天井から下げる，竹で編

　んだかご。食物を入れる。

saguiNgwee③（名）さぐり食：いの意。高山

　しして食うことQ

sagexjuNoo（弛＝raN，＝ti）探る。手足で

　ものを探る。また，ようすを探る。

sahudu①（副）〔文〕さほど。それほど。

　sahudoo？araN・さほどではない。

sa｝mu①（名）ほんの形だけ。軽少。人に物

　を贈る時にい5語。～du，ja童bi類ga。わ

　ずかではございますが。～na？usjagl－

　rnUN。ほんの形だけの進物。

sahUU①（名）作法。～ni　kanatoON。作法

　にかなっている。

saiCO（感・助）目上に話しかける時・呼び

　かける時などに男が発する敬語。さらに高

　い員上にはsariという。女はtaiとい
　「）。もし。～。もし（他家で案内を乞5時

　など）。tUNcuu～．もし，おじさん。

saigul　mee⑪　（名）〔新〕外米。　toogu斑i

　ともいう。

saihwaN①（名）噺〕裁判。明治の初めご

　ろ；時使われた語。

saita⑪（連体）変な。妙な。不思議な。～

　MUN・不思議なもの。

saja＠①（名）鞘。刀のさや。諏ともいう。

　豆のさやはguruとい5。
sajakaO）（名・副）さやか。～綴τu　gici．

　［＄やか照る月］さやかに照る月。～na

　gici．さやかな月。

sajumi①（名）織り上げて，まだ水を通し

　てない布。さよみ（狭読）の転意。
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＄akimacija

sajuuCl）（名）e左右。◎岡等なこと。甲乙

　ないこと。ziNta　nucee～・金と命は同

　じぐらい大事なもの。金の値打を強調した

　ことば。

saka①（名）逆。さかさま。反対。ziinil～

　natOON．字：が逆になっている。～Nkai

　？iCUN．反対の：方向に行く。～Nkai　munu

　？ijUN．理に合わないことを言う。

sakadaci①（名）病後，食：欲が旺盛になる

　こと。また，その食欲。～sjUN・（病後）

　食：欲が起こる。

sakagagi㎜量①（名）無実の罪。冤罪。

sakai2uturui“b　（名）〔文］盛衰。興亡。

　1〈unuju　niNziNnu　・一一ja　nagitu　huju－

　gukur’U？ieikawaigawai．［この世入閻

　の　盛褒や夏と冬こころ　いき替り替り

　（花売之縁）］この世の人閻の盛衰は夏と冬

　のよ「）に変転きわまりない。

saka3a④（名）つくり酒歴。酒造家。酒を

　売る店はsaki搬aci5aとい5。

＄aka＝juN①　（君臨raN，＝ti）栄える。　sa－

　keejUN　ともいう。

sakamagigi①（名）さかまつげ。さかさま

　つげ。

sakam蓋多i①　（名）水が逆流すること。ま

　た，逆流する水。大雨のために屋根でsa－

　kami多iが起これば，雨もりの原因とな

　る。

s農kamun簸①（名）不合理なことを欝うこ

　と。矛漏したことを醤うこと。

sakaRa①（名）酒のさかな。酒を飲む時の

　料理。

sakanai⑨（名）急な傾斜。急斜爾。～na－

　tOOI・u　hwira．急な坂。

sakanajaa⑪（名）料理屋。料亭。

sakanajaaw韮nagu⑨（名）料理屋の女給。

　働婦。ほとんどが娼婦をかねていた。

saka2N㎜ari①（名）逆産。逆子（さかご）

　で生まれること。

sakaNkee⑰（名）旅から細る入を迎えるこ

　と。また，その行事。また，？agari？u－

　maai，　naciziNugami（その項参照）な

　どで神に詣でて認る入を迎えること。r一

　族を代表する戸婦の一行が，三宮おき或は

　七難おきに，祖先発祥の地に詣で瓦帰る日，

　一族中の老弱男女が，之を郊外の坂の辺で

　迎へて，慰労会をやること（僻波普猷：琉

　球語彙）j

sakaNki①（名）さかむけ。ささくれ。皮薩

　のさかむけ。親不孝者にできるといわれて

　いる。

sakalic；①（名）eさかずき。◎（接羅）さ

　かずきに盛った数を数える時にいう。eu－

　saka多ici（一杯），　tasaka多圭ci（二杯）など。’

sakakui①（名）さか剃り。

sakee⑨（名）境。境界。

sakee；juN①（自＝raN，＝ti）栄える。繁栄

　する。繁呂する。sakajUNともい5。
　sakeetooru，jaa。栄えている家：。

sakeemi③（名）境目。境界。事の分かれ

　g．

saki①（名）酒。普逓は泡盛をさす。

sakibiN①⑨（名）酒旗。酒を入れる陶製の

　器。儀式用・祭壇用として用いるもの。普通

　に飲む時には多くkarakaraaを用いる。

sakidUQkui⑪（名）瀬どっくり。酒を入れ

　る陶製の器。運搬用の大きなものもある。

saki藩aam韮⑪①（名）酒がめ。酒を貯えて

　おくかめ。

sakigaci①（名）酒を飲みすぎて病むこと。

　酒中毒。二臼酔。

sa磁g3ku①（名）酒を飲み過ぎて起こる癌。

sakigusi①（名）酒癖。酒1を飲むと出る癖。

sakigweeio①（名）酒太り。酒を飲んで太

　ること。

sakii①（名）酒飲み。酒豪。

saki＝juN⑨（自＝raN，＝ti）裂け’る。

sakikwee⑨（名）のんだくれ。酒飲みをの

　のしっていう語。

sakimacijaDt　（名）酒屋。酒を売る店。
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鰍繍鵬服董

醐麟㎜面①（名）（平民が鰐いる語）㊦結納。

　Oいいなずけ。

s盆墨［isaka殴＆①（名）酒と肴。

saklsiei①（名）酒好き。

s塞k嚢ar玉①（名）瀬の煎飯。

saklwii①（名）酒に酔うこと。～sjUN・

sakizoogu⑪（名）酒婬き。酒を好むこと。

　上戸。

sakizooguu⑨（名）酒好き。酒飲み。酒を

　好む者。上戸。

sa数udy（名）谷閣。農村で霜いる語。

sukugumi⑨（名）うるち。瀬々。sakumee

　ともいう。

sak腿hwira⑨（名）〔文〕急な坂。げわしい

　坂．　’wakasa　hwitu£ucinu　kajuizinu

　suraja　’jaminu　tvN　kurumatoebar“．

　〔若さ一時の　通路の空や　翻のさくひら

　も　車たう漂］若い時恋人のところへ通弓

　心は，翻のげわしい坂も砂糖車を据え．る平

　原と岡じようなものである。

sak砥量⑪（名）ひっかき蕩。浅い切り傷。

sakzz＝jZiN⑥（弛＝ra、ys＝ti）ひっかく。と

　がつたもので浅く傷をつける。？ij　zmu

　，Nzisaani鱗ba～．魚のとげで舌を蕩つ

　ける。

sai騒mee⑨（名）うるち。綬米。sakugum圭

　と岡じ。

sakara①（名）桜。桜は少ないが，塞部・

　名護・久米島などにみられる。nagariju－
　ru　　mi多in圭　　＄eしkural）ana　　？ukiti　　？irミュー

　zurasa？atidu　sul｛uti’Nearu．［流れよ

　る水に　桜花浮けて　色湾らさあてど　す

　くて見ちやる〕流れる水に桜の花が浮かん

　でいて色が美しいので，すくって見た。

餓睡田？茎瓢①（名）桜色。人の漁色のいい

　のにいう。？aka多akura？iruともい弓。

saik⑳輔養搬＆⑨（名）桜島。鹿児島の地名。

SdekzzsaN⑨（形）もろい。こわれやすい。折

　れやすい。sipusaNの対。

snkUtaRkan⑰（名）［作得］zi£uu（地頭），

　？weekaNcu（役人），　nurukumui（のろ）

　などが役地から取得する穀物。生産の三分

　の二弱を取得した。

餓磁融①（名）紋〕女が恋する男をいう語。

　わが君。～wa？i｝〈anayu　katakinu　SUレ

　ka，？U鵜U圭wa舞ijuru　hwimanu　neraN．

　〔様はいかなる　敵の末か　思ひ忘れゆる

　畷のないらんコ愛する君はどんなかたきの

　子孫ででもあるのか，片時も忘れることが

　ない。（これは仲風，すなわち和歌と琉歌

　の混合体でよまれたもの。）

S蹴姻①（名）しらふ。酒を飲まずにいる時。

sasuraaa③（名）鮫凧の考。

samaeicasaN③（形）そそっかしい。粗忽
　である。

sama＝janN①（自＝raN，‘ti）samijUNとも

　い弓。∈）熱がさめる。湯などがさめる。

　◎酔いがさめる。

samaa＝sjUtN⑥　　（飽　　 ＝saN，　　＝ci）　　覚　 ま　す。　　賛

　をさます。mii～・目をさます。

sama＝sjvaNen（他餐aN，＝ci）eひやす。

　熱をさます。冷たくする。O酔いをさま
　す。

餓灘齪購三④（名）妨げ。妨害。邪魔。

samatagi＝juN①（他＝raN，＝ti）妨げる。

　冠頭する。邪魔する。

繍灘痩腿畑瀬①（名）さまざま。種種。～聡

　kutu．さまざまなこと。

餓職制⑪（名）彼津の最終霞。彼岸のあけの

　臼。

sami（i）　（名）　e鮫。　讐通は　saba　という。

　◎籔観。

一餓「Z菱（助）…なのだぞ。…なんだよ。文

　語で用いることが多い。？aNdu，3a姥sami．

　そ5なんだよ。　，wakarusamitumiba…

　［劉るさめとめば…］曇れるのだと思う

　と…。gicija’Nkasil〈ara　kawaru　kutu

　nesami，　kawa£i？iku　munuja　hwttunu

　kukuru．〔月や昔から　変ることないさめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　変で行くものや　人の心］月は昔から変わ
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　ることがないのだ。変わって行くものは入

　の心。

samigoΦsico（名）疵癬の一種。済癬iのひど

　いもの。

sami＝juN⑪（濤　ntyaN，　；t三）覚める。頃が

　さめる。猷蕪～・目がさめる。

sam三罵∫uN⑥　（霞寓raN，＝ヒi）色がさめる。

　あせる。

sami＝juN⑪（自＝1’aN，＝ti）samajUN　と

　もい5。㊦熱がさめる。湯などがさめる。

　◎酔いがさめる。

samuree①（名）士族。’jukaQeuともい

　5Q士族であれば，女でもsamureeで
　ある。

sanazi⑨（名）ふんどしの卑称。普通は

　hadoobi（航帯：の意）という。越中ふんど

　しが伝えられてからは，多くそれを用いる

　ようになったが，それはmeecaasanazi

　という。

sanazimu？azimaaadv（名）ふんどしのみつ。

sanazinUtai＠（名）ふんどしの溺に垂れて

　いる部分。

舘面①（名）種。果実などの種子。核。さね。

　～？urusjUN・種をまく。

saps⑪（名）三三。普通‘まmiigiとL・う。

saN⑪　（名）　由（やま）。　地形が山形に磨く

　なっているところ。？ana　muee～nato一

　（）N．あの丘は由になっている。

saN⑨（名）（∋機。板戸などに横に渡し，骨

　とする太。◎戸締りのために渡す難の類。

saN⑪（名）神仏へのお盤えの上に置いてお

　くもの。お供えするまで，すなわち持って

　歩く間は，芭蕪の葉などを細長く切り，お

　祓いの時の結び方で結んで，お供えの上に

　置き，いざお供えをする時に取り除く。魔

　物がけがすのを防ぐために麗いたもの。

saN⑨（名）轡物をくりかえし読む時sその

　回数を数えるために塞にはさむ昌印。ま

　た，多くのものを数える時の覚えとするし

　るし。～tu3UN．　saNをとって激える。

　また，数える。

saN⑪（名）お産。～nu？NbusaN．お産が

　重い。～nu　ka（lsaN．お産が軽い。

saNba⑨（名）こ藁馬3楽器の名。いなかで

　俗楽に職するのに罵いる。三個の竹の板を

　紐で通し，左手の指の閣にはさみ，右手で

　打ち鳴らしてはやしとする。

saNba⑨（名）〔新〕慶婆。　Q！〈wanasimljaa

　ともいう。

saNbagu”ei⑥（名）おしゃべり。

saNbaNduian（名）三番鶏。夜の白白明ける

　ころに鳴く鶏。

saNhasi⑰（名）〔薪〕穫機。

saNbeeCO（名）三…三倍。saN4◎obeeともいう。

§aNbeku⑨（名）saNbjakuと同じ。

saNbjaku⑪（名）saNbeku（女の発音）と
　もいう。e｝三…三百。　G｝　ee　300文。6厘にあた

　る。ziN（銭）の項参照。

saNbjakugUN’z騒u⑨（名）銭350文。7厘に

　あたる。ziN（銭）の項参照。

saNeii①（名）参詣。普通は’ugamiとい

　う。・一s錘N．参詣する。

saNeira⑨（名）櫨物名。由帰来（さんきら

　い）。ゆり科の多年生蔓性灌太。浄雍利尿

　剤となる。

saNdaNkwa⑨（名）穂物名。観賞罵として

　庭に栽培する灌木。小さくて細長い赤い花

　が密集して鋤く。

saN醒ama¢量⑪（名）材太の名。松の細い：角

　材。

s繍N琶u⑪（名）珊瑚。

saNguN⑱（名）三献。蕪たび杯を差すこと。

　～nu　tuikee．結婚式における三蕪九獲の

　杯。

saNgwag董⑰（名）3月。一一・ifの第弾正屡の

　月。

sak’gwagi？aqiki⑨（名）年中行事の名。三

　月遊びの意。1臼暦3月3臼，平民の娘たち

　が厳を打ち，歌を歌って興ずること。上代

　の歌垣に似ている。那覇では，娘たちが遊i
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　山船（nagaribuunii）を仕立てて，船の

　中で鼓を打ち，歌を歌って遊び暮らす風が

　あり，その時，村と村とが紺抗して，歌で

　暖面する揚面も見られた。

餓N琶w磯三醸N撮ci⑨（名）3月3露の節供。

　上巳。芋供は，男女ともお重のごちそうを

　つくってもらう。青年はどんぶり料理を持

　ち寄って酒宴を開く。

saNgwanaa⑨（名）辻君。街娼。3貫（6
　銭に当たる）で密淫売をしたので，この名

　がある。

sa鱒a⑭（名）山野。耕地・宅地でなく，草

　刈り。たきぎ取りなどをする土地。

訟輌uk麓③（名）〔文〕三欲，？irujuku（色

　欲），mucijukU（財産歓），　mUNnujuku

　（食欲）をいう。

saNkakuee⑪（名）蕪角。

sait’kee①（名）三階。また，三階建て。

saNkwee①（名）こ参会］宴会。

saNmeenaabi⑪（名）鍋の一種。鍋（naab圭）

　の項参照。

saNml⑪（名）金魚の一種。耀が三つに分か

　れているもの。蕪尾の意。

saNmi⑨（名）？薦aNmiの項を見よ。

saN㎜INen（名）讃算。勘定。　kaNzooとも

　いう。～nu　naraN．欝算ができない。多

　過ぎて数えきれない。

saNmiNbaQpee⑪（名）計算間違い。

saNmujuusi⑨（名）産気づくこと。

・．・aNmuN⑪（名）山門。三門。

saNniei①（名）瓢睡。みつか。月の第三臼

　にもい5。

saNniN＠（名）三人。　miQcaiともいう。～

　suriree　sikiN．三≡…入揃え1ぎ樹：間となる。

saN磁N⑪（名）iii三年。　mituともいう。

saNniN①（名）植物名。月銚。サニン。sja－

　NniNともいう。葉が広く，食：物を包むの

　に使う。

saNniNei　en（名）三年忌。ヨ回忌。

saNniNga”asja①（名）月桃の葉。餅などを

　包む。kaasjaは広い葉。・

saNri⑨（名）三里。灸点の名。

sa鵠ag⑩（名）三下がり。三面線の調子の

　名。三の糸を下げるもの。

saNsanaa⑲（名）eくまぜみ。せみ（せみ

　一般をさす語はない）のうち最も大きいも

　の。羽は透明。sirubaniiともいう。声が

　大きく，saNsaNと鳴くので，こういう。

　◎転じて，おてんば娘。

saNsanaa’2aigwaamee⑪（名）おてんばお

　嬢さん。士族のおてんば娘。

saNsaN①（副）落ち着きのないさま。そわ

　そわ。～s3UN．

saNsiei①（名）桟敷。綱引きの時など，石垣

　の上に材木を組み合わせて作り，上流婦人

　の見物席とした。～？ueUN．桟敷を作る。

s＆NS量韮◎（名）こ薪〕e賛成者。賛成派。？jaa－

　ja～’jami・きみは賛成する側か。O明治

　の初め，廃藩騒ぎの時，明治政府に従うこ

　とを支持した派。開化党（kaikwatgo）と

　もいい，髪を切った。husaNsii（不賛成

　派）に対’する。

saNsii①（名）〔新〕賛成。～sjUN．賛成す

　る。

saNsikwaNO（名）〔古〕〔三司密］大蒜に相

　心する役名。国務卿。天曹司・地曹司。人

　曹司の三人よりなる。？asatabiともい5。

s鋸s掴②（名）沖縄の三味線。沖縄の代表

　的な楽器で，臼本本土の三味線のもとと

　なったもの。すなわち蛇皮線。ただし沖

　縄でこれを「蛇皮線」とは言わない。蛇皮で

　張った上1等のzahwibai（蛇皮張り）と，

　いなかの青年：などが使うsibtibai（渋張

　り）の二種がある。三本の糸は太い順にそ

　れぞれ，uuzirミ1（雄弦），　naka溢τu（中弦），

　miiziru（雌i弦）という。その胴はgiigaa，

　棒はSOOという。三つの糸巻きはkara－

　kui，　ziihwaまたはmudiなどとい5。

　また，kUNkUNsiiの項参照。

sapesiNkajaa⑪（名）三垂線作り。三味線を
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　張る者の意。

saNsooba｛D（名）不当に高い外揚。しない

　縮揚の意。～？u（≧eakijuN・高値をふつか

　ける。

saNtoo①（名）たたきつち。しっくいやセメ

　ントの代用となるもの。石垣の根。三つ

　ぼ・水だめ・へっついなどを固めるのに用

　いるもの。色は土色。

saNtuiew（名）数えること。計算。　saN（数

　える時の屋印）の項参照。

saNtiiiiii⑥（名）申酉（さるとり）の方角。す

　なわち，西やや南寄りの方角。

sa町aN③（名）散散。ひどいとと。したた
　rbi．　・vni　’3’agiri　kunu　naiju　’jariba．

　［散散にやつれ　此のなりよやれば（花売

　之縁）］ひどくやつれて，このありさまで

　あるから。～na　sikata．ひどいやりかた。

saN多a曳kガN罫N⑨　（名）　散散。めちゃく

　ちゃ。～najUN．めちゃくちゃになる。

saNliei⑨（名）臨月。産み月。

saNz｛eoo⑥（名）三字経。三絶ずつで一句

　をなしている，幼少年の教科書。

saNziNSOOiD（名）〔芝想：穣］易者。売卜者。

　首里ではe轍就i3aaともいう。

saN400bee⑪（名）i蕪層倍の意。　saNbeeと

　同じ。

saNzuu⑨（名）三十。また，三十歳。

saNzuugu”nic長⑪　（名）三十五臼。五なの

　か。死後35日掛に営む法事。？iginaNka

　ともい5。

saNzllllsaN！liNei①（名）三十三三隼忌。33年

　§の法事。これをすませると，死考の霊は

　神になるとされる。

saQeUU①（名）臆測。あて推量。～sjUN．

　臆測する。～，jatiN？atajuru　kutunu

　？aN．当て推量でも当たることがある。

saQcuumuntt？ii①（名）い㌔・加滅に推測し

　てものを言らこと。

saQkoo⑪（名）Gきちんとしないこと。整っ

　ていないこと。整然としないこと。狂iいが

　あること。～na　munu？ilkata．整然とし

　ない話し方。？aree　kunuguroe　～doo．

　彼はこのごろは異常だよ。◎無風流。殺風

　景。また，みすぼらしいこと。～na　sugai

　sjOON・みすぼらしいなりをしている。

saQkoobi⑪（名）しゃっくり。～sjUN・

saQkwli⑨　（名）咳。『～sjUN．曝をする。

　～φgiCUN．咳きこむ。

saQpaei⑥（名）さっぱり。淡白で，こだわ

　らない｛生質をいう。～na　niisee．　さっぱ

　りした青年。

saQpuusi①（名）こ冊封使〕一封使。明州民

　鳶奪，琉王求【鶉三Eが王位につく時㌧　中麟から来

　て冠を下げた使者。一般人からはtoonu

　？az量（唐の按司）と呼ばれた。正副の外使

　があり，清朝以来正使は満入，副使は漢入

　で，俗にこれを左の按司，看の按朝といっ

　た。二，蕪蔵入から七，八百人の兵を従え

　て約半年間滞在し，非常に歓待された。そ

　の乗船を？ukwaNsiN［御冠船］，その歓

　迎のために演じた国劇を？ukwaNsiNU輔

　dui［御冠船躍3といった。

saQsi＝juN①（他araN，弍i）〔文〕察する。

saQt董mu⑨（感）さても。おやまあ。いやは

　や。珍しい野合・あきれた揚合・深く惑じ

　た野合などにいう。

saQtimusaQ’timu⑥（感）さてもさても。

　おやまあ。あれまあ。いやはや。女がよく

　使5。

sara①（名）皿。大をhaaci，中をsuur璃

　またはcuugara，！1、をkee？uci，または

　ku4araと㌔・う。

sara一（接頭）新しい意を表わす。　saram漁

　mUN（真新しい物），　sara？utii（あらた

　に：女郎に身を落とした者）など。

saraba①（感）［文〕さらば。～taciwaka”

　ra　’jusumi　neN　？ucini，　’jagati　？aka－

　g1Cmu　tu1N　nacura．〔さらば立ち男ijら

　余所冒ないぬ5ちに　やがて暁の　鳥も鳴

　きゆら］さあ溺れよ㍉入に見つからない
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　うちに。やがてあかつきの鶏も鳴くだろう

　から。

sarakaei⑨（名）いばら。とげのある灌木。

saramakutu⑨（名）馬鹿正直。お人よし。

　～na　Qcu・お人よしの人。

一sa掴謡（助）〔文〕「であろう」の意を強調

　して表わす。…であろうそ。？umicakiN

　sivaN　tusinu　’juti　’wataru，　nakasi－

　manu　kubas玉？inuei～．こ思きやげもす

　らぬ　年の審て渡る　中島の小回船さら

　め〕思いもかけず年寄ってから渡る中島

　（i遊郭）の小橋，命あってのことであろ弓。

　「年たげくまた越ゆべしと思ひきや　命な

　りけり小夜の中山」の歌とよく似ている◎

sara㎜iimuN⑨（名）翼干しいもの。まだ一

　度も使ってないもの。新品。

8鼠raNd藍＝jUN①（霞＝raN，＝毛1）sa鴛UNdi麟N

　と嗣じ。

saramaNsii⑨（名）いやいやながらするこ

　と。仕方なく，無理にすること。

sarasi①（名）さらし木綿。

sara＝sjuN①（他＝saNe＝ei）（∋さらす。漂

　明する。㊤さらすb雨風などの当たるまま

　にしておく。gira～．入需で恥をかく。

saratatli⑨（名）女晃が三歳の時に行なう，

　頭を剃る儀式。また，その剃り方。頭の圏

　りを剃り，前額からぼんのくぼまでを溝形

　に剃る。女子を象徴する剃り方で，月評の

　g1nutati1（その項参照）に対する。

sara？txtii③（名）あらたに女郎に身を落と

　した者。

saree＝jwN①（他＝raN，＝ti）ue　5。凌える。

　たまったごみを除く。cisiri～・きせるを

　掃除する。’NZU～・溝をさらえる。

sari①（感・助）もし。　saiと岡様にsaiよ

　りもさらに闘上に男が用いる敬語。女は
　ta±’iと、・う。

sari・jUN①（霞＝raN，＝ti）さらされる。

　漂白される。

saru⑱（名）〔文〕獲。日語はsaaru。　ku一

　nu　一一ja　too￥ee　guzuahaei，　kiramakara

　’watati　kutusi　zuuguniN．［この猿や当

　歳五十八　慶良間から予て　今年：十五年

間（花売之縁）］この猿は当歳58歳で，慶良

　問廃から渡って，ことしで15隼。（猿麟し

　の口上）

sartt　en（名）申（さる）。十二支の第九。時

　刻は午後4時。方角は西南西。

sarukWici⑨（名）猿回し。

say繍Ndi＝juN①（惣＝　uraN，”ti）（ひつ・お

　lf　・たるなどの）たががゆるむ。’saraNdi－

　jUNとも㌔・う。

sn＄a①（名）魚をとるために，水中に投入す

　る型物。htikurugi（きりんそ5）の茎。

　葉を切って乳状の液の出たところをそのま

　ま水中に投入する。またmiNna（るりは

　こべ）も用いられる。魚類はその選分に酔

　って水畔に浮かび上がる。こ5して魚をと

　ることを～？lrijUN．（ささを入れる）と

　いう。

sasa＝MuN⑨（自；maN，＝di）雨が小やみ

　となる。雨がしばらくやむ。sasad圭CUUN．

　だんだん雨がやんで来る。sasad量kara？レ

　kee・薦がやんでから行け。

sasi2ai＠（名）sas圭？ajaaと岡じ。

sasRajaa⑨（名）蟻の一一種。刺し蟻。黒く

　大きく，人を刺す。

sasiei⑨（名）佐敷。（｛地》参照。

sasigikee⑲（名）さしつかえ。　さしさわり。

　～nu？ati？ikaraN．　さしつかえがあっ

　て行けない。

sasigima＝ju”N③（自＝raN，＝ti）θつまる。

　窮する。hwiNtooni～．返事に窮する。

　◎おしつまる。その時期がさしせまる。

舘8雌asi◎（名）［差出］地券。土地の権利

　書。土地所有の証明書で，抵当に入れる時

　などに差し繊すもの。

sasigns・si⑪（名）目薬。点眼藥。

saSSghaNkaa◎（名）出しゃばる考。出しゃ

　ばり。sasihaNkimuN　ともい5。
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sasihaNkigii”lu⑪（名）繊しゃばった事。

　出しゃばった行為。

sasihaNki＝ju「N（①（自＝raNt＝ti）幽しゃ

　ばる。

8謎si触臨蒸mガN⑨（名）sas三haNkaaと同じ。

sasi？isi⑨（名）力石。力だめしに頭上にさ

　し上げる石。村の広場に大小の丸い黒い石

　がそなえてあり，青汁たちが力を競った。

sasika⑰（名）ひさし。家の軒に甥に差し

　出した小屋根。

sasikasa⑨（名）H傘。

sas蓋ki⑨（名）挿し木。

s＆si鼠uru嵩s3u「N⑰（他＝saN，＝①聾し殺

　す。

sasimi⑪（名）料理名。刺身。

sasimuN⑨（名）指物。

sasimuN多e’eku⑪（名）接物麟。

S鱒i獄usuLa①（名）〔古〕［鎖の側コ廃藩前

　の役名。貿易・外交などを擾う長官。外務

　長官。zuuguniNsjuu［十五男衆］のひと

　り。

saslN＝C皿N⑪（他＝kaN，＝ei）差し込む。

sasisiri＝juN⑨（自＝raN，＝ヒi）〔文〕（人間

　の善悪などが）はっきりと天に知れる。

　「指し知れる」の意。

sasi？usai⑰（名）〔新〕差し押え。元来は

　hWicimuNとい5。
sa＝sjuN③（弛＝saN，＝ei）e刺す。haai～．

　針を刺す。hacaani　sasaτijUN．蜂に刺さ

　れる。◎差す。腰などに齋びる。はさみこ

　む。taci～・太刀を差す。指差すには？i－

　ibinuei　sjUNという。＠高くさし上げ

　る。？isi～。石を高くさし上げる。㊥差

　す。つく“eそそくも’jUU～・湯を差す。

　湯をつぐ。　giZUNともい5。

sata⑪（名）e沙汰。うわさ。また，評判。

　？aNgwaataaja　simauti　’waasata　sj　u－

　ra　doO．娘たちは村でわたしのうわさを

　しているだろう。～NnaraN．お話にな

　らない。問題にならない。？icaawa～

　Qsi　kwiri’joO・会ったらよろしく伝えて

　くれよ。～sarijUN．　うわさされる。～

　籠ukujUN．死後も人の口にのぼる。㊤音

　信。～NneeraN．音儒もない。

satanumisae量⑨（名）依多難。鹿児農県の

　地名。

sati⑳（感）さて。～，　kurikara　caa　s∫uga．

　さて，これからど弓しよう。

sat蓋sati①（感）さてさて。～？aNdu，jatii．

　さてさて，そうであったか。

satoociNg．・a⑪（名）〔斬〕砂糖検査。砂糖（sa－

　ataa）の等級を決める検査。

satlX①（名）紋〕［塁］女が，男の恋人を

　いう語。背の君。わが君。giciN　nagarni曽

　tai　dil〈ajo　taeimur：ura，　N3’a　’waga

　’jaduni　macurademunu．［月も眺めた

　い　でかやう立ち戻ら　里やわが宿に　待

　ちゆらだいもの］月も眺めたし，さあ翻

　ろう。わが君がわたしの家で待っているだ

　ろうから。

satu＝jUN①（中置raN，”ti）感づく。さとる。

satumee⑪（名）〔文〕［塁前］satuの敬語。

　わが君。背の君。また，殿方。satume

　huni　？ukuti　muduru　micigigara　hu－

　raN　nacigurini’wasudi　nuraci．［旧辞

　船撃て　罠る道すがら　降らぬ夏ぐれに

　我袖ぬらち］わが悪の船を送って帰る平す

　がら，降りもしない夏の雨にわが袖をぬら

　した。

satunUS韮①（名）［黒之子・里主］e位：階の

　名。’wacizltuu［脇地頭］（一村の領主）に

　なりうる士族の位階。◎一般士族の男子に

　対する敬称。平民からい5。だんな様。

satunUS量藩waaan（名）satunusiの早。一

　般士族のエ5歳溺後の男の子の敬称。

satunuslgwaamee⑪　（名）sabunusigwaa

　を敬って呼びかけていう語。平民からい

　う。

satunusinumee⑪（名）〔里主調前］satu－

　nusiの敬称。呼びかけていう。
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satunusipeeciN⑪（名）［里之手親雲上］位

　階の名。王子から数えて五番冒の位：階。

satURusigizl㎜1⑨（名）〔里之子世一3　satu一一

　nusi［里之子］になる士族の家柄。　cil〈u・・

　dUNsizirniとともに，譜代の士族の家柄

　である。

sawa孟⑨（名）モスリン。メijンス。また，

　メ1）ンス友禅。

sawa三①（名）病気。身体の異常。　siNnu

　～・精神異常。taNnu～．肺病。？usa－

　waiN　saam圭seebirani。お変わりもござ

　いませんか。

sawa＝jUlkT①（自＝1・aNe＝ti）㊦さわる。心

　や体に支障を起こす。？ukiti？a（≧eiinee

　bjooeiNkai～．起きて歩くと，病気に悪

　k、okarataNkai　～●体1こ悪、、。　　cimuNkai

　～．気にさわる。cimuni～．　ともいう。

　◎さしつかえる。邪魔になる。sigutUNkai

　～．仕事の邪魔になる。

sawazigutu①（名）うろたえ騒ぐ事件。騒
　ぎ。

sasva＝ZUN①（自；gaN，＝zi）あわてる。　う

　ろたえる。

sagaka＝jUN①（他＝raN，”t量）e授かる。

　Qkwa～．（神から）子を授かる。＠（職務・

　子供の世話などを）引き禦げる。（肝管な

　どを）管理する。預かる。欲wa～・（櫨

　人の）子を頂かる。ziN～・金を管理す

　る。

saglaki＝＝jUN⑦（他＝raN，＝ti）θ授ける。

　◎管理させる。獲けて世謡させる。

salaranarni⑪（名）〔文〕さざ波。ノ」、波。

sa多ee⑨（名）さざえ。

sazi⑨（名）［佐箏］役揚の小使をいう。saa－

　ziともいう。kuz三keeと岡じ。

sazira＝＄juN①（イ｛駐離sa1噸，＝ei）細める。細

　くする。boonu　saei　hwizi～・棒の先

　をけずって緬くする。

saziri　・juN¢（自＝1’aN，＝ti）細くなる。先

　が細る。細くそげる。また，やせこける。

　多uunu　sazlV三tooixr．尾が細くなっている。

　giranu　saziritoON．顔がやせこけている。

q，・ee⑰（名）才。才知。知恵。～nu？aN．才

　がある。～ciroo．才知と才能。

＄ee⑨（名）ばった。いなご。

seebee⑨（名）おせっかい。余計な世話、．

　差出口。

．geebeegulu◎（名）おせっかいとなるよう

　な箏。

seeci＠（名）酒瓶。酒を入れる器。　sijaci

　ともいう。

seec韮⑨〈名）才知。

＄eegana①（名）おろしがね。

geegwaa⑥（名）川えび。　siraseeと岡じ。

　脚eは，ばった。

seeja1　gasi⑰（名）かせ（総）に巻いた木綿

　糸。工胃壁のものをいう。紡綾糸。seej＆N

　は西洋の中麟音。

＄eejaNpuu⑨（名）太綿の職。綿布。

seeki①（名）〔仕明〕開墾。～？akijUN。

　開墾する。

seeki＝juN①（他＝raN，”ti）e次々にかた

　づける。畑・食物。仕事などをだんだんと

　（耕して，食べて…）かたづける。やって

　行く。◎賭けごとに勝ってもうける。せし

　める。

seekizil①（名）開墾地。私有地として，自

　由に売買できた。

＄eekoo①（名）こ蓼科］文嘗試験の本試験。

　その鶴に行なわれるkoo［科］（その項参

　照）に合格した者が受ける。合格すれば，

　官吏に任馬される講述ができる。

seeku⑪（名）大工。また，職入。工人。大

　工の野鴨iをdeekuという。＄eekoo　dOO－

　gumasai．職入は腕よりも道具が大切。

seekudoogu⑥（名）工具。大工道具など。

seekugaQti⑨（名）物を作るのが器用なこ

　と。また，その人。

等eenukaN⑪（名）塞の神。道祖神。

祭eeroo⑨（名）［宰領］e宰鍍ρ荷物の輪送
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　を監督する役。㊤結婚の時，花嫁およびそ

　の荷物などの一行を監督して行く役。一人

　または二入」以上の男が当たる。

＄ees畑③（名）食べ物のおかわり。再餓の意

　か。？ir量3窺N．おかわりをつく■。～hwi一一

　cihwici？irirasjUN．三面なしにおかわ

　りをもらう。

seesilirimu”N⑪（名）才走った者。狡獅な

　考。

seetubaa⑪（名）小利口なやつ。悪がしこ

　いやつ。

seetub量mUN⑨（名）小利口者。悪がしこい

　者。

seewee①（名）さいわい。幸福。幸運。

＄eegara①（名）菜皿の意。底のやや深い，

　おかず精の搬。

seezicaa　ep（名）さVつち。　k三lzicaaとも

　いう。

seeguku①（名）催促。？我riNkai　z三N恥

　～siiga．彼に金の催促をしに（行くとこ

　ろだ）。

geNsurUU⑨（名）昆虫の名。かげろう。と

　んぼとは溺。

”’唐堰i接尾）（…する，…した，・一な）の，も

　の，こと。活用する語の「短縮形」（apoco－

　pated　form）に付き，その語に名詞のよ

　うな鋤きを与える。九州緒方言の助詞「と」

　「つあ由霞県方密などの助詞「そ」と此較

　される。なお，一＄iga（が，けれども），

　一siN¢iitee（ので）は劉項。，NNdaN寧iga

　masi．見ない方がよい。　sicunu？鱒i

　koojUN．懸のあるのを買う。nizideenu

　？終i竃adu？uhu？ijoo敏5uru。忍耐力の

　ある考が大きな魚をとる（諺）。

siaN①（名）〔文〕思案。，watati　kul鋤U－

　na　siaNbasi．［渡てくやむな思案構］渡

　ってくやむな愚案構（その先は遊郭）。

siaNgUtuco（名）思案事。思案するような

　事。

＄量ba⑨（名）e舌」。　si㈱（舌」）の項参照。～

　neejUN．煮を出す。馬鹿にする意もある。

　～neeree．香を娼しなさい（医者がいう

　場合など）。～neerarijuN．香を鐵され

　る。焉鹿にされる。～ciQCaN。雷をけが

　した。◎？waarliba（上くちびる），　sica亭i－

　ba（下くちびる），，giba？iru（くちびるの

　色）などの複合語の時は，くちびるの意。

siba？iru⑪（名）くちびるの色。

sibai①（名）〔新〕芝居。もとは，u5uiと

　いった。

sibaisii⑪（名）〔新〕役者。俳優。もとは

　，uduisjaaとu・つた。

sihaja①（名）〔新〕芝居小屋。劇揚。

siba＝juN⑪（他＝raN，頃）［文〕縛る。た

　ばねてくくる。口語では’juujUNなど。

sibaki⑪（名）植物名。やぶにっけい。種子

　から油をしぼり，食用・燈馬にする。

sibasaN⑨（形）狭い。そこにある物や家，そ

　こにいる人などについて，その揚噺が狼い

　場合には？ibasaNといい，単に広狭を問

　題にする時はsibasaNという。　kukuru－

　na～・心が狭い。心には？ibasaN　とは

　いわない。

S蓋basi①（副）〔：文〕しばし。しばらくの闘。

sibee⑪（名）三つ口。いぐち。兎唇。

＄ihee；jUN⑨（自＝raN，就i）ふざける。ざ

　れる。「そばえる」と開係ある語。

sibi⑨（名）しべ。わらしべ。普通は’wa－

　rasiNbUU　というo

sibiri①（名）しぶりばら（の時の便）。

sihu⑪　　 （名）　　渋a

s嚢bubai⑨（名）（∋渋張り。◎渋張iりの驚味

　線（saNsiN）。三味線の胴を芭蕉紙で張り，

　その上に芭蕉の渋を塗ったもの。いなかの

　青隼たちがmo◎“？asibiで弾いて楽しむめ

　はこれで，蛇皮張り（zahwibai）の方がず

　つと上等だが，sibubaiは夜麗：に対しても

　i強いなどの特長がある。

S偽u？三ci⑨（名）四分の一。

sihu？三la⑥（名）4分板。厚さ4分の板。主
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　として壁板競。

sibui⑨（名）とうがん（冬瓜）。

sibuigama⑨（名）しぼりがら。しぼりかす。

siis“iwata⑨（名）しぶりばら。

sihu＝jtgNen（他；raN，＝犠）　し，ぼる。

sibu200zi⑪（名）渋うちわ。？N鷺igW＆曝一

　gataja　kamika　hutukika，　taiga　tuzee

　，jaei？Nmunu？iru”v・llU？iru．（茶売

　鐘）茶売りのねえさんは神か仏のように美

　しし・のに，露分らふたりの妻は焼きいもの

　色，渋うちわの色。

sゐ双sa聾⑨（形）渋い。味が渋い。

siea⑨（名）舌。慣濁句，比喩的用法や複合

　語の成分としてのみ馬いる。普通は寧三b＆

　という。～neejUAT・鳶を出す（馬鹿にす

　る意）。～？iNeasaN．舌足らずである。

　ことばが足りない。～nagasaN。発音が

　もつれる。

Siea⑰（名）志喜屋。（（　fy　））参照。

S量㈱①（名）下。？wii（上）の頬。

si㈱ara⑰（名）こ下原｝しもの：方。また，都

　の町はずれ。近郊。

sicaasee①（名）押しあい。押しあ5こと。

　押しあいへしあい。また，押しくらまん

　じゅ5。～sjUN．
§icaa＝s麺翼④（他＝saN，＝ci）e（子が親な

　どに）しつこくまつわりつく。Qkwanu

　？uja～・子が親にまつわりつく。　O体を

　押しつける。押しつけてはいり込む。⑬た

　がいに押しあう。押しあいへしあいする。

　sieaasee　s3UN．　ともいう。4aanu？iba－

　sakutu　’warabiNeaaga～．部屋がせま

　いので子供たちが押しあいへしあいしてい

　る。

sicabaa⑨（名）下薬。枝の下の方にある葉。

s量eabaa①（名）下歯Q

sicabai①（名）土瓶。急須などのqから，

　湯などがまっすぐに出ないで，下方にだら

　だらとあとを引いて流れること。

sieaheesaN＠（形）皐口である。脅が早く回

　る。

S蓋ethcimimuzaii＠（名）責足らず。舌渉短い

　ようなしゃべり方。sieakweemuniiと岡
　じ。

・．icaeirimwntt？ii⑪（名）sieaeiri・muniiと

　岡じ。

sieadak駆ma①（名）こっそりたくらむこ

　と。内心では血塗な考えをもっているこ

　と。悪い意腺にV・う。

sieadiamasiCO（名）心の中で用心すること。

　心の中では慎重に注意していること。よい

　意味にいう。

sicada1　en（名）［螺］巻貝の一種。「しただ

　み」に対応する。丸く小さく．ふたがあっ

　て，岩・砂などに付着する。食：馬となる。

　その長いものはciNbooraaという。

§三cadaN①（名）下段。段・棚・役職などの

　下の段。？wiidaNの対階。

sieadiii⑪（名）〔下季］身分の低い者。しも

　じもの考。

sieadiii（：D（名）〔下手3賄賂。袖の下。下か

　らこっそり出す手。～neejUN・袖の下か

　ら手を出す。贈賄・収賄する。

si¢agaei⑨（名）下書き。草稿。下絵。　sita－

　gaeiともL・5。

Slcag“i①（名）〔古〕こ下庵裡］式部窟の詰

　所。

§icagukuruCO（名）下心。底意。悪い意味

　にい5。

S三cahwgmu①（名）〔文〕下紐：。女の下ばか

　まのひも。普通はhakamanu’UUとい
　5　，　satuga　tini　narisi　hananu　・vja，

　？ikuharuni　natiN　tagasi　tucuga．哩

　が手に馴れし　花の下経や　幾春になても

　誰がし解ちゆが］恋しい霜の手に馴れてい

　る下ばかまのひもは，孟春になっても誰も

　解く入がいない。

鍼e漁w筆才①（名）あごひげ。下ひげの意。

　？waahwizi（口ひげ）に対する。

sieaidaoo（名）下枝。
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s皇eajaku⑨（名）下役。

s皇。吋aku通N⑥（名）下役人。

sicajUVIIkubi⑨（名）内心喜ぶこと。ひそ

　カ、に喜ぶこと。

sicakata⑨（名）しもじもの者。下層階級の

　入。？Wiikataの館。

sicakweemunil⑨（名）舌足らず。香をかみ

　そうなものの言い方。5まく着がまわらな

　い屯のの言い方。早期ことばを言5引合な

　ど。

sicakweemunu？ii⑨（名）sicakweemUnii

　と問じ。

sica聡塁⑯（名）下灘。下積みの荷。？waanil

　（上荷）の対。

S量canui⑨（名）下塗り。下地を塗ること。

　？waanuiの対。

s隻¢a曲跳①（名）寒くちびる。～kuujUN．

　避くちびるをかむ。人をおどす時の表情を

　いう。

sicasjoonugaa①（名）うっかり考。そこつ

　者。sjoonugaaのはなはだしい者。

sica？ukl⑨（名）下譜け。

s蓋偲w飢a①（名）下駿。下腹部。

sicazi⑨（名）下着。上着のすぐ下に着る着

　物をい5。冬なら，上にあわせを，下に

　じゅばん，中にひとえを着るが，そのひと

　えをいう。

s呈ci⑩（名）質。質屋に入れる担保。質草。

　～？2rijUN．質に入れる。～tujUN．質

　草として取る。また，質屋を営業する。～

　？ukijUN．質から出す。

sici⑪（名）七。普通はnanagiとい5。

s壼。⑩（名）四季。

s圭。量①（名）式。儀式。

sic蓬①（名）敷居。

麟ci⑳（名）好き。～’jaN・響きだ。～na

　Qeu・好きな人。

sigi⑪（名）節。二十四節の節。

sigiG）（名）湿気。しめりけ。～kakajUN・

　湿気をおびる。じめじめする。～nu？aN．

　湿気がある。

sigibi⑨（名）市などがにぎわうH。商売の

　書き入れ時となるE。正月・3月3臼・5月

　5日。盆などの祝祭臼とおよそ一一twする。

sigibUQkw萱＝jltN①（自＝raN，”ti）むくむ。

　病気で体がむくむ。

瞬¢ihu瞬ci⑨（名）好ききらい。好きな屯の

　ときらいなもの。

sicica⑪（名）獅を織る時，腰を掛ける板。

　敷板の意。

S圭eigaara①（名）e建物の周囲。塀などに

　敷く瓦。煉瓦に相当するもの。敷瓦の意。

　◎s童ci寒a鍵aをかたどった，着物の模様の

　名。市松模様に似たもの。

sigigakai①（名）eしめりけが多いこと。

　湿気のあるところ。◎不健康に太ること。

siglgawa董em（名）総門の変わり目。

sic三gwagi⑪（名）7月。

s量。量＆wa璽董e董s鍛⑨（名）盆踊り。旧腰7月15

　Rの送り火がすむと，16日の夜は，各村

　の青矩たちが各家を團り，酒や餅をもらっ

　て，歌い舞い，最後に村の広揚で踊って遊

　ぶ。その時の歌に，eisaa，eisaaというは

　やしがっくのでいう。

s韮。茸gwiimiigw薩①（名）腹を立てた声。つつ

　けんどんな声。強い不満の声。～？NzacL

　つっけんどんな声を幽して。

瞬。掛米①（名）（子が親などに）まつわりつ

　くこと。sici響くsiCUN（下にはいり込む。

　下から起こす）。

sicihukusiN⑪（名）七福神。

sic鼠？圭si⑨（名）敷石。

sicija⑪（名）質歴。

s董¢量ju⑪（名）〔斬｝石油。　sicitaNjUUより

　もさらに籍しい語。

siglki①（名）作りつけ。戸棚・たんすなど

　の作りつけのものQ

sigiki①（名）しつけ。家でする礼儀作法な

　どの教育。

sigikigata⑨（名）しつけかた。礼儀作法な
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sig量k妻gw鑛

　どのしこみかた。

sigiki琶wliCO（名）作りつけの衣裳棚。　kwii

　の項参照。

sigiki＝juNco（他＝・raN，　zti）eなぐる。い

　じめる。やっつげる。那覇などではkuru－

　sjUN　という。O叱る。（§〉しつ｝ナる。礼畿

　作法を教える。，winaguwarabee，jUU

　sigikiriwadu’jaru．女の子はよくしつげ

　なければいけない◎

sigiki；jaN①（樒：raN，；ti）作絢つける。

　作りつけにする。sjumugidana　sigiki－k

　もeeN・本：棚を作りつけてある。

sigiki？ubugidaN⑨（名）作りつけの仏壇。

sic韮k罷・血。董⑪（名）［四季m説〕口説（k疑一

　duci）の一一つ。

S曇eika＝nuN⑪（自＝maN，＝d圭）　しけ込む。

　王入の家へはいり込んで，いすわる。

sicikttsiree⑨（名）髪をくしけずること。硫

　きこしらえの意。

sicimazimuN⑨（名）魔物の名。魔物のな

　かでもっとも恐ろしいとされる。天まで繧

　いたり，地面いっぱいに伸びたり，いくら

　でも底がる，得体の知れない魔物で，逃げ

　ようがない。

sici㎜iN⑨（名）しきりにせがむこと。　し，き

　りに催健するdと。～sjUN・

S；eimiNcoo⑨（名）七面鳥。

sic蓑m吋⑨（名）質草。抵当。撞保。

sigi㎜uci④（名）体がむくむこと。腎臓病

　などの揚合に起こるもの。脚気。sigi（湿

　気）をもつ意。

sicimugisirabi⑨（名）muee（無尽講）な

　どで金を貸借する時，その抵当が金高に穣

　晒するかどうかを調べること。質物調べの

　意。

sicimUN①（名）敷物。たたみ・むしろ・毛

　布など，坐ったり寝たりする時に敷くも

　の。

sic．imusiru⑥（名）夜，寝床に敷くむしろ。

　寝ござ。畔編の長い上等のむしろで，敷き

　ぶとんの代わりに鰐いる。以葡は，敷きぶ

　とんはほとんど用いられなかった。

sieina⑰（名）尻の下に敷くもの。～s麟N．

　尻に敷く。，utu～sjUN．夫を尻に敷く。
s量cina⑥（名）識名。（（地》参照。

s董。童nagar至⑨　（名）　質流れ。

s董cinici⑨（名）七日。なのか。月の第七の

　日にも㌔sうo

s隻ei置文⑨（名）七人。　nanataiともいう。

s董。曇魅襲NC三⑪（名）七年恩。

s董C熱uri皇⑪（名）貿の利息。

sicirihweeri①（副）はなはだしく笑うざ

　ま。首をちぢめて笑う意。～’warajUN・

　腹をかかえて笑う。

siciriN；cuN（1）（自＝kaN，＝ei）ちぢこまる。

　引っこんで短くなる。kaapaiikuubinu～，

　亀の首がちぢこまる。

sieitaku⑨（名）坐り込んで動かないこと。

　いすわること。子供などが不平な揚合にや

　ることなどをいう。？usinu～natOON．

　隼が坐り込んでしまった。

sicitaNgani⑪（名）ブリキ。

sicitaNjaQkwaN⑪（名）ブijキのやかん。

sieitaNjUU⑪（名）噺〕石濾。さらに萩し

　く1まsiei31ユとし、5。

sicitoO＠（名）［七島］土蟷陣理（とから）i列島。

sicitootuinaka⑪（名）〔七島渡中コ七島の

　沖。土野鋼列酷の沖合。

siei2uku＝sjuN①（他＝saN，＝ci）θ下から

　起こす。下からかきほぐす。上のものをこ

　わさぬように，下から起こす揚合などにい

　う。㊥（田畑を）鋤き起こす。

sieizuu⑲（名）七十。また，七十歳。

sieizuusaN①（名）七十蕪。また，’七十ヨ歳α

　～nu？ujuwee・七十三歳のお祝い。

sicu⑨（名）量。～nu？a亭i　koejUN．量の

　あるのを買う。

sieuma⑪（名）〔しぎよまコ祭りに神に供え

　るための米麦の初穂。～kamirasjUN。祭

　りに神に供えた米を，おさがりとして与え
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一s韮ga

　る。n段Nza？U廓樵akai　kugani頭ku　tati一一

　ti，　cibati　＄iri　’joo　’unainueaa，　・一一　ka－

　mirasa，jaa・（稲摺節）銀の臼に黄金の軸

　を立てて，張り切って稲をすれよ，女たち。

　初穂のおさがりをいただいてやろ5。

s｛＝cuN④（他＝kaN，＝ci）敷く。敷物など

　を敷く。

si　・cuN⑥（他篇kaN，＝ei）好く。好む。勢

　kaN・きらいである。　saki麟cumL酒が

　婦きか。

§i＝eUN①（他＝kaN，＝ei）下からはいり込

　む。下から持ち上げる。下から起こす。「鋤

　く」に頬応ずる語か。？usini瓠k鍵i5UN．

　牛に下から突き上げられる。

si＝cuN①（他＝kaN，＝ci）e漉く。紙などを

　漉く。㊤硫く。くしけ’ずる。硫き櫛で硫

　く。櫛（sabaci）でとかすことはsabaeUN

　という。

sieuraasjaN⑨（形）小児の体重が重い。小

　児の体璽は，お産が璽いことを恐れて？N－

　busaN（璽い）といわない。おとなの体重

　は？NbusaNとい5。
sicu？uhusaNan（形）鐙が多し・。

sidaglsaNen（形）涼しそうである。

ξid滋⑪（名）すだれ。みす。

s羅ak3験⑨（名）清らかな蚕り。すがすがし

　いにおい。

sidakazi⑨（名）涼風。涼しい風。

sidaki⑨（名）瀬高。（（地））参照。

sida＝nuN⑪（自二maN，：di）涼む。　gida一一

　masjuN・涼しくする。

瞬d寵saN⑨（形）涼しい。

＄ida・・sju照①（他＝saN，＝ei）卵をかえす。

　贈化する。高貴の人が子を生むことをもい

　う。？usidasimiseeN．お生み遊ばされる。

一S三da＝S3UN①（他＝saN，＝ci）e磨く。◎化

　駐をする。

s皇dee⑨　（名）　㊦次第。　由来。　事情。　caaru

　～ga．どんなわけか。　O（接尾）順。次第。

　一siNdeeともいう。學iizasidee（年長順）

　など。

sideejooi⑨（名）次第に弱ること。だんだ

　んに褒弱すること。～sjUN・次第に弱る。

sideeni⑨（副）次第に。だんだんと。～ma－

　si琵ajUN．次第によくなる。

sideesideeni⑪（副）次第次第に。～masi

　najUN．だんだんとよくなる。

瞬d董gah秘u（①　（名）　寧iduugahuu　と岡じ。

sidlgajamamici⑨（名）〔文〕死出の旅。

　・一vni　humimajut2　nakaba，　ti　tuti　hwi－

　citabori？amidabu糖ki，［死繊が山道に

　ふみ迷て泣かば　手とて引き給ばうれ　阿

　弥陀仏3死出の由道にふみ迷って泣いたな

　らば，手を取って引いて下さい，阿弥陀

　仏様。子の死に際して親の歌った歌。

S童digara（①（名）￥idiguruと同じD

sidigurii⑪（名）ぬけがら。蛇・蝉のぬけが

　ら，ひなのかえったあとの卵のからなど。

　亭idigayaともいう。

sidi＝juN③（轡＝raN，＝ti）　∈≡）卵がかえる。

　舞化する。tuigwaanu～．ひながかえる。

　．◎高貴の人が生誕する。お生まれになる。

　？umiNgwanu～・お子様がお生まれにな

　る。瓠d鋤ay塘UN．お生まれになる。◎い

　ただく。頂戴する。身分の低い者が使弓。

　kuree，eo｝〈ara＄i醗aru　mUN．これは王

　からいただいたものだ。

sidupeeeiN⑨（名）〔勢三親雲上］廃藩前の

　位階役職の名。

giduugahuu＠　（名）　阜idigahuu　ともN・う。

　e頂戴物をすること。ありがたいものをい

　ただくこと。～deebiru．ありがとうござ

　います。平民や女の使うこ：とば。◎お礼。

　ありがとうございますと言うこと。～？U－

　NnjukljUN，お礼を申し上げる。　niNZUU庸

　nu～．～年中のお礼。また，一無中のお

　礼に，野末に神赴仏閣を回ること。㊧妊娠。

　首里の女のいう語。天から賜わった果報の

　意。

一si“’ga（接尾）が。けれども。活用する語の
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sigae韮

　「短縮形．1（apocopated　form）につく。

　，」掘as槍a，wakaraNta．xt．（読んだがわか

　らなかった。）ノju拠aN嘆93（読まな、、が），

　tuusatasiga（遠かったが）など。

s三gae⑩（名）施餓鬼。盆祭りやその他の法

　箏の折，miNnukUU（水の子）を施餓鬼用

　に供える。

＄董酵a嚇臓習①（イ琶玉　”1’aN，　＝ti）鎚る。つかまつ

　て，たよりとする。

g．igari＝jul　＠（他篇ra賢，頃）工颪する。金

　などを算段する。ziN～・金を工面する。

　1〈uQsa　’」’atiN　sigaritidu　sikoeteegeiga．

　これだげでもやっと：工面して準備したんだ

　が。

sigarlnam⑩（名）津波。また，高潮。

sigata①（名）姿。みなり。風釆。～nu

　’3utas3＆N．みなりがいい。

s｝gaziru　en（名）縢汁。膿の薄い液。

sigl；juNPt（弛＝raN，”ti）すげる。はめこ

　む。とりつける。cisiri～．きせるをすげ

　る。？asizanゼuu～。げたの萎縮をすげ

　る◎

s董9U⑨（翻）すぐ。ただちに。～kUU，j◎0．

　すぐ来いよ。

s茎guhwaps①（名）祭麗照の米（’Npanagu－

　mi）を入れる器。？uu？ukuhwaNともい

　う。

S｛gukuG．）（副）至極。ひどく。非常に。平

　罠は多くzikoeという。～？ami　kuti

　？ikaNtaN・非常に雨が降って行かなかっ

　たQ連体調的にも用いる。～？weekiNCU．

　罪常な金持ち。～duuja，gimUtw「．非常に

　容易なこと。

sigUNza鷺韮⑪（名）針金。

siguPSzani⑪（名）s呈9：UNzaniと岡じ。

瞬gu＝亀1斑噴①（他＝saN，＝ci）（度を）過ごす。

　saei～．酒を過ごす。

s嚢gutu⑳（名）仕事。

sigwagi⑨（名）四月。年の三品の房。多く

　はsiNgwagiという。

s菱鱒紐ak仙山⑨（名）四百。

sihoohadpOO①（名）四方八方。

sii①（感）しい。はい。牛馬などを追い進め

　る声。

s難（①（名）四。普通は’juugiという。

s難⑥（名）椎。しいのき。実は妙って食周に

　する。，ja・￥barusii（由原話）　とい5よう

　に，山漂に多い。

siien（名・惑）おしっこ。しい。小便の小児

　語。また，小児に小便を5ながす語。

s呈量⑨（名）債。負債。債務。借金。？u眺a

　ともいう。

s銭①（名）［瀬］岩。

sliG）（名・接尾）姓。二三をいら。？uziと

　屯いう。sjoesii（尚氏）など。

sii①（名）精力。元気。勢い。～giCUN．勢

　いがつく。精がつく。回復期の病入・農作

　物などが元気よく，勢いがっくのをい5。

　～nugijUN．　i勢いが抜姪る。精が抜ける。

　元気がなくなる。

sil①（名）背たけ・身の大きさの意か。勢，

　すなわち生きのよいことの意かもしれな

　い。次の句でい5。tui　kooraa　ka多i　kOO－

　ri？iju　kooraa～koori・鶏を買5なら

　数を買え（若鶏を何匹も買った方がよい），

　魚を買うなら大きいのを買え（小魚を何日

　も買うより、、㌔・）。

sii①（名）［子コθ＊　eikudUN＄izimi〔筑登

　之筋冒］の士族の男子Q15歳以上の男子

　で，おそくとも25一ころまでにeikudUN

　〔筑登之］になる。rnurikawanu～．〔森用

　之子3総踊りの名。「花売之縁」の溺名。◎

　士族男子（20歳以上）をいう。

sii⑥（名）単独での意味不日。～？圭jUN．困

　る。siira？圭jUN．と似た意味で用いる。

　～瓢（≧ti　turasiwadu，3aru．困らせてや

　ろう。苦しませてやらねばならない。

鱒⑨（名）巣。tuiRU～．烏の巣。

麟⑨（名）刀などのさや。sajaともいう。

oii⑪（名）酢。　hweeiともいうQ
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siidu

s韮量（1）　（名）　末。　終わり。　鯖ラ蚕こ。　～jεし　cεしεし　nεし一

　taga．終わりはど5なったか。

siibai⑪（名）小便。～S西N・小便する。

　上流の記入は？usl？UU麟N．（牛をme　5）

　という。

siibai垂｝ukuru⑥　　（名）　膀胱。　siibai多iciN　と

　もいう。

siibaiguuru⑨（名）小便壺。

slibaijaNdi⑥（名）淋病。尿道炎。

siibai4iciN⑲（名）膀胱。　siibaibukuruと

　もい5。

麟b姻①（名）末番。びり。また一番終わり

　の番組など。

slihavee⑥（名）負債を返却すること。借金

　を返すこと。

寧鍍麟⑨（名）衰微。家が衰：えることをいう。

siibiisaN①（形）うすら寒い。

s簸もj聴u①（名）i墾廟。孔子の1覇。

siiboo；aa⑨（名）植物名。つるそば。露草

　の名。

＄iibttN①（名）おまけ。売買などで余分に添

　えてやるもの。添え分の意。

siibttsjabeUNC蓋ee⑨（名）したい放題。勝手

　気ままにすること。

siibuva⑨（名）しょげること。また，闘の悪

　い思いをすること。～nasarljUN．間の悪

　い，思いをさせられる。

si沁uu呂e磁⑪（名）しxげかえること。ま

　た，ひどく間の悪い思いをすること。

＄ii㈱akwaasee⑱（名）押し合いへし合い。

　～nu　miiNl〈a2？ijUN．押しあし・へし合い

　の中にはいる。～sjUN・

siieamee＝juN①（イ撫　＝ra双，翼七呈）仕事を次次

　にして行く。仕事をどんどんかたづける。

siicee⑪（名）押しくら。押し合い。押しく

　らまんじゅう。寒い時にする子供の遊び。

　たがいに押し合って，倒れるか，または列

　から押し出されたり，退いたりした方が負

　け。

鱒。鰍眺聯隊∫U識⑨（自＝raN，　＝ti）つめ審る。

murabarunu　？ajaaja　zaaN　neeN，　ku－

　rusi　kurusiNdi　siicil〈akatasa，　daa　ku－

　rusjuru　？izija　suQtuN　neeraN，　’Nza－

　waree　sici　mudujur“　sikataja　huNnu

　・ukasjadu　？uhusaru．鉢，原のあやや　ぢ

　やあんないらぬ　殺す殺すむで　すいきか

　かたさだあ殺しゆるいぢやそっともな

　いらぬ　にが笑ひしち　簾ゆる仕方や　ほ

　んのをかしやど多さる（大川敵討）］村原の

　夫人は少し屯恐れず，殺せ殺せとつめ寮っ

　たが，谷茶の按司は少しも殺す勇気はな

　く，にが笑いして罠るようすは笑止千万で

　あった。

siiciN①（名）翌賢。教養ある人の用いる

　語。～nu？US圭i．聖賢の教え。

sigeirooq）（名）やりかねない者。やりかね

　ないこと。いかにもやりそうなこと。賄賂

　など取りそうな者が，賄賂を取ったとい5

　よ5な和合など，siieirOO，jasa．（やりそ

　うなことだ）という。よいことの場合には

　あまりいわない。

siigizi？uzoo①（名）蒼里城：の門の名。？u一

　霧撹麟kuの項参照。

siicoogiN①（名）切猛言。一番終わりの猛

　言。

磁記uN⑨（自謁kaN，犀ci）抹で押す。押し入

　る。　rniQcaidu　，irariiru　tukurUNkai

　siiei　naa　cui’icaN・三人しか坐れない

　所に押し入ってもうひとり坐った。

gii＝ethN⑨（濤＝kaN，　＝ci）位置がずれて動

　く。

siidiakasaN⑥＊（形）θ撃力がある。神の鍵

　を身につけている。気高い。神神しい。◎

　地炉しいようすである。睡りつけない感じ

　をもつ。王。美粧などについていう。

siidoori（D（名）鋤き過ぎて倒れること。

　sjuiNeoo　ciidoori，　naahwaNeoo　kwee－

　doori，　tumaiNcoo～．首里人は着倒れ，

　那覇人は食い倒れ，油人は鋤き倒れ。

麟d睡⑨（名）〔i勢頭］かしら。親分。頭臼。
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　下層階綴の語。複合語に，3urees呈id艮（無

　尽講の頭貝），niNbucaasiidu（念仏宗乞食

　の頭目）など。

siiganee⑨（名）θ＊U・やがらせにすること。

　また，人に対して意地ですること。siiga・・

　neeSiiともL・う。tusjulnu　si瓢iS5◎ONna－

　Ndi　？uNnj’ukitlN　一v　Qsi　simiseel〈utu

　，3a批．お年寄りがなさいますなと申し上げ

　ても，いやがらせみたいにおやりになるか

　らねえ。O老人などがしなくてもよいこと

　をして失敗したり，怪我したり，病気した

　りすること。

siiganeesii⑪（名）siigaB．eeと同じ。～du

　，3am．いやがらせだ。～sjUN・

麟馴⑪（名）小刀。ナイフ。

S瀬hana①（名）e煮てすぐの熱い食：物。で

　きたて。O寧仕勝などの，しはじめ。

siihaQ’too⑨（名）無理強い。人に，仕事・

　食物などを無理にi強いること。？aNsiinee

　～najUN．そうすると無理強いになる。

　．v　sJUN．

S気撫00⑰（名）製法。作りかた。

siihudu⑨（名）背丈。せい。背かっこう。

　～？“cajUN．背丈がちょうどよい。均衡

　のとれた体つきをしている。

S蓋董hU三（Σ）（名）siNpuiと岡じ。

si蓋2量鶏箆韮jaa⑨（名）借金取り。綴鬼。　s銭は

　債，？imijεしa〈？imljuN（催促する）。

sii2iQpee⑨（名）精一杯。力の限り。屯5

　これ以上できないという，否定的な意味で

　用いる。～sjeON．精いっぱいやっている

　のだ。もうこれ以上はできない。

slijaabUU⑥（名）解答の遊戯の名。また，

　その時の歌の名。hW圭iziN七〇〇ともいう。

　その項参照。

siijaNzl①（名）しくじり。やりそこない。

　跨下。

siijaNzigU’tu①（名）やりそこなった事。失

　馬事。

siijaNzzuNCO（他；daN，＝ti）　しそこな5。

　失敗する。しくじる。

siijaQsaN①（形）eしゃすい。やりやすい。

　◎暮らしやすい。また暮らしが桑である。

　namaa～．今は暮らしが楽だ。　siijaQsa

　sjOON。安楽な暮らしをしている。

s鱒oo④（名）しかた。やりかた。　しよう。

　～nu？aN．やりかたがある。

sii＝juN（①（他＝raN，：ti）i強いる。？ariNkai

　sigutu～・彼に仕事を強いる。

gii＝juPt⑪　（宙＝raN，；ti）饒（す）える。

　いったん煮た食：物が腐ってすっぱくなる。

gii・・juN①（弛＝raNr魂圭）e添える。増し

　て加える。◎売買の際，おまけとして加え

　る。

siikaki①（名）仕事のやりはじめ。また，

　やりかけ。～，jaN．やりかけだ。

§戴ka多a⑨（名）食：物の鑛iえたにおい。

si董kee＝sjUN①（他＝saN，＝ci）し直す。や

　り薩す。

瞬i賊⑨（名）食：物の副えた味。

siiki＝jUN⑪（弛＝raN，；ti）ずらす。押し

　やる。？agataNkai？uri　siikiree．あっち

　にそれを押しやれ。

siikuimee”kui＠（副）（3ふらふら。よろよ

　ろ。よろめくさま。◎負債などを負って，

　生活にあえぐさま。～sjUN・

S銭k樋簸00磁⑪（名）溺後左右によろけるこ

　と。

gi；ku＝jtiN⑨（自＝raN，＝ti）eよろける。

　よろめく。ふらつく。◎左：前になる。衰運

　に傾く。

si汰um茎i③（名）何度かに食べる飯を一一度

　に炊いて置くこと。畷のない労働者などが

　する。～sjUN．

siikutaNdiCO（名）過労。鋤き過ぎて疲れ果

　てること。

siikw’aasjaa⑥（名）植物名。橘。こが±．色

　の実がなるので，kuganiiとよぶ地方毛

　ある。実は，まだ青くて酸味が強い時，芭

　蕉布をさらすのに用い，芭蕉布の色つやを
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　よくする。酢食わしの意。

s韮ikwa？ガ量⑪（名）〔新］西瓜。一？uiは瓜。

　普通にはkwaNtu？uiとい5。

男面⑨（名）潜水。水中に竜ぐること。～

　SjUN．

s戴m叢⑪（名）清明。二十戴節の一つ。沖縄

　で叢も快適な季節である。清明祭（？usii－

　mii）を行なう。

siimiigwaa⑥（名）にいにいぜみ。

siimuN⑨（名）e食：物の廼えたもの。簸え

　もの。◎酸いもの。すっぱいもの。

S圭imUN①（名）吸い物。普通は？usiiMUN

　という。おかずとして嵐すものでなく，単

　独で写す吸い物をいう。お椀物。すまし汁。

　soomiNnu～。そ5めんの吸い物。おかず

　として幽す，すまし浮。みそ汁は？usiru

　という。

siimuNwaN⑪（名）吸い物椀。

siinari＝juN①（自；raN，＝ti）　し姻1れる。

　慣れて熟達する。やりつける。

s戴獄asi①（名）仕上げかた。やりかた。ま

　た，5まく仕上げること。じょ5ずにやる

　こと。　sabimuN　，jatiN　～du　，jaru．　貧：

　弱な材料でも，料理のやりかたでよくな

　る。　材料よりも腕（諺）。～nu　neeraN，

　やりかたがまずい。

siina＝gjuN（D　（他　＝SεしN，＝ci）　よ　く仕上げ

　る。5まくする。家事・料理・着付けな

　ど，何でも5まくやることをいう。caa
　，jUU　siinacOON．いつでもうまくやって

　いる。

§iinoo⑨（名）水嚢。水ぶるい。底を銅線な

　どで張った，綱霞のふるい。粉をふるうの

　にも，また，うらこしにも用いる。

s甑oos韮①（名）し直し。やり直し。

siinoO＝sjUN①（弛＝saN，＝ci）し直す。や

　り薩す。

sii2Nza＝sju”N①（弛＝saNe”ei）もうける。

　働いて富を生み耕す。？aeinee～・商売を

　大きくやってもうけ出す。hwiNsuumUN

　’jagiga　sii？Nzaci？weeki　sjaN．貧乏者

　だが，も5けて審をなした。sakanajaaja
　sii？Nzasija．Qsaru　？aeinee　’」’al〈utu　’ja一一

　miraNsa・料理屋は屯うけやすい商売だ

　からやめないよ。

si量Pui①（名）siNpuiと同じ。

siira⑨（名）災難。苦しみ・病気などり意。

　？ijUN（入る）とともに用いる。災難がは

　いりこむとい5感じである。～？ijUN。函

　る。苦しむ。病気になる。災難にあう。

　？amini，Ndi沁ee～？ijUN．雨にぬれる

　と病気になる。　？UQkanu？uhusanu　～

　？iQeOON・借金が多くて苦しんでいる。

　tuzinu　duujahwarasanu　一一　？iQeooN．

　妻の体が弱くて，困っている。～？ijUN

　deo．彫った目に会うそ。

siiraraN①（動）？izinu～・（腹にすえかね

　る）という句でのみ用いる。

siiri⑱（名）肥だめ。

giisaN⑨（名）推参。差繊がましいこと。生

　意気。文語的な語。～na　kUZUU．推参な

　小僧。

lliisaN⑨（形）すっぱい。酸い。

siisi⑨（名）θ獅子。獅子舞いの獅子をい

　う。人と遊ぶ動物とされ，猛鰍とされない。

　獅子舞いの獅子は芭蕉の糸で巧みに作られ

　ている。～keeras鉾N．獅子舞いをする。

　獅子がひつくり返る門門が多いのでkee－

　rasjUNという。◎獅子舞い。村芝居で行

　なわれた。首里でも旧暦8月15夜のころ

　閉村で催された。

siisien（名）しんし（綴）。洗い張りの時，布

　を弓1っ張る道具。

＄蕪si⑥（名）添石。（〈地》参照。

siisi①（名）束吉。㈱〉）参照。

＄iisi⑰（名）すす。～kaNtoeN・すすだら

　けになっている。～kuujUN・すすける。

siisigi③（名）性質。～nu“waQsaN．性質

　が悪い。

siisiguci⑪（名）しんし（siisi）の両端のと
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　がつたものがついているところ。もとは牛

　豚などの骨を遡って作ったが，後には金属

　製のものができた。

siisii①（副）ふうふ5。妊娠して，または

　太って苦しそうにあえぐさま。？uhuwata

　～sj◎ON・大きなおなかをかかえて，ふ

　うふ5いっている。

siisigama①（名）起居振舞。挙動。

畷臓⑨（名）腎臓病。

S撫叢⑪（副）強いて。無理に。～犠C跡ぎ・

　無理に行く。～siMijUN。強いてさせる。

一§iiti（接写）…ごとQ…ぐるみ。〈麟ij臓R

　（添える）。huni亭iiti　hakajUN．（轡ごと討

　る），kaa￥iiti　kanUN．（皮ごと食べる）。

S最職③（名）〔萩〕生徒。明漕の初め一時使

　われた語。生徒のことは，元来はgak聴

　sjoOといった。

si撮眠wtt＝juN①（Its　＝1’aN，　＝ti）し終わる。

　なしとげる。

sigzzgal①（名）過労。

siRwii①（名）皮鯉の一部が解く堅くなる

　こと。また，その部分。たこ。Ruunu～一

　9＆・何でできたたこか。

sii量wii・jupa①（密＝raNe嫡i）たこができ

　る。皮灘が厚：くなる。唐手の謡懸iでmaci－

　wara（巻藁）を突いて，にぎりこぶしにた

　こができることなどをい5。

4iiga⑪（名）？UQtu（年下，弟妹）の対。㊦

　隼上（の考）。隼長（者）。◎兄姉。年上の兄

　弟。兄または姉。性劉を回避する時には

　’wikiga．・iiga（兄），’winagusiiza（鱗）と

　い5。’waa￥iiga．わたしの年上の兄弟。

siizaa⑪（名）植物名。椎。維の太。2とし

　て，たきぎとして使う曙町にいう。

siizaadamRMps⑪（名）椎のたきぎ。

4iieakaEa⑨（名）e年上の人たち。無畏者

　たち。先輩たち。？UQtunucaa（年下の入

　たち）の対’。◎壮：年の考たち。3（｝～農0歳台

　の者。，wakamuNnucaaの離。

畷多謡：agas皇dee⑪（名）隼長潮。大勢の間で

　順序を決める揚合は，たいてい畷多aka－

　tasideeとなる。亭ii多asideeともいう。

9量加s蓋盛ee◎（名）年長順。

4iigauasai⑨（名）姉。弟から見た揚合の姉

　をいう。

s蓋責戚⑪（名）〔新？〕政治。

轟麟澱奥①（名）す秀うの結びの一番。

sgiz菱mzzci⑨（名）〔新？〕政治の道。政治の

　行ないかた。政治むきの意。～nu’jUU

　natOON・政治がよくなっている。

瞬騨kur鰻⑪（名）（∋巣を作ること。鳥類が

　産卵のため，巣を作る（：と。O転じて，女

　のお産の準備をいうことがある。

sijaei⑰（名）seeciと岡じ。

s養jawasi①（名）〔文〕しあわせ。幸福。～一

　na　Rcu．しあわせな人。

sijawasigu’臓①（名）しあわせな事。幸福

　な事件。

§加⑳一面oo①（名）いろいろと手段を講ず

　ること。いろいろの方法でやってみるこ

　と。～sjUN．

sijoesigalna①（名）やりよう。やりかた。

　行な㍉・ぶり。

si　・」9kNCO　（他＝raN，＝Qci）知る。　siQCOON．

　知っている。

4i・jRaN⑨（他＝raN，＝ti）磨る。こする。

　kusi～・ふろで，背中を流す。

siSKa①（名）〔新〕鹿。慶良圏島に野生の鹿

　がいる。元来はkoenusisi（鹿。また，鹿

　の肉）という。

sikaa①（名）臆病者。

sikakan①（副）しっかりと。ちゃんと。～

　？ubiraN・はっきり覚えていない。～？U－

　ciNkai？iree・ちゃんと内にはいれ。ど

　5ぞ窒内におはいりなさいの意。

sika＝jiaN①（他4raN，・tl）㊦くくる。束ね

　る。縄をかける。縛る。また，捕縛する。

　nii～・荷物を縛る。◎（妊婦が大きい腹

　を）かかえる。？uhuwata　sikato◎N．大

　きなおなかをかかえている。
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sikaka＝juN①（他＝xaN，＝ti）0しかかる。

　やり始める。とりかかる。◎いどみかか

　る。

sikaki①（名）θ仕掛け。装置。からくり。

　O始め。起こり始め。病気などのきざし。

　兆候。

sikakl＝jUN①（他＝raN，講武）eしかかる。

　やりかける。◎しかける。動作をし向け

　る。

sikaku（⑦（名）四角。　s圭Qkakuともいう。

苧ikamaa③（名）借金の利息のために使役さ

　れること。

ξikama⑰（名）〔古〕酒を緩めて赤ん坊の体

　をふくこと。また，一説に産晃を沐浴させ

　ること。

＄ikama⑨（名）〔古〕閥つ時分（午離10時

　ごろ）の意か。また，早朝の意か。

§ikamaa⑨（名）負債のために使役される

　人。

s量kamiigura”gurea①（副）臆病な蟹をきょ

　うつかせること。恐怖の賛付きをするこ

　と。びくびく。

sikamttdiuei⑥（名）料理名。鹿もどきの意。

　肉・野菜・豆腐などをさいの目に切って作

　る。？utibici（お視いに作る料理の名）の

　nv’pto

siXamuNco（名）臆病考。

sika・gaZZPS①（自＝maNp＝di）臆病になる。

　おじける。

sikaNkaaco（副）びくびく。おずおず。臆

　病なさま。～sjoe．　N・びくびくしている。

sikaQ！iiG）　（副）　しつカ、と。　しつヵ、りと。

　ちゃんと。sikaituともいう　。’sika（ltuの

　方が上粋な語。

sikayaasaN⑨（形）さびしい。革製としてい

　る。sikaTaasii　ciici　’jaQsaa，jaa・さび

　しいけしきだねえ。

sikaras薫①（名）経験。平常やりつけて熟達

　していること。～nu？aN・経験がある。

sikawa＝sjtntw①（他＝saN，＝ci）経験する。

　熟達する。zX　k＆cu鍾sikaracooN．字を

　書くことに熟達している。？uraNdaguci

　sikaraco（）N・西洋語に熟達している。

sikasaN①（形）臆病である。

＄ikasiimaa’sii⑪（名）なだめすかすこと。

　・v　sjuN．

sEkasika①（副）いらいら。心の落ち着かな

　いさま。また，気分の晴れ購れとしないさ

　ま。～sjUN・

鱗翫a篇sj秘N⑨（弛＝saN，＝ei）e（泣く子を）

　あやしなだめる。すかす。Oなだめる。慰

　める。㊧（女などを）だます。

sikata①（名）eしかた。やりかた。　s圭ka－

　taa　neeN．　しかたがない。～nu’juta－

　sjakutu．やりかたがよいので。Oようす。

　ありさま。ていたらく。悪い揚合にいう。

　girinasii～・つれない，あわれなありさ

　a．　？jaasikataa　nguNd1　？juru　一vga．

　おまえのざまは何というていたらくだ。

sikee①（名）惟界。

eikE　＝jUN①（他＝raN，篇嫉）e据える。据え，

　つける。解いて安定させる。？isi～．石を

　据える。？uhugibi麟k擬．大きなしりを

　据えて。gaNsina　＄ikiti　baaki　kamijUN．

　ガンシナ（荷を頭にかつぐ時，頭に敷くも

　の）を据えて，かごを頭にのせる。taka一一

　makura　sikiti　？ueiju　rakurakutu　｝〈u－

　rasu？urisja・〔高下すけて　浮徴らくら

　くと　暮す嬉しや（忠臣身替）］うれしい

　ことに高い枇を置いて（杭を高くして）らく

　らくとこの世を過ごせるよ。◎食べ物を煮

　る用意をしておく。鍋をかけておくこと・

　米をといでかまに入れておくことなどをい

　5。sikiteekutu　hwii¢量k鋤ee　naa．かけ

　てあるから，火をつけさえずればよい。

sikima⑨（名）志慶間。〈（　tS　〉）参照。

sikiN⑨（名）撚間。世の中。　miQea三suri－

　ree～・三入目えば世間。～sjuN・　L一間

　並みとなる。kunu　eiNnu？aree，～sju－

　sa．この着物があれば覆：岡鑑みだ。　siki一一
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　nUN　saN．世間並みにならない。～nu

　？imasimi．式目に話するいましめ。毯の

　人のみせしめ。罪人を罰する二合などにい

　5。～nu　h30◎baN．世閻のうわさ。

s韮kiNbaRasi⑨（名）盤周話。

sikiNharu⑨（名）志整原。《欄参照。

盛k癬蟻鵜e⑲（名）世閻とのつきあい。

sikiNnami⑨（名）世間並み。人重み。

sikiNnariev（名）世間に馴れること。盤間

　に通じること。

slkiN？uma”Neu⑨（名）世間の人びと。天

　下の三民。

sikooi①（名）用意。準備。支度。sjoogwa－

　ginu～．正月の準備。

sikooimukooi①（名）いろいろ準備するこ

　と。　sil｛ooimukooee　cuusarplga，　nUUN

　寧ee　neeraN・いろいろ二品はしているが，

　何もやってはない。～sjUN．

sikoO＝juN①（弛＝raN，毒）遡回する。準

　備やる。支度する。’juubaN～・夕飯の

　支度をする。

＄ikubuu⑨（名）台燐（の土間）。

sikuci①（名）仕事。労鋤。　sigutuともい

　う。～’wata？iuri．仕事は綿入れと岡じ。

　鋤けば緩かくなる。

sikumi①（名）仕組み。副．画。

s圭ku＝nuN①（他＝maN，＝di）仕組む。計

　薩する。（会などの）準備をする。

sikusikuCO（副）着物がよごれて見すぼらし

　いさま。～sjooeru　c2N・見すばらしい着

　物。

sikutaikaatai①（副）よごれた着物・よれよ

　れの着物などを着たさま。尾羽5ち縮らし

　たさま。勇なりのみすばらしいさま。

sikutajaaCO（名）だらしのない者。元気の

　ないもの。

磁ku臓縛靱N①（窟＝1’aN，　ii）　よれよれの

　着物を着る。みすぼらしいなりをする。
s童m鼠⑥　　（名）　　θ村里。　部落。　玉｛agi　1’iNnu　　～一

　3a　kajuibusja？a寧iga．［勝連の島や　通

　ひぼしやあすがコ勝連の村墨には通いたく

　はあるが。◎故都。二身の部落。㊧領地。

　知行燐。領地としてもらう村落。～’uga一

　蒸艮N．知行地をいただぐ。⑲島。海にか

　tまれた農。

simaen（名）織物の模様。縞は？a担とい

　う。boozimaa（棒縞の模様の布）。

錘ma①（名）相撲。たがいに轍の帯をにぎ

　り合って屠構えてから始める。稲手を倒し

　て，相手の背を地颪に付ければ勝ち。二番

　続けて行な5。連敗した方が，nu3umi
　（墓み）と言って，もう一番取り遍しを望

　んだら，勝った方はそれを推否できない。

simaa⑨（名）小さい農の者，または小さい

　農出身の者（卑称）。

s亘m撫buk縫⑪（名）島袋。〈（地》参照。

simaeizoo⑥（名）領地を持ち知行を得るこ

　と。また，領地と扶持米。地頭に与えられ

　た領地と，その領地から地頭が得る扶持

　米。

si㎜agumi＠（名）沖縄産米。　ziimee（内地

　米），toogumi（外米）などに対する。

simaguni⑪（名）島国。　toojamatOO　tee－

　kuku，？uc1naaja～．中国とH本は大高

　沖縄は農願。

simakttnl⑪（名）e村塁。　simaもi〈uni

　もともに村里の意。◎領地。～N，ugadi．

　知行地もいただいて。

simakusarasi⑪（名）村に悪疫のはいるの

　を防ぐために行なう，まじないの行事。獣

　臨を塗ったしめ縄を張りめぐらし，鰍骨な

　どをつるし，はいって来る舟から悪疫がは

　いり込むめを防いだもの。農村でする行事

　で，二塁では行なわない。

s壼mamuci⑲（名）名目だけの領地を与えら

　れた脇地頭（，wacizitUU）。領地はなく，

　米は政府の倉庫からもら5。いわゆる？i－

　QpoomuCl〔一一方持］の脇地頭。字義は．

　領地（sima）を持つ者の意。

simanagasi⑥（名）島流し。流罪。
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simikab量

simari⑪（名）戸じまり。’jUU～S呈圭’jOO．

　よく戸じまりをしろよ。

simasibaai⑪（名）くけ縫い。縫い臼を表に

　蹟さない縫いかた。寧imas圭は亭i呈m圭（潜

　水）と関係ある語か。

sima＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）el済ます。終

　わらせる。◎婚約する。許嫁となる。婚約

　の成立をすます。女の側からいう。？UN－

　zutaagiruuja　rnaatu　’jatiN　rpimaeee一一

　mieeeibiimi，お宅のつる子さんはどちら

　かと婚約をすましていらっしゃいますか。

silnasugai⑨（名）故蜘玄に帰る二階。

s至m3S麗？確a賑a⑪（名）首里域の石垣の上に

　ある楼。？UgU￥ikuの項参照。

simatiihjaa’tli⑪（副）あらん限りの声で叫

　ぶさま。声を限りに。

s量mawaa⑥（名）村落（sima）の中。村落の

　大きさ。村落の範囲。

simazirl⑲（名）島尻。縄力参照。また，

　次項と岡じ。

S沁maz韮ri難Oo⑪（名）［島尻方⊃沖縄の田行

　政区画で，のちの島滉郡。

辱imee⑨（名）住まい。柱居。

simee①（名）身構え。また，受入れの準備。

　～sjUN・身構えをする。また，身樽える

　ふりをする。また，受入れの準備をする。

ljimeeciwju■N①（宮＝raN，＝Qci）すっかり

　整える。無駄なくきりつめる。また，部屋

　の使い方などに無駄がない。？ariga　ku一一

　rasee　simeeciQcookutu　？uhooku　tami一一

　もooru　hazi　doO．彼の暮らしはきりつめ

　てやっているから，たくさんだめているだ

　ろうよ。，jaa～．家を無駄なく住む。

simee　・juN①（自＝raNt＝ti）身構える。け

　んかなどの脅耀えをする。

gimeekame「e①（名）身構えばかりするこ

　と。やたらに身構えすること。～nu　cuu－

　saN．身構えばかりが大げさである。～

　SjUN．

瓠mee多a⑰（名）居室。居間。佳まっている

　部屋。

simeezu⑪（名）｛主所。居辮。

simi⑰（名）締め。合計。

瞬塒1⑪（名）（∋墨。◎学問。？agari？aka－

　gariba　一一　narega　？ieuN，　kasira　’juti

　tabori’wa？ujaganasi．［東明がれば

　墨なれが行きゆん髪結てたばうれ宿親

　がなしコ東の空が明るくなると学問を習い

　に行きます。髪を結ってくださいおかあさ

　ま。麟㎜ee　siQei　munOO　siraN．学問はあ

　りながら，物の道理を知らない。論語読み

　の論語知らず。～NsiraN　lnUN．無学：な

　者。文盲。㊤消し炭。caasiziNのこと。木

　炭は普通taNと㌔・う。

磁m董（D（名）隅。

simiee⑨（名）攻め合い。

simihudika「bi⑪（名）墨と筆と紙。学用

　晶。文房具。

S量mihuku⑨（名）読書、音読。朗読。昔は

　みな声を出して読んだ。

simiidi⑥（名）済芥出。（（　by　））参照。

s嚢mi＝juN⑪（自＝1’aN，；ti）しめる。湿気

　をおびる。simikeejuNともいう。

s藍田河uN⑪（他＝raN，＝ti）締める。帯を

　締めるは，普通？uubi　sjUNという。

siml＝jttN⑨（他；raN，＝ti）e攻める。攻

　聾する。◎責める。

S蓋m蓋＝3秘N①（継1曜我N，＝t，i）　させる。　S3UN

　（する）の使役形。soozi～・掃除させる。

一simi＝juN（接尾＝1’aN，＝ti）せる。…させ

　る。「サ行」の動講の「未然形」に付き，

　使役の意を表わす。他の動調には一s麟麗

　ヵミイ寸く　。nasjUN　（産む）→】：asimijl】【N．（産

　ませる），tuusjUN（通す’）→tuusi】籠i5UN。

　（通させる）など。

s量mijusi＝jZiN⑨（自；raN，”ti）攻め寄せ

　る。

i」imikabi⑪（名）e墨と紙。◎字を書いた

　紙。神翌なものであって，決して物を包ん

　だりしない。あやまって踏みつけた揚合に

475



s漬韮聡鰍ee，醸

　　は，おしいただいて丁寧に石垣の穴に入れ

　　るか，墨字炉（hUNzuruu）に入れて焼く

　　かした。それを怠ると，？uhub1sjaa（象

　　皮病）になるといわれた。

　simikee；ju”N⑨（慮＝raN，　t・ts）しける。

　　湿気をおびる。

　s圭鵬ikuvu＝sju”N⑨（他＝saN，”c圭）締め殺

　　す。

　si箕ヨ蔵董k聖箕面賦＝sjmu「N（ff＞　　（巨篇saN，鷺。三）　　攻め殺

　　す。

　＄imikwaasjaa⑨（名）墨ばさみ。墨つか。

　　一kwaasjaa＜kwaasjUN（食わす。はさ
　　む）。

　sirnimuN⑪（名）料理名。煮しめ。肉噸・

　　野菜などを盤濾で煮しめたもの。

　＄iminaa⑪（名）壁縄。墨糸。

　＄ilEliesarajaa⑨（名）学問を習う人。学生。

　　生徒。

　§imiNeu③（名）読み書きのできる人。学岡

　　のある人。

　simisi⑨（名）湿らせること。反物などに霧

　　を吹くこと。霧吹き。　～sjUN。　霧を吹

．　く。

　＄imisiri⑪（名）学問のある人。墨知りの

　　意。

　s菱mizi①（名）しめじ。きのこの一種。食：屠

　　にする。

　simu⑨（名）冷爾。冬の冷たい爾。「霜」に

　　対応する。霜は隆らないので，霜を爽わす

　　語はない。

　sim縫①（名）eしも（下）。◎台所。勝手。

　simuhatarac量①（名）下働き。台頭働き。

　simue蓋①（名）心だて。気だて。綴性。性

　　質。’janasimugi．意地悪。

　s蓋m唾¢藍⑪（名）11月。霜月。zuu？icigwa－

　　giとはめつたに言わない。

　simvagusi⑨（名）子宮病。

　sgmaukata①（名）（∋し屯の方。都から白い

　　地方。また，島尻方画をい5。Oしもじ

　　も。下層階級。
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simvaktt⑨（名）撞末（しゅもく）。

si鵬uku④（名）下句。しもの筍。琉歌は，

　上の血書。八，下の句入・六，全体で三十字

　からなる。

s量mukgR｛9aru⑨（名）霜隆。二十匹節の一

　つ。

sgmunai⑨（名）うらなり。　suuranaiとも

　いう。niinai（秀となり）の対“。

simuNtm’i①（名）首里城の門の名。？UgU一

　多ikuの項参照。

8iMIEru⑨（名）すもり。霊化しないで巣に

　残った卵。

simzasiea①（名）下志喜屋。（（　pa　＞＞参照。

S薫muWataziN①（名）下女の冬の晴れ着。

sEmuziihU①（名）下儀保。（（地））参照。

s国賊蓋脇詰搬臓①（名）し屯じも。下屡階級。

sina①（名）e晶（しな）。物最。また，物嶺

　の種類。◎（接羅）物品の種類を数える接

　屡辞。最。？ik：usinaN？aN．幾品もある。

　㊧人品。贔姓。～nu？aN・晶性がある。

gina④（名）砂。海岸にある砂。さんご礁

　片。また，砂利。，juniともい5。その項

　参照。

sinabi③（名）砂辺。〈（地》参照。

siAaga①（名）瀬長島。沖縄本島南部の西

　海面に接した小島。

＄inahwa⑰（名）瀬名波。㈱））参照。

＄ina＝juN⑪（自＝raN，置嫉）合う。調灯す

　る。適合する。似合う。？ucajUNともい

　5．　kunu　karazee　giratu　sinatoomi．

　この鍵は顔と合っているか。，3uu￥inato－

　oru　miituNda・よく似合った夫婦。91ina－

　tooru　nii．ちょ5どよい荷物。

sienamic蓋⑦（名）砂を敷いた道。砂利道。

sinamuN①（名）贔物。

s諭＆繍臨①（名）なさけ。思いやり。また，

　男女の愛情。情愛。sa甑ja．　narihuzinu

　sigata　euimi“vera，　’wamija　一vnu　’iNdu

　tujuyu．［里やなりふぢの姿取りみせら

　わみやしなさけの　縁ど取ゆる］露は姿形



sinuN

　の美しいのをお取りになるでしょうが，わ

　たしは情愛の深い縁を取ります。

s量na？urUS壼⑨（名）おはつ。新しいものを；初

　めて用いること。多くは身につけるものに

　ついてい5。

s漁azM①（名）撮切れ。

三盛⑥（名）すね。

一・ 奄撃奄獅宴ﾕ皇ee④（句）〔文。古〕一siN　gii七ee

　と同じ。

sinidukuruG’）（名）死ぬべき揚所。たとえ

　ば，女はいったん結婚したら夫の家をsi－

　nidukuruと思えと，　～きとされる。

sinigaU①（名）死に顔。

sinigii⑨（名）すね毛。すねに生えた毛。

sinijapszaa⑨（名）死にそこなった者。

sinijaN二ZttN①（自＝daN，＝ti）死にそこな

　う。

s韮nimee①（名）死ぬ甫。死にぎわ。

sin韮nukii＝．iUNQ）（霞＝raN，；ti）生き残る。

s繍駅D（名）死人。事故・けんかなどで死ん

　だ人をいう。普通の揚合の死んだ入には

　lnaasjooru　QCUという。～nu？Nzito－

　ON．死入が出た。

siniQcu①（名）死人。死んだ入。？iciQeu

　（生きている人）に対する。

s養無量wakari①（名）死に別れ。死Blj。？iぐi－

　wakarl（生き鋼れ）の対。

S嚢nju獣u＝juN⑪（他＝1’aN，＝ti）sinukujUN

　と岡じ。

sigi！ibiG）（名）e〔文〕忍び。微行。◎ひそ

　かな恋。密通。また，あいびき。’Nzotu

　’waga　nakanu　．s．　？arawaeriti，　？acaja

　，NZO　siminu？ajara　tumiba．　「無蔵と

　我が仲の　忍びあらわれて　明日や無蔵責

　めの　あゆらと思ば（手水之縁）3女とわた

　しの綱のひそかな恋があらわれて，あすは

　女が責められることがあるかと，思うと。㊤

　探｛貞O密｛貞。taNtiiともいう。

si蹴u＝b琶NG）　（違韮　＝baN，　＝d圭）　（≡）忍ぶ。　堪え

　る。こらえる。eimunu　sinubaraN．匿i情

　にたえない。かわいそうで見過ごせない。

　◎ひそむ。かくれる。ひそかに行く。（男

　女が）かくれてma　5　eあいびきする。nuja－

　ma　1〈wiyu　micija　？ikuri　hwi7，amitiN．

　’」’amini　mazirijai　sinudi　？icuN．　［val．Li

　止る道や　幾里へぢやめても　閥にまぎれ

　やり　しのでいきゆん（手水入電）］野山

　を越える道は西里へだたっていても，蘭に

　まぎれて忍んで行く。

sinugu⑨（名）農村で祭りの時，男女で行

　な5舞踊。村の若い男女が神蔚の広揚で入

　り乱れて踊る。儒教思想輸入により尚敬王

　時代に禁生されたことがある。？anibiね3a

　’」’ukati　・v　siei　？asudi，　’wasitajuni

　nariba？utumi　sariちi．〔姉べたやよかて

　しのぐしち遊で　わした世：になれば　お止

　めされて］締たちは幸福だった，シヌグ遊

　びをして遊んで，われわれの盤になったら

　禁止されてしまった。恩納なべ（女流歌人

　の名）のよんだ歌。

sinui⑰（名）海藻の名。もずく。沿海に産

　し，細くて糸状をなし，分枝が多い。蒼黒

　色で柔らかく，操心して三杯酢などにして

　食べる。

sinukttimata’kui⑨（副）工夫して準備す

　るさま。苦心して作るさま。お祝いのごち

　そう，または金銭などを苦心して用意する

　場合にいう。～sjUN。

siRuku＝juN⑨（他”raN，；t呈）工夫して用

　為する。苦心して準備する。支度する。

　sinjukujuN　ともいう。　？agari　tacikU－

　mu，ia　’jugahu　sinul〈ujui，　？asibi　sinu－

　kujuru雛taclmi5鍵abi．［東立雲やよが

　ほしによくゆり　遊びしによくゆる　＝：：十

　美童］東の方の雲は豊年を支度するし，遊

　びの支度をしているのははたちのおとめ。

si＝S・1・N①（自・不規則）死ぬ。主として事

　故死の場合や卑しめてい5場合，または動

　物の死についていう。普通，人間の死につ

　いてはmaasjUNという。
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§i職UN

sl＝iiuN③（自＝maN，＝d呈）済む。終わる。

　sikucinu＄idaraa？uea　numee．仕事が

　済んだのだったら，お茶を飲みなさい。～．

　それでいい。ことわる時にい5。鋭nUN灘

　？umutoomi・それで済むと思っているの

　か。

§i＝nuN③（自；maN，＝di）澄む。　miginu

　麟doON。水が澄んでいる。

sinu＝zuN⑨（他＝gaN，＝zi）しのぐ。困難i・

　危：険の中をくぐりぬける。Iluci～．困難

　から助かる。？ami～・雨をしのぐ。爾や

　どりをする。sinuzi　sinugaraN・しのこ

　うとしても，しのげない。困難から逃れら

　れない。

S掴⑰（名）㊦心（しん）。　ものの中心部。

　～nu　RiiraN．（米・いもなどの）芯が煮

　えない。◎燈心。㊤木：の芽などの芯。蜜た，

　それが出た先端。草太の幹の最先端。樗。

　maaginu～．松の櫓。～ja　tiN　kamit呈

　，5ud3ja　kuni　hwirugi，　hw三z玉」訊z圭nu

　sul｛unu　ha嫉N　siraN．〔しんや天かめて

　枝や間ひろげひげや地の底のはても知ら

　ぬ］櫓は天をいただき，枝は国中に鷹がり，

　根は地の底のはても知らない。⑲心（ここ

　ろ）。繕神。また，本心。心の底。～k：ara

　，jami・塞翁からなのか。～kara？uzi－

　toON．すっかり恐れている。～k纂撫sjUN．

　心の底を癌める。～nu　sawai．精神異常。

siN⑨（名）㊦さる。雨戸の戸じまりをする

　装醗。爾戸のさんに仕掛けて，敷居や鴨屡

　に差し込むもの。・：・t？irijUN．さるで戸じ

　まりをする。～sasjUNともいう。◎栓。

　たるなどの栓。～sjUN・擾をする。

slN①（名）㊦詮。　甲菱。効能。　ききめ。

　？Nmaritaru～nu？aN．生ま；れた甲斐が

　ある。？icicooru～．生き甲斐。，joOZOO

　sj　aru～nu　neeN．治療した甲斐がない。

　kusui　nudiN～nu　neeN．薬を飲んでも

　ききめがない。㊤効験。～cirijUN．死

　後，霊iのあるしるしがなくなる。冥土から

　の音沙汰がなくなる。夢にも晃えず，願

　（？ugwal）をしても御利益がない時など

　にいう。

s三N（D（名）千。

轟①（名）e寸。～nu　taraN．寸法が足り

　ない。背が低い。◎（接尾）寸。？iQsiN

　（一寸），ni錘R（二寸）など。

siNbaa⑨（名）草木の若芽。若葉。

s戴も滋③（名）心張り棒。戸目のしまりに用

　いる，戸を押える棒。

s演b癖⑨（名）餓劉。はなむけ。

s量曲難⑨（名）煎餅。

S抽bju獄⑰（名）神妙。おとなしくして落ち

　着いていることQ～ni　sjOON．神妙にして

　いる。～na　Qcu。神妙な入。

slNi　ci⑨（名）癒気の転意。フィラリヤ。kusa

　と岡じ。

s癬。韮⑤（名）〔文3〔心気］ここち。心持ち。

　mimutu　kavagura七u　naruga～。［Hも

　とくらぐらと　なるが心気（銘苅子）］臼も

　とが抄くなるようなここち。

一＄轍gikee①（句）［文・古3ので。？icuna’

　sa曝N　giitee’waNnee？ikaraN．いそが

　しいのでわたしは行けない。

siNeimuei⑨（名）フィラリヤ患者。　kusa一一

　hunijaaと置1じ。

麟Nci践＝」戸戸⑨（繍＝raN，＝’ti）澄みきる。

　すっかり澄む。

s梱蜘u①maNkami①（句）鶴は千無，亀は

　万隼。

siNdia⑪（名）悩め苦しめること。慮待。残

　酷に取り扱うこと。

＄iNdaka＝sjuN（①　（イ慮”saN，＝c圭）　滑らすQ

　滑らせる。kuei～・口を滑らす。

一siNdee（接尾）一sideeともL・う。…次第。

　また，…の膿。cuusiNdee（来た順，また，

　来次第），？“waisiNdee（終わった者郵臨

　また，終わり次第）など。

siNdi＝juNen（自＝raN，＝ti）ただれる。や

　けどなどで皮麿がくずれる。
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siNdi＝juN⑪（自＝raN，”ti）滑る。

siNdoo⑪（名）siNroe　と嗣じ。

siNduu⑨（名）船長。船頭に対応する。

　，jaNbaraa，　toosiNなどの船長。

siNgwagi⑪（名）4月。年の第四の月。　si－

　gwagiともいう。

s；NgwaN①（名）銭千貫。20円にあたる。

　ziN（銭）の項参照。

siXgw魏juN⑪（自；raN，”ti）濁る。　くも

　る。蟹・ガラス・鏡などがくもるのをいう。

　水の濁るのは撚iNgwijUNという。

siNhwicag圭⑨（名）神経褻弱。心配のあま

　り牛神に異常をきたすこと。

siNjaku⑥　（名）煎じ薬。　siNzigusui，　sizii－

　gusui，　sizirigusuiと同じ。空として

　？UC沁a3？is3a（沖縄匿者，すなわち漢方

　医）の用いたもの。

slNka⑪（名）臣下。事下。農村では転じて

　家族の意にも馬いる。

s蓋Nkee⑫（名）〔新｝気違い。狂気。

si翼koO9職⑨（名）猫背。

siNkugi⑨（名）洗骨。死後数年内に次の死

　考があった揚合に行なった。次の死者がな

　い工合には十年ぐらいして行なった。楷

　を墓から墓地の広揚へ運び出し，爪の先ま

　で拾い取ってきれいに洗い，拭き上げてか

　ら，事部の骨から順順にかめに入れて，墓

　の中へ納める。

S韮Nkuma’Nku⑨（名）千苦万苦の意。非常

　に苦心すること。

siNma⑨（名）神がかり。一種の神経病で，

　それにかかると霊媒となって予雷などを行

　なうようになる。神魔の意か。

siNmaju－ta⑪（名）神がかり病になった

　，5uta（占いをする女）。，jUNnujutaと同

　じ。

s畑meenaab責⑪（名）鍋の一種。非常に大

　型のもの。

siNm叢⑰（名）器具の肝心な箇所。扇のかな

　め・器具のはめる所・ねじる所・差し込み・

　ねじ，など。～nu，joosaN．イ．ねじなど

　がゆるんで用をなさない。ロ．（人間が）

　無能である。

siNna③（連体）siNnuと同じ。

siNn｛⑥（名）丸太舟。くり舟。　sabani，

　kuihun圭ともL・う。～kuihuninu？iCU一・

　ru　tuke　’」’ariba，　kijuj’a　？Nzi　’ugadi

　？acaja　cusiga・［すんねくり舟の　行き

　ゆる渡海やれば　今Bや行ぢ捧で　明臼や

　来ゆすが］くり舟の行くような海ならば，

　きょ5行ってお欝にかかって明日は帰って

　くるのだが。

siNnigwaa⑨（名）giNni（丸太舟）の小さ：

　いもの。

slNniNO（名）仙人。

siNniMaNmee①（名）θ仙人楼。㊤倉入の

　ようなおじ：いさん。まゆが真白になった老

　翁（士族i）をいう。

siNnu⑪（連体）真の。正式の。格式通りの。

　～baa．表向きの正式の揚。型通りに正：

　式に行なうべき揚合。～b3s趣ともい5。

　～？u畷N・正式の賓客。格式通りに一定

　の順序に従って応待しなければならない。

　すなわち，初めに煙草盆を出し，次にお

　茶，お茶うけ，料理，酒の順序に出し，次：

　に食：後の菓子を崖し，改めてお茶を出し，

　それから次次に謄部を下げ，最後には煙草

　盆まで下げる。そこで初めて客は座を立

　つ。その間，世間話などは一一切しない。正

　式の用向きは料理の繕部が鐵る前に型通り

　の法によって伝え，法によって承諾の挨拶

　を述べる。客も主人もすべて式順を追っ

　て，あやまりのないように期する。

siNpui①（名）ころげ園ること。すねた場

　合，また痛みにたえかねた揚合など，もだえ

　てころげ闘ること。のたうつこと。siipui，

　siihui　ともいう。　～　sjUN．

sirypuikaapui①（名）すねて，ころげ健る

　ことQ～sjUN・

siNroo⑥（名）心労。心の苦労。気苦労。
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　siNdooともいう。　siNrooは上流の老人

・などの一上晶な発音。

siNskat韮⑪（名）新しい仕立て。仕立てたば

　かりのもの。

siNsjaku⑨（名）反省。反省して後悔する揚

　合や，反省して掴める無職の反雀をいう。

　欝酌の転意。s呈NS3akoo　neeN。反省の色、

　がない。～s担N・

siMaku（①　（名）e洗濯。　かくにつげて洗うこ

　とだけでなく，洗い，乾：かし，伸ばし，た

　たみ上げるまでの全部をいう。～sju風聴

　灘して仕上げる。？aratee？a錘窟鼠siNta－

　keo　maada．洗ってはあるが，まだ仕癖

　げてない。洗5仕事のみは？at’eesikuci

　である。◎布に水を通すこと。

s演t銭⑰（名）心底。心の底。心。～RUンsva－

　QsaN．心がよくない。

siNtikwaNntw’O（名）千手観音。首里から

　那覇への出目，観音堂にあり，旅の平安を

　守る菩薩として，旅立ちの時に必ず参藷し

　た。

s曼聯aN①（名）新参の士族。廃藩以前に，平

　民から±：族となった者。鼓udee（譜代の士

　族）に紺する。miijukaQcuともいう。

siN4asien（名）さる。雨戸のとじまりの装

　置。s呈Nともいう。

siNgatu⑪（名）薪里Q（（地＞＞参照。

s梱z量⑭（名）煎じた汁。スープ。tuisiNzi

　（鶏のスープ），？ii’abuusiNzi（えらぶうな

　ぎの煎じ汁），kagUUS｛Nzi（かつお郷を煎

　じた汁），taa？i麟s圭N溢（ふなを煎じた汁），

　guujaasiNzi（豚の尻の骨を煎じた汁）な

　どがある。

siNzigi⑪（名）〔真実］e真実。◎真心。親

　切。誠意。tanurnusija　mutunu　makutu

　’wasixiraN，　？inucl　hurisititi　namanu

　tvja　？il〈utubani　？Nzaci　？ieija　gikusa一一

　1’aN・［たのむしや元の　誠忘れらぬ命

　ふり捨てて　今の真実や　い書葉に出ち

　別ちや尽さらぬ（忠臣身替）〕たのもしい

　かな，昔の誠を忘れずに命をふ夢捨てて

　の今の真心はことばに出して欝いつくせ’

　ない。～ni　s3UN。親切にする。㊤泄：謡。

　看病。親切に面倒を見ること。tus麟短U

　siNzigee　s担τu　mUN．年寮りに1ま親切に

　函倒を見るべきもの。

siNzigusui＠（名）煎じ蘂。　siziigusuiと

　同じ。

siNzi＝jUN⑪（他＝xaN，＝ti）信じる。信心

　する。至孝する。確信する意では元来は矯

　いない。

slNzi＝juN⑨　（弛＝raN，編嫉）　煎じる。　煮出

　す。sizijUNともいう。

siNz；kRsl⑨（名）煎じかす。煮虜したかす。

S畑zimuN⑨（名）煎じもの。煎じたもの。

S鰍Z韮N駿①（副）しとやかにしているさま。

　静粛に控えているさま。しみじみとの転意

　か。～sj◎ON．神妙にしている。静かに

　控えている。

slNziz量ru⑥（名）煎じ汁。煮出した汁。

siNgH③（名）e先祖。◎墓。　gikazuとも

　いう。

siNzuuku、n量ci（①　（名）　四十九5。　死後49

　R欝の法事。sizuukuniciと岡じ1。

sipi＝jUN①（他＝raN；＝ti）（鼻を）かむ。（鼻

　汁を）ぬぐいとる。hanadai～．鼻をかむ。

　hana～．とも1，・5。

s長P轍量5uN①（自＝1’aN，魂i）㊦ぺしゃんこ

　になる。押しつぶされてひらたくなる。

　sipiriti　neeraN．すっかりペしゃんこに

　なってしまった。＠卑下する。小さくな

　る。

s量piriinttnii⑪（名）卑下したしゃべりかた。

　・一一　sjUN．

sipitaigaNzuumUN②（名）体が弱そうに見

　えて強い者

sipita壼kaa’｛ai①（副）しょんぼりしたさま。

　しょげているさま。元気のないさま。また，

　見すばらしいさま。？aree　kunumeekara

　・v　sjootaru　muN，　’Nca　sipitati　nee一
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　raN・彼はこの闘から意気沮喪していた

　が，やっぱりすっかりしょげかえってし

　まった。

sipitainaci①（名）めそめそ泣くこと。

sipitajaaCO（名）弱虫。弱い者を罵倒して

　いう語。

siplta　・」　uN①（轡＝raN，”ti）しょんぼりす

　る。元気がなくなる。また，落ちぶれる。

sipiza．a⑨（名）eぺしゃんこのもの。押し

　つぶれたもの。◎実のはいっていない米・

　颪など。

s量p董zaam鎗m量◎（名）ぺしゃんこの豆。実

　のはいっていない豆。

sipjaaku⑨（名）銭400文。8厘にあたる。

　ziN（銭）の項参照。

sipjaakugt！N”zuu⑪（名）銭450文。　9厘

　にあたる。ziN（銭）の項参照。

sipuigoojaku④（名）吸い出し膏薬。

sqipu＝juN①（他＝raN，＝ti）日にくわえて吸

　う。（あめ・乳などを）しゃぶる。

S加工k躍amuN⑨（名）塩からいもの。

sipukara§il・A’・ew（形）塩からい。しょっぱ

　い。sjuuzuusaNともい5。

s始usaN①（形）ねばり強い。弾力姓が強

　い。saku＄aNの対」。

sipus恥u①（副）じ：めじめ。着物などが，

　ぬれて湿っているさま。～sjoON・じ：め

　じめしている。

siputaikaa”tai①（副）じめじめ。ぬれて湿

　っているさま。

siputa＝juN6）（自＝raN”ti）湿る。じめじ

　めする。ぬれる。siQ捻5UNの項参照。塩

　分をもって湿っている裏合に多くいうよう

　である。

siPtttara？agisaN⑥（形）蒸し暑い。

sipuut）（名）弾力の強いもの。粘り強いも

　の。折れない枝，かみ切れない肉，ねばり

　強い人闘など。

sipuutu①（副）びっしょり。ぐっしょり。

　ひどくぬれたさま。

siQci蓋⑪（名）e費え。むだな出費。散財。

　◎むだ。～najUN．むだになる。

siQciigutu⑨（名）e金：のかかること。夏風

　のかさむこと。Oむだなこと。徒労なこ

　と。

siQkakuew①（名）㊦四角。　sikakuともい

　5。O長さの単．位。布の約一尺の長さをい

　う。物差しを用いない時代の計り方。

siQkakuu⑪（名）四角いもの。方形のも

　の。

siQkaN⑪（名）折橿。子女のしつけとして，

　体罰を加えること。

s蓋Qku⑨（名）〔文〕節供。季飾季節にある

　祭りや祝いの鶏a正月のmiQcanUs圭ku
　（3日の祝い），naNkanusiku（7簾の祝

　い），3月3日の？uzuu，5月4日の，ju－

　Qkanuhwii，5月5Nの？amagasi，9
　月9日のciku？u多aki，11月のtUNZ難
　（冬至の祝い）などをい5。

siQkuikaQkui①（副）激しく泣くさま。働’

　契のさま。おいおい。～sjUN．

siQkwaan（名）動かないように下に敷くも

　の，またははめこむもの。くさび。建築用

　のみでなく，車どめとして車輪の下に入れ

　る石，その他，ぐらぐら動かないように下

　やまわりにはめこむものをいう。

siQkweekaQkwee①（副）siQkuihaQkuiと
　恥じ。

slQpa⑪（名）強情なこと。しぶといこと。

　また，強情者。しぶとい者。

siQpaka“agi⑨（名）しぶとい顔つき。

siQpakaagii⑥（名）しぶとい顔つきをした

　者。

siQpa’muN⑨（名）強情者。しぶとい者。

siQpil＠（副）ぺちゃんこ。ぺしゃんこ。押

　しつぶされてひらたくなったさま。また，

　やっつけられたさま。圧｛到されたさま。

　〈sipiri担N。～nasjUN．ぺしゃんこに

　する。～kwaasjUN・．ぺしゃんこにやつ

　つける。～najUN．ぺしゃんこになる。
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　やっつけられてノ∫・さくなる。

siQpuku⑪（名）〔文〕切腹。

siQ壷①（名）〔摂瑚saNsikWaN［三司官コ

　の上に立って，政治を行なう最：高の役入。

　王族の中から任命される宰相。総理大臣に

　当たる。

siQsiQ⑰（感）鳥獣を追いはら5時の声。

　しつしつ。

siQta⑥（名）〔新？］雪駄。匙a鼠s爲b＆（皮：草

　履）ともい5。

磁Qta⑨（名）数久鑓。〈（地〉｝参照。

s…Q隔量⑨（副）ぬれたさま。～najUN・ぬ

　れる。

siQ臓耀簸⑨（名）ぬれ手。水にぬれた手。～一

　saani？awa　gil〈anUNnee．9aれ手で粟を

　つかむように。

siQtaikaatai⑲（副）すっかりぬれたさま。

　びしょぬれ。ずぶぬれ。～na3tlN．びしょ

　ぬれになる。～S500N・びしょびしょだ。

siQlaimim圭⑨（名）中が湿っている耳。そ

　5いう：耳は遮くならないといわれている。

siQtaiziN⑥（名）ぬれた着物。

siQta＝juN⑨（自＝raN，＝ti）ぬれる。布で

　言えば，si嬢ajURはしぼれ1ま水の出るほ

　どのぬれ方，s藍pu七ajUNはしぼったあと

　の程度のぬれ方を，siMijUNは湿気を感

　ずる程度をい5。

sira？akagai①（名）夜が白むこと。明けが

　たの薄明。　sira？ak｛ともいう。

sira2ak…①（名）夜が白むこと。薄明。　si－

　ra？akagaiともいう。’juunu～sjOON．

　夜が白んでいる。

siraakusja「a⑲（名）議後左右。周囲。回

　り。～11u　Qeu．周囲の人。～’jamabike－

　ei。園りは山野ばかり。

sirabee⑨（名）密なまず。顔に白色の斑点

　ができる皮鰹病。

sirabj⑪（名）調べ。調査。検査。

sirabi＝juNew（他＝1’aN，就i）調べる。調査

　する。検査する。

sirabimuNpm（名）調べ物。

siracani⑥（名）［文〕こ白種子3稲。元来は

　稲の品種の名。hubana　sae｝ziriba　ci擁一

　hwiziN　gikaN，　・・一ja　nabiei　？abusima－

　kura．亡穂花咲き謬れば塵ひぢもっか

　ぬ　白種子やなびき　あぶしまくらコ稲の

　穂花が咲き出ると塵も泥もつかない。稲は

　あぜを杭にする豊作。

siracikuew（名）白菊。　sirucikuともい

　う。

siraga⑪（名）0しらが糸。すが糸。よりを

　かけない綱い生糸。またそれで織った絹の

　布。◎5iragawataziNの酪。

siragaa⑪（名）白髪頭の者。悪躍としてい

　う語。

si「mgaga■si⑨（名）sh’agaの経糸。　細い，

　よってない生糸の経糸。

s量ra菖awata’fi　iN⑨（名）絹のしらが糸で織っ

　た，女の，冬の礼服。

sk’avcri㊥（名）しらが。白髪。

sivagigi－burtt⑪（名）白髪頭。

siragigU㎜i⑪（名）白米。精米。

siragi＝jUN⑪（他＝raN，＝ti）　しらげる。

　玄米をついて白くする。精米する。

slrahama⑪（名）白浜。白い砂浜。

sirahu⑨（名）〔文｝白帆。？ucinu～．沖

　の白帆。

sirahwee⑨（名）石灰。いしばい。黒糖を

　闘める時などにも規いる。

sirai⑨（名）白蟻。

s董rakaei⑥（名）瀬良垣。《地））参照。

8圭rakumu⑨（名）自雲。

simanaa⑪（名）糸操にかけた白いより糸。

siranami⑨（名）白波。

sira＝nUN⑬（自＝maN，＝di）（夜明けの空

　が）白む。？agarinu～．東の空が白む。

siraN⑨（名）しらみ。

S董遡選鐸g窺e茎⑨（名）タミ魅して頭を掻くことe，

　smeaNは，しらみ。
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siraNhuunaa⑨（名）知らぬふり。

siraNQeu（D（名）e知らない人。◎（小児

　の）人見知り。～sjUN・人見知りする。

sk・aQkwa⑪（名）生後しばらくして，赤い

　色がぬけて白くなったころの赤んぼう。生

　後半年ぐらいの赤んぼうをいら。

sirasabe＝jUN⑨（自　　＝：｝’aN，　”むi）白っぽく

　なる。白ちゃける。湯水にながくはいつ

　て，皮下が白くふやけるのを多くい5。

sh’asee⑨（名）川えび。小さいえびで，食

　用となる。亭eegwaaともいう。

sirasi①（名）㊦知らせ。報告。◎前兆。

sirasibio（名）〔文〕知らせる人。告げ知ら

　せる人。似た語に，kataibi（語り部）があ

　る。ともに文語。，unazarani，waga　ta－

　1〈umi　tLtnu　？atara，　？azitu　murutu－

　muni　tamanuuju　eirac圭・［をなぢやら

　に我がたくみ　しらしべのあたら　按司と

　諸共に玉の緒よちらち（忠臣身替）〕按

　司夫人にわがたくらみを知らせる者があっ

　たのか，按潤とともに死んでしまった。

siraslbu董③（名）白絞め油。大豆油。上等

　な食用油である。

sira＝sjUN①（他＝saN，　mci）知らせる。通知

　する。

sirawareea）（名）冷笑。　しら笑い。

siricaa＝sju”N⑨（他＝saN，＝ei）すり消す。

　もみ消す。

寧飯φk珂が鯉⑨（他＝raNβtl）すりつけ

　る。こすりつける。

siriee①（名）e知り合い。知人。◎承知の

　上。知っていて。～nu？wiiともいう。

　～karasjuN．知っていて貸す。

＄lr；haci⑨（名）寧iruhaeiと同じ。

＄iriha＝zuN⑨（勉＝gaN，＝zi）すりむく。

sirihuka＝sjuN①（lta　＝saN，　zci）熟知する。

　十分知る。知りつくす。？ucuu　sirihuka一一

　coo亭ig＆寧eesa．内情をよく知っている者

　がしたのだよ。

sirihwicimeehwicico　（副）　つきまと　うさ

　　　　　　　　　　　　　　　siru？asei

　ま。身辺をうろりうするさま。～Qsi？u－

　muinudu？aee　sani。身辺をうろ5うし

　て，気があるのかしら。

sirilan（名）後ろ。後方。裏。，jaanu～．

　家の後ろ。

siri＝juN⑪（自＝raN，”ti）おそくなる。時

　節が過ぎる。時閻が過ぎる。

sivikizi⑲（名）すり傷。かすり傷。

轡撫oo⑨（副）すり消すさま。あとかたも

　なくするさま。立ち消えのさま。次の句で

　いう。～najUN．イ．あとかたもなくな

　る。ロ・立ち消えになる。御破算になる。

　～nasjUN．もみ消す。立ち消えにする。

　御破算にする。siijaNzigutOO　muru～

　naceeN．失敗はすべてもみ消してしまつ

　てある。

slrikuci＠（名）sirukueiと同じ。

9、irina＄i＝juN⑲（弛＝raN，＝ti）なすりつけ

　る。

sirinugaa＝ju”N（自＝raN，＝ti）すりぬけ

　る。まぎらわしてのがれる。人になすりつ

　けてのがれる。

sir腿⑪（名）e汁。液体。～tubasjuN．水

　を切る。水気を切る。～hajUN．汁が顔

　る。また，腐って汁が出る。～hwijUN．

　汁が干る。（飯が炊けてきて）水分がなくな

　る。～najUN・イ，溶ける。溶けて液体

　となる。ロ。無くなる。無になる。無駄にな

　る。milN～nac量，warajUN．目がなく

　なるよ5に目を細めて笑う。，jaajas圭ciN

　～nataN．家屋敷もなくなった。　siz’oo

　naraN．無駄にはならない。◎汁。おつ

　ゆ。おすましやみそ汁。首里では多くは

　？u＄iruという。

』鞭u⑨（名）白。

siru　’D（名ノ代（しろ）。かわりとなるもの。

　代価。または金のかわりとして取る器物な

　ど。dusixuは身の代。

磁ru①（名）〔文〕城。口語はgu4iku。

siru？aei⑨（名）めじまぐろ。？ac漁u？ijロ
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sirtl？a拠

　（まぐろ）の項参照。

siru？atu①（名）〔文〕城跡。口語はgu＄圭一

　kunu？atuという。

sirubi①（名）＊印。標識。

siruboNbeN⑪（名）吸い物などに実が少な

　くて，汁ばかりが多いこと。汁気ばかり。

　～nu？usi　1’u．汁ばかり多いおつゆ。

§蓋r曲U§三⑥（名）白星。勤務の良婿な揚合な

　どに付ける印。kurubu　9，　i（黒星）の項参

　照。

s韮yuc董髭u⑨　（名）　sirae圭ku　と閉じ◎

siruCOo⑪（名）［白朝3　COOziN〔朝衣3の

　一種。真白い麻の礼服。kurueoo　E一朝］

　の短。いずれも芭蕉布で作り，もとは朝廷

　用の衣の意であったが，明治以降，s圭職coo

　はもっぱら喪服として用いられるように

　なった。

slmigweei⑪（名）｛竺白く太ること。脂肪ぶ

　とり。kurujoogariの対。

4iruhaei＠（名）すりばち。￥irihaciともい

　う。那覇ではreehwaaとい弓。～nakai

　kugasi多i卸N・すりばちで米の粉をする。

siruhaiiRUbT⑥（名）汁の出るもの。また，

　腐って托の毘るもの。

s動uhw撫銘ii⑨（名）㊦飯が炊けてきて水が

　引くこと。◎転じて欲などが激しいこと。

　￥ukunu～sjcoNm　．欲が煮えたぎってい

　る。．激しい欲に燃えている。

siru？iihwee⑥（名）薮白玉：｝潮死後四十九饅

　までは，太牌を泰書紙で包み，蓑に法名を

　書いておくカ㍉その位牌をいう。四十九日

　の法事ののちは，普通の｛立牌に，貴族は金

　文字で，一一ecの士族は黄または朱で法名を

　書きかえる。

s蓋rti愛韮jas⑨（名）魚名。鯛の一種。滋養分に

　蜜み，病入用によく用いる。

slrukabi⑪（名）白紙。白い紙。

sirukani⑨　（名）㊦錫。　寧i質ともい5。

　◎鉛。namariの誤用として用いる。

S董rukanRuaeo⑨（名）制約城の門の名。

　？UgU＄ikUの項参照。

sirukuci⑭（名）両方。溺後または左右など

　の両方。　～nu？ロZ◎0。浜方の門。一軒に

　門が二つある時にいう。

slrukueima’akuci⑨（名）箭後左右。四方。

　どこもかも。～tie沁u，5aru．どこもかも

　敵だ。

sirnkuz三⑨（名）すりこぎ。那覇その他で

　はriiziとL・う。

s巨i’umaam呈⑪（名）白豆。白隠元のことか。

sirumi⑨（名）㊦（卵の）白身。　sirumiiと

　もいう。◎（豚の）四二。

s三urllmii⑪（名）sirumiと同じ：。

siVlxrnii⑨（名）白丁。～hwi（≧eeerasj　uN．

　まぶたをひっくりかえして白窟を出す。

sirunugurien（名）瀞のかす。　guriはかす・

　沈澱物。

§量撒臓腿聡u⑥（名）白い霜。

s養r駆甑a⑥（名）はまぐり。

slrUQeuu⑲（名）白子。白人（しらぴと）。

s；rusaN⑪（形）白い。

sia’usi①（名）㊦しるし。標識となるもの。

　～bikeeL　しるしばかり。ほんのわずか。

　◎きざし。需兆。また，神の知らせ。，麟一

　takanaru　mijunu　一一　？arawariti，　？a－

　mlgljunu　mユ9tlml　tue1N　tagaN・［豊な

　る御代の　しるしあらはれて　雨露の恵

　時もたがぬ〕豊隼の渤兆があらわれて，雨

　露の恵みも時をたがえ．ず瀬調である。㊧

　感応。祈った心が神仏に通ずること。⑭効

　験。ききめ。kuSui　nu・laru～nu？aN．

　薬を飲んだききめがある。＠あとかた。

s量旧識a⑥（名）白下。白砂糖を製造する途

　中の製鹸。

s蜘rutumiiiuu⑪（名）薄いかゆ。かゆの汁

　と実とがわかれわかれになっているもの。

sirua2ueie（名）〔文〕城内。1〈uhwina～ni

　tumu　cuiN’uraN．〔こへな城内に供一

　人もおらぬ（忠臣身替）3これ像どの城内

　にひとりのi家来もいない。
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s韮sjoo

slru2uguma⑨（名）白胡麻。

sirUU⑰（名）e慮いもの。◎与党。賛成派。

　kuruu（野党。反対派）に対する。とくに

　明治の中ごろの関治政府支持派をいう。

　s＆Nsiiともいう。その項参照。

S董ruwaN⑰（名）汁椀。吸い物椀。汁を入れ

　る椀多くは？usiruwaNとい5。
siruwa｛a⑪（名）魚などの白い腹。～？U－

　QceejUN．　白い腹が裏返える。魚が白い腹

　を上にして死ぬ。

sirUlatoo⑪（名）由砂糖。新語ではない。

　teehwakuともいう。

S蓋ruzi⑥（名）白地。白地の織物。白地は夏

　に多く罵いるが，葬式には夏冬を問わず

　白，お祝いには同じく紺が用いられ．る。

slrH11k；1⑨（名）飯に汁をかけたもの。多く

　は？usiぎu多ikiiとL・う。

sis三⑥（名）肉。多くは食肉をい5。　niku

　の項参照。

slsiburii⑨（名）脅震い。寒さ・恐怖・嫌悪

　などによる身賑い。

＄iqiei⑨（名）〔文〕すすき。　m語では，すす

　きはguslci，その花（尾花）はbaraNと
　いう。nasaki・？ati・1〈al〈usi・nabinu　hana－

　s；’sici　taiga　tamanuttnu　？usisa　？ara－

　ba．〔なさけあて隠せ　野辺の花すすき

　　：人が玉の緒の　惜しさあらば（網間節）］

　情をもって隠してくれ野辺の花すすきよ，

　ふたりの命を惜しく思うならば。（潮間と

　安部の境の海辺で神谷とい5役入が丸欝カ

　ナという恋人と会った時よんだ歌）

s．　isidama⑪（名）e｝晦iねn主ag鍍と岡じ。

　◎sisidamagiiの実。じゅずだま。子供が

　糸に通し，または，竹の管で吹き上げて遊

　ぶ。また，夏まけ．の薬として煎じて飲む。

si＄idamagii⑪（名）瀬物名。じゅずだま。

sisi？h・ici⑪（名）料理名。豚肉に野菜を入

　れ，すきやきのように料理したもの。隼肉

　の頃合には？uginu～という。

sislikUluba⑪（名）丁寧なことば。敬語1。

sis量＝jUN⑪（他＝raN，”ti）念入りにする。

　丁寧にする。（ことば使い・道具の援い・

　髪の手入れなどを）丁寧にする。sisi雛

　，juutOON。丁寧に髪を結っている。　S三sit三

　kaCUN・丁寧に書く。　sisiree・丁寧にし

　ろ。sisiti寧ee．ともいう。

sisi＝jUN①（他＝1・aN，＝ti）すする。

＄isikaa＝sju”N①（他＝saN，＝3i）㊦（子供を）

　あやす。’warabi～・子供をあやす。　O

　（人の気を）他にそらす。

slsika＝．；UNCO　（他＝aN，＝Li）e邪魔す’る。干

　聴する。sislkati　turasa．邪魔してやろ

　5。sisikaaQti　tuurarayi　．邪魔されて通

　れない。◎（事件が）かち合う。

slsikeelianakee①（副）（Dはたから梼かと

　邪魔するさま。次次と干渉するさま。～
　　　　　　　　　　　ロ
　sari諏N．次次に邪魔される。㊥事がかち

　合うさま。

sisilgeeこjuN①（他＝raN，聯のsisil〈ajUN

　と問じ。

sisikweeboozi③（名）なまぐさ坊主。

4isimi；juN①（イ虚＝r翫N，”ti）e励ます。奮

　起ざせる。◎勧める。奨励する。《～cαni

　gisimiraQti？unu　kusui　nudaN．人に

　すすめられてその薬を飲んだ。

sisin｝uc且na⑩（名）肉付き。～nu’3就a－

　s齢N．肉付きがよい。

轟i顎u醗）（良＝maN，二il）㊦励む。進んで

　する。歩いて前進することはmeeNkai

　？aQCUNなどとい5。◎促進される。進
　む。sjukuau～．食：欲が進む。

si§itiNpura⑨（名）料理名」肉（密として豚

　肉）のてんぷら。

＄嬉欝z麟①（iin　＝gaN，＝zi）［文3すすぐ。ゆ

　すく“。　M語では’j鞠iZURという。kuci～・

　舞をすすく㌔

S董S珍UU魂⑨（名）肉を入れて味をつげて炊

　いた飯。肉入り御飯。

sisjOO①（名）蔀匠。先生。もっぱら学問上

485



sisuku

　の先生をいう。

sisuku⑨（名）瀬底島。沖縄本三野部半島

　西方にある小農。またそこの部落名。瀬底。

　縄》参照。

siStiN①（名）〔文〕子孫。普通はQkwa？N－

　magaとL・う。

sitagaci⑪　（名）　sicagaci　と同じ。

sitaga＝jUN①（自　＝aN，＝r呂N，＝ti）従う。服

　従する。

sitahwaku⑰（名）志多抽。（（地》参照。

s量ta壼①（感）でかした。よくやった。した

　り。　うまくやった考に対し，あるいは自分

　の気に入ったことについて発する語。

　sitariともいう。その項参照。目上に短し

　てはsitai　s滋という。

sitaku⑨（名）e支度。用意。㊥舅支度。着

　物を着て装うこと。㊤綱引きの時，綱の上

　に乗る，扮装した人物。たいていは親踊り

　の人物に扮装する。

sitanasaN⑪（形）きたない。不潔であ．る。

　citanasaNまたhagoosaNともいう。
　￥itanasii　MUN。きたないもの。

gilanee駄u’tu⑪（名）困ったこと。もてあま

　すようなこと。

silaueemtt”N⑨（名）困ったもの。もてあま

　した屯の。扱：いにくいもの。

sitaraku①（名）ざま。悪いようす。みじめ

　な装iい。ていたらく。，janasitaraku。み

　じめなようす6｝〈unu　Sitarak◎o　nuuga。

　このざまは何だ。

醗a盛①（感）㊦ざま見ろ。ほらやった。失

　列した者などに対胸して，ののしる意を含ん

　で発する語。◎したり。でかした。よくやつ

　た。sitaiと同じように使う。

sitari＝juN⑥（自”raN，＝ti）すたれる。

三脚r三軸玖猟聾（名）すたれもの。廃物。

sitataka⑪（名・副。連体）したたか。ひど

　く。はなはだ。非常に。～na’janaa．び

　どく悪い者。～ni，wiitoON．したたか

　酔っている。～sugura≧taN．ひどくな

　ぐられた。～，NditaN．ひどくぬれた。

　～，janakaagii．はなはだ容貌の醜い人。

sitati＝jUN①（他＝raN，＝ti）θ特溺に作る。

　仕立てる。仕立て上げる。家。着物。位牌

　など金のかかるものを作る。，jaa～．家を

　作る。◎飼育する。nui？Nrna～．乗馬を

　飼う。◎栽培する。hanagi～．花を栽培
　する。

sigazitaen（名）しもじも。下履階級。

siti⑪（名）やりて。働き考。

緯董gara⑨（名）捨てたもの。捨てたかす。

　～sjUN．1租末にして捨てる。？aQtaru－

　MUN～健sしそんな大事なものを捨てて
　しまって。

iligilaoorii⑪（名）捨て散らかすこと。捨て

　てかえりみないこと。ほったらかすこと。

　～sa（≧tOON．ほったらかされている。

§i嫉；3UN①（弛＝raN，”ti）捨てる。

sitimak級⑨①（名）腕白者。乱暴考。不畏。

　多くは子供についてい5。makU・の項参
　照。

§滅磁uN⑪①（名）e捨ててあるもの。◎投

　げ物。捨て値の晶。⑤乱暴者。しようのな

　い腕白者。

§難量？u旦⑲（名）捨て売り。投げ売り。

silU①（名）夫の親。しゅうと，しゅ5とめ

　の颪方をい～が，多くの揚合は姑をさす。

　特に鼠溺しては騎は’wikigasitu，姑は

’winagus1tuとい5。また！」・陣すなわち

　夫の姉妹は，unaisituという。

situhiree①（名）姑とのつきあい。姑への

　接しかた。

siwa①（名）心配。境野の転意。～sjUN．

　心翻する。

s奎waasi⑨（名）締走。（用脚の）十二弩。

siwaasi？aclnee⑪（名）師走の商売。

s童waasi？三cunasa①（名）離i逢の忙しさ。

siwaasikooimUN⑪（名）師走の買物。正月

　絹の買物。

siwaasimaei⑨（名）量目の布。師走に立つ
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SlztNn互

　市。～nu　gutOON。師走の市のよ5だ。

　混雑するさまをいう。

siwaasi？ikee⑨（名）麟走の費罵。師走に使

　う金。

s量wagutu①（名）心配事。

§iwasjaa①（名）心配性の者。苦労性の考。

　心配の絶えない者。

siwaga①（名）しわざ。所業。行為。

eiza⑪（名）〔文〕人。人聞。天界の神に対

　して下界の人を，また冥土の入に紺して麗

　世の人をいう。kasiraglnu？a寧iga～nu

　kami　naraN。〔羽毛のあすが　しぢやの

　髪ならぬ（銘苅子）コ髪の毛があるが，常

　の人の髪ではない。

sizaki⑪（名）〔古〕侍女。貴族の娘の侍女

　で，その娘が嫁に行く時は，婚家ヘー緒に

　ついて行く。普通は？usizakiという。

s彫鍵ma①（名）さま。したありさま。ざま。

　ようす。態度。多くは悪い，あるいはみじ

　めな揚合にいう。～nu　KwaQsaN・する態

　度が悪い。mal〈utu　gusjo？araba？三ca－

　ti　katati　1〈wixi，　？asaju　naei？akasu

　？ujanu～・〔まこと後生：あらば　行逢て

　語て呉れ　朝夕なきあかす　親のしざま］

　本当にあの滋があるならば，会って話し

　てくれ，朝夕泣き明かしている親のあり

　さまを。

sigeeraka”sjuN⑥（他＝saN，＝ci）散らか

　す。とり散らす。

sieeevi＝juNi（①　（自二raN，；ti）散らかる。散

　り乱れる。

§丑zi⑨（名）e筋。1亀筋。壷統。～nu？ieu－

　ku．父親岡志が兄弟であるいとこ。㊤筋。

　条理。～nu　tuuvaN．筋が通らない。＠

　筋。繊維。線。～hwieuN．すじを引く。

　線を引く。＠（接尾）繊維など，非常に細

　いものを数える時の接尾辞。筋。cu＄lzi

　（一筋），　tagizi（二鵬）など。

gizi⑪（名）神。また神の霊力。神霊。人に

　ついた霊力はsiiという。

sizlco（名）杉。

S窪石i①（名）錫。sirukaniともいう。

silibiN①（名）酒を入れ，儀式などで用い

　るための，錫のびん。一病で用いるので，

　？三（lgiibiNともいう。

S量z韮e三⑪（名）油1皿。燈油を入れ，燈心を用

　いて火を点ずるための小皿。

sizi＝CilN⑨（自＝kaN，＝ci）後へすさる。邊

　く。のく。

sizidakasaN⑨（形）神々LV・。神の霊力が

　高い。聖地などについていう。人について

　はsiidakasaNという。
磁z量？ita①（名）杉板。

siziigusui③（名）嘆じ薬。　sizirigUSu｛，

　siNzigusui，　siNjakuともL・う。

siziihw董ra＝s3ガN⑪（他＝saNs＝ei）煎じつ

　める。煎じて汁をなくする。煎じ滅らす意。

sizi＝jUN⑥　（名；raN，＝ti）煎じ：る。S圭Nzi－

　jUNともいう。

sizi＝juNem（自＝yaN，”ti）θ過ぎる。度が

　過ぎる。瓠zitoosa．度が過ぎているよ。

　時が過ぎることは口語ではllirijUNとい

　う。O（接尾）…し過ぎる。？ii，gizijUN（覆

　い過ぎる），kam細zi趣N（食べ過ぎる）

　など。

S葦多澁a⑪（名）静か。～na　tukuru・静か

　な所。～na癖SU溢iri　9量nini　miga　ku－

　kuru，　nami　tataN　rni3idu　kazija　？u－

　giru．［静なりそめれ　常に身が心波立

　たぬ水ど　影やうつる］いつも霞分の心を

　静かに澄ませよ，波立たぬ水にこそ影は映：

　るのだから。～’jaN．静かだ。

sizhnuti⑨（名）同族。同じ漁筋を弓iく家。

sivi＝nUN①（S　＝maN，　＝di）沈む。水中に

　沈む。また，気分が沈む。めいる。cibUNnu

　S珍idi。気分がめいって。

siziN①（副）自然。おのずから。また，当

　然。siziNniともいう。～？aN　najUN．

　薗然にそうなるQ

sizirVniCO（副）自然に。おのずから。当然。
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sizirnkasjuN

siziraka＝sjuN⑨（勉＝saN，＝c三）（人。物

　を）どける。退ける。のける。

siziurak：a＝juN⑪（縦玉：sεしN，＝ci）（皮騰を，

　または人を）やけどさせる。

siziraraN⑨（慮）たえられない。我国でき

　ない。〈sizijUN（過ぎる）e？izinu～．腹

　が立って我慢できない◎，担a，j餓？amaxi

　mi7yi　hus3’anu　・v　？amunu，　’Ngoju　？u一

　盆asaki撮numaci　tabori。［やあやあ　余

　り水欲しやの　すぎららぬあもの無蔵よ

　御情に　呑まち賜れ（季水之tw）］もしも

　し，余り水が欲しくて我慢できないので，

　どうぞ飲ませて下さい。，jaa　cid？再翫ju

　’ugamibgsja　？uracirasja　？amari　・v，

　hwahwa？ujatu　hutai　？inuci　？umiha－

　ma七i　siraN　，jam鼠guni撮　ta　7v　un呈jai

　？uritG　cuu　’ugamu　kutuja　’jumiga

　，3硝abii臓．［やあ父親よ　拝みぼしや　う

　らきらしや　あまり過ぎららぬ　母親と二

　入命思はまて知らぬ山国に尋ねやり
　おりて　今H拝むことや　夢がややべいら

　（花売焼割）］ねえおとうさん，お目にかか

　りたいのと，悲しいのとにたえられず，撮

　とこ人で命をかけて知らぬ山麟に尋ねて都

　から下って来て，きょうお目にかかれたの

　は夢でございましようか。

争豊笈鰍⑥（名）硯。

siz嚢ribaku◎（名）硯箱。

siziributa⑪（名）硯豊。口取りの厨などを

　入れる，漆器の照角い器。またsその中に

　入れた料理。

sizivi．cru§u量⑰（名）s三ziigusUiと置1じo

siziri＝jUN⑰（自；raN，・ti）やけどする。

　やげどして，皮麟がただれる。

sizisaN⑲（形）〔文〕　しげし。頻繁である。

　’jusunu　minu　sizisa，　？lsuz2　mudura．

　〔門川の目の繁さ　急ぎ渓ら（手水之縁）3

　入の冒が多いから，急いで帰ろう。

sizuei＠（名）しとぎ。米の粉で作った長卵

　形の餅。祭三鷹。

si4ukuan（名）〔翻士族。普通はsamuree

　または93uka亀cuという。

sizvarnti＝jlll⑨（催＝1’aN，＝ti）片付iiナる。整

　頓する。sizumi1’arijUN　doO．片付げられ

　るぞ。やっつけてしまうそ。げんかの相手

　‘こN、うこと｛ま。

sixumi■kaci⑰（名）整頓。整理。散らかっ

　た道具類などを片付けること。

gizzzu⑪（名）四十。また，四十歳，

siZthuku’niei⑪（名）四十九日。死後49臼目

　に行なう法事。n＆Ra嶽a煎ka　ともい弓。

siznuamudttruci＠（名）四十くらがり。　四

　十歳になると，体力・眼力が衰えることを

　いう。

sjaakaganasi⑪（名）〔釈迦加那志］お釈遮

　様。

sjaakamUNGootw（名）瀬払会（かんぶつ

　え）。隔月8割引花祭りG

－sjaakga（接羅）sjaku（勺）の項参照。

sjadiaNmaeei①（名）赴壇参り。粒壇は目黒

　の郊外，末吉村の入り口にある社の名。

sjadaNntt？utuu？Nmii①（名）轟の低い女

　に帯する悪鷺。おたふく。おかめ。祉壇の

　営の柱に丸顔で鼻の低いおたふくの女の顔

　だけの像があり，その女（？utUUはその

　名）よりさらに鼻が低いものの意である。

sjaku⑥（名）量。また，ほど。程度。…ほ

　どの量。また，適度な量。漣度な程度。

　canu？ataee，iisjal〈uga・どのくらいが

　いい量か。？UQsa（≧si　’iisjaku．そのくら

　いがいい量だ。miginu　sjakoo　caaga．水

　加減はどうだ。～NneeN　numikata　Qsi，

　，wiihu蹴◎osa。隈度のない飲み方をして

　酔いしれている。nUU，jatiN～nu？aN．

　何でも程度がある。

S麺魏⑪（名）e勺。一合の十分の一。◎（接

　尾）一sja載kuともなる。？iQsjaku（一勺），

　nisjaakuまたはnisjaku（陸餌），　sa－

　Nzalcu（三川），　sisjaakuまたはsisjaku

　（廼iベコ），　gusjaaku　　また｝ま　　91エsjakUL　（五
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sjegkaN

　勺），rukusjaku（六勺）など。

sjaku⑰（名）e尺。一’寸の十倍。◎（接尾）．

　尺。？iQsjaku（一尺），　nisjaku（二尺），

　窪usjaku（五尺）など。一sjaakuとはな

　らない。

sjaku⑪（名）贈。～4ee。酌をしろ。

sjaku①（名）弓懸。懸。～nu？ngurijuN・

　滴瀬がおきる。

sjakumuei①（名）綱撤もち。

sjaNni・N①（名）saN斑N（月摺K）と同じ。

sjaNP三N⑰（名）［香片］支那茶の名。

sjasiN⑨（名）写真。

sjoo①（名）性。性根。根性。思慮。知恵。

　～？i（≧eOON．賢い。しっかりしている。～一

　nu　neeN．思慮がない。また小児などが賢

　くない。物覚えが悪い。

sjooba①（名）e相伴。陪食：。　O婚礼の

　muku？iri（婿が嫁の家を訪問する儀礼）

　に際して，嫁の家で婿を接待する役。婿は付

　添い役（rnuku　7y　lri）とふたりで来るので，

　嫁の家ではsjoob盆がふたり出る。その若

　い方が婿の，相当の隼町の者がmuku多iri

　の組手役となる。

＄joobeeen（名）糧製法。商売の転意。，ja－

　matu～toり？agiree．段本鹸は粗景で，

　中麟蔽はあつらえもののように上等。

sjoobu⑨（名）萬蒲。？ama9εしsi（5月5日

　端午の節供に祖神にささげる飲物）には菖

　蒲の葉を切って箸のかわりにする。

sj＠obuN⑨（名）性分。性質。

sjooburimllN①（名）気狂い。平入。

sjooei＠（名）正気。たしかな心。～？usi－

　najUN・正気を失う。精神が錯乱する。

sjoOぬkuru①（名）急所。　nueidukuvu，

　gibudukuru　ともいう。

sjoo9蹴⑨（名）植物名。しょうが。

sjoogaasirii⑨（名）しょうカミをすりおろし

　たもの。

sjoogakthC）（名）ノ」、学（書名）。三薫字経とと

　もに，昔の初等教科書：。

s沁ogu⑨（名）鉦。綱引きの時，また念仏宗

　の乞食：が，たたく小さい鉦。鉦鼓の転意。

sjoogu聡圭’N多u＠（名）綱引きの時，鉦太鼓

　をならす一団。15，6歳から20歳ぐらいま

　での青少駕で組織され，白鉢巻をして，は．

　かまのももだちを高くとり，掛け声ととも

　に鉦。太鼓をたたく。

sjOOgUS’usi①（名）ほんとに殺すこと。．ku一一

　rusjUN（殺す）はなぐる意にも用いられ

　るので，この語がある。～sjUN．

sまoogu2uc藍⑧（名）鉦鼓打ち。綱引きの時，

　鉦鼓を打つ者。sjooguniR興（その項参

　照）の中心入物として，他の太鼓打ちの拍

　子の中心となる。

S300彦W磯i⑪（名）正月。一月。

sjoogwagimaei⑥（名）正月市。正月に立つ

　甫。

sjoogwagiNnaara⑥（副）正比早早。よくな

　いことにいう。～？oojUN．正月畢畢けん

　かする。

sjoogwagi？waa⑰（名）正月用に屠る豚。

sjeogwagiwaree⑪（名）正月笑い。正月の

　浮き浮きした気分。

sjoogwag圭zkN⑫（名）正月の晴れ着。

sjoohuNfiU⑰（名・連体）本：当の。事実の。

　～kuヒu。本：当のこと。～，jami・本：当か。

sjoo2i「aa⑱（名）利口考。性根のしっかり

　した者。賢い者。sjoO？三rlmUNともい
　う。

sjeo？ivlmuN①（名）sjOO？iraaと岡じ。

sj◎ojuu⑪（名）播油9

sjoo麺磁UQku量⑥（名）盤油を入れるとつ

　くり。

sjoojuujaa⑰（名）鰭油屋。騰油をつくる

　家。

sjookani⑪（名）性根。本性。～nu　haNdi一

　鉾N・もうろくする。また，｛生根をなくす

　る。ぼける。kanihaNdijuN　ともいう。

sjookaN⑨（名）病名。傷寒の意。熱病のた

　ぐいをいう。
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sjookutu

sjookutu①（名）奉i当の事。

sjoomaa⑨（名）斜視の者。やぶにらみの
　者。

8joom⑩（名）θ横目。流し蟹。～sjUN．

　◎斜視。やぶにらみ。

sjeomUN①（名）θ継物。◎大事な物。璽

　宝な物。

sjoonaaCO（名）本名。実名。

sjoo鷺油①（名）十二支の上での生まれた年。

　生まれてから12年ごとにめぐってくる年。

　？Nmaridusiともいう。貴族のそれは敬っ

　てgusjooniNとい5。その項参照。

sjoonoO⑨（名）樟脳。

sjeORugaaO（名）あわて者。落ち着きのな

　い者。性の抜けた者の意。

sjoonugi＝jttNCO（自＝1’aN，：ti）うろたえ

　さわく“。あわてふためく。肝をつぶす。

sjooNgwa①（名）実子。実の子。生みの子。

sjooN⑨tataN⑲（旬）効果がない。かいが

　ない。しょ5がない。nuu　si】RitiN～．

　何をさせてもやらせがいがない。

sjooraasjaN⑪（形）賢い。しっかりしてい

　る。聡明である。

S300roO？パm3⑩（名）がまきりの一種。細

　長く禍色。盆祭りに管下の霊が乗って来る

　と蓄い伝えられている。敬って？asjoorOO一

　？UNma　ともいう。

鱒oos極⑪（名）性質。生まれつきの性質を

　LN　5　．　？Nmarigici，　？Nrnarisjoosigi，　sii－

　sigi　ともし、50

sjoosigigwagi①（名）正月と七月。ともに

　一年中でもっとも行事の多い大事な月。

sjoosjootu㊥（名）〔新〕事爽。本当。．実際。

　～，jami．本当か。～nu　kutu．本当のこ

　と。

sjootamasi①（名）誓性魂］精魂。糖神。

sjoo2uja①（名）実の親。本当の親。

sjoo？umliniciWh（名）月を詞じくする，年

　一回の御命臼。

sjoozicl⑨（名）正直。～na㎜UN．正薩な

　者。～ni　sjUN．正直にする。

sjooziajUN①（自＝raN，＝ti）e生1じる。発

　生する。起こる。namanu’jununakaa
　caaru　kutunu　sjoozijura　’wakaraN．

　今の世の中はどんな事が起きるかわからな

　い。◎将来伸びる。将来性がある。kuree

　s300zij濃u’warabi　doo．これは将来性

　のある子供だよ。

sjoozi】majaa⑱（名）sjOOZ量mujaaとi司じ。

sjoozimujaa⑩（名）いもり。池沼にすむ両

　棲動物。雨oo加naj鎗ともいう。

sjoozinaa⑨（名）sjOOZ2N（一厘銭）と詞

　じ。

sjooziN⑩（名）精進料理。

sjooziN①（名）昔の鉄銭（kurukanii）に

　離して，普通の一厘銭をい5。正銭の意。

　sjoozinaaともVSう。

sjoOZOO⑪（名）狸狸。酒好きとされてVる

　想像kの動物。

sjoogiEku⑫（名）装束。一式の着物を着る

　こと。～siMijUN．装束をさせる。　suga一

　τas5u］yと～もし・う。

一sju（鍍羅）升。一合の十倍。　？主（≧sju（一

　升），nisju（二升），　saNzu（三升）など。

sju演①（名）e首邑。結末。顯末。　caaru

　～nataga．どんなてんまつになったか。

　◎首屡。完成。でき上がること。～nataN・

　すっかりでき上がった。

sjuhi？uiwee⑰（名）E首繕御祝］落成祝い。

　完工祝い。sjubijuuweeともいう。

s麺dee①（名）［酒代］お祝いや法要に招か

　れた丁合，差し出す金一封。普通は’？usju－

　deeとvう。包み紙の表にギ御酒代jと書

　く。お祝いの揚合にはsjugamiをのしの

　ように張りつけ，法要の図会（香典にあた

　る）にはっけないでそのまま出す。

S錘ga面①（名）［朱紙3お祝いの時，聯

　（reN）を書いたり，祝意の進物に張りつ

　けたりする赤い紙。紙質は唐紙で，表を赤

　く染めてある。
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s］unul

sjugu⑥（名）［守護］大切にしまっておくこ

　と。大事に保存すること。照日。kakugu

　ともいう。～　sjUN．

sjiii⑨（名）首里。　S3uigaもanu　samuree．

　首里の士族。

sjuibaru⑨（名）首里周辺の畑。よく手入れ

　がゆきとどいた娘として知られていた。

．sjuiganasime「dei⑪（名）〔文〕［首里加齢

　志美公役］首里王府への御奉公。sjUNza－

　nasimedeiとも㍉・う。

sjuihUUZ董⑪（名）首里の風俗。

sjuikutuba⑩（名）首里方言。

sjuimi’hwira⑨（名）［首里王平等］首里の

　昔の行政区画。三つに分かれそれぞれを

　maaz海uhwira（真瀦志之平等），hweenu－

　hwira（南風之平等），　nisinukwira（西之

　平等）という。

sjuimkuNei⑨（名）〔首里三殿内コ首里三平

　等（sjuimlhwira）にそれぞれ一つずつ

　あった神の富。三人の？a㎜usir＆reのい

　る所。南風之平等（hweenuhwira）に
　sjUN蝕Nei［首里殿内コ，西之平等（nisi一一

　nuhwira）にziibu三UNci〔儀保殿内コ，真

　卸志之平等（maazinnhwiura）にmal〈a－

　NdUNci〔真壁殿内］があった。

s舞量Neu⑪（名）首豊人。

sj縁i重iNganasi⑪（名）〔文〕［首里天意那志］

　国王の敬称。首里の国王様。

sjUi？we「eguni⑨（名）［首里三国3首里の

　敬称。首里以外のいなか，由原などから，

　首里を敬っていった語。

sjuja⑪（名）［文〕塩歴。製塩小屋。　U語は

　爵uu5aまたはsj瓠ujaa。，juiN？akεしgi－

　eiN　narisi　？umukazinu　tataN　hwija

　nesarni～鷺u　eimuri．ε管も醗も　馴れし

　梯の　立たぬHやないさめ　塩畿の煙（花

　売之緻）コ育にも晩にも夫の面影が塩屋の

　煙のように立たない羅はない。

sjuja⑨（名）塩屋。＜＜　ag　〉｝参照。

s麺k童｛a⑩（名）諸喜照。《地））参照。

sjuku⑪（名）魚名。琉球沿岸に産する小

　魚。塩辛にして食べる。

sjuku①（名）机。

sjuk・・bRN①（名）職分。務めとしてすべき

　こと。

sjukuduui①（名）街道。国道。公道。　sju－

　kumiciともいう。首里を中心として，’首

　里から，島玩方面へ豊塞，中頭・国頭方颪

　へ二本あった。

sjukugarasjtt⑪（名）S3瑳kU（小魚の名）の

　塩辛。

sjukujuku①（名）〔文〕食欲。食物への

　欲。mUNnujukuともいう。病後などの
　食：欲は，sakadaeiとい5。

sjukumiei①（名）［血道］sjukud穀磁と嗣

　じ。

§jukusjOO①（名）食：あたり。食：傷。

sjukwee　・sj　UNa）（自＝saN，＝ei）sj聡kwe－

　esjUNと同じ。

sjumi①（名）諸見。㈱》参照。

sjumoe①（名）［文〕所望。～S5UN・

s麺㎜鞍亟⑨（名）本。書物。～’junUN．本

　を読む。

sjumugibaku③（名）（∋本箱。◎本ばかり

　読んでいる者をあざけっていう語。書物の

　虫。sjumugikweemuSiともV・う。

sjumug．idaNsi⑪（名）本棚。

sjumugikweemusi⑪（名）θ書物を食：う
　ξ疑。sjumugimu．9圭と同じ。◎書：物‘まカ》り

　読んでいる者。

sjumugimaeija③（名）：本屋。書店。

s麺mugimus韮⑪（名）書物を食い荒らす虫。

sjumuginukaa⑨（名）本の表紙。

sju賑梱①（名）諸人の意。もろもろの入。万

　入。～’ooreenu　mlci・万人が通る道。

sjuniNmoo2asibi①（名）｛IX，人毛遊〕弛村

　の者が大勢集まって行なうmoo？母ibl。

sjunoOla⑬（名）〔古〕〔取納塵3租税に関

　する事務を取り扱う喪駈。首里にあった。

sSunui④（名）朱塗り。
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SJ凹猛mee

sjURumee③（名）〔主の前］だんな様。士族

　の成入男子に対しして平昆が用いる敬称。ま

　た，士族の妻は平民に対して自分の夫のこ

　とをsjunumeeという。

sjuN①（他・不規貝lj）eする。’jamatuguCl

　～．H本語を話す。嫉Neつoja　siibUS翫00

　neeNkutu　saN．勉強はしたくないからし

　ない。s2ijuusjuN．できる。なしうる。◎

　（強意の補助動詞として）’jumidu　sjuru・

　読むのだ。？aee　sani．ありはしないか。

一＝sjllN（接羅＝saN，＝ei）　せる。　させる。

　使役を表わし，動詞の「乗然形」に付く。

　ただし，sjUN（する）の使役形はsimi一

　謳Nとなり，またギサ行」の動詞の使役形

　は一sim2juNを付して作る、その項参照。

　kakasjUN（書かせる），　turasjuN（取ら

　せる）など。

sjuNもUN⑪（名）春分。二十照飾の一一つ。秋

　分とともに彼岸祭り（’Ncabi）を行なう。

sjUNciktt⑪（名）野；菜の名。春菊。

sjuNdoO⑨（名）〔醜童〕踊りの名。醜女踊

　り。

sjUNdiunue蓋⑥（名）［首里殿内］首里の赤田

　にあった神の宮。sjuimitUNei［誉里三殿

　内］の一つ。

sju1　dzzNei⑰（名）sjUNdunueiと岡じ。

sjUNkaN①（名）［箏奨］聖心。磁器の小さ

　いどんぶり。中融風で上等な焼物である。

sjUNsil⑥（名）こ筍子］干したけのこ。たけ

　のこの継したもの。中羅産。

sjuNsooroO①（名）できもしない事をやろ

　うとすること。また，する意志のないのに，

　すると吉うこと。また，できもしない事を，

　するふりをすること。？aree～du，jaru，

　あれはできもしないのにやっているんだ。

　あれはやるふりだげだ。～sjUN．

sjUNza⑪（名）潮平。縄”参照。

sjuNzanas童⑲（名）［首塁加那志］国王の敬

　称。普通は？usjuganasiimeeという。

sjuNzanasime’dei⑨（名）SjUlganaSime一

　deiと岡じ。

sjUQkwee＝sjupaJ）（富；saN，＝ci）（∋困る。，

　dUUeuimunoo　miiSieihaRaSiCinU　baSjU

　～．ひとり者は病気の時困る。◎ばつの悪

　い思いをする。引込みのつかない恥ずかし

　い思いをする。sjukweesjUNともいう。

sjUQsii①（名）〔文〕［出精］精鐵すこと。

　努め励むこと。～sjUN・

sjMi’a⑪（名）〔文〕恋人。男から女をさして

　もgまた女から男をさしても厳いる。～ga

　kusjuraNdi’jaNba　saci？ueaN，　sudi－

　ja　tan1gawanu　sukuni　hwitaci・〔しほ

　らが越しゆらんで　由葉さち麗きやん　袖

　や谷川の　底にひたち］恋しい人が越えて

　行くだろうと愚って遵しるべを差しておい

　た。袖は谷規の水底にぬらしながら。

sjurasjaN⑨（形）〔文〕sjuuraasjaNの文
　　　ゆ
　語。kuinu　sjurasja・声の愛らしさ。

sjuru①（名）植物名。標椙（しゅろ）。

sj賦皿c量k軽①（名）植物名。稼侶竹。

sjurugina①（名）綜侶縄。

s麺rugaa③（名）綜i侶の皮。その繊維で帯㊥

　縄・簑などを作る。

s舞9蓋紬ree①（名）〔文〕他入の父の尊称かe一

　または，役人の尊称か。sjuusitaylmeeの

　項参照。

sjuu⑨（名）（∋うしお。海水。潮。～ku一・

　無瓠N．潮を汲む。◎〔文〕塩。環語では普．

　通maasjuという。
5錘賢⑨（名）父。おとうさん。平民の父をい

　5。平民の父の名称および呼称。

§ju“②（名）趣。おもむき。～N　neeN．お

　もむきがない。面白瞭がない。

sju職bu⑨（名）勝負。競争。

sjttubUN⑰（名）秋分。二十四節の一つ。春

　分とともに彼岸祭り（’Ncabi）を行なう。

sjuubUQtee⑪（名）皮虚病の一種。虫にさ

　されるなどして，血沈に小さな腫れができ

　るもので，かゆい。

sjuubuta⑥（名）豚肉の魔漬げ。
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sj臓蓋。三㊥（名）e塩気。◎酒のつまみ。

sjuug．ik董⑪（名）塩漬け。肉の塩漬けをい

　う。

sjuuku⑪（名）家屋などの修理。修補。

sjuuia⑨（名）塩屋。塩たき小蟹。　sjuujaa

　ともN・う。文語はsju5a。

sjuujaa⑪（名）sjuujaと岡じ。

sjllukaawatai⑱（名）海を渡って他郷で死

　ぬこと。sjuukaa（潮絹）は海のこと。

，sjuukaN⑨（名）小寒。二十四簾の一一つ。

．sjuukarigwii⑪（名）塩から声。しわがれ

　声。

sjuukoo⑨（名）［焼香3法事。回忌ごとに

　行なう法事。十三i三回忌までを，普通，？U－

　sjuukoo　とし・N・，　山国十五年二忌，　三…十三≡…隼

　忌は，？ubugizi，または？uhu？usjuukoo

　とN・う。　また，　一日目忌（，inui），　三三隼忌：

　（saNniNel）　は　，waka？us3uuko◎　とい

　う。？usj　uukooには，白地の喪服を着て

　祭りを行な5が，？ubugiziには紺地の着

　物を用いる。

sjuuka⑪（名）証拠。

sjuukum｝ien（名）〔文〕潮汲み。製塩のため

　海水を汲むこと。

・sjuumaN⑪（名）小満。二十四節の一つ。

　芒種（boO鱒UU）とともに，沖縄で雨の多

　い季節。

／sjuumaNheosjuu⑪（名）小満芒種。沖縄

　で梅雨期にあたる季節。～nu？aminu
　huigiz呈CUNnee．！1、満芒種の雨が降り続く

　ように。絶え閲のないさま。

s麺umee⑪（名）〔新〕旦那。臼末本土から

　来た商人を呼んでいった。役入や巡査は

　daNnaと呼ばれた。

sjuumeegwaa⑪（名）5新〕B；本塞土の商人

　の若旦那。

sjuamlgi⑥（名）塩水。塩を加えた水。

sjuumuN①（名）証文。

sjUllnli⑨（名）塩煮。魚などを塩味だ娃で

　煮ること。

sjaunuhana⑰（名）塩花。不幸のあった

　家，またはi葬式から帰った揚合などに，は

　らい清めるためにまく塩。

sju灘aas論N⑨（形）しおらしい。かわい

　らしい。愛らしい。

sjuusiN⑨（名）惚れること。恋慕。「執心」

　に対応する。～s3GON・惚れている。

sjuusi’tarimee⑨（名）〔文〕他人の父の尊

　称か。または，役入の尊称か。sjuuは父，

　sitariは？aNsitariなどの一sitariと同

　じく敬意の接尾辞か。一XP．eeは敬意の接尾

　ptA．　zitudee　一v　？utuieizi　sjablra，　？a－

　rnaN3’unu　sinugu　？ujurusimisjoorL

　［地頭代主したり前　お取次しやべら　あ

　まん盤のしのぐ　御許しめしやうれ（恩納

　なべの歌）］地頭代様，恐れながら申し上

　げます。昔の時代のsinugU（男女でする

　踊り）をお許し下さいませ。

sjuutacaa⑥（名）〔文〕潮をたく入。口語で

　はmaasjutaeaaとい5。
sjuutaci⑪（名）〔文〕潮たき。襲塩。また，

　潮をたく人。製塩する人。

sjuutee⑪（名）一帯。世帯。

sjuutee2arasaN’⑪（形）所帯持ちが悪い。

　家誹が荒れている。sjuuteekurnabaNの

　対。

S主u磁eedoogu⑪（名）所帯道具。

sjuuteekumasaN⑨（形）所帯持ちがいい。

　つつましく幕らしている。

sjiiRteemuel⑪（名）所帯持ち。一家を構え

　ている者。

sjuuteewakai⑨（名）一一一　ewの家に暮らしな

　がら，所帯を溺にすること。洌所帯。次蕪

　男が結婚しながら，同じ家の中で所帯を瀦

　にする二合などをい5。

sjuutuku⑨（名）得。利益。益。金銭の利

　益iはmookiという。～N　neeN　hanasi。

　蓋もない話。つまらない話。

sjuuwatai⑨（名）海中の歩いて渡る箇所。

　入江などで海中を歩いて通れる所。
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sjUUzi⑨（名）小路。露地。横丁。

sjUllzi①（名）祝儀。祝宴。お祝いの宴。

S麺UZ孟S藍⑨（名）塩潰けの肉。虫として豚肉

　の塩導け。単にS∫UU¢三k三ともいう。

sjuuzig．aa⑨（名）祝宴の座。祝賀の席。

sjUUZUU駆C孟⑨（名）塩からい駿。また，塩

　からい味を婦む奢。から目。

sjuuzuumuN⑧（名）塩からいもの。

sju秘zuusaN⑨（形）塩からい。　しょっぱい。

　slpukarasaNとも1，　Nう。

sju多asjゴkur叙①（名）〔文〕〔諸座諸禽3す

　べての役所。諸宮庁。すべてのgaa（役人

　のいるところ）とkur＆（禽庫）。

s麺z董N①（名）〔文］主人。主君。

s麺zoo①（名）歓楽。享楽。娯楽。楽しみ。

　cuuja’薮sjuzo◎sjaN・　きょうばいい楽

　しみをした。

sjuzooniN①（名）瞥入。通人。風流人。

sju多uN④（名）㊦筋存。考え。～daki？ici

　，NNdi。考えのほどを言ってみろ。◎如意。

　親切。所存の転意。Qeunu～船OS担ru

　munoo？araN・入の好意を無にするもの

　ではない。

sjUluNsidee⑨（名）所存次第。考えのまま。

　こころざし。寄付を求める揚合などにい

　5。～，3u捻sjas臨・こころざしで結構だ。

SONgaci③（名）袖壇。　cinibu（篠竹を密に

　編んだもの）で作られているので，単に

　cinibuともい5。

SOO⑨（名）eさお。◎陰茎。

sooba①（名）弘仁。市営。

soodaN⑪（名）㊦相談。◎意見をすること。

　翻戒。～s鈎N。謂証する。

soodoO④（名）e騒動。大勢の入が騒ぐこ

　と。取り込みなどがあること。◎けんか。

soohoO①（名）双方。両方。～gaQtiN．：双

　方が合点すること。

sooi⑨（名）相違。違い。　sooee　neeraN．

　根語はない。

800量n面戸①（名）結婚に際し，婿の家に向

　か5嫁につれそって行列に加わる，嫁の友

　達など。

soo＝jllN①（他＝1’aN，；ti）連れる。連れそ

　う。岡伴する。sooti？ietlN．連れて行く」

　tuzi　sooti　CUUN．妻を連れて来る。

sooki⑨（名）ざる。竹を縦横に編み，回り

　を白めた，丸いざるをいう。底が丸い。主

　として，野菜・穀物を入れるのに用い，目

　は比較的密なものが多い。baakiの項参
　照。

sook圭⑪（名）あばら。

sookibuni⑨（名）あばら骨。肋骨。

soomaa⑪（名）やぶにらみの者。

seeminaa⑪（名）めじろ。　ciiju　cli3“と

　鳴く。

soominaakUU⑨（名）めじろ籠の意。熔断。

　小鳥粥の籠の総称。

soomiN⑥（名）そうめん。～nu　siiMUN・

　そ5めんの吸い物。

soomiNPUQturuu⑨（名）料理名。そうめ
　んの油いため。

soori＝jnN①（自＝raN，＝ti）0（たまったも

　の。積み上げられたものなどが）減る。（体

　積が）小さくなる。niinu～．荷が滅る。

　takajamanu～・高い山がノ」、さくなる。

　◎（腹が）減る。，watanu～．腹が減る。

sooru9．・ooru⑨（副）するする。なめらかに

　出るさま。よどみなく流れるさま。ひっき

　りなしに続くさま。soorusoorauとも、・

　5．　？aNsi　haRasinu　・v　？Nzi£i　euuru

　mUN’jaa・よく，そう謡がするするとよ

　どみなく虚て来るものだねえ。

soorusooruU⑪（副）するする。　soorUSOO－

　1’tlと同じ。，jul｛usimgnii～．うそがす

　るすると出ること。habunu～hoojUN・

　はぶがするするとは5。

soosiei⑨（名）〔文〕葬式。目語では，普通

　dabi　とV、う。

soesicigusaew（名）植物名。とうろう。せ

　いろんべんけいそう。
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soos蓋9糧葦①（名）〔古〕こ双紙庫理〕廃藩前

　の役名。入事局長のよ5な役。zpuguni－

　NsjUtt〔十五入衆］を構蔵するひとり。

SOOSOO①（副）水の流れるさま。ざあざあ。

　じゃあじゃあ。　mi多i～kakijuN．水を

　ざあざあかける。？asi～hajUN．汗がだ

　くだく流れる。

SOOSOO①（副）轟々。早く。急いで。さっ

　さと。～euurLさっさと通れ。

SOOIoo⑨（名）相当。～na　mUN．相当す

　る者。その条件の備わった者。

soo？uburu⑨（名）祭祀用の菓子の名。1］x

　麦粉で作った，まんじゅうの皮をむいたよ

　うなもの。

soou砿⑪（名）相応。ふさわしいこと。身の

　ほどにふさわしいこと。～S300N．ふさ

　わしい。栢応している。ku獄uhjaa，～

　saN　muN，こいつ，身のほどを知らぬ考。

soozi⑰（名）掃除。～sjUN。掃除する。

　hooei　sjUN。　ともし・う。

soozi⑪（名）寒水。（（地》参照。

soozi①（名）あじろ。竹で四つ懸垂のよう

　に糧く編んだもの。農家などで，戸・天＃・

　垣などに，また，中に茅を入れて壁などに

　する。

soozimaai⑪（名）掃除の見回り。役人が掃

　除の検査で回ること。

soogootuan（副）ものさびしいさま。蒲条

　と。～natOON・藩条としている。

soopakuniN⑪（名）求心人。あとつぎ。

suba⑪（名）eそば。かたわら。また，わ

　き。～najUN・イ・そばに計る。そばに

　近づく。ロ．わきへのく。車馬などをよけ

　てわきへのく。◎妾（めかけ）。，juuheeと

　もい5。貴人の妾は？U＄ubaという。

subaCO（名）蕎麦。そばきり。昔は身分の

　高い者のみが食べた。明治の中ごろから

　は，そば屋が夜などに，？udUUN（うどん）

　subaa，と声を長く弓iいて町を売り酬い

　た。

subahwira⑨（名）かたわら。横の方。「そ

　ばひら」に対応する。

subami③（名）横§。横目を使うこと。

subanui⑥（名）横乗り。馬の片側に両足を

　そろえて乗る乗り方。1女がするもの。

subaNkee⑥（名）横向き。わきへ向くこと。

subazikee⑨（名）㊦そば仕え。貴人のそば

　に仕えること。また仕える者。小間使。

　近侍。◎めかけとなること。また，めか

　げ。

subedu⑨（名）〔文〕農家の家の裏戸。naka－

　Nkari　・v　magidaiwa　sagiti，　？anera一一

　waNtumaba　si亘ud宝？limori．［仲村柄そ

　ばいど　ますだれは下げて　あにあらはん

　とまば　忍でいまうれ（仲村柄節）コ仲村

　柄の美しい娘の佳む家の褒の戸はいつもは

　すだれを上げてあるが，下げてあるときは

　大丈夫だから忍んでいらっしゃい。

s糧b蓋①（名）楚辺。（（地》参照。

subi＝ethN⑨（他＝1〈aN，　＝ci）ひきずる。　SU－

　bikarijUN．イ。ひきずられる。ロ・引っ

　ぱられる。拘引される。

s職δae董③（名）育つこと。育ち。～nu’ju－

　tasjaN．育ちがよい。よい環境で育って

　いる。

S犠da　：euN⑰（自＝taN，；ei）育つ。（人◎

　動植物が）生育する。

sudati⑨（名）育てること。養i育。また，生

　活の保護。～S担N・養育する。また，生

　活のめんどうを髭る。

sudati＝juN⑪（他＝raN，紘i）育てる。Qkwa．

　～．子を育てる。hanag1～・花卉を育て

　る。

s腿面t塁磁ei⑪（名）育て方。

sudati2uja⑨（名）育て親。　naeavu　？uja－

　jaka～・産んだ親より育ての親（の恩が

　大きい）。

sudi①（名）袖。

sudiciraa⑪（名）芭蕉布で作った粗末な夏

　の着物。昔は下層の労働者が着るもので，
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　袖が無かった。そこで，sudミciraa（袖の

　切れたもの）といったもの。

seldilgaci①（名）子供が死んだ時に作る仮の

　墓。おとなの死の鵬合には墓iを開いて，そ

　こに棺を納めるが，子供の苑の揚合には，

　すぐ蔓を開かず，そばに小さい仮の蔓を作

　っておき，おとなが死んだ揚合に一緬に本

　i葬をする。それまでの子供の遺体を納めて

　おく小さい仮の塞をいう◎

sugai⑨（名）e装い。服装。身なり。～一

　saanee　Qeunu’jusi？asee？jaraN．級装

　では人のよしあしは占えない。curasugai．

　美しい装い。◎準備。　したく。罵意。

　mUNnu～。食箏のしたく。
臓毬a量maE｝u■gai⑥（名）準備万端。　sug’ai

　（準備）を意味を強めていう語。

繍欝＝ま麟⑥（櫨＝raN，・・ti）o装5。容儀

　をととのえる。身じたくをする。藩飾る。

　◎したくする。準備をととのえる。nlURU

　～・食：事のしたくをする（平臥が使う。士

　族は，munu　sjUN．という）。

岱彗瑠＆睡；」穏眠蟄（g　＝raN，　”ti）風に当たる。

　風に当たって涼む。

・Sthga＝sjaxNe（他＝saN，＝ci）風を通す。風

　に当てる。また，風に当てて冷やす。

9ixgi＝jUN⑨（惣＝raN，＝ti）そげる。そげ

　て細くなる。また，やせ細る。

esugiwara①（名）［杉原〕紙の一一種。杉原紙。

　一般の辞令などに用いる上質の紙。

sgmg“ikeeva＝s沁演⑨（4ig　＝saN，　＝ei）なぐ

　りつげる。ひつぱた’〈。

suguiSa＝CU「N⑨　 （冑　＝t’aN，　＝二Qci）　suguita－

　QCOON（すらりとしている。姿がすらりと

　高く，美しい）の形で多く用いる。

su琶腿嚢騒もa聡」ガ聾⑪（他　＝sa．罫r，　＝ci）なぐり

　とばす。

駅瑠静電二舞蟹③（他＝raN，”ti）しごくよ5

　にしてとる。また，ひったくる。

sugi｝i？uubipm（名）しごき帯。

sugu＝juN⑪（他＝raN，＝ti）θしごく。◎

　なぐる。

s聡騨r醸①（名）すぐれた者。秀才。

臓墾湖棚唾W盤①（名）秀才の血統。

suguri＝jgpt①（自＝raN，＝ti）すぐれる。

　ひいでる。

澱騨r…鵬違梱①（名）すぐれた春。秀才。

舗鋳r細臓①（名）すぐれた入。偉入。学徳・

　才能などのすぐれた入。

sagliriNgwa⑦（名）すぐれた子。

SSt＝．iuN⑨（イ也＝rεしN，＝tl）弟ilる。

s“＝jR・Ne伯＝waN，＝ti）〔郊（女が男に）

　添う。（女が）結婚するokURaRU　hUSti－

　nabiga　’waduja　tal｛a　naeuti，　’waeiti－

　kugu？webitu　ea　sui　suwame．〔古仁

　歴のほそなべが　我胴や鷹なちゆて　脇文

　子親部と　ちや添ひそわまい］氏姓屋（奄

　美恋醒の地名）のほそなぺ（女の名）が，

　霞分の器量を高ぶって脇文子（書詑補）の

　語部といつまでも添おうとしている諮

saitku①（名）θ底。｝｛umUinU～。池の底。

　kuku川隷u～・心の底。◎谷。沢。谷底。
s眠藁云運嚢腫）置職⑥　 （名）　台断（の土間）。　　sikub℃践ユ

　ともいう。

SllkEEgi①（名）e糧忽。そそっかしいこと。

　◎こっけいなこと。ひょうきんなこと。～一一

　na　MUN・ひょうきん春。おどけ者。

s誌uh樋㊥（名）そこひ。眼病の一種。

szzkzzi（D（名）救い。

s敵u唾翻①（他＝raNe讃）すく㌔すく
　いとる。？uslrunu搬蓑～．吸い物の実を

　すく5。

seaklk＝juN①（他＝raN，”ti）救う。11ロci

　～．命を救う。

saxkMkiazhija’N①（名）擾の底がえぐられ

　るように痛むこと。

suimnazjxlN③（儲＝raNs＝aN，＝ti）そこな

　5。損ずる。こわす。

suku＝muN①（他・・maN，コ磁）すくむ。ち

　ぢこまる。縮み上がる。garasi　・’jumudu－

　inu　takantt　mani　sj’uNdi，　tubiutati
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　q・　imanU？ura掘sukud圭。鳥のやつめが，

　鷹のまねをしょうとして，飛びくたびれて

　島のかげにちぢこまってしまった。（がら

　にもないことをやって央即したことを風刺

　した歌）

svaku＝mauN①（自　＝maNe：di）巣ごもる。

　巣につく。

sukuNdiui①（名）巣ごもった鳥。

saikuNkaa①（副）身をすくめたさま。ま

　た，恐れて，縮み上がったさま。～sjoo－

　N。縮み上がっている。

svami①＊（名）癒。

sumiikaga①（名）染め方。

醗蹴董藍k¢e篇sj磁冠①（他＝S＆N，＝ei）S田mike－

　esjUNと償1じ。

sumija⑪（名）染め物屋。　sumimUNjaa，

　kujaともV、う。

sumi＝juNCO（他＝raN，　nt量）染める。

SU瓢1醜e縛麟①（地＝r＆N，”ti）染め替え
　　　響　る。

sumikeesii③（名）染め返し。染め返すこ

　と。染め返したもの。

sumikee＝SiuN①（弛＝saN，＝ci）染め返す。

surnimuNev（名）染め物。

SUIIIim腿Njaa⑥（名）染め物屋。

sumu＝evaps⑪（自＝kaN，＝ci）㊦そむく。

　後ろを向く。㊤そむく。反逆する。

sumaN⑥（名）真南。《地》参照。

su無ata①（名）貴様。梱手をとがめ，また

　ののしっていう語。～nUUNdi？jugεし．

　貴様，何というか。？ija　kunu？azinu

　kutuba　eikanaraba　N，　eukatanani　？i－

　nuei　91buci　turasa。［いや　此按司の言

　葉　聞かならばそなた　一刀に命　つぶち

　取らさ（大潤敵討）3いや按司であるこ

　のおれのことばを聞かないのなら，貴様，

　一刀のもとに命をつぶしてやるぞ。

sunawai①（名）備わり。備え。設備。道具

　。人数などが充分そろうこと。

svanawa＝juN①（霞＝raN，＝ti）備わる。充

　分に整う。

s服鶏㈱⑨（名）酢の物。

sunubaNCO（名）そろばん。

su＝nuN①（自＝maN，濡磁）∈）染まる。＠

　（他人の風に）染まる。

s課》⑱（名）撰。tuku（得）の対。～sjUN．

s醸①（名）しみ。物置。着物のしみ，顔の

　癒やしみなど。～φe㍊N．しみがっく。

　また，きず物になる。冤苦しい癒になる。

SUN¢ike”era＝sjuN⑰（イ｛髭＝saN，＝ci）ひき

　ずり倒す。

suN嵩cuN⑨（他踵k＆N，　z・C呈）subic姻と同

　じ。

suNgaa③（名）寒水川。《地》参照。

suNgaei⑨（名）SONgaciと績1じ：◎

SUN鼠ah秘i⑲（名）商売で損をすること。

SUNkwa＝j秘N①（臨＝raN，＝＝aN，；のしみ

　る。（鰯口などに）しみて痛む。saURUN

　ともい5。

suNtukzzen（名）引言。

s膿騙韮；麺翼⑨（自。他＝raN，　mti）損じる。

　破りこわす。また，破れいたむ。

SUQkwii⑪（名）そくい。飯粒を練って作っ

　た糊。

SUQpuN⑨（名）ふたのあるきせる入れ。ふ

　たをぬくとポンと音がする。

SUΩtue（副）少し。　musiNgutunaQkwee

　～N？jaN．［無心事なつくわいすつとも

　欝やぬ（花売之縁）コ無心事などは少しも言

　わなL・。SUQt◎o　kawatOON・少しは変

　わっている。

sura①（名）〔文〕（i）空。天i甕。？ariN　na－

　gamijura　kijunu～ja．［あれも眺めゆ

　ら今田の空やコ彼女も眺めているだろう，

　きようの空は。㊤身空。，wakasa　hw圭tu－

　tuciRu　kajuizinu　A－rja　’jaminu　saku－

　hwiraN　kurumatoobaru．［9さひと時

　の通路の空や醐のさくひらも車たう
　原］若い時代の恋の通い路は，闇の急飯も

　砂糖車を据える単坦な原と岡じである。
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9．　uraa＝sjUN③（ite　＝saN，　＝ci）e災める。

　qeu～・人を集める。　O欄える。doogu

　～・道具を揃える。

surli⑨（名）集まり。三会。会合。

su謝maN「doO⑨（副）たびたび集会のある

　さま。～sjUN．

s撚財a⑨（名）学問藤。自習塾。学校以外

　の罠家で，若者たちが勉強所とした場所。

　学生の集会所。

sur銭多ur鰻①（名）仲よく搦って事をなすこ

　と。sjuiNC◎o～，　naahwaNcoo　naahai－

　bai，　kuniNdaNeoo　kuNkurubaa＄ee，

　tumaiNCoo　tumeeidumeei．首里の入は

　5ち欄って，那覇の入は散り散りばらばら

　で，久米村の人は互いに争って，泊の入は

　互いに捜し合いながら。

sur婦韮晒⑪（差｝　＝夏raN，　s｛二i）e人が，藥ま

　る。◎描弓。

surikee＝ju’・N⑪（自zyaNv＝ti）そり返る。

sur蛭i⑪（副）揃って。一緒に。こぞって。

　nuNl〈u　？uminabi．aa　haranu　gugimil〈i－

　ba　”v　meru　？isj‘anu　s　azinu　sizisa．

　［のんこ思鍋が腹のぐつめけばそりてめ

　る医者の　逸の繁さ（狂歌）］ヌンクー鍋

　（料理名）の腹がぐうぐ5いうと，そろっ

　ておいでの医者はさじを忙しく動かす。

　？uminabiは女の名でもある。

surubaN①（名）sunubaNと1霞じ。

suruit11①（副）そっと。ひそかに。こつそ

　り。　suru（≧tuともし・う。～nareega　caN．

　こっそり教わりに来た。

s猛rUQm①（副）suruituと同じ。

S縫職臓gwaa⑪（名）小魚の名。きびなご。

　体長10センチたらずで，かつおの釣餌に

　鰐いられる。

surusuru①（副）ざらざら。伸びはじめた

　ひげなどのさま。～sjOON．ざらざらし

　ている。

S猟r並sur狐猛①（名）ざらざらしたもの。ざら

　ざらしたひげなど。

surusuruuhwiz；9waa⑨（名）若者の，生え

　i＃　U）めたひげの愛称。

Sllsi⑨（名）楚洲。㈱））参照。

susi＝．iuN⑲（他＝raN，”ti）そしる。悪し

　ざまにいう。

sus譲⑨（名）そしること。品品。悪隠。

　humlrariN　geikaN　susirariN　sikaN，

　？ueiju　nadajasiku　’wataibusjanu．　・一一

　hmn2rarij’a　’」’ununakanu　narai　sataN

　ReN　mununu　nu，jaku　tacuga。［ほめ

　られも好かぬ　そしられも好かぬ　浮世な

　だやすく　渡りぼしやの…そしりほめら

　れや　毯の亭の習　沙汰もないぬものの

　何役立ちゆが〕ほめられるのもいやだ，そ

　しられるのもいやだ，浮世を安らかに渡り

　たいもの…。そしられたりほめられたりす

　るのは選の中の常，うわさもされない者が

　何の役に立つか。

susj｛ユu①⑰（名）陰口。悪口。誹誘。

su§00N⑪（副）入・物を粉末にするさま。

　虐待するさま。～saQtaru　Qkwaうaku－

　tu，？uja～sjusa．粗末にされた子だか

　ら，親を狸宋にするさ。

susooNkarobN　＠（副）眠流にし軽んじるさ

　ま。karooNは軽んじるの意が含まれてい

　る。～sjUN．

susuco（名）㊦裾。　ciNnu～．潜物のすそ。

　◎由すそ。㊤びり。しり。～najUN。び

　りになる。

sus磁⑨（名）ぞうきん。

susuika”ei⑨（名）ぞうきんがけ。ふき掃

　除。～sjUN．

susu＝jUN（1〉　（他　 富】じεしN，　＝講毛i）　 ふく　。　　ぬ　く，う　。

Stltigi⑨（名）　SUU撮giと同じ。

sutimiti＠（名）sutumitiと同じ。

su纏m髭…mUN唖）（名）sutUMitimUNと同じ1。

su瓠⑳（名）外（ほか）。以外。

szatumiti⑨（名）朝。「つとめて」に頬応す

　る。sutimit1ともし・う。？asa　とし・う語

　は単独ではあまり用いない。その項参照。
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sutumitimUN⑪（名）朝飯。？asabaNの項

　参照。

Stttumit　2ubuN⑥（名）朝御飯。sutumiti－

　MUN（朝飯）の了寧語。

sutumiti？uki〔①（名）朝皐く起きること。

suu⑪（名）［数3　e運。運命。命数。～nu

　？iQCOON．運が向いている。◎〔萩〕数。

　かず。

suu一（接頭）総。残らず，すべての意。suu－

　daka（総高），　suajeo（皆さん）など。

一SUIsSS（接羅）艘。船を数える時の接尾辞。

　？iQsuu（一艘），　n圭suu（二艘）など。

saugee①（名）［秀才〕那覇の久米村（kuni・

　N5a）の青隼をいう。中麟からの帰化人の

　子孫で，中岡に留学する権利と中国語を学

　ぶ義務があり，扶持をもらっていた。

suueici①（名）［日並〕？uiUN［御殿〕，　tUN－

　ci〔殿内〕の家の財巌の管理入。この下に

　一，二名のz2dee〔下代コ（会計係）と多

　数の使用人がいる。

suucuumaa⑪（名）地方の農村や先島など

　で無学な人のために用いられた一種の文

　字。農作物・家畜などの種類・数量とか年

　月Hなどを表わす符号で，その多くは象形

　的なものであるが，簡単な漢字に似せたも

　のもある。商取引や穣税の偉課・徴収の証

　書などに周いた。中国語ヂ数簿礪」の借規

　語であろう。

su”daka⑨（名）総高。総額。

s照dee⑩（名）［総代コ村の世話係。私設の

　もので，各部落ごとにいた。

su双diooriQ）（名）総倒れ。～sjUN．

SUttgamii⑪（名）総務。全体の世話をする

　係。

s羅臼1gasira①（名）［出頭］熱ura（部落）全

　体の代裏。muragasiraの項参照。

suugoosaku⑨（名）〔古〕suugoesakU？a－

　taiと岡じ。

suugoosaku？a’tai＠（名）〔古｝こ総耕作当コ

　廃藩薦の，農事に関する役人。閣切番所に

　いた。各村にいたものはkoosaku？atai

　あるい｝ま単．にkoosakuとい5。

suugurilmp（名）一斉に御辞儀すること。

suujoo⑨（名）皆。金員。一座の人（冒下）

　に呼びかける時に多く使う。二二。皆さ

　ん。一座に少数でも二上がはいっていれば

　gusuujoO（砦様）という。　maada～ja

　kuuN．まだ全員は来ない。～nu　gaQtiN

　，5am宝．皆の承知のことか。

suu＝jUN①＊（自＝raN，唄）〔新？〕沿5。

　主として9．　uut◎ON，　suutiなどの形で

　et　5　．　’waQtaahatal｛ee　kaa｝’anaka2　suu－

　tOON．うちの畑は川に沿っているQ　mici

　suuti？icuN．遊に沿って行く。

SUII＝juN①（他＝raN，＝ti）吸う。

suukaNgee⑥（名）㊦皆の考え。一般の考

　え。総意。世論。㊥基面的な考え。大体の

　考え。㊧皆の世話をすること。また，皆の

　坦：話をする係。総務。～ja？ariga　ka㎜i呈・

　全体の世話は彼の役だ。

suuki⑨（名）痴話。穐》参照。

繊皿k縫kui⑨（名）総抵。全体をくくりまと

　めること。～sjUN．

suumabui⑨（名）皆の魂。家族など全員の

　魂。魂が物に疑いて体から落ちたりしない

　ように，年に一，二度，家族全員のmabu－

　igumi（魂をしっかり体内にこめること）

　の行事を行なう。

suumi⑩（名）すき冤。かいま見ること。の

　ぞくこと。

suum蒸①＊（名）深い興味をもつこと。？uta一

　益aka圭～轟U？aN．歌に興味があるo

suum藍①（名）聡明。賢いこと。～na　mUN・

　聡明な者。

suu＝nuN①（自＝maN，＝di）深い興味をも

　っ。熱中する。gakumUNnakai　suudo－

　ON．学問に熱中している。

suu＝nuNCO（自＝maN，＝di）しみる。（蕩な

　どに）しみて痛むgSUNkwajuNともい

　50
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繰臆韻⑨（名）こずえ。うら（末）。

S”uyamai⑨　　（名）　　う　　ら　な　 り。　　　simunai　　～二

　もいう。踊加頴（もとなり）の対’。

s級ur簾⑨（名）中皿。　euugaraともLsう。

　haaci　（大羅），　1｛ee？uei　（／凄、簸L）　の中綱。

、騒賦、腿駁①（謝）e少し。少少。～3a’w難一

　t◎o凡少しは酔っている。Oまだし毛。さ

　ておき。，jaasaεし～hw圭捻餓，300・ひも

　じさはまだしも，寒いことよ。

SZiixtiigi⑪（名）蘇鉄（そてつ）。観賞用・備

　荒食職して裁培される。編二は食駅こ
　し，茎1からは澱粉をとる。葉からは爾子。

　ほうきなどを作る。

Sikvasiigihukaii⑥（名）蘇鉄の芯にある柔ら

　かい綿のよ5なところ。まり（maai）の

　芯にしたりする。

服醒綴繰①（名）総動員。一？wiic圭く？W蜘

　eUN（鋤く）。’jaaniNZ“～・一家総動貴。

smezzzimi⑨（名）総締め。総合計。総決算。

　．v　sJUN．

服麗蓋瓢繊⑨（名）［総地蜘？azizituuこ按

　旬地頭］の下，’wacizituu［脇地頭3の上。

一間切の采邑を持つ領主で，位階は？wee一一

　kata〔親方⊃。その家はtUNci［殿内コと

　いわ；れる。　？az圭zitUUとsuuzitUU　とは

　二二璽に一閻切を領する。爾考を併称して

　roosuuzituu⊂両総地頭ユという。

suazaideayza①（名）風当たりの強い所◎風通

　しのよいところ。

szazoo①（名）θ素姓。塞来の性賀。生まれ

　つき。また，血統。◎生育。育ち。育つ間

　にでき上がった｛生質。果実。竹などの品・

　形などについても，～nu’jutasjaN（素

　姓がよい）のよ5にいう。

s蟹鱈。◎saN①（形）風がやや強い。風が吹き

　技げる。競上の紙が飛んだりする程痩のこ

　とをいう。

szz・。ups①（自・gaN，　・zi）風力：少し吹く。

　fそよぐ」よりやや強い吹き方をいう。
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意

9R一一（接頭）二。ふた。？．akeeN（二回），　ta三

　（二人），tahwani（二羽）など。

9aa①（感）ふう。ふたつ。声を碧して数え

　る時にだけいう。

eaa⑨（名）田。

9aa①（名）（∋誰。韻文や古語，また一部の

　方書ではtaruという。？aree～，jaga．

　あれは誰か。～ga．誰か。～9＆，3＆撚。誰

　かしら。～diN　eui　1〈umaNkai　kuuwa．

　誰でもいいからひとりこ之に来い。～，」＆一

　もiN．誰でも。◎（接頭）誰の。　taamUN

　（誰のもの）など。

一Saa（接尾）eたち。人について複数を表わ

　す。waQtaa（わたしたち），？続捻叙おまえ

　たち），？aQtaa（彼等，彼女等），　niiseetaa

　（青年：たち），？aNgwaataa（平民の娘た

　ち）など。複数の接尾辞には一eaaという

　形もある。その項参照。◎転じて，その人

　の家を示す。？aQtaakai？iCttN・（彼の家

　へ行く），ziuruutaa（膝撃の家）など。

餓曲a⑨（名）照揚。《醐参照。

Saabaageekek⑨（名）へたな大工。しろ5

　と大工など。［田揚3という名の背の名工

　に由来する語で，へたな大工を皮肉にいう

　語。

9aab9③（名）足袋。

SaahikQkwa⑨（名）たんぼ。田のたくさん

　あるところをいうe地二名としては，eataN－

　taabUQkwa（北谷たんぼ），　hanizitaabu一一

　Qkwa（羽地たんぼ）など。

Saaca③（名）立つことの小児語。たっち。

瞼興茎①（名）二つ。二。～Nnaree・二つの

　うちならば。二つのうち，一つを選ぶとす

　れば。～S3U鰹．二つする。兼ねる。

kaaeii⑰（名）？Nmukasi（芋かす。骨露か

　ら澱粉をとった残りかす）を粉にして煮た

　料理。食懸不足の時に食べるもの。詳しく

　は？Nmul〈agidaaeiiという。

aauggmaeaa⑨（名）つむじが二つある者。

　一癖ある者とされ，男の子なら蚕ぶ。

Saag護mais豊⑨（名）こ二つ違いの子供を塵iむこ

　と。嶺φm玉siはとしごを産むこと。とし

　ごはまれにtusiNgwaともいう。　miigi一一

　misiは三三つ違いの子を産むこと。一・・misi

　＜MisijUN（見せる）。弟妹が生まれるこ

　とを？UQta　misijUN（弗妹を見せる）と

　いう。

Skagiwai⑨（名）二つに割ること。二二つ審1

　り。二分。

taaCttU⑥（名）ふたこ。：双生児。

Saadoosi⑥（名）田を畑として使うこと。田

　の水を干させて，畑とすること。稲の刈入

　れ後，さつまいもを作る揚合などにする。

　沼倒しの意。

tluadioosi2Nm“⑪（名）田を焼にして作った

　さつまいも。甘昧が多く，美味。

9aagaRa①（名）誰か。～？ikanL　誰か行

　かないか。　～tanumarii＄ee’urani．誰

　か頼める着はいないか。

taagva⑨（名）eたこ。桶の一種。　もっぱら

　水を運ぶのに用いる。桶の両側の板がおの

　おの一紋ずつ伸び，それに横太を通して

　取っ手とした桶。O（接羅）taaguに一

　杯。二杯などと数えるコいう。cutaagu，

　tataaguなど。

taagusa⑨（名）田の草。～kaCuN・SB常

　にあせる。

taagusipeeen（名）田ごしらえ。稲を植え

　る溺に賊を耕して準備すること。

舳曲w総妻繊販⑨（名）［打花巌iコ楽劇の名。

　中国より渡来し，那覇の久米村で行なわれ

　たもの。
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iaa？iihwee

taa2iihwee⑥（名）水顕にいる虫の名。げ

　んごろうの類。丸く黒色。

taa？iju⑨（名）ふな（鮒）。田にいる魚の意

　であろう。煎じて熱さましの特効薬として

　用いる。

taa2ijuga’siraev（名）お由の大將。餓鬼大

　醤。ふなの大将の意。

taa2ijusi’Nzi④（名）ふなを煎じた汁。

taakutuCO（名）うわごと。熱に浮かされて

　言うことば。～，ju礁UN．5わごとを言う。

taakUU⑨（名）茶器を入れる器。芝居見物・

　塾参などに携帯するもの。中国渡来の器で

　あろう。朱塗りの箱で，中には上製の土漉

　を入れ，箱に入れたまま湯をつぐ仕掛けに

　なっている。

taamaa⑨（名）とんぼの一種。やんま。青

　緑色で，形が大きい。？aakeezuuはこれ

　より！jNさい。naakudaamaa（密古のtaa嘲

　maa）ともい5。

eaamUN⑲（名）誰のもの。～ga．誰のもの

　か。

taamuz嚢⑨　（名）taa？Nmu（里芋の一一一　Pt）

　のずいき。muzinU？Nsiru，　muzi？U寧ee，

　duruwakasiiなどにして食べる。

訟a？濁mu⑨（名）田芋の意。水野に作る芋

　で，形は里芋に似ており，一一種の風味があ

　る。

taa？NmUBii　Ql（名）料理の名。訟a？Nmuと

　さつまいもを混ぜ，砂糖を加えて練ったも

　の。きんとんに似た上等の食物。

taaNna⑨（名）たにし。水田に生じ，食盛

　となる。閏にいる蜷（にな）の意。

taara⑪（名）e）俵。讐に藁で作った米俵。

　O俸米。俸蘇としてもら5米。？UgUgliku－

　1｛ara～？utabimiseeN・お城から俸米

　を下さる。

置aar我guu⑨（名）あき俵。

kaarasi⑪（名）植物名。ほおのき。末蘭科。

　こぶしに似て，香気高い花が咲く。一名ほ

　るとの木。樹皮・葉から褐色の染料をと

　る。

鶴葦a盛①（名）幽くこと。1〈am呈daariは神ヵ｛

　かり。

taaPtii⑪（名）e父。おとうさん。士族につ

　いていう。名称でも呼称でもある。平昆の

　父はsjuu。階は主（シ＝、　一一）といひたる

　なれども，久米村（二人の子孫の部落）よ

　り始まりて，支那語の大令をもて，父を呼

　びたるにより，首里にも移り来るものと廓

　の朝保喪いへり。（南島入重壇）」あるいは

　中国語r大人」の転詑か。◎家族。親族以

　外からtaariiといえば，士族の父・士族

　の戸圭に繋する卑称ともなる。士族のおや

’じ。taariigwaaともいう。

taarii藩wa血⑨（名）taar銭の卑称。士族の

　おやじ。

tamri＝juN①（自＝raN，＝ti）＜teejUN。

　0費える。hwiQeii～．一一　Hむだにつぶ

　；れる。複：合語に，ziNdaari（金銭が費え

　ること），hwlmadaaxi（三囲がつ．ぶれる

　こと）。　◎（病気力り長弓iく。

taataa⑨（名）父の小児語。那覇ではcaa－

　caaとk・5。

taawaN⑪（名）椀の一種。椀の大きなもの。

　大虚の中国音。

tabai⑨（名）e束。たばね。◎（接尾）C就a－

　bai（一束）など。

tabaislka’i⑱（名）たばねること。荷作り

　などをすること。一sikai〈sikajUN。

taba＝jUN⑪（弛認raN，”ti）たばねる。物を

　たばねて，なわ・ひもなどで縛る。また，

　人などを縛る。

tabattai①（名）多忙。

tabaku⑨（名）たばこ。～hueUN．たば
　こを吹かす。～Ndee？US3’agamisjoeree．

　たばこでも召し上がって下さい。

tahakubuN⑪（名）たばこ盆。普通，四角の

　箱の中に？uciritui（小さい火鉢）とhwee－

　huci（灰吹き）と入れてある。凝ったもの

　は引き出しがいくつもあり，さげて持つ
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taci

　手があったりする。

tabaku2irii⑪（名）たばこ入れ。

tabakumaeija⑨（名）たばこ屋。

tabakunuhwiikusu⑨（名）たばこの吸い

　がら。

tabaru⑪（名）’田原。㈱〉）参照。

tabasa＠（名）闘。物体の間の狭いすき間

　をいう。七anakaより狭い。　sj澱nuφnt隆

　～nakai　kwaacookee．本の間にはさん

　でおけ。

tabi①　 （名）　旅。　　tabee　？iranagikaN　　】：ii

　najUN・旅は鎌の柄のよ5に軽いもので
　も荷物になる。旅はできるだけ身軽にせよ

　の意。

tabidaci⑥（名）旅立ち。鹿島立ち。門出。

tabidmni⑪（名）旅先でできた妾。一・dumi

　くtumeejUN。

tabijaduas（名）旅宿。旅先の宿。」vnu

　nareja　makura　subadatiti　？abizasusa

　mukasi，juwanu¢irasa．［旅宿の習や

　杭そばだてて　覚出すさ昔夜半のつら

　さ］旅の宿に泊ると寝てから昔の会わぬ夜

　のつらさを思い目す。

Sabi＝jUNCO（他＝raN，需もi）〔文〕購わる。

tahikuduei⑱（名）旅n説。　kuduci（q説）

　の一つ。首里から，那覇を経て，海を渡

　り，薩摩へ往復する情況を叙事的に歌った

　歌曲で，nubuikuduci［上りq説3とku－

　daikuduci［下り日岐］とある。

tabin壼N多u①（名）旅の一・一一ee。

tabiRuQeu①（名）旅の入。行人。他国の

　人。見知らぬ人。

tabiRUQcuuem（名）よそもの。他工学。軽

　蔑的な言い方。

tabisju⑱（名）旅に出ている人のある家。

　その家では，5月1H，同5R，9月1H
　に，旅にいる人の無事息災を祈る行薯をす

　る。一族一門の女が揃い，kweena（旅歌）

　を歌って踊り，夜を射することがある。

tabisugai⑪（名）旅装束。旅装。

taboO＝juN⑪　　（他　　＝raN，　　＝ci）　　給　 う　。　　下　さ

　る。首里では，口語としては命令形ta－

　boori（下さい）のみを用いる。韻文では

　taboriと短くなる。’3uruci　tabori．［許

　ちたばうれ］許して下さい。taboori　ta－

　boori　sjagiga　kwiraNtaN．ちょうだい

　ちょうだいとせがんだが，くれなかった。

tabuigusa①（名）1〈usaはフィラリヤ（熱

　病の一一Pt）。　tabui一くtabujUN（ためる，

　たくわえる）。長い間起こらずにいて，そ

　のあとで起こったkusa。　kus＆は時時起

　こった方がしのぎよく，これが長いこと起

　こらないと，一…A時に璽い病気になるので，

．この語がある。

tabu＝juN①（弛＝raN，”ti）ためる。たく

　わえる。保存する。とっておく。ziN～．

　銭をためる。nuei～．命を大事にする。

　duu～．なまける（体を節約する意）。　ta－

　buraraN．長くおけない。とって置1けな

　い。tabaaraNともいう。

tahuNCO（副）多分。大かた。

taeaai⑨（名）二つ切り。二つ割り。～na－

　sjUN．二つ切りにする。～Nkai　s頚N．

　ともい5。

tacaaii⑪（名）のっぽ。背の高い者への悪

　目としてい5。薪：つ翻りの者」の意。す

　なわちふたり分の背たけがあるという意。

taeagainuba’gai⑨（名）親しい家などに，

　しばしば：立ち寄ること。一nubagaiは神ぴ

　あがる意から，ちxつと立ち寄ること。

taci⑪（名）太刀。刀の大きなもの。

taei＠（名）〔文〕滝。滝は少ないが，名護醐

　切畑久田に轟の滝という滝がある。？aca－

　karanu　？asati　satuga　baNnubui，　N

　narasu？aminu　hurana’3a郭竃爲．こあち

　やからのあさて　里が番上り　滝ならす雨

　の　降らなやすが〕明明後9はわが背の君

　が首里へ勤番で上る臼である。どうか滝の

　ような雨が降って崖発が延びればよい（恩

　納なべの歌）。～narasu？aminuのとこ
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eagi

　ろはtaNea　kusju？aminu［谷茶越す雨

　の〕という歌詞もある。

Sesgi①（名）贋（たつ）。十二支の第五。喋喋

　は午前8時（？igigi）。方向は南書りの東。

9aeibaa”？asSEa⑨（名）足駄。台に植えた：＝：

　枚の歯をtacibaa（立鹸）といったもの。

　？4sizaは単に下駄をいう。

ilthgiei⑨（名）来月。　naa～．再来月。

SacieiCO（名）ふた月。二か鍔。

9meiee＠（名）立ち合い。監督，検誕iなどの

　ために立ち合弓こと。

eaclgar嚢⑨（名）立ち枯れ。

ttceigl③（名）立ち太。　ijeegi（軽銀）に対噂

　する。

taeigElrgq．jaN⑨（形）暮らしにくい。暮らレ

　が立：ちにくい。嫁がしゅ5とに麿待された

　縫合などにもいう。

鵠。蓋熱熱’藁ca＝juN⑨（自　 ＝｝’aN，　＝t呈）立ちは

　ばかる。

Sacikwa⑥　（名）　立場。～　？usinajUN．立揚

　を炎5．O境遇。慕らしむき。’iitacihwa．

　よい暮らしむき。

aaeiiCO（名）他系の意。他姓。海統の違5

　他姓。

ttaeiimazikeii①（名）血統上闘係のない着

　が網続入として家を継ぐこと。多くはきら

　われる。一m3zik麟はまざること。

鍛磁S膿鼓⑨（名）事件などで大勢が審参藥

　まること。急病入の家へ親類縁部が次々に

　集まる場合など。祝いごとなどの揚合には

　言わない。

9acijaQsaN③（形）暮らしやすい。暮らし

　が楽である。kunu　mauraNkai　cakutu

　～．この村に来たので暮らし．が楽になつ

　た◎ta¢ija（2sa　sjoON・暮らしむきがよ

　い。

9aeikaNgX⑪（名）eその揚を立ちかねるこ

　と。この意ではあまり思いない。◎暮らし

　を立てかねること。生活難で鶏撮蕃しむこ

　と。～sjOON．生活難で苦しんでいる。

9aeiikase9⑨（名）一番はじめの先祖。分家

　して一家を作れば，それが後世tacikuci

　（立口）となる。多く？utacikuciという。

膿媛藪繊興轡鍾⑨（名）立ちどおし。立ちつぱ

　なし。立ち往生。

Svae重mwwaagmaahi＠（副）し1ましば立ち撚るさ

　ま。～sjUN．

SaeimaaiganN”maaai⑨（副）しばしば回って

　立ち煙ること。～sjUN・

胞e無総§ゴ樋服潤⑰（惣＝raN，凱ti）たちまさ

　る。すぐれる。

駿e蜘ee⑨（名）嫁入り前。

eaeimaurkzz蓋⑰（名）出もどり。嫁に行った考

　が離縁して生家へもどること。

ea¢EmmaiCO（名）立ってもりをすること。子

　棋を抱いて，立って，あやすこと。子供は

　坐って抱かれるよりこの方を好む。

9acimaaka⑨（名）つれあい。配偶者。

鍛e短謡⑲（名）犬の長鳴き。遠ぼえ。犬が

　夜中に声を長く引いて鳴くこと。魔物を見

　た時の鳴き方とさ；れている。

tacigNarwm⑨（副）立ちどころに。すぐさま。

　たちまち。～miiraN　nata・y．たちまち

　晃えなくなった◎

9a¢iitaa＝ezzpa⑥（霞＝k哉N，ニei）立ちのく。

舳纈職階樋職湘⑨（自＝raN，＝ti）抜きん出

　る。衆にすぐれる。

9aeiNka　・jN「N⑨（窃：aN，：’raN，”ti）立ち

　霞；かう。相尋…になる。

Saeisik秘ei⑨（名）立ち仕事。立ってする仕

　事。また，力仕事。taeiwazaともいう。

瞼戯oo誠①（名）立つか倒れるか。浮沈。興

　亡。生きるか死ぬか。

餓華燭⑩（名）女の婚期。taci＜taeUN
　（とつぐ）。’u磁は折。

賑¢媛wヂ量藪⑨（名）勢動き。立って耀くこ

　と。～nu　RaNzi’jaQsaa・身動きが大儀

　だよ。

eaegwaga　em（名）立ち仕事。水汲み・炊事な

　ど。taeisikuciともいう。’iiwaza（すわ
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一駿萱

　り仕事）の対。

9aclzi⑥（名）たきぎ。　tamUNともいう。

9aciziei＠（名）：立ち帯き。

盆鍵戯蓋s量⑨（名）立岸。《糊参照。

9aeimitvxi③（名）たきぎ取り。

9aeiigthku⑪（名）暮らしむき。生活。

9aeoo④（名）平郷。　kロcoo（故郷）に興す

　る。

9a＝euN⑨（惣瓢捻N，＝Qci）O立つ。建つ。

　また，成立する。taQciN’iciN　tuxaraN．

　（心配で）いても立ってもいられない。ta－

　Qco◎鵜L立っているかの意。立っている

　考への平昆などがいうあいさつ。◎起き

　る。生じる。？umukazinu～・爵影が浮

　かぶ。㊤経つ。経過する。⑳立つ。出発す

　る。？igi　tacuga。いつ韻発するか。㊧と

　つぐ。嫁に行しくodiQsi】殴sju】N．とも、、

　う。taQeOON・とついでいる。㊨（刃物が）

　よく切れる。鋭利であるσhaaRU～・刃

　が鋭い。haanu搬籔N．刃がよく切れな

　い。

9a・・euNes（他；k我N，＝ci）火を燃やしても

　のを煮る。炊く。単に火を焚く意では

　hwii　meesjuNという。sjUU毛aeai　hwi－

　binu　kurasi　s3UNti3＆τ韮．　〔塩たきやり

　HRの　暮ししゅんてやり（花売回縁刀

　塩をたいて撮瞬の暮らしをしているとカ㌔

腋（熱①0（名）ただ。無代。？icaNdaとも

　いう。◎（副）イ・いたずらに。むなしく。

　～？aQCUN・ただ歩く。ロ・わずか。たっ

　た。～竃礎NZUU．たった1塵。

tadivari①（名）ただれ。

tadari＝juNco（自＝raN，遜）ただれる。

eaCia＝sjuN⑨（勉＝saN，＝¢童）θ正す。　kai－

　koo～・瀾合を正す。　kaikooの項参照。

　◎糺す。吟味する。詮議する。

eadeema⑨（名）すぐ。即刻。即座。また，

　急ぎ。緊急。～cuusa．卸すぐ行くよ。

　～llU畷k：ueL急ぎの仕事。緊急の仕事。

9adi＝jiiNCO（纏＝raNt；ti）「たでる」に対

　応ずる。湯の熱でほれものなどをむす。

9aga＝jupa⑨　　 （自。イ也　 ＝aN，　　＝raN，　　＝ti）　 違　う　
o

　たがえる。「たがう」に対応する。tagaaN．

　たがおぬ。一致する。違約しない。，jaku－

　suku～．約束をたがえる。

9agaNmi⑥（名）田頭。〈（地））参照。

aagee⑨（名）互い。相互。国方。　tageeni．

　互いに。

tageeeigee⑨（名）互いにくい違うこと。互

　い違い。

9ageen12鼓賊⑩（名）互いに敬語を使わず

　に，肯定の時は？iiと言い，呼ばれた時は

　h践と答える話し：方。親しい岡焼蛮悶志の話

　し方。きみ・ぼくの話し方。，inu？iihiiと

　もいう。猶i短iの項参照。

Sageeni2u闘殺u⑨（名）互いに敬語を使い，

　肯定の時は？UUと書い，呼ばれた時は
　huuと答える話し方。初対’面や，　まだ互

　いに親しくない闘柄の礼儀正しい話し方。

　，inu？uuhuu　ともいう。？uuhuu　の項参

　照。

瞼gee諜sj醸⑥（他＝saN，＝cl）耕す。闘返す

　の意か。keesjUNともい5。

9agaikaka＝juN⑪（富＝raN，　＝ti）食：ってか

　かる。つめ寄る。

Sagu＝juN⑨（他＝raN，＝ti）（ひも・縄・た

　この糸などを）たぐる。

EagUN①（名）他言。櫨人に語り告げるこζ。

9ai①（感・助）冒上に話しかける時・呼びか

　ける時などに女が発する敬語。さらに高い

　霞」二‘こ姦ま　tar三　とV、うQ　　男1ま　sai　とV、う　。

　もし。taar銭～・　もしおとうさま。　cuuja

　，ii鍼翼ci，jaibiiN～．きょうばいい天気で

　ございますねえ。？ee～・もしもし。

Eai⑨（名）垂れ。垂れたもの。　sanazinu

　～．ふんどしの前に垂らした部分。

taiG）（名）ふたり。二人。平入。～nu？再a．

　ふたりの親。細断。

一Sai（接躍）人数を表わす接羅辞。，jUQtai

　（㎎入）？？igitai（五人），　mUQtai（六人），
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　nanatai（七人），’5a磁ai（入人），　kuku－

　nutai（九人）。ただし，　cui（一一人），　ta呈

　（二人），miQcai（三人），また，五人以上

　はguniN（五人用，　rakuRiN（六人）のよ

　うにいうことが多い。

一・狽≠堰i接罵）係。？ata三（係）参照。

taisaga＝」　u’Pt　en（霞＝raN，＝ti）垂れ下がる。

　下に垂れて下がる。

tai？ut量”」撮マ⑥（自＝raN，＝もi）垂れて落ち

　る。

taiwaNew（名）台湾。低山的な野蛮麟の意

　でも絹いられる。～nu？ttni・台湾の鬼。

　生蕃。

taiwaNboO◎（名）〔薪〕台湾はげ。頭の毛

　がところどころはげる病気。β清戦争後，

　台湾から帰った兵隊が流行させたという。

　talwaNbooziともいう。

taiwaNboozi⑥（名）talwaNbOOと爾じ。tt

tajul⑨（名）e便り。消息。◎頼り。頼み

　となるもの。また，よるべ。知人。縁故。

tajuihwi’ei＠（名）縁故。　tajuiと岡じ。

験褥麟①（角＝raN，”ti）足りる。　tarijuN

　と岡じ。

taka⑪（名）鷹。秋の初めごろ来て終わりご

　ろ去る。ciNMii（金魚の目の鷹。二三で，

　貴族の子弟に飼われた）とkasi囎em銭

　（二三の霞の鷹。安懸で，一般士族の子弟

　などが飼った）とがある。？aNdee～～

　takusinu　kusikara　MiijUN　doo。（童謡

　の文句）ほら，鷹が沢紙村の後ろに見える

　ぞ。～nu　mo◎ree　g爾as煎MoojUN．魔

　が舞えばからすも舞う。人爽似をあざ笑っ

　たことわざ。hwiNsuumUNnu～，搬a－

　Nnee・貧乏者が鷹をもらったように。鷹

　は高懸なので，非常な喜びを表わすこと

　ば。天に昇るようだ。

9akn2agai①（名）高い所に上がること。高

　く上がること。，Winagoo～llee　naraN。

　女は（農より）高い所に上がってはいけな

　い。

膿蝕？㌶脇興⑪（名）首里城の石雇の上にあ

　る楼。？uggpikuの項参照。

takabarti⑨＊高原。（（地））参照。

takahasiru⑨（名）高窓。壁の上方の高い所

　にある採光・通風用の窓。hasiruは遣戸。

takabi＝juN①（自＝raN，＝ti）高ぶる。偉そ

　うに、ふるまう。

takadee⑨①（名）二二。代金（dee）が高

　いこと。

aakadiim圭g滋①（名）高利貸し。高利で貸

　すこと。高利負りの意。takarihwiitujaa

　ともいう。koorigasiはその新語。

takagiian（名）高い太。喬末。

takAgooimp（名）高く買うこと。二丁以上

　の値段で買うこと。

takahana③（名）高い所。高く突き出た所。

　風当たりの強い，高い所をいう。

Sakahanari⑥（名）高二丁。沖縄三島の策

　側にある島σ平安漣i臨（hjaN多a）の東北

　側，傍計騰（？ici）の南にある。

Sakakata⑪（名）〔麟〕高機。織機（nuna－

　bata）のたけの高いもの。旧来の低いzi騨

　bata（地機）に対ずる。

9akahazii⑪（名）細く背の高い人。のっぽ。

　takas◎0，　takεしsoonaaなどと岡じ。

eakakiida⑨（名）高札。昔，禁劉や法度な

　どのむねを寵して路傍に高く立てたもの。

　時には禁止ばかりでなく，一般に告知する

　内容のものもあったであろ5。cizinuhwee

　（禁止の牌）ともいう。

takahwierumN⑪（名）畳過ぎ。畳下がり。

　午後1　2～3時ごろをいう。

搬k曲wisja麟kee⑰①（名）気づかい。客。

　隣人などに紺していろいろと気をつかう

　こと。足を高くして歩く，すなわち足音を

　立てないようにする意からいったもの。

　～sjUN．気をつかう。

9aka2ieuzbi①（名）ほうろくいちご。野生の

　いちごで，’jama？icubiともいう。

9aka翫aila①（名）生奥いにおい。　ka7saは
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　香り，におい。生丸いはhwirugusasaN
　という。

takamaaCO＊（名）tal〈amaaaniと置l　t二。

takamaami①（名）めだか。淡水にすむ長

　さ3センチぐらいの小魚。takamaa，　ta－

　kamamiともいう。

takamami①（名）takamaamiと同じ。

takamjaagusiku⑪＊（名）高霞城。働》参

　照。takanaagu亭ikuともいう。

takanukurumaei①＊（名）㊦空高く，たく

　さんの鷹が輪を作って飛ぶこと。黒いうず

　巻きが壮観である。◎その時節に出る小さ

　いはぶ。

takanusiibai⑪①（名）鷹の渡る9～玲月ご

　ろ，青空から霧のように降る小雨。鷹の小

　便の意。

takaNmi③（名）高嶺。（（　ts　＞＞参照。

更akara⑰（名）宝。貴重な晶物。

搬kara⑪（名）多賀良。《鋤参照。

takai・a①（名）高良。（（；ag　））参照。

takaramUN⑪（名）穂。　kwaN（棺）を忌ん

　でいったものであろう。

takaraNgwa⑪（名）大事な子。子宝。

takarazimamp（名）θ宝島。土曖粥列鵬の

　島の名。O中磁や西洋に対し，jamatu（薩

　摩）のことをいつわって言ったもの。沖縄

　が薩摩に間接支配されていることをかくす

　ために，ta｝〈arazimaという島と通商し

　ているように見せかけた。

takarikwil①（名）高利。利子が高いこと。

takarihwiiiujaa⑨（名）高利貸し。

takari＝jUN①（霞＝raN，”ti）たかる。一一箇

　所に集まる。かたまる。siraNnu～．し

　らみがたかる。koosi～．済癬がたくさん

　できる。複合語にhusitalgaraa（節だら

　けのもの），ziNbUN七akaraa（才知のあり

　あまる竜の）など。

takasaagaaan（名）高さ比べ。

takasaN⑩（形）0（空周的な位置，地位な

　どが）蕎い。㊤（値段が）高い。㊧（声が）

　高い。また，（声が）大きい。⑭（におい，

　主として悪鳥が）高い。複合語に，tal〈a・・

　ka3a（生莫いにおい），　n1widakasaN（悪

　奥がi強い）など。

mkasiQρ脳⑪（名）高志保。（（地〉）参照。

takasooQ）（名）のっぽ。背の高い者。高い

　竿の意か。takahazii，骸kasoo藤，　taka－

　soonaaなどともいう。

takasOORaa⑪（名）takaSO◎と同じ。

takasoonii（①（名）takasooと1司じ。

taka2ueagaaen（名）偉そうにしている者。

　超然とかまえている者。

taka2ucagi⑦（名）e高く顔をあげている

　こと。◎’高慢。超然としていること。～

　sjUN・超然とする。偉そうにする。

taka？ui⑥（名）高く売ること。，ja寧i？ui（安

　売り）の対。

taka？uΩcaki①⑪（名）高値を吹っかける

　こと。高｛直を付け’ること。？aNsi～睾ee

　kooiglee　turaN．そう高い値では買う人は

　いない。

takawaree①（名）声を立てて笑5こと。映

　笑。高笑い。～sjUN。

taka多aN⑨（名）高い山。？anu　muee～

　natoON．あの丘は高くなっている。

takazikuku①（名）ふくろう。

takeeN①（名）：回。一keeNは回数を表わ

　す接羅辞。

takeesi⑨（名）高安。《鋤参照。

takeesi⑨（名）高江洲。（〈地〉）参照。

takiem（名）岳。主として拝所（，ugaNzu）

　のある肉をいう。拝所のある山は敬って

　？utakiともいう。　biNnu？utal〈i［：弁御

　岱］，　sunuhjaN？utaki［二歩ヒ屋1御岳］，ξ5e－

　ehwa？utaki［斎忌御岳］など。拝所のな

　い由は，　？UNnadaki［恩納岳〕，　，juna－

　hwadaki［与那覇岳〕など。

taki⑱（名）たけ。背の高さ。身幾。

takibUN⑪（名）㊦身分。分際。◎天分。潔

　質。～nu？aN。身分がある。また，素質
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　がある。

餓匙蚤gik量竃斡興①（eg　＝raN，　＝ti）（苦癌・病

　気などが）最悪の状態になる。？駄wari餓一

　kigikitOON．極度に苦しんでいる。’jaN一一

　meenu　takigikitOON．病気が鍛悪の状態

　になっている。危篤である。

脇翫瓶日盛腿③（名）体絡。身のたけと三二。

　h覗duはやはり体全体の体腔。～？u㈱輔

　もOON．体格の均衡がとれている。

囎賊豊（三二）ごと。ぐるみ。のまま。haku－

　takii　mUQcl　kuuwa．箱ごと持ってこい。

　hunitakii　hakajUN・醤トぐるみ計る。

瞼羅鵬綴⑨（名）二二。

惣k漁臨鵬asNew（名）旧邸の知れたやつ。た

　かの知れたやつ。

鍛脇滋職認㎜量⑨（名）ありったけ。あるだけ

　全部。せいぜい。～nu　hataraci　Qsi　’NN－

　di・ありったげの働きをしてみよ。1｛URU

　’ja鋪＆～hjal〈umaNeNdu　S担℃U．この

　i豪はせいぜい葺万円しかしない。～zuu－

　rijaka？wiija　neeyaN．　v・くらあっても，

　十里以上はない。

9akzz⑨（名）蛤。～騨？eeku．蠕のように

　骨無しの入闘。立って歩けない人をいう。

　？eek疑はその項参照。

aftkth＝hNN①（雌＝baN，：di）たたむ。折り

　返して重ねる。

eakukeRce（名）他国。増置。

膿無醗戦⑪（名）利環さ。知悪のあること。

　悪い意味はない。悪知恵は’janadal〈uma。

eakmamaa⑥（名）利鐵巻。知恵のある饗。

　うまいことを考える奢。悪い意味はない。

9akumae良raa⑲（名）切れ者。利目考。顕の

　よく融く者。

9ak眠maegm量⑨（名）頭がよく・切れること。

　頭が鋭いこと。

9a翫mn｝a¢irimnzzN⑲（名）takumaciraaと

　岡じ。

takumUi①（名）4涯藝σ銭200文。瓢掘（藏）

　の項参照。

uakKumaeeigeiNztkuce（名）5塵。銭250文、、

　盈N（銭）の項参照◎

Sakzz＝ea　auN　ev（飽＝uaaN，畷圭）たくらむ。

　企てる。MnhUN～・二二をたくらむ。

SalkthS量⑨（名）沢紙。（（地》参照。

験駄鵬眠①（名）：二言（ふたこと）。次の慣虜

　句で伝いる。tal〈utoo　neeN・異論なし

　に。癖答えせずに。書う通りに。二つ返事

　で。

eakmswee＝jasrv①（徳＝raN，＝ti）貯える。

eama⑨（名）e玉。丸いもの。また，宝玉e

　のろ（nuuru）の首飾りの玉など。七iQPUU－

　nu～。鉄砲の玉。～hacoON．イ．酋飾

　参の玉を首にかけているQロ・小児の雷・

　手足などが丸丸と太り，輪をはめたように

　めりこんでいる。～nu　saka麟eL〔文〕玉

　杯。　，utulscu　？Nmarit．uti　｝〈Zli　siyaN　mu－

　nxxja～魏sak＆多ieinu　sukuN　m舩N．

　こをとこ生れとて　恋知らぬものや　玉の・

　さかづきの　底も見らぬ（執’｛〉記入）3男

　に生まれて恋を知らぬ者は玉の杯の底を見

　ないのと同じ。◎ガラス。

験惣山①（名）たま。まれ。～nu　hanasi．

　たまの話。～ni？icataru　MUN。たまに

　会ったんだもの。

tlnure｝aba9⑨（名）ガラス張り。ガラス戸。ガ

　ラス窓など。

Samagai⑨（名）凶兆。人の死の酸兆。魂が

　火の玉となって，家の上に葛く上がったり

　すること。また，人の泣き声がしたり，

　棺桶を作る音が麗こえたりする。タマアガ

　リ（魂上がり）の意であろ5（憐波普猷）。

9amaga＝」　tmt　＠（轡＝raN，；ti）死の寵兆が

　言われる。tamagaiが起こる。

9amaages＠（名）卵。主として，鶏卵または鳥

　の卵をいう。kuugaともいうが，1〈uuga

　（卵）には畢丸の意味があるので，上流で

　は，避けてtamaguとい5。
9amaagExhwiN⑨（名）ガラスびん。　lcuhwiN

　は小びん。
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eamag慣＄lku⑨（名）玉城。（（地））参照。

餓㎜曙猟gaki⑨（名）卵酒。

tamai①（名）たまり。水溜まりなど。

taniaimiyl①（名）溜まり水。ひと所に溜

　まって，流；れない水。

tan｝ajaN⑨（名）玉が痛むこと。すなわち，

　眼球が痛むこと。あるいは畢丸が蒲むこ

　と。

’｛anla・jttN⑪（自＝1’aNs”ti）たわむ。しな

　やかに曲がる。しなう。

9am．ft＝」膿⑦（ff＝raN，＝iC1）溜まる。　IYIi－

　4inu～。水が溜まるQ　zlNnu～．銭が溜

　まる。

eaniaku琶ani⑪（名）玉や黄金（のように大

　事なもの）。

tamak：zzganlnas蓋”gwa⑪（名）〔文〕玉や黄

　金のような藍みの子。

eamakuganiN”go⑪（名）〔文］玉や黄金の

　ようなカΣわv、L、女0

2amaakuganisaiu”me⑨（名）〔文〕玉や黄

　金：のような背の鱈。

Samamig．i⑨（名）［文〕〔玉水］水・井戸な

　どの美称。きれいな水辺。’wakanagig＆

　nariba　kul〈uru　？ukasaeriti　一vni　？uriti

　玉ζasira？arawa・〔面目がなれば心浮か

　されて　玉水におりて　かしらあらは（錫

　ヌ言∫子）3初夏になったので，心浮き浮きと，

　美しい水べに降りて髪を洗おう。

Saxnameuzzsw（名）〔：文〕玉の緒。命。　nasaki

　？ati　kakusi　nubinu　hanasis　iei，　taiga

　～秘？usisa？araba．［情あてかくせ野

　辺の花すすき　肩入が玉の緒の　惜しさあ

　らば］情あって隠してくれ，野辺のすすき

　よ，二人の命を惜しく思らならば。

eamanuwari⑩（名）ガラスの破片。

tamaN①（名）鯛の類。　makubuとともに

　魚のうちでもっとも美瞭とされるもの。

　？iibuusaani～gljUN．えびで鯛を釣る。

　？i圭buuはとびはぜ。

9amaaNeaafOtki⑥（名）［＝藍御冠。たまみきや

　ぶり］玉のかんむり。王冠。

ta夏nasaka①（名）〔文｝まれ。まれなこと。

　・vnu　kujui　tuija　？utarutuN，　sibasi

　？akigumwn1　n段saki？a｝’ana．〔たまさか

　の今麿　鳥や出るとも　しばし明雲に　情

　あらな］たまに会う今夜のこと，i購は副い

　ても，しばらくの闘，夜明けの雲に情が

　あってほしい。

Sa㎜ftsi⑲（名）魂。精神。注意し思慮する心。

　～｝｛anagijUN．心をひきしめて，注意す

　る。～「BiQCOON．精神がしっかりしてい

　る。

脇獄激a瞬①（名）銘銘の分。持ち分。

tamasii⑨（名）魂。霊魂。死考の魂をい

　う。tamasiとはSlj。生きている人の魂は

　mabuiという。

9amasikwee’kaagi⑨（名）賢そ5な顔つき。

tamasikwe’emuN＠（名）翻転深い者，

eamaeagaki　（”（名）二股をかけること。二

　股がけ。Riwanu　kubagas．　ini？Nmaja

　ginagutuN　・v　satuni　？uzimu　lcwiru－

　na・［庭のこばが巣に　馬やつなぐとも

　たまたがげ里に　御肝呉ゆるなコ庭のくも

　の巣に馬をつないでも，二股がけの男に心

　をくれてはいけない。

鵜燃認舩照⑨（名）〔鍵御殿3琉球王の代

　ぞ黛の臨地。首里にある。

tamee＝julN①（イ慮　二：ra」N，　＝＝もi）溜めておく。

　いくつも溜める。tamijUNを継統する。

量蹴ee§蓋⑨（名）玉代i勢。《鋤参照。

eami①（名）ため。　tamee‘laraN．ために

　ならない。結果が悪くなる。caQei　suba

　naeee，　t蹴ee？araN．嫡子をさしおいて

　は，ためにならない。

tami①（名）ふた選。～も00，NNdar＆N。ふ

　た冒とは見られない。

Sami＝jurw⑨（弛＝raN，”ti）たわめる。た

　める。齢げる。ejuda～．枝をたわめる。

9ami＝jZZN①（他＝raN，”ti）溜める。たく

　わえる。盛N～．銭を溜める。
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tamlsi

9amisi⑥（名）θためすこと。試み。㈱nu－

　gutooga～（≧si，NNdee．どんなか試し

　てみろよ。◎前例。ためし。munu？umi－

　ba？iru掘？arawariru～。［物思めば毯

　に　あらはれるためし（忠臣身善）コものを

　意うと顔色に現われてしまうものだ。㊧阪

　度。ほど。隈り。eaQsa　maasatiN～nll

　？aN　do◎．いくらおいしくても，三日があ

　るぞ。

ta㎜1＝sjUNew（Sts　＝saN，＝c1）ためす。試み

　る。tamisi　sjUNともL・う。

tameosi⑪＊（名）玉城。《地》参照。

tamuc産⑨（名）保つこと。長く続いてもつ

　こと。

tamu　：e疑N⑪（葭＝kaN・＝ci）保つ。幾持ち

　する。もつ。tamul〈asaN。長持ちさせな

　い。子供がおもちゃをすぐこわしてしまう

　揚合など。

tamuN⑨（名）たきもの。たきぎ。まき。

tamuNtujaa⑰（名）たきぎ取りを業とする

　者。

tamUN2ujaa⑨（名）たきぎ売りを業とする

　考。

tamulu⑨（名）たもと。明治以後，　男が断

　髪してからの衣服はたもとがあったが，そ

　れまでは単なる広袖であった。

tamutusudi⑪（名）たもとのある袖。　hu－

　1〈uxusu〔最ともk、う。

tanaCO（名）棚。～kaCUN．棚をつくる。

tanabaraa⑨（名）棚原（tanabaru）の者。

　卑称。

tanabaru⑪（名）棚原。《地》参照。

lanabataco（名）たなばた。　7月7K。行

　事の名。墓参。墓地の掃除などをして，盆

　祭りに備える祭りを行な5。星祭りは行な

　わなかった。

Ianabi＝cuN①（自＝kaN，鶏C呈）（油などが）

　水面に広がる。？aNdanu　mi質醸ka1～．

　油が水に浮いて広がる。

tanagaalmuN⑨（名）変わり種。また，親

　に似ない考。不樹の子。種変わり者の意。

tafiagaa＝jzzN⑪（自＝raN，”ti）変種が生ず

　る。在来の種類とは違ったものとなる。ま

　た，親に似なくなる。

鍛舩gee⑨（名）川えび。淡水にすむ小え

　び。

Sanaka　an（名）間。中閤。？anu’jaatu

　kunu，jaatunu～．あの家とこの家の間。

　saNzitu，3uz玉tηnu～．3時と4時との

　閻。

tamaNkaCO（名）ふたなのか。死後14欝冒に

　行な5法事。

tanari③（名）0ていさい。ありさま。身の

　こなし。風采。また，ぐあい。つこう。便

　利。，ii毛anarL（着こなしなどがいいこと。

　藩物などがよくうつること。）～nu，juta・・

　sjaN（’waQsaN）。つこうがいい（悪い）。便

　利がいい（悪い）。◎（接尾）ciNciidanari

　（着こなし），munu？iitanari（ものの言

　いぶり）など。

9anasi⑲（名）女の夏の礼服。疇れ着6　tUN一一

　bjaN（中購から輸入される布），または上

　等の麓蕉布で伶る。多くはbiNgataある

　いは？akaUU（いずれもその項参照）であ

　る。貴族のtanasiは，Ncanasi（御タナ

　シの意）という。

Sanaslwata’ziNen（名）tanasiとwataziN。

　夏冬の礼服。

tani⑥（名）〔文〕谷。　tani（陰茎）と岡音

　語なのでほとんど使われない。

瞼蹴量⑨（名）陰茎。男根。soo，　guuguuなど

　ともいら。r種」に鮒応ずる。

tanikjaa⑨（名）どいつ。どやつ。　taniを

　忌んでtanuhjaaともいう。

taniN①（名）他人。　coodeeja～nu　hazi－

　mai。兄弟は弛人のはじまり。

tani？u”usi⑥（名）種おろし。種まき。tani

　を忌んでsani？urusiともいう。

Eanuhjaa⑨（名）どいつ。どやつ。tanihjaa

　ともい5。
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寝建Nkaamis皇

tanuka＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）誘惑する。

　そそのかす。tanukasari3UN．誘惑され

　る。そそのかされる。たぶらかされる。

tanumi③（名）頼み。依頼。

tanu＝nuN⑨（他＝maN，＝di）頼む。依頼す

　るDtarunuNともいう。

tanasimi⑪（名）楽しみ。

tanusi＝nUN⑨（自＝maN，＝di）楽しむ。

taN⑪（名）疾。ことに肺病やみの出す擁。

　淡は多くはkasaguiとい5。～nu　sa－

　wai．肺病。　tanUNkai？iQeOON．髄病に

　かかっている。肺病は松N3a翼双1eeとも

　いう。

taN⑪（名）e反。衣服一着分の布の長さ

　（鯨2丈8尺）。鯨尺の輸入される前は，両

　手を広げた尋（‡尋4尺の計算）で爵つた。

　◎（接尾）nitaN（二反）など。

taN①（名）炭。太炭。

taNbaku①（名）炭箱。

taNbiiCO（名）炭火。

ta！Vea①．（名）谷茶。《地》参照。

taNeaaCO（名）短気者。

taNci①（名）短気。～haradacija　kiganu

　m双tu．短気腹：立ちはけがのもと（諺）。

taNcirasi⑨（名）塩切り。疾をなくする薬。

　淡切らしの意。こんぶ・飴などがよいとさ

　れる。

一taNda（接尾）たぶら。肉の太っている部

　分を意味する接尾辞。gibitaNda（しりべ

　た），　1〈weetaNda　？UCUN．（まるまると太っ

　ている）など。

taNdaara①（名）炭俵。

taNdi⑨（副・名）どうか。どうぞ。たって。

　懇願・哀：願する時に用いる。多く女が書う

　語。～？unasal〈2ni，5Uτ“d　taboori。ど5

　かお情けで許して下さい。～もOOもU，，waa・

　Qkwanu　nuci　tagikiti　kwimisjoori．ど

　うかどうかわが子の命を助けて下さい。

　～nu　nigee．たっての願い。

taNditaNdii⑨（副）どうかどうか。どうぞ

　どうぞ。哀願するさま。～QsiN　tUNkee－

　tiN，NNdaNtaN．お願いだからと頼んで

　もふり向いても見なかった。

taNgana①　（名）誰か。　taag：ana　と同じ。

　～？ik我ni・誰か行かないか。

taNganamaNcuu①　（名）誰だか。誰かさ

　ん。目の前にいる子供をあてこすって言5

　時などに使5。～ga　gaNmari　sjUN．誰

　かさんがいたずらする。

taN5acaa◎（名）炭焼き。炭を焼く者。

taNjama⑨（名）谷由。鹿児島県の地名。

taNjaN㎜ee⑨（名）肺病。　ta茂nu　sawai．

　ともいう。肺病になっていることはtanu－

　Nkai？i（～CO◎N．　と、・5。

taNkaa⑪（名）満一隼の誕生臼。その祝い

　の欝は机の上にいろいろな物を置き，良由

　に取りたい物を取らせる。はじめに取る

　物，次に取る物をもって，腔格を予測し将

　来を祝福する。はじめに書物を取れば学者

　になるとか，金を取れば金持ちになると

　か，温飯（？ubuku）を取れば食：の果報が

　あるとか言って，皆喜ぶ。

taNkaa①（名）真向かい。正面。

｛aNkaadaci⑥（名）若夫婦の世帯。次男三

　男が分家して央婦で一一家を営む出合をい

　5。子供ができても小さい間はtaNkaa－

　daciだが，子供が一人髄になればそうは

　いわない。また老夫婦の二人暮らしにもい

　わない。

taNkaagee董⑨（名）等価の物品の交換。双

　方の惜物を等緬と見て交換すること。もし

　品物に差違があれば，劣る方の晶に侮か足

　して等価にして交換する。その足すことを

　？wii？UCUNという。

taNkaaii⑰（名）相贈して坐ること。さし向

　）6＞L’．　”ii〈’ijUN．

taN奪aamaNkaa①（副）相対するさま。向

　かい舎うさま。

taNkaam呈s董⑪（名）一つ違いの子を産むこ

　と。年子を産むこと。tiiφmisiと同じ。
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電窺N蝕3謎城繍a

eaNkaanaa⑪（名）館等。話方が対等である

　こと。一騎打ちとか，局入数のけんか，一

　対E一の品物の交換など。

aaNki＝jUN⑪（他＝raN，耽i）e病気の体を

　大事にする。体に用心する。taNkii’i’jo◎・

　お大事に。（病人へ奢ら）◎加減を調簾す

　る。手加減する。季ごろにしておく。謎論

　などをひかえ目にする。

’taNmeeew（名）士族の観父。また，士族の

　老翁。おじいさん。平民の祖父は？usju－

　meeと、・う。

taNmii①（名）短命。　coomii（長命）の鴛。

重魏N塒」ε雛u⑨　（名）　E鑓港。　taNnatu，　taNna

　とも㌔・うσ（（地）〉参照。

．taN龍a⑪（名）手綱（たづな）。

’taNnatu⑨（名）国港。　taNmjatu　ともい

　5。（（：地》参照。

’taNnizjUNep（弛＝raN，”ti）尋ねる。　ta多i－

　nijUNともいう。

taNnumUltT①（名）どいつ。イ可者。　taaの卑

　語。～ga．どいつだ。

taNsi⑪（名）たんす。　B塞風のたんすは

　coodaNsi（京だんす）という。

tε蝦電熱〔①（名）〔新？］探｛貞。slnubi〔文］と

　同じ。

taNtui⑥（名）苗代に籾種をまくこと。ま

　た，その儀式。

taQeaNtaQeaN⑨（感）たっちたつち。立った

　立った。幼児が立ったことをほめはやす

　語。taQcaNは「立った」。

taQci2adaa；sju”N①（tts＝saN，＝ci）どなり

　つける。taQciは強意。？adaasjUNはど

　なる。

’taQ？ikaimuQ”gikai＠　（glS）　taQkwaimu－

　Qkwaiと闘じ。やや上品な語。

taQgika＝」ガN⑨（自＝raN，篇ti）　くっつく。

　taQkwajUNと同じで，少し品のいい語。
’taQgikihwiQ”giki⑨（＄i］）何度もくっつける

　さま。

aaQgikimUQ”giki⑰（副）taQgikihwiQgiki

　ど局じ。

taQeUU⑨（名）とがって立っているもの。

　橋の欄干の柱など。人についてもい5。梵

　語の塔頭から来た語か。？iitaQeuu．撰江

　農の丘にあるとがった岩。

taQkwaa＝sjuN⑰（他＝saN，＝ci）　くっつけ

　る。ひっつける。密着させる。

taQkwaimUQ”kwai⑥（副）くっつき合うさ

　ま。餅などがくっつき合うさま。また，男

　幽間・i親子間についてもいう。

taQkwa＝jUN＠（自＝aN，　araN，”ti）θ（餅

　などが）くっつく。ひっつく。密着する。

　粘着する。㊤（子供が母親に）くっつく。ま

　た，（男女が）いちゃつく。

taqkwii①（名）血統。血筋。～nu’juta－

　s画篤血統がいい。sugUridaQkwiiは秀
　才の廊統。

taQkwixjuN①（宙＝＝raN，弍i）ただれる。

　腫れもので皮溺がくずれる。

taQsi①（名）達し。宮府から人毘への，また

　上役から下役への選達。

taQsja①（名）e達老。健康。◎達者。上

　手。

taQta①（副）Gたびたび。～kttu，joo．た

　びたび来し・。◎次第に。～masi　najUN．

　だんだんよくなる。

taqtiiN①（名）盛大。～轟a　gus3’uuzi．盛

　大なお祝い。

taQtu＝huNCO（他＝baN，＝di）尊ぶ。

taQtuihwiQtui①（副）胸がどきどきして落

　ち着かないさま。そわそわ。～sjUN．

taraa＝jUN①＊（自＝N，＝raN，＝Qti）満ち

　足りる。不足がない。

tarama⑥（名）多良閻島。宮古群島の島の

　名。

tara＝sjXXN⑨（勉＝saN，＝ci）垂らす。垂れ

　下がるようにさせる。また，したたり落と

　す。？usiru～・女が礼装する時，髪をう

　しろへ垂らすように結う。’judai～．よだ

　れを垂らす。
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tataNyeeku

taratara①（副）たらたら。，judai～．よだ

　；れたらたら。？aNdaguci～sjUN．封・書

　をたらたら言う。

taree＝jUN①（他＝raN，”ti）足す。補う。

　不足分を加える。

tar三①（感・助）もし。　taiと同様にtaiよ

　りさらに目上に女が用いる敬語。男はsari

　とい5。

tari＝jUN⑨（自＝raN，”ti）垂れる。

tari＝jUN⑪（他；raN，”ti）（酒。鷺油など

　を）醸造する。

tari＝jUNCO（霞＝1’aNf＝娠）足りる。

taru⑨（名）樽。　saataadaru（黒砂糖をつ

　める樽）など。

taru①（名）〔文〕誰。～ju？uramituti

　naeuga　hamaeiduri　？awaN　girinasaja

　’wamiN　tumuni・［誰よ確めとて　鳴き

　ゆが浜千鳥　会わぬつれなさや　我身も共

　に〕誰を恨んで鳴くか浜千鳥よ，死んだ子

　に会えない悲しさは，わたしもいっしょ

　だ。

tarugaaen（名）（砂糖用の）あき樽。一gaa

　〈kaa（皮）。

tarttgajoO⑪（名）棋橘類（kunibu）の一

　種。

tarugaki＝juN①（他＝yaN，＝ti）当てにす

　る。頼みにする。’wakasa　tarugaklti

　’judaNduN　＄iruna，　？Nminu　hwaja

　hananu　niui　siraN．［若さたるがけて　油

　断どもするな梅の葉や花の匂ひ知らぬコ

　若さを頼みにして油断などするな。梅の葉

　は花のにおいを知らない。tarugakiru

　’jamani？ami　hurasjUN．たきぎを当て

　にしている出に雨を降らす。由のたきぎを

　当てにしていると雨で取れなくなる。しな

　いうちから当てにするな。（諺）

taru＝nuN⑪（他＝maN，＝di）tanunUNと

　興じ。

tasi①（名）足し。補い。代理。補欠。～

　？irijUN・代わりのものを入れる。

tasijaa？uhUN⑪（名）いため御飯。

tasi＝jUN⑨（他＝raNs＝ti）（食：物を油で）

　いためる。

tasika⑨（名）確か。また，多分。きっと。

　～nL確かに。～na．確かな。～’jam£

　確かか。

taslkami＝juN⑪（他＝yaN，＝tl）確かめる。

tasikasii⑥（連体）確かな。闘違いない。

　～Qeu・確かな入物。

tasik韮⑨（名）助け。援助。救助。

tasiki＝juN①　（イ也＝raN，＝ti）助ける。

tasima①（名）地村’。よその部落。　simaは

　部落の意。Qcunu　simaともい5。

tasimeeO（名）不足を補う分。足し葡。ま

　た，不建の立て替え分。立て替え。また，

　賠償。弁盤。～s担N・不足分を補う。立

　て替える。弁償する。

tasimee＝juN⑨（lte　”raN，＝ti）不足分を補

　5。また，立て替える。入に代わって品

　物・金銭などを払っておく。また，弁償

　する。

tas三na嚢n韮④（名）たしなみ。心掛け。

ta＝sjuN⑪（他：saN，＝ci）裁つ。（布を）裁

　断ずる。tacai　nootai．裁ったり縫ったり。

tataasjaN⑨（形）分に過ぎる。身分不相応

　である。tataa．qii　kutu．分に過ぎたこと。

tataciN＝cupt⑨　（イ也　嵩1｛aN，　＝ci）　たたき込

　む。

tala＝cuNW（他＝kaN，：ci）たたく。

tataka＝juN①（自＝aN，＝yaN，＝t圭）戦う。

　戦闘する。勝負を争5。

tatakee①（名）戦いQ合戦。？ikusaは戦
　争。

tatama＝jUN①（自＝1’aN，；犠）滞る。食：物

　が消化せずにとどこおる，溝がつまるなど

　の場合にいう。

tataN①（名）畳。biigudataN（備後表の畳）

　と’iidataN（琉球表の畳）とがある。

tataNjaa⑬（名）愚屋。

tataNzeeku⑨（名）畳屋。
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iatari⑨（名）たたり。鬼神。もののけなど

　が災いをなすこと。

tatien（名）縦。’jul〈U（横）の対。

tatiglbu③（名）建坪。

tatikuda⑪（名）立札。禁止事項などを書

　いて道ばたに立てる札。takal｝uda（高札）

　ともいう。

tatijuku⑧（名）たてよこ。

Eati”j　tiN⑪（他＝raN，”ti）0立てる。建て

　る。◎起こす。生じさせる。⑭嫁入りさせ

　る。とつがせる。⑲詑入する。面面に金銭

　や人名などを記入する。

latikee2iri■kee⑪（副）盆山も茶・湯など

　を入れかえるさま。また，何度も飯などの

　お代わりをするさま。～sjUN。

tati？ukuri⑨（名）記入もれ。

tatu①（名）ふたとせ。二年

tatugttsico（名）二隼おき。

tatui⑨（名）例。事例。？UNna　tatuee・ne－

　eraN．そんな例はない。

9atui⑨（副）たとえ。～？ieirinu　miei

　，3厩iN・たとえ一里の道であっても。～

　？aN’jarawaN．たとえそうであっても。

糖tuibanas⑩（名）　たとえ話。

tatu＝jttN⑨（弛＝raN，＝ti）　たとえる。　ta－

　turee．たとえば。

tatumitu①（名）二，三隼。

tatllru＝cuN①（自＝1〈aN，＝ci）㊦（心が）

　迷う。落ち着かない。◎（死考の霊が）迷

　う。先祖の祭りを怠ったため，あるいは，

　先祖の霊が子孫を心配して，迷う。

tatuui①（名）二通り。

tauciiev（名）闘鶏。　tawacilと同じ。

tawaciiev（名）闘鶏。鶏の一一種。しゃも。

　またその鶏を，財物をかけて戦わせるこ

　と。tauciiともL・5。

tawakuri⑪（名）〔文〕たわむれ。　q語では

　gaNmariという。mizi　hUS5aj＆na多iki，

　～du’jajuru．［水欲しややなづけたはふ

　れどやゆる（手水砂面）］水が欲しいとい

　うのは癖実であって，たわむれであろう。

tazi＝jUNCO（曹＝raN，＝ti）たぎる。煮え立

　つ。

tagini＝juN＠　（lpt　＝raN，　＝ti）　taqunijUN

　と岡じ。

eazh．asikeesaa⑪（名）何度も煮返すこと。

　また，何度も緩め返した料理。

taxira＝sjixNco　（4ta　＝saN，　＝ci）　etazljuN

　（たぎる）の使役。◎（食：物を）煮返して暖

　める。緩め返す。

tayuni＝juNan（飽＝raNe；ti）尋ねる。　ta－

　4inijUN，　taNnijUNともい5。　しかし，

　口語ではふつ弓　tumeejUN　（求める），

　ciCUN（聞く）などを用いる。

tee⑱（名）力。たえる力。はねかえすカ。

　堪えの意か◎teez呈kara，　teecikaraともい

　う。～nu？aN．（たえる）力がある。～

　？iQti　hwiCUN．力をこめて引く。～sjUN・

　根にもつ。恨みをもち，N抗する。～tUN

　miitUN　kanaaN．　ど弓にもこうにもしよ

　うがない。いくら苦心し，努力しても，いた

　しかたがない。cimutUN～七UN　l〈qnaaN．

　も断じ。～NtataraN．力の入れどころ
　がない。張り合いがない。？anu　gutooru

　’warabitoo～N　tataraN．あんな子供と

　では張り合いがなく本気になれない。～N

　tεもtaN．煮えきらない。　はっきりしない。

　～NtataN　hwizi　sjutaN．　j　kきらない

　返事をしていた。

tee⑨（名）たいまつ。竹・かや。きびがら

　の類をたばねて火をともし，照明用とした

　もの。松のそれにはtubusiという。

tee＠（名）胎。胎児。～？ukijUN．胎を受

　ける。懐胎する。kweetee　sjUN　と岡じ。

一te「e（助）と幽い。繰り返して酬いることが

　多い。？iCUN～？ikaN～Qsi？ooeetliee

　sjuna’joo．行くだの行かないだの書って

　けんかするなよ。，jaN～？araN～．そう

　であると雷い，そうでないと書い。甲論乙

　駁。
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teebi呈⑰（名）tee（たいまつ）の火。

teebjoO①（名）大病。璽病。

teebukuen（名）大木。大樹。？uhug三iと

　もい5。

teehuN⑲（名）大分。たくさん。

teegi＝ettN①（虜＝kaN，＝ci）燃え付く。つ

　けた火がよく燃えはじめる。

teeci’kara③（名）堪えるカ。また，大力。

　teezikaraともいう。teeの項参照σ

leegiki　”juN①（他＝一raN，＝ti）焚き付ける。

teedakaco（名）多量。たくさん。多額。

　～mooktitaN．たくさんも5けた。

teedukuen（名）胎毒。胎児の時に胎中で受

　げた臨

teegee⑨（名）e大概。大てい。おおよそ。

　～siQCO◎N，大概知っている。◎大概の

　程度。相当。～du’jaru・大したことはな

　い。～ja？aN・相当なものだ。まずまず

　だ。

teegee興N組齋⑨（名）概算。臼の子勘定。

teehaikazi”hai⑪（副）声を限りに。あらん

　限りの声で叫ぶさま。sirnatiihjaatiiと

　もいう。～？abijUN．声を阪りに叫ぶ。

tee｝互a塾婦u頁⑰（自嵩raN，；ti）〔薪〕　絶え

　果てる。

teehujaa⑨（名）tee（たいまつ）を振る者。

　綱引きの時には，火をつけたteeを大勢

　がふりかざし，暗夜も白昼のよ5に明るく

　なる。

teehuuCO（名）台風。大風。おとなの使う

　語。？uukaz三ともい弓o

teehwa⑪（名）冗談。おどけ。こっけい。

teehwaa⑪（名）おどけ者。

teehwaku⑨（名）太白。白砂糖。

teejaku⑨（名）大役。重い役目。

tee＝juN⑪（自＝raN，：ti）（∋費える。欠乏

　する。とぼしくなる。消費されて減ってい

　く。◎絶える。なくなる。減びる。？atu

　～．：子孫が絶える。

teeku⑨（名）太鼓。

teekuku⑨（名）［大職］中閣を大国として

　尊敬していう語。

teekwaN①（名）大官。高位高官の入。

一te”en｝aN（助）ても。　とて。…したところ

　で。？icaN～eikaN．言ったって聞かない。

teeN①（名）織機の籏（おさ）の種類の名。

　経糸960本を通すもの。また，それで織っ

　た布。huduciの環参照。

一te「eN（助）ても。とて。…したところでa

　一七eemaN　と同じ。？icaN～caa　sjuga．

　書つたところでど5なるか。

一敦eeN（接尾）だけ。きり。　cuiteeN’uru

　Qkwa（ひとりきりでいる子。　ひとりきり

　の子）など。

teeNna搬⑪＊（名）炬港。塞部半農の北岸に

　ある港の名。

teera⑨①（名）平良。（（地））参照。

teera①（名）田井等。㈱》参照。

teeruu①（名）逗留。滞在。

teesaga＝juN①（他＝1’aN，”ti）（けんか。

　議論などで相手に）食い下がる。

teeslci⑪（名）大切。大事。～ni　mUQci

　？aQki．大切に持って歩け。　mimuel～ni

　Qsi，500．体を大切にしろよ。お大箏に。

　～na．大切な。

teesjoo⑨（名）大将。かしら。一一群の畏。

teesjuku⑪（名）大食。旧習。

tee＝sjUN⑨　　　（他　　zsaN，　　＝ci）e　　費やす。　　消

　費する。使って滅らす。ziN～．金を費や

　す。O絶やす。

teesOo①（名）難儀。困難。　tUS．i　tuti，？a－

　QCU￥iN～．年をとって，歩くのも難儀。

teeteemuniias　（名）もee乞eemunu？ii　と同

　じ。

teeteemunu2ii⑱（名）者がもつれるよう

　な，ものの欝い方。

teetii⑨（名）予てい。大概。一とおり。あ

　らかた。～nu　l〈utoo　’wakajUN・大てい

　のことはわかる。～’麟乞asjaN・あらかた

　いいQ

515



竜eetu撫皿mユ

teetutuumi①（副）せいぜい。たかだか。

　～？uzoobaaN，jasa．せいぜい御門番に

　しかなれないよ。

tee？utugee①（名）二重あご（太った人な

　どの）。teeはふたえの意か。

9eewaCO（弛）おあがり。お食べ。老女が臼

　下にジ食べよ」という意をやや了寧にいう

　語。命令形のこの形のみを用いる。普通の

　入はkamee（食べろ）という。

teewaka＝sjuN①（自＝saN，＝ci）（否定形は

　あまり賜いない）聞き分けがない。もて余

　す。子供などが，わがまま・乱暴をして困ら

　せる。入の体を分かつ意。もeewal〈aeooru

　’warabi．もて余すような子供i。

詮ee鉾e⑨（名）滞在。逗留。旅をして，ひと

　所に長くとどまること。

teezikara⑪（名）大力。

teezi’kara⑨（名）teecikauraと同じ。

teNbusu①（名）でべそ。？weNbUSUと同
　」｝o

teNteN⑤（副）三味線の音のさま。

teNtuu⑨（名）蕪味線のノj、兜語。

噸（接尾）手。グループ・隊などを数える

　甲羅辞。euti（一一・E12），　tati（二季），？il〈u－

　tii（聴手）など。

iibana＝sjuN　＠（地＝saN，＝ci）手放す。持

　ち物を売却することなどをいう。

毒bee縛UN⑨（自＝yaN，＝ti）あばれる。舌L

　暴国籍を働く。ひどいいたずらをする。

一aibici⑪（名）料・理名。普通？uも圭bici　とし・

　う。その項参照。

xibiku③（名）農具の名。太製で，さつまい

　もの苗を植えるために穴を掘る揚合などに

　用いる。手鉾の転か。

滋bu3i⑨（名）髄力。腕っぷし。また，働き。

　手節の意。Qkwanu～kanuN．子の働
　きに頼る。

giei①（名）敵。戦う相手。また，かたき。

tigi①（名）鉄。

2igijaQkwaN①（名）鉄びん。

tidaN⑪（名）手段。てだて◎方法。　eimu一一

　nurusa　sici　’uti，　musil〈a　taNeaga　t－w

　hwieikawaei，　？umiNgwanu　？wiini

　？arasigwinu　？araba，　nigatl　’uru　ku－

　tUN？umuti，jaku　tataN．窃干ぬるさし

　ちをて　若か谷茶が　手段引替ち　思子の

　上に　あらし声のあらば願てをる事も

　思て役立たん（大川敵討）コのんびりして

　いて，もしも新茶が手段を変えて，若君の

　上に万一のことがあったら，顯っているこ

　とも何の役にも立たない。～nu　neeraN．

　手だてがない。

匙id頗k蓋⑰（名）手助け。加勢。櫨の仕事を

　助けること。

tidee⑨（名）饗応。人にごちそうすること。

tidee＝juN⑨（窟＝raN，”ti）饗応する。ご

　ちそうする。

lidiku！⑪（名）手登根。（（地））参照。

tigakai⑪（名）手掛かり。捜し価す，また

　は着手する端緒。

tlgami（D（名）：手…紙。むかしはhagac圭（端

　書）といった。その項参照。

tiganee⑨（名）手伝い。加勢。仕事の手助

　けをすること。

tigaraen（名）手柄。功労。

一・狽堰ugaroo　（助）　とか。　とかいう。　maaga－

　na～。どことカ㌔

tigukuru⑪（名）手心。手加減。

tlguma⑪（名）手先が器用なこと。

tigumi⑪（名）手組み。手配。手はず。準

　備。？aeaga　hwini　naraba，？ikusa？U－

　sijuski，　？ucitujuru　tv　sj’uru　？ucidu

　，5ataru。［あちやがHにならば　いくさ押

　寄せて　討ちとゆる…手組　しゅる5ちどや

　たる（忠臣身替）〕あすになったら軍勢が

　押し審せて打ち取る手配をしているところ

　だった。tigumee　seem圭．手配はしてある

　か。

tig・・su⑪（名）てぐす。てぐす糸。てぐす蚕

　から取った糸。つり糸用◎tlgusuiともい
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tigUSui⑨（名）tlgusuと同じ。

tigutu⑨（名）手事。歌が中断している間

　の，琴i・三味線の弾奏。

tihoo①（名）次の句で用いる◎～？usina－

　jUN．途方にくれる。なすところを失う。

　tadeemanu　1〈utu　’jati，　・v　？usinajuN．

　突然のことで，ど5してよいかわからなく

　なる。

額k憾⑨（名）手振り。踊りの手振り。？UN・・

　nadaki　nubuti　？usikudai　miriba，

　？UNnamagiganiga　tihuiZUrasa．［恩納

　岳予て押し下り見れば恩納松金が手
　振りぎょらさ］恩納岳に登って，はるか下

　を眺めると，松の枝振りの美しさはここで

　恩納松金が舞った時の季振りの美しさを思

　いLEtさせる。

tihUN⑨（名）o乎本。模範。◎見塞。

tihwana’wala⑪（名）危険なわざ。あぶな

　いふるまい。

tii⑨（感）ひい。一つ。声を幽して数える時

　にのみいう。

tii⑪（名）e手。腕の付げ根から捲先までの

　全体。　また，手首から先。その敬語は

　，Ne圭。～？usjaasjuN。琴…を合わせる。合

　寓する。～kamijuN・手を頭にのせる。

　頭をかかえこむ。悲しい時，心配な時，寝

　て季を額にのせて悩む時などのさまをい

　う。～kusjaa　maaci　sibajUN．後：ろ手

　に縛る。～kara　hanasjUN．　イ．　手から

　放す。ロ・（大事なものを）手放す。売部

　する。（大事なものを）失う。～nu　tudu－

　kaN・手が届かない。及ばない。また，

　行き届かない。～nu，wal’ijUN．ひび。あ

　かぎれなどができる。～neejUN．手を

　擁す。手を差し出す。また。なぐる。～

　MiijUN。子供が成育して，働けるよう1ζ

　なる。季が生える意。◎取っ手。柄。㊤手

　腕。技。術。また，手段。方法。⑧唐手。

　拳法の衛。～gikajUN．イ．唐手を使う。

　また，窟手の技を演ずる。ロ・転じて，人

　が働いている時に侮もしないでいる。冗談

　にいう。

tii⑪（名）樋。竹製が多い。

tii2abui⑨（名）季あぶり用の小さい火鉢。

　hwilrUUと同じ。

磁2a翼da⑨（名）料理を特に念を入れて作る

　こと。手の油の意。～？NzasjUN。念入り

　に料理する。手の油を出す意。

磁？aras紐N⑨（形）手荒い。しわざ，物の扱：

　い方が荒っぽい。

tii2areemp（名）手洗い。手を洗5ための

　器。また，その水。

tiibeesaN⑪（形）e照照い。仕事が早い。

　◎短気で，すぐ手を出してなぐる。

tKbucukαvu⑨（名）0ふところ乎。㊥働か

　ずに何もしないこと。

tiiburaari⑨（名）手Tee。入手が足りない

　こと。buraari｝ま不足。

tlibUSttkttew（名）手不足。人手が足りないこ

　と。tiiburaariともいう。

tiig三⑪（名）e一。一つ。一一ue。　sjuutee～

　najUN．所帯が合併して一つになる。◎似

　ていること。そっくり。同じ。g鋤a～．

　顔がそっくりで岡一人のようだ。

tiigibirii⑪（名）一つ一つ拾うこと。また，

　一つ一つ数えあげること。

tiigigaci⑪（名）一つ何何と書く1と。箇条

　書き。

tiiφRirabi⑨（名）一つ一つ丁寧に選ぶこと。

　多くの中からいいものを選び出すこと。

tiigimaeaa⑨（名）つむじが一・つの春。　taa－

　gimacaaの項参照。

tilgimisi③（名）無子を産むこと。　taNkaa－

　m圭siともいう。misiは見せることで，弟

　妹を兄姉に見せるの意。弟妹が生まれるこ

　とを？UQtu　misi3UNとい5。隼子はま

　れにtusiNgwaともいう。二つ違い（三

　つ違い）の子を産むことは，t．aagimis圭

　（miigimlsi）という。
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eiigimuN⑪（名）同じ物。同一物。また，

　すっかり同じもの。taaeuu’jakutu　giraa

　～’jas段・ふた子だから顔はすっかり岡じ

　だ。～nu　9就oosa。岡一物のようだ。

eiiciribooeuu⑪（名）料理を作る材料が少

　なく，ho◎euu（料理人）が苦心すること。

　また，客が大勢で家族の食う物がないこと

　などをもいう。嫉ic捻iは切る屯のがなく

　て手を切るの意。

量銭φ囎a⑪（名）一杯のお茶Q次のことわざ

　で聰いる。～ja　numaN　MUN．お茶は一一

　杯だけは飲まないもの。どんなに急ぎの時

　で竜二杯以上飲むべきだ。ゆっくり落ち着

　いてせよとい5意味の教諏i。

tiida⑨（名）太陽。おHさま。臼輸。～RU

　？agatoON．臓が上っている。

siida？ami⑪（名）欝照り雨。きつねの嫁入

　り。tiidabuiともいう。

elielahui⑨（名）tiida？ainiと同じ。

冠註dab懸樋⑨（名）ひなたぼっこ。

aiidiarusaN⑪（形）手がだるい。難い物を長

　く持っている時とか手を長く上に上げてい

　る時とかなど。

tiigGO⑥（名）手でするいたずら。てこ・て

　んこう（本土諸方言）。tiinugaNmariと

　もいう。～gicOON．いたずらばかりして

　いる。

gliguvuma⑰（名）手かせ。罪人の手にかけ

　るもの。またその刑罰。

tiigusi⑨（名）手癖。物を盗む癖。

tiigusui①（名）栄養剤となる食：物。たとえ

　ば？irabuu（えらぶうなぎ），　t頴siKZ圭

　（鶏のスープ）など。

aiiguusjaN＠（名）坐って手を後ろについ

　て，体を支えること。

tiihagoosaN⑨　（形）はがゆk・。もどかし

　い。農隙で季を出したくなる。

tiihwiciboozi⑨（名）θ葬式の引導楢。◎

　悪友。誘惑する者。

giihwisjaau（名）手足。手と足。

tiihwlsjadeori＠（名）てんてこまい。

tiihwisjamagibui③（名）孚足まとい。

tii？iri⑨（名）（∋畑の手入れ。◎物品の修繕。

　㊤外科手術。

tiijoO⑨（名）手振り。手つき。おもしろく

　話す時などの手まね。

癒joohw茎S3a「joO③（名）手つき足つき。手

　振り足振り。

tiljurusjaa（D（名）季を放すこと。　綱渡り

　などで，何もつかまえないこと。，juru－

　sjaaぐ」蟹薦jUN（放す）。

tiikarakana＝sjuN⑪（イde　；＝sa翼，　＝ci）手放

　す。tiikara　h鍛as3UNともし・う。

痴k照ahwis毒a’kwa叙①（副）いちいち食っ

　てかかるさま。人のすることを片はしから

　非難攻撃するさま。手を食：おう足を食：おう

　の意。～sjUN・

tiima＠（名）汀閥。〈（地））参照。

磁m館傍聴③（副）準備なく，うろたえる

　さま。～sjUN．

tiimaami⑨（名）手蔓の意。なれない労鋤

　などで手にできるまめ。

tiimamizi⑨（名）手先でする仕事で手順を

　間違えること（機織りなど）。

tiimaniei⑨（名）手招き。　tiimanuci，　tima・・

　nuciともN・う。～sjUN．

tii㎜anuci⑪（名）tiiman2ciと岡じ。

tiimaQkwa⑨（名）手就。霞分の手を椀に

　寝ること。これに織し，？udimakuraは

　他入の腕を醜にすること，または潮入に腕

　を枕に貸すこと。

面mi㎜i2⑩（名）老人や導入などの足腰を

　手でもむこと。あんま。～sjUN．

tiimoo⑪（名）手の無い者。…手無し。一moO

　はその項参照。

盛mook鎗⑪（名）前項の卑称。

崩mook秘u⑪（名）箏の無い考。手無し。

　やや卑粉｛。tiimUQkOOともいう。

tiimucamuca⑨（副）e…雲にねばり気のあ

　るものがついて，季がね蔵ねばするさま。
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嫉i？w銭

　◎仕事などののろいさま。　もたもた。～

　SjUN．

tiimUQkoo⑪（名）季の無い者。手の切れ

　て無くなった者。一mu（≧kOOの項参照。

tiimutaaN⑪（名）手でいたずらをするこ

　と。一mutaaNはその項参照。

嵌鍛3gasaN⑨（形）盗み癬がある。手が長い

　の意。盗み癖のある者はhwizaidiinagaa

　（左手の長い者）という。

tiinaree⑪（名）tinareeと同じ。

tiineeihwisja「neei⑨（副）けんかをいどむ

　さま。手を出したり足を出したり。～

　SJUN．

磁n難①（名）丁寧。～na　kutuba．丁寧な

　ことば。～ni　guxii　sjUN．丁寧におじぎ

　する。

tiiniisaN⑨（形）手がのろい。仕事がおそ

　k、o　　niisaN　 eま遅し、o

tiinu？aja⑰（名）手のひらにあるすじ。掌

　紋。

siinugaNmavi⑪（名）手でするいたずら。

　tiigooともいう。gaNmariはいたずら。

tiinuk孤bi⑪（名）手首。

tlinu2ura⑪（名）手のひら。　tiinuwataと

　もいう。～hwaahwaa　sjUN．（子供が病

　気などで）手のひらが熱っぽい。

tiinuwata⑪（名）乎のひら。

磁n狐zaa⑪（名）θすもうの手の名。手を

　相手のわきの下から抜いて背の上に園し帯

　を取ること。◎水泳の技。抜き手のこと。

t難N⑰（名）手斧の一種。柄の長さ50センチ

　ぐらい。刃が鍬のように，柄と交差する方

　向についているもの。

tiiN①（名）織機の箴（おさ）の種類の名。

　経糸800本を通すもの。また，それで織っ

　た布。huduciの項参照。

tiiNkee⑨（名）手向かい。反抗。

tiiNiia⑨（名）綱引きの時，大きな綱にたく

　さんつげる小さな綱。人が引きやすくした

　もの。手綱の意。ginahwiciの項参照。

tiiNzari⑨（名）㊦季をよごすこと。◎やつ

　かいな事にかかわること。

tiira⑰（名）照屋。《地））参照。

tiirami①（名）十匁。指輪・　zlihwaa（か

　んざし）。糸・真綿のように軽い物を誹る

　時に用いる。めったに使わない語。普通の

　物を計るには，zuumUNMiとい5。
tih’u⑨（名）手かご。手にさげて持つかご。

　また，手のついたざる。sagidiiyuは天拝

　にさげるざる。

tiisaa？aN⑰（名）菓子の名。月餅に似た菓

　子で，中国伝来のもの。鱈に油や香料がは

　いっていて，縛溺の風昧がある。

tiisaa7．i⑥（名）手ぬぐい。　saaziは頭に巻

　く布。

tiisagui⑨（名）手探り。暗い所で物を捜す

　時などの動作。

tiisica⑪（名）手下の転。身分・官位・蜜

　などの程度が自分より下の者。，jumee

　～kara．嫁は自分の家より低いところか

　らもらえ。

tiisigutuew（名）手仕事。手先でする簡単

　な仕事。tiiwazaともいう。

tiisjuOP（名）（∋亭主。家の主人。◎宴会な

　どの主入役。

tiisu？aN⑨（名）磁sa訊？aNと同じ。

tiitoO⑨（名）〔新／抵当。担保。　sieimugi

　ともいう。

tiitoodaacii⑨（名）手をこまねくこと。何

　もしないで傍観すること。

tiituratura⑥（副〉手に取れるほど近いさ

　ま。

tii2ukur韮⑪（名）手おくれ。手当がおくれ

　ること。また，機会を失すること。

tii？UQcaki⑪（名）肩の後ろの，手を肩の

　上からまわして届く部分。そこにできる腫

　れものは特に悪性とされる。

tli2ugeei③（名）軽く見ること。相手を見

　くびること。

tii？wii　en（名）手髄が上であること。
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窪賑wacaree

tiiwacaree⑨（名）手をわずらわすこと。

　面倒な事に掛かりあうこと。

tiiwatasi＠（名）手渡すこと。手から手に

　直接渡すこと。

tiiwa？a⑰（名）手仕事。手先の仕事。

撮多a⑥（名）手首の覇むこと。

tiigeikaaN⑨（名）手づかみ。また，手づかみ

　で食：うこと。

盛zik＆saN⑪（形）（∋表通りに面して，通り

　から手が屈くくらいである。表通りで，物

　を盗られやすい。◎近解である。

lii多ikee⑨（名）ti＃ikeeと同じ。

tiigiki＝jUN①（他＝vaN，”ti）e手なずけ

　る。懐柔する。O病人などを，よく盤話す

　る。

tiizikuN⑥（名）にぎりこぶし。げんこつ。

　tikubusiともいう。

tiiz．ooki＠（名）取っ手の付いたざる。　seo一

　短（ざる）はその項参照。

tijaga＝jUN，／Σ）（露：ra：t，＝ti）暗れあがる。

　照りあがるの意。
一碧「鰍≠堰i助）とカl」。　tigaroo　ともいう。文語

　1ま　 tijari。

ぜjar量（助）〔文］とか。口語はtijai。　ka－

　kuei？aN～．隠してあるとか。

ti＝juNieT（自＝raN，＝嫉）照る。七iidantt～．

　日が照る。

重監ac⑩（名）三太の名。寧輪梅。てかちぎ。

　樹皮，ことに根の皮から茶褐色の染料を取

　り，沖縄産の？aka騨miiの原料とする。

重奏az董⑪（名）（∋手数。～kal〈ijUN・雫数を

　かげる。◎唐手を演ずる際の変化する手の

　数。

tiku⑪＊（名）eてこ。◎かま・ほうちょうな

　どの柄につけて刃を固定させるための金

　具。

tikubai⑪（名）手配り。手配。手分けして

　各自の部署につくこと。

tikubasi①（名）手こぶしの意。げんこつ。

　tiizikUNともk・う。

tikugu①（名）［文子］廃藩前の役名。　baN－

　ZU［番所〕の下役人。

tima⑨（名）（∋手間。仕事に費やす時閲。

　◎手間賃。

ti㎜aclN⑨（名）手閻羅。

tlmadiaari⑨（名）手間ばかりカ・かるこ乞、

　琴…間つぶし。辱…間損。

timahwlma⑨（名）費やす時間。手懸どる

　時閲。

timakura⑨（名）［文］tiimaQkwaの文語。

timani⑨（名）手まね。

tlmaRuei＠（名）嶺mahuci，蹴manic隻と

　岡じ。

limatujaa⑨（名）巳傭取り。日雇いの労働

　春。

ti㎜awasi⑨（名）θ手回し。準備。～nu

　，jutasjaN．　手回しがいい。　O暮らしが楽

　になること。生活に余裕ができること。

　tarututiN　hwicui～nu？ikaba．［誰と

　ても一一人　手廻のいかば（花売之縁）］誰

　でもひとり生活にゆとりができたら。

timlgllsiku◎（名）豊見城。《糊参照。

額m量多i⑰（名）〔文〕［季水］恋人に水を手で

　すくって飲ませること。国頭の名護間切許

　照村に琴三水物語の弁戸がある。むかし薩摩

　の武士がこの井戸で水を汲んでいる娘に季

　水を飲ませてもらい，その狼を自由にした

　ことから，後世r貯水之縁」とい5組踊り

　も騨儀されるに董つたという。

tillallli⑨（名）手並み。腕前。

tinaree⑪（名）手習い。字のげいこ。　tiina－

　reeともいう。

linu？uci⑨（名）〔文〕∈）手の内にあるよ5

　に，容易なこと。？田短Kgwa短’waNja

　tageni　nihaciguru，　inikatajui　hukani

　taga　hijura　’」’ariba，　tieiju　darnasjusi－

　ja～du’jajuru．［思子とわ身や互に二

　入銘　味方より外に　誰が知ゆらやれば

　轍よだましゆすや　手の内どやゆる（忠臣

　身替）］若君とわたしとは共に十六歳で，
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tlNs］aaguu

　味方よりほかには誰も知らないだろうか

　ら，敵をだますのはわけないことだ。◎家

　来。

tinuqa⑨（名）手芸。手のわざ。ししゅうな’

　どをい5。

tiNCO（名）天。空。　sura（空）は文語。～

　girugaajuN・天につらなる。～tu　zii・

　天と地。天地。

tiNbagi①（名）天罰。

tiNbee①＊（名）楯。

tiNcama⑥（名）いたずら。手のいたずら。

tiNcamaa⑥（名）いたずら小僧。

tiN　ci①（名）天気。空模様。？waagici（上

　っ気）ともvうb

嫉Nci①（名）〔文］天地。

titv’da⑥（名）手のひら。たなごころ。～nu

　？UQpi．手のひらの広さだけ。狭いものの

　形容。猫のひたい。

tiNga①（名）天下。

tiNgaaeuu⑨（名）天鵡絨（びろうど）。

蕪Ngaa胆①（名）天の川。銀河。？＆ki30　tiN－

　gara3’a　simajul｛uni　natusa，　dikajo　ta－

　eimudura，jubinu　zibUN．〔あけやう天

　川原や　島横になとさ　でかやう立戻ら

　よべの時分］あれ，天の川が島の横になつ

　てしまったよ。さあ帰ろう。ゆうべと同じ

　時風だ。

tiN　ganasi①（名）〔文］国王の敬称。　sjui一

　嫉Nga箆asi　ともいう。

iil　gee⑨（名）芙蓋。葬送の棺の上にさしか

　けるもの。長いさおの先に罷の彫刻をした

　ものが付けてある。

tiNgU⑨（名）天狗。山中にいる天狗の意で

　なく，自慢する考に寿するあだ名として使

　う。

tiNgwaN⑨（名）天宮。《地》参照。

ユ三NgwaNgaa⑨（名）天願川。　Mの名。中頭

　郡にあり東海岸に注ぐ。

tiNma①（名）伝馬。はしけ。

tiNmii①（名）天命。身にそなわった運命。

t圭NmuN②（名）天文。天体の現象。また，

　i天体の現象による占い。たとえば，hooci－

businu　？againee　kuninu　’jaku．　（eX　6

　き星があがれば国の厄）のようにいう。

tiNna⑪（名）天仁屋。　tiNnjaともい5。

　馳力参照。

t量Nnas量⑰＊（名）一名代。《地〉｝参照。

tiNnja⑨（名）天仁豊。　tiNnaともいう。
　（（地）〉参照。

tiNnUQcu①（名）天人。天上に柱み，　tubi－

　ziN（飛びぎぬの意。羽衣）を着た想像上

　の人。

tiNpura⑨（名）てんぷら。　sisitiNpura（豚

　肉のてんぷら），？ijutiNpura（魚のてん

　ぷら）など。

tiNsama①（名）次の句で用いる～keeri－

　jUN・ひどく騒く“。わめき騒ぐ。挙挙の激

　しい時，子供が泣き騒ぐ時などにいう。

tiNsi①（名）〔文］［天使］中国からの使者。

　綴｝封使のこと。

瓠NS越）（名）〔文〕天子。

tiN＄ii①（名）天水。雨水。海畢地方で丼戸

　水に塩分のある所では，軒の熱水を溜めて

　飲料水に使う。お茶の水には弁戸水より天

　水の方がよいとして，わざわざ天水を溜め

　ておく好事家もある。

t軸磁ga冊貰量①（名）天水甕。天水を入れる

　かめ。口が狭く胴が広い。haNduugaami

　（普通の飲料水用のかめ）は反鰐に環が広

　い。

tiNsiikaN⑨‡（名）ところてん。てんぐさを

　煮てそのかすを去り，冷やして固めたも

　の。kuuribuutuともいう。

tiN§jaaguu⑨（名）ほうせん花。つまくれな

　い。女児がこの蘂をもんで爪を染める。

　tiNsjagunu　hanaja　glmizacini　sumiti，

　？ujanu　’jusigutuj’a　eimuni　sumini．

　［てんしやこの花や爪先に染めて親のよ

　せ言や　肝に染めれ〕つまくれないの花は

　爪に染めて，親の教課は心に染めよ。
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tiNSUU①（名）〔天数〕天から与えられた運

　命。天命。～kamiti　？Nrr！aritOON．天運

　をいただいて生まれている（王などにつ

　いていう）Q

tiNzanas量①　（名）　紋3雛Nganasiと岡

　じ。

鍾Nz鰍u⑪①（名）〔文〕天竺。？ikana～nu

　？unitaeinu　？uzoN，　kuinu　miei　’jariba

　？akidu　sj瞬ur犠〔いかな天竺の　鬼立の

　御門も　恋の道やれば　開きどしゅゆる

　（手水之縁）コたとえ天竺の鬼の立っている

　門でも恋のためなら開くものだ。

tiNzoo⑨（名）天井。

tiNzoogita⑨（名）桁。麗根の渠とうちちが

　いに渡す墨太。

tioosaoO⑨（副）右往左：往。らうたえて騒ぐ

　さま、～sjUN・

t量Qkoo⑲（名）手の卑語。～】〔nagirariiN

　do◎．手をひん懸げてやるぞ。

tiQPUiiCb（名）鉄砲。

tiQpuusudii⑨　（名）　簡孝由。

tiva①（名）毒。寺院。

tiraeaga・juN①（霞＝raN，紘i）照り輝く。

　tiracagati　mijusa　？umui　？aru　sima－

　nu，　’jujuru　tusi　mudusLi　hananu　ku－

　kazL［てらちやがて見ゆさ思ある島の

　よよる隼もどす花の太蔭］照り灘いて見

　えるぞ，闘いをかけている郭の，寄る隼を

　押し返すような花の木かげ（愛人）が。

tiramaunun｝ee①＊（名）寺参り。宮参りをも

　いう。参護。参拝。

一・狽堰hramuN（接尾）　というもの。　ともあろう

　もの。’winagutiramUN　baNzuni　tuma－

　jumi，　？isuzi　suzisuzi　’jadu　kakara．

　：女ともあろうものが番所に泊まることがあ

　るものか。急いで家に着こうよ。

tiriwata・juil⑪（自＝raN，：ti）照り渡る。

一・狽堰fru（助）という。てふ。　kubama～si－

　maja　kwahuna　slma　’jariba，　？uhuda－

　k圭ja　kusjati　sirahama　me　Raci．［小

　浜てる鶴や　果報な鳥やれば　大嶽やこし

　やて　白浜諮なち（入重由罠謡）コ小浜と

　いう嵩は恵まれた島なので，大嶽を背にし

　て，白浜を前にしている。

一ガsa（助）とさ。伝閣にもとつくことを人

　に伝える時用いる。？ataAT～。あったとさ。

　，UもaN～．いたとさ。

一重デ瞬（助）ということ。というもの。guiN一一

　tv　siraN　？uciju－v　siraN　’wamija　ku－

　nu　sikeRu　hwituja？araN．［薄縁てす

　知らぬ　浮世てす知らぬ　わ身やこの世界

　の　入やあらぬ（銘溶融）コ御縁というも

　のを知らない，浮世：というものを知らない

　わたしは，この世界の入ではありません。

lisimigakumuN⑨（名）習字や読書。すな

　わち，学問。

藪§irazi⑨（名）汀志良次。（〈地）｝参駄

t蓋soo⑪（名）手相。手のひらの相。また，

　それを占うこと。

寂梱d薮①（名）身の毛のよだつようないや

　な事。ぞっとするような事。

tiwaki⑨（名）手分け。何人かで仕事を分撹

　すること。

ti多嚢kee⑪（名）手つかえの意。仕事で手が

　ふさがって都合が悪いこと。

gizima①（名）∈）藩物の柄の名。かすりと縞

　のまぜ織り。◎むizimawataziNと同じ。

tizimawataziN⑨（名）tizimaの，wataziN

　（冬の礼服）。女用。

slgeukul⑪（名）手製。手作り。

teNtONmii⑪（名）㊦水切り。石を水面に投

　げ，水画を切って飛ばせること6◎魚名。

　とびはぜ。海辺の地上をトントン飛んでい

　くのでい5。

900C9㊦（感）さあ。それ。気合いを入れる

　声。また，あらたに思いを入れる時などに

　発する声。さあ。さて。～？utee．さあ打

　て。～naa　caa　sjuga．さあ，どうしょ

　う。～ラjOO　caa　sjaga．さて，どうした

　んだろう。◎（副）もういいという意。よ
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teokaei？uiwee

　し。～，jasa．よし。これでいい。　naa
　’jasa　ともいう。　tooi。　もういL・カ、Q　rbtSく

　れんぼの鬼の呼び声にもなる。naaiとも

　、・5。「もういいよ」はtOQru・

toO⑨（名）〔唐］○中国。沖縄では中国をい

　つも庸と呼んだ。中広も，沖縄と交通する

　時には，宋・明・清の時代になっても鷹と

　称したようである。～nu　Qcu．中園入。～一

　nu？azi．イ・唐の按司。冊封使のこと。

　Pt・馬鹿。闘抜け。お入よし。◎違方の麟

　の意から転じて，あの世。～Nka圭？NzaN・

　死んだ。

too①（名）平堤。平ら。また土地の平らな

　所。平地。

too2agiree⑥（名）中国の製晶は丈夫で，あ

　つらえ物のように上等であるの意。’jama－

　tusjoobee～。と館句にしてい弓◎，jallla一一

　tusjoobeeは臼本製贔は組製濫造の意。

toebaru①（名）平原。平野。，wakasa　hwi－

　tutucinu　kajuizinil　suraj’a　’jaminu

　sakuhwiraN　l〈uarumato◎baru．〔若さ一

　時の　逓路の空や　鵬のさくひらも　くる

　またう原］若い時恋入の藤へ通5心は，闇

　の三教も砂糖車を据えつけるような平原と

　岡じである。

toobaru⑪①（名）桃原。〈（地））参照。

toob董raa⑪（名）闘魚。亜熱帯産の小魚で，

　赤青の縞があり，闘争を好む。

toobuN⑥（名）当分。相当の期聞。しばら

　く。

tooeoO①（名）〔新〕東京。

toodii⑩（名）唐写㌔単・にtiiともい5。

toogudee①（名）現代。当代。　sacigudee

　（昔）に対する。

toogumli⑰（名）南京米。外米。内地米は

　ziimee（地米）という。

toohjaa①（感）それっ。けんかの粗手にい

　どみかかる時などに発する。

toehu⑨（名）豆腐。製法は臼塞と異なり，

　かすは煮る爵に絞り去って，その後に煮て

　苦汁を加えて固める。

too至lueaNpuruump（名）料理名。豆腐の漉

　いため。

toohu？iricl⑨（名）料理名。妙り豆腐。toO－

　hue＆Npuruuともいう。正確には，　too－

　hu？iyiciは油が少ないものをいし・，　toO－

　hucaNpurUUの方が上等で正式の名。

toohujoO⑪（名）豆腐を発酵させて作った

　もの。風流入が茶請けにする。

toohumaami⑨（名）豆腐豆の意。大豆。

toohunaabl⑪（名）豆腐を作る鍋。特別に

　大きく作られる。

toohUiiabli⑨（名）櫨物名。ほおずき。女

　の子が実を口に含んで鳴らす。

toohu！iugUU⑪（名）大豆を水に浸し，ひい

　て布でこした液。型付けなどの染魚の材料

　として用い，色をとめる作用をもつ。

took囎痴uu⑨（名）豆乳。

teohunuka“i⑨（名）豆腐のかす。おから。

　5のはな。

toohunukasi？iriei⑨（名）おからを油でい

　ため，魚。肉・野菜などいろいろの材料を

　入れた料理。

toohu2ujaa⑨（名）豆腐売り。多く女が頭

　にのせて売り歩いた。

竈oohw⑩（名）当日。

toojaamaa⑨（名）さなぎ。蚕のさなぎ。

　too．ia　maa，jaga～．唐はどこなの，さな

　ぎさん。（童謡）

teojama⑨（名）i当出。（（　rk　〉｝参照。

tooja’matu⑨（名）・too（中国）と，3a凱atu

　（臼本）。

tookaci⑪（名）0とかき。ますかき。穀類

　を枡で討る時，枡の縁と平らに掻きならす

　道具。竹で作り，一端を斜に切ったもの。

　◎tookaci？uiweeと同じ。～sjUN．米寿

　の祝いをする。また八十入管になる。

tookaei？uiwee⑪（名）入十日の祝い。米寿

　の祝い。h我cizuuhad，，juninu？uiweeな

　どともいう。tookaeiを客にみやげとして
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tookaei2ujuwee

　与え，大勢の客があやかりに行く。

tookaei？ujuwee⑪（名）tookaei？uiweeと

　同じ。

tookrnibu⑨（名）七島類の一種。唐九年

　母。

象ooma⑪（名）当闘。《糊参照。

沁。】naami⑨（名）そら豆。

toomaQkwa⑪（名）枕の一種。中国製の

　就q木製で漆塗り。

toomi①（名）当銘。（（　mp　）〉参照。

toomi＝jUN①（他＝raN，”ti）ならす。平ら

　にする。

teomuN⑰（名）唐物。中岡産の物。上等な

　ことを意味する。

tooni⑪（名）豚の餌を入れる器。大きな材

　太に溝を掘ったもの。

toonikaeaaan（名）tooniを掻いてさらえ

　る器異。

toonueiN⑬（名）もろこし。高梁（こ5りゃ

　ん）。康きび。唐のきみ（黍）の意。と5

　もろこし（9USUNt（）onuciN）と1ま男現

toonueiNmuei＠（名）とうきびの粉で作っ

　た餅。色は栂色。

toonukucaa⑥＊（名）わけのわからぬ発音

　をする者（幼晃など）。繭語する幼児。

toonuku－ei⑨（名）θ中国語。◎転じて，子

　供などの，わけのわからぬ発音。聴語。

to｛》nukUTa¢（名）当蔵。＜＜地》参照。

tOONsll⑨（名）中羅渡来の霜で作った着物。

　’Nsuは御衣（みそ）。

mOQsa①（感）それっ。　toohjaaと問じ。

toorijaihwaaem＊（副）toorira3’aihwaaと

　同じ。

tOOI’i＝jUN⑨（自＝raN，”ti）e倒れる。◎倒

　産する。滅亡する。

tooriku”rubi⑪（副）倒れたりころんだり。

　道の悪い所を行くさまなど。～，warajUN．

　笑いころげる。

toorirajaihwaa⑲（副）まさに倒れようと

　するさま。to◎ri3aihwaaともいう。

tOOrU⑨（感）θかくれんぼの時の隠れた者

　の呼び声。もういいよ。◎幼児にfL・ない

　いない，ばあ」をする時の，ドいないいない］

　に当たる語。ばあは，waa。

tooruwa’a⑪（名）幼児とする遊戯の名。い

　ないいない，ばあ。

toeミee⑪（名）遊戯の名。倒し合い。爾軍に

　分かれ，互いに敵を倒し合5。組み敷いて

　上になっている者の多い方が勝ち。

toosiN③（名）唐船。中繭から来る船。

toosiNbai⑪（名）おたふくかぜ。耳下腺炎cr

　他家の火吹き竹を盗んで来て，それで粥を

　煮て食べると直るという迷信がある。盗ま

　れた所で，怒って顔をふくらますので，病

　気がそこへ移転するというわけ。

teo§joogaa⑨（名）濤変太。闘抜げ。わけ

　のわからぬやつ。

tOG；sjuN⑪　　 （他　　 ＝saN，　＝ci）　　姪聾すo

tootabi⑪（名）中欄への旅。

teotoO⑨（感）注意をうながす時・・制止する

　時などに発する語。さあさあ。それぞれ。

　～？anee　sjuna．よせよせ，そんなこと

　はするな。

toetOO⑪e（名）お月様。月の／1、児語1。　toO－

　toomeeともいう。◎（副）手を合わせtoo・・

　毛utootuと祈るさま。
too霊oogan35董ilnee⑨　　（名）　お月様。　？aQto－

　omee（按司の妻），　tootoogwaa（按司

　の媛）などのtOQもtootoO（月）と関係あ

　る形と患われる。

tootoogwaa⑨（名）お姫様。お嬢様。？umee

　（？αdUNの主人。昔の愚智）の娘の敬称。

　按翔の子の5ち，男の子については，長男

　だけを？umeegwaaとい5が，女の子は
　すべて七〇〇£oogwaaという。

tootoomeean（名）eお月様。月の／1、児語。

　◎祖先の位牌。尊いお方の意。

tootuO（感。副）どうぞ。ど5か。哀願す

　る時にいう語。多く：女がいう。また，神に

　栃る時にも発する。～？aNsi　kw圭rL　ど
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tudeeeuN

　うかそうしてくれ。

一tu（助）と。　targu～zirUU～・太郎と次

　郎と。？iN～majaanu　eUN・犬と猫がい

　る。，3a餌ii～maZUN？iCUN・兄と一一緒に

　行く。nUU～N　kiraN・イ可ともかち合わな

　い。tamitoo’NNdaraN・ふた轡とは見ら

　れない。

tu一（接頭）十。とお。　tuhwani（十羽），

　tukeeN（十團），　tuka（十R）など。

一臓（接尾）年。cutu（～矩），　tatu（二矩），

　mitu（三年），，jutu（四年），　mutu（六

　年），　｝eukunuヒuguzuu　（四十九歳），　mu－

　mutu（百年，百歳）など。

一tu（接尾）斗。一石の十分の一。？iQtu（一

　斗），nitu（二斗）など。

tuもee撫bee①（副）とびとびに。あちこち。

　～hananu　mujoonu？aN・（着物など
　の）あちこちに花の摸｛羨がある。

tubi？icaa⑪（名）するめいか。

tubira②（名）とべらの木。海岸地方に自

　生し，黄白色の花をもつ。海綱花科の常緑

　喬太。

搬bltui①（名）飛ぶ鳥。鶏（単にtuiという

　ことが多い）などと区別して飛ぶ鳥を呼ん

　だもの。

IubiziN①（名）天人の羽衣。ヂ飛びぎぬ」に

　対応する。

tuhu＝juN⑪　（自＝raN，＝ti）　ともる。　とぼ

　る。？ukoonu～．線香がともる。

tu＝buN①（自＝baN，＝di）飛ぶ。つばさで

　飛ぶ。また，風に吹かれて飛ぶ。はねてと

　ぶ意では七unUZUNを多く用いる。　tuba－

　sjUN。飛ばす。飛ばせる。taka　tubas3UN．

　鷹にひもをつけて飛ばせて遊ぶ。

tubUS三⑨（名）とぼし。脂の多いよく燃え

　る松材を劉って，たきつけ用または照明用

　としたもの。

tubuu①（名）飛び魚（とびうお）。

匙uc玉⑨（名）θ時。時刻。また，時流。時

　期。時刻は：本土と同じく十二支やk：U1くてい

　nugi（九つ）…’5uφ（四つ）式を用いた。

　～七ujUN．イ・鶏が，ときを作る。ロ・

　占って日時をきめる。◎tucit・uiと岡じ1。

tuciduci⑨（名）時時。おりおり。

撫cii⑨（名）時欝。なお，首里域には砂時

　誹式のものと臼時計式のものとがあった。

tuc三nukwii③（名）．〔文］ときの声。，jaa

　saciidanu　hjaa，　．　ticinu　sirumutuni　？u－

　sijusiti　？amunu，　hasijujai　？isuzi　tu－

　cinukwiju？agiri．［やあ騎枝のひや　敵

　の城元に　押寄せてあもの　走寄やり急ぎ

　関の声よあげれ（忠臣身替）〕これ崎枝の

　比屋，敵の城下に押し窃せているのだか

　ら，急いで走り審ってときの声をあげ．よ。

tueinu？uhujakUu⑨（名）〔古〕　［時の大

　屋子］昔の役職名。日時の吉凶を占う役の

　者。無学な平出がこの職にあった。

搬C蟻r隻⑨（名）e時闘がおそし・こと。時期

　を失していること。◎夜ふけ。深夜。

tueitui⑪（名）時の吉凶を占うこと。また，

　厳時を占って決めること。

tucituihsvi’dili＠（名）tueitUihwiituiと

　嗣じ。

tucituihwiitui⑨（名）幽艶墜やHどりを選ぶ

　こと。

tuci？ura⑨（名）〔文〕時につLsての占い。

　普通はtuciまたはtUC誌uiなどという。

　？u拠aN　naka，ja寧iga　～3u　夢ir圭ba，　？i－

　giN　katawarinu　gicija？araN．［愚まぬ

　仲やすが　時うらよすれば　いつも片われ

　の　月やあらぬ］いまは思いのかなわぬ仲

　であるが，占って見るといつまでも片思い

　ばかりではない。

tudana①（名）　戸棚。持ち運びのできるも

　のをいう。作り付けのものはslgikigwii

　という。

tudee　・onN①（自；kaN，・・C2）（人通り・風・

　音儒などが）とだえる。Ql〈wakara盤ga－

　minu　tudeeCOON．子から手紙力莞だえて

　いる。
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tudeejuN

搬dee；∫麟①（自＝raN，＝ti）噺？〕tudee－

　CUNと隅じ。

tudi＝juNas（他＝raN，＝ti）0綴じる。

　Cf）omiN～．緩覆『をとじる。◎縛る。

　nusudu　l｛agimiti　tuditeeN．どろぼうを

　捕えて縛ってある。

tudu＝cuN⑱（窟＝kaN，＝ci）（品物などが）

　届く。f手がとどく」などはtiinu？ieajUN

　などとい弓。’waaga？ttX’utasee　t＋adu－

　CO◎mi．わたしが送ったものは届いたか。

tuduki＠（名）届酵。役所などへの粗け。

　また，役所などへ届け出ること。

纐｛luki＝juN⑪（他：raN，”ti）e（晶物な

　どを）届ける。O（官庁などへ）届ける。

　風ナ出る。⑤（罪人などを引受人に）引き

　渡す。

tudukuai①（名）θ（荷物，仕事の進行な

　どが）滞ること。滞り。◎（食物が）消化

　せずに胃などにたまること。

tudukuu＝juN①（自＝raN，”ti）θ（荷物，

　仕事の進行などが）滞る。◎（食物が）消

　化せずに胃などにたまる。

tuduma＝juN①（霞　＝raN，”ti）〔文e新〕

　とどまる。

tueegika”mee⑨（名）とっくみあい。つか

　みあい。ふざけあい。

tueehwi■ree⑥（名）交際。つきあい。　tuee

　〈tu圭ee（交際）。　hwireeも交際。

tuga⑥（名）とが。とがむべき行ない。罪

　となる行為。また，罪。罰。～kw舩s画N．

　（とがを食らわせる）勘当する。罰として

　放逐する。

職g謡③（名）とがった先。尖端。

tugaihwi、9ai⑪（名）でこぼこ。

tugaii⑪（名）やせて目のとがった者。　tZl－

　gajaa　ともい弓。

tugajaa⑨（名）tugaiiの卑称。

tnga；juft’⑨（自＝raN，＝ti）とがる。物の先

　端が鋭く細くなる。kuci～．　獄がとがる。

　怒った時，不平がある時などのさま。tu一一

　garasjuN・　とがらせる。

tuganli⑰（名）非難。叱養。とがめの意。

9ugami＝juN⑱（他＝raN，＝ti）とがめる。

　非難する。甘心する。

｛uganiN⑨（名）罪人。とがにん。

tugaei⑨（名）θ港。◎規の下流にある渡

　し揚。

撫欝。量⑪（名）渡口。　＜＜地〉）参照。

撫謬槻韮①（名）渡感知。《地》参照。

臓guci①（名）渡久地。¢鋤参照。

euguvu　ew（名）灰汁。灰を水に浸してとつ

　た黄色のうわずみ液。芭蕉布などの洗灌に

　用いる。？akuともいう。

tuguvntlN⑨（名）食：贔名。ところてん。

tuhrwasina⑨（名）渡橋名。（（地））参照。

tu軌wee①（副）ぺっ。唾をはく音。

tukweemika＝sjuN①（霞＝saN，＝ci）唾を

　ぺっとはく。

tui①　（名）（∋鳥。◎鶏。～nu？utajUN．

　鶏がときを作って鳴く。～k：ooraa　kali

　koori，？iju　kooraa　sii　koorL　鶏を買う

　なら数を（大きい鶏より，　5まい若鶏を数

　多く）買え，魚を貿うなら大きいのを買

　え。siiは背丈の意か。

四一①（名）薦（とり）。十二支の第十位。

　漏出は午後6時。方角は西。

iui？agi「ka＝jUNen　（（ig＝aN，＝raN，＝ti）取り

　扱う。

tui？agi’kee⑨（名）取り扱い。

Su12aglkee⑪（名）やっかいな預かりもの。

　億人の子供など。また，5つかり受け取る

　と，迷惑でも以後長く預からなければなら

　ないよ弓なもの。また，いったん取ったら，

　ずっと預からなければならないとする取り

　きめ。子供間志が，他にさわらせたくない

　物について，5つかり取るとあとで困るよ

　うに，そう取り決めるこ：とがある。

tuibRsjahuNdee⑨（名）取り放題。取りた

　いだけ自由に取ること。

tuieamee＝ju”N⑪（飽：raN，”ti）取り集
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t級！31galSiga匪

　める。拾い集める。一㈱撫ee3UN〈kamee－

　jUN．

tuiciga＝ju「N⑪（他：aN，”ti）（物を）間違

　って取る。また，’取り違える。誤解する。

tuigikanajaa⑨（名）養鶏業者。

tuigiki＝ju”N⑨（他＝raN，”ti）盛んに取

　る。一生1けんめいに取る。

tuiciraka＝sju■N（縫＝aN，＝ci）取り散ら

　かす。乱雑にする。

tuiei！’a＝sju”N⑬（他＝saN，＝ci）取り散ら

　す。蹴雑にする。

tuiciwa’mi　en（名）取り決め。決定。

tuigizi⑥（名）取り次ぎ。また，取り次ぐ役

　の者。

膿極＝zuN⑨（他＝gaN，＝zi）取り響く㌔

tuidukuwu⑪　（名）　とりえ。　長駈。　nuu～一

　NneeN．何のとりえもない。

tuiee⑦（名）交際。つきあい。　tueehwiree

　ともいう。

蹴董gwaa⑨（名）小鳥。小さい鳥。

tuihakava＝ju’N＠　（lde　＝aN，　＝raN，　＝ti）

　tuihwakarajUNと同じ。

tuihaN＝sjuiN（D（他＝saN，＝ci）e取り落と

　す。誤って手から落とす。◎失禁する。

tuihUkuglda＝cuN①（自　ztaN，＝Qei）鳥

　肌が立つ。総毛立つ。

tuihwakara＝ju「N⑨　（他＝aN，＝raN，”ti）

　取り欝らう。謙画し，処理する。

tuihwi”ree⑰（名）交際。つきあい。　tuiee，

　hwireeと同じ。

tuihwi”ruuan（名）訴訟。　hwiruuと同じ。

tuijaN＝zu「N（D（他＝daN，；雛）　しくじ：る。

　炎申する。病気の治療を誤るとか，人を評

　凹しそこな5などの揚合にいう。

tuijusi＝ju’N①（他＝raN，”t圭）取り寄せる。

tuika＝ltUNew　（イ趣＝maN，＝＝di）　食1う。　むさ

　ぼり食：う。

tuikee①（名）（敬語は？utu2kee）e取りか

　わし。贈答。物贔。結納。杯などの取りか

　わし。◎交際。つきあい。？amatOO？wee一

　kanu～sjOON．あそこの家とは親戚のよ

　うなつきあいをしている。

tuikee＝sjtt「N⑨（他＝saN，＝ci）取り返す。

　また，画復する。もちなおす。1〈UNei～．

　元気を取りもどす。

tuikugu”ni⑪（名）つつしみ深いこと。丁璽

　な態度であること。kuguni〈1｛ugunijUN

　（うやうやしくする）。

tuiku＝nuN⑪（他zmaN，＝di）取り入れ

　る。取り込むe取って自分のものにする。

　tuiNCUNともい5。

加ikガree⑥（名）位。官職の地位。この接

　頭辞もui一には余り意味がない。

tuimaa＝sjUN⑨＊（他・saN，＝ci）取っ麗で

　く。あとのために残して置く。

tuimaei①（名）鶏の市。鶏を売買する市。

tuimee⑥（名）取り分。分け前。、

tuimu＝euN⑨（他＝taN，唄C玉）接待する。

　もてなす。tuimutaQtoON．優遇されてい

　る。

tuim　ttdu＝sj　“”iN⑪（他＝saN，＝ci）取りもど

　す。取り返す。？arikara　tuimuducaN．

　彼から取り返した。

tuinasi＠（名）とりなし。とりなすこと。

　よいように取り計らうことσまた，推挙。

　仲裁。

tuinoo＝sju「N⑨（他；saN，＝ei）㊦改める。

　（悪い所を）直す。O叱られている者のた

　めに弁疏してやる。とりなす。

tuinukuuga①　（名）　鶏卵。

tuinUQcu①（名）齎年生まれの入。

tuiN⑨9量MiN①naraN⑪（句）始末におえ
　ない。手に余る。どうしょうもない。・v　’wa－

　rabi．（いたずらで）始末におえない子供。

tu韮sakana①（名）酒のさかな。　tui一くtu－

　3’UN．

tuisata⑪（名）取り沙汰。うわさ。風説。

tuisigi「bi⑪（名）照季折折の祝祭日。季節

　季節の大きな行事のある臼。

餓績ga癖「g副⑰（副）しきりに取りすがる
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guisigaJuN

　さま。

tui§iga＝ju：N◎（（de　＝raN，＝ti）取りすがる。

tuisikuei⑰①（名）仕事。　mレは余り望潮

　のない接頭辞。

tuisima＠（名）（∋鳥農。沖縄本覇の西方，

　粟醗酵のさらに酉にある農の名。◎奄美群

　島徳之島西方にある火由島。中麟に硫黄を

　輸出した麗係で慶長以後もとくに琉球に帰

　属していた。

Suisi・raaaj！iN①（弛＝raN，＝ti）取り締ま

　る。監守・管理する。

tuisimari⑲①（名）取り締まり。管理Q

tuisimikaa’simien①幅暮）詰問するさま。

　はげしく問いつめるさま。～S3uN．

9uisiNzi①（名）鶏のスープ。

tuisira「bi⑨（名）取り調べ。

tllisitl＝ju’N⑪（他＝1’aN，＝ti）取り捨てる。

　取って捨てる。

tUisju”ukoo⑨（名）S3U掘｛OO（法事）と瞬

　じ。tui一は余り意味のない接頭辞。

撫三脚r舩＝§」ガN⑪（他＝saN，；ci）取り揃え

　る。もれなく集める。

tuilakalee⑨（名）子供を甘やかして育てる

　こと。

tuitati＠（名）とりたてること。帰臥。登

　矯。その敬語は？utuitaヒi。

tuitati＝junl　tD（他二raN，＝ti）とりたてるa

　抜擢する。登用する。

tui？ubi⑨（名）仕事・技術などを習い覚え

　ること。習得。

搬垂2ubi＝jUN⑪（他＝raR，＝ti）（仕事・技術

　などを）習い覚える。習得する。七ui？uki－

　jUNと瞬じ。

tul？uki⑪（名）了解。会得。のみこみ。～一

　nu，jutasjaN。のみこみが明い。

tui？uki＝juN⑪①（イ也＝raN，＝ti）（技術な

　どを）習い覚える。習得する。t掘？ubi趣N

　ともいう。

tui？ukiasjuiN⑨G）（他曜aN，＝ti）受け入れ

　る。また，了解する。会得する。

SuRutu＝sjuN⑨（他＝saN，＝c呈）取り落と

　す。

tttjaasimUN⑰（名）取り合わせたもの。数

　種類のものを集めて一組にしたもの。

tujaa＝sjuN⑨（弛＝saN，：ei）e取り合わせ

　る。描えてととのえる。また，揃えて一一・se

　とする。karazi～・（髪を結う暇のない

　時に）髪の舌しれを直してととのえる。◎

　（男女を取り合わせて）炎婦とする。親岡

　志がとりきめる揚合などにい5。
9zzj｝1111εミ＝rijuN（廼）　（自　＝riraN，　＝＝Qti）　〔文〕　世

　闘に鳴り響く。評判になる◎tujunUNの受

　身の形。sikiN　tujumariru　curawinagu

　，jayiba．［世間豊まれる　美女やれば（忠

　臣身替）］世：に評判の美女であるから。

雛錘濫m梱⑪（自；maN，＝di）〔文〕e音に

　聞こえる。（評判が）鳴り響く。名高くな

　る。tu．iumu　tUI庸gu曄ku．［とよむ豊見

　城］名高い豊見城。◎月が出る。また，月

　の出の時閲に東の空が白む。gici　tujumu

　？wedanu　maeinu　kuris3a．［月とよむ闘

　の　待ちのくれしやコ月が出るまでの閲の

　待ち選しさよ。

tu＝jiiNew（億＝raN，”ti）θ取る。手にと

　る，取得する，捕獲する，収獲する，採用

　する，選び取る，奪う，盗む，没収する，

　とり除く，立揚をとるなどの意。hwii～．

　ffどりを決める。　nuci～・命を落とす。

　◎（船カミ港1こ）　着く。　　kagusi㎜a　～．　（鳶a

　が）鹿児島に着く。

tuka①（名）とおか。1e日。月の第十番霞

　のEをもいうQ

tukasici⑪（名）渡翻敷島。慶良間列島の島

　の名。また，渡嘉敷。｛（　ts　））参照。

tuka　・sj　uA’　em（態＝saN，・ci）溶かす。

舳kee⑤（名）e渡海。航海。海を渡ること。

　㊥海洋。渡る海。tukeja　hwizamitiN
　tiru　gieija　hwltugi，　？amaN　nagamiju－

　ra　l〈呈junu　suraja．［渡海や孕めても

　照る月や一つ　あまも眺めゆら　今轡のi甕
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暫u㎜疑醗照魏ugaa

　や］海は隔てても照る月は一一つ，あのかた

　もこよいの空を眺めているだろう。

taki＝juN（自＝raN，；娠）溶けるQ

tuklsi⑪（名）渡慶次。（〈地》参照。

乳uk疑⑨（名）徳。人徳。～nu？aN．徳があ

　る。

駐1ku⑨　（名）イ辱。　ラ利益。

tuku①（名）床。座敷の床の間。

tukumuci⑨（名）徳のある入。

臓kunUS孟ma◎（名）徳之農。奄美群島の島

　の名。

tukUQtu①（副）eとくと。じっくり。念入

　りに。よく。～kaNgeeti’NNdee・とく

　と考えてごらん。◎気分がよくなったさ

　ま。～naju）．（・気分がすっきりする。気

　分が落ち着く。

tukuru①（名）e所。揚所。◎その土地。

　～nu　Qcu・その土地の人。⑪（接尾）人を

　敬って数えるときに用いる接尾辞。cutu－

　kuru（おひと方），　tatukuru（おふた方），

　？ikutukuru（御二方）など。

tukuru？ag蓋sa①（名）処暑。二十圏節の一一

　つ。

撫k孤rubaree⑪（名）所払い。廃藩前の一

　種の私刑。裁判なしに，近隣の者が居所か

　ら追放すること。

tukuyudukuru①（名）ところどころ。あ

　ちこち。

tukUU⑨（名）e人の名。◎猫の名。猫は一

　般にtukUUという名が付けられていた。

撫m寵②（名）苫（とま）。かやなどを編ん

　だもの。

tumai⑪』（名）船着き揚。港。

繊ma量⑪（名）濾。（（地＞＞参照。

tuma蓋（D（名）宿泊。　91妄…り。

tumaikuruu⑪（名）甘藷の一一種。三味が

　多く，肉は薄紫色。？al〈aguuや？uraNdaa

　と共に上等なもの。

tumaizkttu①（名）〔古〕〔泊地頭］廃藩煎

　の役名。先島の税務をつかさどる長官。

　zuuguniNsjuu〔十五人衆3を二二するひ

　とり。

lumajaa⑨（名）泊（tumai…ts名）の者。

　卑称。

9uma；juN①（自＝1’aNt＝ti）∈）宿泊する。

　泊る。◎エヒまる。動作がやむ。静まる。

turneeidumeei⑪（副）あちこち捜し求め

　るさま。尋ね尋ね。捜し捜し。

tumeeimuN⑰（名）拾いもの。拾い上げた

　もの。

tumeei？uza■nee⑥（副）方方を捜し回るさ

　ま。

9umee＝jul　＠（他＝raN，”ti）kameejUNと

　もい5。ka颯eejUNはやや下品な語。e拾

　う。（落とし物を）拾い上げる。◎求める。

　捜し求める。尋ね求める。一つのものを捜

　し求めることに多くいう。捜すはsagee－

　sjuN．　nanag．i　kasabitaru　tus‘，gurunu

　satunl　？umukutunu　？atidu　tumeti

　cieayu，〔七つ重べたる　年比の里に　思事

　のあてど　とまいてきちやる（執心鐘入）］

　十四くらいの若い男のかたを恋したって尋

　ねて来たのです。tuzi～．妻をめとる。

　妻をもらう。’juubee～・妾をもつ。

撫m嚢①（名）喪の時に女が胴いる竹製のか

　んざし。止めの意。dakiziihwaaともい
　う。

一tu、i｝｝iba（助）〔文〕　と，愚え｛ぎ。？u3ubayaN－

　tv　？umui　rnasikagami　kazijacoN　？ugu－

　ci，ugamibusjanu．［及ばらぬとめば　思

　ひ増置影やちやうも写ち拝みほしやの］

　及ばないと思えば思いは二三，せめて面影

　でもうつして拝みたいもの。

tumi＝juN①（他＝raN，＝ti）（∋止める。進

　むのを止める。◎禁じ制する。㊥宿らせ

　る。泊める。

臓mu⑨（名）ともQ船尾。

tumu①（名）供。従春。

tumllguu⑨（名）足の付け根の骨。

tumugnUnugaa＠（名）二二や徒歩旅行な
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琶umUI

　どして，足の付け根の骨のあたりがだる

　く，力がぬけた感じのすること。

tumui　an（名）蜜盛。｛〈鋤参照。

一tu’mur量（助）〔文3と思え。？umukazinu

　tataba　sataju　s憩N～・［悌の立たば沙

　汰よしゅんともれ］わたしのおもかげが浮

　かんだならば，おうわさをしていると思っ

　てください。

lttmtlsiG．（名）友寄。〈（nj　））参照。

穫蹴「n激u嫉（助）〔文〕　と，℃sってo

tunaa①（名）20銭。十縄の意。　ziN（銭）の

　項参照。

m盤ac躁⑰（名）二野喜屋。（（地））参照◎

tunaciey’（名）渡名喜嘉b那覇の西北方に

　ある農の名。

tunaifT．（名）隣つまた，隣にあるもの。隣

　家。

繊臓a三b韮reeの（名）隣づきあい。

tunaimaa三・お　（名）隣近所を回ること。

四阿a董mu織④（名）隣村。

tunakaO（名）沖の海。沖合い。沖の海上。

lunami①（名）平均。　narasiともい5。

tunami＝juN（T．（｛也＝1’aN，”ti）eならす。

　でこぼこをなくし平らにする。◎平均す

　る。また，中聞をとる。

琶u鳳秘¢量〔〔D（名）tUNci（殿内）と償1じ。

tt｝nuumanUU⑪（名〉うろたえること。ろ

　うばいすること。まごまごすること。

tunUtzuN①（自＝gaN，＝zi）跳ねる。跳ね

　て飛ぶ。また，ふつ飛ぶ。すっ飛ぶ。hwl－

　izaanu～・やぎが跳ねる。　tunugasjUN．

　はね飛ばす。すっ飛ばす。

一tUN　 （助）　　〔文〕　　と　も◎　　tUija　 ？utaru～●　［，鵜

　や早るとも〕鶏は鳴いても。

tuNbjaN⑪（名）［構板3夏日の反物の名。

　中繭から輸入される薄物。

tUNbjaNcee⑨（名）tUNb．iaNの織り琶の萢

　いもの。biNgata［紅型］，？ee？uburuu

　などに罵いる。

9uNei⑪（名）［殿内］tunueiともいう。　e

脇地頭以上の家柄の称。癌持（simamu－

e呈），親方（？week滋a）及び上士の家綱。

　また，それらの邸宅。御殿（？udUN）の

　下。明治17年ごろには次の姓のtUNciが

　あった。1〈amigaa〔亀川玉hjakuna［百

　名］，？izina膨｝是名〕s　taku＄iこ沢紙］，

？ahwaguN〔溺波根］，’wakugaa〔湧Jll］，

　saeihama〔講浜3，　kueiNda〔東風平］，

tamagusiku〔玉城］，？uruku［小蘇〕，

ziwaN〔亙湾3，　nakada［仲聞，’juna－

　baru［与那原］，　mab樋〔摩文仁］，　gusi－

caNこ具志頭3，　teera〔平良〕，　timigUS1一

　kuこ豊見城コ，　nuuhwa［男波］，　kUNza－

　N〔罵葺頁＝］，　ciN　［金武］，　寧i童si　［：添石3，　9U－

　sieaa〔貝志用］，，junagusiku〔与那城］，

　’Nzatu［美竪コ，？oo〔奥武3，？ura頭£浦

　添］，makabi［輿壁］，？ii［伊涯3，　caN

　［嘉屋武〕，kusi［久志］，　ciniN［知念3，

　？icumaNこ糸満］，　cinaaこ喜納］，　biN［保

　栄茂3，sicina［識名］，　kaQg三N［勝連］，

　huliujarna［譜久山コ，　tumigaa［富廻］，

　4acimi［座喜見〕，　naka7，atu〔仲里3，　ci一一

　bana〔知花］，　sakuma〔控久闘］，　kooci

　［幸地］，sadujama［佐渡由コ。◎大きな

　家：。内入の家などの敬称。．おやしき。お

　宅。

tUNci2uugil⑪（名）〔殿内移り］転宅の敬

　語。お引っ越し。殿内（もUNcl）の家柄で

　なくてもいう。平罠の転宅は，jaa？uugii

　（屋移り）と㌔・う。

9uWhaahuN⑨（名）［東道盆］盆の一種。丸

　い大きな盆で，宴会などで各種の酒のさか

　ななどを盛り合わせるのに用いる。

tuNdoo⑨（名）［通堂コ埠頭。

iUNdioojaa⑨（名）埠頭にある一時荷を入

　れる倉庫。◎転じて，がらんど5。つつぬ

　けで何もないさま。

tuN琶wa⑥（名）台所のある小屋。母屋のわ

　きにある。小さい家にあり，士族の大きい

　屋i敷などにはない。
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tuQgikijuN

tUNhanari＝jUN④（自可εしN，”ti）飛び離れ

　る。急に離れる。

tUNhwaN⑨（名）［豚飯］豚肉入りの飯。中

　国伝来の料理であろう。くわしくはtu一・

　NhwaN多uu＄iiという。

tUNhwats’7．uusii⑥　（名）〔豚飯雑炊］　tUN－

　hwaNと岡じ。
tUNkee＝juN①（自＝1’aN，＝ti）振り向く。

　後方を振り返る。

tuA’kwiihaQ’kwii⑥（副）飛び越え飛び越

　え。次次に飛び越えて。

撫翼kw三量＝juN②（’f｛」｛＝yaN，　瓢乞i）飛び越え

　る。

tul　maalmaal①（副）し；ましば立ち寄るさ

　ま。また，ちょっと見匝｝るさま。taeima－

　aitllNmaaiなどともいう。

、tuNmaa＝juN①（自＝raN，＝ti）ちょっと寄

　る。ちxつと回って立ち寄る。

t“Nmigiiikeemigag①（1罰）しばしば，ち

　よっと立ち認るさま。

臓N11諺gu縛u潜①（惣＝raN，＝ti）ちょっと

　寄る。ちょっと圏って立ち回る。

tUNmeO菱mooi①（副）蒙り上がって喜ぶさ

　ま。欣喜雀躍。

蹴N㎜00四面N①（自＝raN，；tl）飛び上がっ

　て驚く。飛び上がって書ぶ。？uhudUN－

　m◎oiはびっくり仰天。

tuNmudujaa③（名）行った：り婦つたりす

　ること。しばしば往復すること。

tuNna＝jUNCO（良；raN，＝ti）とびのく。急

　に退く。

tuNnubaga＝juN①（霞＝raNe；ti）ちよつ

　と立ち寄る。nubagajUNは立ち到る。ち

　よっと顔を出す。

tuNnukusuu⑨（名）鶏のくそ。～niN　cu－

　tiNdukrurunu？aN．（諺i）　鶏のくそにも

　一つの取りえがある。どんなものにも何か

　取りえがある。

tUNsili＝elmN①（自竃kaN，＝ci）とびのく。

　とびすさる。

tuNtaciili⑩（名）しゃがむこと。一ii〈，i3UN。

tuNtacikee’taei⑨（副）立ったりすわった

　りするさま。また，ほとんど席の曖まるひ

　まのないさま。

tuNturumoekaa⑪（副）飛び上がって騒ぐ

　さま。

SuNzaagasa⑪（名）小謡の皮赤赤。飛び火

　するように点点と蔓延するもの。

搬NzaajaNzaa⑰（名）付き合い。交際の卑：

　語。

tuNz・namoojaa⑨（名）　欣喜雀躍。

tuNzaku⑨（名）e扱い。（物・入の）取り扱

　い。～nu’jutasja．取り扱いがよい。◎

　看病。

tu！’zihweezii⑱（名）ちょっとした外出着。

　晴れ着と不断着の中瀬の着翰。

搬Nz疑①（名）冬至（tuuzi）に行なう祭り。

　tUNzi琢uusiiを炊いて先祖に供える。

tUNzEibiisa①（名）冬至のころ，急に寒く

　なる寒さ。

taNziigeuusKCD（名）［冬至雑炊］冬至（tu－

　uzi）に先組に供える，　taa？Nmu（里芋の

　一一種）を入れて炊いた餓。

taNzi＝．iUN①（自＝raN，＝ti）飛び出す。ま

　かり出る。狂躁。組踊りなどで用いる。

　tuNzitaru　munuja　muvabarunu　？aj’a－

　atu，NcaNtiiginu　eica？ttrgpadaN．［とん

　ちたる者や　村原のあやと御神一つの近お

　んぱだん（大川敵討）］まかり出た者は，

　村原夫入と祖神を間じくする近い親類。類

　義のdijoocaru　munuja〔出様ちやる者

　や3よりもこっけい味がある。

tUNzumuien（名）鳥小堀。麗》参照。

tUN＝ZUN①（自＝gaN，二zi）tunUZUNと同じ。

tUQC董＝」皿N⑪　（他＝1’aN，＝（≧ci）　eつまみ洗

　いする。また，（布の一部分だげを）つま

　んで，強くしぼる。また，（布の一一部分を）

　つまんで染める。◎（悪奥などがのどを）ふ

　さぐ。むせる。nuudii～・むせる。

tUQgiki＝ju’N（①　（他＝raN，＝ti）　取り押え
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　　の　　　　　　　の

簗UQcim又JuN

　る。つかまえて，とっちめる。？usoozinu

　niNku　najuNduN　’jaree，　taija　tuQgi－

　1〈iraQti　？arihudunu　miisjuuti　gibi　？u－

　eigil〈irariiru　eE・n？ui，　dii，　？isugoo　’jaa．

　£御払除のにんくなゆんど秀やれい二人

　やとつつけらってあれほどの名所をて　つ

　び打付けられいる積り　でいいそが5やあ

　く嫌妹敵討刀お掃除がおそくなりでもした

　ら，ふたりは取り押えられてあれほどの

　名藤で滉を打ちのめされるはず，さあ急こ

　う。

tUQcimi＝juN⑪（他；raN，　＝ti）とっちめる。

　詰問する。

撫Qch’aha「Qc量臓⑥（副）散り散り。ばらば

　ら。物繍が散りうせたさまなどをいう。

電UQC三野皇⑨（名）耕：（かすり）。　muruduQclri

　は総がすり。

tUQcirijuujaaan（名）かすりを礁ることを

　業とするもの。づuujaaく，juujUN（結
　う）。

拠《～e曼r認董「N⑬（名）かすりの着物。

S孤Qkagimi；ju「賀⑨（地＝raN，貫犠）とつつ

　かまえる。だしぬけにつかまえる。

tUQkaka＝」ガN⑪（宮＝raN，；ti）つつかか

　る。くってかかる。

SUQkUl⑨（名）とっくり。とっくり型の陶

　製の器。振蕩（sakidUQkui），白油稽（s3Q－

　05“udu（≧kui），油馬（？aNdadu（≧kui）な

　どがある。

！UQkwa⑨（名）〔文］徳牝。

tUQkwa＝juN⑪（慮＝raN，＝ti）食ってかか

　る。食いつく。また，組みつく。

tUQpana⑨（副）ほったらかし◎櫓てておい

　てかえりみないさま。？uja　～nasjUN．

　親をほったらかしにする。

tUQsooha“QSOO⑪（副）そわそわ。心が落

　ち着かないさま。

eura①（名）寅（とら）。十二支の第三。時閲

　は午前婆時（nanag三）。方陶は北審りの東。

Sura①（名）虎。

turanu7．ttu⑨（名）千歳蘭。とらのおらん。

　葉から繊維を取り織物の材料にする。9UU

　は羅の意。

turaNksvaNnift’⑨（名）kwa耳n演（役人）

　であるかのように着飾っている者。給料を

　取らぬ小人の意。

鰍鼠＝s3u掴⑥（飽＝saN，＝ci）eヒu錘N（取

　る）の使役。◎やる。与える。tiiginaa

　～・一つずつやる。⑬（…して）やる。

　？N頭　～・行ってやる。kv．ruci～．殺

　してやる。＠（命令形で）（…し．て）おく

　れ。kwireeよりも丁寧となる。　ICUAeeti

　turasee．我慢しておくれ。も遮a蝋kaci

　turasee・手紙を轡いておくれ。

ellri①（名）鳥居。また，楼門。？wiiNturi

　（首塁城の守礼門），simUNtUl・i（首里城

　の中山門）など。

turico（名）騰。？asaduri（朝舐），，juu面一

　r呈（夕凪）など。

turihwizui①（名）風がなくて底冷えのする

　寒さ。

euri＝jUN①（自＝vaN，＝ti）e舐ぐ。風がや

　む。O心がなごむ。’jumaNgWitu　giriti

　taeuru　？umukazini　？asamasija　’wazi－

　mu七uriti？icusa．〔夕間暮とつれて　立

　ちゆる悌に　あさましや我肝　とれて行き

　ゆさ」夕暮れとともに立：つ面影に，情ないこ

　とにわたしの心はぼんやりとなっていく。

turubaimuN①（名）ぼんやりしている者。

　ポカンとしている者。

turubai？oobai①（副）さびしげにぼんやり

　しているさま。

turuhajaa①（名）turubaimUNと岡じ。

Sus’uba＝juN①（他＝raN，：ti）ぼんやりす

　る。ポカンとする。

9urumika＝sjuN⑥（自＝saN，＝ci）まどろ

　む。うとうと眠る。5たた滅する。

turutw’u⑨（副）θとろとろ。うつらうつ

　ら。うとうと。まどろむさま。◎火勢が弱

　く燃えるさま。とろとろ。
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lu磁3aj犠璽㍊董

turuturuubli⑥＊（名）とろ火。炎の弱い火。

tUl’uturuuniNzi⑪（名）5たた寝。

臓s豊⑥（名）年：。搾汁の単位。また，年：齢。

　また，歳月。～nu　tuzimiitu．長年つれそ

　つた夫嬬。

tusi⑪（名）砥石。

tu§i？a］la⑥（名）その隼の方位の悪い所。

　その方向に対して物事をするのは不吉とさ

　れている。陰陽道でいう金神は方向を変え

　て行けばよいが，tusi？anaはどこから

　行っても悪い。

tusibee⑪（名）年のほど。隼のころ。年配。

　～nee’uuziraN・年に似合わない。隼以上

　のことをする時にいう。

馳s量bii⑨（名）正月の，各入の生まれた年

　（十二支上の）と岡じN。また，その9を

　祝うこと。子の年の入は正月の子の日に，

　丑の準の入は正月の丑の1にそれぞれ祝

　う。元旦にそのLlが当たった人は，13撮に

　祝う。また，その隼が生まれた（十二町上

　の）隼と一一致する揚合には，？Nmaridusi

　（その項参照）といってそのtusibiiを盛

　大に祝う。

tuslgura⑨（名）年ごろ。結婚してよい隼ご

　ろ。

tnsikaQ”koo⑨（名）隼かっこう。無二のほ

　ど。年配。tusibeeともL・う。

tusinamuiN⑨（名）いい年をした者。年甲斐

　のない者。

tusinoo量⑪（名）方角の悪かった所力㍉年：が

　改まって薩ること。一nooiく簸005UN。　tu－

　si？anaの項参照。

tusinujm．li⑪（名）年の夜。大みそかの晩。

　～nu？uhurumee・隼の夜のごちそう。

tus蓋nukuu⑪（名）年の功。　kaamiikuuja－

　ka～．亀の撃より年1の功。

tusi　g．　ica　ew（名）卑下。

泌s圭鱒腿①（名）年上（の者）。総長（考）。

tu＄i2uei⑨（名）年内。その年の内。

tusi2wii⑪（名）年上。年長。

馳siwa鋤i⑨（名）隼忘れ。忘隼会。

撫si霊組⑨（名）（ド年切れ」に対応する）∈）

　年末の総決：算。O年：末になじみの：女郎にや

　る金。

雛sj面⑥（名）隼寄り。老入。

9usju量gw難⑨（名）年寄りの声。しわがれ声1。

甑S拉量joO蓋⑪（名）老衰。

tusjuim圭i⑬（名）老眼。

tusjuinUQkwaev（名）年寄りの子。無とつ

　てからできた子。

tusjui？uja（①（名）勾三とった親。

ti1sjuiwarabiew（名）童心に謡った隼害り。

tusjulwa’rabias（名）年寄りと子供。

鐵t蒸N①（副）むしろ。いっそ。いっそのこ

　と。～kunu　kawani’wamija号itira。

　［とても此のノifCl　わ身や捨てら（手水之

　縁）］いっそのことこの川にわが身を捨て

　よ5。

撫mo9秘1痴①（名）徒党組みの意。悪人な

　どの集団。二男強盗の類。

梅撫職a；juN⑨　（自＝3N，＝raN，＝ti）整う。

　全部そろう。調子が合う。準備などができ

　あがる。

塊撫ruロ⑨（名）∈）わからずや。道理のわか

　らぬ者。◎のろま。

一tutuO）’ulni（接躍）長く続く隈り。ある限り。

　？ieimitutuumi．生きている限り。　m圭ei・・

　tutuumi・道のある限り。

tuu⑪（名）籐。植物名。籐継工に用いるQ

tuu①（名）十。とお。また，10歳。～nu

　？iibi’iNnagee　neeN．十干の指は岡じ長

　さではない。十人十色。

tuu①（名）沖。遠い海上。tunakaともいう。

鋤u？asa①（名）遠浅。

tttui⑥（名）（…する，…の）とおり。，jaru

　～．そのとおり。ありのまま。

tlEuirnici⑨（名）通り遵。通路。

tuujajumi①（名）織機の籏（おさ）の種類

　の名。十八よみ。経糸1440本を通すもの。

　httduciの項参照。

533



tuuja　nukaN

tuuja①nukaN⑰（句）当たらずといえど

　も遠からず。かねての見込みに選くははず

　れない。まとはずれではない。温くは退か

　ないの意。

tuu＝juN⑱（富漏ra篤；ti）㊦通る。通行

　する，通過する，貫通する，通用する，浸

　透するなどの意。㊤行き渡る。もれ．なく分

　翻できる。？usakiinaa　tuujumi．そんな

　にたくさんずつ行き渡るか。

拠1■＝juN①（他＝raN，　at1）問う。恥く。尋

　ねる。

tuukaa①neeN⑨（句）何の隔意もない。

　さっぼりしている。よい意味に用いる。～

　muniikata．　うちとけた話し方。

tuuki＝jllN⑨（自：raN，”ti）すげる。すっ

　きりと通る。また，心がすっきりする。あ

　まり使わない語。eimunu　tuukiraN。心

　がすっきりしない。不脹である。tuuki－

　raN　munu？iil｛ata．不：朕の心のある言い

　方。？usiyu～．やせこげる。（死ぬ前など

　に）やせて首すじが細くなる。

tuukukunujumi①（名）織機の籏（おさ）

　の種類の名。十九よみ。経糸1520本を通

　すもの。hu餓ciの項参照。

tuumagaraa）（名）遠い親戚。選一。

tuumicl①（名）遠路。遠い道のり。

tuumigui①（名）還回り。迂園。

tuumlkagaN①（名）遠めがね。望遠鏡。

臓“㎜usギru⑪（名）籐むしろ。籐で編んだ

　むしろ。冷たい感じで夏向き。

．luunanajumi①（名）織機の籏（おさ）の

　種類の名。十七よみ。経糸1360本を通す

　もの。h瓢uciの項参照。

tuunu＝CUN①（自漏kaN，＝ei）遠のく。遠

　ざかる。また，錬遠となる。

搬襲m⑨（名）燈纐。あんどん。普通は太や

　竹で作り，紙を張ったものをい5。石のも

　のは？isiduuru，仏壇用は？utuuru，盆

　i祭りの回り燈籠はmiguiduuruという。

SuurUU⑨（名）el通り抜け。通り抜けの道

　など。◎つつ鍍け。情報などのつつ抜け。

tull§aNCO（形）遠い。　tuusaru？weekaja－

　ka　eicasaru　Qeu？anamUN・還くの親戚

　より近燐の健人。

euusinumii⑨（名）便所の穴。糞を落とす

　穴で，下に豚が飼ってある。禅宗でかわや

　を葉翔（とうす）というカ㍉tuusiはそれと

　関係ある語か。颯iiは穴。

Suu・・sjuN⑥（他＝saN，＝ci）e通す。通行

　させる，貫通させる，貫徹させる，続行す

　る，侵透するなどの意。◎告げ口をする。

tUt・zi⑨（名）［通事］通事。通訳（をする

　入）。～S趣N・通訳する。

tuuzi＠（名）冬至。二十照節の一つ。冬至

　の祭り（tUNzi圭）を行なう。

撫UZ韮N⑨　（名）燈心。燈心には綿糸も使っ

　たが，多くは燈心草（繭）を用いた。

tuuzlNii⑨（名）燈心草Q　biigU鍍（備後藺）

　の男響名。？oo．tuuziNともいう。

tuza①（名）もり。やす。魚を刺しで捕える

　具。研矢の意か。またのないもの・あるも

　の，みつまたのものなどがある。miija

　～najUN．目がtuzaのように鋭くなる。

tuglai①（感）〔文〕興行のはじめに述べる

　「東酉」に当たる語。～～tUNzitax’U　mu・・

　nuja…〔東西東西とんちたるものや…］東

　西東西，まかり出た者は…。

tuziCO（名）妻。刀薗に戴応ずる。～tu一一

　meejUN．妻をめとる。tumeejUNは捜
　す，拾5などの意。

tuzi①（名）〔文｝伽。相手となって慰める

　こと。また，その者。

luzlbiici④（名）妻びいき。わが妻のひいき

　をすること。

tuzimjuN◎（イ胞　＝raN，　；ti）遂げる。目的を

　達する。？umui～．思いを遂げる。

ti｝zikata①（名）妻の里のかた。里方。姻

　戚。

拠多iki⑨（名）θ潮田。また，言い付け。命

　令。◎ことづけ。伝言。
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tUzlMN

tixziki＝juN⑪（弛＝raN，”ti）∈）訓戒する。

　書いつける。命令する。7、a・sinu　t賜ikレ

　taru　kutuja　’wasirituti　nu3’udi　tira

　？UdjU　susoni？iriru．［座主のとつげた

　る　事や忘れとて　のよで毒内を　鹿稻に

　入れる（執心鐘入）］職尚の書いつけたこ

　とを忘れてしまって，なぜ寺の内に軽々

　しく（女を）入れるか。◎ことづける。伝

　言する。

tロzima篇juN⑨（慮置raN，”t圭）（言舌力｛）まと

　まる。（婚約。契約が）成立する。（仕事

　が）完成する。成就する。また，無事につ

　とめ終わる．。？iil〈wiinu～．縁談がまと

　まる。

tuzimiitu⑨（名）夫婦。　miituは「めをとj

　すなわち，やはり夫婦の意。tusinu～・

　長年つれそった夫婦。girinaSaja　’utunu

　muril｛awaga　kutudu　gurukuniN　？iru一

　？irunu　husijawasi　giziei，　・v　eutuku－

　ru賊kuras圭gata　naraN・［面難や夫の

　森川が寮ど　五六隼色色の　不仕合つづき

　妻めいと一一・FXに’馨し方ならぬ　（花兜之

　縁）］つれないことに，夫の森川は五，六年

　色色の不仕合わせが続き，夫婦がいっしょ

　に暮らすことができない。

tuzimi＝juN⑪（雌＝raN，・ti）（仕事を）な

　しとげる。仕上げる。また，（話を）まと

　め上げる。成立1させる。

tuzinukookoO⑪（名）妻の尻に敷かれる之

　と。また，恐妻家。妻への孝行の意で，妻

　に従順な着を潮笑していう語。

tuziQkwaco（名）妻子。

徽竃zuN⑫（他＝gaN，＝zi）（刃物を）とく’。
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？騒

？U一（接頭）［御］お。御。敬語の接頭辞。

　？usiru　　（おつゆ），　　～～モユ9慧ユ學i玉くu　　（御城。首里

　城のこと），？ujumimiseeN（お読みにな

　る）など。

？ubi⑨　（名）覚え。詑憶。　～nu　？aN．

　覚えがある。

？ubi◎（名）（おけ。たるなどの）たが。な

　お，帯は？uubiという。

2ublgikanasaN⑨（形）はっきり覚えてい

　ない。よく思い出せない。？aree？lg拠u

　kutuga’jatara？ubigikallasasaa．あれ

　はいつの事だったかはっきり覚えてないね

　え。

？ubidaki⑰（名）桶などのたが（？ubi）に

　薦いる竹。

？uh皇dee⑨（名）覚える力。詑｛意力。一dee

　〈tee（力）。

2ubii⑪（名）神仏に供えるための水。お供

　えのお水。

2ub最琶ac藍⑥（名）覚え書き。　メモQ

？ubiinaδii⑪（名）［水撫］擬磨3月と8月

　に，水の霊地（門先の使った水のあるとこ

　ろ）を拝みに行く女の行事。一門の女子供

　が着飾って水辺で一ffを遊び暮らすならわ

　しであった。

？ubi＝jllN⑨（他矧aN，讃）覚える。詑濾す

　る。暗説する。意識に上せる。tuiN？鋤i－

　raraN・思案のほかである。どうしてよい

　かわからない。

？ub韮？Nza＝sjlx、N⑨　 （イ也　＝sa」N，　＝ci）　　，疑玉v、出

　す。

？ubirazi⑥（副）？ubiziniと岡じ。

？ttbiraz量gntu⑨（名）不意のでき事。思い

　がけない事。

？ubizini⑨（副）思わず。～tUNzitaN．思

　わず飛び出した。

2ubimgida■N⑨（名）お仏壇。祖先の位牌を

　安置する壇。：：ヒ族の家では，普通，幡1周

　のものが作り付けられていて，三段の供物

　台がある。仏像はない。

2ubug；zi①（名）？uhu？u9．juukoo（その項

　参照）と岡じ。

2nbuku⑨（名）神仏に供える飯。御仏供

　（おぶく）。小さな茶わんに円錐形に盛っ

　て供える。～？usjagijUN．おぶくを供え

　る◎

2uhukuian（名）御機嫌ようしいこと。あい

　さつに使う語。なお，那覇では結納のとり

　かわしのdとをもいうようである。＜hu－

　ku画N。～migleebiitii．お元気でいらっ

　しゃいましたか。丁寧なあいさつのことば。

？ubuklligazzasii⑨（名）御機嫌ようしいこ

　と。貴族に対するあいさつの敬語。？ubu－

　kUNzanasii，？ubukUNzaNsiiともいう。

　～？waami夢eebiimi．御機嫌ようしゅうい

　らっしゃいますか。

？ubttkUNzanasii⑥（名）？ubuku1ganasii

　と岡じ。

？ubukWh’zaNsii⑥　（名）　？ubukuiganasii

　と慢じ。

2ubupa⑰（名）御飯。　munu（飯・食：事）の

　丁攣語。

？“tSUNgizi⑪（名）御飯粒。　misiφzi（飯粒）

　の丁寧語。

2ixbzzNniziriitD（名）おむすび。お握り御

　飯。楕円形に握ったものが多い。

？vabuN？mCa”waN⑥（名）御飯茶わん。

？麟buruglc量①（名）おぼろ月。

2uhuruyicuu①（名）おぼろ月夜。

？zz¢a⑪（名）お茶。　caa（茶）の丁寧語。
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？uc妻9経懸量i

2“eaa＝sjuN⑪（他＝saN，　・ci）○打ち合わ

　せる。（着物の甫などを）合わせる。ciN

　～・着物の箭を合わせ’る。◎打ち合わせ

　る。協議する。㊤協力する。kul〈uru？U－

　caaei　hataraCUN．心を合わせて鋤く。

？腿ca琶aa⑨（名）？ucageeと置｝じ。

？ueaga＝juN①（自＝1’aN，　＝ti）e浮き上が

　る◎◎摸様iなどが，鮮嬰になる。また，はな

　ぱなしくなる。派手になる。？a阜idi？uca－

　gajuru？ueaja？udUN．［遊で浮上ゆる

　御茶屋御殿］管弦の遊びをして一一一一一段とはな

　やかになる郷茶屋御殿。

fi～ucagamuio（名）〔文〕？uzagamuiと岡

　じ。

2ucagee⑪（名）顔を上向けていること。ま

　た，上を向いている者。あごを突き出して

　いる考。足もとに気を付けない者。？uea－

　gaa　と～もいう。

2ueagi＝juN⑨（弛＝raN，；ti）上へ向ける。

　上へ上げる。gira～．顔を上に向ける。あ

　おむく。

・2ucahukasee⑨（名）caawakagleeの丁寧

　語。ちょっとしたお祝いの会。ティーパー

　アイー。

？ucaisi「nai⑨（名）ぴったり合5こと。よ

　く調和すること。よく似合うこと。～

　S300N．よく合っている。

？ueaja「2uduN⑪（名）［御茶屋御殿］首里の

　騎由（sacijama）にある王の劉荘。

2ucatjUN⑭（臨；aN，”ti）㊦似合う。適合す

　る。調癩する。kunu　cinoo，waNniNkai

　？ucatoomi．この着物はわたしに似合って

　いるか。◎兼ね備わる。兼備する。？ucee・・

　1〈anee　sjUNともいう。

2xxeaku＠（名）お客。

？ueanuku⑲（名）祖神や火の神に供える小

　さな餅。

？ucataikazaa’tai⑨（副）互いによく適合す

　るさまeよく似合5さSk　o

？uc蹴oo⑨（名）霊蔚に供えるお茶。catoO

　の丁寧語。

2ucawalcasee（①（名）〔新？〕？ueahUl｛asee

　と岡じ。

2ucawaki①（名）お茶うけ。

？ucee三mise「eN⑨（自・不規則おいで遊ば

　す。いらっしゃられる。「居る」「行く」「来

　る」の貴族に対して用いる敬語。士族同志

、の普遡の敬語は？meN，＄eeNである。

2iiceekane「e⑨（名）合わせもつこと。兼

　ね備えること。兼備。kaagiN　ziNbunuN

　～sjQON．才色兼備である。

2”eeeme’e⑨（副）不作法なさま。女が男

　の賄でふざけて遠慮なくふるまったり，

　しゃべったりするさまなどをいう。

2ueee・Nse’eN⑥（自・不規貝彗）？ucee三lni￥eeN

　と嗣じ。

2uci①（名）（∋内。内側。中。～簑u　sawa圭．

　見えない体の内部の病気。◎家の内。屋内。

　～Nkai？iree。家の中にはいれ。

？uei？ak｛＝SがN⑨（飽u・1・aN，　：ti）打ち明け

　る。隠さずに語る。

？uci？axni”““（名）屋内に雨力ζ降り込むこと。

　～sjUN．雨が降り込む。

？uc蜘a①（名）e内輪。控え冒。～ni　sjUN。

　ひかえ羅にする。～ni？玉ciN，　zuumaN－

　gwanoo　mUQeOON．内輪に見ても10］f貫

　の金：は持っている。◎内金。手つけ金：。払

　うべき金額の～部。k鴫sa　gUZUQkwaN

　～？iQtooka．これだけ50貫内金を入れて

　おこ5。

？ueihana⑨（名）打ち綿。2ucjwata　とも

　い5。

？ucici⑨（名）打ち勢。打撲i鰯。

？lmgici⑪（名）〔文〕月。お月様。

2ue皇CUU⑨（名）お月様。子供などが多く使

　う語。？ucieuumeeともいう。

2uc童。賦u搬ee⑨（名）お月様。月の小児謡。

2ueiduma量⑨（名）門地泊。（〈地＞＞参照。

？ueigumii⑥（名）事業などの紐含を作るこ

　とb～sjUN・組合を作る◎
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？ueigusa

？ucigusa①（名）浮き草。水草。

2ucigutu①（名）e家事。◎内輪の事。

2ixeihuka①（名）㊦内外。内と外。㊥i豪の

　内外。㊧近親と他人。

？ucihurlaju「N①（自”x’aN，”ti）すっかり

　惚れる。惚れこ二む。

2uciijaQcii⑨（名）とつおいつ。逡巡するこ

　と。ど5しょ5かと迷うこと。？iltiWadu
　’jageiga，　？airtinu　hujukut・u　・v　’jaQsaa．

　行かなければならないが，雨が降るのでど

　うしょうかと迷っているのさ。

？ucijaN（9（名）体の内部の痛み。

？iiciju⑰（名）〔文〕浮き一置。

？ugi＝juN⑪（自：1’aiXT，＝ti）㊦写る。映る。

　（磁心が）　うつる。◎うつる。（色・柄な

　どが）　よく合う。似合う。㊤移る。転宅す

　る。⑲あく。中のものがあく。部面などが

　あく。？ugiidUN　saa　kara母ee。もしあい

　たら貸してくれ。？ugiraa，waNni　kwiri

　’300．あいたら（その容器を）わたしにく

　れよ。㊧（病気が）うつる。伝染する。

2ueikabi＠（名）春秋の彼岸祭り（kabi？aN－

　zii，’Ncabi）に，神仏に供えて燃やす，銭

　型を打った紙。茶魚の紙で？aNzikablと

　もい5。

2ucikanagusiku⑨（名）内金城。（（地〉）参

　照。

2ucikawa・jUN⑲（i警＝raN，”ti）5って変

　わる。一一・eqする。（姿などが）変わりはて

　る。

？ugikee⑨（名）お使い。使者。「お使いに

　行く」はg撫aa（雑i？iCUN．（使われて行

　く）とvう。

2ugikeesarijaa⑨（名）／」・綴使い。走り使

　いをする考。

？uciki＝j皿N⑨（弛＝raN，”ti）眠く。定置す

　る。位置をきめてきちんと置いておく揚合

　にいう。sjukURU？wXnalgai　sju加uφ

　～・観の上に書物を（きちんと）置く。

？uclku・i｝uN⑲（自＝maN，＝di）（雨が屋内

　へ）降り込む。？uei？ami　sjUN．ともい弓。

？uclkurisjaO（名）〔文〕苦悩。憂苦。う

　れい苦しむこと。？aa，’warabi？atina－

　sinu　？asaj’u　munu　？umuti　・一v　sjugiN

　taga　sieaTu　1｛utuga．　kahuN　neN　？uja－

　ni　nasagtar陵？iNgwa・〔ああ　わらべ

　あてなしの　朝夕物思て　憂きくれしゃし

　ゆすも　誰がしちやることが　果報も無い

　ぬ親に　塵つたる因果（花売之縁）］ああ，

　無邪気な子供が，朝晩物を思い5れい苦し

　むのも誰がしたことか。不運な親に生み落

　とされたためだ。

？双。磁ut鍵sjガ駕⑰（fi　＝saN，　＝ei）病気で

　長く床につく。病臥する。

？ucima⑨①（名）内闘。＜＜地））参照。

？uch穐＆謡mガai⑰（副）闇をおいて。　とき

　どき。～miiga？iCUN．ときどき見に行

　く。caa？ieumi．’NNNN～du’jaru．

　いつも行くか。いやときどきだ。

？ucimamaaruu⑪（名）まどい（団居）。車

　座。～s3聡K，車座になる。

？uc量斑am蓋；zガ翼⑪（弛＝gaN，寓zi）間違え

　てしま5。うっかり間違う。

？uci㎜aN＝zu’Nen（催＝daN，”ti）見守る。

　cuiNgwa？ucimaNtooti　kurasjuN．ひ
　とり：子を見守って暮らす。

？uci㎜umlk①（名）内もも。～mudirari－

　jUN．内ももをつねられる。女の子が折鑑

　される時にさ；れる。

2ucimUN①（名）わき立つこと。騒ぎ。「浮

　きもの」の意か。，eisaanu　cika7．iciidUN

　￥ee，　murazuunu　’wakamuNnueaa　．v

　najUN・エイサーの祭りが近づけば，村中

　の若者たちがわき立って来る。

？ucina①（名）〔文3浮き名。

2ucinaa⑨（名）沖縄。本来は，沖縄本農を

　さす。

2ucinaaganasii⑨（名）国王様。宮古・入

　重出などの人が王（sJulganasu）のこと

　を敬っていう語。
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？uc騒kw董蓋zic蓋N

2“ei”aagucias（名）沖縄語。

？ucinaagujumi⑨（名）旧暦。大陰暦。’ja－

　matugujumi（薪暦）に対する。

？ueinaa2三sja⑪（名）漢方謄。’jamatu？i－

　sja（蘭方医）に対する。

？ucinaajUU⑬（名）廃藩前の時代。琉球王

　統治下の時代。明治1a年以需。，jamatu一・

　jUUに対する。

2ucinaganii⑪（名）牛。豚の背にある上等

　な肉。背肉。ロース。

2ucina＝juN⑨（自；raN，＝ti）すっかり終

　わる。済む。終わってしまう。

？ueina＝sjttNen（他＝saN，＝ci）すっかり終

　える。済ます’。終えてしま5。

？ucineegeaQkwii①（名）重し・暖。苦しそう

　な曝。一・zaQl〈wii〈saQkwii（咳）。

2uciNew（名）櫨物名。うこん（欝金）。中国

　から渡来し，観賞用に庭に栽培する。黄色

　の染料となり，また痔疾の蘂になる。

2uciN⑪（名）宇堅。（（地））参照。

2uciNbju■U2uduN⑨＊（名）？usiNbjUU？U－

　dUNと同じ。

？uclN＝euN⑨（fi　＝kaN，　＝ei）（爾が家の中

　番こ）　　 降　り　込む。　　　？ucikunUN，　　？uci？ami

　sjUNともいう。

2ueiri⑨（名）おき。薪が燃えて炭火のよう

　になったもの。たきおとし。

？ugivi⑰（名）㊦あくこと。容器・部屋など

　があくこと。㊥お返し。おうつり。もらい

　物をした時に，返す容器の中に入れる形式

　的なお返し。多くはちょっとした食べ物を

　入れる。

？ueiribiiew（名）おき火。赤く熱した炭火。

2ugirikeeien（名）θ中味をあけて容器を返

　すこと。◎お返し。おうつり。進物の容器

　を返す時，中に入れるもの。単に？ugiri

　ともいう。～？i癒ee．お返しを入れろ。

2ugirikee叢⑪（名）（家の倥人などが）移り

　変わること。

？llcii’itui⑪（名）たばこ盆に入れてある小

　さい火鉢。首里の上贔な語。火入れ。kwii－

　tuiともL・う。

2ueisoodaN①（名）内内の相談。

？ueita＝cuN①（自＝taN，＝Qci）浮きたつ。

　目立つ。際立つ。色などが鮮明に浮き上

　がる。

2ueiti⑪（名）おきて。法律。

2UC韮？uelitu⑨④（副）e軽く。一杯でなく，

　8分目くらいに。～？iri3UN．軽く入れ

　る。⑳軽く。軽んじて。？jaaja～，NNda－

　Q．toosa。お葡は軽く見られているよ。

？uei？uku＝sju■N⑰（倦＝saN，＝ci）耕す。

　田畑の土を，打ち起こす。

？uci？umi⑪（名）内海。

？uciwa⑪（名）団団（うちわ）。？oozi（うち

　わ，蔚）の形の丸いものをいう。？uciwひ

　？ooziともいう。

2uciwaa①（名）内輪。また，内輪の者。家

　族。返親。～nu，u霧ami．内輪でする

　？ugwaN（祈願）。

2uciwa：～o「oz量⑪（名）？uciwaと周じ。

2ueiwata⑪（名）打ち綿。？ucibanaとも

　いう。

2ueizihwe”esien（名）数箇所で？ugwaN

　（祈願）をする揚合に用意するお供物のと

　りかえる分。いちいち瀦のお供物を作る

　のは大変なので，お供物は一式しか作ら

　ず，お供物の一部のみについてあらかじめ

　おはつ（？uhwagi）を必要なだけとってお

　き，？ugwaNをする先先でそれだけをと

　りかえる。そのとっておくおはつをいう。

　また，そ5しておはつをとりかえること。

　tv　sjUN．

？ueoohoO①　（名）不調法。そこつ。～na

　rnUN・不調法な者。

2ixgoori・juNco（自araN，”ti）（歯が）浮

　く。（歯の根。杭などが）ゆるむ。haanu

　～．歯が浮く。

2ueukwii⑪（名）ふろしき。

？ucukwiizieiN⑨（名）ふろしき包み。
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2ucuN

？U　：euN⑥（lde　＝taN，＝Qei）∈）打つ。たたく。

　なぐる。ぶつ。また，打ち鳴らす。teeku

　～・太鼓を打つ。㊤討つ。tici～．かたき

　を討つ。◎（その他慣用句的に）？ami～．

　網を打つ。c鋤a～．綱を組む。ひもを打

　つ。　saNsiei～．縫子を構える。bakuci

　～．ばくちを打つ。9UU～・碁を打つ。

　hataki～．嬢を耕す。

？U；CU潤①　（弛＝ltaN，；C三）e置く。◎（…

　して）おく。kaeee？ukaN．書、・ておかな

　い。この形の梅“定は1〈acoeettN（轡いてお

　く。書：L・とく）。？UCOOCUN．麗いておく。

　置いとく。

2u＝cuN①（Kts　＝kaN，　＝ei）措く。やめる。

　cii～．乳を飲むのをやめる。　ci1？uka－

　sjUN．乳を飲むのをやめさせ’る。

：～猛；C騒腰①（富；kaN，二C宝）浮く。　浮かぶ。

？u腿滋⑪（名）e写し。コピイ。◎模造品。

？llxgu＝§jliN⑥（櫨＝saN，＝ci）e写す。（映

　像を）映す。O写す。原物の通りに書き取

　る。模写する。また，模造する。㊧移す。

　肝所を変える。＠（病気を）　うつす。伝染

　させる。㊧あける。　（容器を）あけてから

　にする。？圭1’iMUN？uquci　tura￥ee・入れ

　ものをあけてやれ。

2ucutukuru⑪（名）おひとかた。御一人
　様。cuiの敬i語。

2ucuu⑨（名）［片鱗］王の乗り物。十六人で

　かつぐかご。

？・・CUTI①（名）内情。～sagujUN．内情を

　さぐる。

？ucu曲量⑨（名）味見。憲味。お調味の意。

？uettuhimab（名）［二輪夫コ？ucuu（王の乗

　り物）をかつぐ考。

？udaa＝sjuN①（他＝saN，＝ci）大声で叱る。

　どなりつげる。どやす。

2udaki　an（名）その高さ。そんなに高く。

　～？agatOON・そんなに高くま二がってい

　る。

？udlan（名）腕。上腿と下鱒の全体，または

　下腿をさす。上縛（二の腕）はkeenaとい

　う。～k3kijUN．腕ずもうをする。

？ud垂？嬉蓋滋嶽’？嬉i⑨（名）大いに腕まくり

　をすること。大いに鋤く時，あるいはけん

　かをする時などに袖をまくり上げること。

？狐dE棄嫌ak猛m⑪　（名）こ文〕？udima（≧kwa

　の文語。

？udimaQkwa⑨（名）腕枕。他人の髄を枕

　に寝ること，また腕を就に貸すことをいう。

　惣分の手を貌にすることはtiimaQkwaと

　vう。

？Ndimuavsi⑪（名）二の腕にできるカこ

　ぶ。

宝urkhikapta⑨（名）腕の力。髄力。

？udnki＝SuN⑪（tts　＝xaN，　：ti）罪する。商売

　で失敗する。古語「おどく」と関係ある語

　か。

？眠磁N⑪（名）［御殿］御殿。按司地頭（？＆一

　zizituu）が首塁にかまえた邸宅の敬称。も

　と地方に証拠していた按司（？azi）が中央

　集権鰯以後，首里に集められ，住まった邸

　宅。また，その家柄。王の三子，王子の家を

　もいう。tUNci［殿内］の上位。？udUNの

　家柄は，間切（maziri）を領したために，闘

　切の名と岡じ姓が多い。すなわち，明治の

　廃藩のころは次の通りであった。kUNzaN

　［麟頭コ，’uzimi〔大宜味コ，　kusi［久志］，

　h我n圭zi［羽地コ，　naciziN［今帰仁i，　mu－

　tubu［本部］，　nagu［名護］，　？ii［｛罫江II，

　ciN［金武3，？urasll〔浦添コ，　zin◎ON

　［亘野湾］，’N7satu〔美里コ，，jUNtaN多a［読

　谷山］，gwiikuこ護得久i，’junaggsiku

　［与那城］，　gusicaa　こ具志川］，　？uruku

　［小1豫］，tim19U寧iku〔豊見城］，、gusicaN

　［具志頭あta凱agu麟ku〔玉城コ，　mabui

　E摩文仁〕，takaNmi　E高嶺〕，搬akεしbi［真

　壁］，㈱N［喜屋武］stamagaa［玉川コ

　（兼城闘切），？uhumura［大村］（北谷聞

　切），magijama［松出〕（領地なし），　na－

　kagu寧iku［中城コQ
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2ugα＄圭k騒

　以上の5ち，中城御殿は王の世子の邸宅，

　買野湾。日出両御殿は王子の邸宅である。

　また，王の洌荘も？udUNといい，　ha－

　manu？uduN［浜御殿］，　sieinanu？udUN

　［識名御殿〕，？ucaja？uduNこ御茶置御殿］

　がある。また，王妃にも？udUNの名が
　つく。

？鷲（luNgaa⑨（名）大鈍川。（（　mp　））参照。

2uduriitueuN⑪（自＝kaN，＝ci）驚く。びっ

　くりする。？u諏ruka3jUN．驚かす。びっ

　くりさせる。

？aga①（名）〔文〕おのれ。きさま。相手を

　見くだして，または罵倒していう語。
　・s・ga　？akujukuja　？az；．suini　？inaeL

　こおがが悪日や　野司そひに雷ひなち（忠

　臣：身替）コおのれの悪欲は鞍司様のせいに

　して。

？撫琶aci袖sa③（名）その近さ。そんなに近

　く。

？ugaN⑰（名）神を祭ってある所。太や石の

　囲いがあり，賄に広場がある。？utaki［御

　岱コよりも小さく，一部落にいくつもあっ

　て，拝む人の範幽も限られている。

2ugaNnumoo⑰（名）？ugaNの前の発揚。

　mooは野原の意。

2ugaNzガ継⑨（名）gaNzuu（騰馬，壮健）

　の敬語。～，jam玲eeibiitii．御壮健でいら

　っしゃいましたか。

2agatOO⑨（名）その選さQそんなに遠く。

2ugnei⑨（名）積極性。また，進んでする

　機知。～nu？aN．積極的である。機賂が

　ある。～nu　neeraN．消極的である。引っ

　込み愚案である。

？uguc圭mガci⑰（名）積極的な入。進んで

　する者。やり手。？aree～’jakutu　eaa

　Qeumee　nati？aQCUN．彼は積極的だか

　ら，いつでも人に先んじている。

2ugucizi’NbUN⑨（名）積極性と分溺。機

　略。

2ilguii⑪（名）御肖像画。王の責像画をい

　う。御御絵（おんこえ）の意。

2uguimi｝N①（名）おごりたかぶる者。傲

　慢者。

？騒彦u細⑨（名）うぐいす。huuhwiQcooま

　たはhuuh樋cooと鳴く。

2age＝juNca（自可aN，　＝ti）おごる。た

　かぶる。

？ugumaen（名）ごま。

？ugrtmahacagumi⑨（名）菓子の名。ごま

　おこし。ごまで作ったおこし（hacagu－

　Mi）o

？ug｛n簸魏】r鷺達2a「Nda⑥　（名）　ごま油。

？ugm・i＝juN＠（自＝raN，”ti）（病気が）再

　発する。ぶりかえす。初発は？ukurijuN

　という。

？ugusiktt①（名）〔御城コMの居城。首里城

　のこと◎9U阜ikuは城σ呼野のほぼ中央に

　あり，第二次大戦で焼失したが，その主

　な建物には次のようなものがあった。

　拠U麟a魂［もんだそへ・百浦添］（首里城正

　殿。王が政務をとり，儀式などを行なった

　所。俗にkarahwaahuとい5。muNda－
　si2とは樹の浦浦を統べる意），　kugani一

　？udUN〔こがねおどん・常の御殿］（王お

　よびう王の家族の居閻），，jubukui〔よぼこ

　り・琶誇コ，mUNnami［もんなみ・百次］，

　？uniikee？udUN，［二階御殿］（王の綴人的

　な座敷），gusjuiN［御書院］（王が政務の

　取り次ぎを受けた所），？ukugusjuiN［奥

　御書院］，hwee識u％dUN〔南殿］（薩摩の使

　節を接待した日本風の建物），nis無班？U－

　dUN［北殿3（中羅使節を接待した中国風

　の建物），gubaNzu［御番所〕，　clmihukui

　〔きみほこり・君誇］，cimihul〈ui？UZOO［き

　みほこりおちゃ5。奉神門］（正殿の正颪

　の大きい門），naga？uz◎o［広福門］（門

　の名），lgaguisi？UZOO［かごみせおちゃうコ

　（rUQkukumuN〔漏刻門コともいう。門の

　名。ここまでかごで乗り入れることができ

　た），hwiizaa？UZOO［ひぎやおちやう。瑞
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？ugwaN

　泉門〕（そばにruuhwi［寵桶］カミある。その

項参照），？amee？UZOO［あまゑおちゃう・

　歓会門コ（首里城の正門），？w盤nロturi〔う

へあやぢやう・守礼門⊃（正門の西の大通

　りにある門で，守礼之邦の四字を書いた額

　がある），siXhUNturi〔しもあやぢやう。中

　山門］（？wnnuturiと岡じ大通り．にあった

　門。その大通りを？ajazoeという），　mir

　munu？Uzoo［みものおちゃうコ（門の名。

女しか通れなかった），’jusuhwicinu？U－

　ZOO〔よそへちのおち」O　5・右披門］e　hu－

　kui？uzoo［ほこりおちゃ5・久慶門］，　ka－

　warumi？UZOoこかわるめのおちゃう］・

　？unaka？UZOO［轡型門］（女僧の通．う藤に

　ある門であるが，男も通れた），？akata？u－

　ZOOこあかたおちゃう・美．福門］（女のみ通

　る褻門），giigizi？uzo◎［そへっぎおちゃ

　う・継世用〕（一番外側の嚢門。最も古く，

　昔の正門であったと鼠えられている），s圭一

　ru：くani？uzoo〔しろかねおちゃう・白銀門］

　（王のi転に際してのみ開く石の門），撚k＆一

　？a多ana［たかあざな］（城の東側の石垣

　の上にある鐘楼。籏を立てて時を知らせ

　た），simasii？a多anaこしまそへあざな］

　岡じく，西の石垣上にある鐘楼），kamee

　［かまい］，？UC圭NbjUU？udUN［御寝潮御

　殿］（王の死んだ時に，死体をしばらく安贋

　しておいた所。？US揺b5UU？ud資N　ともい

　5），？UNgwa　1御蔵］（ziNgura［銭蔵〕f

　kanigura〔金蔵］．などの禽），？unaa（正

　殿前の広庭）など。

？ugwaN⑨（名）［お願コ祈願。願。凹凹。神

　仏に願をかけること。吉臼を選び，酒や．洗

　い清めた米を供えて，一家の女主人が行な

　う。願いごとの目的によって祈藩の文句が

　異なるが，そのおおよそは徴たりよったり

　である。次に，～例として，jasicinu？U一一

　gwaN（屋敷と家族の無事息災を祈る皆瀬）

　の文旬をあげる。？uutootu，　cuaRti’j　uka－

　z’uhwii　cuunu　masaruhwii，　？ujasicinu
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guru？ugwaN　？uNnjukijabiiN．　zuuni－

huNnu　？umugiri　njuul〈oogeizl，　’Npana

？ugaki　？usjagljabiti，　turadiisjoowiki－

ga　？umu￥ibi　tagid？isjoowinagukaranu

？unigee＄izi　？uNnjukirawa，　？uNnu－

kaizurasa　misjooei　？utabimisjoori．

？ujasieinu　？ukami，．　’jusimi　’jhsimi

？unakazi．N　njuusizi，　？uzoo？umamui，

huduu？usizimee，　？uigieizuraku　？uta－

blmlsjooci，　’janakaziN　sitanakaziN，

SIZI　na1いaN　munUN，　n竃1C1　訟araN　擶U■

nuN，　gi－rgrihuka，　？usinul〈imisjooei，

’jahwiru．e．’uN　tuhwiru？uci　nuukutu－

sabiN　neeraN　gutu，　？ukakuizurasa

？tttabimis．iooei，　turadiisjoonu　？u3’asiei

？umamuizuraku　misjooei　？utabimi－

sjoori．　’utuku？ujanu　guuN　kami？agi－

teojabi・iN．　？uj’asieiguNnal｛ai　？usuda－

eiguN　tuti　’u．iabiisi　’utul〈u　’uNna，

？umamuizuraku　？utabimisjeo’ei，　ku－

tusi　’jukaru：’usi　cutu　？ieiniixT，　nuu－

kutusabiN　neejabiraN　gutu，寧簸肇εしkee

？uhwirugi　simiiraei　？utabiiinisjooei，

siNdee　maNdee　？uhwikari　？utaeimi－

sjooci　？utabimisjooei，　gu？isjubusukoo

？unagami？utuNsjooci　？utab1misjooei，

？umuNziti　guniNzihudu　ta“．iti　’ujabii－

ku宅u・？uuto◎tu・あなとうと，きょう

のよいBに，お屋敷のお顯いごとを申し

あげます。十二本：を一束にした細いお線香

と，　洗Lサ青めたお米と，　お酒とをお供え

いたし．まして，寅：年の男とそのつれあい

の辰無の女とのお願いの筋を申しあげま

すので，お聞き入れになって下さいま

せ。お屋敷の神様，霞隅入隅，中央の神

様，御門の孕り神様，便所の神様，やすら

かにおわしまし下さいまして，悪い風も，

げがれた風も，筋ならぬものも，道ならぬ

ものも，千里の外にお押しのけになって下

さいまして，入学，十尋の家に何の異変も



2uhuceedee

　ないように守護なすって下さいまして，寅

　年の者の屋敷をお守りになって下さいま

　せ・。天の御恩（2月には「舅親」といい8

　月には「女親」という。男親は天，女親は

　地を意味する）をありがたくおし戴いてお

　ります。お蟹敷に住まわせていただいてお

　ります男女をお守り下さいまして，ことし

　よい隼，一二の閻，何の異変もありません

　ように，束栄え，子孫繁盛させて下さいま

　して，千代万代，お光りをお立てになって

　下さいまして，二葉の不足はお見のがしに

　なって下さいますよう，尊んで御儒仰申し

　上げておりますから。あなとうと。

？ugwaNbi”i⑨（名）？ugwaN（祈願）　をす

　るN。その祈願の姓質・種類に応じて，陰

　陽道による吉日が選ばれる。

？ugwaNhutixci⑨（名）結願。また，結願の

　お礼参り。神仏に？ugwaN（祈願）をし

　たあとのお礼参り。一年中の？ugwaNbu－

　tueiは年宋に行な5。

2ugwaNdo’ogu⑩（名）？ugwaN（新願）を

　する時使う道具。酒を入れる瓶，洗った米

　と洗わない米を別々に入れる器，線香を入

　れる器，杯，それをのせる盆，それらすべ

　てを納める箱の一一式をい5。寺院。i鍵地を

　圏って祈願をする時，持ち運ぶ。清浄であ

　るべきものとされ，他の用にはいっさい用

　いない。

2ugwaNgU”tu⑪（名）？ugwaN（祈麟）を

　すべき事がら。病人・不幸などが続く時，

　何か？ugwaNgutuがあるのではないか
　と迷弓。

2uhooku①（名）多く。たくさん。～？aN．

　たくさんある。～nu　QCU。たくさんの人。

？uhu一（接頭）大。大きい意を表わす。

　？uhUQeu　（おとな），？u難ujaa（塞家），

　？uhumuci（大きい餅）など。

？uhu？agarizima⑪（名）大東島。むかし付

　近の海を通った舟が鶏の声を聞き，近くに

　嘉のあることが知られたが，島そのものは

　発見できなかったと言い伝えられている。

　爽際には北大東島，南大東鹿，沖大東島が

　ある。

？uhu？ahwii⑨（名）一一・番上の兄。長兄。平

　民についていう語。

？uhu？aja⑩（名）大柄。着物の模様につい

　てい5。

2uku？ajaa③（名）父母の一番kの姉。士族

　についていう。一番上の伯母。

？uh“2ajaa弊ee⑰（名）大奥様。士族の？U－

　hu？ajaaについて平民などがいう敬称。

　？ajaameegwaa（若奥様）に対する。

？uhu？ajazlN⑨（名）大きな柄の着物。

？uhu？an・i③（名）大雨。

？uhu？aN㎜aa＠（名）父母の一番上の姉。

　平民についていう。一番上の伯母。

？曲油aa⑨＊（名）父母のすぐ下の叔母。大

　きい叔母さんの意。

？uhttbisjaa⑰（名）象皮病（の二二）。大魚

　の者の意。

2uhubuni⑥（名）大船。大きな船。

？uhubu＄；⑪（名）大節の意。　hwa？uta（端

　歌）に薄して，御前風節（guziNhUU），

　特牛節（kutibusi）など，何々節と呼ばれ

　る：本格の歌をいう。

？uhugibUraaan（名）頭でっかち。大頭の

　i者。？uhugiburuの卑称。

2uhugiburuO（名）頭でっかち。大頭の
　者。　？uhugiburaa　ともし・う。

？uhugiburu？a「mi＠（名）大粒の雨。

2uhueiku⑥（名）〔古〕　［大詰3廃藩溺の

　警察官の役名。’wacicikU［脇筑］，　ciku－

　sazi〔筑佐事］の上。

2uhucikwi”ieio＊（名）（病人が）退屈がるこ

　と。～S300N．（病人が）退屈がっている。

2uhucinee⑨（名）富んだ家。また，大回

　帯。大家族。？uhuzineeともいう。

2uhugizaa⑪（名）大豆。大粒のものの意。

　toohumaamiともいう。

2uhucoodee⑰（名）兄弟が多いこと。たく
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？uhiieuN

　さんの兄弟姉妹。

？uhueuN⑨（名）大中。《糊参照。

？uhudUNc量⑨（名）㊦お宅。お麗敷。他人

　の家に対する敬称。大きなお屋敷の意。

　◎士族の本家。宗家。平畏のそれは？uh魏一

　jaaという。

2uhudBA’mooi⑪（名）びっくり二天。飛び

　上がって驚くこと。

2uhuδusjui⑪（名）非常な年寄り。大隼審

　り。

？uhugaci’ge（名）大の食いしんeg’　e｝。

2uhugacimaつjaa⑥（名）大変な泥棒猫。ま

　た，そのように盗み食いする者。

？uhuganiku⑨（名）大兼久。（〈　ts　〉）参照。

？uhugee◎（名）豚などの胃。食：晶として

　の名。　　　　　　　一

？uhugi⑩（名）大太。また，喬太。　teebu一・

　kuともいう。　gumagii（瀧太）に鮒す

　る。

？滋搬gucaa⑰（名）大きなmをした者。

？uhiiguei⑪（名）大口。大きなロ。～hu－

　raCUN．大口をあける。

2uhugui◎（名）［大庫裡］財巌を保管する

　二部麗。大きなkuui。とくに，？udUN

　〔御殿玉tUNci［殿内］などの家での財産

　を保管する部鰹。そこで財産の管理人（su－

　ucici）、や会講係（zidee）が事務をとる。

？uh腿9淵瓶u◎⑦（名）大城。（（地））参照。

2uhugusikugwe「ena⑥（名）［大城ごゑに

　や］kweena（旅歌）の一つ。？uhugUili－

　kugireena［大城ぎらいをゑなコという文

　句に始まる長い古歌。

？uhugusjuuzi⑨（名）大きなお祝い。盛大

　な二二。ことに，還磨およびそれ以上の高

　齢の祝いをいう。

2蘇h猛gwH⑪（名）大声。

？ukuhaamee⑨（名）曾祖母。ひいおばあ

　さん。また，祖父母の姉，祖父母の兄の妻

　をもいう。＊平民についていう語。

？uhuhaba⑨（名）一編。普通の布の二倍の

　輻の布。

？nhuhwinazi⑪（名）大辺名地。（（　tw　））参照。

？曲u？筋i⑪（名）おや指。

？磁搬2iic蓋⑪（名）ため息。嘆息。

？uhu？iju⑥（名）大きな魚。大魚。　nizi・・

　deenu　？asigadu　？uhu？ijoo　tujuru．し

　んぼう強い者が大魚を取る（諺）。

2uhuja⑨（名）〔三親コ？udUN［御殿コの

　家の二丁を管理する人。家令。

？uhujaa⑨（名）本家。平民のそれをい5

　語。

2uhujaaniNgu⑨（名）大家族。大勢の家
　族。

？uhujakaa⑨（名）貴族の男の子のおもり

　役。補導役として雇：われた者をい5♂jaka－

　agwaa（遊び相手として雇われた者）に対

　する。専属の家薩教師。

？uhujaku⑨（名）［古〕こ大屋子〕位階の名。

　大役の意であろ5。さらに古くは？uhuja－

　kumulといったが，後にはpeeciNとい
　うようになった。peeciNの項参照。

？uhujakuu（①（名）〔古〕？uhujakuとi司

　じ。

2u｝・ujamatu⑨（名）二本。日本塞土全体。

　’jamatuが薩摩だげを意味することがあ

　るので，それと区別していう。

？llhuja㎜atuNcu⑰（名）日本人。日塞本土

　の入。’jamatUNcuが薩摩の人だけを意

　味することがあるので特に薩摩以外の鑓塞

　人をい5。

？uhujaQei圭＠（名）一一一一ts上の兄。二二。大

　きいにいさん。士族についていう語。

？uhujaQkwanaa⑨（名）？uhukuugaaと

　同じ。，jaQkwaNは，やかん，および，

　きんたま。

2uhujaQsaN⑨（形）おとなしい。やさしい。

　？uhujaQsaru　Qcu．やさしい入。おとな

　しい人。

2uhujasii⑪（名）e（赤ん坊などの）おとな

　しい者。Oお人よし。人の雷5なりになる
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　者。

2uhujukusimunu「？il⑪（名）大うそ。～

　sjUN．大うそをつく。

2uhujukuu⑨（名）大欲張り。強欲な考。

　goojukuuともいう。

2uhukaa⑨（名）大保川。国頭地方にある

　川の名。

2uhukubi⑪（名）大首の意。次の句でいう。

　～toOエi3U翼．大ぎょうに頭を下げて頼む。

　我を折って頼み入る。懇請する。

2uhukuugaa⑪（名）大ぎんたま。象皮病

　で畢丸の大きくなった者。？uh丙a眺wa－

　naaとも、・う。

？uhumaaru⑨（名）仕事を入にまかせて，

　楽に暮らせること。左：弓ちわ。

？uhumaeija⑪（名）大きな店。　macijaは

　家をかまえた店。

2uhumeejatuimee⑪（名）大きな飯の意。

　大盛りにした飯。’jatu一も大きなの意。

　mabuigum｝（魂をこめる式。その項参照）

　の時の文句にある。mabujaa　mabujaa，

　？UUti　kuu，joO，～kWira，jaa・魂よ，

　魂よ，追って来いよ，大きな飯をやるぞ。

？uhumici⑪（名）大通り。大道。

？uhumieimiQciz⑪（名）道行く人。行きず
　　の　りの人。赤の他入。

？uhumiNtamaa⑰（名）眼玉の大きな者。

kihumunu2iiew（名）大言壮語。ほらを吹

　くこと。

2uhZimunu2utusi⑪（名）大きな落とし物

　をすること。～sjooru　gut◎ON・大きな

　落とし物をしたようだ。大きな穴があいた

　よ5だ。親しい家族がひとり欠けた揚合な

　どにいう。

？uh翼m撚amu識⑨（副）大勢で笑いさざめ

　くさま。がやがや。わいわい。～sjoON．

　わいわいと笑いさざめいている。

2ukumuutu⑪（名）総本家。一一族一門の元

　祖の家柄。nakamuutu（分家の祖先）に

　対する。

？uhusan韮ka窒azik韮ru腹

2uhumuzl⑪（名）大麦。

2uhuni⑨（名）大根。　deeku癒とい　i｝のが

　普通。

？uhun｛baa⑪（名）大根の葉。

2uhuniici⑨（名）大きな寝息。

2uhunlN4U⑨（名）大人数。多入数。大
　勢。

2uhunusio（名）こ古〕［大主コ？azi〔按司］

　の家：来の中の頭役。

？uhunusudu⑥（名）大泥棒。

2uh臓？Nbus隻⑪（名）e大きな痛し。◎大き

　な負撞。～？uruci’ja碕aatu　nataN．大

　きな重荷を下ろしてほっとした。

？uhu？Nmari⑪（名）こせこせしないたち。

　ゆったりとした性質。鷹揚な姓質。

2uhu2Nmee⑨（名）曾祖母。ひいおばあさ

　ん。また，祖父母の姉，あるいは短父母の

　兄の妻＊。士族iについてい5語。

？uhu2Nmii＠（名）長姉。一番上の姉。大

　きいねえさん。士族についてい5語。

？ukuNcaki⑪＊（名）大範武。　K地》参照。

？uhuNkas量⑪（名）大昔。先史時代の意で用

　いる。nakamukasiに対する。　ka瓢igU－

　deeともV・う。

？llhuNmi⑨（名）大嶺。（（　nj　＞＞参照。

？uhUQeu③（名）おとな。～ng　kubaLお

　となの待遇。おとな並みの扱い。

？uhUQcubui＠（名）（子供が）おとなぶるこ

　と。

2uhUQcugwli③（名）おとなの声。

2uhura⑪（名）大浦。（（　aj　））参照。

2uhurume”e⑥（名）お祝いのごちそう。祝

　宴のおふるまい．　’jugig’UNnu～．，ju¢igUR

　の項参照。

2uhurumeNtaa①（名）ままごと。お客さ

　まごっこ。

2uhusaagaaen（名）数の多さを争うこと。

　遊戯などで数・点数の多い方を勝ちとする

　こと。〈taaga？uhus＆ga．（誰が多し・か）。

？uhusanikatazikiruu⑪（名）数の多い方
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？uhusaN

　に決めることσまた，多数決。

2uhusaN⑨（形）（数。量が）多い。

？ukusi⑨（名）［大瀬〕大岩。大きい岩（si三）。

？uhus鍼謎嫉⑨（名）〔古〕［大勢頭部］gu寧i－

　kUNcu（宮女）の中から選ばれて王の妾と

　なったもの。

2uhttsjoO①（名）？uhusjoomuNと局じ。

？uhusjoomuN①（名）そそっかし，い者。と

　んま。闇鼓け。絞け作。

？uhusjuuen（名）父方の一一番上の伯父。ま

　たは？uhu？aNmaaの夫。平民について

　いう語。また農村の8月踊りにlliて来る
　エ2◎　歳　の長者ζま　と　 く　ぐこ　 hゴakuhataci　na－

　juru　coozanu～という。

？uhuta⑨（名）大田。（（地））参照。

？uhutaarli⑨（名）伯父。伯父さん。父母

　の兄。また？uhu？ajaaの夫。士族につい

　ていう。叔父は’UNcuuという。

？ukmtaNmee⑨（名）曾祖父。ひいおじい

　さん。また，祖父母の兄あるいは祖父母の

　姉の夫承。士：族についてい5語。

2uhu2uhu？Nmee⑪＊（名）曾祖父母の嫌。

　または，盤視父母の兄の妻。士族について

　いう語。

2uhu？uhu2usjumee＠＊（名）曾短父母の

　兄。または，曾祖父母の嫌の夫。単Kにつ

　いていう語。

2uhu？uhuutu①（副）たっぷりと。たくさ

　ん。～？iriJ’UN．たっぷりと入れる。

2uhu？uhwaka③（名）本家のお塞。

？uhu？umien（名）大海。

？uku？uminaaku⑨（副）すっかり安心し

　たさま。次の句でいう。～najUN．すっ

　かり安心する。大きな心配事が解消した揚

　合にいう。

2ukiX？usjumee＠（名）曾複父。ひいおじ

　いさん。また，祖父母の兄，あるいは祖父

　母の姉の夫㌔平民についていう語。

？uhu？usjuukeo⑨（名）大法会。　：十五隼

　忌と蕪十三隼悪の法事をい5。？ubugizi

　ともい5。十三年忌までは，白地の喪服を

　着るが，二十五年患以上は紺地の晴れ着を

　着て盛大にいとなむ。

？uhu2utira⑨（名）首里の円覚寺をい5。

　大寺院の意。

？uku？uubi⑪（名）礼装用の大払。男が礼

　装の時着諒する纏の広い帯。中躍の紳に棺

　寂するもの。

？uhiX2孤多a⑪（名）一番座敷。屋敷：のなかで

　一番大きく立派な座敷。単に？uzaとも

　い弓。

？uhu？uzoo⑨（名）表門。正門。屋敷の表偲

　にある大きな門。？uzoogwaaに館する。

2nhwwNeUu③（名）母方の伯父。また，母

　方に限らず自分と非常に年の違う叔父。大．

　きいおじさんQ

？”kuwaree⑪（名）大笑い。～sjUN．大笑
　いする．。

？uhuwata⑪（名）e大きな腹。妊婦などの

　大きな腹。～siisii　sjOON・大きな腹をか

　かえて苦しそ5である。◎大腸。

？ukuwataa⑨（名）腹の大きい者。妊婦や

　大食：いの卑称。

？uhuwatamu’N⑪（名）妊婦。腹の大きい

　者の意。普通は　kasagiNCU　とい5。ま

　た，女同志ではsiduugahUU　S300N。（あ

　りがたいものをいただいている）のよ5に

　言いあらわす。

2uhuwata2urumaa⑨（名）くつわ虫の一
　種。腹が大きい。

？tikUWikiga⑨（名）元来は大男の意。女が

　鐵生した時に，女の子をほしがる魔物に命

　をとられることを恐れて，わざと？uhuwi－

　kiga（大男）が生まれたという。

？uhuwi’nagu⑨（名）元来は大女の意。男が

　出生した時に，男の子をほしがる魔物に命

　をとられることを恐れて，わざと？uhuwi－

　nagU（大女）が生まれたとい5。また，

　その父親が旅先にある時は，名誘までも女

　の名前をつける。首里には，男で女の名の
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2uja

　ついた者がよくあるが，みな，このため

　で，たいがいはnabii（鍋）という女の名

　前がつけられた。

？ukuza⑰（名）年寮り。老入。謙称または

　軽い卑称として屠いる。，waQtaa？uhuza．

　うちの年寄り。

？uhuzaaan（名）老いぼれ。？uhuzaの卑

　称。

？曲uzana⑨（名）大謝名。（（　tW　）〉参照。

2uhtigatu⑨（名）大里。〈（　ig　））参照。

？uhuzi　＠（名）［大地〕沖縄本島をい5。

2uhuzimuu⑪（名）三二がいい者。惜しげ

　なく人に物を与える者。

2uhuzinee＠　（名）？uhucinee　と岡じ。

？uliuziN⑨（名）大金。多額の金。

？uhuzuNzaNsKmee③（名）おじいさま。

　貴族の祖父・老翁に薄する敬称。貴族の家

　族がいう。

？uhwa⑥（名）おんぶ。人を背負5こと。

　～hwiiziRi3UN．しっかりと背におんぶ

　する。Qkwa～sjUN。子をおんぶする。

2uhwag．ian（名）おはつ。神仏に供えるため

　に，入が手を付けぬうちにとっておく食

　物。

？uhwaka⑪（名）お墓。

？uhwakame’e⑪（名）お墓参り。墓参。ha－

　kameeともU・5。1日麿＝t月＝t6臼，「7月7

　鶏には，親戚一二が猫って？uhwakamee

　を行なう。

？uhwi⑪（名）その大きさ。それだけ（の

　量）。そんなに大きく（多く）。また，そん

　なわずか。～na　kutu．そんな（大きな・わ

　ずかな）こと。～na？uzauti’jUNt・aku

　suna・そんな立派なお座敷でおしゃべり

　するな。

？uhw⑩（名）おきさき。王妃（hwi圭）の敬

　語。？uhwiiともい弓。

？uhwigalliutu⑪（名）お口のもとの意。首

　里をさしていうQ

2uhwigwaa⑨（名）？UQpigwaa　と岡じ。

？uhwii①（名）？uhwi（おきさき）と岡じ。

？uhWiiku－tu＠（名）大きな事。盛大な事。

　盛典。　，OOnU　？Ukuree　？UgiCiN學ee寧ee　～

　，jaN．王が即位されるのは盛典である。

？uhwikarien（名）お光。神仏の威光。

2uhwiraku⑨（副）お平らに。お楽に。か

　しこまった客に対して言5語。hwixaku

　の敬語。～？unaimi4eebiri．お楽になさ

　いませ。

2uhwisaN⑨（形）大きい。　magisaN（大き

　い）より格式ばった語感があり，多くは抽

　象的な大きさをい5。すなわち，盛大であ

　る・偉大である・大げさである，など。

　？uhwii　kutu．大いなること。大儀式な

　ど。？uhwii　Qeu．偉人。？amar1　MUI’i－

　kujaja　ziridatinu？uhwisa．〔余り盛ノlx

　量や　義理立ての大さ（手水之縁）］あまb

　盛小屋（人名）は義理立てが大げさである。

　maeidu　？urlsigutu　’jurukubiN　？uhwi－

　sa．［待ちど嬉しごと　喜びもおへさ（大川

　敵討）1待つのがうれしく，大きな喜びだ。

2u2iihwee⑩（名）御位牌。？iihwee（位牌）

　の敬語。

？ui⑪（名）瓜。

2uidaka⑥（名）売り高。売り上げ高。

？uigwaa？uq．ee⑥（名）料理名。きゆ5りま

　たは白うりなどを薄く切り，塩・酢，また

　は砂糖水などで味をつけ，もんだもの。

　きゅうりもみ。

2uimuN①（名）売りもの。売気。

？u三nuk“s丑⑨（名）売れ残り。

？uiroomuci⑨（名）菓子の名。ういろうも

　ち。米の粉で作った餅菓子。那覇で作られ

　た。

？uisaba＝eUN①（催：kaN，＝ci）売りさばくb

？U董wee⑪（名）お祝い。お祝いの行事。

　？ujuweeともいう。

？uja⑰（名）親。　tainu～．ふた親。爾親。、

　～karanu，juzil’i・親から1φずり受けだ

　もの。財産・性質・病気などγ親ゆずりの

547



？llja？aNmaa

　もの。

？uja？aNmaa⑪（名）7yeebaN（その項参照）

　が任地でもつ妾。もとは，子供ができた揚

　合にそう呼ばれた。？uja？aNmaaの家は

　免税，峯はその土地の士族になるなどの蒋

　権があった。

？ujaadu量③（名）貴族の溺荘。

2ujabtiNnoO⑪QkwacikllsjoO①　（句）親

　は子ぼんのうで，子は親に対して蕩生のよ

　う。親の心内知らず。

2niagh・asa⑪Qkwagirasa①（句）親もつ

　らく，子もつらいこと。親子溺睡の揚合な

　どにいう。

？u3agakal⑪（名）親がかり。親の庇護の一下

　にあること。

？ujaganasl⑰（名）〔文］親御。親の敬語。

　’wa？ujaganasi．わたしの親御。

？ujaganasii⑨（名）親御様。他入の親の敬

　称。

？ulagaWai⑪（名）親がわり。親のかわりに

　なって世話すること。

2幻ag量①（名）援助。補助。金銭・物資など

　を援助すること。

？臓jag孟＝ju選①（他＝raN，；嫉）∈）ささえる。

　押し上げる。Qkwa～．背負った子を上に

　押し上げる。◎援助する。物質的に助け

　る。？ujanujaa～．親の家を援助する。

？ujahukoo⑪（名）親不孝。

2ujahuzi①（名）父祖。祖先。

2痴ahwaahガz藍⑪（名）父祖。視先。hwaa－

　huziは組父母。

2ujaku⑪（名）〔文〕親子。口語では？uja－

　Qkwaという。

？ujak・・⑨（名）お役。ラjaku（官職）の敬

　諮。

？ujama⑪（名）大山。＜＜　tS　＞＞参照。

？uja㎜adii⑪（名）親を失うこと。～s趣N．

　．みなし子になる。

？uja磁a二」膿⑳（他＝aN，扁raN，＝もi）敬う。

　あがめる。

2ujamasa韮⑨（名）親まさり。親より傑出す

　ること。

？u．ia㎜asai「Ngwa⑨（名）親まさりの子。

？疑」脚eeku拠ba①（名）敬語。

？uja　nuduiguitu⑨‡（名）親にそむくこと。

　親不孝なこと。？unu　cimo◎？araNta＄i一一

　ga，～nati．そのつもりはなかったが，

　親にそむくことになった。

2u．iamuduil　「gwaan＊（名）親にそむく子。

　親不孝者。

2ujam芝ltu（①（名）親もと。

？ujanujaa⑪（名）親の家。また，とついだ

　：女の里。里はnasimiiともいう。

？ujanutami⑪（名）親のため。～kunlnu－

　tami．親のため顯のため。

？秘jaNmaa⑪（名）？uja？aNmaaと同じ：。

？ujaNse’eN⑨（連詞・不規期）’jaN（だ。

　である）の敬語。？waaN寧eeNと岡じ。で

　いらっしゃる。でおありになる。？amaa

　maa？uj＆N脚ebiiga．あのかたはどなた

　でいらっしゃいますか。

？ujaQkwa⑪＊（名）親子。親と子。

2ujaQkwa㎜uru”Qkwa⑰（名）親子全部げ

　親子もろとも。

2ttjasi⑪＊（名）もやし。おとなの使う語。

　普通　maaminaを多く用いる。

？uja2umujaa⑨（名）親思い。孝行者。

2uj腱もu麗）（會＝baN，＝di）およぶ。到達

　する。否定の形で多く用いる。？juuniN

　？ujubaN．言うにおよばない。

2U＝jUN①（他＝raNf＝ti）織る。nunrk～．

　布を織る。

2u繍juN④（他＝raN，＝ti）売る。

？ujuwee⑨（名）？uiweeと岡じ。

？uka⑨（名）宇嘉。（（　tS　））参照。

2ukaasjaN⑪（形）あぶない。危険である。

　失敗の可能性が多い。また，病入の状態な

　どがあぶない。
？縫k3も量＝」騒NQD　（イ也　；raN，罵t玉）　こ彩i『？〕　？孚力、

　べる。huni～．舟を浮かべる。
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2ukihaNsi

2uka＝bUN①　（自　　＝ま）aN，　＝di）　〔新？〕　浮く。

　浮かぶ。

2ukagimi⑪（名）特定の仏が特定の人の運

　命を加護し，左右していること。おつかま

　えの意。人の生年の十二支の甥によってそ

　れぞれ仏が異なる。たとえば同年の人の

　？ukagim呈は円覚寺の仏，子の隼の人のそ

　れは観音堂の仏のようになっており，？U－

　gwaN（栃願）をする揚合は，それぞれの

　？uka⑳niの寺院へ行く。くkagi燃ijUN。

2ukagaajuN①（他＝aN，＝raN，＝ti）うか

　がう。ひそかにさぐる。ひそかにのぞく。

　訪問する。お聞きするなどの意はない。

？ukagi＝jllN⑨（他＝raN，就i）「（食べ物

　を）よそう」（？irijuN）の敬語。？ubUN？u－

　k哉gi3ab重ra．御飯をおつぎしましよう。

？uka長muN⑨（名）開聞岳。薩摩半鵬にある

　山の名。

2ukaitu⑳　（zalj）　うっかり。　？ukaQtu　とも

　いう。

2uka＝juN⑨（自＝raN，；ti）交接する。男

　の側からいう。上晶な語ではない。普通の

　語Pま　　？icajUN。　　動物‘こつL、て1・＆　　giru｝）UN

　とい5。

？hkakibuse竜⑨（名）御統治。お治めにな

　ること。しろしめすこと。一busee（〈一hu一

　脚e）は栄えさせる意か。？isinaggnu？i－

　sinu　？uhusi　narumadlN，　？ukakibuse

　皿is30yi，wa？usjuganasi．［石なごの石

　の大瀬なるまでも　おかけぼさへ召しや

　うれ我御主がなし］石なごの石が大岩に

　なるまでも，お治め下さいわが君。沖縄の

　霜が代に当たる歌で，宴席などで最初に歌

　われた。

？ttkakizi”ma⑪（名）〔古〕［御捗臨］御領

　地。　御草地。　くsima　kakijUN　（飛地を領

　する）。s11naの項参照。

？ukani⑪（名）（食物が）緩かV・こと。～11u

　？aru　？UC圭n圭　？usjagamisjooree．暖力、、・

　5ちに召し上がって下さい。～sjabiimi・

　緩めましょうか。

2ukaQtu①（副）　うっかり。？ukaituとも

　いう。

？ukaQtuu⑥（名）うっかり者。そこつ者。

？ukasa＝rijUN①（自＝ril’aN，＝Qt圭）e高熱

　に浮かされる。◎（心が）5きうきする。

　kukuru～．心がうきうきする。

2xxkapai⑨（名）仏壇。床の間などに，飾り

　つけをしたり，ものを供えたりすること。

　また，その物。お供え。お飾り。

？ukalaika’bi⑰（名）正月などに，祭壇と

　火の神の蔚に供える紙。白。黄e赤の王枚

　を璽ね，その上に供物をのせる。

2ukazi⑨（名）eおかげ。？ujanu～．親の

　おかげ。？UNzuga～．あなたのおかげ。

　O役得。余録。役得として得るもの。

　～？NzasjUN・役得を生み出す。料理の

　揚罪なら，材料を全部使わずに，いくらか

　を自分のために残すことなど。

2ukee⑪（名）おかゆ。？ukee鍛U？usiru．1日

　暦7月15臼盆祭りの終わりの日に祭壇に供

　える，あずきのかゆと汁。汁は煮出汁に鵜

　油を加えたもので，実に冬瓜・豆腐・肉そ

　の他色穂のものを饗の屡に切って入れる。

　～nu？waajuu・おかゆのうわ湯，すなわ

　ち重湯。

2ukeeikwike■ei⑨（名）騰躇逡巡。大いに

　ためらうことQ～sjUN．

？ukeeimunii①（名）ためらったものの言

　い方。自儒のない言い方。

？ukeeRumii⑨（名）ためらうこと。引っこ

　み思案。また，気兼ねすること。遠慮。

　一v　s3uN．

？ukee＝jUN⑨（惣＝raN，＝ti）ためらう。し

　りごみする。不安がる。また，気兼ねして

　引っこむ。遠慮する。

2uki①（名）浮き。釣り糸につける浮標。

？uk置d撮⑨（名）受姪取り。領収証。

？ukihaNsi①（名）受：け答え。議論・談判な

　どの時の応対。受けはずしの意。
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？ukihwiNtoo

2ukihwi「餓00⑨（名）受け答え。応答。

2uki＝juN⑪（自＝raN，誌i）起きる。起床

　する。？撒ki瓢i脚ebi蛾。お早5ございま

　す。冒kに屯する，朝の釜内でのあいさ

　っ。お蟹ざめですか。？ukitiN　niNtiN．

　起きても寝ても。寝てもさめても。

？uk三＝juN⑨　（他＝raN，憲t圭）　e受ける。

　bagi～．罰を受ける。◎請ける。弓iき受け

　る。講げ負う。

2uki＝jUN①（他＝raN，　z七i）浮かべる。浮

　かせる。huni～。舟を浮かべる。

？ukimue圭⑪（名）受げ持ち。担当の仕事。

？臓k量mu・　cuN⑪（他＝taN，＝Qci）受け持つ。

　担i当する。

？u痘錘N⑨（名）身元引受人。保説入。

2uklniNzil⑨（名）床の中で眼をさまして

　いること。

？uki？Nzl＝ju‘「’N⑥（柵戸＝raN，；嫉）起きて

　出る。（病人などぶ）床を離れる。

？uklN？u⑨（名）肥土（？iihu）の流失を防

　ぐため，爆のところどころに掘る溝。sa－

　tuja　一vnu　tainalm14igukuru，　1〈anlri－

　waN，jUSUki，jukuei？icusa．〔里やうけ

　んずの　溜り水こころ　かねれわも馬所に

　　よこち行きゆさコ愛する君はうけ溝にた

　まる水のよ5なもの，せき止めてもよそに

　流れて行く。

2ukiN多uhaiNgu⑨（名）［受水走水］地名。

　玉城間切玉城にあり，沖縄ではじめて稲を

　櫨えたζされるとζろ。

？ukisikttci⑨　（名）　請け負い仕事0

2uk量tu＝juN⑨（イ｛皇　二＝raN，　＝t呈）e受け取る。

　◎（技術などを）習得する。

2ukitll㎜i＝j腿「N⑪　（地；1’aN，＝ti）受け止：

　める。

2ukiiarnaniga「ma⑪（名）起きたとたん。

　起きぬけ。起きてまだ目のさめやらぬう

　ち。～nu　kutu’jati，　caa＄ee’jutas3a竃a

　，wak3］raNtaN．起きぬけのことで，ど5

　してよいかわからなかった。

2ukoo⑨（名）［お香3御線香。仏壇にあげ

　て先祖を祭る。～du　ko◎koo．お線香をあ

　げることこそ孝行。

？ukoOru⑨（名）御香炉。仏壇で線香をあ

　げる炉。大きいほど峯孫繁昌を意味すると

　して，大きい秀炉を尊んだ。

2爵識⑨（名）奥。《地》参照。

？ukugii①（名）たこあげで，たこの調子を

　とるためのひも。たこがさがさに落ちたり

　しないために付けたもの。

2ukuda⑨（名）宇久照。（（　tS　））参照。

？u駄ud茎⑨（名）饗の手。秘訣。

2ukudi⑨（名）一門の中の，神に仕える入。

　kudiともいう。三十三年忌をすませた祖

　先が男女おのおの二野の神となり，それ

　ぞれを一門中の，unai？ukudiと，wil｛ii一一

　？Ukudiの二人が受け持って祭る。部落の

　神官nigami，さらに数部落の神窟　nuuru

　の下部組織をなす。kudiからはkUNdi
　？awaci，　misudi？awaci（季を合わせ，

　袖を合わせ）という祈りの文句のkUNdi

　（望み手？）が連想されるが関係あるまい。

？ukugusjuiN⑲（名）〔奥御書院］首里城の

　建物の名。

？iikuhwaN⑨（名）kuhwaNの丁寧語σ

2縫ku？iriZO”o⑨（名）奥まった門。道路か

　らはいりこんだところにある門。旧家の門

　に多い。

？uku圭kee＝sjuN①（他＝saN，＝ei）送り返

　す。返送する。

？ukuimee⑨（名）無尽で，中途で当たる

　か，入の当たったのを賜うかして金を受け

　取ったのち，利子を付げて返還すべき掛け

　金。kak圭mee（掛け前）の対。

？ukuimXXN⑪①（名）進物。おつかいもの。

　贈り物。恋人への贈り物は元来はnasaki

　とい5。～sjaN．進物をする。贈り物を

　する。

2tikui2uziN①（名）送り謄。宴会に来ない

　客にその人の膳部を送りとどけること。ま
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　た，その膳部。

？ukuizoo⑨（名）婚礼の際の，嫁の荷物の

　送り状。婿の家へ持参する荷物の目録。

？ukujama⑪（名）奥山。深い森林。

fluku＝．iuN⑥（自＝raN，；ti）（事件が）起こ

　る。起きる。病気についてはいわない。

　？ikusanu（soodoonu）～．戦争（騒動）

　が起tる。

？uku＝jUN①（侮＝raN，”ti）e（物晶・書状

　などを）送る。◎葬送する。（死人を）送

　る。

？ukuku⑪（名）小谷。　K地》参照。

2ukuma⑨（名）奥闊。〔糊参照。

？ukumaami⑪（名）植物名。いんげん豆。

2ukumuimiseieN⑨（自・不規則）崩御す

　る。おかくれ遊ばす。王が死ぬことの敬

　語。

2tikuna＝juN①（他峨N声t三）行なう。

？ukunee①（名）行ない。行為。品行。～一

　nu，waQsaN．二二が悪い。

2ukura＝sjuN①　（他＝saN，＝ぐ1）　（日中亥の　に

　遅れさせる。遅刻さ廿る。また，（速度を）

　遅らせる。

2u敷ureeoezi⑪（名）こ古〕こ御門王子コ王の

　子でない者で，功労によって王子の位を与

　えられた者。？azi［：接司3がsiQsii［摂

　政3になった二合などになる。

2ukuri；juNK！〉（自＝raN，＝ti）（∋盛り上が

　る。miigaanu～．（元気が國復して）ま

　ぶたが盛り上がる。◎（凹凹・病気などが）

　起こる。起きる。？il〈usanu～。戦争が起

　こる。bjoocinu～．病気が起きる。（§〉大

　きくなる。盛んになる。kurasinU～．暮

　らしが大きくなる。

？摂k皿i・i＝jUN⑨（宙：raN，”ti）（かさぶた

　が）はげて離れる。kasabutanu～．かさ

　ぶたがとれる。

2ukuri＝juN（｝）（自＃raN，＝ti）遅れる。ま

　た，遅刻する。niiku纂碕UN（遅くなる）

　ともいう。速度については多くはnlbuku

　na3UN（のろくなる）という。

？ukusi⑲（名）〔古〕御輿。王の乗る輿。

2uku＝sjuN⑪（縫＝saN，；ci）㊦（物・入を）

　起こす。起こして立てる。◎（入を）起こ

　す。目ざめさせる。㊧興こす。盛んにす

　る。，jaa～。家を栄えさせる。　mura～．

　村を盛んにする。

？ukuta＝jUN①　（自　＝1’aN，”ti）　怠る。　なま

　ける。

2ukwaNSi「N⑨（名）［お冠船3二二から沖縄

　に派遣される需笠置（toonu？azi）の船。

？ukwaNS薫「隔d滋④（名）［お冠船躍］冊封

　使を接待するために催した国劇。演ぜられ

　たのは主として組踊り（kumiudui）であ

　り，冊封は琉球王の一代一一度の大儀典なの

　で，役者の選抜，練習は二二をきわめ，そ

　の華麗さや役者となる美男の評判は，国国

　をどよめかせたという。

2umaagi⑪（名）火（hwii）の敬語。多く

　？umagiとい弓。～nu？ugwaN．火の神

　に平する祈顯。村の’ugaNzu（祈願をす

　るi田地）で祈願をし，家に帰ってから，お

　のおのの家のかまどで祈願をする。

2umaaNgasagasa⑨（名）思わなくてもよ

　いような雑念。とりこし苦労。～？umu－

　jUN．考えなくてよいことを，かれこれと

　考える。とりこし苦労をする。

2umaaraNmu－N⑪（名）心外なこと。とん

　でもないこと。また，心外な者。心ない者。

　けしからぬ者。？ariga，waakutu？jutee－

　gisa＄lga～，jaQsaa．彼がわたしのことを

　悪く言ったそ弓だが，心外なやつだ。

2umaasibui⑨（名）思わせぶり。？aNsi

　？umaasibuee　saN　gutu　kamee．そんな

　に恩わせぶりはしないで食：え。～nu　gizii－

　nee　duunudu　sunoo　sjUN　doo．思わせ

　ぶりが過ぎると自分が損するぞ。

2umaazihuraazi⑨（副。名）e思わず。

　～dateeN？abitaN．思わず大声を顔し

　た。◎思いがけず。また，思いがけない
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　こと。kumauti？icaisee～11U至くutu

　，jaQsaa，jaa・ここで会うとは思いがけな

　、・ことだねえ。

？umagi⑪（名）｛古〕火（hwii）の敬語。老

　：女などがよく書う。“2umagee　saatooja－

　biimi．火はございますか。

2umagii⑨（名）稲麦などの農耕に冒して行

　なわれるお祭り。2月，3月に麦の祭りを，

　5月，6月に稲の祭りを行なう。4月には

　？abusibaree（その項参照）が行なわれる。

　もとは，麟王が久高（2月），玉城（4月）

　に出かけて，その祭りを行なった。

2uma職蕪⑪（名）［思姉〕θ兄嫁さん。また

　は，嫁に行ったねえさん。兄嫁・既婚の姉

　の敬称。士族についていS。◎奥さん。既

　婚の士族の民話の敬称。

？umanimee⑪（名）兄嫁様。また1ま，嫁に

　行ったおねえさま。結婚した貴族の女をそ

　の弟妹などがい5語。一般からは？aQteo－

　meeと呼ばれる。

？u㎜aNc秘①（名）〔御真人・御万人］人民。

　一般の庶民。多くの入。杣入。

？u瑚aNtu「N⑲（名）王の礼叙。

2umawai⑪（名）おかず。おまわり。

？縫㎜ee⑲（名）〔古3［御前コ御三（ごぜん）。

　御前様。殿様。？udUN［御殿〕の主人公に

　対する敬称。昔，？aziこ按司3と称した着

　が，首里に居宅（？udUN）をかまえて住む

　ようになってからは，？umeeといわれる

　ようになった。

2umeegwaa⑨（名）若殿様。若様。？umee

　の長男に対する敬称。？umeeが？azi〔按

司］といわれた時代には，’wakaaz迂若

　二二］といわれた。

？umeenume’e⑨（名）お殿様。御前様。

　？umeeの敬称。

2umeesi＠（名）お箸。即eesiの丁寧語。

　首里の上磁な家では，普通？umeesiと

　いった。

？umee曲aku⑰（名）お箸箱。

？mneNtuu＠（名）紙びな。紙で作り，紙の

　着物を着せた女ひなにんぎょ5。男びなは

　saatuameeという。’ju眺anuhwii（旧

　繧5月4S）をにぎわす玩具のひとつ。

？ume！　tuubaku⑨（名）？umeNtuuを入れ

　る箱。にんぎょう箱。木箱を魯紙で美しく

　飾ったもの。

？縫m韮⑥（名）海。～？aQCUN．海を行く。

　航海する。また，船乗りを業とする。また，

　漁師をする。

2XX㎜i一（接頭）［思〕敬愛の意をあらわす接

　頭辞で，人名，入倫關係の語につける。

　さん。さま。？umiziruu（次躯さん），

　？umi＄iiga（おにいさま），？umisatu（恋

　しいお方）など。

2umi？aasa＠（名）海あおさの意。？aasa

　（あおさ。青のりの一種）と同じ：。　moo一

　？aasa（きのこの一種）と区洌してよんだ

　名。

？umi？aQeaa⑰（名）船乗り。船員。繁た，

　二二。一？aQcaa＜？ae．eUN（歩く）。

2U㎜ibata①（名）海ぱた。海辺。海岸。

2umieakiN①neeN⑨（句）思いがけない。
　～　kutu．　，思い2｝｛けないこ二と。

？秘織盛｛｝i＝e犠N⑨　（他＝kaN，＝C圭）　思いつく。

　？umigicaru　lgritunu　’wamini　mata

　？ajUN．〔思付ちやることの我身にまた

　あゆん（手水回縁）］思いついたことがわた

　しにまたある。

？U㎜ici＝juN⑨（他＝raN，＝Qci）思い切る。

　あきらめる。

2umiciku’ru③（副）御てずから。御即身

　で。？UNzukuruよりいっそう丁寧。～

　m圭sjooci．御自身でなさって。

2u㎜igi㎜i＝juNew（他＝raN，＝ti）思いつめ

　る。一途に思いこむ。

愛U㎜童ゲ㎜uN⑪（名）かまどの神。かまど

　（kama）は石三つからできていたのでこの

　名がある。お三つ物の意。

受lkmiciQei③（副）思い切って。決心して。
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？級m蓋餓a童b董

？um三。董Q撫⑨（副）思いきり。強く。うん

　と。　しっかり。～kagimitoON．しつカ、り

　つかんでいる。

？umieiri⑨（名）思い切り。決断。また，

　あきらめ。断念。～nu　neeN．思い切り

　が悪い。

2umicuku－ru⑰（名）御三廻羨。おさんか

　アこ。miQcaiの敬語。　mlcukuru，？umi－

　tukuruともいう。

？umigaamii⑨（名）海亀。単にkaamiiと

　いえば水陸両棲の亀を多くいう。

2umiga「ni⑨（名）海にいる蟹。

2umigwa⑥（名）［文〕主入の子，または，

　目　．tの人の子に回する敬称。お子さま。　q

　語は？umiNgwa。
？um韮kama二」ガN⑰（霞＝1’aN，　＝ti）はげむ。

　熱心に努力する。

？umii⑪（名）？umui（患い）と同じ。

？umiibukasaN⑨　　 （形）　 ，慰慮深L、o　　考えカミ深

　い。また，考え過ぎる。

？umiiduui⑪（名）思い逓り。思った通り。

　～nataN．思い通りになった。

？u夏轍薙」｛ユm叢⑨（名）蓋置1、・なやむ・こと。，唇、Lx

　ためらうこと。～sjUN．

2umiiniei⑪（名）御命・鷺。｝niinieiの敬語。

？謎m熱nu難uka③（名）思いのほか。意外。

　案外。

？umii2NbusaN⑪（形）心が璽い。重大な

　ことを思って気が賑い。

2umiisizi⑪（名）思い過ごし。

？timii睾圭zi＝ju「N＠　　（他　＝raN，　”ti）　思、、j愚こ

　す。

2umijui⑪（名）思いつくこと。思いおよぶ

　こと。心にかけること。気がつくこと。

　～nLl’jutasjaN．よく気がつく。

？umijuikeeju量⑪（名）気がつくこと。あ

　れこれ，思いつくこと。～nu？aN．よく気

　がっく。

？umiju＝j皿N⑨　（他＝raN，瓢嫉）　思いおよ

　ぶ。気がつく。綜umijuti　Qci　kwiti　ka一

　huus圭。思いだして来てくれてありがとう。

？u㎜量kak司uN①（他＝raN，＝七Dθお霞に

　かける。御覧にいれる。rnisijUN（見せる）

　の謙譲語。さらにその上の敬語はnUNka－

　kijUN。？umikakljabira．　二お霞にカ、けま

　しょう。◎御覧になる。　，NNZUN（見る）

　の尊敬語。　？amanal｛ai？εし3abiikutu

　？umik：aklti　kwi環玲eebiri．あちらにござ

　いますから，御覧になって下さい。

？umikakimi＄e’eN①（他。不山高）御覧に

　なる。，NNZUN（見るの敬語）。　njUNkal｛1－

　miseeN．はさらにその上の敬語。

2umikana⑪（名）紋〕〔思加那］恋人（女）

　を親しんでいう語。

2umika”zi＠（名）海風。海の方から吹く

　風。

？ttmikii⑪（名）㊦貴族。士族の女が男の兄

　弟（，wikii）を敬愛していう語。◎女が，

　身分のある家柄の年下の男の子を呼ぶ語。

　ぼっちゃん。

2umikiinume「e⑪（名）御兄弟様。おにい

　さま。弟さま。姉妹から見た男の兄粥の敬

　称。貝下の第三者が貴族の女に，その兄弟

　を話題にしていう二合などに用いる。

2urni㎜a’agi⑪（名）海松（うみまつ）。黒

　さんご。

2umimaga⑪（名）お孫さん。御令孫。

2um董ma’jaa⑰（名）海綿。

？uminaaku①（副）安・〔〉したさま。心配がな

　くなったさま。次の句でいう。～najUN．

　心配がなくなる。また，皮肉として，：万事

　休した二合にもい5。

？uminaga＝sju「N⑨（他＝saN，＝ei）思い流

　す。思いあきらめる。つとめて忘れるよう

　にする。

2um蓋nai⑪（名）おねえさま。二様。貴族。

　士族の，兄弟から見た姉妹の敬称。主とし

　て第三者がいう。

？uminaibi⑪（名）王の娘に灼する敬称。王

　女様。一biは複数または敬意の接羅辞。
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？U㎜ina娠saz董

2uminaiti「sazi⑪（名）’unaigam1の項参

　照。

？uminaRi】【「婁izi⑥　　（名）　姉妹　（？uminai，

　，unai）の霊。’URai［をなりコの霊は旅に

　出ている男の守護神となる。醸naiga燃呈

　の項参照。？uninu　takatumuni　siratu－

　jaga’iCON，　siratujaja？araN，～．［御

　船の高ともに　白鳥が居ちょん　白鳥やあ

　らぬ　思をなり御すじ］お船の高いともに

　しらとりがとまっている。しらとりではな

　い。あれはわたしを守るrをなり」のi謎

　だ。

？umi”？Nmagwaa⑨（名）たつのおとしご。

2umiNcakiraitT①（連体），短いがけぬ。意外

　な。～k覗tu．愚いがけぬこと。

？umiNcuuem（名）漁締。漁夫。海の人の

　意。？羅utujaaともいう。

？umiNgwa⑨（名）お子さん。徳入の子の敬

　称。

2u㎜iN⑨’juraN6）（句）思Vsもよらない。

　意外な。～1｛utu・思いもよらないこと。

？Umi惣G⑪（名）〔文）こ愚無蔵］恋人（女）

　を親しんでいう語。

？umiQtu⑨（名）〔思弟］粥さん。妹さん。

　士族の弟妹を第…者がいう語。

？U㎜i餓織⑥（名）〔文3〔思塁〕恋人（男）を

　親しんでいう語。恋しいお方。

？・・…isii多a⑪（名）おにいさま。貴族が兄。

　隼上に対していう語。

2U㎜量s遍uN⑨（他＝raN，＝qci）〔文〕思い

　知る。namadu？umisijuru。今こそ思い

　知った。

2umisi㎜i＝ju”N　（①（櫨＝raN，＝ti）強く思

　う。また，深く恋する。

2umita＝CUN⑨　　（イ｛整　＝taN，　me（≧ci）　　，慰㌔、立つ。

　思い企てる。

2umituku、ru⑪（名）？umicukuruと同じ。

？umiwarabi⑨（名）子供さん。お子さん。

　子供（’warab三）の敬語。また，かわいい子

　供。～gikaci　namadu　？umisijuru，

　’Nkasi　’waN　mutama　hwitunu　nasaki．

　E思面すかち今ど思ひ知ゆる　昔我身害

　たる　人の情コかわいい子供のもりをして

　はじめて知った，むかしわたしのもりをし

　た人の情を。

2umizkuganawai⑨（名）思うことがかな

　うこと。願いが戒閉すること。　～sjo◎N・

　願いがかなった。

2umizituguhwasaN⑰（形）思うようにな

　らない。思い通りにいかない◎

kmllgiri2ukoo⑥（名）東にした線香。一

　束となっている線香。？ugwaN（祈願）の

　時使う。　hutuci？ul〈oo（一本一一本ばらに

　した線香）に対する。？umugiri＜mugiri－

　juNo
？umuda＝cuN①（自＝taN，＝Qei）おもだつ。

　？umudaQcooru　Qcu・おもだった人。

？縫m磁⑨（名）e思い。考え。所存。願望。

　◎思慕。恋愛。⑬おもろ。各地方のnUU－

　eru（のろ。巫女）によって伝iえられ，歌わ

　れている「おもろ」（？um耀u）をいう。

2iiniui2a睾a一＝．iu駕⑥　（他＝raN，＝ti）　思い当

　たる。？ttmui？atataru　kutunu？aN。思

　い当たったことがある。

？umuiba⑨（名）〔文］〔思羽］：おしどりの二

　つの：翼。恋の象徴とされる。？amakawanu

　mai4ini　？asibu　？usidu2nu　・vnu　ciziri

　’jUS疑jεしsiraN．［天∫llの水に　あそぶおし

　どりの　思羽のちぎり　よそや知らぬコ天

　川（架空の出戸の名）の水に遊ぶ：おしどり

　の二つの翼のよ5なわたしたちのちぎりを

　人は知らない。

2iimuigwe、ena＠（名）kweenaと置｝じ。

2itxmuikee＝sjuiN⑰（他・・saNe＝ci）思い返

　す。潔い直す。

2umauinuku＝sj“iN＠　（ts　＝saN，　一一一Ci）　，ee・，LN

　残す。みれんに思5。

2umujaa⑪（名）思5相手。恋人。

2umujooa／（副）おぼろげ。ぼんやり。ほ

　のか。かすか。kurasaa？asiga　Qeunu
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2um磁圭gee葉

　taQcoosi～ja，wakajUN．暗くはあるが，

　人の立っているのがおぼろげにわかる。

　1〈unu　hwimzmee　nuuNdiei　kakaQtoo－

　ga～，担犠N，wakarani。この碑文は何

　と書いてあるかおぼろげにでもわからない

　か。

2umu＝juN⑨（他＝raN，？umaaN　ともし・

　う，＝ti）思う。考える。また，案ずる。

　また，恋する。？umujuru　mama。思う

　まま。愚5通り。？umaaraNsaa．考えら

　れないことだなあ。とんでもない。心ない

　ことをする者をとがめる時などにいう。

　？該mui？umutooti．，思い1こ，思って。よくよ

　く思いつめて。また，深く恋して。？umui

　？umutiともいう。？ariga？agatookara

　l〈umaNkai　easee　？umui　？umutootinu

　kutudu，5aru．彼があんな遠くからここ

　に来たのは，よくよく思いつめてのこと

　だ。

2u㎜ukazi⑥（名）おもかげ。心に浮かぶ

　姿。～nu　taCUN．心に姿が浮かぶ。，juiN

　？akagieiN　narisi　一一nu　tataN　hwija

　nesami　sjujanu　cimuyi．［脊も暁も　嗣ll

　れし悌の　立た識臼や無いさめ　塩蟹の煙

　（花売晶晶）］脊もあかつきも親しい夫のお

　もかげが，塩たく家の煙のように立たない

　Hはない。

？umukoo⑨（名）寺の中央。本堂。本尊の

　ある正薗。mul〈ooは正面。

？umukutu⑪（名）思5こと。ふだん思っ

　ていること。～du　ni竃utu・，思っているこ

　とが寝ごとに出る。nuu～N　neeraN．何

　の思5こともない。

？秘mu㎜uci③（名）㊦用向き。用。二二。

　nuugana～nu？ati　coON　doo．何か用

　があって来たんだよ。？ariga　mu丑u？捧

　jooja」　nuugana　～nu　 ？a（ミsaa　 ，jaa●　彼

　のしゃべり方は何か目的があるなあ。

　◎褻薪？］趣。趣向。

2umumttcien（名）爾もち。顔つき。

？umUikubuzo’o⑪（名）［御物奉行ユmu－

　nubuzoo（その項参照）の敬称。

2umu熟ugガ瞬ku⑪（名）［御物城コ中国貿

　易のための倉庫。那覇港の入口にあった。

？umttQsaN③（形）面白い。あまり上贔で

　ない語。普通は？w1irikisaNという。

？umuru（①（名）〔文］［おもろ］おもろ。沖

　縄に古くから伝わる伝三子。日末の祝詞に

　あたるような歌謡で，そのほとんどが叙事

　詩である。？umuruとは，首里王府に藥

　められ，？umuru？usoosi［おもろ御さら

　し］に収められたおもろをいい，地方の

　RUUI’U（のろ。巫女）に伝わるおもろは

　？umuiという。？omoroは臼本式発音。

？umurunusi”dui⑪（名）〔古〕［おもろ主

　取］おもろをつかさどる役の男子。？umu－

　ru？usoosi［：おもろ御さうし］を保管し，

　王の式興の時，おもろを歌った。

2umuru？USO”osiew（名）〔古〕［おもろ御さ

　うし］沖縄最古の歌集。各地に伝わるおも

　ろを集大成した屯ので，E本の万葉集に匹

　敵する。：十二巻からなり，尚晒蝋即位5年

　（雪占1532）に第一一巻，その80年後，島

　津の琉球入りの5年後，尚寧王即位25隼

　（西暦1613）に第二巻，尚豊王即位3年（西

　麟1623）に第三巻から第二十二巻までがで

　きた。わずかに漢字を含むひらがな文の韻

　文で書かれている。

2unlusiruSaN⑪（形）諏白い。楽しい。愉

　侠である。興味がある。やや文語的な語。

　dUQtu？umusiril　kutu．非常に颪白いこ

　と。saki　nud童？umusirusa　sj“N．酒を

　飲んで楽しむ。

？umusubi⑰（名）〔文〕つれあい。配偶者。

　？ugwaN（祈願）の文句で使う語。

2U㎜uti⑪（名）表。？ura（裏）の対。家の

　表はmee（前），　huka（外）などという。

　～zuuguniN．［表十五人］zuuguniNsjUU

　の項を見よ。

？umttt量gee量⑥（名）（畳の）表がえ。
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？u鵬ut董m登ci

2umutimuci⑪（名）表向き。表立つこと。

　公然となること。～najUN・公然となる。

　？umutimucee　nuuN　siraNtaru　kutuni

　Qsi．表向きは何も知らなかったことにし

　ろ。

？umutu⑦（名）植物名。おもと。

？umutudakl①（名）於茂登岳。入璽出群島

　石垣島にある山の名。

？unaa⑨（名）首里城の正殿前の広庭。？U－

　gusikuの項参照。

2unaaNda⑪（名）おかご。貴族の乗るかご

　（？aNda）の敬語。

2縫犠ag量⑰（名）その長さ。そんなに長く。

　～？aN．それだげの長さある。～nu　ha－

　bu．その長さのはぶ。

2犠職ahwa⑨（名）小那覇。《地》参照。

？unakaa⑪（名）共有すること　（euukuu）

　の敬語Q御共有。おなかま。目上の人と共

　有する場合などにいう。

2unaka？uzOO⑪（名）着旧城の門の名。？U－

　gugikuの項参照。

2une①（感）㊦おや。珍しい物を見た時

　などに発する。～hwirumasii　mUN・お

　や，珍しいものだ。◎ほら。それ。i疇示

　する揚合に発する。目上に対しては，男は

　～　saL　　女｝ま　　～　　taL　　のよ　 う‘こV、　50　～

　，NNdee。それ見ろ。

2une2uneco（感）おやおや。おやまあ。珍

　しい物を見た照合などにいう。

？uni⑨（名）㊦鬼。　ta1waNnu～．台湾の鬼。

　生蕃。～du，jaru．鬼のよ5に残酷だ。

　◎（接頭）〔古｝「偉大な」の意。？uni？uhu－

　gusiku．偉大な大城（大城は英雄の名）6

2uni⑨（名）宇根。《拗参照。

？unibici⑪（名）御婚礼。御亭婚。　niibici

　（婚礼，結婚）の敬語。ただし，貴族の

　それは　kUNrii，王子・王女のそれは
　gukUNrii　という。

？unihjaa⑰（名）そいつ。そやつ。その野

　郎。　？unuhjaa　ともいう。

？unihwee⑨（名）？unjuliweeと隅じ。

？uniikee2uduN⑪（名）首里城の建物の名。

　？UgU串圭kUの項参照。

2unimgN◎（名）料理名。みそ煮。　OS　・野

　菜の類をみそで煮た料理。

？u燐ロhwee⑨（名）［御心拝］神仏，掻先の

　霊などに対して，男子が行なう礼拝。まず

　ひざまずいて拝し，立って合掌し，またひ

　ざまずいて拝し，これを四回くりかえすの

　で，’」’uginu？unjuhweeともいう。しかし，

　coonu？unjuhwee（その項参照）はこれ

　を七回行な5。

2unooi⑨（名）？usjuukOO（法事）の際のお

　供物の菓子を下げて，おみやげとしたも

　の。

2u駐u①（連体）その。～sjUMugi．その本。

　～gutu．そんなに。そのよ5に。

2unubaa①（名）その揚。また，その揚合。

　～？aree，uraNtaN・その揚に彼はいな

　かった。

？unuca⑪（名）？unujucaと岡じ：。

2unuguteeru⑨（連体）そんな。そのよ5

　な。～kutoo　maaniN　neeN．そんなこ

　とはどこにもない。

2iExxugutoorizu⑪（名）そんなもの。そのよ

　うなもの。

2unuhjaa⑨（名）？unihjaaと同じ。

2umuhuganee⑨（名）それっばかり。それ

　くらいのささいなこと。　～nu　kutuniN

　kusamicum1．それくらいのことにも怒
　るか。

？unukwee⑨（名）？unjuhweeと同じ。

？unuhwiN＠（名）その辺。そのあたり。

？unujoo①（名）そのよう。やや文語的な

　語。～na．そのようなQ～ni｛≧Sしそのよ

　うにして。？unugUも◎oru，？unu　gutuな

　どというのが普通。

？unujuca⑨（名）その年：配。その年。？unu－

　eaともいう。￥ueaの項参照。

2u鰍ukuru④（名）そのころ。
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？uNeuuhu

？unumama①（名）そのまま。～sjooree，

　？Nzuciinee　deezi　doo．そのままにしてい

　ろ。動くと大変だぞ。

？unUQcu①（名）その人。

？unusjaku⑨G）（名）それくらい。そのく

　らい。その程度。～nu　l〈utunakai　nacu－

　mしそれぐらいのことで泣くか。～Qsi

　’jutasjasa．それぐらいでいいよ。

？unusjakugwaa⑪（名）それしきのこと。

　それっばかり。

？unutueico（名）その時。

？unu？wii①（名）その上。かつ。それに加

　えて。

？uN⑪（名）’UN（恩）と岡じ。

？uN①（名）運。？UNci，？UNSUUともV5。

　～nu’waQsaN．運が悪い。～nu？恥N．

　運が瀾ける。

？UNbiN（D（名）穏便。文語的な語。～na

　s圭kata．穏便なやりかた。？arada嫉raN

　gutu～ni　sjUN．荒立てないように穏便

　にやる。

？UNbozugwaa⑪（名）〔文〕1まっちゃん。

　子守り歌などで，下女などがbOOZUUをい

　5語。～’joO，～．ぼっちゃまよ，ぼっ

　ちゃま。子守り歌のはじめの文句。このあ

　とに即興的に色色の文句を並べる。

？ttNbuikoo”bUi⑫（副）∈）首を葡後左右に

　懸げるさま。こっくり。居眠りなどのさま。

　～sjUN・こっくりこっくりする。◎態度

　がはっきりしないさま。どっちつかず。

　～sjoON．どっちつかずである。

？uNbujaa⑦（名）気取り屋。もったいをつ

　けたがる春。

「2uNbu＝jUN①（窟＝raN，”ti）気取る。もつ

　たいぶる。

「2UNcabi⑫（名），Neabi（彼岸に焚いて祭

　る，銭型を打った紙。また，その行事。彼

　岸祭り）の敬語。御紙銭。お彼岸。～？U－

　sjagi3UN・御紙銭を供える。

？uNcee⑪（名）［雲菜ユe野菜の名。ようさ

　L・。あさがおな。C）mi4i？UNcee　と同じ。

？uNeee⑪（名）拝借。借りることの敬語。

　～sjabira．お借りしましょ5。

2uNeee㎜u‘「’N⑪（名）蝉借した物。お借り

　した物。～nihwee　deebiru．お借りした

　ものをありがとうございます。

？uNci⑨（名）お顔。顔（¢鋤a）の敬語。～

　kwaNkwaN．顔つきが立派で威厳のある

　さま。顔が福福しいさま。～kwaNkwa－
　Ntu，　hwizija　tada　misizi．顔つきは堂堂

　としているが，ひげはたった箪本。　（ひげ

　の少ないのを笑った歌の文句）

2UNci①（名）［還気〕運。運勢。人に賦与

　された運。～nu’joesaN・運勢が弱い。

2uNeikwi’Nci①（名）？UNci（運）をi強めた

　語。運の悪い揚合にいう。

？uNe，ikee⑰（名）御招待。お招き。また，

　御案内。御岡行。おつれすること。貴入に

　対しては，さらに上の敬語nUNgil〈eeを

　用いる。～saQtoON．御招待を受けてい

　る。～Qsi？iCUN．：お連れして行く。

？uNciN①（名）〔紙｝運賃。元来は単にt呈ma

　（手間），または，人が運搬する言合kata－

　midima（かつぎ賃），舟の出合gimidi一一

　ma（積み賃），馬の揚合？uusid圭ma（負

　わせ賃）などという。

？UNeita’kaen（名）御傘。貴人の傘の敬語。

　女が多く使う。お顔をかばうもの（？葱Nci

　＋一kataka）の意か。

？uNcoob蓋⑨（名）［御美髪〕髪（karaz圭）の

　敬語。御髪。おぐし。nUNcoobi，　mjUN－

　coobiはさらにその上の敬語。

2uNCU⑪（名）うみ。はれ物から出る汁。

2uNcuu⑨（名）御機嫌。nUN　ei，mjuNCiはさ

　らに上の敬語。～’uganUN．御機嫌を伺

　5．　？ajaataarii　tv　’ugadi　kwiri　’joo．

　おとうさんやおかあさんによろしく言って

　くれよ。

2UNcuubu⑨（名）〔御心腹］腹の敬語。お

　なか。貴人の腹を・いう。普通の敬語は
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？職Ncu疑ugaN

　’Ncuubu．

2uNc囎ug麟⑨（名）御機嫌伺い。く？麟cuu

　一｝一’uganuN．　cuuja　・v　siiga　’jugeiritoo－

　3ab員N．きxうは御機嫌筒いに参上いたし

　ました。

2xxA’dee⑪（感）ほら。見ろ。御覧。

2uN｛lee⑨（名）お叱り。屠一とが叱ることの

　敬語。～sa詮ijuN．お叱りを受げる。叱

　られることは，普通は，　nuraarijuNと

　いう。

？uNdeekaa⑥（副）これ晃よがし（に）。子

　供などが物を見せびらかすさま。

空u駕gees莚⑨（名），慰返し。，UNgeesiともい

　う。

2uNgutoQru⑪（連体）？unuguto◎1’Uと岡

　じ。

？UNgutu⑥　（副）そんなに。．そのよ5に。

　～（｝siN，　caaN難araN・そんなにしても，

　どうにもならない。

？u臨ee⑥（名）（∋お迎え。人をお迎えする

　こと。O？usjo◎1’oo？UNkeeの酪。

？uNna⑪（名）恩納。1〈地）1参照。

？uNnaew（連体）そんな。、～｝｛utu・そんな

　こと。

2uNnabusi⑨（名）［恩納罰9疑颪xh囎〔彿

　前風］の一つ。

2uN聡adaki⑨（名）恩納岱。繍頭にある由

　の名。

？UNnagee⑨（名）そんなに長い闘。～ka－

　NgeetiN，wakarani。そんなに長い隅考

　えてもわからないか。

？uNneeru⑥（連｛本）そのような。そんな。

　kumanakaee　”v　kutoo　neeraRl．　caN－

　neeru　l｛utuga・ここにはそのようなこと

　は無いか。ど．んなことか。

？t姻n｛三◎（名）そのおり。その時。～nu

　ku糠．その時のこと。～kaxa．その時から。

　その時以後。～ni．そのおりに。その時に。

？utV’njuka；」ガN⑨（弛鋤＆N，＝ti）お聞きに

　なる。ciCUN（聞く）の敬語。？UNnjuka一

　misjooraN・お聞き入れにならない。　kaN

　？juru　？uta　？uNnjukataru　kutuhu　？a－

　ibiimi．　eNNNN，　neeraN．こらい5歌を

　お麗きになったことがありますか、いや，

　ない。taagana？UN璃Ukati？umikaki一一

　mieeebiree．誰かにお聞きになってごら

　んなさいませ’。

？ttNnjuki・ju■N⑭（他：raNe＝ti）申し上

　げる。前上に言5ことの敬語。さらに上め

　敬語はmjUNnjukijuN（奏上する，言上

　する）。？UNnjukijabiiN．申し上げます。

？uNnuka＝ju、N（e）　　（他　 ＝＝】caN，　＝ti）　？UNnju－

　k＆jUNと障1し二。

？縫Nnuk皇＝ju「N⑨（他＝raN，＝ti）？UN捻ju一一

　kij窺Nと同じQ

？uNPadaiN＠（名）御親類。．御親戚9？wee－

　ka（親戚）の敬語。　tUNzitaru　munuja

　murabarunu　？ajaatu　’ATcaNtiiginu　ei一・

　ea？UNpadaN・［とんちたる者や　村原の

　あやと御神一つの近おんぱだん（大絹目

　’討）〕まかり出た者は村原夫人と二神を岡

　じくする近い親戚の者。

2uNsa①（名）宇二佐。（（地1）参照。

2uNsadRi⑪（名）〔古］お先払い。貴人の行

　列の先頭にあって，通行入を迫い払う者。

2RNsiraasja’N①（形）お㌔・しい。　maasaN

　（うまい）の上覧な語。女がいう。

？uNsjaku⑰（名）甘酒。昔は若い娘がかみ

　砕㌔．・たなま米から作った：。神に供える。

？ttNSIIuco（名）［運脚］運命。運。　suu，

　？UNciともいう。～nu？iQeooN・運が向

　いている。～nu　neeraN．運がない。

2uNtama㎜ui⑭（名）運玉森。首里西方，

　棄海岸霧りにある山の名。　　・

？uNtasjaN⑨（形）愛される。慕われる。

　敬愛される。？umaNcuni？UNtasja　sa－

　QtoON．万人に慕われている。？UNtasii

　Qcu・敬愛すべき立派な人。？UNtasja

　s麟N．慕う。

？UNtiN⑨（名）運天。（（地））参照。
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？uQgiNkijuN

？uNzani⑨（名）θうり類の種。おもにすい

　かの種をい5。うりざね。◎＊karasju（幼

　魚の塩率）の上等なもの。季節的に数旨続

　いて幼魚の大群が海岸へ押し寄せる。その

　最初のRに取れるものが最も小さく，上等

　の塩辛となる。それをい5。

？uNzu⑪（名）［御胴］eあなた。霞上およ

　び，親しくない同等に礼をもって対する時

　の，二人称。さらに目上の貴人に湿しては

　nUNzu，　MjUNzuという。　O御自分。御

　町勢。duu（自分）の敬語。㊦御自分の体。

　mikuci　saNsikwaN，～biiru．口は三司

　嘗のように達者だが，抹はへなへな。

？uNzuku「ru⑨（副）あなた自身で。また，

　御自分で。御自身で。一k鷹uは英語の

　一selfに似た素躍辞。

？uNzumi⑨（D（名）？u7，UMiと同じ。

2uNzumuei⑨（名）mimuciの敬語。～
　teesicini　misjOOI’iお体を大切になさい

　ませ。

？uNzunaa⑨（名）eあなたがた。一naaは

　複数の意の上訴辞。◎お宅。あなたの家。

　㊤？UNzu（あなた）よりもやや丁寧な二人

　称。

？UQcaka＝ju”N①（自；raN，”ti）eよりか

　かる。もたせかける。◎たよる。⑬（神霊・

　もののけなどが，みこなどに）愚く。よる。

2UQcaki⑨寒（名）ちょっとひっかける着物。

　羽織に似てそでのないもの。男女規。

　diNkwaaともいう。

2UQcakigwaa⑪＊（名）？UQcakiと同じ。

2UQcaki＝juiN⑨（他＝raN，畿嫉）e）5ち

　掛ける。ちょっと：羽織る。O値：をつける。

　’waaga　kuriNkai　guhjaQkwaN　？uQ－

　cakitooslga，？uraN・わたしがこれに

　500貫の値を付げたが売らない。？UQca－

　kiree・値を得けてみろ。　saNsooba～．

　高値をふっかける。

2UQeaNgiirii⑪（名）おいてきぼり。置き

　去り。～sa（lti　nacuN．おいてきほ：りに

　されて泣く。

？UQcaNgi＝j皿「N⑨（他可a篤”ti）うっちゃ

　るQ投げ捨てる。

？UQceehwiiQcee⑨（副）盛んに裂；返すさ

　ま。しきりにひつくり返すさま。？uudu

　～husjUN・ふとんを裏返し嚢返し干す。

？ttQcee　・ju「N（①（継互二raN，＝ti）（∋裏返る。

　ひつくり返る。寝返りをうっ。　kusjaa

　～．後ろへひつくり返る。びっくり仰天す

　る。◎逆になる。あべこべになる。？UQce・・

　etooN・さかさまだ。弟が兄を教える揚

　合などにい5。㊧裏切る。寝返る。㊧あと

　戻りする。逆転する。退歩する。病状，子

　の成長などについていう。

：～UQceex’aka；sju「N⑪　（他＝saN，＝ei）うっ

　ちゃらかす。ほったらかす。捨ておく。

2UQeee＝S．iu’N⑨（イ也罵sa翼，＝e．i）褻返す。

　ひつくり返す。逆にする。

？UQC三⑦（名）〔掟ユ廃藩前の村長。土着の

　平民がなる。

2UQC呈ga藤⑪（名）［髭加勢コ廃藩罰の村長

　（？UQei）の補佐役。首墨・那覇の士族で，

　学閥があっても役職のないものが，都落ち

　してこの役を務めた。

2UQgigll・nuN①（勉・maN，　・・di）急に日を

　つぐむ。黙り込む。

2UQe韮；juN①（他＝raN，”Qci）（布を）織り

　終わる。織りあげる。

2UQgikaQglOO（名）おっつかっつ。優劣の

　ないこと。～，5aN．おっつかっつだ。ほ

　とんど岡じだ。

2UQciki⑪（名）点。しるしとして付げる小

　さい標識。～sjUN．点をうつ。

？UQgiN＝CUN①（自＝kaN，二磁）5つむく。

　下を向く。うなだれる。また，うつぶす。

　ha7，ikasjaga　？atara，　？uQgiNei　munu

　？iijUUSaN七aN．恥ずかしかったのだろう，

　うつむいてものも覆えなかった。

2UQgiNki＝ju’N⑪（他＝raN，”ti）（人。物

　を）5つぶせにする。下を向ける。伏せ
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？UQ9棄朧u翌

　る。

？ltQgiNttlu⑪（名）うつぶせ。（人・物が）

　下向きになること。また，うつむくこと。

　うなだれること。また，　5つむいている

　者。～najUN．うつぶせになる。うなだ

　れる。

？UQeiri①（名）見切り贔。売れ残りの品。

？u《｝cirlkubusi⑪（名）起き上がり小法師。

　玩具の名。

2UQka（①（名）負債。｛昔金。　sii（＆，）ともい

　う。～kaNZUN・負綾を負う。

？uQkaa①（名）うっかり考。そこつ者。

？UQkabaree⑲（名）借金払い。弁済。　sii－

　bareeともいう0

2UQkuru＝buN①（自＝baN，＝di）ころがる。

　ごろりと横になる。

？UQpeeru⑪（連体）その大きさの。それだ

　けの（量の）。

’2itQpeeruu⑪（名）その大きさのもの。そ

　れぐらいのもの。

？UQpi⑨（名）その大きさ。それだけの大き

　さ。それだけ（の量）。tiNdanu～．手の

　ひらの大きさ。狭いものの形容。猫のひた

　いほど。

？1礎ρ量gw餓⑨（名）それっぼっち。それっぱ

　かり（の疑・大きさ）。

2UQpinaa⑪（名）その大きさ。それほどの

　大きさ。そんなに大きく。～nu　lllUN．そ

　んなに大きなもの。

．2UQsa⑪（名）それだけ。それだけの数墨。

　…ほどの量。mutariiru～mUCUN．持て

　るだけ持つ。too～．よし，それまで。

．？UQsjagisa“’＠（形）5れしそらである。

？UQ§jahukurasja㊥（名）うれしく喜ばし

　いこと。非常なうれしさ。

2UQsjanagikasjaO｝（名）うれしいこと悲し

　いこと。悲奮こもごも。

？u《2sjaN⑨（形）うれしい。？u曼s3農sjUN．

　毒ぶ。

？uQsja？uQsjaa⑨（副）婬喜嬉とするさま。

　うれしそうなさま。～sjOON．嬉嬉とし

　ている。

2UQtaa⑨（名）彼ら。それらの者。

2eSQtaRti①　（房の　eわざと。故意に。～ku。

　rudaN。わざところんだ。◎わざわざ。　cuu－

　nuhwini～？ami　hu七i．きように限って

　雨が隆って。

？UQtaei⑪（名）出発。また，発足。出だし。

　nibu？UQtacintt　hweer呈QsiN．おそく畠発

　して早く江北（または結婚）すること。多

　くは女についていう。婚期は逸したが，そ

　の後よい縁談が早くまとまった物合，晩婚

　だが畢く男の子を生んだ揚合などをいう。

　？uQtaeee　nibusatasiga，　dikitasa　’jaa．

　繊発は遅かったが，弓まく行ったねえ。

？UQta＝euN①（露　 ＝亡aN，　　：Qci）θ勢いよく

　立つ。おっ立つ。◎勢いよく出発する。威

　i勢よく始める。おっぱじめる。

？UQta呈①（名）訴え。訴訟。～sjUN．告訴

　する。

？UQtaimo「oiai⑲（副）ゆっくり・と。のんび

　りと。～sjUN．のんびりやる。

2UQtee＝juN①（他＝raN，”ti）訴える。告

　熱する。fなやみを訴える」などの訴える

　意はない。

2ttQteerakaxsjtt’N＠　（lta　＝saN，　”ci）　？uQ－

　ceerεしkas3UNと岡し：。

2uQteeraki＝ju”N＠　（lts　＝yaN，　＝ti）？uQeee－

　xakasjUNと1司じ。

2UQti⑨（名）討手。また，追っ手。

？XXQti①（副）おって。やがて。おっつけ。

　そのあと間もなく。～cuuk厩u　ma（～eoo幽

　ree．間もなく来るから待ってろ。

？眼Qtoo⑨（名）火のし。布のしわをのばす

　道具。

？UQtoohw隻’量mO①（副）病状がはかばかし

　くないさま。病状が一進一退するさま。

　～sjOON．病状が一一・進一一tsしている。はか

　ばかしくない。

2UQtump（名）e弟。妹。年下の児弟につい
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2u弐・aN（lat韮量saaz韮

　て，男女の区甥なくいう。特に区劉する揚

　合は，wikiga？U（ltu（弟），，winagu？uQtu

　（妹）という。撃ii鴉の対。～misiju凡二

　番冒以下の子を出産する。また，二番輿以

　下の子を妊娠する。長子に弟（妹）を見せる

　という言い方をする。～’NNZUN．弟（妹）

　が生まれる。（3隼下。

？ugtuba＝siu”N⑨（地＝saN，＝ci）すっ飛ば

　す。勢いよく飛ばす。

？UQtu＝bUN⑪（幽＝baN，＝di）すっ飛ぶ。

　勢いよく飛ぶ。

2UQtumak三⑨（名）おとみつわり。撮が次，

　の子を妊娠してつわりにがかったために，

　乳児が嚢｝ること。？U（ltumiijoogariとも

　い5。

2UQtmniijoogari⑪（名）？UQtumakiと同

　じ。

？UQtumis董⑨（名）二番覆以後の妊娠，また

　は出慶。次の子ができること。おとみ。

？縫Q臓総u藩a瞬U「N⑪（／k＝saN，＝ci）すっ

　飛ばす。はね飛ばす。

2UQtuNgwa⑪（名）おとこ。來っ子。

？UQtusiiza⑪＊（名）兄弟。兄と弗。または，

　姉と妹。兄と妹。姉と弟。tusinu～，年

　上と隼下。

？UQtuunai⑲（名）妹。兄から見た揚F合に

　いう。’unaiは男からみたその姉妹。

？UQtuwikii⑪（名）弟。姉から見た場合に

　いう。’w圭kiiは女から見たその兄弟。

？ura⑪（名）∈）裏。？umuti（表）の対。～

　？UCUN．イ．裏打ちする。ロ．炊いた飯を

　褻返して‘まく“す。　◎反対Q逆。～du？icoo－

　vu．反対のことを言っている。㊧便所。ま

　た，大便。上贔な語。～taCUN．大便に行

　く。便所に立つ。～nu’jahwarasaN．便

　が柔らかい。

？眼ra⑪（名）宇良。《地》参照。

‘2uraak産＝jtlN⑪（他＝raN，　n・　ti）水につけ

　る。水にひたす。食器。洗たく物などを洗

　う前に水につけることをいう。cimu～。

　心を洗い清める。nuudii～．のどをうる
　；．s”g‘．　nuudii　？uraakijuru　？uQsaa　nee－

　raN．のどをうるおすほどの量はない。

2uyagirasa⑰（名）　5ら悲しいこと。塗♪中が

　悲しいこと。文語的な語。？asama’juma

　1〈ajuti　miru　zij’unu　nariba，　mibusja

　～nujudi　s3abi竃a．［朝ま夕ま通で　見

　る自由のなれば　見欲しやうらつらさ　の

　よでしやぺが］朝夕かよって会う自由があ

　るのなら，何で会いたがったり悲しがった

　りしましょらか。～sjUN．　うら悲しく

　思う。

2m．agee＝juN（①（自＝raN，＝ti）裏返る。

2uragee＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）裏返す。

2ロragoosa⑪（名）ねたましく思うこと。ね

　たみ。そねみ。やくこと。男女闘の出合には

　岡焼きの意でいう。舅：女心のしっとはri－

　Ncl　t　L　x　5．　？axiga　dil〈iikutu　一v　sjuN．

　彼ができるので，ねたむ。

2urahara①（名）反対。あべこべ。割かさ

　ま。うらはら。～cigajUN．全然違う。正

　反対である。

？urami⑨（名）恨み。

2uranee⑪（名）占い。易の吉凶の占い。

？m・anucimunii＠　（　Ei）　？uvanueimunu？ii

　と間じ。

？uranueimunu？iien（名）獲から競うこと。

　あてこすり。皮肉。風刺。

？証ra＝nUN⑨（他＝maNs＝di）恨む。？ura－

　marijuN．恨まれる。

2uraNδa⑨（名）西洋。「オランダ」を以て

　西洋全体をさす。

？uraNdaa⑨（名）西洋入。

？uraNd躁？パ珊“③（名）．甘藷の一一一■種。爽が

　黄色で美味。

？uraNdaguc韮⑨（名）西洋語。西洋諸国の

　ことば。

？uraNdasugai⑪（名）（女の）洋装。男が

　洋服を着たのには言わない。

2uraNdatiisaazi⑪（名）西才羊手ぬぐい。タ
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？ur繍潤S謎N

　ナル。

？uraNsa「N（①（名）〔古〕［御忌傘］raNsaN

　の敬語。

？猛rasac量⑨（名）浦麟。＜＜　rk　））参照。

2urasi董⑪（名）浦添。縄》参照。

？ura？uci⑪（名）褒打ち。羨具などの嚢打

　ち。

？ura2umut壼⑨（名）e嚢表。褻と表の爾

　方。～nakai　zii玉｛ac載N．裏表両玄に字を

　書く。◎嚢表が逆になること。褻返し。

　～natoON。西表になっている。

？ura多a⑥（名）褒座敷。女部屋。婦入の居

　閾。遊郭では，：女帝が客をとる部屋。

　？ura7yaa　？acoomi．　？acc，olbiisa，　？imi一・

　寧eebiree．部屋はあいているか。あいてい

　ます。おはいり下さいませ。（女郎を買5

　時の，客と女郎の問答のしかた。）

？uvazi⑨（名）（衣服の）臨地。

？搬ee㎜as醸⑨（形）うらやましい。

？uriCDθ（名）それ。そのこと。その物。

　その考。彼。～jaka　kuree　masi．それ

　よりこれの方がよい。◎（感）ほら。それ。

　人に指摘する揚合，物を渡す揚合，驚かす

　揚合などにい5。目上には，男は～sai，

　女は～tai，目下などにさげすんでいう時

　には，？uriQsa，～hjaaなどと使いわけ

　る。

2uridaki①（名）それほど。それだけ。

？u野熱⑥（名）　うる：おい。雨が降って土地が

　うるおうこと。おしめり。嶺？ur銭，jal一一

　biiN．よいおしめりですね。

？Ul’ii⑨（名）憂い。憂い悲しむべきこと。

　不幸。

2uriigU｛U⑨（名）不幸。不幸なできごと。

？uriisjガ腿z量⑥（名）不幸なこととお親いご

　と。不祝儀と祝儀。

？urijookuri‘i’jOe⑪（名）あれこれと大騒

　ぎすること。上を下への大騒ぎ。

？u懸＝3U寅⑨（自＝raN，＝ti）降りる。　huni－

　kara～．舟から降りる。綴Nk農τ＆～．天

　から隔りる。

？uri＝juN〈3）（自＝raN，＝ti）売れる。

？urikaa⑪（名）その辺。

2urikara⑨（副・接続）それから。それ以後。．

？urikuru⑥（副）彼（彼女）虜身で。～cii一一

　du　s西ru．（彼は）窟分で来るさ。

？uriQsa①（感）欝下に鈍して，または怒ウ

　て，指摘したり，物を渡したりする揚合に

　いう語。それ。

？uerlsjaen（名）〔文〕？UQsja（うれしさ）の

　文語。

？W量？糠蓋①（感）ほらほら。それぞれ。論い

　で入に点出する時などにいう。

？ur三ziN⑪（名）〔文〕擶暦2～3月，麦の穂

　の出るころのこと。’waka？urizlNともい

　うQ那覇では？uruz添という。

？urizlNbee⑨（名）2～3月ころ吹く南風。

？ur圭ziN奮weena⑨（名）kweella（旅歌）の

記誘難羨旛震、蓋謡L
　gigauu　’wakanaginu　mahadauu，　ma一

　毛aki　kuda　guku七i…［おれづみのはつが苧

　若夏の真面苧　真竹くだ造て…］？Uriz譲

　のころの初苧を，初夏の柔らかい苧を竹で

　管をつくり…。

？uroosaN③（形）㊦（糸などが）細い。◎（粒

　などが）　細かい。s盤noonu】niinu　～．

　ふるいの輿が細かい。

？uru⑱（名）砂。細かな砂。また，砂稠。

　寧inaともいう。～katamiiga？iCUN．砂

　をかつぎに行く。

？urudusi①（名）うるう年。

？uruka⑨（名）愚か。考えが足りないとい

　つたほどの軽い意の語。～na　MUN。愚か

　な考。

2urukamunii⑨（名）つまらぬqのききか・

　た。愚かなしゃべりかた。

2uruku⑨（名）小誌。（（鋤参照。

？urumaa⑪（名）？urumaazeeと岡じ。

2urumaagee③（名）くつわPt。一4ee＜§ee
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？u＄aN

　（ばった，いなご）。

？Umm量①（名）eころ。ころおい。？unu～．

　そのころ。hananu　sacuru～。花の咲く

　ころ。naa　CUUI’u～，3a麟ga．もう来る

　ころだが。◎（接尾）ころ。　9UNgwaφ？u－

　rumi（5月ごろ），，juduusi　tuuti　tui一

　？utee？ururnini即ur舞nu　miitaN．（夜通

　し歩き通して，鶏の鳴くころに村が見え

　た）など。

？uruniinama「nli⑥（名）半煮え。なま煮

　え。

2urusaNen（形）不充分である。足りない。

　ziNbUNnu～．知慰が足りない。　simi－

　naanu？urusa　nahwiN　kUNsimiri．［責

　縄のうるさ　にやへもこんせめれ（久志若

　按司）］縄の縛り方がゆるい。もっと強く

　縛れ。

？urusi①（名）漆。醸物名。またそれからと

　る塗料の名。

2urusliiiaklco（名）漆負け。漆かぶれ。

？urusinui①（名）漆塗り。

？uru　：sjuN⑨（他＝saN，＝ci）e降ろす。nii

　～．荷を降ろす。◎おろす。堕胎する。

　㊧（種を）まく。san量～．種をまく。㊧細

　かく刻む。tabaku～．　たばこの葉を刻

　む。

？uru？ubii⑨（名）うろ覚え。不確かな孟春。

？uru多ici①（名）弓るう月。’jUN多iciとも

　いう。

2usa炉jUN①（轡＝raN，；ti）？usjaajUN

　と同じ。

？usaaree⑨（名）e？usarceと1司じ。◎？U－

　sareeが来たことを知らせる声。花嫁の一一

　行の行列を見てよばわる声。

2usaa＝rijuNco　（wa　zariraN，　＝Qti）　emp．b

　れる。hweereeni～．強盗に襲われる。

　mUNni～・魔物に襲われる。夢でうなさ

　れることもいう。高い石垣のそばの部屋で

　寝ると，魔物に襲われてうなされるとい

　う。O押えつけられる。　siini？usaaQti

　sizaN・岩の下敷きになって死んだ。㊧圧

　倒される。？amang？icuini？usaaQti

　makitaN．あの人の威勢に圧倒されて負

　けた。⑭病気に負ける。用心して寝込んだ

　ため，かえって病気が鋤くなったよ5な揚

　合にいう。

？llsaa＝sjurv①（他；saN，＝ei）？usujUNの

　使役形として用いる。eおおわせる。かぶ

　せさせる。◎（卵を）抱かせる。kuuga

　～．卵を抱かせる。

2usaa＝g．juN（i）　（／＄　＝raN，　＝ti）　？usjaasjuN

　（一緒にする）と岡じ。

2usac董⑥（名）酢の物Q

2usada㎜i⑪（名）〔文〕天命。　tiNnu～nu

　kuda七i　kuru　tueija．［天の御定めの下

　て来る時や（手水之me）］天命が下って来

　る時は。

？u＄akal韮⑨（名）祭｝配の際の分担金。一・一・rk

　一門の祭祀を行なう最合，その費幣を各家

　に旧り当てる。その調り当てられた費用。

2usakii⑨（名）そんなにたくさん。そんな

　に多量：。～nu　l｛oo2mUN．そんなにたくさ

　んの買物。～na　saki　nudLそんなにたく

　さんの酒を飲んで。

？usakiinaa⑪（名）そんなにたくさんの数

　量：。そんなにたくさんずつ。～nu　QCU．そ

　んなにたくさんの人。？ihwiNdi？ieeeru

　MUN，～mUQci　Qci．少しと言っておし・

　たのに，そんなにたくさん持って来て。

　～？ataimi・そんなにたくさんずつ翻り当

　てがあるか。

2us3N①（名）胡散。疑い怪しむべきこと。

　～na　IX｝UN．胡散くさい者。道で会った者

　には誰に対しても挨拶するのが一般であっ

　たので，入に会っても挨拶をしない者をい

　うことが多い。tadaneeeN’waminu
　～kakirari三重，　taga　S重eaga，wazO娠ti－

　sazi　kakiti．［ただねちやうん吾身の　5，

　さんかけられす　誰がしちやが前門に　手

　串かけて］ただでさえわたしは疑われてい

　るのに，誰がしたのか，わたしの家の門に

563



2臓saKdee

　恋のしるしの手ぬぐいをかけて。

？usa“’de「e⑨（名）おさがり。神仏への供物

　のさげたもの。また，人の使用したあとを

　頂戴したもの。

2usaNmi⑥（名）saNmiの敬語。神仏に供

　えるためにつくる璽箱料理。一一つには餅を

　つめ，一つにはfAS類・豊根・大根などの煮

　しめをつめる。

？usaree⑪（名）結婚の時，婿の蒙に向かう

　花嫁の一行を先導する役。平民の老婆が当

　たる。？usareepaapaa，　misareepaapaa

　などともいう。？usaree一は御1先立ち（〈sa－

　daju・N「）の意か。

？usareepa■apaa⑪（名）misareepaapaaと

　岡じ。

？usazi⑪（名）兎。家蓄として飼育してい

　た。沖縄には野兎はいない。

？us¢e⑪（名）料理名。あえ物。

？usee＝jUN①（他＝raN，＝ti）あなどる。軽

　蔑する。見くびる。

？uξees細⑪（名）おかわり。　脚es叡の敬

　語。

？us蓋①（名）牛。～？aujUN．ノ1・矯に立つ。上

　流の婦入の上品な言い方。なぜ「隼を追弓」

　というかは不明。このことばのわからない

　農村の人はとまどう。～？o◎rasjUN．隼を

　戦わせる。？usi？aasiの項参照。

？usi①（名）丑（うし）。十二支の第二。方角

　は東寄りの北。時闘は午前2時。

2US重？aas量②（名）闘隼。牛合わせ。牛二頭

　を，角で突き合わさせて戦わせる行事。逃

　げた方の牛が負けとなる。農村で，臓麿6

　月の稲の穂祭りのころ行なう行事。

？llsibakujoO①（名）牛買い。牛の禿買を

　する者。

2usiei＝jUN①（他＝raN，＝Qci）（）押しきる。

　すっかり押す。◎勢いよく切る。ちょんぎ

　る。

？篠§韮gik韮＝juxN①　（他　＝1’a．N，識ti）　ti罫しつけ

　る。圧迫する。

？usigiku；nuN（1）（他＝maN，＝di）　（着物。

　布などを）押し璽ねて，小さく丸める。押

　しっかねる。押し丸める。

？繕s三g茎r量褥“N①（臨＝raN，”ti）〔文〕連れ

　る。達れだっ。？xxsigiriti　tageni　naga－

　mijai？agliba．［押し連れて互に　眺めや

　臼遊ばユ連れだって一緒に跳めて楽しも

　う。

？us董cir量ziri⑨①（名）継かく切りきざむこ

　と。ずたずたに切ること。～．sjUN・

？u4ideeku⑪（名）［霞太鼓コ神事の祭りに

　行な5踊りの名。農村で，太鼓をたたいて

　女のみが踊る。はじめは5すをたたいたの

　であろう。

？usiduk圭＝juN①（他＝raN，就i）押し．のけ

　る。

？us隻ha服a＝sjUN①（他＝saN，＝ci）押し放

　す。つっぱなす。

2usii①（名）教え。教育。しつけ。

？iisii⑲（名）爾水。二十四節の一つ。

211§iidaki⑬（名）縫糸を押える竹。・地機の

　付属具。

2usiigaci⑰（名）透き写し。敷き写し。手本

　の上から透き写しに書いてけいこするこ

　と◎？us慧く？usujUN。

：～緩s引割a重a⑨（名）教え方。教育法。教育。

？usiimaaruu⑪（名）順番を追って圖るこ

　と。順ぐり。回り持ち。

2usiimaas管毛⑨（名）順番に回すこと。順ぐ

　り。撚り持ち。

？usiimii⑥（名）清明祭。清明（siimii）の

　季節に行な5先祖の祭り。墓参をする。

2usiiN⑪（名）蜜客。お客様。上流家庭で使

　う語。

2ti＄ii｛aree⑪（名）補足。足りない分を補う

　こと。～sjUN．

2us蓋量Z戴⑨（名）（乳の：不足を）もらい旧して

　補5こと。

2usljusi＝juN①（pt　＝raN・，　＝ti）押し寄せ

　る。
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2usiz’u

？usikaki＝juN④　（イ也；raN，＝ti）　押しかけ

　る。

？usikeera＝sjuN（k）　（イ也　＝saN，　＝e．i）　突きラ1逼

　ばす。押し倒す。押してひつくり返す。

2usikee＝S5uN①（他＝saN，　tci）押し返す。

？蘇suku⑨（名）［薄久］植物名。あこう。気

　根を生じ，熔樹（gazimaru）に似ている

　が，藥・実とも搭樹より大きい。材太は踏

　樹より劣る。実はいちじくに似て小さく，

　食用となる。

？usikumai＝juN①（イ｛竺　；ra」N，　”ti）押し込め

　る。

2usiku；nUN①（他篇maN，＝di）押し込む。

2usimaa・sjuN①（他＝saN，需ci）しっかり

　回す。きりりと回す。rakubuginu　mi？u－

　bi　’juhwara　？usimawaci　sjuNzanasi一一

　medei　di，wane　sadara．［らくぶつの御

　帯　よわらおし廻ち　首里ぎやなしみやだ

　い　でわないざだら］ral〈ubugi（織物の

　名）の御幣を横腹にしっかりしめew　して，

　蟹里王府の御奉公に，いざわれこそは先が

　けしょう。

2usi㎜aci①（名）うすべり。へりを付けた

　ござ。

？usimag三zjuN①（他；raN，＝ち圭）㊦押し独

　げる。へし曲げる。◎屈服させる。負か

　す。？ahwinaanu　toonu’jamatuni？U－

　simagiraQti　taiwaN　turaQtaN，あれほ

　どの中醗が臼本に負かされて，台湾を取ら

　れた。

？級§量masi⑨（名）karaNpanaに対し，洗い

　摩i『めた　，Npanagumi　を特にさづ、。　二おすま

　しの意か。

2u親旧as圭⑪（名）上流婦入の洗髪・もく浴。

　上流婦入は決して，着物を全部脱いで，湯に

　はいったりすることがなかった。～s画N。

　もく浴する。

？usimudu＝sjuN①（他”saN，＝ci）押し慶

　す。

？us繍u繊繊⑨（名）台断。農家でいう語。

？usinaa①（名）闘牛場。一naaは広場の意。

　？tエsi？aas圭　を行なう所。

2縫S量naga＝sjuNdi　（他＝saN，＝ci）　押し流

　す。

？us韮na＝jUN①（他＝aN，＝ti）失5。無くす。

　入の死にもいう。？uja～．親を失う。

？犠s量獄uc籔⑨（名）牛乳。

：～疑sinuj鎗⑪（名）牛／j・屋。

？uslnuki＝jUN①（他＝raN，誌ま）押しのけ

　る。撲除する。？u㌶nadaki？agata　satu－

　ga　？Nmayizima，　muiN　？usinukit1　ku－

　gaもa　nasana．［恩納岱あがた里が生れ濫

　森も押しのけてこがたなさな］恩納岱の

　あちら翻は恋しい君の生まれ故郷，その晦

　も押しのけてこちら側にしたいもの。

？usinuku…｝uu⑨＊（名）？us鋤ukubuuと岡

　じ。

2usinusisi＠①（名）隼肉。

？US韮？Nza・・sju猟ce（（ig　＝saN，＝ci）押し斑す。

？usiNbju「ほ2ud継N⑨（名）首里城の建物の

　名。？ug闘ik慧の項参照。

？綴S童Nc戴⑨（名）着物の前の端を下ばかまの

　ひもに押し込むこと。沖縄の婦入は欝を溺

　いないので，着物の前があかないようにす

　るためにこうする。

2usiN＝cuN①（他娠包N，＝el）押し込む。差

　し込む。突っこむ。

2usiNlui①（名）おしどり。

？usirasi③（名）神仏，概先の霊などのお知

　らせ。お告げ。夜，大きな石の落ちる音が

　して，易を立ててみると，それが祖先の祭

　りを怠っているお告げであったりする。

？usirii⑪（名）元服箭の土族の三三の髪の

　結い方。丸く大きく結5。maajuuiiの項
　参照。

2usiru⑨（名）えりあし。首すじ。うなじの

　付近。盆に女のそれをいう。～tarasjUN．

　髪を耳の後ろにふくらませ，5なじにかか

　るように結う。筥里の上流婦人が礼装する

　時の髪の結い方。その結い方はcura？uN一
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？usirtl

　coob圭ともいう。～t穏uki3聡N。やせこけ

　る。死ぬ前などに，首すじがやせ細るのを

　いう。

2usiru⑪（名）おつゆ。お汁。　siruの丁寧

　語。すまし汁。みそ汁の両方についてい

　う。

2usk－uhuuzi⑥（名）後ろ姿。主としてえり

　あしの美しさを中心にしていう語。

？iisirukubuu⑪（名）ぼんのくぼ。？usinu－

　kubuuともL・5。

2usiruwaN⑨（名）汁を入れるお椀。　siru－

　waNの丁寧語。

2usirUiikii⑨（名）飯に汁をかけること。ま

　た汁をかけた飯。

？頗s3N⑤（形）0（厚さが）薄X，・・。hWiqsaN

　ともい5。O（色・昧などが）薄い。1〈ata一一

　saNの対。㊤知恵が足りない。愚かであ

　る。

？ugisaNCO＊（形）遅い。時間が遅い意で用い

　る。　　　　　　　　　　　　　’

2uslsjOO⑪（名）お蘭匠。先生。　sisjOO（師

　匠）の敬語。

2・・sitoowsjUPt①（他＝saN，＝ei）押し倒す。

？uskunami＝j｛iN①（他：raN，　z・ti）押しな

　らす。でこぼこを平らにする。

？usitura①（名）丑寅。菓北の方角。

？us蓋？us蒸①（名）むりやり。強制。押し押し

　の意。～ni　si通ijUN．むりやりにさせる。

　siibusikoo　ReeNta＄iga　”v　simiraQtaN．

　したくなかったがむりやりにさせられた。

2腿sl？waasjaa①（名）牛殺し。牛を屠殺す

　る者。

？薮s丑waki＝jUN①（地置raN，＝ti）押し分け

　る。

？u．sizaado「oh疑⑨（名）豆腐の一種。豆腐を

　固める時，箱に入れずに，布に包み上に璽

　い物をのせて固めたもの。従って円形にで

　き上がる。押しつぶした豆腐の意か。

2usizaki⑪（名）侍女様。　sizaki（貴族の娘

　の侍：女）の敬語。

2usigasiCO（名）かんざしの一種。男がka－

　misasi（その項参照）に添えて差すもの

　で，金属製。形は耳かきに似ていて，それ

　より長い。御副え差しの意か。装飾晶で，

　算かき，紙の穴あけなど色色なことにも罵

　いる。kamisa＄iと同じく，勢分によって

　材料が異なった。もとはこれのみがかんざ

　しとして驚いられたといわれる。

？u麟厳⑥（名）〔文〕神様。また，みたま（御

　霊）。神・神鑑⑥zi）の敬称。

2uslzimee⑨（名）〔文〕神様。神・神整（rlizi）

　の敬称。

？頗zir隻n爵e「eN⑨（鴇・不規則）おかくれ

　になる。過ぎ去りたまう。崩御なさる。王

　の死についていう。？ukumuimiseeNと
　もいう。

2usjaa＝jUN①（自＝raN，＝tl）一一緒になる。

　合体する。合わさる。’jaaniN多unu？iki－

　raku　natal〈utu　？ujanujaaNkai　？usjaa－

　taN。家族が滅つたので，本：家に合岡し

　た。

？u・．jaamaatuu⑨（名）ごた混ぜ。一績く

　た。

？usjaamii⑨（名）機織りで，おさに4本の

　糸を通して織ってできる，厚い布。普通に

　2塞ずつ通してできる布はhwiranuciと
　いう。

2usjaa・・sjUNCO（樋＝saN，＝ci）一緒にする。

　合併する。合わせる。足す。taagitu　mii－

　gitu？usjaaei　caΩsaga・2と3を足すと

　いくつか。

？usjaga＝juN①（自＝raN，”ti）召しあがる。

　「食べる」〈kanuN＞の敬語。？usjag＆mレ

　91eebiree・お召しあがりなさし・ませ。

2usjagi＝juN①（イ｛整＝raN，＝t呈）el押し上

　げる。ささげる。上にさし上げるQ◎さし

　上げる。献上する。お供えする。㊤髪を結

　うひまがない時などに，髪を簡単にくしで

　即き上げる。
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？us曲asjuN

2usjag圭mue量（i）（名）お供えもの。

2usjagimuN⑥　　（名）　θ蓑夢こ」ヒ物。　進物。　◎貝有

　賂Q賄賂として贈るもの。

2usjag菱㎜uN②（名）お供えもの。

2usjaku⑪（名）お酌。酒をついでやるこ

　と。～sjabira，お酌しましょ5。～

　，uganUN．さかずきをいただく。

2us300ba⑨（名）sjooba（その項参照）の

　敬語。お相伴。また，結婚式の時，花嫁の

　家で花婿の接待をする役。

2usjoOroO⑥（名）eお精霊。精霊（しょう

　りょ5）。盆に祭る死者の霊。Oお盆。孟

　繭盆会。

2usjooroohaiasi⑨（名）草の名。みそは

　ぎ。精霊花。

2usjo・roo？uN’kee⑫（名）精霊迎え。7月

　13臼の晩，迎え火をたいて精霊をお迎えす

　る行事。酪して？UNIceeともいう。

2usjooreo2uNiina⑨（名）sjoero。？Nma

　と同じ。その項参照。

2犠sjoeroO2UU”ku量㊥（名）精霊送り。賂し

　て？uukuiともいう。7月15β夜半，送り

　火をたいて送る。日が暮れてすぐお送りす

　ると，接待に飽いたと思われるであろう

　と，なるべく夜遅く送る習慣があり，農村

　では，夜明けあるいは16日目なってからす

　る所もあった。送りの翌臼は朝寝したり，

　naganubitoori（長くのびて横になるこ

　と）して休むのが普通である。

？usju⑪（名）うしお。潮。海水。～kunUN．

　潮を汲む。ziNkahaikawaja～ka・juka

　mi4ika，　ziNkamij’arabinu　？usididuku－

　ru・［源河二二や　潮かゆか水か　源河め

　わらべの　おすでどころ〕源河川の水は潮

　か湯か水か，源河の娘たちの水浴揚であ

　る。

2usjudee⑪（名）〔御二代］祝事・法要に招

　かれて行く場合に差し巌す金一一・　Ut、お祝

　儀。距骨。s5udeeの敬語。

2usjuganasiimeeew（名）〔古〕［お主加那

　志前〕国王様。琉球王に対する敬称。

2usjukunaa⑨（名）潮汲み。潮を汲むこ

　と。製塩のための海水を汲むこと。また，

　潮を汲む考。〈？usju－ykunuN．～sjUN．

　潮を汲む。

？usjumee⑰（名）e平民の祖父。おじいさ

　ん。O平民の老翁。おじいさん。（∋Oと屯

　士族についてはtaNmeeといい，首里周

　辺の農村では平民のそれをpuupuuとい
　う。

2usj　anuma⑨’ i名）こ文〕ちょっとの間。片

　時。潮の干満の流れがやむ間の意。？tt－

　maN　’juikaradu　？ubizasiN　sjujuru，

　’wamija～N’wa寧irigurisja．［思まぬ

　故からど　覚出しもしゅゆる　わみや潮の

　間も　忘れぐれしや］恋していないゆえに

　こそ思い出しもするのです。わたしは片時

　も忘れられません。

2u；sjuN①（縫＝saN，＝ci）押す。　mikusi

　？usijabira．（坂道で老人などに回して）腰

　を押しましょ5。

？usjUU⑨（名）［お主コ王様。琉球王の敬

　称。？usjugaRasiimeeともX，・う。～doO

　haeaa．蜂を追い払うためのまじないの文

　句QFおれは王様だぞ，蜂め」の意。

2usjuukoO⑨（名）御法事。御仏事。　sjUU－

　kOOの丁寧語。

2usooz⑩（名）eお考え。～N　misjooraN．

　お考えにもならない。◎王のおぼし召し。

　叡慮。

2usoozimiseieN⑪（他・不規則）お考えに

　なるQお愚いになる。おぼし召す。nu－

　Nzoo　caa？usoozi】anisjoorarijabiiga．あ

　なた様はどうお考えになられますか。

2USU2aka．・・ai①（名）うすあかり。霞出酋・

　臼没後の薄明。

2usuba⑪（名）eおそば。～N’juraraN．

　おそばにも寄れない。◎貴人の妾。

？usuba＝sjuN①（地＝saN，＝ci）（物を）伏

　せる。下向きにする。
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2USiibur量】霊夏U至≒ご

？usuburimZZN⑰（名）薄ばか。単に？USUU

　ともいう。

？腿臓gu盟s韻①（形）薄暗い。

？aXSttgusamicl①（名）少し怒ること。少し

　憤慨すること。saagusam1ciともい5。

　〈kusamieuN．

2usu＝juN①（他＝raN，＝ti）eおおう。か

　ぶせる。上に掛ける。？uudu～・ふとん

　を掛ける。◎押える。？usuraQtoON．押え

　られている。㊧（巣について卵を）砲く。

　kuuga？USUむ00N。卵を抱いている。

？usakazi①（名）〔文］そよ風。和風。～N

　kijuja　kukuru　？at1　sarami，　kumu

　hariti　t圭raSU　gie1nu　curasa．［おす風も

　今賢や　心あてさらめ　雲晒れて照す　月

　のきよらさ］そよ風もきょうは心があるの

　だろう，雲が暗れて照らす月の美しさよ。

2usukoog｛i①（名）少し腰が繭がっている

　者。また，ねこ背（の考）。

？ixsuku③（名）？usukuの項（P。565）参照。

2usumasjaN⑥（形）すごい。ものすごい。

　臨くべき。「おぞましい（桿・）」と闘係ある

　語か。？usumasii　Qeu’ja£aN・すごく人

　が早まっていた。

21RSUZMUimui⑨（副）少し盛り上がったさ

　ま。ciigwaa～s50◎N．少女の乳が少し

　盛り上がっている。

2vasunee⑨（名）〔萩？〕お供え。神仏にお

　供えすること。

？usuneei⑨（名）お行列。〈suneejUN（行

　列する）。

2usuneemurw⑨（名）ξ競？］お供えもの。

2ttsuri⑪（名）敬うこと。奪ぶ気持ち。大

　事に思う念。？ujaRU？usuree　neeN．親

　を尊ぶ気持ちがない。zlNnu～N　Ree－

　raN・金の力を認めない。～nu？ataraN．

　もったいない。物を畔塗にする．者がいる揚

　．合などにいう。

2usuri＝juN⑨（他；raN，二ti）敬う。尊ぶ。

　あがめる。大事に思5。こわがる意では

　？uturusja　sjUN　とい5。

2usurikaga”N⑨（名）貴人の前で平身低頭

　すること。おそれかがみの意。

？usutikwaQkwasee⑨（名）遊戯の名。蒼

　物・羽織などの中に子供がはいり，誰がは

　いっているか，何人はいっているかを当て

　させる遊戯。

？usu？usu①（副）うすうす。もと？U騨？U錘

　と言ったかもしれ．ない。？unu　kutoO～

　siQcootaN・そのことは5すうす知ってい

　た。

？usuu①（名）薄のろ。薄ばか。？usuugwaa

　と易いう。

？usuagwaa①（名）？usuuと嗣じ。

2usuwaree①（名）薄笑い。

2nta①（名）歌。　ruuka（琉歌）をさすこと

　が多い。～，junUN・歌（ふつうは琉歌）を

　よむ。～§u1くu3μ翼。ともいう。～sjUN。

　歌を歌う6

？utaa＝sjuN①（他扁saN，；ci）なら5。準ず

　るQ，NkasiNcuni？utaaci　sjUN．昔の入

　にならってする。auu’jatiN’waNni

　？utaagee．何でもわたしにならえ。

？麗a賊㎜坤eセ㎜u翼⑪（名）いただき物。賜

　わり物。目上から頂戴した物。

？蹴窺賊鵬おe「¢餌⑪（他・不規劉）kwi3UN（く

　れる）の敬語。kwimi亭eeN（下さる）より

　丁寧。〈tabijUN。（∋賜わる。下さる。

　？a】⑳三～・（天から）雨を賜わる。◎（…し

　て）下さる。？aNsi？utabimiseebiree．

　そ5して下さいませ。kacimisjooci～・

　お書きになって下さる。

？櫨ac鰍u【、》磁⑨（名）元祖。開祖。家の一番

　はじめの笹先。お立：ちllの意。

？ntaga＝jlxN①（侮＝aN，＝1・aN，＝嫉）疑う。

　？ar1nu　kutu　’．iakutu，　？uta．g．’aaNdi

　？umuree？utagaaTijuN．あいつのこと

　だから，疑お5と思えば疑える。

愛麟昭a磁①（名）歌で風刺すること。～sju－

　N．歌で風刺する。その総合の歌はkaki一
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2utira

　？utaという。

2utageean（名）お互い。～nl　hwiraku　na－

　5ab圭ra・お互いに楽にすわりましょう。

　～du’jarロ。お：互いさまだ。

？utagee①（名）疑い。～nu　harijUN．疑

　いが晴れる。

？utaguei①（名）歌うのが上手なこと。歌

　声がよいこと。また，その入。

？uta；j疑N⑦（＝aN，＝raN，瓢嫉）e（他）歌う。

　声に節をつけてtw　5。また，簾なしで，歌

　を詠ずる。◎（自）（鶏が）ときをつくって

　鳴く。tuinu～．鶏がときを作る。

2utakabi⑨（名）［おたかべ］神を祭る式。

　また，その時にnuuru，　kudi（それらの項

　参照）などがとなえる祈りの文句。のりと。

　～sjUN．神を祭る式を行なう。？utaka－

　bee　siQC◎oml。のりとは知っているか。

2utaki⑪（名）［乱丁］繊の森の中にある神

　を祭った二筋。聖地とされ，婦人が？U－

　gwaNdo。9Uをもって熱心に？ugaN（祈
　願）をしに行った。首里にはb三Nnu？utaki

　〔弁の御岱］，sunuhjaN？uもaki〔園比麗武

　二二日などがある。

2utamuci①（名）三味線による前奏。歌独

　の歌う前に三味線だけを弾く部分。歌曲に

　よってその？utamueiが異なる。

？麗組癒a「a搬us量⑨（名）遽拝。荒くて行げ

　ない揚所に癒かに礼拝して？ugwaN（祈

　願）を行なうこと。単に？utuusiともい

　う。

2utasaNsi！　O（名）歌や三味線（saNsiN）

　（でうち興ずること）。

2utasiki＠（名）お助け。　kaminu～．神の

　お助け。

？u｛asjaa⑨（名）歌：手。歌い手。歌を歌5こ

　とのうまい者。

？utatukuru③（名）お二入門。おふたかた。

　taiの敬語。

2uti⑪（名）θ落穂。また，干物の落ちこぼ

　れ。～hwirujUN・落穂を捻う。　O見落

　とし。

2utibici⑰（名）お祝いの時作る料理の名。

　肉・豆腐・大根。昆布などを醤油味で煮

　こ：んだもの。材料の切り方によって，

　？uunii（大きく切ったもの），1〈uunii（小

　さく切ったもの），sikamuduci（さらに小

　さく，さいの冒に切ったもの）の三種があ

　る。

2utibaei⑥（名）西風。

2utigici⑨（名）落ち着き。沈着さ。

2utig量＝CUN⑨（自＝kaN，＝ei）（心が）落ち

　着く。（天気などが）静かになる。

2Uliel’ri⑨（名）落ちて散らかること。ま

　た，落ちて散らかったもの。散りくず。

　ki短u　hwaanu～sjoON．太の葉が落ち

　て散らかっている。

？utida⑪（名）おてんとうさま。お臼さま。

　太陽（tiida）の敬称。～nザugamaQtoO魏．

　お段さまがさして来た。

2uti？iri⑨（名）〔古3〔御手入］処分。高温

　的処分をいう。maziri〔間切］の財政が崩

　壊した時の行政処分など。

？uti＝jUN⑰（自　　＝1’aN，　＝t圭）e落ちる。　O優

　劣の差がある。段がある。？aritu　kuritu

　kultabiinee，　dUQtu　sinanu～．あれと

　これとを比べると，大分品がme　5。『

2uti・jUN④（他＝raN，；ti）（料理したもの．

　を他の器に）あける。うつす。？NMU～．

　煮たさつまいもを鍋からほかの器にあけ

　る。

？ulikee＝jtiN⑨（自＝raN，＝ti）初めの状態

　に返る。もとへ渓る。人が幼時の状態へ返

　る場合などをいうQ

2ntima’i⑥（名）（子供・犬猫などが食：べ物

　などを欲しがり）飛び回って騒ぐこと。

？utina⑨（名）〔文〕5てな。楼台。

2utiN⑨（名）雨天。普通は？am量huiと1，　v

　う。

？utiNgu’tu⑨（名）天意。天命。神意。

？ut三x’a⑰（名）（∋お寺。寺（tira）の敬称。

569



2utiraakwaasagavaakwaa

　◎首里の円覚寺の通称。

2uth’aaltwa”asa．craraakwa「a⑪（副）犬猫が

　ものを欲しがってねら5さま。落ちたら食：

　おう，下がったら食：おうの意。

？uti「azuunikasju⑪（名）〔お寺十二箇断］

　十二支のそれぞれをつかさどる仏が安置さ

　れている所。円覚毒。観音堂・赤平・鳥小

　堀の四寺が，それぞれ十ニニ支のいくつかず

　つをつかさどっていた。

？utlsizimi①（名）零落。おちぶ；れること。

　また，盛衰。落ち沈みの意。niNziNnu

　？utisizimee’W＆karaN　MUN．人蔭の盛

　衰はわからないものだ。

？utitaimo’otai⑥（翻）こけつまろびつ。

　夜，悪路を行くさまなど。落ちたり舞った

　りの意。

？u瓢①（名）e音。音響。◎たより。音さ

　た。～Ncikaτa翼．音さたもない。㊧5わ

　さ。評判。～RU’waQsaN。評判が悪い。

　？utoo　cici？UQsja　sjOO；3iga．うわさは

　聞いて，喜んでいるが。

？utuci2aga”ci⑨（名）優劣。

？犠搬gaku⑪（名）？utugeeの卑称。

？utugeeew（名）おとがい。下あご。

2utUS・eenaNdurttu⑪（名）あごがすべすべ

　している考。hwizim◎o（ひげなし）をい
　う。

？utulgi”zi＠（名）お薮りつぎ。　tuigiziの敬

　語。

？utu．ike’e＠（名）tuikeeの敬語。（貴人と

　の）御交際。また繕答鹸・結納などのおと

　りかわし。

？utuimuici⑨（名）おもてなし。御接待。

？纏滅ta醸③（名）御登用。加it就iの敬語。

　～ni　najUN．御登用になる。

2utu＝juN①（露：1’aN，＝ti）〔薪？3劣る。

　？arijal〈a～。　あれ．より劣る。

2utumu⑨（名）お供。従考。？utumuzu一・

　xasadu　daNnazurasa，お供が立派なの
　が，．旦那の立派であるゆえん。

？U重una◎（名）おとな。文語的な語。普通

　1ま？uhu（≧CUとし・5。　？icinuk：ezi　nikezi

　’judidu　？a＄lbjutaru，　？iginu　mani　sa一

　七uja～nataga．［一一のかいぢ二かいぢ

　読でど遊びゆたる　何時の問に里や　大入

　なたが3一圃，二回と数えて石投げをして

　遊んでいたのだが，いつの間にあなたはお

　となになったのか。

？utunasjaN⑪（形）噺？〕おとなしい。

　普通は？weNdasjaNという。

？u｛uNite”o⑨（名）お燈明。神前仏前にとも

　す燈明。？utUUmjooともい5。
？uturi＝i秘rv’④（自　＝raN，置t圭）衰える。　mi一一

　3＆kunu～。都が衰える。

2utur一＝juNO　（S　＝raN，　＝ti）　？uturijuN

　と岡じ。

？uturti　s．　jahWi”isja⑨（名）恐れおののくこ

　と。びくびくすること。

2uturusjamuN⑨（名）恐ろしいもの。こわ

　いもの。～nu　miibusjamUN．こおいも

　の見たさ。

？u｛avusjaN⑨（形）恐ろしい。こわい。？u－

　tuerusja　sjUN．こわがる。恐ろしがる。恐

　れる。？uturusjaN　slraN．　こわいことも

　知らない。あどけない者，また豪胆な考に

　ついていう。？uturusii　mazimUN．こわ

　いおばけ。mazimUN？uturusja　sjuru

　Qeu．おばけがこわい人（mazimUNnu
　？lltUl’usii　QCUのようには雷わない）。

2Uturusja？Umii⑨（名）恐ろしい思いをす

　ること。こわがること。～sjUN．

？滋urUU⑰（名）恐ろしいもの。

？utusata④、（名）音さた。音儒。たより。

？磁us嚢⑪（名）みぞおち。’Nniguci（むな

　～もと）ともいう。

？utusi2ana⑨（名）落とし穴。

？utusidami③（名）落とし種。落胤。？utu－

　siNgwa（落とし子）ともいう。

2utusigttu⑨（名）小鳥を捕える仕掛けのか

　ご（kuu）。中におとりの鳥を入れる。

2狂撫siju’i⑪（名）お年寄り。御老人。　tu一
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？uugirugaajuN

　sjuiの敬語。

2utusi凱脳⑪（名）落とし物。

？ntusiNgwa⑨（名）？utusidaniと局じ。

？utusizama⑪（名）鏡餅。正月に供える

　？ueanuku。仏壇と火の神の需に供える。

　大中小の藪つを重ねる。下の大きなものを

　Sieadee（下台），中のものを簸撮（adee

　（中台），上の小さなものを？waadee（上

　台）という。

2utu＝sjUN（D（他zsaN，＝ei）e（高い所か

　ら）落とす。Oもらす。騰漏する。㊤無く

　する。紛尖する。⑭陥落させる。また，女

　をわがものにする。？uruku　su瓢i3鼠nu

　eulwinagUNgwaja？utusigurisja．［小

　蘇染屋の　一入女子や　落しぐれしや（小

　緑染屋節）コ小三三の染齪（屋号）のひと

　り娘は陥落させにくい。

？utu？u；cuN①　　（自　　；七aN，　m（≧ci）　　評尋三脚力こ高

　い。話方まで知られる。音に聞こえる。多

　くは？utu？UQeOONの形で絹いる。　cura－

　1〈aagiiNdici？utu？UQCOON．美人として

　音に聞こえている。

？ut・uui⑪（名）願いがかなうこと。？ugwaN

　（祈願）の筋が通り，神仏に間き入れられ

　ること。

2utuumjoo（D（名）？utUNnoo　と同じ。

？utuuru⑧（名）お燈籠。仏壇に供える燈

　籠（tuuyu）。太造。紙張りで，はすの花な

　どをえがいてある。

？istuusi⑨　 （名）　　遙拝。　？utaNkaaもuusi　　と

　同じ。

？utuza翻a⑪（名）兄弟。兄弟姉妹。以前は，

　第（妹）を？utuza，兄（嫡）をslnuza，また

　兄第をも？utuzaといったらしい。主とし

　て平民や女子供が使う語。

？utuziei①（名）θ遠くの人声・物音などの

　音だけを聞くこと。◎評判に聞くこと。音

　に聞くこと。

？utuglri①（名）たより。音さた。　kwli－

　nu～N　cikaraN．声のたよりも聞かれな

　い。穂の音さたもない。

2UU①（感）目上に価して，承諾・肯定・岡

　意をあらわす語。はい。ええ。はあ。（？ii，

　？OOと異なり鼻音化しない。）山下の年長に

　は？◎O，閨下には？ii，？NNのように厳璽

　に使いわける。また目上に呼ばれた時の返

　事はhuuとい5。
？UU⑨（名）卯（う）。十二支の第四。方向は

　東，　匿寺亥嚇ま午前6時。

？uu？agisa③（名）大暑。＝二十四節の一一つ。

2uubaNbaaraaan（副）がらんどう。家の中

　などに何もないさま。．tUNdoojaanu　gU－

　tu～Qsi・倉庫のようにがらんどうで。

2uub⑩（名）帯。？uhu？uubi，　husu？uu－

　bi，　sugai？uubi（いずれもその項参照）

　など，すべて男用で，女は普通，帯をし

　ない。しかしいなかの娘の労働用の常に

　miNsaa？uubiというのがある。

？uubisiigucian（名）帯をしめる所。腰の

　もっともしまる部分。　gamakuともい
　う。

？uubu⑨（名）夏，子僕の頭にでき’るはれ

　もの。あとがはげになる◎

2UUもuu⑪（名）とばくの一種。一銭銅貨ま

　たは二銭銅貨を傾いた板の上にころがし，

　素手の銅貨の上に倒れたら，相手の銅貨を

　とる。明治の中ごろまで行なわれていた。

？iiuci＠（名）沖。ただし，海岸からさして

　遠くない所をいう。全くの外洋は？uutu

　とい5。

2uu¢iba「ra⑨（名）［御内原コ？udUN［御

　殿ユ，加Nci［殿内コの家の夫人の居闇。

？uugii⑨（名）引っ越し。転宅。くhしくは

　，jaa？uugii（家黍多り）という。

？uueiribaNta⑨（名）断崖絶壁。大きく切

　り立ったカミけ。　一baNta＜haNもa　（がけ）。

？uu？irugaa嚇uN⑪（窟＝raN，＝ti）すつか

　り連なる。ちょうど達する。及んで隅じに

　なる。gil’ugajUN（連なる，逮する，及

　ぶ）を強めていう語q
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？uuφ影量N

2uugizi．N⑨（名）大つづみ。

？uu（瓢⑪（名）ふとん。昔は敷きぶとんはな

　く・｝むしろ（sieimusiru）を馬いたので，

　もっぱら掛けぶとんをさした。

2nudu⑨（名）小渡。《地》参照。

2uudiiiuti⑪（名）大通り。

？uueekuuee⑨（副）追いつ追われつ。また，

　あとになり先になり。～（≧si　CUUN．あと

　になり先になりして来る。

？uugutu①（名）ありがたいこと。　う；れし

　いこと。

？uuhUiz⑨（名）E上に対する，敬語を使う

　ことばイ吏いQ肯定の時に？uuと霧㌔㌧呼

　ばれた時にhuuと讐える話し方。初対’藏

　の二合などで，双方が敬語を使5話し方に

　は，　tageeni？uuhuu　（，inu？uuhuu　　とも

　いう）という。親しくなれば，身分が岡じ

　であっても，年長には？uuhuu，年下に

　は？iihliとなる。～s知凡通詞に対する

　ことば使いをする。

？uathwa⑨（名）おんぶ。人を背負5こと。

　Qkwa～sjUN．子をおんぶする。

？uuhWh’a⑰（名）大平椀。浅くて底の平だ

　い大型の漆器の椀。煮しめ・蒸しもの・菓

　子などを入れるのに用いる。

2zzuhwiruzi⑪（名）大広場。大広閻。

？u両uci⑨（名）大雪。二十四節の一つ。

2uu＝juN⑨（他讐raN，”£i）e（牛馬などが

　荷を）負う。nii？uutOOI’u？A’ma．荷を

　付けた馬。◎（罪。蚕：任などを）負5。

　gimi～，罪を負5。giM呈？uuyasarijuN。

　罪を着せられる。

2uu＝jUN①（他＝raN，”ti）e進1う。あとを

　温いかける。また，あとに従うQkutuba

　～．ことばどおりになる。書つたとおりの

　ことが実際に起こる。◎追う。遺い払う。

2uukasa①（副・名）大方。大抵。多分。～

　cuuru　hazi，jaN．大方来るだろう。～一

　nu　Qeunu　sj’uru　？ajamari　’jaN　liaa．

　大抵の人がするあやまちだなあ。

？Uixkazi⑨（名）　大風。　あらし。　暴風。　含

　風。teehuuともいう6

2uuki⑨（名）お受げ。受けとること，承諾

　することの敬語。んsjUN・お受けする。

？uukii⑨（名）奥。

2Uixkuba’a⑨（名）奥歯。

憲uk痴⑥（名）e葬送。◎精霊送り（？u－

　sjOOi’00？uukui）。またそのE。～nu

　naaca．精霊送りのi翌臼。？U＄∫oomO？U－

　U｝cui（その項参照）はなるべく遅い時罵

　に行なう習慣：であったので，そのi翌ヨは，

　朝寝したり休息したりした。

2mxmaku⑪（名）わんぱく。きかん坊。

　maku，？aN】makuなどともいう。

？澱m頭⑨（名）大水。洪水。

2tiumusageel⑰（名）大騒ぎ。にぎやかな

　騒ぎをいう。

2iMgini⑨（名）大根。「おおね」の意。

？uuni⑨（名）お船。船（huni）の敬語。

？UURii⑨（名）料理名。？utibici（その項参

　照）の一種。肉。野菜・豆腐などをすべて

　大きく切った？utibici。

？UllN凧a⑨（名）〔大縄］大綱引き。盛大な

　綱引き（ginahwici）。酋里のそれは？a－

　jazoo？uu．NnaといらQ

2唱酬sar塁？aa「s我r量⑨（副）へいへい。ぺこぺ

　こ。権力者に頭をさげて，恭順の意を表す

　るさま。？uuおよびsariはおのおのそ
　の項参照。　ラjamatUNCuNl〈ai～bik：eei

　sjutaN．冒本本土の人に対してぺこぺこ

　してばかりいた。

：～u腿＄eekm’a「kee⑪（名）互いに譲り合5

　さま。互いに押しやり合5さま。遠慮の

　品品も，いやなことをま準しつけ合う揚合

　もある。～sjUN．

？vettseekurubasee⑪（名）垂準し合い，1ろ

　ばし合5こと。押し合いへしあい。混雑の

　さま。

量眠腿瞬⑨（名）臼。つき臼をもひき臼をもい

　う。
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？ularee

？uus量？aras韓a⑥（名）臼の回立てを業とす

　る著。

？uu瞬ba「a⑨（名）臼歯。？uukubaa（奥歯）

　ともいう。

？UU＄idima⑪（名）牛馬に荷を負わせて運

　ぶ運賃。

？UttsiimoO、moo⑪（名）隼の／1、児語。

？猛腿sl＝jiiN⑨（他＝1’aN，＝ti）e（牛馬に荷

　を）負わせる。入に負わせることはいわな

　い。kunu　nimugs？Nl■lani？uusiti？i’“

　kee．この荷を馬に負わせて行け。◎（罪。

　高論などを人に）負わせる。転嫁する。…

　のせいにする。duunu　nusudooti　Qeu

　～・自分で盗みながら，入のせいにする。

？uus轍aNS肩が碧⑨（他＝raN，”ti）θ荷を

　たくさん負わせる。◎（責任・罪などを他

　に）おっかぶせる。

？uuslma⑪（名）［大農〕奄美大島本島。

？Uttsoozootu⑨（副）ひっそり聡。大風の

　あと，大勢の客の隔ったあとなどの静けさ

　など。～najUN・ひっそり閑とする。

？uut量gara①（名）大手柄。

2uut量kwee⑨（名）とりまき。金：持ちと遊

　郭などに一緒に行き，金持ちの金でもつぱ

　ら遊興する者。追って食いの意。その金持

　ちの方はziNkw童3aa（金をまきちらす者）

　である。

？u城ootu④（感）婦人が神仏を拝む時，

　？ugwaN（纐）をする時にとなえる語。あ

　なとうと。

？画論U⑪（名）［大渡］沖の海。外海。大海。

　～Nkεしi，jUU　taci？i酒ju聾．大海に湯を沸

　かして入れる。焼け石に水。

’？uutuuruu⑪（名）つつぬけ。見通し。間

　に仕切りのないこと。？amatu　kumatu

　～’jaN．あっちとこっちとつつぬけだ。tu－

　nainu　zasicinu　一v　natooru　kutu，　nuuN

　kwiiN　marumii，jaN．隣の部屋とつつ

　ぬけになっているから何もかも丸見えだ。

？uutuuruukaa⑪（副）間の仕切りがなく

　すっかり晃通しになったさま。つつぬけの

　さま。～natOON．すっかりつつぬけであ

　る。

？uuwaN⑪（名）大圏。（（地力参照。

211u7．aki①（名）大酒。面心に飲む酒。ま

　た，大瀬飲み。

2uwai⑨（名）終わり。

2uwa＝juN①（fi　＝1－aN，　＝ti）終わる。？uci－

　najUN（終わる，済む）の方を多く用い

　る。sjuukoo？uwataN．三十三年忌の法
　事が終わった。

？II　7．a⑪（名）字座。（（地））参照。

？u多a①（名）［御座］0内閣。政府。kam宝一

　nu～．　siQsii［摂政］とsaNsikwaN．T［三

　司宮］のいるところ。政1得の最高菖脳部。

　simunu～．　zuuguniNsjUu［十五人掛］

　のいるところ。kaminu？upaに次ぐ政府
　機関。　～nu　Qcu．　guhjoozoozu　〔御評定

　所］の役人。◎お塵敷。7vaa（座敷，部麗）

　の敬語。ふつ5もっともよい客闇，あるい

　は仏壇のある座敷：をいう。？uhu？U　7iaと

　もいう。その他の座敷：はnibaN？uza（ニニ

　番座敷），s3NbaN？ミ移a（三番座敷）のよう

　にいう。態の部屋は，その位醗・期途によ

　り名があり，？uraga，　nakamee，　kuca

　（おのおのその項参照）などがある。

？uzagan・ui④（名）〔文〕［おぎやがもいコ

　尚輿王の神号。

2uzagamuiga”nasi（2）　（名）　［！］　？uzaga－

　muiの敬称。

2騒多aki⑨（名）御酒。酒の敬語。

211zaNnasi⑪（名）〔文〕温順なこと。やさ

　しいこと。温1墓なこと。nisinumagigan圭一

　ga　？izieamisu　mis3’oei　？uzaNnasibu－

　ri3a’U霧am孟busj3nu．晒の松金がいぢ

　きやみそ召しようち　御ぢやんなしぶり

　や　拝みぼしやの］尚円陣が短い御衣（み

　そ）を召しているその温厚な姿を拝みた

　い。

2ugaree⑪（名）おぞうり。ぞ5り（saba）
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？ugayeetui

　の敬語。さらにその上の敬語はnuugaree。

2u？aveeSui⑨（名）〔文〕ぞうり取り。saba－

　tuiともいう。

：～uzl⑥（名）蛆。蝿の幼虫。

？11ziCO（名）氏。中騙姓をいう。士族は姓

　のほかに氏をもっている。姓は’jaaNnaa

　などとい5。氏を腿じくする者1涛名乗り

　頭の寧を岡じくする。たとえば，向氏は

　朝，毛氏は盛，馬氏は良，翁氏は盛のよう

　にきまっている。1689隼，尚定王の時，士

　族に系図を作らせて氏を定めた。nUU？U－

　ziga．　何とL・う氏力㌔

2uziiei＝juN①（慮矧aN，署（～c⇒すっかり轄｝

　じける。おびえきる。すっかりこわがる。

？臓z鋲」“四⑤（自・・raArs＝t圭）縮じる。こわが

　る。恐れをなす。haaeesjuubu’ja￥iga，

　？ariNkee？uzitoON．かげつこだが，彼に

　恐れをなしている。

？uzimu⑨（名）お心。お慈悲ある心。～
　？aru　？usjunu　？sviisiLqutu　’ugadi．　［as

　屏ある御主の　おいすごと拝がで（孝行

　之巻）］慈悲深い王の閉せごとを拝して。

2uz蓋muzuraNeu⑨　（名）心のやさしいお

　方。恵み深いお方。

2uz曇muzurasaNen（形）お恵み深い。お情

　一eeL，．　kumanu　？aNsiraeeja　？uzimuzu－

　rasanu　kanaganatu，　saueN　saueN　sa－

　NS駄ueN　pnraruraa罫aarar級r＆＆raa窺一

　Ngoo　niNgoe　niNgoo　？iQsjuniNgoo，

　？icigooga　？utabimiseera，　niNgooga

　？u七象bim玲eera　sa（lami竃urisja。（局じは

　やし）？icigOO，jatiN　sjUi多akikara　d◎0．

　こちらのおかみさんはお恵み深いからや．さ

　しく，（はやし）一合下さるか二合下さる

　かわからない。（はやし）岡じ一合で＄（い

　も酒でなく，上等な首里の）米の酒の方だ

　ぞ。（7月の，eisaaの歌）

？u雌餓a縛犠N①（飽＝aN，＝嫉）栄養をとる。

　栄養をとって体力を補う。単に不足を補う

　意はない。maasamUN（？irabUUNdee）

　kadi　kUNei～．5まいものを（えらぶう

　なぎでも）食べて，体力を補う。

？縫z量獄鮫①（名）体力の補いになる食物。栄

　養物。滋養のある食物。髄

？uxin童igusui①（名）栄養緬の高いもの。

　体力を補弓くすりの役をする食：物。うな

　ぎ。鶏。？irabuu（えらぶうなぎ）などを

　N・う。

？uz姻⑰（名）お繕。　ziN（膳）の了寧語。

？uziN⑪2ubiraN①（句）思いもよらない。

？uz嚢ra⑨（名）鶉（うずら）。

2皿zifaas蓋gisaN①（形）　？uziraasjaN　eと

　嗣じ。

2uziraasjaN⑨．（形）e美しい。かわいし｝。

　女・子供の美しいこと，かわいいことをい5

　が，みめよいだけでなく，賢いの意味をも

　もつ。？uziraasigisaNともV5。◎（接

　羅）利目である，上手であるの意をあらわ

　す。kooi？uziraasjaN．（買物上手である）

？UXOO⑰（名）御門。門（ZOO）の敬語。

2uzooba－aN⑨（名）御門番。　zoobaaNの

　敬語。

？uzoogwaa⑨（名）裏の御門。貴族の大き

　な邸宅には，大小の門があり大きな表門を

　？uhu？uzeo，　ilx　Elい丁目を？uzoogwaa

　といった。

2ex4umi⑨（名）はずみ。機会。きっかけ。

　次のよ5な句で用いる。？atunu～．とど

　のつまり。あげくのはて。結局。？atunu

　？賜u皿ee　nusududu　aajur嵐あげくの

　はては泥棒となりはてる。eaaru～ga
　’jatara．伺のはずみだったか。どんなきっ

　かけだったか。

？穫4．UMU＝juN⑥（自＝raN，＝ti）5ずまる。

2u多u㎜uri＝jUN①（良＝raN，諜ti）eうずも

　れる。②世に知られなくなる。世間に忘れ

　ら．れる。

？騒多U；凱U麓⑨（慶＝maN，＝di）営がさめる。

　睡眠から冒ざめる。？u7，umasjUN・目をさ

　まさせる。？ugumas圭N　saN．何の警告も
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2uzuu

　与えない。不意打ちする揚合にいう。目を

　さまさせ秀しない意。

？ugu＝nuN①（他＝maN，＝di）うずめる。

　埋める。

？ti？UNbii①（名）うずみ火。

2UtluNbi；ra①（名）〔古〕木製の鋤。水照耕

　作用の農具の名。

2uzuu⑪（名）e重箱料理。お重。◎旧暦

　3月3日の節供に，子供たちのために作る

　璽箱料理。⑪転じて，3月3Hの節供。子
　供がいう。
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’

眼，　膨1緩

’ubac誠s三韮恥e「e◎（名）細まさま。伯母様。

　叔母様。伯叔母の敬語。貴族についてい5。

MbahaNzaNsiime「e⑨（名）大おばさま。

　従組母の敬語。貴族についていう。

’uba㎜aa⑰（名）おば（伯叔母）。関係を表

　わす語で，呼びかけには購わない。　～

　natOON．おばに当たっている。

’ucie（感）子供に危険を知らせる時に発す

　る語。落ちそうな二二に子供が近づいた時

　などにいう。あぶない！

，uc婚。董①（感）’uciと岡じ：。縁側などから

　落ちないように，　’uciuciと轡って落とす

　まねをして晃せる。

，uc蓋ud⑪④（副）相手を見くびったさま。

　～sjUN．相季を見くびって勝手にふるま

　う。ないがしろにする。

euduee⑰（名）旅の祝いをする家（tabisju）

　で，親戚の女たちが集まってする踊り。季

　を打ち，旅歌（kweena）などを歌いなが

　ら輪になって回る。

’udui①（名）e踊り。舞踊。首里の正式の

　舞踊は，元来は男がするものであった。

　，wal〈asjrudui［若衆踊］，，winaguudui

　［女踊］，niiseeuduiに歳踊］，　Iooudui

　［雑踊］な．どいろいろな舞踊がある。㊥芝：

　居。組踊り（kumiudui）。

，uduibUZOO①（名）・〔古〕［躍奉行］1｛umi－

　udui［維躍］をつかさどる役。その項参

　照。

’udnihani①（名）踊ったりはねたりするこ

　と。踊る時やうれしがる時のさま。欣喜

　雀躍。

’uduinil　’gu①（名）踊りの一随。舞踊団。

　また，劇照。

，udu量sjaa⑨（名）俳優。役者。踊りをする

　考の意。sibaisiiともいう。

，uδuiz轄①（名）踊りの時の着物。また，

　舞台衣裳。

，udu＝jUN①（他；raN，＝ti）踊る。舞踊を

　する。舞う。踊りの型によって踊る。即興

　的な踊りや，喜んで踊り上がる場合など

　は多くMoojUNとい5。

りugami◎（名）祈願。願。？u竃waNと悶

　じ。niNtuu簸u～．年頭の祈願。一年中

　の無事二尉を神島仏麗霊地などに祈願して

　回ること。niNzuunu～．年三の祈願。

　隼末に一年中のお礼を申し述べるために，

　神社仏閣霊地などを上ること。

’uga＝nuNan（徳＝xnaN，＝di）θ（神仏を）

　拝む。㊤お会いする。お昌にかかる。会う

　（？icajUN）の敬語。　hwibinu？itunami－

　ni　ginagaTiti　’wam1nu　’ugamibusja

　？at2N　zijuja　naraN・［目日の営みにつ

　ながれてわみの　拝みぼしやあても　輿由

　やならぬコ臼日の営みにつながれてわたし

　は，お目にかかりたくても霞由になりませ

　ん。cuu，uganabira．こんにちは。覆上

　に鴛する屋外でのあいさつ。㊤見る（’NN－

　ZUN）の敬語。二見する。’ugamaci？uta－

　bimisjoori・拝見させて下さいませ。⑲

　「貴入と…する」という意の敬語。？wiieee

　～．お会いする。拝顔する。？u蓋anasi～・

　（貴入と）お話をする。　’ugamaQtooN・

　おだて上げられている。また，甘く見られ

　ている。皮肉にいったもの。

’ugaNcumi＝ju”N⑨（他＝raN，＝ti）こ文〕

　承る。かしこまる。承知する。，ugaNcu一

　・mijabitl．［駅留めやべて］かしこまりま

　した。？NN，’ugaNcumitoosa．ああ，わ

　かっているよ。口語で冗談に欝う。

eugaNduusaC「）N⑨（形）久しくお会いしな

　い。御無沙汰をしている。miiduusaNの
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　敬語．’ugaNduusaibiisiga　？waacim圭＄ee－

　b1itii．久しくお目にかかりませんが，お

　元気でいらっしヤいましたか。

，uga葱gutu⑪（名）∈）m蓑買1UN（見もの）の

　敬語。また，migutu（見事）の敬語。お

　晃事な行事。ご立派な催し。貴人の催しも

　のなどをい5。㊤皮肉に，潮笑の対象に

　もいう。

，ugaNzuau（名）［拝所］神を拝むところ。

　？utaki［御爵〕，？ugaN，また，神を痒むた

　めに，屋敷の中にしつらえた揚所など。

tugar蓋⑥（名）誓え。

，ug農r三コ麺N⑪（他；raNt”ti）e飢える。か

　つえる。O（此喩的に）飢える。　ziN～。

　金に餓える。

’ugar蓋muN⑨（名）飢えた者。

’uimi⑨（名）’ujumiと岡じ。

，樋zu①（名）居所。居揚飯。

’ujum9＠（名）神仏に関する四季折折の祝

　日。，uinliともいう。4月頃？abusibaree，

　6月25段の新米の？umagii，8月10ヨ
　（ka3iei三を作る），8月15　H（hueagiを

　作る），11月のtUNzii，大みそかなど。

，ukafijaN’⑨（形）おかしい。こっけいであ

　る。，ukasjadu？uhusaru．こっけい至極

　だ。大笑いだ。

’unaga⑨（名）翁長。〈（地））参照。

，uxxai①（名）［をなりコ男の兄弟から見た姉

　妹。兄に対する妹。または，弟に対する姉。

　’wikiiに対する。宗教的には，男の兄粥

　に対する守護神であり，壊た一家の中で，

　宗教的な任務をになう者である。上流家獲

　のそれは？uminaiという。また，王の娘

　は？uminaibiとV・ら。

．unaigami①（名），ivikli（姉または妹から

　見た，兄または弟）に対する守護神として

　の，unai。，unaiは，wikiiの害護神とし

　ての霊力をそなえているとされた。，wikii

　が旅に出る時には，その’unaiの霊がそ

　の守護神となる。お守りとして手ぬぐいを

　持たせるのが普通で，それを？uminait1一

　saziとN・う。

’unaigeei①（名）姉妹を交換すること。す

　なわち，ふたりの男が：互いに相手の姉また

　は妹を妻とすること。

tunaisitu①（名）小じゅうと。すなわち，

　夫の，unai。，unaisitOO　saasinUQkwa．

　小じゅうとは鍵のようなもの。すなわち家

　庭を円満にするさしわたし役となる。

，unai？ukudl①（名）女神をまつる？ukudi

　（その項参照）。一門中の女の神をつかさど

　る女の神官。

，unaiwikii⑨（名）tunaiと’wikii。兄と妹，

　または嬉と弟。

，unaiwikil①（名）兄弟姉妹。，wikiiと，U－

　nai．

’unazara⑨（名）［女野司］e〔古〕？azi

　［按岡］の妻。◎王の妻妾。㊤奥様。上流

　の他人の妻に対する敬称。直接その本人に

　対しては言わない。

，unazara2usirabi⑨（名）王の妾選び。

，UN⑥（名）恩。？ミINともいう。～nu？aru

　Qcu．恩のある人。恩人。

，UN①（自。不規則）∈）いる。おる。（人間・

　動物などが）存在する。’Nkasi　s5u捻aka－

　i．　…Ndl　？juru　Qeunu　’uibiitaN．　tlphts

　し首里に…という人がいました（こういう

　時にも　？aN（ある）は矯いない）。　kuma－

　nakai’utoori・ここにずっという。’uru

　？UQsa．いる者みんな。◎（…して）いる。

　，3udi～．読んでいるぞ。，judoON（読んで

　いる）をぶっきらぼうに侍ったもの。，ju－

　dee，uraN．読んでいない。，judOONの否

　定の形。hasirunu？aeee，uraN．戸口こあ

　いていない。

’uKcu㎜i茎⑨　（名）下男。

’UNcuu⑰（名）（∋叔父。叔父さん。父母の

　弟，または父母の妹の夫。士族・平民につ

　いてい5。伯父は？uhutaariiという。

　叔父が何人かいる揚合には？uhUUNcuu
　（自分と年の大きく違う叔父），’UNeUU，
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　eUNcuugwaa（自分と年の近い叔父）など

　と呼び分ける。◎おじさん。自分の父より

　年下の男をい5。

euNettugwaa⑨（名）小さい叔父さん。自分

　と隼の近い叔父をい5。

，UNgees量⑪（名）恩返し。？UN　geeslともい

　う。

SUNna①（名）紋〕女。縫語は，winagU。

　・一一　？NmaritiN　ziri　siraN　inunuja　1｛u－

　i’idu　’juRunal〈anu　ziguku　demunu．

　［女生れても　義理知らぬものや　これど

　世の中の　地獄だいもの（執心鐘入）］　女

　に詠まれても義埋を知らぬ者は，これこそ

　蔑世の地獄である。

，UNzi＠（名）恩義。～kaNZUN・　恩義を

　こうむる。～，wa夢i践戚ba写a羅inu，」疑nu

　kumici，　’waiudu　sukunajuru　？ajumi－

　gurjsja．［恩義忘れれば　閣の夜の小路

　我胴どそこなゆる　歩みぐれしや］恩義を

　忘れればやみ夜の小道と岡じ，自分をそこ

　な5ばかりであゆみにくい。～bo◎㈱ku

　nasakiciri’jakara．〔恩ii箋忘却盛切れ

　やから（大li購1討）］恩義を忘虚した情の

　なくなったやから。

’u黄zoo⑨（名）荻堂。（（地》参照。

，UQ雛蓋⑨（名）θおとと￥・。一昨H。　C＞君空前

　再。？unu～．　その1前前ヨ。

eusama　・jUN⑨　（自＝raN，＝も1）治まる。　平

　静に復する。騒ぎや混乱が静まる。やむ。

　kwazinu～。火事が治まる◎？ooeenu～．

　けんかが治まる。

，llsamigat．a⑥（名）治め方。温温。統制。

　～nu　tudul｛aN・統御がゆき窟かない。

　～nu　neeN．ともいう。

，usam婦uN⑨（他araN，＝ti）治める。統

　治する。また，騒ぎなどを治める。また，

　子・弟などをよくしつけ，服させる。？anu

　’jaaja　Qkwanucaa　’juu　’usamitooN．

　あのi家は子供たちをよくしつけている。

’utai①（名）疲れ。疲労。

’ttta＝jUk’①（自＝raN，”ti）くたびれる。疲

　れる。主として，仕事のあとなどの一時的

　な肉体的疲労をい5。過労で体が弱るよう

　な痩労はkutaNdijUN，糖神的な疲労は
　φkεし｝壕j疑Nrという。

一U’狽堰i助）で。おもに動作の行なわれる揚

　噺を，ときにその時間を示す。＜’ut1（い

　て。〈，UN）。？jaa∫a　kuma～tabal〈u

　hucoori，300，おまえはここでたばこを

　吸っていろよ。meekaniti～．溺もって。

一儲♂o盛（助）で。において。にあって。

　kaagigwaaja　mura一一　hjoobaNmunoo

　’waN’拘學壇a．容貌は村で評判者はわた

　しであるが。

eutl■①（名）夫。～rnUCUN・夫を持つ。と

　つぐ。上1流の女についてはこういわないa

　また，男からはtuzi　mUCUN（妻を持…つ）

　とはいわず，tuzi　tumee5UNまたはtuzi

　kameejUNという。

’utubireeco（名）夫への接し方。夫への仕

　え方。

，utuku⑨（名）㊦紋3男。口語は’wiki－

　ga．　tv　？NmaritiN　kui　siranu　munu一一

　ja…［男生れても　恋知らぬ者や（執心鐘

　入）〕男と生まれながら恋を知らない者

　は…。◎男の中の男。daNzuga，？jaa～

　，3asa．まったくおまえは男の中の男だよ。

’utusitlx①（名）夫と姑。～hwirajuN．

　夫やしゅ5とめに仕える。

’UU⑪（名）芭蕉、糸芭蕉。実芭蕉はnaiUU

　という。葉柄から繊維をとり，芭蕉布を織

　る。

，認U①（名）緒。結ぶためなどに物にとりつ

　けたひも。

euu一（接頭）雄。牡。，uudui（雄鶏）など。

euu？ata「i③（名）芭蕉畑。

，UU2ata”lcu　an（名）青がえる。芭蕉の葉な

　どによくいるのでい5。

’uuba’ara⑨（名）芭蕉糸を績（う）んで入れ

　る竹のかご。haaraは竹で編んだかご。
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’iiubai’韮・juN①（自＝raN，＝ti）雨が小やみ

　になる。少し憧れる意。，uubariraa　？ikee．

　少しやんだら行け。

’uubee⑰（名）櫨物名。からむし（苧麻）。

9uubue董k量⑪（名）芭蕉の糸くず。　hucikiは

　繊維などのくず。

，uxxdui⑪①（名）雄鶏（おんどり）。

，uugaara⑨（名）雄がわら。本かわらぶき

　の丸がわら。竹筒を二つ翻りにした形のか

　わら。雌がわら（miigaara）と組み合わせ

　て雌がわらの上に5つぶせにふき，しっく

　いで固める。

“uuga■asja⑨（名）芭蕉の葉。　kaasjaは広

　い葉。’uunuhwaaともい5。

’uuguei⑨（名）おごけ（麻小減）。おけ（麻

　笥）。まんばち。績（5）んだ麻糸をためる

　おけ。薄い杉板を円形に藏げて作る。のち

　には女の舅の厩りの調度贔を入れる器に，

　さらにのちには食べ物を入れる器にも用い

　られるようになった。

’uuhuuO（感）さあ。では。目上に対して

　誘いかける時発する語。鼻音化しない。

　diQkaa　saiともいう。§下の年長に封し

　ては’oohoo（鼻音化する），目下一般に奴

　しては’iihii（轟音化する）という。～？1一

　eabira．さあ，まいりましょう。

，uui⑨（名）0折。ころ。時期。caaru～nl．

　どんな時に。◎（接尾）折。ころ。時期。

　，juubaNuui（夕飯の時分，晩飯時），taei－

　uui（婚期，とつぐ時期）など。

，1■lli⑪（名）折。折箱。折づめ絹の箱。

，uuiN”eUN①（他＝kaN，　aci）ゆり動かして

　入れる。ゆすぶって入れる。，wata～．腹

　ごなしをする。食べたものを腹にゆすぶり

　込む意。

’uuiwaQ’kwa＝sjuN①（他＝saN，＝ci）ゆり

　動かしてばらばらにする。ゆすぶってこわ

　す。

，uu＝juN⑪（他＝raN，＝ti）折る。　kiinu，ju－

　da～・太の枝を折る。£ii～・手をくじ：

　く。

’uu；jUN①（他＝raN，”ti）ゆする。ゆすぶ

　る。ゆり動かす。

’uuk｛⑰（名）e桶。　O（接尾）桶に一杯。二

　杯などと数える時にい5。cuuuki，　ta－

　uukiなど。

Suukigwaa⑥（名）小さい桶。

，uukijuujaa⑪（名）桶作り。桶を作ること

　を業とする考。

，uumllnaa⑱（名）雄。動物の雄。　SUUMUN

　ともいう。m2imunaaの対。

，uumuNCO（名）雄。動物の雄。，uumunaa

　ともい5。MiiMUNの対し。

iuunukwaia⑪（名）芭蕉の葉。弁当など食

　物を包むのに用いた。少し火にあぶると柔

　らかく包みやすくなる。’uugaasjaとも

　いう。

eUl・N⑪（名）おの。大きく，柄の長い両手

　で扱うものをいう。

’uuNna⑪（名）三綱。綱引きの時の一方の

　綱。miiNna（雌綱）に鮒する。　ginahwiei

　の項参照。

，uuri＝jUN⑨（自＝raN，；ti）e折れる。㊤

　我を折る。折れて出る。

，uurito■ori⑪（副）平身低頭。ぺこぺこ。卑屈

　な態度で頼むさま。折れ倒れの意。，juea－

　numUNnu～Qsi，　MiitoON麓era翼。年．

　配の者が平身低頭して，みっともない。

’uusa⑪（名）機織りの器具の名。おさ（籏）

　を上下からはさんでそのわくとなるもの。

　おさかまち。おさの旨の細かい部分のこと

　はhuduciとL・う。

，uu？usi⑨①（名）雄牛。闘牛用として特に

　尊重される。

euuu「芙J（感）いいえ。鐵上に頬して，否定：

　または拒絶の意をあらわす語。鼻音化しな

　い。月下の年1長に対しては，OOOO（鼻音：化

　する），目下一般に対しては’liii（鼻音化

　する）という。

’uu？waa①（名）雄町。種子。
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，uu2w紐3k躍ajaa⑨（名）豚の種付けを業と

　する者。雄豚を飼う者の意。能無しの代表

　とされる。

euuwinagU①（名）男のような女。雄女の意

　でさげすんでいう語。

’11uzi⑨（名）甘蘇。砂糖きび。「をぎ（荻）」に

　欝慈する語か。saataauuzi（製糖用の砂

　糖きび）とkwasiuuzi（霊甫に僕える葉芋

　となる砂糖きび）とがある。

触継z塁gara⑨（名）砂糖きびのから。砂糖き

　びのしぼりかす。

’uuzijukumi⑪（名）甘薦裁培の監視嘗。

，uuzi＝juN①（自＝raN，＝ti）応じる。　mi－

　bUNni，uuzlti騨e．身分に応じ1てしろ。

，uu顧ru⑨（名）雄弦。三：味線（saNsiN）の

　一一の糸。一一番太く，一一番低い音を畠すも

　の。nakagiru（二の糸），斑i珍iru（三の

　糸）に対する。

eUU＝ZUN⑪（他；gaN，＝zi）あなどる。軽ん

　じる。QCU’γ．人をあなどる。，uugaQto－

　ON．軽んじられている。

’uu＝zuN①（他＝gaN，＝zi）ゆすく“。すす

　ぐ。ゆり動かして洗う。

Vuzasaa⑪（名）おじ（柏叔父）。関係をあら

　わす語で，呼びかけには言わない。～na－

　tOON。おじに当たっている。

’uzihuzi◎（名）従祖父母。祖父母の兄弟姉

　妹。関係をあらわす語で，呼びかけには書

　わない。

’uzihuzi？N’mee⑰（名）従祖母（おおおば）。

　士族についていう語。

，uz癌uzimパmee⑨（名）従笹父（おおお

　じ）。士族についていう語。

，uzimi⑪（名）大宜味。縄渉参照。
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？waa⑨（名）豚。

2waaba①（名）余分。必要のない余計なも

　の。

？waab謎g磁u①（名）余計な事。しなくて

　もよい事。～s頚N・余計な事をする。

　～’junUN．余計な事をしゃべる。

？waabaku”joO⑨（名）豚の売買・周旋をす

　る考。

2waabamuNan　co（名）余計者。

？waabasiwaCD（名）余計な心配。とりこし

　：苦労。～bikeei　sjUN．とりこし苦労ばか

　りする。

？waaba2umii①（名）余計な心配。とりこ

　し苦労。

2waabaiikee①（名）eむだづかい。余計
　な出費。◎予算外に使う金。小遣い。

？waabi①（名）うわべ。表面。外見。

2waabihiree⑪（名）うわべだけの交際。

2waahicuraa⑪（名）表面がきれいなもの。

　うわべを美しく飾る者。外見をつくろうも

　の。～ga？ueikUNZOO．表醐は美しくて，

　内心は根性の悪い者。

？waablgaa⑪（名）表面の皮。外皮。表皮。

？waabinaNdurUU⑨（名）表颪がつるつる

　してなめらかなこと。

2waabisiNdi⑨（名）表皮がただれること。

2waabooii⑪（名）着物の上から，さらに一一

　枚を羽織って蒲ること。冬の女の服装。

？waacaa①（名）しゃれ者。おしゃれ。ま

　た，気取りや。主として男についていう。

？waaei①（名）おしゃれ。容貌や賊装をかざ

　ること。主として男のおしゃれをいう。ま

　た，気取ること。なま意気。浮気の転意。

　～sjUN・おしゃれをする。～na　MUN．

　気取り屋。なま意気な者。

2waagici①（名）天気。上っ気の意。　tiNci

　と．もいう。，ii？waagici　deebiru．よ、、天気

　でございます。’jana？waagici’jaibii－

　N’5aa・お天気が悪いですねえ。ともに，

　あいさつにい5。

2waagikijaa③（名）野晒業者。

？waacimise’eN⑨（自。不規則）？aQCUNの

　敬語。㊦お歩きになる。◎お元気でいらっ

　しゃる。達者でいらっしゃる。？waac圭mi－

　seebiitii．お元気でいらっしゃいましたか。

　田上に紺するあいさつのことば（歩いてい

　る人に限って欝うのではない）。同様に，

　羅下には？aQeutii．（達考だったか）とい

　う。？a（leUN（歩く）の項参照。

？waagire”e⑨（名）おあつらえ。あつらえ

　（？agiree）の敬語。

？waagaciew（名）上書き。書状などの表書

　き。

？waagami⑪（名）おあがめ。神仏をあがめ

　尊ぶこと。＜？agamijUN（あがめる）。

？w33g遍uN①（他＝raN，＝ヒi）遣い散らす。

　下っぱら5。平民の多く使5語。普通は
　？uujUN（追う）という。

2waagWaa⑭（名）小台。子豚。

2waagwaamaci⑨（名）子豚市。酢豚を取

　り引きずる市。～nu　gutoON．子豚の市の

　よ5だ。争供が大勢騒いでやかましいさま

　をいう。

2waagwaaniNzi⑨（名）ざこ寝。子豚が入

　り乱れて寝ているのに似ているのでい5。

2waahugujaa⑪（名）豚の去勢を業とする

　巻。huguiはふぐり。？waanu　hugui

　もuib鋤a．（豚のふぐりをとりましょ5）と

　呼ばわって歩いた。

2waahwa①（名）数量・金額などの余分。

　端数。

2waahw面①（名）繊ひげ。口の上に生えた
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　ひげ。sicakwizi（あごひげ）に対する。

？waa＝juN①＊（自＝raN，＝t量）陰茎が勃起す

　る。？waarijUN　ともいう。

？waajuuCO（名）璽湯。おかゆの上湯。正

　確には？ukeenu～という。

2waakarajaa⑨（名）養豚靴工。豚飼い。

2waanaiCO（名）「うはなり」に鮒応ずる。

　㊦後妻。あと入り。㊤転じて，しっと。や

　きもち。ねたみ。そねみ。男女閻のしっと

　もいらが多くは子供隅志。兄弟圏などのそ

　れをいう。母：が兄を抱くとg弟が～s3UN

　（ねたむ）のよ5にいう。男女閾係に間する

　しっとにはおもにriNciという。

？waanaikwa「anai⑨（名）ねたみそねむこ

　と。さかんにねたみ，争うこと。～sjUN．

？waaneeee（名）？waanaiと同じ。

2waanii＠（名）上荷。上積みの荷。　sicanil

　（下荷）の対。

？waa孤癬⑨（名）上塗り。　sieanui（下塗り）

　をした上にさらに塗ること。～sjUN．

？waa：iuka’mi⑪（名）きたならしい考。ま

　た，きたない考にふれる子供を叱る時など

　にいう語。？waa（豚）はきたなL・ものの

　代表。一ka謡はka瓶銭（係り）の意か。

　magldadUN～．松潤道之（琉球処分官）

　への陰口。明治の中ごろg豚を飼っていた

　松田という鹿児島入がいたので，松臓道之

　の陰口として誤用されたもの。

2waaNbee⑲（名）御二二。御加減。

2waaNde’e＠（名）＜∫waNdajUN。0お仕え

　すること。御奉仕。？uja～simis500ci・

　親を大事になさって。◎祖先を大事に祭る

　こと。

？waaN4e’eN①　（連調・不二三）でおありに

　なる。でいらっしゃる。“jaN（である）の

　敬語。？ujaNtigeeN，？weNseeNともい5。

2waara①（名）上の方。かみの方。部落な

　どの低い方に鮒して，上の方Q

？waa＝rijuN①（他：riyaN，＝（≧乞i）θ？uura－

　rijuN（？uujUNの受身）と閉じ。追わ

　れる。追いかけられる。sigutuni？waa③

　toON．仕事に追われている。◎？waajuN

　と岡じ。

2wa頗ba①（名）上くちびる。

？W33sjaa⑨（名）属殺業者。主として豚を

　屠殺する者をい5。牛を屠殺する考を聴に

　さす揚合は，？US童？waasjaaという。

？waasjaajaa⑨（名）肉屋の小屋。

？waasjaamaei⑨（名）肉市。豚肉が主であ

　る。

？w盆3諜sjuN①　（イ砲＝saN，＝ci）θ成長させ

　る。育て上げる。大きくする。？acinee－

　MUN～・商品をふやして，店を大きくす

　る。hudu～。たけをのばす。（Oの意があ

　るため，hudu～のほかは余り用いない）。

　◎二二を勃超させる。

2waa＝sjuN①（他；saN，：ci）追加する。次

　次に加える。natooru？UQsa，watacooti，

　nukuee？waasjusa．できているだけ渡し

　ておいて，残りは次次に加えるよ。

2w舞躍ゴmasi⑨（名）お弓｝っ越し。御転宅。

　貴入の引っ越しの敬語。，watamasiのさ

　らに上の敬語。tUNcinu～nu　basjoo

　，waNniN，3U麟ri3abi訟N．お宅のお引っ

　越しの際は，わたしも参上いたしました。

？waatu200jaa⑪（名）かなへび。とかげに

　似た爬虫類の動物。豚と戦う者の意。

　k◎oree竃US3ukweeともいう。

？waa2uei①（名）㊦汁に入れる葉野菜。汁

　に浮く野菜。主に浮く意か。◎上置き。形

　式的な，または大して役に立たない添え

　物。

2waa2waa⑪（名）豚の小児語。

？waageee①（名）悪知恵。悪がしこい才。

2waagleetubaa③（名）悪知慮の働く者。悪

　がしこい者。

2waaziCO（名）晴れ着。よそ行きの着物。も

　とは上着の意でsicazi（下着）の紺であっ

　たろう。？iQsoocijaa（：不断着）の対。

？weeda⑨①（名）∈澗。sjuikara　naahwa一
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？wees装加

　〈madi）nu　Nnakai　？ikugi　inuranu

？aga・首里から那覇までの闘に幾つ村があ

　るか。◎間。期閲。…までの間。…までの

　期間。？acanu～．あしたまでの闘。，waa－

　ga　tuti　euuru　一一　maQcoori　’」’oo．　t）k

　しが取って来るまで待ってろよ。？unu～

　caa　sjootaga．その期閻どうしていたか。

　saNzikara　’juzimadinu　．vnakai　kuu

　，joc．3時から4時までの聞に来いよ。

？weeda⑨＊（名）親飼。（（地》参照。

？weedal⑪（名）［公事］御内嚢奉公。王城

　の勤務。宮仕え。転じて，官職。公職。

？weedaibaNsi⑪（名）お役所仕事のよ5な

　仕事ぶり。うわべだけを整えておくこと。

　一haNsiは一一agしのぎの意。

2weedainiN⑥（名）宮仕えの人。役人。

？weedaiugaN⑰（名）官職を拝命すること。

　仕官。任官。，ugaNは拝み。

？weeda？we”eda①（名）野間に。合岡合闘

　eこQ　hanasinu～nakai　？uヒa　？iri3UN．

　話の合間合闘に歌を入れる。

？weeδumai⑨（名）親泊。（（地》参照。

2weegaa③（名）親川。（（地））参照。

2weegasaan（名）悪姓の腫れ物の名。背の

　上，肩の後ろの辺にできる窪（よう）。劇痛

　を伴い，非常に恐れられている。

2weeg狐n⑩（名）〔親剛御回。位の高い閣

　を敬っていう語。首里以外のいなか，由原

　ぐjaNba℃u）などからは，首里を敬って

　＄ui？weeguni［首里親国］といった。

2weejumi⑨（名）お嫁さん。他家の嫁の敬

　称。

2weeka⑰（名）親戚。親類。姻戚をもいう。

　～sjUN。親戚づきあいをする。

2weeka丑蒐aro「oz圭⑪（名）一族一門。親類縁

　者。親戚全部。一harGoziという形は首里

　では単独には用いられない。

？weekaNeu⑰（名）役人。領地を持つ人。

　？weekazi（その領地）から穀物を敢得す

　る。

？weekata⑨（名）〔古〕［親方］位階の名。

　按司（？a・zi）に次ぐ位階で総地頭の家柄。

？weeka？weeka⑪（感）よその犬にあった

　時，かみつかれないように唱えるまじない

　の文句。この家の親戚だといってなだめる

　意。

2weekazi⑨（名）〔古〕〔おえか地］地頭

　（zituu）その他の役人に賜わった地。領

　地。知行。采地。その土地からの収入は

　sakuもukuとL・う。

？weeki③（名）富。たくさんの財産。～nu

　？ukami．福の神。～sjUN．富をなす。

　雷を作る。

？weekii⑨（名）金持ち。財産家。

？weeki「Ncu⑪（名）金持ち。財産家。？wee－

　kiiとも㌔・も。

？weekiNeuu⑱（名）金持ち。？weekiNCU

　を軽蔑的にい目語。

？weeku⑪（名）？eeku（橿）と同じ。

？weema①（名）e問。…までの距離全体。

　gaQkoonu～．学校までの距離。？ama－

　madinu？weemaa？aQcijuusaN．あそ
　こまでは歩けない。㊤閻。期閣。…までの

　間全体。saNzil〈ara’juzimadinu～ma一
　　　　　　　　　　　　　フ　Qeoori写oo．　3時から4時までの蘭（計

　1時闘）待ってろよ。？unu～nakai？i騨

　kukeeN，jukuiga．その閲に侮回休むか。

　？unu？weedanakai…ともし・える。

？weemuN⑪（名）お持ちもの。持ちものの

　敬語。taarii？weemuN・おとうさまのお持

　ちもの。

？weeNsu⑪（名）お沼し物。　ciN（三物）の

　敬誰，Nsu（みそ）のさらに上の敬語。

？weesimi￥e’eN⑥（自・不規fiil）おやすみに

　なる。寝る（niNZUN），やすむ（’juku一一

　jUN）の敬語。？weesimigeeebiri．おやす

　みなさいませ。轡上に対する，寝る時のあ

　いさつ。R下に対しては’jukuree（やす

　め）とか，niNdee（眠れ）とかいう。

2weesitu⑨　（名）御しゆうと。　situ（しゅう
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？weezikijizN

　と，しゅうとめ）の敬語。

？weeziki”juN①（他＝raN，＝ti）（仕事など

　を他に）押しつける。

？weguNsjor藍⑥（名）〔古〕お嬢さま。山門

　は’？aigwaamee。tiNSjagunu　hanaja～

　？wernunu，　muikubana　1〈ubana　g．　atuga

　？wemunu．〔てんしゃこの花や　5えぐん

　しょりおや物　むいく花小花里がおや物〕

　ほうせんかの赤い花はお嬢様のもの，まつ

　りの白い花は御一人のもの。奉公人が空家

　の羅をたたえた歌。男女の陰部を一男の花

　にたとえたものか㌔

2weNbusaa③（名）幽べその者。

？weNbusu⑨（名）出べそ。　teNbusuとも

　い5。

2wekyeu⑨（名）ねずみ。愚んで上の入（天

　井にいる入）の意で言ったものか。

2weNcujaama⑨（名）ねずみおとし。ねず

　み取り。’jaa燃aは機械の意。

？weNdaa⑲（名）おとなしい入。やさしい入。

2weNda2N㎜a　＠おとなしい馬。　k貸勇aa一

　？N】ma（荒馬）の対。

？weNdasaN⑫（形）やさしい。おとなしい。

　柔翻である。

2weNmi　CO（名）負けたという意を表示する

　語。降参。toosee（倒し合い）の時などに

　いう。～i，降参か。～simijUN．降参さ

　せる。

？weNse”eN①（連詞・不規貝9）でおありにな

　る。でいらっしゃる。’jaN（である）の敬

　語。？u∫aR＄ee馬？w総醇eeN　と興じ。

　？ugaNZUU　Qsi？weNseebiimi．お元気

　でいらっしゃいますか。

？wii①（名）e上。揚所・地位・優劣などの

　高いところ。◎上。表薗。㊨上。以上。

　kaN　nataru～ja　sil〈ataa　neeN．こうな

　つた以上は，しかたがない6

2wiibaa①（名）上歯。上あごの魍。sicabaa

　（下口）の対。

？wiibaru⑪（名）上原。〈（地｝）参照。

2wiibaru⑪（名）宇栄原。《地））参照。

？wiicee⑪（名）御面会。お会いすること。

　会5（？icajUN）ことの敬語。～sjUN．お

　会いする。お目にかかる。拝顔する。～

　，uganuNともい5。

？wiici⑨①（名）上地。（（　mp　））参照。

2Wiigi＝euN①（自＝kaN，＝ei）追い付く。

？wiigikee⑪（名）身近に概㌔・て使う者，小

　間使い。追い使5者の意。

2W置目§iki＝SuN⑦（他＝raN，＝　ti）e迫い付

　く。namakara’5aとiN？wiieikirariiga

　，jaa・今からでも追い付げるかねえ。◎追

　いかける。

？wiiglki㎜a”agikin幅1）どこまでも追い園

　すさま。付け回すさま。kasimasjaru？a－

　tai～QS麦・うるざいぐらい付げ園して。

？wiiciraka＝sjuN①（他＝5aN，諏ci）追い散

　らす。追い払う。　，warabiNcaa～．子供

　たちを追い散らす。

2w最cooQ）（名）植物名。　ういきょう。葉は

　食：用に，実は薬罵になる。

2w銭漏cu鋪⑨　（自　＝kεしN，＝ci）　動く。　ゆ）れ動

　く。ゆらぐ。また，動いて位置を変える。

　ずれる。raNpunu？w難eagi玲iga　needu

　，jaga，担a．ランプが動いているが地震か

　なあ。QC凱nu？eezi　Q＄iN？wiiciN　9．　a一

　醗aN。人が呼んでも身動きもしなかった。

　neenu　’3’uti　zoonu　haajanu　？wiicooN．

　地縫があって，門柱がずれている。

？wiida⑨（名）宇栄田。（（地））参照。

？wiidaNCO（名）（たななどの）上の段。上

　段。また，（役柄などの）上位。sicadaN

　（下の段）の対。

？wi三gusiciraka＝sjUN①（他罵saN，＝ci）追

　い散らす。散散に追い立てる。？wiicira－

　kasjUNともいう。

2wiigusiku⑨（名）宇江城。《地））参照。

2wiikeO＝juN⑪（他＝raN，　・ti）迫い払う。

　邊つばらう。

？wi蓋jaNdi⑱（名）成長するに従って悪くな
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2wiltati．iuN

　ること。大きくなって顔などが醜くなるこ

　と。

？wiijaNdi＝jUN⑨（自＝raN，＝ti）成長する

　に従って悪くなる。大きくなって顔などが

　醜くなる。？wii？NzijUNの離。

2wlijunabaru⑦（名）上与那原。（（地］｝）参

　照。

？wiikjuN⑪　（慈；寵raN，；ti）老いる。老年に

　なる。

？wii＝jUN①（窃＝raN，＝ti）成長する。発育

　する。大きくなる。r生ふ」に対応する。

　hudu～・背たけが伸びる。成長する。

？wii＝jUN①（他；1・aN，”ti）植える。

？wi茎kata①（名）el中頭（nakugami）地方。

　simukata（農尻地方）に対していう。㊤上

　層階級。？wii？wiiと亀いう。s圭mu1〈ata，

　sicakataの対。

？W蓋董kUNnti＝ZUN①（他＝gaN，＝”7i）追い越

　す。追い抜く。kUNnUZUNも追い越す意。

？w三ikuN＝sj臓N①（他＝saN，＝ci）ぶちこわ

　す。だいなしにする。だめにする。’wqra－

　blNeaaga　？agimati　？a＄ibusi　？ujanu

　Qci？w銭kUNca寅．子供たちが集まって遊

　ぶのを親が来てぶちこわした。si（諏aku

　QsaNdi　sjuru　kwai　？vviikuNsaQtaN．

　せっかくやろうとしていた会をぶちこち

　された。

2w蓋量ma⑪（名）上間。（（地〉）参照。

2wiimasai①（名）「おいまさり」に紺応す

　る。成長するに従って美しくなること。

　？wiijaNdiの紺。～sjOON・成長するに

　従ってよくなっている。

2wiimuti（D（名）上の方。かみの方。上の

　側。kaaran難～．規上。

2wiina2wiina⑪（名）おいおい年をとって

　のち。老後。～nil　kutu　namakara　ka－

　NgeetookaNdaxee，　？wiina？wiinaa　？a－

　wari　sjUN　doo．老後のことを今から考

　えておかなくては，老後はみじめになる

　ぞ。

2wiinutur三①（名）首里城の門の名。？agu一

　睾ikUの項参照。

？wihiu＝zitN①（他＝gaN，＝zi）追い披く。

　追い越す。

2wii2Nza　：sjuN①（（de　・saN，＝ei）追い出す。．

？wii？Nzi＝juN①（地＝raN，　＝t呈）成長するに

　従って（容貌などが）よくなる。おいまさ

　る。？wiijaNdijUNの対E。

2wiiNgwa①（名）5い子。初子。

？wiiNgwahwagi’Ngwa①（名）5い子。初

　子。？wiiNgwaを強めて言った語。

？wiiraasjaN⑪（形）年よりふけてみえる。

　隼とって見える。

？wiirikidukuru⑨（名）面白い所。また，

　観光地。崇色のよい所。

2wlirikig三saN（tD（形）面白そうである。

2wlirikii⑨（名）面白い人。いつも入を面白

　がらせる人。即決な人。

？wiirikisaN⑨（形）面白い。楽しい。愉快

　である。興味を感じる。　？wiirukisaNと

　もいう。？wiir三kisεしsjUN．薗白がる。楽

　しむ。

2wiirukisaN⑨（形）？wiirikisaNと同じ。

2wiisian（名）仰せ。貴人のおことば。御命

　令。

2wiisica①（名）うえした。上下。

2wiisigutu⑪（名）仰せごと。貴人の御命

　令。～，ugadi・仰せごとを早して。

？wiisimise■el①（他・不規劉）仰せられる。

　おっしゃる。また，お命じ：になる。？jUN

　（言う）の敬語。

2W．lisjoO⑪（名）御衣裳。？isjoO（衣裳）の

　敬語。

2wiitaei⑪（名）成藁。発育。おい立ち。

　？wi（ltaciともいう。

2wikaclwa’rab：⑨（名）発育する子供。

？wiita＝euN①（自＝taN，＝Qci）成長する。

　発育する。おい：立つ。

？wiitati　・juN　CO（他＝・raNf＝ti）追い立て

　る。
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？wii？ucuN

2wiRu＝euN①（弛＝kaN，　＝ci）（贔物を交換

　する場合などに，劣る物の方に，補いとし

　て他の最または金：銭を）添える。？33εしja

　caQsa？wii？ueuga．おまえはいくら添

　えるか。slnanu　，waQsakuもu　siNgwaN

　？W三i？uceesa．品が悪いカ・ら千貫添えたの

　だよ。

？wii2UNtiN①（名）上運天。《鋤参照。

？wii2utii＝sjUNG）（億＝saN，＝ei）e邉い落

　とす。追い抜いて勝つ。Oひったくる。強

　引に奪い取る。

2wii2wee2umuuku①（名）王の婿の敬称。

　王女をめとったかた。廃藩後は，旧麟蓋尚

　侯爵の婿をもいった。

？wii？wii①（名）高貴のかたがた。家極のよ

　い人たち。上麟階綴。？w量ikataともい5。

　S搬muzimUの対も

？wii多a撫①（名）上里。《拗参照。

？wiizi⑥（名）泳ぎ。水泳。

：～w圭iz釜⑪（名）上澄：洲。（（地））参照。

？wiiziibu①（名）上儀保。（（地））参照。

？wii＝7．UN⑨（自＝gaN，＝zi）泳く㌔

2w玲eu⑪　（名）斧霧り。老人。’Nkasinu

　？wiQeoe　hurimuN　doo．　？Nmagaa　si－

　kasaN，，jurni＄ikaci．昔の年寄りはばか

　だよ。孫はあやさず，嫁をあやして（子も

　り歌の文句）。

2wiQC“wa’rabi⑪（名）年寄りと子供。

？wiQtaei⑪（名）？w批農ciと同じ。
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，W　　禰W

，waa①（感）cgh’あ！。驚いた時。うれしい

　時などに発する。子供がよく使う。Oば

　あ。顔や姿を現わす時に言う小児語。

’waa⑰（名）e広さ。幡。～nu　？aN．広い。

　～nu　neeN．狭い。～nu　neeraNkutu

　magijaanu　guku「araN・狭いので大きな

　家が建たない。～nu　neeraNkutu　tuura－

　raN．狭いので通れない。◎度胸。人葡で

　憶しない度胸。～nu？aN。度胸がある。

twaa一（接頭）わたしの。，waamUN（わた

　しの物），’waasjumug量（わたしの塞）な

　ど。

’waa？aa⑰（感）へええ。あれまあ。珍しい

　時・不思議に思5時などに子供などが発す

　る語。CUtz3a，ja夢imi，jaNtisa…～．きょ

　うは休みだとさ…。へええ。

，臓a夏nUc量⑰（名）度胸のある者。

，wabl①（名）降参。負けて敵にくだること。

　また，その意を二季に伝える語。～sjUN．

　降参する。～i．降参か。

，wabiihaidi（副）　ぐちをこほ1すさま。

，wabiinooi①（副）　ぐちをこぼすさま。　ぐ

　ちつぽいさま。～sj　UN・ぐちばかり言う。

，w曲董3aa⑦（名）ぐちつぽい者。ぐちばかり

　こぼす者。

’wabi＝jUNCO（宙　＝ユ＆N，＝ヒi）ぐちをこほす。

　弱音をはく。

’wabuku｛O（名）頼睦．仲颪り。文語的な

　語。miitu．ydaa　namaa～sjoOR．夫婦は

　今・は仲直りしている。

’wabuwahuG‘（副）だぶだぶ。大き過ぎる

　着物，またはたくさんの着物を着た時のさ

　ま。転じて，hwiNSuunu～sjつON．（一

　生：貧乏から援けきれない）のようにも用い

　る。

，wacaga＝jllN①（自　＝raAT，＝　ti）湧き上が

　る。湧きtLiる。

，wacakooge’ez韮⑨（副）あてつけがましく。

　つらあてに。おざわざいたずらする削合な

　どをいう。～nudi　misira．（禁酒した人

　の前などで）わざと酒を飲んでみせよう。

　～？ami　huti．あてつけがましく雨が

　降って。

’wacaku⑪（感）からか5こと。他人にいた

　ずらすること。

，waeal｛u＝j孤N⑨（他＝raN，＝ti）からか5。

　入にいたずらする。’wacakuraQtaN．か

　らかわれた。

ewaeara＝juN①（他＝aN，＝raN，”t呈）わず

　らう。苦難・四三を受ける。　’wiQeuni

　’wacaraarijUN・酔っぱらいにわずらわ

　される。caa　hwiNsuuni　，wacaraaQti

　？iQ肱aNkaiN？ic圭juusaN．　いつも貧乏

　にわずらわされて，きみの家にも行けな

　い。

’wacaree（1）（名）わずらい。颪倒bわずら

　わしいこと。

’waeareegaNdeo①（副）defflにわずらわさ

　れるさま。わずらわしいさま。面倒なさ

　ま。～saQtL画倒にわずらわされて。

，wac塁磁ku⑨（名）〔雷〕［脇筑］廃藩前の警

　官の役名。？uhucikU［大筑〕の下，　cikU－

　sazi〔筑佐事］（警吏，巡査）の上。

’waeiee⑥（名）わけ。1意味あい。

’waeijaku⑪（名）副官。補佐役。

Pwacikusaa⑪（名）わきが。わきがの者。

ewac韮kuug⑩（名）わき毛。わきの下の毛。

　｝suugiは陰毛。

’waeimici⑪（名）わき道。支道。間道。

’wacinag”i◎（名）湧稲国。（（地））参照。

’waeiljibi⑪（名）着物のわきに当てる照角

　の布。まち。わき当て。そでの上げおろし

587



，　　　　　孕　　　　の

wae乏za31

　にゆとりをつけるためのもの。

ewaei4asi⑪（名）脇差し。

，waeizituu⑪（名）［脇地頭］一村（親拝の

　字）を領する者。suuzituu〔総地頭」（…

　閻切を領する奢）に嘉する。

ラwa＝e騒N⑨（他・・kaN，　t・ci）切って割る。末

　など堅いものをのこぎり・おのなどで次第

　に裂いて二つにすることにいう。ki圭～・

　太を切りさく。

うwa＝cuN①（自　＝1〈aN，　＝C三）e湧く。？三ZU一

　職u～．泉がわく。O〔新？〕沸く。沸騰

　する。，juunu～．湯が沸くQ

，wadaN①（名）和気あいあいとすること。

　仲よくすること。平穣。

’w出面Nwago「o①（名）仲よくすること。和

　気あいあいとすること。’wagoowadaNと

　もい5。

’wadu◎（名）こ文〕わが身。～jaCON～nu

　zij’u　na：raN　sikeni，　？ar13’u　？uramij’uTu

　，jusinu？arui．「我腿やちやうもわどの

　毛虫ならぬ世羅に　あれよ恨めゆる　由

　のあるゑ］わが身でさえわが身を霞由に

　できない世：の中で，彼女を詰むゆえがあ

　ろうか。kaReru　mumukwahuja，無1笠i－
　jacoN　’NdaN，　・v　’jariba　一h－i　gididu　mja一一

　biru．［かにやる百果報や　夢やちやうも

　見だぬ　おどやればわどゑ　つでど見やべ

　る（孝行六出）］このよ5な大きな幸福は

　夢にも見ない。わが身がわが舅かとつねっ

　て見るばかりでございます。

，wagakaimtiNco（名）ちん入者。押し入っ

　た者。

，wagaka；jllN①（自＝raN，＝ti）i強醗に毘

　る。押し強く出る。押し入る。ちん噛す

　る。？Nzitee　naraN　tukuruNkaiN～．

　出てはいげない所へも強引に出る。

ewagamama⑪（名）わがまま。文語的な

　語。zimamaの方を普通に用いる。～na．

　わがままな。

’wagami⑨（名）〔文］わが舅。～g量di’N一

　ci．in　’jusunu　？wija　sij’uTu，　muri　siru一一

　na？uc…ju箆＆sakibakari．［我が身摘で見

　ちど　与所の上や知ゆる　無理するな浮

　匿　なさけばかり］わが身をつねって他

　人の脅の上を知る。無理をする．な，浮世は

　情が大事なのだ。最後の一bakariは，俗
　には，　一b盤ζei　ともV・う。

，W曙00①（名）六合。仲よくすること。む

　つまじくすること。，wadaNともいう。

　euunu　suriija　・v　sjooti　munusooda－

　nUN　sjaN’jaa・きょうの集まりは翻気あ

　いあいとして相談したなあ。

’wagoowadガN③（名）仲よくすること。鵜

　気あいあいとすること。，waliaNwagooと

　もいう。

，wa1baN①（名）劇り印。証書のとじ目など

　に押す翻り印。

，waiku⑨（名）わっぷ。割り符。板などの

　中央に証印を押して，二つに割ったもの。

　翻り札。また，i系図などに押す劇り印。

’wa…2粛⑥（名）翻り印。’waibaNの方を多

　く使う。

，wa熊w韮i⑨（名）分け前。配当。割り当てて

　くれるもの。

，waimee⑨①（名）青り煎。慮り当てて出す

　費用。～sjUN．割り前を出す。

，waiN＝euN①（自縦kaN，＝ci）蟹り込む。無

　理に入り込む。

，waisoozi①（名）竹を割って編んだsoozi

　（あじろ）。

，waitu亘⑪（名）切り通し。切り開いて通し

　た遵。

’walpakaa⑨（名）劇っだたきぎ。青り太。

　計り裂いたものの意。

，wa＝juN①（他＝raN，；ti）e割る。cawaN

　～．茶わんを鴨る。◎割る。分蟹する。

　hjaQt〈waN　zuuninUNkai～．100貫（2

　円）を十人に分ける。㊤切開する。kasa

　～・瘡（かさ）を切開する。

’wakaazi⑪（名）〔文〕〔若按司ユ？azi［按
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’wakasjuN

　司］の二つ鵡幼君。若君。，wal〈azara

　ともいう。

’wakaaziniimLe’e｛　（名）若按司様。若君

　様。

，wakabaa⑥（名）若葉。

，wakagee＝jUN⑪　（霞＝vaN，読i）若返る。

ラwakagi＠（名）若太。若い太。

，waka＝juN⑪（自＝raN，＝ti）わかる。理解

　する。納得する。kutUN’wakaraN　MUN．

　わからず屋。

，waka＝juNew（自＝raN，”ti）分かれる。劉

　瑚になる。’jεしa～．分家する。

’wakaki⑪（名）’wakamaagiと同じ。

’wakakusa⑨（名）若草。

’wakamaagi⑪（名）若松。若太。隼始の飾

　りに恥いる小松の枝。門に飾り，また仏壇

　にも供える。，wakakiともいう。

’wakami4i⑨（名）若水。元旦未明に丼戸か

　ら汲む水。その敬語は’waka？ubii。汲む

　者は男の子に限られ，男の子のいない家に

　は，近所の男の子が汲んで行ってやり，お

　年玉をもらう。飲めば，その隼の邪気が払

　われるという。

’wakamUN⑨（名）若者。若い衆。

’wakanagi⑨（名）〔文〕初夏。旧暦4～5

　月の，稲穂の畠始めるころをいう。～ga

　nariba　kukuyu　？ukasaviti　tamamizini

　？uriti　kasiya？arawa．〔若夏がなれば

　こころ浮かされて　玉水におりて　かしら

　あらは（銘苅］：）］初夏になったので心浮き

　浮きと，き．nいな水辺に降りて髪を洗お

　う。

，wakaQteeN①（副）若i若しく。tusi　tutiN

　～sjOON．年をとっても若若しくしてい

　る。

’wakari＠（名）∈）別れ。別離。◎命かれた

　もの。分岐したもの。傍系。分家筋。

，wakar韮？ag．isa⑨（名）残暑。別れ暑さの意。

，wakaribi三sa⑪（名）余寒。冬の終わるころ

　の寒さ。別れ寒さの意。

twakarl＝jitN⑨　（自＝raN，＝t・i）e劉；れる。

　離記する。◎分かれる。分岐する。mieee

　maauti’wakarijuga，道はどこで分かれ

　ているか。

’wakasaini⑨（名）若い時。～nu　naNzee

　kootiN　Qsi．蒋い時の苦労は買ってでも

　した方がよい。

’wakasamaci⑨（名）若狭町。（（　ag　））参照。

’wakasaN⑪（形）∈）若い。’wakasa　taru－

　gakijUN・若さを頼みにする。◎経験が未

　熟である。？oosaNともいら。na血a，wa－

　kasanu，5aa．まだ未熟なんだ。

一wakasi（接羅）〔済・沸］升。酒の量を計る

　時の接尾辞。cuwakasi（酒一升），　tawa－

　kasi（酒二升），　tuwakasl（酒一斗）など。

，wakasiraga③（名），wal〈aslragiと同．じ。

’wakasiragi⑥（名）若しらが。’wakas1ra’一

　gaともk・う。

，wakaslwakasi⑨（副）別別に。？UQtu邸ii－

　7yaNka1～，iirimUN　kwi3“N．兄鵡に男ij

　別に玩具を与える。

，wakasju⑨（名）［若衆］e元服前の貴族の

　男子で，王城に鐵仕して小姓をつとめる

　者。ちこ小姓。？udUN［御殿あ£UNci

　［殿内］の次男・三男から選ばれた男子が

　当たる。髪も着物も女のように美‘しく派

　手に装い，お給仕をつとめた。？udUN，

　tUNciの長男は労せずして，地頭などの地

　位につくが，’wakasjuの身分の者は学問

　に励み，文官試験を受けて苦労したのち，

　文官に仕官した。◎男色（の相手の少隼）’

　の隠語。若衆。ちこ。

’waka＝sjUNO（他＝saN，冠ci）e分ける。分

　かつ。二男ijにする。区別する。magiitu

　gumaatu～・大きいのと小さいのと分け

　る。，jaa～。家を分ける。分家させる。

　ziQpi～．是非を分かつ。真偽を判断する。

　◎仲裁する。仲に立つ。仲直りさせ，引き

　離す。　？ooee～・けんかを仲裁する。

’waka篇sjμN①（他＝saN，＝ci）噺？〕沸か
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’wakasjuudui

　す。沸騰させる。首里ではhukasjUNの

　方を多く用いる。

’wakasjuudui＠名）〔若衆躍］踊りの名。

　昔の，wakasjuの姿でする饒り。緋縮緬

　の着物で，長い袖をひるがえして，9U－

　zlNhnubusi［御鴬風口］に合わせて踊る。

，waka？uも董i⑪（名），wakamigiの敬語。

っwaka2uriziN⑥（名）二二2～3月ごろの

　撃節。略して？uriziNともいう。混効験

　集には「わかおれづみ」とある。

’waka2us画騒koo⑦（名）一周忌（’lnui）と

　蕪年態1（saNn量Nci）とをいう。？uhu一

　？usjuukooに対’する。

’wakawikiga⑪（名）若い男。

，wakawinagu◎（名）若い：女。

’wakazara⑰（名）’wal〈aaziと岡じゲz掛

　raは，unazalra（按司の妻）の一zaraと

　岡じく，按覇の意。

，wakaziira⑨（名）産後，日の浅い体。産

　後，まだ回復しない体。

fwakaziiramu”N⑰（名）塵婦。塵後，まだ

　体が團復しない者。

’wak⑩（名）eわけ。意味。理由。’waei－m

　ee，　cimueeともい5。caaru～ga。ど

　ういう理由か。o謝罪。弁解。～sjUN．

　謝罪する。あやまる。～NcikaN．弁解も

　聞かない。

’wakibUN⑪（名）配分した分け前。分けて

　くれるもの◎？ujanu～．親が子供たちに

　分けてくれるもの。

’wakiee⑨（名）〔籍？〕’wacieeと同じ。

’waki　：juN⑥　（イ也　＝1’laLN，　＝二も圭）e分けるQ　区

　分する。O分ける。分配する。

，wakimee⑪（名）分け溺。分けて取る分。

’waku⑪（名）饗（わく）。手で回しながら，

　糸を巻きつける織具。

twaku①（名）泉。とくにその水の湧き出て

　来るところ。水底にあって見えないような

　ものを多くい5。湧き口。？iZUNは湧き

　口が見えるものをいう。

，wak秘賊。組）（名）ひきがえる。がまがえ

　る。

，wak離gaa④（名）二二。｛（地）〉参照。

’wakaidii⑨（名）おびき出す手。だまして

　誘い出す手段。

，wakti・・．iuN．’⑨．　（（ig＝raN，篇ti）㊦おびき出

　す。◎からかう。いたずらする。挑発して

　怒らす。’wacakujuNともいう。

，wam嚢⑪（名）〔文〕［我身］私。われ。楓一

　bitacuru　haheyu　ma4iju　mati　cirira，

　～ja　hananu　mutu　siraN？amunu．［飛

　び立ちゆるはべる　まずよ待て連れら　我

　身や花のもと　知らぬあもの］飛び立つ

　蝶よ。しばらく待って私を連れて行ってく

　れ．。私は花のありかを知らないのだから。

’wana⑨（名）和仁屋。’wanjaともい5。
　＜＜　eg　））参照。

’wanja⑨（名）和仁塗。’wanaともいう。

　¢糊参照。

’wanu⑨（名）〔文〕私。われ。’wamiよりも

　古い文語。～mutaci　tabori　’waNgo　mja－

　gana・［わぬ持たち回れわ無蔵見やがな3

　わたしに（手紙を）持たせて下さい。恋人

　に会うついでに。～ja　kunu　muranu　si－

　si纐圭・［わぬや此村の弓取り］わたしはこ

　の村の猟締。この二合の，wanuは山原こ

　とば（羅頭方言）として使われている。～N

　？iZU’jatuti　masira　sal｛ana．［わぬも伊

　集やとて　真白咲かな］わたしも俵集の木

　のように真白に咲きたい。

’waN⑨（名）わたし。私。5しろに付幽く助

　詞によって形が不二心に変わる。，waaga

　（わたしが），’waNnee（わたしは），’wa－

　NniN（わたしも），，waa一（わたしの）など。

　また，一一・・人称単数の人称代名調には，性

　溺。敬語などによる区別はない。複数は

　’waQtaa。～du’jaru．わたしである。’wa－

　aga？iCUN．わたしが行く。，waNnee？i－

　kaN．わたしは行かない。，waNRiN．わた

　しも。，waN捻iNkaiN。わたしにも。
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，warab…】【気a総

’waN（D（名）〔文？・新？〕湾。’waNtugu－

　c2，　kuwaN，？uuwaNなどの海岸の地名

　はある。

，waN①（名）椀。

ewaNbaa①（名），waNbuu（顔の大きい者）

　の卑称。

，waNbUU⑨（名）食器の名。深い鉢。どん

　ぶりの大きな物。料理の際，麦粉をとかし

　てこねたり，あえものを作ったりするなど，

　用途が多い。ボールの用をする焼き物。

’waNbuuG）（名）’waNbuu（料理用の鉢）

　のよ5に顔の大きい考。’waNbaaともい

　50
’waNeamee＝juN⑪（弛＝raN，”ti）弁償す

　る。与えた損害を償5。古語ヂわきまふ」

　（つぐなう）と闘係ある語か。

ewaN｛｝a＝jtiN①（他＝aN，憲猴N，＝　ti）㊦徴

　話をする。面倒を見る。尽くす。多く，隼長

　者の面倒を見るのにいう。，waNdaarijUN．

　世話になる。厄分になる。◎二三のi祭薦を

　受け持つ。

，waNkuru⑪（副）わたし自脅で。わたしが

　自分で。一kuruは英語の一selfに似た接

　二二識coo　tanumaN　gutu～sjUN・人
　を頼まないようにわたし霞身でする。～

　gukutee寧i・わたしが霞分で作ったもの。

’waNkuruhuu⑪（名）自巴流。

，waNwaN⑨（名）〔新？〕犬の小児語。わん

　わん。ciicaaともいう。

，waQkwa＝sjUN①（他＝saN，＝ci）ときほぐ

　す。分解する。ばらばらにする。

’waQkwi＝juNG）（自＝raN，”ti）分解する。

　ほぐれる。ばらばらにこわれる。karazinu

　～。髪がとけて乱れる。

，waq碑⑨（名），waihuと岡じ。

，waQpu⑨（名）i費用などの割り当て。

，waQsa⑪（名）わび。謝罪。あやまること。

　～sjUN。あやまる。～？UNa3Ukiree・おわ

　びを申しあげろ。～sjuraa’jurUS3usa。

　あやまるなら，許してやるよ。

，W3QsaN⑨（形）悪い。性質・品質などが悪

　い。また，正しくない。，5anasaNおよび

　，3ana”の項参照。　deenu　b’aQsaree　s1一

　naN　～・　｛直航ミ安けれ‘まご贔も悪㌔・。　’waaga

　～・わたしが悪い（あやまるときのこと
　ば）。

’waQtaa⑪（名）0わたしたち。われら。わ

　れわれ。話し相手を含めた意も，含めない

　意もある一一四丁複数。㊤わが家。わたしの

　家。～Nka呈？ikani．わたしの家へ行かな

　いか。⑤（接頭）わたしたちの。われわれ

　の。，waQtaahara。（わたしたちの親類）

ewaQtaakuru⑪（副）われわれで。自分たち

　で。～sjabiisa・町分たちでやりますよ。

，waQtaka＝sjuN①　（自＝saN，＝ci）わっと

　書う。わっと人を驚かす。また，わっと泣

　き出す。

，wara⑨（名）わら（藁）。

，waraaraNwaree③（名）笑えないのを無理

　に笑った笑い。しいて笑うこと。

ewarabaa⑪（名）子供（，warabi）の卑称。

，wavabaakurusjaamp（名）子供をいじめる

　者。那覇の入や平倉が使5。上晶には’wa－

　rabisigikijaaとN，　Nう。

’warabee⑨（名）わら灰。

，warabi⑪（名）子供。おとな（？uhUQeu）

　に対する子供。親にKする子はQkwa。～

　亭ikas3UNnee．子供をあやしすかすように。

　～naikeejUN．子供になりかえる。老い’

　てふたたび子供のよ5になることにいう。

，warabi⑪（名）植物名。わらび。

’warabi2agikee⑪（名）子供扱い。子供の

　よ5に軽く遇すること。

，warabidusi⑪（名）幼友だち。幼なじみ。

，warabigami⑪（名）神のように天心らんま

　んな子供。子供をほめたたえたことば。

’warabigwii⑫（名）子供の声。

’wa！’abii⑪（名）わらを燃やした火。わら火。

ewarabinaa⑪（名）na．nui（貴族。士族の元

　服の時につける名）に対して，子供iの時か
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’，

翌♂eablnac蓋

　らの名。わらべ名。幼名。

っwarab珈aci⑨（名）子供の泣き：方。子供の

　よ5に大声で泣くこと。

’warahiNeaa⑰（名）子供たち。

”w’arabiNcaa？00ee⑪（名）子鉄のげんか。

　～kara？uhUQeu？ooee　najUN・子供岡志

　のけんかから，おとなのけんかになる。

”warabisig呈kijaa⑨（名）子供をいじめる

　者。上酷な語で，乱暴には’warabaakru一一

　rusjaaとい5。

”warabiziinuan（名）子供こころ。幼ここ

　ろ。童心。
’，

翌≠窒≠№奄qa⑨（名）わら縄。

1，

翌≠窒＄ｷoosi⑪＊（名）紙の一種。わら製の薄い

　紙で，もっぱら，Ncab云（その頂参照）に用

　いるもの。？ucikabiともいう。

？wart｝gug；⑨＊（名）噺〕わらじ。’waraziよ

　りも古い骸用語。

つwara二juN①（他＝aN，＝ti）e笑う。◎潮

　慣する。Qeu～・入を翻価する。

’warasaba◎（名）わらの芯で作った草履。

　稲の穂の実らぬ前の芯で作ったもので，き

　わめて高慮。王のみが摺いる。

’warasibi⑪（名）わらしべ。わらの芯。

りwarasiNbUu◎（名）わらしべのひも。ひも

　に使うわら◎　～saani　kuNzuN・　わらで

　縛る。

つwa搬s贈buu2ロu1｝量③（名）わらで作った

　帯。

，wara4aara⑨（名）わらのたわし。

’warazi⑨（名）〔斬3’わらじ。もと，わらじ

　は無かった。’wal’agugiともいう。

つwaragi9三N⑥（名）わら包み。わらつと。農

　民が肉などを包んでよそへ行く時などに使

　50
，wareebanasi①（名）笑い話。こっけいな

　話。冗談。teehwaと宣い5。？uree～一

　du’jaee　sani・冗談ではないか。まじめ

　な話か。

，wareegau①（名）笑い顔。えカこお。

ewareejo｛》㊥（名）笑いよ5。笑う様子。

twareekaN＝zuN①（自・・daN，”ti）にこにこ

　笑う。えみくずれる。，waN，NNcakUセU　ka－

　amakara　’wareekaNti　？ee？ee　sjutaN．

　わたしを見たら遠くからにこにこして呼び

　かけたものだ。

，wareektizi＝juN①（1＄＝raN，・ti）瑚笑す

　る。笑って人を傷つける。

’wareemtmuu⑪（名）笑）cr・もの。嘲笑の対

　象。～nasjttN．笑いものにする。

Vwareemmttnuu⑨（名）’wareemunUUと
　悶じ。

，w’areesiizii①（割）無理にえがおを作るさ

　ま。～s画X．無理に笑う。

，wa通①（名）劉れた物。割れたかけら。

一wari（接腿）分（ぶ）。100分の1の単盈を

　あらわし，金利についてい5。なお，：金利

　は月計算であらわすのが普通。？iciwa酒

　（1分），niwari（2分）など。

ラ瓢湖g蹴m韮⑪（名）∈）謝れがめ。◎転じてヲ

　大酒飲み。

’wav量9聰嚢①（名）割れ鐘。～nu　na圭NRee．

　膨れ鐘の鴨るよ5に。蛮声をたとえてい
　う。

，wari＝jul①（霞＝raN，＝ti）割れる。割れ

　てこわれる。割れて分かれる。（口訳など

　が）麟れるQ

，wan’imi①（名）翻れ霞。閉口zた所。

，w細壼㎜u賀①（名）劇れ物。割れた物。　ま

　た，割れやすい物。～’jal〈utu’juu　Qsi

　，joo・割れ物だから気をつけろよ。

，warinaabi①（名）割れなべ。忘れ欝のでき

　たなべ。’wariganiと同じく，蛮声のた

　とえに使5。

’waru澱UN①（名）悪者。悪入。

，wasami＝CUNen（自xxkaN，・・e・i）ざわめく。

　ざわざわ騒ぐ。’Nninu～．胸騒ぎする。

，wa§awasadi（翻）がやがや。騒がしいさま。

　大勢いて騒がしいさま。’warabiNcaa－

　ga～S3σON・子供たちががやがや騒い
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）watasjupsT

　でいる。

’wa＄遍麟④（他＝1’aN，＝ti）忘れる。’wagi－

　raraN．忘れられない。

，was蓋n磁樋⑨（名）わし。鳥の名。

’was至糠⑨（名）〔文〕われら。おれわれ。力

　んで雷5時などに使う。～n玲etaga．われ

　ら膏隼が。

ewata⑨（名）e腹。～nu’januN．腹が痛

　い。～sagujUN．腹をさぐる。～kuz2－

　jUN．故1意に，入を怒らせるよ5なことを

　商う。腹をくじる意。～捻uk鼠翻rar隻ju凡

　腹が突き上げられるようにはげしく癌む。

　～hwinarasjuN．腹を減らす。運動など

　をして腹ごなしをする。～mugeejuN．

　腹がにえくりかえる。非常に立腹する。～

　’uuiNeUN・腹ごなしをする。大食したあ

　となど，立って歩いて腹を減らす♂u巌麟N

　はゆり動かす。◎はらわた。腸。動物など

　のそれをいう。’watamiimuNと屯いう。

’wata⑨（名）綿。

，watabinai⑥（名）腹が減ること。一binaiく

　hwinajuN（減る）。　naada～N　saN．ま

　だ腹も減らない。

’wataboNbON⑨（副）腹がだぶだぶ。水分

　で腹がだぶだぶしているさま。eaa？級hoo－

　kU　nudi～S300N。茶をたくさん飲んで，

　腹がだぶだぶだ。

’watabutaa⑰（名）腹が大きい者（卑称）。

’watabutu⑪（名）腹の卑称。また，腹の小

　児語。Qeunu　meeuti～hati．人の箭で

　腹を嵐して。

’watadeeen（名）腹持ち。食べたあとで腹

　が減りにくい食物の質。　～nu？aN。腹持

　ちがよい。もちなどについていう。

，watagukuci⑪（名）腹ぐあい。　haraguku－

　eiともし、う。

’wa腰gur量sjaN⑪（形）劃しくて思い切れな

　い。非常に残念である。後梅してほぞをか

　む。あきらめきれない。

’wa｛agwaa⑨（名）小腸。？uhuw就a（大腸）

　に紺する。

，watahuQkwli⑪（名）腹が張ること。食：い

　過ぎなどで，腹がふくれること。

’wata2iri⑪（名）綿入れ。冬に着る，綿を

　入れた着物。

’watai⑥（名）渡り。渡る所。ちょっとした

　渡し揚。

，wata＝juN①（露＝raN，；ti）e渡る。一一方

　から前方へ渡って移る。◎（物が人に）渡

　る。ziQcuunu～。月給が渡る。

’wata；cusl①（名）（）私事。’watakusigutu

　と岡じ。◎へそくり。婦人などがわたくし

　に貯えた金。

’watakusigutu①（名）私事。

’watanaasl①（名）お引っ越し。御転宅。

　引っ越しの敬語。さらに上の敬譲は？waa－

　tamεしsi。

，watamiimu”N③（名）内臓。はらわた。臓

　物。

’watanakara⑪（名）腹半分。腹半分食：うこ

　と。nakarawataともい5。　niz1rii　tii－

　gee～du’jaru・おむすび一つでは腹半

　分しかない。

’walanumii⑨（名）ma一一一一Pt。～kanUN．腹

　　　　る　一杯食べる。

’wataNsu⑨（名）’wataziN（冬の礼服）の

　敬語。貴族の冬の礼服をいう。’Nsu（み

　そ）はciN（きぬ）の敬語。

’wataNzian（名）∈）渡し揚。渡船揚。　O［渡

　地］那覇にあった遊郭の名。いなか穣手の

　下等な遊郭であった。’wataNziZUX’igwa－

　nu　girinasa’3a，　SUSUC1｝’ibakamani

　kata「～utiZiN　　cici　，jaNbarubuni　kaju－

　jusa　’jaa・渡地女郎のあわれさよ。すそ

　の切れたはかまに，肩のおちた容物を着

　て，山原舟に（船乗りめあてに）通うよ。

’walag．　ibuni⑪（名）渡し舟。

’wala＝sjuN①（侮；saN，＝ei）∈）渡す。一方

　から弛方へ渡らせる。◎渡す。かけ渡す。

　㊧（人に物を）渡す。tima～・　季閲賃を
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，wε竃搬1～臓e董

　渡す。

，w齪a？ue⑩（名）綿打ち。綿を打つこと。

　また，綿を打つ人。また，その道異。

，wata？tte圭⑨（名）腹の中。駿の中の考え。

　，wata？ucee，wakaraN・腹の中はわから

　ない。

，waSa？ul　usaN⑰（形）腹いっぱいである。

　食べ過ぎて腹が張っている。’wata？uhwi一一

　saNともいう。

，wata？uhwisaN⑪（形），W＆ta？uhusaK　と

　献じ。

，watawataatu①（副）親しく。腹の底をう

　ちあけて。

’wataziN⑨（名）冬の飯碗。男女用。　biN・・

　gatawataziN，　tiz1mawaraziN，　maNwa－

　taziN，　siyagawataziN，　riNziwataziN’，

　dUNsiwataziNなど，桶や布地によって

　多くの種類があり，舅分・性劉・年齢に

　よって着用の制限があった。

ewattwau①（副）わんわん。犬の鳴き声。

，wauwaUU⑨（名）犬の小舟語。わんわん。

’wa4a　en（名）仕事。職業。　nuunu～sjuga．

　何の職業か。～？usinajUN．央即する。

’wazam菱⑰（名）θしわ。　ciNnu～nOGij　ee．

　着物のしわを直せ。◎顔などのしわ。ま

　た，しかめっつら。泣いた時の顔のしわな

　ど。Qcunu？meNsjo。cooru　m姻～N
　noo寧ee．人が見えているのに，しかめっ

　つらはよしなさい。

，wazami＝jtlN⑨（他＝raN，；ti）0しわを

　寄せる。◎顔をしrb＞．める。

’waza＝nuN⑪（自＝rrlaN，：di）∈）しわが寄

　る。しわになる。　ciNnu，wazadoON・着

　物がしわになっている。◎顔などにしわが

　よる。しかめっつらになる。m1inu　gibi－

　nu～・欝じりにし，わ；が寄：る。

，wazaNkaa⑨（副）頗をしかめるさま。～

　sjOON．しかめっつらをしている。

’wa4aQtuCO（副）わざと。故意に。’waga一

　もuともいう。

，wa　7satu①　（副）わざと。　故意に。　，waza一‘

　（≧tuとも、・う。

’waiawaia①（副）わざわざ。？icunasaru

　mUN～Qci　kwiti。忙しL・のにわざわざ

　来てくれて。？jaNtiN＄inuru　muN～

　？ii？Nzaci・言わなくてもすむのに，わざ

　わざ言い出して。

’waeawee①（名）わざわい。災難。～nu

　mutu．わざわいのもと。

’wazi＝jUN①（自・・yaN，＝ti）e沸く。沸騰

　する。◎腹を立てる。憤慨する。，wazi－

　wazii　sjoON．まさに怒りが発せんとして

　いる。

Swaz蓑mu⑥（名）〔文〕わが心。目語では単

　にcimuということが多い。

，wazirigaara①（名）θ後世に入ってはじめ

　に渡る，熱湯のわき立つill。三途の川にあ

　たるもの。◎首里の円覚魂…にあるhoo－

　sjoO？ici［放生池3の俗称。

eweewee①（副）おいおい。わあわあ。声を

　あげて泣くさま。～naCUN。おいおい泣
　く。

’wigeenee①kanaaN⑨（句）’jugeenee

　kanaaNと同じ。
’wii⑨（名）酔い。～nu　sa燃翫tikar＆？ikee・

　酔いがさめてから穿け。

’w董藍⑨（名）〔文3甥。

’W蒸i①（名）柄（え）。おの・ほうちょ5など

　の柄。

・wilhacino「orl⑪（副）むかむかするさま。

　吐き気を催すこと。～sjUN・

’wiiba＝Ct！N⑨（自　＝k：aN，＝ei）むかつく。

　吐き気を催す。

’wiigoomuN⑭（名）eえぐいもの。えが

　らっぽいもの。◎〔古〕毒のあるもの。毒

　物。

，wiigoosaNew（形）㊦えぐい。えがらっぽ

　い。食べるとのどを強く刺激する味をい

　う。⑰（皮織が）かゆい。
、，翌奄奄№普≠鰍狽狽m⑪（他＝raN，＝＝ti）えぐる。
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，wi職駄琶臓難腿？嚢5鼠

’wiigukttciew（名）酔いごこち。酔った気

　分。

，wiigusi　・D（名）酒癖。酒に酔った時に出る

　癖。

，w難huri＝jUN⑨（虜＝raN，＝ti）酔いしれ

　る。酔って正体を失う。

，wii　・」　uN⑥（趨＝raN，＝嫉）海1・船などに酔

　弓。saki　nudi～．酒を飲んで酔う。薪酒

　に（sakini，　sakiNkai）酔う」とは言わな

　い。

，wKkurubi⑨（名）酔いつぶれて寝ること。

　酔い倒れ。

tw三imu醤⑨（名）毒のあるもの。毒物。

，wiimuNhuri”mUN⑨（名）酔っぱらいの気

　違い。酔っぱらいを気違い（hurimuN）と

　岡じと見なしていった語。

’wiinaei⑥（名）酔い泣き。酒に酔って泣く

　こと。

つwiiniNzi⑨（名）酔いつぶれて寝ること。

　’wiikurubiともい5。

’WiiQkwa⑨（名）甥。

，w銭ri⑨（名）e（着物の）えり。◎えりかた

　あき。着物にえりを付けるために，肩の部

　分を切りひらいたところ。

，wiirUli⑪（名）ひ秀。よって作ったひも。

　～hwinijuN・ひもをよる。

，wiiruunaci⑨（名）めそめそ泣くこと。だ

　らだらといつまでも泣くこと。

’wiisamasi⑱（名）酔いざまし。酔をさま

　す飲み物など。namal〈ugasi（米をすりつ

　ぶして水にといたもの）が有効だとされる。

，wikiga⑨（名）男。，wikigaa　tiN，，W2na－

　goo　zi量・男は天，女は地。男尊女卑の思

　想をあらわしたことば。～nu　kutubaa

　sjuumuNgaaL男のことばは証文がわり。

　男子の一門金鉄より平し。

’wikigagwii⑧（名）男の声。男声。

’wikigahuuzi⑪（名）男のなり。男として

　の姿。

’wikigahuuzii⑨（名）男のよ5な女Q’uu一

　winaguともいう。

’wikigahwaiahuzi⑨（名）祖父。

，wikigajagusami⑨（名）男やもめ。

’wikigamag．　ai⑥（名）男ま～きり。女丈夫。

’wikiganu？uja⑨（名）男の親。父親。

，w茎kigaNgwa⑥（名）男の子。

，wikigaraasjaN⑨（形）男らしい。

，wikigasiigea⑪（名）兄。

’wik｛gas三tu⑪（名）しゅうと。夫の父親。

’wlkigasuga韮⑨（名）男装。女のする男装。

，wikiga？uja⑪（名）男親。父親。

’w蓋ki奮a？UQtu⑨（名）弟。

，wik隻gawavab蓑⑪（名）男の子。男の子供。

，wikiiCO（名）［ゑけりコ姉妹から晃た兄弟。

　妹または妹から見た，兄または弟。，U－

　naiの頬。

’wikii2ukudi①（名）男神をまつる？ukudi

　（その項参照）。一門中の男の神をつかさど

　る女の神官。

’W皇獄盆9蝋①（名）：女。～nu　hatiree・zaa・Ra一一

　3UN．女は果ては蛇になる。女の執念深さ

　をいったもの．　’winagOO　？ikusanu　sacF

　baL女はいくさのさきがけ。いざとい5

　時の女の勇気をいったもの。

ラwinaguda’ci⑪（名）女世帯。女立ちの意。

，w董nagu瑠wli⑨（名）女の声。女声。

’winaguha”Qtu⑥（名）〔女法獲ユ女入門

　制。

，winaguhuuzi⑨（名）女のなり。女として

　の姿。

’winaguhWizii⑪（名）女のような男a

，winaguhwa■ahuzi⑪（名）下下Q

，wlnagukagimljaa⑨（名）女たらし。色魔。

　女をつかまえる者の意。

，轍n窃gum量⑭（名）〔文〕女の勢。

’winagumugiri⑨（名）女とむつまじくする

　こと。：女魚におぼれること。女猛い◎

ラw董nagunuka“ta⑪（名）野方。姻戚。外戚。

　tuzikata，　hwahwakataともいう。

，winagunu？uja⑪（名）：女の親。母親α
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w呈姓a琶臓盤礒臓s夏

’winagunuzzsi⑨（名）女主入。多くは，男

　主人がいない揚合の女主人をいう。

，winaguNgwa◎（名）θ女の子。娘。こと

　に未婚の若い女。◎娘。親に対する娘。

　？aree　maanu～ga．あれはどこの家の
　娘か。

，winatevnraasjarv③（名）女らしい。　しとや

　かである。女についていう。

’w油ag鷺頭騨⑨（名）姉。

’winagu；　ikasjaa　ev（名）：女たらし。女をだ

　ます者。

りwina霧usku⑪（名）しゅ5とめ。夫の母親。

，w韮nagusug議⑨（名）女装。男のする女装。

，whnagu？uja⑥（名）：女親。母i親。

’w韮nagH？孤◎鐵⑨（名）妹。

ewinagu？uklsjaa⑰（名）女たらし。女を落

　とす者の意。

，winaguu（達樋⑨（名）［女踊3踊りの一種。

　踊り手が士族の女の服装をして踊る。

’W圭ltaguiigari　Q）（名）女1こ齪えること。女

　ひでり。

7winaguwarab董⑪（名）女の子。女の子供。

’wi囎guwガrabi◎（名）女子供。婦女子。

・w煎ca＝麺駅①（自＝raN，＝ti）うすぎたなく

　なる。うすよごれる。着物・水・洗い物な

　どについていう。

，w勲gw韮韮◎（名）酒に酔って暴れまわるこ

　と。

ewiWtUrukaasjaN⑨（形）食べるとむかつ

　く。食べたあと昧が悪い。脂の濃いものが

　いたみかけた時の味をいう。

，wiQcaa⑪（名）酔っぱらい。酔漢。のんだ

　くれ。“wiQcuu（，wiQeuの卑語）をさら

　に悪く言った語。

，w玲cu⑨（名）酒に酔った入。

，wiQCUU⑥（名）酒に酔った者。酔っばら

　い。酒に入りびたっている者。のんだく

　れ。’wiQCUの卑語。
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z舩①（名）蛇（じゃ）。次のよ5な揚言にい

　5。’wimagunu　hativee～najUN．：女は

　果ては蛇となる。女の執念深さをいったも

　の。hat硬eeは命がけになればの意。

Iaa⑨（名）0座。人のすわる席。～加jUN．

　席をとる。◎地イ立。役職。ポ1スト。e）（廃

　藩髄の）役所。？㌶包の項参照。㊧座敷。

　部屋。

；aa⑨（名）座安。《地》参照。

gaagamee⑰（名）部屋の構え。部屋の中の

　道具などの配鴛など。

gaagayu⑪（名）粘土質の黒土。畑などにあ

　る黒土。赤土はmaaziという。

geaahaneekijaa⑥（名）座をにぎやかにする

　者。

gaahwa⑨（名）座波。（（地））参照。

多aahwee⑨（名）しまつにおえな／，　Nこと。め

　ちゃめちゃ。また，乱暴なこと。荒荒しい

　こと。～na　MUN．もて余し蓄。～natOO騎

　N．（物事が）しまつにおえなくなってい

　る。　　　　　　　　　　　／

gaahweeg｛itu⑪（名）しまつにおえない事。

　囲った事。’やっかいな事。

gaahweemUN⑥（名）乱暴考。ならず者。

　しまつにおえない者。

4aahweetii「熱wee⑨（名）乱暴狼籍。～sju－

　N．

zaama⑪（名）迷うこと。途方に薄れるこ

　と。また，道に迷うこと。まい子になるこ

　と。miei～najUN．道に迷う。　まい子に

　なる。

zaamatiima＠（名）散散迷うこと。途方に

　暮れるごと。また，散散道に迷うこと。～一

　nu？uhusaN．途：方に暮れることが多い。

　．v　sjuN．

？．aasnucaa⑨（名）座をもたせる者。一一・Wtを

　にぎやかにする陽気な人。

eaaN①neeN⑨（句）人の誉を気にしない。

　他人のお秀わくをかえりみない。座をわき

　まえない。平気である。よい意にも悪い意

　にも使5。7」aaは座の意か。～Qcu．人を

　気にしない人。～sikata．人をかえりみな

　いやり方。～，taameeutiN？uci？uei磁

　kutu　hanasi（≧sL座をわきまえない，維

　の前で屯うちうちの事を話して。

多aa麟⑨（名）ド座主」の意。和尚。信三職。一

　山の長である僧。

4aa＄inumee⑨（名）和尚機。住職様。

gaeimi⑪（名）座主：味。（（地）〉参照。

zahwana⑨（名）闘花。（（　nj　））参照。

zahwibaidi（名）蛇皮張りの三昧線（saNsi－

　N）。沖縄のヨ味線中，上等のものである。

　蛇皮線とはいわない。

zakooO（名）欝香（じゃこう）。～nu　ka7va．

　押明の香り。

gakuraco（名）植物名。ざくろ。

zama①（名）那魔。さまたげ。

gama①（名）ざま。見たようす。7yamaa

　neeN．見苦しい。

zamadui⑨（名）うろたえること。狼狽。

　とまどうこと。～sjUN・

zam謡撮kaa⑬（名）zamaiuikaaduiと筒
　じ。

zamadiuikaft’diui⑪（名）大USに5うたえる

　こと。大狼狽。大いにとまどうこと。～一

　nu？uhusaN．大いにうろたえることが多

　VN．　’v　S3UN．

zamaadu＝juN⑨（自＝raN，＝ti）5うたえ

　る。狼狽する。とまど5。

4amaa搬量⑥（名）座間味臨。慶良暇列鶴（kF

　rama）の島の名。また，座閻味。（〈地〉）参

　照。
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多ama写amaa職eeN

gamar．amaa＠煎ee翼⑨（句）数限りない。

　無数である。7yama7vamaa　neeral？imL

　無数の夢。

za誠a⑪（名）謝名。《地））参照。

z＆n窺doo⑥（名）謝名堂。《地〉）参照。

gaN⑨（名）gaNRU？ijuと置｝じ。

gaN⑥（名）議。群言。

gaNmee①（名）作法。礼儀。～nu　neeraN．

　作法を知らない。

gaNniN①（名）残念。　kucuusija～．［口惜；

　しや残念］m惜しや残念。～Ra　kutu．

　残念なこと。

gaNnUt？i∫U⑥（名）海獣の名。儒艮（じゅご

　ん）。人魚。？akaNgwaa？ijuともい5。

多aNpamデsaei⑥（名）残波輝。沖縄二三西

　海岸にある1紳。

ga◎kuku⑨（名）〔文〕雑穀。

geaQpi⑥（名）〔新｝雑費。二三はgoogiku－

　ri　とし、つた。

IaQtuCO（副）ざっと。簡略に。大ざっぱに。

　～’ju践’NNtlee・ざっと読んで見ろ。

gaQtuu⑥（名）飾り気のない人。鋤作が気

　軽でとりつくろわぬ入。あっさりした入。

　さっぼりした入。

蓼3r三門UN㊥（慮＝arcftNe＝ti）ざれる。下晶に

　なまめかしく飾る。また三三なたわむれか

　たをする。

garikutuba⑨（名）卑狼なことば。ざれ
　誉。

冨as蒙。玉⑰（名）e座敷。部屋。◎寝霞。褻窒。

　㊥寝床。～s3UN・床をとる。

多as董e董doogu⑨（名）寝具。夜具

zasicif　juu　en（名）三富にならない役人。補。

　やとい。

zaz三¢菱⑨（名）謝敷。纒扮参照。

7vee⑰（名）采。二巴。大将がさしずに用い

　たもの。

geebaN⑭（名）こ在番］欝古，八重山などの

　先島のkura塒厩U［蔵元］に勤務し，土

　地の行政を監督した役人。その土地の入は

　多eebaNnumeeと敬って呼んだ。首里から

　単身で出かけ，三期が数年にわたるので，

　めかけ（？uja？aNmaa）を持つようにな
　　　　　　　　　り，任期を終えて首里に帰る際に，離別の

　悲慮彗となることが多かった。

鉾egi⑪（名）£材太］銘太。床柱などに使う

　材太。

？eemaukti⑨（名）材末。

脚er瓶weer蓋①（副）無益なおしゃべりのさ

　ま。ぺちゃくちゃ。～munu’5U箆UN．ぺ

　ちゃくちゃしゃべる。

xibaN⑨（名）嬬搾（じゅばん）。

zlbaQtuco（副）ぎっしり。容器などにすき

　まなくはいったさま。～？iQCOON．ぎっ

　しりはいっている。

zibita③（連体）下卑た。下晶な。卑しい。

　わい・せつな。また，けちな。

盆hu四三⑨（名）地固め。家の下船の地盤を

　胴突きなどで固めること。～niijUN・地

　固めをする。

zibUN⑪（名）〔文）自分。　m語はαuu。

z鞠UN①（名）㊦時。時刻。時間。～na－

　toON・時闘になった。　naa　zibu職00？a－

　rani・もう時闘ではないか。　O（接羅）時

　分。頃。，jugizibUN（縢つ時分。午湧午後

　の10時ごろ）など。

zicasl⑪（名）しらみの卵。

吻i①（名）実（じつ）。まこと。本当。文語

　的な語。z三gee．実は。～nu　kutu？ii．本

　当のことを言え。

zigi？iN①（名）実印。登録した印。また？i卦

　bibaN（1母印）1こも㌔、う。

Z鰭ee⑨（名）［下代コ？adUN［御澱］，　tUNC圭

　［殿内］の家で，会計その他の雑務をする

　使用入。suucici［惣闘の下に属する。

ziganee⑪（名）地代。骸地料。主として耕

　地のそれをいう。

zigukti⑪（名）地獄。

zihwi①e（副）ぜひ。必ず。きっと。～

　Qei　kWii’i’jOO．ぜひ来てくれよ。◎（名）
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ziinaab銭

　〔文〕是雰。正邪。善悪。～’wakas脚N．

　善悪を判断する。

zihwlneemmb’①（名）是非ないもの。しか

　たのないこと。

z三蓋⑥（名）地。土地。地面。陸地。地飯。領

　地。～nu？ukaini。地の神。地颪。地所

　をつかさどる神様。屋敷には四隅と中央と

　不動（便所）の地の神があり，墓地には左

　右弼側に地の神が祭られている。

zii⑨（名）e字。文字。◎筆跡。kuree　taa－

　ziiga。これは誰の書いた字か。

zii①（名）㊦髄◎骨の髄。また，骨の中の中

　空の部分。◎植物の茎，幹の中空の部分。

　d＆kinu～。竹の幹の中空の部分。

ziiCD（名）義。正義。正しいこと。

z践①（名）痔。

z量i？aA’da｛［）（名）骨の髄にある抽。

giibira◎（名）ねぎ。瞬は中空の意。単

　にbiraともい5。　ciribira（にら）と区

　別していう語。

zi孟bu9（名）eわらで作った網の袋。◎、罵

　の口にかける袋。農作物を食：うことを防ぐ

　ためのもの。

zi泌u③（名）宜保。《地》参照。

ziibudUNci⑪（名）［儀保殿内］S諏i舩itu－

　Nci［欝二三殿内］の一つ。西之三等（nisi一一

　nuhwira）の？am繋iraτeにあもしられ］

　のいる神の宮。

z簸bu塾eei⑰（名）（船酔いした者が）陸に

　上がってからも地が揺れる心地がしてふら

　つくこと。～sjUN・

z三ibUN①（副）［随分コ大いに。あくまで。

　存分。？jaakutu，jaraa～S3鵬翫．霜の

　ためならあくまでやるよ。

zi三gasira⑪（名）［地頭］二二のmuraga－

　sira（その項参照）。

ziiguhwaa①（名）気むずかしや。無愛想者。

　強情者。末強（きこわ）と似た語。

ziiguiG）（名）不平。　muNnu～sjUN．食

　べ物の不平を蕎う。

ziiguihjaagui①（名）不平ばかり雷うこと。

　不平たらたら。～nu？uhusaN・不平が

　多い。

z圭量gu三muN　（1）（名）不平ばかり言う者。

ziigujaa①（名）zi槍uimUNと同じ。

zi量gusi⑥（名）ziiguusiと同じ。

ziiguusi⑪（名）地胆の意。畑泥棒を防ぐた

　めにすいか畑などに立てておく，先のと

　がつた竹のくし。gusiともいう。

ziihuzi①（名）事のよしあし。是雰。して

　良いこと悪いこと。～N，wakaraN．よし

　あしもわからない。

ziihwaa⑪（名）eかんざし。女が用いる。

　kuganiziihwaa（金製。王妃。王女用），

　naNzaziihwaa（銀製。士族女子用），　c圭一

　zakuziihwaa（真鍮製。平民女子馬），　da－

　kiziihwaa（竹製。喪中用）その他がある。

　◎三味線のねじ。形がかんざしに似ている

　のでいう。瓢u鵡karakuiともいう。

ziihwieien（名）字引。辞書。

ziikaci⑪（名）書家。書のたくみな人。

ziikasitira⑪（名）菓子の名。カステラの一

　種。黒砂糖を入れて作るので色が黒い。

ziikaZi＠（名）開き分け。ものわかり。～N

　eil〈aN・聞き分けがない。親のいうことを

　聞かない。～NneeNともいう。

ziikwaakwaa⑨（副）顔が地面すれすれに

　なるさま。腰のひどく曲がった老人の歩き

　方などにいう。地食：おう食：おうの意。

ziima⑨（名）つつじ科の植物の名。実を子

　供が取って食べる。

ziima⑨（名）儀間。（（　by　））参照。

ziimaalni⑪（名）落花生。南京豆。地豆の

　意。

z賎mee⑪（名）地米。本土藍の米をい5。も

　と，jamattlNCuの語。　toogumi（外米），

　simagumi（沖縄座下）に対する。

ziinaa⑪（名）ほたる。

z韮拠a繍観壼⑰（名）ほたる火。文語ではh級一

　毛arubi　と、・う。

599



ゆゆ　　　　　　　　　　　　　　　　の

2a｝取un聡lls夏

ziinenuu．gi⑥（名）堪主。

ziinuu⑨（名）ziN（銭）の小児語。

ziinuutw（名）e芸能。音楽・舞踊その他の

　芸。㊤転じて，子供の芸。

ziinUUInUei⑰（名）芸野間の人。多芸の人。

ziiNeu⑨（名）塘の人の意。その土地に佳

　み，土地の配分を受けて耕作する人。薫姓。
　　　　　　　　　　　　　　しziiNziiN⑪（名）ほたる（ziinaa）の小冤語。

ziiruo（名）〔地炉］e炉。◎出産後一週間

　昼夜の劉なく火をたき，塵婦に緩をとらせ

　た姫。保温の1まかに，けがれを清める予期

　もあって，夏でも盛んに火をたいた。～nu－

　kunUN．地炉をたいて産婦に緩をとらせ

　る。

ziisasi⑨（名）字捲（じさし）。子供などが三

　字経・小学など漢籍を習って読む時，字を

　さすのに争いる細い竹製の道具。

瞬s豆gゴ蹴嶽⑲（名）〔厨子甕］遺骨を納める

　かめ。骨つぼ。轡がめ。

z量霊：～ulee＠（名）地謡。沖縄の組踊りや舞踊

　では地謡は舞台には出ない。

ziiwaziiwa⑰（名）せみの一種。夏の終わり

　から秋にかけて鳴く小さいせみ。鳴き声に

　よってつけた名G

ziizaa⑲（名）ziiwaz蕪wa（せみの一種）の

　小児語。

竃日銭⑪（副）よだれを流すさま。だらだら。

　’judai～s麟N．よだれをだらだら流す。

ziizira⑨（名）㊦模様の形。字づらの転意

　か。hurukOO　natoosiga，　nama・ziiziraa

　，wakaisee．古くはなっているが，まだ何

　の模様かはわかるのさ。◎遵理。～N

　，wakara黄munu？iikata．道理のわから

　ぬ口のききかた。

zijuu⑨（名）自由。意のまま。愚いどおり。

　’wadujaceN’waiunu　ziju　naraN　si－

　keni，　？ariju　？uramijutu　♪jusinu　？＆一

　ruL［わどやちやうもわどの　由由ならぬ

　世界に　あれよ恨めゆる　由のあるゑ］灘

　分自身でさえ自分の霞由にならない握：の

　中で，彼女を恨むわけがあろうか。～ni

　najUN．思いどおりになる。～naraい’．思

　いどおりにならない。～nu　neeraN．自由

　がない。

zlkaN①（名）噺〕時圏。普通はtuciとい

　う。～BU？論N．時間が決まっている。決：

　められた時闘がある。

多量kiraN⑰（名）瑞慶覧。〈（地〉）参照。

zikoo①（副）ひどく。罪常に。えらく。ば

　かに。？iQpee（たいそう）の意で平民が多

　くいう語。～curasaN・ひどくきれいだ。

　～hweeku？aQCUN・とても孚く歩く。連

　体詞のようにしても薄いる。～munuju一・

　Raa．ひどいおしゃべりな者。　　　　　・

zikuzikZZXX⑨（名）植物名。さふらんもど

　き。ひがんばな科の多型生草木。鑑賞用。

zimamaG）（名）自まま。わがまま。

zimarmaaCl）（名）よく自慢する者。露隆ばか

　りする者。

雄巫a麗①（名）自慢。

zinaN①（名）次男。

zifiiN⑪（名）下男。下入。

顧脆OON⑨（名）宜野湾。（｛地））参照。

誠皿舐⑪（連体）どの。～’jaaga，どの家か。

顧瓢《套繊⑪（名）どの人。

zinuga⑨（名）宜野座。（（　tS　））参照。

猛演⑨（名）銭。かね。金銭。貨幣。廃藩前

　の鳩の碍銭50文（50枚）が覧永銭1枚（1

　塵）に稲呈した。そこで銭の数え方は次の

　ようであった。

　9ilNzuu　　　　　　　　　　　　　50文（1厘）

　hjaaku（cu．lumui＞　　　　100文（2厘）

　h3a我kUgUN箔UU（cu細川u慰UNZUU）

　　　　　　　　　　　　　　150文（3厘）

　n玉hjaεしku（乞akumui）　　　200文（4厘）

　itihjaakuguNzuu　（takumuiguNzuu）

　　　　　　　　　　　　　　250文（5厘）

　saNbjaku　（mikumui）　　　　　300文（6厘）

　sa．NbjakuguNzuu　（mikumuigilNzuu）

　　　　　　　　　　　　　　350文（7厘）
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sipjaaku〈，jukumui）　　　400文（8塵）

sipjaakuguNzuu　（’jukumuiguNzuu）

　　　　　　　　　　　　　　　　　450文（9厘）

guhjaaku（？igiku蹴戯＞　　500文（1銭）

guhjaakug疑N羅職U〈？igil　臓塒uigUN－

　zuu）　　　　　　　　　　　　550文（1銭1．厘）

ruQpjaku（mukumui）600文（1銭2厘）

xuQpjakuguNzuu　（mukumgiguN一
　宴uu）　　　　　　　　　　650文（1鉄…3厘）

sicihjaku（nanal｛umui）700文（1銭4厘）

sieilijakuguNzuu　（nanakurnuiguN－

　zuu）　　　　　750文（1銭5厘）
ha（lpjaku（’jal｛umui）800文（1銭6厘）

haQpjakuguNzuu　（’jakumuiguNzuu）

　　　　　　　　　　　　　　　850文（1銭7厘）

kuhjaal〈u　（kukunukumui）

　　　　　　　　　　　　　　　900文（1銭8厘）

kuhjaakuguNzuu　（kukunul〈umui一

　guNzuu）

？i眺waN

gukwaN
もunaa

燐a眺waN

＄INgwaN
？icimaNgwaN

zuumaNgwaN
hjakumaNgwaN

100文（2厘）単位を一kumuiとい5

muiは集まったものの意かと思われる。

また，　1：貫ずつ一一縄にまとめ，10貫をもu－

naa（渋縄）という。　当嘩㍉一日の労賃は

1貫（2銭），女郎の玉代は5貫（10銭）ほ

どで，100万貫（2万円）の金ができると蓬

万長者の祝いをした。？ieinicini　gUNZu

hjakunieini　gukwaN，　tamiti　？aru　一一一

nu　？adani　natasa．　［一一蹴1こ五・一fr　襟∫日

に五貫　賠めてある銭の　あだになたさ］

一一に1厘，百日．で10銭，贈めてあった金

が，一夜の女躯買いでなくなったよ。zi－

nOO　t駄kaxa．銭は宝。　zinOO　naNdu£U一

　　　950文（1銭．9厘）

　　　　　　1貫（2銭）

　　　　　　5貫σ0銭）

　　10貫（十八）（20銭）

　　　　　100’貫（2円）

　　　　1，000’貫（20円）

　　　10，000貫：（200円）

　loo，oooeq’　（2，0eoK）

1，000，000貫（窯0，000円）

　　　　剛　　　。一ku一

　mUN．銭はすべっこいもの。銭はつかまえ

　にくく，失いやすいもの。～nu　saNmiN。

　金の計算。～もUnucee　sajUU。銭と命は

　左右。銭と命の価値は岡岬。．

ziN①（名）繕。普通は？uziNといら。普

　通のものは四角い足の高いものであるが，

　そのほかに，jasikuziN（夜食：膳。足が短

　い），maru？uziN（丸い膳）などがある。

ziN？ami⑨（名）銭の雨。大散財。～hura一・

　9・　jUN・大散財をする。

Z細ba嚢①（名）一杯。満ちあふれているこ

　と。平民が多く用いる語。4iNbai，9UNbai

　と　もし、　5　0　kaaminal〈ai　salginu　 ～　 sjOO一．

　N．かめに酒が一杯ある。？aRU，jaaja

　Qeunu～sjoON．あの家は人が一杯いる。

　？anu？Nmanu　niija～doO。あの馬の蒋

　はあれで一杯だ。ziNbal｛unakai～nu

　ziN，銭箱に～杯の銭。

giNba量⑥　　 （名）　 ziNbai，　4UNbai　　と　岡　じ◎

ziNbainli⑪（名）いっぱいの荷物。かつげ．

　るだけの荷物。

ziNbaku⑨（名）e銭箱。金を入れておく

　箱。商家には大きい銭箱があった。◎転じ

　て，顔のよい女郎のこともい5。　ドル篇。

彩癖b皿ku⑨（名）禿服。貴族についていう。

㌔貴：族は15歳までは若衆（，waka＄鉾）で，

　髪型は？usii・ii（後結いの意）であるが，

　16歳でkatakas圭ra［敬讐3（その項参照）

　を結って．，元服の儀式をあげる。廃藩後

　も貴族の子弟には自治の中ごろまでこの風．

　が見られた。一一毅の子弟はziNbukuとい．

　わず，katakasiya麟滋といい，貴族より

　早く，8～9歳ごろ行なった。

zil　bukuru⑨（名）銭袋。財布。巾着。

91iNbuN⑪（名）［存分］知恵。分別。才’能。

geiNhUNkusaraa⑨（名）愚物。知恵なし。

　知恵（7yiNbUN）がくさっている者の意。

yiNbUXNmuci（①（名）知恵のある考。才能の・

　ある者。

多量NbUNぬka職a㊥（名）矢疑悪がありすぎる
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　者。多く子供についていう。一takaraa

　＜takayijuN（た：かる，集まる）。

，ziNdaari⑪（名）むだづかい。金をむだに使

　うこ二と。cuuja？aritu？a學圭di～sjaN．

　きょうは彼と遊んでむだづかいした。

．ziNdaka⑪（名）金：額。銭轟の意。

ziNgi⑰（名）権物名6しまたこ。もくせい

　科。その材は用途多く，概船の滑車などに

　も使う。

・zi「VguNZ｛1犠⑨（名）けちんぽ。守銭奴。銭50

　文（1厘）でも惜しむ意。

．ziN2irii⑨（名）銭入れ。財擶。

ziN？irimi⑪（名）金：がかかること。鐵費の

　多いこと。綾いりめの意。

ziNk：a⑨（名）源河。（（地》参照。

z量Nkan董⑨　　（名）　　金銭Q

zipskavasjaa⑨（名）金貸し。高利貸し。

．ziNkoo⑪（名）沈香。番料の名。

ziNkoO⑥（名）〔新〕銀行。

Z譲k糊N①（名）玄関。士族以上の家にある。

ziNkwi｝aamb（名）金をまき散らす者。やた

　らに銭をくれる者。それにたかって遊興す

　る者は？uutikwee（追って食：えの意）と

　い5。

ziNm三⑥（名）㊦協議。～sjuN．協議する。

　◎吟味。調べただすこと。また，裁判で善

　悪を調べただすこと。

ziNmiijaQSa”N⑥（形）金煽りがよい。暮ら

　しが楽である。金を見やすい意。

ziNmijaku⑪（名）〔古］［吟味役コ廃藩前の

　役名。昏論断の次窟’に当たる。

z三Nm《｝ok量多ukll⑨（名）金もうけ一一点張り。

　金もうけだけを霞的ですること。

ziNmuc三⑨（名）金持ち。

ziNnaa⑥（名）銭縄。銭差し。工厘銭の穴

　に縄を通し　1貫（2銭）ごとに一三にま

　とめたもの。またその細い縄。

z掴勲u⑪（連体）どの。zinu　と岡じ。　～

　’jaaga．どの家か。

ziNsiligutu⑨（名）銭を捨てるようなこと。

　浪費。むだづかい。また，むだな韻費。

ziNteesjaa⑪（名）浪費する考。やたらに金

　を使う者。

zi澱鍼①（名）θ人柄。’iiziNtii．（よい人柄）

　◎本人。i当人。　huy・　niNともいう。～ja

　’jutasarai．塞人はよい入闘か。

ziNtoo①（名）塞当。真実。～，jami。本当

　か。～na　kU七U．本当の事。

ziNugari⑥（名）金：に飢えること。

ziNzaku③（名）銭気違い。金銭のことに凝

　り固まった者。

z掴zi動a⑰（名）金で苦しむこと。？i3UNと

　ともに用いる。siiyaの項参照。～？ijUN．

　金銭のことで苦しむ。

z畑多潅ee⑪（名）金づかい。金の使い方。

　～？arasaN．金づかいが荒い。

麟惣量・夏臓i⑪（名）金づまり。

ziNziN⑪（名）ほたるの小児語。　ziiNziiN

　と嗣じ。

zi醜uu①（名）厳垂。また，確か。信用で

　きること。～na　Qcu．占用のおける堅い

　人。

ziNzuusaN（D（形）信用がおける。入間が堅

　い。確かである。

z燈cak賢⑪（名）勢理客。《地》参照。

gSQciN⑨（名）頭巾。子供がかぶるもの。

ziQeUII①（名）〔萩〕月給。

ziQpakuzliSW（名）織物の名。濃い青に黒

　の緬のあるもの。盲縞に近い感じの模様。

ziQpi⑨（名）真偽。実否。是非。　zihwiと

　もいう。～’wakasjUN．真偽を判断する。

Z量Qsi⑪（名）宜寿次。《地》参照。

ziQtai⑪　（名）ぬかるみ。　gwe（≧taiともい

　う。～najUN．ぬかるみになる。～sjOON．

　ぬかるみである。

ziQiaigweQtai⑨（名）ぬかるみ。～nu　na－

　ak訊tuajUN．ぬかるみの中を通る。

盛撒⑦（名）ずうずうしい顔。あつかましい

　顔。～najUN．ずうずうしくなる。
zivamii⑪　（名）　rうliまきりの男建名。　？iibuuzl一■
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・・aと岡じ。？圭・jatUU・？isja£UU・玉・a瞬∠

　gaa，　’juubinu　nukuee　nuu　1〈watagaa，

　？akamaamiidu　kwataru，　daNzuga

　daNzuga　kUSU　hwiQearu．かまきり，

　かまきり，昨夜の残りものは伺「を食：つた

　か。あずきを食った。なるほどそれで幽趣

　したのだ。（童謡）

2；隻r三①（名）義理。

一ziri（接尾）きり。限り。euuziri（きょう

　限り），kuriziri（これっきり）など。

ziridatlCO（名）義理立て。義理を立て通す

　こと。？amari　murikujaja～nu？uhwi・・

　sa．［余り盟小屋や義理立ての大さ（手

　水野縁）］あまり盛小屋（人名）は義理立て

　がやかましすぎる。

ziri多aNmee①（名）義理や作法。

ziru⑨（名）　どれ。～ga～’jara．どれがど

　れやら。～diN．どれでも。～，3就i蝋どれ

　であっても。？unu？ueinu～’jarawaN

　tuti　kw圭ri．そのうちのどれか取ってく

　れ。～Nl〈ai　sjuga’3aaNdi？UmutOON．

　どれにしようかと思っている。

zisaQtuO（副）ぎっしり。びっしり満ちて

　つカ、えた～きまozisiQtuともい5。～S30－

　ON．　ぎっしりつまっている。～sacoON．

　びっしり咲いている。

zisici⑨（名）儀式。おもに，結婚式におけ

　る杯の取りかおしなどをいう。

zisigi①（名）㊦時簾。時候。，iizis圭gi　na－

　tOON．いい時候になった。◎時機。～ma－

　ci？ukijuN：時機を待ち受ける。

misii①（名）時勢。世のなりゆき。

zisiQtu①（副）zisa（甚uと同じ。

xita⑥（名）表付きの下駄。普通の下駄は

　？as量zaとし・う。

zitazita①（副）じめじめ。しっとり。爾後

　の道などがしめったさま。～natOON．

　じめじめしている。

z蓋笠ee①（名）辞退。～sj　tlN．

煎ee3waa◎（名）思わせぶりに辞退するこ

　と。内心ほしいが，辞退するふりをするよ

　うなことをいう。～s300N．内心に反して

　辞退のそぶりをしている。

zitoo⑨（名）種痘。樹琶癒。～？wi2jUN．

　種痘を槙える。

z瀧疑dee⑨（名）〔地頭代］地頭（zitUU）の

　かわりに，その地頭の采邑すなわち田切

　（maziri）を統治する者。中央集権後，

　地頭は首里に凹み，地方の平民の有力者が

　かわってその間切を統治することになり，

　z圭撫deeと呼ばれた。のち，明治になつ

　て，mazirieoo［圏切；匿］という名称に

　変わった。

zituuan（名）［地頭］地頭。廃藩罰，地方に

　知行を与えられていた貴族。．　？azizituu

　［按司地頭］，suuzitUU［総地頭］，，waciw

　zituu［脇地頭］の三種目ある。それらの

　項参照。

z韮zaku⑪（名）磁石。

zizi⑪　（名）　［地下〕　沖縄本痙｝。　h＆na震（離i

　島）．に％fする。

zigiki⑪（名）漢け物の一種。大根・瓜類な

　どを酒と砂糖に漬けて作ったもの。奈良漬

　けに似ている。

ziz韮ri⑪（名）；茶壺。おもに金羅製のものをい

　うよ5である。

zizi？縫ci〈V」（名）沖縄本島内。これに対’し離

　島を　　hanar圭　というQ

zizoo①（名）事情。～nu？aN．三三があ

　る。

z珍oo⑥（名）地蔵。地蔵は那覇にあった

　のでそこの地名となり，zigoomee（地蔵

　瀞），z鞍oodoohu（地蔵豆腐）などができ

　た。

ZOO⑨（名）門。，jaaZOO（屋根のある門），

　1〈iiZOO（太造の門），？三siZOO（石造りの門）

　などがある。◎複合語の固有名詞の中に

　は，法い道路，馬鐸などの意で用いられて

　いる。？ajaZOO（着里の守礼門と中山門の

　闘の大通り），kuhwaNgwazoo（古波蔵の
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　馬鹿），’wa捻amazo◎（卸那真の馬場）な

　ど。

zoo⑨（名）手紙。書状Q普遍郵まguz〔＞oと

　いう。

zoo⑭（名）姪。　とっくり・びんなどの栓。

船。⑦（名）情。七情。愛情。

ZDO一（接頭）上Q上等。　Zbe？waagici（上天

　気），zoohwi（吉ff），　Z◎oci（上等の畑

　地）など。

zooba「姻⑪（名）門番、以前は首里城はも

　ちろん？u沁N［御殿コ，tUNei［殿内］に

　もいた。

zeobuN⑪〈名）θじXうぶ。堅固。カζんじょ

　う。～ni　gukuya鍍。◎N．じょうぶに作ら

　れている。O〔文〕〔上分］立派。申し分の

　ないこと。　ha毛araci鍔ataN　siguku～na

　，wikiga’3ajabii鵬iga。［働き方も至極

　上分な男ややべいたすが（花売之縁）］働き

　方もいたって串し分のない男でありました

　が。

zeoei⑨（名）上等の燃地。

zoocibai⑪（名）［上気張］立派な鋤き。す

　ぐれた働き。

gOO｛｝i’kUPt三⑨（名）雑費Qこまごました支

　出。

zooee①（名）情愛。

zooeemueiCO（名）情愛の豊かな入。

zoegtt⑥（名）　じょ5ご。ミ羅斗。

畷OO蕩臓（接躍）上戸。特定の食べ物を仔む

　こと。…好き。酒に阪らずいう。sal〈iZOO一・

　gu（灘野き。上戸〉，？aNmuciz30gu（あ

　んもち婦き）など。

zo◎gueico（名）門’M。

zooguu⑪（名。接点）上戸。特定の食べ物

　を野む看。…好き。酒に限らずいう。sa－

　kinu～，」＆N．暦応きだ。sakizooguu（酒

　婦き。上戸），？aNmu¢izooguu（あんも

　ち好き）など。

ZOQhu⑨（名）上布。上等の麻布。宮古農で

　紺上布，入重由島で白一と布を産する。

geok！i⑨（名）臓蔚。臓物。

zo曲w量③（名）〔上朗吉研。願（？ugwaN）・

　転爆・結婚など，すべてzoohvviを選ん
　でする。

zeohwlta①（名）不断。始終。いつも。し

　ょっちゅう。～nu　1〈utu．不断のこと。～

　kukuri　tDoki．始終気をつけておけ。

400i①（副）（否定的な一義が続く）とて

　も。とうてい。多oo3aともいう。～？u・・

　jubaN・とてもおよばない。　nama～

　’warabidu’jaru．まだとても子供である。

多oe．i　ta①（副）多ooiと隅じ。

z◎ojaei⑨（名）うわぐすりをかけて焼いた

　焼き物。？ax’a3aci（素焼き）の太ド。陶器。

　瀬戸物。

zooma⑨（名）e規格。規準。標準。また，

　規格無。標準となるもの。規準量。◎（接

　頭）規格の。標準の。規準となる。zooma－

　taagu（標準の桶），　zoomawlkiga　（一人前『

　の男），z◎omawi照ga（一入前の女）などa

zooraata’ttgU⑪（名）標準の桶。一人溺の

　男が運ぶのに適当に作った水汲み桶。

zeonoo①（名）上納。官麿へ物を納めるこ

　と◎また，転じて穏税の意。

geoorugooru⑪（副）〔萩？〕ぞろぞろ。あと

　からあとから続くさま0

400sa⑭（名）費用。

400saku⑥（名）造作。家の中の，天井◎

　床・建興などを作ること。

goosieaa⑨（名）下女。台所女：中。

9100s長e量①（名）［雑魚ユ炊事。台所二瀬。

xoetaNkaa⑨（名）向こう隣。門が向かい

　合っている家。taNkaaは真陶かいの意。

鴉碗UNmloO⑪（名）常燈明。神仏の前に常

　に点じておく燈明。死後49月間つけてお

　く。

zootUU⑨（名）上等。すぐれてよいもの。

　～na　mUN，上等のものQ

zoo2waagici⑲（名）上天気。快購。

zoozi⑪（名）e上手（じょうず）。　hwita
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　（下手）の対r。～’jaN・上手だ◎　～lla

　111UN’．上手な者。◎お利日。幼児をほめ

　る時いうi鶏

zooz葦hwi”ta⑥　（名）　」二…手…下三手。kurinee　zo－

　oz｛hwitaa　neeraN。　これには上乎下手は

　ない。

興kU⑰（名）遊女でない普通の女。しろう

　と。

guku①（名）俗。風俗。時代・土地のなら

　わし。7yukoO～ni　nariri．俗は俗に馴れ

　よ。郷に入れば郷に従え。

一z．uku（接屡）…ずく。…にかかりきり。…

　～点張り。tui4uku（取るにかかりきり），

　hwitani　ziNmool〈izukubikeei（ひたすら

　金もうけ・にかかりきり）など。

zukugu⑨（名）［俗語コ煙諺。ことわざ。

噸uk服U（接尾）…にかかりきりの者。…一

　点張りの考。tulzukuu　r（金を）取ること

　にかかっている者」など。

z騒N①（名）e正常であること。あたりまえ。

　～natOON．正常である。zunOO？段raN．

　あたりまえでない。◎本当であること。正
　真。？aree～ni？uraNda批’ja㎜i．彼は本

　当に酉洋人か。

4UNba圭①（名）ziNbaiと岡じ。

ZUNP龍腿⑲（名）順風。

Z麟§嬉蹴a①（名）ありのままの姿。本当の

　姿。

zu醗aRu①（名）潤沢。豊かなこと。　mu－

　nOO～ni　kadOON．飯は存分に食べてい

　る。

一zuraku（接躍）一zurasa　と匿｝様に用いられ

　る敬語。

一zurasa（接尾）かしこくも（…なさる），尊

　くも（…なさる）といった意の最上級の敬

　語。神に薄し？ugwaN（誓願）の文句な

　どで使われることが多い。　〈curasaN
　（美しい）。？Wil多ikizUraSa？UtabimiSje一・

　oci．尊くもお早いつけ下さって。？waa－

　gaNseezurasa？utabimisjooci．尊くも
　：お召し上がり下さって。

多腰蚤⑲（名）〔躍類］女郊。遊：女．嬬妓。歌

　も歌い，三味線も弾くので，芸者をも兼ね

　ている。～？agijUN．娼妓を落籍させる。

　～，jubUN．女郎を買う。女郎遊びをする。

　女郎屋の入口（nakamee）をたたいて女郎

　を呼び消すので’jubUN（呼ぶ）とい弓。

guri2agai⑰（名）もと娼妓であった者。女

　郎あがり。hUN7vuriともいう。

guri？aNrnaa⑪（名）女郎の麹え親。抱え主

　はすべて女でり娼妓はこれと母子まがいの

　関係をむすび，それぞれ？aNmaa（おか

　あさん），多uriN窟wa（娼妓としての子）と

　呼ばれる。satume？uturusjaja　hagi？i－

　eenu　eujuru，　？aptrmaa　？uturusjaja　？a－

　saN，jusaN・男の恐ろしいのは初夜の一

　夜だけ，抱え親の恐ろしいのは朝も晩も。

guri2aeibi⑪（名）女郎遊び。女：郊買い。

多uribakujoo⑨（名）女郎を入勢売買する

　者。

iuriganee⑪（名）e女鄭の身代金。◎女郎

　買いをして娼家に払恥べき金。

4urlg輝Nboo⑨（名）妓楼を渡り歩いて，

　方々の7］Ul’iを買い歩くこと。略して9U－

　Nbo◎ともいう。

lurigWaamuQkutt⑨（名）e・aNdakasii（ひ

　ま）の実。・i箋しいのでいう。

gurihaRa⑨（名）娚妓。遊女。女郎。　guri

　を花に見立てて喬つたもの。

多urijuhaa⑨（名）女郵買いをする考。

多ur三jubi⑨（名）女郎買い。女躯を買うこ

　と。～sakinumi・女郎を貿い，酒を飲む

　こと。すなわち放蕩。guriN，jubusigadu

　？ujanukoN　sijuru．　sakiN　numugeigadu

　gwaNsuφzuru．女郎買いをするぐらい

　の者こそ親に孝をつくすし，酒も飲むぐら

　いの者こそ先祖のあとも継ぐのだ（琉歌）。

gurimugiri⑨（名）女郎に夢中になること。

guyinujaa⑨（名）女郎屋。遊郭。妓楼。

purinujaagumai⑪（名）女郎屋に入りびた

　り家に帰らないこと。居続け。流連。
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多猛r蓑難猛《～kw＆

gurinuQkwa⑨（名）女躯の子。　nasiNgwa

　（女郎が遊郭で塵んだ子）とkoo娘9w我

　（闘った子）とあるが，7vuriNgwaとは異

　なり，子供として大事に育てる。普通，女

　鑛にせずに，多くは他の女郎の峯と夫婦に

　させる。

91urinuQkwaa⑪（名）女郎の子。　gurinu一

　眺waの卑称。

4uri？Nma⑨（名）［尾四馬］k興藍kas300－

　gwagi（二十ff正月…機轡正月二十ff）に

　遊郭中総出で行なう祭りの名。各楼から選

　ばれた騨riが？Nnユagw鍛［馬小］（板に

　馬の形を彫ったもの）を前帯にはさみ行列

　の先頭となり，縫いて，装いをこらした

　4uviが長蛇の詞を作って踊り歩いた。

　meeNdakariこ前村渠］（前開）　とkusiN－

　da．ka盛［後帯渠］と合して，　kubagi1（asa

　（聖地の名）に参拝し，終わってふたたび

　分かれ，郭の中を踊り歩いた。

pariNgwa⑪（名）女郎のかかえ主（騨ri？a－

　Nmaa）に対して，女雛をい㌔また，一
　入前になる葡の女躯。半玉。なじみの客な

　どが，12～13歳の娘をなじみの騨yiに

　買って与えるなどして，zuriはその娘をか

　かえ子にする。娘が小さいらちは給仕など

　きさせ，大きくなれば客を取らせてその利

　益を受ける。次第に入数をふやして，その

　zuriは騨r｛？aNmaaとなり，何入もgu－

　ril’gwaをかかえることになる。7■urmu一

　欲waとは異なる。

91uri？ui⑨（名）娘を女郎として売ること。

　？uramu　hwizabasija　’waN　’watasatu－

　muti　nasal〈i　neN　hwitunu　kakitl　？u－

　cara．〔恨む地i謝構や　我身渡さともて

　情無いぬ入の　架8ておきやら］恨めしい

　沈字凧はわたしを渡そうと思って，情の無

　い人がかけておいたのか（ユシヤという遊

　：女が，売られる時の悲しさをよんだ歌）。

gugee①neeN⑨（句）ありそうである。多

　分。きっと。～kutu．ありそうな事。～，

　？ariga　sj’aru　1〈utoo　？araNga　’jaa．

　きっと彼がやった事ではないかね。

騨U⑨（名）十。普通はtUUを多く用いる。

多職①（名）塵。しっぽ。

Zimbakii⑨（名）重箱。　haQsiNzuubaku，

　sic域Nzuuわak璃ruku舞Nzuubaku（それ

　ぞれ，8寸囲方・7寸四方・6寸瞬方の

　重箱）の蕪種があり，身分によりその使規

　に区瑚があった。

多uubu壼①（名）多uuhuiと岡じ。

zuuhu！⑥　（名）　充分。　十分Q　～na　hata一一

　raci．完分な働き。

zuuhUNhuu⑪（名）ひとり前の賃：金：。9U－

　bubuu（半人前の賃金）の舛。

zuuglk⑨（名）十五。

ZUU謬犠5舐③（名）e十五夜。　◎とくに八月

　の十五夜の月をさすこともある。

znu墓unie量⑰（名）θ15日。◎月経の隠語。

　普う電はgieinumUN　とし・50

zuuguniN．iakuO（名）こ古〕［手玉人役］zu－

　ugun1NS3uuと間じ。
zuuguniNsjull⑨　（名）〔古〕［一卜五人衆］

　？umuti　zuuguniyi　，　zuuguniNjaku　｝一．　ig

　いう。guhjo◎zoozu［御評定燐コの十五人

　の役人。saNsikw餌E三司官］に次ぐ役

　人で，各省長宮および次回に稲当し，si－

　munu’2U4a〔下の御座］を構成する。す

　なわち，munubuzoo［物奉行］蕪人，そ

　のziNmljaku［吟昧役ユ（次官）蕪人，　sa－

　S．　inusuba［鎖の側〕一人，その下にhwi－

　eoonusiduiε臼帳主取ユニ入，　soosikui

　［双紙庫理］一入，そのziNmijal〈u　一人，

　tumaizituu［IB地頭］　一一人，そのzi．N’mija－

　ku一人，　hwiranusuba一人，そのzi－

　Nmijaku一入，計十五人。

z”ngwagi⑨（名）10月。年の第十番目の

　月。

rmukaci＠（名）十八。

gzzukuico（名）躍を振ること。：犬が喜んで

　羅を振ることなど。また転じて，おべっか
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zuuz轍u

　を使うことσguubuiともいう。～S3UN．

　尾を振る。また，おべっかを使う。

zuu？iei⑪（名）十一・。

zuuku⑪（名）十九。

zuumaNgwa■N⑨（名）銭10万貫。2，000円

　にあたる。ziN（銭）の項参照。

guumitamiitaa⑨（名）せきれい。尾を上

　下に動かすのでいう。mitamitaはその動

　かすさま。

4uumookuu⑨（名）4uumUQkooと岡じ。

euumu（≧kaa⑨（名）4uumUQI〈ooと同じQ

guumUQkoo⑪（名）鳥獣の，羅の無いもの。

　尾の切れたものd尻切れ。

zuuni＠（名）十二。

zuunikasi⑪（名）［十二箇所］？utirazuu－

　n呈kaslを見よ。

zuuniNan（名）十人。

zuuniNbicee⑨（名）十人力。十人に匹敵

　すること。

zuunirVgaai⑪（名）十入に匹敵すること。

　，warabee～．子供がひとりいればおとな

　が十入いるぐらいにぎやかになる。

鷹uun萱s⑩（名）十二支。

zuuruku⑨（名）十六。

zxxurukunici⑪（名）1月16厩に行なう墓1

　参り。その溺年に死んだ者に対しては，そ

　のHに特に供え物をして祭るが，それは

　miizuurukuniciとV・5。

zuusaN⑨（名）十三。

zu犠s⑩（名）十鰻。

zu観s皇。量⑨（名）十七v

zuusieiha”ei⑨（名）十七八。年1ごろ。文語

　ではnihaciguruともい5。

Iuusii⑨（名）θ炊きこみ飯。釜飯。野菜な

　どを味付けして炊きこんだ飯。kuhwa3u一一

　u魂ともいう。O雑炊。おじや。，jahwa－

　r鼠多uu号難ともいう。

zuuzuu①（副）璽璽。璽ね重ね。～’waa－

　ga’waQsataN．かえすがえすわたしが悪

　かった。
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使用上の注意

（1）　使丁法について

　　この索引は本文編の利用を便利にするために作成したものであって，標準語引き

　二丁方言辞典ではない。すなわち，この索引編の見掛し語の標準語は，そこにあ

　がっている首里方言と，意味や用法の上で完全に同じというわけではない。たとえ

　ば，この索引編のあね〔姉〕という見騙し語には，？aNgwaa，？NMii，寧i珍a双nai，

　’unai，’winagusiizaなどの首里方言があがっているが，これらの単語は互いに意

　味や驚法が異なるし，またどれも標準語のf姉」と意味が少しずつ違っている。した

　がって，この索引編は，本文編にでている善塁方言を標準語から見いだすために使

　用して欲しい。本文編に採録されていない首里方言はこの索引にはもちろんない。

（2）　見出し語の表詑と配列

　　山出し語（標準語）は現代かなつかいに従って平仮名で書き，それを五十音順に配

　列してある。見出し語の平仮名（ゴシック）の次に〔〕に入れて示してあるのは，標

　準語のふつ5の表龍である。ただし便宜上，当用漢字表以外の漢字を使用したとこ

　ろもある。また，見出し語の次に（）に入れて，たとえば（植物名）（感動詞）のよう

　に示したものは，その見出し語に関する注記である。

（3）　見出し語の形

　　見出し語としてあげた標準語には，接頭辞，接尾辞，慣用句なども少数あるが，

　大部分は単語である。複合語も二二として独立して見出し語となっている。たとえ

　ば，たび〔旅〕とたびびとこ旅人〕とたびしようそく〔旅装束〕とは，山々の見出し語と

　なっている。

　　二単語以上の標準語は原剛として独立の見出し語とせずに，見出し語の下位引目

　として扱った。その揚合，～の記号を用いて，目出し語をくりかえさないですまし

　た。たとえば，あたらしい〔新しい〕の下位項霞に／～家／とあるのはノあたらしい家／

　の意味である。

〈4）　首里方言の表記と配列

　　首里方言は本文編の見蹟し語にある形（音韻表記）のままである。同じ見出し語の

　ところに二つ以上の首里方言が出ている揚合には，原則として本文編の配列順，す

　なわちアルファベット順に並んでいる。
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（5）　参照事事につし・て

　　矢印（→）をうげてそのあとに首里方言を罎してあるのは，悪文編のその見冠し

　語をも参照して欲しいという意味である。たとえば，あいする〔愛する］の項に→

　kanasjaNとあるが，本文編の見崖し語k＆nas5a驚①（かわV・V・）の項を見ると，

　kanasja　sjUN．（かわいがる，愛する）という例文が出ている。また，あいさつ

　〔挨拶〕の下位項目／～の表現／の項に矢印（一・〉）があって，いくつかの酋里方奢があ

　がっているのは，本文編のそれらの見写し語の項のそれぞれに，挨拶に漏する詑載

　が見られるという意昧である。

　　矢印（→）のあとに標準語があがっているのは，索引編のその標準語の項も参照し

　て欲しいという意味である。たとえば。あだ〔仇〕の項に／→かたきノとあるのは索

　引時のかたき〔敵3の項を参照して欲しいとい弓意味である。

（6）　類義語などの扱い

　　この索引は，本文編の見出し語に付姪た標準語訳をもとにして作ってあり，小項

　蟹主義である。また，意味による分類をしていないので，岡惚語，類義語，反義語

や・上野念と稚概念を即す語などを・一蹄にまとめることは原撤して．し

　なかった。したがってこれらの単語は劉々の箇噺に矧の見出し語として出ている。

　たとえば，「雨」の類義語「おおあめ」rきりさめ」「こさめjFしぐれ」「つゆJ「ながあ

　め」「にわかあめ」「ひでりあめ」「ゆ5だちjrれいう」などのそれぞれに当たる首里1

　：方言は，あめ〔雨〕の項蟹にまとめず，それぞれの項醸に別偲に掛ている。また，

　「皆」の類義語「ありったけ」「ことごとく」「ぜんぶ」「すっかり」「すべて」「のこら・

　ず」などのそれぞれに当たる首里方言も，本文編見幽し語に付けた標準語訳に従っ、

　て，それぞれの項選に露量に鐵ている。そこでこの索引を利用する揚合，一つの見．

　出し語に当たることでとどまらずに，その標準語と同義または類義の見出し語にも

　なるべく当たるようにして欲しい。ただし，このような不便をできるだけ少なくす’

　るために，→（矢印）を用いて参照すべき見出し語（標準語）を示すように努めた。

（7）標準語から捜しにくい首翌方欝の扱ts

　　標準語からでは検索しにくいよ5な首里方書については次のように逼った。すな

　わち，沖縄固有の箏物を表わす鶴里方書の単語で，それに当たる標準語がないも

　の，あるいはあっても，あまり知られていないようなものは，適当な見出し語のと

　ころにまとめてある。その主なものは次のよ5なものである。
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　　種々の位階・役職の名…………→いかい〔位階〕

　　種々の料理の名…………………→りょうり｛料理〕

　　種々の菓子の名…………………→かし〔菓子〕

　　種々のおもちゃの名……………→おもちゃ〔玩具〕

　　詩歌。音曲の種類や名…………→うた〔歌〕

　　踊りの種類や名…………………→おどり〔踊り〕

　　織物の種類・織物の柄の名……一〉おりもの〔織物〕

　　着物の名…………………………→きもの〔着物〕

　　織機の宝亀。付属品などの名…一→はた〔機〕

　　神の種類や名………………p・・…→かみ〔神］

　　神事に従事する考の名…………→しんかん〔神官〕

　　行事の名…………・……・・………一→ぎょうじ〔行事〕

　　植物の名…………………………→しょくぶつめい〔植物名〕

　　魚の名…………・……・・…………→さかな〔魚〕

　　病気の名…………∵……………→びょうき〔病気〕

　　皮麟病の名………………………一〉ひふびsう〔皮讃病〕

　　しかし，これらに属する首里方言であっても，それに当たる標準語がはっきりし

　ているものは，その標準語によっても捜すことができる。たとえば「松」に当たる首

　里方壽maagi⑨はしょくぶつめい〔植物名］によっても，まつ〔松〕によっても検出

　できる。

　　また，上張のほかにも，標準語がはっきりしているものでも，それぞれを独立の

　見繊し語とすると同時にさらに晶種ごとにまとめて重ねて蹟したものもある。たと

　えば，蛇の種類，せみの種類，竹の種類，紙の種類，傘の種類などの首里方言は．

　それぞれ，へび〔蛇〕，せみ〔蝉〕，たけ〔竹〕，かみ〔紙〕，かさ〔傘3の項にも見いだざ

　れる。

（8）　地名につLsて

　　琉球列島の地名は，付録の「地名一覧」によって捜すことができるので，この索醗

　には入れなかった。ただし，S5ui⑪（首里）のように，地名を含む複合語sjuiRC観⑨．

　（首里人），sjuikutuba⑨（首里高高）などが本文編に収録されている揚合はこの限

　りではない。
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（9）　対応語について

　　この索朔は標準語と意味的に鴛応ずる蒼里方書の索引であるから，音韻的に対応

　関係にある語で秀意味が相違していれば，この索引からは捜すことができない。そ

　のような揚合の音韻的な紺応語を捜す揚合には，解説編の音韻の項を参照しながら

　本文編から捜さなければならない。
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あお

あ

ああ（感動）　？aa，？akijo，？aQl〈1joo，　haa

ああ（返事）　　　hii，　hNN，　？ii，　？NN

ああ（副）　？aN／～．言いこ弓『奢’い？aN？iik＆一

　N？ii／～思いこ5思い？aN？umiikaN？u－

　mii／～かこうか？aNsawaNkaNsawa－
　N／～したりこ5したり？aNsi敷aNsii／～

　なったりこ5なったり？aNnaikaNnai／～

　持ったりこう持ったり，～やったりこ5

　やったり　mucikeekamil〈ee

ああああ

ああん

　SjUN
あい〔藍〕

？aa？aa

hauノ～と口をあける　haumika一

？ee／～を入れるかご？eediiru／～

　　を入れるつぼ？eegibu

あし、し、く〔愛育〕　　1蔦しdisミュdεし七圭

あいいろ〔藍色〕　？ee？鋤ru／tyの型付け染め

　？eegata，？ee？uburuu／～のしぼり染め

　？eesib磁／～のもの？ee？irUU
あし、こ　〔フ｝1窪二≡F＝｝　　　，iinuミユ

あいさつ〔挨拶3？eesagi／～上乎kanami－

　z◎ozi／～の表現→？aQCUN，　cibajUN，

　euu，　guburii，　hazimiti，．　kanami，　？ubu－

　kui，　？ubukuiganasii，　？ubukuNzanasii，

　？ubukuNzaNsii，？waagiei／～もなく

　？aNneenas呈1〈饗，？翫Nnee捻我sini／～を返さ

　ないことbu？eesagi

あいじ〔愛児3kanasiNgwa，　Rasigwa

あいしょう〔相性3？eesjoO

勘いじょう〔愛情〕　sinasaki，　zooee，．→な

　さけ／～のある人zooeemuci

あいしる〔藍汁〕／　～の泡？eenuhana

幽いじん〔愛野〕　，NZO，　sama，　satu，　satu－

　mee，　SJura，→こいびと，じょうふ

勘いする〔愛する〕　→kanasjaN／愛され．る

　一　？uNtasjaN

毒いぜんこして〔相前後して〕　？a七una量sa－

　c加ai

あいそ〔愛想〕？eesOO／～が、・V・Qeu？U－

　QSjagiSaN／～のいい＃？eeSOOmUei／～
　　よ　く　1〈anaganaatu　　　　　r者　r～eesumijaa

あいぞめ薩染め〕？eezumii／～を業とする

あいた（感動）　？a（≧kεしa，？a（≧gaa．

あいだ〔間〕？eeza，　mii，　tanaka．？weeda，

　？weema，→maadu，　madu！～あいだに

　　？weeda？weeda

あいたいする〔相鮒する〕→さしむかい／～

　　さま　taNkaamaNkaa

あし、つ　　？anihjaa，？anuhjaa

あいで〔相手〕　？eeti

あいにく〔合｛憩〕buhjoosi，？irusigam．aa－

　si，　katagata，　mubaa

あいのり〔根乗り〕　？ainuii2’～の人力車

　？ainuiguruma，　？ainuii

あいびき〔逢引き〕　sinubi／～するsinubUN

あいぼう〔相棒〕　guu，→なかま

あいぼれ〔相惚れ〕　？eenu3umi

あいま〔合周〕　mad馬→あいだ／　～あいま

　　に？weeda？weeda

あいらしい〔愛らしい〕　？eearaasjaN，　kana－

　sjaN，　’NgoosaN，　sjuras3’aN，　sjuUraa－

　sjaN，→かわいい

あいろう〔藍蝋〕？eeroo

姦う〔合う〕　？aajUN，？畿＆3UN，？圭ca＆jUN，

　？icajuN，　’jucaajuN，　ginaj’uN

あう〔会う〕　？icaajUN，？ieajUN，（敬語）

　’uganUN／会いそこなう？ieeehaNsjUN／

　会いにくい人？ieeegurii／～が早いか

　，Nkeehana，，Nkee多ira／～こと？icee，（敬

　語）？wiicee／会えないこと？i¢eekaNもii

あえぐ〔喘ぐ〕　／～さまhweehwee，　siis圭i

あえ奄の〔爺え物〕　？u寧ee

あえる〔癩える〕　？eejUN

あお〔膏〕　mi＃i？iru，　migiiru，？oormu

あおあ；おと〔青青と〕　？OOQteeN
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あお

あおい〔粗い〕？oosaN／青くなった者？i－

　runugaa／膏くなる→？irusju】mo◎s5u／

　青くなるさま？irusooine◎SOO

南おがえる〔青蜘　？ataku，’uu？ataku

毒おぐこ鶴くつ　？eOZUN

毒おくE［ff草〕

あおさ（櫨物名）

勘おさび〔青錆3

勘おす9こ青筋〕

あおだいしょう〔青大濠〕

あおだいず帝大覧｝

あおだけ［膏竹〕

講おな〔青菜〕？o◎hwa

葡おにさい〔青二『才〕？003eeniiseegwaa

嶺おのり〔青のり〕　？oonau擁／～の一種？距

　asa，？u瓢宝？aasa

菊おば｛青葉〕　？oobaa

あおばえ〔青蝿〕？oobee

あおびかり〔青光り〕？ooiri㈱量，？oobieee

あおむ　く　〔仰向　く　〕　　　→？ucagijUN

あおむけ〔仰向け〕maahwanaeaa
あか〔赤〕　？aka，？aka？iru，　→まつカ、／　～

　の仙入？uhumicinuQeu，→？aka

あか〔垢］　hw呈Ngu，　→gahwara／～がた

　まっている者hwiNgaa・hWiN琴aama－

jaa／～だらけhwiNgujoogaci
あか勘かと［赤赤と〕　？aka？akaatu／～つ

　けるφki？aka霧arasjUN

あrかい［赤VN〕　？akasaN／　～色？我ka？iru／

　～おべべb圭Nb圭Njaajaa／～紙？akak＆b圭，

　一→S5ugami／～麹？akakoozi／～元結い

　？akamuutii／～もの？akaa／～夕9？a－

　ka磁d呂a／赤くなったさま？akam圭geei／

　赤くなる？akanuN／赤ちゃけた髪の子供

　？akabusjaawarabaa／赤ちゃけた髪をし

　ている者？al〈abusjaa，→？akagaNtaa

講らかうし〔赤牛〕　？aka？usi

あかが憲〔銅〕　？qkugani，→どう．

あかがコわら〔赤瓦〕　？akε池gaarεも

あかぎ〔赤太〕（植物名）？al〈agi／～の実？a一

？ookusa

？aasa，　？umi？aasa

？oosabi

？ookazi

　　　　　　？oe？Nnazaa

　　　？00瓢包a播ii

？oodald

　kaginumuQkuu
あかぎれ〔輝〕　hwibari，？asiziri，，jUNzi－

　ri，　？asizirijuNziri

あかげ〔赤毛］　？akagii／～のおかっぱ？a－

　1〈agaNtaa

あか寄び跡錦．？akasabi
あカ、じ〔赤字〕　　→？icaasikaNtii

あかす〔明かす〕　？akasjUN

あかぞめ〔赤染め〕　？a｝（agumii

あかつき〔暁〕　→あけがた／～に起きること

　？akagiei？uki，　一fo　＄

あかつきやみ〔三幅〕？akagie三gurasiN

あかつち〔赤土3？akaNca，　maazi・

勘かにく〔赤肉〕maQsisi，　masisi

あかはじ〔赤恥〕？akahazi，→はし

あかはだか〔赤裸〕→まるはだか

あかはな｛赤鼻〕？akabanaa

あかばむご赤ばむ〕　？akanUN

あかひげ〔赤ひげ〕　．？akahwizaa，？akahwi－

　zi

あか観赤身〕maQsisi，→あかにく

あかめがしわ（植物名）’jamajuuna

あかめばる（魚名）　？εしkamiibaju

あが曲る〔崇める〕　？agamijUN，→とうと

　ぶ／～こと？waagami
あからがお〔赤ら顔〕　？εしka雰raa

あかり〔明かり］　？akagai

あがる〔上がる〕？agajUN，→nueagajUN，

　nusikajUN／（食べるの敬語）mi＄eeN，

？usjagajuN

第かるい〔明るい〕　一，？aka？akaatu／～こと

　と舞幽いこと　？akasakurasa／　～筋？aka－

　gai／明るくなる？akeejuN／すっかり明

　るくなる？akagaigikijUN

あかるみ〔明るみ〕　？al〈agai

勘かんべえciNbeeru？akakooz圭

あ．かんぽう〔赤ん坊〕　？al〈aNgwa，？aka翼一

’gwaa，　？jog2i，　？jooiigwaa，　一＞siraQkwa／

　～の泣き声？Ngaa？Ngaa／～の出す声

　’Nkuu
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あご

～勢き〔秋〕　　？aci

あきだる［空き樽3　tarugaa

あきだわら〔空き俵〕　hwiihwaa，　taaraguu

あきつば鰍津羽〕→？al｛egubaniNsu

勘きっぽい〔飽きっぽい〕？acihatibeesaN

幽きない〔商い〕？acinee，→しょうばい／

　～上手？ac圭簸eezoozi

あ墓ま〔空き間〕　→すきま／～ができるma－

　dOOCUN／～を作るmadookijUN
罎」きや〔茎芝き家〕　’Nnajaa

あきやしき［空き屋敷：〕　’N蛾ajasiei

あきらか〔明らか〕　？aciraka／～になる

　？arawarijuN
あきらめ〔諦め〕’jaSUNzi，？umicir玉

あきらめる［諦める〕　，jaSUNzijUN，？umici－

　jUN，？“瓢inaglasjUN／あきらめきれない

　→’watagurisjaN，こころのこり

毒きる〔飽きる〕　？aeagajuN，撮r瑠UN，

　？acihatijUN／飽き飽きeuhwaara／飽き

　が早い？acihatibeesaNノ飽きたらWt　？aci－

　zar3N／飽きてしまう仕事？acihaisi9薦U

あき；乳た　→misi舩akU，　misinataaku，

　misEnataraaku　rcoodaa，　？aeoodu

あきんど？aeineeNcu，　？acineesjaa，→？a一

あく〔空く〕　？aCUN，？ugijUN／甕いている

　畑，〕Nnabataki／～こと？ugiri

叩く〔開く〕　？aCUN，　hugijUN，　huraCUN，

　　一”＞goorijUN，．．ひらく

あく〔灰汁〕　？aku，　tuguru

点くえん〔悪縁〕　？換k磁N，→くされえん

あく頁悪事3？aku，　hwii，’janagutu

あくしゅう〔悪奥〕　’」3n離a多a，→くさい

愚く　しゆう〔悪習〕　，janahuuz圭．

あくしん〔悪心〕　’janagukuru，’janazlmμ

あくた〔芥〕　一→ごみ

あくたびこ芥火〕　？akutabii

勘ぐla　［二二X地名）　ノ～の者？a琶unaa

あくにん〔悪人〕？akuniN，，janaa，→わる

　もの

あくび〔三二　？akubi

あくまでziibUN／～も撮aamadiN
あくむ〔悪夢〕　’jana？imi

あぐむ　　一？agu簸UN

あぐら？aNgweedui，？aNgweeii，→hwi一

あくりょう〔悪霊〕’janamUN　LrasaN
あくろ〔悪路〕　’」鋤a撮ie圭

あげ〔上げ3？agi／着物の～neeciri

あげがし〔揚げ菓子〕？aNdaagii

あけがた〔明け方〕？akagic圭，？ak圭gata，→

　あかつき，よあけ／～の雲？akigumu／

　～の月？akagiciziCuu／～の星？akagic圭一

　busi

あげくのはて　→？Ugumi

あ藍ナ　くれこ明け暮れ〕　　？akik1ユri，　　？asaju，

　？as翫jusa

あげさげ〔上げ’下げ〕　？昂gisagi

あけたて〔開け立て〕？akikwii

あげどうふ〔揚げ豆腐〕？agidoohu

あけのみょうじょう〔明けの明星］　，jookaa－

　busi　　　　　　　　「かいほうする

あけはなす〔開け放す〕？akihanasjuN，→

あけひろげる〔開け広げる〕？akihwirugi－

　jUN

あびまど〔あげ窓〕hwicidu

あけ愚の〔揚げ物〕　？agimUN

あける〔開ける・明ける〕　？ak寿聴N，　huga－

　sjuN，　？irihugasjuN，　hural〈ijuN，　hwi－

　rakijuN，一＞gici？akijuN，ひらく

あける〔窒け辱る〕　？iihoojUN，　？iikeerεしS3U－

　N，？ugusjUN，？utijUN／汁を～saajUN

　／あけて返すこと？ugiyil〈eei

あげる〔上げる］　？agijUN，　nubusijUN，

　一一〉？usjagijUN，さしあげる

あげる〔揚げる〕　？agijUN

あ．ご〔顎〕kakuzi，？utugee，？uヒugaku／

　～がすべすべした者？u乞ugeenaNduruu／

　～の骨の張った者habukakuzaa

あこう　（植物名）？u＄uku

あごひけsicahwizi
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あさ

愚さ〔朝〕　？asa，　sutumiti／～孕く起きる

　ことSUセU鵬i嫉？uki／tyの日陰？asa・kaag宝

あさ〔麻〕？asa／～の着物？asaziN

あざ〔癒〕sumi，　SUN

あざ〔字〕　・→斑ura

あさい〔浅い〕？aQsaN，？asasaN

あきがえlj［朝帰り］　→？akagicimudui

あさがおな（植物名）？UNcee

あさぐ勤り〔朝曇り〕？asagumui

あざけるξ論る〕　？a7■amueUN

あさご1まん潮御捻sutumiti？ubUN，→あ

あさだちこ朝立ち〕　？asadaei　　　しさめし

あさづけ〔浅漬け〕　→？asa4iki

あさ　 って〔明後日〕　　　？asati

あさっぱら〔朝っぱら〕　／～から？asaNnaa－

　ra
あさつゆこ朝露〕　　　三～εしsagiju

あざな〔字〕　？a4ana

あさなぎ〔朝虹？asaduri
あさ訟の〔麻布〕　？asanimu／～の一一種？aa－

　raNcee，　zoohu

あさ融こ朝寝〕　？asani，→あさねぼら／～盈

　寝？asanihwiNni

あさ融ぼう〔朝寝坊〕？asanaa，→ねぼう

あさばん〔戟晩〕　？asabaN，→あさゆ5

あさひ〔朝B］　？agaitiida

融峯窯しい〔浅遇しい3？asamasjaN

あ電まゆう．ま潮闘夕間〕？asamajuma
罎臣ざみ（植物名）　　gibana，　，NZ圭gicaa

あさめし〔朝飯〕　sutimltimUN，　sutumi’ti一

勘さやけこ朝嫉i｝ナ〕　2asa？akeei　　　LMUN

あさゆう〔朝夕〕？asaju，？asajusa，？asa－

　majuma，→あさばん
あ寄るこ漁る〕　？asagujUN，？asajUN

＆ざIPらい〔あざ笑い3？azamuciwaree，

　？a4awaree

あし〔足〕？asi，　hwisja，（敬語）mihWisja

　栂？as圭hwisja，／～がだるいhwis5aaayu－

　saN／～が強くなるkUNcuujUN／～の褻

　が切れること？asiziri，？asizirijuNziri，

　’麟NZ撚ノ～の甲hwisjanaa／～の力

　？asid。oni，　hwisjazikara／～の付け根の

　鼠毛umuguU／～の細い者ciNeiNbis3ag－

　waa／～の骨hwisjabuni／～の強がった

　考gooii／～の向くまま→hwisja／～の弱

　vNig　？asijoo，　？asijoobaa

あじ〔按司3？aNzi，？azi，一一一・？azibi，一ca－

　ra，．．？udUN，（敬語）？aziganasii，？a－

　ziganasiimee，　？aziimee，　？azimee，　？a一一

　ziglui／～の妻’unazara，（敬語）？aQtoo－

　mee，　？aQtooganasiimee

あじ〔味〕？azi／～が薄い？ahwasaN／～が薄

　　くなる？ahwageejUN，？ahwageerij　UN／

　～のよいもの？azikuu乞aa／～が足りない

　→kueisabiQsaN，　sab呈QsaN／～の足りな

　　いものsabimuN／～の足りない吸いもの

あ移〔鱒S］　gagUN　　　　　　　　　　　　Lsabiziru

あしあと〔足あと］　hwisjakata

あしおと〔足音〕？asitu，？asi？utu

あしかせ〔足梅〕　？asiguruma

あしくび〔足首3hwisjakubi

あしこしこ足腰3？asikusi

嶺しずり〔足ずり｝　？adu麟h’i￥iri，　hwisja￥圭一

　ri寧iyi

あした〔明臼〕　？aca／～の朝？aea？as亀

　？acasutumiti／～の晩？acajusaNd圭／～の

　夜？acajuru

あしだ〔足駄〕　　七acibaa？asiza

毒しならし〔足ならし〕　？aQcinaree

あしのうら促の裏〕hwisjanuwata

あじみ蛛摺？azi，？ucuubi

あし奄とこ足もと〕　一→？a¢zii

あしよ冷〔足弱〕？asijOO，？asijoobaa

あしらう　「～asireejUN

贔じろ〔網代］　？aNnumii，　cinibu，　soozi／

　～の一種，waisoozi／～の垣根cini｝）uga－

　ci
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あち

あじ和い〔味わい〕？aziwee，吟ふ5み／～

　がある→kuubeesaN／～のあるもの？a一

あす〔明B〕　→あした　　　　　Lzi1〈uutaa

あず勇、り毫》の〔預かりもの〕　一＞tui？a参kee

あずカ・る〔預かる］　？azikajUN，　sagakajuN

あずき〔小豆〕？aka燃aamii，　mamami／

　～を入れた御飯？akamaamii？ubuN
あず＝きがゆ　　一一〉？αkee

嶺ずける〔預け’る〕　？azik寿UN

乱せ〔汗3？asi，→hwiz襯u？asi／～水流し

　て？asih＆im琢ihai／蝉にかく～hana？asi

あぜ〔畦〕？abusi

あせかき〔汗かき〕？asihajaa

あせばむ〔汗ばむ〕　？asigunUN

あぜみ＄〔畦道〕　？abusimici

あせ屯〔汗疹〕？asibu，　sabee

あせり〔焦り〕　？as量gac三，　→？asigacinoori

あせる〔隠せ・る〕　samijUN

あせる〔焦る〕　？asigaCUN，　→taagusa／

　～さま→hatahata

あぜんとする〔唖然とする〕→miiNnabai／

あそこ　　「～ama　　　　　　L～こと　miihaigutu

あそば擬遊ばす〕（敬語）mi＄eeN

静そび〔遊び〕？a4ibi，→一mutaaN／～の盛

　んな村’→？a麟bigu組

あそびしごと〔遊び仕事〕？a寧ibisigutu，？a－

　sibisi｝〈uci
　．

あそびともだち〔遊び友逮〕？aeibidusi

笏そびにん〔遊び人〕　？asibaa，？終ibjaa，

’jurarijaq，　’juutee，　kwatii

あそぶ〔遊ぶ〕？asibUN／～ために忙しいこ

　と？a＄ibi？icunasa！遊びほ5けること
　？a＄ibiburi

あだ〔徒〕　？ad＆

あだ〔仇〕？ada，→かたき

あたえ番〔一与える〕　→やる

あたたかい〔緩かい〕　nukusaN／　～地方

　nukuguni／～所nukudukuru／～年nu－

　kudusi／暖かくなるnukubaajUN
あたたかみ〔緩かみ〕　→？uk鋤圭

あたたまる〔暖まる〕　？agixijUN，　nul〈unu一

　N，　nul〈utεし111eしjUN

あたためかえし〔暖め返し〕？agirasikeesaa，

　？yi　hurasikeesaa，　tazirasikeesaa’

あたためかえす鰻め返す〕　→taz呈ras3職

勘たためる〔暖める〕　？ag動as3UN，　nuku－

　mijuN，　nakutarnijuN，　一一＞kamirasjuN

あだな〔あだ名〕　？azanaa，　gucinaa

あたま〔頭〕giburu，→？atama，　giburu－

　guu，　kamaci／　～が璽いこと　giburu一

　？NbUU／～で突き上げる　gieikamijUN！

　～にのせて運ぶ荷物kaminii／～にのせ

　るkamijUN／～のてっぺんhjuuruci！

　～をかかえこむ一→娠▽～を掻くことsirεい

　Ngaci／～をさげる→？uhukubi／～をな

　やます一“？aNmasjaN

勘たま煙）り〔頭審1り〕　？atamawai，　giburu－

　Wal，　91ZIWal

あたら　？a（lt3ra，？atara

あたらしい〔新しい〕　miisaN，】Mii一，　sara一／

　～家mii3a鍬～着物Mi圭ziN／～佳立て

　siNsitati／～ものm鰻撒UN，　saramii－

　mUN／新しくmiiku鵡m量ikuN

あたり〔辺り〕　hwiN，一kaa，　maNgUZ’a，

　→elNpoo，　卿nag践

あたりまえ〔当たり前〕？ataimee，　ZUN，

　→とうぜん

勘たる〔当たる〕？atajUN，→そうとうする／

　当たらずといえども遠からずtuuja　nu－

　kaN
あだん〔阿旦〕（植物名）？adanl，？adaN／

　～の気根？adanasiノ～の葉？adaNbaa／

　～の葉の草履　？adaNbaasaba／　～の葉i

　のむしろ　？adaNbaamusiru

あちこち？蹴ak搬n我，？arikaakurikaa，

　？Nmakuma，→ほうぼう／～でちょこちょ

　こ立面をするさま？Nmagasagasakuma一一

　gasagasa
あちら　一〉あっち

あちらが壕）〔あちら側〕　？agata，？amamut　i
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あち

．es＄らこ＄ら　→あちこち

働『つい〔暑い〕？agisaN，一一＞humlCUN／～地

　方？aglguni／～爽畳mahUQkwal暑く
　てふうふういうさま？agijaa晦uujaa

葡つい〔熱い〕　？a¢isaN／～5ちに？agikoo－

　kOO／～もの（三晃語）？aCUU，？aQCUU／

　熱くする？agirasjUN／熱くなる？agh弘

　jUN
・あつい〔1瓢・〕？agisaN／摩く→butaaku

勘つかい〔扱v・〕　tUNzaku，→とりあっカ、、・

講つかう〔扱5］　？agik：ajUN，→とりあっか

　　うノ　扱L・‘こく㌧N　？agikeegurisjaN

葡つかましい→こうがん，ずうずうしい！

　～者　¢iranukaa？agii／　～顔zira

あっがeJ［暑がり〕？aglsa？umli　　「jaa

二つがる〔暑がる〕　／～さま　？agijaahuu一

．あつさ〔暑～き〕　→humiei／　～嫌iい　　？agisa－

　kamarasaa／～で腐りかかったにおい
　kumicikazel／～に負けるこ二と　humici一

　搬aki／残暑’wakari？aφs3

．あっさり　／～した入gaQtuu

tあP＄　？ama／～でもこっちでも？iQpee－

　kUQpee／～の方？agata，？amam就圭／

　～を読んだりこっちを読んだり　？a凱aj濃一

　mikumajumi
毒づとうさ激」る〔圧倒される〕　？usaarijuN，

毒つばい〔熱灰〕？agibee　L→くっぷくする

あっぱくする〔圧追する〕　？usigil〈ijUN

易づは：っは　　？ahahaa

あっ蜜サ　〔集ま　り〕　　SUI’ii，　　一＞taciiSurii／

　～のあるさまsur呈呈maNdoo
．あっ窯蒼〔集まる〕　？鹿gi類揆jUN，　，jujUN，

　，jureejUN，　S篭rij准N，→takarijUN，　い

　しゅうする

毒つめる〔集める〕　？a¢imijuN，　，juraa－

　sjUN，　suraasju篤→とりあつめる

轟つらえ？agiree，（敬語）？wa＆⑳ee，→

　ちゆ5もん
毒つらえ竜の〔習え物〕　？a¢鋤eem蟻N

轟つらえる　〔讃唱える〕　？agil’eejLIN，→ちゆ

　　うもん

勘て｛．当て〕　？ati，　mi多まmui，→みこみ／～

e

　がはずれる？atil｛awajUN／～がはずれる

　ことmiihaNdaa，　milhaNnuu，　m纏im篠一

　isooi／～にするgimujUN，　tarugakijUN
あ1＝こすり　　　？uranucimunii，　　？ura】2uci一一

　munu？圭圭

あでずいりょう〔あて推量〕　saQCUU，　cimu一

　？atigee，？atigeehuu／～でものを言弓こ

　と　saQcuumunu？ii

あてずっぽう　　？aもigeehuu，　？atitiNPuu，

　？atitiQpuu

あてつけがましく　，W3cakoogeezi
あてる〔当てる〕　？a七ijUN

あと〔後）　？atu，→うしろ／～になり先にな

　り　？atunaisacinai，？uueekuuee／～の

　方がかえってよくなること？atumasai－

　gahuu／～をつけること？atu？wii

あと〔跡〕→？atu／～を引いて流れること

　sieaba呈

あとあし〔あと足］　？atubisja

あと嶺じ〔後味〕／～が悪い｝〉’wiNturu－

　kaasj’aN

あとあと　？atu？atu

あとおし〔あと押し〕　？atu？usii

あとかた〔跡かた〕　？atukata，　kata

あとかたづけ〔あと片付け〕　？atukat3雰ki

勘どけない／～さま？ati（准eeN／～もの

　？a乞i塾asi

あとさき〔後先〕　？atusaci

毒と　ざん〔後産〕　　　？ija

あとしまつ〔あと始末3？atu｝〈ataglki，　giki一

　もu（三uk量，一〉しりぬぐV・

あとずさり　？atugeizici，→あともどり，し

　りごみ

あとつ警〔跡継iぎ〕　？atugizi，　？atumi，→

　あととり，そうぞくにん

轟ととり鼠取り〕eaQci，→ちゃくし

あとばらい〔あと払い〕sagai

あとめξ跡霞〕　？atumi，→あとつぎ

あと亀どサ〔あと戻り3　？atumudui，→あと

　ずさり／．～する？UQceejUN

幽な〔穴〕？ana，　hugi，　mii／～があいた

　ものhughnuN／～があく　hugljUN．
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　→goorljUN／～だらけmiimiihuugaa／

　～をあけるhugasjUN
あなあきせん〔穴あき銭〕　miihugaa

勘なた　徽aa，？UNZU，？UNZ篠n＆a，一→おま

　え，きさま，（敬語）kuma，　mjUNzu・

　njUNZU，　nUNZU／～自身で？UNzul〈uru
あな．

ｽがた？UNzunaa，→おまえたち

晦なとうと　？aatootu，？uutootu

あなどる〔侮る〕？ueeejUN，’UUZUN，→み

　　くびる／ことを～ことku加？u鉾ei

毒に〔兄〕．．？ahwii，’3aQeii，’jakumii，　gii－

　　ga，　’wik1ga￥ii多a，（敬語）？umikiinumee，

　？umisiiga，→？aQpii，’wikii／上の～

　？uhμ？ahw嬬　？uhujaQcii／下の～？a－

　hwiigwaa／～と妹→’unaiwikii

あによめ〔兄嫁〕（敬語）？umanii，？umani－

　　mee

あ凝姉〕？aNgwaa，？Nmii，寧i切unai，

　　，unai，，winagugii4a，（敬藷）？umiRai，→

　　？abaa，　siiza／上の～？uhu？Nm1i／下の～

　　？Nmiigwaa！～と万一→，unaiwikii／既婚

　　の～（敬語）？uma撤i，？umani凱ee

あの　？anu／～大きさの？aQpeeni／～く

　　らい→あれくらい／～ζろ？anukur認／

　　～高さ　？a〔三aki／　～遠さ　？agatOO／　～時

　　？anutucl／～とし→？anuca・？anujuga／

　　～長さ？anagi／～人？anUQcu，（敬語）

　　？ama／～人たち？aQtaa／～辺？anu－

　　hwiN，　？amarikaa，？arikaa／～まま

　　？anumama／　～野郎　？anihjaa，　？anu－

　　hjaa／～ような？aneerU，？anugutooru，

　　？aNgUもooru，→？anujOO／～よう．なもの

　　？a職ugutoorUU，「～aNgqtoorUU／　～よう

　　に？anugutu，？aNgUむU，一〉？anujOO

濁のよ［あの世〕　？anujuu，　giraikanai，

　　gireekanee，　gusj’oo，　niraikanai，　n1ree－

　　kanee，→しご．

あばく〔発く〕？arawasjUN

あばず激，　baεしcira，　hoorimUN

あばた〔痘樹kumuzaa，　kumuzi，　maa一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あふ

　zaa／～のある者kumuzaa，　maazaa

あばばばば？awaawaa
あばらぼね〔あぼら轡〕sookibuni

あばらや　？abaraja　　　　　　fあらうま．

あばれうま〔暴れ馬〕　→hwiNeaa？Nma，

あ1讃偽の〔暴れ者〕？amaimUN，？amajaa，

あ繧れる〔暴れる〕？am鋪UN　L→ら．んぼう者

あびせる〔浴びせる〕k窺NcakijUN

あひる〔家翻？ahwiraa，？ahwirU

あびる〔浴びる〕　kUNeakajUN

あぶく　→あわ

あぶf｝い〔危い〕　？abunasjaN・？ajaQsaN・

　？ul〈aasjaN，　一haNtasjaN，　kuuwee，

　　，uei，，uciuci／～ふるまい，　tihwanawa多a

あぶみ〔鐙〕　？abui

勘ぶら〔油。脂〕？aNda，→しぼう／～で揚

　　げる時の音caaracaaraノ～でいためる

　　→いためる／～を煮たたせた鍋？aNdana－

　　abi／～を入れるとっくり，？aNdadUQkui，

　　→あぶらつぼ

あ轟あげ〔油揚げ〕？ag掘・・h鷺

あぶらあせ〔脂汗〕　namasibai

あぶらいため〔即いため］　caaraa，？iricii，

　　一caNpuruu

あぶらかす〔脂かす〕　？aNdakasi

あぶらがめ〔油がめ〕→あぶらつぼ

あぶらぎる〔脂ぎる〕？aNdamaajUN

あぶらぐ右〔油口］　→おせじ，かんげん

あぶらざら〔湛ij皿〕　siziei

あぶらぜみnaabikacikaeii

あぶらっこい〔脂っこい〕？aNdazuusaN／

　　～さま？aNdabutubqtu

あぶらつぼ〔油壼〕　？aNdagibu，？aNda由ユQ・・

　　kui

あぶらみ〔膳身〕？aNdabutubutu，　sirumi

あぶらむし［油虫〕hwiiraa

あぶらや〔油屋〕　　？aNd我jaa

あぶる〔回る〕　？abujUN，？aNZUN

あふれる〔溢れる〕　？aNdijUN／写れさせる

　　？εしNd＆sj媒N

621



あべ

あべこべ？urahara，→さかさま

あま〔阿魔〕’jumuwinagu，→おんな

あまし、〔甘い〕　？a皿asaN，　→kwaNgwaa－

　raasjaN，あまみ／～もの？arnamuN／

　甘くなり過ぎる？ainabiri．iuN

あまがさ〔雨傘〕？amagasa

あまくだり〔天降ll　］　？amari，？ama？uyl，

　？amooi，　？arnoori，　？amori

あまぐ屯こ雨雲〕　？amigumu，→くろくも

あまごい［雨乞い〕　？amagui　ヂあまやどり

あまご秀り〔爾こもり］　？amihuigumai｝→

あまざけ〔甘酒〕　？UN＄jaku／～の一種？a一

あまじお〔甘塩〕？amazuu　　Lmagasi
あまじたく〔爾支度｝　？amihuizital〈u

あます〔余す〕　？amasjUN

あまだれ〔雨だれ〕　？amidaimi4i

あまど〔二戸〕　hasiru

あまのがわ〔天の川〕　tiNgaara

あまのじゃく　？amagaku，？amagakaa

あまみ〔甘味〕　？ama塒i，→あまい

あまみおおしま〔奄美大型　？uusima

あまみぐんとう［奄美二王〕　→micinusima

あま6よう〔雨模様〕？amimujuusi

あまやかす〔甘やかす〕→kwaNgWqaraa－

　sjaN／替やかして育てること→tuitaka一

　むee

あまやどり〔雨宿り〕　／～する→kwa魚kwi－

　jUN
あまりこ余り〕　？amai，一“よ、ぶん

あまり屯の〔余りもの〕？amaimUN，，juu。

　？amai，→よぶん

あまる〔余る｝　？amajUN

あみ［網］　？ami，→？abuikuu

あみがさ〔編笠〕　？amigasa，？aNnasa，→ふ

あむ〔編む］kunUN　　　　　しかあみがさ

あめ〔雨〕　？ami，→simu／～が上がるha－

　rijUN，　hjaag’ajUN，　→sasanUN／　～が

　降りこむこと？uci？ami／～が降りそうで

　ある？amihuigisaNノ～と露？amigijuノ
　～の原因となるもの？amin・　’allii／～．め降
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　　りそ5な気配？amimujuusi／冬の冷たい

　　．一v　SIMU

あめ〔飴〕　？ami

あめかぜ〔雨風3？amikazi

あめふり〔雨降り〕　？amihu呈，？utiN／～続

　　き？amihuigiziei／～のあと？amihuinu一

　？atu
ア己 ＜潟J　？amirika

アメリカ人→？amirikaa

あやうく〔危うく］　huda，　hudagasi，　huda＿

　ganasi　’jagati

あやかる？ajakaajUN

あやしい〔怪しい〕　hwirumasjaN／　～音
　一一＞eigutu／　一v　t’t　一〉？usaN

あやす’　寧ikasjUN，孚三寧ikaasjUN

諺iやふやである　hεしN亡asjaN

あやま＄［一Xち〕　？εしjamaci，？ajamai，？a－

　jamaigutu，　？ajarnax’i，　baQpee，　husuku

あや．享り〔誤り〕　→まちがい

勘やまる〔謝る］　？iiwakijUN，．→？鷲wak呈，

　’waQsa，　’waki

あや衷る〔誤る］　？ajamajUN，→まちがう

あゆむ〔歩む］　→あるく

あら（感動）？ai・？aki・？akij・。，？ape，

　？i禽caaヂ→あれ／～まあ，ee？iQcaa，？a－

　kitoonaa

勘らこ糧〕　？ara，？ara一

あら〔荒〕　？aya一

あら〔新］　？aura一

あら勘らしい慌瀧しい3→？araci，・zaa一・

　hwe¢，あらっぽいノ～返事kuhwahwizi／

　荒荒しく拒絶することkuhwabanii

あらい〔荒い〕　？arasaN

あらい〔粗．い3　？arasaN／～もの？araa

．あらいがみ〔洗い髪〕’？areegami，？aree一一

　karaz圭
あ．．

轤｢こ〔洗い粉〕　euuzinakuu

あらい6の〔洗い物〕？areemuN

凌｝らう〔洗う〕　？arajuN　　　　　　　 「ま

あらう康〔荒馬〕　kuujaa？Nma，→あばれう



あわ

あらがう　→あらそう

あらかじめ〔予め〕meekaniti，→かねて

あらかせぎ〔荒かせぎ〕　→？ayamooki

あらさがし〔あら探し〕miimiikuuzii／～す

　るさまmiinueihananuci
あらし〔嵐〕　？arasi，　kazihuei，？uukazi

あらしごと〔荒仕事〕　？arasigutu，？aras三一

　kuei

あらす〔荒らす〕　？arasjUN

あらそう〔争弓〕　？aragaajuN，　？araSUU－

　jUN，→きょうそう，たたかう

あらだてる〔荒：立：てる〕　？arada糠jUN

あらたに〔新たに〕　m慧kuni，　miikUN

あらたまる［改まる〕　？aratamajUN

あらためる〔改める〕　？aratamijUN，　hwici－

　noosjuN，　一一一＞tuinoosjuN

あらっほ1い〔荒っぽい〕　tii？arasaN，→そぼ

　　う，あらあらしい

あらなみ〔荒波〕．．？arana　ni

あら乳〔霰〕’juei／～と冷雨’jucisimu

あらわ〔露わ〕／～にする？arawasjqN，

　hajUN／～になる？arawarijuN
あらわす〔現わす〕？arawasjUN

あらわれる〔現われる〕？arawarijuN

あり〔蟻〕？ai，（小児語）？aik◎o／～の一

　種　sasi？ai，　sasi？a．jaa」

di　ljあけのつき〔有明けの月〕　？akagicizi－

　cuu
ありあわせ〔有り合わせ〕　？aee，？aiee

ありか〔在処］　→ありばしょ

ありがたい　一一＞nihwee，曝digahuu，　giduu－

　gahuu／　～とと　？ar圭gateekutu，　？uugu一

　もu

ありがためいわく〔ありがた迷惑〕　ci】rr｝u一

　？iri

ありがとうkahuusi，→nihwee，　sidiga－

　huu，　4iduugahuu

ありさま〔有様〕　？arisama，　sikata，　s　iza－

　ma，　tanari，一eFていたらく，よ5す

毒りったけ　→ある，のこらず

あり3めまま／～の姿ZUNgigata／～の人

　？aaraNkaa

ありばしょ〔あり揚州〕　？aizu

あif　6しないこと？arazaraNkutu

ある〔有る・在る〕？aN，（敬語）saajUN／～

　だけ？aru？uQpi，？aru？UQsa／～だけで

　すます人？aru？UQpii／～もの全部（～も

　の無いもの，ありったけ）？ar櫨asiruka，

　？arumUNneeNmUN，　takitutuumi，→の

　こらず／ありそ5であるzusee　neeN／あ

　　りもしないこと？aragaraNkutu／で～

　→である

あるこ或．る〕　？aru

あるし、は　？eenee

あるきはじめ〔歩きはじめ〕　？aQC呈hazimi

あるく〔歩く〕　？aQCUN，’．？ajunUN，（敬語）

　？waacimiseeN／～こと？aQ6i，（小児語）

　？aaQca，？aQcaノ～さま→90NgON／～入

　→一？aQcaa／～練習？a（≧cinaree／…歩ける

　ようになる→kUNcuujUN
あるじ〔主〕nuusi

あれ（感動）　？ane，？aNdee，→あら／～ま

　あ？ane？ane，？aNmajOO，？iQcaal〈UQcaa，

　saQtimusaQtimu，’waa？aa／～よあれよ

　？ari？arii／あれえっ？akis＆m玉joO，？a一

　　　　　サ
　Nmajoe
あれ　？ari／～がいいこれがいい？arima－

　saraakurimasaraa／～くらい（～ほど，

　～だけ）？ahw1，？anusjaku，？aQpi，

　？aQsa／～くらいの？ahwina，？a（≧peeru／

　～これ　　？arijaakurijaa，　　karikuri／　　～こ

　れ思、いなやむさま？ari？umiikuri？umii／

　～こ；れとさわる≧きま？aris　aaikurisaai／

　～だけの長さ？anagi／～つばかり？ahwi－

　gwaa，？a（≧pigwaa

あれrお〔荒れ地〕　？arici，　hagimoo，　→moo

あれの〔荒れ野〕　・→あれち

あれは：てる〔荒れ果てる〕　？arihati．iUN，　sa－

　boorljuN／　荒れ｝まてたさま　sabooril〈aa

あれる〔荒れる〕　？arijUN

あ勘〔粟〕？awa

あわ〔泡〕？aa，？aabuku

あ唱い〔淡い〕→うすい

あわさる〔合わさる〕　？usaajUN，　？usjaa一
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あわ

　jUN
あ壕）せ〔袷〕　　？aasimUN，　？aasiziN「カ、カ｛み

あ回せかがみ〔合わせ鏡〕？aasikagaN，→

勘初せる〔合わせる］　？aas3UN，？三ca践S5U葱，

？ucaasj’uN，　？usaasj’uN，　？usjaasjuN／

合わせもつこと？uceekanee

幽わせる〔会わせる〕　？icaasjUN

あわつぶ〔粟粒〕？awagizi

あわで奄の［あわて嚢〕　一）そこつ

あわてる？awa燭UN，　dumaNgw量jUN，　sa－

wazuN，　sjeonugijuN，　zamadujuN，　一〉

　　うろたえる／～さま？awatinoori，？awe－

　esjul〈wee，　zamaduikaa，　zamaduikaa－

　dui／あわてさせるdumaNgwasjUN／あ
　わてふためいて走る．こと？as圭marubi，

　？as圭marubi七iimaru1）三

あわ勤り飽盛〕？aamui／～を水で割って

　かんをしたもの’juucuu／～を水で翻っ

　てかんをしたものを入れる器，juueuuzu一

翻塩〔哀れ〕m疑zoo，
あわれ（感動）　　　？＆kijo，

あん〔鯛〕　？aN

あんがい〔案外〕

あんこう〔骸藤〕（魚名）

あんじ〔鞍司〕　→あじ

あんじがお傑じ顔〕

一〉？awari　Lukaa

？awar圭

？aNgwee，？疑双1呈短uhuk＆

kamaNta

　　　　　　の
mu】ユu㎜｝93u

あんしょう〔階唱〕　hanasibuku

あんしょう〔暗礁〕　→hwisi

あんしん〔安心］　→こころづよい／～する

　一一＞kukuru，　？uhu？umlnaaku，　？uminaa－

　ku，やずんずる／～であるkukurujaQsa－

　N，　CIMUZIユ“S呂N

あんずる〔案ずる〕→しんぱい

笏んだ　→あなた，おまえ

あん＄やん　？aQpi童，一→あに

あんどん〔行燈3tuuru，→kaguduuru

あんな　？aneeru，？anugUもooru，？aNgU一

　もooru，？aNna／～に？anugutu，？aN，

　？εし鍍9ミユtミ1／　　～eこ多く　　？asakii／　～ζこ高く

　？批daki／　～に遠く　？a霧aも00／　～に長い閲

　？aNnagee／～に長く？anagi／～もの

　？anugutooruu
あんない〔案内〕？aNnee，（敬語）→1巧u－

　Ngikee，　nUNgikee，？UNgikee／～を乞う

　ことmunusirayi
あんのじ　drう〔案の定〕　1ηasagagutu

愚んばい〔按配〕？aNbee，　kag呈N，（敬語）

　？waaNbee
あんまり　　？aNmadi，　？aNmar至，　duku

ε藝ん魎書〔飽餅］　？翫Nmuci

幽んよ　？aaQca，？碗ca

幽んらく〔安楽〕　？aNraku，　→らく／　～に

　rakural〈utu

い

も、〔胃〕　　　？ii，　　？uhugee

し、〔繭〕　　，銭，　→biiguii，　？OOもuuziN，　sac圭ii，

　tuuziNii／～で作っ．たぞうり，圭isaba

い〔亥〕’ii

いあん〔慰安〕　nagusami

いい’ii一，’3就a＄jaN，　masi／～絹手？ee－

　tu／～蓬安配，ii？aNbee／～縁組，iitacin3a－

　ka／～加減なやり方haNtagaki／～考え

’iikaNgee／～気’iicii／～機会’iibaa，’i’

basju，，iihjoos▽～気持ち，圭圭cii，，iikuku－

ci／～景色，三ic圭ici／～子，iiQkwa，，iQkwa，

→’鰍浮汲≠≠pcu／～こと’iikutu！～仕事，ii－

waza／～正月’iisjoogwag量／～商売’i玉一

？acinee／～勝負’iisjuubu／～職業’iiwa－

ga／～知らせ’iisirasi／～天気’ii？waa－

giei，一一e・ZOO？waagici／～年をしながら
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いか

　→，jueanumUN，　tusinaMUN／～友達　，ii－

　dusi／　～仲　，iinaaka／　～習わし，盤hμuzi！

　～においkabakaza／～H’iihwi量／～人
　　　　　　　　　　　　　　へ
　，iiQcu，，iQkwa／～風釆，iihuuzi／～物

　，iiMUN／～夢，ii？圭mi

いいあてる〔壽い当てる〕　？ii？atijUN／言い

　当て遊び？akasee

いいあらそい〔言い争い〕？eekwee，？igaa一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？iibusja－

　hUNdee，？iibus3＆ka（ltii，→たいげんそう

いいだす〔書、漏す〕？ii？NzasjUN　　しこ

いいたてる〔言い立てる〕　？iitatijUN

いいつけ〔言い付け〕　？iigiki，一〉めいれい

いいつける〔言い付ける〕→koo，ざんげん，

　つげぐち，めいれい

し、し、つたえ〔言L、伝iえ］　　gitee，？童kuもuba

いいなお．す〔言い直す〕　？iinoosjUN

いいなずけ〔諮嫁〕　sakimui／～となる瓠一
　　　　　サ
　masjUN
．いいぬける〔言い抜ける〕　？iimaarasjuN

いいのが馳〔言いのがれ｝　kuc圭maai，　kuc圭一

　migui，→いいひらき，いいわけ

　i，？igaahai，？iikw＆aee，→いさかし・，う

　んそう／言い争うさま？iriwaikaawai

いいえ　，嶺1，，NNNN，，oooo，’UUUII

し、し、おき　 〔言U、置き〕　　　？ii？uc圭

いいおく〔掃い置く〕＝？ii？UCUN

し、し、カ、1ナ〔言いかけ〕　　　？iikaki

いいか【ナる〔醤いかける］　？iikakijUN

いいかた〔言い：方〕munu？iil〈ata

いいすぎ〔書い過ぎ〕　？llgwaasa，？iiQkwa，

？ii￥izi，　kwaguN

いいすぎる〔言い過ぎる〕　？iisizijUN

いいそこなう〔書いそこなう］　？iijaNZUN

いいたいほうだい〔了いたい放題〕

いいのこす〔言い残す〕

いいはる〔言．い張る］

　？iihai

いいひらき〔言い開き〕

　のがれ，いいわけ

？llnukusjuN

？iihajUN／～こ二と

？iihwiraci，→いい

いいふらす〔言いふらす〕？iihwiru92jUN
も、し、ぶり〔言、、振り〕　mu】ユUL？ikanari

いいぶん〔言い分｝　？iibUN

いいまかす〔言い負かす〕？iidkuaaas3UN／

　言い負かし合い？戴揃ak綿ee

いいまぎらす〔言いまぎらす〕　？iimaara－

　sjuN，　？iimaNgwasjuN

し、いまくる〔言いまくる〕　？iicil〈unaasjUN

いいまける〔堅い負ける〕？iimakijUN

いいまちがし・〔言い間違い〕？iimacigee
し、し、よ　う　〔舞噛㌔、よ　 う　〕　　　「～iijOO

いいわけ〔醤いわけ〕　？iiwaki，・→いいひら

　　き，こらじつ，しゃくめい，べんかい／

　～を言5？iiw批kijUN

いいわたし〔了い渡し〕？iiwatasi

し、う〔言う〕　？jUN，（敬語）　mi4eeN，　mju－

　NnjukijuN，　nuNnuk2juN，　？uNnjuki－

jUN．？UNnukijUN，？wiisimi￥eeN，→つ

　げる／～なり→mama／’～までもない→一
　？3uuniN？u3ubaN／言いな）b｛ら泣くこと

　munu？iinaei

いえ〔家〕’jaa／～ごとcineekazi，’3aaka－

　zi／～と家財，jaaka4ai／．～にご診ること

　，jaagumai／～にこもる者，jaagumajaa／

　～の建築，．iaaguku圭，，ja賜ukui／～の前

　面　meeguel／～の中，jaanu？uci／～の．

　普請，jaabus演／一つの～に暮らすこと
　’jaatligi

いえで〔家出〕　？Nzih＆Ngw㍉→しゅっぽん．

いえやしき〔家屋敷〕’3a勾asici

いか［鳥賊］　？ic斑？ika／～の一一種kubusi－

　mi／～の塩辛？ieagarasju／～の璽？i一“

　canukuri，　kuri

いかい〔位階〕kuree／～名・役職名など
　？akugami，　？aNzi，　？asatabi，　？asitabi，

　？atai，　？ata1peeeiN，　？azi，　？azimee，　？a－

　zizituu，　buNniN，　gigucij’ukumi，　eiku－

　duN，　eikuduNpeeeiN，　cikusazi，　ciNsja，

　giree？akugaN，　gujuuhwigi，　hana？a七ai，．

　hanatai，　一hjaa，　hwicoonusidui，　kwi一・

　Qsja，　hwirajakuniN，　hwiranusuba，

　？iQpoomuei，　’jama？atai，　’jamabuzoo，

　’jamatai，　’jamatujukumi，　’jukumi，

　’jununusi，　’juNeu，　kasivajal〈u，　1〈oosa一
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・いが

　ku，　k。osaku？atai，　kukuru多ik圭3akU，

　kumi≦ζasira，　kurajakU，　k10【ratai，　mazi一

　．1・圭COO，　munubUZOO，　muragasira，　nlhOO－

　muci，一nija，　一njaa，　nusidui，’OOZ｛，　pee一

　・ciN，！・00SU．uzitUU，　sa哉zi，　sabakui，

　saNsikwaN，　sa＄inusuba，　satunusi，　sa一

　加nusmumee，　satunttslpeeeiN，　saZl，

　・Sii，　SidUl）eeeiN，　Si（ISii，　SiraamUCi，　SOO一

　　り　　　　　リ　　　　　　　　　　　　サ　　コ　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　S工9Uユ，　SUUCIel，　SU濃aeeg　suugaslr＆，　S蟻穏■

　箋穿oosaku，　suugoosaku？aもai，　SUIユzitUU，

　tikugu，七ucinu？uhujakUU，　tumaizitUU，

　もUNci，　？ud疋…N，　？uhucikiユ，　？1ユhuj＆，　？モユー

hujaku，？uhu3akuu，？uhunusi，？uku－

　reeoozi，？uhusidubi，？umunubuzoo，

　’？umurunusldui，？1ユ（lci，　？u（lcigasii，　，u－

　duibUZOO，’uuzijukumi，？weekaNCu，

　’？Weekata，，W我CiCik：U，，WaCiZitUU，　ZaSi－

　Cisjuu，　ZeebaN，　z圭dee，　ziigaSira，　z重Nmi－

　jaku，　zitudee，　Z2tUU，　zuugUniNjaku，

　zu疑9UMNSJuu
、、がい〔以タト〕　kuu七覗

’いがい〔意殉　？umiinuhuka，→おもいが

　　けない，きたいはずれ

「いかが→caa

いかけ　　kuu，簸aabi箆akuu，簸a＆binukuu

いかけや〔いかけ屋〕kaN3eeku，1〈aN7yee－

kuu，難aab三nakuu，　naabil｝ukU蟻

1いかす〔生かす］　？三ciki麟｝帯，？圭kasjUN

’も、がた〔鑓型〕　　？ika」ta」

いかなる　？iearu，？ikana，→どんな

‘いかに〔如1可に〕　？ica！／～しても？ikanasiN，

　→どう

’いかに奄daNzu
馬、かばかり　　？宝kira，　c3註1圭s圭，　ca瓶is圭ka，

　canusjaku，→どれ
．し、かぢこ怒り＝｝　一ケりっぷく

「し、脅、　リ　〔錨］　　　？i1くai

L、き〔息〕　？iici／～が一切；れる？icizil’ijaN／

　　～とあくび？iic圭？akubi／～をつぐこと

　？iicigeei／～をとめること？iicigUN

t、き〔意気｝　　？iz1ri

い豊〔行き〕　？圭ci

い豊あう〔行き会5〕　→あう

も、き　う　つ　し〔生き写し〕　　　giratiig白

いきおい〔勢・〕？icui，　s2i

いきかえり〔行き帰り〕　→おうふく

し・きかえ．る〔生き返る〕　？icigeejUN

い豊ぎ6〔生き肝〕　namazimu

い竃ぐるしい〔息苦しい〕　？ie圭zirasatsr

い豊ごみ〔意気込み〕／～がよいことci－

　hwee
い豊すぎ〔行き過ぎ〕　？ieisizi

いきすぎる〔行き過ぎる）　？ic玲i頭5UN

いきずり〔行きずり〕？icisiri／～の？iciyqi・・

　jm’u

いきちがい〔行き違い｝？ieeee圭zee

いきづまる〔行きづまる〕

いきとどくこ行きとどく〕

いきどまり〔行きどまり〕

いきなり　→きゆ5に

いき賢き〔息ぬき〕

いきのこる〔生き残る〕

　nukujuN
い窪む？圭㈱nUN，

いき愚の〔生きもの〕

し、豊rよ　う　〔遺業〕　　　，jミユ9圭ri

イギリス

し、きりょう〔生霊〕

い叢る〔生きる〕

　？ieiQeu

gici？atajuN

？icita3’uN

gici？atai

？iicigeei

　　　？icinul〈ujuN，　sini一

一？ieaNpai

　？圭cimUN

？iNC呈rii，　？iNZ呈ri呈

　　　　　　？icimabui，　？icizama

　　　　　？ieiCUN／生きている人

　　　　　　　　　？裂1eN亭eeN，

　　　先？ikusaei，→？a眺uka七a／

　　　　　　　　　　　くい？ic呈gatanasaN／行き

　　　　　　　　　　　　　　　　行ったり帰ったり

　一“tUNmudujaa／行ってしまうC鍍？iCUN，

いく〔幾〕　？量ku－　　　　　　　Lkee？iCUN

い嚢和かれ〔生き別れ〕

い豊冷たる〔行き渡る〕

し、　く　 〔行　く　〕　　　？iCUN，

　（敬語）？imeN＄eeN，

　meNseeN，

　tL．

　k級瞬i／行きに

　着　く　房至　　　｛｝ieikuci／

？ieiwakari

tUUjUN

一？aQcuN，　euuN，

　meeN，　moojuN，

　　　？ueeeimiseeNf

　　　　　　　　～宋’5u一
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いじ

いくかい〔幾時〕　→なんど

いくさ〔戦〕　？ikusa，一〉たたかい

いくさぶ激〔いくさ船〕　？1kusabuni

いくじ〔意気地〕？iziri／～がないbi七araa－

　sjaN，　→㌔、く　じなミノ

いくじなし〔意気地無し］　bitataimuN，　da－

　1’uu，→いくじ，だじゃく／～の子」〉？a－

　」‘aa？uujaa，　？aNmaa？uujaa

し、　く　つ〔幾つ〕　　　？ikuqi

いくに＄［幾濱〕

いくにん〔立入〕

いくばん〔幾晩〕

いくひろ〔幾尋］

t、くまフわり〔幾園り〕

いくら　㈱hw玉，　caQsa／～でも

　e．aQsaNkaQ．：．aN

いけ〔池〕　？ici，　kumui／～の端kUmuibata

いけいれん〔胃けいれん〕　kamici，→kamL

　rari3UN／～の持病のある考k臨mir3ri3aa
し、1ナカ｛き〔生：け垣〕．→kaci

いけどり［生けどり〕　？icid樋

いけばな〔盤三け～芭〕　？icibana

いけ・る〔生ける〕　？ic寿UN

いげん〔威厳〕　kwahwii／　～のあるさま

　kwaNkwaN，一一）｝おもおもしい

いけんする〔意見する〕→？iciN，　soodaN

いご〔以後〕　？igu

→なんにち

一〉なんにん

？ikujuru

？ikuhwi撒

　　？il〈umaai，？ikumigui

　　　　　　　　　caQsaN，

いこい〔憩い〕　→きゆ5そく

いこう雨露〕hwikari，？uhwika1’i

いこう〔衣桁〕　？iikaa

いこう〔憩う〕　→やすむ

いここ＄〔居ごこち〕　，iigukuci

いこつ〔遣骨〕　kugi

いざ

いさい〔i委細〕

いさかい

　い

いざこざ

dikajo，　dii，→さあ／～いざdlkadil〈a

　　　　　？i弓ee，→しょうさい

　　mUNdOo，　naNZUU→いいあらそ

　　　　　　mUNdoohwiNdoo，→もんちゃく

いさみたつ〔勇み立つ〕？isamitaCUN

い寄める　→？iciN，ちゅうこく

いさり〔漁〕　？i多ai

いさりび〔漁火〕？纏aibii

いさん〔遺産〕，ju多鱒

いし〔石〕？isi／～のある小坂？isikubiri／

．～ ﾌ一種maa？isjaa／～の舗道？isimicY

　～の門？isikabuizoo，？isizoo

いじこ意地〕？izi，→かたいじ／～がわるい

　→いじわる／～ですること→siiganee，

　si槍aneesii／～のある者？izaa，？iziZUU，

　？iziZUUMUN／～を張iる着geaZuu

いしうす〔石臼｝　？王si？uu＄i

いしがき［石垣〕　？isigaci

いしがこい〔石囲い〕　？isigakui

いしがっせん〔石合戦〕　milmaaraakuu

いしきりば〔石切揚〕／～の穴？isi？bna

いしく同工〕？lsl多eeku，？islzeekuu

いしころみち〔石ころ道〕？isikakaraamici

いしだん〔石段〕　？isikizai

し・しどうろう〔石燈籠〕　？isiduuruu

いしなご　？islnagUU

いしばい〔石灰〕　？isibee，　sirahwee

し、し1まし〔石橋｝　　？isibas圭

いしぼとけ〔石仏〕　？isibutu1｛i

いじめる　mirniZuN，　siglkijuN／いじめて

　拭い出す？ibiri？NzasjUN

いしゃ〔石屋〕？isigeeku，？isigeekUU，

いしゃ〔医者〕？is3a

いしゅ〔意趣〕　？isju

いしゅうするこ甥集する〕guzurnujUN，→

　あつまる，たかる

いしよう〔衣裳3c童Ncihwada，？isjoo，（敬

　語）？wiisjOO，一→きもの

いeよう〔異状〕（体の～）sawai

いごよう〔以上〕？w｝i

いしょうばこ〔衣裳箱〕kee，（敬語）’Ncee

いじる　mutabUN，→さわる／いじりまわ

　すさまmutaaNhwltaaN
いじわる〔意地悪〕　’janasimuci，一＞ku

　NZOO／意地悪く邪魔する者？akU田＆hu－

kurugi／～なことを言うさまmiinuciha一
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し・じ

　nanuci／～な女gizaa／～者2akuma，

　ku翼zoomUN

いじん〔偉人〕QcngawaiimUN，　SUgU「iNCU

いす〔椅子〕　’ii

いずみ〔泉〕　？iza璃，waku

いず痴．り〔居すわり〕sieitaku，→いつく

9・tr　t・〔威勢〕？isii／～をつけるgaajUN

いぜん〔以削hweeku，　kUNnagee，→ま

　え／～から→hweek㍊，まえまえ

9・そt・そ？iQsuil〈aQsui

いそがしい〔忙しい〕？iCURasaN，→たぼう，

いそ績急ぎ〕？isuzi，　tadeema　しせわし“

ひそぐξ急ぐ〕？awatijUN，？iSUZUN／急い

　で→SO◎SOO／いそがせる→せきたてる

いた〔板］　？圭㈱，？ita／～のふすま（引戸）

　nakabasiru

いたい〔卜い〕’janUN，→？a．Qgaa，？aQkaa

いたいたしい〔痛燕しい〕　？ieasaN

いたきれ〔板切れ〕？icaziri

いた罐〔板敷き〕？圭㈱dataN，　karajuka

いたずら　bi（埠ee，　gaNmari，？itazira，

　一mutaaN，’waeaku，→七iigoo，　tiimu一

　も段aN，　tiinugaNmari，鍼NC＆撚a／～した

　りからカ、つたりするこ．と　biQ瞳eekarakee／

～する伽ee趣X，’wacakujUN／～っ子
　，j跳RaWarabi，　tiNeam8＆

いただ唐愚の〔いただき物〕？utabimisee－

　mUN，→もらいもの
も、たプ……　〈　　　 茎（amijUN，　　亭idijUN，　一一〉尋まし、　り　

ょ

　　5，もらう

いたの寂〔板の間3　k＆raj認a，→いたじき

いたべい〔板塀〕hwiigaei

いたまえ〔板野〕　hOOCUU

いたみこ痛み〕→？ucijaN

いたむ〔蒲む］　？itanUN，，janUN，→kam圭一
　　　コ　サ　　　　　　　　　　　ヒ

　．rar13UN／ひりひり～hwiiraCUN／～さ

　まhwis三hWisi
いためる膀署める〕　，jamεしs卸ユ翼

いためる〔弘める〕　？iriCUN，　tasijUN／い

　ため御飯tasijaa？ubUN
い＄〔1。一〕　？ici，もiigi，　eu一／～の糸，uu一

　多圭ru

いち〔市｝　maci／～で一番立派な贔maci－

　gasira／～のある燐（市揚）maeinumee／

　～か．らの帰りmacimudui／～の使用料

　maaeiganee／～の掃除maciSQozi／～の掃

　七人maeisoozii／～のそばmaeibata
し、蓼し、＄　　　？圭ci？量ci

いSがつ〔1月〕？icigwagi，　sjoogwagi

いちげき〔一撃〕　cub鼠cl．

い＄こ〔市子〕　，juta

い雪ご〔一期〕　？icigu，→いっしょうがい

い＄ご〔苺〕　？呈cubi／～の一種，jama？iCU一一

　bi，　taka？ieubi

い＄こう〔1創？icig・・　　「nakam’ui

い＄こう蜜す〔1合耕〕　？icigoonakamui，

．い雲1ぎ〔一遍〕

い＄じ〔一字〕

い＄じ〔nd箏〕

い＄む［一一・ee〕

　tanuhaNsi，→haNsi／～のよう

C就abuk囎asja

いち諾柳ん〔一巡〕　cumigui，→ひとまわり

い＄ぜん〔一丁〕　hUNpaN

い雪ぞく〔一族〕　→いちもん

い8だい［一一A代〕？icidee

いちだい9〔一大事〕？ieidaNnakutu，？ici－

　deezi，？ieideNnaku七u，？icikuuweekutu

い雪だん〔一陣〕　→滋｝移u．．

い害だん〔一段］／～と？icidaNtu，→いつ

　そう／～とよいこと？ieidaNnakutu

い＄だんらくこ一段落〕　katamadooci

い＄．ど〔1度〕　？ieidu，→どうじ

い当に密〔1臼〕　hwi（≧cii，？1cinie圭／～お

　き　hwiQeiigusii／　～がかりの畑鼠窮

　hwiQciibaruu／～がかりの佳事hw圭Qcii－

　sik：uci

い郵こ窃じゅう〔一画中〕hw三zuu，→hwi一
　　　や　の　　コ　　　　　　　リ　や　QCIIjUQCII，．しゅうじつ

い＄に嵐ん〔1，2年〕　cututatu

CU多＆a

euzii

eukutu

→しばらく／～しのぎ？icu一一

　　　　　　　　　　　　　こび？i一
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いつ

いちにんまえ［一一一人蔚〕　？ieiniNmee

し、宅5ぬん〔1年〕　　cutu，？iciniN／～おき　CU－

　tugusi／～目の誕生1日taNka3

いお激んじゅう〔1年中〕　niNzuu

いちば〔市揚〕　→いち

いちばん〔一番〕？icihaN，？iQciN，　MUQtUN

い＄ばんざしき〔一番座敷〕　？uhu？u4a

い1ちばんどり〔一番鶏3　？icibaNdui

いちぶん〔一分〕　？ic2bUN

い＄まい〔一枚〕　？icimee，→euch’i／～着た

　きりであること　？ielmeemaaminukaa／

　～しかない着物をきちんと着ること？ici一一

　meehwiQpai
い＄まん〔1万〕　？icimaN

い＄まんがん〔1万貫〕（銭）？icimaNgwaN

いちSくさん｛一一一一　N散〕　？i（≧saN，？IQsa－

　Nbaaee，　kusuciribai

い＄屯ん〔一一門〕CU施ruka，　cutaruki，？i－

　cimuN，　muNcuu，　一一一e－muti，　’NeaNtiigi，

　？weekaharoozi／～で行な5清明i祭？ici－

　MUN？usiiMii／～の集会→しんぞくかい

　ぎ／～の墓mUNcuubaka
い密もんめ〔1匁〕？iciMUNMi

い＄や〔一夜〕　eujuru

いおやつくさまtaQkwaimUQkwai，　taQgi－

　kaimuQgikai

い害まう〔胃腸〕→hwii／～が弱いhwii一

いちょう〔銀杏3haberubaa　　LjoosaN
し、＄り〔1塞匡〕　　？iciri

し、＄りっか〔1塁塚〕　？圭ciri4ika，→giNmaa一

し、＄りん〔1厘3　9UNzuu　　　　　　　Lsaa

いちりんせん〔1厘：銭〕　miihugaa，→？aka－

　zinaa，　kurukanii，　sj’oozinaa，　sjooziN

い叡匿い〔一礼〕？lcirii

いち冷〔1：羽〕cuhwani
し、つ〔イ肖1時〕　　？量gi，　　canutuei／　～カ、　？igika／

　～ごろ？igiguru／rもcaa，→しじゅ5，

　にちや，ふだん／～も…する→？aQCUN

いつ〔五〕？igi一

し、つカ、〔五　 日〕　　　gunici

いっか［一家〕　cinee，　cueinee，　CU5aa／～中
　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　CIIleeZUU，　CU3我al】LIN多U

し、っカ、〔一荷〕　　　euk二at乏し室11i

いっかい〔1圓〕cukeeN，？icinukezi

いっかしょ〔1箇所〕　cutuk窺ma，　cutukuru

いっかぞく〔一家族〕　→いっか．

いっかん〔1貫〕（銭）？iqkwaN

いっきょく〔1曲〕　cuhusi

いっきん〔1斤〕

し、つく〔居付く〕

いっけん〔1軒〕

いっこく〔一国〕

いっさい〔一切〕

　ら

　簸eeNmUN

？iQciN　　　　　rすわり

，iiciCUN，　，jaa多ieUN，　　一一〉㌔、

　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　ゆ　　ロ

CUJa批，　→mUCICIrlja翫

cukuni

？iQsai，　mazir圭，→のこ

ず／～合切？arukash”uk翫，？arumuN一

いっさくさく激んこ一曄昨隼〕’jutu

し、っさくじつ〔一昨日〕　→おとと1，　N

いっ寄くぬん〔一昨年〕　，NC疑

いっさくばん〔一昨娩〕　cinuunujuru

いっしき〔一一式〕　cukusai

いっしゃく〔1尺〕？毅sj乱ku，→siQkaku

いっしゃく〔1勺〕？iQsjaku

いっしmpうこ一周〕　cumigui，→ひとまわり

いっしゅうき〔一周忌〕’inul／～と3隼忌

　’waka？usjuukoo

し、っしょ〔一．緒］　cukusai，？呈（≧t三N，　mama，

　maZUN，　maZUUN，→ぐるみ，・もろとも／

　～くた？usjaamaatuu／～にmaaZUN，
　maZUUN，　sur託▽～にする？usaasjUN，．

　？usjaa事UN／～になる？usaεしjUN・？U－

　sjaa3uN
いっしょう〔1升〕？1Qsju，→cuwak窃si／

　～だきの鍋？i（lsjudaci／～はいるとつく

　りcuwakasjaa　　　　　「→いちご
いっしl　S．うがい〔一生涯〕．？icimitutuum呈，

いっしょうけんめい〔一生懸命〕　→いのちが

　け

い．っL、ようびん〔1チf瓶〕　cuwakasjaa

し、つしょうます〔1ヲ十指〕　coobaN

いっしょく〔1食：〕　coosii，　hUNpaN／～の
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いつ

　まかないhUNpaN多il〈anee

いっ9〔逸す〕一hazakijUN，一hazikijuN，→

いっすん〔1寸］　？iQ＄iN　　　　　しのがす

いっせん〔1銭〕　91uhja段ku／～1厘gu－

　1“’aakuguNZuu／～2，厘　mukumui，　du（≧一

　peku，　ruQpelcu，　ruQpjaku／　一v3　pt．　duQ－

　pekugUNzuu，　ru（≧pjakuguNzuu／～4厘

　nanakumui／～5厘RanakumuiguN－
　zuu／～6厘’jakumuY～7厘’3akuma一
　量9UNzuu／～8月回kukun“k服mui／～9厘

　kukunukumuiguNzuu
いっそ　tutlN，→むしろ

し、っそう〔1艘］　？i（）suu

いっそう〔一層〕’juku，’jukUN，一→いちだ

　んと，さらに

いっそん［1村〕　cumura

いったん〔1反〕　？iQtaN，一＞nanahWiru，

　nanahwiruNnaakayi
いっちょうら〔一張羅］→？ic呈獄eehw掩p砥

いつつ［五つ〕？i¢igi　　しきたきりすずめ

t、つつし、〔1対〕　　　？iQ9圭i

も、つづ｛s〔居続をナ〕　多uriRujaagumai

いつづける〔居統ける〕　→kumajUN，いり

いってξ一手〕　cu七i　しびたる，り磯5れん

いつでき〔一滴〕　eutai

いっでつ奄の〔一一者〕　一〉がんこ屯の

いっでんばり〔一点張り〕→曝uku，いっぺ

　んとう／～の者→一gukuu

も、つと〔1斗〕　？iQtu

いっとう〔一刀〕cukatana

いっぼこ1羽〕euhwani

いっぱい〔一杯〕m1i，　m掩Cakaa塒ziNbai，

　giNbai，　zisaQtu，　zuNbai，　一eucawaN，

　cumakai，　cusakazicl，　cutaag’U，たくさ

　ん，みだ配す，みちる／～ないこと，」◎ON厩／

　～のお茶→t三三gizaa／～の褐1物ziNbainii

いっぱいきげん〔一一杯機嫌〕　saahuuhuu

いっぱんに〔一般に〕　namiti，→ふつう

いつび嚢〔1匹〕　？i（lpici／布～澄圭taN9圭斑一

　gi

1いつびつ〔一筆〕　euhudi

　いっぴょう〔1俵］？iQpjuu

　いっぴん〔一晶〕　cusina

　いっぺんとう〔一辺倒〕　→いってんばり／～

　　　となるhWiQkataNCUN

　し・つ1ま〔1歩〕cuhwiSja

　いっぽう〔一・方〕　¢ukata，→かたほう／～

　　　に偏すること？iQPOONkee

　いっぼん〔1塞3　cumutu，？iQPUN

　いっ1まんまつ〔一：本松〕　？iQPUNmaag1

　いづらい£居づらい〕　duumucigurisaN

　いつわり〔偽り〕？i¢iw砥→弓そ

　いでたち？Nzitaei

　いでん〔遣伝〕　’ju参ri

　いと〔糸］？iiCUU／～の一種→hutagU

　いど〔丼荊kaa，　kawa，一＞tamami4i／

　　　～さらえkaasauree／～の一種giigaa，

　　　hwiizaagaa，　1〈urumagaa，　niibugaa

いとう〔厭う〕　？itujUN，一→いやがる，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きら

し、と　 き　り　歪ま〔糸切趨〕　　　ciiba　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lう

いとぐるま〔糸車］　’jaama

いとこ〔従兄弟・従姉妹］　？icuku

いとこお環従兄弟小父〕　？icul〈uuzasaa

いとこおぽ〔従釣船小母3？icukuubamaa

いとしご£愛し子〕　→あいじ

いとなみ〔営み］？itunam量

いとまごい蝦乞い〕？itumagwii

いとまん〔曇霞〕（地名）／～の者締maNku一
　　　の
　USJUU
いどみかかる〔挑みかかる〕　s量kakajuN

いとやな響〔糸tw9］　？鶏ujaれazi

し、ないいないばあ　toerUW段a，→tooru

いなおる〔居酒る〕　，iinoo5騰N

いなかこ鐙舎〕？inaka／都に

　？泌εLka／～こ

　ち？inakasudaci

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近い～cika一

　　　　　　　　　　と（X？量nakakutuba／～育

　　　　　　　　　　　　／～の入？inakaNcu／

　～風？inakahuuzi／～躍り？inal｛amaai

いなか竜の旧舎葡　？inakaa

いなご〔翻？Nnaguraa多ee，　see

いなず蜜〔稲劃hu面
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いや

いなびかり〔稲光り〕hudii

いなむら〔稲叢〕maziN，？N掘maziN

いda〔犬〕？IN，（小児語）eiicaa，’waN－

　waN，，wauwauu／～と猫？iNmajaa，

　？三Nnla3μ／～の長鳴きもacinaei／～の鳴

　き声，wauwau／～をなだめる声→？wee－

　ka？weeka／～を呼ぶ声C1ieaaciicaa

い轟〔戌〕　？iN

い轟びえ（植物名）

い臆まぎ（植物名）

　baaja

い激〔稲］　？N璃

斑iNbutuk呈i

eaagi／～の柱caagi一

　　　　　　　　　　　　一一一＞siracani／～の種まき

taNtui／～の贔種の名koozaa，　ku魔。段一

　nll　…＞Slraca】黛工

いねかり〔稲Sl］り］　？Nnikai

い嵐むり〔居眠り〕’三iniibui，→うたたね

い漁ん〔遺念〕　？iniN

いのあし（織機県名）？ijanUQkwa

いのしし［猪〕　，門川asisi，→？a（≧pajamasi－

　si／～の肉’jama？aQtami，’3蹴as呈si

いのしし竜どき（料理名）．？1namuduci

いの＄〔命〕　？無uci，　nUC呈，→m．umuci／

　～が縮まる→nuc珍iru／～の緒nuci7yi一一

　ru／～の恩nucinUUN／～の恩人nuci一一

　nu？uja／～の藥nucigusui／～の洗濯

　nueinStsiN七aku／～を救うことnucida一

　亭iki

いの＄がけ〔命がげ〕nucikaziri，　nucitu一

　｝〈akugaa／．～でかかるhatijUN／～の鋤

　きnuciciribatarac呈／～の仕事n“c類i七i－

　wa7”a　rnucisit・aa，　nuei＄itirnuN

いのちしらず〔命知らず〕　hatil，　hatimUN，

いの＄びろい〔命拾い〕→nuc壇ahuu，　nu－

　cinuhUU／～の祝いnucinugusjuuzi

いのつめ（織機具名）？ijaRUQkwa

いの蜜霊〔意のまま〕吟おもいどおり／～に

　する一一＞marumijUN

いの馨〔祈る〕　？ipujUN，→おいのり，お

　がむノ～時の声？aatootu，　tootu，？UU－

　toO雛

いはも・〔位牌〕？ihwee，？iikwee，　diiziN，

　riiziN，（敬i語）　？α？i撫wee，　guriiziN，

　→tootoomee／～の一種siru？i圭hwee

いばしょ〔居揚所〕　，uizu

し、‘まら〔茨〕　　　saしrakεしci　「9εしaimUN，　？ibajaa

いばるこ威張る〕？ibajUN／い｛まっている者

いびき　／～をかく→hUCUN

いふきょうだい［異父兄弟3？iceecoodee

いぶすき〔指宿〕　（地名）？ibusuci

いぼ　kugubi，　bu（ltuu，→うおのめ／～い

　ぼbUQtuuhwi（≧tuu

いま〔今・〕　nama／～ごろ1〈unija，　narna－

　guru，　namazibUN／～にnama

いま〔居間〕nakamee，　simee3a

いまいましそう　／～にすることb掩SUU／

　～な口つきb掩suuguci

いましがた　na斑agata，　namasaci，→さ

　つき

いましめ〔戒め〕　？imasimi，→くんかい

い蜜だに〔未だに〕　namadii，袖まだ

いみ〔意味〕cimuee，？imi，’waciee，’wa－

　ki，　’wakiee

も、み〔忌：｝　　？imi

し、みあけ〔忌み目月け〕　？圭mi？aki

い駁芋〕→各無題の名を見よ

い屯うと〔妹｝　，winagU？UQtUS　→？um圭一

　na2，　？umiQtu，　？umiQtuu，　？aQtu，　？u一一

　（≧tUlユnεし呈，　，ミュnai

い恥じ．よう＄ゆう〔いも焼謝〕　？Nmu4aki

い奄の〔鋳物〕　？iMUN

い奄夢sjoOZ油a3aa，　sjoozim双j路

いや〔否。嫌〕　，Nba，’NNba，，NNpa，｝ξpa，

　一Npaa，一＞bee，　beeru，　L・U・，Z／～という

　ほど，Nzadi／～なうjumu一，3u爵，→，ja－

　aaヲ～な声’janagwii／～な叫び声’ja－

　na？abii／～なにおいがする’jUNgusa－

　saN／～な人閻’janagataa／～な罠’ja－

　namii／～なやつ’janamUN／～に強情．

　なこと（～に強情なもの）’janasiQpa／

　～になるni盛3UN’
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いや

いやいやながら　→’NpaaNpaa／～するこ

　　と　？aeihatisii，　sararaNsii／～の仕事

　　？aeihatisigutu

し・やがらせ　→siiga烈ee　siiganeesii

し、や揮る〔嫌がる〕　nisabujUN，→いとう，

　　きらう／　～こと　’Nba，　，NNba，　，NNI｝亀

　　’Npa，　一Npaa？　’NpaaNpaa

いやがるξ居やがる〕　，isil〈ajuN

いやしい〔卑・しい〕　kaziraasjaN，　zibita，

　→げひん，ひわい／～職業，janawaga

いやはやsaQ£imu，　saQtimusaQtimu

いやらしい　hagoosaN／　～者ぬ＆go◎maN

いらいら？asigacin。01’至，　sikasika，→い

　　らだっ，じれったい

いらか〔鶴〕　？hrica，一一ヶかわら

いらだ窃ch11双？asigae2

いらだつ　？asigaeUN，→いらいら

いらっしゃる？imeeN，？ime醇eeN，　me－

　NseeN，　？meN￥eeN，　？UceeimiseeN，　？u

　ceeNseeN／～こと？imee，　mee

いりあいξ入穣〕？iriee／～の鐘1｛uzimi

いりこむ〔入り込む〕hweeriNCuN，　sici－

　1〈unuN

いりどうふ〔妙り豆腐〕　toohu？ir｛ci

いりびたる〔入りびたる〕hwirikumajuN，

　hwh’ikuRuN，　ejaati　sjUN，→いつづける

いりふ融〔入船〕．？iTihuni．

いりふ激1まつけ〔入船祝〕．？irihani？uiwee

し、　り　むこ　 〔入婿〕　　　？irimuuku，　？irimuukuu，

　→ようし

いりめ〔入蟹〕　gikuri，？irimi，　munu？iri－

　mi，一一ししゅつ，しゅっぴ，ひょう

いりよう〔入用〕　？量rijuu，→ひつよう

いる〔居る〕’UN，（敬語）‘？imeNseeN，

　meeN，　meNseeN，　？meN￥eeN，　？ueeei－

　Mi亭eeN／居合わせること，iiee

いる〔入る〕　？ij　ZIN

いる〔要る〕　？慧UN

いる〔妙る〕　？詮量CUN

いる〔躬る〕　？薙UN
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いるい亡衣類3eiNcihwada，　ciNcirukaa，

　　cir．umUN，？isjoocihwada，→きもの

いるか〔海豚〕　hwiitu

い翫かえる〔入れかえる〕？irikeejuN／～

　　さまtatikee？irikee

いれがみ［入れ髪〕　？irigaN，→かもじ

い翫か経る［入れ代わる〕？irieigaajuN

いれこ〔入れ子〕　？ixiku

いれずみ〔入れ墨〕haz　’；　ci

い乳め〔入れ目〕　→ぎがん

いれ亀の〔入れもの］　？irimUN

い麗る〔入れる〕　？泌jUN／いれたまま　？i一“

　τ圭もaki三

いろ〔魯〕？iru／～が美しい？iruzurasaN／

　　～つやが出るhaneeCUN／～の黒い人

　→「jaci？usi／～を失う→？irusjumoosju，

　？圭rUSOO茎〕ご｝00SOO

いろ〔情婦〕→じょ5ふ

いろあげ〔色あげ〕．？irunoosi／～をする

　hweesjuN
いろいろ　？iru？iru，？irukagi，→さまざま

　／～な？iruNna／～やってみることsijoO一
　　　　の
　mUJOO
し、ろう〔慰労〕　kutaNd・inoosi

いろ．か〔色香〕　？iruka

いろごのみ〔猛好み〕　？iru寡ci

いろどり〔色どり〕　？irudui，→はいしょく

いろわけ〔色分け〕？iruwak｛，→くべつ

い冷こ岩〕？圭wa，　sii，→おお㌔・わ

いわい〔祝い］　一テおいわい

い冷し〔鰯〕miZUN

し遡れ？iw＆ri，→わ凹

いん〔印〕　haN，？まN，→？iibibaN，，jama－

　s～iN，　zigi？iN

いんがξ因果3　？iNgwa

いんきょ〔隠居〕　？iNCU

いんけい〔陰茎〕　mara，　SOO，　tani，（小児語）

　　CUUCUU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「k媒エnaa㎜i

いんげんまめ隠元豆〕　？iNziNmaarni，？u一

いんせき〔姻戚〕gweesici，　tuzikata，’wi一一



うさ

　nagunukata，　→，iNbie勾　さと；がた，　は

　はかた

インド〔印度〕　→tiNZ量kU

いんどうそう〔引導僧〕tiihwicib◎ozi

いんとく〔陰徳〕？iNtuku

いんのう〔陰嚢〕　hUgui

いんぶ〔険部］　hazi，　mee，　hOO

いん屯う〔陰毛］　kuugi　　　　rnUNrnigi

いんりょうすい〔飲料水〕　nu　nimizi，

いんPtき〔陰暦〕？ucinaagujumi

隔
つ

う〔卯〕　？uu

ういきょう（植物名）？wiicoo　rgiNgwa

ういご〔初子〕　？wiiNgwa，？wi圭Ngwa｝lwa一

ういろう奄ち〔外郎餅〕　？u鋤◎omUC圭

ううん，NNNN
うえ〔上〕　？w鶏一〉かみ／～の段？wiidaN／

　～の方？waara，？wiimuも圭，→？wiikata／

　～を下への大騒ぎ　→？urijookurijOO／

　～を向いている考？ucagaa，？acagee

うえ〔飢え〕　，uga擁，→，jaasaN／～の苦し

　g　’jaasal〈arisja

うえきばち〔櫨フ｝（鉢〕　hanabaaci

うえした〔上下〕？wiisica，→じょうげ

うえ　 じ藍二〔飲え死荏こ〕　　　，」2Lasazini

うえ｛まうそう〔植庖癒〕　zitoo

うえる麺櫨える〕　？wiijUN

うえる麺飲える〕　，ugarijuN，一》，jaasaN，は

　らノ飢えた者，ugarimuN

うお〔魚］一Dさかな

うおいちば〔魚布翻　？ijumaci

うおうさおう〔右往左往〕　tioosaOO

うおのめ〔魚の昌〕？ijunum呈i

うか、カ｛う〔伺う〕　　，jusirijUN，？ukagajuN

うかされる〔浮かされる〕　？ukas蹴・難㍑N

うかぶ〔浮かぶ〕→うく

うかべる〔浮かべる〕？ukabijuN，？uki3UN

うき〔浮き〕　？uki

うきあがる〔浮き上る］？ueagajUN

うきうきする〔浮き浮きする〕？ukasarijuN

うきぐさ山草〕？ueigusa
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うきたrつ〔浮きたつ〕　？ucitaCUN

うきな〔浮名〕　？ucina

うきよ〔浮世〕？UC圭ju，→げんだい，このよ

うく〔浮く〕？UCUN，？ugoori3UN，？ukabu－

　N／浮いて鷹がるtanabiCUN

うぐいす〔鶯〕？uguigi，→COQCONgwaa／

　～の鳴き声huuhuiCOO，　huuhwiQCOO

うけい攣る〔受け入れる］tui？ukijUN

うけおいしごと〔請け負い仕事〕？ukisikuci

うけおう〔請け負う〕　「～ukijUN

うけこ1たえ〔受け答え〕？ukihwiNtoo，？i－

　eaihaNeai，　？ukihaNsi

うけたま飛》Q〔承る〕　，ugaNeu】tlijUN

うけとめる〔受け1ヒめる〕　？ukitumijuN

うけとり〔受け．取り〕　？ukidui

うけとりにんばらい〔受取人払い〕mul｛Oo－

　ioaree

うけとる〔受け取る〕．？ul｛itujUN

うけ奄ち〔受け持ち〕　？ukimuci

う【ナ＝あっ〔受け持つ〕　？ul｛irnueUN

うける〔受ける〕　？ukijuN，→1（obmujUN，

　（敬語）→？uuk圭

うご〔雨後〕？amikuinu？atu

うごく〔動く〕？NZUCUN，？wiiCUN，→？a－

　QeUN，　kugeejUN／～こと→kugee，　ku－

　geei／動き回るとと　？Nzucaaha（ltai，

　？Nzueihai　rdui
うこつけし・〔鳥骨鶏〕　hukugaa，　hul｛ugaa一

うこん（槽物名）　？ueiN

うさぎ〔兎〕？usazi



うさ

うさん〔胡散〕？usaN，→ふしん（不審）

うし〔牛〕？ロs童，（小児語）搬oomo◎，？uu－

　sii搬00顯00／～の鳴き声　，NmoO／突く

　くせのある～kamijaa？usi

うし〔丑〕？usi

うじ〔氏〕？uzi

う　 じ〔蛆〕　　　？u呂i

うし幽冷麺〔牛合わせ〕？us量？aasi／tyする揚

　燐，→とうぎゅうじょう

うしお〔潮〕sju臓，　sjuutaci，？usju．

うLfUt、〔牛買L、〕　　？usibakujoo

うしごや〔隼小道〕？usinujaa

うしとら〔丑寅，艮〕？usitura　　　rdi重

うしなう〔失う）？usinajUN／～こと→一ma一

うeやうじゃgwasagwasa，　muzarakwa－

　2＆ra，　MUZIユ！惣ユMlユ忽urlユ

うしろ〔後〕kusi，　kusj総，　sirii，→あと／

　～へさがるさま　？atunainai

うしろ画し〔後足〕　？＆も疑bisja

うレちずがた〔後姿〕？tisiruhuuzi

う　しろだて〔後楯］　（敬語）　　猟ik縫siゴ＆ci

うしろ管〔後手〕　／～に．しばる　→t銭

うす〔臼〕？“U鋼→きうす，つきうす，ひき

　5す／～の目立てをする考　？uurli？arasjaa

う蜜轟か軽〔薄明り〕　→はくめい

参す玉野〔薄味〕？鼠hw曙uci

うすも・〔薄い〕？ahwasaN，？aQsaN，？asa一一

saN，　hwiQsaN，　hwisisaN，　？uijisaN／

～布地一一“hwi￥ibataa／～もの　hw癖i／

薄物を通して見える物のかげ　hwi￥ikaa－

gaa／薄くなる　hwisijUN，一一〉？ahwa－

geejuN，　？ahwageerijuN

う「響鴫9s〔雨水〕　　　？更ユ寧ii

うすう9〔薄薄〕　？usu？USUe→かすか

うずうずmuzuraugu
うサgたない〔薄ぎたない〕　　　　　　　　　　　　　　　　　miizitanasaN，

saahagoosaN／薄ぎたなくなる　’wiNea－

juN

うすi垂みが冷るい〔5す気味が悪い〕’joo？u・・

　sumasjaN，　saahagoosaN，→きみがわる

　い己

うすぐらし、〔薄曇い〕　？usuguraSaN，一＞ei・・

　mugurasaN／薄暗くなるkuragOOTijuN

うすべり？usimaci

うず雲産はなび〔うず巻き花火〕　gaNSIna－

gwaahjoocaku

うず露鋒〔埋まる〕　？U興搬ujUN，・→弓ずも

　れる

うずみび〔うずみ火］？ugUNbii

うずめ番〔埋める〕　？NbeejUN，？u興nUN

うず奄勲』蚤〔埋もれる〕　？u多u瓢鷺yijUN，→う

　ずまる

参蜜よご議する〔薄よごれする〕

うずら〔鶉〕　？uzira

うすらさむい〔うすら寒い〕

うす1》らい〔薄笑い〕

eree　　　　　　　　　　rり，

うそ〔蜘’juk建si，

う篭rつ奮　　，jukusimuniisjaa，

うた〔歌〕

　璽aki／～のうまい者

味線？atasaNsiN／

　ど

　cidur2b“si，　ha？uta，

　？uta，　？iciNku5uc1，　？imahut・，

　huubusi，　kuduci，

　川sim＆k犠duci

　ei？uta，　muc1gi

　nakagu4ikuhaNtameebusi，
　nubuikudue．i，

　mujaa？uta，

　daei，　tabikudnei

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’wiNea－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tjUN

　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤biis＆N

　　　　　　　　　　　　　　namawaree，　？usuwa一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおうそ

　　　　　　　　　　　　　ejukusimunii，→いつわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一hjaku？ieii

　　　　　　　？uta／～で識刺すること　？uta一

　　　　　　　　　　　　　　　　？utaguel／～や三

　　　　　　　　　　　　　　　詩歌。音虚の名な

　　　　？aj＆9磁，　giz・＆箆圭，　guziNhuu，　ha搬εい

　　　　　　　　　　　　　　　　hwa？uta，　hweei－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kazadi一一

　　　　　　　　　　　　　　k縁N「zaNS我b＆kui，　k鷺一

　　　　　　　　　　　，　kutibusi，　kweena，　mi－

　　　　　　muc1gicaa？uta，　naga？ihjabusi，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nakahuu，

　　　　　　　　　　　Qkwam“eaabusi，　Qkwa－

　　　　　　　　　　mici？uta，　ruuka，　sieiku一

　　　　　　　　　　　　　，　？uhubusi，　？uhugugei－

kugweena，　？umui，　？umuigweena，　？u－

murU，　？uNnabusi，　？uxiziNgweena

うたいて〔歌い手〕？uをasjaa

うたう〔歌う〕　？穏t＆jUN，→？uta
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うな

うたがい〔疑い〕？utagee　　　　　「んぎ

うたがう〔疑う〕？utagajUN，→はんしんは

うたた激〔うたた寝｝tUi’u毛uruuniN年圭，→い

ねむり／～するturumikasji　N

うち［内〕　？ee，　maadu；？uci／～と外？uei一一

　huka

う参あ1ナる〔打ち明ける〕　？uci？akijuN

う客あわせ〔打ち合わせ〕c圭xiee，一iそうだん

う雪あ濡せる〔打ち合わせる〕　？ucaasjUN

うちう＄〔内内］neenee，／～の梱談？ueiSO一一

う8うみ〔内海〕？uci？umi　　　LodaN

う雪かける〔打ち掛ける〕　？u（≧eakijUN

う雪ぎ納気〕／～であるeimu．guusaN／～

　な者cimugUUmuN
う毒藷ん〔内金〕？uciba

う貌臨く〔撃ち抜く〕？irihugasJuN

う＄べんけい〔内弁慶〕　，jaa？lzaa

うちまくる［撃ちまくる］　？捻itubas3UN

う参またこごうやく［内股膏薬｝　giyataacaa

うちみ〔打ち脅〕　？uciei

うち奄奄〔内もも］　？ucimumu

うちわ〔団翻？oozi，？uciwa，？uciwa？O◎zi

う雪冷〔内輪〕　？uciba，’？ueiwaa，一→ないじ

　よう／　～の事？ucigutu

う霊冷た〔打ち綿〕？uelbana，？uciwata

うつ〔打つ〕　？atijUN，　？ueUN，→たたく，

　なぐる

うつ〔討つ〕？ueUN

うつ〔撃つ〕　？ijUN

うっかり　？ukaitu，？ul〈aQtu／～できない

’jOO？usumaSjaN／～者sieasjoonugaa，

　？ukaQtuu，？UQkaa，→そこつ

うつくしい〔美しL・〕　curasaN，？uziraasi一

郎saN，？uziraasjaN，→cura一，きれい／

　～おぐしcura？UNCO◎bV～着物cura－

　ziN／～ものcuraa／～装いcurεしsugai，

（敬語）cura？wiisugai

うっけつ〔選肇盗〕　ciihai，　eiihainiihai

うつし［写し〕hwikee，？ugusi

うつす［移す〕　？ugusjUN，→？utijUN

635

うつす〔写す・映す〕　？ugusjUN

うったえ〔訴え〕　？UQtai，→そしょう

うったえる〔訴える〕？UQteejLIN

うっ客やらか9？ugceerakas3聡N，？UQtee一・

rakasjUN，？UQteerakij’uN／～こと→・

　si七ihoori圭
　，

うっ＄やる　caNnagijUN，？UQcaNgijuN，

→すてる

うって〔討手〕？uq雛

うってかわる〔うって変る〕　？uclkawajUiy

うつぶす’　？u（lgiNCUN　　　　　　　　　環UN1

うつぶせ　？UQciblttuu／～にする？UQgiNki一

うつむく　？UQgiNeUN／～こと？UQgiNtuu／

　5つむいている奢？UQgiNtUU
うつりかフわり〔移り変り〕　　？ug圭rikee圭

うつる〔移る〕　？ugijUN

うつる〔写る。映る〕？ugijUN

うで〔腕〕　？ud圭，→tii，かいな／～の力？U一・

dizikara／～の太い者hw韮zigeerriagii

うでじる〔茄で汁〕　縛ゆでる

うでず屯う〔腕ずもう〕　→？udi

うでっぷし〔腕っぷし〕hwizigee，　hwizi一・

　kee，　tibusi，→わんりょく

うrζな〔台〕　？utina

うで蜜え〔腕前〕　tinami，→さいの5／～が

　上であることt三i？W盤　　　　　　「kwa．

うで憲こ　く　ら〔腕就〕　　　？udimakiユra，？udimEしQ一

うでまくり〔1擁まくり］→？U滋？agisu戯？鼠gi．

うでる〔茄でる〕　→ゆでる

うてん［雨天｝　？utiN，→あめふり

うとうと　turuturu

うどのたいぼく〔うどの大太3bu｝’agee，

　garagwaamagll
うどん　cirimuzi

うなぎ〔鰻｝　？Nnazi

うなさ翫釜　　？Nb呈ijUN，？usaarijUN

うなじ〔項〕　kazi，　kazigaa，　kub至gaa，　→

　？Nnazi，　？usiru

うなだ；乳る｛項垂れる〕　？aQgiNCUN／～こ

　と　？UQgiNtuu



うな

うなる→duunii　　　　　frasju
うに〔雲舟〕gacicaa／～の塩辛ciiruka一一

うtな1ま冠し　duu？agami，　duu？ujamee

う醜ぽ馳る　najagajUN／うぬぼれた者na一

う融め〔采女〕g頗k姻cu　Lj’agaimUN
うのはな〔卵の花〕　toohunukagi

うば〔乳母〕　？aN漁ee，　cii？aN，　ci呈？＆N斑ee，

cii？uja，　一？anaa　rkarakee
うばいあい〔奪いあい〕baakee，→baakee一

う1襲いとる〔奪い取る〕kUNsugujUN，　kUN－

tujUN，？翼b＆三t再膿，？wii？utusjUN，→

　とる

うばう〔奪う〕　boo3図工，？NbajUN，→とる

うぶぎ〔産藩｝　？NbuziN

うぶげ〔毒童毛〕　→hukugii

うぶぞり〔産剃り〕　boo多inadii

うぶた書のい傷い〔産立の祝〕maNsaN

うぶゆ〔産湯〕　？Nbujuu

う譲〔馬〕　？Nma，（il、児語）？Nrna？Nmaa，

　→hai？Nma，　nii？uus＆a，　nu圭？Nmaノ～の

　口にかける袋ziibu／～の鴨き声miiha－

　ha嬬miihaahaa／～の腹欝harabi，　ha－

　rubi

う窪〔午〕？Nma／～の方角？Nmanuhwa
う蜜い　maεしsaN，→baci，　zoozi，：おいし

　い／～ものmaasamUN／うまく行くdika－

s担N，dikijUN／うまく行かない’jaNdi－

　jUN／うまく行くこと　dikasi／　うまくやる

　siinasjUN／うまそうにmaakumaaku

う蜜う蜜と？amakutaraku

うまごや〔馬小屡i〕　？Nma捻uj3a

う蜜のり〔馬乗り〕　matanu量，？．NmaRU圭，

　？Nmanujaa

う窯や〔腰i〕　？Nman犠jaa

うまる〔埋まる〕？UZUMujUN，一一・　5ずもれる

うま翫〔生まれ〕　？Nmari，→すじょ5ノ～が

　高し・　？NmaridakasaN，→saadaka？Nma－

　ri

うま翫か勘る〔生まれ変わる〕　？Nrnarikaa－

jUN

うまれ姦きょう〔生まれ故郷〕　？Nmariku－

COO，一一〉？Nmarizima，こきょう

う蜜撃つ琶〔生まれつき〕？Nmari4ici，→そ

　しつ，てんぶん！～の心？Nmarizimu／

　～の｛生質？N鵜鍛is500sigi

う蜜叡観生まれる〕　？NmarijUN，（敬語）

寧idi画N，→？UQtu／生まれた年？Nma一

　践dus三，　sjoo澁璃（敬語）gu：　jooniN／生

　まれたH　？Nmaribiち→taNkaa

う渉〔海〕　？ミ1面，→加kee，　tunaka，？uutu／

　～の歩いて渡れるところsjuuwatai

うみ〔膿〕？N鵡？UNCU，　sigaziru

うみおとす〔産み落す〕nasi？utusjuN，→

　うむ，しゅっさん，ふんべん

うみかぜ〔海角〕　？umikaz圭

うみが勘〔海亀］　？umigaamii

うみづき〔甘み月〕　nasi4ici，　saN多iei

うみのおや〔産みの親｝　Hasi？uja

うみのこ〔産みの子〕nas三gwa，　nasimUN－

nUQkwa，　S300R客W縫

うみべ〔海辺〕？ttmibata

うみまう〔海松〕？umimaagi

うむ〔産む〕nasjUN，（敬語）→sidasjUN，

　？UQ．tu，しゅっさん，ぶんべん／産み終わ

　るnasi？agajUN／産み育てるtと　nasi－

　sudati／産みふやすことnasihwirugi

うむ〔歪む〕　？NbeejUN，？NnUN／膿んでく

うめ〔梅〕　？Nrni　　しずれる？Nm敷ucu反

うめきごえ〔うめき声〕　／～を発するさま

うめく　→duunii　　　L→duuniikamanii

うめしゅ〔梅酒〕　？Nmigaki

うめぞめ〔梅染〕　？NMi4UMi

う簸たて＄〔埋立地〕　gata

う酬まし〔梅干〕？Nmibusi

うある崇める〕？NbeejUN，？u3unUN

うや震う〔敬う〕？ujamajUN，？usurijUN，

→とうとぶ／～こと？usuri
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うわ

うようよ　gwasagwasa，　mujamuja

うら［pa］　s鋤韮，？ura／～から言5こと？u－

　ranucimunii，　？uranueimunu？ii

うら〔末〕→こずえ

うらう客〔褒打ち〕　？ura？uci／　～する　→

うらお奄て〔裏表〕？ura？umuti　L？ura

うらがえし機返し〕keesimaa，？ura？u－

　m“ti

うらがえす〔嚢返す〕？UQeeesjUN，？ura－

　9eesjUN，→ひっくりかえす／～さま？u－

　QeeehwiQeee

うらがえる〔襲返る〕？UQcee3UN，？uragee一

　麟N，→ひっくりかえる

うらがなしい〔うら悲しい3　cimucaagana－

　saN／～こと？uragirasa

うらぎる〔襲・切る］　？UQceejUN

うらざし壼〔裏座敷〕　？uraga

うらさびしいC5ら寂しい3　cimusikaraa－

　saN，　kuk：utirusaN，→ものさびしい

うらじ〔裏地〕　？urazi

うらど〔裏戸〕subedu

うらない〔占い〕？Ur撒ee，→tuci，　tucitui，

　tuci？ura，えき

うらなり〔宋成り〕simunai，　suuranai

うら慧ら　？urahara，→さかさま

うらべや〔裏部屋〕一＞kuui

うらぼんえ〔孟蘭盆会〕吟ぼん

うらみ［｛・Rみ］　？urami

うらむ〔恨む〕　？uranUN，→niitasaN

う　らめ　ししs〔：恨め　しし、〕　　　niitasaN，　　→rami－

　sja

うら竜ん〔婁門〕（敬語）　？uzoogwaa

うらや康しい　？ureemasaN／5らやましそ

　うに見るrnaNZUN
うり〔瓜〕？ui

うりあげだか〔売り上げ高］？uidaka

うりざka〔瓜実〕　？UNzani

うりさばく〔売りさばく〕　？uisabaeUN

うりふたつ〔瓜二つ］　gixatiigi，→そっくり

うり秀の〔売りもの〕　？uiMUN

うる〔売る〕　？ujUN

うるうづきこ閨月〕　，jUNIic1，？疑r双多ici

うるうどし〔閏年〕　？urudusi

うるおい〔潤い〕　？urii

うるこめ〔糎米〕　一eFうるち

うるさい’janagamasjaN，’jtlNgasirna－

　sjaN，　kasimasjaN，　miNcasaN，　mimi－

gasimasjaN，→さわがしい，やかましい

うるし〔漆〕？urusi

うるし漏り〔漆塗り〕？urusi捻uち一一一“Lしっき

うるしまけ〔漆負け〕？urusimaki

うる害〔測sal｛ugumi，　sakumee
う署rしし、〔憂㌔、〕　　　『～u】cii

うPtいくるしむ〔憂い苦しむ〕　→？ueikuuri－

　sja

う歌・しい〔嬉しい〕　hukurasjaN，？u（2sjaN，

　→？uugutu，たのしい，よろこび／～こと

　悲しいこと　？u（≧s3anag圭kasja／　うれしそ

　うである？UQsjagisaN／　5れしそうなさ

　ま？UQsja？ttQ．gjaa，→きんきじゃくやく

う翫しさ〔嬉し≧き〕　？isjoOS3a，？Urisja，→

　？UQsjahul〈urasja，よろこび

う翫のこり〔売れ残り〕　？uinukusi，→？UQ－

　ciri

う乳る〔売れる〕？urijUN

うれる〔熟れる〕？翼nUNジ→じゅくす

うろうろ　→？a瓢azicikaa／身辺を～するさ

　g　sirihwicimeehw1ci

うろおぼえ〔うろ覚え〕　？uru？ubii

うろこ〔鱗〕　？捻短i

うろたえる　durnaNgwijUN，　maNgwijuN，

　sawazuN，　sJoonuglJUN，　zaMaaujuN，

　→あわてる／～こと（～さま）du搬aNgwレ

　cimaNgwi，　maNgwi，　tiimaamaa，　tioo－

saoo，　tunuumany　u，　zamadui，　zama－

　duikaa，　zamaduikaadui／．うろたえさせ

　るdumaNgwasjUN
うわおき〔上置き〕　？waa？uci

う抑｛き〔上書き〕？waagaei

うわき〔・浮気3　／～である。2mu？asasaN
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うわ

う7わくちびる〔上唇｝　？waa＄iba

うわごと　七aal〈utu

う獅毒sata，　tuisata，？utu，→kUC細ba，

　禽C馬→ひょうばん

う腰）「ζ〔」k手］　tii？wii

う和に〔上荷］？waanii

うわ訟り［上塗り〕？waanui／～をするda－

　MljUN
う冷ばξ上歯］　？wiibaa

う冷べこ上辺〕？waabl，→ひょうめん／　～

　だけの交際　？waabibiree／～を飾る妻

　？waabieuraa

うん（返事）　→はい

うん〔運〕SUU，？UN，？UNci，？UNSUロ，→

　husi，？UNeihwiNel，うんめい，てんうん／

～がよい一÷huu／～のよい人huuniN／

～よく命が助かることnucigahUU，　nuci－

　nuhun，→こううん

うんこ　？Nna

うんせい〔運勢〕→5ん

うんちん〔運賃，　？UNC圭N，→gi｝ni飯ma，　ka一

　圭；amidlmεし，　？Ulエsiこiimaし

うんと　？umieiQtu，　maaku（lsa，　maakusa，

　，Nza眠→たくさん

うんめい〔運命〕　giziSUU，　mii，　tlNSUU，

　？UNSUU，→5ん，てんめい

え

え〔柄〕　，wii

え〔絵3　，1i，→k＆t＆

えい（感動）　hija
　　　　　ご

えいが〔映画〕　→かつどうしゃしん

えいきゅうし〔永久歯〕　miikaalbaa

えいこく〔英国〕　→イギリス

えいずる〔詠ずる〕　？utajUN，→よむ

えいよう〔栄養〕／～不良kamiburaari／

　～物kuNci？uzinii，？uzinil，→tiigusui，

　？uziniigusui／～をとる？uzinajUN

えいり〔鋭利］　→するどい

ええ（返事）　帰はい

えがお〔笑顔〕’wareegau

卑かき〔絵かき〕　’iikaei

えがらっぽい　kuciwii蜜oosaN，，wiigo◎sa－

　N／～もの，wiigOO】fnuN．

えき〔易〕　’三ci，→うらない

えき［益i〕　，iei，　sjuutuku，→とく，　りえき／

　～のない→’juucira

えきしゃ〔t易者｝　ciit段雛jaa，　munusiri，　sa－

　NziNSOO／～の判断；haNZ重

えきたい〔液体〕siru

えぐい　kuciw韮goosaN，，wiigoosaN／～も

　の，wiigoomUN

えくぼ　　huukubuugwaa

えぐる〔出る］　’w難gujUN

えこひいき　katab2iei，．→ひいき

えさ〔餌〕　mUNdani，→しりょう

えだ〔枝〕　　　，ida，　，judaし

えだはこ枝葉］　，掘ahwaa，，judahwaa

えだぶり〔枝ぶり〕’idamuci，’j磁amud

えっちゅうふんどし〔越中ふんどし〕　mee－

　eaasanazl
えて〔得羽　→とくい

えど〔江戸〕　’ldu

えとく〔会得ユ　tui？uk：ち一〉しゅ5とく／～す

　る七ui？ukljUN

えのきこ榎〕　biNgi

えのぐ〔絵の具］　，inugU

えび£蝦｝？ibi／～の一種4eegwaa，　sira－

　geee，　tanagee

えふで〔絵筆〕　’lihudi

え奄んざお〔衣紋竿〕narasi
えら〔儀憲〕　　　？a」zi

えらい〔偉い〕　rnugikasjaN・，→すぐれる／

　～事eiweekutu，　cuweekutu／～ものci・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸
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おい

　weemUN，　euweemuN／偉くzikoo／偉
　そうにしている者taka？ueagaa／偉：そ5

　にする綴k鋤i露N

えらびだす〔選び出す〕？irabi？NzasjUN

えらぶ〔選ぶ］？ivabuN／選ばれた人々？i－

　i’abiniN4U／選びすぎる？irab域zijUN

．えらぶうなぎ　？irabuu／～を煎じた汁？i－

　rabuusiNzi

えり〔襟〕　c圭Nnukubi，　husumUN，　kub量，

　，wiix’i／～が首の内側に曲がることkaa－

　miNkuubi
えりあし〔襟足］　？usil’u．

えりかたあけ〔襟肩明け〕’wliri

えりごのみ〔選り妊み〕／　～しすぎる？量ra－

　bisizijuN

えりした〔襟下〕　？asagi

えりのこし〔選り残し〕？irabinukusi

えん〔縁〕　，iN，（敬語）二二N，一→bugiiN，く

　されえん

．えんこ円〕　maru

えんえんと〔延延と〕　→91rlnagaanagaa

えんksい〔宴会〕saRkwee，→しゅくえん
えんカζ壕｝〔縁狽ll］　　，iiN　　　　　　　　　　　「bij膜N

えんき〔延期）　hwinubi，　nubi／～するnu匿

えんぎ〔演技〕nuga

えんぎ〔縁起〕→ごへいかつぎ／　～のよいこ

　と，iikutu，　karii，　karijusi／～の悪いこと

　を言5こと’janamtmii，’janamunu？ii．

えんぐみ〔縁組〕　，iNgumi

えんげい〔演芸〕→？磯bi，　nuhwa／～が

　うまい？εし麟b圭zuras我N／～をする広揚

　？ageibinaa

えんこ〔縁故〕　hwici，，1Nbici，　tajui，　ta3疑。

　ihwici

えんざい〔冤罪〕　sakagagimi

えんδや〔縁者〕→えんこ

えんごよ〔援助｝　hwici，　kas難．？ujagi，→

　かせい，たすけ／～する？ujagljUN

えんだん〔縁談〕？iikwii／～の申し込みを

　する者’潟aa

えん＄よう〔延長〕．nubi，→えんき

えんどうまめ〔えんど．う豆〕　？iNduu，？iN一
　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　auumaaml
えんとつこ煙突〕　ぬw難tatii

えんぼう〔遠方〕’iNP60，　kaama

えんまおう〔閻魔王〕　’iNmaoo

えんりょ〔遠慮3　’iNru，？ukeei？umiち→き

　がね，じたい／～する？ukeejUN

えんろ〔遠路〕　もuumiei

お

お〔尾〕　4uu／～の無いもの多uumu（旗aa，

　guumUQkoo／～を振ること多uubui，多uu－

　hui

お［御〕　？u一，→？i一，み

お〔雄〕→おす

おあいする〔お会いする〕　→あ5

おあがめ〔御あがめ〕　→あがめる

おあつらえ〔お設iえ〕　→あつらえ

おありになる　→ある

おある9｛二なる〔お歩きになる〕　？waacimi一

　學eeN，→あるく

おい（呼掛け）daa，？ee，　hei，’jai／～おい

　？ee？ee

おい〔甥〕’wii，’wiiQkwa／～と姪miiwii・一

　Qkwa
おいおい（泣くさま）siQl〈weehaQkwee，　si－

　QkuihaQku呈，’weewee，→なく

おいおとす〔追い落と．す〕？wii？utusjUN

おいかける〔追1，・かける〕　？wiigikijuN，→

　おう／追いかけられる？waarijuN
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おい

おいこy〔遺い越す〕　kuNnuzuN，？Wiiku－

　NnuzuN，　？wiinuzuN

おいしいmaasaN，マUNsiraasj我N，→ku－

　cimaasaN／おいしそうにmaakumaaku／

　～お、・しい　kwaQciikwaQcii／　～もの

　maas翫m縣N
おいしげる〔温い茂る〕　→しげる，はえる

おいだす〔追い出す〕　？Wii？NzasjUN，一一）っ

おいた＄〔生い立ち〕→せいちょうしL・ほう

おいたつ〔豪い立つ〕→せいちょう

おいたでる〔追い立てる］　？wiitatijUN

蕊いちらす〔追い散らす］　？waagijUN，

？wileirakasjuN，　？wiigusieirakas3’uN

おいつsslpptつ〔邊いつ遽われつ）？uuee一一

　kuttee　rcuNおいつく〔追い樗く〕？wiigikijuN，？wiigi一

おも、て豊tまり　　　？U（lcaNgii】r圭圭

おいでになる　？imeeN，「limgN￥eeN，　me－

　eN，　rneNseeN，一？meNseeN，　？uceeimi－

　seeN，？双cee醇eeN／～こと？三mee，　mee

おい轟く〔追．い抜く〕一ゆおいこす

おいのり〔お祈り〕　kaminigee，？u撮hw碑，

　？U氾juhwee，？un蟻hwee，・→，5U璽三籠U？U－

　njuhwee，きがんうきと5

おい撫、碑位脚　→いはい

おいはまこ追いはぎ〕　hweeree，→さんぞく

おいはらうこ遭い払5〕　？wiihQojUN，？wa．a－

　gijUNヂ→撫kur疑baree，おいたてる，：お

　いちらす，けちらす／～声siQsiQ
おいぼ劇〔老いぼれ〕　？犠h犠zaa，→kii蓋agi一一

　m⑪◎tui，→も5ろく，ろうすい

おいまさる　？wii？NzljUN，→せいちょう／

　～こと？wiimasai

おいま痴す〔迫い回す〕　／～さま　？wiiφki一

おいめい〔二二〕mi1wilQl〈wa　Lmaagiki

おいる〔老いる〕　？wiijUN

おい駆・〔お祝い〕gusju慧zi，　gusuuzi，？ir

　wee，　’」’uuwee，　？uiwee，　？ujuwee／　tv

　の宴sjuuziノ～のこちそ5？uhurumee
おう〔王〕　，00，（敬語）nuumeeganasi，

　sjuitiNganasi，　sjuNzanasi，　tiNg，ma－

　S重，　もiNZεしnas至　？ucinaaganas圭i，　？usju－

　ganasiimee，？usju級／～の行列に演じる

　音楽ruzigaku／～の乗物？UCUU／～の

　棄物をかつぐ者？ucu綴hu／～の墓tama一

　？udUN／～の別荘の名？ueaja？udUN／

　～の婿（敬語）？wil？wee？umuuku／～の

妾guma，　huziN，→？幻aa？＆Nsirari，

　？ajaalnee／～の妾選び，URaza．ra？usira－

　bi／～の礼撮？umaNtUN／～への奉公→

sJ’uiganasimedei，　sjuNzanasimed，ei

おう〔追う〕　？uujUN，→おいかける／　遺わ

　れる？waarijuN

おう〔負う〕kaNZUN，？uujUN，→せお弓／

　負わせる？ttusijUN，→？UUS圭k翫Nsij職

おうえん〔応援〕→かせい　tt

おうか々〔往還〕→かいどう

おうかん〔王冠〕　→かんむり

おう軌扇〕？oozi，→うちわ／～の骨？oozi－

　nuhuni／～を持って舞う舞い？oozimee

おうし〔牡牛〕kU罎？usi，’UU？usi

おう環王子〕　，oozi／～の家柄（～の御殿）

　’oozi？uduN

おうし寧う〔感酬〕？i．㈱ihaNeai

おうじ：よ〔王女］　一→？uminaibi／～の夫（敬

　語）？wii？wee？umuuku

おう、じ：る〔志じる〕　，uuzijUN

おうたい〔応；頬〕　？ukihaNsl，→うけこたえ

　／～を乞うことmunusirari
おうだん〔二二〕　’OQda．N

おうとう〔応答3？ireehwizi，？ireekutee，

　？ukiliwiNtoO，→うけこたえ，へんとう

おうひ〔王妃〕hwii，’eohwi，（敬語）？’orhwi，

　？uhwii

おう占、〔二二〕　→kuuzi

おうふく〔往復〕？ielmUδui，，3UQeai，，00－

　huku，　一一mudusi，　tuNmudujaa

おうへい麟桶〕mee？agai，　meegai，→そ

　んだいノ～な考．cigweeimUN，　ciigwee－

　mUN／～になるcigweejUN，　meegajUN
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おお

おう19う〔横暴〕’oogai

おう漁れになる〔お生まれになる〕→うまれる

おうらい〔往来〕’ooree，→Qeu？asi

おえる〔終える〕　sii？uwajUN，＄imasjUN，

　？ueinasjuN

おお（感動）　→ああ，おや

おお（けんかの時などの返事）　？iihjaa

おお〔大〕？uhu一，→’」就u一

おおあめ〔大雨〕　dee？u，？uhu？ami

おおあわで〔大あわて〕→？awatiihjaatii，

　？aweesjukwee，あわてる

お．おい〔多い〕　？uhusaN／～が勝ち？uhu－

　saagaa／～少ない？ikirasa？uhusa

おおい〔覆い〕　→kabui

おおいおおい（呼び声）　？ee？ee

おおいそ薯〔大急ぎ〕　→？awatiihjaatii，

　？awatinoori

おおいなる〔大いなる〕一→？αhwis爲N

　→たいへん

おおいのしし〔旧いのしし〕　→？aQpajama一

お洗い冷〔大岩〕？uhusi　　　　　　Lsisi

おおう〔覆う〕？usu担N，→かぶせる，しゃ

　へい／おおわせる？usaasjUN

おおうそ〔大うそ〕？uhujukusimunu？ii

おおうなばら〔大海原〕　→kurusju？oesju，

おおうみ〔大海〕→たいかい　　したいかい

おおおくさま．〔大奥様〕？ahu？ajaamee

おおおじ〔従祖父〕

おおおとこ〔大男〕

　？uhuwikiga

おおおば〔従祖母〕

　，uzih幾zi？N田ee

おおおび〔前帯〕

おおおんな〔大女〕

おおかぜ〔大憲〕

おおかた〔大かた〕

　kata，→たぶん

，UZ三h鷺Z主taN職ee

，jatumUN，　，5就U誉，→

，ub段h翫N箔aNsiimee，

？縫hu？親犠bi

　一〉？uhuwinagu

teehuu，　？uukazi

　’iikuru，　tabuN， ？uu一

おおがら〔大柄〕？uhu？aja／～の頭物？u－

　hu？ajaziN

おお豊い〔大きい〕magisaN，？uhwisaN，

　→きょだい／大きくdateeN，　magimagii一

　£U／大きくする？waasjUNノ大きくなり

　過ぎる？arageejUN，？a盛jUN

おおきな〔大きな〕？uhu一，→き．よだい／～

家→？曲uci箆ee，？uhuziRee／～お祝い

　？uhugusjuuuzY～落しもの？uhumunu
　？utusi／　～璽荷？uhu？Nbusi／　 ～頗　｛；ira－

　waa／～口？uhuguci／～口をしたもの

？uhugucaa／～窮？uhwiikutu／～魚
　？uhu？iju／～Pt息？uhuniiei／～腹？uhu－

wata／～船？uhubuni／～店？uhuma－

cija／～飯→？uh疑団eeja雛斑ee／．～餅→

　，jatumuci／～ものdateemaa，　magit

おおく〔多く〕　→たくさん

おおぐい〔大食い〕　？abaraa，　teesjuku，

　？uhuwataa　rgueaa
おおぐ＊［大口〕？uhuguci／～の護？uhu一

月目げ寄〔大げさ〕→ぎょうさん／～である

　1’iriQsaN，→？iidataasjaN／～なhagOO一

　うご／～に言う？i託aも羅輔翼

おおごえ〔大声〕magigwii，？uhugwii

おおごと〔大ごと〕deezi

おおざけ〔大酒〕？UU3aki／～をのむ→ka一

　學ijUN　　　　　　　　　　　　　　　「gaa疏三

おおざけのみ〔大酒飲み〕　？UU多aki，’wari一

おおざら〔大錦〕　→haaci

おおさ冷響〔大騒ぎ〕？uumusageei，→？u－

　rijookurijoO，さわぎ

おおじょた． ｢〔大所帯1〕？uhucinee，？uhu－

　ziRee，　？uhu，iaaniN4u

おおすぎ〔多過ぎ〕→kwaa，ちょ5かする

おおせ〔仰せ〕　mjUNcigutu，　nUNcigUもU，

　？wiisi，？wiisigutu，→おおせtられる

おおぜい〔大勢〕？uhuniNzu，→buriniN・一
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おお

　7］u／～の家族？uhujaaniNgu

おおせられる〔仰せられる〕　m婚eeN，？Wii’“

　simiseeN，　r→いう，おおせ

おおたにわたり（植物名）　hw1ramusiru，

　hwivamusirUU
おおつつみ〔大つづみ］　？uugiziN

おおつなひき〔大綱引き〕　？UUNna，→？ai－

　ZQO？UUN識a

ｨおつぶ〔大粒〕　／～の爾？uhu¢iburu？ami

おおてがら〔大手柄〕　？uutigaxa

おおどおり〔大通り〕　？uuduui，？u｝lumici

おおどLより二二嵜り〕？uhudusjui
おおどろぼう〔大泥棒3　？uhuぬusu勲

おおなべ〔大工｝　→saNxneenaabi

おおにんずう〔大人数〕沸おおぜい

おおばかもの〔大馬鹿者〕？ieiSfudUN

おおばこ〔車前草：〕hwi｝’ahwagusa，　hwi－

　ruhwagusa
溌おはじ〔大恥〕　？icihazi

おおはば〔大欄　？uhuhaba

おおはまぼう（植物名）　，juuna／　～の葉
　ナの　　　　　　　　　　　　　　り

　JuunaagaaSJa
おおひら獅ん〔大平椀〕　？uuhwira

おおひろば〔大広場｝　？uuhwiruzi

おおひろま［大広間〕？uuhwiruzi

おおぶた〔大立〕’jatu？waa

おおぶ凝大細？uhubuni
おおみず〔大水〕？uumi？i

おおみそかのばん〔大みそかの晩〕　£usinu－

　juyu　　　　　　　　　　　　　fsi
おおむかし［大昔〕karnigurlee，？uhu．Nka一

おおむぎ〔大麦］？uh規muzi

おお屯いになる〔お思いになる〕？usoozi一

　臓おeeN，→おかんがえ，おもう

おお遇うけ〔大もうけ〕？aramooki

おおもん〔大門］　？uhu？uzoo

おおよくばり〔大欲張り〕？uhujukuu

おおよそ〔大よそ〕→だいたい

．おおわらい〔大笑い〕　？uhuwaree／～する

　さまsic撚hweeri

おか〔．Ei］　mui

おカ、〔陸〕　　　？agi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おや

おかあさん　？ajaa，？aNmaa，→はは，はは

おかえ．L〔お返し〕　giki願δuk量，　keesi，　r量i－

　zigeesi，？ugiri，？ugirikeei，→へんさい，

　へんれい

おかお〔．お顔〕　→かお

おがくずkiika錘
おカ、〈象し1こなる　　？ukumuimi寧eeN，？U夢izi－

　rllMgeeeN，→しぬ

おかげ〔お蔭〕？ukazi，→huk㍉めぐみ

おかご〔御駕艇3　→かご

おかさ〔お傘〕　？UNcitaka

おかざり〔お飾り｝　？uka4ai，→おそなえ，

　かざり／～の紙？uka4aikabi

おかしい　’ukasjaN，→こっけい

おかじょうき〔陸蒸気〕　？agihwiigurumaa

おかず1｛atimuN，？umawai，（敬語）’Nea－

　tiMUN／～にするkat圭ju翼ノ～の少ない

　食べ物→sabimUN／～のない飯kara－

　MUN
おかっぱ　kaNtaa，　k3NtUU，　→kaNtUU－

　mee
おか激〔お金〕　ziN，（小児語）ziinUU，→か

　ね，ぜに

おか窟〔お釜〕　→かま

おかみさん　？aNsii，？aNsiimee，？aNsira－

　ri，？aNskaree，→おくさま，こないぎ

おがむ〔拝む｝　，uganUN，→いのる／～こと

　？unihwee，　？unjuhwee，　？unuhwee，　一）一

　，juginu？unjμhwee／～時の声？aat◎otu，

　むootu，　？UU七〇etu

おかめ〔阿亀〕　sjadaNnu？utuu？N田i呈，→

　gh’atamajaa　　　　　　 ．　　「しっと

おヵ、やき〔障奪焼き〕　　bi（≧suu，　一〉？u鵜goosa，

おかゆ　一一〉かゆ

おから　toohunuka麟

おからだ〔お体〕　→からだ

おがわら〔牡瓦〕　，uugaara

おかわり〔お代わり〕￥eesiN，（敬語）？Ugle一
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おこ

　esiN／～をする？irikeejuN／～をするさ

　g　一＋tatikee？ii：ikee

おかん〔悪寒〕．hwiisanuu

おかんがえ〔お考え〕　→おおもいになる，か

　んがえ

おき〔沖〕tunaka，　tUU，→？oosjukurusju，

　？uuei，　？uutu

おき〔燥〕？uciri，→おきび

おき〔置き〕　一gusi

おきあし、こ沖合〕　tunaka，→おき

おきあがりこぼし〔起き上り／1、法師〕？UQci－

　Tikubusi

おきえらぶじま〔沖永良部島〕　？irabu

お．ききになる〔お聞きになる〕　？UNnjuka－

　jUN，？UNnukajUN，→きく

おきさき〔御后〕→ts　5ひ

おきざり〔置． ｫまり〕　？UQcaNgiirii

おきて〔錠〕　？uciti，一→きそく，きまり

おぎない〔補い］　tasi，→たしまえ

おぎなう〔補う〕　　tareejuN，→？uzinajUN，

　ついかする／～こと？usiitaree／補い合

　　うさまcuitareedaree

おきなわ〔沖縄〕　？UC鎗aa／～産の米sima－

　gumi／～本島？uhuzi，　zizi／～本島内

　zizi？uei

おきなわご〔沖縄語〕　？ueinaaguei

おきにいり〔お気に入り〕cii？圭ri

おきぬけ〔起きぬげ｝？uk勿amani多ama

おきび〔襖火］？ue呈rib璃→おき

おぎやあおぎやあ　　？Ngaa？Ngaa

おきゃくこ御客〕　→きゃく

おきゃくさまごっこ〔御客さまごっこ）？U－

　hurumeNtaa
おきよう〔印加〕coomUN／～の声n◎oni－

　NkwaaniN
おきる〔起きる〕　？ul妓ju暮，？ukujUN，？U－

　kurisuN，→？uki？NzijUN／起きたとたん

　？uki7」amanizama　rzoo
おく〔輿〕　？uuk：u／～にある門→？aku？iri一

おく〔置く〕　’三sijUN，？ueUN，→？ueikijUN

1
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おくこ措く〕？ueUN

おくがた〔奥方〕　？a（≧toomee，，unazara，

→おくさま／～様？aQtooganasXmee

おくさま〔奥様〕　？ajaamee，　guneezi，？u－

　manii，’unazara，→おかみさん，おくがた

おぐし〔御髪〕　mjuNcoobi，　nUNcoobi，？u－

　Ncoobi，一〉かみ

おくする〔臆する〕　duuzijUN

おくそく〔臆測〕　eimu？atigee，　saQCUU／～

　でものを書うことsaQcuumunu？ii

おくち〔お口〕　mikuci，→くち

お　く　なし、〔屋内〕　　　，jaanu？uei

おくのて〔奥の手〕　？ukudi

おくば〔奥歯〕？uukubaa，→きゅうし

おくびょう〔臆病〕→しょうしん／～である

　sikasaN／～なさまsikaNka昂／～そうに

　闘をきょうつかせることsikami．iguru－

　guru／～になるsikanuN
おくびょうもの〔臆病者〕S圭kaa，　sikamUN

おくみ〔妊〕　，Nni

おくやま〔i葉山｝　？ukuja颯a

おくやみ〔お悔み〕kujami

おくらせる〔遅らせる〕　’？ukurasjuN

おくりかえす〔送り返す〕　？ukuikeesjUN

おくりじょう〔送り状｝→？ukuizoo

おくりぜん〔送り謄〕？ukui？uziN

おくりもの〔贈り物〕　nasaki，？ukuimUN，

おくる〔送る〕？UkujαN　　　L→しんもつ

おくれる〔遅れる］？ukuri3UN

おけ〔桶〕　tεしagU，，uuld，一→，uuguci／～の

　一種cuuzidaree，　haziuuki／標準型の

　～zooma七aagu／小さい～，uukigwaa

お｛ナつくり〔桶作り〕　’uuki3uujaa

おこうろこ御香炉〕　？ukooru

おごけ〔麻小笥〕　，uuguci

おこころ〔お心〕　？uzimu，→こころ　　「し

おこころざし　→gusju多UNsidee，こころざ

おこさま〔お子さま〕？umigwa，？umiN－

gwa，？umiwarabi，→こども

おこし〔御腰〕　mikusi，，Ncusi，→こし



おこ

おこし（藥子の名）　hacagumi

翻こず〔起こす・興す〕？ukusjUN／下から

　～亭ICUN
おく二ぜ（魚名）　　→？abasi

おこたる〔怠る〕　→な．まける

おこと嬢〔お書葉〕　一｝おおせ・，ことば

お姦ない〔行ない〕？ukunee

おこなう〔行な5｝　？ukunajUN，→する

おこめ〔お米〕　→こめ

お．こ蒼〔起こる〕　sjoozij疑N，？ukurijUN，

　？ukujuN

おこ番〔怒る〕　kusamieuN，→｝まら，りっぷ

　く／少し～こと　saagusamiei，？usugu－

　S禽mlCl

おご．釜〔驕る〕　gaajUN，？ugujUN，→ぞう

　ちょう／おごりたかぶる者？uguimUN

おこ獅〔お強3　kasic嬬→せきはん

お書〔籏〕　huduci／～の種類→はたおり

おさえる〔押さえる］　？usujU凡→あっぱく

　する／押さえつけられる？usaarijUN

おさかまち　，uusa

おさがり〔お下がり3？unooi，？usaNdee

おさ剖こ〔お先に3→sadajUN

おさ麿ばらい〔お先払い〕？UNsadai，→せん

おさけ〔飾酒〕　→さけ　　　　　　　 しどう

おざし嚢〔御座敷〕　→ざしき

お擦なご〔幼子〕　→あかんぼう

おさなごころ〔幼心〕　，warabizimu

おきなと竜だ雪〔幼友だち〕’warabidusi

おさまる〔治まる〕　，usamajUN

おさめ〔納め〕haree

おさ紛る〔治める〕．，usamijUN，　marUCUN／

　～こと（敬語）？ukakibu亭ee，→し｝ま、．・／

　治めかた，usamlga乞a

おきめる〔納める〕　→hara麟N／納めないこ

おさん〔お産〕　→しゅっさん　　しとhunoo

おじ〔伯叔父〕　’uzasaa／伯父？uhusjUU，

　？uhutaarii／叔父’UNeuu／．との～？u－

　hUUNCUU／下の～，UNeuugwaa

おしあい〔押しあい〕sieaa4ee，畷cee／～

おじぎそう（植物名）

おしきる〔押しきる］

おしくら〔押しくら〕

おしこ；む〔押しこむ〕

　nuN，　？usiNcuN，

　へし合いkUNkurubaasee，　sileaRkwaa’一

ee，　？“u＄eekurubasee

おし晦う．〔押しあう〕　sicaasjUN

蕊し朝げ蒼〔押し上げる〕　gicagijUN，「～U∫＆一

　gijUN，？疑sja朗膿

おしい〔借い・〕？atarasjaN，？icasaN，→

　？aQtaru，：おしむ／惜しくも→？a｛≧をara

翻陰い書ん　もaN恥ee，？uh犠ZUNZ＆Nsii搬ee，

　？usjumeeヂ→そふ

おしいる〔押し入る〕　麟CUN，，wagaka－

　3u酬押し入った者，wagakaimUN
おしえ〔教え〕？usii，→きょうくん

おしえかた貯え方〕？usiigata

おし洩る〔教える〕　naraasjuN／～ことna－

xaasi　　　　　　　rしもどす
おしかえ蜜£押し返す〕　？usikeesjUN，→お

おしかける〔押しかける〕？usikakijUN

おしか贋お叱り〕nUNdee，？UNdee，→しつ

　せき

おに暫〔御辞縫〕gurii，　rii／いっせいにす

　る～suugurll
　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一

おしこ＝める〔押しこめる〕

　kumijUN，おしこ
おしたおす〔押し倒す〕

．？usit◎osju璃→あっと5される

灘しだす〔押し出す〕　？usi？NzasjUN

おしたば嵐る〔押し束ねる〕　？usigikunUN

おしつける〔押しつける〕　hani？weezikレ
juN，　sicaasjuN，　？usigikijuN，　？weeziki－

　jUN／押し村胸け合うさま　cui？u疑si？uus㍉

　？媛u寧eekar＆kee

おしつぶす〔押しつぶす〕　hwiiZUN，　hwira－

　kasjUN／押しつぶされる→sipirijUN

おしrつ蜜る〔押しつまる〕　sasigimajUN

おしどり〔鴛驚〕　？usiNもui／～の翼→？u－

　muiba

mNmNgusa
？usic呈j篭ユN

→おしあい

hwisiNeuN，　？usiku一

→おしこめる

　　　？媛sik疑澱三jUN，→

む

　　？usikeerasjuN，
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おだ

おしながす〔押し流す〕　？US1nagasjUN

おしならす〔押しならす〕？usitunamijUN

おしのける〔押しのける〕　？us呈dukijUN，

　？us漁uki3UN，→おしやる，どける

おしはなす〔押し放す〕　？usihanasjUN

おしまい　　→おわり

おしまげる£押し曲げる〕　？US圭magijUN

おしまるめる〔押し丸める〕　？usi¢ikunUN

おしむ〔惜しむ〕　→？icasaN，？ibirijUN，

　おしい／惜しがることmunu？atarsja

おしむぎ〔押麦〕　hwirakaamuzi

おしめ〔お湿〕　kak◎o

おしめりξお湿り）　？urii　　　　ヂおしカ≧えす

おし奄どす〔押し戻す〕　？usimudusjUN，→

おじや〔雑炊〕　，jahwara騨噂ii，多uusii

おしゃかさま〔お釈迦様〕　sjaai〈aganasi

おしゃく〔御酷〕　一一〉しゃ．く

おしやベリ　，jUNtaa，，5UN捻ku，，jUN撫一

　1〈uu，　munujumaa，　mullujunaa，　saN－

　baguei，→kuuzDo／～するさま　？aaba－

　asaabaa　，？aaeirahjaaeira，　hwiQtaku－

　maQtaku，　’ju5aikuuzoo，　’juNt．　aahwiN－

　taa，　’juNtakuhaNtaku，　’juNtal〈uhwi－

　N之akuf～な女？abasi，？abasjaa

おしやる〔押しやる〕　亭iik蒋UN

おしゃ馳gul〈ujaa，　kwaaninaa，　kw我a－

　niN，　？waaeaa，　？waaei

おじゅう〔お重〕？uzuu，→じゅうばこ

おしょう〔和尚〕　gaa4i，　（敬語）多aa麟au－

　mee，→おぼ5さま，じゅ5じ，そうりょ，

　ぼうず

おじょうさま〔お嬢様］　？aigwaamee，　toO－

　toogwaa，？wegUNsjori，→むすめ
おしようばん〔お相伴〕　“一DFしょ5ぼん

おしょうりょう［お精’e竪］　→しょうりょう

おしよせる〔押澄せる〕，3uもikeerasjUN，

　？USijUSijUN

おしらせ〔お知らせ〕　→．しらせ’

おし“る．〔怖じ：る〕　sikanUN，？uzijUN，→お

　びえる，こわがる／すっかり～？uziici3UN

おしろ〔お城〕　→しろ

おしろいばな（植物名）　，jusaNdibana

おし轟ける〔押し分ける〕　？usiwakijUN

おす〔雄〕’uumunaa，’uumUN，一÷’uu一

おす〔押す〕？疑s麺N，→siiCUN

おずおず　sikaNkaa，→びくびく

おすがた〔御姿〕　→すがた　　　　「んげん

おせじ〔御選辞〕？aNdaguci，　meesi，一〉か

おせっかい　亭eebee，→でしゃばり／～とな

　　る事seebeegutu

おぜん〔御膳〕　→ぜん／丸い～maru？uziN

おせんこう〔御線香〕？ukOO，　mjuukoo，

　njuukoo，・→せんこ5

おそい〔遅い］　niisaN，？u錘saN，→のろいノ

　～椙発nibu？UQtaei／遅くniiku，　niQ－

　kaノ遅くなる下種rijUN

おそう〔襲う〕　／i襲われる？usaarijuN

おそうまれ〔遅生まれ〕nibu？Nma｝’i

おぞうり［御草履〕mj　uugaree，　nuugaree，

　？u4a｝’ee，→ぞうり

おそなえ〔お供え〕？ukalai，？usjagimuci，

　？usjagimuN，　？usunee，　？usuneemuN／

　～する？usjagijuN／～の上にまじないと

　　して響くものsaN／～のお下がり　？usa－

　Nd．ee，？unooi／～のお茶eatoO，？ueatoO

　／～め．水？ubii／～の紙？ukagaikabi／～

　の米hanagumi，’Npanagumi，→kara－

　Npana，？usimasi／～の米と酒，Npana一

　？ugakl／～の台kudee／～のとりかえる

　分→？ucizihweesi／～の飯？ubuku
おそば〔お側〕　？usuba，→そ1ま

おそらく〔恐らく〕　→たぶん

おそれる〔恐れる〕　→おじる，　こわがる／恐

　れおののくこと？uturusjahwiisja／恐れ

　はばかるこ二と，jagumisa

おそろしい［恐ろしL・〕　？akutooraasjaN，

　？uturusjaN，→こわい／～思い？uturu－

　s∫a？umii／～人？akutooノ～もの？utu－

　rusjamuN，？uturuu／．恐ろしがる→？u－

　turusjaN
おだいじに〔お大事に〕　→mimuci，？UNZU一一

　muci
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おた

おたいらに〔お平らに］　？uhwiτaku，→hwi－

　rasaN
おたがい〔お互い〕？utagee，→たがい

おたく〔御宅〕tUNei，？uhuduNci，　？uNzu－

　na翫，→七un鷲ci

おたすけ〔お助け〕→たすけ

おたふく〔お多福〕sjadaNnu？utuu？Nmi2

おたふくかぜ　toosiNbai

おたま（食器の名）　nabigee

おだま〔苧環〕　kuuda／～を作る竹ぐし

　kuぴdaguus圭

おたま鉱やくし　［e科虫Sl〕　？a斑iRaa

おだやか／～である難ada3a（茜翫N，→なご

　む，やすらかに

おちこぼれ〔落ちこぼれ〕　？uti

おぢつき〔落ち着き〕　？utlgici

おちつく〔落ち旧く〕　’iigiCUN，’ijUN，？uti－

　giCUN／落ち着かない　→肇¢圭biN¢ikaN，

　taturuCuN／落ち着かないさま　→c呈mu一
　　　　　の　　　　の　　　　　　　　　も

　wasamlCl，　Clmuwasawasa，　saNS＆N，

　sikasika／．～こと→らくちゃく

おち．ど三度〕　husuku，→あやまち

おちぶれる〔落ちぶれる〕　sipi捻麺N，→？u一

お当ぼ〔落，穂｝　？滋i　　　　　　Ltis墨ziMi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
お書や〔御茶〕caa，？u㈱，→？ueatoO，ちゃ

　／～の会　？ucahul〈asee，？Ueawaka一

　寧ee

おちゃうけ〔お茶うけ｝　？ucawaki，→ちゃ

　うけ／～なしのお茶karazaa

おちる〔落ちる〕　？U揖jUN／落ちて散らかる

　こと？U貸ciri

おつかい〔鐸使い〕？ugikee，→つかい

おつかえ〔お仕え〕　？waaNd．ee

おっかぶせる？uusikaNsijUN，→gieika－

　NSユ3u蕪

おつきさまξお月さま〕　もootOO，　t－ootooga－

　nasiimee，　tootoomee，？ugiei，　？ucicuu，

　？ucicuumee，→つき

おつげ〔お｛毎げ〕？usirasi

おっしゃる　→おおせられる

…
．

おったつ〔おっ立つ］？UQtaeuN

おっつカs　つつ　　　？UQgil《aQ；i

おっつけ　→やがて
おって〔追三手…〕　　？u（ミ≧ti

おつで〔追って〕　？U（甚ま

おっと（感動）　？ai

おっと〔夫〕　，utuノ～と嬬，utusltu／～の

　方／ku§3a蝦kata／～への接し方，utu｝）i一

おっ嬢い　一→ちぢ　　　　　　　　　Lree

おつゆ〔御汁3　siru，？Rs麺u，→しる

おつり　　keei，　keesimuclusi

おて〔御手］　→て

おてがみ〔御手紙］　→guzoo

おでこ　　ga（lpajaa，　gaQpai，　→ひたし・／　～

　の頭gaQpa圭giburu

おてずから〔御てずから〕　？um三cikuru，→

おでだま〔お手三匠〕　　？oosiitoO　　　　　　しじぶ入ノ

おてら〔お寺〕？utira

おでん〔汚点〕SUN

おでんぱむすめ〔おてんば娘〕　？aba’si，？a－

　basjaa，　saNsanaa，　一saNsanaa？aigwa－

　amee
おと〔音］．？utu，→ね，ねいろ／～に麗くこ

　と？utuzicY～に聞こえる？u毛h？ueUNノ

　～を聞くこと　？utuzici／稲穂の出るころ

　の～をさける期閻？iNdumijamadumi／

　予言となる～munu？utu

おとうさん　sjUU，　taarii，　（小児語）taa－

　taa，→ちぢ／～おかあさん？ajaataarii

おとうと〔剃’wikiga？UQtu，→？UQtu，

　？UQもuwikii，，wikii，（敬語）→？umik圭i－

　numee，　？ury｝iQtu

おとうみょう〔御燈明］　？utUNnoo，？utuu－

　mjoo
おとうろう〔御燈籠〕　→とうろ5

おとがい　→あご

おどけ為のこおどげ者〕？ahwageerimuN，．

　coog1鶴a，　m段rumUN，　ltam農raa，益ar
　marimuN，　namatee，　namag1raa，　na－

　rnazirimuN，　teehwaa

おどける　？3hwageejUN，　？ahwageeri一

646



おに

　3UN・namarijuNノ～ことteehwa／おど

　けた顔nama7vira

おとこ〔男〕猛uku，’wikiga，→とのがた／

　～が生まれること→？uhuwinagu／～の

子’wikigawayabi／～の声’wikigagwii／

　～のなり　，W呈k｛gahuuzi／．～のような女

　，uuwinagU，，wikigahuuzii／　女のよう

　な～，winaguhuuzii

おとこ（乙子〕？UQtUNgwa

おとこおや〔男翻’wikiganu？uja，’wiki－

　ga？uja，→おや，．ちぢ，．ちぢおや

おとこまさり〔男まさり〕　，wikigamasai

おとaや窮め〔男やもめ〕’wikigajagusami

おとこらしい〔男らしい］　，wikigaraasjaN

おとさた暗沙汰〕　？utu，？utusata，？就U－

　4il’i，　一一〉？ati

おとしあな〔落し穴〕　？uturbi？ana

おとしだね〔落し種〕　？utu＝銀a嶽，

　Ngwa
おとしだま〔幽年玉〕

おとしぶた〔落しぶた〕

おとしもの〔落し物〕

．？utusi一

おとしより〔お年二寄り］

おとす〔落す〕　？utusjUN

おととい　，UQtli／～の晩cinuun臆juru

おととt’Ncu／～の前の年’5耽u

おとな　？uhUQcu，？tttuna／～の声？uhu－

　Qeugwii／～びた話し方ku5amu短i，　kい

　samunu？iiノ～ぶること？uhUQcubui／

　～ぶる者kusabuQkwaa
おとなしい？uh．uja穣aN，？utunagjaN，

？weNalasaN／～馬？weぬa？N斑a／～者

？疑hu3asii，？wemiaa／おとなしく’jagu一

’iiiZiN，　’iil・iZiN

　kalcugu　FnauN
munu？utusi，　？utusi一

　→としより

おとみ〔乙見〕？UQtumisi

おとみつわり〔乙見つわり〕

？uQtumiijeegarl

おとめ巳如
おと駁お供〕

おどり踊り〕

　’u瓢ziN／

　　　　Ljaguutu

？uQtumaki，

一一gむすめ

→とも

mOoi，　，udui／　～の着物

～の種類，名など？ajaamee一

udui，　？amakaaudui，　？aNgwaamooi，

？aQcamee，　？aQeameegwaa，　eoozanu，

　？uhusjuu，　hwaudui，　hweenusimaa，

　’jarasii，　kuniri，　n2iseeudui，　maN4ai，

sinugu，　sjuNdoo，　？usideeku，　’uduee，

　’wakasj’uudui，　’winaguudui

おとりか激》し〔お取りかわし］　→とりかわし

おとりつぎ〔お取りつぎ〕→とりつぎ

おとる〔劣る］？utujUN／～こと→cizi

おどる〔踊る〕　MoojUN，．’udujUN／踊りあ

　がって喜ぶさまtUNmooimooi／踊ったり

　はねたりすることmooihani，’uduihani

おとろえる〔衰える〕　？uturijUN，？uturu－

　jUN，→すいび，よわる

おどろく〔驚く〕　？udurueuN，→kusjaa，

？uQceejuN／　maNdamasi，　？uhuduN－

m・・i／～べき？usuma・ja酬～べきこ

　　と→miihaigu搬ノ驚かす→？u三uruCu’N／

　驚いて目覚めること→ni多ami？udu1’uci

おなが馳〔お流れ3　／～にするkUNdasjUN／

　～になるkUNdijUN
おなし毛様無し〕　多uumo◎kUU

おな　 じ［同じ〕　　eu一，　linu一，　，iN一，　　tiigi，→？u－

　QgikaQgi，どうよ5／～大きさ’iNpi／～家

eujaa／～顔’i難ugira／～考え’inUkaN／

　～’b，inuC圭mu／　～時節　，illU三／　～高さ　 ，inU－

taki，　’iNtaki／　一vag　’inutuei／　・vwhcutu－

　si，，inutusi／～年（十二支の），inusaa／～

　歳の人cutuslNcu／～長さ，inunagi，，iN－

　nag圭／～臼，inuhwii／～人，jnUQeu／～

　道cumiei，’inumici／～もの，沁U颯UN，

　，inuu，　tiiciMUN／～ようす，iNkivahwa－

　a／～ようである，inugtttOON／～ような

　　もの，inugboorUU／～．．ように，illLlgutu

おに〔鬼3？uni

おにいさま　→あに

おにぎりごはん〔おにぎり御飯〕　？ubUNni一一

　zirii，→にぎりめし

おにごっこ〔鬼ごっこ3kagimiNsooree，→

　miQkwaatooruu
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おにび〔鬼火〕　？ooruubii

お疑えさま　→あね

おの〔斧〕’UUN，→’juuei，　tiiN，　saahUN－

　gwaa，　saahuNjuucl，

おのおの　naa一，一》かくじ，それぞれ

おのずからnaNkuru，　siziN，　siziNni

おのれ　？uga，→じぶん

おば〔伯叔母｝’ubamaa，（敬語）’ubacaN

　s圭i狙ee／伯母？uh聡？我jaa，？uhu？aNmaa／

　叔母baa，　baacii／上の～？漉ubaa／下

　の～baagwaa
おばあさんhaamee，　haNsii，？Nmee，→

　paapaa，（敬語）haNzaNsiimee，そぼ

お1まか〔御墓〕　→はか

お獄かまいり〔輝墓参り〕　→はかまいり

おばさん〔小母さん〕　→・baacii

＝おはし［御昼］　→はし

お綜：じき　？i（馨uga5QO

おはしばこ〔お箸箱〕　一→はしばこ

　　　　　　？uub1，（敬

　pt　husu？uubi一，　miNsaa，　miNsaa？umbi，

　sugui？uubi，　？uhu？uubi，　’warasiNbuw

　？uubi，一→撒kub“窪海u　mi？uubi／～用の

　箱の名miNsaa／～をしめる燐？線ubisiレ

　guci

おびえる　？NbiijuN，一→おじる，こわがる／

　すっかり～？uziici趣N

おひかり〔お光3→ひかり

おひがん［御彼岸3　→ひがん

おひ奮あ痛せ〔お引き合わせ〕hwicaasi，

　hwicawasi，一〉ひきあわせる

おびきだす〔おびき出す〕　，wakujaN／～手

　，wakuidii，→ひきあわせる

蕊ひげ〔御ひげ3→ひげ

おひさま〔お日さま〕　一一〉ひ

おひっこし〔お引っ越し〕　一・÷ひっこし

おはつ〔お初

おはな〔御軍］

おはなξ御花］

おばな〔尾花〕

おび〔帯〕

sina？urusi．　？uhwagi

→はな

→はな

bayaN

　　　語）獄i？uu嫉／～の一

」

おひとよしこお人よし〕hurimakutu，　sara－

　makutu，　？uhujasii，　一一一＞hutuki，　too

おひとり〔御1人〕cutukuru，→ひとり／

　～様？ucutukurtt

おひめさまこお姫様〕一一＞tootoogwaa

おひ蒼ごはん〔お畳御飯〕　mihw圭ruma，　mi・・

　hwiruma？ubuNジ→ひるめし

おぶ（小児語）buu，　buubttU

おぶく〔御仏供〕　？ubuku　　　　rふたり

おふたりさま〔御2人樹　？utatukuru，→

おぶつだん〔お仏壇〕　→ぶつだん

おふ嵐〔お船〕　→ふね

おふれ　hurii，一一一・．｝・こくする

おふ劇がき〔おふれ書き〕　huriigaci

おべっかmeesi，→guubui，　zuuhui／～を

　書5者meesaa

おべべ’jaajaa　　　　　　rよ5
おぼうさま〔お坊さま〕cooroomee，→おし

おぼえ〔覚え〕　→きおく，ものおぼえ

おにξえ勇｛藷〔覚え書き〕　　？ub羅奮aci

おぼえるこ覚える〕　？abijUN，　tui？ubijUN，

　→も撮？ukij賢N，きおく，ものおぼえ／～力

　？ubidee／覚えていない→？ubigikanasaN

おほしさ震〔お星さま〕　mihusi，→ほし

おぼしめし〔おぼし召し〕　？usoozi，→かん

　がえ

おぼしめ．ｷ〔おぼし召す〕　→かんがえる

おぼ蹴る〔溺れる｝？NbUQkWijuN

おぼろげ　？umujoo，→ぼんや1）

おぼろづき〔おぼろ月〕　？uburu多iei

おぼろづきよ〔おぼろ月夜］？uburugic，uu

おぼろどうふ〔おぼろ豆腐〕　，5usidooh膿

おぼん〔お盆〕　？US300roO，→1まん

おまえ〔お前〕？jaa，→？iQ毛aa，　naa，あな

　た，きさま／～自身で？3aakur縞？3a－

　Nkuru／～の→？jaa／～の家？i（≧taa／

　～のがわ？iQtaahara／～のような？jaa－

　guむ。（，1’u／～のよ5な者？jaagutooruu／

　～ひとり？jaNeui
おまえた＄〔お前たち3　？i（≧taa，→あなたが

　た／～の→？i（頚際撲／～の方？iA．taahara
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おまき〔緒巻〕macica

おまけ　giibUN／～を付けるiliijUN

お蜜ごさん〔お孫さん〕　→まこ

おまつり〔御祭り］　　→まつり

おま嵐き〔お．招き〕　？UNgikee，→しょうたい

おま奄り〔御守り〕　mUNnukimuN，　Nごふ／

　～の手ぬぐい→？am沁aitisazi

おま冷り　→おかず

おみあし〔おみ足〕　→あし

おみごと〔御見事3　→みごと

おみやこお宮〕　→？ugaN，，ugaNzu，やしろ／

　～の前の広町一一〉？ugaNnUMOO

おむかえ〔お迎え〕？UNkee

おむすび　→にぎりめし

おめぐみぶかいξお恵み深い3？uzimuzura－

　saN，→めぐみぶかい

おめざmiikuhwajaa
おめし竜の〔御召し物］　吟きもの

おめでとう（新＝年：のあいさつ）　，iisjoogwagi

おめにかかる〔お目にかかる〕　，uganUN，→

おめん〔お面〕　haagiburaa　L？w圭icee，あう

お屯い〔重い〕？NbusaN／（赤ん1警5の体重

　が～）sicuraasjaN／～物？NbumuN
お屯い〔思、い〕　？mmii，？umuiジ→しあん／～

　がかなうこと→？umizituganawai／～の

　ほか？u鵜圭圭nuhuka，→おもいがけない／

　～もよらない→おもいがけない／～を強

　くする？umieimijuN

お弔いあがる〔愚い上る3najagajUN，→ぞ

　うちょう／思い上っている者RajagaimuN

お早いあたる〔，思い当たる〕　？umui？ata一一

　ju．？〈f，一〉？atajUN，おもいつく

お逼》いお奄い〔思、い思い3　箆a＆kaN竃eekaN－

　gee，一・一〉それぞれ

お奄いおよぶ〔思い及ぶ〕　？UMijujUAT

おもいかえす〔思い返す〕　？umuikeesjuN

お臨いがけない〔思いがけない］　→おもい，

　？umiNeal〈iraN，　？umiN　’juraN，　？umiN

　？ubiraN，→？ubijUN／～こと　kawaQta－

　kutu，？ubierazigutu／～幸福？atagahuu／

思いがけず？umaazihuraazi／思いがけ

　もなし・？U燃icak童N　neeN

お奄し、藷り〔思い切り〕　？Umieiri

お屯い覧る〔思い切る〕→あきらめる／思いき

　り（思い切って）？um圭ciQci，→？umiciQもU／

　思い一切れない　，w畿aguris担N，→こころ

お呪いしる〔思い知る〕　？u滋童si5UN　しのこり

お奄いすごし〔思い過ごし〕　？u搬ii麟zi

お愚いすごす〔思い過ごす〕　？UMiisizijUN，

　→かんがえる

お為いだす〔思い出す〕？ubi？NzasjUN／思

　い出せ・ない？ub恕ikanasaN　　　ftaCUN

お竜いたつ〔思い立つ〕citudaCU篤？umi一

お弛いつく． ｵ思いつく〕　？umiglCUN→おも

　いあたる／～こと？elmijui，？umijuikeejui

お奄いつめるξ愚いつめる］　？UMigimijUN

お奄いどおり〔思い通り〕　cimudUUi，？umi－

iduul，　zijuu，→marumijUN／～にいか

　ない？umizituguhwasaN

お奄いとどまる［，思いとどまる〕　写usinUN／

　思いとどまらせる，jusiMijUN

お奄いなおす〔思い塵す）

おもいながす〔思い流す〕

おもいなやむこ，思い悩む〕

　jamii，→くのう

お6いのこす〔思い残す〕

お竃もいやり〔ノ副いやり〕

お＝もう〔，思う〕

？umuikeesjuN’

？um沁εしgasjUN

／～こと　？疑m蓋一

？umuinukusjuN
　　　　　　　　　　　　　　　sinasaki

　　　　　　　　　？UMujUN，（敬語）E？usoozi・一

　mi脚eN，→ねんずる／～こと？umukutu／

　～ことがなくなる一〉？uminaaku，？uhu一

　？u】aninaaku／～ようにならない？umi一一

zi七uguhwasaN

お為お為しい〔璽重しい〕？NburaasjaN，

お屯がい〔面繋〕　mugee　　　　L→いげん

お亀かげ〔面影〕　？umukazi

お奄が搾り〔画変わり〕kaagigawai

お為し〔璽石〕　？Nbusi

お噛しろい〔面白い〕　？U瓶魏（lsaN，？U紐usi蝋

　rusaN，　？wiirikisaN，　？wiirukisaN／　一v

所？wiirikidukuz：u／～人？wiirikii／齎
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　白がる　→？wiirikisaN／面白そうであ

　る？wiirikigisaN　　　　　　　　rだっ

お噛だつ〔重立つ］？urnudaeUN，→かしら

お愚右奄の〔御持ちもの〕　？weemUN．

お奄零や〔玩具〕，iirimUN／～の名一＞baN－

bataa，　ca．xTeaN？Nmagwaa，　eiNeiN？N－

　magwaa，　garagaraa，　karamaa，　hwaa－

　hwaa
おSで〔i刻meegUC量，？職Uも三

お奄℃がえ俵がえ〕？umutigeei

お奄てぐ＄〔表口〕meeguei

お為てだっ〔表立つ］　→？um“tim双ci

お＝もでなし　？utuimuci，→もてなす

お奄てむ琶　　〔表向き〕　？umutimuci，一》カミ

お奄て愚ん〔表門〕　？uhu？uzoo　　しいけん

お毛と（植物名）　？tlMUtU

お奄とだけ〔於茂登岳3（山の名）　？LIMutu－

　daki　　．　　　　　　「かい，ふたん
お＝もに〔重荷〕　？Nbu滋鷲，一一ナ？Nbus2，　1こやつ

お制まゆい〔面映ゆい3φra？ahwasaN，

　girahazikasjaN，→はずかしい

お竜む嚢〔趣〕　sjUU，？u　nUlnuci

お奄奄ち〔面持ち〕　？umumueiジ→かおつき

お奄ゆ厘湯〕？wa35U鶏→？ukee
お奄り〔錘〕　？Nbusi

お＝もろ　？umui，？um魏yu／～をつかさどる

　役？umurunu＄idui

お奄ろそうし〔おもろ草紙｝　？umuru？usoo－

　si

お6わ．ず〔思、わず］　？ubirazi，？ubizini，？u－

　maazihuraazi，→ふい

編噛冷せぶり〔思わせぶり〕？atmaasibui／

　～に辞退することz圭teegwa＆

おや（感動）　　？ane，？εしNdee，　cee，　haa，　？u－

　ne／～おや（～まあ）？akit60｝獄a，？ane一

？ane，　？iQcaakuQeaa，　saQtim．u，　saQti一…

　m覗S＆（毒ti照U，？U識e？URe

おや〔親］？uja，一一）・？ahjaa，（敬語）？轍」＆一

　ganasi，？ujag鍛as嬬おとこおや，おんな

　おや／～にそむく．子？ujamuduiNgwa／

　～にそむくこと？ujamuduigutu／～に似

　ない者tanagaaimUN／～の家？ujanu－

　」鍛／～のため？ujanutami／～の三子知

　らず一・？ujabUNnOO　QkwacikusjOO／～

　もつらく二毛つらいこと　「～ujag気rasa（≧一

　kwagirasa／～を失うこと？ujamadii

おやお幽い襯思い〕　？uja？um晦aa，→こう

おやがかり〔親がかり〕　？ujagak哉i　　しこう

おやが獅り襯がわり3？ujagawai
おやく〔お役］　→やく

おやくしょしごと〔お役所仕事〕→？weeda－

ibaNsi，やくしょ

おやこ〔親子〕？qjaku，？uゴaQ1｛w批／～全部

？ujaQkwamuruQkwa
おやご〔親御〕　ゆおや　　　　　　　　「おや

おやじ　→taarii，　taariigwaa，ちぢ，ちぢ

おやしき〔お屋敷〕　tUNel，？uhudUNei，→

おやすみにiなる　一→やすむ　　　　 しやしき

おやばか〔親馬．鹿〕→Qkwabiieaa

おやふこう〔親不孝〕？u3ahukoo，→ふこう／

　tyなこと？ujamuduigutu／～な者？uja－

　muduiNgwa
おやぶた乙訓〕？a幻aa，？ahjaa？waa

おやぶん〔親分〕　siidu，→かしら

おやまさり〔親まさり〕？ujamasai／～の子

　？ujamasaiNgwa

おやまのたいしょう〔お山の大将〕　taa？iju－

　gaslra
おや毫》と〔親もと〕　？ujamutu

おや帥び〔親掴　？uhu？iibi

おゆ〔お湯3　→ゆ，　おぶ

およぎ〔泳ぎ］　？wiizi

およぐ〔泳ぐ〕　？wiiZUN

およぶ〔及ぶ〕　？U3ubUN，→girugajUN，？U一

　殺91ruga農jUN

お濫めさん〔お嫁さん］　→よめ　　　　「saN

おらくに〔お楽に｝？uhWiraku，→hwir批一

おりξ折〕　baa，　basju，，uui，一→とき／～が

　悪いこと　buhjoosi

おり〔折（折箱）〕　’uui

650



おり　〔濃〕　　　guri

おり轟研る〔織りあげる〕　？UQeijUN

おりおり〔折折〕　CUQpuziQpu，→ときどき

おりつけ〔織り付け〕kasici，　nuuguei

おり竜の〔織物〕　→nunu／～の種類の名，

　柄の名など→？ajamUN，？aja尊naakaa，

　？akasimaa，　？akauu，　？asanunu，　ba－

　sjaa，　biNgata，　biNsibui，　？eegata，　？ee一

　？uburuu，　hana？ui，　husu，　hutagu，

　hwiranuci，　？iicu，　’iieiiri，　’jasirami，

kasigaa，　kasinueituNbJ’aN，　katagiki，

　maN，　marub2ima，　miNsaa，　mookahuu，

　mudi？aja，　muNpa，　muruduQeiri，　na－

mauu，　niiuu，　riNzi，　rootuN？ui，　sawai，

　sicigaara，　seeJ’aNpuu，　siraga，　tiNgaa－

　euu，　tizima，　tuNbjaN，　tuNbjaNeee，

　tUQeiri，？usjaamii，　ziQpakuzii，→はた

　おり，かすり

おりる〔降りる〕　？Ul’ijUN

おる〔織る〕　？ujUN／織りかけの布nUNna－

　ka

おる〔折る〕　，uujUN

蕊蒼〔居る〕　→いる

お馳い〔御礼〕　寧idigahuu，　eiduugahuu／

　～をい弓→nihwee

お翫い豊いり〔御礼参り〕一一）？ugwaNbutuci

おれる〔叛れる〕　，uuxijUN

オレンジ　→kunibu

おろおろm◎odo◎

おろか〔愚か〕？uruka，→ばか，ぐぶつ／

　～しく見えるhwizarugisaN／～である

　？囎isaN

おろしが蕊〔下し金〕deekuni亭irii，￥eega一

　聡段

おろす〔降ろす。下ろす〕？urusjUN／（魚を

　．v）　kusireejuN

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おん

綱》り〔終わり〕hati，　naa，　sii，？uwal／～

　の番￥iibaN

お獅る〔終わる〕　sinUN，　？ucinajUN，？U一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　waJUN，→お尺る，はてる

お冷ん〔お椀〕　→わん

おん〔恩〕　？UN，，UNs（敬語）9UU蒼，　→いの

　ち，おんぎ

おん〔御〕　mi一，，N一　　「（敬語）9UUNgeesi

おんがえし〔恩返し〕　？UNgeesi，，UNgeesi，

おん奮〔恩i羨〕　，UNzi，→おん

おんこう〔温摩〕→？uzaNnasi

おんしん〔音信〕　sata，→おとさた，たより

おん雪〔音痴〕hWizainuudii

おんどく〔音読3　麟mihuku

おんどり〔雄難3　，uudui

おんな．〔女〕　，UNna，，winagU，（敬語）me－

ewinagU，（卑語）’jumuwinagU／～が

　生まれること　→？uhuwikiga／　～に夢中

　になること　→，winagumugiriノ　～の親

’winagunu？uja／～の子　’winaguNgwa，

’W三naguwarabi／～の声’winagugWii／

　～のなり，winaguhuuzi／～の身，W海a－

　gumi／～のよ5な男，w三naguhuuzii／男

　のよ5な～’uuwinagu，’wikigahuuzii

おんなおや〔：女親〕’winagu？uja，→tkは

おんなLmp　eん〔女主人〕rwinagunuusi

おんなし㌫たい〔女親帯〕，winagudaci

おんなたらし〔女たらし〕　’winagukagimi－

jaa，’winagusikasjaa，’winagU？utusjaa

おんなひでり〔幸ひでり〕，winaguugaril

おんなべや〔女部屋〕？uraga

おんならしい〔女らしい〕’winaguyaasjaN

おんびん〔穏便〕．．？UNblN

おんぶ　？uhw段，？uuhwa
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か

か

か（助詞）　一ga，一gana，一i，→Raa．

か〔蚊｝　gazaN，　ga多aN

か〔荷］　一katam圭

が〔我〕　gaa／～が強いgaazuusaN／～の

　i強い者gaazuuノ～を折る→，uur圭jUN

が（助詞）

が窮があ

かい〔則

かい躍〕

かい〔匙〕

かい〔甲斐〕

かい〔圏3

かし・〔階〕

かい（助詞）　naa

がい〔害〕　gee，→わざわい

かいがいしい　ga益ar3asj昂N，9農narEし璽isaN

かいかとう〔開化党〕1〈aikwatoo

かいがら〔員がら〕→？ahwakee，？ahwa－

　kuu
かいがんξ海岸｝　？umibata，→はま

かいき〔快気〕kweeei，→ぜんかい／～祝い

　kweeci？uiwee，　kweeci？ujuwee

かいぐい〔買い食い〕k◎◎iNgwee

かいけつ〔解決〕haNsi／～するhaNsjUN

かいけん〔会見］灘cee，一→めんかい

がいけん〔外見〕bazoo，　miiba，　miihwa，

　miijoo，？waabi，→おもてむき／～をつく．

　ろうもの？waabiegraa
画、も、ここ蚕〕　　ka茎霧u，　？itumusi

　　　　　　　　　　　　　・哨　　　　　　㌔レ　　　　　腎

一ga，噴馬（逆接）一寧遼a

gaagaa
kee，→？ahwakee，？段hw＆玉くuu

？eekuu，　1｛ee，　？weeku

kee

　siN／～がない→S300N　tataN
－keeN，　一〉一du

－kee

かいこう〔会合〕

かいこう〔開合〕

がいこつ〔骸骨］

かいこん〔開墾〕

かいaん＄こ開墾地〕

がいさん〔概算〕

sum，触めつまり
kaikoo

karahuni，　一ナこつ，

1｛aikuN，　seeki

　　　seekizii

teegeegaNmiN

ほね

がいして〔概して〕　簸a凱i嬬→だいたい

がいしゅつ〔外聞一〉？aQcihWici

Ptいしゅつ豊〔外撫着〕？Nzirihweerii，？N－

　zirimeerii，　tuNzihweezii

がいしょう〔街娼］　hwee4uraa，　hwee多uri，

　saNgwanaa，→じxうら
かいすい〔海水〕s担u，？usju

かいせい〔快謝ZOO？waaglci

がいせ野外騨gweesici，　hwahwakata，
　，winaguhulcata，→いんせき，さとかた

かいせん〔二三3koosi／～にがかった考

　koosaaノ～の一種samigoosi
かいぞう〔改遺〕

かいそく〔海賊〕

かいたい〔懐胎〕

かいたい〔解体〕

gukuikee

haigee

一一?・にんしん，みこもる

→ぶんかい／～して売るこ

とkuusi？ui／～修理hwirac量sjuuhu

かいだん〔階段〕

かいだん〔怪談〕

かいてん〔園転3

　謳NZ圭

かいどう〔街道〕

　kumiei
かいな〔腕〕

k珍ai，→はしごだん

，juur三圭banasi

migui／～の央敗migui一

’oekwaN，　sj　ukuduui，　sju一

　　　　　　　　keena，→て，うで

かいにんそう〔海人草〕　naeoora

かいふく二二〕euui，→ぜんかい，へいゆ／

　～カこ遅し、　euuiniisaN／　～カ｛早㌔、　cuuibee－

　saN／～するcuujUN，　kUNnoosjUN，　mu－

　clnoojuN．　mUemeosjuN
かいへい〔開第3？akikwii「→あけひろげる

かいほうする〔開放する〕？akihwirugijUN，

勇くし、まし、〔外米〕　　　saigUNmee，　七〇〇gumii

かいまみ番〔かいま見る〕→suumi，のぞく

かいみょう〔戒名3　？iihweezii

かいめん晦細？umimajaa
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かき

かい奄の〔買物〕　kooimUN／～上手である

　ko◎i？uziraasjaN／～をする人kooimu－

　Nsjaa

かい6んだけ〔回瀾岳X地名）？ukaimUN

かいよう〔海洋〕tukee，一〉たいかい

かいらし、し，〔面訴師〕　cONdar＆a，，jaN多a圭，

　’3aN多33a艮，　maNzai　　　rkooj雛N

かう〔買う］　koojUN／買ってしまう　kee一

かう〔飼う〕gil〈anajUN，　karajUN，　sita－

　tijUN

かえし〔返し〕keesi，→おかえしへんさい

かえす〔返す〕　keesjUN，㎜udusjUN／～こ

　と→hwiNbiN，へんさい　　　「dUS3UN

かえすご帰す］　keesjuN，→keerasjUN，　mu一

かえす〔i関す〕　91idasjUN，→ふかする

かえっでkeetee，1〈eeti，　keetiNkai／～悪

かえり〔帰り〕kee圭，　mudui　LL・？agajaN

かえりみ＄〔帰りみち〕　keeimici

かえる〔帰る〕　keejUN，　mudujUN

かえる〔返る〕　keejUN，→？utikeejUN

かえるこ変える・替える〕　keejUN／かえて

　しまうciikee3UN

かえる〔当る〕　麟d童」靱N，→ふかする

かえる〔蝋i〕　？atabieaa，？ata｝）ici／～の子

　？aminaa／～の一種？＆taku㌶wak蘇b圭ci，

　’uu？ataku

かお〔顔〕gira，　kau，（敬語）MjUNci，　nu－

　Nei，？UNci，→つら，めんそう／～がつぶ

　れること→girawaidOOgU／～が1魯らしい

　giramiQkwasaN，　giranikUsaN／～がふ

　くれること？itabu（lkwi／～がほてること

　giarahwaahwaa／～で借りること→gira－

　sicimuci／～の大きい者→’waNbuu，

’waNbaa／．．～の広さgirawaa／～をしか

　める’wazamijuN／～をしかめることe→

rnXwazaNkueiwazaN，　nanawazaN，

　，wazaNkaa／～をそむけることgirabui／

　～を服すnubagajUN，→tUNRubagajUN／

　～を娼すことmeenubagai／～をつつ込．

　むことgiragiikuN

カ、おし、ろ〔顔色〕　　giramiikuci，？呈ru，　？iru－

　kisa，　MiNzici／～が急変すること？iru－

　migaai／～にあらわれやすし・？irumiija－

　QsaN／～の悪い考？irunugaa　　ヂkum至

かおかた＄〔顔かたち〕　giragaku，　giramu一

かおだ婁〔頗だち〕　girakaagi，　m煮u｛爵u，

　→きりょう／～が変わることkaagigawai
かおつき〔顔つき〕　　　giram量至kuci，　gira．？uci－

　ki，　miikuci，　miNziei，　miNzoo，　？umu－

　muci，→つらがまえ／～の変わること

　kaagigawai　　　．　　「いkabasjaN
カ、おり〔香り〕　→におい，ほうこう／　～がよ

かかし〔案山子〕naasirumah．　ui

かかとこ踵〕　？adu／～の裏（～の褒にできる

　はれもの）？aduzisi

かがみ〔鏡〕kagaN／あわせ～？aasikagaN

かがみみがき〔鏡磨き31〈agaNhweesaa

かがみ亀ち〔鏡餅］→？utusizama　　　「む

かがむ　kagarnajUN，　magajUN，→しゃが

かかり〔係り3kamii，？atai，一tai

かかり奄い〔掛かりあい〕kakawai，→かん

　けい

かかり紛り〔掛かりきり〕　→一撃uku／～の者

かかる〔掛かる〕　kakajuN　　　し一“一gukuu

かかわり〔係わり〕kakawai，→かんけい／

　～の多いさまkakeehwicee

かかわる〔係わる］　1〈akawajUN，→かんけい

か豊〔垣〕　kaci，→た：けがき

かき〔花卉］　→hanagi，はな

かぎ〔鍵〕saasinUQkwa，．→じょう

かぎ〔鈎〕　ga｝〈izaa，　gakiZUU

がき〔餓鬼〕　gaci／～のようであるgacigi－

　saN，　gaciraasjaN／～のような猫gaci－

　majaa
かきあげる〔掻き上げる〕　kacagijUN

かきあさる〔掻きあさる〕？asagujUN

かきいれどき〔書き入れ時〕→sigibi

かきい削る〔書き入れる〕kaCi？lrijuN，→

　きt・こ母》う　　　　　　　　　　　　　fnUN

力港こむ〔掻き込む］hoociNCUN，　kaciku一一
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かぎ

かく｝〔三越〕

かくご〔格言〕

かくじ〔各論

　れそれ

h、ぎざき　 〔鈎裂き〕　　　，jukujai

かきそえる〔書き添える〕　kaei寧iijUN

がきだいしょう〔餓鬼大将〕　taa？i画9asira

かきちらす〔掻き散らす3kacih60jUN
ヵ、きつ｛ナ〔書き付け〕　　　kac三giki

かき凝垣根〕kaei，→たけがき

かきまわす〔掻き滅す〕　kizaas3UN，→ひつ

　かきまわす／掻き園して濁らす絵dmiN－

　gwasjuN
かきみだす〔掻き乱す｝kaeimiNgwasjUN

かきむしる〔掻きむしる〕kacanUN，　kaea－

　Nkwasj晒
かきものこ書きもの〕　kacimuN

かきよ〔科挙〕　→koo

かぎり〔限り〕kaziri，　tamisi，→一tutu11Mi，

　一ziri／できる～→一gana，君＆naa＄i

かく［角〕　kaku，→かど

かく〔書く〕kaCUN

かくこ掻く〕　kaeUN，→ひっかく

かぐ〔嗅ぐ〕一一＞kagea

かくおび〔角帯）husu？uubi

かくかく〔斯く欺く〕　k呂NkaN

がくげき〔楽劇〕　→ku1γ1iu5ui／～の名ねa一．

かくげんご格納〕　→？ik穏搬ba　Lhwaakuu

　　　” kaku竃u　　　　　　　　　　rぞう

kakugu，→ほぞんする，ひ

naameemee，→おのおの，そ

かくしき〔格式〕

　na，　slNnu

かくしごと〔隠しごと］

かくしだて〔隠しだて〕

　人→？aru？UQpii

かくし6つ〔隠し持つ〕

がくしゃ〔学者〕

かくしゃくと〔嬰鐸きと〕

→ない／　　～どおりの．siN－

　　　　　FQkwigutu

kakusigutu，　kwa－

kakusi／～のない

daeuN

　　　　　　　　　　　gak瞬a

　　　　　　　　　　　　　　　gahwagakwa

かくじんかくようこ各人各様〕一一＞naakamee－

　gamee，→それぞれ／～に醤’うこと．→naa一

　？ii？ii　　　　　　　　　「N，ひたかくし

かくす出す〕kwaQkwasjUN，→kakUS麺

1

1

カ｛くせも、〔学生〕　gakusjoo、寧iminarajaa，

　→せいと　　　　　　　　「する？oojUN

かくとう〔格闘〕　？ooee，　tueegikamee／～

がくふ〔楽譜〕　→1〈UNkUNsii，　kururuNSii

かくべつ〔格別〕→とくに，べつだん／～の

かく習う　→kwaQl〈wijUN　L間柄kakubigi

がく畜ん〔学問〕　gakumuN，　simi，→hwi－

　QsaN，　tisimigakumuN／～に夢中な者

　gal｛ubur｛／～のある人出組Ncu，亭imisi’一

　ri，→hWiQsaNniN／～を習う人simina一一

rajaa

がくSんじ凝学問所〕surii7。a，→がっこう

h《くよ．うひん〔学用晶3　simihudikabi

がくりょく〔学力〕　gakurici

かくれる〔隠れる．］　kwaQkwijuN，　sinu－

　bUN／急いで～haik：waQkwijuN／隠れ

　て通う　→s搬ubUN／隠．れ回ること　kwa－

　Qkwi田aa三

かくれんぼ麗，れんぼ〕　kwaQkwiNdoo．　ree，

　kwaQkwiNtooruu／～で鬼が降参するこ

　と？aaguuru

かけ〔賭け3　kaakii，→ばくち／～の一種

caNkuruu，　eeNkuyuu，　paNmikasii，

　？uubuu

かけ〔欠け〕　kagi，一→けっそん　「かけ弓り

かけ〔掛け〕　sagai／～で売るsagajUN，一→

かげ〔影・陰〕kaagaa，　kaagi，　kazi，（敬語〉

　’Neaagi　rhueibaNta
がけ〔．塵〕liar　ta，　huci，一・？uuciribaNta，

かけあも・こ掛け合い〕kakiee

かけあし〔かけ足〕haaee

かけうり〔掛け売り〕sagai？ui，→かけ

カ、【ナがし、〔掛け買い］　？irikeesi｛，　sagaigooi

かけが凝掛け金〕kakugani，　saasi
かけきん〔掛け金：〕　→kak圭塒ee，　kakis三N

かげぐS［陰門gicagimoosjagi，　moosja一一

　91，nureegutu，　susjuu，→わるくち／．～

　を言5nasagasjuN
かけこえ〔掛け声］　？iitu，，jagvyii／花婿に

　対する～→doodoo／船を漕ぐ時の～→
　？Smeenukaazi
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かし

かけことば〔掛｝ナことば〕　kakikutuba

かけじくこ掛け軸〕　kak1MUN

かけずりまわる〔かけずり回る〕／～さま

　？amahaikumahai
かけつぐ〔掛け帯くり　　｝（akigiZUN

かけっこhaaeesjuubu．

かけ凝掛け値〕kaki
かけひ〔覧〕hwiizaa，（小児語）beebee／～

　　で水を弓1いた水汲み場hwiizaagaa

abs｛ずぼうし〔影法師〕　kaagaa，→かげ

かげぼし〔陰i干し〕　kaag三bugi，　kazibus三

かけ亀雪〔掛け持ち〕　kaki颯uei，→｝（ataka－

　kimaakaki，かけもつ　　　「もち，かねる

か1ナもつ〔掛け持つ〕　　　kataka茎｛ijUN，　→カ、け

かけらkaki，　kumaki呈，’wari

かける〔掛ける〕　ka’kijuN，　一一，？usujUN，寧i－

　1〈量jUN，→ひっか似る

かける〔賭ける］　kakijUN

かける〔欠ける〕kagijUl，kakijuN／欠け

　　たところだらけkakikaa！欠けたもの

　kagi，　kakimuN

かげろ．う（虫の名）　寧eNsuruu

かけろまじま〔加訴呂麻島3　kak三ruma

かげん〔〆高〕？aNbee，　kaglN，（敬語）

　　？waaNbee

かご〔駕籠〕　kag馬（敬語）？aNda，？unaa－

　　Nda／～の一種，jamakagu／～の音gl－

　　QclrlglQclri

かご〔籠〕baaki，　kuu，　sjooki／～の一種

　　？utusiguu，　｝taara，　milbaaraa，　sagizoo一

かこし、〔囲、、〕　　　kakui，→カ、きね　　　Lkii，　tiiru

かこう〔囲う〕　kakujUN／囲いたい心¢i－

　　migulcuru／囲われた女郎giMi多uri

かこうひん〔加工品〕　gukuimUN

かごしま〔鹿児藷h〕　kagusima

かごする〔加護する〕　kagusamijUN

かごつくり〔駕籠作り〕kagugukujaa

かこつけkutujusi
か・二つける　kutujusijUN，→ことよせる

かこむ〔囲む〕　kakunUN，→かこ5，ほうい

かごん〔過言〕kwagU凡→いいすぎしする

かさ〔笠・傘〕kasa，（敬語）？UNcitaka，

　→ひがさノ～の一種？amigasa，？aNzasa，

　daNgasa，　？eegamlgasa，　？eegasa，　hana－

　gasa，　kaabujaagasa，　kara　kasa，　kuba－

　gasa，　miNtari？aNzasa，　miNtarii，　？oo－

　gasaa，　raNgaSa，　raNsaN，　？uraNsaN，

　→？UNcitakaノ～に着ること　→kusigaki

かさ〔癒］kasa／～のできかかり1〈asaki

がさがさ　gasagasa，　gwasagwasa

かざかみ〔風上〕kaziwaara，　kazi？waara

かざぐるま〔風車〕kazi鵬aja爲

がさつな為の〔がさつな者〕gasaa

かさなる〔重なる〕　kasabajUN

かさ麗〔重ね〕一kasabi　fxuuzuu，→たびたび

かさ勲がさね〔重ね璽ね〕　kasanigasani，

かさ慮ま〔重ね震〕　→？waabooii

かさねる〔重ねる〕　kasabijUN，→つむ

かさはり〔傘張り〕　kasahajaa

かさばる　　kasabajUN，　kasanUN

かさぶた　kasabuta，　kasaNta／～カミとれる

かさむ〔拝む〕1｛asanUN　L→？ukurijuN

か霊や〔傘屋〕kasazeeku　　「うしょく

かざり〔飾り〕　ka多ai，（歯応）？ukazaiジ→そ

かざりけ〔飾り気〕／　～のない入？aaraN．一

　kaa，　多a（≧もuu

かざりしょく〔飾り職〕kuganigeeku，　ku－

　gani4eekuu　　　　「→そ5しょく
かざりつけ〔飾り付け〕eukuikazai，　kazai，

かざる〔飾る〕　kagajUN

かし〔菓子〕　kwaasi，　kwasi／～の名など

　？amasjoogaa，　？arni，　？aNdaagii，

　？aNdamuci，　？aNdamueihjaagaa，　bu－

　kubukuzaa，　bukubukuu，　butaNkoo，

　　eiiruNl〈oo，　ciisuNkoo，　ciNbiN，　eiNsu－

　kbe，　ciQpeN，　hacagumi，　hanabooru，

　hjaagaa，　hjaakumuci，　hucagi，　h嚢か

　　sarasa，　？irugikimueigoo，　kagitira，

　　keogwaasi，　kooreemuci，　kuba？aagii，
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かじ

　kubaN？agii，　kubaN？agi，　1〈umigaN，　ku－

　NpeN，　kusicii？ukwaasi，　maamigaN；

　magikazi，　maNzuu，　murnu？ukwaasi，

　nisieimueigoo，　？NmukageinaQtuu，　pa－

　asuNkoo，　ritoopeN，　saataa？aNdaagii，

　saataanaQtuu，　soe？ubuyu，　tiisaa？aN，

　tiisu？aN，　？ugumahacagumi，　？uiroo－

　muei，　ziikaglitixa，→もち

か　じ〔舵｝　　　kazi

かじ〔火事］kwazi，→hwii／～の災難kwa－

　naN／～の時のまじないth◎ohai，　hwi－

damageesiゆwii竃ees▽～揚での働き

　hwiibataraei

かじ〔家事〕？ucigutu，→かせい

がし〔餓殉　’jaasazini

かしこい謡い〕．S∫OQraas3餅ド〉？uziraa－

　sjaN／　　～顔つき　　giradama」sii　tama」si一一

　1〈weekaagi／～ことr1圭migani，．suumii／

　・vig　haganaa，　haganimuN，　sjoo？iraa，

　sjOO？irirnuN，→りこう～Sの

かし・こまる［畏まる］　→，ugaNcumijUN，

　きょうしゅく

かにごや〔鍛冶小屋〕　kaNzaajaa

かしつ〔旧知？ajamai，　？ajamaigutu，？a－

　jama2㍉→あやまち
かし“つ〔果実〕　→kiinunai，み

かじとり〔舵取り〕kazitui

かしましい　kasimasjaN，→やかましい

ガジWル（植物名）　gazim＆ru／～の邉って

　長く延びた屯のhooigazimaru

かじみまし畷火事見舞〕1〈wazimiimee，

　kwazi孤圭瓶ee

かしや〔菓子屋〕k．waasijaa，　kwasija，kwa一

力、しゃこ貸家〕　k＆r＆si3品目　　　　　　LS葡＆εし

かじゃ〔鍛冶屋］　kaNzaa，　kaNzeeku，　kaN一

かL　mp〔歌手〕？utasjaa　　　Lzeekuu

かじょうがき〔箇条書き〕騰§igaci

かしら〔頭〕？aもama，　kasira，　kas圭rajaku，

　siidu，→たいしょう　　　　．「だっ

かしらだっ〔頭立つ〕kasiradaCUN，→おも i

かじりつく　1〈wiigikijUN

かじる　kakazijUN
か蜜〔糟〕　　　guri，　ka＄i

かす〔貸す〕　？iraasjUN，　karasjUN

かず〔数3　ka41，→すう

毒くすし、と〔瓦無糸〕　　gaSU？itu

か蜜か？umujoo，→．ぼんやり／～に見え

　るさまmXyaNka　miiraNka

かずか奮リない〔数限りない〕　zalmagamaa

　neeN，→たくさん
；カ　ス　タ　ニ瑳9　ツ　　ト　　　→，5ugidεし1くi

カステラ　ka￥itira／～の一種目iika串itira

かすめとる　keetujuN

かずら嘔〕gita，　kaNda

かすり〔耕3　，iic嚢ri，　tUQciri／～の着物雛騨

　QciriziN／～模様i　biima／～の模様の名

　？i5abii通＆，　marubiima／～の染め付けを

　業とする考糖銀擁ju噸aa

かすりきず〔かすり携〕鋤圭kiz圭

かせ〔棟・総〕kasi

かぜ〔風〕　kazi，→？usukazi／～当たりの

　強いYX　suziba難a／～が強いka多oosaN，

　→suzoosaN／～が吹く→SUZUN／～が回

　ることkazimaai／～が爾に回ること

　hweemaai／～で折れた木の枝k賜oor圭一

　MUN／～で折れた太の枝のたきぎka多OO－

　ridamUN／～に当たるsugarijUN／～に

　当てる（～を通す）sug廉jUN

かぜ〔風、邪〕　geeei，　hanasic圭，→huuci，　mi－

　isieihanasici／～気昧hanasic圭lcag圭N

か．せい〔家政］　，jaa塒uci多uku，→かじ

かせい〔加i勢〕　kasii，　tid我麟kig　tiganee？→

　えんじ1よ，かせい

かせいと〔桂糸〕kasi／～とぬき糸kasiau一

箇、ぜよ1ラ●〔風よけ｝　　kazigaもaka

かせん〔科銭3　kwasiN，→ばっきん

かそう〔家相〕　hUN學呈

かそう〔火葬〕．kwasoo

かそうかいき唱う〔下層贈級〕

LCI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　siqal〈ata，　si－

makata，　simUZ2mu，　sitazita，→し屯じも
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かそうば〔火葬揚〕　kwasgoba

かぞえる〔数える〕　，junUN，　ka多uu3UN，→

　saN／～ことsaNtui／～時のしるし→

　saN／～に足りない春kaginaraNrnUN
かぞく〔家族〕cineeniNgU，　’jaaniN多U／～

　全体の転居cineegusV～中cineezuu，
　　　ゆ　　　　　　　　　　　　

　CUJaa搬N多U

かた〔肩〕kata，→katabai／～の後の部分

　tii？UQcaki／～と腕katageenaノ～先か
　らもう　一・：方の手の先までの畏さka撫saci

かた〔型〕　？ikata，　kata，→かたち

かた〔方〕mロtiヂkata

かた〔潟〕　katabaru，→gata

かた〔片〕　kata一

かたあ1ず〔肩1二げ〕　kataneeciri

かたあしとび〔片足とび〕9量itaa，→giitaa一一

かたい〔固い・堅い3katasaN，．kuhwasaN，

　→ziNzuusaNgけんご／～頭kuhwagibu－

　ru／～餅kuhwamuciノ～ものkuhwaa／

　固くなるkuhwajUN
がたい〔難い〕　一gurisjaN，→むずかしい

かたいじ〔片意地〕　→いじ，がんこ／～であ

　る。．imuslpusaN／～な者cimusipuu

かたいつぼう〔片一方〕一〉かたほう

かたお亀い〔片思い〕　kata？umui

かたおや〔片親〕ka捻？uja

がたがた　gatagata，　hutuhutuu

かた豊〔敵〕　「～ada，　kataci，もici

かたぐるま〔肩車〕　maatagaataa

かたこと〔片言〕cukutuba

かたしぐれ〔片時雨〕　katabui

かたすみ〔片隅〕　katarpimi

かたず菱のむ〔かたずを呑む〕→¢iNnUN

かたそで〔片袖〕katasudi／～をぬぐこと

　katakusinuzi，　katasudinuzi

かた＄〔形〕　kqtaci，→かた，かっこう

かたづけ〔型つけ〕katagiki／～を業とする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かた

　者katag呈kijaa

かたづける〔片付ける〕　k帥a瞬間jUN，　saL

　bakij’uN，　seeki3’uN，　siicameej・uN，　sizu－

　MijUN，→しまう／～こと　一，sizumikaci

かたつむり〔蝸牛〕giNnaN

かたてま〔片手簡〕katatima

．かたと薯〔片時〕　katatuci，？usjunuma

かたな〔刀〕　ka‡ana，一→たち

かたは〔片刃〕katahwa／～の小刀kata－

　hwa學iigu

かた‘まし〔片はし〕　cukata／～から？iQSOO－

　naadii，　？iQsooziieii

かたはば〔羅刹katahaba

かたひざ〔片ひざ〕katagiNsi

がたびし　gaarahwiQcii

かた憾iう〔片方〕　cukata，　kataguu，→いつ

　1まう／　～の帆1〈atahu

かた寂り〔塊〕　ka七a鵜ai，　rr｝ux’usl，→一bu（レ

　kwaノ～があるさまmurusaageejaa／～

　ができるmurusigeejUN

かたまる〔固まる〕　kuhwa3UN，　kuhwazF

かたみ〔形見〕　katami　　　　　　LτijUN

かたみち〔片道3　katamici

かたむ竃　〔傾き〕　　　kataNci

かたむく〔傾く〕kataNCUN，→siikuPtN

かたむける〔傾ける〕　kataNkijUN，　naNbee－

　jUN

かたむすび〔片結び〕hutueimUSUN

かたよる〔片審る〕　／～こと？ic≧POONkee／

　片寄った分け方katawaki

かたらい〔語らい〕？ikataree，　kataree

かたらう〔語らう〕　1鰍乞arajUN　　「kataibi

かたる〔語る〕katajUN，→はなすノ～人

　　　　　　　　　　　　　　　fra，→そば，ほとり

かたわら〔側〕　katahara，　suba，　subahwi一
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かた．

かた物乳〔片翻れ］1〈atawari

かだん〔下段｝　sicadaN

．か＄〔勝ち］　kaei

か零〔徒歩〕　kaci

かちあう〔かち合5］hanakaasjUN，　kijullr，

　si忌lkajUN，　sis1keej双翼／～さまsisikee－

　hanakee
か零いくさ〔勝ちいくさ〕kaci？ikusa

かちく嫁劃gikaneemuN／～の一隅考
　一一）bakujoo

かおまけ〔勝ち嗣げ〕　kacimaak1，→しょ5ぶ

カ｛＄よう〔鷲，騰〕　gaanaa

・かつ［勝つ／　kaCUN

かつお〔鰹〕　kagu親

かつおのえぼし（くらげの一種）　？iiraa

．かつおぶし面部kaguubusi／～のだL汁

かっかっhwaahwaa　　．　LkaguusiNzi

がつがつするgacikeejUN

がっかりする　gaNdujUN，→きおち，らく

　たん／～ことgirudai，

：がっき£楽器〕　naimUN／～の一種gaku，

　gakubura，　’jugidaki，　kuueoo，　saNba／

　ガクブラ（gakubura）の奏春buraa
かつぎ〔荷〕　一katami

かつぎちん〔かつぎ賃］　katamidima

脅、つぐ　　kata瓶ijUN

カsっ1ナ〔脚気〕　　sigimuci

かっこう〔絡静〕　k碗koo，→かたち，すがた

がっこう〔学校〕gaQko◎，　gaQkoozi，→hwi－

　ragaQkoo，　kukug；aku，　muragaQkoo，　su一

がっしょうする〔合掌する〕　→哲i　　しτ蓑za

かっせん〔合戦〕　tatakee，→せんそ5

がったいする〔合体する〕kusajUN，？Usaa一

　麟N，？usjaajUN，→がっぺいする

かつで勝手〕eimakasi・1｛aQti・　waga｝ma－

　ma，　zimama，→きまま，わがまま／～気ま

かって〔勝手〕　simu　しまsiibusjahUNdee

．かつどうtやしん〔活動写即kaagaaudui

カ・っぱ〔河童｝　kaagarimoo

i

1

かつば〔合羽｝　k＆Qp3

かっぱらう　keetujUN，→らばいとる

がっぺいする［合併する〕？usaasjUN，？U－

　sjaasjUNジ→がったいずる

カ、てし、〔家．庭｝　　cinee

かでい豊ようし〔家庭教師］　一SF？uhujakaa

がてん〔合点〕　gaQtiN／～が行く→cikwli一一

　jUN

かど〔角3　kadu／～があるhagik◎osaN，

　一hagikoogisaN，　hagikooraas3’aN／　N）b｛

　立つkadudaCUN
かとう〔下等〕　／～なものkazii

かどぐ＄〔門m〕　zooguci，→きどくち

かどで〔門出〕　？Nzitaei，　tabidaci，→しゅ

かどわかす　’jukusjUN　　　　　Lっばつ

カ、なあみ〔金網〕　　　→？abuikuu

カ、なう　．1〈an＆jUN

かながき〔金掻き〕kusakaci

かなぐ〔金具〕　kanagu

かなくそ〔金くそ〕　kanakusu，　kanikusu

かなけ〔金気〕　／～のある汁kanash’u

かなしい〔悲しい〕　naglkasjaN／悲しそ5

　な顔girajoo／悲しみがこみ上げる一一＞ha－

　eikunuN
かなだらい〔金：だらい｝　biNdaree

かなつ蟹金づち〕1〈anazicaa，　kanizicaa

かなてここ金てこ〕　kanigara

かなひばし〔金火箸〕kanihwiibasi

かなぶんぶん　ka組baubu蟻

かなへび　kooreegus3ukwee，？waatu？oo－

　jaa

かなぼとけ〔金仏〕kanibutuki

かなめ〔劉slNmi
かな屯の〔金物〕kanamUN

かな屯のや〔金物屋］　kanarnUNjaa

かならず〔必ず〕kanarazi，　kaNnaazi，　ka－

　Nnazi，　kaziti，　zihwi，→きっと

かなり　’jukai，→そ5とう，だいぶ，よほ

　ど／～の’jukai／～の量’jukai？UQsa

かなん〔火難〕kwanaN
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か1こ〔蟹〕　gani／～の一一種gagami，　kaもag2－

　miganigwaa，　？umigani

がにまた／　～の歩き方→？aatabai

か馳〔金〕（金：属）　kani／～のたがk：ani？ub圭

か融〔金〕（金銭）ziN，　ziNl〈ani，　一“ぜに／．多

　額の～→たいきん／まとまった～maruci－

　ziN／～が掛かるgikurljUN／～で苦しむ

　　ことziNZ圭ira／～に飢えることziNuga擁／

　～のかかることsi（ぷi三gutu，　ziN？鋤i拠i／～

　の数え：方→ziN／～を入れておく箱z敢ba－

　ku／～を借り歩く者hwiQca七iruu／～を

　無駄に使うことZ呈Ndaari／～をやたらに

　人にやる考ziNkwijaa

か凝鐘〕kani／寺院であけ方に鳴らす～

　keezoo

か撫〔銅　ka璃sjoOgU／～太叢→ciNkU／

　～太鼓をたたく一一一一団ciNkuniNgu／～たた

　　き　niNbugi，　niNbueaa／鉦たたきの～

　niNbugigani／～の音→keNkeN
かね〔短〕　lgani，→かねじゃく

f強s蝦錠看、　し〔金貸し〕　　ziNkarasjaa，　→こ　5　り

　かし

か嵐じゃく〔曲尺〕　baNzoogani，　kani

か舷しょう〔金性］　1（anisjoO

かぬつかい険使い〕ziN多ikee／～が荒U・者

　ziNteesj‘aa

か激づ＊り〔金づまり〕ziNgimai

か嵐で　kaniti／　～から　→hweel〈U　まえ

　　もって　　　　　　　　　　　 「（lsaN

カ、ねまフと》り　〔金回り〕／　　～カ｛　」＝　L、　ziNmiija一

か滋愚右〔金持…ち〕　’jugeemuci，？weekii，

　？weekiNcu，　？weekiNeuu，　ziNmuei

かねる〔兼ねる〕　kanijUN，→かけもつ／兼

　ね備えること？uceekanee／兼ね備わる

　？ueajuN

かのうする〔化膿する〕　→5む

・かのえ〔庚〕　kanii

・かのじょ〔彼女〕　→？ari

かのと〔辛〕　kanutu　　　　　融1i？iruu

：かばいろ〔樺色ユ　？NMi？il’U／～のもの？N一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かま

かばう〔庇う〕kanimaasjUN

かび〔華美〕haNkwa，→はなやか／～にす．

　るkwabiijUN

かび〔徽〕koozi，→kaabui

かびん〔花瓶〕　hana？ici

かぶ〔蕪〕　？NNdii

かぶ〔株〕　」瀧utu

かふう〔家風〕　，jaazina，　kahuu

かぶせる〔被せる〕　k鼠N＄三jUN，？usujUN，→

　おっ被せる／被せさせる？usaasjUN

かふそく〔過不足〕　kwaahusuku

かぶと〔兜〕　1｛abutu

かぶらな［蕪菜〕　？NNdii

海、みミリ　　kaabui

か占《りかさミり　　kaabuユkaabui

かぶり奄の．k3b樋mUN，　kaNzimUN

かぶる　kabujUN，　kaNzuN／かぶらせ．る

　kaNsi5疑N

かぶれ鵬UNzaai
かべ〔壁〕lcubl／～をへだてた隣りkubi－

　hwi多ami

かへい〔貨醐ziN，→かね

かほう〔果報〕huu，　kwahuu，→mumuga一

　蓋媒働こうふく

かほうもの［果報者〕　huuniN

かぼちゃ〔南瓜〕eiNkwaa，　naNkwaa

かほど　kaNsjuka，→これ

かま〔鎌〕　？鋤a篠a，kama／～の極？lrana－

　lika

かま〔釜3　hagama，（敬語），Ncama

かまう〔構う〕　kam＆jUN，　kamujuN／かま

　わずにおく’joosjoojUN

かまえ〔構え〕kamee

かまえる〔講える〕　kwicimaasjuN

がまがえる　，wakubici

fis＊　＄　lj　？iibuuziraa，　？is3’atuu，　s3’ooroo一

　？Nma，　？usj’06roo？u．　Nma，　ziramii

かます（魚名）　kamasaa

かます〔臥〕　kamazii

かまち〔欄kamaci
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かま

か蜜ど［竃〕　kama／～作り　R＆manui／～

　作りのEkamanuibii／．～の神hw短u－

　kaN，　？umlcimuN

かまぼこ〔蒲鉾〕　kamabuku

がまんする〔我慢する〕　φ加mi麺N，　kunee－

jUN，　ni霧u翼，一＞ni多iikunee，こらえる／

　我慢できない學iziraraN／我慢できないこ

　とni多iikaNtii／我慢できる→，ja麟m＆jUN

かみ〔神〕kami，　manUN，→？ibi，　sizi，（敬

　語）nUU阜izi，，NcaN，？u醜z圭mee／～に祈

　ることls．aminiNzi／～に供える米hana－

　gumi／～に仕える人kamitycu，→しんか

　ん，みこ／～のいる場所？ibi／～の国→

　？a瓶amij盆sinirija／～の託宣cizi？躍i，

　　mi學i多iri／～の種類，名など→？amami－

　euusiniricuu，　？amamikusiniril｛u，　ciNny－

　inamuN，　g2eisiru，　huSuunulgami，　hwi－

　nukaN，　geenukaN／～のような子供→
　，warabigami．／～の鰹力siz圭，（敬語）？U一．

　91izi／の餐力が高いsisidakasaN／～と仏

　kam泌utuk▽～を祭ってある噺？ugaN，

　？utaki，’ugaNzu／～を祭る式？utal〈abl

かみ〔髪〕karazi，　karazigil，　kasira，　ka－

　sirag量i，（卑．語）kaNむ馬（敬語）mjuNCoObi，

　nUNcoob2，？UNcoobi，→もうはつ／～の

　剃り方の名hatazui，　saratati1／～のつ

　かみ合いkaN乞uku双鵬ee／～の結い方の名

　¢uya？uNcoobi，　haaj’uu，　haajuuii，　hwi－

　raguN，　？irigaNhaajuu，　kamuroo，　1｛aN－

　puu，　katakasira，　maajuuil，　？usirii／

　　～を剃る儀式の名saratatii／～を結．う儀

　　式kεしtakasirajuui／～を結っていない幼

　　児moo呈i

かみ〔紙〕kabi／～の種類の名bas3uuk掛
　bi，　basj’uusi，　caakabi，　hj’akudasi，　hu－

　　usjugami，　minugami，　mumudakabi，

　　sugiwara，　’Waradoosi／～漉きを業とする

　　者kabi亭ieaa／彼岸に燃やす～？aNzikabi

かみ〔ま二〕　→？agai，5え／～の句kamiku／

　　～の方？waara，？wiimuti

かみあう〔噛み合う〕　kwiicaajuN／かみ合

　わせるkwiica鼠S3UN，→kwaasjUN

かみあぶら一端〕bi晦iki，　kaもasijuu，→

　kaba？aNda

かみいれ〔紙入れ〕biQciN

かみがかり〔神がかり］kamiburi，　kami－

　daari，　siNma，→taari／～の「ゆた」si－

　Nmajuta
かみかくし〔神隠し〕　munumaii

がみがみkir◎◎kunGO

かみ豊りむし　（虫の名）．1〈arazikwee

かみ豊る〔囎み切る〕kwiicljUN

かみし竜〔上下3

かみぜに〔紙銭〕

　bi，　？uNeabi

かみそり〔剃刀〕

かみだな〔神．os〕

かみつく〔噛み付く〕

　kwiigikljuN，→くいつく／～馬kuujaa一

　？Nma
漁、みな　り　〔雷〕　　　kaNna三，　→hjaaigrajきぎnai

ka瓢量S量mu

？aNzikabi，（敬語）’Nca－

　　　　　　　　rl〈aNsuizikee

kaNsui／～を使うこと

’NcaN？utana

　　　kuujUN，　kW盤gic驚N，

かみのけ〔髪の毛〕

かみばり〔紙張り〕

かみびな〔紙びな〕

　瓶ee

かみ帥いどこ

→かみ
kabibai

？umeNtuu，　一一＞saatuu一

　　　　　　　　　磯結い床〕katal〈asirajuu－

　5aa，1〈arazijuujaa，→とこや／～の料金の

　名？iQl〈waNmag2，　nil〈waNmagi

かみわる〔囎み謝る］　kwiiwajUN

かむ〔購む〕k蹴＆as3頗／～さまkanaa－

　hwieaa

かめ〔亀〕k＆a溢i／～のA種，jamagaam圭i，

　，jaNbarugaamii，？umigaamii／～の甲

　kaamiikuu
かめ〔甕］　kaami，一〉つぼ，みずがめ／～な

　　どのかけらkaamiNzari／～の一種haN－

　duugaami，　naNbaN，　naNbaNgaami，　ti一

か竜〔鴨〕　gaaも腿i，　k＆堰媒

か竜1二〔髭〕　？圭践gaN，（敬語）．

かや〔茅］　k＆ja

LN　gb　1！gaaml

MllurlgaN，

　　LMI￥11N
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かり

かや〔蚊帳〕kaea，（敬語）’Neaca

がやがやbuusag’waasa，　gwasagwasa，

　muQcirugeei，　？uliumutamuta，　’wasa－

　wasa，→わいわい

かやく〔火薬〕　’iNsju，’Nsju

かやぶ豊〔茅蘇き〕kajabuci／～の家　1〈aja－

　bucijaa，　ka3’a3’aa

かゆ〔粥〕kee，（敬語）？ukee，→gizinumUN

　／～の薄いものs捻u鳳瓢挽UU

かゆい〔痒い〕’wiigoosaN

かよいじ£通い路〕kajuizl，→つ5う

かよう〔通う〕　ka3ujUN／～こと　kaju圭

　　　　　　　　　トかような

かように

から．搬〕

から〔空〕

　rnuN，

　’N．naguruma

から（助詞）

がら〔穀〕

がら〔柄〕

　？aja竃waa／～のこまかい1漕物？3ja墓waa－

　ziN／～の名→おりもの

爵、らし、こ辛V・〕　karasaN，　sipukarasaN，

，sjuuzuusaN，→しおからい／～味sjUUZU－

　uguci／～もの1〈aramUN，（小児語）kaa一

力、らし、ばり　　kara？iba三Lk＆a，→しおカ、ら1，　N

からえず窒〔空晦〕karawiibaei

からかうnabakujUN，’wacakujuN，’wa－

　kujUN／～こと’wacaku／からかわれる

　者nabakuimUN
からかさ晒傘〕1〈arakasa

からかねξ唐金3karakani

がらがら　garagaraa　　．「zi，，Nnakuzi

からくじ〔空籔〕　hwiihwixikuzi，　karaku．

からくち〔辛U〕　sjuuzuuguei

からげる　kanagijUN，→たばねる

からさお　kurumaboo

からさわぎ〔ii設騒ぎ〕’Nnasawazi

からL〔辛子〕karasi

→しんな

→このよらに

　gara，　guru，　kara

　k＆ra，，N簸a，，Nnag3ra，，N澄翫一

→がらんどう，ちゅうくう／～の車

　　　　　　　　　　　　rdii，　一〉一Nnaara

　　－demunu　一kara，　一kutu，　一naa－

　karah“ni，　→カこいこつ

　一ga1』ε㌧　→もよう／　こま）b＞L・～

か．らしな〔辛子葉〕　naa

からす〔鳥〕gara￥i／夕方の～’juugara￥i

からす〔枯らす〕ka臓s5UN

からす〔暖らす〕　karasjUN

ガラス　tamaノ～の破片tamanuwa．盛

からすのきゅう〔鳥の灸〕，jumu．iUlguci

ガラスばり〔ガラス張り〕　tamabai

ガラスびん　tamaguhWiN
からすへび（蛇の名）garasihwiibaa

からすまがり　→gara麟㎜弩ζai

からだ〔体〕　duu，　karata，→（敬語）？UNzu－

　muci，み／．～が大きいhudumagisaNノ～

　が大きい者hu諏盗agii／～が重たいduu一

　？NbusaN／～がかなう→5uugana，　dUU一一

　gara／～が小さいhUiUguusaN／～が強

　いkar農zuus摂N／～が弱いdau3ahwara－

　saN，　karajossaN，→びょうじ：やく／～の

　骨duubuni／～ひとつ　凱i郭gar翫／～を
　いためるこ．．とduuziira，→dUUノ～を振り

　動かすことduubui

からちゃ〔z豊茶］karazaa

からで〔唐手〕tood圭圭，→tii／～の型の名

　1〈uusaNkuu，　naihaNci，　paQsai，　piN？aN，

　ku1笠iti

カ、らな〔唐名〕　　　karana，　→sii，　？uz圭

からはふ〔鷹破風］　karahwaahu

からぶき〔i聖拭き］　kara多usui

からみつく　karakujuN，　magibujUN／～

　　gg　karal〈uimagibui

からむし（植物名）　maauu，，uubee

からめとる　karamitujuN
からある　kεしramijUN，→まきつける

がらん． ﾇう　baNbaεぼaa，？uubaNbεしaraa，

　一＞tUNdoojaa，から，ちゅうく5

かり〔仮〕kai

かりいれどき〔刈入れ時〕　？aci

か　り　ごや〔仮／ま、屋〕　　　kεしi；｝εし

かりに〔仮に〕　→もし

かり止め〔借りもの〕　ka1mUN／お借りした

　im　？uNceemuN
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かり

かりや〔仮屋〕kaija

かりょう〔科料〕　→ばっきん

かりる〔眈りる〕　？irajUN，　kajUN，・→hwi－

　QcatijUN／～こと　一＞hwiQcatiruu，？i－

　1’eek鵠はいしゃく

かり惚け〔刈り分け〕gukuiwaal〈ii

かる〔刈る〕　kajUN

かるい〔軽い〕　ga（≧saN，→kaQsaN／　～荷

　garunii／　～物　garurnUN／軽く　k鼠rugla－

　ruutu，　’jooN，　’jooNgwaa，　？uei？ueiitu／

　軽く見る→かろんじる

かるいし〔軽石〕　karasま

かるがると〔軽軽と〕karugaruutu

かるこ？oodaa

かる窃ざ〔軽業〕hooka，1｛aruWa4a

かれ〔彼〕　？ari，？uri，（敬語）？ama，？Nma／

　～自脅で？arikuru，？urikuru

かれい（魚名）kaas3a難uhw＆a？恥

爵峨い〔嘉例〕karii

かれえだ〔繍れ枝］　guzix’i，　kar2ida，　kari－

　juda
脅、れ豊　〔謙れ太〕　　　karigii，　kar呈ki

か恥くさ〔積れ草〕1｛arikusa

勇、激．は〔桔れ葉〕　kεぼiba＆

か瓢慧でる〔枯れ果てる〕　1〈arihatijUN

か馳ら〔彼等〕　？a（｝taa，？u（｝taa

かれる〔隔れる〕　kariju翼，→かれはてる／

　遜れていること→husikaTi

か偽る［慶れる〕　ka無jUN，→しわがれこえ

か翫る〔澗れる〕　kaakijUN　　　　　　rれ

かろう〔過労〕　siikutaNdi，　siiutai，→つか

かろく〔家蘇〕　｝〈aruku，　ruku，→ちぎょう

かろく：も＄〔家藩1持ち〕　karuku騰uei

かろん£）る〔軽んじる〕　karUNzijuN，，uu－

　　ZUN，一一eFけいべつする，けいし／軽うんじ

　　て　？uci？UciiもU，uciue圭／　 ～こ　と　　tii？U寧eei，

　　一一一＞susooNkarooN

重噛〔廻〕kaara

か堆》〔皮〕　kaaノ～；が張るkaahajuN／～

　　の薄い者kaab坤ii，　kaabisuu／～の鼻緒

　kaaUU／～のように張り付いたものkaahai

か版鮒hara，　muti，→一ba・：a，　一hara

かわいいhUQcagisaN，　kanasjaN，’N・voe－

　saN，　？uziraasiglsaN，　？uzlraasj’aN，　一“

　cimuganasjaN，→あいらしい，かわいら

　　しい／かわいくてたまらない顔girami－

　Qkwee，　’jumu4iramiQkwee

か癖いがる　→kanasj我N，あいされる

かわいそう／　～であるci塩ugurisjaN／～

　にcimugurigiinaa，　eimuguruglinaa／

　かわいそうに思う→cim登？icaεaN

か冷いらしい？eeraasjaN，　hUQeaglきaN，

　kuusjuuraasjaN，　sj’urasjatwT，　sj’uuraa－

　sjaN，一→cimuganasjaN，→あいらしい，

　かわいい　　　　　　　　　　　　　　　　　「捻agee

か痂えび［iflえび3　rleegwaa，　sira＄ee，　ta一

か獅かす〔乾かす〕　lcaakasjuN，→ほす

か．珍かみ〔iil．k〕→？W呈imuti

爵傭ぎし〔川面kaarabaNt’a

か画く〔乾く］　kaal｛ijUN，　kaaraCUN，→ひ

　る／乾いたさま→horehoro／乾IL・ている

　一一＞kaarakisaN

か幽く〔渇く〕kaakijUN，　kawaeUN

かわざいく［革細工〕　kaa多eeku

か諭せみ（鳥の名）　kaaral〈aNzujaa，　kaar－

amaQtaxaa，　kaNzujaa

かthぞうり嘩草履〕kaasaba

か痴ばた〔川端］kaarabaNta
Pt、；曙＝）藍＄…り〔編蠕〕　→こ二うもり

爵吻らこ瓦〕kaara，→miigaara，’uu驚aa－

　ra，いらか／～と石の垣根kaara？isigaei

かあらぶき〔瓦葺き〕　kaar鼠buci／　～の家

　kaayajaa

か癒ら亀凝忌門〕’jaazoo

か：曙♪らや〔瓦屋：｝　　kaarajacεしa

かわり〔代り〕kawai，→しろ，だいり

が冷サ〔代わり〕→一gaai

か軋りだ凝変わり種〕tanagaaimuN，→

　　tanagaajuN
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かん

かわりばえ〔変わりばえ〕／　～のしないこと

一一r？iQg：igahuu，　？iQgigahwii，　？iQgiNhuu，　．

　？三下iNhwii

か南りはてる〔変わりはてる〕　？gcil｛awa－

　jUN
かわる〔変わる〕　kawaj1LiN／変わったもの

　kawaiimuN／変わった事kawaiikutu，
　1〈awaQtal〈utu

か殴る〔代わる〕　kawajUN，→こうたい

かん〔官〕

かん〔寒〕

かん〔棺｝

かん繭〕

かん〔勘〕

かん嘆〕

かん〔巻〕

かん〔貫〕

がん〔願〕

　．と

がん〔癌〕

がん〔『羅〕

　Njaa

kwaN
kaN

1｛waNb爲1〈U，宅ak3ra塒UN，→gaN

kaNmas三，→かんしゃく

kaN／～がにぶいことkaNdUU
kaN

kwaN一，一kwaN
コ

ーi《waN

→きがん，ねがい／～がかなうこ

？utuu｛，　一＞eura？utuui

　　　kaku，　一一＞sakigaku

　　　一→gaN／～を納めておく小屋ga一

かんがえ〔考え］　1｛aNgee，　s5u四N，（敬語）

　？usoozi，→しあん，しさく，しりょ／～が

　深い？umiibukasaN／～のままsju多UN－

　s圭dee，（敬語）gus担騨Nsidee

かんがえごと〔考えごと〕　kaNgeekiuN，→

　箆u？ak錦ee　　ししあんごと，ものおもい

かんがえ奄の〔考えもの〕　？ak：asimUN，　mu一

かん，がえる［agえる〕　kaNgeejUN，→？umu－

　jUN，（敬語）？usoozimirleeN／考えもし

　ない？UmiN，juraN／考え過ぎる？umii一一

　bukasaN

かんかん　kwarakwara

がんがん一一gwaaNgwaaN
かん豊〔歓喜〕一一・“よろこび

かんi讐く〔寒菊〕kaNCiku

かん邊つるい〔権橘類］→kunibu／～の一種

　kaabucii，　kuganiikunibu，　mikaN，　？oo－

　too，　tarugajoo，　tookunibu

がんきん〔元金：〕　mutu，　rrluutu／～を食い

　つぶすことmuutukweeciri

かん1ナい〔関係〕　k眺awa▽～するkamu－

　juN，　kaganajuN，　kaganasjuN，　lcaka一

かんけい〔好争〕→わるだくみ　　LwajUN

かんげん〔誉言〕　？amaguci，？amakuci，

　？aNdaguci，→おせじノ～で人をつるさ

　ま　？amal〈utaraku　　　　　　「こもの

がんこ〔頑固〕　gahwasi，　gwaNku，→がん

かんこうい冷い〔完工祝い〕sjubi？uiwee，

　→かんせい

かんこう＄〔観光地〕　？wiirikidukuru

かんごくξ監獄〕　→ろ5や

がんことう〔頑固党〕　gwaNkutoO，　gwaN－

　kuu，　一？ishnakuratoo

がんこ毛の〔頑固者〕　deekunigaNsaa，　ga－

　hwasaa，　gaNsaa，？iQpuuhUU，→かた

　いじ，こうじょ5，わからずや

かんざしzilkwaa，→kamisasi，　mikami－

　sasi，　tumi，？usizasi／～の端のしゃくし

かんさつ〔鑑札〕kaNsagi　L型の部分kabu

かんざんちく〔寒山竹〕　deemjoo

かんしかん〔監視宮〕　’jukum1

がん：つ〔元H］gwaNtaN，　gwaNzici

かんしゃ〔感謝｝．一nihwee　．　　「一一〉かん

かんしゃく〔礪瀬〕．s担ku，→hjaaigaNnai，

かんしゃく6＄〔緬癩iもち］　sjakumuci

かんしょ〔甘藷〕　→さつまいも

かんしょ〔首薦〕→さとうきび

かん¢よう〔勘定〕　kaNzoO，　saNm圭N，→げ

　いさん

がんじょう〔頑丈｝　→じょうぶ

かんし　diうする〔干渉する〕　kamujUN，　si－

　si｝｛ajuN，　sisikeejuN／　・一一　＄　g　sisikeeha一

皿akbe　　　　　　　rじょ弓ぶ
がんじょう竜の〔頑丈者」〕　gaNzuumUN，→・

かんしょく〔官職〕　？weedai，→4aa／　～名

　→いかい

かんしょく〔間食〕　madunumUN／～に食：

　5物’juru7，inamuN
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かん

かんせい麺完成〕　sjubi，一〉かんこういわい／

　～するtuzimajUN，　tuziMijUN，→しあ

　げる，できあがる

かんせつ〔閣節〕　gigee，　darumi，　husi／～

　がはずれた人gigeehaNdaa

かんぜん〔完全］→も弓しぶんのない／　～

’であるmatasaN／～なmata一／～なも

　のmatamUN
がんそ〔元祖｝→せんぞ

かんぞう〔」｝i臓〕

かんぞう〔貫草〕

かんぞう〔萱草〕

かんそん〔寒村〕

かんだτ・〔寛大〕

がんたん〔元旦〕

かん＄〔開智〕

CIMU
kaN300

1〈waNsoo

kariguni

→かんよ5

→がんじつ

　　　　　　　　’janadakuma

かん＄がい〔趣違、・〕　kaNcigee

かんぢよう〔干潮〕hwirisju／～に現われ

　る岩や洲hwisi

かんつく〔感づく〕　sat編UN，→？繊霊5U画N

かんづめ〔罐詰〕1〈waNgimi

カ、ん「ζ1し、〔鑑定〕　　　migiki

かんどう〔聞道〕→わきみち　「とりしまる

かんとくする〔監督する］kagusamijuN，→

カントン〔広東〕　kwaNt．UN

かんな［鉋〕　kana

カンナ（植物名）hanabasjuu，　kaNna

かんなくず〔鉋くず〕　1〈anakudi圭

かんにん〔堪忍〕．1〈aNniN／～する　沸がま

　んする，こらえる／～するカnubidee，→

　にんたいりょく

がんにん〔官人3→やくにんノ～のように着

　飾ってL・る者turaNkwaNinN
かんのんこ観音〕　kwaNnΣN

．かんのんぢく〔観音竹］　kwaNnUNeiku

かんのんどう〔観音堂〕　1〈waNnUNdOO

かんばつ〔三越〕　h3aai，　hwidiri／～の年

　hjaaidusl，→ひでり　　　「kUNpajUN

がんばる£頑張る］1eibajUN，，jaQpajUN，

かんび〔嘗費〕kuuz圭muci，玉くwaNmUci

かんびょう四病〕’jamiwaNdee，　kaNbjo－

　o，　siNzigi，　tuNzaku

がんびょう綴病〕　miijal）li，→tamajaN

かんぶつ雇灌仏会〕sj農akam翠ぬ・・

かんべん〔勘弁〕kaNbiN，→かんにん／～

　するn馨ireeju篤→ゆるす
勇、ん‘まう　 し、〔漢方医］　　　？ueina＆？isja

かんぼく〔灌木〕9’umagli

かんむり〔冠〕hacimaci，　kaNmui，一・？a－

　kahacimaci／王の～tamaNeaabui

がんやく〔丸薬〕gwaNjaku

かんよう〔寛容〕　cimununubi，　nubi，→ci－

　mubirusaN／～性nagami，　nubiδee

かんよう〔肝要〕kaNnuu，→たいせつ

かんらく〔歓楽］sjUZOO，→たのしみ

かんらくさせる〔陥落させる〕　？U乞usjUN

かんりする〔管理する〕sa窮ka担N，→とり

　しまるノ管理させるsagakijuN

かん敷い8〔寒冷鞄〕hwiidukuru

かんれき〔還翻→rul〈Uzuu？ici

かんろ〔寒露〕　kaNru，　kaNru嫌

かん獅〔宮門〕kwaNhwaa

き

豊〔木3　kii，→かんぼく，きょうぼく，ざいも

　く／～のかけらkikaraa／～の皮kilnu－

　kaa／～のかんざしkXziihwaa／～の精

　→kizimUN／～の根kiinunii／～の葉

　一今きのは／～のまたk圭inumata／～の実

　k圭inumUQkuu，　k三inunai／～の門kiizoo

窒こ気〕cii，→cimu／～が合5→？atajUN，

　’画ca爾a蕪／～が麓いことnamacl／～

　が荒い者膿癌acaa／～が重い？UMii？N一一

　busaN／～カミ変わること→hwiNei／～が
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きく

変わるさま　→？arimasaraakurimasa－

raa／～が利く→cinucici／～が進むci一一

　tudaeUN，　nurijUN／　～が小さい　cimu－

guusaN／～が付く？umljujuN／～が付
くこと？umijui，　？umijuikee3ui／～が転

倒する→maNgwi／～が長いciiniisaN，

　cimunagasaN，’juujuuturaasjaN／～が

　ぬける？ahweejUN／～が早いciibeesaN／

～が弱い（：imujoosaN／～に入ったもの

　cii？ii’i／～に入られる，iirarijuN／～に

　しない→cimu，　gaaN　neeN／～のせい。圭一

　．munu？umii／～のやまいcibjOO，　cijami

　　／～を失弓→きぜつ／～をそらすsisik－

　aasjUN／～をつかう→t＆k我hwis5a歩keeノ

～を付けるkul〈urijuN，→こころがけ

　る／～をもむこと一“？asigaci，？asigae－

　lnOOIi1

9〔義〕　zii，→ぎり

ぎいぎ．い　9wiirigwiir圭重，　kwiirikwiiri

きいと〔生糸〕→sir昭a

窪いろ〔黄色〕ciiru，→まっきいろ／～いも

　のciirUU／～の紙→C圭irukabi／～の冠

　ciiruhaeimaei

豊　うす〔太目〕　　　1〈ii？uu寧i

豊えぎえと〔2肖えギ唱えと〕　　→e慧zii．tu

きえる〔消える〕　caajUN，　kUNdijUN

きおく〔二二〕　munu？ubi，？ubi，→ものお

　ぼえ／不確かな～？uru？ubii／～する
　？ubijUN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ζ暮fえ

豊おくりよく〔記憶力〕？ubidee，→ものお

きお毒〔気落ち〕cida三，一diがっかり

奮かい〔機械〕　’5aεし即a，　karakui，→しかけ

奮力、し、〔機X〕　basju，　h300si，→じき

きがえ〔着替え］　keeiziN／　～のないこと

　cicarukakita，　一一〉？iclmeemaaminukaa

きがえる〔着替える〕　ciikeejUN

奮がかり〔気掛か舅cigal〈ai，　eimugakai，

　cimuhwicagi，niNgil〈ee，→しんぱい

蟄かくこ規格3　zooma，→きじゅん

きかざる〔着飾る〕　suga麟N，→よそおう

奮が融〔気兼ね］　？qkeei？umii，→えんりょ，

　しんろ5／～する？ukeejUN

9がん〔祈願〕cigwaN，　gwaN，　kamini－

　gee，？ugwaN，，U竃ami，→おいのり，が

　ん，きとう，ねがい／～する日？ugwaN－

　bii／～することがら？ugwaNgutu／～に

　使う道異？u霧waNdoogu／～の文句の例

　一？ugwaN
謹「カ｛ん〔義目長〕　　　？irimii

蓮がんじょ〔祈願斎〕　cigwaNzu　　　「ku

きかんぼう［きかん坊3？aNmaku，？uuma一

き豊おとす〔聞き落とす〕　cici？utusjUN

き豊おぼえ〔聞き覚え〕　ciei？ubi

ききかえす〔聞き返す〕　cicikeesjuN／　闘き

　返してcicil〈eesigeesi

ききじょうず〔瀾き上手〕　cicizoozi

き選だす〔聞き出す〕　cic圭maajUN

嚢きと｛嬉嬉と〕　→うれしい，　はしゃぐノ　～

　するさま？UQsja？U鯵」餓

ききながすご聞き流す〕　cicinagasjUN

き豊ほれる〔聞き惚れる〕．eicihurijuN／～

　　ことciciburi

ききま右がい〔麗き闘違い〕cicimaclgee，

　’」’oog“aaziei

きままわる〔聞き厘｝る〕　cieimaajUN

ききめ〔二尉〕　siN，　sirusi／→こうか

きき為の〔聞きもの〕　cieigutu

ききょう〔帰郷］　kueoo，→きこく

ぎきょうだい儀兄剃’eeeoodee，　muuku一
きぎ叡’［太’切れ〕　　kiizi「i　　　　　　　　　しcoodee

ききわけ〔聞き分け〕ciciwaki，属iikazS／

　．～がない→teewak＆S餌翼．

ききわける〔閣き分ける3．ciciwakijUN

きi盛ん〔飲謹〕gasi／～の年→きょうねん

蓮く〔菊〕　ciku

きく〔聞く〕　cieUN，→とう，たずねる，（敬

　語）？UNnjukajuN，’？UNnukajUN／聞い

　　ただけでも憎いcici瓢kusaN／聞いて味

　があるcicisj題ura3sjaN／匿1きたくもな

　　いcicicakUN　neeN／聞きにくいeicigu・・
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きく

　酒sjaR／聞くだけで黙っていることcic圭一

　竃UN

還く〔利く・効く〕c1CUN，　kazic童eUN

きくぎ〔木釘〕憾kuzi

澄　く　ら1ヂ（植物名）　　　mimigui

薯くり　hwiQsui，一〉どきん／～とする一・e・

　hwiQsuimil〈asjuN

薯ぐろう〔気苦労〕→しんろう

豊けん〔危険〕　／～である？ukaasjaN，→

　あぶない／～なこと→haNtigutu／～な

業．haNtiwaga，　tihwanawaga

嚢げん〔機嫌〕　ci滋N，→ごきげん／～がよ

　くなる→’jucaajUN／～をとる（～を薩：

す）→cimu

きげん〔期限〕　kaziri，→きじつ，にちげん

／～付きのものISIalri？aasimauN

豊こう〔気候〕　帰hadamuci，じこう，てんき

謹こえ〔聞こえ〕　→ひょうばん

薯こえおおぎみ〔聞得大謝　clhwiziN，（敬

語）clhwiziNgaRasii／～の御殿cihwi－

　ziN？uduN

奮こえる〔聞こえる］　C撤wii憩篤・→ciCUN．

きこく〔漏話cihwaN，→ききょ5
嚢ここ参〔着心地］　ci呈竃ukuci

奮こちないhwizarugisaN
奮こり〔樵〕’jamaku

奮こわ〔太i強〕　ziiguhwaa

奮こん〔気樹kiinuhwizi
嚢さ奮〔后〕一一〉おうひ

豊ざし、こ夢巳3　　mujuusi，　sikaki，　sirusi，　→

　きっちょう，き．ようちょう，ぜんちょう

豊さ褻貴様〕sunata，？uga，一ヶあなた

響ざみ姦んぶ〔刻み昆布］　cilamikuubu

嚢竃ぎみ角嫉こ〔刻みたばこ〕　c4amitabaku

禽ざ顧刻む）C油簸aN，→hwees3囎，’？級一

　ruSjUN
竃ざ曇り　〔気障切　cilnu4awai
嚢し〔岸〕　cis呈，一》かいがん，カ・わぎし，

奮し瓢儀式〕zisici，一〉しき，さほう

豊し豊L　kwiirikwiiri

．ぎ　しぎ　し　　　 giclgiei

．奮L’つ〔期臼〕nicizlN，→きげん

きしゃ〔汽劇一一〉？agihwiigurumaa

きじ坤ん〔規醐　Z◎oma，→kata

き鴛よう亀》の〔気丈考〕　　？iziZUU，　？izlZUU－

　MUN
豊ず〔鵬3　kiz㍉一一〉きりきず，けが，すりき

　ず，ひっかききず／～の口がふさがるmi一

蕊ずr♪ける〔四つける］　sakujUN　LC肌εしjUN

竃ず噛の〔鰯物〕　→SUN

ぎする〔擬する〕　？atigajUN　　　　「gawai

きせつ〔季節〕→しき／～の変わり図　S呈ci一

きぜつ〔気絶）　bucikUN，→そっとう／　～

　する一一一？aNmasjaN

ませ釜〔煙管］　cisiri／～の管cisiri400，

　roO／～入れの一一種SUQPUN

豊ぜる〔着せる］　kusijuN

書そう〔競う〕　→きょうそうする

きそく〔規貝彗〕cisulcu，→kata，おきて，き

9ぞく〔貴椥deemjoo　　　　しまり
簸た〔北｝manisi，　niinuhwa，　nisi

きたいはず乳〔期待はずれ〕　miihaNdaa，

　瓶iih我N籠uu

嚢だおれ£着佳晋れ〕　　eiidoori　　　　　　「miinisi

奮たかぜ〔北風］　掘sibuci／～の吹きはじめ

轟轟窒砂すず頗着たきり雀〕　eiearukal｛i－

　ta，？ic搬1ee漁鍛min副く鋤→いっちょうら

豊た｛ナ〔着丈〕　　　c三i蕊aki

窒だで〔気立て〕　cidati，　simuei

嚢たない〔汚ない］citaRasaN，　hagoosaN，

　’juNhagoosaN，　gitanasaN，　一bucirii，

　きたならしい，よごす／　～もの　hagoo一

　燃UN，（ノ1、児語）？NNnaa，　pee茎）ee

奮たならしいhagoogisaN，　’jUNhagOO－

　saiV，→きたない／～春？waanukami

豊たむ謹〔北向き］　n呈siNkee

豊婁〔機智〕　→？U9“C圭，きりゃく
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きま

豊ちゅう〔忌中〕hwii？uci

き＄よう〔記帳〕　coodumi，→きにゅ5

き8んと　caNも馬→ちゃんと

きついciwasjaN，→きつく

きっかい〔気遣い〕takahwisja多ikee

きつカ、【づト　　｛～u多umi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

きつくciQtu，　cuuzuuku，→きつい

きつじつ〔吉日〕’iihwii，　zoohwi

ぎっ　しり　　ziba（｝tu・zisaQtu・zi昌量（ltu

きつち〔太つち〕　1（iizicaa，→さいづち

きっ＄よう［吉兆〕ciQcuu

きっ＄り　giNtu　　　rneeN，→かならず

きっと　C三Qtu，？ijadiN，　kaziti，　多U阜ee

琶つねξ狐〕　gigini／～の嫁入りt．iida？aml，

奮つ激び〔狐火〕　？ooruubii

きっぽう〔吉．報］　”lisirasi

産てい〔規定〕→kata，きそく，

竃とう〔亀頭〕　haNki

きとう〔詠振〕

1　tiia・　abui

きまり

　　　　　　　　　eKoo，　？ugwaN，→おいのり，

　きがん／～の代わりとなるものeito◎gaai

きどぐ＄〔木戸目3　颯UKguci，一→かどぐち

きどせん〔太戸銭〕　IXIUNciN

きどりや〔気取り麗〕　　bUNmucaa，　？u，Nbu－

きどる〔気取1る〕　？UNbujUN／～こと　？wa一

きなが£気長3　→のんびり／～であるciin－

iisaN，　ei．munagasaN，　’juujuuturaasj’aN

きなくさい　〔きな揮い〕／～においkako－

　obika4a

嚢なご繊な粉〕㎜aaminakuu
きにいり　褻気に入り〕→おきにいり

豊にゅうこ記入］　coodumi／　～する　tati－

　jUN，→かきいれる／～もれtati？ukuri

勲臨〔絹3？iieu，？itu／～の着物？圭icuziNノ

　～のもの？圭tum雛N，　m我Nジ→sira竃馬ka幽

　smuelslraga
藷～憂いと〔絹糸〕　？iicu？iicuu，一→s量ragεし

邊融ずれ〔衣ずれ］　／～のさま→bitabita，

f

きぬた〔砧〕　？icabu

き葱〔杵〕　？aziN，　kakiziei

豊のう［昨朗　cinUU／～きょう

きのえ［甲〕　ci継i

きのこ〔茸〕　cinuku，　naaba

Lhorohoro

cm観UC双臓

／～の一種

　？aasa，　hataki？aasa，　mimigui，　simizi，

　moo？aasa

きのと〔乙］　cinutu

きのどく£気の毒〕　einudukN／～である

　cimugurisjaN，　clmu？ieasaN／～な（～

　に）　eimugurugiinaa

きのは〔末の葉〕1〈iinuhwaaノ～の広いも

　のkaasja，　kaas3猟uhwaa／！～で包んだ

　ものka批S3a益uhwaa参eiN

きのぼり〔木登り〕　kiinubui

きばこ牙〕eiiba

きばらし〔気疇らし］　nucinuslNtal〈u

きは1る〔気張る〕　→cibajUN，がんばる

きはんこ帰帆〕　cihwaN

きはん〔規範〕→ka璃てほん

きひ〔忌避〕kusi

きび〔黍〕maaziN　　　　　rg“urusaN

きびきびしている　eibiraasjaN，→haziri，

きびしい〔厳しい〕cibiQsaN，　eiwasjaN，

→げんじゅ5

9びなご（魚名）sururugwaa
豊ぶく翫〔着ぶくれ〕．／～したさま’wabu－

　wabu
きふるす〔着古す〕ci撫uru猫asjUN

きぶん．〔気分〕eigee，　kukuci，→きもち，

　こころもち／～が悪い？aNrnasjaN／～

　が悪いこと？aNmasjabucigee，　bucigee，

　麦）ucikUN，　bukukrユ（三i

ぎぼし、〔擬i宝珠］　→bOONtaa，　bOONtuu

きぼとけ〔太仏〕　kiibutul〈i

き震え〔気前〕／～がいい考？uhuzimuu

奮轟くら〔木枕〕

豊漁霰£気まま〕

竈蕊サ〔決まり〕

　てい，さほう

k三圭鴇a（ミkwa

Clmamag－e・かって

sadamち→きそく，けっ
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きま

豊まる〔決まる〕　→けってい

豊み〔霜〕　　　eimi，　→eiN

奮み（代名詞）　→おまえ，きさま／～ぼく

　の話し方，圭nu？iihii，七ageenl？i圭hii

嚢み〔黄勢〕　？akamii

薯みがわるい〔気味が悪い〕hagoosaN，

　，j◎O？usumasjaN，→うすきみがわるい

奮み9か〔気短か］　→たんき

竃みじか亀の〔気短か者〕taNeaa

竃みた書［君たち〕　→おまえたち

豊みょう〔奇妙〕　cimju馬→ふしぎ／～で

　あるhwirumasjaN

ぎむ〔義謝？ataimee

豊むずかしい〔気むずかしい〕　kamayasja－

　N，　mugikasjaN／　・vX　1〈amarasjaa，

　hwireegurii，　ziiguhwaa　　「吟けってい

豊める〔決める］　ciwamijuN，　sada1蹟jUN，

豊竜〔屏〕cimu／～を冷やす→’Nnlhwi－

　zurusaN　　　　　　　　　「ころもち
き論駁気持〕　kukuc三，　siNci，→きぶん，こ

嚢竜の〔着物〕　C圭N，→いしょう，いるい，（小

　児語）’jaajaa，（敬語）’Nsu，？weeNSu，

　→eiNcihwada，　cirukaa／～の襟ciNnu－

kuhi／～の着こなしciNciidaRariノ～の

種類・名など？aasimUN，？aasiziaXT，？a－

　kauuziN，　bas3’aazlN，　basj’aziN，　cii－

muN，　eiiziN，　eoozi．y，　diNkwaa，　dusudii，

　duubul｛u，　duusibui，　duziN，　hadasibui，

　ha？ui，　hwiitaa，　？irunueiN，　’jgdaci，

　1〈urueoo，　maalswaa，　riNkwaq，　sirncoo，

　sudiciraa，　tanasi，　“1uQeaki，’　？uQcaki－

　gwaa，　’wata？h’i，　’wataziN，　？waazi，　一

　がいしゅつぎ，しょうそく，はれぎ，ふだ

　んぎ，れいふく／～の背につける飾り→

　mabujaauu　／～のたけciidaki／～の

　つくろいciNnukUU／～のっけひも
　ciNnUUUI～の出すそ　c煎識usubaa／～

　をゆがめて着ることkata？Nnazi

邊やく〔客〕　caku・（敬語）？ucaku・？u多i壇

ぎゃく〔逆〕　一一シ　9かさま

響やくたい〔麿待〕siNda，→SUSO。N

奮やくてんする〔逆転する〕　？UQceejUN，→

　ひっくりかえす

薯mpくふう〔逆風〕，Nkeekazi

ぎゃくりゅう〔逆流〕　sakami4i

薯やくり　di〈〔脚力〕？asideoni，　hwisja－

zikara　　　　　　　f300霧呈S包N
豊やしゃである　　munujooei9呈saN，　munu一

瞬やすい〔気安い〕hwiyeeja魚saN，→ここ

　ろやすい

きゃは．ん〔脚絆〕　cahaN，　cahwaN

嚢やみ〔気病］　　cib300，　ci5a1ぬ圭

謹やり〔木遣り〕　cijai／～歌cijai

きゅうこ災〕，jaacuu　　　　　　［nu
豊mpう〔九｝　kuku獄ugi，　kuu，→ku一，　kuku一

謹ゆう〔急〕　→？aQta，たちまち，とつぜん／

　～な思い立ち？aQta？umi七aei／～な傾斜

　sakanai／～な坂：sakuhwira／～にCUU－

　caN／～に驚くこと？aQ七a？uduruci

豊ゆうあく〔旧悪〕　hurukigi

嚢ゆうか〔休暇〕　’3ur璃→やすみ

豊ゆうくつ〔窮屈〕　／～である？ibasaN，

　？icizirasaN／～なさま？ibajεしas鍍cee／

　～な所？ibadukuru，？ibai，？ibεしidtユk“一

　2ru，　一〉？ibaimamii

豊ゆうけい〔休憩〕　→きゅうそく

邊mpう【ナいしょ〔休憩室汗〕　’3uku圭dukur貸

きgeうけつりょうほう〔吸壷療法〕buubuu－

　nuzi

豊ゆうし．〔臼歯〕　？uu學ibaa，→おく1ざ

嚢鴎うしゃめん〔急斜副sakan我i

奮90う緩ゆう〔90〕　kuzuu

薯幼うしょ〔急所〕　gibudukuru，　nueidu－

kuru，　sjoodukuru

嚢占うじょ〔宮女〕　gu亭ikUNcu

ge　geうす〔急須〕cuukaa

理mpうする〔窮する〕　gimajUN，　sasigima－

　jUN，→こまる

邊ゆうそく〔休患〕　’3uk：ui，→なかやすみ，
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き㌫

　ほねやすめ／～する→やすむ

豊ゆうでんこ衆点〕　gibu，　gibudukuru

豊ゆうどう〔旧遵3　hurumici

ぎゅうにく〔牛肉〕　ginu？aQtarni，？usiRU・一

ぎゅうにゅう〔牛乳〕？usinucii　　LS圭si

豊ゆうはんじだい〔旧藩時代〕　？ucinaajuu

豊幼うびょう〔急病〕cuubjo◎

糞ゆうめし、〔救命〕　　】nucidasiki

豊ゆうり〔胡瓜〕kii？ui

豊ゆうり6み？uigwaa？usee

きゅうりゅう〔急流3haikawa

きゅうりん〔9厘〕　鏡P3aakugUNzuu
竃　ゆ　うれき〔t臼麿〕　　　？ue呈naagujumi

ぎゅっ．と　→kUN一，つよい

きょう〔経〕→おきよう，きょうもん

唐よう〔今M〕　cuu，　k圭ju／～というきよ5

　CUUQsieuu／～の旨cuunuhwii
きよう〔器用］　seel〈ugaQti

きょ　うし、〈〔教育〕　　na」raasi，　　？usii，　？usii－

　gata，→しつけ・　　　　　「る綴dee∫u聾

きょうおうこ饗応3tidee，一一一〉せったい／～す

きょうか．い〔境界3sakeemi，→さかい

きょうぎ［eai議　］　euugob，　ziNmi，→そう

　だん／～する？ueaasJUN

きょうぐう〔境遇〕　minu？Wii，七aeihwa

きょうくん〔教訓〕　，jusigutu，→おしえ

きょうげん〔狂言〕　coogiN，→maruMuN，

→きりきょうげん　　　　　　　　　「く

ぎょうこう［僥倖〕kuuri多eewee，→こうふ

窪ようざ〔飯子〕　poopoo

きょうさし、カ、〔恐妻家〕　tuzinukookoo

ぎatうさん〔仰由〕　daNdaN，一チたくさん／

　～なhagoorii

ぎょうじ〔行事〕／～の名など？abusiba－

ree，　？agari？umaai，　boozinadi1，　buN，

　9圭nahwici，　ginuもa廊，　cuiz煎，　duuguma－

　gii，　’eisaa，　haarii，　haglgoosaa，　hama一

？uri，　huueiee，　？izaihoo，　’jookabii，　’juN－

　nujuta，　’jUQkanuhwil，　’juQkazXru，　ka－

　a？ur12，　kabi？aNzii，　kukunukaN，　ma一

　buiwal｛asi，　maNsaN，　miizuurukunici，

　miQcanusiku，　miQcanu？uiwee，　miQea－

　nu？ujuwee，　miuruku？uNkee，　muucii，

　naeiziNugami，　naNkanusiku，　’Neabi，

？Nzihuni？uiwee，　sakaNkee，　saNgwa－

　gi？ageibi，　sieigwagieisaa，　simakusarasi，

　sinugu，　eanabata，　？ubiinadii，　？uNea－

　bi，　？usjooroo，　zuri？Nma，　zuurukuniei

豊ようしゅく〔恐縮］　，3a竃塁τnisa，→かしこ

　まる／～する一一＞duugurisjaN

ぎょうしょうこ行商〕　kami？acinee，　kata－

mi？acinee　f？amijuA’
ぎょうずい〔行水］　→？usimasi／　～する

豊ようそう〔競争〕　？aragaa，　？aragaaee，

　？aragaai，？arasii，　sjuubu／～する？a－

ragaajUN？arasuu画N／近道をする～

　maaibeekuu

豊ようそう〔競漕〕→haarii

きょうだい〔兄弟〕cooaee，？utuzaNda，→

　？tzmikii，　？umil〈iinumee，　？uQtusiiza，

　，wikii，はらから／～が多いこと？uhuco－

odee／～の稗が悪いcoodeeguhwasaN
きょうだんす〔：京箪笥〕　cood鼠N瓠

きょう密くとう〔．ﾒ竹拶K｝　coocikutOO

きょうちょう〔凶兆3　tamagai

きょうつか吟遊］．coozika

きょうとこ京都〕　cootu

きょうどう〔共同〕→きょうゆう，きょう

　りよく／～井戸→muragaa／～飼育
　一kareewaakii

豊よう激ん〔凶年3　gasidusi，　nigajuu

きacうぼう〔共謀〕　eiik：馬→たくらむ／～

　している者haratiigi

きSうぼく〔与太〕　もakagii，　？uhugii，一→

豊ようみ〔興味〕SUUmi　　　したいぼく

豊よう奄ん〔経文）　COOMUN

きょうゆう〔共有〕cuukUU，（敬語）？unakaa

きSうらく〔：享楽〕　sjUZOO，→たのしみ

きょうりょく〔協力〕cimu4urii，→きょう

　ど5／～する？ucaasjUN
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ぎょ

ぎょうPtつ〔行列〕（敬語）？usuneei

9よか〔許可｝’jurii，→ゆるす

きょくげい〔曲芸］　hook：as一一〉かるわざ

きょくげんする〔極雪する〕？iicijUN

まよく書〔駆致〕

豊よしつ〔緩雲至〕

嚢よしょ〔暦藤〕

きょじん二人〕

きょせいする〔去勢する］

きょぜつ〔拒絶］

　，NNba，，NNpa，一ゆことわる

きょだい〔巨大〕一〉お：おきい，おおきな／～

　である，jatumagisaN／～な，3at穏一／～な

　もの，ja敏mag銭

きょどう〔宅勤｝　siis14ama，→たちいふる

φkur勾→きわ

9simee多a，→いま

，uizu「おとこ，おおおんな

，jatumUN，，jaも㍊uジ→おお

　　　　　→hug磁

kuhwabanii，　’Nba，　’N’pa，

きょ激ん［去年｝　ktt多u

壼よひ〔拒否］→きょぜつ

きよめる〔清める〕　c導u磁i5UN

きょろきょろ　？amauaiikumamii，

しまい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　guru－

guru，　miiguruguru，　miigurumaaif　・v

　する著milguruguruu

ぎょうり　CINeaaN

きらい〔嫌い〕　bu＄ici　　「とう，いやがる

きらう〔嫌ら〕　eirajUN，→難uj録N，　kus勾L、

きら豊らeiraciya，　hwicarahwieara

豊らくこ気楽］　→？izlN，こころやすい

きらすご切らす］cirasjuN，　hwiQcijUN，

　hwiQcirasjuN／一切らしがちなさまeiri一一

　naataranaa，　hwiQeirakaacira／切らし

　がちな燐帯hwiQcirizuutee　　fs．fUN
豊り〔錐〕？iri／～で穴を． ?ける？irihuga一

琶り〔霧〕　eiri／～が降りることe鋤三？U盛／

　～を吹くことsimisi

きり〔桐3　ciri

きり〔切り｝cirihwa／～がない一・hatiき

　り　一teeN，　一zir圭

駈り〔義理3　ziri，→kadu，　ぎ／～や作法

　zirilaNmee／～を欠く　→hazi／～をわ

　きまえないmagurijuN／～をわきまえな

　い者maguraa，　magunrnuN
農り薫ざむ〔切り刻む〕　→きざむ／～こと

　cirikugaN，　？usiciriziri

きりきず〔切り傷〕　cirikizi，　sakui

贈りきょうげん〔切狂雪〕＄iicoogiN

9りく＊〔切り朗cirikuci，　cirimi
護童　り　ころす〔圭；9り殺りす鴫〕　　　ciri1（Zl　1’usjUN

贈りさめ〔霧雨〕　guma？amigwaa，→こき：

　め

きljすてる〔切り捨てるユ　ci践麟七ij纂黄

きりたおす〔切り倒す〕　ei銭toOS5UN

ぎサだて〔義理立て〕　zir滋a糠

蓮ljつめる〔切り詰める〕　→＄imeec圭juN／

　～ことci酒gim㍉→けんやく

写りどおし〔切り通し〕’waltui

豊りばん〔切りばん〕一“cixibaN，まないた

奮弩ふき〔霧吹き〕　simisi

豊ljぼしだいこん　陶窯大欄　ci4arnide－

　ekuni

解織やく〔機略〕　？ug：ueiz圭NbUN，→きち

嚢サゆう〔寄留〕cir野馬cizuu

豊りゅうにん時留入〕　clzuuniN

費りょう〔器璽：］　kaagi，→kiroo，かおだち，

　ようぼう／～の悪い春，jaRakaag宝i

嚢りatうし’ん〔器量人〕　cirooniN

豊りんξ麟麟3　eiriN

嚢りんそう（植物名）　hukurugi

奮る〔着る〕　cijUN，　cirumuN／着し始めのも

　のei鰍ak三

豊る〔切る〕　cijUN，→？usicijUN，，waCUN／

　さっと～gusum汰asj㍊馬→ちょんぎる
産翫〔切れ，〕　一→ぬの

豊清し〔切オくし〕　　　一caa圭，　一。圭ri

鴨れい〔奇麗〕　clr璃ciri圭N／～である→5つ

　くしい／～な女→びじん／～にcuraaku

愛れぎ翫〔切れ切れ〕　hwlQciribiQciri，→ず

愛瓢くず〔切れ屑〕hucigi　　したずた
甦れつ［亀裂〕　hwibayま，　hw瀬。…，　hwibiki，

窪翫はし〔一切れ端〕　cirihasi　　L→さけめ

選斜め〔切れ欝〕cirim圭，→きりくち
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くい

き乳奄の〔切れ者〕　haganaa，　haganimu－

　N，　takumaeiraa．　takuinaeirimuN，　一〉

　さいばしる

き紅る〔切れる〕　eil’ijuN，　hwi（lcirijUN，

　taCUN／切れたり破れたり　cirimusiri／

切れてなくなった歩一mUQkoo

ぎろう〔妓欄zurinujaa
き物〔翻　ciwa，一一〉きょくち

きわまる〔極まる〕　→takigikijUN

きん〔金〕　ciN，　kugani／～のかんざしku－

　ganiziihwaa，　kuganikamisasi／～の掲

　輪kugani？iibiganii，1（ugani？iibinagii，

　／～鰹，～屏風，～欄→それぞれの項臼を

　見よ

きん〔斤］　一ciN，→ciNmi　　　　「ziihwaa

ぎん〔銀｝　naNza／～のかんざしnaNza一

ぎんが〔銀河〕　ti寅gaara

きんがく〔金額｝ziNdaka

きんかん〔金柑〕　ciNkaN

きんがん〔近眼〕cikami

きん＄じゃくやく〔欣喜雀躍〕　mo6ihani，

　tuNmooimeoi，　tuNzaamoojaa，　’uiui－

　hani，一一“一うれしい，こおどり，よろこぶ

きんぎょこ金魚〕？aka？ijUU／tyの一種da一

きんこう〔近郊〕　s】caaxa　LNcuu・saNrnl

ぎんこう〔銀行〕　ziNkoo

きんさつ〔禁札〕cizinuhwee

豊んし〔禁止〕　ciNzi，　haQtu／～されてい

　ることcireemUN／～すべきことeiree／

　～するeizijUN

きんじょ〔近所〕　clNpiN，　ciNpoo，→とな

　り，となりきんじk／～払いeiNzubaree／

　～づきあいciNzublree／～の集まりci－

　NZU多uml

きんしん〔近親〕　cika？weeka，？UC呈waa，

　（敬語）cica？ZiNpadaN，→しんせき

竃んせい〔禁制〕　haQもu，→きんし

きんせい〔金星〕　，juubaNmaNZaa，，jooka－

　abusi，　maNzaabusi

きんせん〔金銭〕→かね

きんぞく〔金属｝→かね

きんたま［一eeメt］　，jaQl〈waN，　kuuga／～が

　痛むこと　tamajaN

きんたろう［金太郎〕　→はらかけ

きん＄やく〔巾着〕　ziNbukuru

きんとん／～の一種ku双？Nmunii，　taa？N一

きんば〔金歯〕　ciNbaa　　　　　Lmunii

さんぴょうぶ〔金屏風〕ciNbjoobu，　ciNnq一

きんぺん〔近辺〕→ちかく　　　　Lobu

豊んぼう〔近傍〕→ちかく

ぎんみ〔吟味〕一〉しらべ

きんむ〔勤務〕　gimi，　gituml，→つとめる

きんむひょうてい園務評定〕　husikoo

きんめ〔斤圏〕　eiNmi，→りょ5もく

きんもつ〔禁物〕　→だいきんもっ

きんらん〔金華l　ciNdaN，　clNraN

く

く〔九｝　→きゅう

ぐあい〔工合〕　？aNbee，　tanari，一今かげん，

くい〔杭］　kwii

くいあらす〔食：い荒らす〕／～こと

rii，　kizihui，　kweehoorii

〈いあ冷せ〔食いあわせ〕　kuku

くいいじ〔食い意地〕

しつご5

kizihoo一

　　　　　　　　　　→くいしんぼう／～が

張iるgaeikeejUN／～がはっているgaei一
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　glsaN，　gaclraasJaN

くいきる〔食：い一切る〕　kwiic1jUN

くいさがる〔食：L・下がる〕　teesagajUN

くいしばる喰：いしばる〕　1〈wiieaasjUN

くいしんぼう〔食いしん坊3gaci，，」蹴S300，

　→？uhugaci，　くいいじ

くいたおす〔食い倒す〕kweetoosjuN

くいだお劇〔食い倒れ〕kweedoori



くい

くい書がう〔食い違う｝　？aakijUN，→ちぐ

　はぐ

くい＄らす〔食：い散らす〕　→くいあらす

くいつく〔食いつく〕kwiigiCUN・kwiigiki－

jUN，　tUQkwajUN，→かみつく

くいつぶす〔食：いつぶす］　kweet◎◎sjUN

くいな〔水鶏〕kumixaa，　ku！hiru　rsj賦

くいはぐ旧る〔食：いはぐれる〕　kamihaN一

くいぶ零〔食い扶持］　kweekuci

くい亀の〔食いもの〕→たべもの

くう〔食う3kanUN，　kwajUN，　tuil〈anUN，

（敬語）？usjagajUN，→たべる／～こと

　の果報kweebuu／食：わせる1〈waasjUN／

　～にやっとの鋤きkucinumee

ぐうぐう　gutaguta

くうしゃ〔空車〕　’Nnaguruma

ぐうぜん〔偶然］　h3Qosi，→たまたまノ～の

機会？aQta？ugumi

ぐうたら　guuね，　nubacirimuN，→なまけ

　もの／～にした仕事撫bac滅si窟utu

くうふく〔恥曝〕　，jaasawata，（敬語）mini－

　is舞，Nnawata／～である，jaasaN／～で

　元気がなくなるhwicisagajUN

くがつ〔9月目kugwagi，　kUNgwagl

く瓢茎〕guci，　huni

くぎ〔釘3kuzi

く響粘き〔釘抜き3gaNzimi，　kuzinuzaa

くぐり轟ける〔潜り抜ける〕　giNpukijuN，

hukljuN

くくる〔括る］kUNzu瓦→kukujUN
くぐる〔潜る〕　huk塔u賛

くけ揮い〔紛け縫い〕kukui，　r12masibaai

くけ憾：り〔緬け’針〕　kukuibaal

くける〔研げる〕己kukuju飛

くさ〔草〕．lcusa／～の中kusanumii／～の

綴kusanun1i／～の葉kusanuhwaa
くさい〔爽、・〕’jUNgusasaN，1〈usasaN，

搬wiね漁戸N，→あくしゅ5，きなくさい，

　けむり，　こげくさい

くさかりこ草漏り〕　kusakai／～をする子

k
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供kusakajaawarabaa／～をするもの
kusak我」3a

く電9〔草太〕kiikusa，　kusaki

くさ奮（櫨物名）kuSazina

くさ．く91〈usakusa，→くしゃくしゃ

くさとり〔兆域り〕kusatui

く霊ばな〔草花〕　kusabana

く＄び〔椥kusabi，　siQkwa

くき：も客〔草餅〕　huugimuci

く刷り〔鎖〕　kusa圭

くさる〔腐る］　kusarijuN，→hum圭CUN，

　nitamajUN，　siijUN，　くちはてる，くち

　る／腐らせる→kutasjUN／腐ったもの

　kusara・9，　kusarimuN／腐って汁の旧るも

　のsiruhairnuN／～こと→mizika多aa

く日脚蝿〔腐れい6］migikagaa？Nmu
くぎ馳えん〔くされ縁〕　？akuiN／～の友逮

　k玉zimunaadusi

く窪以た〔草棉〕　（櫨物名）　hana

くし〔櫛〕　sabaci，→kusi，くしけずる

くt〔串〕guusi

くe〔鋤k戯／～運が強いkuzijahwara－

　saN／～運がないkuziguhwasaN
くUナずるこ硫る〕　sabaCUN，91ieUN／～こ

　と　＄ic圭kuSiree

く　し‘まこ〔櫛箱〕　　sabacibaku

く鯵び邊〔籔弓iき〕　kuzibici

くしゃくしゃ　　gikunaa瓢ul〈穏na我，瓢腿N盈＆騨

ku，　mUNnakukwaNnal〈u，　mUNnakwa－

　Nna，一→くさくさ

くじゅうくのいわい〔九十九の祝い〕→kazレ
　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　こ

　majaa
くじょう〔苦情〕　googuci，　kunuu，→ぐち／

　～を言うことgoogucihjaaguei／～をい

　5　考googuca＆

くじら［鯨〕guzira

くじる　kuzijUN／突いて～gieil〈uzijUN

ぐず〔愚図3　nurUQI〈wimUN，→のろま

ぐずぐず　daNzamUN2｝a，→もたもた

くすぐったい　hagoosaN



くち

くすぐつたがりや　hagOO？umii

くすぐる　kucugujUN

くずこ〔葛粉〕　ku4i／～で固めること　ku－

　zigatami

くずす〔崩す〕　ku参sjUN，→つきくずす

くすの9〔楠〕（櫨物名）　kusunuci

〈すのはかえで（植物名）　mamiku

くすぶる〔燃る〕　kibujUN／　～こと→kibu－

　jεしεしtuuruu

くすり〔蘂〕kusui

くすlj　ftい〔薬代〕　ku5ui蛋ee

くすりや〔薬屋〕kusui油，1〈usuimacija

くすりゆび〔．薬捲｝narag．　i，　nara§i？iibi

「くず激」る〔崩れる〕　kuurijuN，　kuzirijUN／

　崩れた模様→職iik双Nねa「、

くせ〔癖3’kusi／…の～に一nu？Nziti，　一一nu

　？Nzltooti

くそ〔糞］　kusu，→nagu圭，だいべん／～を

　するmajUN
くだく〔砕く〕kuiaeUN

くたくた／～になる　→？aat3，つかれる
くだ藍ナこめ〔石？？’け米］　　？Nnabi

くだける〔砕ける〕　kuねki3UN

くださる〔下さる〕　taboojUN，？utabimi一

　脚eN，→くれる／下さい→taboojUN

くだす〔下す〕k掘鍋jUN，→げり

くたばる　→のびる

くたびPt→つかれ

くたび翫る　→つかれる

くだ為の〔果物〕　naimUN，→kiinunai

くだり〔下り］　kudai

くち〔口〕　kuci，（敬語）mikuci／～がえぐ

，いkueiwiigoosaN／～が旧い　kuci？N－

　busaN／～が軽い1〈uci？aQsaN，　kucigεい

　QsaNノ～が早いkucibeesaN／～が悪
　いkuciguhwasaN／～が悪い者’jana－

　gucaa，　kueiguhwaa／～のとがった顔

　’juumuuzlra／～のとがった考’juumuu，

　saaruu，　tugaii，　tugajaa，　一一＞hajuuguci

　／～を大きく瀾くことgaaburaci

ぐ＄　→くじょう／～をこぼすさま’wabii－

hai，’wa－biino・i／～っぽい者’W緕bijaa／

～をこぼす’wabijUN

く　rちあ‘ナ〔目明け3　　　m量iguci，　niinuhEしna

く岩うつし〔口移し〕　／～に酒を飲一ませるこ

　とkukuN多ak履

くちおしい〔口惜しい〕→ざんねん／陰借し

や残念kueuusija　zaNniN
くr監ヵ、ず〔口数〕　kucika多i，　kutubaka4i

く＄が；ね〔口金〕　kucigani

くrちき〔朽木〕　kuciki

くちぎたない〔P汚ない〕　kuCShagoosaN

くSぐせ〔口癖〕　．kuciglusi，　kucinuuu

くちぐち〔口目〕　kueiguci

くちぐるま〔m車〕kue三guruma

くちげんか〔目噴嘩3　？iikwaaee，　kucigutu，

→こうろん

くちごたえ〔口答えj　gu2i，　hwiNkee，1〈u一・

cihw三Nkee，．kucihwiNtoo，・→はんこう／

～する→kuei
く薯5さき〔m先〕　　kucinu？waabi，　　kucisa－

　ci／　～｝まカ｝り　？圭inagasinagas呈，　→sjUN－

　sooroo

くおさびしい〔目さびしい〕｝〈uc三sabiQsaN，

　sabiQsa

く＄じゃみせん〔口三味線〕ltucizaNSiN

く＄だっしや〔口達者］　biNkuu，　kucigaN－

　su▽～な者biNkuu’muN

くちどめ〔口止め〕　kucidumi

くちなおし，〔口直し〕　　kucinoosi

く＄なし（櫨物名）　kaz圭majaa，　kucinasi

くおはてる〔朽ちはてるj　saboori3UN，一・

　くさる／朽ちはてたさまsaboorikaa

く＄ひびこ目ひげ〕？waahwizi

く右びる〔唇〕→麟ba／～の色麟ba？iru

くちぶえ〔日笛〕　／～の音画u掘huu呈

くちべた〔口下手〕kucibit＆

く薯5やカ、慧…　しし、〔口やカミま　しし、／　　　kuCijaga－

　m我SJaN

くちよせこ目寄せ〕　，jUNnujata，　siNmaj9一一
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くち

ta／～をする「ゆた」’jUNnujuta

く8る〔朽ちる］　kucuN，・→くさる

く　つ〔靴：｝　　hlユja

くつがえる〔覆る〕　→ひっくりかえる

ぐつぐつgwatagwata，　kwatakwata
くつじゅうする〔罵従する〕→くっぷくする

ぐっしょり　→びっしょり

ぐったり　gu（沸a宝，　gutaQtu，→げんなり／

　～するciisiQtajUN，　mitiNCUN

くっつく　ta（≧gikajUN，　ta（≧kwajロN／　くっ

　つ　き合　う　さ　ま　　 taQgikaimUQgil（al，　ta－

QkwaimuQkwai

くっつけるhwiQgil〈ijUN，　t翫Qkw躁s画N／

　N｝Sg　taQgikihwiQgiki，　taQeikimuQgi－
　1〈i

くってかかる〔食：って掛かる〕　．taguikaka－

　juN，　tuQkakajuN，　tuQkwajuN／　一一8g

一一р狽奄奄戟qwaahw2sjakwaa

くつ漁ぎ〔沓脱］　kudami，→？三S圭zi

くっぷくする〔属服する〕　magajUN／腐脹

　させ’る？uslmagijUN，一一〉あっとうされる

くつろぎ〔寛ぎ〕　kugiruzi，→ゆったり

くつろぐ〔寛ぐ］　kugiruZuN

くつ謹っ［轡〕　　kuciba

くつthむし〔轡虫3？urumaa，？urumaa一

　多ee／～の一種？uhuwata？urumaa

くどくど　　？iikeesigeesi

くに〔繭〕　k設置，（敬語）→？weeguni／　～

　の族さ1〈uniwaa／～の風俗ku職illu多u｝（“

くにがみ〔国頭〕　→やんばる

くにじゅう〔的中〕　cukuni，　kuniZUU

ぐにゃぐにゃ　biirakwaara／～になる

？aatanajuN

くにん〔9人〕　kukunutai

く嵐く激’jeogaahwiigaa，’joogeehwii－

gee，　magaihwigui，　magajaahwigu一

二a

く融んぼ〔九年母）　（植物名）　→1〈un1bu
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くのう〔苦悩〕→？ucikurisja，お旧いなやむ

くばりもの〔配りもの〕　kubaimUN

くばる〔配る］　haZUN，　kubajUN

くび〔首］kubi，（卑語），jumukubi／～が

　だるいkubidarusaN／～に掛けるha－
eUN，　hakijuN／～の根っこ→kaziga3／

　～までの高さkubidak三／～をくくるku－
birijuN

くびすじ〔首すじ〕kubigaa，？usiru

くびったけ〔首つたげ〕　maNburi

くびつり［蒼吊り〕kubirizini

くびなげ〔首投げ〕maqi

くびる〔織る〕

くふう〔工夫〕

ぐぶつ〔愚物〕

くべつ〔区甥｝

け／～

くぼみ富み〕

くま〔熊〕

するmiiwakijuN

kuNZuN，→しばる

kuhuu，一〉こうあん

震Nb双Nk媒saraa，→おろか

miiwaki，　miwald，→いろわ

　　　　　　　，　’wakasjuN

kubuN
　　　　　　1〈uma

くまぜみ（蝉の名）saNsanaa

く陣どりこ隈取り〕／～をする　damijUN

く蜜なく〔隈無く〕miimiiteedee

くみ〔親〕　kumi，　kuna／～の代表kum圭一

　gasira／～を作ること？ucigU撮難

ぐみ（植物名）　kuubi

くみう＄する〔組み打ちす．る〕m囎呈baa5UN，

　mu・＄ubaajUN，→とっくみあう

く　みおどり　〔組踊り〕　　　k＝1ユmiu〔iui

くみこむ〔汲み込む〕kumiNeuN

くみたてる〔組み立てる〕　kumitatijUN，→

kaCUN／組み立て式のものnuzisasi

くみとる〔汲み取る〕1〈umitujUN　　　　，

くみひ為〔総紐〕　→hwiraguN

くむ〔汲む〕　k鞭UN

くむξ蝕む〕　k智識UN

くめむら〔久米村〕　（地名）kuniNda／～の

歯面→suugee
くめんSる〔工面する〕　sig＆r彗UN

く奄〔雲〕　kumu／～の切れ匿kumuziri



くろ

く駁蜘蛛〕　kubu，　kuubaa／～の巣ku－

　bagasi　rdiNciくもり〔曇り〕　kumui／～の天気kumul一

く屯る〔洩る〕　kumUjuN，　siNgwijUN

くやしい〔目惜しい〕　→くちおしい

くやみ〔悔み］　kujami

くやむ〔悔む〕　kujanUN，→こうかい

ｭよう〔供養｝　kujoo

．くら〔倉〕　kura，一〉そうこ

くら〔鞍〕kura

くらLsl＝d立：〕　？atai，　k環ree，　tuikuree，　→L・

くらt、〔暗い〕　kurasaN，→まっくらしカ・い

く．らく“ら　　？amazicikaa，　guragura，　9UU－

　raahaQtai

くらぐらと〔階暗と〕．kuraguratu

くらげ〔水母〕　／～の一種？iiraa

くらし〔暮らし〕→せいかつ

くらしかた〔暮らし方〕　duumucigul〈u，

　kurasigata

くらしむき〔暮らし向き〕　taeihwa，　tacigu－

　1〈u

くらす〔暮らす〕　kurasjuN／暮らしかねる

　こと　tacikaNtii／暮らしにくい　kurasi－

　gurisjaN，　tacigurisjaN／暮らしやすい

　1〈urasijaQsaN，　siiiaQsaN，　tacijaQsaN，

　zlNmn3aQsaN
くらべる〔此べる〕　kun農bijUN，　kurabi－

　jUN，→みくらべる／～ことhwiQcoo／比

　べものにならないdanUN　naraN

くらやみ〔階闇〕　kura3a瓢i，　kurasiN，→や

くらわす〔食らわす〕kwaasjUN　　しみ

くりあわせる〔繰り合わせる〕katakakijuN

くりかえ〔繰り替え〕kuikeeruu

くりかえす〔繰り返す〕　kuikees麟N／繰り

返しkuikeesigees三，→一keesaa，たびた

　び／繰り返して見るmiikeesjUN／繰り返

　し見る9ま凱銭keesigees多

くりかえる〔繰り替える〕　kuikeejUN

ぐりぐり　gurui，→hudu？w銭gurui

くりだすこ繰り出す3kwaasjuN

くりど〔繰り戸〕　hasiru

くりのべばらい〔繰り延べ払い〕？irikeesii

くりみξね〔套qり舟〕　　kuihuni，　sabani，　寧i－

　Nnl，　slNnlgwaa

くり屯どす〔繰り戻す〕　1〈uimudusjUN

くる〔来る〕　eUUN，（敬語）？imeNgeeN，

　meeN，　meNseeN，　moojUN，　？meNseeN，

　？uceei】〔織玲eeN／来てしまうciihaciCUUN，

haeieuuN，　1〈eehaeicuuN

くる〔繰る〕kujUN，→たぐる

　　　　　　　　　→guh双si

　　　　　　　　kuruma，　一hjaagaa

くるまいど〔車井戸〕　kurumagaa

くるまざ〔車座〕goomaaii，？ucimamaa一

くるまどめ〔車止］　→slQl〈wa　　　　Lruu

くるまや〔車屋〕kurumaa

ぐるみ一・寧iiti，一takii，一・＞Niっしょ

くれ〔樽〕kuri

くれる〔呉れる〕　kwijUN，→くださる／呉

　れ　 →毛ura＄jUN

くれる〔暮れる〕　，jUQkWijuN

くろ〔黒〕kurUU，→まっくろ

くろい〔黒い〕kurusaN／色の～人→’jaci一

？usi／黒く太ることkurugweei／黒くて

渋味のあるさま→kurusjuuzautu／黒

　くなるkurunuN
〈ろう〔苦労｝　ku∫00，　kuroo，　naNzi，　na－

　NzikuNz2，　’Nniziira，　siNdoe，　slNroo，

→siNkumaNku，しんぽい／～を知らせ

　るところ一一＞munusirasidukuru

くろうしよう階労性〕→S圭wasjaa

くろが激〔鉄〕　→てつ

ぐる　ciiku，　guu　　　　　　　　　「つらい

くるしい回しい〕kugisaN，　kurisjaN，→

くるしみ〔苦しみ〕　kurusimi，→？ieas哉N，

　siira，くのう，くろう

くるしむ〔苦しむ〕　1〈urusinUN，→siira，わ

ずらう

くるぶし〔躁〕

くるまこ車〕
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くろ

くろかび〔黒かび〕k鞭ubee

くろき〔黒旗〕　kuruci

くろくも〔黒雲〕kurukumu，→あまぐも

くろごま〔黒胡麻〕1｛uruguma，1〈uxu？UgU一

　瓢a

くろざとう〔黒砂糖〕kurugaataa，　saataa

くろきんご〔黒珊瑚　？umimaagi

くろしお〔黒潮］　kuxusju

くろずむ〔黒ずむ］　1〈urunUN，　kurusiわii－

jUN／黒ずんでやせることkurujoogari

くろつぐ（植物名）　’juj．uzura，　maani

くろつ＄£黒土］　　zaagar疑

ク鐸トン（藏物名）　kur賦UN

くろまめ〔黒豆〕　kurumaami

くろむ〔黒む〕一“くろずむ

くろめばる（魚名）　kurumiibaju

く冷〔桑〕　kwaa／～の宋kwaagi／～の実

　naNdeesii／　～の弓　　→1〈waa】3ujUM1

く南〔鍬〕　kwee　　　　　　　　　　ヂ→たす

く扇え蒼ξ加える〕　kuweejUN，？waasjUN，

く酬える〔訴える〕　→kukunUN／　くわえさ

　せる　一＞1〈waasjUN

く鎌》ししs〔詳しL・〕　／～こと？量亭ee，　kumee－

ki／くわしくするkumeek圭juN

く痂ずい奄〔食：わず芋］（植物名）　？Nbasi

く冷ず響らい〔食：わず嫌い〕／　～で食：べて見

れば大いに食：べること　1〈waaNkwaaNnu

nanamakai／～で食：ぺてみれば大いに食

　5ig　1〈waaNkwaaNnu．nanamakajaa
く踏）だで〔企て〕？igumasi，　kunumi，　mu一一

　1〈ururai

く冷だでる〔企てる〕　？igumasjUN，　kunu一

戸UN，．瓢ukur囎UN，むakunUN

くみばらく冷ばら〔桑原桑原〕kwaaginu－

mata，　kwaaginusiea

ぐん〔群〕　buri一一

くんかい〔講戒）　soodaN，　tugik圭，一一“いま

　しめ／tyする　tugikijUN

ぐんかん〔軍艦〕　？il〈usabuni

くんこうξ勲功3kUNkQO／～のある人ku－

　Nkoomuei

くんし〔＃？］kuNsi

ぐんせい〔群星］　buribusi

ナ藍

け〔毛〕　1〈ii，一〉かみ，ひげ，まつげ，まゆげ，

　むなげ，わきげ，いんもうノ～のぐあい

kiisiru／～のない者kiimoo／～のぬけた

　つぐみki2hagimootui／　～のはえぎわ

　ki至m圭ikuci

鑑ナ〔卦〕　　　cii

げい〔芸〕nuza，　ziinuu，→げいの5，わざ／

　～の達者な人ziinuumuci　　　fjaNzi

けいえい〔経営〕　migul／～の失敗migui一

けいかく〔計薩〕？igumasi，　kunumi，　si－

　kumi／～する→くわだてる
けいきこ景：気〕　ciic響

けいけん〔経験〕sikarasi／～するsikaz’a一

　SjUN

けいこ〔稽古〕　e銭ku，→Raree／～して習う

　ものe鐙｛um犠N／～する→ciik：u

けいこ〔敬語］　sisiikutuba，　？ujameekutu－

　ba／～を使う議しかた→cura？uuhuu，

hoo？oo，　huu？juu，　huu？uu，　tageeni？u－

　uhuu，　？oohoo，　？uuhuu

けいこく〔警告〕　meegaki，一一〉ちゅういする

1ナいざい〔経済3？aganee

けい寄つ〔警察〕　Cまisagi，→hwiraZU

けいきん〔洋算〕　saNmiN，　saNtui，→かん

　じょうノ～閻違いsaNrltiNba〈lpee／大ざつ

　ぱな～1〈uxubagaa，　teegee4aNmiN／　こ
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けっ

　寮ぎれの～hwiQd瑠aNmiN
けいし〔軽視］　→kutu？useei，かろんじる，

けいし〔罫紙｝　ci1hwicikabi　しけ、・べつする

けいしゃ〔傾斜〕　kataNei

げいしゃ〔芸老〕　→多uri　　「あるkaQsaN

けいしょう〔軽少〕　sahuu，→すこし／～で

けいずξi系慶の　cii多i／～のない考mucii

けい右つ〔啓蟄〕　塒us宝？uduruku

けいていしまい〔兄弟姉妹〕→’unaiwiki2，．

　きょ5だい

けいとこ毛糸〕kiitu

けいとうする〔傾倒する〕hwiQl〈ataNCUN，

　kataNcuN，　muc｝kwaari3’uN，　mueikwa－

　jUN，→しんぷくさせる

げいのう〔芸能〕　nuhwa，　ziinUU，→げい

けいば〔競，罵3　？Nmasjuubu，？Nma4urii

けいはく〔軽薄〕→ciihwak窺

藍ナいべつする〔軽蔑する〕　miisagijUN，？u一

　亭eejUN，，UUZUN，→かろんじる，けいし／

　軽蔑し合うさまcui？usee？usee／軽蔑し

　たことば使い（ICU？U寧eeimunii

けいぼう〔閨房3　kuca，，Neuca

けいむしょ〔刑務所〕　一→hwirazu，．ろうや

けいやく喫約〕　，jakuzoo，　mu＄ub璃→と

　りきめ，やくそく

｛1’いゆ〔経由〕→へる／…～で一naadii

けいらん〔鶏卵］　tuiRukuuga，→たまご

監ナし、りゃく〔言セ略〕　hakarigutu，1〈unumi，

けいろ〔毛魚3　kii？irU　　　L→｝まかりごと

けが〔経我〕　kiga，→きず／～する　’jama一

けがにん〔怪我入〕　kiganiN　　　　LsjUN

けがらコうしい　hagoosaN，→きたない

けがれる〔汚れる｝　eigarijUN，一一）よごれる

｛ヂきじょう〔珪鞘揚〕　sibajεし

げきだん〔野田〕　，uduiniN多u

げざい〔下翻kudasigusui

げし榎至｝1〈aacii／～のころ吹く南風k餓一

　elibee

けしあざみ（植物名）maa？oohwaa
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けしから轟もの〔怪しからぬ者〕　？umaara－

　NMUN
けしき〔景色〕　ciic1，　cisici／～のよいとこ

　ろ　一→？wiiril〈idukuru

けしずみ〔消し炭］　caasigiN，憂事i

けしξぶ〔消し飛ぶ〕hwiQtunugasjUtV’，　一

けじめcirihwa　　　　　　Lふっとぶ

けしょうする〔化粧する〕　gukujuN，　guku－

　riilUN，　guk級r圭jUN，　sidasjUN，→よそおう

けじらみ〔毛颪〕hjaaN

けす〔消す〕　caasjUN，　kunsjUN

げすい〔下水〕　’NNzu，’Nzu

けた〔桁〕　kita，　t呈Nzoogiもa

げた〔下駄〕　？asiza／表付きの～zita，（敬

　語）mizita／んの音1〈aQkuikaQkui

けだかい〔気高い〕　→ごうごうしい

けた巻がい備違い〕→だんちがい
けだ秀の〔獣〕　？ic｛musi

げたや〔下駄屋］　？asizarnacSja

tt＄　？ibiraa，　？ij’asj’aa，　nizijaa，　ziNgu－

　Nzuu／～けちする？ibirijUN／～な→zi一

けちがん〔結願〕　？ugwaNbutuci　　Lbita

けちらす〔蹴散らす〕　kirihoojUN

けつ〔尻〕　→しり

げつきつ〔月橘〕（植物名）　giki滋／～のいけ

　垣　 gi｝｛iz量gaei

げっきゅう〔月給〕　zi（≧cuu

けっきょく〔結局〕→？ugumi

IヂっCナts〔月経〕　　gicinumqN，　zuugunici

けっこう〔結構〕　ciQkuu

けっこん〔結婚〕　niibici，一一＞diQsiN，（敬語）

　？unibici，→けっこんしき／強制的な～→

　hwiQcatiruuniibici／～するmusubUN，

　→ka㎜eejUN，　tumeejUN／～の申し込み

　をする人kuujaa／～の持参贔の目録
　？ukuizoo

けっこんしき〔結婚式〕niibici，（敬語）gu－

　kUNr嬬kUNrii，？unibiei，一→けっこん／

　～に際しての行事の名muku？iri／～に際



けっ

　　して嫁の家で婿を接待する役sjooba，？U－

　s300ba／～の宴会場n圭ibieigaa／～の際

　の婿の付添役muku多iri，　muku4eoi／～

　の翻をする役biNtui／～の世謡役niibi・

　ciNCU／～の際の嫁の行列先導役misa－

　ree，misareepaapaa，　sadai？aNsltaree，

　sadai？aNsitari，　？usaaree，　？usare6，

　？usareepaapaa／～の際の嫁の行列に加

　わるつきそいsooiRiN7vU／～の時に花嫁
　とその荷の一一一一fiを監督する役91eerooノ～

　の時の行列の提灯を持つ役coociNmuci

げっしょくこ艶色〕　c1i？iru，？iruldsa／～よ

　く太っていること？ai（aragweei

げっしょく〔月蝕〕gwaQsju｝〈U

けっそん〔二二〕hugi，→かけ，そんがい

けったん〔血疾i〕　eilkasagui

けっでい〔決定］tuieiwami，→とりきめ／

　～するciwamajUN，　ciwamljUN，→き

　める　　　　　　　　　　　「kusi，　mii

けってん〔欠点〕　hwiihwlnaN，　hwiikusi，

ケット　ki（ltu，燃us譲

けっとう〔血統〕　ciillizi，　sizi，　ta（～kw鶏→

　ちすじ1／～がさせる業ciinuwa7ya

げつとう〔月桃〕（植物名）saNniN，　sja－

　NniN／～の葉saNn1Ngaasja
けっぱく〔潔白〕

げっぺい〔月餅〕

けつまつ〔結末〕

げつまつ〔月宋3

けづめ〔蹴爪〕

c圭（≧paku

→ri七〇〇茎）eN

gibikukui，　sii，　sjubi，　一一一＞

gici夢ii　　　　　　　　　　　　　ししまつ

　　　　　　　　91ruzl．

けとばす〔蹴飛ばす〕　kiritubasj’uN　rgisaN

けなげ／～である　ganaraasjaN，　ganara一

けなす　？iijaNZUN，？iikuzijUN，？ii寧i（lta－

　rakijUN，？iisitarasjUN，→こきおろす，

　そしる，ひなん

げに　daniju，→なるほど，ほんとう，まこと

‘到こん〔下地〕　’Nza，’NzaQI〈wa，　ziniN

けぬん〔懸念〕→しんぱい

けびょう〔仮病〕　cibjOO，　gul｛uijaNmee

げひん［下田〕→いやしい／～である　ha－

　goosaN／～な→zibita／～な女baacira／

　～な者hagoomUN，　kaz1i

けぶかい〔毛深い］　／～者kiimaa

けぶる〔煙る3kibujUN
【ナむし、〔煙N・〕　　kibusaN

けむし〔毛輿〕kilmusi

Iナむたし、〔煙たし、〕　　kibusaN　　「kibusikaga

け鉛り〔煙〕c鋤u嬬kibusi／～臭いにおい

けもの〔獣3→けだもの

けら（虫の名）　→？amagakaa，？amagaku

げり〔下痢〕　hukadaci，　kud＆si，　kusuhwi－

　r21，→sibiri／～するkudasjUN／～する

　さまhwirihwirii

ける〔蹴る〕　廟UN，→けとばす／蹴って

　ひっくりかえすkir嶽eer3sjUN
け廟しど＝も　　，jaNtUN，，5aξ旨iga，一寧igla，→？aN

けん〔閤〕　一ciN

けん〔輔　→’jaa

けんか〔喧嘩〕mUNdoo，？ooee，　so。doo／

　～口論mUNdoohwiNdoo／～する？oo一
’彊N，→あらそう／～する考？oojaa／～の

　虫？ooimusi／～をいどむさま　tiineeihwi－

　s3aロeei／～をけしかける者j　gigieidujaa

げんかん〔玄関〕　ziNkwaN

け「んき〔元気〕．cikUN，？iz2，，呈nuci，　sii，　ta－

　Qsja，→そうけん／～がなくなるciisiQ一一

　tajUN，　S呈pitajUN／～である→？aQCUN，

　？waacimiileeN／～になるcuujUN／～の

　ある時とない時cikUNbucikuN／～のな

　いさま　sipiもaikaatai／～のない者da圭一

　muN，　dajaa，　￥ikutajaa

げん奮ん〔現金〕／～である？irumiijaQsa－

　N／～な人？iyumiijasii／～引き替え

　hwicigee　　　　r→かたい，じょうぶ

けんご〔堅固〕cj　Qkuu，　katoo，　zoobUN，

げんこ〔言語〕　→ことば

げんこつ〔拳骨〕　ti童zikUN，　tikubuSi，→

　koosaa／～で打つgahwamikasjUN
げんごろう（虫の名）　→taa？iihwee
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こし、

けんさ〔検査〕　？aratam圭，　ciNsa，　sirabi，→　1

　しらべ／～する？aratamijUN，　siraわijuN

けんし〔犬歯〕　ciiba

げんじゅう〔厳璽〕ziNZUU

けんじょうす斎〔献上す．る〕　→さしあげる

けんじょうぶつ〔献上物〕　？usjagimUN

げんぜ〔現世〕　？icimi，→げんだい，このよ

けんせい〔権勢〕

びんぞく〔即興〕

げんそん〔玄孫〕

けんだい〔見台〕

げんだい〔現代〕

→いきおい

geei／～する→geejUN

hwicimaga，　hwici？Nma一

けんちょう〔県庁〕

げんど〔限度〕　tamisi

げんなり　biQteeN，→ぐったり

けんび〔兼備］

eiNdee

toogudee，→げんせ・

　elNcoo
　●●，一今かぎり

Lga

？uceekanee／～する？uea一

jUN

げんぷく〔元舐3　katakas三rajuui，　ziNbu一■

　ku／～前の名doona

けんぶつ〔見物〕　ciNbugi

けんぶつにん〔見物入〕　eiNbuginiN

けんぶん〔検分〕　c呈NbUN「m量lnarieieinai

けんぶん〔見聞〕　ciNbUN，　miinaicieinari，

げん零い〔玄米〕　nuumee

けんむする〔兼務する〕　katakakijUN

けんやく〔倹約〕　？aganee，　ciNjaku，　ku－

　meeki，（敬語）guciNjaku／～する？aga－

　neejuN，　hwieisimijuN，　kubameesjuN，

　kumeekijUN，→きりつめる

けんやくか〔倹約家〕　kumeekijaa

けんようすい〔懸塾垂3　nuudii？waagwaa

けんりしょ〔権利書〕　→sasidasi

こ

こ〔子〕　qkwa，（敬語）？umigwa，？umiN一一

gwa，一〉こども／～と孫．　gkwa？Nmaga

　あんない脚案内〕　　　　　　　nUNgi－

　kee，？UNgikee，→あんない

ごあんばい〔御按配〕？waaNbee

こい〔恋｝　kui，？umii，　？umui，→sjuusiN／

　～に狂った者kuiburi／～を．する→こい

　する／～をする者→kui2泌aa，　kuiziN

こい〔鯉〕　kuu？iju

こい〔濃い〕　katasaN／　～茶　katazaa／　濃

　くするkatamijUN

こ〔鋤

こ〔小〕

こ〔子〕

ご〔K〕

ご〔碁〕

ご〔御〕

ご〔語〕

ご

kuu

（接尾）→一gwaa

（接．尾）→一gwaa

guu，？圭9圭9三，9tt一，？ig圭一

guu

gu一

一＞kuci

　　　　　　　　mjuNgikee，

こいか〔恋歌〕　kuまka

こいがたき〔恋敵〕　migataci

こいこが馳る〔恋い焦がれる〕　kugarijUN

こいじ〔恋路］　kuizi

こいし〔碁石〕　gudama

こいしよう〔御衣裳〕→いしょう

こいする〔恋する〕　？umujUN

こいそぎ〔小急ぎ〕guma？isuzi，→こぼしり

．二し、つ　　kunihjaa，　kunuhjaa

こいに〔故意に〕？UQtaati，’wa7iaQtu，’wa－

　gatu，→わざわざ

こいぬ〔小犬〕？iNgwaa

こし、磁こ〔恋猫〕　kuriimajaa

こいはい〔御位牌〕　→いはい，

こいびと〔恋人］？umujaa，→，Nzo，　samaf

　satu，　satumee，　sjura．　？umikana，　？u－

　miNgo，？um圭satu，あいじん

こいむこ〔乞婿〕　kwiimuuku，→むご
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こう

こ」う£甲〕　　kuu

こう〔講〕koojux’ee

こう〔劫〕．ku“

こう　kaN／～するkaNsjUN

こう〔合〕一goo

こうあん£考案］　kunumi，→かんがえ，く

　ふう／～するkununuN
こうい〔行為〕？ukuaee，→わざ

こうい〔二二］　cimu？iri，．kukuru？iri，　sj撫

　ZUN，→しんせつ

こううん〔幸運3→huu，　lleewee，2＞、　lgう

こうおつなL〔甲乙なし｝？ee闘？eetu，　nee一

　ちukee毛u，　sajuu

こうか〔効果｝→siN，　sirusi／～がある→

　ciCUN，　kazieiCUN／　　～カこなし、　一）sjoON

　乞a七aN

こうか〔高州盲〕　　takadee／　～な物　　deedakaa

こうか〔嚢華｝／～なさま？al〈arakwaax’a

こうかい〔航湖　tukee／～する→？aQCUN

　／～中kees300

こうかい麺後梅〕　kuihwici，1〈uukwee，→

　’watagurisjaN／～する1〈ujanUN，一一＞ei

　m臓
こうかつ．〔芝之〕　’jamagu，　ril〈ugY～な…者

　rikueaa，　ril〈ugikweemuN，　geeesizirimuN

こうかん〔交換〕　kee嬬keeyuu，　taNkaa－

　geei，　一balcujoo

こうがん〔二二〕　→きんたま

こうがん〔潭顔〕　籍a瓢a寡ra，→あつかまし

　、ゾ　～な者　namazlraa，　namagirimu］9

こうぎこ公儀〕　一一＞kuuzi，　kuuzigutu

こうぐ〔工具〕　亭eeku（iOOgU　　　　　　「く

こうけい〔合計〕　simi，　suuzimi，→そ5が

こうけん〔効験〕S三N，sirusi，→こうか

こうこう　　kaNkaN

こうこう〔孝行〕　k◎okoo／～な潜？uja？u楠

ごうごう　9◎ogo◎　　　　　　　Lmujaa

ごうごうしい〔神神しい］　亭銭d3kasaN・s三s呈一

　　dakasaN

こうさい〔交際｝hwiree，　maziwai，　Qcubi一

1 　ree，　tueehwiree，　tuiee，　tuihwk’ee，　tui－

kee，　一一biree，．　kugee，　tuNzaajaNzaa，

　（敬語）？utuil〈ee，　しゃこ5，まじわり／

　～している入びと　hw圭reenlN多u／～しに

　　くいhw呈reegurisaNノ～上手　kanami－

zooz1／～上のかなめ→kana謡／～する

→つきあう

こうさいひ〔交際費〕kugeeziN

こうさく〔華工作〕　keesibaru，　keesibatara－

　ei／～する．kunasjuN，一→たがやす

こうさする〔交叉する〕？azijUN／交叉した

　　ところ（交叉した竜の）？azimaa

こうさつ〔高札〕　七akahuda

こうさん〔降参〕？weNrni，’wabi／かくれ

　んぼで鬼が～すること？aaguuru

こうざん〔鉱山〕　kanigaa

こうし〔格子〕　koosi／～のすきまkoosinu一

こうし〔孔子〕kuusi　　　　　Lmii
こ　う　 じ〔麹］　　　koozi

こうじ£小路〕　sjuuzi，→こみち

こうしじ：ま〔格子縞〕　gubaN？aja

こうじつ〔；コ実〕　kucimaai，　kucimigui，

　kutujusi，→いいわけ

こうしど〔丁子戸〕　koosiRumii

こうじょう〔強情〕　gahwasi，　siQpa，　→か

　たいじ，がんこ／～であるgaazuusaN／

　～なものbooc乏raa，　boociximuN，　gaa－

　z；lu，　ga｝lw’asaa，　’janasiQpa，　siQpa，　siQ－

pamuN，　ziiguhwaa

こうしょく｛公職3？weedai，→こ5む／～

　　の名→いかい

こうずい〔洪水〕？uumi多i

こうせつする〔交接する〕　？icaa5UN，？iCa－

　juN，　？ukajuN，　一“hoo，　girubuN

こ　う　 ぞ（植物名）　　　kabigi

こうたい咬替〕　gigaa玉，　gigaaruu，　kawa－

　iee／～する9槍a幻UN，？iricigaajuN，→

こうたい〔後．退〕　？a£u夢izic圭　　　しかわる

こうたいし．Gま｛皇太子様〕　→kuganlga－

　n翫sn凱ee
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こが

こうたく［光沢〕

こうだて〔甲立〕

こう＄〔碁打ち］

こうてい〔皇帝｝

こうてつ〔鋼鉄〕

こうでん・〔秀典〕

こうどう〔公道〕

こうのもの〔香の物〕

　mUN，　koorUU，→つけもの

こうはいする〔荒廃する〕　→あれはてる

aうびする〔交尾する〕　girubUN，→こうせ

　つする　　　「う，ぎょ5こ5，しあわせ

こうふく〔幸福〕91eewee，　sijawasi，→かほ

こうδミし〔香付子〕　koobusi

こうへい〔公平〕kuutoo，→びょうどう

こうば〔醇母3　→？ahjaa

こうほう〔後方〕→うしろ

こう1まう〔興亡〕　sakai？Uもurui，　tacitoori

こうま〔子馬〕　？Nlnagwaa

こうまん〔高聴3　taka？ucagi

こうまん〔傲慢〕ciihwaku，　goomaN

こうまんもの．［傲漫才〕　畠◎omanaa，？ugu－

　imUN，→たかぶる「こ5しょく，こうよ5

こうむ〔公務｝　kuuzig’utu，　medeigutu，一一〉

こうむる〔蒙る］　koomujuN

こうめい〔公明〕？aciraka

こう奄り〔編蛭〕kaabujaa／～の一種，ee－

　makaabujaa　rjaagasa，　raNgasa
こう奄りがさ〔蠕蝿傘〕　daNgasa，　kaabu一

こう為ん〔肛門〕　gibinumii

ごうもん〔拷問〕　？icizimi　　　　「ものや

こうや〔紺屋〕　kuja，？eesum2jaa，→そめ

こうやく傭薬〕koojaku，→つけぐすり
こうゆ〔香油〕　1〈aba？aNdεし

こ1うゆう〔交＝友：〕　dusibiree，　dusikugee，．→

こうゆうぶつ〔公有物〕　gumugi　しつきあい

こうよう〔公用〕gujuu，　kuuzigutu，→こ

　うむ

ごうよくこ強欲〕　goojuku／．～な者gooju－

　kuu，　？uhujulguu

aうり〔高利〕七akaxihwii

hwieai，→つや
koedati

’guu？ueaa

kootii

hagani

－sj’udee，　？usjudee

→かいどう

　　　　　gikimuN，　1〈ooru一

i

こうりがし〔高利貸し〕　koorigasi，　takadi一

　圭m宝gui，　takaxihwiitujaa，→かねかし

こうりょう〔香料〕　／～の一・一A種ziNkoo

こうろ〔香炉〕　？ukooru

こうろ〔航路〕　hunamici

こうろん〔羅論〕　？aragaa，？aragaa圭，？i－

　gaahai，　？igaai，　？iriwai，　1〈ueigutu，

　mUNdoo，一一〉くちげんか／～する→？ara－

　gaajuN
こえ〔声〕　kwi1／　～がかれること　kwi呈ka－

　raa／～の質guiN／～を限．りにsimatii－

　hjaatil，　teehaikazihai

こえ〔肥3kwee

こえおけ〔肥桶〕kweeuakii

こえがわり〔声変わり〕　kwiigaai

こえたこ〔肥たご〕　kweeuukii

こえだめ〔肥だめ〕　S圭i誠

こえびしやく〔肥え柄杓〕1（weeniibuu

こえる〔越える〕　kusjUN，　kwiijUN

こえる肥える〕　buteejUN，　kweejUN，　mu－

　teejUN，　→ふとる．

こえん〔二二〕　→えん

こおけ〔小桶〕’uukigwaa

コーーチン　koociN　　　　　　　「じゃくやく

こおどり〔！」、踊lj　］．kuumooi，

こおり〔氷］　ku視ri

こおりざとう〔氷砂糖〕　kuuri，

議一リヤン〔高梁〕　to◎nuciN

こおろぎ　　kεしma多ee

こおん〔御恩〕　→おん

こおんがえし〔御恩返し3

こカ、〔古歌〕　　，Nkasi？uta

ごかい〔誤解〕

こかげ〔太陰〕

こがす〔焦がす〕　kugarasjuN

こがたな〔小刀〕　￥iigu

ごがつ〔5月〕　　　　’

こが漁こ黄金〕→きん

こがね〔小金〕gumaziN．

こが融むし〔黄金虫〕

→き・んき

　　　　rtaa

l〈媒uri多aa・■

→おんがえし

’jukugaN／～する→eimu

kiinukaagi，　一kaagi

gugwagl，　guNgwagl

kanibuubuu
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こが

こがれじに〔焦がれ死に〕．kugarizini

こきおろす　？銭sagijUN，→けなす

ごきげん〔御機嫌〕？UNeUU，→きげん／～

　伺い？UNcuuugaN／．．．一よろしいこと？u－

　bukui，　？ubukuiganasii，　？ubukuNzqB．　a－

　sii，　？ubukuNzaNsii

こきざみ　［小刻み〕　hwiQciribiQcir呈

こきつかう〔扱き使う〕？agikajUN，　kUNgi－

　1｛ajuN

ごきぶり（虫の名）hwiiraa

こきkPう〔胡樗〕　ku“eoo

こきょう〔故郷〕　kUCOO，？Nmariz圭ma，→

　kuni，　sima／～に帰る支度simasugai

ごきんしん〔御近親〕ciea？UNpadaN，一一・）Fき

こく．〔石］　一・lcuku　　　　　　　　しんしん

こぐ〔漕ぐ〕kuuZuN

こくう〔穀雨〕　k観ku？u

，ごくうム、く〔御空腹］　1ぬi箆iis5a乳→くうふく

こくおう〔麟王3kuk犠oo，　→お5

こくかん〔酷寒〕　gu（lka，　gu（旗象N

こくしする［酷使する3　？agikajUN，　kUNgi－

　kajuN

こくそする〔告訴する］　？UQteejUN

こ　く　たん〔黒櫨3　　　→kuruci

ごくつぶ硬穀潰し〕kweeziraa，　kweezi－

　rlmuN
こくどう〔国道3　一→かいど5

こくない〔羅内］　kuniwaa

こくひ嘱贋〕→kuuzimuci

こくぶ〔国分〕（地名）kukubu

こくふくする〔克服する〕kUNceesjUN，　ku－

　NkeesjuN
こく為つ〔穀物〕　kuku，一→こごく

ごくらく［極楽〕　gukuraku

ごくろうさまこ御苦労さま〕　，jul〈aaQeu

こけ〔苔〕　烈uur童

ごけこ後家〕’jagusami

ごけ〔碁笥〕guzaya

こげくさい〔焦げ恥い〕／　～においnaNgiei－

　ka4a

こけこっこう　ku（≧kuruu？uu

こけfつき〔焦げ付き〕　naNgici

ごけっこん〔御結婚］　？unibici，→けっこん

こけつまろびつ　→？utitaimo．　otai

こ　lflる〔焦げる〕　kugarijuN

ごけん．やく〔御倹約3　一→けんやく

ここ　kUina

こご［午後〕　→hwiruma，ひるすぎ／～の

　食事hwirumamUN，　hwiruma？ubuN

こごう〔5合〕　／～だきの鍋gugoodaei／

　～枡9UNgoonEしkamui
ここうさし、〔御交際〕　一〉こうさい

こごえ〔小声3gumagwii
こごえる［凍える］　kuhwajUN

ここく〔五穀〕　gukuku

ここち〔心地〕　kukuci，　siNci，→こころもち

こごと〔戸毎〕cineekazi

こごと〔小誉〕　→？aQk馬くじょう／～ばかり

　いう人？akuu／～を書うさまkirookunoo

ここの〔九］　kukunU

ここのか〔九R］　ka瓢ci

ここのつ〔九つ〕　kukunug呈

こごめ〔小米〕　？Nnabi

こころ〔心3cimu，　kukuru，（敬語）？uzi－

　mu，　一cimukukuru，　？icizimu，　siN，　一lilL

いしん／～が合う一一＞cirnu／～がncむcimu一

？ieasaN／～が重い→？職ii？論usaN／～

　が通ずる→？atajUN／～が広いcimubレ

　rusaN／～から→siN／～のいとまcimu－

　nuhwima／～の援助cimugasii，　eimu－

　nuk：asii／～の底siN，．siNtii／～の動揺

　cimu？amaZi／～の迷いcimumajui，　C圭・・

　muta撫ruci／～の余裕cimunu？amai，

　eimunuhwima，　ciihununubi／～を合わ

　せることcimugurii／～を取り直す→ci－

mu／～を一つにすることcimutiigi／付

　いてくる～giciziMU

こころあたり〔心当たり〕　？ati　　　「あて

こころあて〔心当て〕　？ati，　kukuru？ati，→

こころえ〔心得3　kukurii
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こす

こころおぼえ［心覚え〕　？ati，ζimu？ubi，

　kukuru？ubi　’
こころがかり〔心掛かり〕　→きがかり

こころが（ナ〔心掛け〕cigal〈i，　eimugaki，　ci－

　mumuci，→たしなみ，よういノ～が違5

　者cimugawaiimuN，　cirnugawaimUN
こ・ころがける〔心掛解る〕　cimugal〈ijUN，

　kukurugakijuN，　nlNgakijuN，　一一一，　ilY

こころがわり〔心変わり〕　kukurugawai

こころぐるしい〔心苦しい〕　duugurisjaN

こころざし〔志〕？iQsii，　kukuru多asi，　niN－

　gal〈1，　一gusj”uluNsidee，　sju4uNsidee

こころざす〔志す〕　niNgakijUN

こころさびしい〔心淋しい〕．eimusikaraa－

　saN，→さびしい

こころだて〔心だて3　→きだて　　　　fぎ

・こころづけ〔jb村’け〕　kukuτU多面kち→しゅ5

こころつもり〔心積もり］　gimui／～にする

　gimujUN　　「とcimu？wii，→あんしん

こころづよい〔心強い］　cimuZUusaN／～こ

こころない〔心ない〕　→cimu

aころのこり〔心残り〕　naguri，→ざんねん

こころぼそい〔心細い〕　kusijeosaN，→たよ

　りない，ふあん

こころみ〔試み〕kukurUmi，　tamaisi

こころみる〔試みる〕　t飢癖幻UN　「→ここち

こころ6S〔心持ち〕　kukuru㎜uci，　siNei，

こζうもとない〔心もとない〕kukurumutu－

　nasaN，→こころぼそい，しんぱい，ふあん

こころやすし・［心安い〕hwireejaQsaN，　ku－

　kurujaQsaN，　nadaja（≧saN，→したしい

ここんれい〔御婚礼〕　→けっこん，けっこん

ござ→むしろ　　　　　　　　．　　　　ししき

ごさい〔後妻〕　？a七udumeei，？atudumi，

　？waanai，？waanec／～の子？atubara

ござい拝す　→ある／で～吟です

こさく〔ノ」、作］　→ka漁eegakai，　kaneegak：i

こさくにん〔小作人〕　naagU

こさくりょう〔小作料〕　kanee／～を集める

　ことka琵eejusi

こさめ〔小雨〕？amigwaa，　cijacijaabui，

　guma？ami，→きりさめ

こざら〔小皿〕　kee？uci，　ku4ara

ごさんけい〔御参詣〕　→さんけい

こし〔腰〕　kusi，→gamaku，？uubisiiguci，

　（敬語）　mikusi，，Ncusi／　～が鹸がる　→

　koogu／～のカkus掘ee／～の曲がった者

kOOgUU／～の曲がったさま→ziikw技a－

　kwaa／少し～が趣がっている者？usu－

　koOgU／～をたたくことkusitataci，（敬

　語）　mikusiugaN，　misiiugaN

こじこ故事〕kuzi

こしき〔甑〕kusic圭i

ごしちに．ち〔五七鵠　→さんじゅうごにち

こごぶん〔御自分〕？UNzu／～で？umicu－

　kuru，？UNzukuruノ．～の体？UNZU

こしぼ嵐〔腰骨〕gamakubuni

こしまき〔腰巻〕→kakaN，（敬語）’Ncusi

こしゃくます［5勺枡〕gusjaakunakamui，

こしゅ〔古酒〕kuusju　Lnakamuigwaa
ごじゅう〔50〕　guzuu

こしゅうぎ〔御祝儀〕→しゅうぎ

こじゅうと〔小姑〕　，unaisitu

ごじゅうもん〔50文〕　9UNzuu

こしゅじんさま〔御主人様〕sjunumee，→だ

こしょう〔ノ1、姓〕　，wakasju　しんな，しゅじん

こしょう〔後世〕gusjoo

ごじょう〔御状〕　→てがみ

こしょうたい〔御招待〕mjUNgikee，　nUNgi－

　kee，？UNgikeeヂ→しょうたい．

こしらえる　→つくる

こしん〔誤診〕塒igikicigee

こしんせき〔御親戚〕　→しんせき

こす〔越す〕　kusjUN，→？amajuN

こすう〔戸数〕　，3aakazi

こずえ〔棺〕kiiRusiN，　siN，　suura

こすりつける　→なすりつける
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こす

こする．sijaN，→なする／　こすって消す

　kuNS3uN，　siricaasjUN／こすりけずる

　kusaz篇N

こせいそう〔御盛装｝　→せいそう

ごせい嵐ん〔御生隼3→せいねん

こせき〔戸籍〕　kusici

こせつたい〔御接待〕　→せったい

こぜに£小蜘gumaz鍍
ごぜんさま〔御游様］　→？u瓢ee，？umee纂u一

こそ（助詞）　曾δu・dUN　　　　　　LMee

こぞう〔ノ」、僧〕　kU多UU

こそうけん〔御壮健〕　→そ5けん

こそげる　kusazuN，→そぐ

こぞって　suri犠　→すべて，ぜんぶ，のこ

　ずら，みな

こそどう〔こそ泥］　gumanusudu

こたえ〔答え〕？iree，→へんとう，へんじ

こたえる〔答える〕　？iree麟N，　kutee5UN，→

こたえる〔応える］　｝〈uteejUN　しへんじする

こだから［子宝〕　餓karaNgwa

こだくざん〔子沢由〕／～の人Qkwa？wee一一

　kiNcu

ごたごた　，jama，，jamacirigutu，，3usa3砥一

sa，　naNzuuhwiNZUU／～を趨す者’ja－

　Maelr｝mUN
三＝二だ＝奎3〔木立：｝　　kikεしci

ごた窯ぜ　caahwiihwii，㈱ahwiitoo，　ma－

　NeaakwiNcaa，　？usjaamaatuu
こ＄　〔東風〕　　　→kucibuci

ごちそう〔御馳走〕　kwaQeiir→tidee／～す

　るtideejUN

こちやご＄や　gwasagwas＆

こちょうする〔誇張する〕　huukasjuN，？ii一“

　datijUN／誇張した言い方huulscasi

こ＄よこちよ　　1〈ucukUCU

こ＄ら　kumaa，→こっち／～がわ1｛ugata，

こ雪んまりと　？iba？ibaatu　Lkumamouti

こつ〔骨〕　kugi，　kuu，一＞egね／～を移すこ

　　とkugi？uucii／～をお迎えすることku－

　ci？uNkee

こづかい〔il、遣い〕　　guma4ikee，　9：uma多i－

keeziN，　？waabazikee

こっかく〔骨格〕　hunigumi，吟ほねぐみ

£つ爵｛め〔骨琴甕〕　　多盤sigaar織i

姦つく〔小戸く］　gigiCUN

，二つくり　？UNbuikoobUi

こっけい〔滑稽〕　sukugi，　teehwa／　～であ

　る，ukasjaN

ごっ．こ　一gwaasee

こっそり　一→ひそか

ごったがえし〔ごつた返し〕　giburuwaaee

こつ魯　kugata，→こちら／～の方kuma一

こつつぼ〔管壷3　4iisigaami　　　　Lmuti

ごつつんこ　，NmoogaQkui

こっぴどく　？ica？icaatu

こつまくえん〔骨膜炎〕huni？oobu，？oobu

こてんこ御殿〕　→？ud疑N

こてん．ｶょちゅう〔御殿女中〕gu麟kUNcu

こてんたく〔御転宅〕？waatamas　i

，こと［箏〕　kutu，一→瓠

，こと〔琴〕　k雛t㍊撹　　　　　　　　　　「七u

ごと〔毎〕（～に）　kaazi，　一kazi，1〈uutuguu一

ごと　一八擁，一takii，→いっしょ，もろとも

こというし，〔精薩弓→おうし

ごとうち〔御統治］　？ukakib鵜ee

ごとうよう〔御登用〕　？utUitati

ことかく〔事欠く〕／～ことkutukazi

ごとく〔五徳〕gatuku

ごとごと　gasagasa　　　　　　　「らず

ことごとく〔悉く〕　？arultasiruk＆，→のこ

ごとごとに〔事毎に〕kuヒukazi，　kuutuguu一

ことし〔今・年〕kUNdu，　ku七usi　　　　Ltu

ことじ〔琴柱〕　kutuunu？Nma，？N童na

ごとし　→gutOON，　gutu

ことづかり亀のこ書付かりもの〕？ijaim耳N

ことづけ〔言付け〕　→でんごん

ことづける〔言付ける〕tuzikijUN

ことって〔引出て〕　→でんごん

こ《とに〔殊に］　kawati
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こぶ

ことば〔言葉〕　kutuba，→？ikutuba，　kuci

　，→おおせ／～が荒いkuciguhwasaN／

　～力温い者kuciguhwaa／～オこ遅い
　munu？iiniisaN／～の使い始めmunu？圭i－

　hazimi／～のはしkutubartuuu　　　「瞬

ことばかず〔言薬数〕　kucika多i，1〈utubaka一

ことばつかい疇葉遣い｝1〈utubazikee，

　munX，　lllunu？童圭，　munu？圭吏kata

ことばつき〔言葉イ寸き〕　mu縫u？践tanari

aど6［子供3Qkwa，’warabaa，’warabi，

　（敬語）→おこさま／～ができる→mu－

　CUN／～たち　♪warabiNcaa／～と孫Q－

　kwa？Kma竃a／～に返った年寄りt蟻sjui－

warabi／～の生み方Qkwanaslmici／～

　の多い人→Qkwa？weekiNeu／～のけん

　か，warabiNcaa？ooee／～の声，warabi－

gwii／～の泣き方’warabinaci／～をい

　じめる者，wavabaaku｝”usjaa，，warabl一一

　sigikijaa

こど屯あつかい〔子供扱い］’warabi？agikee

こど面こころ〔子供心｝’warabizimu

ことよせる〔事審せる〕kutujusijuN／～こ

　とkutujusi

ことり〔小鳥〕　tuigwaa

ことコ壕》ざ〔言彦…〕　　　4ukugu，　→？宝kミituba

こと和りもなく〔断りもなく〕→？aNnee－

　nasiku，　？aNneenasini

　と刷る〔断る］｝〈utuwajuN，→きょぜつ，

　な〔粉〕　kuu　　　　　　　　　　　　　しじたい

　ないぎ〔御内儀〕　guneezi，→おかみさん，

こ

こ

ご

こなぐすサ〔粉蘂〕　kuugusui

こなごな〔粉粉3　kuza．

こなす　 lcunasjUN

こなのか〔五七日〕？ig圭naNk馬

ごにん〔5人］　？igitai

・こにんずう．〔小人数〕

藁激る〔控ねる〕一？．i　asjuN

この　lrunu／～大き

しおくさま

　　　　FRici

saNzuugu一

？三k圭ra癒N多u

　　　　　　　　　　　　さのkuhwina／～大き

さのものkli（漁eeγuu／～かたku瓢a／～

くらいkunusjal｛u／～時分1〈unija／～

　高さkudakiノ～遠さkugatoQ／～時ku－

　nutuci／～ところずっとkunuzuu／～歳

　kunuca／～長さkunagi／～人kunUQcu／

　～辺　］gumarikaa，　kuBuhwiN，　kuri－

　kaa／～野郎k“nihjaa，　kunuhjaa／～よ

　　うな→こんな／～ようにka．Nsi，1〈unu－

　gutu，　kUNgutu，→kunujoO，　　こ二　う

この煽いだ〔この岡〕　kuneeda，1〈uneedaN－

　4i／　　～中　　 kunuzuu

このごろここの頃〕kunuguru，　kunugU－

　rUNgli，→さいきん

このむζ好む〕　gleUN，→すき／好まない

　一一一＞nisabujuN

このよ〔この世〕　？ieimi，　kunuj　UU

ごはいりょう〔御拝領〕　→はいりょう

ごはさん［御破算〕→瓠r三koo／～にするha一

こばし〔小橋〕kubasi　　　　L覇UN

こばしり〔小走り〕9umahaaee，→こいそぎ

こばん〔小判〕　kubaN

ごばん〔碁盤〕　gubaN

ごはん〔御飯〕　？ubltN，→めし

ごばんこうし　［一9盤格子〕　gubaNgoosi

ごはん客や冷ん［御飯茶椀〕　misiwaN，？u－

　buN？ueawaN

ごはんつぶ£御飯粒〕　？ubUNgizi，→めしつ

　ぶ

こびい瓢芋びいき〕　Qkwabiici，一→おやば

　か

ごひゃく秀ん［500文〕（銭）guhjaak：u，？igi－

　1（u灘ui／550文？igiku瓶uigUNzuu

こびん〔小瓶〕　kuhwiN

ごふ〔護符3　huuhuda，→おまもり／～が

　わり　huuhudagaai，　mUNnukimUN

こぶ〔瘤〕bUQtUU，　gaanaa，　guuhu／～の

　ある者guuhwaa
こぶ〔五分3ggbu

こぶくしゃ仔福者3眺wa？wee1｛iNcu

ごぶさた〔御無沙汰〕gubusata／～をして
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こぶ

　いる→，ugaNduusaN

ごぶじ〔御無事〕→ぶじ

こぶしめ（魚名）　kub聯圭mi

ごふじん〔御婦人〕→おんな

こぶた〔子豚〕？waagwaa／～の市？waa－

　gwaamacl
こぶり〔小降り〕　gumahui，→こやみになる

こぶれい〔御無礼〕guburii

ごへいかつぎ二二かつぎ〕’jutamunii，

　’jutamunu？ii，→えんぎ

ごぼう〔晶晶〕　9UNb◎o

ごほうこう〔御奉公〕　guhuukuu，　medei，

　medeigutu，？weedai，→1まうこ．う

ごほうし〔御奉仕〕？waaNdee，→ほ5しする

ご庶うじ〔御法事〕　→ほうじ

こぼす〔零す〕　hoojUN，’jutijUN

こぼれさい冷い〔零れ幸3kuurizeewee

こ19Ptる〔零れる〕　hoorijUN，？XkeerijuN，

　’jutirijuN

ご懸んごほん　9USUgUSU，？oho？oho

こぼんのう〔子煩悩〕眺wa？u面i／～の者

　Qkwa？umujaa

こま〔独楽3　k鷺uruu

ごま〔胡麻］？ugu斑a

ごまあぶら〔胡麻油］　？ugumanu？aNia

ごまおこし〔胡麻おこし〕（菓子．の名）　？ugu－

　mahaeagumi
こまかい〔細かい〕gumasaN，？uroosaN，

　→ちいさい／～かけらkumakii／～者

　kumeekijaa

ごまかすbabaQkwaasjUN，　mamaQkwaa－

　S麟N，mamiQkwaasjUN，→だます，まぎ

こまごま　kumaguma　　　　　しらわす

こましゃくれる　→ませ．る

こまづかい〔小閲使〕subazikee，？uglkee－

　sari3’aa，　？wiigikee

こまむすび〔こま結び〕　maamusubii

こま奄の〔小間物〕　gumarnUN　　　「cinee

こま奄のしよう〔小間物商〕　gumamUN？a一

こまる〔困る〕　sjukweesjUN，　sjUQkwee一

　sjUN，→sii，　siira，きゅうする，わずら

　う／困ったこ：と吊itaneekutu，　kateemUN，

　＃aahweegutu，→なんぎ／函つたもの

　sitaReemuN
　’

ごみ〔塵芥〕　？akuもa，　gumi，　hukucici，？u－

　tieiri，　→ちり3　cまこり／燃料ζこした～

　？akutadamUN／～を燃やす火？al〈utabii

ごみすてば〔塵芥捨て揚〕cir観ti

こみせ〔小店〕　macijagwaa

こみ＄〔小道〕　micigwaa，→うじ

こむ〔込窃一・NCUN

ゴム　gumu
こむぎ〔！」、麦〕　　　？Nn4muzi

こむぎこ〔小麦粉〕　〕〔臓uz短akuu

ゴムマリ　gumumaai
こむら〔勝〕　　kUNda

こむらがえりこ勝返えり〕　kUNda？agajaa

こめξ米〕　，junl，　kumi，（敬語），Ncumi，→

　simagumi，　toogumi，　ziimee／　・v　op，　一一y

　’juna一／～の粉kuminul（uu／～のとぎし

　るku皿i？εしreemigi，　kuminusiru／～の

　飯mee／～を入れるざる，junabaal〈il／

　なま米をすりつぶして水にといたもの

　namakugasi
こめいに＄［御命朗　→めいにち

こめかみ　kumikaN／　～に賂るこうやく

　kumikaNgoojaku

二めぐら〔米倉〕kumigura

こめだ冷ら〔米俵］kumidaara

こめつぶ〔米粒〕　　kumigiz1，　→gizinumUN

こδ参や〔米屋〕　　　kurr正imacijεし

こめる〔込める〕　kum2jUN，→いれる，つめる

ごめん〔御免〕→macigee／～下さい→’ju一．

　畢iどi5εしbira

ごめんかい〔御颪会〕　→めんかい

ご屯くならべ〔五罵並べ〕　gumukunara一一

　biee，　gumul〈unarabii

こ奄ち〔子持ち〕Qkwamuci，眺wan＆＄aa

こ為ちぼし仔持ち星］　Qkwamucaabusi

ご奄つと愚　9U鵜uqもUN
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こん

こやみになる〔小やみになる〕

　’uubaurijUN，→こぶり

こゆび〔小指〕？iibiNgwaa

こよい〔今容〕　一→こんや

ごよ　う　〔御用〕　　　gujuu，　一〉よ　う

ごようぼう〔御乱雲〕　→ようぼう

こよみ〔暦］　kujumi

こより〔紙繕〕koowiiruu

こらえるkuaeeゴ戯，

　sinubuN，→がまんする，

　かねることniziikaNtii

こらく〔娯楽〕sjUZOO，？asibi，

こらっdukasiree，’Nda

ごらん〔御覧〕／～に入れる

　になる→みる
こ　り　〔凝り〕　　　eiihεしi，

こりこう〔ノ」、＄畦”〕

　～な者hεしisiziraa，

　ci？amajaa，　seetubaa，　！

こりごり　cuhwaaya

こりしょう〔凝り｛生3　eukataa

ごりん〔5厘〕

．これ

　ほど）kaNsjuka，

　1くi，kUQpi，　ku（lsa／～しき

　nee／～だけのもの

こもり［子守〕　mujaa，　Qkwamujaa／～を

　するmujUN
：Sりうた〔子守歌〕Qkwamujaa？uta

こtsる〔籠る〕　kumajqN

ご奄ん〔御門〕　→もん

こもん〔御紋〕　→もん

こ奄んじょこ古文書〕　hurueoo，吟しょるい

ご亀んばん〔御門番〕吟もんばん

こや〔小屋〕’jaagwaa

こやし〔肥やし〕kwee

こやすがい〔子安貝〕mgom◎ogwaa

こやまこ小由〕｝nuigwaa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sasanuN，

nigijuN，nubijuN，

　　　たえる／こらえ

→たのしみ

→みせる／～

C呈圭ha呈n嚢h＆i

rikugi，一一〉さいばしる／

　　haisizirimuN，　miQ－

　　　　　seetubimuN

　　　　　　　　takumuiguNzuu

　　kuri／～からkurikara／～だけ（～

　　　　　　　　　　　　kunusjaku，　kunuea－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kunuhuza－

　　　　　　　　　　　　　kUQpeeruu／～ほど

の．kUQpeeru，　kaNsjul〈a／～ほどまでka－

Nsjukawaaki／～見よがし？UNdeekaa

ころ〔頃」　ku］ru，　maNguru，？urumi，　zi－

　bUN，一guru，一nagii，→じぶんどき

ころあい〔頃合い〕→じぶんどき／～である→

　つりあ5

ころがす〔転がす〕　→kuxubUN

ころがる〔転がる〕kurubuN，？UQkurubur

ころげま：わる〔転げ当る〕　／～ことkeeriN－

　1〈urubiN，　kurubiNl〈eeriN，　sHhui，　sii－

pui，　siNpui，　siNpuikaapui

ころころ　kurukuru

ごろごろ　guruguru，　kwaarakwaaxa，

　mu「usaageejaa／～しているさま　kee－

　riNkurubiN
ころす〔殺す〕　kurusjUN，→sjoogurusi

ころばす〔転ばす〕　→kurubuN

ころぶ〔転ぶ〕　面gee3UN，1〈urubUN／～こ

　と→？asimarub1／盛んに～さまdugeei－

　1〈urubi，　一？utitaimootai

ころも（僧衣）　kuruN

ころ竜がえ〔衣替え〕　kuruNgeei

ごろり　ごろごろ／～と横になる？UQkuru一

こ断）〔i翻　kuhwa－　　　　　　　　　LbUN

こフわい〔恐い〕　？akutoorεしasjaN，？uturUS－

　jaN，一→おそろしい／　～思い？媒turUS3εし一

　？umaii／～人？akutOO／～もの？utUl’US一

　．iamuN，　？uturuu

こ象》がる〔恐がる〕　sikanUN，？uz寿UN，→

　？uturusjaN，？Uziici麺N，おそれる，お

　びえる／～こと　munu？uzi，？uturusja・・

　？umii

ご痂こわしているhaφkoosaN　rnajUN
こわす〔壊す〕　’jaNZUN，1〈uusjUN，　suku一

こ冷づくり〔声作り〕kw鞠ukui
こフわれ〔壊れ〕　　　，jεしblユri，　，jaNdi

こわれる〔壊れる〕，jaNdijUN，　kuurijUN，

　’waQkWijuN／こわれやすいsakusaN
こんき〔根気〕　→じきゆ弓りよく／～がたり

　ないことkuNciburaari
こんき〔婚期〕　七ac沁ui／～を逸しているこ

　とnalくatagee

こんきくらべ〔根気比べ〕　k視Ncisjuubu

こんきゅう〔困窮〕　gimai，　kuNCuu，→びん

687



こん

　ぼう

こん嚢ゆうしゃ〔困窮考〕　→びんぼ．うにん

こん豊よ〔根拠〕　kusja雛

こんくらべ〔根沈ぺ〕kUNcisjuubu

こんげつ［今月〕　1〈UNgie圭

ごんげん〔権現〕9UNziN

こんこん　kONkON
こんざつ〔混雑〕　→g量buruwa＆ee，？双u罪e．

こんじ〔緒地〕　kuNzi　　　　しku熈b綿ee

こんじする〔根治する］　蕪eiri3UN

こ．んし：よう〔線性］　simuci，　sj◎o，→kUN－

　zoo，しょうね／～が悪いこ：と’janasimu－

　ci，　kUNZ。o／～の悪い者？akuma，1〈UN－

　zOOMUN
ごんじSう計上〕9UNZOO，→もうしあげる

こんごん〔金神〕　1〈UNziN，→tusi？ana

こんな　　kaNneer競，　kunugutooru，　kuNgu一

　も。。ru，　kUNna，→kunujoo／～遠方ku－

　gatoo／　tvague　kunij’a／　・vec　kaNsi，　ku－

nu霧滋a，1〈UN．　gutu／～大きいkuhwina／

　～多く1〈usakii／～遅くkunija／～高く

kudaki／～長い間kUNnagee／～長く
　kunagi／～ものkunugU七〇〇ruU

こんなん〔困難〕　teeSOO，→なんぎ，むずか

こんに：些は　→euit　　　　　　　　ししい

こん1：　Wく　kUNjaku

こんばん〔今晩〕cuujuru，　kU3　ui，　neeka

こんぶ〔昆布）　kuubu／・～の綱く蜀り刻んだ

　もの。堵a塒ikuub“

こんぶ継〔昆布巻〕kuubumaci
こんや〔今夜］　euujuxu，　kujuま，　neeka

こんやくする〔婚約する〕　sirnasjUN

こんらん〔混鼠〕　，jama，，jamacirigutu

こん馳い〔婚礼〕　→けっこん，けっこんしぎ

霊

さ〔差｝　・→ちがい／～がある？U萄疑N

ざ（接頭辞）saa一

躍（助詞）　mUN，一sa

ざ〔座〕gaa／～をにぎやかにする者91aa－

　haneel〈ijaaノ～をもたせる春gaamucaa／

　～をわきまえない4aaN　neeN
さあ　　　dii，　dikεも50，　di（ミ匿kaa，　，ii｝lii，　，oohoO，

　むoo，，．uuhuu／～さあ磁idii，　dikadika，

ざあざε藝　　soosoO　　　　　　　　　　　　　　　 しもootoo

窪い薮才］　→さいの5

さい〔債｝　→しmpつきん

さい〔際〕ciwa，→とき

さい〔釆］　→さいはい

さい〔差異〕　cigeemi，一一〉そうい，ちがい

さいあく〔最悪〕　／～になる→壌kigiki憩N

峯L、き〔才器〕　　ciroo

さい豊ん〔最近〕kunee．laNsi，　kunuguruN一

　祭i，→このあいだ～このごろ

さいこん〔再婚〕　matadumeei，　matamuci｝

　1捻aむa捻iibiei

さいざら〔壷皿〕　學eegara

畝遷ん〔財産〕’ju4ee，　m頭，？weeki！

　～への欲㎜ucijukU
ざいさんか〔密話家〕　’∫U多eemuci，？weekii，．

　？weeldNCu，→かねもち

幽いし〔妻子］　tuziQl〈wa

さいご．つ〔祭日〕→’u呈瓢i，’ujum｛

さいしょうこ宰梱〕siQsii

きいそくこ催健〕　see4uku／～する？imi一

　錘N／．～することsiclmiN／～するさま

　？imizigoozi

さいだん〔祭壇］　gur玉iziN

きいち〔才智〕　gee，亭eeci，→さいの5

さい＄　［来fy〕→りよ5ち

さいつ＄〔才髄3　geezicaeし，一一）きつち

さいづちあたま〔才槌頭ユ　ga（lpaigiburu
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さが

さいなん〔災難〕　→わざわい

ざいにん〔罪人〕　tuganiN

さいのう〔才能〕eiroo，41NbUN，　see，→う

　でまえ，さいち，．ちえ／～のある入ciroo－

　niN，　liNbUNmuci，→きれもの

さいのかみ〔塞の神3　→さえのかみ

GL・はい〔釆配〕gee

さいばいする〔栽培する〕　s量tatijUN

さいばしる〔才走る〕hai嘆zijUN／才走った

　者hai￥iziraa，　h母isizirimUN，　mi（≧ci？a－

　majaa，亭ee麟燗酒mUN，　→きれもの，こ

　　りこう

さいはつする〔再発する〕？ugurijUN，一一D・ぶ

　　りかえす

きいばん〔裁判〕　kuuzi，　saihwaN，一〉さばく

ざいばん〔在番〕　→4eebaN／～が任地でも

　つ妾？uja？aNmaa，？ujaNmaa

さいばんしょ〔裁判所〕一→hwirazu

さいふ〔財布3　biQciN，　ziNbukuru，　ziN？i一

　ギii，（敬語）miわiQciN

さいほう〔裁縫〕　箆oo無UN

さいほうし〔裁縫師〕一一＞kuvee1《u

さいほうばこ〔裁縫箱〕haaibal〈u　　「jai

ざいもく〔材太〕　多eemuku／～の運搬→c圭一

さいりょう〔宰領〕seeroo，一・一〉かんとくする，

ざいりょう〔材料〕　？irigu　　しとりしまり

さ㌧、薩＝》し、〔幸〕　→こ二うふく

さえ（助詞）一coON，一deN亭i

さえぎる〔遮る〕　ciz塘UN，　kanijuN，一〉じゃ

　ま／～　ものkataka

さえずる〔購る〕　hukijuN

さえのかみ〔さえの神］　脚enukaN

さおこ竿〕　SOO

さか〔坂〕hwira，→sakanai，　sakuhwira

さかい〔境〕sakee

さかいめ〔境9〕sakeemi

さかえおとろえ〔盛え衰え〕　→せいすい

さかえる〔栄える〕　buteejUN，　muteejuN，

　sakajUiN，　sakeejUN，・→1まんじよう／～．

　さまmuteeまsakeei　・

さかき〔榊〕　hu¢圭ma

さかご〔逆：子〕　saka？Nmari

さかさま〔逆様〕saanaa，　saayaa，　saka，

　？ura・，？ux’ahara／～．になる？u（麓ee3UN

さがす〔探す］　？a．liatijUN，？anamijUN，

kameejuN，　sageesjuN，　tu願ee3UN／探し

　探しtumeeidumeei／探し回るさまmaa－

　gamaaga，　tumeei？uzanee／ひっかき回

　して～？asageeraSjuN

寄かずき〔杯〕φbu，　haimaa　saka多ici／～

　を圏すこと→haimaa

さかずきだい〔杯台〕　’juhoobUN

さかぞり〔逆剃り〕sakagui

さかで〔酒羽→？Nmadima
さかな〔魚〕　？iju／～と肉？ijusisi／～の卵

　harami／～のてんぷら？ijutiNpura／魚

　の名など？abasi，？acinu？iju，？a圭bigaa，

　？aka？aei，　？al〈amiibaju，　？akaNgwaa？i－

　ju，　basil〈aa，　basikaa？iju，　gil〈ura，　？ee－

　bicaa，　？ee？iju，　gaguN，　gurukuN，　ha－

　juu，　？iibuu，　？iQkwaNdarumii，　’juna－

barumazikuN，　’3’uubinuQkwa，　kama－

　saa，　katakasaa，　1〈aguu，　1〈atakasi，　1｛u－

　buslmi，　kurumiibaju，　makubu，　mazi－

　kuN，　miibai，　miibaju，　mizuN，　’Nnatu－

　juubinuQkwd“，　？oobaeaa，　saba，　sami，

　siru？aci，　siru？iju，　taa？ij‘u，　tamaN，

　toNteNmii，　tubuu，　4aN，　4aNnu？iju，　一＞

　sjuku，　sururugwaa／～を取るための毒

　sasa！’ふるい～Sagai？iju

さかな〔肴〕sakana，　tuisakana

さかなうり〔魚売り｝　？量ju？ujaa

さかびん晒叛〕sakibiN

さかまつげ〔逆理〕sakamagigi

さかむけ［逆剥け〕　sal〈aNki

さかや〔酒歴〕sakimacija，→sal〈aja

さからう〔逆らう］　→は．んこう

さカ、り1ま〔盛り揚〕．一今giguci

さがりめξ下がり昌〕　miidaii，　miidajaa

さがる〔下がる〕　sagajUN
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難

さか

寄かん〔左官〕　mucinui多eeku，　muci，nujaa，

mue14eeku

さき〔先〕saci，→せんたん／～に死ぬsaei－

daCUNノ～に立つsacidaCUN，　sadajUN／

　～に立つこと（～に立つ人）sacidaci

さき〔鋳3　→みさき

さぎ〔鷺〕saazaa，　saazi

さきがけ・〔先駆け3　sacibai→さきばらい

さきこほ腰しる〔q笑きこぼれる〕　sacikaNZUN

さきざき〔先先〕

さぎし〔詐欺師〕

　Qeunuz］muN
さきしま〔先島｝

→しょうちい

Qeudamasj’aa，　Qeunuzaa，

saelslma

さきだす〔映き出す〕saci？NzijUN

さきだっ洗立つ｝sac圭daCUN　「さきがけ

さきばらい〔先払い〕？UNsadai，→せんどう，

さきまわ9〔先回り〕　sacimaai

さきみだれる〔恥き乱れる］　saeikaNZUN

さく〔咲く｝saCUN／すっかり～sacicijuN，
　　　ロ　　　　ロ　　　　の　　の

　saCICII’IJUN

さ〈〔裂く〕？aakasjuN，　saeUN，一・一〉ひきさ

ざくざく

さくしゃ〔作者〕

さくとくξ作中〕

さくばん〔昨晩〕

ざくぶん麺作文〕

gusugusu
gukujaa

一一gsakutuku

’juubi

一＞muNguN

Lく，やぶる

さく｛Wう　し［n軍使｝　saQpuusi，　tiNsi，　→

　toO／～を接待するための岡劇？ukwaN－

siNu5ui／～の船kwa齢宝N，？ukwaNsiN

さくもつ〔作物〕　gukuimUN，　gukuimugu一

さくら〔桜〕sakura　　　　　　Lkui
さくらいろ［桜色〕　sakura？iru，一〉？akaga－

　kura？irU，ももいう

さくらじま〔桜島〕（地名）sakurazima

さくららん（櫨物名）　kam圭sasibafta

さぐる〔探る］　sagujUN／～こと→gib呈sa一

ざくろ（機物名）　Iakura　　　　　　Lgui

さけ〔測saki，（敬語）？u4aki／～一升

　cawakasV～と肴sakisakana／～に酔
　　うことsakiwii／～に酔った考，W圭（≧eUf

1
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　，wiQeUU／～の一種？aamui，，jUUCUU，

　？Nmizaki，　？Nmuzaki，　muTuhaku，　mu－

ruhwaku／～の肴sal〈ana，　t・uisakan．a，

　→s3uud／～の醸造sakitari／’yを入れ

　る器の名biN麟i，？iQgiibiN，，jugibiN，

　karakaraa，　sakibiN，　saklduQkui，　rpeeel，

　sijaei，＄i4ibiN／～を飲み過ぎて起こる癌

　sakigaku／～を飲みすぎて病むことsa－

　kigaci／～を飲んで太ることsal〈igweei

さけかす〔酒粕〕．ka＄izee／～であえたもの

1〈aepizee？eei

さ1ナがめ〔酒甕｝　sakigaami

さけぐせ〔野卑｝　sakigUS圭，，wiigusi

さけずき〔酒好き］　sak1寧ici，　sakizoogu，

　sakizooguu

さ1ナ＄ゆうどく〔1層面’毒〕　sakigaci

さけどっくり〔酒徳利〕　sakidUQkui

さけのみ〔酒飲み］sakii，　sakikwee・saki－

　zooguu，　？ueqaki，　’warigaami，　’wiQcaa，

　’wiQeu，　’wiQeuu

畜けのみなかま〔酒飲み仲間〕numidusi．

さけびこえ〔叫び声〕？abiigwii

さけびん晒瓶］sakabiN，→さけ

さけぶ〔叫ぶ〕　？abijUN，→どなる！～さま

　simatiihjaatii，　teehaikazihai／～者？a－
bi　」’　aa

さけぶとり〔酒太り｝　sakigweei　「われめ

さけめ〔裂け目｝　？aaki，→きれつ，やぶれめ，

at　｛ナる〔裂け’る〕　？aakijUN，　sak塘UN，→や

さける［避ける〕dukinajUN　　　しぶれる

さげる｛下げる〕hwisag三jUN，　sagi3UN

ざこう〔座高］　，iidaki

ざこ凝雑魚寝〕？waagwaaniNzi
ささえ〔支え］　gikasi　　　　　　　「jaa

さざえ〔栄螺〕sa多ee／～の殼meemeegUU一

ささえる〔支える〕　？ujagijUN，・→箆ucagi－

EさくれsakaNki　’　　　　　LjUN
ささげ（tiの名）

ささげる〔捧げる〕

さざなみ〔さざ波］

一一phuuroo

？usjagijuN

sagaranaml



さて

さざんか〔山茶花〕→？izu，？Nzu

さじ〔匙〕kee

さしあ‘ヂる〔差’し上げる〕　？agijUN，　nuca一一

　gijUN，　sas3UN，？usjagi3UN，→あげる，

　やる

寄しあり〔蟻の一種〕　sasi？ai，　sasi？ajaa

さしおさえ〔差し押さえ〕　hwicimUN，　sasi一

　？usai／差し押さえられた物hwicimUN

さしき〔挿し木〕sasik圭

寄じ豊〔桟敷〕saNsici

ざしき〔座敷〕4aa，4asic圭，（敬語）？uza，

　→？uhu？uga，へや

さしこみ〔差し込み〕siNMi

さしこむ〔蝕し込む〕sasiNCUN，？usiN－

　CUN／手荒く～hwisiNCUN　rsikurus3UN

さしころす〔刺し殺す〕nucikurusjUN，　sa一

さしさわり〔差し障り〕kakaisaamaci，　sa－

　sigikee，→さしつかえ

さしさわる〔差し障る〕　kijUN，　sawajUN

さしせまる〔差し迫る〕　sasigimajUN，→ひ

　っばく

寄しだす〔差し出す〕　neejUN，　nusikijuN

さしっかえ〔差し支え〕　gikee，　sasigikee，

　→さしさわり／～ないnuusabiN　neeN

さして　？aNsjuka，→それ（それほど）

さしでがましい〔差等がましい〕→すいさん，

　でしゃばる／～者→でしゃばり

『さしでぐち〔差出口〕seebee，→でしゃばる

さしみ〔刺身〕sasi翻

Gしむかい〔差し向かい〕　捻Nkaaii，→むか

さし為の〔指物〕sasimUN　　　　Lう
さしものし〔指物師〕sasimUNzeeku「さす

Gす〔差す・刺す〕nueUN，　sasjUN，→つき

ざす〔座主〕gaa＄i，（敬語）zaa＄inumee

寄ずかる〔授かる］　sa回田k幻UN

さずける〔授ける〕　sagakijUN

．させるsimljUN，　一simijUN，　一sjUN

さそう〔誘う〕→ゆうわくする

さそり　，ja搬aNkazi

さた〔沙汰］sat．a

さだまる〔定まる〕　→けってい
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さたみさ豊〔佐多輝〕（地名）satanumisaci

さだめ〔定め〕　sadami，→けってい

さだめる〔定める〕　→けってい

さつ〔札〕　sag圭

さっ豊　k：iQsa，→いましがた

ざっこく〔雑穀〕　多a（≧kuku

さっこん〔昨今〕　→このごろ

さっさと　　kasiikasii，　SOOSOO，

さっする〔察する〕　S碗si麺N

ざっそう〔雑草〕　→kusa

ざっと

さっぼり

「している

→てきぱき

　　　　　？ara？ara，　gaQtu，→だいたい

　　　　　　saQpaci，→せいせいする／～し

　た人gaQtuu／～しているtuukaa　neeN／

　～とsaa多歌atu

ざっぴ〔雑費〕　gaQpi，　・　zoogikuri

さっ占ζうけい〔殺風掻＝〕　sa（lkoo　　　　　　「cu

さつま〔薩摩〕’jamatu／～の人’ja塒a雛N一

さつまいも〔薩摩藷〕　？NMU，→haNS疑，　kaN－

　da，　kara？Nmu／湿気でくさった　～→

　mi雰k錫aa？Nmu／～と野菜の陳噛汁？N一一

　mookasii／～につく虫hwiimusi／～の

　市？Nmumaei／～の一種？akagUU，？isi－

　gau？N鵜u，　kuragaa，　t疑撚a童1〈uruu，

　？uraNdaa？Nmu／～の皮　？Nmugaa／

　～の茎kaNdabu癒／～の酒？Nmu4aki／

　～の自然に生えたものMii？NmU／葭然に

　生：えた～を掘りあさる者mii？Nmukuzi－

jaa／～の濃粉？N塒ukuzV～の澱粉で作

　つたくずas　？NrnukuziPUQturuu／～の煮

　汁？Nmunusiru／～の澱粉を取ったかす

？Nmukasi／～の澱粉を取ったかすで作っ

　た菓子？NmukaginaQtuu／～の濃粉を

　取ったかすを煮固めたもの？Nmuka寧i－

　daacii／～の葉1〈aNdabaaノ～を練ったも

　の？Nmunii

さて　sati，　too／～さてsatisati

さであみ〔叉手網〕　sadi

さておき　suusuu，→ともあれ

さてもsaQtimu／～さてもsaQtimusa－
　Qtirnu



さと

さと〔里〕　？ujanujaa，→さと力藁犬こ

さとい亀〔里芋〕→taa？NMU，たいも／～の

　一種¢iNnuku

ざとうこ砂糖〕　S＆at終・→si臓sita・tee－

　hw＆ku／できそこないの～’jaNdi多aataa／

　～の検査satoociNsa／～をしぼる車ku－

　ruma，　saataaguruma
さ1とう豊び〔砂蓼奮黍〕　Sεしεしもaauuzi，　，uuzi／

　～の一種kwasiuuz1／～のから，uuzigara

さとうしごと〔砂糖仕事〕saataasikuci

さとうだるこ砂糖樽〕saataa5aru

さとうつくり〔砂糖作り〕　saa綴㌶uk滋

Eとかた〔里方〕na§imii，　tuzikata，’wina－

　gunukata，→がいせき，さと

さとる〔蘇る〕　satujUN

さなぎ〔蠣｝　　toOこ｝aamaa

サ漏ン（植物名）　saNniN，　sj＆球癬N！～の葉

　saNmNgaasja
さ激〔核〕　sani　　　　　　　「→さいばん

署きξ穿く〔捌く　◎裁く］　sabaehN，　sabakijuN，

さばける〔捌ける〕　habac’aN，　s段baki5UN

電び〔錆〕kanakusu，　sab圭

さびしい〔寂しい〕sabiqsaN，　sikaraasaN，

　→elmueaaganasaN，？ura¢圭rasa，こ二こ二う

さびれる〔寂れる〕　→あれ｝まてるしさびしい

さふらん竜ど豊（植物名）zikuzlkUU

さ峰う〔作法〕sahgu，　zaNmee，→れいぎ

さほど　？aNsjuka，　sahudu，→それ（ほど）

Eま〔狭間〕hjaamii　　「なり，よ．5す
霊ま〔様〕

さま〔様〕

　S獄燃ee，

ざま〔舗

sizatha，→すがた，ていた．らく，

一一
?一bi，　一ganasi，　一ganasii，　一gana－

mee一，　一mee，　一mu2，　？umi－

sitaraku，　sigama，4ama，→て

　いたらく／～見ろ’juusita，　sitar］

電蕪ざま〔様樹　samazama，→いろいろ

さます〔覚ます］sa凱asjUN

霊ます〔冷ます］　samasjUN，　nuru〈≧kwi－

　jUN，→ひやす

さ蜜たけ窪〔妨げ〕　→じゃま

さまたげる〔妨げる〕→じゃまする

蔑むいこ寒い〕　hwiisaN／～所hwiiduk疑廟

ru／～地方hwiiguni

さむがり〔寒がり〕hwiisa？umii

さむき〔寒さ〕→9UQka，　guQkaN，　hwii－

　sal　，　kaN，　muueiibiisa，　’wakaribiisa／

　～でがたがたするさまhwiisagatagata／

　～に苦しむことhwiisakurisja／～にこ

　ごえるknhwajuN／～にこごえること

　hwiis曙uhw砥hwiisamagai／～に負け

　ることhwiisamaki
さむざむとする〔寒寒とする〕hwizurul〈aN－

　ZUN／～ことhwizurukaNzi，？oohwi－

　zurukaNZi／寒寒としたさま　hW圭Z糖1㍗

　kaNzaa

さむ霊よけ醸さ避け〕hwiisahusizi

Eめ〔1］saba，　sarni，→ふか／～の一種

　’NnatujuubinuQkwa

さめはだ〔鮫肌〕　samY～の考samaa

さ鳴る〔覚める〕　samijUN，？U4unUN／：覚め

　やすいkukurubeesaN，→めざめる
さめる〔冷める・．眺める・醒める〕・hwizu－

　jUN，　nuru（≧kwijUN，　sa撒鼠j双N，　sam呈jaN

さi墨》しし、　→㌔、やしV、

ぎや〔鞭kara，　saja，　eii

さやかsajaka
さゆ〔白話．saajuu
さゆう〔lif　l　f］　　sajUU・→sirikuci，　sirukuei

ざら〔癒［］　sara／～の一種CUU多ara，學ee－

　7vara，　suurii，　一→ござ．ら

さらい灘ん〔再来年3naajaaN，　naaNcu

さらう酸う〕S蝕eejUN
きらえる〔凌える〕　sareejuN

さらさら　　S◎oxusooyu，　soorusoorULU

ざらざら　surUSUru／～したひげ→suru－

　suruuhwizlgwaa／～したものsurusurUU
さらしくじら〔晒し鯨〕（食：最の名）？Nba

さらし奄φん晒し太綿〕sarasi

＄らす〔晒す〕sarasjUN／晒されるsari一

さら＄便地〕’Nnajasici　　　LjUN
さらに〔更に〕　’juku，’jukuN，　naahwiN，

　njahwiN，　？unuwii
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ざん

さらば　saraba，→それ

さる〔猿〕　，jUllMUU，　saar葛saru／～のよ

　5こ口，juumuuguei／～のようなつら

さる坤〕saru　　　・し’jU職U頗τ勘
さる（戸締まりの道．具）　siN，　siNgasi

ざる〔去る〕？Nzaru，→たちさる

ざる〔筑〕　baaki，　sooki／習の．荒い～？aya－

　baakii／～の一一種i：nHgook｛i，　sagid嚢ru，

　tiixu，　tii多ool〈圭

ざるご〔策碁］　？isigaciguu

さるすべり［9i　S紅〕（植物名）　hagoogi

寄るとり〔申函〕／～の方角saNtunii

ざるなし．（櫨物名）　kuugaa

さるまね〔猿真．似〕→saaru，まね

さるまわし〔劉嚢し3saruhwici

ざれごと〔戯言3　zarikububa，→じょ5だん

ざれる〔戯れる］　garijuN，→たわむれ

齢〔湘→・ak・，蝕・己

さわがしい〔騒がしい〕　，jagan獄S5ε～N，→や

　かましい／～さま’wasawasa

さわぎ〔騒ぎ〕sawazigutu，？ucimuN，→

　そうど5　　　　「～さまmuQeirugeei

さわぐ〔騒ぐ〕musageejuN，’wasamiCuN／

ざわめくmusageejuN，’wasalniCUN
さわる〔陣iる・触る〕　saajUNi　．　sawajUN，

　一〉いじる，ふれる

さん〔3｝　miigi，己sa翼，　m㌔

さん〔桟〕saN

さん〔塵〕　saN，→しゅっさん

ざんξ畿〕　→ざんげん

さんがし梗3階〕　saNkee

さんかいき〔≡回忌｝一“さんねんき

さんかく〔三角〕　saNkaku

さんがく〔山岱〕　→やま

盛んがつ〔3月3　saNgwagi！～3霞の節前
　saNgwagisaNniei，　一〉？uzuu

さんきらい〔由帰来｝（槽1物名）　saNcira

ざんぎりあたま〔ざんぎり頭〕　kUNcaaboo－

　zaa，　1〈uNcaaboozi

さんけい鰺誰〕saNcii，　tivamunumee，

　（敬語）9UsaNC嚢

さんけっく［産気づく〕／～ことsaNmujuu－

　si

ざんげん〔i謡言〕　kOOziN，　zaN／～する’ju－

kusjuN

さんご〔珊瑚）　saNgu

ざんこくな奄の〔残酷な考］　cikuSjOomuN

さんこん〔三三献〕　saNgUN

さんざい〔散財〕　siQcii，→ziN？ami

さん寄がり〔…三下がり〕　saNsagi

さんさろ〔三叉路〕mieigujaa

さんざん〔散散〕cirizirini，　saNgaN，　saN一

　多aNkUN多aN

さんさんくどのさかず駅三三九度の盃〕sa－

　NguN
さんじきょう〔三字経〕　saNzieOO　「Nsici

さんしちそう〔三七草）（殖物名）　n三NziNS距

さんしち｛eち〔蕪七鷺〕　minaNka

さんじゅう〔30〕　saNzuu

さんじゅうごにち〔蕪十五日〕　？iginaNl〈a，

　saNzuugunlei　fzuusaNniNci
さんじゅうさんかいき〔三十三園悪〕　saN一

ざんしょ〔残暑〕　，waka酒？ag1sa

さんじょうする〔参上する〕　「趣s圭rijUN

ぎんずのか冷〔三途のJII］　→，wazirigaara

さんせい〔賛成〕saNsii／～者saNsii／～す

　るduujUN／～派saNsii，　sirUtt

竃んぜんこ産前〕nasirnee

さんそうばい〔3層借〕　→さんぱい

さんぞく麺山賊〕　’jamanusu　du，　一〉おいはぎ

ざんだか〔残高3nukuidaka　fりくりする

さんだんする〔算：段する〕　sigarijuN，→や

さん＄よう〔山頂］　，jamanugizi，→ちょ5

　じょう

＄んにん［3人］　miQcai，　saNniN，（敬語）

　micukuxu，　？umieul〈uru，　？umitukuru

さん葱ん〔三年：］　miCU，　mitu，　saNniN／～

　前→，Ncu／3，4年　lni｛；u3u毛u

ざん嵐ん〔残念〕　cinuduku，多aNniN，→こ

　ころのこり，くちおしい／～である’wateし一

　gur圭S5aN，→r＆塒is∫a，しんがい
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さん

さん嵐んき〔三年忌〕　saNniNei

さんのいと〔三の糸〕　mii多iru

さんばい〔3倍〕　saNbee，　saNgoobee

さんばし〔桟橋〕　saNbasi

さんばんどり〔三番鶏〕　saNbaNdui

さんびやく｛3eo｝saNbeku，　saNbjal〈U

さんびやく屯ん〔300文］　mil〈umui，　saNbe－

　ku，　saNbjal｛u／　350　｝k　saNbjakuguNzuu

さんぷ〔産婦〕’wakaziiramuN／～の初め

　ての外出haci？aQcii

さんぶんのいち〔3分の1〕　rniigitiigi，→

　みつわり

さんぽ〔散歩〕　hujoo

さんもん｛由門〕　sar　mml

さんや〔由野〕　’jama，　saNj爲，→のやま

さんよく〔三欲〕　saNjukU

さんり〔三塁〕　saNri

さんりん［小林｝　，jama

さんりん〔3厘〕　hjaakugUNzuu

し

し〔4〕’juugi，　sii，’ju－

C〔字〕　zii，→もじ／～を書いた紙釦燃ikεひ

bi／字体の分からない～miikuNdaazii

if〔痔〕　z戴　　　　　　　　　　　「あい，めぐみ

じ白い〔慈愛〕　→（leucimugurisja，　じ．よう

しあげる〔仕上げる〕si重撫S趣R，→かんせ

　い／仕上げ方siinasi

し勘さって〔明明後H〕？asatiNnaaca

しあわせ〔仕合わせ〕　peewee，　sljawasi，

→？iziN，こううん／～な事si担was㎏U敏

し，凝参ん〔，思案｝　　munukaNgee，　siaN，→おも

　い，かんがえ　　　　　　　　　「えごと

し毒んごと偲案事〕　siaNgutu，→かんが

しい（牛馬を追う声）　sii　　　　　ヂdamUN

しい〔椎］　S嬬siizaa／～のたきぎsiizaa－

しいくずる〔飼育する〕　siもa鍼∫UN，→かう

しいて〔強いて〕　siiti，→たって

しいる〔強いる］　sii3UN，→むりやり／～こ

じうたい前論〕zii？utee　しとsiihaQtoo

しお〔塩〕　maasju，　sjUU／～味だけで煮る

　ことsjuua心
しお〔潮〕sjuu，？usju，　sjuutaei

しおうり〔塩売り］　maasju？uj＆a

しおから〔塩辛〕　1〈arasju／～の一種sju喩

　1〈ugarasju，　？uNzani

Lおからい〔塩辛い］sipukarasaN，　sjUU－

　zuusaN／　～味　sjUUZU1Llguei／　～もの　 si－

pukaramUN，　sjUUZUUMUN

しおからごえ〔塩から声3→しわがれこえ

しおくみ〔潮汲み〕sjuukumi，？usjukU－

　R翫3

しおけ〔塩知sjuuci

しおたき〔潮たき〕　maasjutacaa，　sjuuta－

　caa，　sjuutaei／～の／1・屋sjuja，　sj　ttuj　a，

　　ワ　　　　　　　　　ロ

　SJUUjaa
しおづけ〔塩酸け〕　S5uugiki／～の肉sjUU－

　zis圭

しおに〔塩煮｝　sjuunii

しおばな〔塩花）sjUUnuhalta

しおみず〔塩水〕　rnaasjumi多i，　sjuumi多i

しおや〔塩屋］sjuja，　sjuuja，　sjuujaa

しおらしいsjuuraasjaN，　sjurasjaN

しおり〔枝折り〕　，」呂Nba

しお旧る〔萎れる〕neejUN，→しなびる／

　しおれたさまbiQteeN

しおわる〔し終る〕　sil？uwajUN

しか〔鹿〕　1｛oonusisi，　sika／～の肉koonu一

しか．えし〔し返し〕keesi　　’　Lsisi

しかかる〔し掛かる〕　sikakεしjUN

しかく〔四角3　kaku，　sikaku，　si（≧kaku／四
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しし

　角いものsi（lkakuU

しかけ〔仕掛け〕sikaki，→きかい，しくみ

しかける〔仕掛げる〕　sikakijUN

Lかし　→けれども

むかせんえん〔耳下腺炎〕toosiNbai

しかた〔仕方〕→やりかた／～のないtと

　zihwineemuN　．　・fN
しがたい〔し難い〕→一gataRasaN，一・gurisja一

じがため〔地固め〕　zibuku

しがつ〔4月｝sigwaci，　siNgwagi

じかっこ自活〕　duu？agaci，→どくりつ

しかねる〔し兼ねる〕　一÷一9atanasaN，しが

　だい／～こと乗aNtii

しかめっつら→’wazami，，wazaNkaa

しかめる　，wazamijUN

しかり〔然り〕　→？aN

しかる［9ヒる〕　nurajuN，　si；ikijUN，→？a－

daasjUN，？a眺U，？U5aasjUN，（小児語）

　mii，→どなりづける／～こと　→？aQku，

　？aQkUmUQI〈u，　tugami，（敬語）nUN5ee，

　？UNdee／～人？akuu／叱られるnuraa－

　r三jUN／叱り痩れる→kueikarazi

しかるべき〔然るべき〕nootayu，→とうぜん

しかん〔仕官〕　？weedaiugaN／～の道gi一・

　keemiel

じかん〔時間〕　zikaN，→zibUN，とき

しき〔指揮〕？iigikigata，→めいれい

しき〔四季〕　sici，→きせつ

しき〔式〕　sici，→ぎしき，さほう

じき　eaaki，→やがて

ごき〔時機・時期〕　Z三si鶴→きかい，じせ

　っ，とき／～が終ること？aeagai／～が去

　る？acagajUN　　　　　　　rsaN
しきい〔敷居］　siei／～が高い？icigatana一

し押しsし〔敷石〕　　S呈ci？isi

しきうつし〔敷き写し〕？us2igaci

しきがわら〔敷き瓦〕sieigaara

し奮し1ようきょう〔色｛霧猛〕　burεしii

しきたり　hUUZ三，・→しゅうかん，ならわし

しきべつ〔色別〕？iruwaki

しき奄の〔敷物〕　sicimUN

しきゅうびょう〔子眼病〕　simugusi

にきゅうりよく〔持久力〕

しきよく〔色欲〕　？irujuku

しきりど〔仕切り戸〕nakabasiru

しく〔敷く〕siCUN

しくじり　→しっぱい

しくじる　→しっぱいする

しくみ〔仕組み〕　sikumi，→しかけ

しくむ〔仕組む〕　sikunUN

しぐれ〔時雨〕→simu

しけこむ〔しけ込む〕　sici｝〈unUN

しげし〔繁し〕　　”●

しげみ〔茂み〕

しける〔湿気る〕

しげる［茂る）

mucidee，→こん
しき

　　　　　　　　　SlmsaN，→ひんぱんである

　　　　　　　　　hucikumi，　hucikUN，→やぶ

　　　　　　　　　　simikeejuN，一→しめる

　　　　　　　　　buteejuN，　hucaajuN，　hu－

　eikunuN，　husal〈eejul，　’jukajuN，　mu－

eけん議論3→？iQciN　　　LteejUN
しご〔死後〕neeka，→あのよ

じこう〔時候〕zisigi，→きこう，てんき

しごきおび〔しごき帯〕　su竃ui？uu潤

しごく〔至極〕　siguku，→ひじょうに

しごく〔扱く〕　sugujUN

じこ：く〔時亥墓〕　zibUN，→とき

じごく〔地獄〕ziguku．

じこさんだん〔自己算段｝→duusigari

じこすうはい〔自己崇拝〕　duu？agami

しごと〔仕事〕　sigutu，　sikuci，　tuisikuei，

　，waza，→ろうどう／～がおそいtiiniisa－

N／～が早いtiibeesaN

しごとはじめ〔仕事始め〕　hagi？ukusi

じこばくろ〔自己暴露〕　duu？akagai　「て

じこりゅう〔自己流〕’waNkuruhuu，→かっ

しさく〔思索〕　munukaNgee，一〉しあん

じさし〔字指し〕　ziisasi

じ寄ん〔自讃〕　→じまん

しし〔獅子］　　siis三

しじ〔私話〕　，watakusi

ししまい〔獅子舞い〕　siisi

ししゃ〔使港〕　→つかい
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じし

じしゃく〔磁石〕zizaku

ししゅう〔刺繍〕nucimUN

しじ紗う〔40〕　sizuu

L　L“　mpう〔始終〕katakuzira，　zoohwita，→

　いつ，たえまなく，ねん，ねんじゅ5

しじゅうくさし、〔49歳〕　kukunutu匹guzuu

しじゅケくに＄〔四十九H〕　nananaNka，

　siNzuukunici，　sizuukuniei　Fduruei

しじゅうくらカ｛り〔四十瞭力｛り〕　sizuumu一

じしmpう　正二麟P　く〔自習塾］　　Sミlrii多a．

ししゅつ〔支幽〕？Nzihwa，？Nzirimee，

？NZirumee，→しはらい，しゅ、っぴ

ししゅつだか［支出高〕　？Nziridaka

じしょ〔辞謝ziihwici
じしょ〔地所〕　zii，　cikata，一一e一とち

紅じょ〔侍女3→sizaki，（敬語）？usizaki

ししょう〔師匠］　　sisjOO，　（敬語）　？usisjOO

じじょう〔事情〕　zizOO，→しゅび，ないじょ

　う，わけ

じじょうじばく〔臨縄霞縛〕→duul〈weegu一

ししょうそく匪装束〕gusjoosuga圭し敏
じしん〔地震〕　nee

にしん〔慮身〕　dUU，（敬語）？UNZ馬→じぶ

　ん／～で一kuru，（敬語）？UNzukuru

じしん〔自信〕→じそん／～のない雷い方

　？ukeeimunii

¢すい〔二二〕

しずか〔静か〕

　NZiNtU

しずむ〔沈む〕

じせい〔時勢〕

じせい〔露生〕

duuzoosiei

s寧ka／～に’jaajaatu，　si一

S1多mttN

zis嬬→じせつ，よ

naNkuyumii，　→やせL・／　～

の瓜mOO？ui／～のさつまいもMii？N㎜U

じせい〔自製3duukuru多ul｛ui

じせつこ時簸〕　zisigi，→じき，　じ：・ぜい

しぜん〔自然〕　sizi・N／～にnaNk：uru，　si－

　ziNni

し篭〔紫瀟i〕　？aka鷺翫
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しそう　　一9εし乞a，一gaもa我

じぞう〔地蔵〕　zi多00

しそく〔士族〕　’jukaQeu，　samuree，　sizu－

　kU／～で位のない考わUNniN／～の男の

子　’jukaQeUNgwa，→satunusigwaa，（敬

語）satunusigwaamee／～の勃々男子
一＞satumusi，　（敬語）　satunusinumee／　一一

　の舅分を金で買った者kOO圭jukaQeu／新

　参の～m圭圭jukaQCU，　siN多aN

しそくぶらく〔士族部落3　→，jaadui

しそこなう　　siijaNZUN，→haNsjUN，’jaN－

ZUN，…一ha4al〈ij’UN，　一hazikijUN，しっぱい

しそん湯手〕’jagimaga，’jagi？Nmaga，

Qkwa？Nmaga，　siSUN／～に苦労が続く

　ことgiz1？Ul’i

じそん〔霞尊〕　duu？ujamee

した〔下〕　sica，→tiisiea，．．．．．．し．．．も．．／～の段sic－

　adaN／～を向く？u（韓iNcu製／～を向くこ

　と？UQgiN七uu／～を向ける？UQgiNl〈ijUN

した〔K］　麟ba，　sica／　～がもつれること

　teeteemunii，　tee七eemunu？ii／～をかみ

　そうな言い方sicacirimunii，　sicaeiri一一

munu？li，　sicakweemunii，　sicakwee－

　munu？ii／～を出す→siea，　siba

Lたあご〔下あご〕　kakuzi，？utug’aku，？u－

tugee，→あご　　　　　　　rdee
Lたも、　　→一busjaN／　～放：題　siibusjahUN一

しだい〔次第〕　sまdee，一siNdee，→なりゆきノ

　～次第にsideesideeni／～にsideeni，

　taQta／～に弱ることsideejooi

L’　fg　ts〔辞退〕　zitee，曾ことわる／～するふ

　りをすることziteegwaa

じだい〔地代〕ziganee，→kanee

したう〔慕う｝　→？UNtasjaN，けv・と5す

　る，こいする，しぼ／慕われる→？untasjaN

したう1ナ〔下請け〕　S圭ca？uk玉

したえだこ下枝〕siea旧

した爵｛う〔従う〕　　sitagajUN

したがき〔下書き〕　sieagaci，　sitagaci



しっ

したぎ〔下漕3　sicazi，一＞hakama，はだぎ

したくこ支度）sikooi，　sitaku，　sugai，→si－

kooimukooi，　じゅんび／～する　sikoO－

　juN，　sugajuN，　一sinukujuN，　sinjuku－

3UN／～するさま→sinukui斑aもak魔

したくちびる〔下唇〕　s圭㈱麟ba

したごころ〔下心〕sicagukuru，→ないしん

し：fごしらえ〔下養え〕　？ara4ukui，・→じ麟

んび

したしい〔親しい〕　→こころやすい，むつま

　じい／～閲の話し方，inu？iihii／親しく

，watawataatu／親しくなるnarijuN

したじ豊〔下敷き3　→gaNsina

したそうだん〔下相談｝　ciriee

したたか　・→ひじ1ように

したたらず〔養足らず〕　sicaeirimunii，　si－

eacirimunu？ii，　sieal〈weemunii，　siea－

1〈weernunu？ii

Lたでる〔仕立てる〕　sitatljUN／仕立てた

　．｛まカ、りのもの　 siNsitati

したにご一下荷〕sicanii

した～臨り〔下塗り〕sicanui

したば〔下歯〕sicabaa

したば〔下葉〕　sicabaa　　　　feahwimu

Lたばか窯〔下袴〕　hakama／～のひも　si・

じたばた　　ha（～turugee5aa，　　paQ乞arigee－

　jaa，　paQturugeejaa

したばたらき£下働き3hwilmeesaa，　sim一

したはら〔下腹〕　sieawata　　Lubataraci

したひ屯［下紐：〕sicakwimu

したやく〔下役〕sicajaku．

したやくlaん〔下役入］　sieajakuniN

Lた　り　　　sitai，　＄itari

しだ評むやなぎ〔枝藍藝…杉β〕　　　？itujεしnazi

しち〔7〕　　　nεしnεし，　nana≦｝i，　siei

し＄〔質3　siei／～の利息sicinu撚i

しちがつ〔7月〕　sicigW昂gi

L＄ぐさ〔質草〕　siciMugi／～となるものを

調べることsieimug圭sirabi

し雲5じゅう〔70〕　　sicizuu／　73歳のお祝㌔・→

　slclzuusaN

しちとうい〔離農藺〕（櫨物名）saciii

し参ながれ〔質流れ〕　sici熱ag包r圭

L＄｛：＄〔7鍵〕　→なのか

レ引二ん［7人〕　nanatai，　siciniN

しち融んき〔七年忌〕　siciniNei

し＄ふくじん〔七福神〕　sieihukusiN

しちめんちょう〔七面鳥〕　sieimiNeOO

し＄や〔質屋〕　　　sicija

し＄りん〔7厘〕　saNbjakugUNzuu

じつ〔実〕　z2giジ→ほんとう，まこと／～の親

s300？晦a／～の子s3。ONgwa

じついん〔実印3　zigi？iN

しつうするこ私通する〕　→みっつう

し？かり（しっかりと）　ciQtu，　hasi（凶u，

　sika三脚，　sikaQtu，？U｝niciQtu，→ちゃん

　と／～しているsjooraasjaN／～者？i2i－

　cirimuN，　？izirimuN，　’J’akaxa，　’jakara－

　mu’N　　　　　　　「の箱の名siziribut4

しつ豊〔漆器〕　nuimUN，→うるしぬり／～

しっきしょう〔漆器商〕　nuilnUNjaa

しつぎょう〔失業］　musikuci

しっきんする〔失禁する〕．七uihaNsjUN

しっくい　〔漆喰3muei／～作りMUcigicY

～作りの歌mueigicaa？uta／～作りをす

　る者mucigicaa
しつけ〔仕付け〕　？iinaraasi，，3a鋤aree，

　mUNnaraasi，　naxaas圭，　sigiki，→きよう

　いく，しつける／～を受け’ることmuNna－

　xee

しっけ〔湿気〕　sigi，→しめ臼け／～のある

　ところS茎¢呈gak嘩／～をおびるS三斑i麟N，

　S圭撚ikeejUN

レつける〔仕付げる〕　？iinaraasjUN，　sigi－

　ki3UN，→しつけ／しつけかたsigil〈1gata

しつ｛ヂん〔失言〕　？iiQkwa

しつこし、　　　，jεしnεしgama」s5aN

じっさい〔実際〕　→ほんとう

じっし〔実子〕　→うみのこ

しつ　しつ　　 s呈（融si（毫

しつ・しん〔湿疹〕一＞hweegasa
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しつ

しっせき〔叱責〕　？a（旗u，tugami，一チ．おし

　かり，　し，かる

しっそ〔質素〕kumeeki，→つつましい／～

　にするkumeekijUN

しつづけ〔し続け〕　→eaa

Lつと〔嫉娠3d童Nci，1－iNci，？waanai，

？waanee，→おかやき，ねたみ／～する者

しっとり　zitazita　　　　LdiNcaa，　sciNcaa

しっぱい〔失敗〕　？ajamai，？a5am＆ri，　sii－

　jaNzi，→つくりそこない，やりそこない／

　～する，jaNdijUN，　siijaNZUN，　tuijaN－

　ZUN，→gukuijaNZUN，？udukijuN，し

そこなう／～事siiお甑igutu

しっぽ〔尻羅｝　→お

しつぼう［失塁〕　girudai，→あて，がっかり

　する，きおち，しょげる

じつめい〔実名〕S300照a　rgee，ぶさほう

しつれい〔失礼〕　buriiヂ→gubur圭i，　maci一

しでのたび〔死出の旅〕→si面9のam滋ci

しと〔仕途）　¢ikeemici

しどう〔支道〕→わきみちrcizitUU，　zituu

じとう〔地頭］　→？azizitUU，　SUUZ圭tUU，，wa一

じとうだい〔地頭代〕　zitu5ee

しとぎ〔棄〕　siZUC旧

しとめる［仕留める］　？i擁cij疑N

しとやかに〔淑やかに〕　siNziN乞U

しどう奄どう　？爲塒a？iikuma？鶏？anuu一

しな〔ξ諒sina　　　　　　Lkumuu
しなう〔擁う］　tamajUN

L．．

ﾈおし〔し直し〕　siinoos暑

しなおす〔し直す］siikeesjUN，　silnoosjUN

しなぎれ〔贔切れ〕　sinaziari／～になる　→

hwiQeirijuN

しなびる〔萎びる〕．b宝tatajUN，　neejUN，一→

　しおれる／しなびたさまbitatail〈aatai

しな竜のこ品物〕　sinamUN

しなやか　ノ～でないhagikoosaN

Lなれる〔し｛貫れる〕　siinarijUN

じなん〔次男3　zinaN
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しにがお〔死顔〕　sinigau

しにぎ冷〔死際〕sin2mee

し｛こ＝くt、　　→一gatanasaN，　一9urisjaN

しにしょうぞく［死装束｝gusjoosugai

しにそこない〔死にそこない〕　gusjoomu－

　dui，　sinijaNzaa

しにそこkう〔死に撰5］sinijaNZUN

しにものぐるい〔死物狂い〕　→いっしょうけ

　んめい／～の鋤きnueieiribataraci

しに冷かれ〔死に刷れ〕　siniwakari

しにん〔死人〕　siniN，　S圭niQCU

し凝死ぬ〕maasjUN，　sinUN，（敬語）？U－

　1〈umuimi多eeN，？usizirimi夢eeN／～こと

mii？utui，（小事語）m＃kuutii／～べき所

sinidul〈uz’u／～前sini塒ee／死なすhwi－

NgasjUN／死にかけhaNbuNzini／死に
　そう蹴鎗s樒ata3／死の前兆tamagai／

死の葡兆が現れるtamagajUN／死んだあ

　とneekaノ死んだ人siniQcu

じ轟し〔地主〕z圭inunuusi

しのぐ〔凌ぐ〕　sinUZUN

しのだけ〔篠竹〕／～の一種，jaNbaraa，，ja－

　Nbaraadaki，　’jaNbarudaki

しのび〔忍び］　sinubi

Lのぶ〔忍ぶ〕sinubUN，→かくれる，たえる

しば〔芝〕？asizirl，？aslzirljUNzlri

し億；し、〔支配〕　kusa㍉　→とりしまり／　～匿琵

kage6／～圏内kagee？uci／～するkage－

ejuAT，　kakijuN，　・kusajuN，　marucuN，

→おさめる，とりしまる／～力kusai

しばい〔芝居〕　coogiN，　sibai，→1｛umiudui，

，udui／～の小麗sibaja／～の入日mu一

しばし〔暫し〕　sibas圭，→しばらく　LNguci

しばしば〔騒展〕　’juu，→たびたび

しはにめ［し始め〕　sXhaRa，→やりはじめ

じ1また〔地機｝　　nUnubata

しばふ［芝生〕？asiziraamOO

しはらい〔支：払い3　haree，一→ししゅつ

しはらう〔支払う〕　h＆rajUN

し，‘まらく〔暫く〕　　？圭cuta，？ieutaa，？iQtuci・



しま

ma城→しばし，と5ぶん
しばる〔縛る〕　，juujUN，　kUNZUN，　siba一一

jUN，　tabajUN，　tud圭3UN，→むすぶ

じひ〔自費〕→じべん

じびき〔字引〕ziihwici

じびょう〔持病〕　muciee

しびれる〔痺れる〕hw量rakunUN
しぶ〔渋〕　　　sil）u

しぶい〔渋い〕s三b覗saN

しぶいた〔4分板〕s圭bu？ita

Lぶうちわ〔渋うちわ〕　sibu？oozi

しぶとし・　一→こうじょう／～顔つき．siQpa－

kaagi／～顔つきの者s圭Qpal〈aagi圭／～こ

　とsi（≧pa／～春siΩpa，　siQparnuN「bubai

しぶばり〔渋張り〕　sibubai／～の三味線si一

しぶりばら〔渋り腹〕sibiri，　sibuiwata

L“ぶん〔自分〕　duu，　zibUN，（敬語）？UNzu／

かえって～が怪我をすることduubee－

ree／～勝手duugaQti／～自分でduu－

　naakuru／～たちduunaa／～たちで，wa－

　Qtaakuru／　～で　duukuru，→一kuru，

，waNkuru，おてずから，ごじぶんで／～

　で髪を結うことduukurujuui／～で転ぶ

　ことduul〈ttrubi／～で暴露することduu一

　？akagai／～で働くことduu？agaci／～

で面倒なことをすることduuwacaree／

　～に頼ることduusigari／～のことに感

　じることduu？atai／～の体（敬語）？UN－

　zu／～の身一つduumisigara／～のやり

　そこないduu3aNzi／～ひとり　duucui／

　～持ちduumuci／～の持前．duumee／～

　ゆえのことduujui／～を崇めること
　duu？agami，　duu？ujamee

L“ぶん津山〕→ころ，じき

じぶんどきこ時分時〕　m疑N聡uz沁aN，→ころ

しぶんのい＄〔4分の1〕　sibu？ici，→よつ

しべ〔蕊〕s掘　　　　　　　しわり
しへい〔紙幣〕sagl

しべつ〔死Slj〕siniwakari

じべん〔窟弁〕　duumakanee，　duumuci

しぼ〔思慕〕　？um嬬？umui，→おもい，し

たう

LIまう〔四方〕　sirukucimaakuci，→よも／

～入方sihoohaQpoo
しぼう〔脂肪〕→？aNda，　butubutuu，　siru－

mi，あぶら／～ぶとり　si．rugweei／～の

不足→？aNdag昂ald

L“ぼうじ瓢自暴畠棄〕？aQpaNgaree

しぼむ〔凋む3　bitatajUN，→しなび．る

しぼる〔絞る〕　sibujUN／しぼったかすsi一

し糠ん〔資本］　mutu，　muutU　　Lbulgara

しま〔島〕　sima／～の者simaa

しま［縞〕　？aja，→たてじま，ぼうじま，よ

　こじま／～とかすりのまじった布地？aja－

　Nnaakaa
しまい〔姉妹〕　→，unai，（敬語）→？uminai

　／守り神となる～’unaigami／守り神とな

　る～の霊？uminai？usizi／　～を交換する

　こと，unaigee圭

じまい〔地米〕　一→ziimee

L蜜う〔・仕舞う〕　→する，かたつげる／…し

て～→kee一，　aeeN／しまって置くkazimi－

jUN／しまって置いたもの　kaz圭mimuN／

　しまい込んで分からなくなる

しまぐに〔島繍3　simaguni

L窟そだち〔島育ち］　→simaa

しまたこ（植物名）　Z圭Ngl

しまつ〔始末〕

　つ，

kazimihu－

　tkasjuN

　　　　　　　　　gibi，　gil〈ituduki，　　→けつま

　　　　しめくくり／～におえないhagikoo－

　rlユ，　tuSN　glMIN　naraN／～におえないこ

　と7vaahwee，4aahweegutu／～におえな

い者zaahweemUN
し讃つた　一→daa，　daamaa　　　「る→hロ鍛i

しまながし〔島流し〕　simanagasi／～にす

しまはまぼう（櫨物名）　’juuna／～の葉

　’juunaagaasja

じまま〔自儘｝　→かって

しまもの〔縞物〕　？ajamUN

しまり〔締まり〕　kukui／～のない者gibi－

　hugibaaki
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しま

しまりや〔締まり麗］　1｛umeekijaa

じ蜜ん〔霞慢〕　duubu孤嬬zimaN／～する

　ig，zimanaa

しみ〔染み］　SUN

しみる〔染みる〕　SUNI〈wajUN，　suunUN／

　しみて痛むsuunUN

しむける〔し向ける〕sikaki担K

しめ〔締め〕　simi

し潔い〔指名〕na多as広

しめ覚る〔閣め切る］　kwiimicijUN

し勘くくり〔締め括り〕　gibikukui，　kukui，

　一e・　しまつ～の役k“kuijaku／～をしない

　e　｝一　gibikusuu，　gibisuNeaa

し短くくる〔締め捲る〕kukujUR

しめころす〔締め殺す〕simikurusjuN

しめじ（茸の名）simizi　rciikU，　CUU霧00

し親しあ縛）せる〔示し合わせる〕　／～こと

じ勧じめ　　sipusiPll，　siputaikaatai，　zlta－

　zita／～するsiputajUR

じめつ〔自滅〕一一＞duukweegutu

しめりけ〔湿り気｝sigi，→しつげ／～が多

いことsミgigakai

しめる〔湿る〕　simijUN，　siputajuN，→し

　けるsi瓶ikee5u鼓／湿ったさま→じめじ

　め／湿っている：耳siQ七aimirni

しめる〔閉める〕　micijUN，→とじる

しめる〔締める〕　simijUN

じめん〔地面〕　zii

し竜〔下〕　sagai，　simu，→した／～座　→

まつざ／～の方sicaara，　si搬Uka冒

し奄〔霜］→simu

し亀こえ〔下肥え〕coogwee，　kusug’wee

L6じ愚〔下下〕　S宝魚疑k威a，　sirnuzimu，　Si一

tazita，　sicadii，　sieakata，

し亀つき傭月〕　simugici

し奄のく〔下の句〕　sknuku

し愚ふり傭降り〕koozaa

じゃ〔蛇〕zaa

じゃあじゃあsoosoo
しゃか〔釈迦〕　（敬語）

→かそうかい

　　　しきゅう

sjaal｛aganasi
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しゃがむ

しゃく〔尺］

しゃく〔勺〕

しゃく〔酢〕

しゃく徽〕

しゃくし〔杓子］

しゃくとりむし〔尺取り葺玖〕

しゃくふ〔酌婦3

　gu，→じょろう

しゃくめいする〔釈明する〕

しゃくやにん〔借家人〕

しゃくりあげる〔しゃくり上げる〕

　烈爲C2geegee

しゃこう〔社交〕

じゃこう〔欝番〕

しゃこがい〔しゃこ貝〕

しゃざい〔謝罪〕

しゃし鵬翻
しやしん〔写翼〕

じゃすい〔邪推〕

しゃつ禽ん〔磁L金：〕

～取りsii？imijaa／～払い？UQkabaree／

～を返すことhwi塒ee，畷baree／～をふ

　み倒す者Qcuhurubasjaa
しゃっく　り　　sa（≧koob呈

◎やどう〔牙＄道〕　’janamici，苓窺k殺τ漁ie三

じゃびぜん〔蛇皮線〕　→saNsiN

しゃぶる　kukunUN，　eipujUN　　　「ぎる

しゃへい〔遮蔽〕kataka，一階おおう，さえ

しゃべる〔喋る〕　，junUN，→おしゃべり，は

　なす／しmpべりまくる，jUNkaNsljuN

じゃ蜜〔邪魔〕　　samatagi，　？ajameekusa－

mee，　zama，→しょらがい／～する　sa－

　inatagij’uN，　sisikajuN，　sisikeejuN，　一

　さえぎる／～するさまsisikeehan＆kee／

　～する者→？akumahukurugi／～になる

　sawaJuN
しゃみせん〔三三味線〕　saNsiN，（小見語）

　teNtuu／蛇皮張りの～zahwibai／～作り

saNsiNhajaa／．～の棄譜→kUNkUNsii，

kaga猟ajUN，→かがむ／　～こと

　s3’al｛u　LtuNtaciiii
　sjaku
　S3akU，　（敬語）　？usjaku

　→かんしゃく／～にさわる　→

　　　　nabigee　Lcimugawai
　　　　　　　　　　　hakajaamttsi

　　　　biNtui，　sakanajaaw｛na一一

　　　　　　　rいいわけ，べんかい

　　　　　　　　　　　ha斑milUNジ→

　　　　　　　　’jaakajaa

　　　　　　　　　　　　　　　／～さま

　　　　　　　　　　「あい，　こうさい

　　　　k競gee，　Qeugutu，→つき

　　　　zakoo

　　　　　　　　？a4akee，　？azil〈ee

　　　　，waki，，waQsa，→あやまる

　　　Sj◎omユ

　　　　s3aslN

　　　　’jukugaN

　　　　　S圭｛，　？U（lka，　→ふさ㌔、／



　kuyurUNsii／　～のこま　？Nma／tyの胴

　giiga／～の音。細敏NteN，　teNteN／～の

　独．の一種kaeaasiY～のねじmudi，　ziF

　hwaa　rrookeoLや奄〔軍難3　tawacii／～の鋤き声kooko一

しゃ竜じ：〔飯匙］　？銭霧ee，　misigee

じゃりこ砂利〕　？isiguu，？uru

じゃりじゃりgasagasa
じゃりみ＄〔砂利遵〕　？isiguumici，　sina一

しゃりん〔車輪〕　hjaagaa　　　　　Lmici

しゃりんばい〔車輪欄（植物名）　tikaci

しゃ翫屯の〔酒落港〕　1〈waaninaa，

　caa，→おしゃれ

9やんけん　→buusa3

しゃんと　hasiQtu，→ちゃんと

しゅこ趣〕　一一〉おもむき

しゅう［周〕　一τnaa㍉→まわり．

じゆう〔自由〕　一〉：おもいどおり

じゅう〔1G〕　tuu，　zuu，→tu一

しゅうい〔周囲〕．maa呈，　maaru，

sii’aakusjaa，しほう，ぜんご，

じゅういs〔11〕．zuu？ici

じゆうt・・＄が？〔i1月〕simugici

しゅうかいこ集会〕

　る→あつまる／～のあるさま

しゅうかし、じょ〔集会所］　　　　●●

しゅうかく〔紋璽〕→？aci

じ晩うがつ〔10月〕　zuugwagi

しゅうかん〔習慣〕　　　　摩

　7vuku，→しきたり，なれる，

砂うぎ〔祝儀〕sjuuzi，→sjuδee，

　gusjuuzi，　gusuuzi，こころづけ，

じゅうく〔19〕　zuuku

9ゆうご〔15］　zuユgu

じゅうごに右〔15臼〕　zuuguniei

鉱ゆうごや〔十五夜〕　zuuguja

しゅうさいこ秀才〕　dil〈ijaa，

　gurlmuN，

　daQkwii

窪ゆうさん〔13〕　zuusaN

？waa一

1111gUl，　一

まわり，

　　しめぐり

surii，→あつまり／～す

　　　　　　　　　suyll斑aN嚇

　　　　一一一＞surii＃a　Ldoo

naraas］，　naree，　narl，

　　　　　　　　ふうしゅう

（敬語）

めでた

　　しい

　　　　　　　　　　　SUgluraa，　S観鴨

→SU凱gee／～の血統suguri哨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅ

じゅうし〔14〕　zuusi

じゅうじ〔住持〕eoOroo，（敬語）cooroo－

mee，→おしょう

L“mpうしき〔17〕　zuusigi　　　　「としごろ

じゅうし右は右〔十七入〕zuusicihaci｝→

しゅうじつ〔終日〕　hwiruzuu，→いちにち

じゅうしゃ〔従考〕　→とも　　　．．しじゅ5

じゅうじゅう〔重璽〕ZUUZUU，　kasanigasa一

ごゆうしCt〔干飯〕　瓠meezu，→すまいLni

ご　sp　5．しょく〔住職〕　→じゅうじ

じゆう¢ろ〔十字路〕　，3U｛｝i？az呈m歌a，　kazi－

majaa，→？azimaa　　　　　rなし
しゅうせん〔周旋〕　naka？iri，→せわ，とり

しゅうぜん〔修繕〕　tii？’h・1，一→kuu，　sjuuhu／

　～するさま’joozoohwiizOO，→つくろう

しゅうせんや〔周旋屋〕　bakujoo．

じゅうそう［重曹〕　？aNcoo

じゅうそふ〔従祖父〕．．ruzihuzitaNmee

ごゆうそふぼこ従祖父母〕　’uzihuzi

L’ゆうそぼ縦観母〕’uzihuzi？Nmee

しゅうたんば〔愁嘆揚］　？aakii

しゅうでん〔終点〕gicikuci

しゅうと〔窮〕　situ，，wikigas圭tu，（敬語）

　？weesitu

しゅうとく〔習得〕tui？ubY～するtui？u－

　bijiユN，　tui？U【kij1ユN，　？ukitiユ51ユ1ぜ

しゅうとめ〔婚〕situ，　’winagusitu，（敬語）

？weesitu，→？a呈mee，．％5乱mee／～への

接しかたsitubiree

じゆうに〔12］　zuuni

じ紗うICがっ〔12月〕　→し走）す

ごゆう｛こし〔管長ニ支〕　zuunisi／～の1圓り

　cumaaTasl
しゅうにゅう〔収入〕　？irimee／～額？iri－

　daka

じゅうにん〔10人〕zuuniN／～に匹敵する

　こと　zuun圭Nbicee，　zuuniNgaai

じゅうのう〔十能〕　hwiis1caa

¢ゆうばこ〔重箱〕zutibaku，（敬語）？uzuu，

一haQsiNzuubaku，　kuhwaN，　rukueiN一
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じ沙

gwaa，寧izirib砿a，？ukuhwaN／～料理

L“ゆう「ま＄〔18〕　zuuhaei　　　　　L→？uzuu

じゅうびょう〔璽病〕cuubjoO，　teebjOO

しゅうぶん〔秋分〕s麟ubUN　「→まんぞく

じゅうぶん〔十分3euhwaara，　zuubUN，

しゅう様鰺補〕sjuuhu，→しゅ5ぜん

じ坤うまんがん〔10万貫｝（銭）　ZUUInaN－

　gwaN
じrpう奄んめ〔10匁〕　雛鋤a灘i

しゅうようする〔修養する〕→ktmasjuN

しゅうり〔修理〕sjuuhu，→しゅうぜん

じゅうりん〔躍一翼〕　kUNpiei，→ふみにじる

じゆうろうどうしゃ〔惣由労鋤9］　boosici－

　naa，→たちんぼう，ひやとい

じゅうろく〔16］　zuuruku

じゅうろくささげ〔十六ささげ〕　huur◎o

じゅうろくむさし〔十六武蔵〕　micimaa

Lゆき〔酒器〕　一〉さけ

しゅくえん〔祝宴〕

　の座S5uuzi腿a

LゆくL’つ〔祝H〕

しゅくじょ〔淑女〕

じゅくす〔熟す〕

sjuuz㍉　→おいわい／～

　　　　　　　　　　　　鞍ib圭

．’ 浮奄高堰C　’ujumi，　tuisi一一

meewlnagu
　　　　　　　　　　？NltUN／熟し過ぎる？NMi一一

　kuCUN／熟してないもの？◎omUN

じゅくたつする〔熟達する〕　sikarasjUN，→

　じょうたつする，たつじん　　　　「しる

じゅくおする〔熟知する〕　sirihukasjUN，→

しゅくちょく［宿直｝　，ju多i艶i

しゅくはく〔宿泊］　tumai，→とまる

しゅくめい〔宿命う　giz圭SUU，→うんめい

しゅくん〔主君3　sjUZ濟，坤しゅじん

しゅげいこ手芸〕　tinu7ya

しゅご〔守護〕　kakugu，1→まもり

じ捜ごん£rk艮］　（海獣の名）　？akaNgwaa？i－

　ju，　4aN，　gaNnu？iju

しゅし〔日割？isju

しゅし〔種子〕　mUNcani，→たね

しゅじゅ〔種々〕→いろいろ

しゅじゅつ〔脳弓〕　tii？iri　「kaWaiimuN

しゅしょうなξ殊勝な〕　→しんみょう／～者
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しゅじん〔主人〕daNna，　nuusi，　sjuziN，

　→こしゅじんさま／～役．tiisju

じゅずだまこ数珠玉〕　麟麟ねma，　（櫨物名）

　＄i亭ida塒agii

し陣せんど〔守銭奴｝　ziNgUNZUUジ→ziNza一

しゅだん〔手段3　→ほうほう　　　　　Lku

しゅっさん〔出産〕　haNzoo，　nasihaNzoo，

　saN，→？uQtumisi，5む，さんげつく，

　そ5ざん，なんざん，ぶんべん，ノ～祝い

　kaa？urii／　～祝いの飯？Nbagii，？Nba－

glimee／～後塵婦が緩をとる炉zilru／～

　後まだ回復しない体，wak：aziira／～する

　一朽む／～の準備→亭ユ堵Ukuriiノ　～の時

産児につける水？Nbumigi／～の前nasi－

　mee
しゅつばつ〔出発〕？Nzitaci，？UQtaci，→

　かどで／～の準備？Nzisugai／～する

しゅっぱん〔出帆〕　→でふね　L？UQtaCUN
し
　 ゅ　っび〔出費〕　　　9ikuri，　　？呈rimi，　munu？圭一

rimi，　ziN？ivimi，　siQcii，→ししゅつ／～

　のかさむことsiQciigutu，　ziN？iri斑i

しゅつ螺ん〔出奔〕　？NzihaNgwi，→いえで

しゅとう〔種澄〕　zitoo．

しgoぬり〔朱塗り〕sjunui

じゅばん〔嬬欝｝　zibaN，→duziN

しゅび〔首躍〕　sjubi

じゅひ〔樹皮3ki短ukaa

しゅ6く〔撞末〕　simul〈u

しゅり〔首里〕sjui，→sjui？weeguni，？u－

hwigamutu／～王府への御奉公sjui－
ganaSimedei，　SjUNzanaSimedei／～周

辺の畑sjuibaru／～の大通りの名？ai－
　zoo，？aizoo？uhumici，？ajazoo／　～の

i臼3行程区．sjuimihwira／～の国王sj議一

itiNganasi，　sjuNzanasi／～の風俗sju一一

　ihuuzi／～にある神の宮sjuimitUNci

しゅりじょう〔首’塁城〕　？UgU＄ikvI／～にあ

　る泉の名duuhwi，　ruuhwi／～の建物の

名？agana，　cimihukui，　gubaNZ馬gu－

　sjuiN，　hweeRu？uduN，　’jubukui，　’juNei，



しょ

　kamee，　karahwaahu，　kugani？uduN，

muNdasii，　muNnami，　nisinu？uduN，　si－

masui？a＃ana，　taka？azana，　？ueiNbjuu一

　？uduN，　？ul〈ugusjuiN，　？uniikee？uduN，

　？usiNbjuu？udUN／～の庭i？unaa／～の

門の名？akata？UZOO，？amee？UZOO，　ci－

　mihukui？uzoo，　hukui？uzoo，　hwiizaa一

　？uzoo，　’jusuhwiei？uzoo，　kaguisi？uzoo，

　kawarumi？uzoo，　mimunu？uzoo，　naga一

？uzoO，　geiigizi？uzoo，　simuNturi，　siru－

　kani？uzoo，　？unaka？uzoo，　？wiinuturi

しゅりし’ん〔首黒人〕sjuiNcu

しゅりほうげん〔首里方． ﾓ　sj双ikutuba

しゅろ〔丁丁｝gigU，　sjurU／～の皮sju一

しゅろ＄〈〔綜椙竹3sjuruciku　Lrugaa

Lゆうな7わ〔椋三縄3　s3uragina

じゅん£順〕　sidee，一siNdee，一→じ：ゆんばん

しゅんかん〔筍干〕（料理名）　sjUNkaN

しゅんぎく〔春菊〕　s3UNC量k“

じゅんけん〔純絹〕　→kas漁uc圭s量raga

じゅんさい（櫨物名）　migi？UNcee

εゆんずる〔準ずる〕　？utaasjuN

じゅんたく〔潤沢〕　ZUNtaku，→ゆたか

じゅんばん〔順番〕　baN，　maaru，→？usii一一

　maarUU，？usiimaasii，じ：ゆん，ばん／～

　が先であることmeebaN，　saciguci／～制

　maaruu
じゅんび〔準備〕　s磁Goi，　sitaku，　sugai，

　一＞sikooimukooi，　ilimee，　timaWaSigし

　たごしらえ，そなえ，よ5い／～するsi一

　．koojuN，　sugajuN，　一sinj’ukujuN，　si－

　nukujuN／～するさま　→sinukuimata－

　ku三／～万端→sugaimanuga圭

じゅんぷう〔順風〕　maturnu，　ZUNpuu

しゅんぶん〔春分〕　sjUNbUN

Lゆんめ〔駿馬〕　hai？Nma

LSいこむ　．kWiiZikijuN「→SjOON　tataN

しよう〔仕様〕　siijOO，→しかた／～がない

しsう〔性〕sjoo，→せいしつ／～が合わな

Li　？eesjooguhwasaN

しょう〔升］

L“よう〔滋養〕

ごよう〔情〕

じよう〔錠〕

じょう〔状〕

じょう〔上〕

じょうあい癖

　あい，じょう，

じょうい〔上位〕

しょうが（植物名）

　したものsjoogaasixii

しょうがい〔障害〕　→さしさわり，　じゃま

しようがく〔小学〕（書名）　sjoogaku

Lようかする〔消イヒする〕　kunasjuN

しょうがつ〔正月〕　sjoogwagi，→しんねん／

　～早早sjoogwagiNnaara／～とマ月sjo－

OS呈gigWagi／　～の市　　SjOOgWagimaCl／

　～の晴着sjeogwagiziN／～用に屠る豚

sjoogwagi？waa／～朋の買物s圭waasiko－

02颯UN／～笑いsjoogwagiwaree
しょうがなし、　sjOON　tataN，→しカ、た

しょうかんこ小寒〕　sjuukaN

一sju，　一一〉一wakasi

　　→えいよ5

zoo，一＞dmu，なさけ

saasi，一→かぎ

ZOO，→て．がみ

ZOO一一，→じょうとう

青愛〕sinasakl，　zooee，→じ

　　　．なさけ／～のゆたかな人

　　　？wiidaN　Lzooeemuei

　　　　　sjoogaa／～をすりおろ

しょうき〔正気〕

しょうぎ〔醤棋〕

しょうぎ〔娼妓〕

じょうき〔蒸気〕

じょうきせん〔蒸気船〕

じょうげ〔上下〕

しょうこ〔誕拠〕

じょうご〔上戸〕

じょうご〔漏斗〕

しょうこう〔照m　　　　　　　　　ム〕

しょうさい〔詳細〕

　わしい／～にするkumeekijUN
しょうじ〔障二子〕　？akai，？akaisaNbasiri，

　？akaisaNbasiru

ごようし〔上巳〕　saNgwa¢isaNniei

しょうし“き〔正直〕makutu，　sjoozici，→

maazimu，　mazimu／～な者maazimu，

　maQsllguu

SjOOCI

一＞CUNZII

→じょろう

→ゆげ

　　　　hwiigurumaa

？wiisica，　一，Fkamisimu

sjuuku

sakizoogu，　sakizooguu，

zoogu　Lzooguu，　一zoogu

　hwici？ati

　kumeeki，→いさい，く
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じょうし砦〔常識〕　→kani

しょうしょ［ij、暑〕　kuu？agisa

しょうしょう〔少少〕→すこし

しょうし“よう〔狸狸〕sjo。ZOO

しょうじょうと〔蒲条と〕　SOO400tu

しょうし“る〔生じる〕　s500駕ij叡

しょうしん〔ノ1、心〕　→おくびょ5／～である

　cimuguusaN／～者cimuguumUN
L　atうしんのう〔尚輿王〕　→？tteagamui，＼．

　？uzagamui，　？itzagamuiganasi

しょうじんりょうり〔精進料理〕s300z敢

じょうず［±詞　zoozi，→taQsjaノ～下手

しょうせつ〔ij、雪〕　kuu3uci　　しzoozih’Wita

しょうぞうが〔｝与像画］　（敬語）．．？uguii

じょうそうかい豊mpう〔上層階蔽3　？wiika一一

ta，　？wii？wii

じょうぞうする〔醸造する〕　tarijUN

しょうそく〔消息〕　→kwii，じじょ5

しょ　うそく　〔装3著ミ］　　sjoozuku，　一ウし‘こ　しょ

　うそく，たびしょ5ぞく，きもの

しょ．．うたい〔招待〕　gikee，（敬語）mjUNgi－

　kee，　nUNgikee，？UNgikee　しひき轟ける

しょうだくこ承：諾〕　ga（≧tiN，一やしょうち，

じょうたつする〔ま：達する〕　？agajUN，

　→じゅくたつする

江ようだん〔上段〕？wiidaN　「→ざれごと

じょうだん〔冗談〕　teehwa，，wareebanasi，

しょうち〔承知〕　　ga川州N，　→，聡ga翼C蟻m呈一

　ju篤　しる／～の上s捻iee

Lよ．､書よう〔zN揚〕　nakami，，watagwaa

じょうてんき〔上天気］．ZOO？waagici

L“ようとう［上等〕　zootUU，一？ZOO一／～の畑

地zooci

じょうとうみょう〔常灯明〕zootUNmjOO

しょうとつする〔衝突する〕　gici？atajUN，

じatうない〔城内〕　siru？uci　L→ぶつかる

しょうにゅうどう［鐘乳洞〕　→gama

しようにん〔使旧人〕gikeemUN，→，UNeu－

　Mll，　ZlnlN

しょうにん〔商人〕　？acineeNeu，？acinee一

7e4

　sJ’aa，　一）？aeoodaa，　？acoodu

しょう嵐〔性根〕　sjoO，．S300kaai，一一eFこん

しょうのう〔樟脳〕　S500noO　　　しじょう

じょうのう〔上納〕．zoonoO　　　「？Nma

にようば〔乗馬｝　？Nmanui／～用の馬n滋一

しょうはい〔勝敗〕kacimaki，→しょうぶ

しよう懐い〔商売〕？acinee／～力笥まく行

かない？acineeguhwasaN／～上手？a。

　cineezOOZ▽～の口あけ？asamiiguci

しょうばん〔事解）sjooba，（敬語）？usjOO一

じょうび［常備｝→ようい　　　　　　Lba

しょうひする〔消費する〕　teesjUN，→つい

　える／消費されるteejUN

しょうひん〔商贔〕　？acineemUN

しょうぶ〔．勝負〕　sjuubu，→しょうはい／

　～事で入数を左，右に分けること　katawa－

kit1i／．．～なしhwlihwiituu

しょうぶ〔菖蒲〕

じょうふ〔上布〕

じょうふこ欝欝〕

L’ようふ〔情婦〕

じょうぶ〔丈夫］

（敬語　　　　　）？ugaNZUU，一〉けんご，

　～そうであるgaNzuugisaNノ～な者CU－

ubaa，　gaNzuumUN／～な者が倒れるこ：

　とk：uhwadoori／～になるcauju翼

しょうぶん〔性分］　→せいしつ

しょうべん〔小罪　siibai，（小児語）sii／

　～する　→？usi／～壺siibaiguuru

しょうぼう〔消防〕　hWiibataraci

Lようぼうふ〔消防夫〕hwiicaasjaa

じょう問え〔錠前〕saa￥i

しょうまん〔小満〕　sjuumaN／～芒種sju－

urnaNboosjuu

じょうみゃく〔静脈〕？。okazi

しatうめん〔正面〕　mamukoo，鍛Nk象a，→

　？umukoo，ましょ5めん

しようもん〔証苅s麟umux
しょうゆ〔瞬溺　sjoojUU／～を入れるとつ

　くりsjoojuudUQkui

sjoobu

zoohu　・　rguu
kamaNta，　niNguru，　一＞

mNguxu，　一guu
gaNzuu，　katoo，　z）obuN

　　　　　　　　　　　たっしゃ／



しょうゆや〔盤油屋〕　sjoojuujaa

じょうよく〔情欲〕→hadahusja

しょうらい〔二野〕？a七U？atu，’juunusaci，

　sac逸段ci，→kurikara／～性がある→sj一
　　　　ワ　の

　OOZIJUN
しょうりょう〔精霊〕　（敬語） ？usjoorOO，

　→デこましv、／～送り　？u［3300roo？UULkui，

　？uul｛ui／　 ～迎え　　r～usjoorooE～UN1くee　．

しょうりょうばな〔精霊花3（植物名）

sj’ooroohaasi

しょうフわる馨生悪〕　，jagi

しょか麟家〕ziikac圭

しょか．〔初夏〕　　　　’一　曜

じょかん〔女官3　gu＄ikUNcu

しょかんちょう〔諸禽庁〕

しょき〔暑気〕．．hu　．n　ici，→

しょきかん〔書記窟〕hwiQsja

しょくあたり〔食あたり〕　s．iul〈usjoo

しょくえん〔食：塩〕　ma3s5u

しょくぎょう〔職業3　’wa4a，→しごと

しょくご〔食後］　mununU？atu，

　？atu

しょくじ〔食事〕　euusici，”　“’

mUN，？ubUN／～のかわり→

　～の支度munusugai／

　ru濃am登N
しょくじどき〔食事時〕　mUNnuzibUN

？u一

hagina；い｝a曾蒸guc1，’waka－

　　　　　　　　　　　　　　　　Lnagi

　　　　　　　　sju多as5uk鞭a

　　　　　　　　humicinial〈i

しょくぜん〔食爺〕

しょくどう〔食：堂〕

しょくにく〔食肉〕

しょくにん〔職人〕

しょくひ〔食費｝

rnuNnu一

Ja31ml，　munu，

　　　kueizul〈ui／

昼下りの～hwi一

．muNnumee
瓢我ka】i　eeja良

sisi

亭eeku

　　　　　　　　　　　　kweekUC三

しょくぶつめい〔植物名〕→？aasa，’？ad鋤i，

　？adaN，　？akabanaa，　？akagi，　？akaguu，

？a｝〈amaamii，　？akana，　？asa，　？asiziuri，

？asizirijuNzii’i，　？awa，　haNsiruu，　ba－

　raN，　basjuu，　biiguii，　biixu，　biNgi，　bi－

Nroo，　bira，　biwa，　butaN，　eaagi，　eaNda－

　kasii，　gibaei，　gibana，　giburu，　eidee一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょ

kuni，　gigu，　gihwahwa，　ciidumigu：a，

eiku，　einuku，　ginumata，　ciNkaN，

ciNkwaa，　giNnuku，　ciri，　clribira，　eiri－

Ntoo，　eisana，　gita，　eooeil〈utoo，　coosju－

N，　eoozi，　dal〈i，　dakinuQkwa，　daQeoo，

dasica，　deedee，　deedeekunibu，　deeku，

deekllni，　deemjoo，　diigu，　diN，　diNgaN，

dugwai，　？ee，　garasi，　gazimaru，　gikizi，

goojaa，　gumuru，　guNboo，　gusiei，　gu－

suNtoonueiN，　gusuNtooziN，　haberu－
baa，　hadal〈aamuzi，　ha．croo．cri，　hana，

hanabasjuu，　hanagaci，　haNdama，
haNsu，　hatal〈i？aasa，　hazi，　hazigi，

hjootaNgiburu，　hugima，　hujuu，　huku－

rugi，　kukuzl，　huxxui，．　huugi，　huugibaa，

huuriNna，　huuroo，　huutoo，　huzi，　hwi－

gu，　hwihwagi，　hwinuci，　hwirahwagu－

sa，　hwirakaamuzi，　hwiramaagaa，　hwi－

vamaagi，　hwiramuslyu，　hwiramusi一・

ruu，　hwiz’u，　hwiruhwagusa，　？ieubi，　？ii－

1〈u，　？iNduu，　？iNduumaami，　？iNkunibu，

？玉NziNllユa」舞㎜i，　？isi≦ぎ1ユu？Nn窪u，　？ituja－

nazi，　？izu，　’ii，　’jaasi，　’jahwatagusa，

’jamaguruei，　’jama？ieubi，　’jarnajuu一

na，　’ 鰍≠snal〈al　aa，　’jamakaN［laa，

mamuniu，　’鰍≠高＝HNmu，　’janabu，

nazi，　’jaNbaraa，　’jaNbaraadaki，

Nbarudal〈i，　’janabu，　’jarabu，　’jui，

juzur’a，　’juNziraa，　juNziri，　’j

bana，　’juuna，　kaabueii，

sasibana，　kaNcil〈u，　1〈aNda，

kaN400，　kara？Nmu，　karatal〈i，　l

majaa，　｝〈iimumu，　kii？ui，

’ja一

’ja一

’ja一

’」“”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jusaNdi－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kabigi，　1〈ami－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kaNna，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈azi－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　koobus圭，

kooreegusju，　koozaa，　1〈uba，　kucinasi，

1〈uganii，　1〈uganiikunibu，　kuhwadiisi，

lcuhwadisa，　kunibu，　kuraga．a，　kuru－

boo，　1〈urucani，　1〈uruei，　kuruguma，

kuru漁a砥　kuru七UN，　kuru？ugu－
ma，　1〈usaNdql〈i，　kusazina，　1〈usunuci，

kuubi，　kuugaa，　kuuruu，’　kwaa，　kwa－

NmiNeiku，　kwaNsoo，　kwaNtu？ui，



しs

lcwas1uuzi，　maagl，　maami，　maani，

maa？eohwaa，　maataku，　maauu，　maa－

ziN，　magibaraN，　magidaN，　rnagiraN，

Xhamam量，搬a川口ku，孤εしNzu疑盤，　ma（lko◎，

蝋giba，日医ga3，　mikaN，1癒migui，塒i－

　Nbutukii，　miNna，　miNzaigusa，　migi？u一一

Ncee，　rnoo？aasa，　moo？icubi，　moo？ui，

rriuikuhana，　muikwa，　mupau，　rnuzi，

　naa，　naaba，　naabeeraa，　naasibi，　na－

eoova，　naguraN，　naiuu，　naNkwaa，

　niibiru，　niNbutukii，　niNniNgusa，

niNziNsaNsiei，　niQeii，　nuuri，　？Nnamu－

zi，　？Nmi，　？Nmu，　？NRi，　？NNdii，　？Nzu，

’Nsunabaa，　’Nzadaki，　’Nzaki，　’Nzana，

’Nzataki，　’Nzigicaa，　？oomaamii，

　？oonuuri，　？ooto◎，　？oekユuziN，　ユ暖ic呈，

riN，　riNgaN，　rugwai，　TusuNtoozlN，

saataagii，　saataauuzi，　saeii3，　sakura，

S＆NC1r我，　S＆NdaNkw＆，　saN鷺iN，　S蹴我一

kaei，　slbaki，　sibui，　sii，　siiboogaa，　geli－

kwaasjaa，　＄iikwa？ui，　siizaa，　simizi，

　sinui，　siraeani，　siracil〈u，　siruciku，　si一一

rumaami，　siru？uguma，　ti　ieiei，　＄igeidq．一

magii，　s2zi，　sjaNnil　，　sjoobu，　sj’oegaa，

sj’uNeiku，　sjuru，　sj’umaciku，　soosieigu－

sa，　sutigl，　suutiiei，　taa？Nmu，　taarasi，

　むaka「～ieubi，士εしrugajOO，　tまkaci，犠NS3aa－

guu，　toehumaami，　toohunabil，　too－

　kunibu，　toonueiN，　tubira，　tttmaiku一一

　ruu，　turanu4uu，　tuu，　tttuziNii，　？ueiN，

　？uguma，　？uhugizaa，　？uhumuzi，　？u－

huni，　？ui，　？ukurnaami，　？umi？aasa，

？Umimaagi，　？umutu，　？uNcee，　？uxa－

Ni，aa？Nrnu，　？usul〈u，　？usjooroohaasi，

　　？uuni，　’uu，　’uubee，　’uuzi，　？wiicoo，

　’vLrara｝i，　gakura，　4iibira，　ziima，　zii－

maami，　zikuzikuu，　ziNgl

しょくぶん〔職分］　sjukuh．　UN

しょくめい〔職名〕→いかい　　「？ukani

しょく二つ〔食：物］→たべもの／～の緩かみ

しょ　くよ　く　〔食欲〕　　mUNnujuku，　sjukuju－

ku，→たべ屯の／病後の～sakadaci／・～

があるkue1maasaN／～が無いk：ucinii－

saN／～をそらすために少し食5ことku－

ei＃ukui

し　diくりdiう〔食糧3　haNmee，→たべもの／

～持参　duubaNmee／～を計って炊くこと

　hakaibaNmee　r3’oo
しょくん〔諸君〕suujoO，（敬語）9USUU・

しょげる竃aNdu5UN，　S呈piもajUN，→sip三ri・

jUN／～ことsiibuu，→しつぼ弓／しょげ

　かえること　siibuugee圭／　しょげているさ

　ま　biQteeN，　S圭pitaikaata圭

しょこう〔諸侯〕→？azibi

しょこん〔初婚〕　？aradumeei，？aramue2，

　？araniib圭。呈

によ惑いない〔如才ない〕kuusee　neeN

しょし〔庶子〕　，juUbeeNgwa

しょしき〔書式〕

しょしょ〔処暑〕

じょそう〔女装〕

しょぞん〔所存〕

　第　sju4UNsidee，　（敬

しょたい〔所帯］

　’jaamucidoogu，

’3’aamuci，　’jaamuei72uku

～持ちが荒いsjuut．ee？arasaN／

　カζ荒、・こと？arazuutee／

sjuuteel〈umasaN／

一＞hwinagata

tul〈uru？agisa

’winagusugai

sjugUN，一→かんがえ／～次

　　　　語）gusjUZUNsidee

S3uutee，一“一daci／～道具

　　S3uuteedoOgU／～もち

　　　　　　　，　sjuuteemuci／

　　　　　　　　　　　　　～持ち

　　　　　　　　～持ちがいい

　　　　～持ちの上手な者

　，jaamucaa／～を瑚にすること

しょっき［織機〕　→はた

しょっ8ゆう　→しじゅら

しょっぱい　→しおからい

しょでん〔書店〕sjumugi撚acija

しょなのか〔初七臼〕　haginaNka

しょにん〔諸人｝→ばんにん

しょぶん〔処分〕　？uti？iri，吟しょり

しょほう〔処方〕hwee4ee

しょほうせん〔処方箋i〕　hwee4eegaci

しょみん〔瞭1民〕　→ばんにん

＄」’uutee．

Lwakai
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Cよめい〔助命〕nUC圭das圭ki

しょ6う〔所望〕nuzumi，　＄jumoo，→ねがい

しょ為つ〔書物〕　sjロmugi，→ほん．

しょや〔初夜〕　？ara？icen馬’juru

しょり〔処理〕h3Nsi，→しょち／～する

　haNsjUN，　sabakijUN，→とり｝まからう

じょ．ろう〔女郎〕　zuri，7yurihana，→がい

　しょう，しゃくふ／囲われた～gimiguri／

　～だった女　hUNzuri／～として売ること

　4uri？ui／～に夢中になること4urimugi－

ri／～の営業禁亜？akahuda／～の抱え親

zuri？aNmaa／～の身代金guriganee／

　～を買い．あさること　9：UNbOQ，　guri－

9UNboo／～を買うことzurijubi／～を買

　う代金興riganee／～を買う者興riju－

baa／～を売買する者guribakujoo／あら

　たに～に身を落し．た者sara？utii／営業禁

　止された～己？akahudaa／：初めて買った～

　hagiguri／昔なじみの～huru多uri

じょろうあそび〔女郎遊び］　多uri？a寧ibl

じ　ょ　ろ　うや〔女郎屋〕　　　Zurin蒐ユjεしεし

しょんぼり　→しょげる

しらあり〔良蟻〕sirai「～頭の者siragaa

しらが£白髪〕　siyagi／～頭siragigibur’u／

しらがいと〔白髪糸〕　siraga，　→S童raga－

gasi／～で織った礼服siragawataziN

しらぎく〔崖脚高〕　　siraci］ku，　siruciku

しらく四つる（植物名）　kuugaa

しらく奄〔白雲｝　s呈rεし茎（umU

しらげる〔精げる〕．→せい｝まく

しらしめゆ〔白絞め油〕　sirasibUi

しらせ〔知らせ〕　sirasi，（敬語）？usiyasi，

　→きっぽう，つ5たっ

しら・せる〔知らせる〕　sirasju賛，　→gigiju－

　N，　huriituusjUN／　～人　sirasibi

しらちゃける〔白ちゃける〕　s捻asabeejUN

しらつゆ〔白露〕hwakuru

しらなみ〔白波〕　siranarni

しら1まま［白浜〕　sirahama

しらふ〔ii縫1〕sama「けんさ，とりしらべ

しらべ〔調べ〕　？arataml，　sirabi　ziNMi，→

しらべthの〔調べ物3　sirabimUN

しらべる〔調べる〕？aratamijuN，

しらほ〔白帆〕sirahU

しらみ〔颪〕　s捻aN／～の卵zleasi

しらむ［白む〕siranuN

しらわらい〔しら笑い〕sirawayee

しり〔尻〕

　～カ｛やせてとカ｛つた者

　～に

　一一一＞sieina／　・v

sirabi需

　LjUN

　　　　　　gibi，　’isici，　一”．ibitai，　gibitaNda／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　gibisaziraaf

　　　　さがった帯gibitai？uubi／～に敷く

　　　　　　　　　に敷くものsicina／～の突

　き出た者gibitaQcuu／～を立てること

　gibitaQtuu

Lりあも、［矢目り合し・〕　　m’iicaasiricaa，　siri－

　ee

Lりからげ〔尻がらげ〕　gibui

しりきれ〔尻切れ〕zuumUQkaa，7」uumu－

Qkoo，　zuurneokuu

Lりごみ〔尻込み〕？at九重zic圭，　？atu阜izi－

caa，→ひっこみじあん／～する　？ukee－

jUN／～するさま？atunainai　　「のく

しりぞく〔退く〕giziCUN，→あとずさり，

しりぞける〔邊ける〕．dukinasjUN，　sizira－

kasjUN，→のける，はいじょする

しり轟ぐい〔尻拭い〕　gibinugujaa，→あと

　しまつ／～をしないことgibikusuu

しりべた〔尻べた〕　eibitai，　gib汽aNda

Lりょ〔思慮〕．？ati，？atisjoo，　hUNbigi，

mUNnu？a七i，　sjoO，→かんがえ，ふんべつ／

　～深㌧、？um蓑bukasaNr／～深U・渚tama－

sikweemUN／～分劉のない者？atinasi

しりょう〔飼料〕　hami，　munugarii，→えさ

しる〔知る3sijUN／知らない人siraNQCu／

知らぬふりsiraNhuunaa／知りつくす

　sirihukasjuN／知っていてsiriee
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しる

しる〔汁］　siru，？usiru，→piiMUN／～が

　引いて煮えたつことs蜘uhwi鶏a2i▽～に

入れる野菜　→？waa？uci．／～のかすsシ

　runugu擁／～の曲るものsiruhairnuN／

～ばかりが多いことsiruboNbQN／～をか

けた飯siru4il〈ii，？usirugil〈ii／貧弱な～

　sab呈zir疑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ki

しるし，〔印｝　siN，　sirusi，→sivubi，？u（lei一

しるわん〔汁椀〕　siruwaN，？usiruwaN

じ霜しったい　　tiihagoosaN，→h我goosaN，

　いらいら／～さまhutuhutu

しれわたる〔知れわた1る〕　sasisir寿UN

しろ〔白〕　sil’u，一→まっしろ

しろ〔城〕　siru，　guslku／～の中siru？uci

しろ〔代〕　siruヂ→かわり，だいか

しろ勘と〔城跡〕　siru？atu

しろあり〔白蟻〕　→しろあり

しろい〔白い〕　sirusaN／白っぽくなるsi－

　rasabeejuN／　～紙　sirukabi／　～布＄ii’U一一

　nURU／～ものS鋤UU／魚などの～腹si・・

　ruwaもa

しろいん煙ん〔白隠元〕　→sirumaami

しろうと　4uku／～大工taabaa7．eeku

しろうり〔白瓜〕（植物名）mOO？ui

しろごま〔白胡麻〕　siru？uguma

しろざとうこ白砂糖〕sirugatoo，　teehwal〈u

しろじ〔白堀siruzi

しろした〔白下〕sir瞬もa

しろなまず〔白なまず〕　six’abee

しろぼし〔白星〕s三rubμs三

しろまめ〔白豆〕　sil’Llmaam圭

しろみ〔白身〕sirumi，　siru㎜i圭

しろめこ白屡〕　sir雛m催

し冷〔綴〕　magui，，wazami，→ひだ／～が

　盛るciz泌UN，　magujuN，　wazanUN／～

　だらけ→しわくちゃ／～だらけの顔maa－

guu＃iya，　maguizira／～になるmagm－2－

　jUN／～の審つたものmaagUU／～をよぜ

　るciziMijUN，，wazamijUN

Lthがれこえ〔しおがれ声3　kwiikaraa，

　sjuukarigwii，　tusju三gwii，一→かれる　ゆ

しフわくちゃ〔鐵くちゃ〕　maaguuhwiiguu，

撚agui難wi霧鶴maguika3，　mag観5aahwi－

gujaa，　muNnaku，　rr7；uNnakul｛waNna－

　ku，　mUNnakwaN捻a／～にするqikuna－

as麟N／～の顔maaguuglra，　magmglra

しわざ〔仕業〕siwa7。a

L7icす〔臨走〕slwaasi／～に使う金siwaa－

si多ikee／～の忙しさsiwaasi？icunasa／

　～の市siwaasimaCY～の買物slwaa－
sil〈ooimuN／～の商売siwaasi？acinee

Lんこ芯〕　nakaguu，　RakaziN，　siN，→ずい

じん〔入〕　一Neu

じんあいこ出面］　cirihukui，→ちり

しんい〔神意〕　？utiNgutu

Lんいり押入り｝→しんざん
◎んいん＄ようさ〔人員調査〕niNgu？ara一

　£alili

しんか〔謹下3siNka

しんがい〔心外〕　→ざんねん／～なこと（～

　なもの）？umaara轍1uN

しんかん〔神富〕　kamlNcu／～の家→nii－

dukuru，　niija／～の家の主入一一一＞niiNCU／

～の一種？amusirare，？aNsirari，？㍗

Nsitari，　eihwiziN，　eihvtriziA’ganasii，

　eimi，　eiN，　1〈u5i，　nigami，　nuru，　nurul〈u－

mii，　nuuru，　？ul〈udi，　’wikii？ukudi，

　，unai？uku5i／　～の御殿→cihw圭ziN？u一一

　dUN／～の屋敷一＞S3罧im猛UNei，　S麟N5職一

nuci，　sjttNduNei，　mal〈aNduNei，　ziibu－

　duNei

しんBtん〔心顯〕　cilnunigee，→がん

しん豊ゆうし〔鍼灸綱’jabuu

しんけいすいじゃく〔神経衰弱3cijami，　si－

Nhwicagi

しんけいつう〔神経痛〕hwizuicii

じんご〔人後〕　Qeu？atu

しんこう〔信仰〕　guniNzi，　niNzi／～する

　MNZIjUN，　SINZIJUN

じんこう〔沈秀〕　ziNkoo
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しん

しんこうせん〔進貢船〕？ajabun呈，？aja－

huni，　ciNkUNsiN／～で中国へ行く使者

？ajabun域kee／～を迎えに中戸へ行く船

　一eeQkuNsiN

しんざん〔新参〕　？imamee，　mii？呈ri／～の

士族miijukaQCu，　siNzaN

しんし〔綴〕　（織機具）　siisi／～の両端のと

　がつたところsiisiguci　　　　「，Nkuca

しんしつ［寝室〕　niza’sici，多asici，→kUC3，

しんじつ〔真実〕　siNzi書墨，　ziNtQO，→1まんと

しんしゅく〔伸縮〕　nubieizimi　　　　Lう

しんeようするこ進上する〕　→あげる

しんじる〔信じる］　→しんこう

しんしん〔心神〕saa，→せいしん

しんじん〔信心］　guniNzi，　niNzi／～する

　MNZIJUN，　SINZ13UN
しんせ嚢〔親戚〕　hwici，　kaQpici，　？wee－

　ka，　一一“hwieiharoozi，　rnagara，　？weeka－

　haroozi，（敬語）？UNpadaN，　cica？艮Npa－

　daN，　eica？weeka，　eikamagara，　cika一

？weeka；→えんこ，しんぞく，しんるい／

　遠し、～　tuumagara

しんせつ〔親切〕　cimu？lri，　kukuru？iri，

　SINZIgl，　SJU4UN

しんぞうこ親造〕？ara興kui

しんぞう（心臓〕hukumaami

じんぞう〔腎臓〕maami

じんぞうびょう〔腎臓病〕siiSU

しんぞく〔親族〕　→しんせき／～会議？ici一

　颯UN多um！，．．．．mUNC疑u多慧nl

しんそこ〔心底〕　siNtii

Lんだん〔診断3　migiki，→みたて

しん雪ゆう〔頁鍮〕　cizaku／～のかんざし

　eizakuziihwaa

しん書よう〔身長］　→たけ，せい

しん＄ように〔慎璽に〕　瓶i學iku

じんつうりき〔神通力〕→れい

しんどう〔款道〕　miimiei　　「しょうがつ

しん激ん〔薪年〕　？akimadusi，　miidusi，→

しんの〔爽の〕　siNna，　siNnu，一〉ほんとう

7e9

しんぱい［心配〕　cimuhw呈cagl，　niN3ikee，

　siwa，　　→hwi．cagi？urusi，　きカ｛カ、り，　　く

　ろう，こころがかり／～がありそうである

　munu？umiigisaN／～がなくなる？uhu－

　minaal〈u　τ1ajUN，？Ulninaaku　najUN，

→あんしん／～する　hwicagijuN，→si－

wa／～するさま？amazaahjaazaa，？a－

mazarahjaazaraノ～する者．．siwasjaa

しんぱいがお〔心三目〕　munumigau

しんぱいごと〔心配事〕siwagutu

Lんばりぼう〔心張り棒〕siNbai

しんぴん〔新藻〕　mlimUN，　saramiimuN

L’んびん〔人晶〕　sina

Lんぷ〔新婦〕miijumi　「→けいとうする

しんぷくさせる〔心服させる〕marumijUN，

じんぶん〔人糞（豚の飼料としての）］鷺a即ち

吟だいべん

しんぼうする〔辛抱する〕　→がまんする

しんまい二二〕→しんざん／～でたく飯
　　ゆ　の

　m11獄ee

9んましん〔薄麻疹〕　k賜oohmUN，　mu－

　Nzaai

しんみょう〔神妙〕siNbjuu，一→し・Φしょう

じんみん〔入民〕　→ばんにん

しん6つ〔進物〕riizi，？ukuimUN，？usja－

　gimUN，　→おくりもの

し夕や〔深夜〕　tucisiri・→まよなか

しんゆう〔親：友〕　憬dusi

しんよう〔信爾〕　／～がおけるziNzuusaN，

　→ziNZUU／～される→しんらい「rarijuN

しんらい〔僑頼〕→しんよう／～される，ii一

9んり窪しゃ〔人力車〕　→1〈uruma

しんるい〔親類〕　→しんせき／～凹凹hw卦

eiharoozi，　？weekaharoozi

しん翫い〔神霊〕

しん馳き〔暫暦〕

しんろう〔心労〕

しんろう〔新郎〕

6iz圭，→かみ，れい

’jamatugujumi

→くろう，しんぱい

m圭imuuku



す

す

す〔群3　？ama多ak三，　hweei，￥ii

す〔巣〕戯／～につくsukunuN／～を作

　ることsli3ukurii

すい〔酸い］　siisaN／～もの寧iimUN

ずい〔髄〕　zii，→しん

すいえい〔水泳）？w三izi，→およぐ

すいか〔西瓜〕1〈waNtu？ui，　siikwa？ui／～

　の種？UNzani

ずいき〔芋茎〕　muzi，　taamuzV～を入れた

　汁muzinu？usiru

すい警ん〔水銀〕　mizigani　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

凱・くち〔吸、・朗kwiikuci

すい書ん〔推参〕　麟sa篤→でしゃばる，な

すいじ〔炊事〕　＃oosiei　　　　　　しまいき

すいしゃ〔水車〕　miziguruma

すいじゃくする〔衰弱する〕　’jabirijUN，

　，5ahwaraCUN，300jUN，→よわる／～し

　た考5abiraa，，jabirimUN

すいごん僻人〕　sjuzoeniN

すい償い〔彗星j　hooeibusi，？irigaNbusi

すいぜんじな〔水前寺菜〕．ha翼d蹴a

すいだす〔吸出す〕　kwiiRuzUN／吸出しご

　　5やく　誘puigoojaku／　吸繊し療法　buu－

　buunuzi／吸出し療法に使う竹筒buuhUU

すい霊ゆう〔水中〕　mi4inum1i

すいとう〔水筒｝　→dacibiN

すいとう〔水痘］　凱葛量gasa，　mi41gasaa

すいのう［水嚢〕　（飾の一種）　siinoo

すいび〔衰微〕麟bi，一一〉　tsとろえる

すいふ〔水夫〕　hu漁aku，　kaku，一→せんいん

すいみつとう〔水密桃〕一＞kilmumu

すいみんぶそく〔睡眠不足〕　niNZ圭busuku

すい奄の〔吸物〕　siiMUN，・→しる

すい為の冷ん〔吸物椀〕siimUNwaN，　slru－

　waN

すいよくする〔水浴する〕　？amijuN，→みず

すう〔数〕　suu，吟かず　　　　　　　Lあび

すう〔吸5〕91ipujUN，　suujUN

ずうずうしいこ爵々しい〕　namasa．N，→あ
　つカ、ま　しし、／　　～顔　　】rΣaLma」琴lra，　zixa」／　　～者

　namaraa．　naMarlmuN．　namazlraa．

　nama4irimUN／ずうずうしくなるnama一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しi’ijUNスープMMUZI，　SINZI
すえ〔末｝　　　亭i量

すえっこ沫っ子〕？UQ七UNgwa
すえる〔据える〕　，isijUN，亭ikijUN

すえる〔葭える〕

　えた味錘i1ζi／縫えたにおい

　　　　　　　　　　nitam．ajuN，　siijuN／　ftt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　humicika－

　za7￥iika＃a／縫えたものsiirrlUN

すがいと〔縫糸〕　siraga／～で織った礼嚴

　siragawataziN
すかす〔癒す〕　￥ikasjUN，→あやす，だます，

　なだめる

すがすがしい　／～におい　錘dak砺a

すがた〔姿〕　　kaagi，　naぼihuzi，亭igata，→

　kataei，（敬語）m轍a璃，Ncaagi，かっこ

　う，　ざま，　ふうさい　　　　　「kac玲iga麟ga圭

すが．る〔綬茎る］　亭圭gajUN／すがりつくさま

す豊〔温き〕　sici，→ZOOgU，　ZOOgUu／～で

すき〔鋤］　→？u4UNbiira　しないことbugici

ず9〔隙〕　→すきま

「蜜噂豊〔杉〕　　　寧izi

すぎいた膨板〕　寧izi？ita

すきうつし，〔透き写し，〕　　？us盤gaci

すき．ｨこす〔鋤き起こす〕　寧圭。三？ukusjUN

すききらい〔好ききらい〕　夢icibu麟ci，→mu－

　nugusi，　muNpu？ixihui

すきぐし〔杭櫛〕　kusi

ず奮ずき　hwisihwisi，一→ずきん

すきばら〔窒腹〕　一〉くうふく
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すで

すきま〔旧き闇〕？aal・：i，｝nadu，　tabasa，→

　？eeza，あきま

すきみ〔透き見〕　suumi，→のぞく

すぎる〔過ぎる］　瓠践jUN，錘zijUN，→ちょ

　うかする，とおりすぎるノ～ことkwaa

すぎわらがみ〔杉原紙〕　sugiwara

ず豊ん　hwiQsUi，→ずきずき／～ずきん

　hwiQsuihWiQsui／～と痛むhwi（≧suimi一一

ず董ん〔頭巾〕　mooca！，塞（≧eiN　LkasjUN

すく〔鋤く〕．

すく〔硫く〕

すく〔漉く〕

すく〔婦く〕

すぐ

ずく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「→たちまち

　　　　caa｝〈i，　sigu，　tacinama，　tadeema，

　　　　一多uku

すくい〔救い〕sukui，→たすけ

すくう〔救う3　suku5uN，→たすける

すくう〔掬5｝　SUk瞬UN　　　　　　「saN

すくない〔少ない〕？ikirasaN，→hagana一

すくむ〔蝶む3　sukU11UN

すぐれる〔勝…れる〕kaCUN，　sugurijUN，　ta－

　cimasajUN，→えらい，ぬきんでる，ま

　さる／すぐれた子suguriNgWa／すぐれ

　た人SU即riNCU／すぐれた者suguraa，

　SugurlmuN
ずけずけ　　，NzaNzaεしtu

すけべい〔助平〕？iτaa

すける〔透け’る〕　tuukijUN　　　　　　「こい

すげる　91igijUN「た，ひじょうに，ものす

すごい　hag∂or慧，？us観masjaN，一〉たいし

すこし〔少し〕　？ihwi，？il〈ira，？iNteeN，

kuuteeN，　SUQtu，　SUUSUU，一一＞saaけし＞

　しょう，ちょっと／～ずつkuuteeN丑aa／

　～のもの？ikiramuN／～もmusaQtu，

　／もう～の所で→すんでのことでMUQtu

すごす〔過ごす］　91igusjUN，→ちょうかする

すご愚る〔巣籠もる〕sukunuN／巣ごもつ

すさる　§iziCUN→のく　　した鳥sukUNdui

すじ〔筋〕giru，　kazi，91igi／～がつること

　garaslmagal

寧ICUN

→くしけずる

geieuN

一〉このむ

すじょう〔素姓〕suzoo，→5まれ

ずじょう〔頭上〕¢izi

すす〔煤〕siisi　　　　　　　rbiN
すず〔錫〕　sirukani，　si多i／　～のびん　麟多i一

すすきこ薄〕　gusici，寧i亭icl／～の花baraN

す’すぐ〔濯ぐ。漱ぐ〕　麟麟ZUN，，UUZUN

すず．L〔生絹〕　namasiraga

すずしい〔涼しい〕　曄dasaN，→hWizuru一・

　saN／～三斜dakaz互／～ことduuhwlzui／

　涼しそ5である錘d翫gis我N

すすむ〔進む〕　＄i寧inUN，一〉？aQCUN／進ん

　でする　visinUN／進んでする者？uguci－

　muci
すずむ〔涼む〕　寧idanWNr，　sugarijUN

すずめ〔翻　’5ulnu＆ui，　kuraa

すすめる〔勧める〕　91isiMijUN

すず面面〕siziri

すずりばこ〔硯箱〕　ijiziribaku

すずりぶた〔硯蓋〕　學iziribuもa

すする〔配る〕　麟麟jUN

すそこ裾〕meesuba，　SUSU

ずたずた　cixitai｝caatai，，jai’ikwaNk：waN，

　一→きれぎれ／～に切ること？usiciriziri

すだれ〔簾〕　麟dai

すたれ奄の〔．廃れ物〕　→はいぶつ

すたれる〔廃れる〕　麟tari3UN

ずつ　一naa

ずつう〔頭痛〕　giburujaN，→へんずつう／

　～の軽いもの　namagibuyujaN／　～の種

　？aN・rnasirfiUN　　　　　　r一“のこらず

すっかり．lnarumarUu七u，　nUUNkwiiN，

すっきり　→tukuΩ乞u／～する→七u“ki3UN

ずっと　du（ミtu，　duutu，　katakuzira，　na－

　gaduusi，　nagiduusi

すっとばす〔すっ飛ばす〕　？UQtunugasjUN，

　？uQtubasjuN

すっとぶ〔すっ飛ぶ〕　tunuzuN，　tUNZUN，

　？uQbubuN，　一＞hwlNtul’）i

すっぱい　亭二二saN／～ものsiiMLIN

すで〔素手〕’Nnadii，』’Nnadiikaz’adii，
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すて

　’Nnqduu，　’Nnaduukaraduu

すてうり〔捨て売り〕5iti？ui

すておく〔捨ておく〕？UQceerakasjUN，？U－

　QteerakasjuN，　？uQteerakijuN

すて凝捨て値〕／～の晶亭itiMUN

すてば書〔捨てばち〕　？a≧paNgaree

すてる〔捨てる｝sitijuts「，一一一，tuisitijUN，

　？u亀㈱NgijUN，（ノ」、解語）bUQも童宝，　pee，　な

　げすてる／捨てた津撃itigara／捨てたも

　の￥kimuN／捨て散らかすこと　91itih◎0－

　rii／捨ててしまう㈱Nnag三jUN

すな〔砂〕　，juni，＄ina，？uru／ツの，juna一／

　～を敷いた道sinamici
すな　じ〔砂地〕　　．kaniku

ずに笏たる〔図に当る〕　→baci

す勲〔驕〕　麟璃→むこうずね

すPtげ〔騰毛〕　sinigii

す轟亀の〔すね者］　hwinaa，　hwiNsjaa，

　→hw圭N　　　　　　　　　　　　　　　　．

す撚る　mudijUN，一＞hwiN

すの竜の〔酢の物〕　sunee，？usaci

すばしこい　gurusaNg→みがるである／～

　考guru斑UN，　guruu

すばやい　gurUsaN，→すばしこい

ずぶ漁承し　siQtail〈aatai

すべっこいnaN5urusaN，→なめらかノ～

　21）のnaNdurumUN，　naNduyUu／表藤が

　～こと？waab均iNδi

すべて　maziri，→のこらず

すべらす〔滑らす〕　錘N5akasjUN

すべりひゆ（植物名）niNbutukii

すべる〔滑る〕　giNLiijUN／滑りやすい道

　naNこUl’嬢mlCl

すまし、〔住まい〕．

すまう〔住まう｝

　亭1meec弓UN
すま’擬済ます〕

　→しおわる

すみ〔墨〕　●

すみ〔隅〕

＄imee，　→じゅ　う　しょ

→すみつく／むだなく～

simasjuN，　？ucinasjuN，

　　　「と紙isimih杁戯ka｝）i

｛

si　YAi／～と紙simikabl！～と繁1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し麟ni，→かたすみ，すみずみ／～　i

　をほじくるようなことmiimiikuuzU
すみ〔炭〕　taN

すみいと〔墨糸〕　slmlnaa

すみこみ〔住み込み〕　　　？i1’iciri孟

ずみずみ／～までmlimiiteee．ee

すみだ壕｝ら〔炭綾〕　もaNdaara

すみつか〔墨柄〕錘顯ikw繊sj＆a
すみつ　く　〔｛二三みつ　く〕　　，jεしεし4ieUN

すみなわ〔墨縄〕　siminaa

蜜’み【ま．こ〔炭箱〕　　七aNbakiユ

すみばさみ〔墨ばさみ〕simikwaasjaa

すみび〔炭火〕　taNbii

すみやき〔炭焼き］taNjacaa　「る，おわる

すむこ済む〕　ginUN，？ucinajUNジ→しおわ

ずむ〔澄む〕　學inUN／ミ登みきる　學iNcir圭jUN

すむ〔柱む〕→すまう

す奄う〔相撲i〕　題田a／～の手の名，jal〈usja，

　maei，　magii，　meegaki，　nusi，　tiinuza．a

す6り〔巣守〕　麟凱uru

すやき〔素焼き］　？arajaci，一→やきもの／～

　のどんぶり　？arajacimakai／～のやかん

？aTajacijaQkwaN

すら（助調）一cOON，一5ex＄i

ずらす　亭iikijuN　　　　　　「guitaQcooN

すらり　→すんなり／～としている　→su一

ずりうごく〔ずり動く〕　4iieUN，一“ずれる

すりきず［すり傷〕　sirikizi

すりけす〔すり消す｝　kttNsjUN，　siricaa一

すlj　eぎ　孚lrukuz1　LsjUN，→もみけす

ずりっける　一一〉なすりつける

すサ眩ける〔すり抜ける〕sirinugaajuN，

　hwiNnug圭jUN／すり抜けさせるhwiNnu一

ずりばお　寧irihac圭，　t圭ruhaci　　LgasjUN

すりむく　寧i煎haz疑N

する〔為る〕　nasjUA’，　sjUN，　（敬語）　mi一

　寧eeN，→おこなう，や．る／…してしまう

　→e思量，kee一／…してしまった一塑eeN／…し

　てばかりいる（…して暮らす）→？aQCttN，

　caa／．しないでおく，joosjOOOUN／しゃが

　れ一戦三一sirei／しゃすい．siijaQsaN／…～機
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せい

　会を失5－ha多aki餌N，一hazikijUN，曾し

　そこなう／～ふりだげ→sjUNsooroO

する〔磨る〕sijUN，→こする

ずるい　　→こうかつ

するするsoorusooxu，　soorusooruU

するどい［鋭い〕　一一〉七aCUN／～刃物hwizu－

　r雛mUN
するめ　kar圭？ica

するめし、か　tubi？ieaa

ずれる　？wiiCUN，→ずりうごく

す冷りし．ごと〔座り仕事〕　，iisilcuei，，iiwa7ya

す翻る〔座る］　，ijUN，→hwisjamaNci，．せ・

　いざ／すわりこむこと　sicitaku／無為に

　すわっていること’Nnaii／～揚飯→せき

すん〔寸〕　siN

ずんぐ砂　／～した者　n践maaraa

すんでのことで　huda，　hudagasi，　huda－

ganasi，　一，　ig　5

すんなり　→すらり／～している　，3u鉾蹴一

　1．ab’aN

せ

せ〔背〕　→せなか／～を向ける→kusi

せ（せし、）　〔背〕　　hudu，　寧iihudu，　一→・sii／　　～

　の高い者taeaai，　takahazii，　takasoo，

　takasoonaa，　ta註asoonii／～の高さ　ta－

　ki／～の低い考？iNCOO

せし、〔姓〕　　　，jaaNnεしa，　rnjoozi，　noozi，　sX

せい〔精〕　→まもの　　「することkusjati

せい〔所為〕　，jui／～にする？uusijUNノ～に

ぜい〔税〕→kanee，　zoonOO

せいいく〔成育〕　一〉せいちょう

せいいっぱい〔精一柵sii？iQpee，一〉いっし

せいえん〔製塩〕　→しおだきしようけんめい

せし、かつ£生活］　kurasi，　もaci多uku，　→く

　らす，せいかつ／～難一→tacikaN罎／～に

　余裕ができること→timawasi／～の方法

　→くらしかた

せいき〔生：気〕　一〉げんき／～のない顔nita－

　malllya
せし、ぎ〔正義二｝　　zii

せいけい〔生計〕

せいけつ£清潔〕

せいけん〔墾賢〕

せいけん［生絹〕

せいこう〔成功〕

せいこん〔精魂｝

kurasigata，→く．らしむき

eierii，　ciy盤N，→きれい

SiiCiN

namaslraga

dikasi／～するdikasjuN
sjootamasi

せいざ〔正座〕

せいし［生死〕

せいじ〔目深〕

　muc万

難W三sjam段Nci

？icisini

s銭zi／　～の行ない方　siSzi一一

せいしきのこ正式の］　s娘na，　siNnu

せし、しつ〔4蟹…質〕　　siisigi，　simuei，　S300bUN，

　sjoosigi，　SUZOO，→しょう

せいじゃ〔正邪〕ziQpi，→ぜひ，よしあし

せいしゅん〔青春〕　hanazal｛ai

せいしょ〔清書〕？ag’izi

せいじょう〔正常〕　ZUN，一〉あたりまえ

せいしん〔精神〕　siN，．　sjootamasi，　tama－

　si，→しんしん，たましい／～的な援助ei－

　munukasii
せいしんりよく〔精神力］　niNriei

せし、すし、〔盛衰〕　　sakai？utuyui，　　一“・？utisi－

　zimi

姑いぜし・　乞akitutuumi，　teetutuumi

ぜし、ぜし、　gusug’USU

せいせいする→c圭mu，さっぱり

せいそう〔正装］　→coohacim段ci，　COO？圭一

　sjoo

せいそう〔盛装〕curasugai，（敬語）cura一

　？wiisugai

せいたい〔声葡　nuudiigiru
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せい

せいだい〔盛大〕　taQtiiN／～なこと　？u－

　hw圭圭kut媒

ぜいたく　haNkwa／～にする1〈wabiijUN

せいだす〔精出す］　？agaCUN，　cibajUN，　ci－

gakijuN／　・v　t　t　？agaeihataraei，　sju－

　Qsil

鱈い8よう二二・二三cuui，？wiita¢i，

　？wiQtaci／～させる？waas趣N／～する

　？agaCUN，？wiijUN，？wiitaeuN，→そだ

　つ／～する子供？wiitaeiwarabi，→’juu一

　？akiwarabi／～するに従ってよくなる

　？wii？Nzijv．INT／～するに従ってよくなる

　こと？wlimasai／～するに従って悪くな

　る？wiijaNiijUN／～するに従って悪くな

　ること？wiijaNdi

せいてん〔盛典〕　？uhwiiltutu，→t。■Qti　iN

ぜいと〔生徒〕gakusjoO，　siitu，　ghnina－

　rajaa

せいとう〔製糖〕　saataaZU；’ui／～の仕事

　saεしもaas玉kuci

せし、どう　〔膏蜜奉彗：｝　　kεしral《ani

せいとん〔整頓〕　s呈zu｝磁k36i／～するs2一・

　ZUMijUN，→かたづける

鞍いなん〔酉南〕　saN毛unii

せいにく〔精肉〕　？aQtami

せい轟ん［生年〕　？Nmaτi．dUS圭，　sjooniN，

　（敬語）竃usjooni製

遷いぬ雇齋年〕niisee，→’wakawikiga，

　わかもの

せし、びょう〔篁呈麟〕　　si　一i　bj　uu，　C誠s玉NbjuU

せいふ〔政府〕→埼90ZOOZU，？uga，（敬語）

　guhjeozoozu

せい隙う〔製法〕　→つくりかた

せいまい〔精米〕　siragigum圭／～するsiva一

せいめい〔溝明〕Sllnlll　　　L窪13n翼
せし、占うも、さし、〔清明祭〕　　？usii芝難ii

せい亀ん〔正門〕　？uh翠？uzoo

せいよう〔西洋〕？uraN5a

ぜいようご〔西洋語〕？uraNdaguci

硬いようじん〔西洋人〕？uraNdaa

1

囲いようて嗣ぐい〔西洋事ぬぐい〕　？uraN－

　datiisaazi

せいり〔整理〕　sizum1kaei，・一かたづける

せいりつする〔成立する〕tuzimajUN／成

　：立させ’るもUZ呈拠靖UN

i硬t、りよく〔精力〕　S盤

せいりょくけん〔i勢力圏］kagee

せいろう〔蒸籠〕kusicii　　　　rsa
せいろんべんけいそう（植物名）　sooslcigU一

せおう〔背負う〕．kwiizil〈ijuN，勢お5／～

　こと？uhwa，？uuhwa

ぜおよぎ〔背泳ぎ〕maahwanaeaa？wiizi，

せかい〔世界〕　sikee　　　　L短Nzaa？wiizi

鱈がき磁餓鬼〕siga¢i

せがむ　→たのむ，ほしがる／～こと　双ee－

nzai，　sieimiN「の声kONt〈QN，　？oh3？oho

せi監〔喉〕　sa（≧kwii，→？ucinee4aQkwii／～

せき〔嗣zaa，→せき

せきこむ〔咳き込む｝　gigieiNCuN，　cigiCUN

せきたてる？agi櫃a3sjUN
ぜきはん〔赤飯〕．？＆kakoozi？ubu蚊，？＆ka一

　搬aa雌？tlbUN，？aka？ubUN，→おこわ

せきめん〔赤面〕　？3ka須raa

幽きゆ〔石油〕S童ciju，　sicitaNjUU

せ豊lj〔赤鏑〕　ribjoO

せき評しt、〔鶴鴇3　　多uumii七ami圭taa

せけん〔慢間｝　sikiNジ→よのなか／　～との

　つきあい　sikiNbiree／～なみsik量Nna－

　mi，→sikiN／～に通じるこ1とslkiNnari／

　～の入びとsi雑N？umaNcu

せ1ナん‘まなし〔世間話〕　　sikiNbanasi

せしめる　seekij穏N　　　　　　　　　「rusaN

せすe〔背筋〕

ぜたい〔世帯〕

せだし、〔世代〕

せたけ〔背丈〕

鱈つ〔節〕　’

／～が寒くなる1〈usihwiZU一

→しょたい

→だい

→せ（せい）

　　　　　　sigi

鱈つかい〔石灰〕？isibeet　sirahwee

せっかいする〔切開する〕　’wajUN

せっかち　？asigaeaa，　kwacuu，→たんき
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せん

せっかん〔折橿：〕　siQl〈aN

ぜっきょう〔絶叫］　1〈aziciri？abii

せっきょく〔積極〕　／～性？uguci／～性と

　分溺？uguciz圭NbUN／～的な人？uguci一

せっく〔節供〕　siQku　　　　　　　Lmuci

せっこうせん〔接骨船〕　ceQkUNsiN

せった〔雪駄〕kaasaba，　siQta，→ぞうり

せったいこ接待〕　（敬語）　？utuimuci／～す

　るtuimueuN
せっとくする〔説得する〕？ii？lrijUN

せっぱん〔折半〕haNbUNwaakii

せつび〔設備〕　sunawai，→も5ける

せっぷく〔切腹］　si（≧puku

ぜっべ豊〔絶壁〕hueibaNt3ヂ→がけ

せつやく〔節約〕？aganee，→けんやく／～

　する？aganeejUN，　kubameesjUN

せつわ〔説話〕　？ihwanas量，→むかしばなし

せと喝の〔瀬戸物〕narimUN，　zoojac圭，一一一〉

　やきもの／～帯gibujamaci／～類nari－

　muNdoogu
せなか〔背中〕kusi，　kusinagani，　nagani，

　一一〉せ／～の肉→？ueinaga！虚

ぜに〔銭〕　ziN，（小児語）ziinuu，一一〉かね／

　～の雨ziN？ami／～を捨てるよ5なこと

　ziNgitigutu　　　　　　　「にぶくろ

ぜにいれ〔銭入れ〕z煎？1ri，→ぜにばこ，ぜ

ぜにさし〔銭差し〕　ziNnaa

ぜにたむし〔銭田虫〕　霧ucahwa

ぜになわ〔銭継〕z量Nn鍛．．

ぜにばこ〔銭箱〕ziNbaku

ぜにぶくろ〔銭袋〕ziNbukuyu，→ぜにいれ

せ癒い〔背縫い〕　？Nnazi

せのび〔背伸び〕　hwisjadakaa

ぜひ〔是非〕ziihuzi，　zihwi，　ziQpi，→かな

　らず，しいて，ぜんあく，たって／～ない

　ものZ滋w童neen1UN

せiま壊訊〔背情」〕　kusibuni，　naganibuエ｝童

せまい倣い〕？ibasaN，　sibasaN，→’waa／

　～所？ibadukuru，？ibai，？ibaidukuru

せまくるしい〔狭苦しい〕？ibasaN，→せま

　V，／　N8a　？ibajaasiicee

せみ〔蝉〕　／鳴かない～giigaa／鳴く～？a－

　bijaaノ～の一種？asasaa，　naabikae量ka－

　e｝1，　saNsanaa，　silmllgwaa，　ziiwaziiwa，

せめあい〔攻め合い〕simiee　　Lziizaa

せめころす〔攻め殺す〕　slmikururbjuN

せめよせる〔攻め寄せる〕　S圭綴jUS玉jUN

せめる〔攻める〕　si面jUN／せめおとす→か

　んらくさせる

せめる〔孕める〕　sim1jUN，→siNda，　とが

　める／せめとがめることnucihwici

ぜる　→させる

せ窮〔世話〕　miikaNgee，　mueinasi，　siNzi－

　gi，→しゅうせん／～がやけない→hw掩一

　tiN　neeN／～するkaNgeejuN，　rniil〈aN一・

　geejUN，，waNdajUN／～になる→，waN－

　daJ’uN

せわしい

せん〔千］

せん〔線〕

せん〔栓〕

せん〔詮〕

ぜん〔膳〕

　に醒くことhwizaigUN／～の一一種

目kuziN，’jas3UkuziN／メしい～三naru％z漁

ぜんあく〔善悪〕z撫戯，ziQpi，→ぜひ，よ

せんい〔繊維〕　kazi　　　　　　ししあし

せんいん〔船員〕　hunanui，？umi？aQeaa，

　→hunatoo，すいふ

ぜんいん〔全員〕　suujoo，→みんな

ぜんかい〔全決〕hw三juu，　kweeci，　muru－

　nooi，→かいふく／～祝いkweeci？u一・

　Wee，　kWeeCi？UjUWee／～するniieirijuN，

せんがん〔千貫〕（銭）　siNgwaN　L→なおる

せんぎょう〔賎業〕’janawa4a

ぜんきん〔前金：］　meeziN，→まえばらい

せんく〔先駆〕　sacibai．，→せんどう

せんく書〔先口〕　saciguci

cimu？lcunasaN，一→忙しい

SiN

麟zち→すじ

hwi＄i，　zoo

siN）　一一一e，）biVN

？uzlN，　ziN／～に飯と汁とを逆

　　　　　　　　　　　　　　　’jasi一
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せん

せんげつ〔先月〕kutagici

ぜんげつ〔溺月〕　meeRugiei

ぜんここ前後〕？atusaci，→sirikuei，　siru－

　kuc1／　～左右　　siraεしkus5aa，　s圭rukuei－

　maakUC罰

せんこう〔線香〕　koO，？ukOO，（敬語）mju一一

　ukoo，　njuukoo，　一“njuu｝〈u＄izi，　Ruul〈oo一

　亭izi／～の一一種hutuei？ukOO，？urnugirl一

　？ukoo／～をあげる炉？ukooru

せんこう〔先行］　sacidaei，→さきがけ／～

　するsadajUN
せんこつ〔洗骨〕　siNkugi

せんさい〔先妻〕　hurutuzi，　sacidumi，　sa一

ぜんさい〔前妻〕→せんさい　　　　Lcituzi

鱈んさくする〔詮索する〕　？anagujUN／詮

　乱し過ぎる？anaguizumsaN

煙んじかす〔煎じ淳〕　s童Nzika麟

せんじぐすり〔薦じ薬3siNjaku，　siNzigU－

　sul，　slzngusul，　slzlrlgusul

せんしじだい〔先史時代〕kamigudee，？u－

　hUNkas圭

せん繊じる〔煎じ汁〕　siNziziru，　siN滋

せんじつ〔先B］　→このあいだ

ぜんじつ〔前ff〕meehWi

せん』寧〔選手］？irabiniNgu

せんじゅかんのん〔千手観音〕　siNtikwaN一

　ぬUN

せんじる〔煎じる｝　s圭Nzi麟N，　sizijUN／煎

　じたものsiNZimUN／煎じ1つめる　sizii一一

　hwirasjuN
せんしんこ専心〕→eukata，ぼっとうする

せんす自邸：子〕　一一一〉おうぎ

せんすい〔潜水〕　婁iim圭

ぜんせ〔前世〕f　aciRujuu

せんせい｛先生〕　sisjOO，（敬語）？uslsjoO

ぜんぜん〔全然〕　→まったく

ぜんぜんじつ〔前前臼〕　’UQtii，→おととい

せんぞ〔先祖〕gwaNsu，　muu敏，　siN7vu，

　？ujahuzi，　？pjahwaahuz2，　一taeikuci’，

　？utacil〈uci／～の霊→hu£uk圭

せんそう〔戦争］　？ik’usa，→かっせん，せん．

　らん，たたかい／～ごっこ？ikusagwaa鉾e

ぜんそう〔前奏〕

ぜんそく〔孤島］

　ca我

ぜんたい〔心棒〕

せんたく〔洗濯〕

一〉？utamuei

hwimici／～やみhwimi一

　した着物？areeziN／～する

　～する時の替えの着物？araigee，？aree”

　gee三／～物？areemuN

せんたん〔先端〕　hana，→さき

せんたん〔尖端〕　tUlぎai，　→さき

ぜん税全治〕→ぜんかい

ぜん零やくじ寧ん〔先着順〕　sacisidee．

せん＄よう〔船長〕　siN諏雛

ぜん＄よう〔髄兆〕　？arabi，　sirasi，　sh’usi，

　→きざし／～となる音munu？utu

賛んで〔先手3sacidii／～を打つ→sacidii

楚んどう〔船頭3→siNduu

凱azi璃→ぜんぶ
？areesil〈uei，　siNtaku／　一v

　　　　　　　　？a／　’ajuN／

せんどう〔先導〕

せんにん轍人〕

　ee

ぜんにん〔善人〕

せん．．．Zん〔先年〕

煙ん嵐ん〔専念〕

せんばいた＄　〔先難たち〕

せんばつ〔洗髪〕

せんぷ〔先夫〕

ぜんぶ〔1全：部〕

sacidaci，→さきばらい

siNniN，　一一一＞siNniNtaNm一

’iiQeu

sac三αUS三

一＞cukata

　　　　　　阜ii多akata

．？usimasi

　　　　　　　　s我eiu加

　　　　　　　　maNtakii，　maQtalcii，　mu－

　ru，→いっさい，ぜんたい，のこらず

せんぷう〔旋風〕　kazimac圭，→たつまき

せんべい〔煎餅〕　siNbii

ぜんべつ〔津別〕　siNbigi

ぜんぼうばらい〔先方払い〕　mukoobaree

せんめん〔洗面3　／～用のたらいcuuzida－

　ree

ぜんめん〔前面〕　mee3ira

せんらん〔戦乱〕　／～の撲？ikusajUU

ぜんPtい〔需例〕tamisi
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そ

ぞ（助調）doO，一du，→一dUN，一sami，一sarami

ets？　？unihjaa，　？unuhjaa

毎う㈱suu一

そう膿｝一suu

・そう　？aN／～いうこと　？aNtikut㍊／　～か

　一一〉？Nzl／　tv＄一一〉？asi，　’？asihjaa，　？asiQsa／

　～したら→？aA’sjUN／．～して？aNsi／～

　～する？aNsjUN／～であっても？anaxa－

　wa．N，　？anerawaN

一そう　　一gaもa，一gaもaa／　～だ肉9圭saN

そう〔沿う〕　SU再UN

そう〔添5〕　sujUN

そうあい〔癬1愛〕　？eenu多umi

そうい〔相違〕　sooi，一〉さい

そうい〔総意〕suukaNgee
そうおう． k根応〕　SOOUU，→ふさわしい／～

ぞうか〔造花〕　9｛ユkuibana　　しのn60taru

そうがく〔総額〕suudaka，→ご5けい

そうかつ〔総1揺〕　suukukui

ぞうきん〔雑巾〕　　S1ユsui／　～カ｛け　SU　SU　i：　kaci

そうけ〔宗家］→ほんけ　　　　　　「てん

そう1ナい〔早計〕　hajamaigutu，→はやカミつ

そうけだつ〔総出立つ3tuihuku頭acux，

　→ぞっとする　　　　　　　　　，「い

そうけっさん〔総決箕3　suuzinli，→ご5け

そうけん〔壮健〕　gaNzuu，（敬語）？ugaN－

　zuu，二〉げんき，たっしゃ

そうご〔禽庫〕→tUNdoojaa，くら／～の名
　？umunugut；il〈u

そうこう［霜降〕

そうこ」う〔綜続｝

そうこん〔早婚〕

ぞうさく〔造作〕

そうざん〔早灌〕

そうご〔掃除〕

　　　　　／

　　　　　　　　hDocil〈acj，

ぬoociノ～の見回り

sk瓶ukuこaru

hjaa，　hjaadakl

hwee箆三三bic三，　hweeriQsiN

多◎osaku

e，icibusuku

　　　　　　sooz｝／～す．る→

　　　＄oozlmaal

そうしき〔葬式〕　dabi，　soosici，　→ほうじ／

　～に用いる幕の名rnicimaku／～の時の

　世話役kaNziN／盛大なお～eura？udabi

そうじめ〔総締め〕　SULIzimi「もうしあげる

そうじょうする〔奏上する］　→ごんじょ傷

そうしょく〔装飾〕　gukuika興i，→かざり

ぞうすい〔雑炊〕

　・→おじや

そうそう〔早・斐罫3

そうそう〔葬送｝

そうぞくにん〔相続人〕

そうそふ〔曾祖父｝

　sjumee／～の兄（～の姉の夫）？uhu？uhru一

　？usjumee

そうそぼ〔曾祖母〕．？uhuhaamee，？uhu？N－

　mee／～の兄の妻（～の姉）？uhu？uhu？N一

そうそん〔曾孫〕→ひまご　　　　　Lmee

そうだおれ〔総倒れ〕　SU掘oori

そうだか〔総高3　suu蕊aka，→こうけい

そ：うだん〔相談］　daNgOo，　獄un級soodaN，

　soodaN，　ziNMi，一一・シきょうぎ，し、たそうだ

　ん／～する？圭i？3asjμN

そうB〔装置〕　si｝〈al〈i　　　　　　　　rjUN

ぞう＄・くする［増築する〕　gukuihwirumi一

ぞう＄よう〔増長〕　boO？agai，　mee？投gai，

　meegai／～する？ameejuN，　gicagajUN，

　mee？agajuN，　meegajUN，→おごる，た

　かぶる，つけあがる

そうとう〔凝｝当〕　，jukai，　sootoo，一b玉eee，→

　一gaai／～するhwica5UN，→あたる／～

　の，」．ukai／～の量，juk撮？U（≧sa

そうどう〔騒動〕　sooiOO，→おおさわぎ，さ

ぞうとう［贈答〕　tuikee　　　　　　しわぎ

そうどういん［総動員〕suu？wiiei

そう激ん〔壮年〕　，3akumii／　～の者たち

’jahwaraguugeii，　7，gurpii，

　　　　　　　　　　「一N篇aar爲

katal〈uzira，　soosoo，　一｝

？uukui　　　．「とつぎ

　　　　soo多ukuniN，　→あ

　？uhutaNmee，　？uhu？u一

717



そう

　，jakumiitaa，　＄圭i4akaセa

そう1ま〔寄目場〕　sooba

ぞうひびょう〔象皮病3　？uhgblsjaa，→フィ

ぞうふ〔臓騎〕→ぞももつ　　　　Lラi）や

そう懸う〔双方〕　so◎h◎o，→りょ5ほ弓

モう懸んけ〔総本家〕　？uhumuutu

そうむ〔総務〕　Suugamii，　suukaNgee

そうめい〔聡明〕mimigani，　su騰ii／～で

　あるsjooraasjaN，→かし，こし・

そうめん　＄00MiN／　～の油いためsoon1レ

　NPUQturuuノ～の一種musubiz◎・miN

ぞう6つ〔臓物〕’watamiimUN，7。oohu・

　→ないそ5，はらわた

ぞうり〔草翻saba，（敬語）mjuugaree・

　nuugaree，？u4aree，→せった／～のはき

　　くずして伸びたものnazlRatasaba

ぞうりとり〔草履取り〕sabatui，？U多aree一

そうりょ〔懲侶〕　→coorOQ，おしょう　Ltui

そえ奄の〔添え物〕　？waa？uci

そえるこ添える〕　邸i靖UN，？w羅？ucuN

そえん〔疎遠〕ゆぶさた／～にする　hwida

　　乞i3UN／～になろhwidatajUN，　一＞kidu

そぐ〔酬ぐ〕　hwiZUN，→こそげる

ぞく〔俗］四ku

そくい襯蜘SUQkwii
　そくざ〔艮】座｝　→すぐ

そくよう〔俗謡〕　ha？uta，　hwa？ttta

　そげる［9ijげる〕　，jubieUN，　sugija1

モこ〔其処〕　？N　llla／～ここ？Nmakuma

そこ〔底〕suku
　そこ，L、〔三世〕　　slea」gukurU，　一t＞なM、しみノ

　そこつ〔糧忽〕　sukugi，？mcooh）o／～であ

　　るsamacicasaN／～者eakucakuτ｝，　ca一
　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　Qkujaa，　SlcaSjoon，agaa，　sjoonagaa・

　　？ukusj◎0，？uhusjogmUN，？ukaQtuu・

　　？UQkaa

　そこなう〔損灘　一〉そんじる

　そこ轟け〔底抜け〕　／～のざる　φb｛h認9レ

　　baaki

　そこひ〔底i糊sukuhwi

そこびえ〔底冷え〕　一一＞turihwizui

‘をしつ〔素質〕　tak3bUN，一〉うまれつき，　ほ

モしで　→？aNsjUN　　　　　　しんしょう

そしゃくする〔胆麟する〕　一〉かむ

そしょう〔訴訟〕hwirUU，　kuuzi，　tuihwi－

　ruu，　？uQtai

そしる　susi趣N，→げなす／～ことSUSIrl・

そぜい〔租税〕→ぜい

そぜいひん〔獄御職〕

そせ豊礫石3

そせん〔祖先3

モそぐ〔注ぐ］

そそっかしt・

　　　sjoobee

？isSzi

→せんぞ

→つぐ

→そこつ

LSUSjUU

そそのかす〔唆かす〕　tanukasjUN

そだ書〔膏ち｝　SU［iael，　SUZOO，→せいちょ

　5，はついく／～の早い子供，jUU？akiwa一

　τabi　　　　　　　　　　　　　　rち盈弓

そだつ四つ｝cuujUN，　sudaCUN，→せい

そだでおやこ育て親〕　Sttdatえ？uja→やしな

　いおや
そだてかた〔育てかた〕　su訟ヒim玉ci

そだでる〔育てる〕sudatijuN，→あいいく，

　さいばい／育て上げる「～waasjUN
モ＄や〔粗茶〕　　一一・〉？a’cabaacaa

そrつくり　　ma】Ntakii，　ma（≧乞aci，　rriaQtal〈ii，

　一一，tiigl，5りふたつ，その，まるで

そっ＄　？Nm創～の方？N・rnamuti

そっとsu　1’　Uitu，　suruQtu

そっとう〔卒鯛〕　buei三｛UNノ～ずる→？aN－

　masjaN，　bueigee

ぞっとするburlglldacuN，？NbiijUN，→

　kusihivizurusaN，そうけだつ／～こと
　buTlgl，ilaci，　tStiNdii

そっぽ〔そっぽ）　→よそノ～を向くこと　gレ

そ鷲〔袖〕sudi　　　　　　Lrabui
そでが竃〔袖垣〕SONgaci，　SU±Ngaci

igTP〔蘇鉄〕　sutigi，　sutttiig圭／～の芯

　　suutilgibukui
そ嘩のした［袖の下〕　s圭㈱dii

　そと〔外3　hほka／～を遊び回ることhuka一
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それ

　maaru魏
そとうみ〔外海〕？uutu，→たいかい

そなえ［ueえ］　sunawai，→じゅんび

そなわる〔備わる｝sunawajuN

そねみ〔嫉み〕　→ねたみ

その　？unu／～足で，inuhwisja／～上→

　さらに／～うちに→？aNsjUN／～大きさ

　？uhw2，？UQpi，？UQpinaa／～大きさの

HUQpeeru／一・・；大きさのもの？UQpeeruu／

　～かた？Nma／～くらい？aNceeN，？aN－

　teeN，？u茸usjaku，→それ／～ころ？unu－

　kuru／～高さ？udaki／～近さ？ugacika－

　sa／～遠さ　？ugatoO／　．～時　？unutuei，

？UNnX／～歳？u潤e3，？unujuca／～長

　さ？unagi／～揚（～詰合）？unubaa／～人

？unUQCU／～辺？Nmarikaa，？unuhwiN，

？urikaa／～まま？unumama／～野躯

？unihjaa，？unuhjaa／～よ5な？anee－

ru，　？aneru，　？aNheeru，　？aNneetaru，

？unugutooru，　？uNgutooru，　？uNna，

　？UNneeru，→？unujoo，そんな／～よ弓

　なもの？unugU七〇〇「uu／～ように？UN－

　gutu，　一〉？unujoo

そのひぐらし〔その霞暮らし］　／～の者mo－

　okitikanaa　　　　r？usuba，→かたわら

そば〔傍〕　hata，　mutu，　nii，＄uba，（敬語）

そば〔蕎麦］　suba

そばえる　→ふざける

そばかす〔雀斑］　hweenukusuu

そばづかえ〔側仕え〕→こまづかい

そふ〔祖父〕　taNmee，？usjumee，，wikiga－

　hwaahuz呈，・→？uhUZUNzaNsiimee／～の

　兄（～の姉の夫）？uhutaNmee，？uhu？u一

そふぼ〔祖父母〕　hwaahuzi　　　Lsju田ee

そぶり　〔索振　 り〕　　　na多iki，　一na4ikii

そぼ〔租母〕haamee，？Nmee，’winagU－

　hwaahuzi，→paapaa，おばあさん／～の

　兄の妻（～の姉）？uhuhaamee，？uhu？N－

　t罰ee

そぼう〔粗暴〕　？axaci，→あらっぽい

そまつ〔粗末〕　／～にするさまSUSOON，　SU－

　sooNkarooN，　一keerasikurubasi

そまる〔染まる〕　sunUN　　　　　「mUCUN

そむく〔背く〕　muぬCUN，　mudujUN，　su一

そめかえし〔染め返し〕sumikeesii

そめカ、えす〔染め返す〕　　sumiikeesjUN，　su－

　mikeesjUN　　　　　　　　「め替え　？riunoosi

そめかえる〔染め替える〕　sumikeejuN／染

そめかた〔染め方〕sumiikata

そめなお　し〔染め直　し〕　　　？irunoosi

そめ奄の〔染め物〕　SUMiMUN

そめ竜のや〔染め物屋〕　sumijaう　surnlmUN－

　jaa，→こうや，あいぞめ

そめる｛染める〕　sumijUN，→hweesjUN，

　tUQCij’UN

そやつ　→そいっ

そよかぜ〔そよ風〕　？usukazi

そよぐ　→SUZUN

そら〔空〕　sura，　tiNジ→なかそら

そらす〔逸らす］　♪jukusjUN，　sisikaasjUN

そらだのみ〔空頼み〕，Nnaearugaki

そらまめ〔蚕豆〕　　toomaami

そりかえる〔そり返る〕　surikeejuN

そる〔剃る〕　sujUN

そオrし（感鋤）　too，　toohjaa，　too（1＄a，　？une，

　？uri，？uriQsa／～それtootOO，？uri？uri／

　～見ろsitari

そ；勲．　？uri／～から　？aNsi，？urikara，→

　？aNsjUN／～くらい（～だけ）？uhwi，？U－

　nus3’aku，　？uQpi，　？uQsa，　？uridaki／　．v

　　くらいの（～だけの）？UQpeeru／～くらい

　のもの？UQpeeruu／～だから→？aNsju－

　N／　～つばかり（～っぼっち）　？aNceeN，

　？aNceeNgwaa，　？aNteeN，　？uhwigwaa，

　？unuhuzanee，　？ttnug．　jakugwaa，　？uQpi－

　gwaa／～でも（～なのに，～なら）ら？aN，

　？aNsjUN，　saraba／～ほど？aNS三，？aNS－

　juka，　naNzu，　sahu〔三u，　？uriごak宝／　・yほ

　どまで？aNsjμkawaa搬

それぞれ　→おもいおもい，おのおの，かく
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それ

　じんかくよう，ひとり，べつべつ，めいめい

そ馳ら　／～の者？u（ltaa

それる〔逸れ，る〕／　～こと　￥ukubai

そろい〔樋い〕．／　～の物guutumiiもU

そろう〔撹う3nanUN，　surijUN／擶って

　SUI’iti／揃っていることsuriizurii

そろえる〔揃える）　suraas∫u聾

ぞろぞろ　300ruzooru

そろばん〔算盤〕　sunubaN，　surubaN

そわそ冷saNsaN，　taQtu1hwiQtui，　tUQ－

　soohaQsoo

そん〔損〕SUN／～をする？u無掻趣N，→

　kab巧u興，　kaNzuN／～をすること　SUN一

そんがい〔損害〕kiga，一〉けっそんLkabui

そんじ釜〔損じる〕suNz呈彊N，　sukunajUN

そんだい二大〕→おうへい，もったいぶ

　る／～にかまえることduutakabi

そん＄よう〔村長〕→mazirieoo

そんとく［損得］　SUNtul〈u

そんな？aneru，？aneeru，？aNneeru，

？aNneetal’u，？unugutooru，？UNgut◎o－

　ru，？UNna，？UNneeru／～こと　一〉？aN－

　sitakutu／～に．？aNsi，％Ngutu／～に

　大きく？UQpinaa／～に高く？udaki／～

　にたくさん？U訟k｛圭，？usakiinaaノ～に

近く？ugaeil｛asa／～に選く？ugatoO／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　～に長い間？UNnagee／～に長く？una一

　暮i／～もの？nnugutooru慧

ぞんぶん〔存分〕　呂iib齢ぎ，→おもいどおり

そんみんたいかい〔村’民大会〕　murazurii

そんゆうぶつこ村有物］　muragU塒uφ

た〔照〕taa，→taabUQkwa／～の草taa－

　gusa／～の準備taagusEree／～を数える

　時の接尾辞一rnasi／tyをtkeqとし．て使うこと

　taaioosi／～を畑にして作ったさつまいも

だ　’jaN，一〉である，ですLtaadoosi？Nmu

たい〔鯛〕／　～の一種，junabarumazikuN，

　mazikuN，　siru？iju，　tamaN

たも、こ胎〕　　t♀　e

たし、　一b魏sjaN，→一na

だいこ代〕dee／～を経た猫deehwirima－

　jaa／～を経た者deehwirimuN
だい〔台3　dee

だ1，、〔題〕　　dee

だいいち〔第一〕dee？圭ci，→まず

だいか〔代鮒dee，　dee璃deeka，　siru，→

　ねだん／～の高い物deealakaa，　dee5aka－

　muN
たいかい〔大海〕？uutu，？uhu？umi，一“ktt一

　蹴sju？oosju，かいよ5

たいがい〔大概〕　→たいてい

プこも、コ融、く　〔体格〕　　kara，　kara毛a，．　takihu蕊u，

　→からだ　　　　　　rniNgu，？uhuzinee

だいかぞく〔大家族〕？uhueinee，？uhujaa一

たysかん〔大官〕　teekwaN

だいかん〔大寒］　deekaN

たい豊ん〔大金．〕類躍uciz圭N，？uhuziN

だい豊ん二つξ大禁物〕d6eeiree

だいく［大工］　seeku，’jaa罪eku，　kiizee－

　ku／～道具罪eku鉛。呂u／～の頭禦de－

　eku／へたな～taabaageeku　　　「ci
たいくつ〔退屈〕／　～がること？uhucikwii
たし、｛ナつ〔対決｝　→hwiceegμtu／・～．させ・る

　hwicaasjuN，　hwiQeaasjilN

たいげんそうご〔大言壮語〕？uhumunu？ii

　一〉いいたいほうだい，おおげさ

だいこ〔太鼓〕むeeku，→paaraNkuu

たいaく〔大国〕　teekuku

だいこ冷〔大根〕　deeku瓜？uhUni，　？uuni／

　～おろしdeek罧頴争iri亭irii／～の根元→
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たし・

　deekunigaNsaa，　gaNsaa／～の葉？u－

hunibaa　tseeだいこんざつ〔大混雑〕　→？uu＄eel〈uruba一

たし、ざし、〔蓉霧在〕　’ju罧iu，　tee多ee，→と5り

　ゆう／～させる’juimnijUN

だいさんざい〔大散財］　zlN？ami

だい零んちく（植物名）　maataku

たいじ〔胎児〕　→たい

だいじ〔大事〕→おおごと，たいせつ／～で

　ある？a七arasjaN／～がる→？atarasja－

　N／～なもの？atarasimUN，　sjoomUN／
　～eこノ思う　　→「～usuriiuN／　～eこ，思う」こ〉　？us－

　uri／～にする→taNkijUN／～にするこ

　と　munu？atarasja

たいした〔大した〕　deeNna，→すぐれる，

　すごいg．．たいへん，たくさん，ひどい，も

　のすごい／～ことはない→七eegee

たいして〔大して〕naNzu，→それ（それほ

たいしs〔大暑〕？uu？agisa　　　　しど）

たいしょう〔大将3七eesjoo，→かしら

たいしょく〔大食＝〕　→おおぐい

だ㌧、ず〔大豆〕　　　maami，　　toohumaavni，　？U－

　hug拡躍／～を水にひたしひいて布でこし

　た液　toohur匡UgUU

だいずあぶら〔大豆油〕　sirasibui

たいせつ〔大切〕

たいせつ〔大雪〕

たいそう〔大罵〕

　へん

だいたい〔大体〕

・．．teesicl，→だい．じ／～な→

？uujuei　LkaNnuu
daNヨaN，　「～i（ミ≧1）ee，　　→たし、

？ara？ara，　’iikuru，　tee一

　gee，一〉お：おかた，たいていノ～の考えSUU－

　kaNgee　「Nkunibu／～いろ→かばいう

だいだい〔澄〕deelee，　deedeekunibu，？三一

だいだい〔代代〕　deeiee

だいたんな〔大胆な〕／　～者？izaa

だいちょう〔大腸〕　？uhuwata

たいてい〔大抵〕　，iikura，七eegee，　teetii，

　？uukata，→だいたい

たいど〔態度〕si胆m段

たいとう〔対し等〕　七aNkaanaa

だいとうごま〔大東島〕？uhu？agar1zima

1

たいどく〔胎毒〕　七eeduku

だいどころ〔台薩〕　deeZU，＄ikubuu，　simu，

　sukubuu，？usimutuuノ～仕事㊧りsici／

　～の小屋tUNgvva／～の土間麟kubuu／

　～働きs圭mubaもaraci

だいなし〔台無し〕／　～にする？wiikUNsj疑一

たいはく〔太白〕（白砂糖）　宅eehwaku

たいばん搬鐙〕？三ja　　滝

たいひ〔堆肥〕kazigwee

たいびょう〔大病〕→じゅ5びょう

だいぶ〔大分〕

　そうとう

だいふう〔台風〕　teehuu，？uukazi

たいへいよう〔太平洋〕

たいへん〔大変〕　ヤ

LN

’juhuiu，　teebUN，→かなり，

　　　　　　　　　　　　→？agar呈nu？umi

　　　　　　　　　αeezi，→おおいに，すぐれ

　る，たいした，たくさん，ひどい／～な

　deeNna，　kuuwee／～なことciweeftutu，

cuweekutg，？ieikuuweekutu／～なもの

　　　Clweem斑N，　e㍊weemUN
だいべん〔大便〕　kusu，？ura，（小児語）？N－

　na，→じんぷん／～をする→majUN

たいほ〔退歩〕　？at罧mudui

たし・【まう〔大砲〕hjaa，？islbjaa

だいほうえ〔大法会〕　？ub罵izi，？uhu？u－

　sjuukOO，→ほうじ　　　　「5ぼく
たいぼく〔大太〕teebuku，？uhugli，→きょ

たいまつ〔松明〕tee，　tubusi／～の火tee。

　bii／～を振る者→teehujaa

丸いまん〔怠慢〕　→なまける．

だいみょう［大名3→？aNzi，？azi，　deemjoo，

タイム　mai　　　　　　　　　　L？udUN
たいも〔田芋〕→＃aa？Nmu，さとし・も／～の

　ずいきmuzi，　taamuzi

たいやく〔大役〕　teejaku

たいよう〔太陽〕　沸ひ

たいよう幽」き〔太陽暦〕　’jam＆tugujum至

喪いら〔平〕too，→ひらたい，ぺしゃん

　こ／～であるhwirasaN／～なものhwi－

　raa／～にhwiraQteeN／～にするhwi。
　rak＆sjUN，　hwiramijuN，　toO脆1i3UN／～

　になるhwiraki3UN
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だい

だし、FJ〔代理〕　　deeri，　擁力、わり

たいり豊〔大力3teecika，　teezik．ara，→ち

たい獅ん〔台湾〕　taiwaN　　　　しからもち

たえはてる〔絶え果てる〕　teehatijuN

喪えまなく〔絶え間なく〕miisagee　nee－

　raN，→いつ，しじ：ゆう

たえる〔絶える〕　teejUN，→たえはてる

たえる〔繭える〕　n｛zijUN，　sinubUN，　→こ

　らえる，こんき，しのぶノ～平癒zidee，

　teeeikara，　teezikara／附えかねること

　nigiikaNtii／醗えられない＄izixaraN

ずこおしあ．｛，、〔｛至亘し合、・〕　　1〈uruba￥ee，　もoo邸ee

たおす薮倒す〕　七〇〇s麟N

虫愛ル　？uraN5aも蕪saazi

霞お馳る〔倒れる〕toox’ijUN／倒れたり転

　んだり→to◎rikuru斌ノ倒れよ5とするさ

　まtoor圭rajaihwaa

先か〔高〕／　～の知れたやつtakinamUN

たか〔鷹3　tal〈a／金色の葭の～ciNMii，　e玉’

　Nmiidaka／～が輪を作って飛ぶことta－

　kaaukurumaci／～の一種？azitaka，　k：a一

　亭lzee搬n

kが［tw］　？磁）㍉→daki？ubi／～がゆるむ

　saraNdijuN，　sarUNdijUN／～に馬いる

だが　→けれども　　　　　　 L竹？ubidaki

たかい〔高㌔・〕　takasaN／　値力｛～　niidaka－

　saN／値が～ものdeed＆kaa，　deedaka－

　MUN／～太takagi1／～ところtak：aha－

　na，→？agal／～肉taka4aN／高く上がる

　こと七aka？agai／高く売ることtaka？ui／

　高く買うことtakagooi／高く顔をあげて

　いることtaka？ucagi

たがい〔互3tagee，（敬語）？utagee／～に

　→tagee／～にくい違うことtageeeigee／

　～に敬語を使う話し方’inu？uuhuu，もa－

　geeni？uuhuu／～に敬語を使わない話し方

　tageeni？iihii

たがう｛違う〕　tagajUN，一→ちがう

：たがえる〔違える〕　tagajUN

たかさくらべ〔高さ姥べ〕　takasaagaa

たかしお〔高潮〕　s19εしr2nallii

たかだか〔高高〕→せいぜい

たかPt〔高値］→saNsooba，むaka？UQeal〈i

たかばた〔高機〕　takahata

たかぶる翔ぶる〕七alcabijuN，？uguju．N，

　→おごる，ぞうちょ5／～ことduutal〈a－

　b三／高ぶっているci掻akasaN／高ぶった

　者ciidakamuN，→こうまんもの

たかまど〔高窓］　takabasiru

たかまる〔高まる〕　mucagajUN

たがやす〔耕す〕keesjUN，　kunasjUN，　ta－

　geesjuN，　？uci？ul〈usjuN，　？ueuN，　一a

たから〔宝〕．もakara　　　　　　　Lうさく

だから→？aN，？aNsjUN

たからじま〔宝癌〕（島の名）　takarazima

たからがt・こ宝則moomoogwaa
た脅、る　　macaasjUN，　takarijUN，→あっま

たか獅らい〔葛笑い〕　takawaree　　　しる

た豊〔滝〕　もaci

た豊おとし〔焚落し〕？“ciri

た嚢ぎ〔薪〕　tε頗zi，ねn搬N／　割った～

　，wai多akaa／～の灰karahwee／まだ柏

　れていない～？oodamUN
た竃i￥うり〔i薪ぎ売り〕　tamu魏？ujaa

た豊ぎとり〔i薪ぎ取り〕　tacizitui，　tamUN一

　もu3aa　　　　　　　　　　　　　　　　「usii，多uu亭i圭

た豊こみごはん〔炊き込み御仁kuhwa4u一

だ嚢こむ〔抱き込む〕　dacikunUN　　　　「ci

だ恥しめる〔抱きしめる〕／　～ことmaNda一

た豊つ1ナ〔焚き付け〕　hwiiteePlkijaa，→？a

　kasi，　tubusi

た竃つける〔焚き付ける〕teegikijUN

たきょう〔弛郷〕　taCOO，　takul｛U／～で死ぬ

　ことsjuukaawata．圭

たぎる〔渡る〕　tazi3UN，→わく

たく　〔炊く〕　　taLeUN

だく〔抱く〕　daeUNノ卵を～「～usujUN

たくさん〔沢凄〕　maakUQsa，　maakusa，

　’Nzadi，　teebu“T，　teedaka，　？uhooku，
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たた

　？uhu？uhuutu，多iNbai，4UNbai，→いつ

　ぽい，5んと，かずかぎりない，ぎょうさ

　ん／～あるmaNdOON／～の馬buri？N－

　ma／～の兄弟姉妹？uhucooaee／～の星

　buribusi

たくせん〔託宣〕　cizi？uri，　mi寧i4iri

だくだく　　　→SOOSOO

たくましい〔逞しい〕　／たくましくなる？a－

　1’ijUN／たくましく太ることkurugweei

たくらむ　tal〈unUN，→きょうぼう，わるだ

たぐる〔手操る〕tagujUN，→くる　　しくみ

たくわえる〔貯える〕　tabujUN，　takuwee－

　juN，　tamijuN

たけ〔竹〕　dakY～の一一tc　deeku，　deemjo－

　o，　’」’aNbaraa，　’jaNbaraadaki，　’jaNba－

　rudaki，　1〈arataki，　kusaNdal〈i，　kwa－

　NnuNciku，　maataku，　’Nzadal〈1，　’Nzata－

　k圭，→dakiノ～の囲いdakigakui／～の皮

　dakinukaa／～の皮のぞうりdakinukaa－

　saba／～のかんざしdakiziihwaa／～の

　釘daldkuzi／～のたがdaki？ubi／～の

　っぽdakiNgi圭buu／～の幹の中空の部分

　dakinuzii／～の床daki5uka

たけ〔丈〕　taki，→しんちょう，せい
たtI’〔岳〕　　tak圭，　→やま

だけ　　一→一gana，　一teeN，　？UQsa

たけい〔他系3tacii／～の者が相続するこ

　とtaciimazikui

たげい〔多芸〕／～の人ziinuumuci
たけうま〔竹’、Wt〕　k銭bisjaa

たけが豊〔竹垣〕　dakigaci，　dakigakui

た1ナつつ〔竹筒〕　　daklNgiibuu

たけとんぼ〔竹とんぼ〕　hwaahwaa

たけな冷baNzi
たけのこ〔筍〕dakinUQI〈wa／～の干した

　ものS3UNsii

たけぶ9〔竹葺き〕　d我kibuci

た1ナ‘ミ匠うき〔竹箒〕　　dεしkibooci

たこ〔蜻〕taku　　　　　　rjUN
たこ〔勝腫〕　9，　ii？　wii／～ができるs戴？w三i一

たこ〔凧］／～の一種buubuudaku，　maQ－

　takUU，　maQtaraa／～の調子を≧るため

たこ　（桶の名）→おけ　　しのひも？ukugii

たこく〔他国〕　takuku，→たきょう

たこん〔他言〕　ta竃UN

たし〔足し〕　ta＄㍉→たしまえ

だし　dasi／～の入っていない汁→sabi禰

　z2ru／～の入っていない料理→sabimUN

だしいれ〔出し入れ〕？Nzasi？iri

たしか〔確か〕ziNZUU／～なtasikasii，→

　ziNzuusaN／～なこと→「～均ee

たしかめる〔確かめる〕　tasikamijUNジ→み

　とどける

たしなみ　tasinami，→こころがけ

だし1臨けに　→とつぜん

だしまえ促し溺〕tasimee，→たし

だじゃく〔惰弱〕　dazaku，→いくじ：なし

たしょう［多少〕　？ikirasa？uhusa「わえる

たす〔足す］　tareejUN，？usjaasjUN，→く

だす〔出す〕？NzasjUN，　neejUN，→？ee－

　SjUN　［ruUたすうけつ〔多数決〕　？uhusanikataziki一

たすけ〔助け〕t磯k呈，（敬謳）？utageiki，→

　hwicaasi，　hwicawasi，　’hwiei，　kasii，　k

　んじょ，かせい，すくい

だすけあげる〔助け上げる〕hwicagijUN

たすける〔助ける〕t頗ki担N，？ujagijUN

　→すく5／助け合うさまcuisiizii／助け

　てくれ→？akis翫塒ijoO

たず激る〔尋ねる〕　taNnijUN，　tazinijUN，

　tazunijuN，　一kameejuN，・　tumeeju，N，

　とう，ほうもんする／尋ね求める？adati－

　jUN／尋ね尋ねtumeeidumeei
たせい〔弛姓〕　→たけい

たそが劇ど嚢〔たそがれ時〕　？akookuroO

たそん〔他村〕　tas圭ma　　　「？icaNdamUN

ただ？ieaNda，　MuciN，　tada／～のもの

たたかい〔戦い〕　→せんそう

たたかう〔戦う〕？oojUN，　tatakajUN，→

　あらそう／戦わせる？aasjUN
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たた

たたきこむ〔叩き込む〕　tataciNeUN

たたきつ＄〔叩き土］　saNtoO

たたく〔叩く〕　tataCUN，→うつ，なぐる，

　ひっぱたく

ただ　しし、〔工王多しL、］　　　→？aciraka，　mεしQも（）ol）a

ただす〔正す・糺す〕　tadasjUN

ただちに　→すぐ

ただぱたらき〔ただ働き〕　？icaNdabuukuu

たたみ〔畳〕　七罐εしN

たたみや〔畳屋〕tataNjaa，　tataNgeel〈u

たたむ〔畳む〕　もalcubUN

たたり〔崇り〕　？arab呈，　tatari　　　「目皿di

ただれ〔奢れ〕tadari／表皮の～？waabi一

ただれめ〔弄れ目〕　m戴hagi／～にがかった

　考miihagaa．，　milhagii

ただれる〔翻れ，る〕　si策d野UN，　tadarijuN，

　taQkwijUN，一＞hagljUNノ表皮の～こと

　？waabiepiNdi　frakamazira
だだをこ泊る　→わがまま／～こと？Nnazi一

た＄［太刀〕　taci，→かたな

たち〔達〕　一㈱a，　一taa

だち〔立ち〕　→一d＆ei

た客あい〔立合い〕t＆ciee

たちいふるまい〔起居振舞〕　duumucinai，

　sllslzama
た雪うお〔太刀魚］　basikaa，　basikaa？1ju

た雪がれ〔：立野れ〕　七aei竃ari

た＄き〔立木〕　tacigi

た＄ぎえ〔立：消え］　一一一＞hwiihwiiもuu，夢irikoo

たちまき〔立ち聞き〕　taciziei　　　　　rく

たちさる〔立：去る］　ftUCUN，→さる，たちの

たちしごと〔立ち仕事〕tac呈sikuci，　taci－

　wa多a

たちどおし〔立ち通し〕　tacikUNpai

た＄どころに〔立ちどころに〕→たちまち

た害どまる〔立ち止まる〕　，judunUN，，」穏si－

　nUN／立：ち」kまらせる’jusiMijUN

た書なおる〔立ち薩る〕　kUNceejUN，

　kuNkeejuN，　kuNnoojuN，　一一＞kuNeees－

　jUN，　kUNkeesjUN，もちなおす　　　「る

た＄のく〔立ち退く〕　taeinUCUN，→たちさ：

たr郵ま〔立論〕　tae撫w3　「→たちはばかる

たちはだかる〔立ちはだかる］　hatakajUN，

た岩ばな〔橘〕kuganll，　kuganiikunibu，

　寧iikwaas3aa　　　FjUN，→たちはだかる

た密はばかる〔立ちはばかる〕　tacihabaka一

た＄まさる〔立ち勝る〕tacimasajUN，→ま

　さる　　　　　　　　　　　　「に，すぐ

た＄ま＄　cuueaN，　tacinama，　→きゅう

たちむかう〔立ち向かう〕　taciNkajUN

たちよる〔立ち寄る〕　nubagajUN，　nusika－

　jaN，→tUNma＆jUN，　tUNrnigujUN，
　t臓Nnuba竃a5UN／～こと　（～さま）　taca－

　gainubagai，→tacimaa1maai，　tUNrna－

　aimaai，　tUNmlguikeeihigui／立ち寄ら

　ない　→nubagaikaagi

たちんぼう〔立ちん坊〕　？atu？usii，　bo◎si一一

たつ〔辰〕　tagi　　　．．　　　　　　　　　Lein議翫

たつ〔立つ・建つ〕　taCUN，→？u（≧taeUN／

　～こと（小南受）→たっち／～か倒れるか

　tacitoori／立ちかねることtacikaNtii／

　立ったりすわったりtUNtacikeetaei／

　立って守りをすることもacimui

たつこ裁つ〕　tasj穏N

たつ〔経つ〕　taCUN，一〉へる

だっ琶ゆう〔脱Eヨ〕　ciicigeel／～するciici一

　　　　　竃ee3UN

たっし［達し〕　taQsi，→しらせ

たっしゃ〔達考〕　taQsja，→じょうぶ，そう

　けん／～である？aQCUN／～でいらっしゃ

　る？wa爲cim坤eeN
たつL’ん〔恋人〕　husi

た？する〔達する〕　girugajUN，→？uugiru一一

　gaajUN，→とどく／盈虚に～？itarijuN

たった　→ただ

たっ＄　（小児藷）　taa㈱／　～たっち

　taQcaNta（lcaN

たっで　繊Ndi，→ぜひ．

たづな．〔季綱〕　　taNna

たつのおとしご？urni？Nmagwaa
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たび

たっぷり　→よゆら／～している，3ucisaN／

　～と　？uhu？uhuutu

たつまき〔龍巻〕　ruu，→・せんぷ5

たて［縦〕　taも量

たで〔楯3tiNbee

たていと［経糸］　→kasi／～1本→katagi一

　乞i／～2本→cuhwaa／～と緯糸kasi一

　烈uci／～の残りginazuu，　haNdi

たてかえ〔立て替え3　tasimee．　　「jUN

たでかえがりする〔立替え借りする〕？ira一

たてかえるこ立て替える〕　tasimeejUN／立

　替えて貸す？lraasjUN

たでがみ〔磁〕　kaNzi

たでじまこ縦縞〕

たてつぼ〔建坪〕

たてづま〔五二〕

たてふだ〔立札〕

たてよこ〔縦横〕

たでる〔立てる・建てる〕

たでる　tadijttN

たとえ　もat戯，→もし

たとえば　一→tatujUN

たとえばなし〔這え話〕　もatuibanasi

たとえる〔算える〕　もatujUN

たな〔棚〕tana／～探しして食：うことsa一

　霧UINgwee
たなばた〔七夕〕　tanabata　　rtanabaraa

たなばる〔湖原〕（地名）　tanabaru／．～の者

たなびく〔棚引く〕tanabiCUN，→なびく

たに〔谷〕suku，　tani，一）saku

た1こ　し〔日出螺〕　　taaNna

たにやま［谷出〕（地名）七aNjama

たにん〔他人］　Qeu？anamUN，　tan呈N，

　→ひと／～の空似kunicoodee　　「ぜい

たにんずう〔多人数〕　？uhuniN7yU，→おお

た轟き激いり〔狸寝入り〕　R1Ntahuunaa

たね〔種〕mUNcani，　sani

た魚あぶら〔種油〕　maa？aNda

た諏おろし〔種下ろし〕　tani？urusi

たねつけ〔種付け〕／～をするgikijUN

kas三？aja

もa七圭9圭bu

？asag三

tatihuda

七aもijuku

　　　　　tatijuN

たねぶた〔二二〕’uu？waa

た嵐ぶたぎょうしゃ｛種豚業者〕’uu？waa一

　｝｛arajaa，　？waaglkijaa

たねまき〔種糊　ta撮？urusi

たのしい〔楽しい〕　→うれしい，おもしろい／

　楽しさ？isjoosja　　　　　　　「こらぐ

たのしみ陳しみ］sjuzoo，　tanusiml，→

たのしむ〔楽しむ〕tanusinu，N，→？isjQO－

　sja，　？umusirusaN，　？wiirikisaN

たのまれもの£頼まれもの〕　？ijaiMLIN

たのみ〔頼み〕　tanumi／～となるものku－

　sidee，　kusjati／～にするねfugaki3租N／

　～にすることkus2gaki

たのむ〔頼む〕　tanunUN，薇ru難UN

たの竜しい〔頼もしい〕　→cimu？wii／～者

　’NsjamuN

たの6しこう〔頼母子講〕muee

たば〔束〕　gika，　tabai，一karagi，一1erlaziN

だば〔二言雌？uusaa
たばこ〔煙草〕　tabaku，（小児語）paakuu／．

　～の吸いがら　tabakunuhwiikusu／～を

　切る庖丁eiribaNboocaa／～を藪うさま

　pakupaku　rtabaku？irii
たばこいれ〔煙草入れ〕’ciritami，　hu．髪eo，r

たばこぼん〔煙草盆：〕　tabakubUN

たばこや〔煙草屋〕もabakum＆dja

たば嵐〔束ね〕　→たば

たば瓶る〔束ねる］　tabajUN，→からげる／

　～こと→tabaisikai

たび磁ltabi，→りょこう／～から帰る人

　を迎えることsakaNl〈ee／7先でできた妾

　tabidumi／～に繊ている人のある家もa－

　bisjuノ～の一一國tabiniNzu／～の人ta－

　binu（leu／～の宿tabijadu

たび〔足袋］taabi

たび［度〕kaazi，一kazi，→つど　　　「na

たびうた〔旅歌〕→kweena，？umu量gwee一・

たびしようそく〔旅装束〕七abi駿gai

たびだち〔旅立ち〕tabidaci

たびたび〔度痩〕kazikazi，　taQta，→かさ
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たび

　：ねがさね，くりかえし，しばしば，なんど，

　：ひんぱんである

たびびと〔旅人］　→一？aQcaa

タブwa　eiree瓶UN

たぶたぶ　　bONbON

甕ぷだぶ’wabuwabu

たぶら一taNda
たぶん［多分〕　，薫kur馬tabUN，？uul〈ata，

　吟だいたい

たべのこし〔食べ残し］　kaminukusi

たべ噛の〔食べ物3　kweem級璃　munu，

　maUNf→しょくりょう，りょうり／～の好

　ききらいmunugusi／～の不平mUNnu－
　googuei，　muNnu？iyihui，　一一＞niisanumaa－

　sanu／～への欲一一）しょくよく／～を欲し

　がるこ二とmunuhusja，　munu？imi／貧弱

　な～sabimUN
たべる〔食べる〕　kanUN．（敬語）MigeeN，

　？usjagajUN，→くう，しょくじ／お食：ぺ

　七eewa／食べさせなし・で，Nnakuci／食べ

　そこな5kamihaNsjUN／　食べてはいけ

　ないことmUNziree／食べにくいka燃レ

　9級ylSJaN

fぼう〔多忙〕　haN£a，　tabakai，→いそがし

：だぼくしょう〔打撲鵬〕　？uc圭。圭　　　　しい

ゴビま〔玉。球〕　　tama，　　→bOONむat㍉　　　boo－

　Ntuu／～のかんむり松】〔naNeaabui／～や

　こがねtamakugani／～やこがねのよう

　な愛児tamalcuganinasigwa／～やこが

　ねのような恋人tamakuganiN9◎，　tama一

た蜜　→まれ　　　　　Lkuganisatumae

た窯うξ賜う〕　毎bo◎jUN，→たまわる

た憲ご〔卵〕　kuuga，　tamagu，→けいらん／

　～のからkuugaguru／～を抱かせる？US【

　aasjUN／～を抱く？usujaN／産卵をさそ

　　うための～misikuuga
コたまござげ〔卵ミ酉〕　tamagu4aki

ftまごや豊〔卵焼き〕1〈uugahuwahuwaa

’たましい〔魂〕？iniN，　mabui，　mabujaa，

　　tamasi，　tamasii，一→せいしん，れいノ～

　がぬける→mabui，きぜつ／～がぬける

　病気　mabui？uti／～をこめるのに粥い

　る串geeN／～をこめ．ること　mahuigu－

　mi／～を分ける行事mabuiwakas三

だ思しう＄〔騙し討ち］　damasi？UC呈，　nuzi一

　？uei

だます〔騙す］　damasjUN，　nUZUN，91ikas－

　jUN，一〉ごまかす，まどわす／～ことboo

たまた蜜　katagata，→ぐ弓ぜん

たまのお〔玉の緒〕　tamanUUU

たまり〔溜り〕七徽ai

だまりこむ〔黙り込む3daNzamajUN，？u－

　QgigunUN／黙りこんでいる口？Nmunu一

たまりみず〔溜り水〕tamaimi4i　Lkuci
たまる〔溜る〕　taxxiajUN

だま番〔黙る〕damajUN，　daNzamajUN，

　gigunUN，→だまりこむ／黙っておく，30－

　OSjOOCUN，　’」’OOSjOOjUN

た霊冶り噛の〔賜わり物〕？utabimiseemuN

た蜜冷る〔賜わる〕　tabijUN，　？utab1mise・■

たむし〔田虫〕→ぜにたむし　LeN，→たま弓

ため〔為〕　tami／～にならぬことhudami／

　…する～に→一Ndi

ためい聖〔溜め恵〕　？uhu？iici

ためし〔試す〕→こころみ

ためす　ta】ntisjUN／～こと→こころみ

た纏らう　？ukeejUN，→もどろく／～こと

　？umiijamii，　？ukeei？umii，　？ukeeihwi－

　keei，→しりごみ／ためらったものの窺い

　方　？疑keei瓶u】識ii、

ためる〔溜める〕　→たくわえる／溜めておく

ためる〔矯める〕綴瓢i担N　　LtameejUN

だめ蓬おす〔だめを押す〕　kazikaki5uN

た竜つ〔保つ〕tamUCUN／～ことtamuci

た亀と〔挾〕　tamutu／～のあるそでhuku－

　Tusudi，　tamutusudi

たやすいduujaQsaN，→やさしい／～こ
　　と→もinu？uci，ようい　　　fのd双u3a亭ii

たやすく　→やすやすと／たやすくできるも

たより〔便ll　］　？a£i，　b三N，　saもa≠瑠ui，？utu，
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たん

　？utusata，？utu4il’iジ→2δんしん，てがみ

たより〔頼り〕　tajui，→たのみ

たよりない〔頼りない〕　burasaN，→こころ

　ぼそい

たよる〔頼る〕　？u（≧cakajUN

たらい〔盛〕　haNzi盛

だらけ　　→一kaa，一瓶aa

だらしない　／～考daraa，　d翫ru媒，　nuba一

　．cirimUN，瓢k媒ta3aεも，→ぐうたら

だらす〔垂らす〕　七arasjUN

たらたら　　taratar哉

だらだら　daraakwaraa，　daradara，　dayu－

　ukwaruu，　ziiz1呈

たりる〔足りる〕　もajUN，　tarijUN，→taraa－

　jUN，ふそく／足りないhaganasaN，

　？u2usaN／足りなくなるburaarijuN／足

　りないこと一buraari

たるこ樽〕　taru

だるい　darusaN／だるそ5にしている考

　daimUN／～さまdaimui
たるき蟹ii木〕　kici

たるむ　／たるんでいるさま，jooruu

だれξ誰〕　taa，　tayu，→どなた／～かtaa－

　gana，　taNgana／～かさんtaNganama－

　NCUU／～の→むaa／～のものむaa㎜UN

たれさがる〔垂れ下がる〕もa三sag擁ux

允れる〔垂れる〕　taxijUN／垂れた頬huu－

　tai／垂れたものtai／i垂れて落ちるtai？u・・

　tijUN／糞を垂れ散らすmaicirakasjuN

だPtるdajUN，　darijuN

だろう　hazi

たわごと　hurimunii，　huyimunu？ii

たわし〔束子〕saara／～の一種gina7yaa一
　　　　メ　raf　wa鴨ra7faar翫

たわむ〔忌む〕　tamajUN

たわむ馳〔戯れる］　tawahuri，→ざれる

たわめる〔擁める］　eamijUN

たわら〔俊〕．　taara

たん〔疾〕kasagui，　taN／～をなくする蘂

　t＆Ncirasi

たん〔反〕　七aN

たん〔段｝　daN／tyhSある？utijUN

だん〔団〕　niNgU

だんがい〔断崖〕　hucibaNta，→がけ／～絶

　壁？uueiribaNta

たんき〔短気〕kwacuu，　taNci，→せっかち

　／～な老七aNcaa

たんきり〔擁切り〕taNcirasi

だんご〔國子］　daagu

だんごう〔談合〕　→そうだん

だんこく〔暖国〕　nukuguni

たんざ〔端坐〕　hw圭s3εしmaNci

たんじゅう〔胆汁〕　？i呈

たんじゅん　〔単細／～な人maQs圭iguu
だんじょ〔男女〕　／～の離れられない仲ma－

　gibui，　mugiri

だんしよう［談笑〕　tnunU？iiWa｝’ee

たんじょうび〔誕生H］？Nmaribii，→taN．．

　kaa，　うまれる

たんしん〔単身〕　m癖gara

たんす〔箪笥〕　taN§i

たんすいこ淡水3？amam癖
だんそう［男装〕　，wikigasugai

たんそく〔嘆患3　？uhu？iici．

だんだんと　→しだい

たん＄がい〔段違い〕daNgawai，→とびは

　なれる／～であるdaRUN　naraN　「gaci

だん霊く〔緩竹〕deeku／～の垣根deek“一

たんちょ〔端緒〕　hakaguci，→kuci，てが

　かり，でだし，はじめ

たんてい〔探偵］　taNtii

だんとう〔暖冬，］／～の隼nukudusi

だんどく（植物名）　kaNna

だんな〔旦那〕　daNna，　sjuumee，→しゅじ

　ん／～様satunusi，　sjunumee

だんねん〔断念〕　→あきらめ

だんぱつ〔断髪｝　daNpagl，　raNpagi，

　一kuNeaaboozaa，　kuNeaaboozi

たんぱん〔談判〕　k鼠短ee

たんぼこ担保〕　kata，　S圭eimugi，　tXtoo
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たん

たんぼ〔田圃〕taabuqkwa，→た
たんめい〔短命〕　taNm圭三

たんりょく〔弾力〕　／～が強いsipusaN／

　～の強いものsiPUU

だん冷〔削回〕　munugata玉， →はなし

ち

＄［血］　cii／～がさせる業ci短uwa鴉／～

　だらげeiidara1〈aa，　ciidarukaa

＄〔地〕　zii　　　　　　　　　　　　「ぶん

＄い〔地位3tuikuree，7vaa，→くらい，み

参いさい〔小さい〕gumasaN，　kuusaN，→

一gwaa，こまかい／～家gamajaa，　’jaag－

waa／～桶’uU！〈igwaa／～太gumagil／

～子Qkwagwaa／～字gurnazii／～乳
　ciigwaa／～時　kuusain呈／～ほくろ？a－

zagwaa／～店maeijagwaaノ～目miig一．

　waa／～ものgumaa，　gumarn球N，　k囎一

　土ee，　　kuutee碧aaa，　kuuもeenuu，　mUN禽讐

　waa／小さくなる→SIPII’13UN，　SOOI’13UN

Sえ〔知恵〕see，　sjoo，　ziNbUN，→さいのう

　ノ～がありすぎる考41NbUNtakaxaa／～

　が鋭いことtakuvnaeiri／～なしMuziN－

　bUN，多iNbur　kusaraa／～のあること£a－

　kuma／～のある者takumaa，　takuma－

　ciraa，　takumaeirimuN，　ziNbuNmuel

＄かい〔近い〕　eicasaN，　cikasaN，→tiizi一一

　　kasaN／～5ちkunu？ttcl／～御親戚
　　eiea？uNpadaN／　一vuema　eikamagara，

　　eilca？weeka

＄がい〔違い｝so◎i，→さ，さい　　　防

ちがう〔違5］→kawajUN，たが5，まちが
＄かく〔近く〕　ciNpiN，　hata，　nli，→きん

＄かごろ〔近ごろ］　→さいきん　　　しじょ

＄かっく〔近付く］　eika霧iCUN，→ちかよる

＄かづける〔近付ける）　cika塞ki旗N

雪かみ＄〔近道3cika瓢ici，　kUNC2rimiei／

　　～することkUNcirimiicli／～する競争

　　一一，maaibeekuu

ちかよる｛障害る〕　cikajujUN，→ちかづく

ちから〔カ］　cikara，　tee／～がない（～がな

いくせに）’jugeenee　kanaaN，　’wigeenee

　kanaaN
＄Sxらt、　し〔力石〕　　sasi？isi

＄面、らこ占ミ〔ニカこ二ぶ〕　　？udimuruSl

ちからだめし〔力だめし〕　eikava．dam圭s圭／

　～の石sasi？isi

＄から自書〔力持〕　cikaraa，　cikaramuci，

　’jakεしra，’jakaramuN，→たいりき

ちからts　＄〔力翻→cicara麟ucii，　eika－

　ra凱UUCll
＄ぎSう〔知行］　ciZOO，？weekazi，→sima，

　ほうろく，りょうち

＄きょうだいこ乳兄弟〕ciicoodee

＄豊り（織機具）　maeica

参ぎりこ契り〕　ciziri，？ikataree，　katami

おぎる〔契る〕　musubuN

8くしよう晒蝋〕eikusjoo，？icimUS圭，

　　？iNmajaa，？iNmaju，→？aahjaNgareeノ

　　～のようなさまφkusjoogiina3

＄ぐはぐkataguumaNcaa
㌻　く　び£乳首〕　　　ciinukubi

＄．けん〔地券〕　sasidasi

零ここしょうこ稚児小姓〕’wakasju

＄しゃ（．植物名）　　c圭sana，　cisanabaa

＄じん〔知入〕siriee，→しりあい

ちすじ〔疲筋〕　cK￥izi，サizi，　taQ｝〈wii，→け

　　つとう／～を引く家sizimuti

ちそく〔遅速〕niisahweesa

おち〔乳〕cii，　ciibUQkwa，（小児語）ciicii，
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ちゆ

　→ちぶさ／少女の～ciigwaa
＄ち〔父〕　sjUU，£aarii，（／j、児語）taataa，

　→おと5さん，おやじ，ちぢおや

雪ちおや〔父親〕cici？uja，’wikiganu？uja，

　’wikiga？uja，→おとこおや，おと5さん，

　ちぢ　　　　　　「とgiNmagaxuu
＄ちこまる　siei鍍NCUN，　sukunuN／～こ

＄お1まなれ〔乳離iれ〕　cii？akari／～させる

　？akasjUN／　～した子豚　？akari？waa－

gwaa／～した豚？a瞬aa？waa，？akari一

　？waa／～する？akarijuN

＄ちぶそくこ乳不足〕　ciigaziri／～の者eii一一

　gazlraa

雪ぢまる〔縮まる｝　maguj旧号→ちぢむ

＄雪みあがる〔縮みあがる〕　cizimagajUN，

　sukUnuNノ縮みあがったさまciziNkaa，

　sukUNka我

＄密みおり［縮み織り〕　C拡imi

＄ぢむ〔縮む〕　一＞cizinuN，ちぢまる

ちぎめる〔縮める〕　．→C2zimijUN

霊乗れげ〔縮れ毛〕ciZUU／～の者cizujaa

＄つじょ〔秩序3　／～を評す屯の，jamacir2一

＄っそく〔窒、慰〕　？圭2cimadii　　　　　　　LMUN

書とせらん〔千歳翻　turanu7vuu

ちどめぐさ〔廠止草〕　ciidumigusa

＄どり〔千鳥〕　cizui，　cizuj＆a，　hamaeiduri

＄どりあし〔千鳥足〕，joogaahwiigaa？aQC重

＄のみこ〔乳呑み子〕　eiinumiNgwa

＄　｛a’なやき〔知花焼き〕　cibanajaci

雪び　gimaruu，　huduguu，？iNcoo，　kuu－

tee，　1〈uuteemaa，　kuuteenuu，　muNcaN，

　mUNgW編a．

＄ぶさ［乳房〕cilbUQI〈wa，→ちぢ／～にで

　きる腫物ciigasa

ちゃ〔茶｝caa，→catOO，？uea，？ucatOO，

　？arabaacaa，おちゃ／～の一種haNsaN，

hwaNsaN，　s5aNpiN／～のおりeaanu一
＄やし、（il、児語）　　bUQtii，　pee　　　　　　Lgurl

＄やいろ〔茶色〕　？NMi？iru／～のもの？N－

　mi？iruu
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霊5やう　　→ci圭一，　kee一

ぢゃうけ〔茶謙ナ〕eawaki，尋おちゃ5け

ちゃがし〔茶菓子〕cagwasi

ちゃかす／　ちゃかしてばかりいる者？ah－

　wageerlmuN
薯5や肯｛ら〔茶殻〕　caaka亭i

ちゃき〔茶器〕cadoogu，　cawaNdoogu，

　dooglu／～をいれる器taakuu

右やくし〔嫡子〕C観C三，cakusi，→あとつぎ

ちゃくそん〔嫡孫〕　cakumaga，　cakusi？N－

　maga
ちゃたく〔茶托｝㈱dee
＄　 やつ‘ま〔茶壷〕　　　ziziri

＄やどうぐ〔茶道具〕cadOOgU，　cawaNd◎O－

　gu，　doogu

＄やのま〔茶の間〕　nakamee

零5やi讃しら〔茶柱｝　　eaa】3usiN

右やぶちやぶ　kweNkweN
ちゃぼ［短i鶏〕　caaN／～の鳴き声kiQl〈iyii一

ちゃぼん〔茶盆〕　cabUN　　　　　　　　Lkii

ちゃ冷ん£茶碗〕　eawaN，→ごはんぢやわん

チャンス　→きかい　　「つかり，しゃんと

ちゃんと　eaN七u，　s量kaitu，　s圭kaQtu，→し

書ゆういする〔注意する〕kukurijuN，→け

　いこく，よ5じん／～心kukuri

＄ゆうおうξ中央〕　→まんなか

ちゅうかいこ仲介〕　簸akadac圭，　naka？ir重

ちゅうかん〔中間〕　nakaba，七a簸aka，→あ

ちゅうき〔注記〕　→？eezagaci　　　しいだ

ちゅうくう〔中空〕　naal〈aahuukaa，　naka－

　bi，一・一〉から，がらんどう／～の部分zii

ちゅうこく〔忠皆〕　，3usiglu纐／～する，ju一一

　SijUN

ちゅうごく〔中国〕tOO，→teekuku／～から

　の使者tiNsi／～生地の着物tOONSU／～

　と臼尻toojamaむUf”～産の物tOOMUN／

　～の船toosiN／～への旅tootabi

＄ゆうごくご〔中羅語〕　toonukuci，→kwa－

　Nhwaa
右ゆうさいする〔仲裁する〕→’wakas麟N／



ちゆ

　．v＄rk　naal｛atuihatatui

＄ゆうざら〔中皿〕cuugara，　suurii

ちゅうし〔中止〕　磁鴫→とりやめる／～に

　なるkUNdijUN
＄ゆうしょうす番〔中傷する〕？i1k職面鷺N，

　’jukusjuN，　kizuN

雪ゆうしん〔注進〕

＄ゆうしん〔忠臣〕

＄瞬うしん〔中心弓

手柳うせつ〔忠節〕

零；寧う零よ〔躍藝躇3

＄ゆうでん〔中天3

雪ゆうと〔中途〕

　ci，

零寧うぶう〔中風〕

魯帥う為ん〔注文〕

雪柳う奄んこ中門〕

＄よう〔腸〕

雪濫う〔庁〕　CGO

＄よう〔蝶〕

　　　　　　　mieinakara

→とちゅう／～半端nakatagee
　　　　　　　　　cuuhuu

　　　　　　　　　cuumUN，→あつらえる

　　　　　　　　　C魏U拠UN

　　　　？iiwata，　wata，→はらわた

CUUSIN

CU腿SiN

→まんなか

euusigi　　rためらう

→しりごみ／～する　→

nakabi，→そら

　　　　　　　，　nakarami一

　　　　　　　　haberu，　habiru，　rf？ajahabe－

　ru／～の羽のように美しい御衣？ajaha一

雪よう〔長｝　？atama，→かしらLbe「UNsu

＄ようか£長｛歌〕　girani

書ようが〔朝賀〕一“coonu？unjuhwee

＄ようかする〔超過する〕　hajagajUN，→お

おすぎ，すぎる

雲ようけし〔鰻消し〕caahwiihwii，　eaa一

＄ようこう〔兆候〕　一一e・きざし　　Lhwiitoe

雪　atうこう’戯証調合する〕　？aasjUN

零；ようこ」く［周多亥lj〕　huimUN

＄　atうさ［調査〕？ara肱翻，→しらべ

＄ようじ〔丁子〕CQozi

害ようじぶくろ［丁子袋｝　coozibu｝〈uru

轡ようじぷろ〔丁子風頬〕cooziburu

雪よう¢ゆ〔長寿］　→ながいき／～の蘂纂蟻一

　C瑠USU1

＄ようしゅんか〔長春花〕　coosjUN

＄ようしょ〔長所〕　tuidulcuru，一一）・とりえ

ちょうしょう〔嘲笑〕？a4amuciwaree，？a－

　4awaree，遡れいしょう／～する，waree一

　kuz三juN，→’warajuN

霊；よう　L“よう〔頂上〕　　gizi，　，jamanugizi，

　　　　　ウ　　　　コ
　ma（≧91Zl

零5ようし“よう〔重畳〕　COOZOO

雪ようず〔手水3cuuzi

ちょうずば駅手水鉢〕cuuzibaaci，→saa一

＄ようせん〔朝鮮］　kooree　　　　　Lh覗N

婁ようぜん〔超然］／～とかまえている者ta－

　ka？ueagaa／～とす’る→もaka？ucagl

ちょうだい〔頂戴〕→いただく／～物をする

　こと曝露竃ahuu，廓duugahuu

ちょう＄ん〔提灯］　COOC圭N

＄よう＄ん．奄㌻〔提灯持ち3→coociNmuci

＄ようと〔長途〕　nagamici

＄ようど〔丁度〕　giNtu，　coodu／～よいna－

　waJuN
＄ようなん〔長男〕　㈱kusi，　coonaN

＄よう綜つする〔挑発する〕　，wakuj鷺N

霊よ．う1まう〔重宝〕　一一）・べんり／～な物sjoO－

　mUN
雪よう署すび〔蝶結び〕，jamatumUSUN

＄ようめい〔長命〕　→ながいき

＄ようめん〔帳面〕　COO斑iN

ちょうようのせっく〔璽陽の節句〕／～の酒

　c圭ku？u多ak圭

＄ようろう〔長老］　→C◎oro◎

当よう獅する〔調和する］亭鎗a舞N，？uca。

　jUN／～すること？ucaisinai

＄よく＄よう〔直腸〕　gibinumaai，？iiwa－

tagwaa　　　　　　　　「gasa
＄よこ＄よこ／～とすることgumagasa一
＄よっと　biQceeN，　biQceeNgwaa，？icuta・・

　εし，kuuteeN，→すこし，ちょっぴり／～

　の間？icuta，？usjunuma／～前nama－

　ga七a

＄よっとみ〔ちょっと見〕　？aQtabazoo

＄よっびり　biQeeeN，　biQcee．Ngwaa，？ik圭一

　ragwaa，　kuuteeNgwaa，→ちょっと

ちょろまかす　keetujUN，→ごまかす

＄よん蟹葛　？usicijUN，→きる
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つか

＄らかす〔散らかす〕　cirakasjUN，　s珍eera－

　kasjUN，→とりちらす

＄らかる〔散らかる〕　hoorijUN，　si多eeri－

　jUN，→ちる／散らかっていることkaei－

　hooriち→らんざつ

ちらしぐすり〔散らし薬〕．cirasigusui

8らす〔散らす〕　cirasju葛koo趣N，→ち

　らかす

＄り〔塵〕　ciri，→ごみ，じんあい，ほこり／

　～と泥。呈rihwlzi

＄りあくたこ塵芥〕

＄りtぎり〔散り散り〕　ciriziri，　naacirizixi，

　tUQcirahaQcira，→ぱらぱら

ち　り　と　り　〔塵取り〕　　　ciriも曳コIi

＄りょう〔治療〕’300ZOO／～するさま’300－

　zoohwiiZOO／～の手おくれ，jOOZOO？ul〈U一一

ちる〔散る〕　ClrljUN，→ちらかる

雪んがり〔賃借り〕　C圭NsiNgai

ちんせん〔賃蜘． 撃?ｉＮs1N

ちんちゃくさ〔沈着さ〕　？utigici

岩んちん（小児語）　c窺uc媒u

雪んでんする〔沈殿する〕

＄んでんぶつ〔年篭物〕　guri

岩んにmpうしゃ〔闘入者〕

雪んにゆうする〔圃入する〕

Lrl

，ijUN，一→よどむ・

’wagaka1muN

　’wagakajuN

7

つい〔対〕　9圭量／～の物9UU七U瀧批U

ついえ〔費え〕　→ひよう

ついえ蒼〔費える〕　gilcurijUN，むaarijUN，

　teejUN，→しょうひする

ついかするこ遺加する〕　？i盛孚iijUN，？waa隔

　sjUN，一→おぎな5

ついた雪〔蜘giitaci

ついで〔序で］　giidi

つい藍二ξ遂；に〕　→？u多umi，やっと　　　「5

ついほう〔邊放〕　→tukurubaree，おいはら

ついやす〔費す〕　→しょうひする

つういんする〔痛飲する］　kasijUN

つうし：〔通じ｝　guuzi

つうじん〔通人〕　sjuzooniN

つうたつ〔通達〕　tεしQS㍉→しらせ・

つうやく〔通訳〕　tuuzi

つうろ〔通路〕　tuuimici，一〉かよいじ

つえ〔杖〕．．guusjaN／～の一種別dasicaa一

つか〔塚｝gika，一一＞giNmaasaa　LguusjaN

つかい〔使い〕gikee，（敬語）？ugikee／～

　にやる¢ik鼠jUN

つかいかた〔使い方3　gikeekata

つかいこなす〔使いこなす〕　？agikajUN

つかいこむ〔使い込む〕→hugasjUN

つかいべり〔使い減り〕gikeebinai

つかいみ＄〔使い道〕glkeemici

つ．ｩう〔使う〕　gikajUN，→こきつか5／使

　L・にくい？agil〈eegurisjaN

つかえ馨〔仕える〕　hwirajUN，，waNda－

　jUN，～〉ほ5しする／～ことhwiree，→一

　biree，　一？waaNdee

つかえる〔支える〕　gikeejuN，→とどこお

　る／つつかえつつかえgikeehw圭kee／食：

　物がのどに～さまciiciikaakaa

つかまえる〔掴まえ，る〕　kagimijUN，一｝とつ

　つかまえる，　とらえる／つかまらないさま

　muQcurugeel
つかみ〔掴み〕　一gikaN

つかみあい　tueegil〈amee「nUN，→にぎる

つカ、む　　gikanUN，　kag呈mijUN，　ka（≧露ka一

つかる〔漬かる〕　gikajUN，一一，girugajUN

つか翫〔疲れ〕kutaNdi，　siikutaNdi，’utai，

　→かろう／～を制すことkutaNdinoosi

つかれる〔疲れる〕　gikar圭jUN，1｛utaNdi一
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つか

　．jUN，，utajuN／疲れた残付きmiikeeraa／

　渡れ果てることsiikutaNdi

つか珍す〔遣わす〕　gikajUN

つき〔月〕　　gici，　？ugic｛，？ueieUU，　（ij、児語）

　tootoo，　tootooganasiimee，　tooteomee，

　？ueicuumee／～が曲る　一＞tujunUN／～

　の中にいる者→？akanaa

’つき〔月〕　gici／～ごとcicinukaazi／～単

　位の無尽講gicimuee
つぎ〔継ぎ］（衣服の）　1〈UU

つぎ〔次〕　？aもu

つ囲うい〔付き合い〕hwiree，　maziwai，

　Qeubiree，　eueehwiree，　tuiee，　tuihwi一一

　ree，　tuikee，　一〉一biree，　kugee，　tuNzaa－

　jaNzaa，　　こ二　うゆう，　　こ二　う　さし、，　　しゃこ二　弓

つきあう〔付き合う〕hwh’ajuN，　maziwa－

　jUNジ→こうさい／付き合いにくいhwi－

　reegurisaN／付き合いにくい者hwixee－

　gurii／付き会いやすいhwireejaQsa’N／

　付き合っている人びとhwlreeniN4u

つきあげる〔突き開ける〕　gici？akijuN，　gi－

　eihugasjuN

つ量あたり〔突き当たり｝　gici？atai「うかる

つきあたる〔突き≧旨たる〕　¢ici？＆tajUN，触ぶ

つぎああせる〔継ぎ合わせる］　gizaasjUN

つ奮うす　［ZZきfヨ］　giei？uu母i

つきかげ〔月影〕　gicikazi　　　　　「gasa

つきがさ〔禍難〕？amagasa，　gic2nu？ama一

つぎき〔接ぎ太〕　giziki　　　　　r〈．ずす

つ琶くずす〔突きくずす］　kacikuNSjuN，→

つきさす〔突き刺す］望lcikuz重∫UN，一一〉　8す

つ豊ずえ〔月末〕　giei學ii

つ9だすこ突き出す〕　neejUN

つきとばす〔突き飛ばす］　？uslkeerasjuN

つ嚢轟ける〔突き鼓ける）giNpukijUN，→つ

つきの奄の〔月のもの］→げづけいしらぬく

つぎはぎgizaahazaa，　gizaasihazaasi／

　～だらけkuusiil（aasii

つきはなす〔突き放す］　gicihanasjUN

つ豊ひ〔月田〕　φc圭hw三

1
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っ琶まとう　magibujUN，→まつわりつく／

　～さまkak：aisig：ai，　sh’ihwieimeehwici

つ豊み〔月見｝　gieimi，　gicinagami

つぎめ〔継ぎ9］　giziguei

つ豊奄の〔愚きもの〕　kakaimUN

つきよ〔月夜〕　　　gicinujUlエ，　　giCUU

つき獅り〔月割り3　gieiwai

つく〔偲く］

つく〔着く〕

つく〔点く〕

つく〔突く〕

つく〔撞く3

Pく〔懲く〕

つぐ｛継ぐ〕

　kuusi宝kaεしsii

つぐ〔注ぐ〕

つくえ〔醗〕

つくす〔尽くす｝

つくづく　　gikUliku，　，jukuujukuu

つぐなう〔償う〕　’waNcameejUN，→べん

　しょうする．．／健わせるhakijUN

つぐみ〔鵜〕mootui／毛の抜けた～kiiha－

　gi　mootui

つぐむ　gigunUN，？u（≧gigunUN

つくり〔作り〕　→ぞうさく

つ　く　 り　爵、え〔作り　カ｝え〕　　　gukuikee

つくリカ、たこ作り方〕　gukuikaもεら　muもinεい

　si，　siihoo

つくljこえ〔作り声〕gul〈uigwii

つくりごと〔作りごと〕　gukuigutu，　gukui－

　munii，　gukuimultu？ii

つく　ぢざカ、や〔造り酒屡S〕　　sakaja

つくりそこない〔作り損ない〕　gukuljaN・・

　zi，→しっぱい

つくljつけ〔作り付け3　sigil〈i／～にする

sigikljUN／～の衣裳戸棚sigikigwii／

　～の仏壇sigiki？ubugidaN

つくりiまなし〔作り話〕　gukuibanasi

つく塀）らい〔作り笑い〕gukuiwaree

つくる〔作る〕gukujUN，　sitatijUN／作り

giCUN，　　→　く　 つつ　く

9ieuN，　一＞tujuN

gika3’uN

91CUN，　隷UCUN，　→つつく

gieuN

？u（leal〈ajUN／～ことtaayi

glZUN／継いだりはいだり

　，→つぎはぎ

giZUN，？il’ijUN，　sas3UN，　（敬

sjuku　　　　L語）？Ukag彗UN

　　　gikusjuN，　’waNdajuN



つと

　そこな5gukuijaNZUN，→しっぱい／作

　ってひろげるgukuihwirumijuN／船を

　～→haZUN／新しく～→しんぞ．う

つくろう〔繕う〕　giZUN，　gukurijUN，　gu－

　kuriijUN，一〉しゅうぜん，つぐ／つくろ

　い整えるζとgukuyii－kuNt圭i

つげ〔告げ〕gigi

つ1ナあがる　？ameejUN，　gicagajUN／～こ

　と　bQO？agai，→ぞうちょう

つ｛ナぎ〔付け木〕　　gikidaki

っ1ナ　く“す　り　〔付け薬〕　　 gikigusui，　→こ　 5　や　く

つ（ヂぐち〔告げ口］　gicagimoosjagi，　kOO－

　ziN，　moosjagi／～する　kOO　sjUN，　tUU一

つけ・とどけ〔付げ届け・〕　gil｛ituduki　LsjUN

つけな〔漬菜］　giki烈a

つ1ナ撫〔付け根］　　gicikuei，　箆盤sisi

つけび〔付け火〕　gikibi，→ほ5か

っけひ為〔付け紐〕ciNnuuu

つけ奄の〔漬物〕　gikimUiN，（小児語）kOO－

　ruu，→こうのもの／～の一種目asagiki，

　zi3iki

つける〔付ける〕gi1燭観N，→？wii？UCUN，

　　くっつける，とりつける／付け回すさま

　？wiigikimaagiki／つけて明るくするgi－

　ki？akagarasjuN

つける〔漬ける〕　9量k彗登N，？uraakijUN

つける［着ける］　91kijUN

つげる〔告げる〕　gigijUN，→いう

つこう〔都合〕　gigOO，　tanari，→ぐあい

つじぎみ〔辻君｝　hwee4uraa，　hweeguri，

　saNgwanaa，→じょろ5
つじつま〔辻棲］　gibikuci

つた誕蔦〕　　gita」

つたえξまなしこ伝え話］　　giteebanasi

つたえる〔伝える〕． №奄狽≠鰍tN，　giteejUN

つたわる〔伝わる〕　gitawajUN

つち〔土3’Nca／～のかたまり’Ncabuku／

　～の一種zaagaru／～の中，Ncanumii
つ＄［槌〕／～の一一種kak圭ziei

つちあそび〔土遊び〕　’NcamutaaN

つちくPt〔土くれ〕’Ncabuku
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つちのえ〔戊〕gicinii

つ＄のと［己〕　gicinutu

つ＄ふまずこ土踏まず〕　hwisjanuw3ta

つつ（……しながら）　一agiinaa，一gacii，

　一galtaa／～ある一agijUN

つつカ、し、‘まうこつつカ、㌧・棒］　　9難《asi

つっかかるこ突掛かる〕　tu（諏εもka3UN

つづき〔統き］　→9圭rugi

つつく　　9191CUN，一〉つく

つづく　〔続く］　　　girugajUN，　　　　¢圭giCUN，

　→？a（ICUN／続いて（～かぎり）nagadUUT

　si，　nagidua．si　．　rjuN，　mutuusjuN

つづける〔続ける〕／続けてするmutuu一

つっけんどん　ciikwaaniil〈waa，→ぶあい

　そう／～な声sicigwiiniigwii／～な返事

　kuhwahwizi
つっこむ〔突っ込携　？U＄iNeUN　「k双9Uni

つつしみ〔慎み］　gigisimi／～深いことtui一

つつしむ〔慎む〕gig1sinUN，　kuguniijuN

つつそで〔筒．袖〕　tiQpuusudii

つつ漁け〔筒抜け〕　tuuruu，？uutUUI’uu，

　？uutuuruukaa

つっぱなす〔突っ放す］　？usihanasjUN

つつ1まり　　 gikasi

つつましい　kumasaN，　sjuuteekumasaN，

　→しっそ／つつましくするk“meekijUN

つつみ〔包み〕　gigimi，　gigiN

つつみ〔堤〕？amooci，？amuci，？amutu

つづみ〔蜘　gSziN，　一一ナpaaraNkuU／大きな

　～？uugizi．N／～の音boroNboroN

つつむ〔包む〕　giginUN

つづれ〔綴れ〕　hukutaa

つでこ伝手〕　giti，　hwici

つ． ﾆ〔萢〕　hwlNtu，→gitu

つど〔都度］　kaazi，→たび

つとに→hweeku
つとめ〔勤め〕　→きんむ

つとめる〔勤める〕garamieUN，　gitumijUN

つとめる〔努める〕　git．umijUN，一一〉どりょく

　する，はげむ／努め励むことsjUQsii



つな

つな〔綱〕　一一一“｝なわ

つながる〔繋がる〕　girugapUN，→つらなる

　／つながっているものgiyugi

つなぐ〔繋ぐ〕φnaZUN，　girUZUN　giZUN，

　→むすぶ／つなぎ含わせる　gizaasjUN，

　kusajuN
つなひ豊〔直心【き〕　　ginahwiei，　→？aiZOO一

　？UUNna，？UUNna／～で鉦太鼓を打つ者

　SjOOgU】GiNgU，　SjOOgU？UCi／　～でたV、ま

　つを振る者teehujaa／～で綱の上に乗る，

　拐嘉した入物sitaku／～の綱→miiNna，

　tiiNna，’UUNna／～の綱に通す榛kani－

　ci，　kanlclbooノ～の綱に棒を通す考ka－

　nicigizaaノ～の纈のつなぎ口→kanici－

　guci／～の時の掛け声ha語」爲／～の時の

　鉦の音露waaNgwaaN／～の時の鉦鼓の音．

　kiQ乞aakiririN／～の時の旗一一＞hatagas圭一

　ra／～の時の旗持ちhatagasiramuci／～

　の時のもみ合い理aaee

つなみ〔津波〕　sigar呈nami

つ激〔常］　glni／～にcaa，→しじゅう

つ激る　ginUN，　giN¢kijUN，9圭Nkij観N，　hw－

　iNmudijUN，揃多ijUNジ→ねじる，ひねる

つの〔角〕　ginu／～で突き上げるkamijuN／

　～の生えたものφ澱m篤a我

つのざいく〔角細工］　ginu多eeku

つのまた（植物名）　gin　lmata

つのる〔募る〕　nUCUN

つば〔唾〕　giNpee，　kueis鋤u／～をはく→

つば豊〔椿〕gibaci　　LtuhweemikasjUN

つばさ〔翼〕ha漁igee

つ1まめ〔燕〕　　InaQtayaa

つぶ〔粒3　gizi／～のあるもの　→g圭zinU一

　mUN／～の大きいもの？araa
つ読…9て口礫3　　？is圭bukUL

つぶれる〔潰れる〕sipirijUN，→ぺしゃんこ

つぼ〔坪3gibU　　L／つぶれたものsipizaa
つ‘ま〔壼｝　　gibu，　一一＞rb＞め

つぼ（灸点）φbu

つぼおサ〔壼折り〕　→§ibui

つぼみ〔翻cib　umi，　kukumui，　mUQkuu

つぼむ〔蕾む〕　92bunUN，　k：ukumujUN

つぼややき〔壷屋焼〕　9圭bu謳」翫ci

つま〔妻〕　勧zち→さいし／～のしりにしか

　れること£uzinuk◎◎kOO／～びいき敏zレ

　biiei／～をめとる　→kameejUN，　tumee＿

　」’UN

つま腰〕　meesuba，→？Nnazi／～が合わ．

　ないことkata？Nnazi

つまく翫ない（植物名）tiNsjaaguu
つまきき〔爪．先｝　→kootu

つ碧しらべ〔爪調ぺ〕glNdami

つまずき〔鑛き〕　ki〈≧caki　　　rmakurubi

つまずく〔蹟く〕　／つまずいて転ぶこと　gi・・

つまは獄き〔爪弾き〕一一・hazikeehazikee

つまびき〔爪弾き］？iibibaNei，→hwicida一

つ蜜み　sjuuci　　　　　　　　　　Lmisi

つまみあらいするこつまみ洗いする〕　もu（≧ci－

　juN　Fnaabisagui
つまみぐい〔つまみ食い．〕　hWiriiNgami，

つまむ　／つまんで染めるもUQC圭jaN

つまる〔詰まる〕　gimajUN，　katamajUN，

　sasigimajuN／～こと　gimai

つみ勘げる〔穣み上げる〕→つむ

つみかさなる〔積み重なる〕　gimujUN

つdy　＄ん〔積み賃〕　gim渥i瓶a

つみとが〔罪科〕　gimituga，→とが

つみにこ積荷］　9量mi鍛呈

つむご積む〕ginUN，　ma4inUN，→かさねる

つむ〔摘む］　giBUN

つむぎ〔紬〕　giMuzi，　maN／～織りのはち・

　まきmaNsaazi／～の礼服maNwataN一・

つむぐ〔紡ぐ］9圭MUN　rSU，　maNwa七aziN

つむじ〔饒毛ユ　maci／～が一・つの考　tiigi・’

　macaa／～が毛茸つある者taagimacaa

つむごかぜ〔つむじ風］kazimaei，→たつ

　まき

つめ〔爪〕gimi，→kOO毛U／～にできる腫れ

　ものgimimaajaa／～の垢gimikusu
つめ〔詰め〕　gimi
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つめあと〔爪賄gimikata

つめたい〔冷たい〕hwizurusaN／～水
　hwizu「umi4i／　～もの　？oohwizuruu／

　冷たくなつ．たさまhwizuikaa／冷たくな

　るhwizujUN
つめよる〔詰め寄る〕　學iieikaka3UN，　tagu『

　jkakajuN

つめる〔詰める〕　gimijUN，　ginUN／諮めき

　りの奉公gimibuukuu
つ点り　　→一gukuru　　　　　　　　　　　「gimui

つ障る〔積もる〕　giMujUN，　ginUN／～こと

つや〔艶〕hwicai／～が出るhaneeCUN，

　hwicaj’uN

つゆ〔愚痴→sjUUinaNboosjuu
つゆ〔露〕　giju

つよし、〔強い〕　cuusaN／～者cuubaaa／

　i強く　ciQtu，　cuuku，，NZUNzuutu，？umi－

　ciQtu，　cuuzuuku，　kuAT一／強くしばる

　1〈UNtabajUN／強くするcuumijUN／強

　くなるcuujUN，　cuumajUN

つよまる〔強まる〕　cuumajUN

つよめる〔強める］　cuum圭jUN

つら〔薦〕giragamaci，→かお／～の皮が
　厚㌔、者　 giranukaa？εしgii

つらあてに〔面i当てに〕　，wacakoogeezi

つらい〔辛い〕　1《ugisaN，→くるしい／～こ

　と？awa垣

つらがまえ　giramukumi，→かおつき

つらなる〔連らなる〕　girugajUN，→？uugレ

　rugaajUN，→ならぶ／んものgirugi

つらShく〔貫く］　nUCUN，→つきぬける　「る

つらhaる〔連らねる〕girugijuN，→ならべ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て

つらよごし鍬ajugusi，　kusihwici／～者

　kusihwicimuN

つりあう〔釣合う〕nawajUN，　nioojUN，

つりがね〔釣鐘〕gicigani　　L→にあう

つりざお［釣竿〕　giNbuku

つりせん〔つり銭3　keei，　keesimudusi

つりばり〔釣針〕　？ij双多無

つる〔弦〕　giru

つる〔鶴〕　glru，　girUNtui／～は千年亀は万

　年siNgiru　maNkami

つる〔釣る〕　gijUN

つるくさ〔蔓草〕　kaNda

つるしかぎ〔つるし鈎〕　gakizuu，　gakizaa

つるそば（櫨物名）　s鍍boo寡aa

つるつる　一一一）・なめらか

つるべ〔釣瓶〕gii／～井戸giigaa／～縄

　gunu罧u．

つるむ　girubUN，→こうせつする

つる激ん・L（植物名）　9003aa　　「giriniN多u

つれ〔連れ〕→とも，なかま／～の入たち

つ霜しあし、〔配偶〕　tacinaaka，　？umusub呈

つ画そう〔連れそう〕→つれる

つれだつ〔連れだつ〕　→つれる

つれない　cirinasaN，→はくじょう，ぶあ

　いそ5，むじょ5

つ敷る〔覧れる〕　girijuN，．soojUN，？usi一一

　91rlJUN

つわぶき（植物名）gihwahwa　raimaki

つわり〔悪阻〕　saai／～で体が弱ることsa一

つんのめる　／～ことmeeg呈Nta

て

で〔手〕　　　tii，　→一七i，　（敬語）　 ，Nci，　（卑語）　 tiQ－

　koo，→うで，かいな／～がだるいt圭ida－

　rusaN／～がとどかない→tii／～がねば
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ねばするさまtiimucamuca／～がのろい

tiiniisaN／～が早、・tiibeesaN／～で水を

飲ませること→timigi／～でもむことtii一



で

mimizi／～に余る仕事？abaeis圭gutu／～

　におえないhag批oorii，加iNφ】mi　na－

1・aN／～に取れるほど近いさま．tiituratu－

ra／～に持てる荷物mucinii／～のいたず

　らtiigOO，　tiimutaaN，罎難U竃鼠Nma璃

　七iNeamaa／～の内嫉n緑？uci／～の数鍍ka－

　zi／～入麗日八丁？ikaciroohaci／～を合

　わせる一一”tii／～を後についてすわること

eiiguusjaN／～を下すkaganasjuN／～
　を出す→装級siki5u聾，も呈▽～を加えるka－

　ganasjUN／～をこまねくこと．t枇ooδa－

　acii／　　～を放すC二　と　 →七iijuurusjaa／　～を

　よごすことtiiNzari／～をよごすことt－

　iiNzari／～をわずらわすことtiiwacaree

で（助詞）一kara，一Qsi，一saai，一saaniゴ．一uti，

　一utooti

「費あう｛ほe会ら〕　hai？icajUN，　hajaasjUN，

　？icaajUN，？icajUN，→あ5，でくわす／

　韻会えd圭jOOI’i

てあし〔手足〕gutee，　tiihwisja／～まと．い

　tilhwisjamagibui
であて〔手≧垂≦…〕　　　，joOZOO

で毒ぶり〔手焙り〕hw撫u礎，嶺？abui

であらい〔手洗い〕　m圭躯kubusi，纏i？鼠ree

Tあらし、〔手競㍉、〕　　　七ii？arasaN

である　’jaN，（敬語）dajabiru，　deebiru，

？ujaNseeN，　？waaNseeN，　？weN＄eeN，　一一“

であるく〔鐡歩く〕．→？aQcihwiei

でし、ここ梯穰〕　　　（植物名）　　dii≦ぎ程

でし、さし、〔体裁〕　　　miijOO，　　tanari

ていしゅこ亭主〕　tiisju

でいたらく

ていち〔低地〕sagai

てい書す斎〔定略する〕　？ucikijuN

でい＄よう〔丁重〕tuikuguni，

ていど〔程度〕sjaku，→ど，ほど

でいとう〔抵当〕　　　　，

ていねい〔丁寧〕　tii慕i呈，

　なことばsisiikutuba／～

しです

sikata，　sltaraku，→ありさま，

　　　　　　　　　　　　　　しようす

触ていねい

kata，　sie2mugi　tiitoo

　　　　　→ていちょう／～

　　　　　　　にする．sisijUN

ティーバinティー一　？ucahuka＄ee，？ucawa一

ていはく〔碇泊ユ　hunagal〈a圭　　　Lka＄ee

でいり〔幽入り〕？Nzi？iri，？Nzikaa？iril〈aa

でい翫〔手入れ〕　mucinasi，旗？iri　　「ri

ておく；塗しこ手遅れ〕．　，」’OOZOO？ulnエ1’i，　t量i？U玉《U騨

でおの〔手痢’juue｛，　tiiN，　saahUNgwaa，

　saahuNjutici，　一e一’uuN

てがかり｛手掛かり〕　tigakai，→たんちょ

でかびん〔手加減〕　tigul〈uru／～する　→

　taN｝〈ljuN

てかご〔手当3　　tilru，　一一〉かご

でかす　d圭kasjuN／でかしたsitai，　sitari

で：カ、ぜ〔弓三力、せ〕　　tiiguruma

てかち蟹（植物名）tikaci

てがみ〔手紙］　biN，　hagaci，　tigami，　zoo，

　（敬語）→guzoo，．たより

でがら〔弓柄〕　tigara／おお～？uutigara

てき．〔敵〕　tic呈

で気あがる〔繊来上がる〕　diki？agajUN，→

　かんせい／上できに～？NmarijUN／～こと

鷲奮こころ〔出来’£〉〕　　mimユjuk礒　　　　　Lsjミ】［bi

て議する〔適す． 驕l　husaajUN，　ginajUN，

　husajUN，？ucajUN／～さま　？ueataika一
　隷atai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　「→しつ1＆“L、

で選そこ、ない　　guku1jaNzi，　nail〈uzirimuN

で毫そこなう　　，jaNdijUN，　naihaNsjUN，

　nail〈UZ1rijUN，→しっぽい

で嚢たで／　～の食べ物siihaRa

鷲ぎ穏〔手杵〕？azlN，→きね

て豊ぽ白している　cibirε職sjaN，→さっさと

で豊ぶつ　　dikija我

で竃奄の　／～の名→ひふびょう

できる　dikijUN，　RajUN／できかかるmu－

　gukujUN／できかねること→一kaNtii／…

「することが～一juusjUN，一＝rijUNノ～だけ『

　→なる縛く

てぐす〔天蚕糸〕tigUSU，　tigUSU圭

でくせ〔手癖〕tiigusi

て｝ぐ＝き薮出日〕　？Nziguei

でくばり〔手配り］　→てはい　　　　・．
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てくび〔手首〕tiinukubi／～の痛むこと

　tii7，a

てぐみ〔手組み〕　tigumi

でく．わす〔出くわす〕　haj3asjUN，、　haQea－

　kajUN，→あ5，であら

てこ〔挺子〕　嫉k秘

でこころ〔手心］　tigukuru，→てかげん

でこずる〔手こずる〕　mutiwakasjUN

てごと［手事〕　鍼gu撫

でこぼこguuhwaahw｛ihwaa，　tugaihwi－

　gai

てさき〔手先］／～が器用なことtiguma／

　～の仕事磁sigutu，城wa鴉／～の間違

　LN　tiimamizi

でさぐり〔手探り｝　七最sagui

でしごと〔手仕事〕　もiisigutu，もiiwaga

てした〔手下〕　siNk41→はいか

でしゃばり〔出しゃばり］　nusikεしiMUN，　sa－

　sihaNkimuN，　sasihaNl〈aa

でしゃばる〔出しゃばる〕　sasihaNkijUN／

　～ことmeejuijui，　meenainai　lneenu－

　bagai，　sasihaNkigutu

です（敬語）　deebiru，→一abijUN，　da3abira，

てすう〔手数〕　tikazi，→やっかいしである

てすり〔手摺り〕　daNk批N，　yaNl〈aN

てせい〔手製3　duul〈urugukuま，　ti騨kui

てそう〔手糎｝〕　雛soo

でだし〔娼だし〕　？UQtaci，→たんちょ

てだすけ〔手助け〕→かせい

でだて　　唖〉ほうほ5

てぢか〔手近〕一→綴z量kas我N

てつ〔鉄〕　　　ku】rukan｝，　tigi

でつかえ〔手支え｝tii4il〈ee，　ti4ikee

てづかみ〔手蝦み］　もH多雪aaN

てつき〔手付き］→てぶり／～足つきむ童ijoO－

　hwisjajoo
てづくり〔手作り〕　一〉てせい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でぶ

でっせん〔鉄銭〕　kuruka職盤

てつだい〔手伝い〕kasil，　tiganee

でつなべ〔鉄鍋］　？量mUNnaabi

てつびん〔鉄瓶〕　？imUNjaQkwaN，　tigija－

　QkwaN
でつぶり　butibut銭tu／～太っているさま

　kweegweetu

でっべん→ちょうじょう

てっほfう〔鉄砲〕　tiQpuu

でつや〔徹夜〕　，juu？akiduusi／　～で　，juu一

　？akiduusii

てつる［手蔓〕→つて

てなずける〔手なずける3　tilzikijUN

てなみ〔手並〕7＞うで誠

てならい〔手習い］　tiinaree，　tinaree

てにミもつ〔冨…荷物〕　mueinii

で魔ぐいξ手拭3　tiisaaz圭，　（敬語）nagaN－

　saazi／　花もようの～hana7．um呈tiisaazi

てぬるい〔季ぬるい〕　，jurusaN，→なま．ぬ

　るい

での珍ら〔掌〕　tiinu？ura，膿鼓uwaもa，鍼N－

　　da／～のすじtiinu？aja

では　　di（lkaa，，iihii，　，oohoo，，uuhuu

てはい〔手配〕　もi畠umi，綴kubal

ではいり〔幽入り］？Nzi？iri，？Nzikaa？iri－

　kaa
で1嘆ず〔手筈〕　　　七igumi

でばな〔til端〕　？Nzihana

でばな〔嵐花〕？irihana，？Nzihana

てばなす〔手放す〕　tiil〈arahanasjuN，　ti－

　banasjUN，→tii／手放せない？aQtaru，
？・P・・a・」・N／手放せないもあ？・t・ra・i－

　MUN
てばやい〔手早い〕　もiibeesaN／　手早く　ka－

　siikas圭圭

でぶ　　buku乞oo，　bu（≧ta2akoo，　bUQtaユ’a－

　kuu，　buQtee，　butaa，　butuu，　1〈weebu一
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てぶ

　taa，　1〈weetaa，　kweetuu

でぶそく〔手不足〕　tiiburaari，　tiibusuku

でふ船〔出船〕？Nzihuni／～の祝い？Nzi－

　huni？uiwee

てぶら〔手ぶら〕’Nnadii，’Nnadiika鵜d璃

　’Nnaduu，　Nnaduukaraduu

てぶり〔…手…振り〕　tihui，　tiijOO，→てまね／．

　～足ぶりも量i300hw美sja300

でべそ隠縫騎〕　teNbusu，？weNbusu／～の

　考？weNbusaa

てべんとう〔手弁M〕mueibaNmee

てほん〔手本3　hwinagata，　maQl〈wa，　ti－

　hUN，→きはん

てま〔手間〕　eima／～賃七ima，　timaciN／

　～つぶし　timadaari

てまくら〔手就3　tiirnaQl〈wa，　thmakura，

　一〉？udimaQkwa

てまどる［手工取る〕k3rakajUN，　mUQco－

brijUN／～さまmUQeaihwiQcai，　mUQ－

　coohwi（ICOO／～時閣tirnahwima

てま激〔手真似〕　timani，→てぶり

てま凹き〔手招き〕tiiman三ci，　tiirnanuci，

　timεしr1モゑ。圭

てま壕）し〔手回し〕　timaWasi

てむかい〔手向かい〕　tiiNkee

でむかえ〔崖迎え〕　→hunaNkee

で御助調）一teemaN，一teeN，一tUN

で竜（助講）一Ndee

でら〔寺〕tira，（敬語）？utira／～の中央

　？umukoo
てらつ‘ま豊　　→sεしataa」gii

てらまいり〔寺参り〕　tiramunumee

てりかがやくξ照り輝く〕　tiraca竃ajuN

てりはぼく（植物名）　’5allabu，’jarabu

でりわたる〔照り渡る〕乞iuriwatajuN

てる〔照る〕　鍼jUN

でる〔繊る〕　？NzijUN，→？eejUN，　nucaga－

　jUN，　nusikajUN／出たり入ったり？Nzi一一

　kaa？irikaa／出かかるmu多ukujUN，　nu一

　sikajUN／茶が出過ぎる？NzikuhwajUN

でわけ〔手分け〕七iwaki

でわたす呼渡す〕／～ことtiiwatasi

でん〔天｝　→そら／～に昇るよう一＞taka

てん〔点〕　？UQci｝｛i

でん〔店〕　→maeija

てんい〔天意］　？utiNgtltu

てんうん〔天運〕tiNSUU，→うん

でんか〔天下〕　tiNga

てんがい沃蓋〕　tiNgee

てんかす誉〔転嫁する〕　／転嫁させる相手

　→，玉呈？Nmanuk囎我

てん豊〔天気〕　雛Nci，？waagici

でんき勘め〔天気繭｝　嶺da？ami，臆dabui，

　一一＞takaRusiihai

てんぐ〔天狗］　tiNgu

てんこ〔点呼〕　　　11iN多ミユ？ara七εしmi

でんごん〔伝憲｝　diNgUN，　？ija圭，　tugiki／

　～するtuuikijUN

てんし〔天子〕　tiNsi

でん霧く〔天竺〕蝦Nziku

てんじょう〔天井〕　七iNZOO

でんしんばしら〔電信柱i〕　diisiNbaaja

てんすい〔天水〕　tiNsii

てんすいがめ〔天水甕〕　tiN9，　iigaami

でんせい〔天性〕？Nmarizimu，→うまれつ

でんせつ〔儀説3gltee．　giteebanasi

でんせんする〔伝染する〕　？ugijUN

でんせんびょう〔伝染病｝　→huuci

てんたく〔蔽宅］→ひっこし

てん＄〔天地3　tiNei

てんてこまいt難hw圭s5adoori

でんにん〔天入〕

　moorigaa／～の子？arnoorlNgwa

てんねんとう〔天然痘〕　curagasa

でんばつ〔天罰〕　tiNbagi

てんぷら　huku塒iN，七iNpura

てんぶん〔天分〕

でんぷん〔澱粉〕1〈ugi，→くずこ

しき

tiNnUQCU／～の井戸？a一

takibUN，　　→　う　 ま　れつ　き
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とう

てんま〔伝馬〕　tiNma

てんまつ〔顯末〕sjubi

てんめし、〔ヲξ命〕　　tiNMii，　？usaaa」mi，　？UL一

　tiNgutu，→うんめい

てん屯ん〔天文〕　tiNMUN【

てんや冷んや　→あわてる

と

と〔戸〕　　→hasiru，　nユeezu

と｛斗〕　一tu

と（助詞）一Ndi，一tu／～書い→一tee／～言

　ってNdiei／～蕎「う一t詮u，一Ndivu／～い

　うもの→一tiramUN，一・tisi／～いうこと

　一ti争1／　～思、えば　　一tumiba／　～患え　　一・もu－

　muri／～，思って一無ユmuti

ど〔度〕　→一du／～がすぎる　麟zi5UN／～を

　過ごす學igusjUN

とい〔樋〕　tl圭

といし〔砥石〕　撫si　　　　　　　「→どの

どし・つ　tanihjaa，　tanuhjaa，　taNnumUN，

といつめる〔問い諮める〕　→tUisimikaasi－

　mi，　tuQeimijuN

とう〔籐〕　tuu

とう〔唐〕→拓。

とう〔頭〕　一kara

とう〔問う〕　tuujUN，→たずねる

どう　caa，？ica／～あろうとも？anarawa－

　N，　？anerawaN，　nuujatiNkwiijatiN／

　～かdood圭N，　tootu，七aNdi／～かど5か

　taNditaNdi1／～したところで？aNsiNka一一

　層siN／～してcaasi，投uga麟，→caa／～

　してもcaasiN，？ikanasiN，　nuusawaN／

　～しようもない㈱aNkaaN，　naraN，

　tuiN　girniN　naraN／～でもこ5でも

caasiNkaaslN／～ともなれ？廉3昂N9＆一

　xee，？aQpaNgaree／～にかcaagana，

　？ieasigana

どう（馬を制止する声）　doo／～ど5　doo－

　doo

どう〔胴］→duu，どうたい

どう〔銅］　？al〈ugani／～のやかん？akuga一

　嫡a眺waN
どうあげ〔胴上げ〕bui，　buidoo

どういする［同意する］→さんせい

どういつ〔局一〕　，inutiigi，→七呈呈9圭，おなじ

どういつにん〔同一入〕　，inuQcu

どうし・つぶつ〔局一物〕　tiigilnUN

とうか〔灯火〕　？akagai，→とぼし

どうか〔銅貨〕　？akazinaa

どうがく〔同額〕’inu？UQsa，，iNsa

とうがらL〔唐辛子〕kooreegusju

とうがん〔冬瓜〕slbui

どうかん〔臓1感〕　，inukaN

とうき〔陶器〕　zoojaci，→やきもの／～の一

　種eibanajaci，　gibujajaei「nue．iNmuci

とう窒び〔唐黍〕　toonueiN／　～の餅　toO一

とうぎゅう〔aSti〕？usi？aasi

とうぎゅうじょう〔闘牛揚｝　？μsinaa

とうぎょ〔統御〕　’usamigata

とうぎょ〔闘魚］　toobiraa

とうきよう〔東京〕　七〇〇COO

どうぐ〔道具〕　doogu／～Y一切dooguhjoo－

　gm／～がよいことdoogumasai
どうくつ冒同前〕　gar取a

とうくkんぼこ唐九年母］　tookunibu

とうけい〔闘鶏3　gigici　u”　uj　aa，　taueii，七a－

　waeii／～で，けんかをけしかけること

とうごく〔投獄〕　ruugumi　　　Lgigiciciui

とうごま〔唐胡麻〕　→ひま

とうざい〔東西〕　→tu多ai

とうじ〔冬扇　tuuzi，→tUNzii／～のころ

　の寒さ　tUNziib・iisa／　～に作るまぜ飯
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どう

tUNZ宝珈usii

どう．し〔岡志〕　一duus謳a，→なかま

どう濫〔岡時〕　，inutuci，　→いちど／～1

とう鉱つ〔当日〕

どうじつ〔岡H〕

とうしん〔灯心］

どうしん〔童塗b〕

とうしんぐ豊〔燈心草〕

　tUUZiNii

どうずる〔動ずる〕　duuzijUN

とうせい〔急劇〕　，usamigata

とうせん〔唐：船3　toosiN

とうぜん〔i当然〕　siziN，　siziNni，匿雛N，→あ

　たりまえ，ごもっとも

どうぞ　d◎05iN，　taN5i，　t◎otu，→ぜひ／

　～ど5そむaNd琵aNdii　　　ヂ→にげる

とうそうする〔逃走する〕nugil？wasijUN，

どうぞく〔1責1族］　　，NcaNtii｛｝宝，　gizimuti

どうそむん〔道二神〕seenukaN

どうたい〔胴棒〕duutee，→どう

どうS帥う〔遷i中〕　　doocuu，　m重¢i烈aka，　→

　みちすがらノ～に歌う歌mici？uta

どうづき〔麗突き〕→zibuku、

とうとう　→？u多uml，やっと

どうとう〔二等〕　→sajuu

とうとぶ〔藤ぶ］　？agamijuN，　taQtubUN，

　？usur圭jUN，→うやまう／～気持？ミ1s鞭∀

　～こと　？waagami

とう1二ゆう〔堂二物L〕　toohunujuu

とうにん〔当入］hUNniN，　ziNtii

どう禽ん［同年〕，inutusi　　　　「，inuca

どう融ん1戯・嘱隼翻伽轍i，’inujuea，

とうはつ〔頭髪〕　鱒かみ

どうはんする〔岡三する〕　gifijUN，　soojUN

とうひょう〔投票〕　huda「～iri

とうふ〔豆腐〕　toohu，→や．きどうふ，ろく

　じ：よ5どうふ／～の油いためt◎ohucaN－

　pur疑U／～の一種？usizaadoohu／～の

　かすtoohunukapiノ～料理の一種nita－

　mairukuzuu／～をしぼる前の汁kUN一

　　　　　　　　　　　　　　　こ

toohwi　L一？aaci
’inuhwii

SiN，　tUUZiN

’warabizimu

　　　　？OOtUUZiN，　’ii，

覇

　sju／～を作る鍋七〇〇hunaabiノ～を発醗

　させて作ったものもoohu500

とうふうり〔豆腐売り〕　toohu？ujaa

どうぶつ〔動物〕？撤mUN，？icimusi

とうぶん〔当分〕toobUN，→しばらく

とうへん腰く〔唐変太3toosjoogaa

とう繕…く〔東；化〕　？usitura　　　　　mahai．

とうfXんせも、そう〔東奔西走〕　？amahaiku一

とうみょう〔灯明〕？utUNnoO，？utuumjoe

とうむしろ〔籐薦〕　tuumusiru

どうめい〔同名〕　’inunaa

とう庵く纐欝〕siidu，→かしら

とう竜の〔魑：物〕　亡OOMUN

とう亀ろこしこ玉蜀黍〕　9割引UNtoonueiN，

gusuNtooziN，　rusuNtooziN

とうよう〔登用］　tuitati，（敬語）？utuitεしt▽

　～するも登i繊tijUN
ど　う　よ　う　〔動揺3　　　　→eimu？amazi／　　 ～　する

？amazicuN，　？amazuN，　’jutamicuN

どうよう〔岡搬3　duujoo，→おなじ／～であ

　る，inugut◎ON／～なもの，iRugutoorUU／

　～に，inug魏も級

どうらく竜の〔道楽者］　kwaも嬬→あそびに

　ん

どうりこ道理］　dOOri，　zi圭zira，→わけ

とうりゅう〔逗留］

とうりatう〔棟領3

どうり．atう〔岡僚〕

どうりょう〔同量：〕

どう蒼い〔岡類〕

どうろ〔擬闘

と多ろう〔灯簿〕

　一
とうろう（櫨物名）

と凝十〕

とおあさ〔山気］

とおい〔謡い〕

ra／　一”

とおか〔十β〕

とおく［旧く〕

teeruuジ→たいざい

？atama，　一“deeku

？eeZUU，9UU，一・＋なかま

’inu？uQsa，　’iNsa

　　　　　　　　クロ　　　　　　　　muglra

　　　　　　　→みち／～工事　mlci4ukui

　　　　　　　　敏疑ru，→？utuuru／～の

種　giziNduuruu，　kaguduuru

　　　　　　　　　SOOSICIglユsa

　　　　tuミュ，　→tu一

　　　　　　　　もuu？asa

　　　　　　　tuusaN／～親戚tuurnaga一

　　　道のり£uum量ei

　　　　　　　tuka

　　　　　　　kaama
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とけ

とおざかる〔選ざかるl　tuunUCUN

とおす〔通す〕　RUCUN，御usjUN

卜　一　韮㌧一（鶏を呼ぶ声）　　　，jUlユijuui

とおのく〔遠のく〕　tuunUCUN

とおのり〔選乗り〕　mici？uci

とおまわり〔遠回り｝　tuu】migui

とおめが激〔遠賑鏡〕　tUU瓢il〈agaN

とおり〔通り〕　mama，　tuuiノ（…の）～にす

　る？utaasjUN

とおりすぎる〔通り過ぎる〕　haik：waas3U．N，

haikwi2juN

とおり訟け〔通り抜け〕　tuu］ruu

とおりみ＄〔通り道〕　tuuimic三

とおる〔通る］　tuujUN

とか（助詞）　一tiglaroO，一tijal，一駈jari

とがξ科〕　tuga，→つみとが

とかい〔渡海〕　tukee

とか豊〔斗掻〕　tookaci

とかげ〔蜥蜴〕？aNdagaa，→kooreegusju－

kwee，　？waatu？oojaa

とかす〔溶かす〕　tukas5UN

とがにん〔誉人〕　tuganiN

とがめ〔智め〕　tugami

とがめる〔盗める〕　tuga　nijUN

とかられつとう〔土旧記i列島〕　siciもOO，一→

　mieinusima／～の沖sicitootonaka

とがる〔尖る〕　tugajUN／とがった難　ha－

　juuguci／とがった先　tugai／　とがって

　立ったものむa（≧CUU

とき〔時〕　tuc圭，→baa，　basju，　ciwa，　zibu－

　N，おり，じかん，じ1き／～にはmanee／～

　のPt　tucinukwil／～を占5ことtucitu量／

　～を占う役→頻。量nu？uhujakuu／～を失

　していることむuc癖ri／～を作る→tUC1

とぎ〔蜘3　tuzi

ときぐし〔螺き櫛〕sabac圭

ときどき〔時時〕CUQpuziQpu，　tuciduci，

　？ueimaai瓢aai，　→まれ

どきどきdakud3ku，　dusadusa，’Nnida－

　lcudaku，　’NnidoNdoN，　’Nnigitugitu，
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　taQtuihwlQtui，一一e・どきん

ときふせる〔説き伏せる〕　→せっとくする

ときほぐす　，waQkwasjUN

どぎまぎmoodo◎　　　「る者，waatmuci

どきょう〔度胸〕　，waa，→girawaa／～のあ

ときdiうそう〔徒競走〕　haaeesjuubu

どきん　hwiQsu▽～どきんhwiQsuihw；Q－

　sui，→どきどき／～とさせるdusami｝〈a－

　sjUN／～とするdalgumiCuiy，　hwiQsui－

　mikasjuN

と奮んする〔鍍金する〕hwaasjuN

とくξ得〕　sjuutuku，　tuku，→えき，りえき

とく〔徳〕tuku／～のある人tuku　nuci

とく〔解く〕hutuettN，→kusireejuN／髪

　を～sabaCUN
とぐ〔研ぐ〕　hweesju±y，　tUZUN／とぎ賃

どく〔翻dul〈u　　　　Lhweesidima
どく〔退く〕　dUCUN，　dul〈圭najUN，一→のく

とくい〔得意］→kooimUNsjaa／～とする

　’iijUN／～とするもの’iiti，’iirimUN

どくけし〔毒消し〕　dukugeesi

どくしょ〔読書〕　瓠鵜ihuku，→huku

どくしんせいかつ〔独身生1活〕　cuigurasi，

　duu¢uiguras㍉→ひとりもの

どくぜつ〔毒舌〕

　kueiguhwaa　　　　to

どくせん〔独占〕

どくだん〔独断〕

とぐち［戸口〕

とくと〔篤と〕

とくに〔特に〕．

　　　　　　　　　ha＄iruguci，

　　　　　　　　　t諏覗Q乞u，→じゅうぶ

　　　　　　　　　kawati，　？iruwakiti

とくのしま〔徳之島〕　tukU．nusima

どくぶつ〔毒物〕　，WiigOOmuN，，wiimUN

とくべつ．あつかい〔特別扱い〕→とくに／～

　にする　→mutiwal〈asjuN．

どくみ〔毒昧〕？ucuubi

どくやく〔毒薬〕dul〈ugusui

どくりつ〔独立〕　euidaei，→じかつ／～家蟹：

とげ〔刺〕’Nzi　　．　　Lmucicirijaa

とけい〔時討〕tucii

→kuciguhwasaN／～家
　　　　　fmucicirisig，utu

muciciri／～してする・仕事

duuka．Ngee　　rきどぐち

　　　　　　　’jaaduguci，一

　　　　　　　　　　　　ん



とけ

とける〔溶ける〕　t葺kiju層

とける〔解ける〕　haNgwijUN

とげる〔遂げる〕　七u頭jUN

どけるξ退ける〕　dukijUN，　dukinasjUN，

　nuk呈jUN，　sizirakasjuN，→おしのける

とこ〔床〕　tuku，→ねどこ

どこ　maaノ～かmaagana／～だどこだ
　maa竃amaagaa／～のmaanu／～までも
　maamadiN／　一v　ig　th“6　maaNkwilN，　si－

　rukUC圭捻1aakUC量

とこず痴し〔床擦れ〕　niNzihagi

とこや〔床屋〕　raNpa¢ijaa，→かみゆいどこ

とこよ〔常世〕　→giraikanai，　gireekanee，

　難iralk3簸畿i，　nifeekanee

ところ〔所〕eukuru，一〉ばしょ

ところで（助詞）一teemaN，　一一teeN

ところでん〔心太〕　kuuribuutu，　tiNsii－

　lgaN，　tugurutiN

ところどころ　tukurudukuru，→あちこち

ところばらい〔賦払い〕．tukurubaree

とさ（助調）一Ndisa，一tisa

とさか〔三冠］　k段Nzi

とざす〔闘ざす〕　MicijUN．，ゆとじる

どさどさdusadusa
と　L〔磯三〕　　七usi，　一tu，　→，jaca／　～カ｛改まつ

　て方向の悪いのが蔽ることtusinOO1／～

　がいもなく→，juca／～とった親馳s3磁一

　？uja／いい　～をした者’jacεしnumUN，

　tusinamUN／～とって見える　？wiiraaS－

　jaN／～の功tusinukuu／～のほど　もU－

　sibee／～をとる　？wiijUN／～を経ている

　ことniNhwiri
としうえ〔隼上〕麟鴉，tusiglii7．a，　tusi一

　？wii，→ねんちょ5／～と隼下一一〉？uQtu一

　騨za／～の入たち爵多akata　　rごろ

としかっこしう〔年絡N］　tusikaQkoo，→とし

としご〔年子〕／～を産むことtaN｝〈aami一一

　S圭，騰gimis圭

とじこめる〔囲じ込める〕　micil〈umijUN

1 としごろ〔隼ごろ〕　七usiguru，　→giriml，

　huduhudu，　nihaeiguru，　zuusicihaci，

　としかっこう，ねんぱい

としした〔年下］　tusisica，？u航u

としのよこ隼の夜］　もusi頚U趣ru

としび〔無臼〕　→tusibii

とじ罹り〔戸締まり］　S2mari／～の装概S呈N，

　siN7yasi，　一一＞hasimanusaN

としょく〔徒食3一“・むだぐいNnaNgwee

としょり〔年三り〕tusjui，→tusinamUN，

？uhuza，？wiQCU，（敬語）？utusijui，お

　おとしより／～と子供　tusjuiwarabi，

　？wiQcuwarabi／～の子tusjuinUQkwa／

　～の声tusjuigwii

とじる〔閉じる〕　kuujUN，一→しめる

とCる〔綴じる｝　tudijUN

とし冷すれ〔年：忘れ〕　tusiwa＄iri

どしん／～と音を立てるdusamikasjuN
どせいξ怒声〕　kUNZOO？abii

とせんば〔渡船揚〕’wataNzi

どだいいし〔土台石〕　nii？isi

とだえる〔途絶える〕　tudeeCUN，　tudeejUN

とだな〔戸醐〕　kwii，　tudana

ト虫ン　dUU耽aN　　　　　　　 「Z銭NC登

と雪〔土地〕zii，→tukuru，じしょ／～の入

と＄ゆう〔途中〕　micinaka，→ちゆ5と

とつおいつ　？ucii3a（≧cii

とっか〔徳化3tuQkwa
とつぐ〔嫁ぐ〕　→diQS圭N，　mUCUN，　taCUN，

　璽tu／　とつがせる→ta根jUN　→かくと弓

とっくみあい〔取っ組み合い〕tueegil〈amee，

とっくみあう〔取っ悩み合う〕mueibaajUN，

とっくり［徳利〕　tUQkui　LmusubaajUN

とrつぜん［突然3　？aQtani，→？a（鉾a一，きゆ

　う，にわか，ふい／～の…幸運？a七agahuu／

　～のできごと？aQtagutu
どっ　 ちつかず　　　 ？UNbuikoobui

とつ＄める　tUQgikijUN，　tu（≧cim圭jUN

とつつ勇、まえる　　　t1ユ《ミ1くa¢inユijUN，　→つ）btSま

　える
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とま

とっておき〔取って置き〕kazimimμN

とつべん〔訥弁〕　kucibita／～であるkuci一

　？NbusaN

どて〔土手〕？amooci，？qmuci，？amutu，

→giNmaasaa　　　　　　r毛ない
とでつ奄ない　lcakiniN？ooraN，→とんで

とても　　duutu，　gooi，多ooja

どてら〔縄抱〕　’juuzi

と．とう〔徒党〕　→tutoogumi

と　ど　く　〔届　く　＝｝　　r～量caεしjUN，？icajUN，　tuducu－

　N，→およぶ，たっする／届かないこと？ie一

とどけ〔届け〕　tuduki　　　．LeekaN七ii

とどける〔届ける〕　tudukijUN

とどこおる〔滞る〕　tatamajUN，　tudukuu－

　jUN，つかえる→／～こと　tudukuui

ととのうこ整う〕　tutunajUN／ととのって

　いないことsa（旗00

とどのつまり　→？uzumi

とどまる［止まる〕　，judunUN，，jusinUN，

　tudumajUN，一→とまる／　とどまらせる

　，jlユこlumijUN．

とどろかす〔轟かす〕　dusamikasjUN

どなた　maa，→だれ

どなべ〔土鍋〕saakuu

《…：なり〔隣〕　naurabi，もunai，→kadunucaa－

　si，むご5どなり／～近所cukeetunai，

　1｛eetunai／～付き合いもunaib鋤ee／～の

　家eiNzu／～近所を園ること　tunaimaai

どなりちらす〔どなり散らす〕　？abiihOO5UN

どなりつける　？adaasjUN，　ta（≧ei？adaεしs5u－

　N，？udaasjUN，→しかる

とな　り　むら｛＝隣村〕　　　tunaimura

どなる　？abijUN，→さけぶ／どなって驚か

　す？abii？udurukasjuN／～声kUNzoo一

　？abii

どの　canu，　zinu，　ziNnu／～くらいca－

　hwi，　canusjalcu，　caQpi，　caQsa／～くら

　いのcaQpeeru／～くらいの時間caNna－

　geeノ～くらいの丈eadaki／～くらいの

　選さcagatOO／　～くらいの長さcanagi／

　～揚合canubaa／～人canUQcu，　zinUQ－

　cu，→どいつ／～辺瓶aahwiN，　maari－

kaa／～方尚maamutii／～よ5なcanu－

gutooru，　caNneeru，一＞canujOO／～よ

　5に　canugutu，一一＞canujOO

どの〔殿〕　一mui

とのがた〔殿方〕　meewikiga，　satumee

とのさま〔殿様3？umee，→？umeenumee

とばく〔賭鱒〕　→かけ，ばくち

とばす〔飛ばす〕→tubUN，？UQtubasjUN，

　？紐Qtu貧ugasjUN

とびあがる〔飛び上がる〕→はねる／飛び上っ

　て驚く（飛び上って喜ぶ）tUNmoojUN／飛

　び上ってさわぐさま　tUNturumookaa，

とびうお〔飛魚〕tubuu　　　L→？u㌻imai

とびこえる〔飛び越える］　tUNkwiijUN／飛

　び越え飛び越えtUNkwiihaQkwii

とびすさる　tUNsigiCUN，→とびのく

とびでる〔飛び屡る］　tURZ呈jUN

とびとびに〔飛び飛びに〕tubeetubee

とびのく〔飛び退く〕tUNnajUN，敏N亭i多i－

　CUN，→のく

とびはぜ（魚名）？i1bUU，　tONteNmii

とびはなれる〔飛び離れる｝tUNbanarijUN

とぶξ飛ぶ〕　tubu駕→？UQtubUN，はねる／

　～鳥tu－bitui／とんだりはねたり→’udui一

とべら（植物名）　tubira　　　　　Lhani

とほ〔徒歩〕　kaci

と嫌う〔途方〕／～にくれる→tihOO／～に

　暮れることzaama，　zaamatiima
とぼし〔灯〕　tubusi，．．業ウと5か

とぼしくなる〔乏しくなる〕　一一“teejUN

とぼる〔点る〕　tubujUN

とま〔苫〕　七uma

どま〔土間〕　一一■．＄ikubuu

とまどう〔戸惑5〕　zamaiujUN／　～こと

　zamadui，　zamaduikaa，　zamaduikaadui

とまり〔泊まり〕tumai　　　　rjaa
とまり〔泊〕　（地名）tuma圭／～の者敏颯a一

とまる〔．比まる｝　，jusinUN，　tumajUN，　→

　とどまる，やむ／th　9らせる，jusim諺UN
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とま

と窯る〔油まる〕　，jadujUN，　tumajUN

とみ傭〕？weeki

とめる〔止める］　eiz童jUN，　tumijUN，→

とめる〔泊める〕　tuni量jUN　　　　　しやめる

と墨〔友〕

とも〔供〕

と奄供〕

と駁麹翻

と6（助詞）

と奄あ叡

と為．だち〔友だち〕

　き合いdusibiree

　み過ぎることdusimugiuri

と竜る〔点る〕　tul）u3u翼

どやつ　→どいつ

どよう£土用〕　（三uujuu

とら〔虎〕tura

とら〔寅：］　tura

どら（感動）　，Nda

どら〔銅羅〕　　　Mlエragani

→ともだち

むumu，　（敬譜）　？utumu

mamaノ～に一〉いっしょ

tumU／～の方matumU
　→一もUN

nuu5atiNkwii5atiN，・f　＄ておき

　　　　　．dusi，→しんゆう／～付

　　　　　，dusikugee／～と親し

とらえる〔捕える〕　kagim3jUN，→つかまえ

　る／捕えてしばるkaramijUN

どらこえ〔どら声3　duragwii

とらのおらん（樹勿名）　turanu多uu

《≡：　髪ナ　〔，鴇＝｝　　tui，　（卑語）　→，jurnミュ蕊u呈，　，jumu－

d頗aa，→にわとり／～の一種k磁aru／

　～を捕えるかご？utusiguu

とり〔酉〕　tui／～無の二七uinUQeu

とりあっ勇sLs〔取り扱Ls］　　muti】2asi，　　tui一

　？agikee，．もUNzaku，一→あつかい

とりあつかう〔取り扱5］tui？agl｝〈a，i　UN，　一ン

　あつかう　　　　　　　　　　「→あつめる

とりあつめる〔取り集める〕　tuicameejUN，

とぢあ恥せ〔取り合わせ〕tujaasimUN

とりあわせる〔取り合わせる〕　t噸aas3UN
と　り　し、〔，属居〕　　　七uri　　　　　　　　　　「CUむiNaukuru

とりえ［取り柄〕　tuiaul｛uru／ひとつの～

とりおさえる〔取り押さえる〕　tUQgikijUN

とりおとす〔取り落す〕tuihaNsjUN，　t・ui一一

？utusjuN　rmuiusju．　N
とりかえす〔取り返す〕　tuil〈eesjUN，　tui一

とりかえつこ〔取り替えつこ〕　→こうかん

と琴かかる〔取り描かる｝　sikakajUN

とりかごこ鳥籠〕s。ominaakuri

とりかこむ〔とり囲む〕　kanimaasju．“T

とりかわし〔取り交わし］tuikee，

　？utuikee．　　　　　　「そく，

とりきto　［取り決：め〕　もuieiwami，

とりけす［取り消す〕　？iikeesjuN

とりこしくろう〔取り越し苦労〕

（敬語）

けいやく

→　やく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？umaaN－

gasagasa，　？waabasiwa，　？waaba？umli

とりこむ〔舞創り込む］　tuikunUN

とljざた〔取沙汰〕　一品わさ　　　　　「はい

とりしまり〔取り締まり］七uisimari，→し

とりしまる起取り締まる〕　tuisilnajuN，→

　かんとく，かんりする，しはい

とりしらべ〔取り調べ〕　tuisirabi，一→しらべ

とりすがる〔取り纏る〕　tui瓠gaj媒N，一〉つき

　まと5／～さまtu玲iga玲igai　　ヂてる

とljすてる〔取り捨てる｝　tui￥itijUN，→す

とりそろえる〔敢り揃え．る〕

とり雪がえる〔取り違える〕

　1Cigla3u黄，一→まちがう

とり＄らす〔取り散らす］

　tuicirakasjuN，　tuiei

とりつぎ〔取り次ぎ〕　　’

とりつぐ〔取り次ぐ〕　．

とりつくろう〔取り繕う’i

とりつ｛ナるこ取り付げる〕

とりで〔砦〕　91u錘ku

とり．なし　tu2nasi

とりなす　tuinoosjUN

とりはからう〔取り謙らう〕

tuisuraas3’uN

mamlZuN，　tモユー

tuieirasj’uN

　　tUigiZi

　　tuigizu！

　　　　gukuriijuN，

　　　　購91JUN，

sigeerakasjuN，

　　　　　　　rigizi

　，（敬語）？疑毛u一■

　　　　fkurijuN

　　　　　　　　gu一

　’@　→つけ
　　　　　　　　しる

，一一一｝しゅうせん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　幅hakara3嚥，

　tuihwakarajuN，→はから5

とりfまだ〔，騒肌］　hukugii／～が立つhuku－

cirugeejuN，　hukugidaeuN，　tuihukugi－M

daCUN，→hukugaa／～が立つこ：とkii－

　hukugidaei
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どん

とりぶん〔取り分〕tu圭mee，→わけまえ

とりまき〔取り巻き3　？uutikwee

とりまく〔取り巻く〕　maeaasjUN

とりめ〔鳥R〕’jurumiQkwaa

とり6ち〔鳥翻’jaNmuc圭，　muci

とり奄ξす〔取り罠す〕　→とりかえす

とりやめる　kUNdasjUN，→ちゅうし

どりょうが曲る〔度量がある〕　cimubirusa－

　N，→かんよう　　　　　　「→つとめる

どりょくする〔努力する］？urnihamajUN，

とりよせる〔取り審せる〕　tUijUsijuN

とりわけkawati，．？iruwakiti

とる〔取る〕　tujUN，→うばう，うばいとる，

　かすめとる／取ったりごまかしたりするさ

　ま　keetuihwicitui／取って集めるtui－

　earneejUN／取って置くhwieinasjuN，

　ta．bujUN，重uimaasjuN／取って自分のも

のに．浄るtuikUnUN／取ってしまうhwi一

．QtujUN／敢り放題七uibus3ahUNdee／盛

　んに～tuigikijUN

ドルばこ〔ドル箱〕　ziNbaku

ど馳　Z動u／～くらい（～だけ，～ほど）caa－

　sjuka，　cahwi，　eamisi，　camisika，　canu－

　sjaku，　eanusjuka，　caQpi，　eaQsa，　casa－

　kli／～ほどでもcaQsaN／～ほどのca（1一

ど馳（感動）’Nda　　　　　Lpeeru
ど馳い〔奴隷〕→naagu，’N4a，’N7faQkwa

どう〔泥〕　duru，→つち／～だらけduru一

どうあし〔泥足〕　du｝眼bis5a　　　LbUQt4a

どろあそび〔泥遊び〕　durumutaaN，’Nca－

　mutaaN
とろう〔徒労〕　？ada，，NnanaNzi

どうた〔泥田〕　，jubi，，jubita

ζろとろ　nurUNturUN，　turutuyu

どろどろ　duruduru，　gweNgweN

とろび［とろ火〕　euruturiiubii

どろぼう〔泥棒〕　nusudu，一〉　hwizaidiina－

　gaa／～するnusunUN／蟹の前で～する

　ことrniihainusudu／～猫gacimajaa，

　→？uhug＆ci靴ajaa／～よけに畑にさす串
　　ゆ　サ　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　の

　zngUUSI，　ZllgUSl

どろみず〔泥水〕　durumigi

どろみ＄〔泥道〕　durumiei

どん　dON／～とい5音を立てるdONmika－

　sjUN／～どんdONdON

どん〔鈍〕→にぶい　／～な者dUNnamUN

どんかん〔鈍感〕kaNduu，→にぶい

どんす〔鍛子〕

とんちんかん

　gatai

とんで奄ない

jtiN，

dUNS圭

／～な話miNl〈uzirimumu－N

　　　　　　　　　kuuwee，　一maanu，　？umu一

　　　　　とてつもない，めっそうな／～事

kawaQtakutu，　？umaaraNmuN

どんてん〔曇天3　kumui戯黄。童，→くもり

どんな　caaru，　ca簸ugutoor璃．　caNna，

　caNneeru，一k）いかなるノ～にcaasjuka，

cqnugutu，　canusjuka，？ikira／～CC沢

　由　　　casakii／～1こ二丁㌔、問　　caNnagee／　　～選

　方cagatoO／～ものcanugU七〇〇rUU

どんぶり〔．舛〕　dUNburi，　makai！～の一一一■種

→sjUNkaN，’waNbuu／～の大きいもの

？aramakai，？aramakajaa／　‘～料理を持

　ち寄ってする宴会dUNburiinucaasii
とんtま　？aakee多uu／～の一種kazihuci？a－

　akee4uu，　naakudaamaa，　taamaa／～の

羽のように美しい着物？akegubaniNsu

とんぼがえり　giNburugeei

とん窯　→まぬけ

どんよく〔障壁〕　goojuku，→よくばり／～

　な．者goojul〈uu，？uhujukuu
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な

な

な｛名〕　naa，→なまえ／～があがるRaja一

な〔菜〕？oohwa，一＞naa　　　LgajUN
な（禁1ヒ）　一画a

なあ（助詞）　　　，jaεし，　，joo

ない｛無V・〕neeN，　peeraN／～ことにして

　おく物neeraNmUN／…の～者．　mook一

　εしa，㎜ookUU，一瓢OQ，一m鴫koO

ないがい〔内外〕？賢cihuka

ないかく〔内濁〕　→鱒oozo◎ZUe（敬語）gu－

　hjoozoozu，　？uza

ないしょ〔内証〕naig，　ikaQ七eeN，　neesjuu

なts　9よう〔内情］　？ucuu，→じ：じ：よ5

ないしょばなし〔内説話〕neesjUubanasi，

　9魏m＆恥u獄ugatai

ないしん〔内心〕　cimu？uci，したごころ／～

　喜ぶことsicajurukubi

ないぞう〔内臓〕　難wii，，wat＆m圭imUN，→

　ぞうもつ，はらわた

ないちまい〔内地米／→ほんどさん

ないつう〔内通｝　neegUUv→うらぎる

ないない〔内内〕　→うちうち

ナイフ　91ilgU

ないふくやく〔内二二〕numigusui

ないぶんξ内分〕　neebUN

なう〔憶う］　noojUN

なえ［苗〕　難ee

なえぐ〔整ぐ〕　neeZUN

なえる〔萎える〕neejUN，→しなびる

なおこ猶3　’juku，’jukUN，一→さらに

なおす〔直す〕　hwicinoosjUN，　n◎osjaN，

　→tuinoosjUN，しゅ弓ぜん，しゅ5り

なおる〔薩る〕hoojUN，一一〉こんじする

なおれこ名折れ〕1〈uslhwic童，　n段濃i，→ふめ

　いよ　　　　　「kaguru／～の物轟翫ka嶺

なか〔中〕　mil，　naaka，　naka／～ごろna一 1

　なか｛仲〕　naakξ㍉澄我k歌，→むつ’まじ㌔㌧ふ

　なか／～が悪いkuhwasaN／～が悪k・こと．

　hunaka，　kuku／～が悪くなるku難wa計

　UN／～をとりもつさまRaakatuihatatui

ながあ齢〔長雨〕　naga？ami，　nagabui

ながあ七戸〔長……歩き〕　naga？aQci

ながい〔長い〕nagasaN，　nageesaN／～閻

　nagee，　nagadee／～間ずっとnagadnu－

　sS，　na塞iduusi／　　～命　　MUMIユC三ノ　　～旅路

　nagamici／～病気Ragajami／～もの

　nagaa／長くかかるkaraka5UN／長くか

　かることnagagal〈ai，　nagagarakeeノ長

　く．つらなるさまgirinagaanagaa

ながい〔長居］　nagagibi，　nagaiiダ→なカ｛ざ／

　～する人nagagibaa　　　「ちょ、らじゅ

ながい豊〔長生き］　coomii，　naga？ici，→

ながおい£長追い〕　竣aga？LtU圭

なかがいにん［仲買人〕？aeoodu，　bakujoo／

　～のことば？acooduguei

ながさ〔長さ〕nagi／一定の～cunaagi／

　～が足りないこと？iceehaNdii

ながざ〔長座〕　nagaga，→ながじり

ながし〔流し｝　miN七ana

ながしめ〔流し遷〕hwic呈mi，　S300瓶i

ながeり〔長尻〕　n＆gagib勾→ながい，なが

　　ざ／～の者nagagibaa

ながす〔流す〕　nagasjUN

ながそで〔長話／～の上着→maakwaa

なかそら〔中空〕　nakabi，→そら

なかぞり〔中剃り〕　naka多ui

なかたがい〔仲違い〕naakaguhwai，　naa－

　katagee，　→なか

なかだち〔仲立：ち〕　nakadaci，　naka？iri

ながたび〔長旅〕naga？aQci

ながつづき〔長続き〕nagagizic量／～させる

746



なぐ

　MutuusjUN／～するMutuujUN
ながとうりゅう〔長逗留〕　’juudu

なかなおり〔仲旧り〕　naak哉ロooi，　nakano－

　oL’wabuku／～する→kuneeju｝1／～さ

　せる，一・一｝わかいさせる

ながながと〔長長と〕　／～寝ること　naga－

　booi，　nagaboojaa／～ねそべることna一

　gaRubiteori／～延びたもの

ながなき〔長鳴き〕　tacinaci

なかにわ〔中庭〕nakaniwa

なが葱ん〔長年〕n＆g乳niN

なかば伴ぱ｝　　　　，
　ra，　nakaramici，→とちゅう

ながびく〔長引く〕

nagahwee－

　　　　　Lraa

　　　　　　　　　　mic圭nak＆ra　llakaba，双我ka一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，はんぶん

　　　　　　　　　　　　　　hwicurujuN，　hwieu一

　．xuujUN，　nagabiCUN／病気が～namata－

　rijUN／～ことnagagakai，　nagagarakee，

　nagahwieurui，　nagahwieuruu，　naga－

　hwicuruuiノ～さまhwicuruumucuruu
なかま〔仲間〕　giri，　dusi，？eezuu，　guu，

　一→。ka七a，どうりょう／～となることka－

　taree／～に入れるkatarajUN／～はずれ

　guuhaNdaa，　guuhaziraa

なかみ沖身〕mii

なかむかし〔中昔〕　nakamukasi

ながto　［眺め〕．nagami

ながめる〔眺める｝　nagamijUN，→みる

なが屯雪〔畏持ち〕nagamuci／～するta－

　rnucuN
なが庵の（蛇の忌み調）　nagamUN

なかやすみ〔中休み〕nakajasim量，　nakaju－

　kui，→きゅうそく

ながやすみ〔長休み〕　漁agaj馨imi

なかゆび〔中指〕naka？圭ibi

なかよく〔仲よく〕　kanaganaatu，→kama

　sikajUN，むつまじい／～すること’wa－

　daN，　’wagoo，　7wagoowadaN！wadaN一

なかよしこ種良し〕’iin＆aka　　Lwagoo

ながら　　一agllnaa，一gac11，一ga翠aa・一naga－

　ra，　一nagnnaa

ながらえる〔長らえる〕　nagarajUN

ながらく〔永らく〕→ながい

なが勲，〔流れ〕nagari

なが乳ぼし〔流れ星〕　husin再aa？u級cii

ながれる〔流れる〕hajUN，　nagarijUN／よ

　　どみなく～さまSOO「USOO「u・SOO「USOO”’

ながわずらいし長煩い〕．nagajami　Lruu．

なぎ〔凪〕　turi

なきあかす〔泣き明かす］　naci？akasjuN

なきいる〔泣き入る〕　箆aci？ijUN

な奮がお〔泣き顔〕　nacigau

な琶くらす〔泣き暮らす〕naeikurasjUN

な9こえ〔泣き声〕na¢lgwii，→なく

なきさけぶ〔泣き叫ぶ〕？ab1jUN，→tiNsa一．

　rna，なきわめく

なきL’ん〔今帰仁〕（地名）naciziN／～の者・

　naelzlnaa
なきつかれる〔泣き疲れる〕nacikwaarijuN．

なきつく〔泣き付く〕nacikakajUN

なぎなた〔長刀］nazinata

なきま激〔泣きまね〕　nacineebi

なきむし〔泣き虫〕　　nacibusi，　nacihusjaa

なきわめく〔泣きわめく〕　？abijUN，→なき

　さげぶ／～者？abijaa

なきわらい〔泣き笑い〕naciwaree

なく〔泣く〕？ahijUN，　hwiizijUN，　naCUN／

　～さまnaCigeegee，→？aQk圭jeO，’，Ngaa一一

Ngaa，　siQkuihaQkui，　siQkweehaQkwee，

’weewee／～ような話し方nacimunii，

　nacimunu？iYめそめそ～ことsipitaina一・

　ci・’wiiruunaci／泣きそうな顔gir擁0◎／

　泣きそうなさまnadagurumaai，　nada－

　gurumaajaa／泣きながら言うことmu一一・

　nu？ilnaci

なく〔鳴く〕？abijUN，　huk呈ju璃RaeUN，

　？utajUNノ～せみ？ab重5a3／～もの？abi一一・

jaa

なぐ〔凪ぐ〕　加rijUN

なぐさむ〔慰む〕nagusanUN

なぐさめ〔慰め〕　nagusami

なぐさめる〔慰める〕nagasamijUN，　nagu＿
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なく

　sanuN，　一elmu

なくす〔無くす］？usiRajUN

なくなく〔泣く泣く］　n段k磁aku

lなくなる〔無くなる〕　一→S鋤穏

なぐりつけるsuguikeerasjuN
なぐりとばす　　suguit・ubasjUN

なく．る　　？atijUN，　niijUN，　sigiki3UN，　SU－

　guj羅X，一“vkurusjuN，　t圭i，うつ，たたく

．なげあい〔投げ合い〕nag2ee

な1ブう砂〔投げ売り〕　麟ti？u圭

なびくξ嘆く〕　／嘆いてkuriigurii

．なげこむ〔投げこむ〕　烈ag三NCUN

なげすてる〔投げ捨てる3caNnagijUN，

　haNnagljUN，？UQcaNgijUN，→すてる

なげちらす〔投げ散らす］　／～ことRagiba一

　数aree／投げ散らしておくことRagihoo－
　i’ii

．なげ竜の〔投げ物〕　時日鵬職

な｛ずやり〔投げやり〕　駆ag肱oorii

．」なげる〔投げる〕　nagijUN

なご〔名子〕　naagu／～の住む宅地’isiciノ

　～の往む宅地の地代，isici露anee

なこうど〔仲人〕　nal〈adaeS／～1→？acoo－

　duguei

なごむ〔撫む〕　turi3UN，→おだやか

なごらん〔名護翻（植物名）　naguraN

なごり絡残り〕naguri／～惜しい？aciza－

　r我N，徽ag縫rlS］aN

．なさけ〔葡nasaki，　sinasaki，→あいじょ

　　う，じx5，にんじよ5，めぐみ／～をか

　ける一一＞cimu／～深い→やさしい

コなさ｛ナなし、白青ない3　giriRasaN

なざし〔名指L〕　　na多asi

なし〔無し〕　一mOO，一mu（≧kOO

なしとげ蒼〔成し遂げる〕　tuziMijttN

な’す〔茄子〕　　naageibi

なす〔為す〕→する

なすりつIY’る　sirina亭ijUN，麟rig圭ki5塾双／

　　なすりつけてのがれる　亭ir蜘u窟餓諏N

，なする〔擦る〕na￥ijUN，→こする

なぜ〔何故］　→caa

なぞ〔謎3？akasimUN，　munu？aka7・ee

なぞる　dam圭jUN

なた蹴〕7amanazi，→おの
なだ〔灘〕　捻a訟

なだかい〔名高い〕naa？juru，→eil〈wii一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　jUN，　naε㍉　tujunUN，？u七u？ueu’N／　～も

　のeikwiitamuN，　nadakeemuN，

なた激あぶら〔菜種海　maa？aNda

なだめる〔宥める〕sikasjuN／なだめすか

　すことgikasiimaaliii

なつ〔夏3nagi／～の初め烈agiguci，’wa－

　kanagi

なつかしい〔懐しい〕？anagacisaN

なつ響〔夏着〕　nag圭mUN

なづけ〔名付け］　naagikii

なっとくする〔納得する3ciciwakijUN

なつば〔菜っ葉〕？oohwa，→naa

なつ蜜け〔夏：負け〕　humlcimaki，　nagimaki

なつ奄の〔夏物）　nagimUN

なでる〔撫でる〕nadijUN／撫で測すさま

　？a鵜as3aikumas践ai

など（助調）　一Ndee／～と一naQkwee

なな〔七〕　→しち

なな． ｭさ〔七草｝　　naNkanusiku

ななつ〔七つ〕　→しち

ななつ1まし〔七つ星〕　nanagibusi

ななひろ〔7尋〕nanahwiru／～半nana－

　hwiruNnaakari　fbeejuN
ななめ〔斜め〕　naNbeei／～にする　naN一

なに〔飼〕　nuu，→なん／～かnuugana／

　～するnuusjaru／～とそdoodiN／～何

　nttilnUU／～ほどのnuusja1’U／～もかも

　nUUNkwiiN／～やかやnuujaakWiijaa，

　Raukw銭
な1二がし［季可某〕

なにごと〔何事〕

なにぶんこ何分〕

なに．奄の〔何者〕

なのか〔7日〕　sicinici

nam9鼠S1，訟ugunaa
nuugutu

nanibuN，　naNbuN

もaNnu撒UN
．．● ^～’ごとの法事na一
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なり

　Nka／～1ε月　naN｝〈anusiku

なのり〔名乗り〕　nanul／～の頭に用いる字

　nanuigasira／～を付けるnanujUN

なのる〔名乗る〕nanujUN

なは〔那覇〕naahwa，　nahwa／～の人naa－

　hwaNcu，　一ynaahwaa

なびく鱗く〕nablCUN，→たなびく

なふだ〔名札｝nahuia

なぶ．り為の麺なぶり者〕　nabalcuimUN

なぶる　nabakujuN．

なべ〔鍋3naab圭／～釜の修理naab圭nakuu，

　naabinukuu／～の一一種niNmeenaab圭，

　saNmeenaabi，　siNmeenaabi，　一“naabi／

　～のふたRaabinnhuta，　kamεしNta，”～を

　さぐって食：うことnaabisagui

なべずみ〔鍋墨3naabinuhwiNgu

なま〔生］nama／～であるnamasaN／～の

　いもnama？Nmu／～のものna塒amuN．
なまいき〔生意気3　piisaixr，？waaci／～で

　あるciidakasaN／～な考ciidakamuy±，

　eigweeimuN，　eiigweemuN，　一？ieisaka－

　siNza／～になる。圭gweejuN

なまえ〔名前〕　澱a，namee，→からな，せ

　い，な，なのり，わらべな

なまぐさい〔生全い〕　hwirugusasaN／～に

　おい　捻kaka鴉／　～もの　hwlrugusari－

　mu醇なまぐさ坊主sisikweeboozi

なまくらmaguraa
なまけ奄の〔怠け者〕　dazaku，　guuda，，ju－

　rarijaa，　’jurasimuN，　’jurasjaa，　mii

　？NmasimUN，　narnatarimuN，→ぐうたら

なまける〔怠ける〕　，jurarijUN，　naraatai’2－

　jUN，？ukutajUN／～こ二と　’jqdaN，’juda－

　Ntaari／なまけがち，jurasihai

なまごろし〔生殺し〕　namagurusi

なます〔謄〕namasi

な蜜にえ〔生煮え〕→はんにえ

なまにく〔生肉〕．namazis1

なま轟るい　→てぬるい，ぬるい／～さま

　nurUQkwikaa／～者nurUQkwimUN／
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　なまぬるくなるnuruQkwijuN

なまみず［生水］namamizi

なま奄の〔生物〕　namamUN

なまり£鉛〕　mi4圭kani，　namari，　sirukani

なまり〔説り］　kutuba，．一→ほ5げん

なまる〔鈍る〕　magurijUN，　namarijuN

なみ〔波〕　nami

なみ〔壷み〕　gini，　nami，→ふつう

なみかぜ〔波風］　namil〈azi

なみだ〔涙〕　miinada，　m沁ad＆，　nada，　na－

　mida／～ぐんださまnadaguyumaai，　na一・．

　dagurumaajaa
なみだ愚ろい〔涙もろい〕　nadaj　oosa　N．

なめくP〔婚鍮〕Ram1musi，　namlmusjaa

なめらか　→nadUQtNee，すべっこい／～で

　ある．．naNdurusaN／～に出るさまSOOI’U－

　sooru，　soorusooyuu

なよなよと→’jujuzurasaN

ならい〔習い〕→一naree

ならう〔習5〕　narajUN／～こと　一naree／

　習いおぼえる？ukitujUN／習わせるna－

　raasjuN
ならう〔倣う〕？utaasjUN，→まね

ならす〔鳴らす｝　narasjuN

ならす〔均らす］　narasjUN，　tOOMijUN，　tu－

　namijUN，？usitunamijUN，→へいきん

ならず為の〔ならず者｝　hu「imuN・gaa”

　hweemuN，→ふりょう

ならび〔並び〕　narabi

ならぶ〔並ぶ〕　kunabajUN，　nanUN，　nara－

　bUN，一）しつらなる／並んで→girihagaa一

　nagaa
ならべる〔並べる〕

なら擁Pし〔習わし〕

　かん

なり　Raj，

な琴きん〔成金〕

なりふり

なり奄の〔鳴り物〕

　　　　　　　　f→つらねる

1〈unabijuN．T，　narabijuN，

nayee，　gul〈u，→しゅ5

　　　　　　　　→さま，

　　　　　　　　　　　？aQta？weekiNcu

　　　　　　　huuzi，→なり

　　　　　　　　　　　　　nalmuN

fdi　lj亀の〔生りもの〕　naimUN，→み

なりふり，ふくそう，み

しなり



なり

なりゆき｛成り行き〕　「益einai，　narijucl，→

　しだい

なる〔成る。為る〕　najUN／なりかけ一nεし三一

　gataaノなりきるa議cirijμ聾ノなりそこ

　なう舩ih3NS麟N／お…に～一mi￥eCN，

　一NseeN　rnajuNなる〔生る］　najUN／ならせる　無arasjUN

なる〔鳴る〕　haj雛N

なるべ　く　　　naraba，　　nareja，　　naru義）ici，　　→

なる繕iど　naruhudu，’Nca，→い力婦こも，

　まことに

な馳ξ慣れ〕　nari，→しゅうかん

な叡そめこ馴れ初め〕　narisumi

な回る〔騨れる・慣れる〕narij’uN，　siina一一

な壕｝［縄〕　glna，　ginanaa，　naa　　　　Lriju聾

な冷しろ〔苗代〕　n’aasiru／～を張ること

　haiNna　LeubiなわしろいSご〔苗代苺］（櫨物名）moo？i・・

なん〔何〕　nUU，→naN一，なに／～だかだ

　nuudo◎kwiiこoo／～と．・5こと貧uu播

　kutu／～とか？aNsawaNkaNsawaN，

　eaagana，　nugunaa／～としてもcaa－

　siNl〈aasiN／～とで秀nuutUNkwiituN／

　～ともcaa5iN，　caaiUNd圭N／～ともない

　→caaノ～のmaanu，　nuusjaru／～のか

　のnaNnuukaNnuu，　nuukw童圭，　nuunu－

　kwiinu，　nuusjaNkwiisjaN，　一一＞nuu？iei－

　Nkwii？ieiN／　～のさしさわりもないnu一

　usabiNneeNノ～の拍：子にnuutUNgan
なん〔難〕　naN　　　　　　　　　　　　　La＆si

なんぎ〔難儀〕naNzi，　naNzikUNzi，　teesoo，

　→こまる

なん豊んぶくろ〔南京袋〕　kasigaabukuru／

　～の布kasigaa

なん豊んまいこ南京米］toogumii

なん選んまめ〔南京：豆〕　ziimaami　「biira

なんきんむし〔南京虫〕．hwiiraa，　Qcukwee一

なんご〔疇語〕　，Nkuu，→・もoo益ukuci／～す

　る幼児→t◎onukucaa

なんこつ〔軟骨］gusumiei

なんこん〔男根〕　一→いんけい

なんざん〔難産〕　naNsaN

なんじ〔何時〕naNdu¢i

なんしょくこ男色〕→’Wakasju

なんせん〔難細naNSiN
なんて（助調）一n爲Qkwee

なんど〔何度］？ikukeeN，　naNdu，→たび

なんど唐〔何時〕→いつ　　　　　したび
なんにち［何日〕　？iQka，　naNn圭。圭

なんにん〔据入］？ikutai，　naNniN／～様

　？ikutukuru

なん嵐ん〔何卑〕naNniN
なんばん〔南蛮〕．．naNbaN

なんばんや琶〔南蛮焼き〕　naNbaN，　naN一一

　baNgaami
なんび奮〔何匹〕naNbici

鑑9

に〔2〕n三圭，taagi，→もa一，ふう

藍こ〔荷〕　→にもつ

に　（助調）　一9E㍉　一ka㍉　一nai，　一nεしka三，　一ni

　－Nkai

に勘い〔似合い〕　，iinee，　nawa圭，　nee，　nee－

　tukeetu，　niee，　niiee，　nootakeeta

に融う〔似合う〕nawajUN，　nioojUN，　noO一

　juN，　ginajuN，　？ueaj，uN，　：一＞nootaru，

　につかわしい／～こと（～さま）？uca三si貧一

　ai，　？ueataikanatai

I二轟が　 り　〔二上力こ　り〕　　　？agi，　　nii？agi／　　～の

　麹　？ag圭busi

にあわしい〔似合わしい〕　→につかわしい

1二し、〔新3　　　搬ii一
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竃こいさん〔兄さん〕　？ahwii，，jakumii，，5a－

　Qe量i，→？a（の鶏あに

にいづま〔新妻〕miituzi

にいにいぜみ　（蝉の名）siim量量gwaa

重こうま〔荷萎葛〕　　nii？uusaa

にえ登らない〔煮えきらない〕　→tee

｛こえゆ〔煮え湯〕　　　hucijuu

にえる〔煮える〕　niijUN／煮え過ぎる　nii・・

　寧izijUN／煮え立つmugeejUN，　tazijUN／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　煮えたばかりのさま？agikookoO／煮えて

　くたくたになるさまniikuta

にえん〔2円〕hjaQkwaN　　　rsjaN
におい　kaga，　niui，擁wi→あくしゅう，あ

　つさ，くさい，　ほ5こう／～カミいいkaba一

におう〔仁王〕　揺joobutuki，撮oobutuk量

におう　→niwidakasaN

にかい〔2闘〕　takeeN，一→1こど　　　「basi

にかい〔2階〕niikee／～への階段niikee一一

laがts〔苦．い〕　，NzasaN／～もの，NzamUN

にかいや〔二階屋〕　烈iikee5aa

藍二がう　り　〔二二〕　　　（植物名）　goojεしa

にかえし罐返し〕taziras量keesaa

にがき〔蕃木〕（植物名）　’Nzaki

にかげつ〔2か月〕tagici

にが．す〔逃がす〕hwiNnugasjUN，→のがす

にがつ［2月〕nigwag，　niNgwaφ

にがみ〔苦み〕　，Nzami

にか7わ〔膠〕　nikaa

にがわらい〔苦笑い〕’Nzawaree

にぎにぎ　ciNtUNteN

lこきび　　nikUN

にぎやか／～なさまgwaNgwaN／～に
　するhaneekasjUN，　haneekijUN／～にな

　る→にぎわう／座を～にする者4aaha－

　neekas3aa，　zaamucaa

にぎりこぶし　→げんこつ

藍こぎりめし〔握り飯〕　？ubUNnizlrii，→？aN－

　misi

にぎりや〔握り圏nizijaa　　　rかむ
にぎる〔握る〕　kag圭mijUN，　nizi3UX，→つ

f

　～しと　MINgwl／濁らせる

にさん嵐ん〔2，3年）　tatumitu
　　　　　　　　　　　　　　　　1
にし〔西〕　？iri

藍こ　し〔螺｝　　　giNbooraa

Iこじ〔虹〕　　nuuzi

にしかぜ〔西風］　？utibuei

【二しき〔錦〕　　nisici

にしみなみ〔西南〕saNtunii

にじむ〔滲む〕　cirijUN

にしむき〔西向き〕　？iガNkee

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にし

1二ぎわう〔賑わう〕　haneeCUN，　humiCUN，

　→にぎやか　　　．．

にく〔肉〕　niku，　sisi，→？a嬢ami／～入り

　御飯sisiguusii／～からとったスープnii－

　nuzi／～を久しく食べないこと　：→？aN－

　dagaaki／～の市？waasjaamaei／～の

　塩煎けsjUU¢iki，　sjuuzis量／～のてんぶ：

　ら　sis三tiNpura

にくい〔憎い〕miQkwasaN，　nikusaN，→

　giranikusaN，　’janamiQkwasaN／　・一一X

　rniQkwasamuN
にくい　一gurisjaN，→むずかしい
｛こ　く　 じ．る〔肉汁〕　　　niinuzi

にくづき〔肉赫き〕slshmUcinai

にくにくしい〔憎憎しい〕’janamiQkwasaN

にくまれっこ〔憎まれっ子｝’」鋤＆warabi

にくま乳奄の〔憎まれ者〕　miQkwasamUN

にくむ〔気無nikun眼

にくや〔肉屋〕→？waasjaajaa

にくらしい〔憎らしい3→にくい

にぐるま〔蕎車〕　nlguruma，　niiguruma

にげだす〔逃げ出す〕　→hwiNnugijUN／逃

　げ出した馬hwiNgi？Nm我

にげる〔逃げる］　hwiNgijUN，　hwiNzijUN，

　nugijUN，→とうそうする，のがれる／．逃1

　げ支度nugizikoo2／逃げ回るごとhwiN－

　glmaal
にごう〔2合〕　nigoo，　niNgoo

にこにこ　／～笑5，wareekaNZ燦N

にごる〔濁る）　miNgwijUN，　siNgwijUN／

　　　：t　miNgwif　es　6－tr　6　miNgwa－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LSj’UN
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にし

にしめ〔煮染〕　s三m童狙UN

にじゅう〔20〕nizuu

藍二じゅう〔二重〕　nizuu

にじ購う幽ご〔二等あご］　te．e？utugee

にじゅうえん〔20円〕slNgwaN

にじゅうご轟んき〔二十五年：忌〕nizuugttni－

　Nci／～と…三十三三年忌　一今？級bugizi，？uhu一

　？usj’uul〈oo

にじmpうしこう〔こ二十匹1孝〕（書名）　nizuusi－

　koo

にじゅうしせつ〔二十四節〕→sigi

lこにゅっさし、［20歳〕　hataei

にじゅつせん〔2◎銭3．tunaa．

にしようだき〔2升炊き〕nisju漁C圭

にせ竜の〔偽物〕橿s嬬nisimUN，一〉もぞう

iこ鱈る〔似せる〕　癒S導UN

にせんえん〔20G◎円〕　zuumaNgwaN

にだし〔煮聡し〕dasi

にだ9［煮出す〕　siN2iju簸／煮堕したかす

　slNzikasi／煮出した汁siNziziru

鑑こたんつづ豊〔2乏二二続き］　niむaNgirミ1霧呈

鑑二書〔睡］　　　一一nici

に朝げん〔臼限3　niciziN，→きげん

にちや〔ll夜〕　’juruhwiru，→いつ

蓑二て》脅、壕｝しも、〔似つカ、わし㍉・〕　　nawa＆sjaレN，

　→nootaru，にあう

につ竃〔露記〕　R震≧ci

にづくり〔荷造り〕　niigukui，　ni4uku呈，

韮こ＝」っ1ナし、〔肉種〕　　garεしsi，　】ユi（lcii

篇ツケル　，jaNziN

にっしゃびょう〔霞射病〕hwiimaki

にっしょく〔iヨ蝕〕　niQsjuku

にっちゅう〔β中｝　hwiZUU，→ひるじゅ5

につぼん〔略本3　，j鼠m就u，？uhujamatrz／

　～への旅，3a澱a徹捻b▽～流のしりから

　げ，jamatugibui／～致麿の統治する時代

　’jamatujuu

にっぽんご〔旨旨語〕　，jamatuguci

につぼん¢ん〔臼本人〕’jamatuNcu，？uku－

　jamatUNcu／～の気の早さ，jama毎z三h一

　wee／～の機敏さ’jarnatuguruku

につぼんひん〔臼末品〕，jamatumuN／～

　の糧宋さ　’ja驚a加S300bee，’jamatUSOo－

　bee

にど〔二度〕　nidu，→にかい／～霞蹟dun滋

に麗ん〔2隼3tatu／～おきtatugusi
にのいと〔二の糸〕　nakagiru．

にのうで〔二の腕］　keena

にぽい〔2倍〕　→ばい　　　　　　「としごろ

に獄ちのころ〔二入のころ］　nihaciguru，→

にばんどり［二番鶏〕　nibaN蕊ui

にひゃく屯ん〔200文〕　類hlaaku，　taku－

　mui／25e文　七akumuigUNzuu

にぶい〔鈍い3

にふだ〔荷札〕

にぶる〔鈍る〕

にぶん〔二分〕

に倦iん〔講本〕

に蜜い〔2枚〕

にまいがい〔一

　kllu

にまいL’た〔一

　　duNnasaN

　　niihuda

　　namamJuN
　　→ふたつわり

　　→にっぽん

　　mNmee
＿枚黛〕？ahwakee， ？ahwa一

　　　　　　　＿枚「S］　　girataacaa」

にまんえん〔2万円〕hjakumaNgwaN

に竜つ〔荷物｝n嬬nimugi／～にわずらわ

　されることniiwacaree，　niiwaNdee

にやあにやあmaaumaa9
にやっかい〔荷厄介〕niijaQkee，　niiwaea－

　ree，→おもに，ふたん

にゅうごく〔入獄〕　ruusja

に瞳う書つ［入札〕　？irlhuda

にゅうし〔乳歯〕ciikweebaa

に険うじ〔乳児〕　ciin　lmiNgwa

にゆうにょうりょう〔入揚料〕　mUNciN

に寧うせんえん〔乳腺炎〕　ciigasa

にゅうろう〔入牢〕　mus5a

にょいほうじゅ〔如意宝珠〕　nubusidama

にょうどうえん〔尿道炎〕　siibai3aN戯

にょにんき．んせい〔女入禁制〕　，winaguha－

　Qもu

lこら　 〔蓋〕　　　ciribira
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梅か

1こらむ　miihWicajuN／にらんでどなりつけ

　ることmiihai？adaasi，　rni三hai？udaasi

にらめっこ、miikuumee

にりん〔2厘〕　cukumui，　hjaaku，→一ku－

　mui／～の菓子　→hjaakumuci

にる〔煮る〕　nijUN，→taCUN／～準備をす

　る寧圭kiJuN／煮返して暖める　tazira－

　sjUN／煮過ぎるniSiZijUN

にる〔似る］nijUN／似た者同志ni七aka－

　maNta／似たり寄ったりneetukeetu／似

　てさらによいこと盛i熱asi

にわ〔鷹3　naa，　niwa

にフわいし〔庭石〕　→b疑NsaN

に7わか〔俄＝か〕　？a（≧ヒa一／～に？aQtani，→と

　つぜん／～の思い立ち　？aQta？umitaci／

　～の考え？aQtakaNgee

にわかあめ〔俄か雨〕　？aQtabui，　→nag鮎

　gurl，　nagasl

にわかぶんげん〔俄か分限〕？aQta？weeki－

　Neu
にわき〔庭太〕niwagi

にわとり〔鶏〕niwatui，　tui，（小児語）

　，iuujuu，→とり／～の市もuimaci／～の

　一種caaN，　haatui，　haatujaa，　hul〈ugaa，

　hukugaa5ui，　karahaatui，　1〈ooeiN，　ta－

　wacii／～のうぶげhukugii／tN・のくそ

　tUNnukttSUU／　～のくちばしの下の肉

huutai／～のスープtuisiNZi／～の鳴き

　声→kookorookoo，　kUQkuruu？uu／ひ
　よこの鳴き声→pijapija／～を呼ぶ声
　’juuijuu1

にん〔人〕　一tai，一niN／～様一・tukui’u

にんかん〔任官〕　？weedaiugaN

にんぎょ〔人魚〕　？akaNgwaa？iju，　zaN，

　4aNnu？iju

にんぎょう〔人形〕　hutukii，　niNZoO，　一〉？U－

　111eNもULI／～｛吏い一＞CONdaraa，，jaN7■ai，

jaNzajaa，　maN7，ai／　・vss　？umeNtuu－

　baku
にんげん〔人間〕　niNziN，→ひと／～ぎらい

　Qeukasimasjaa
にんじょう〔人情〕　niNZOO，→なさけ／～の

　ある人clmumUcirriUN
にんしん〔妊娠〕　，呈idi，　kweetee，亭id量ga－

　huu，麟duugahuu，→？u（｝tumisiみこも

　る／～するkasagijUN，→mUCUN，？UQtu

にんじん［人参〕cideekuni

にんずう〔人数〕　niNgu／～調べniNgu？a－

　ratami／　一v＃19　giburuwai，　giziwai，

　？atamawai
Icんそう〔人梱〕　niNsoe

にんたいりょく〔忍磁力〕　ni盗dee，→たえる

にんlaく〔大蒜〕　hwiru

にんぷ〔妊婦〕　kasagiNeu，→？uhuwataa，

　？uhuwatamuN

ぬ

旨いあげ〔縫い上げ〕neeciri

ぬいとり〔縫い取り〕　nucimUN

撫い｛まり〔縫い針3　ciNnooibaa｛，　ciNnoO－

　jaabaai

ぬいめ〔縫い目3neemi

ぬい奄の〔縫い物〕　nooimUN

1

1

ぬう〔縫5〕　noojUN

訟か〔糠3　nuka

轟かよろこび〔糠喜び〕，Nna？UQsja

轟かるみ〔泥湾〕b航曲utuu，　durugwaQta1，

　gwe（～ta呈，　ziQtai，　ziQもaigweQta童／～の

　さまgweNgweN／～になった道gweQta一
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濾き

　1凱lel，　】naNam’umlel

漁き〔貫〕　nuclノ～のある家nucizljaa

聰き〔緯〕　nuci

ぬきいと〔緯糸〕　猟ei

濾きが奮〔抜き書き｝　nuzigaci

訟藷て薮抜手〕　tiinuzaa

漁警んでる〔接ぎんでる］　nugijUN，　nugi一

　？NzijUN，　tacinugijUN，→すぐれる

～癒く［貫く〕　nUCUN

轟く〔抜く〕．nUZUN，→ひきぬく
　　　　　　　　　　　　ヒ
tnぐ〔脱ぐ〕hagijUN，　nuzuk

礁ぐう〔拭う〕nugujUN，　susujUN

漁けがけ〔抜け駆け〕　sacimaai

轟けがら〔抜け穀〕　錘d重gara，題dig駄ru

漁藍ナ1ず〔税け毛］　　　1〈arazibuc圭ki

．漁ける倣ける〕　hwiciRajUN，　nugijUN／

　≡抜けてあがるnueagajUN

漉げる〔脱げる｝　nugijUN

濾し〔主3nuusi
’論すっと　→どうぼう

論ずみ．ぐいこ盗み食い〕nUSUsuNgwee

蕊すむ〔盗む〕　nusunUN／～くせtilgusi／

　～くせがあるtiinagasaN　　　　　　　　　｝

臆た（料埋の名）　n厩a

誌の〔布〕　ciri，　nunu，．→おりものノ～に水

　を通すこと→siNむ＆kU／～の織．り始めka－

　siei，　nuuguci／～の長さnunudalri／ま

　だ水を通してない～sajumi

轟まξ沼〕kumu圭

～臨らす〔濡らす］　’NdasjUN

融ら醜ら　nuurakwaaura　　「なすりつける

轟りつける〔塗り付げる〕　Ra麟jUN，→

細り竜の〔塗り物1　→しっき

漁り奄のや〔塗りもの屋］　nuimUNjaa

轟る〔塗る］　nujUN

画るい　nurusaN，→なまぬるい／～さま

　nurUQkwlkaa／ぬるくなるnuru（氷wレ
　担N．

轟る譲ゆ〔微温翻nuruQkwijuu
濾るむ〔温む〕　箆Ur犠nUN

漁るめる〔温める｝　nurumijUN

轟馳て［濡れ手〕　siQtaidii

晦旧る〔濡れる〕　，NdijUN，　siputajUN，

　si（ミtajun，　一一＞si（ltai／　　濡れた着物　siQtai一一

　ziN／　濡れた～きま　　，N5il〈aa，　siQtai，　si（｝ta－

　ikaatai，　sipusipu，　sipntalkaatai

ぬ

激暇〕n三i，→hwizi，　niigui／～が付く

　nilliCUN／～が張ることniibai／～とこず

　えniisuura／～も蘂もないこと？ara7。a－

　raNkutu　rkijuN漁〔値〕　nii，一｝ねだん／～をつける？UQ㈱一

徳〔音〕　n駕→おと

轟〔子〕　nii／～の方角niinuhwa

漁あせ〔寝汗〕→hw童zum？asi

漁いき〔寝息〕　澄iici

寵いりばな〔寝入り蠕〕niNzihana

傭いろ〔音色〕　→guiN，おと

激え　　daa，一・li，jaa，joO，一kee，　sai，　sari，

　tai．　tari
　　　，

麗えさん〔姉さん〕　一一〉あね

激がい〔謡い｝Rigee，→きがん，のぞみ，ね

　んがん／～ごとnigeegutu，　nigeekanee／

　～がかなうこと？umizituganawai

轟がうこ願5〕　nigajUN，→のぞむ，もとめる

漁がえ纏寝返り〕kugee，　kngeei，　k“ma－

　geei，　niNzikuged／～をうつ　→kugee－

　jttN，　？uQeeejuN

融がえる〔寝返る〕　？UQceejUN

嵐がお〔寝顔〕nigau，　niNzigau

嵐かぜる〔寝かせる〕niNsijUN，→よこたえ

7騒



ねむ

　る／寝かせつける凱ui撤NS麺UN

激薯〔葱ユbira，舜bira

繋ぎる日直切る〕　？ibujUN／　～さま　？ibui－

　1〈abui，　？ibuisiizii／　一一ig　？ibuj’aa

轟こ〔猫〕　　　maj3a，　majuu，　（小見語）　　maa－

　uu／さかりのついた～kuriimajaa／す
　ごい～　→？aNko◎majaa／～の名→tu一一

　kUU／～の鳴きpa　maaumaau／～のひたい

　ほど→tiNda／～を呼1ぶ声k厩刷くaakut疑一

　kaa，　kutukutuu

嵐ここ＊［寝心地〕niNzigul〈uci

kござ〔寝ござ〕　sicimuslru

激こじた〔猫吉〕　ma3aaguci

激こぜ〔猫背〕siNkoogu，？usukoogu

嵐ごと〔寝i書〕　nigutu

嵐こむ〔寝込之f］　　→？ucikutasjuN

融ころがる〔寝転がる〕　→niniNgwii

激じ〔螺子〕　karakui，　nizirl，　siNmi

激じふせる〔擬じ伏せる〕muditoosjUN

諏じあ〔音締め〕giNdami，→hw1cidamisi

激しようべん〔寝小便〕，juuslbai

麗じる〔擬る〕kwinijUN，　mudljUN，→hwi－

　NmudijUN，ひねる／ねじり倒す→ひね

轟9れる〔呉れる〕　mudijUN　　しりたおす

融ずみ〔鼠〕？weNCU，（小児語）pi2pii／～

　の一種biieaa／～とり？weNcujaama／

　～とりの一種haNcuμjaama／～花火9癬

　Nsinagwaahjooeaku
験せる〔寝せる〕→ねかせる

嵐ぞう〔寝棚　niNzizama，　ni4ama／～の

　悪いことniniNgwii，　niNniNgWi1

嵐そべる〔寝そべる〕→癬niNgwii／～こと

　nagabooi，　nagaboojaa，　naganubitoori

撫だこ根太〕　’jukamuci

激たみ〔妬み〕？uragOoSa，？waanai，　？wa－

　anee，→？waanaikwaanai，しっと

船だること　→せがむ

嵐だん〔値段〕　dee撮，　nii，→こうか，だいか

激ちがえ〔寝違え〕　niNzicigee，　niNzicizee

瓶つ〔熱〕nig量／～が高いさまhwaNnai／

　～が引くこと　haQsaN／～をもって痛む

　こと「～agibiirac圭

融つから〔根っから〕niikara

ねっ奮〔熱知humiei
麟つく〔根付く〕　　nii7，iCUN

嵐つこ〔八つこ〕　niig雛i，　t　ね

撚つさまし［熱さまし〕　haQsaNgusui，　ni一■
　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　9王sa瓶aSl

嵐っしん〔熱心〕　撮N，→niN？i蠣／～でない

　clmunurusaN／～な入niNsja
撃ったいちほう〔熱帯地方〕　？agiguni

嵐っ霊ゆうする〔熱中する〕　hwiQkata－

　NeUN，　kataNCuN，　mucikwaarijuN，

　suunUN，→muCikwajuN
ねつつぽい燃っぽい〕hada？agisaN

融つびょう〔熱病〕　→sjookaN

嵐どこ　［Pt床〕　4asici，→とこ

ねばっこい〔粘っこし・〕mucisaN

融ばならぬ　→nεしjUN

激ば激ばbUQtakwaQta，　mueamuca，

　lnUQcaikwaQtai／～しているmucisaN

；ねばりつく〔粘りつく〕　rnUQcakajUN

嵐ばりつよい〔結り．強い〕　sipusaN／　～カ

　kaka呈dee／～考kazli，　S圭PUU

写真びる（薇物名）　　nAbiru

嵐ぶそく〔寝不足〕　魏iNzibusuk魏

激ぶと〔根太〕niibutaa，　niibutuジさねぼう

ぬぼう〔寝坊〕　niibuimusi，τ爵bu3aa，→あ

勲ぼける〔寝ぼける〕　／～こと難移amas＆

融【まり1灘まり〔根謙り葉早り〕　niimicicimi

融ま〔寝圏〕　→しんしつ

hしま　る　　　nita燃ajUN

ねむし、〔販㌔・〕　　niNzibusjass「／　眠く　な㌔・

　miiguhwasaN，　tねむる／眠くなること

　niibui／眠くなる～きまnlibuikaabui／眠

　そうなi擬niibuim童i／猛たがって泣くこと

　niibuigamaN／眠たがる者niibujaa

ぬむりぐさ（植物名）　niNniNgusa

胞むる〔眠る〕　niNZUN，→ねる／　5とうと

　～turumikasjUN／～さま→gutaguta／
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ね屯

眠れないmiiguhwasaN，→1田ぬW再UN／

　要れないことmiiguhwai，　mi1kuhwai／

　眠れないさまmiikahwakahwa／眠れな

　い人miikuhwajaa
激亀と〔根元〕　niimuもu，　niisisi

激亀のがたり〔寝物謝niNzimunugatai
磁る〔寝る〕　niNZUN，→，juku3UN，（卑語）

　？ahwanaCUN，（敬語）？wees圭瓢玲eeN，

　ねむる／～こと（小児語）niinii／寝そこ

　なう　niNzijaNZUN／寝たいniNzibu－

　sjaN／寝たふりniNtahuunaa／寝て目を

　さましていること　？Uki筑iNz銭

融蒼〔縢る〕　niljUN

激冶すれる〔寝忘れる］niNzihurijUN

撫ん〔念〕　niN，→ねんいり，ねんめため／

　～の入れすぎniNnukwaa／～のために
　すること’juusiN／～を入れないことhu－

　niN／～を入れる人触恥担／～を押す
　kaz圭kak圭jUN

滋ん［年〕　→一niN，一tu／～がら年中nlNga－

　niNZtlu，→しじゅう

叡んいり〔念入ll　］niN？iri，→ねん，よく

　よく／～に　もUl〈uQtu／～にするsisijUN

嵐んがん［念顯〕niNgwaN，→ねがい

融ん薯こ年期　亘まNziri

激んき〔年忌〕RiNci

激んぎめ〔年決め〕nlNziri

融ん竃　り　〔隼切り〕　　　niNzir圭

嵐んL［SC始〕　niNtuu／～回り　蹟Ntuu－
　ncaai
船んじゅう〔薙中〕　niNzu馬→しじゅ5，

　ねん
融んすう〔奪三数］　niNsuu

轟んずる〔念ずる〕　niNzi3UN，→おもう

；熱んだい〔年代〕　niNdee

魔ん雪よう〔年長〕　寧iiga，　tusi＄ii4a，　tusi一

　？wii→とし弓え／～の者たち寧iizakata／

　～噸S1i4akatasidee，1、gii4asidee

魔んとう〔年頭〕　niNtua

融んなし、〔勾三内〕　　tusi？uci

撫ん；熱　niini呈

嵐んねん〔年年〕　n1N簸1N

激んfまt、〔窺三配〕　　tusibee，

　→’」縫㈱，

嵐んぷ〔隼賦〕

撫ん蜜つ〔年：末〕

tusikaQkoo，

　　　　　　　としごろ／～の入’jucanumUN

　　　　　　　　　MNPU，　MNZII’1

　　　　　　　　　　niN寧ii／～に女郎にくれる

　金tUS圭Z鋤i／～の総決算tusizir圭

轟んりき〔念力3　烈iNr隻c1

の

の〔蜀〕moo
の（助調）　臓U，一麟

のあそび〔野遊び〕　田00？a麟b銭

のうぎょう〔農業〕　harusikUC圭，　mugukui／

　～の成綴を争う競争harusju撹bu／～をす

　る→9Uk巧UN，　haru

のうぐ〔農具〕／～の一種kurumaboo，　k疑一

　sal〈aei，　tibil〈u，　？u＃uNbihta

のうこう薯馳い〔農耕儀礼］一一〉？umagii，ぎょ

5じ

のうさくぶつ£農作物〕　gukuimUN，　guku－

　im巨多ukui

のうてん〔脳天〕hjuuruci

のうひんけつ〔脳貧壷〕kul〈utimiNgwaa，

　1〈ukutimiNgwi／　～を起すkukuti－

　MINgW13UN
のうべん〔能弁〕b圭Nkuu／～な者biNkuu－

　muN，　biNsja

756



のる

のうみん〔農民〕　gukujaa，　haru？aQcaa，

　harusJ’aa，　？Nmugukujaa，　ziiNeu

のがす〔逃がす〕　hwiNgasjUN，識ugasjUN，

　→にがす

のがれる〔逃がれる〕　nugaajUN，一〉にげる

の琶〔軒〕？a鵬掘a圭

のぎ〔芒〕　？Nnagee

のきした〔軒下〕　？amidai，→kaziramaai

のく〔退く〕dUCUN，　nUCUN，　siziCUN，一〉

のげし（植物名）　maa？oohwaa　　　しどく

のける〔退ける，除ける〕　dukijUN，　dukina－

　sjUN，】鬼uki3UN，　siz三rakasjUN，　→．おし

のこぎり〔鋸〕　nukuziri　　　　しのける

のこす〔残す〕　nukusjUN／残したものnu－

　kusi／残して置くhw圭einasjUN，　tui－

　maasjuN
のこらず〔残らず〕　？iQSOORaad2i，？iQsoe－

　ziicii，→いっさい，ぜんぶ，すっかり，すべ

のこり〔残り〕　nukui　　　　　して，みな

のこり為の〔残り物〕nul〈uimUN

のこる［残る］　nukujUN

のし〔璽斗〕nusi

のせる〔i乗せる◎載せる〕　nusijuN

のぞく〔覗く〕nubagajUN，→かいまみるノ

　～ことsuumi／のぞき込むことmeenu－

　bagai

のぞみ〔墾み］　nupum圭，　sjumoo，一〉ねが

　い／～どおりnUlumiduui

のぞむ〔望む〕　nu多unUN，→ねがう

のたうつ　→SINPUI
の薯3〔後：〕　？atu，→あと

の＄の右〔後後〕？atu？a七U．

のっぽtacaaii，　tal〈ahazii，　takaSoo，　ta－

　1〈asoonaa，　takasoonii

ので（助詞）一demuau，．一kutu，一munu－nu，

　一一gini　giitee，　一・gelN　giitee

のど〔喉］　nuudii／食：物が～にっかえるさ

　ま　　ciiciikaal《aεし

のどか　nuduka，→のんびり

のどびこ〔喉彦〕　nuudii？waagwaa

のどぼとけ〔喉仏〕　nuudiiguuhu

のに（助詞）→一munu，一naglinaa

ののしる〔罵る〕　？iici∫UN

のばす〔伸ばす・延ばす〕　nubasjUN，　nubF

のはら〔野原〕moo　L麟N，→ひきのばす

のび［伸び〕nubl，　nuubi

のび＄ぢみ〔伸び縮み〕nubicizimi

のびのび〔延び延び〕，iNiN，　nubinubi／～

　になるhwieμrujuN，　hwicuruujuN

のびる〔伸びる・延びる〕　nubUN／くたくた

　1こ～　　→？aata　najUN，　nubacir］jUN，

　　ワ　　　　　　　　　　コ　び

　SJOOZljUN
のびる（植物名）　niibiru　　　　　　「す

のべる〔伸べる。延べる〕　nubijUN，→のば

のぼせ〔逆上〕nubusi／～を直す薬sagi一

のぼ・せる　礁ubusijUN　　　　　　Lgusui

のぼらせる（都へ～）　nub降sljUN

のぼり〔上り・登り〕　nubui／～｝まじめ？a－

　gaihaRa
のぼりくだり〔上り下り〕　nubuikudai

のぼる〔上る・登る〕　nubujUN

のぼる〔昇る〕　？agajUN／～5？agaitiida

のみ〔蚤〕　numi

めみ〔墾〕numi

のみぐすり〔飲み藥〕numigusu1

のみこむ〔飲み込む〕numikunUN
のみ．．と奄だち〔飲み：友達〕．numidusi

のみみず〔飲み水〕numimi多i，　nUNm癖

のむ〔飲む］　nunUN，→kasijUN

のやし（植物名）　biNroo

のやま〔野山〕　nujama，→さんや

のらい轟〔野良犬〕　，jam我？iN

のらくら　daraakwaraa

のら融こ〔野良猫〕　，jamamajaa

のり〔糊〕nui／～の付いてない着物→bi－

　tataiziN／～を付けて着る→hwiQpajUN

のサきになる〔乗気になる〕

のりと［祝詞〕　？U捻ka嫉

のり奄の〔乗り物〕　nu圭MUN

のる〔乗る・載る〕nujUN

ciもudaCUNラ

　　　　　ロ　ゆ
　　LnumjUN』
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のろ

のろ〔忍女〕　nuru，　n　lrukumii，　nuurUs→

　みこ

のろい〔鈍い〕　dUNnasaN，　niisaN，　nuru－

　saN，→おそい／のろくniNku
のろい［祝い〕　「～icizama，　n慧yee塞u七u

のろ参害う〕rnaNnajUN，→？i¢iz蹴＆

のろし〔狼煙〕hw22tatii／んをあげる揚所

　hwiitatiimoo，　hwiitatimoo

　のろのろ　niQeh’lkeec呈ri，→もたもた

　のろま　dUNnamUN，　tuturuu，→ぐず

　のんだく敷　曲さけのみ

　のんびり（～と）　，jagujagutu，，3uru三敏，

｝　　　　，」ミユru（毫tu，　，3uuj　uutu，？1ユ（｝taimOO七a」i，　→

　　　のどか，ゆうちょ5／～しすぎる’juuju－

　　　uturaasj’aN

震莚

は〔葉〕hwaa，→k繊sja，　kaasjanuhwaa

ぼ霊〔1罰haa→おくば，きば，きゅうし，．

　けんし，にゅ5し，まえば／～の癌み

　haajami／～の無い者haamOO

は〔刃〕　haa，→かたは，やいば

荏霊〔羽〕一hwani

は（論調）　一ja

ぱ勘　，waa

ぼ轟い〔配合〕b餓，basj慧

ば謬惑ん　→おばあさん／～づら　haamee一

　多ira

は猫ぽ毒　kweehwee
はい（応答）　hii，　hNN，　hoo，　huu，　（肯定）

　？ii，　？juu，　？NN，　？oo，　？uu，　一〉？asi

ε霊L、（t寺二馬を追う声）　 sii

はい〔灰〕

はい〔肺〕

はい〔杯〕

ばい〔倍〕

hwee，　一karahwee

huku，　hwee

（品評）→cawaN

bee／～の仕事bees呈kuci／～の

　難儀beenaNzi
盤いいろ〔灰＆〕　hwee？iru／　～．のもの

　kwee？iruu’

ばいう〔梅雨〕一，sjuurnaNboosjuU

ξ畿い酬い〔背泳〕maahwaBacaa？wiizi，

　niNzaa？wiizi

はいか〔配下］　kagee，一→てした

はい都・〔配翻hweezee
．｛幽いしゃく〔拝借〕　？UNeee，一→かりる／　～

　　した物　？UNeeel】〔】LUN

ばいし　mpんふ〔売春婦〕→hweezuraa，

　hwe賜Uどi，　saNgwanaa，　zuri，→じょろ

trk｛tsしょ〔配所〕　　munusirasidukuru　　L　5

はいもよく〔呼吸〕？圭rudu5aasi，→いうどり

ばし・しょく〔陪食：〕sj。oba，（敬語）？usjoo－

　ba　　　　　　　　白しりぞける，のける

はいごよする〔排除する〕　？usinukijUN，→

1酬いすいこ，う〔多詳水口〕　，juuba｛mii

憾：いぞう〔肺臓〕　→はい

はいた〔歯　翻haajami

ξ喫し、書や　く〔廃嫡〕　　→caQei？US圭kumi

揺いで蒼〔這い繊る〕hooi？NzijUN

はいとう〔配当〕’waikwii，一・一）・わけまえ

ばいどく〔梅毒〕　naabaru，　RabaNgasa／～

　にがかったことのある人hurUQcu／～に

　かかったことのない人miiQeu／～にか

　かった人の血．huruci

はも・はん〔廃藩〕　h＆呈bεしN　　　　　「→taN

lまいびょう〔肺岡hwiir。0，　ta晦a篤熱ee，

はいふ奮〔灰吹き〕　hweehuei

はいぶつ〔廃物〕　91itarimUN

はいぶんこ配分〕　hweebUNド→わりあて

1畿いゆう〔俳優3sibais呈1，，uduisjaa

はいりこむ〔邉入り込む〕hweer娘CUN，　si－

　elkunuN
はい蓼よう癖領〕hweeroo，（敬語）9U－

　hweexoo，→いただく，もらう

はい番〔叢入る］　？ijUN／はいってすぐ？1一

　xihana
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ばく

はう〔這5〕　hoojUN／這1い回ることhwee－

　eiri

はうた〔端歌〕　ha？ut嬬hwa？uta

はえ〔蝿〕hwee

はえ〔南風〕hwee，一一一）Fみなみかぜ

はえかわる〔生え代わる］mlikaajUN／はえ

　代わった歯miikaaibaa
はえぎフわ〔生二え際〕　kiimiikuei

はえる〔生える〕　颯ii鮮N，→しげる／生え

　出るMii？NzijUN

はおと〔羽音〕　hani？utu

はおり〔羽織〕　duuわuku，　ha？ui

はおる［羽織る〕？UQcakijUN／羽織って着

　ること？waabQoll

l霊か〔劃gikazu，　h段ka，　haru，　si　・N　9U，

　？uhwaka，→hUN￥i／　王の～tama？u－

　dUN／～の一一種huiNci，　huiNcibaka，

　hwaahuu，　kaaminakuu？uhwaka，　nii－

　bibaka，　sudigaci／～の出入口hal〈anu－

　zoo／～の番小揚g呈kaja／～の番人ha－

　kabaaN／～の普請hakabusiN／　～の見

　削り　harumigui“

ばか〔馬鹿〕　huraa，　hurimUN，→おろか，

　ぐぶつ，まぬけ／～げたことば　hurim－

　unii，　hurimunu？ii／～にする→huri－

　rv｝UN，かろんじる，けいべつする

はがし、〔羽交い〕　han呈gee

ばカ、しょう¢き〔，馬鹿正直〕　hurimakutu，

　saramakutu
l霊がす〔剥がす〕　？akasjUN，　hagasjUN，→

はがた〔歯形〕haakata　　Lはく“，へぐ

ばか客から〔馬鹿力〕　hurizikara

ばかづら〔馬鹿薗〕　girahuaraεし

はかどる〔捗る〕　？agaeUN，　hakadujuN，→

　habaCUN，　hakaraasjaN／1まかどらない

　mUQeoorijuN／はかどらないさま　mu－

　QcaihwiQeai，　inuQcoohwiQcoo

はかない〔果無い］　→？adasi

はが勲〔鋼〕hagani　　　　　「→はかどる

はかばかしい〔捗捗しい〕kakaraasjaN，

‘まカ、ま〔袴〕　　hakama，？Nmanu三ba玉cama

はかまいり〔墓参り〕　hakamee，？uhwaka－

　mee
‘まカζゆし、〔握登痒L、〕　　t圭ihag60sa」N

はからい〔計らい〕　hakaree　　　　　rら5

はからう〔計らう〕　hakarajuN，一〉とりはか

ばからしい〔馬鹿らしい3→？ahwageejUN，

？ahwageerijuN

はかり〔秤〕haka三

ばかり　一b圭kaaN，一bikeei，一bik¢eN／…～

　している→？aQCUN

はかりごと〔謀〕　boo，　hakarigutu，→けい

はかりめ薮秤目〕　hakainumli　　Lりゃく

1＊h・る〔爵る〕hakajuN，→hwierUZUN

はがれるこ剥がれる］　？al〈arijUN，→はげる，

　むける

はきけ〔吐き気3　／～がするmunuhacibu－

sjaN／～を催す’wiibaeUN／～を催すこ

　と’wiibaeinoori

はぎしり〔磯ぎしり〕　haagisii

はきだす〔吐き出す〕haci？NzasjUN

Iまぎ乳〔歯切れ〕　haz呈ri

‘まく〔吐く〕　？agijUN，　haCUN，　mu5usjUN／

　吐いたり下したりすることhaeaihwiQeai

はく〔掃く〕hOOCUN，→hooci／～ことhoo－

　cikaei／揺ぎ落すhooei？utusjUN／掃き

　込むhooeiNCUN

はく〔履く〕　kunUN／はきくずした草履→

　nazinatasaba

はく〔鰍く〕haeUN，　hakijUN

はぐ〔剥ぐ〕haZUN，→はがす，へぐ

ばぐ〔馬具〕　bagu，　bagudoog’U／～の一つ

1譲ぐき〔歯茎〕　hasisi　　　　　　Lmugee

はくし’よう〔9状〕hal｛UZOO

はくじょう〔薄情〕　hal〈uzoo，→つれない，

はくそ〔歯くそ〕haal〈usu　しふにんじよ5

ばく書〔搏打］　bakuca，　bakuci，→カ、け・

ばくちく曝竹〕hjaa，　hjaagwaaノ～の一

　種　hjoocaku

lまくちゅう〔白盈〕？akarahwiru

ぱくぱく　　hauhau
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はく

t霊くまt、［白米〕　　siragigumi

はくめい〔薄開〕sira？akaga2，　sira？aki，

　？usu？akagai

はぐらかす　→ごまかす／～こと’jukumu－

　nii，　’jukumunu？ii

はくろ〔白露〕hakuruu

【霊け〔捌毛｝haki

はげ〔禿〕　hagaa，　hagi’i，　httdii／～の一種

　kaN－paci，　taiwaNboo，　taiwaNboezi

Iミ雲：1つドあたま〔禿げ頭〕　　　hEしgigib圭ユコぐU，　「～irnUN－

　9圭buru

ばけ勲こξ化猫〕→deekwirimajaa

はげます〔励ます］？isamijUN，　gisitnijUN

はげむ〔励む〕　cigakijUN，　haiXiajUN，　hUT

　mikunuN，　iji＄inuN，　？umihamajuN，　一〉

ばけ亀の〔化物〕　mazimUN　　　しっとめる

はげる〔禿。剥げる〕hagijUN，→はがれる

ばける〔イヒける〕　bukijUN

はこ〔箱〕　haku

はごろ為〔羽衣〕　tubiz圭N

は寄み〔．鋏〕hasaN

はさみこむ〔鋏み込む〕一一÷kwaasjuN

はさむ〔挾む〕hasanUN
‘譲し〔構〕　　hasi

はし〔箸〕haasi，　hasi，　meesi，→？umeesi／

　～を取って食：べるまねだけすること　haa－

　sidu2

はし〔端〕　hana，　haNta，　hazisi，　hanaga－

　kii／～に掛けることhaNtagaki

は環邸〕hazi，→あかはじ／顔にあらわれ

　る～giranuhazi
はしか〔麻疹］　？irigasa

はじく〔弾く〕　haNCuN

はしけ〔艀〕tiNma

はしご〔梯子3　hasi

はしごだん〔梯子段〕　niikeebas1

はじさらし〔恥曝し〕　miiwaku

はじしらずこ恥知らず〕　hazieiraa，　hazici－

　MMUN

はしたが轟こ端た金〕　hamuNziN

はしばこ〔箸箱〕→？umeesibaku

はしばし〔端端｝　hanabana，　hasibasi

はじまり〔始まり〕　hazimai，→はじめ

1まじ譲る〔始まる〕hazimajUN

はL’　tw　［始め〕　hazimi，　sikaki，→？atama，

　kuci，　はじまり

はじ勧て〔初めて〕　hazimi七i

はし’めましてこ初めまして〕　一一＞ha乞imiti

はじめる〔始める〕　hazimijUN，→？UQta－

　CUN／…を始め1〈atakuzira

はしゃぐ？isja3ka33UN，？isjakajUN

ば緩ゆつきようぎ〔馬術競技〕？Nmasjuu一一

　bu，　？Nmazurii

ぱしょ〔揚飯〕　わasju，→ところ，ちい

ばしよう〔芭蕉〕　b批S3UU，，UU／～の一種

　hanabasjuu，　naiuu／～の糸を入れる竹

　のかご’uubaava／～の糸くず’uubuciki／

　～の葉’uugaasja，’uunuhwaa／～の葉

　に包んだ弁i蚤kaas3abiNtoo／～の実ba－

　sjanai／～の葉柄の面皮basikaa，　basi－

　kee／～の畑，uu？atai　　　　　　「si

ばしょうし〔芭蕉紙3　basjuukabi，　basjuu一

ばしょうふ〔芭蕉商〕bas．iaa，　basjaanunu／

　～の一種？3kau璃namauu，　niiuuノ～

　の着物basja3Z圭N，9．　udiciraa／～の衷服

　basjaziN

はしょうふう〔破傷風3hasjeohuu

ばしょふさぎ£場所塞ぎ〕　baahabakai

はしら〔柱〕　haaja／家の中にある～mUU－

　jabaaja／嬬にある～hazibaaja
‘霊しりづ泊sし、〔走り使㌔、｝　　？ugikeesar圭jaa

はしる〔走る〕　hajUN，→haaee，かけずり

　まわる，かけっこ／こそこそと～ことka・

　taNeibai

はじる〔恥じる〕→はずかしい

はす〔蓮〕　diN，　riN

纈ず〔筈〕　hazi

はすう〔端数〕？waahwa

はずかしい〔恥ずかしい〕　hazikasjaN，　gi一
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はち

Ta？ahwasaN，　gi聡hazik＆s3aN／～思い

　をするsjukweesjuN，　sjUQkweesjUN／

　～顔→gi］ragwaa／～匿→獄iirihwiir呈

穏ずかしがり〔恥ずかしがり〕cimuguu－

　muN，　hazil〈asja？umii

綜ずす〔外す3haNsjuN
はずみ〔弾み〕　hjoosi，？ugumi，？UNzumi

はずれこ外れ｝　hazisi

はず乳る〔外れる〕　haNdijUN

はぜ〔櫨〕→hazi，　hazigi／～の太にかぶれ

　ることhazirnεしki・

1はそん［破損］　haSUN，，jaNdi，，jaburi，→

．はた〔旗〕　hata　　　　　　　‘しこわれる

はた〔端〕　hata

はた〔機〕nunubata／～の部品・付属晶な

　　どの名？azi，　eilsl圭，　hjaa，　huduci，　hwi－

ziei，　？ijanuQkwq，　’jaama，　’jaamanu一

　・gimi，　kudaguu，　kuimee，　kusizaa，　kuu一一

　daguusi，　macica，　manuel，　meegusa，

　naka4iei，　siciea，　？usiidaki，　’uusa，

　’waku，→はたおrり

獄だ〔胱3hada，→ひふ／～がほてるhada？a－

　gisaN／～を欲しいと思うことh翫ぬh媒s鈎

抵たおり〔機織り］　／～で縞糸の数を闘違え

　ること？a3a環am圭z▽～でかせを抜いた

　　り巻いたりすることnucimaci／～で糸に

　のりを付げることmeenui／～でおさの粗

　密，また従って織った藷の）組密をあらわす

　単位cujumi，，jumi／～で，おさの種類

　の名，また従って織り方の種類・織られた

　霜の種類の名．ci圭N，，eeN，　hatajumi，

　hateeN，　hjaadaki，　？igi．iiN，　’iiN，　kukuni一

　王N，MIIN，簸＆n我3um1，　n批neeN，　nuu凡

　teeN，　tiiN，　tuujajumi，　tuukukunuJ’u一

　mi，　tuupanajum　1／～を．する者nunu『

億だか〔裸］　hadaka，→まるはだかL？ujaa

‘まだ爵、うま〔裸馬｝　　hadaka？Nma

はだかむぎ〔裸麦〕hadakaamazi

‘まだカ、る　　habakajUN，　hat鼠kajUN

はだかんぼう〔裸んぼう〕hadakaainUucaa，

　hadakaamuueii，→はだか

はたき〔叩き〕　gumi？uci　　　　　rたぎ

1まだぎ〔肌着〕　duusibu1，．hadasibui，→し

はたけ〔畑〕　haru，．hataki，　→？a｛；a圭／～が

　隣合っている間柄harudunai／～の中の

　道harumici／～の見下り　harumigui

はたけしごと〔畑仕事〕harusikuci／～の端

　緒hakaguci
はだ1ナる　？akihatakijUN

はだここ3〔肌心地｝　hadamuci

はだし〔裸足〕karahwisja，（敬語）mika－

　rahwisja

はたして〔果して〕masagagutu，’Nca

はた＝き〔二十歳〕　hataci

rまた｛S’た　　ha（ltuxugeejaa，　pa（ltarigeejaa，

　paQtuz’ugeejaa

はだみ〔肌脅〕hadami
‘霊たらき〔働き〕　　hatara」ci，　七ibusi，

はたらき愚の〔鋤き考〕　ganaramUN，9εレ

　narimuN，　kaneemuN，　miguimuN，　siti

はたらく〔働く］　？agaCUN，　hataraCUN，一一＞

　dba3UN／気軽に～9玉b圭gaQsaN／旧い．て賃

　金を得るmookijuN／働き過ぎて倒れる

　ことsiidoori／忙しそうに～さま　？aga－

　cihai

はだん〔破談〕／～にする？iimudusjUN
fま＄〔8〕　　　ha」ci，　，jaagi，　→　　，ja一，　　やっつ

は＄〔蜂〕hacaa／～の一一一■種nukaba㈱a／

　～の巣hacaanusii

はち〔鉢〕　／～の一種hac搬媒ku，　hanaba－

　aci，　’waNbuu

lまち〔嬢〕　baci

ばち〔翻baci，→ばつ／～が当たった者ba－

　gikaNzaaノ～が当たる→bac1

ばちあたり〔罰i当たり〕　bagil〈aNzaa

は右あ嘩）せ〔鉢合．墲ｹ］　9童burugaQpai

は霊5重、い〔8圏〕　，jakeeN

lま当がつ〔8月〕　haeigwagi

はちきれる〔はち切れる〕　難a（≧ci践5UNノ　は

　ち一切れそうなさまha（≧ciniracirira／1まち
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はち

　切れそらにするhaQeijUN
l畿＄L：ゆうこ80〕　hacizuu

は雪じゅうは零〔88〕　hacizuuhaei／～の撹

　’3U獄i猟？uiwee，’ju簑漁U？ujuwee，　teo一一

　kaei？uiwee

は＄1：　＄〔8露〕　haci臓iei

は雪にん〔8人〕　haeiniN，’jaQtai

ぱちぱち．paciρad

はちぶんめ〔8分霞〕　→？uci？規。漁疑

ξ霊薯5まき　　　saazi／　～の一種　nlaNsaazi

は零サん〔8厘〕’jukumul，　sip5総k疑

ばちん　paeiN／～というpaeirnikasjUN
はつ〔初〕　？ara一，　hagi一

ばつ欄〕ba藪→せっかん，ばち
ばつ　／～が悪いことhwizaruu，　siibuu／

　～の悪い思いをするs麟kwee鍔UN，　sju－

　QkweesjuN
はつあるき〔初歩き〕　→hagi？aQeii

はついく〔発削euui，？wiitacl，？wiQta－

　ci，→そだち／～が遅いcuuiniisaN／～が

　早いCU“ibeesaN／～が畢いことhweezu－

　ui／～が悪いこと　bucuui／～する　CUU－

　3U属？wiijUN，？wiitaCUN／～する子供

　？wiitaciwarabi

はつおん［発音〕　一＞lcaikoo

はっか〔薄荷〕haQl〈a，　hwaQka

はつかξ20臼〕　難agika／～の夜haglkaju

はっかく〔8：角3　haQk＆ku　　「sjoogwag玉

目二つかしょうがつこ＝二十臼正月］　　hεし｛｝ika一

はつがみなり〔初欝）　hagigaNna圭

はっきり　→あきらカ㍉　さやか

ばっきん〔罰：金3　baQeiN，1〈wamuei，　k：wa－

　siN，→かせん

はっくだり〔初下り〕？axakudai

はっけ〔入口〕haQC2

はつご〔初子〕？wiiNgwa，→？wiiNgwa一一

　hwagiNgwa　’徐つごうする〔醗酵する〕　→？amikoojuN

｛まつさん〔発散〕　　haレ（≧sa，N

ばっし〔末子〕？UQtUNgwa
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ばっすい〔二二〕　nuzigaei

ばった（曳の名）？Nnaguraa4ee，　see

はつたび［初旅〕？aratabi

ばっちい（～もの）（小児語）？NNnaa，診ee－

　pee，→きたない

ばっ「きりmiiguruguru

ばってき〔抜駆〕　tuitati，一一一〉と5よう／～す

　るtuitatipUN
はっと〔法事〕haQ．tu

はっとする→’NnihwizurusaN
f霊つな　り　〔初生　り：｝　　haginεしi

r訟つの江舞ぎり　〔初＿韮上り〕　　　？εしrεしnlユ｝）ui

ξ訟つξ潤る　〔初春〕　　　hagiharu

はっぽ〔初穂〕slcuma

獄つ蜜ご［初孫3　hagi？N塒aga

fまつ馬の〔初物〕　hagi懸UN，一→おはつ

‘霊てこ果て〕　hati，？ic圭haもi

はで〔派手〕haNkwa／～なさま？akara－

　lgwaara／～にする→hwiQpajUN，　lcwa・■

　b圭i3UN

はて釜こ集てる〕　hatijuN，→おわる

はと〔鳩〕hootu／～の子hootUNgwa

はとむ轟〔鳩胸3　hootUNni

はな瞬〕hana，→hanabUQkwa，（敬語）

　’Npana，／～にかく汗hana？asi／～の赤

　い者？akab＆naa／～の先hanallusaei／

　～のひしゃげた者hanabiraa，　hanasi－

　piraa／　～の低い1女sjadaNnu？u七uu？一

　Nmii／～をかむsipijUN

はな〔花〕hana，（敬語）’Npana，（小児語）

　noonoo，→hanagi／～の盛りが過ぎる

　saei￥i「圭j　UN／～を植える鉢hanabaaci

はな〔端3hana，　一hana

はないけ〔花生け｝hana？ici

‘霊なうり〔花売り〕　halla？ui

はな凝着鰭〕→hanauu／～の一種ni1’i一一

　uu／～ずれsabahagi

はながさ£花笠］hanagasa



は：ま

はなかぜ〔鼻風邪3hanasici，→かぜ／～気

　味h＆nasiei｝〈ag圭N

【まながつお〔花鰹〕　hana］）ira

はながみ〔鼻紙〕　hanagami，　hanagaN

‘まなくそ麺鼻糞〕　hanakusu

はなげ〔鼻毛〕　hanagii　　　　　　　「？ii

はなごえ〔鼻声〕　hanamunii，　hanamunu一

はなござ〔花ござ〕　hanamusiru

はなざかり〔花盛り〕hana7．akal／～となる

　saeisakeej　uN

l霊なし〔話〕　hanasi，？ihwanasi，　munu－

　gata．i，→むかしばなし，ものがたり／～す

　る→hanasi，，junUN／～にならない→ka－

　kiniN　？ooraN

はなしかた〔話し方〕munu？iikata

はなしごえ〔話し声〕　munu？最gw三三

はなしじょうずこ干し上手〕　raunu？＃zoozi

はなしずき〔話し好き〕

【まなし．ぶり〔1話しぶり〕

はな9こ離す。放す〕

．sjUN，→ひきはなす

munugataiuiei

munu？iitanari

？aakasjuN，　hana一

はなす〔話す〕hanasjuN，→かたる，し、やべ

　る，はなし／話したり笑ったりすること

　munu？iiwayee

はなぞの〔二二〕　ha｝m？雛ai

はなたらし〔鼻垂垂らし］　hanaCiajaa

櫨なぢ〔鼻廠〕hanamii
｛譲；なづまり　〔舞しづま　り：｝　　haレrLaka」七amajaa／

　～のさまha箆ap蓑P鍍

バナナbasja澱i，→naiuu

はなばしょう〔花芭蕉〕hanabasjuu／～の

　実huuhuudaamaa
はなはだ£甚だ］　→ひじょ5に

はなび〔花火］　hanabi，　hwihwanazi，→

　gaNsinagwaahjooeaku，　hjooealtu

‘まなまつり〔花祭り］　sjaakamuNdoo

はなみ〔花見〕　hanami

はなみず〔鼻水］　hanadai，　m三参hanada圭

はなむけsiNbig1

はなむしろ〔花時〕　hana㎜usiru

嫉なむすび〔花結び〕’jarnatumUSUN

はなやか〔華か〕→かび／～な村h鋤a竃u頴／

　～にするhanee1〈asjuN，　haneekijuN／～

　1こ口るhaneeeUN，→？ucagajUN

はなよめ〔花嫁〕　miijumi

はな翫うま〔放れ馬〕hwiNgi？Nma　　「ri

「霊な馳霧ま〔離れ島〕　hanarizim舞，→hana一

はなPtや羅れ家〕→？爲S3agl，　meenujaa

はなれる〔離れる〕？aakijUN，？akarijUN，

hanaxijuN，　hwizamajuN，　kwizamijuN

はにかみや　hazikasj翫？um鶏　→はずかし

「霊日岐羽〕　haRちhwani，→つばさ　　しがり

ば葱〔発条〕　bani

は激つかえる〔跳ねっ返る｝　haNcigeejUN

【霊轟とばす〔跳ね飛ばす］？UQtunugasjUN，

　一ナ七u鷺蕊ZUN

は勲る〔跳ねる〕　hanijUN，　tunUZUN，　tUN－

　ZUN，→とびあがる／～ことhani／はね

　て入れるhanlNCUN
Irk　f＊［KL］　？ajaa，　？aNmaa，　hwahwa，　一e＊

はば〔蠣〕haba，’waa　　　Lはおや
ばば〔馬揚〕kaniku，？Nma？wii，→maa－

　Z王，ZOO

パパイア　maNzuuii

ははおや〔燈親〕hwahwa？U舞，’W三nagU－

　nu？uja，，winagU？uja，→はは／～のあと

　を追いかける子？ajaa？uujaa，？aNmaa一

ははかた〔母方〕hwahwakata　L？uujaa

はばかる〔揮る］　habakajUN

はばたき〔羽繋き〕hani？uci／～の音hani一

　？utu

はふ〔破風〕hwaahuu

はぶ（蛇の名）　habu，　pagamUN／～の一一種

　ciNhabu，　takanukurumaci／～のように

　張．つたあごhabukak檬zi

はぶりよくする〔羽振りよくする〕hwiQpa・一

　jUN

は蜜〔浜〕　hama，→かいがん

はまぐり〔蛤〕　sixuNna

f霊ます1ザこ浜菅〕　　koobusi
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はま

綜ませんだん〔浜栴檀〕　，jamaguruci

はま零どり〔浜千鳥〕　hamaciduri

はまぼう（植物名）　，juuna／　～の藥　苓u簸一

は去るこ嵌まる〕　hamajuN　　Lnaagaasja

はめこむ〔嵌め込む］　錘gijUN

は遇の〔刃物〕　hamUN，　hwizur貸mUN

捻：噛の〔端物］　→はんば

はやい〔早い・速い3hweesaN／～遅い］lii一・

　sahweesa／～馬hai？Nmaノ～船haihu一

　撮／～ものhweemUN／～者勝ちs＆c沁a－

　isigamunUU／早くhweeku，　SOOSOO，一一D・

　つとに／早く支度ができることhweezimee

はやうま顧皐生まれ〕hwee？Nmaz’i
はやお豊〔畢起き〕？asa？uki，　hweeをuki

はやがってん〔早合点〕hweegaQtiN，→そ

　　5けい，はやまる

はやく蟹早口〕／～であるS圭㈱beesaN

はやさい〔葉野菜〕？oohwa

揺やし〔林〕　，ja瓢a

はやし〔雛子〕　hw6esi，→kuducibeesi
　

はやしたてる〔難し立てる〕　ぬwees圭ta鱒UN

はやじに〔早死に〕hwcemaasi

はやす〔曝す〕hweesjUN

はやす〔栄やす｝　hweesjUN

はやす（切り刻む）．hweesjUN

はや嵐〔軍糊hweeniNzi
はやばやと〔早々と］hweebeetu，→はやい

はやばん〔畢番〕　hweebaN

はやぶさ〔隼〕hweNsa

獄やまる〔早まる〕　→そ5けい／軍まったこ

　と　　 hajamaigutu

はやめる〔蝕める〕　haj3開智5u翼

‘霊やり〔藻電行り〕　→りゆらこう

はやりうた〔流行歌〕　→りゅうこうか

1＊やりことば〔流行語〕hweeil〈utuba

はやる〔流行る〕hweejUN

はや冷ざ〔早業〕hweewa7ya

隷ら〔脚’wata，→hara，　kuubaa，’wata－

　bu七U，（敬語）’Ncuubu，？UNcuubW～一一

　杯cuhwaara，’watanumii／～一杯であ

　る，wata？uhusaN，，wata？uhwisaN／～

　が立つ→’wata／～が立つことdiQpuku，

　haxadaei，一〉’jUNgusamici／～がだぶだ

　ぶ，watabONbON／～が張ること　，waもa－

　hUQkwii／～が減ること　，watabinai／～

　が減って元気がなくなる→hwic圭saga－

　jUN／～の大きい者？漉uwaねa，？uhu－

　watamUN，’watabueaa／～の底をうちあ

　けて’watawataatu／～の中’wata？uci／

　～半分haragubu，　nakarawata，’wata－

　nakara／～をかかえて　→sieirihwee鍍／

　～をさぐる→，wata／～を立てる，wazi－

jUN／～を立てた声sic癒wii認gwii／～

　を滅らす→，wata’uulNeUN

ばら〔薔薇〕coosjUN

はらい〔払い］haree，→し．しゅつ

はらい濁とす〔払い落す〕　harai？utusjuN

はらう〔払う〕　harajuN／～ものhazee一

はらおび［腹帯］hara？uubi　　　LmUN

はらが1餐腹掛げ〕→kubusii「→．きょうだい

i譲らから〔脳胞〕haratiici，？iQpuku？iQsjoO，

はらぐあい〔腹工合〕’watagukuei

はらこなし〔腹ごなし〕　／～をする　→
　’uuiNeuN，　’wata

はらす〔晴らす〕　harasjuN

はら書がL・〔腹違い〕harawakai

ばらばら　naahaibai，　naakameegamee，

　tUQcirahaQcira，→ちりぢり／～にする

　’waQkwasjuN

はらむ薮孕む］　kasagijuN，→かいたい，に

はら庵＄麺腹持ち〕　’watadee　　　しんしん

はら獅た〔腸〕　，wata，，watamiimUN，→ぞ

　うもつ，ないぞう

はり／針〕h＆ai，→ぬいばり／～の頭haai－

　numimi／～の習haainumii　　「きはり

‘まり〔鍼〕　ciNbaai，　haai，→はりいしゃ，や

はりあい〔張合い〕　／～がない→tee

‘まりし、しゃ［鍼医者〕　，jabuu

はりがね〔針金〕sigUNzani，學圭9UNzani

は砂がみ〔張り紙〕　haidasi，　haigami
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はん

はりこ〔張子〕　hainuzi

Iまりさし〔針刺し〕　haaisasii

はりだし〔張り思し〕　haidasi

Iまり　つ　く　〔張り付く　〕　　　→kaahai

はりつるまさき（植物名）　maQkoo

はり～縫〔張抜き〕haihuzi

はりぱここ剣・箱〕　haaibaku

fまりやま〔針山〕　　　hεしεしisεしsii

はり柳うせん〔画竜船］　→ペーロン

はりわたす〔張り渡す〕hweejUN

はる〔春〕　haru，　hwaru，→？uriziN，，wa－

　ka？uriziNノ～に吹く南風？uriziNbee

はる〔張る〕　hajUN，　ha誠jUN，　hweejUN／

　張った縄haiNna

はるたま（櫨物名）haNdama

は摂州〔晒謝euraziN，　kugeeziN，？waa－

　zi，→れいふく

は叡ま〔暗れ間〕harima，→euhari

は劇奄の〔腫れ物〕　hu（≧kwi／～の名一→ひふ

　びょう

1坐れる黙れる〕　harijUN／晴れあがる七圭・’

　jagajUN／剃れて星が輝くhusibarijUN

はれる〔腫れる〕　huginuN，　hUQkwijuN，→

　harijUN，　muenN／腫れたり引いたりする

　　ことhUQkwisoori

．ばれる？araw訊r恥N

はん〔判〕　haN，→いん，じついん

はん〔半〕　→haN一，一haN

ばん　baN／～とくらわすb我N搬ikasj．UN

ばん〔番〕　baaN；baN，　maaru，→じゅん，

ばん〔晩3　，jukunee，，juru　　　しばんにん

ばん　paN／～と音を立てる　（～と打つ）

　paNmikasjuN
はんえいする〔繁栄する〕　一〉さかえる／～さ

　　g　mueeeisakeei

はんかつう〔半可通〕　namamunusiri

はんぎゃくしゃ〔反逆考〕hwiNzimUN

はん9ゆう〔半休〕haNeuu

はんぎょく〔半玉〕→＃uriNgwa

1

1

はんこう〔反抗〕gee，　hwiN，　muhuN，1’i一一

　kug圭，七iiNkee，→くちごたえ／　～する

　mudueUN，　mudujUN／　～する者gee－

　s3aa／～的な者muhUNniN
ばんごはん〔晩御飯〕　→ゆうはん

ばんごmp　［番小屋〕　baaNjaa，　baNti

はんごろし〔半殺し］　namagurusi

はんしはんしよう〔半死半生〕haNbUN？ici－

　ei，　haNbuNzini

はんじょう〔繁盛］haNzoo，→hwirugai

はんしょく〔繁殖〕　nasi／hwirugi／～さ・琶噂る

　hwi「ugijUN／～する→hwirugajUN

ばんじろう（植物名）　baNsiruu

はんしん〔半身〕kataduu

はんしんはんぎ〔半儒半疑〕　haNbUN？uta一

　．gee，　haN？utagee，→5たがう

はんせい〔反・翻slNsjaku

はんせん〔帆船〕　huusiN，→ほまえせん

はんた〔繁多］　haNta

はんたい〔反掌〕　→さかさま

はんたいとう〔反対党｝　→kuruu

はんにえ〔半煮え〕　kata？agal，　katanii，

　？um玉niinεしmanii

はんにち〔半日〕　haN痴ci，　hwinakaノ～仕

　事hwinakas呈gutu

ばんにん〔引入〕baNniN，　baNti，→ばん

ばんにん〔万人〕sju庸N，？umaNcu

はんにんまえ〔半人鳶幻　／～の賃金gubu－

　buu

はんぱ〔半端〕guuhaNdaa，　guuhaziraa，

　hamuN
はんひろ〔半尋〕　，Nnaakari

ばんぶんこ半分〕haNbuN，　nakaba，→なか

　ば／～の荷katanii／～わけ　haNbUN一

はんぺん（西水の名）　漁NbiN　　Lwaakii

はんdy　S〔半道〕　haNbUNmiei，　haNmici

ばんめし〔晩鯛　一÷ゆうはん

はんもする〔繁茂する〕　→しげる

はんり〔半里〕．haNm2ci
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ひ

ひ

ひ〔火3hwii，（敬語）？umaaagi，？umagi／

　とろび七urutUl’UU｝）ii／～にのせるkami－

　rasjuN／～の神？akagucaamee，　hwinu－

　kaN／tyの熱hwiinunigi／～の燃えるさ

　まbaabaa／～の元hWiinumutu
ひ［S〕hwii，　tiida，（敬語）？utida／～が

暮れる’jUQkwijuN，一一・〉’jUQkwasjUN，

　，jUU／～にEにhwi漏i／～を選ぶこともU－

cituihwidui，　tucituihwiitui／～を暮れ

ひ〔非］

ひ〔縛〕

v〔棚
び〔美〕

ひあがる〔干上がる］

　麟N／～ことkaragaaki／干上がったと

　ころhjaagai

ひあそび〔火遊び3hwiimutaaN
ひい〔一一・］　tii

ひいおにいさん［曾祖父］　？uhUtaNmee，

　？uhu？usjumee，→そうそふ

ひいおばあさん〔旧観母1？uhuhaamee，
　．？uhu？Nmee，→そうそli£

ひいき〔1騒演〕　簸wiici，→えこひいき

ビ顯チク　　ci　AT　eiN

ひいでる〔秀る〕→すぐれる，ぬきんでる

びいびい　　P載pii

ひいれ〔火入れ〕　hwiitui，？uciritui

ひいろ〔緋色〕hwii，　hwli？iru

ひえ鈴え〕hwizui

ひえしょう〔冷え性〕duuhwizujaa

ひえびえと〔冷え冷えと〕hwiZUQteeN，

　→さむざむとする／～したさまhwizuyL｝一

　kaNzaa／　～する　hwizurukaNzuN／～

　すること　hwizurukaNzi，？oohwizuru一一

　kaNzi

hwii　しさ．せる’jUQkwasjUN
hwii，→ひいろ．

hwlzici

euya一，　一一）FうつくしV、

　　　　　　　　　hjaagajuN，　kaaki一

ひえる〔冷える］hwizujUN／冷えきったも

　の？oohwizurUU／冷えこむさまhwiZU－
　i？ooi／冷えたさま　hwizuikaa

ひおおい〔S覆い〕hwigatal〈a，　hwiigaもa一

ひがい〔被害〕kiga　　　　　　　　Lka．

ひがいしゃ〔下書者］　kiganiN

ひかえ〔控え〕hwikee

ひかえじょ〔控駈〕

ひかえめ〔控え目〕

　k恥N
ひ爵｛え夢〔＄帰り〕

ひかえる〔控える｝

ひかく〔比較〕

ひか｛ザ〔臼｝塗肇

ひがき〔E傘〕

hwikeezu

？uciba／～にする→taN・一

hw玉mudul
kwikeejuN

　　　　　　　　　hwiQCOO，→くらべる

　　　　　　　　　一一＞kaagi

　　　　　　　　　hwigasa，　sasikasa

ひかきれ観引かされる］hw呈kasarijμN

ひがし〔東〕？agari／～の方？agarikata／

　ん向き？agayiNkee，　hwizahOO

ひがし［乾菓子〕hwigwas2

ひがしかぜ〔東風〕　kUC三／～が吹くこと一＞

　1〈ucihuci

ひがししなかい〔東支那海｝　nislnu？umi

ひかず〔日数｝hwil〈a4i

ひがた〔干潟〕　katabaru

びかびか　hwicarahwicara

ひがら〔瞬柄〕hwigara

ひか箏〔光〕kwicai，　hwil〈ari，（敬語）？U－

　hwikax’i

ひかる〔光る］　hwi㈱舞N，→てる

ひがん｛彼崇｝hwigaN，　hwiNgaN，（敬語〉

　？uNcabi，　一kabi？aNzii，　’Ncabi／　・一一tg

　どに燃やす銭型を打った紙　？aNZ圭kabi，

　，Ncabi，？ucikabi／～に燃やす紙を打つ道

　異kabi？uel／～のあげsami／～の入り
　？irihwi／～のrl　H　cuunici

ひi紅匹〕一hwici，一kara
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ひげ

ひ豊あう〔引き合5］hwicajUNl

ひきあげる〔引き揚げる）　hwicagijUN，

　hwici？agijuN

ひきあで〔弓iき当て〕　hwiei？a七1

ひ薯あわせる〔弓iき合わせる］　　hwicaa－

　sjUN，　hwi（斡aasjUN，→おひきあわせ

か勢い勝る〔引き入れる］hwicil〈unUN，

　hwieiNeuN
ひきうける〔引き受ける〕hwici？uk呈3UN，

　sa7val《：ajUN，　？uk麺UN，　→しょうだく

ひきうす〔畷き臼〕hw圭ci？uu縞→うす

ひ豊おとす〔引き落とす〕　hwici？utusjUN

ひきかえす〔引き返す〕hwieikeesjUN

ひきかえひきかえ〔引き替え引き替え〕hWi一

ひ奮がえる〔螢蜷〕，wakubici　Lcihwiei

ひき豊る〔引き切る〕hwiQeijUN

ひきこむ〔引き込む］　hwicil〈unUN，　hwici－

　NeuN
ひきこもこ奄〔悲嘉こもごも］？UQsjaRagi－

　1〈asja

ひきこ鴨る〔引き籠もる］　hWiQkumujuN

ひきさがる〔引き下がる〕hwicinajUN

ひきさ．く〔引き裂く〕hwicisaCUN，　hwiQsa－

　CUN，→さく

ひきしお〔引き潮〕　→かんちょう

ひきしめる〔引き締める〕hwicisirnijUN

ひきずりたおす［91き摺り倒す〕　SUNcikee－

　rasjUN，．→ひきたおす

ひ嚢ずる〔弓iき摺る〕　subiCUN，　SUNCUN

ひ嚢たおず〔引き倒す〕　hwicitoosjUN，→ひ

　　きずりたおす

ひ豊だし〔抽斗〕hwiei？Nzasii

ひきだす〔引き出す〕　hwiei？NzasjUN

ひきたつこ引き立つ〕　hwicitaCUN

ひきたてる〔引き立てる〕hwicitatijUN

ひ藷だめし〔弾き試し〕　hwicidamisi

ひ奮＄ぎる〔引きちぎる〕hwici諏箆u霧＆s担一

　N，　hwiQcijuN

ひ別つぎ〔引き継ぎ〕　hwicigizi

ひきつぐ〔引き継ぐ〕hwicigiZUN

ひ豊つける〔引き付ける］φ麟N

ひ四つる〔引き攣る〕　／ひきつった藩かた

　hwieieiikaac圭izil／ひきつったさま　hwi－

　cieiil〈aacil，　hWicicuul｛aacuu，．hwiQPai－

　kaapai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ziMUN

ひきで奄の〔弓i鐵物〕hWieizibuN，　hw圭ci一

ひ量とめる〔引き止める〕　，judumijUN，，ju一
　　ゆ　　　　　　　ロ

　Slm13UN
ひきとる〔引き取る〕　hwicitujUN

ひきなおずこ引き直す〕hwieinoosjUN

ひきtuく〔弓1き抜く〕hwi．cinuZUN

ひきのばす〔引き伸ばす〕　hwlcinubasjUN，

　一→91maNCUN
ひきはなす〔引き離す〕　？akasjUN，　hwici一一

　hanasjUN

ひきまわす〔引き回す〕mucikwajuN／引

　き圓されるmueikwaa’rijuN

ひき奄の〔挽物〕hw呈C呈rnUN

ひきものし〔娩物師）ぬw圭C無UN多eeku

ひ豊やぶる〔引き破る〕hwici3ajUN

ひきよ阿るこ引き寄せる〕hwieijusijUN

ひ謹「り〔二巴〕　C呈riNtoO

ひき聾）け〔引き分け〕　’ilnuu

ひきわたし〔引き渡し〕hwiciwatasi

ひく〔引く〕hwieUN

ひく〔弾く〕hwiCUN　b

ひく〔畷く〕narasjUN
ひく． ｢〔低い〕hwikusaN
びくびく　sik離1iiguruguru，　S圭kaNkaa／

　’～すること？uもurusjahwiis3a

びくんhwiQsui／～とするhwiQsuimika－

　sjUN／～びくんhWiQsuihwiQsui
ひげ〔髭〕　hwizi，（敬語）mihwizi／～の伸

　びはじめsurusuruuhwiz2gwaa
ひげするこ卑下する〕sipiri3U賛／卑下した

　しゃべりかたsiρ｛rimu掘i

ひ（ラ・つ〔秘訣〕　『～ukudi

ひけつする〔秘結する〕　cisljUN

ひげなし〔髭無し〕hwizimOO，？utugeena－

　Nduruu，→haameegira
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ひげ

ひげ；撫〔搬根〕　hwizi

ひげ奄ごや　，jamahw韮zaa

ひけん9る〔比肩する〕

ひご〔卑語〕　’janakutuba

びこう〔微行〕s魚ubi

びこう〔凶行〕？atu？wii

ひさし傭〕sasika

ひさしい〔久しい〕nageesaN／久しくna一
　霧aiee，　nagee／久しく会わないmiidiXu－

　sarノ久しくお会いしない’ugaNdUU－

　saN

ひさしぶり〔久し振り］→miiduusaN，．　na－

　geesaN，　’ugaNduusaN

ひざ履くら〔膝枕〕mUinumaQkwa

ひし’〔肘〕hwizigee，　hWizikee

ひしぐ〔拉ぐ］　hwiiZUN

ひしひLhwisihwisi

びしびしhwlsihwisi

ひしゃく〔柄杓〕　滅bu

びじS〔美女3→びじん

びしょう〔微笑｝katakuciwaree，　miiwa－

　ree

ひじょうに〔非常に〕　duku，　dUQtu，　duu　t・u，

　？iQpee，　siguku，　sitataka，　zi｝〈oo，　一＞L

　ごく，めっぽう，ひどい

びしょ濾れsiQtaikaatai，一〉びっしょり

びじん〔美言〕curaa，　eurakaagii，　curaWi－

　nagu，（敬語）curamca．agi

ひぜめ〔火攻め〕hwiizimi

ひぜん〔皮癬｝koosi．．

ひそ〔砒素〕　hw三su

ひぞう〔秘蔵〕　kakugu，　sjugu，→かくご／

　～するkazim隻jilN／～晶kazimimUN

ひそか〔窃か〕misikaQteeN／～な語らい

　misika　mu．nugatai／～なas　sinubi／～に

　su「uStu。　su「uQtu／　～に行く　sinubUN／

　～にたくらむことsicadakuma／～に喜ぶ

　こと　hucukuru？oozimee，　sieajurukubi

ひそひそばなしξひそひそ話〕　gumamunu－

　ga松i，→．ないしょばなし

ひそむ〔潜む〕　→かくれる

ひだ〔襲〕　hwiiza，→しわ

ひたい〔額〕hwicee，　mukoo，縛おでこ／～

　の傷　mukookiz圭／　～の白U・者　通“koosi－

　ruu
びたい零奄ん〔錬一文3kakiguNzuu

ひたかくし〔ひた隠し〕　→kakusiimaasii，

　Tnumukakusikakusi
ひたすご浸す〕　？uraakijuN

ひたすらhwitani
ひだ撫〔火種〕　一一＞kal〈oo

びたびた　bitabita

ひだり〔左〕　hwizai

ひだりきき〔左利き〕hwizaigaQ£i，　hwiza－

　jaa

ひだりまえ〔左需〕　hwizaim｛gui，　hwlzai一

　？ucaasi

ひだり屯9〔左文字］hwizaizii

ひたる〔浸る｝　gikajUN

ひつ〔櫃〕kee

ひっかかる欝iっ掛かる〕kUNeakajuN

ひっか豊きず〔引っ掻き傷〕sakui

ひっかきま冷すkac撒uzi5UN　　「→かく

ひつかく〔引っ掻く〕kacanUN，　sakujUN，

ひっかける〔引っ掛げる］hwiQ｝〈akijUN，

　lguNeakijuN

ひつ解りなしに　→たえまなく

ひっくりかえすkeerasjUN，？uQceesjUN／

　～さま？UQeeehwiQcee／ひつくり返した

　りころがした．りkecrasikurubasi

ひっくりかえる〔引つくり返る〕hwiQcee－

　juN，　1〈eerljuN，　？uQceejuN，　一giNtaa／

　～ことgiNtaakeei／ひつくり返りそ5

　keerirakeerira

びっくりする　一→おどろく

ひつけ〔火付け3　hwiigilcee，→125か

ひっこし［引越し3，jaa？uugii，？uugii，（敬
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ひと

　ge．）　tuNei？uugii，　？waatamasi，　’wata－

　masi

ひっこす〔引越す〕hwicikusjUN

ひっこみ膨ん〔弓iっ込み思案〕？ukeei？u－

　mii

ひっこむ〔蟹づ込む〕hwiQkunUN

ひっさげる〔引っ提げる〕hwiQsagijUN，

　hwisagijuN，　一＞hwiQeatijuN

ひつじ〔未〕hwigizi

ひつじ〔羊〕mee識aa，　meenaahwilzaa

びっしょり　，Ndikaa，　sipuutu，　zisaQtUl

　zisiQtuヂ→びしょぬれ

ひっそりかん〔ひっそり躍〕？uusoozootu

ひったくるhwiQtakujuN，　kUNsugujUN，

　kuNtujuN，　suguitujuN，　？wii？utusjuN

窃ξつたり　giNtu／～合うこと？ucaisinai

ひっつかむ〔引っ掴む〕kaQgikanUN

ひ6つく〔引っ付く〕taQkwajUN，一〉くっ

　つく

ひっつける〔引っ付ける〕一一｝くっつける

ひつでき〔匹敵3　→一bicee，一gaai，ひけん／

　～するhwieajUN
かっぱがす〔引っ剥がす〕？akasjuN

ひっぱく〔遙迫〕hwiQpaku，一）さしせ・まる

ひつfまたく　suguikeerasjUN，　sugujUN

ひっぱりあいこ引っ張り合い〕hwiicee

ひっぱりだここ引っ張り凧3hwiicaabaaee
ひっぱる〔引．ﾁ張る〕hwiQpajUN／醗っ張
　られる　→subieUN

ひづめ〔蹄〕　gimagU　　　　　　　「MZIN

ひつよう〔必要〕　？irijuu／～な物？iQta一一

びでいごっ〔彪駈骨〕gibinugUQsui

ひでり［臼照ll　］壕aai，　hwidlri／～の折の

　雷hjaaigaNnai／～の年hja議dUS圭

ひでりあめ田照り醐tiida？ami，　tiida－

　bul，　一一＞takanusiihai

ひと〔人］hwitu，　Qcu，→串iza，たにん，

　にんげん／～ごとに亀cuk㌶i／～との交

　際Qcugutu，　Qcubiree／～に先んじるこ

　とQcumee，　Qeusaci！～に馴れること

　（≧cunarY～にまさることhw2tumasai，

Qcumasai／～のいいなりQeumama／～
　の往来QCU？asi／んの気配一e・QCU？utu／

　～の背たけQ¢udaki／～の肌Qcuhada／

　～の悪口Qcugutu／～をあなどる者（｝eu一

　？tt寧eeimUN／～を憐れむことQeucimu一一

　gurisja／～を敬うことQeu？ujamee

ひとあ．し〔一足〕cuhwisja

ひどい　→たいして／～こと　→saN4aN／

　ひどく，→こっぴどく，たいした，ひじょ

ひとt、竃〔一一息〕　　CU？iiei　　　　　　　　　　　し5eこ

ひといきれ〔円いきれ〕／～に酔ろこと
　　　　　　　の
　QeUWIl
ひとえ〔単衣〕　ciiMUN，　e11ZIN

ひとかかえ〔一抱え〕eudaci，　cumaai

ひとかけら［一欠けら〕　cu1〈aki

ひとか書画〔一璽ね〕cukasa’bi

ひとがら〔人柄3Qcugara，　ziNtii

ひとき；蟹一切れ〕cucaai，　cukaki

ひとく雪〔一口〕cukuci

ひとこえ〔一声3．cukwii

ひと藁と〔一書〕c疑k就uba

ひとさしゆび　〔人差し指〕　Qcusasi？iibi，

　saci？iibi

ひとざとはなれたところ〔二塁離れたFX〕

　Qcubanari
ひとさらい〔入握い〕　hwitunusudu，　Qcu一・・

　nusndu
ひとしずく〔一一・ag一］　eutai

ひとそろい〔一丸い〕　gukusai

ひとたち〔一太刀〕　cukatana

ひとたば〔一束〕cugika，　cutabai，　cuma－

　ZiN

ひとだま〔人魂］？iniNbii

ひと＄がい薮人違い3hwitumagee，　Qeuba－

　Qpee
ひとつ〔一一つ］　t圭igi，→hwitugi，むii，　CU一／

　～になるkusajUN／～一つ選び燦すこ
　とtiigi？irabi／～一つ捨5こと　tiigibi一一
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ひと

ひとつか〔一束〕　→1ひとたば

ひとつかみ〔一掴み〕cugikaN

ひとr＝》き〔一月〕　augiei／～おきcugicigusi

ひとつほ1〔一坪〕　cugibu

ひとで〔一手〕cuti

ひとで〔人手〕　／～が足りないこと｝》てぶそ

　く／～に渡す→てばなす

ひとでなし［人で無し〕→蟻u

ひととおり〔一通り｝　cutuui．

ひとどおり〔入通り〕　（≧euduul

ひとところ［一所〕　cutukuma，　cutukuru

ひととig　［一年〕一・〉いちねん

で〉とながさ〔r長さ〕　eunaagi

ひとなみご人並み〕　（≧cunami，一〉いちにん

　まえ

てあとはこ〔一一A箱〕　cuhaku

ひとfafん〔一晩｝　　　cujuru／　　～中　　cujUl’u，

　’junagata，　’junagatasanagata，　’jugeiga

ひとひろこ一二〕cuhwiruノ～の半分’Nna－

　akari
．ひ・と占、し〔一節〕　cuhusi

ひとふで〔一筆3cuhudi

ひとまえ〔入前〕　Qeumee

て野とま豊｛一i巻き〕　eumaai

ひとま熟〔人真似3→Qeu，まね／～をする

　者saaru
ひとま獅り〔一回り〕cumaai，→ひとめぐり

ひとみ〔瞳］　miinusiN

ひとみしり〔人見va　g］’jamakaagaa，　Qeu一

　？uzi，　siraNQcu

ひとめ〔一目〕　　CUM2

ひとめ〔人臼〕　’jusunai／　～にっかない道

　katakεしm圭。圭

ひとめぐサ〔一巡り〕　curnigui，→ひとまわ

ひと奄と〔一本〕cumutu　　　　しり
．ひとよ〔一夜〕eujuru，→ひとばん

7ひとり〔一人］eui，　hwicui，　？iciniN，（敬語）

　cu七ukuru，？ucutukuyu／～ずつcui－

　naa／～ずつ交替すること　cuigigaruu，

　・cuinaakaaruu／～でする仕箏mue量。圭一

　risigutu／～ひとりcuinaa，→それぞれ

ひどり〔口取り〕hwldui，　tucituihwildui，

　tuciもuihwiit疑i

ひとりあそび〔一人遊び〕　→面u盤磁

ひとサ幽る豊　［一人歩き〕　duueui？aQei

ひとりぐらし〔一人暮らし3cuigurasi，duu－

　CU1韮ぎ観ya・Sl

ひとりこ〔独り子〕cuiNgwa

ひとりごと［独り書〕duueuimunii

ひとりrt客［一入立ち］・cuidaci

ひとりでに　naNkuru，→しぜん

ひとり諏〔一人寝〕　d寝ueu敷urubi

ひとりまえこ一人前〕　→いちにんまえ，ひと

　なみ／～の賃金：zuubUNbuu

ひとり¢’すご　［L人患子〕　cuiwikigaNgwa

ひとりむすめ〔唖二二〕　cuSwinagUNgwa

ひとり斡の〔独り老〕　duucuimUN

ひとり痂らい〔独り笑い〕　duucuiwaree

ひと冷ん［一二］　hUNpaN

ひながた〔雛型〕　hwinagata，→みほん

ひなた｛＄っこ＝〔s向cx’っこ〕　　tiidti」buui

ひなにんぎょう〔雛人形〕一＞saatuumee，

　？umeNtuu／～を入れる箱？umeNtuu一・

ひ．な和〔火縄〕　hwiiRaa　　　　　　Lbaku

ひなん〔非難〕　→nueihwici，そしる／～さ

　れる点hwiihwinaN，　hwiikusi
ひ鑑こ　く　〔皮肉〕　　　？uranueimunii，　？uranlユci一一

　munu？ii／～をいうkiZUN

ひ轟くれ奄の〔ひねくれ考〕hw呈naa，　hwiN－

　sjaa，　hwizaimaeaa，　magaruuhwiga－

　r葛疑，㎜gayuuhwiguru媒，→hwiN

ひ融くれるmudijUN，→hwiN
ひ二二たおす〔捻り倒す〕　n臓dikeeras3UN，

　muditoosjuN
ひ出る〔捻る〕　hwinijUN，→つねる，ねじ

　る／ひねったりつねったりするmudigiN－

　kijuN

ひのえ〔丙〕hwinii

ひのき〔檜〕hwinuci

ひのこ［火の粉〕　hwibana
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ひのし〔火製斗〕　？UQtoO

ひのたま〔火の玉〕hw量idama，　hwidama

ひのと〔丁〕hwinutu

ひのべ〔撰延べ〕　→えんき

ひばし〔火箸〕　hwiibaasi

ひばち〔火鉢〕hwibaci，一＞hwiiruu，　tii？a－

　bu呈

ひはつ〔藥笈〕（植物名）　hwihwagi

ひばな〔火花〕hwibana

ひばり〔雲雀〕　eiNeinaa／～の鳴き声ciN一

ひび〔日臼〕　hwibi　　　　　　　　LeiN

ひび〔罐・輝〕？aaki，　hwibari，　hwibici，．

　hwibiki／～が入る？aakijUN，　hwibari－

　juN，　hwibilcijuN

ひびきこ響〕hwibici

ひびく〔響く〕　hwibiCUN

ひひらぐ〔疹ぐ〕　hwiiraCUN

ひふ〔皮麟〕　kaa，→はだ／～がただれてい

ひぶ〔H歩〕hwibu　　しる者kaasiNdaa

ひふ竃だけ〔火吹竹3hwiihuci

ひぶく；頭火脹れ〕hwiitaQtaa

ひふびょう〔皮曝病〕　／～の名？asibu，　biN－

　duku，　gucahwa，　harajukuni，　hweega－

　sa，　’jaNbarugooraa，　’joo，　1｛asa，　kazoo－

　rimuN，　kizimunaajaacuu，　koosi，　mi－

　7yigユsa，　mi多三竃ユsaa，　mUNzaai，　nabaN－

　ggnsa，　niibutaa，　nlibutu，　sirabee，　sjuu一一

buQtee，　tyiNzaagasa，　？uubu，　？weegasa

ひぶん〔碑文〕→ひもん

ひぼう〔謡…誘〕　→そしる

びぼう〔美貌〕curakaagl，→びじん

ひぼし〔臼干し〕hwibusi

ひ俵んなひと〔非凡な人〕　QcugawaiimUN

ひま〔蝦〕hwima，　madu／～になるma－

　dOOCUN／～畷madumadu／　～を作る

　madookijuN　rgwaamuQl〈uu
ひま〔箆麻〕　caNdakasii／　～の実4u｝’i・・

ひまご〔曾孫〕　mata？Nmaga

ひましに〔H増しに〕hwirnasin三

■
1
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びょ

ひまじん〔暇人〕hwimasXmuN
ひ四つぶし〔九つぶし〕一＞hwi鵜adaari

ひめい〔悲鳴〕　→？akisamljoo

ひめばしょう〔姫二二hanabasjuu
ひ奄〔紐〕　，hu，，wiirUU

ひ奄じい　，jaasaN／ひもじさ→くうふく

ひ6ん〔碑文〕　hwimUN

ひやかす鈴かす〕　nabakujUN

ひゃく〔蒼〕hja＆ku，　kjaku，→mumu，

　斑u孤u一

ひゃくさい〔百歳〕hjak跨ee，　mumutu

ひゃく1二じゅつさし、〔120歳〕　hjakuha毛aci

ひゃくにちぜき〔百臼咳〕hjaktmici多aQ．

ひゃくにん〔百人〕hjakuniN　　　Lkwii

ひゃく嵐ん〔百年〕　hjakuniN，　mumut双

ひゃくまんがん〔百：万貫〕（銭）　hjakurnaN一

ひゃく愚ん〔百文〕　cukumui　　LgwaN

ひやごはん〔冷御飯〕hwizuru？ubuN

ひやす〔冷やす〕　samasjUN，→hwizu3UX

ひやそうめん〔冷素麺　hweego◎MiN

ひゃっかに．＄こ百力》臼〕　hjaQkanici

ひやとts〔日傭い〕hWijuu，　timatujaa，→

　　じゅうろうどうし　・？

ひやみず〔冷水〕　hwizurumi寡

ひやりと〔煽りと〕　hwiZUQteeN

ひ幼うひゆう　huuihuui

びゆうびゆう　buubuu

ひよう〔費用〕φkuri，　g◎osa，一一・｝いりめ、／

　～が掛かるgikurijuN

ひょう〔俵〕　一hjuu

びょう〔廟〕bjuu

びょう窒〔病気〕bjooei，，jam1，，jaNmee，

　sawai，　一duuziira，　’jamiwaearee，　mii一一

　sicihanasici，　siira，き馳ΦうびXう，じ

　びょ5，じゅ5びょ5，やむ，わずらい／

　～がちな者，jaNmeemuN／～させる，ja一一

　masjUN／～する　，janUN／～で寝込む

　？uciku七as西蕪／～でわずらうこと　’jami
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ひよ

　wacaree／～．の一種轡，jakii，　kusa，　mu－

　sici，　siNel，　sjookaN，　sukukuzirij’aN／

　～よけ→kuueigeesi

ひょう薯ん〔二二〕suku2i，→こつ1ナい

ひょうぐ〔表具〕hjuugu

ひょうし〔拍子〕　hjoesi

ひょうし〔表紙｝sjumu；inukaa

ひょうしぎ［掠子太｝煽QOS三Z1

び虞うじゃく〔病弱〕／～である短職as＆篤

　，3ahwarasa．N／～そうである瓢ii3ahwa．一

　ragisaN．ノ～そ5で健康な考’jahwara－

　gaNzuumUN／～なさま，jahwarageera，

　’jahwataikeetal／～な考’jahwavaa，

　’」’ahwarageeraa，　’jahwaramuN，　’ja－

　hwata2muN，　’j　ahwataj　aa，　’jaNmeemuN

ひょうじゅん〔標準〕　z）oma

ひよ　う　
じ
　 ょ　う　〔表・wa］　　　→Miikuei

びatうじょう〔病状〕　→よ5だい／～カこはカ｝

　ばかしくないさま？u（馳oohw呈itoo

ひょうたん〔瓢箪〕　giburu，　hjoo豚Ngib“麗

ひょう雪やくぶつ〔漂養糊　’jui雨漏

びょうどうξ平等3caahwiihwii，　eaah　vli－

　too，　hw孟撫wii敏u，→こうへい

ひようとり〔睡傭取り3hwi画u，　timatujaa

びょうにん〔病入〕　bjooniN

ひょうはくする〔漂白する］s塩川5UN／漂

　虚～きれるsarijUN

ひょうばん〔評判〕　cikwii，　hjoebaN，　sata，

　？utu，一今k珪．c玲圭bεミ，（≧CXI，　5わさ／～にな

　　るtujumarijuN，？utu？UCUNノ～に聞
　　く　こ二　と　　？utuzicl

ひょうばん亀の〔評判者〕　hjoobaNrnuN

びatうぶ〔属風〕bjoobu，　noobu，帰さんび

　　ようぶ

ひょうめん俵翻？waabi，→うわべ／～が

　　きれいなもの？waab圭curaa／～がすべつ

　　こいこと　？waablsiNdま，？waabinaNdu－

　rUU／～の皮？waabi．gaa．

ひょうろう〔兵糧］h5◎oro◎

ひat　｛ナ〔日除け3　hwi量9ユtaka，　hWigataka

1

1

1

ぴょこぴょこburaisarai

ひょっとしたら　→，juu

ひよどり　（鳥の名）　　 hjuus1

　　　　　　　　ロ　の　　　　　　　ロ　の
ビ…導ビ簸　　PljaPlja

ひよめ豊〔願門］　hjuurucl，→のうてん

ひよ冷　→びょうじゃく

ひら豊ど〔開き戸］　meezu

ひらく〔聡く〕hurakijuN，　hwlraeuN，→

　ha（≧pajUN，あく

ひらぐみ〔平組3hwiragUN
ひらざむらい〔平侍］gi寧i

ひらたい〔平たい3．．hwirasaN，→たいら／～

　ものhwiraa／ひらたくhwlraQteeN／平

　たくするhwirakasjuN，　hwiramijUN／

　：平たくなるhwirakijUN

ひらまつ． k平松〕liwiramaagaa，　hwira－

　m＆agl
ひらめ〔平目〕（魚の名）　kaas知auhw鍛？レ

ひらやくにん〔平漉入〕　gi錘　　　　　　Lju

ヒラリヤ　→フィラリヤ

びlj　gib量，　gibikusu，　gibikUSUui？◎ウbaN，

　？009USU，？0。七。0，　siibaN，　S且鎌

びサびlj’jarikwaNkwaN

ひりょう！肥糊　kwee

ひる〔：翻　hwiru，一層目ひる

ひる〔干る］　hwijUN　　　　　　　「hoojUN

ひる〔放る〕　hwijuN／　ひり散らすhwiri一

ひるがお　／～の一種，jamakaNda，，jama一

ひるごはん〔畳御飯〕　→ひるめし　LkaNdaa

ひるじゅう〔蟹中｝　hwirUZZiU，　一→にっちゆ

　　う　　　　　　　　、　　　　　　rma

ひge一　g’　［昼過ぎ〕｝lwil’uma，　talくahwix’U一

ひ9Pt〔昼寝〕hwiNni／～ばかりする春

　hwiNnaa
ひるひなか〔昼臼中〕？akarahwiru

ひるめし〔畳飯〕？asabaN，？arlii，→？asa一

　？ub轟N，　hwi．rumamuN，　mihwiruma，

　mihWiruma？ubuN／～持参muei？asa－

　baN／～時分？asabaNuUi／～のさつまい

　　もをそのNに掘ること　hui？asabaN／～
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　の支度？3sabaNsugai

ひろ〔尋〕　hwiru／～で誹るhVL・iruZuN

ひろい瓢広い〕　hwirusaN，→，waa／～揚燐

　hwir媒zi　　　　　　　　　　　　　r㎜UN

ひろい為の〔旧い物〕ka1：neei漁UN，　tumee圭一一

ひろう〔疲労〕　kutaNdi，，u七ai，一→つかれ／

　～する→つかれる

ひろう〔給う〕hwirajuN，　hw呈rij㍊N，　ka－

　meejUN，　tumeejUN／拾い集めるtu1ca一
　　　　　
　meeJUN
びろう〔蒲葵X櫨物名）kuba／～の葉k㍊ba－

　gaasja／～の葉のうちわkuba？oozi／～の

　葉の笠kubagasa．

ビロード　tiNgaac耳u

ひろがり〔広がり〕hwirugai

ひろがる〔広が瑚hwirugajuN，→tana－
　biCUN，．ひろまる

ひろげる〔広げる］hwirugijUN，→ひろめる

ひろさ〔広さ3nuu，’waa

ひろば〔広翻　naa

ひろびうと〔広広と〕hwiruubiruu／～して

　いること　→nUU　　　　　　　　　「がる

ひろまる〔広まる〕　hwirurnajUN，→ひろ

ひろto　6［広める〕　hw鋤umi加篤→ひろげ

びわ〔枇把〕biwa　　　　　　　　　しる

ひわいな〔卑狸な〕　zibita，→㌔・やしい，わ

　いせつ／～こと｛きごgariku毛uba／～たわむ

　れかたをするgarijuN　　　　　　「biki

ひわ翫こ干割れ〕hwibari，　hwibici，　hwi一

ひ零》れる〔干割れる］hwibarijuN，　hwibi一

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふい

　kijuN

ひん〔贔〕sina，→じんぴん，ひんい

ひん（接頭）．→hwiN一一

びん〔瓶〕biN

びん〔便〕biN

びん〔蟹〕　hiNia

ひんい〔晶位3　bUN／　～を保ちたがる者

　buNmucaa
ひん蕊やく〔蟹客〕→きゃく

ひんけつ〔貧血〕／～を起こす→bucigee，

　のう．ひんけつ

びんこい〔備後繭〕biiguii，　tuuziNii

ひんこう〔品行〕？ukunee，一〉みもち

びんこお竜て〔備後表〕　biigumusirU／～の

　畳b無gudataN
ひんし〔瀕死〕　maasigataa

びんずる〔蜜頭魔〕　biN多uru，　b専uru

びんた　blNta　　　　　　　　　rびたび

ひんぱんで覇る〔頻繁である〕　sizisaN，　一〉た

びんぼう〔貧乏〕hw玉NSU馬→hwiQpaku／

　～なさまpiipii／～をこぼす者biNboo

びんぼうぐらし〔貧乏暮し〕hwiNsuugura－

　si

びんぼう愚の〔貧乏考〕hwiNsuumUN，

　1臓㍑siimUN，　k謙Ncuu斑UN

ひん裏が筍．〔ひん醗がる］　giNmagajUN，

　hWiNmagajuN／～ことgiNmagaruu
びんろう〔横取〕　biNrOO

ふ

ぶ〔分〕一bu，　一wari

ムミあも、そう〔無愛想〕　bu？eesagi，　bu？eeSOQ，

　ka塒azisi，→つつげんどん，つれない，

　ぶっちょうづら／～な者karnazisaa，

　nRhwuQI〈waa，　zliguhwaa

ふあん〔不安］　cimuhwicagi，→こころぼ

　そい，しんぱい／～がる？ukeejUN

ふい〔不意〕→とつぜん／～なこと？aQta－
　91ユt℃1，．　「～ubirazlgutu／　　～eこ　　？aL（≧tani，

　おもわず／～の思いつき？aQtal〈aNgee

ふいご〔輪〕　huuci／～の音huucoopaNCOO

ふし、ごまつり〔革薪祭〕　huuciee
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ふし・

ふい＄ようする〔吹聴する］？iihWirugijUN

フィラリヤ　kusa，　siNci，→ぞ5ひびょう／

　～患考kusahurijaa，　siNC圭mUC圭／～の

　一種huvii，　tabu｛gusa／～の病根kusa一

ふう〔封〕　huu

ふう〔風〕huu

ふう〔ゴtaa，一》に

ふういん｛封印〕　hμu？圭N

ふうがわり〔風変り〕huugawai

ふう奮〔風知（伝染病）　huuci

・s、うぎ〔風儀3　　huuzi

ふうさい［風釆｝huuzi，→すがた
轟、うし〔譲凍唖〕

　munu？ii

ふうしか〔識謡歌〕1〈aki？uta

ふうしゅう〔風翻huu，　huuzi，

ふうすい〔風水〕　hUN課

ふうそく〔風俗〕

　うかん，くにのふうそく

毒・うっ　huui／　～と、憲を吹き

　huuhuu
ふうふ〔夫婦｝guutumiitu，

　ち賦aa，　tuzimiitu／～

　中に入ること

　しっくり行くkama

Lnunn

？uranueimunii，　’？uranuei一

　　　　　　　　　　　一〉しゅう

　　　　　　　　　　　　　しかん

huu，　huuzi，　4ul〈u，　一L＊

かけること→

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塒圭iも獄，　塒盤一

　　　　　　　　　　　　　　　　が死後一つの甕の

　　　　　　　　　　　kaaminugibitiigi／　　tyカこ

　　　　　　　　　　　　　　　　sikajuN／　～関係

　miitUNda？icee／～げんかmiitUNda？oo－

　ee／～だけの話miitUNdamunugatai／

　～連れ瓢呈itUNδa訟r圭
う　　　　の　　　リ　　　り

かつみ、9　　SllS11

ぶうぶう（豚の鳴き声）gaWeegawee，　9UU一一

　guu
ふうみ〔風味〕huumi，一〉あじわい

ふうらん〔風繭〕（穂物名）　magibaraN，　ma一

　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　の

　｛｝王αaN，　maglraN

ふうりゅうじん〔風流人〕　sjuzooniN

ふうりん〔二品　huuriN

爲、え〔笛〕　　haNsjOO，　huuCoo，　→biibii／　～

　の音→piiraruxaa
ふえで〔不得手〕　huiki，　huiti

ふえる〔増える〕　kageuujuN／～こと→？imi

　ふか〔蟻〕　huka，’juubinUQkvLra，・→さめ

　ふかあみがさ〔深編笠］　miNtari？aNzasa．

　　　miNtaTii

　ふかい〔深い］　hukasaN

　ふかす〔蒸す〕　？NbusjUN，→hUCUN

　ふかする〔舞化する〕　￥idasjUN，瞬晦UN／

　　　eeitしない夢艮寧i滋疑fU

　ぶかっこう〔不恰幅　bukaQkoo，　hwiza－

　　　ruu／～であるhwizarugisaN
　、名ミかりるミかり　　｝）akup＆ku

　ふぎこ不義〕huzi．

　ふ豊かえし〔吹き返し〕　keesi

　ふき．けす〔吹き消す3．h鷺cicaasjUN

　ふきげん〔不機嫌3→hwiNci　　　「CUN
　ふ讐こ，む〔吹き込む〕　hucikunUN，　hueiN一

　ふきそう¢〔拭き掃除〕susuikaci

　ふ9つ〔不：吉3　bukarii，→きょうちょ5，ふ

　　　しょ5

　ふ黛とばす〔吹き飛ばす〕　huc三もub郎麺N

　ふ糞とる〔拭き取る〕→ぬぐう

　ぶ豊よう⊂不器用〕bukuu，　hwizaruu／～
　　　らしいhwizarugisaN

　ぶきりょう〔不器量〕’janakaag三

　ふきん〔霜巾3hwlieiN
　ふく〔二二〕　huku

　ふく〔吹く〕hueUN，　SUZUN，→？abUCUN／

　　　～音→huui

　ふく〔拭く〕→ぬぐう

　ふく〔慈i＜〕hUCUN

　ふくいくとこ酸郁と〕　hukuh聡ku

　ふくかん〔七瀬〕　，wacijaku
y
　ふくぎ〔福末〕（植物名）　hukUZ圭／～のいけ垣

　　　hukuzigaci　・　rhukugaadui
　ふくび　hukugii／～の立った鶏hukugaa，

　ふくけん〔福建〕　hueaN

　vS、　く　さ£獄紗〕　　　migizi

　ゐ、くしゅう〔復遷璽〕　一＞huku

　ふくそう籔装〕sug編一一一i’なり

　ふくどく〔復読〕　huku
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ふし

毒ミく占くく　　puurup魏uru㍊

ふくぶくしい　〔福福しい〕／～さま1〈wa－

　NkwaN
ふくべ〔瓠〕→ひょうたん

ふくみごえ〔含み声〕　munukukUN？abii

ふくむ〔含む〕　1〈ukunUN

ふくらはぎ〔脹ら脛〕kuNda

ふくらむ£脹らむ〕→ふくれる

ふぐり〔陰嚢〕　→きんたま

ふくれ〔脹れ〕→一bUQkwa　fniihwuQkwraa

ふくPt　oつら〔脹れっ面3　girahUQkwaa，

ふく馳る〔脹れる〕harijuN，　hUQI〈wijUN，

　→hacikunUN，　huukeejUN，　huukeeri－

　jUN，？itabUQkwijUN，？itabUQkwi

ふくろ〔袋〕　hukuru／わらの～z圭圭bu

ふくろう〔桑〕gikuku，　takazil〈uku

ふくろそで〔袋袖〕　hukurusudi

ふくろだたき〔袋叩き〕maaruugurusi

ふけ〔雲脂〕？iriei，→gahwara

ふけつ〔不潔〕　bucirii／～である→きたない

ふける〔更ける〕　hukijUN／ふけてみえる

　？wiiraasjaN

ム、こう［フド幸〕　　bu審eewee，　？Uri量，　？uriigu－

　tu／～なこととお憎いごと？uriis5uuzi／

　～な知らせ→？arasigwii／～の折→ba－

　sju
ふこう｛不孝〕　bul〈OO，→おやふこう

ふこうへい〔不公平〕　katakaki／～な配分

　kaLawak圭

ふこくする〔布告する〕　hurijUN，→おふれ／

　布告して行き渡らせるhuriituusjUN

ふこころえこ不心得〕　hukukuri

vSsさ〔房〕　　husa

ふさい〔負債〕　→しゃっきん／～のために使

　役されること￥ikama／～のために使役ざ

　れる人gikamaa
ふさがる〔塞がる〕　1〈atamajUN／傷口が～
　　　　の　　　　　　　　　　　の

　mn3aa3uN
ふさく［不作〕　husaku

ふさぐ〔塞ぐ〕　hu＄哉ZUN

ふざける　4ibeejUN，→b圭鯵ee／～ことga－

　N瀟an
ぶさた〔無沙汰〕　busata，一〉そえん．

ぶさぼう〔無作法3busahuu，→？uceemee，

　しつれい，ぶれい

ふさIP　しいnawaasjaN，　nootaru，→nio－

　ojUN，　noojUN，　soouu／～ことniee／ふ

　さわしくなるhusaajUN，　husajUN

ふさん〔不参〕　husaN

ふさんせい〔不賛成3　h掘uui，　husaNsii／

　～の者husaNsii

ふし〔節〕　hus｛／～だらけhusitaka1’aa／

　～と節との閥’5ui，’juju／～と節と．の間

　；が長、・’juinagasaN，’jujunagasaN

ふ1：］〔劇　huzi

ふし’〔不時〕hutu，　huzi，一〉とつぜん

さξじ〔無事］　buzi，　（敬語）gubuzi

ふしあな〔節穴〕husi？ana，　husihugi

ふしあわ．1〔不幸〕→ふこう

ふし＄’〔不思議〕　husizi，→きみょう／～で

　あるhw呈rumasjaN／～な．・→saita

ふ．しぶし〔節飾〕husibusi

ふ移ゆう〔不自由〕　h撹zij媒u

ふじmpうぶん〔不充分3　huzuubuN，→ふそ

　く／～である？uruSaN

ふしょう｛不祥｝

ふしょう〔不肖〕

培、しょう〔負傷〕

ムくしょう〔無精〕

husjoo，一）ふきつ

一一р汲≠RinaraNmuN

→げが／～する，jamasjUN

hujuu，→ものぐさ／～で

　あるgibi？NbusaN

ふしょうしゃ〔負傷者〕　klganiN

ふしょう＄〔不；承知｝　hu5uui，　hugaQtiN

ふしょうぶしょう〔不承不承〕　→，NpaaN－

　paa
ふごようまけ〔不浄負け］huzoomaki

ぶしょう亀の〔無精者〕　φbita寒aja馬guu－

　daヂ→ものぐさ

ふしん〔普譜〕　husiN／～する→gireejuN

ふしん〔不振〕　humigui
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ふし

ふしん〔不審］　husiN

ふしんがみ〔不審紙〕husiNgami

ぶすい〔不粋〕　busizOO

ふす蜜〔襖〕　hugima

ふせい，こう［不成功〕　→しっぽい／～に終わ

　るnaihaNsjUN
ふせぐ〔防ぐ〕　husizaN／～ことhus圭zi

ふせる〔伏せる｝　？鴫giNkijUN，？usuba－

　SjUN

ふせんこ付箋〕husiNgami
ふそ〔父撚〕　？u診huzi，？ujahwaahuzi

ふそうおう〔不相応〕　hus◎ouu

ふそく〔不足〕husuku，→一buraarl，たりる／

　～がちなさまhWiQeirakaach’a／～する

　b疑ra＆ri5UN／～を補うtasimeejUN

ふぞろい〔不揃い〕　guumaNcaa，→guu－

　haN（三我a，　guuhazira爲

ふた〔蓋〕huta／～付きのどんぶりkuta－

　makai
ふた〔二｝　£a㌧　→に，　ふう

ふだ〔札〕huda

ぶた〔豚〕？waa，（小児語）？waa？waa，→

　buta一，一buta／おすの～’uu？waa／さか

　りのついた～kurii？waa／～の脂わu四一

　？aNda，　b就野馬bu毎b櫨UU／～の餌入れ

　toon｝／～の解入れをかきさらえる器異

　toonikacaa／～の表i勢を業とする者？W鼠一

　琴hugujaa／～の尻の骨と肉guujaa／～

　の尻の骨を煎じたスープguujaasiNzi／

　～の野中の肉boozisi／～の種付けを業と

　する考’UU？waakarajaa，？W認giki3a翫／

　～の鳴き声gaweegawee，9UUgUU／～の

　売買をする者？waabal〈ujOO／～を飼う

　者？waakaraja3／

ふだい〔譜代〕→huごee

ぶたい〔舞台〕butee／～衣裳一一e・’uduiziN／

　～の一一種baNku

ふたいとこ〔再従兄弟姉妹〕　→またいとこ

ふたおや〔双翻　→りょうしん

ふたきPt〔喰切れ〕tacaai 1

ふたこ〔双生児〕　taacuu

ふたこいと〔二子糸〕hutagu

轟、たこおり〔：二子織〕　hutagu

ふたごころ〔二心〕　hutagU1（ur級

ふたこと｛＝二言〕　tal《utu

ふたレか〔不確か〕hutasika
vSsたつ［二つ〕　　tεしag圭，　→もa」a」，　ta一，　一一＞eこ／　～

　のうちならば→taagi
ふたrつき〔　：月〕　　七agici

ふたつちがい〔二つ違い｝→taagimisi

ふたつわり〔二つ害駒〕　taeaai，　taagiwai

ふたとおり〔二通り］　tatuui

ふたとせこ二割〕　tatu，一ケにねん

ふたなのか〔二七B］　tanaNka

ゐミたi二く〔豚肉〕　　buta？aQtami，　→boozis㍉

　guujaa，？ucinaganil／～の’市？waasja－

　amaci／～の塩漬けsjuubuもa
ふた． ﾜたがけ〔二般がけ｝　tamatagalti

ふたまたごうやく〔二股膏薬〕　matabasi一一

　go◎jaku，→ふたまたがけ

ふため〔：N］　tamま

ふたり〔二入］　t砥（敬語）？utatukuru

ふたん〔負掴　→おもに，にやっかい／～過

　重muciQkwa／～する分mueimee
ふだん〔不断〕　hwiizii，　madu，　zoohw賛a，

　→caa，いつ，へいそ

ふだんぎ〔不断1着〕　？i（～soocijaa，，jaakara－

　cijaa／～ですますこと→dusudiimee
ふ＄　［MIK〕　h疑ka毛u

ぶ零こ肥す〔打ち殿す〕　？wiil｛UNsjUN

ぶ書ようIKう〔不調法〕binasawaQsa，？u－

　cooh◎0，→ふゆきとどき／～であるbin一
一かちん〔浮沈3　tacitoori　　　　　LasaN

ふつう〔普通］　？ataimee，　gini，　nam1，→

　あたりまえ

ふつかξ二臼〕　hugika

ふっかける／高値を～→saNsooba
ふつかよい〔ニニ臼酔い〕　，jam圭i，　sakigaei

ぶつかる　haQeakajuN，→しょうとつする

ぶづくり〔分作り〕　gukUiwa我kii
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ふへ

ふっけん〔福建3　hucaN

ゐ、つこう〔不都合〕　hugigoo

ゐξっそう｛タ　　（植物名）　？akabaRaa

ぶつだん〔仏壇〕　→bugidaN，　gusiNdaN，

　？ubugidaN／～の回しkudee「→ぶあいそう

ぶっちょうづら〔仏頂圃　girahUQI〈waa，

ぷつつ／～というpucimikasjuN
ふつつかである　binasaN，→ぶちょうほ5

ふっとう〔沸騰｝　／～させるhukasjUN／

　～するhueUN，　mugeejUN，→？abUCUN，

　．わく

ふっとぶ〔吹っ飛ぶ〕．tunUZUN，→hwiNtu－

　bi，けしとぶ，すっとばす

ぶつぶつ．daNzamUNZ亀kuihai，　kuj，4a－

　hajaa，　ziiguihjaagui，　milziguuzi

ぶっぽう〔仏法〕　bUQpoo

ぶつよく［物欲｝mucljul〈u

ぶつり　PUQciri／～というpucimikasjuN

ふで〔筆〕　hudi

ふでいさい〔不体裁〕　hutanari

ふでき〔不出来］　hud圭ki

ふできせつ〔不適切〕　hutanari

ふで融〔不貞寝3niNzigunasi

ふとい〔太い〕？arasaN，　rnagisaN

ふとう〔埠頭〕　tUNdoo

ふどうい〔不同意〕　→ふさんせい

ふとくいξ不得意〕h磁呈嬬huiti

ふところ〔翻　hucukuru

ふところで〔懐手〕　tiibUCul〈uru．

ふとしたはずみに　nuutUNganaasi
ふとど壷〔不届き〕　hu¢igoo，　hutuduc三

ふと竜屯〔蒲挑］（植物名）　huuto◎

ふとる〔太る］　buteejUN，　kweejUN，　mu－

　teejUN，一＞ciNteejUN／太ったさまkwee－

　gweetu／太った者bitQtaral｛oo，　bUQta－

　rakuu，　buQtee，　butuu，　kweebutaa，

　kweetaa，　kweetuu／太っているbuta－

　saN，→kweetaNda．？UCUN／～こと

　　一＞sirugweei，　kuiugweei　rieidoogu

ふとん〔蒲団〕kaNzimUN，？uudu，→zas一

ふな．〔鮒｝　taa？i5U／～の燃製kaakasjaa／

　～を煎じた汁taa？ijuslNzi　　「buunii

ふなあそび〔舟遊び〕huna？apibi，　nagari一

ふなか〔不仲〕hunaka，一〉なか，ふわ

ゐ、ながかりこ祷a繋り〕　hunagakai

ふなこ〔舟子］　→すいふ，せんいん

ふなだいく〔船大工］　huna5eeku

ふなたび〔船旅〕hunatabi

ふなちん〔船賃〕　hunaciN

ふなつきば〔船着き揚｝　勧mai

ふなのり〔船乗り〕→せんいん

ふなばし〔船構｝．hunabasi

ふなびん〔船便〕hunabiN

ふなみち〔痢目星各｝　hunamici

ふなよい〔船酔い〕　hunawii，　huneei，→

　ziibu簸ee墨

ふにあい〔不似合〕hutanarl

ふにんじょう〔不人情〕　huniNzoo，→はく

　　じょう／～な者　一→cikusjoorn靱暮

ふ諏〔船〕　huni，（敬語）？uuni，→？aja－

　buni，　？a3‘ahuni，　haarii，　’jaNbaraabu－

　ni／～の検査huna？aratami／．～崖迎の

　　えhunaNkee／～の冤送り．　hu鍛a？uk魔／

　～を作る→ha窺UN

ふda　Pしん〔不熱心〕　huniN／～である．ci－

　munurusaN
ふのう〔不納〕hμnoo

ふのり〔布海苔〕　hunui

ふびじん〔不美人｝，janakaag圭i

ふびん〔不語〕　／～であるcimugurisjaN

　→かわいそう

ぶふうりゅう〔無風流］　saQkoo

ふふく〔不服〕→ふまん，ふへい／～そうに

　hukUQtu／～である・→加uki麟N

ふへい〔不平〕googuc圭，9UNdaN，？irihui，

　kuihai，　kujaahajaa，　kunuu，　kunuu－

　manUU，　ziigUi／んの多いこと（～の多い

　　＄　sk）　googuc2hjaaguei，　kunuumanuu，

　ziiguihjaagul／～を言’う者goegucaa，

　zngulmuN，　z11gujaa
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ふべ

ふべん〔不便〕hul〈aQt2，一一＞hubiN／～や不

ふ廉〔父母〕　？ajaataarii，一〉おや

ふまじめ〔不真面霞〕／～な者？ahwagee－

　rimuN／～になる？ahwageejUN，　？ahwa一

　　　　ロ　の
　geer1コUN

ふまん〔不二？irihui，→ふへい／～げに

　hukUQtu／～である→？acizaraN

ふみあらす〔踏み萢らす〕　kUNtoosjaN

占、みいし〔踏石〕　ku5ami

ふ渉こむ〔踏み込む〕　humikunUN，1〈umi－

　NCUN
ふみだい〔踏台〕　ku5ami

ふみたおす〔踏み倒す〕　kUNtoosjUNノ踏み

　倒される一一＞hurubuN

ふみつける〔踏み付ける｝　k魔a憩i麟N，ku－

　n農asjUN，　kunas3UN，　k覗Ngiki3疑N

ふみつぶす綴み潰す｝　kUNpiiZUN，　kuN一一

　pirakasjUN，→ふみつける

ふみにCる　kUNpiiZUN，→じゅ5りん

ふみISずす〔踏み外す〕　kUNhaNsjUN

ふみんしょう〔不眠症〕　miiguhwai，　miik－

　uhwai／～の人miikuhwajaa
vs、む〔踏む］　　　 ku5amijuN／　　踏ま　なし、よ　 5　eこ

　さげて通るkUNmaasjUN

ふむき〔不向き〕hul〈aQti，→ふにあい

ふ齢いよ〔不名誉〕　miiwaku，→kasihwi－

　ci，なおれ／～な者kusihwicimuN

ふめんぼく〔不面霞〕miiwaku，→なおれ

ふゆ〔冬〕　huju／～の雨一一＞simu／～のひ

　とえciimuN
ふゆう〔夕日谷〕　→ゆうふく／～なさまhuu一

ふゆかい〔不愉快〕　bukukuci　　　　Lh鷺u

ふ険山とどS〔不行き画き〕bi捻asawaQS3，

　hutuduci，→ぶちょうほう

ふゆ屯の〔冬物］　hujumUN

毒、よう〔芙蓉〕　hujUiユ

、ぶよう〔舞踊3　→おどり／～団，uduiniN多u

1

ふらっ．く　麟iku3UN

、ふら占、ら　　burabura，　siikuimeekui

ぶらんこ，　？iNdaagii

フラン汽　huraNsi　　　　　　　　　「ki1

ふり〔振り〕hUUBaa，一bui，　naziki，叢賜i一

ふりあげ観振り上げる〕hujagljUN

ぶりかえ9［ぶり返す〕huikeesjuN，　huQee－

　esjUN，　hw掩cee＄麟N，→さいはつする

ふりかえる〔振り返る〕　tUNkeejUN

ふりかえる〔振り替える〕kuikeejUN

ブジ＊　buriki，　si¢itaN．　9ani／～のやかん

　sieitaNjaQkwaN
ブリキや£ブリキ屋〕　bur圭ki多eeku

ふりこむご降り込む〕　？ucikunuN，？uc三N－

　CUN
ふりこめられる〔降り込められる〕　hu三ku一

　撮lran3UN
ふりすてる〔振り捨てる〕　hui寧itijuN

pi…、サそで〔振り袖〕　　huisudi

ふりま冷す〔振り回す〕hui鵬aasjUN

ふりむく〔振り向く］tUNkeejUN

ふりょう〔不良〕　huriinuN，　hwiNzimUN，

ふるξ降る〕　hujuN　　　．　L→ならずもの

ふる〔振る〕hujuN

ふるい〔餓〕　，」掘／～の一一種麟noO

ふるい〔古い〕　hurusaN／　～家　hurujaa／

　～魚sagai？iju／　～反二故：huruhugu／　古

　くするhurumasjUN，　hurumijUN／古く

　なるhurUBUN，→ふるぼける
み、るえ〔震調え〕　　hurii

ふるえこえ〔震え声｝　hutuhutuugwii

ふるえる〔震える〕　huri3UN，→ぶるぶる

さ、るぎ〔古’着二］　huruzi，　huぎuz圭N

ム、るぎい＄〔古着市〕　　huruzimaci

ふるぎしょう〔古着商〕huruzi？aclnee，

　huruzi？acoodu
ふる蓮．．．ず〔古切〕huruk三多三

ふるす〔古巣〕　h蝦ru寧圭圭

ふるち〔畜血〕　huruei
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べい

ふるどうぐ［古道具〕　hurudoogu，→ふるも

ふるどうぐや〔古道具屋〕　huxudooguu　しの

ふるびる〔古びる〕hurunUN，→ふるぼける

ぶる．ぶる　hutuhutuu　　　r→ふるびる

ふるぼける〔古ぼける）　hurubUQkwijuN，

ふる喝の沽物〕　hurumUN，→ふるどらぐ

ふるわた〔古綿〕　huruwata　　　「つれい

ぶ激，い〔無礼｝　burii，（敬語）gubqrii，→し

ふれる〔触れる〕huri麟N，　saajUN，→hu－

　riituusju．N

ふろ〔風呂］　　　，jUlエhlユru

ブca　一・ab・・一　bakujoo　　　　　rcukwiizi

ふろしき〔風呂敷〕？ucukwii／～包み？u一

ふろせん〔風呂銭〕　，juuhuruciN　　LciN

ふろや［風呂屋〕　’juuhurujaa

ふわ〔不和〕　huwa，一今ふなか／～である

ふん（返事）．hNN　　　　LkahwasaN
ぶん〔分3　bUN，→みぶん／～に過ぎるtat

ぶん〔分］一mee　　　　　　LaasjaN
ふんがい〔憤慨〕　，jUNgusamiei／～する

　kusamiCUN，，wazll叡／少し～すること

　saagusam三ci，？usugusamici／～するさ

　e　kusamieinoori

ぶんかいする〔分解する〕’waQkwasjUN，

　’waQkwijUN，→かいたい

ぶんかんしけん〔文官試験〕　koo／～の初め

　ての受験hagikoo／～の本試験＄eekoo

ぶんけ〔分家〕　’jaatacaa，’jaawakajaa，→

　naagU／～筋，juiae㍉，wakaぬ／～する→

　，3a＆，，wakajUN／～の先祖nakamuutu

ぶんこ紋庫〕　bUNkau

ぶん弔い〔文才〕

ぶんざい〔分際〕

　ん

ぶんしょ〔文書〕

buNsee

bUN多ee，毛akibUN，一〉みぶ

　　　　　　　　　　　ka．eigiki，→こもんじょ

ぶんしょう〔文章〕　mUNguN

ぶんたんきん〔分担金〕　→？usa．kati

ぶん＄ん〔文鎮〕　bUNciN

ふんどう〔分銅〕？Nbusi

ふんどし〔揮〕　hafoobi，　mawasi，　meeeaa，

　meecaasanazi，　sanazi／～の前に垂れて

　いる部分sanazinutai／～のみつsana－

　zinu？azimaa

ぶんばい〔分売3　→kuusi？ui

ぶんばいする〔分配する〕→わける

ふんばる〔踏ん張る〕　ja（諺pajUN，　kUNpaju陶

　N／～さまkUNpaikaapai，　kUNpainiipai

ぶんぶん　buubuu，→buubuutuubee

ぶんぶん．1〈wacikwaci　　　　「→しりょ

ふんべつ〔分別〕　？ati，　hUNb圭gi，質NbUN，

ぶんべんする〔分娩する］→kar臓UN，

　うむ，しゅっさん

ぶんぼうぐ〔文跨異〕　simihuiikabi

ふんわりと　／～させる　hanagijUN

へ

へ〔屍｝hwii／～の音一→Puu／～の輿：がし

　てくさいhwiikusasaN／～のようなもの

鑑’kusunaQta’／～をひる者hw”hw’一1

へ（助詞）．宝ai，一nai，→に

べ〔部〕（階層の名）　一bi

へい〔塀3→hwiNPUN，かこい

へいか産りさげ〔平価切下げ〕　→孤UN解一

　wai

へいきこ平気｝gini

へい奮ん〔平均〕hwiiciN，　narasi，　tuna－

　mi／～してRamiti／～する→ならす

へいけん〔平原〕　toobaru

べいこく〔米国〕？amirika

べいじゅ〔米寿3haeizuuhaciノ～の祝，ju－

　nin’　u？uiwee，　’juninu？ujuwee，　too｝〈aci，
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へしs

　tookaei？uiwee，　tookaci？ujuwee

へいじょう〔平常〕沸ふだん

へいしんでいとう〔平身低頭〕．？usurika－

　ga．N，　’uurieoori，　一“？uusari？aasari

へいそ〔平素〕gi拡madu，→ふだん

へいたん〔平坦〕too，一一・〉たいら

へいち〔平地｝tOO，→へいや

へいみん〔平民〕hjak犠sj◎o，　hwilmiN

へいや〔平野〕toobaru，→へいち

へい概平癒〕hwijuu，→かいふく

へえ’ee，　haa

へええ’waa？aa

へえへえ？uusari？aasari

べ一一　mン（爬魚船）　haarii／～の時の歌haa

　「ii？uta／～の時のけんかhaariirr｝．uNdoo

べき　一bieii

ペキン薮北京〕hwikiN

へぐ扇ぐ〕hwiZUN，→はがす，1まぐ，むく

へこ（穂物名）hwigu

べこべこ　？uusari？aasari，，uuritoori

へし蜜げる〔へし曲げる〕？usimagijUN

べしゃん：siQpii，→たいら，．つぶれる／

　～であるhwirasaN／～のものsipizaa／

　　～にhwiyaQteeN／～にする　hwiralca－

　sjUN／～になるhWirakijuN，　S圭P三痴靱N

ヘモ〔繍〕husu，→ほぞ／～の緒と髪の毛

　hus砥karaz圭

ベモgirajoo

へそくり麟繰る3，watakusi

へf〔二季〕hutaQsja，　hwita

へだたる〔隔たる〕　hwidatajUN，　hwizam一

へだて〔隔て〕hwidati，’hwizarai　LajUN

へだてる〔隔てる｝hwi訟t恥N，　hwizami一

べたべたbUQtakwaQta　　　　し趣N
べたんとhWiraQteeN．

へ参ま〔糸瓜〕　naabeeraa

べ＄やく8や　？aabaasaabaa，？aacira－

　　hjaaeira，　hwiQtal〈umaQtaku，　piriNpa－

　　raN，　geerikweeri　　　　　　Fに

べつ〔罰〕　bigi／～に→べつだん，へっべつ

べつ　tuhwee／～とはくtuhweemlka－
　s5照

べっかんこciNbeeru？akakoozi

べっこう〔胃軸3kaaminakuu／～のかん

　ざしkaaminakuuziihwaa
べつじょたい〔額所帯〕　sju滋eewaka1

べっそう〔溺荘〕ぬ3rujaa5ui，，jaadui，→

　？ujaadui

べつだん〔Slj段〕bigidaN

べつびん〔男莚嫉〕eurawinagu，→びじん

べつべつに〔瀦珊に〕　’wa｝gasiwakasi，→そ

　れぞれ／～する’wakasjUN

へつら．い〔諮い〕→おべっか

へつらう酪う〕→zuubui，多uuhui／～者

　粗eesa翫

べとべと　凱鴫caikwaQtai，　nu財akwaa一

へなへな騨r欲waa盟　　　　Lra
べに〔紅〕b姻ノ～のしぼりぞめbiNslbui

へびξ蛇〕　hwiibu，　nagamUN，→z昂a／～

　　の一種？aka搬εしtaa，　eiNhabu，竃ara麟一

　hwiibaa，　hwiibaa，　kuhwaa，？Oo？Nna－

　zaa，→はぶ

へや〔部屋〕→ざしき／～の構えzaaga－

　mee／～の名　kuca，　ku賊，　kuuigwaa，

　　meemuci，，Ncuca，？u．hugui，？ura4a，

　？uucibaera

へら瞳〕hwiira
べらべら（ぺらぺら）　？aacirahjaacixa，

　gakugaku，’jUNtaahwiNtaa，’jUNtaku－

　haNtaku，’jUNtakuhwiNtaku，　piriNpa一一

　　raN，→ぺちゃくちゃ

へり〔滅舅hw撚
へ沼縁〕hwiri
へる〔減る〕hwinajUN，　hwi担N，　soorij“泣

へ番〔経る｝hwijUN，→たつ／…を経て
　　　　　リ　ロ　ロ
　　一箆aaα琵

へん〔変3hwiN，→みょう／～な？ihuuna，

　　？iruNna，　saita，→hwiN

へん〔辺〕　hwlN，　maNgura，一kaa．→

　　CINPOO，覗ag11
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ほう

べん〔便〕？ura，→だいべん

べんかい〔弁解〕　？iiwaki，，waki，・→いいわ

　け／～する？iiwakijuN，一→べんめいする

へんくつ〔偏屈〕．／～であるcimusipusaN／

　～な者eimusiPUU．

へんさい〔返済。返債〕hwiNbiN，　hwiNsee，

　siibaree，　？uQkabaitee

べんざいてん〔弁才天］　bideetiN

へんじ〔返事〕．hwizi，？iree，一〉へんとう／

　～する．．？ireejuN

へんし威変種〕→かわりだね／～が生ずる

　tanagaajuN
べんじょ〔便所〕hu｝’u，，jaaburu，　nisi，？u－

xa，→euuzi／～に行く→？usi／～の穴

　もuusinumii／～の神hu蕊uunukami／～

　の手洗いmi多ikubusi

べんしょう〔弁償〕　七asimee／～するha－

eUN，　tasirr｝eejuN　’waNcarrle“juN／　一v

　させるhakijUN

へんしん〔変心〕　kukurugawai　rrujaN

へんず．つう〔偏頭痛〕haN多iguu，　katagibu一

へんせつ〔変綱？irumigaai

へんそうする〔変装する〕　’5aφriju溝

べんつう〔便趨　¢u脇i

べんてんいけ〔弁天濾〕　bi5eetiNgumui

へんでんする〔変転する〕　／～さま？ieika－

　walg駄wal
へんとう〔返答〕hwiNtoo，？ireehwizi，？i－

reekuもee，？ukih瞬説っ・，→うけこたえ，

　へんじ

べんとう〔弁i当〕biNt・・，　rnUC1baNnkee，→

hwiKtu／～持参duubaNmep，　muci？a－

　sabaN，　mueibaNmee

べんどく〔野田〕　biNぬku

べんぴする〔便秘する〕　cis靖ux

へんぺん£返弁〕一一一〉へん． ｳい
へんぼう〔返報〕keesi

べんあいする〔弁明する〕　harumijuN，→べ

　んかい

べんり［便利〕　biNri，　tanar三，→ちょうほう

へんれい〔返礼〕　hwiNr銭，　keesi，→おかえ

　し／～のSptriizigees1

まξ

ぼ〔帆3　huu，→muruhu，　mahu

ほ〔穂｝　huu

Iまし、ん誕証印〕　　？iibibaN

（譲う　　　，ee，　ha爲

ほう〔方］　hara，　hOO，　muti／…の～一ba一

　ぎa，一kata

I濃う〔法〕　hoo，　→ほ5ほう，　ほうりつ

｛ミ妻う〔棒］　boo　　　　　　　　　　　「カ、こむ

懸ういする〔包囲する〕　kanimaasjUN，

ぼうえんきょう〔黛遠鏡〕　もuu翻kεga球

i濠うおう〔鳳鳳〕　huuoo

黛うか〔放火〕　gikibi，　hW銭雰kee

ほうか〔放下〕（懸芸のこと）hooka

ぱうがく肪角〕

一“F

hoogaku，一〉むき／～の．．悪

781

　k、隔月『　→tusi？ana」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ぼうかん〔防寒〕hwiisahuslzi
I濠う　豊　 〔簿〕　　　hooei

糠うきする〔放：棄する〕　h艮Naagi旗N

（Kうきぼし〔箒星〕　hoocibus至，？irigaNbu一

ぼう豊やく〔忘…翻〕　boocakU　　　　　LS玉

ぼうぎょ〔防禦〕husizi，→ふせぐ

ほうぎょする〔崩御する〕？ukumuimigeeeN

｛まう奮れ〔棒切れ〕　boozi「i，　bui，　l　UNzi「i

ぼうけい〔傍系］

縢うげん〔方言〕

ぼうけん〔冒険〕

ぼうこう〔奉公〕

ほうこう〔方向〕

’」’tidaei，　’wakari　’

？inalgakutuba，　kutuba

haNtigutu　rごほうこう

hu唾uu，→みやづかえ，

→むき，ほう，ほうがく



ほう

憾…うこう〔芳香3　kabakaga，→におL・．

ぼうこう〔膀胱〕　siibaibukuru，　．sHbai4i一一

　CiN

ほうこうにん〔奉公人〕huukuuniN　　rく

ほうさく〔豊作〕→？abusimal〈ura，まんさ

ぼう毒め（鮫の一種）　’NnatujuubinuQl〈Wa

IXうじ〔法事］　s旗ukoo，　t．uisjuukoo，（敬

　語）？usjuukoo，→：nadun3Nlga，そ5し

　き，だいほ5え／～の回忌niNei

ぼうし〔帽子〕　boosi，　kaNmui

ほうし捧仕3　？waNiee／～するgarami・

　CUN，つかえる

ぼう｛二ま〔棒縞〕　／～の着物boozimaa

ほうしゅ〔二一3　／～の玉：nubusidama

ぼうしゅ〔芒種〕bo。s謳u

ほうしょがみ〔奉書紙〕

　sjukabi

ぼうず〔坊主〕boogi，

ぼうすいξ紡錘］　gimi

ぼうぜ随いと〔紡綾糸〕

ぼうぜん［・呆然〕

　r圭itu

ほうせんか〔鳳生花〕

糠…うそう〔二藍癒〕

ほうだい〔放題〕

黛う＄よう〔包丁〕

huusjugami，ぬu疑一

　　’　r？aNkaNboezt
　　　　　　　　　　　　1

→おしょう／　～頭

　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

・＄eejaN露aSl

→’Nnabai／～とhuribu一

　　　　　　　　　　　　　　tiNsjaaguu

　　　　　　　　　　　cuxagisa

　　　　　　　　　　　hUNdee，→わがまま

　　　　　　　　　　　　hooeaa

ぼう＄sうする膨脹する〕huukeerijuN
ほうど〔封：土〕→りょうち

ほうとう〔放蕩］hootgo，？NzihatS’gwi／

　～人hootooniNノ～考ha翼gw呈漁UN，

　hootoomuN，　kwatii

懸うとう〔蓬頭〕　mooi

ほう轟ん〔豊隼〕？amajuu，’jugahuu，，ju一一

　gahuudiユS圭，　mirukujugahUu，　mirulgU一

ぼう嵐んかい〔忘年会〕tロsiw頗r三　LjUU

fSうびこ褒美｝　　huub圭　　　rkazi，　→た㌔・ふ5

‘まう占・う〔暴．風］　？arasi，　kazihuc1，　？uu一

ぼうふら（蚊の幼虫）boohujaa

ほうほう〔方法］　hoe，　micl，　tidaN，→やり

　かた

1

懸うぼう〔方方〕？iQpeekUQpee，→あちこ

ぼうぼう　　baabaa，　blユNむuku　　　　　　　しち

ほう懸け豊よ　huuhuieoo，　huuhwiQeoo

懸うまい混米〕　taaxa，→ほうろく

ほうみょう〔法名〕？圭泌weez員

畿うむる〔葬る〕　hoomujUN

｛9う奄んぎこ訪問着｝　kugeeziN　　「ずねる

懸う奄んする〔訪問する〕　，j窺siri5UN，一→た

ぼうや〔坊や〕bgoboo，　boozaa，吟1まつち

　ゃん

ほうらい＄く〔蓬藥竹〕　’N3aね短，’Nzata一

織うりつ〔法律〕　？uciti，→きそく　　Lki

織うる〔放る〕　一→なげる，なげこむ／ほ弓っ

　ておく’joosj◎OCUN，→ほったらかす

ほう劇んそう〔ほうれん草〕huuriNna

iまうろう〔墓楼〕

黛うろく〔俸豫〕

縁うろくいちご

1慧…える［吠える〕

ほお〔頬〕

一〉’鰍≠pkwa

karuku，　ruku，→ちぎょう

’jama？icubi，　taka？icubi

？abijuN

　　　　　　　huu，　huu寡yaノ～のくぼみhu－

　ukubuu，→huukubuugwaa／～のこけた

　人huukubUUノ～のたれ下がった子供
　h窺鷹ajaagwaa／　～のたれ下がった者

　huutajaa
穏…おかむり［頬かむり〕　koogaak慧

｛蓋．おず豊　 〔酸漿］　　　七〇〇簸unabii

懸おのき〔朴の太〕　taarasi

ほおばる〔頬張る〕　／～さま　hεしQkukUNk－

　ukuN
織…か〔タト｝　huka，　suちu，　→kuutu

ぽかんと　huriburiitu／～する→mliN．na－

　b滋

ぼ豊り　　PU（毫C｛r圭

ぼ奮ん〔募金〕nucisiN

ぼ豊ル・一〉ぼきり／～というpucimikasjuN

ほくそ〔火糞〕　dookusu，　rookusu

臨くとし＄せい〔北斗七星〕　nana？ibusi

IXぐ翫る’waQkwijuN
爆く．ろ〔黒子〕？a4a

ぼけるこ惚ける〕kanihaNdijUN
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ほね

嫌ご〔反故〕hugu，　hugukabi／～を燃す矩

　huNziruu，　huNzuruu

ほこする〔保護する〕　kageejUN

ほこり〔埃〕hukucici，　hukui，→ごみ，ち

　り／～臭いにおいhukucicika喝a／～だら

　けhukUCicikaa
ほころび〔綻び〕hutUNgwi　　　「どける

ほころびる［綻びる〕hutUNgwijuN，→ほ

ぼさつ〔菩薩〕（敬語）buusaaganasii

ほし〔星〕hiXsi，（敬語）面husi

織しい〔欲しい3　hu＄jaNノ欲しく，思らhu幽

　sinUNノ欲しそうに見るmaNZuN
ほしがる〔欲しがる〕→husjaN，．．ほっする，

　もとめる／～こと．munuhusja／欲しがり

　かわいがることhusjakanasja／欲しがっ

　てねらうさま　？utiraakwaasagaraakwa一

ほじくる　→？anagujUN／　ほじくり．出す

　？anagui？llzasjuN／ほじくり回すkaci－

　1．Tuzi3’uN　rri3’uN
ほしそら〔星空〕　ノ～が購れわたるhusiba一

ほしたけのこ〔干し筍〕．sjUN曲

ほし奄のこ干し物〕husimuN

ほじょ〔補助〕？gjagi，→えんじょ

｛9しよう〔保護歪3　kunuu

ほしように＆〔保証人〕　husj◎o益滅，？uld－

　niN

ほす〔干す〕husjUN，→かわかす　　fkara

ほぞ〔隣3　husu，→へそ／～をかむ→duu一

隊そい〔細い〕？uroosaN／～農miigwaa／

　細くするsazirεLS∫UNノ細くなるsaziri一

ほそく〔補足］　？u＄iitaree

｛＄そじょうふ〔細上布〕　husu

ほそば珍だん（植物名）　，Nzana

ほそめる〔細める〕　sa2iras3UN

ほそる〔細る〕　sazir彗UN

ほぞんずる〔保存する］ねbujUN

【また1また　　CONCON

ほたる〔螢〕　ziinaa，（小児語

穏たるび〔螢火〕

L3UN

rNziN

　　　　　　　）　ziiNziiN，　zl－

hutarubi，　ziinaabii

ぼたん〔牡丹〕　butaN

ぼち〔墓地〕gikazu，→はか

ぼっき〔勃起〕　／～させる？waasjUN／～す

　る？waajUN

嫌っ9よくせい〔北極星〕→niinuhwa

庶っする〔欲する〕　husinu端→ほしがる

ほっそく〔発足〕　？UQtaci

ほっそりしている　，5uinagasaN，，ju5un＆一

　gasaN
f§…つたてこや〔掘玉≒〔ノjN屋〕　　　？anaja

ほったらかし　tUQpana，　duukUi’ubi，　→

　ほったらかす

ほったらかす？UQceerakasjux，？UQtee－

　rakasjUN，？UQteerakijuN，→ほうる／

　～ことrpitihoorii，→ほった：らか．し

ぼつちゃん〔坊ちゃん〕boozuu，，Jacimee，

　’jaQeiimee，　？umildi，　？uNbozug’waa，　一，

ほっと　’」＆ajaatU　　　しぼうや，わかぎみ

ぼっとうする〔没頭する〕　ha斑財UN，　hwi－

　QkataNCUN，→せんしん

ほっぺたhuugira，→ほお

ほていちく〔布袋竹〕kusaNdaki

ほてる〔火照る〕　／～さまhwaahwaa

ほと〔陰〕hoo，一〉いんぶ

黛ど〔程〕？atai，晦kU諏撒isi，→？UQsa，

　一ka，ていど

ほどう〔舗道〕？isim宝ci

ほどく〔解く〕　hutueUN

ほと磯仏〕　bttgi，　hutuki

ほどけ〔解け〕一一・9Fほころび　　　　薪wijUN

ほどける〔解ける〕　haNgwijUN，　hutUN勘

ほとり〔辺り〕hata，→かたわら

ぼとん　pON／～という　PON　mikasjuN

｛Kin［ew］　huni，　．duubuni，　gara，　kara－

　huni，こつ／～の癌みhunijaN／～の髄

　z恭／～の髄にある油zii？aNda／～を惜し

　む→huni／～を貿い集める考garagwa－

　akoo5繊

ほ融ぐみ〔骨組み〕　hunigumi／～を作る

　，3ani3媒N／～を作ること，3a獄i
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ほね

ほhaやすめ〔骨休め〕duubunino・si，　kusi－

jUQkwii，　kusjUQkwii，→きゅうそく

ぼのお〔炎〕hw三i　　　　　　　　　rり

ほのかこ灰か〕　？umujoo，→かすか，ぼんや

tXのぐらいこ購い〕→・im一・g・・a・aN，，　5

｛濫ばしら脚柱］　hubasira　　　tすぐらい

織ぶ激〔帆船〕　huusiN，→ほまえせん

ほiほ　→ほお

掻ほえみ〔微笑み〕ka七akueiwaree，　miiwa一

ポ穿一ド→biNziki　　　　Lree
ぼ蜜えせん〔町鳶船3hUUtaaasiN，→はんせ

　ん／～の一種，jaNbaraa，，jaNbaraabuni

織震；動〔誉れ］　hwikari，　mjooga，　nooga

縁i響く　　hu潰niCUN

凹め蒼〔褒める〕hurnijUN／ほめ立てる

　humiitatiju・NT，　hu瀟琵atijHR／　ほめはや

　すh級日αii捻Qkwas担N

ほや〔火墾〕　haja

懸や酸や　　？a多ikつoko（〉

縫…よう〔保養］　一→cijoO

縢ら？ane，・？aNdee，？ari，？une，？UNdee，

？uri／～ほら？ane？ane，？uri？uri

ほら〔法螺〕bura，　b“ragee，→h疑ukasi，

　1〈ucibuuei，？uhu瓢unu？韮／んを吹くhuu－

kasjUN／～を吹く春huukasjaa
ぼら（魚の名）　gil〈ura

ほらあな〔洞穴〕　gama

懸らがい〔法螺翼〕　buragee

｛まりだす〔掘り出す〕　llUi？NzasjUN

ほり愚の〔彫り物／　htiim疑翼

懸る〔掘る。彫る］　hujUN．

ほれこむ〔惚れ込む〕　？ucihuri麟潤

ほれる〔惚れる］　hurijuN，　nu4unUN，→

　あいほ：れ／～こと　＄juusiN

ぼろ鷹縷3hukutaa，　kakoo

ほろせ　→じんましん

ほろびる〔滅びる〕hurubUN　　　　「jUN

ぽろぽろ　eiritaikaatai／～になるmusiri一一

ぼろ愚うけ〔ぼろ儲げ〕　？aramooki

19ろよ：い〔ほろ酔い〕　saahuuhuu

縢ん〔塞〕　sjumugi／～ばかり読んでいる者

　sjumugibaku，　sjumugil〈weemusi／～を

　食う虫sjumugikweemusi，　sjUlnugi．musi

癒ん〔本〕　一hUN，一鞍就U

ぽ二二〕bUN，→？usj・・r・・，！～に使5も

　のbu．N寡kee／～の市bUNmaci／～のこ

　ろに行な5半隼の決算bUNZiri／～の費
　舞窪　bUN「～irimiノ　～の雛bUNmee

ぼん〔盆〕　bUN／～の一種目k’idee，　diNdee，

　rlNdee，　tuNdaabuN

ぼんおどり［盆：踊り］　sicigwagieisaa

懸んけ〔本家〕　muutudukuru，　muutujaa，

　？uhuduNei，　？uhujaa，　一？ukumuutu／

　～のお塾？uhu？uhwaka

掻んけん雪く〔塞建築〕／～の家蒸ueizij餓

掻んしょう〔本性〕　sjooka頂，→そしつ

ぼんしん〔本心〕siN

掻んだな〔． {棚〕　S）’urnu；idaN￥i

f＄ん雪ようし〔本調こ子〕　hUNcoosi，　sagi

繕…んで〔塞手〕　hUNti

纈んとう〔本当〕hUNnu，　hUNto・，．1§」・osj・一

　〇tu，　zigl，　ziNtoo，　ZUN，→しんじつ／～か

　→？Nzi／　～に　hUNnu，→，Nca，　ZUN，まこ

　とに／～のsjoohUNnu，→しんの／～の

　親sjoO？uja／～のことsjookutu／～の姿

懸んどう〔塞堂〕　→？umukoo　L2｝UN争i竃a捻

ほんとうない〔本嵩内〕zizi？uci

懸んどさん〔本土産〕／～の米ziimee

鑑んにん〔本人］　hUN撮R，　ziN鍼i

罎んの　→たったノ～形だけ＄ahuuノ～少

　．しbiQeeeN，　biQeeeNgwaa，？ikiragwaa，

，？iN．’teeNgwaa，　kuuteeNgwaa

ぼんのう〔煩悩〕　bUNnoO　　　・

ぼんのくぼ〔盆の窪］　？US沁ukubu馬？usir－

　ukubUU／～の髪？ahwiraa興U

ほんばこ〔本箱〕　sjumugibaku，→bUNkuu

｛9んぶん〔本分］　huyi　bUN

ほんみょう正名〕sjoonaa
ぼん奄の〔本物］　sjOOMUN

縫…んや〔本屋〕　　sjlユmugimacija
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まき

ぼんやり　turubai？oobai，勢おぼろげ，ほ

　のか／～している者七urubajaa，　turuba一

imZIN／～するturubajUN，

bai／～とhuriburiitu

→凱llNna鴨

ま

ま〔闘〕　？e¢，mii，　tεしbasa／　～カ：悪1，　Nこと

　hwizaruu／～の悪い思いをするsjukwe－

　esjUN，　sju（lkweesjUN／～の悪い思いを

　することsiibuu，　siibuugeei

ま〔魔3→まもの／～がさして起した事

　majaasarigutu

象〔輿〕ma一

まあ　　cee，，ee，　haa，？iQcaa

まあたらしい鎮；萩しい〕　→あたらしい／～

　ものsaramiimUN
まい〔舞い〕　mooi，→おどり

se　Ls［di］　mee一

まい〔枚〕．一・ciri，一mee

まいあさ梅朝］mee？asa
まいご〔迷子〕　→zaamεし

まいそうする〔埋葬する〕　h30m虜UN

蜜いつき〔毎月］　φc沁鷺ka哉Z三，　mee7yici

まいど〔舞戸〕meeZU

まいにち〔毎賃〕　hwi｝）i，　mgenici

幽い勲ん薮毎年〕　搬ee蹟N

まいばん〔毎晩〕mee5uru

まいる〔参る〕　→’3usir量jUN

まう〔舞う〕　m。o錘N，吟おどる

まえ〔前〕maadu，　mee，→いぜん／～にma－

　adiu／～になろうとすることmeenainai／

　～に伸び上ることmeenubagai／～にのめ

　ることmeetiNta／～に害ろうとすること

　瓢eejuljui／～の臼　meehwi／～のもの

　mee／tyの琶saclnuju斑はしゃいで～
　を行くことmeehanazi，　meemoo圭

まえ〔髄〕　一mee

まえあし〔前足〕瓶eeb圭S露

まえおび〔前帯〕mee？uubii
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まえがし〔前貸し〕meegasi

まえがね〔前金3　meeziN，→まえばらい

まえがみ〔乙鳥〕meegaNtu／～の長い者

　（～の乱れた者）meegaNtaa

まえカくり〔二二借り〕　　．meegai

まえが冷揃がわ〕mee4ira
まえきん〔上金3　吟まえがね

まえば〔有継1〕　meeba，　meebaa

まえはば揃幡〕meehaba

まえばらい揃払い〕meebaree，→まえが

　ねノ～の賃金meedima

まえび〔前日〕meehwi

まえまえ〔箭前〕meemee，→いぜん

窯え奄って〔溺以て〕　擶eekan嶽，→かねて

まお〔真苧3　maauu

まかす［負かす〕　？usim3gi諏N

まかぜ〔魔風、〕　？ieeekaZi，，jaRakazi

まがたま〔勾玉〕　ga3radama

霞かない〔賄い〕mal〈anee，　misi？uki

まかりいでる〔罷り出る〕　／まかりい『でたる

　igeS　di3’oocavu　munuj’a，　一＞tuNzijuN

まがりかど〔曲り角〕　mag’aiguCi

まカ｛　り　
く
　 ち　 〔曲　り　口｝　　　rnagaigue三

まがりみち〔曲り道〕　magajaa

まがる〔脇る〕　magajUN／曲がりくねったさ

　ま　？aNR｝鼠gaikaN煎agal，，300言aahwl圭一

　gaa，　’joogeeh；一fiigee，　magaihwigui，　ma－

　gajaagujaa／艶がりくねったものmaga－

　ruuhwigarr｝u，　magaruuhwiguruu

まき〔i薪〕．taeizi，　tamUN，→たきぎ

まき〔欄　／～の一種caagi

まきえ〔蒔絵〕→ciN　　　　fsicadaN

譲きがい〔巻貝〕／～の一種giNboo　raa，



まき

　　　　　　　　　　　　nacoora　　「→めくれる

寒くサあげる〔捲り上げる〕kaRagijuN，

まぐろ〔鮪〕　？acinu？iju，？aka？aei

まけ〔負け〕maki，→？weNmi，’wabi

まげ〔奮〕magi／～を講に結うこと｝nee－

　katakasira／～を前に結った考meeka回

　takasiraa

ま｛ナし、くさ〔負け戦〕　　maki？三kusa

ま1ザ竜の〔曲物］　magi

まけ’る〔負ける］　，jasimijUN，撮ak球UR

まげる〔騰げる〕　凱ag嬉UX，？usimagijuN／

　i掬げていう？i圭magijUN

まご〔孫3？Nmaga，・（敬語）？umimaga

窯こころ〔共心〕　magukuru，　siNzigi

まこと〔誠〕　makutu，　zigi，一ウなるほど，

　ほんとう／～にdani，　daniju

まごまご　tunuumanuu
まざる勝る〕　m．asajUN，→すぐれる，たち

　まさる／まさっていることmasai

まざる〔混ざる〕　→まじ：る

窪し　masl

まきた〔真北〕ma垣si

ま山野らす〔撒き散らす］　macihoojUN

まきつ1ナる〔i巻きつける〕　karamaeuN，　N

　からめる　　　　　　　　　　　 「ごまかす

ま警らth　¢〔紛らわす〕　maNgwasJUN，→

まぎり〔闘切〕　m．aziri／～と岡じ名の季寸

　ヤ
　αuumura
まぎり＄よう〔閲切・長3　燃aZlrlCOO

まぎ叡る〔紛れる〕　恥翫zirijUR，一→まじる

蜜豊南ら〔巻藁〕maciwara

まく〔巻く〕maCUN

まく騰く〕ma¢UIT，？urusjaN

まく薮慕〕　ma3ku，燃aku／　～の一種㎜ici－

　maku
まくら〔枕〕maQkwa／～の一種maQkwa－

　baku，　tooma（≧kwa

驚くらばこ〔函嶺〕　m我qkwabaku

驚くらもと〔枕許〕malrugaN，｝naQkwag－

　waN
まくり（植物名）

蜜じないこ幌い〕　／～の一種？ijawaree／

　～の．文旬一→？az量muku　　　　　　「かい

ましょうめん〔翼正面〕　mataNkaa，→まむ

まL’る〔混じる］　xnaNCUN，搬az鋤妻壁N

まじ冷り〔交わり〕maziwai，→こ5さい

まじわる〔交わる｝　？azijUN，　maziwajUN，

　一→こうさいする，つきあう

ます〔榜｝　giiga／～の一一種CO◎baN，　gusla－

　ak疑捻aka擶ui，9UNgOO難aka騰U量，？icigO－k

　onakamui，　nakarnui，　Rakamuigwaa

ます〔増す］　ka騨甫u翼／～こと→？imi

蜜y（敬語）一abijUN　　　rはmazee
蜜ず〔先ず〕　mazee，　mazi，→だいいち／～

まずい　niisaN／～のうまいのniisanu－

　maasanu／～物nli7，amUN／まずそうに

　食べることnigaNgami／まずそうに食べ

　るさまnlgaNhwigaN，　niiguhwiigu

ますかがみ〔増鏡〕　masukagami

ますかき．〔欄蚤〕t・okaci

察すめ〔彩．旧3giiga，　ma￥i

ま・義勇｛き〔織i垣〕　masi，一masigaei

まぜこぜ　eaahwlihwi三，　caahwi’荒oo，　ma－

　NcaahwiNeaa，　一〉？usjaamaatuu

まぜ屯の〔混ぜ物〕　mazirimUN

ま青るkusabUQk濾出N／ませた者kusa－

bUQkwaa／ませたものの言い方kusamu－
　nii，　kUS爲mumユ？i圭

蜜ぜる〔混ぜる〕kiZUN，斑a聾kijuk，　ma－

　zijUN／～ものmazirimUN
蜜た〔股〕　mata，　ma七abasi／～の骨tumu－

　9UU／～の骨がだるいことtumugUUユIU－

gaa／～を広げた歩き方？aatabai

蜜た　mata
まだmaada，　naada，　naiinadii

蜜たいとこ〔・再従兄弟姉妹〕　mata？icuku／

　～の子嗣志nuucuku
またがし〔又貸し〕　matagaxasi

またぐら〔股ぐら］　matabasi，→また

まだけ〔真竹〕　karataki

繁だし観未だしも〕SUUStm
まだら〔斑］　　／　～にょご才tたさま　？2し5agac圭＿
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蜜ぬ

　koogaei

まち〔捲〕ha＄a，’waci帥i

ま＄〔町〕一・masi，→㎜ac童

まちあいしつ〔待合劉hwil｛eezu

ま雪あかす〔待ち明かす｝maci？akasjUN

ま書うける〔待ち受ける〕maci？ul｛ijUN

まちがいこ閲違い〕baQpee，　cigeemi，　ma－

　cigee，→あやまち

ま右がう〔間違う〕　baQpeejUN，　macigaju－

　N，maeigeejUN，　mamlZUN，→あやまる，

　とりちがえる／間違えてしま5　？ucima－

　mizuN／闇違ったことmacigeegu七u／間

　違って取るtuicigajUN

窯＄がえる〔間違える〕　→まちが5

ま＄どおしい　／～ことmacinageesa

ま書ぼうけ〔待ちぼうけ〕　’Nnamaei

ま＄まわサ〔町回り〕　maeimaai

まつ〔松〕　maagi／～のたきつけ？akasi，

　七ubusi／～の細い角材saNgamaci

蜜つ〔待つ］　mac疑N，→まちうける／待ちに

　待ってgicijUNhwiijUN／むなしく～こと

　’Nnarnaei

まっか〔真赤〕maQkaara／～なうそ？aka－

　jukusi／～なものrnaQkaaraa

蒙つかさ〔松笠〕rnaagikasaa

まつかぜ〔－松風］　（菓子の名）ma¢ikazi

震O竃いろ£翼黄色｝　maQciiru／～のもの

　maQellruu
まっくら〔真暗〕　／～なところ　Iqn’asiN

まっくらやみこ真暗醐〕　？oogurasiN

まっくろ〔真黒〕maQkuuru／～なものma－

　Qkuuruu
まつげ〔瞬藝　magigi，一一一〉さかまつげ

まつざ〔末座〕　　hazis三

まつさい＄ゆう〔真最中〕　baNzi

窓こつさお韮二〔真青ξこ〕　　？OOQteeN

まつ寄かり〔真盛り〕baNzi，　masakai

まつ省薯〔真先〕　　ma（lsaci

業っしろ〔翼白〕　maQsiira／＝～なものma一

まっすぐ　ma続題童gu，㎜しaQtooba’L（≧siiraa

1

1
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蜜つたく〔全く〕rnUQtu，職uru，　miikara，

　→もうとう　　　　　「ta一，→かんぜん

まったし｛全し〕matasaN／まったきma一

マッチgikidakigwaa
霞つなみき〔松並太〕　naNmagi

まつば〔松葉〕　maagibaa，　maginuhwa．

まつばやし〔松林〕　rnaaguu

蕪つび〔末羅〕9瀬

まつやに〔松脂〕　maaginu？aNda，　magija一・

まr＝》り　〔祭り］　　　ma9圭r圭，『～utal（a韮）量，　→「～uma一

まつif（植物名）muikwa／～の花mui一
まつる〔寵る〕　ma曇jUN　　　　　Lkuba捻a

ま．r：＝｝壕Pり　つ　く　　　ka」rakujuN，　　magi｝）ujuN，

　sieaas5UN，→つきまとう／～こと　ma一

　¢ibui，錘eih級i／～さまkak段均igai，　ka－

　rakuimagibui
＊T・　一masi，　一〉？weeda，　？weema

まと〔的〕　．maむu

窟どい〔円居〕　→くるまざ

まどう〔惑う〕　miNgwijUN，→まよう

まとまる〔纒．る〕　marunUN，　matumajuN

蜜とめやく〔纒め役〕kuk購諏u

まとめる〔纏める〕　matumijUN／　まとめ上

　げるtuzi！u薄UN

まどろむ〔仮睡む〕　turumikasjuN／～さま

　nuruNturuN
まどthす〔惑わす〕　m碕a畿sjUN，　rnaNgwa－

　s5UN，　miNgwasjUN，→だます／まどわさ

　れるmaNgwijUN
まないた〔廻板〕　maruea，→きりばん

まなじり階〕miinugibi，→miinuuu，→

　mmuu
まにあう〔間に合う〕　kaki？aajUN

まにあわせ〔閲に合わせ3．ttt　haNS圭

蜜にあフわせ．る〔聞に合わせる〕　　kaki？aa－

sjuN，　miikwaasjuN

ま臆がれる〔免がれる3nugaajUN

まぬけ〔目抜け〕　？uhusjoO，？uhusjOQmu－

　N，　toosjoogaa，　一｝meekatakasiraa，



ま船

　too，→ばか

轟轟〔真似〕huunaa，　inapi，　neebi，→saa－

　ru

ま撫竃〔招き〕gikee，→しょうたい

蜜撫く〔招く〕manseUN，　manueuN

蜜ぱた竃〔瞬〕mii？uci

窯ばゆい〔眩い〕　hwicarasa鑑　h唾㈱1’u・・

　saN，　miihwiearasjal

窯び拝す番〔閻引きする〕hukiju翼

まひる膜畳〕？akarahwiru，　mahwiru
まぶしい眩しい〕hwiearasaN，．　hwiea－

　rusaN，　miihwiearasjaN

憲ぶた〔瞼〕　rniigaa／　～が切れている麿

　miieiraa，　miicirii／～がはれることmii－

　bukuruu，　miibttsihuQkwaa

まぶ＄　〔暇縁〕　　　miinuhuc内

側ほ〔真帆〕m麟四

聖ほう〔魔法］　魚a｝1疑殺

蜜ま［．儘〕　　　mama，　→一・teし1｛圭圭

蜜ま〔纏mama一
側まごとmiitUNdagxvaa＄ee，？ttkurume・一

　Ntaa

譲みく（植物名）mamiku
まみず〔耐水］　？＆㎜a顧多量

まみなみ〔真下mahwee
蜜むかい〔翼面かい〕mamukOO，　rnataN－

　kaa，　taNkaa，一〉あいたいする，さしむか

窪むすび〔真結び〕　maamusubii　　工い

蜜め［豆〕　maami，→tiimaeしm▽～のから

　maamigal’aa／～の皮，　maamigaa／ツの

　一種s2日目zaamaam藍ノ～のもやしmaa－

　mina
霰奄なく〔閻もなく〕　→やがて

ま奄の〔魔物〕’janamUN，　mazimuN／～

　の一種kiz量mUN，　s圭。呈mazimUN

竈竜り〔守り〕mamui，一＞Lゆご

ま贈りぽとけ〔守り仏〕　→？ul｛agimi．

憲奄る〔守る〕　瓶am癩UN，→ほこする

窯ゆ［眉〕．maju，　majugii／～をひそめる→

　manuku

まゆ融〔直根〕　搬anuku

まよう〔迷う〕mudurUcuN，→taturueUN，

　まどう／～こと？uc均碗e慧，　zaama，　za－

　am厩li揃a

まよけ〔魔．除け・〕　mUN．　nukimuN，→簸uuhu－

dagaai／～の一種？isigaNtoo

まよなか〔真夜中］　’jurujunak’a，　maju－

　naka，→しんや

裳よ冷すこ迷わす〕　→まどわす

蜜り〔毯1〕　maai

憲　り　つき　ξ毯つ　 き〕　　　maai？uucee

まりなげ〔まり投げ〕maalnagiee

まるξ丸3　maru，・→まんまる

ま蒼い〔丸い〕　maxusaN，→まんまるノ’～物

　lnaruu／丸くするmayumijUN／丸くな

　る　maru】■UN

まる竃ぶ凝丸太棚ku三huni，　s段ba璃si－

　N職1，寧1N嫌gwaa

蜜るぜん〔丸呑〕　maru？uziN　　　　　ヂzasi

まるだし〔まる出し〕　marubai，　maru？N一

窯るで〔丸で〕　muru，→そっく．り

憲蒼のみ〔まる飲み〕　maNnUN

雲るはだか〔丸裸〕　？akahadaka，　maruha－

　daka，→はだか，はだかんぼ5

まるぼん〔丸盆〕marubUN

蜜る蜜げ〔丸まげ〕　maajuuii

窯る観る（～と）　maNtakii，　maQtakii，

　rnaQteeN，　mar撒1＆ru㍊tu

まるめる〔丸める〕　φkUR＆as3UN，　maru・一

　　　サ　サ

　M13UN
ま翻》す翫〔面忘れ｝lr．uruwaglii

ま；瓢希〕　mari，　marimari，　marukeeti，

　ta】eea，　tamasal〈a，→ときどき／～な】ma一・

　1’i］賑ee／　～　1こtまmanee

ま冷す〔回す〕maasjUN，　migurasjUN，

　㎜iNgwasjUN，一〉？usimaasjuN

蜜壕》た〔真綿〕　MiNS圭

ま冷り〔回り〕　　maai，　maaru，　migui，　sira一・

　akusjaa，→一瓢a瓜ぜんご

叢幽りどうろう〔回り燈龍〕　miguiduuvuu
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みか

ま冷リ奄ち〔匝「り持ち〕　？usiimaaruu，？u－

　SIlma我S11，→田a3蹴魏

蜜癒る〔園る〕　maajuN，　m三91uju翼，　MiN－

　gW13UN
籏ん〔万〕　期鼠N

憲んい雪｛万一〕　maN？icち→もし

まんかい〔満開］　／～になるsaeicljUN，

　s我cicirijUN，　sacisakeejuN／　～の時其1∫カ｛

　過ぎるsaci麟擁jUN

雲んざい〔万歳〕　CONdaraa，，ja襲多a㍉，ja－

　N多続3aa，　ma惣a1

まん書く〔満作〕maNsaku，→ほうさく

まんごゆう〔鰻頭｝maNZUU

蒙んぞく〔満足〕　eoozoo，→じゅうぶん／～

　する→cilnu，みちたりる

まんだい〔万代〕

まんなか〔真中〕

窯んにん〔万人］

まんねん〔万年〕

まんばち〔曲鉢〕

蜜んま（飯の小恩

まんまる〔まん丸〕

　の搬aQteem澱／ま
まんサ壼〔万力〕

xnaNdee

maNnaka，　nakazi　h「

maNmN
瀧aNn！Nr

，uuguci

語）　maN1ぬaN

　　maN乱川u／まん丸いも

　　　　んまるくmaQteeN
　　　　ほ　　　　のmaNnel

み

み〔実〕　　　｝liiilユunai，　mii，　mUQkuq，　nai，→　く

　だもの／～のできかかった粒naigizi

み〔身〕　duu，→からだ／～の毛がよだつ

　burigiidaCuN／～の毛がよだつことburi－

　9銭daci／～のこなしduumucinal／～の

　ふりかた5親umuci多UkU／～のほど　bu－

　N多3e／　～一つ　du疑漉玲igara，，．Nnaduu，

　，Nnaiuukaraduu／～を入れるhumiku－

　nUN／～をすくめたさまsukUNka呂／～

　をすくめるsukunUNノ～を弓i〈hwici一一

　najUN／～をもちくずす一・5UU

み〔巳〕　mi呈

み〔箕〕　inii多t）okii

み〔御〕　mi一，，N一

みあやまり〔見誤り〕　一〉みまちがい

みあや窯る〔見誤る〕　miijaNzuN，→みそこ

みい〔蕪〕　ml三，→さん，みっつ　　　しなう

みいだす幌出だす〕　miigikijUN，　mii一

　？NzasjUN，一→みつける

みうけする〔身諮けする］　’juhwijUN，→

　duu
みうごき〔身動き〕taei？wiiei，？Nzucihai，

　？Nzuclmuauruci／～する？NzueUN

t みう　　し，なう　〔見失　5：｝　　　m三i？usinεしjUN

みうり〔身売り〕　duu？ミ1i

みえ〔見え〕　misihwa

みえる〔見える〕　MiijUN

みおくり〔見送り〕　塒ii？ukui，画hu簸＆？u－

　ku夢

みおとし〔．見落し〕　mii？utusi，？uti

みおとす〔見落す〕　mii？u加＄jUN

みお1まえこ．麗、1覚え〕　’mii？ubi

みおぼえる〔見覚える〕　’mii？ubiju．y

みおろす〔見下ろす〕　mii？urusjUN

みおわる〔見終わる〕　mi嶽atijUN

みかえす〔見返す〕　miikeesjUN

みかぎる〔見限る〕　rni　icij’　uN，→みすてる

みがき＄ん〔磨き賃〕hweesidima

みがく〔磨く〕hw3esjUN，’Nzas5UN，　p’ida－

　SjUN
みかけ〔見掛け〕　bazoo，　miiba，　miihwa，

　raikakl／～がよいこと（～がよいもの＞

　bazoo　．

みかた〔見方〕　戯ijo◎

みかた〔味方〕　1nil〈ata，→一kata／～に引ぎ

　入れるkatarajuN
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みか

みかつ豊〔三鑓月〕　milca多ici

みがって〔身勝手〕　duugaQti，→かって

みが蜜え〔身講え〕　亭imee／～ば力湧するこ

　8　simeekamee
みがまえる〔身構える｝　錘塒ee3u醤

みがる管ある〔身軽である〕　duugaQsaN，→

みが掌り〔身替り〕migawai　しすIXLatx

みかん〔蜜根｝mikaN，一〉かんきつるい

みかんすい〔雪駄水〕　m撫a塒ii
み蓮∫〔右〕　　nizir三　　　　　　　　　　　　　「eicinari

みきき〔見聞き］　miinaicicinal，　lniinari一

み嚢りひん〔見切り最〕　？UQciri

みきる〔見切る〕　miieijuN

み遡れ〔三切れ〕　micaai

み嚢子める〔見極める〕miiciwamijuN

みくび蒼〔見織る］　？聯eejUN，一→あなど

　る，みさげる／～ことtii？U＄eei／見く

　びつたさま’uciuei

みくらべ創見姥べる〕　mii？aasjUN

みぐるしい〔見苦しい〕　migurusjaN，　mi宝一

　cakUN　lleeN，　IRiitoON，→みっともない

み｛ナ融i：二〔三≡…三毛…猫〕　　　mik12majaa

みけん〔周躍｝　manul〈u

みこ〔巫女〕　→’juta，肌mm／～の一種。レ

　hwiziN，　eihwiziNganasii，　eimi，　eiN，

　？amusirare，　？aNsiraxi，　？aNsitari，　ni一

1み凹い㈱、〕。蝦。。ee

　み・奮だめ番［見定める〕　／～ことmitui
｝み、醐短い］・・。，a，aN／一徳瞬

　　？iNcaboo／～もの？iNcaa，「2iNcamUNノ

　　～秀のや長いもの？iNcaana霧aa

　み9たく［身支度〕　sita1〈u／～をするsuga－

　　jUN

　みじ罐な鯵めな〕／～こと→？awariノ～
　　さま　，N〔iikaa

　みし釜〔兇知る〕　m銭S｛5UN／見知らぬ→mii一・

　　si3職

　みし’ろ警〔舅じろぎ〕　→みうごき

　みす〔御簾〕　寧idai

　みず〔水〕　m癖，（小児語）buu，　bUuhu橘→

　　tamami多i，？ubii，　？amam圭多i／　ん1こつけ

　　る？uraakljuN／～に負けることmi多i一

　　郡a短／一にもぐること　rliimi／～のかけ

　　合いmigihaniee／～の高さmiglidaki／

　　～の中miginUmii／～の流れるさまSOO一

　みず轟そび〔水遊び〕　mi4imutaaN　　LSOO

　みず勘び〔水浴び〕　？uq，imasl／～をする

　　？蹴量jUN

　ga擶i，　nuru，　nurukumli，？ul〈udl／～の言　1

う蝸謎駒幡剰。t蹴麟，・瀬■騨か赫〔水鏡〕migikaagaa
購。。？ii／～の家nii蝋。，。，。iij・／～1みずか1鯵ん〔割け論〕晦ih・ぬiee

　の家の主人nXNeu　　　　　　　　　　iみずか選〔水嵩さ〕migidal〈i

みこころ〔御心］　？uzimu，→こころ　　　　1みすかす〔晃透かす〕　miikunUN，一→みぬく

み・し㈱？・k・・｛　　　｝みずがめ〔水翻h・N幅h・Nduug・a一
みごと〔見瑚migutu，（敬語）’・9・N9・一i　mi，h・Nd・u9・mi，・mi4ig・ami

嚢瓢熱論聯隊灘誤爆i騨
　　　　　　　mik。。。N　しもくさん｝みずぐ甥〔水藥〕ml＃・9・su・みこむ親見込む｝

みご敏論る〕k・・agij・N，一一＞th：いたい，1みずぐ砿〔水劇migigur…

　にんしん　　　　　　　　　　　　　　　iみず聾し〔水差し〕　？aNbiN，触みずいれ

み龍〔綱mi・a・i，・a・i　　ヂ鵬iみ乳・う〔雄〕mizi・」・・
みさげ蒼〔見下げる〕　miisagijUN，一〉みく　｝みずしらず〔箆ず知らず〕　mizisirazi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rt　90

みずいれ〔水入れ〕

みずいろ〔水色〕

みずおち［鳩罵〕

みずおと〔水音］

　mizi？iri，みずさし

m2gi？iru，　migiiru

→みぞおち

mi41？utu



みつ

みずたま￥［水溜まり〕　mi4itamai，→ta一

みずだめ〔水溜め〕　miN七anasiiri　　しmai

みずっぽくなる〔水っぽくなる〕　？ahwee－

　jUN

みずでっぽう〔水鉄砲〕　ml宏hani量

みすてる〔見捨．てる〕　mii＄itijUN，→みかぎ

みずのえ〔壬〕　ま搬NnU

みずのこ〔水の子〕　miNnukuu

みずのと揆〕miNnutu
みずのみ〔水の実〕　miNnukuu

みずばな〔水漢〕　m琢ha簸adai

みずひき〔水引］migiliwici

みずぶく馳〔水脹れ〕　migibukuruu

みずぶるい〔水工〕　麟inOQ

みずぼうそう〔水工癒〕　　●●

しる

　　　　　　　　　　　　　　　　　rsaa

　　　　　　　　　　　m17silgasa，　m17］lga一

みずぼらしい〔見すばらしい〕→みぐるしい／

　～こと（～さま）sa（≧koo，　sikUS量ku，￥il〈U－

　taikaatai，　sipitaikaatai／～なりをする

　geikritajuN　rmi￥i
みすみず〔見す際す］　Mil’umiTU，　m域ga一

みずみずしい11像i顧teeN，　migitarataya

み鱈〔店〕　macija

み燈かけ〔見せ掛け〕　瓶isihwa

みせたまご〔見せ卵］　→misikuug：a

み麺びらかす〔見せびらかす〕　／～さま

　？uNdeekaa

みせ奄の〔見世物〕　MisimUN

み鱈蒼〔見せる〕　五箆is羅UN，（敬語）？umika－

　i燐UN，一〉みせびらかす

みモ〔味曜ぎ〕　’Nsu／～の油いため→

　？aNdaNSU／～煮？unilllUN／～の麹を加

　える甫のものnuci

みぞ〔溝〕　，NN7yU，，N留U／～の一種haiN塾U，

　？UkiN多選　　　　　　　　　　　　　「？utusi

みぞおち鵬尾〕cimuguci，’Nniguci，

みモこなう〔見損う〕miihaNsjuN，瓢i圭3a－

　NZUN，→みあやまる

みそな〔味曜1菜｝（野葉の名）’NSunabaa

みそ1畿ぎ（植物名）？usjo◎roohaasi

みた9〔満たす〕　MicijUN，　mitasjUN

みだす〔乱す〕　→’NzarakasjUN

みたで〔毘立て］　migiki，　mitati，→miinai／

　～の誤りmigikicigee

みたてる［見立てる〕　miinajUN

みた蜜　 〔御霊］　　　？usizi

みだれ〔乱れ〕　midari，’Nzari

みだれる〔乱れる〕　midarijuN，，NzarijUN

みち〔道〕mici→あぜみち，おおどおり，

　かいどう，かよいじ，こうどう，こくどう，

　しどう，じゃりみち，しんどう，やまみち，

　よこちょ5，よこみち，うじ：，わきみち／

　～に迷う一一＞z＆amεし／～に迷うことmic宝一

　baQpeeノ～のついでmici￥2gara／～行く入

　？uhumicinUQcu／～をへだてることmic－

　lhwigam重／　～を「醗違えること　miciba－

　Qpee／一一つの～eumiei

みちくさ〔道草〕micijurari

み零しお〔満潮〕　拠icis5u　　　　　rちゅう

み＄すがら〔道すがら〕　micigigara，→どう

み＄たり釜〔満ち足りる〕　捻τaa趣N，　→ゆ

み＄づ叡〔道連れ〕　mici4iri　　　　したか

み｛製また〔道端〕　micibata／～の草→

み＄びく〔導く〕　　mic2bieuN　　　　Lmicisiba

み＄ぶしん〔道普請〕　miei4ukui

み零る〔満ちる〕　m｛cuN，　miQcakajuN　→

　いっぱい／満ちているさまmiQcakaaN／

　満たないこと→，joONC玉

みつ〔蜜〕　　　migi

みつ歪｝、〔3　f玉］　　miea，　m｛Qca，　mi（lka，

　saNnlel
みつかど〔蕊つ角］　mieigujaa

みつけ器〔見つ1ナる〕　mii？at球UN，　miigiki一一

　juN，　mii？NzasjuN

みつご〔三つ子〕　migiNgwa，　MiigUU

みっこく〔密倍〕moosjagi

みっしゅうする〔密集する｝　guzumujUN／

　密集している家burijas圭ci

みっつ〔蕪つ］　mUgi，→mil，さん

みっつう〔密通〕　s油ubi／～している者

　guunaimuN／～するguunajUN
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みつ

みっと奄ないmiicakUN．　neeN，　MiitoON

　neeN，一一＞huuzi，みにくい

みつ【ま〔三つ葉｝　　　 （植物名）　　　磁igiba

みっぷうする〔密封する〕　kwiicijUN　rる

みつ19　L［三つ墨〕　migib蟻si

みつ．める〔見つめる］

みつSり〔見積もり〕

みつ亀る〔見積もる〕

みつ冷り〔三つ審1り］

m圭麺ki謳N，→みまも

91MUI，　m1多Ml篭11

91MUJUN

　mleaal，　m1glwal，

　M1191walfゆさんぶんのいち

みてとる〔見て取る〕　瓢朝州

み」とお　し〔見通し〕　　　m圭t隻乏】ユs㍉　　→？uミュ亀u【ミ浬一

　rttu，？uutuuruukaa，　みこみ

みどころ〔見どころ〕　1癒ぬkuru，　miiduku－

　ru
みとせ〔蕪隼〕　→ざんねん

みとどける〔見窟ける］　miitudukijUN，縛

　たしかめる／～こと搬ituδ1ユk：量，　miituduki

みどりいろ〔縁毯〕　？oorUU／～である？00－

　saN／～の元ゆい？‘）oru“搬U滋最

みと叡ること〔見とれること〕　miiburi

みな．〔皆〕　muru，，Nna，　suujoO，→のこら

　ず／～の考え（～の盤譜）suukaNgee／～

　のたましいsu程mab掘

みなさま〔皆様〕　gusuujoO

みな霊ん〔管さん｝suu300

みなしご〔孤子〕　一〉？ujamadii

みなす〔見なす〕　miinasjUN

みなと〔港〕　　tumai，　tuguei，　，Nnatτヱ

みなみ〔南〕hwee，？Nmanuhwa，→まみなみ

みなみかぜ傭風〕hweenukazi，→hwee，

　hweebuci，　hweekazi，？uriziNbee，げし

　／～の吹く季節kweebucaa

みなみむき薮南向き〕　hweeNkee

みならい〔見習い〕minaree

みならう〔見習5］miinarajUN
みなり〔身なり〕　舩呈，narihuzi，　rpigaヒa，

　sugai，→さま，すがた，なりふり

みな翫る〔見馴れる〕　㎜蕪薮ar爺UN

みに．〈い〔醜い・見にくい〕’janasaN，　mii一

一　
　
1

1

9雛麺s3歌N，→みっともない／～女，ja鷺ガ

　kaagii／　　～顔　　 ，janakaagi／　　～者

み漁く〔見抜く〕　miigimasjUN

みの〔蓑〕　，Nnu

みのうえ〔身の上〕minu？wii

みのがす〔見逃す］　●●

　がしておく’∫oosjoOC登N

みのがみ〔美濃紙｝　m圭nugami

みのけ跨の毛〕吋み

みのしろき．ん〔身代金〕

みのむし〔蓑虫〕　hukutaamusi

みばしょう〔野州．蕉〕　nafuu

みはなす〔見放す〕

みぶるい〔身震い〕s圭sibw圭え

みぶん〔舅分〕

　いかい，

muka－

　Ltaa

m王iRugaarasjuN／見の

dusiru，　duugaiiee

　　　　　　　　　　　　「る

鵬iihanas3UN，→みすて

　　　　　　　　blユN，　mibuN，　tak圭blユN，　→

　　　　　　ぶんざい／～の名deemjoo，

　h謳k聡」◎o，samuree／～が上であること

　bUN？aga’i／～と家柄bUNkaku／～の低

　い者9・　ieadii／～不相応であるtataasjaN

みほん〔見本3　mihuN，嫉h覗N，→ひながた

みまい幌舞〕miimee，　mimee

みま＄がい〔見勘違い〕　miibaQpee，　mii－

　macigee，→みあやまる

みま竜る〔見穿る〕　maNZαN，mi｛rnaNzuN，

　？ucimaNzuN，→みつめる

み譲わす〔見場す｝　／～さま？amamiiku－

　mamll
みま冷り〔見回り〕　miimaa重

みまわる〔見園る〕　miimaajuN

みみ［：耳〕mimi，（卑語）miNcabaa／～の

　皮目醗igaa

みみか毫〔耳掻き〕mimikuzijaa

みみくそ〔：耳糞〕！繍孤ikusu

みみず〔残響mimizi，→？am三zi

みみずく［木菟〕　majaazikuku

みみたぶ〔葺たぶ〕　mimigaa，　miminu－

　hwaa，　miminuhuutai，　一huutai

みみだ馳〔耳朶〕m三Nza呈

み竜ち〔身持ち〕　m圭muci，一一一〉ひんこう

み奄の〔見物〕　m熱㎜u鑑（敬語）
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むぎ

　’ugaNgutu

みや〔密〕kami？asjagi，　mija，→おみや

みゃく〔脈〕rnjaku，　naaku

みやげ〔土産〕gitu，　mjaagi，　naagi

みやこ　〔都］　　　mijaku

みやこ〔宮古〕　mjaaku，　naaku／～の者

　naakuu／～と入升網sacisima
みやすい〔見易い3　rr7・iijaQsaN

みやづかえ〔宮．仕え〕sjuiganasimectei，

　sjUNzanasimedei，？wee5ai／んの人→や

　　くにん

みやぶる〔見破る）　miiξ｝ilγlasjUN

みやま〔深し切図：｝　　斑i5乏tMεし，　　→やまお　く

みよ〔御世〕．、　ユniju

みょう〔妙〕　瞬UU，→へん／～な？ihuuna，

　？韮ruNna，　saiもa，→mjtエu

みよう〔見様｝．m燭oo

みょうが（植物名）　miigaa

みょうじ〔苗字〕’jaaNnaa，　mjoozi，　noozi，

みょうにち〔明H〕　→あした　　　　　Lsii

みょうばん〔明i響〕do◎sa，　doosaa

みょうばんせき〔明磐石〕　doosi

みる〔海松〕　biiru

みる［見る｝　nUUN，，NNZUN，（敬語）mju－

　Nl〈aldju．N，　nuNkakijuN，　？umikakijuN，

　？umikakimiseeN，’uganUN／見たくな

　いようなmiigamerasjaN，　tniigasima－

　sjaNノ冤ただけでおじけづくことmi三？u－

　zi／見ようともしない→miinugibi／～に

　たえないmiigaslmasjaN，→みっともな

　い／見るにたえる（見られる）miija亀s＆一

　N／見ろ→？UNdee，

みろく〔弥勒〕　搬iruku

みろくえ〔弥勒会〕　miruku？UtS’kee／～の行

　列に加わる子供mi．rukUNgwa、

み冷け〔見分けコmiiwaki，　miwaki

みわける〔見分ける〕　miiwakasjUN，　mi一・

iwalcijuN

みんな〔皆〕→みな

みんよう〔民謡3　→うた，ぞくよ5

む

む〔六］　mu一，】orluu，→ろく

むいか〔6日〕dukunici，　rukunici

むかい〔向ヵ賎・3　，Nkeeラ七aNl〈aa，　zootaN－

　kaa，→さしむかい，まむかい，むかう，

　むこうどなり

むかいかぜ〔向かい風｝’Nkeel〈azi

むかう〔向かう〕　’NkajUN，／向かい合うさ

　g　taNkaamaNkaa
むかえる〔迎える〕　’NkeejUN／迎かえてす

　ぐ’Nkeehana，’Nkee3ira

むがく〔無学3　mugaku，　musaN

むかし〔昔3hweeku，’Nkasi，一一＞sacigU一．

　dee／～の歌，Nkasi？就a／～の事，Nk＆si－

　gutu／～の人’NkasiNeu／～の代？a－

　maNJu

むかしなじみ〔昔馴染み〕mutubh・ee

むかしばなし〔鷲話〕　，Nkasibanasi，，Nk：a－

　Slmunugatai，→せつわ

むかしふう階風〕　’Nkasihuuzi

むかつく　’wiibaCVN，　→munuhacihu－

　sjaN，　’wiNturukaasjaN／　・v＊sk　’wii一

むかで瞭足〕　，Nkazi　　　　Lbaeinoori
む≦隆〔向き〕　　，Nkee，　iま　う　こ　う／　～向き　 】ユaa一

むぎ〔刻muz1　　　　しNkeeNkee
むぎこ陵粉〕muzinakuu
むぎこがし〔菱，焦が＼．し3　，juunuku

むきず〔無傷〕　mul〈izi／　～のもの　ma乞a－

　MUN
むぎめし〔麦飯〕　hwiraN，→hw童raNmee

むぎ冷ら〔麦藁〕　mUNzuruノ　～の笠　mu一
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むく

　　　　　　　　　　　　　→黙u撫kwee瓢u樵k“／

　　　　　　　　　　　やったりするさまmuku－

　d療」斌搬滋ui／～の付添役塑uku麟ri，　mu－

　kuzeoi／～養子？irimuulgu，？irimuu一一

　1〈uu，　mukujoosi／王の～（敬語）？wii一

　？wee？繰凱級uk嚢

むこいlj　L豊〔嬬入式〕　muku？三ri

．むこう豊ず〔向こう傷〕muk。okizi

むこ　うず融〔向こ　 う　脛〕　　　kar鼠＄ini

　Nzuz’uu，　rnUNzurugasa／～縮子mu一

むく〔向く〕　’NkajUN　　　　　LNzumuu

むくこ剥く｝　，NCUN，→へぐ

むくい〔報い〕　muku圭

むくい論〔薩犬〕　㎜uku？重N

むく｛ず（植物名）　hanagaei

むく＄〔無霞〕　？NmUB鷺k譲ci

むくむ〔浮腫む〕　　hac圭k℃建搬N，　mueUN，

．mukunUN，　siφb鴫kwij澱／～ことsi一

電9s　｛ナる〔向ける〕　，Nki3UN　　　　　　Lglmucx

むける〔剥げる］　　hagijUN，　haNki3u翼，

　，Nkiju．N，→はが忙しる

むこ〔綿muuku，
　～にしたり嫁に

むこうどな攣　〔向こ5騨zootaNkaa

むこうみず〔向こう見ず〕nasnacaa，　na－

　n2ac｛，一〉むてっぽう

むごん£無言〕　mug登N

む雪虫｝　musi／～の一種→？amaagakaa，

　？amagaku，’」＆1〈umeus1，　nukagu／～を

　こわがる考mu＄i？utUl’uu

むしあつい〔蒸し暑い〕siputara？acisaN，

　一〉？abucuN，　humieuN

むしおさえ〔虫押え〕　　，j鼠asanoosi

むしかえし〔蒸し返し｝　？Nburasikeesaa

むしがし〔蒸し菓子〕k“sicii？ukwaasi

むしくい〔輿食い〕？ITImusi，　mu＄ikwee

むしくいい奄〔虫食い芋〕　hwiimusjaa，

？irimusjaa

解しくだし〔嶽下し〕musigusui

むしけ〔虫気〕kaNmusi，　mUSiel，膿us三一

むしけん〔虫拳〕buusaa　　　LJoogaxx

轡じつのつみ〔無実の罪〕　salgagag量膿

むしばξ虫劇．musiba，　musikweebaa

むし齢が凝虫眼鏡〕musimil〈agaN

むぼや選〔無瑠気〕　／～なさま？atiQteeN／

　～な春？atinas泥

むじゅんずる〔矛盾する｝　？aal〈ljUN／矛盾

　したこ二とを言5こと　sakamunii

むじょう〔無情〕　互nuzoo，→つれない

むしょうに〔無姓に〕鵬課sjook穏sjoo，　mu－

　sjooni，　musjootusjOO，→mlQta，やたら

　に　　　　　　　　　　　　　「になる　muslri3uN

むしる〔肥る〕　MUsijUN／むしられたよ弓

むしろ〔蒲〕　musiru，→ねござ／～ごと引

　張ることrnasiyubiici／～の一一種hikubu

　ku，　？usimaei　rtutiN
むしろ〔寧ろ〕　keetee，　keeti，1〈eetiNkai，

むしんけい．〔無神経3　／～であるnamasaNノ

　～な者namazisi，　namazisjaa

む瓢ん姦う〔無尽講〕　，」壇ee，瓢uee，撮N－

　muee／～の親’3鞭eesiidu／～の掛け金

　k＆kimee／～のくじ，jureenukuzi／～の

　返金？ukuimee

むす解す〕？NbttsjuN，一・？abUCUN

むすう［無数〕　／～である　zamagamaa

　neeN　　　　　「η9葭isjaN，こんなん

むずかしい　　買m穿ik翫S5aN，→duugurisjaN，

むすこ〔恩子〕　一〉，wik：igaNgwa，ひとりむ

　すご

むす．びeんぶ〔結び昆布〕　musubikuubu

むすびのい＄ばん〔結びの一番〕　麟zi拠＆

むすぶ〔結ぶ〕期頗bUN，　musubuN，→k魏一

　kujUN，　しばる，　つなぐ／結び方の一種

　？azimaaamusubi，　hutueimusuN，　maa－

　musubi圭

むずむず　期娠z疑醗u2二u，　MU多UMU7yU，塒uzu－

　rumuzuru／～するhageOSεしN

むす顔こ娘〕　？aNgwaa，　rnijarabi，　naa－

　rabi，，脚akawinagu，，WinagUNgwa，（敬

　語）→おじょうさま，ひとりむすめ

む輕：釜〔「壷せる｝　→tUQeijUN

慰だ〔無駄〕　？」毛azira，　siQcii／～な→，jUU一
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むれ

　cira／　～なこと　？ltazhragUtu，　siQeii－

　gu加／～になる一＞siru

むだぐい〔無駄食い〕　gaadagami，　gaada－

　gwee，→？韻b量翼gwee

むだづかい〔無駄使い〕　？icaNda4ikee，

　？waaba4ikee，　ziNdaari，　zlN＄itigutu，

　一一〉ろうひ

むだぼ滋おり〔無駄骨折〕→とろう

む＄〔鞭〕　buci

む＄や〔無茶3

む＄ん漁賃〕

むつ豊町禰
むっつ〔六つ〕

む「つまじい〔睦まじい〕

　　く／男女が睦まじ：くなりすぎる

　jUN／男女の睦まじくなりすぎること

　mu墜r1
むてっぽう〔無鉄砲〕　namaci，むこうみずノ

むとせξ六物〕　n搬加　　L～な者澱anaaeaa

むな‘タ〔胸毛〕　　　，NnitO”ii

むなき勘暫〔胸騒ぎ］　cimudakumici，　ci－

　musawazi，　cimuwasainici，　一eimuda一一

　1〈u5al｛．u，　eimuwasawasa

むなしい〔空しい〕　→，N熟鼠

むなのか〔六七ff　］　獄un島N　ka

むな愚と〔陶元〕　eimuguci

むな亀ん［棟．門〕　，jaaZOO

建3融〔胸］　，Nni／～；がつぶ；れる　，Nnitaara

　vvayijuN／～をときめかすこと　cimubu－

　tumiei，　cimudakumici／～がどきどきす

　るさま　cimudakudaku，，NnidONd◎N，

　，N難id我k疑daku，　，N箆igit騰gitu／～がやけ

　ることkukuvaki／～にっかえるさまeii－

　C鍍k＆爲ka＆

む漁〔練〕　？iriea，，N鷺i

む激かけ〔胸樹け〕　’」腿daφ

む懸う〔無法〕・muhoo，→むちゃ

むほん［謀叛］　，5asiN竃ut馬muhUN

むほんにん〔謀叛人〕　mauhUNniN

瞭やみ1二薮無知に｝　→rniQta，　むしょうに

gaama，→むぼう
一→ただ

k駐k◎o　　　　「gちろく

撮uuφ，→muu，（時刻）mu一

　　　　　→したしい，なかよ

　　　　　　　　　　　　　mug三1’1一

むようこ無用〕　MUjUtl，→むだ／～な事

　rnujuugutu／　・v　oRM　maahaNdaa／　N

　の物juuzueirimUN
むよく〔無欲〕．】nujuku

むらξ棚澗ya，　sima，→ku難三，　mazirl／

　～からの追放murabaree／～で負痙す

　ることmuramucY～の大きさsimaw－
　aa／～の共闘井戸muragaa／～の共膚

物muragumugi／～のことmuragutu／

　～の指定の宿murajaadu／～の中sim一

　我W我a

むらがる〔群がる〕　→buy鱈むれあつまる

むらざかい〔村境〕　murakakee

むらさ豊〔紫〕　murasaci／　～のかんむり

　murasaeihacimaci

むら霊毫かたばみ（植物名）’jahw属ta竃usa

鎗らざと〔村里〕sima，　simakuni

むらしばい〔村芝居〕rnura？asibi／～をす

　る所→？馨三b漁aa

むらじゅう［村中〕　eumura，　murazuu／～

　の集まり　mura曝Urii

むらす〔蒸らす〕　？NburasjuN

むらはず乳〔村はずれ〕　murahazisi

むら絵書ぶ〔村八分〕　→eiNzubaree

むらばらい［村払い〕　m．urabaree，→むらは

むらふたん〔村負捌　mura㎜uci　　しちぶ

むらやくにん〔村役入〕　sabakui

むらやくば〔村役場〕　ll＝［urajaa

むり〔無理〕mu’ri／～にsiiti，→むりじい，

　むりやり／～に食わせるkuNkwaasjuN／

　～にすることsararaNsii／～に泣こうと

　すること　nakaraNnaci／～に笑．5こと

　’waraaraNwaree，　一〉’wareesiizii

むり．じし、ξ無理強㌔、〕　　siiha（ミむOO

むりやり〔無理遣り｝？usi？usi，→むり

むりょく〔無力〕／～である’jugeenee　ka－

　naaN，　’wigeenee　kanaaN

む馳〔群〕　buri一

むれあっま番〔群れ集まる〕　macaasjUN

む叡，る〔蒸れる］　？NburijUN

795



め

め

勧〔目〕　mii，→めだま／～がかす．んでいる嚢

　kaakaNzaa／～がく1蒙むことrniikeeraa，

　miikoogaa／～がくぼんだ春miikubuu／

　～がくらむkukutimlNgwi．iuN／～がさ

　える（～がさめる）kuhw歌麟N，一一“mii／～

　がだるいmiidarusaN／～がはれほ1つた

いことm恥ukuruu，　miibusihUQkwaa／

　～がひきつっていることmiihaQpai／～

　がひきつった者miika（）pajaa／～がほて

　ること孤搬waahwaa／～から火が配る
　ことmiiziiNziiN／～と日mlil〈uci／～と

　轟の間→m圭i／～と慮miimaju／～に余

　る→mii／んに入ったごみmiNcamUN／

　視力のない～一“iaami，　diNgaN｝nli／～

　の大きい港？uhumiNtamaa／～の玉．mi一・

　Ntama／～の病気→かんぴょう／～のふ

　ちmi三nuhuci／～の前miinumee，　mi－

numee／～もくれない→mii／むなしく

　～をあげていること’Nnaba2／～を動かす

　ことmiikugee／～をこすりこすりmii一．

　siri4i　1・i／～を離すことm｛ikugee／～を

　團す→mii／～を見張る　一一＞mii／～を見

　張るようなことmiihaigutu

め〔芽〕miduri
め〔牝〕　mii一■

め〔9〕（接羅）　一・m量，→澱ii

めあて〔目当て〕　？ati，撫玉jati

めい〔姪〕mii，　miiQkwa

めい〔銘〕　㎜igaci

めいあん［明曜〕　？ak：asakurasa　　　「gee

めい響〔名義〕　miNzici／～変更miNzici一一

めいしょ〔名所］　miis麟

めし、す噂う〔命数〕　　SU目ユ

めいど〔冥土〕gus500，→あのよ
めし、｛こち〔命臼〕　　　miinici，　　（敬語）　　　？umi量一

　nici，　一sjoe？umiiniei

勘いぶん〔名分〕　bUN

勘いぼく〔銘末〕zeegi

あし、めし、〔銘銘〕　　duunaa，　naaduuduu，

　naameemee，→naa一，一〉それぞれ／～が

　背を向けて一致しないことnaakusjaagu－

　S5段a／～が違った考えをもっことnaaka－

　NgeekaNgee／～門門naaduuduu／～勝

　手な話Ciuunaamunugatai／～が劉なこ

　とを書うことnaa？ii？ii／～捜し合うさま

　naakamee2gameei，　naatumeeidumeei／

　～自活することRaal〈weegwee／～違った

　労え方をすることnaakameegamee／～

　散り散りになることnaahaibai／～で

　aluanaakuru／～の家：箆a翫jaa3aa／～の

受持ちnaamutimuti／～の縁故naa－
　hwic圭b圭ci／～の得意naamutimuti／～

　の分naatamasidamasi，　tamaili／～の向

　き向き捻aaNkeeNkee／～別かれ珊かれ

　naawakaiwakai
踏いめい〔命名〕　naa4ikii

めい凝名誉〕hwikari，　mjooga，　nooga

勘いる〔滅入る〕　si写inUN

臥・叡い〔命令〕？iigild，？iiwatasi，　tugiki，

　→？wiisi，？．　viisigutu，しき／～する？iigi－

　1〈iiuN，　tu4ikijuN

齢うし£丁丁｝　益ゴi？usi

灘おと〔夫婦〕　miitu，→ふうふ

め爵、け・〔妾｝　　，3uubee，　niNguru，　suba，

　subazikee，　？usuba，　一，？aNsitaNmee，

　musirusicaa／王の～→おう

めかご〔揖雛〕　miibaaraa．

めがしら〔目頭｝　miinukuci

勘かす　一mikasjuuN，一→けしょうする

樋かた〔醗方〕　ciNmi
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めがた奮〔女敵〕　migataci

めが勲〔眼鏡〕　gaNcgo，　m鍍kagεしN

めが冷ら〔男瓦〕　miigaara

めく　　嚇r餓iCUN

めく．●蓼t”り〔欝蘂〕　　miigusui，　sasigusui

め　く　‘ま鱈〔目配せ〕　　　miijOO，　mii？uci／　　～や

　mつきで合図することmii3’ookueijOQ

めぐみ〔蕾み〕　migumi，→おかげ，じあい

めぐみぶかい〔恵み深い〕cimuzurasaN，→

　？uzimuzurasaN，やさしい／～人cimu一一

zuraNeu，　一？uzimuzuraNe！

めぐらす〔巡らす〕migurasjuN，　miNgwa－

　sjuN　Fguiめぐり〔巡り］migu1／～が悪いことhumi

めぐりあう〔巡り会う〕hujawasjUN

勧ぐ琴あ獅せ〔巡り会わせ］hujawasi

めぐる〔巡る3migUjUN，　miNgWijuN，→か

　いてん

めくれる　magurijUN，→まくりあげる

toさ9［目先〕miinumee，　miRumee

めざまし漏覚し］miiknhwajaa
めざめ眠覚め］　導iikuhwai

めざめる〔目覚める〕　→さめる／欝覚めやす

　い　ci瓢ubeesaN

酷し〔飯〕mee，　munu，　mUN，→？ubUN，

　（小児語）maN】maN，塒6e塒ee／～に汁を

　かけたものsiru参kii／～を一度に炊いて

　置くことsiikumiYやわらかい～？agibii

めしあがる〔召しあがる〕一一・〉たべる

めした〔押下〕　misita，　tiisi㈱／～に対する

　ことば使い→hii？ii，？iihii／～の隼上に

　姓することば使い→hoo？oo

めしつぶ〔飯粒3　？ubUN¢izi／～で作ったの

めじまぐろ（魚の名）　siru？aci　しりsu禽kw鼓

め竈二り〔匿二二］　．miinugibi

めじろ（鳥の名）　soominaa

めじろかご〔めじろ臆〕　soomlnaakUU

めし獅ん〔飯椀〕→ごはんぢgeわん

めす〔雌〕　miimunaa，　MiimUN／～のmii一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めん

めずらしい〔珍しい〕hwirumasjaN，　mi－

　NdasjaN，瓢癖r＆sjaN／～物miNdasi－

　MUN
めそめそ　／～泣くことsipitainaci，，wii－

　rUU無aCl

めだか〔日高〕　takamaa，　takamaami，　ta－

　kamami
めだつ〔目立つ〕　mlidacaN

めだま〔醍玉〕　miNtama，→め／～が痛む

　ことtamajaN／～の大きい者？魏h疑凱レ

　Ntamaa
めちゃく＄や　saN多aNkUN写aN，多aahwee

めっ蓮　maする〔鍍金をする〕hwaasjUN

めつけやく〔目付役〕　’jukロmi

めっそうな→nユisimaku・越si戯aaku，

　m呈sinataraaku，とんでもない，ひじょう

めっ疫〔減多〕　miQta／～にgiini　．　しに

めつな〔門門〕　miiNna　　　　　　　　「うに

めっぽう〔滅法〕　→撮usjootusjoO，ひじょ

めでたい　／～ことkarii，　karijusi，，5疑一

　rukubi　／～日一〉しゅくじつ

めとる〔回る〕　一一＞kameejUN，　tumeejUN

めのこかんじょう〔目の子勘定〕kuruba－

　7vaa，　teegee4aNmlN

めば番〔冒張〕（魚名）　miibai，　miibaju／～

　の一種？akamiibaju，　kuru㎜iibaju

め1まし〔目星〕一→めあて／～をつける？ati－

　gajuN
めまい〔眩蟻〕　．搬iilくuragaN，　kukutimiN禰

　gwaa，　kuku犠miNgwi／～がするkuku

　tirniNgwijuN

めめしし、　bitayaasjaN

あ奄と〔目許〕　mirnutu

めやに〔目脂｝　miil〈uSU／～をNす者mii一

メリンス　sawai　　　　　　　　　　Lkusaa

め勘らべ〔女童〕　→むすめ

めん〔面〕　haagiburaa

めんかい〔面会〕（敬語）？wiicee，→かいけん

めん豊よ〔免許〕　’jUk’ii

めんずる〔免ずる〕　nagamijUN
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めん

顔んそう〔面．．縫妻〕　glramukumi，　rrliNzo◎

齢んどう〔面倒］　miNdOO，，waearee→やつ

　かい／～である　？＆Nmas5aN／　～なこ

　と？aNm3simUN／～なさま’wacaveega－

　NdQe／～に掛かり合5こと　もiiNzari，蝦i－

　wacareeノ～をみる　kaNgeejUN，，wa－

　NdajuN／～を冤ることsiNzigi
勘んとむかっでこ面と向かって］　gira4iraa一

　tu

勧んど》〔牝鶏〕　miidui

あんぷ〔綿布］　seejaNpuu，→も5か

あんぽく〔面霞］　？icibUN，　miNbuku，　mi－

　Nrnuku／～を央5こと一→；irawaldoogu，

　geeJuN
めんよう〔緬羊〕　meenaa，　meenaahwii－

　zaa

凝霜〕muu
亀〔褻〕　→きちゅう／～に服すること？imiノ

　～に服すべき続柄？imigakai／～を終る

　こと？lml？ak圭

亀（助調〉　一N

奄う？iina，？iinanukwee，　naa，　naaja，

　nama，　njaa，　njaaja／　一hvLNv｝th：　＝＞too／

　～いいよ→tooru／～すぐnama／～少
　しで，jagqti，吟ずんでのことで

論う（牛の鳴声）　，NmOO

亀うか〔真岡〕（織物の名）　mDokah疑U

愚うけξ儲け〕　瓶0◎k圭

亀うける〔儲ける〕　mookijuN，　sii？Nza－

　sjUN／～こと一点張り　】Wt）oki7yuku，　ziN　一

　rnookizuku

亀うけ蒼〔設ける〕　，is圭3鷺N

奄うし〔孟：子〕　燃eozi．．

奄うしあげる〔串し上げる〕　mjUNnjuki－

　juN，　nuNnuki3’uN，　？uNnjukijuN，　？uN－

　nukijUN，→いう，ごんじょう

蓮》うしご〔申し子〕　？eek羅

為うしこみじgeん坤込み順〕sacis圭5ee

癒うしでる〔申し触る〕　moosi？NZ1jUN

6うしひらき〔申し開き〕・→いいひらき

亀うしぶんのないξ申し分のない〕　→ZOO－

　bUN，かんぜん／～者’NsjamuN　ドたく

6うとう〔毛頭〕　musaQtu，→すこしまつ

1

蓮》う‘虚つ〔毛髪〕　kikalazi，　→カ、み

亀うふ［毛布］　ki（≧tll，　MusiN

亀う亀う（牛の小児語）　moomOO

煮うりんか（植物名）　muikwaf　～の花

　muikuba澱
奄うろく　ddo撮a，　yooma，→おいぼれ／～

　じいさんroomataNm’p．e／～する1〈ani－

　haNゴijUN

竜え書し〔燃えさし〕　hwiiziri，，jak：lz捻i

奄えつく〔燃え付く〕　tee¢iCUN

竜える〔燃える〕　mee3　u璃→やげる　　「あ

竜ぐ〔椀ぐ〕　mujUN，→muiNettN／もいだ

轟くげ（櫨物名）　hanagaei　しとmuikuci

亀ぐ電〔莫〕　huugi

遷く書ん〔目算〕　Mi4iMui，→あて，みこみ，

　もくろ．み／～がはずれること　mi多imui一一

奄くたん〔太炭〕taN　　　　　Lsooi
竜くて嚢〔欝釣〕？umumuci
奄くひ． 謔､〔目標〕　？ati，→めあて
愚　く　め〔木屋〕　　　muku！ni

奄くよく〔汰浴〕　？u曄瓶asi，→みずあび

奄くろく〔目録〕　mukuruku

竜くろみmukurumi，→くわだて，もくさん

亀くろむ　mukurunUN，→くわだてる
請し〔若し3　mani，　musi→たとえ，ひょっ

　としたら，まんいち／～か（～も）musi－
　ka／～かすると　一一“・，juu

亀　し　　？ee，　，j翁εしラ　sai，　sari，　tai，　tari，　→
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もの

　hei／～もし？ee？ee

竜£〔文字〕muzl，　zii，一一）suucuumaa

馬．しゅ〔喪主｝　？iihweedacaa

亀ずく〔＝水雲〕　麟益ui

モスリントsaw撚

6ぞう〔模造〕　／～する組sl麟翼／～晶aレ

　sji，　nisimuN，　？uguSi

奄たげる〔拾げる〕mucagijuN

竜た奄たmuQcaihwiQcai，　MUQco◎hwiQ－

　coo，　tlimucarnuca，→ぐずぐず，のろのろ

奄＄〔餅〕　muci／～の一一種cica］’amuucii，

　eika］”amuucii，　hoohaimuucii，　hueagi，

　huugimuei，　kagaNYtweesaa，　mudimuci，

　muueii，　sizuei，？ueanuku，　？utusizama

奄右〔鵬〕　’jaNmuci，→とりもち

竜ちあがる〔持ち上がる］　mucagajuN

論客あげる〔持ち上げる〕　hw紬cati∫UN，

　mueagl）uN
為雪かた〔持ち方3mnclnasi

k＄くずす〔持ち崩す〕mucihaNdijUN

奄当こたえる〔持ち堪える｝　→たえる／～カ

　mueidee

庵右こむ〔持ち込む〕muciNCUN

奄＄こめ〔餅米］　mucigumi．

奄ちすぎ〔持ち過ぎ〕muciQkwa

論客どおし〔持ち通し〕　mucicir2

喝ちなおす〔持ち直す｝’ICUNnoosjUN，　mu－

einoojuN，　muei／noosjuN，　tuikeesjuN，

　→かいふく，たちなおる

6＄｛＊こぶ〔持ち運ぶ〕　→kajaasjUN

奄書ぶん〔持ち分〕　mUC圭mee，　tamasi

奄雪まえ〔持ち箭〕→もちぶん

奄ち噛の〔持ち物〕　（敬語）？weemUN

奄ちよる〔持ち窃る］ntlcaasjUN／持ち寮り

　の宴会nucaas銭

轡ちうん〔勿論｝　daniju，→い5

亀っ〔持つ〕　mUCUNノ持ったきり　mucici－

　ri／持てないものを無理に持つことmuta－

　raNm双el

竜つ〔保つ〕tamUCUN／～ことtamuci

1
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亀つこ　　？OO5aa

竜っこく（植〔物名）　？iiku／～の柱？i圭ku－

　baaja　　　　　　　　　　　rみする

竜つたいない　→？usuri，おしいジものおし

為ったいぶる　？u黄bujUN，→そんだい／～

　者？UNbujaa　　　　　　　　r？unu？wii

為つと，juku，，jukUN，　naahwiN，　njahw三N，

奄つと竜　mUQtUN，→と弓ぜん，いちばん

竜つばら〔専ら〕　mUQpara

奄つ；縦縫れ〕’Nzari

奄つれる〔纏れる〕MugirijuN，　muiil〈ujUN，

　，Nzari5登N／もつれさせる，NzarεしkasjUN

：もで奄iそムミ　’銭jUN，　mutabUN／～こと

　一mutaaN／～さま　mu七aaNhwitaaN

亀てあまし奄の〔持て余し者〕？amasita－

　muN，　sitaneemuN，　gaahweemuN

竜で幽ます〔持て余す〕　？abaeUN，　muti？a一．

　masJ’uN，　mutlwalcasjuN，　一一一＞tecwaka－

　sjUN／～さま？abacinoori／～仕事？a－

　bacisigutu／～よ5なことgitaneekutu

奄でなし　→せったい

＝もでなす　　tuiMUCUN

為と〔Pt　e元〕　mutu，　muutu，→？ahjaa／

　～の隣mutudnnai／～から→hweeku，
＝もと〔許］　mutu　　　　　　　　　　 しつと

奄と（接羅）　・・mutu

奄どかしい　→じれったい　　　　　　「す

為どす｛戻す〕　mu5usjUN，→？agijUN，かえ

奄とでこ元手〕　mutu，　muutu／～を失うこ

　とmuutukweeciri
奄となりこ本成り〕　niinai

竜とめる〔求める］　kameejUN，．　mu敏mレ

　jUN，　tumeejUN，→さがす，たずねる，

奄とゆい〔元結い〕　muutii　　しほしがる

竜どり〔戻り〕搬udui，→かえり

噛とる〔湿る〕　→そむく　　　　　「かえる

奄どる〔戻る〕　mudujUN，→？utikeejUN，

亀どろく　muaurueUNダ→ためら5

奄の〔物・者〕　m雛n馬mUN，一気→しなも

　の，しんぴん／～にする一→せしめる



もの

亀の〔助詞〕　一凱un馬mUN

亀のいみ〔物忌み］　gigisimi／～をするgi－

　91SlnUN
奄のいり〔物入り〕？irimi，　munu？iri，　mu－

11u？irlmi，　siQcli，→、・りあ

亀のおに〔物怖じ〕　munu？uzi

亀のおしみする〔物惜しみする〕？ibii’ijUN

奄のおと〔物音〕　munu？utu／～をさけるこ

　L　munu？ueu

為のおぼえ〔物覚え｝　munu？ubi，→きおくノ

　～が悪いことbusjoo

奄のお占い〔物思い〕　munu？u紐嬬→かん

　がえごと／～に沈むmunu？umiigisaN

蓮》のがたり〔物語］　？ihwanasi，，Nrkasirnu－

nugatai，→はなし　　　「ぶしょ5も．の

墨のぐ霊　giもitugajaa，　hujuu，→ぶしょう，

竜のさびしい　一＞5らさびしい／～さまSOO一

亀のしり薮物知り〕　munusiri　　L多oo雛

亀のしりがお〔物知り顔］　／～なmのきき方

　1〈usamunii，　kusamunu？il／～にふるま

　5　kusabuQkwiJ’uN

竜のず嚢〔物鰐き〕　munuzici，　mUNzici

亀の雷こい　’jo◎？usumasjaN，？usuma一

．sjaN，一〉たいした

亀のほしモう〔物欲しそう〕　／～であるmg－

　nuhusjaglsaN／～にすること　mURuhu一

奄のみ〔物見〕munumi　　　　Lsja
亀の奄らい〔麦粒腫〕　㎜銭？i1頓ee

馬の冷す馳〔物忘れ〕mu撒wa包lnUNwa－
　s．i，→わすれる

亀の勘らい£物笑い〕　rnunuwaree

こも1霊や　　naaja，箆jaa，鎗jaa3a，　→もう

亀ふく〔二二〕　→basjaz宝N

愚み〔籾〕mUiorli

臨みがら〔門門？Nnagee

竜みく＄や　gikumaamukunaa，　mUNna－

　ku，　mUN額akukwa瀬ak繰，　mUNna－

　kwaNna
阻みけす〔揉み消す〕＄irieaasjUN，→si「i一

　kQO，すりげす

亀みむ〔紅葉〕mumizi

認む〔操む〕　　　mimizuN，　munuN

亀めごと〔堅め事3rnumigutu，　naNzuu，

　naNzuuhwiNZuu，→あらそい，もんちゃ

：も四番〔揉める〕　mUnuN　　　　　　　しく

亀齢ん休綱　INxuaTliN／～糸の一種理e3　a－

Ngasi／～の窃→mookahu疑薄eejaNPUU

亀亀〔桃〕　→kiim級mu

亀奄〔股〕　　mumu／　～が痛むこと　　mu・nau一

愚亀〔百〕mumu－　　　　LSUQkwaa
喝亀いろ〔桃t竺］buki，　buki？iru，→さくら

癒亀ひ嚢〔股引〕　mumtlnuei　　　　しいろ

亀やし　　maamina，　？ujasi，　→kaz圭薮uci－

　maamina／～のいためたものmaamina－

　eal　pUruu

亀やす撚やす〕meesjUN，→やく

亀よう〔模様｝mujoo，　sima，→がらノ～の

亀よおし〔・催し〕　mujuusi　L形→ziizira

亀よおし竜の〔催し物〕　MujuusiMUN

奄よおす〔催す）MujuusjUN

＝もよ響〔最寮り］　mujui

ig　6いご〔貰い子3’iiiNgwa，’iiriNgwa，

　袖やしないご，よう1レ

竜らい客＄〔’貰い乳〕kuu量zii，？usiizii

奄らい奄の〔貰い物〕　，iiimu喪，→いただき

遇らう〔貰う］　’iijUN，→いた．だく　　しもの

躍り〔鍮もuza
蓮）　り　〔守　り〕　　　lnlユi，　　→tacimui，　も　り　や　く，　こ二

　慮り／～をして育てるmuitatijUN／～を

　して寝かせるmuiniNsijUN／～をする．
一一・р高浮戟Cもる

噛夢あが馨［盛り上がる〕　ha亀cat蒋UN，　mu－

　」鼠ga3一翼，？ukurijuN／盛りあがったさま

→？usumuimui！盛り上ったところmu呈

罹りか（植物名）muikwa／～の花muiku－

　bana

奄りがし〔盛菓子〕mui？ukwaasi

認りたでる〔盛り立てる〕　拠uita窃U醤

躍りやく〔守御　’ja｝〈aa，’jakaagwaa，．

am



mui，　muljaku，　？uhujakaa，　一一，　e　ts　Y

盛る〔漏る〕　憩ujaN，→もれる

奄る〔盛る〕　mujUN

曇る〔守る〕　MujUN，→もり

奄室」る〔漏れる〕　murijuN，→もる

奄ろい〔脆い〕　sakusaN

亀ろこし〔蜀黍〕tOO捻uciN

屯ろと：も〔諸共〕　murutu】cau，→いっしょ

奄ろはく〔諸白〕　muruhaku，　muruhw＆ku

奄ろはだぬぎ〔双肌脱ぎ〕kusihazii．　　　ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やく

；もろみ　murUiy／～のかめmuruNgaami．

屯ん〔門〕　mUN，　ZOO，（敬語）？UZOO

もん〔紋〕　mUN，（敬語）竃umUN

奄ん雪やくξ悶籾　mUNcaku，一・一・）一．あらそい，

もんつき〔紋付3　mu餌錘ki　　　しいざこざ

6んば［紋羽］　muNpa

6んばん〔門番〕mUNbaN，　zoobaaN，（敬

　語）？uzoobaaN

もんめ〔匁j　MUNmi

もん亀う〔文曹〕　→？akimiQkwa，むがく

や

や〔八〕，jaa，，ja一一，→はち，やっつ　　　　　やきどうふ〔焼き豆腐〕，jacidoohu，　kaN一

や〔矢〕　？ija　　　　　　　　　　　　　　　　toohu

や〔夜〕（接尾）　’juru　　　　　　　　　　　　　や壼ばり〔焼き鍼〕　’jacibaai

や〔屋］（接雇i）　→macija　　　　　　　　　　や薯奄蓮　？asigacinoovi，→いらいら／～

やあ　？ija，，jaa／～やあ，jaajaa　　　　　　　する→？asigac圭

やあい　？ahaai　　　　　　　　　　　　　　や奮屯＄　→おかやき，しっと

やい　’j函　　　　　　　　　　　　　　　　やき6の〔焼物〕　’jacimUN，すやき，せと

やいば㈱〕・」・iba，→は　　　1や薯ん液勤・j吻mi　しもの，とうき

やえなり（植物名）　？oomaamii　　　　　　　やく〔役〕　’jal〈U，（敬語）？切aku／～に立つ

やえや蜜〔八重由〕／～の者，eemaa　　　　　，lakutacuN／～に立たないものdaimUN，

やえやrk　aう奄駁入璽出蠕幅〕’eemakaa－　　maahaNiaa

　bujaa　　　　　　　　　　　　　　　　　　やく〔厄，　’jaku，→やくどし，わざわい！

やおや〔八百置〕　’」邸ee？ujaa　　　　　　　　～が晴れることhari⑬ku

やがすり〔矢耕〕？ljabiima，→かすり　　　　やく〔焼く〕？abujUN，’jqCUN，→もやす

やがて　，jagati，　naaga鋳？U（顧，→じき　　　やぐ〔夜．具〕　ka．NzimUN，4asicgdoogu

やかましい　’jagamasjaN， jUNgasima一　やくがい〔屋久貝〕’3akugee／～の蓋cieiN－

　sj’aN，　kasimas）’aN，　mimigasimasjaN，　1　taa，　ciieiNtaa，　e1iciNtoo

　miNcasaN，→うるさい，　さわがしい　　　　　やくざ　hurimUN

やから〔鷺〕　’jak：ara，，jakari一　　　　　　　やくざいし〔薬剤師〕　’ja（に早ku

やがる（…しゃがる）　kwajUN，→やる　　　　　やくしゃ〔役考〕sibalsii，，u・juisjaa

やかん〔蘂罐〕　，jaQkwaN　　　　　　　　　やくしs〔役所〕→4aa／～の名一＞baNdu一

や薯〔山羊〕hwiizaa，→beebee／～を呼ぶ　　kuru，　baNzu，　giguciZeebaN，9双sju三N，

　声menumenUU　　　　　　　　　　hwiraZU，　kuramutu，　sicagui，　sjunoO一
やきいん〔焼き印〕’」・・i？iN　　　lza，・j・4a・j・ku・a／ん仕事？weei・ib・N一

やきうち〔焼き打ち〕　hwiizimi　　　　　　　｝　si
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やく

やくじょう〔約定〕　，3akuzoo，一シとりきめ

やくしょく鍛職〕→gaa／～名→いかい

やくそく〔約束〕’jakusuku，→げ㌔・やく，

　　とりきめ，やくじょう／～するkazikaki一

　やく　だっ〔役立つ〕　　→やく　　　　　　　　　　　　 LjUN

やくとく〔役得〕　？ukazi

やくどし〔厄年］　，」段k麗usi

やくにん〔役人lkwaNniN，？weedainiN，

　　？weekaNcu，→かんにん，たいかん

やくば〔役場〕　baNd膿k腿ru，　b段1　ZU

　やくめし、〔役名3　→いかい

やぐら〔櫓｝／人だまを見るための～　’jaQ一

やけ〔自藥〕？a卿我N窪aree　　　Lkwa

やけい〔夜警〕　’juumaai

やけど〔火鰯〕／～させるsiziral〈asjUN／．

　　～する、，5U纏gees趣N，　slziri．iuN／～など

・　で赤瓦がむけている者kaasiN訟3

やけのこり〔焼け残り〕／～の買切れhuru－

　　hwiiziri

やける〔焼ける〕，jaki趣N，一・1もえる

やこう〔家号〕　，jagOO，，jaaNnaa

やさい〔野菜〕’javee

やさいうり〔野菜売り｝’jasee？ujaa

やさしいcimuzurasaN，　duujaQsaN，？U－

　　hujaQsaN，　？weNdasaN，　一一，？i｝zaNnasi，

　　？uzhmu，（敬語）？uzirnuzurasaN，たや

　　すい／～人？weNdaa，　cimuzuraNeu，（敬

　　語）？uz呈MuzuraNcu／～ものduujasii，

　　duujasimuN／やさしく’jahwaQteeN，

　　’jahwaQteeNgwaa

やし〔椰li〕’jaasi／～のi蘂’jaasigwaa

やしき〔麗敷〕’jasiciダ→おやしき／～の祈

　　願’jasicinu？ugwaN，→？ugwaN／～の

　　地代’jasi¢iganεe　　　　rだておや

やしないおや〔養い親〕　’jasinee？uja，→そ

やしないご〔養い子〕gikaneeNgwa，’ja－

　　sineeNgwa，一〉よ5し

　・やしなう〔養う〕　gikanajUN，　’3翫sinεし3UN

　やしゃこ［玄孫］　hwicim鼠9亀hwici？Nma－

　　ga
　やしろ［社〕　kami？asjagl，→？uga球，，uga一

　NZUe→おみや，みや
やしん〔野；心〕　，jasiN

やすい〔安い〕’jaQsaN／安くyw　5こと，ja－

　R，　igooi／安くする，」鱒imijaN／安くなる

やすうり〔安売り〕　，ja寧1？u呈　　し，ja亭inUN

やすまる〔休まる］　，ja争imajUN

やすみ〔休み〕　，ja四川i，→きゅうそ．く

やすみどころ誕休み所〕　，juk戯dukuru

やすむ［休む〕　　　，jukuj篭ユN，　，ja＄inUN．　（敬語）

　？weesimi￥eeN，→きゅうそく／　休ませる

’jukwaasjuN／～番’juku2maaruu

やすめる〔休める〕　，ja麟mi3UN

やす愚の〔安物］deeja＄ii，・ja亭im囎

やすやすとこ易易と〕　duuja＄i（≧teeN，’」碍i－

　jasitu，　’ja＄iQteeN

やすらかに〔安らかに〕　’jaa3aatu，→おだ

やす　 り　　　 ，ja夢ii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しやカ、

やすんずる〔安んずる〕　，jaSUNzl鎚N，→あ

　んしん／～．こと’jaSUNzi

やせい〔野生〕　．naNkurumii，　→じせい／　～

やせ＄〔痩ぜ地〕　hagi　　＼　　しのfjama一一

やせる　　gazirijUN，，3a亭圭juしN，，50Dgar圭j1ユN，

　’jubiCUN，　sazirijUN，　sugijUN／やせた者

　’eesazii，　’eesugii，　gazirimuN，　’jasiga－

　ruu／やせたさま，joogarihwiigari

やたで〔矢立て〕　，ja£a綴

やたらにeaQsaNkaQsaN，　musjookusjoo，

　→rniQta，むしょうに

や＄ん〔家賃］　，3aciN

やつ〔奴〕　鼓jaa，　，3akar＆，　→，jakari一

やっかい〔厄介〕　，jaQkee，→めんどう／～

　である？aNmasjaN／～な頂かりものtui一

？aglikee／んなこと？aNmasimuN，

　teemuN，　gaahweegutu／　～になる

　’waNdajuN

やっかい遍の〔厄介春〕　，jaQkeemUN

やつがしら（芋の名）　giNnukU

やつge　Sく〔蘂局〕’jaQcuku

やつす〔熱す〕　　　，jagirijUN

やっつ〔入つ］　，’

掛
↓

k

「や

Jaagi，（時亥の，」包gi，→haci
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やる

やつ． ﾂけるbaNmikasjUN，　hwiraka＄ju一一

　N，　sigikijuN

やっと　　，ja（≧tukaQtu，　，joo5ak双，　→とうと

やつれる〔配れる］　，j鼠giri3UN　　　　L弓

やど〔宿〕　，jaadu，，jadu，τ→やどや

やとう〔雇う〕　，jatujUN

やどかり（節足動物の名）　？amaN，→？aN一

やど＄ん〔宿賃〕　，jaduc呈N　　　　　Lmaku

やどなし〔宿無し〕　，jaam哉d誠

やどや〔宿屋］　　　，」εしεしdu，　　，jadu，　　，jaduja

やどる〔宿る〕　’jadujuN，→とまる

やなぎ〔棚’janazi

やなぎこうり〔柳行李〕　’3anaziguu圭

や｛こ〔謄〕　　　，jalli

や≧幽しし〔家主〕　　　，jaanunuusi

や嵐〔屋欄’jaanu？wii，→ltwaahUu／～

　をふく　→？irieεし，’jaabuci

やはん〔夜半｝　’jahwaN，’juhwaN，→よな

　か／～参り’jahwaNmee
や1まん〔野；蛮〕　　’jabaN

やぶ〔藪〕　’jamagwaa，→しげみ

やぶか〔藪蚊〕’jamaga4aN

やぶ1こっ｛ナし、（植物名）　　s2baki

やぶりすでる〔．破り捨てる〕　，jai亭itijUN

やぶりちらす〔破り散らす〕　’jaihoojUN

やぶる〔破る〕，jajUN，→さく，ひきやぶる

やぶれ〔破れ〕　，謁ri／～や裂け，jarisaki

やぶ嘗め［破れ目〕　’jarimii，→さけめ

やぶ乳る倣れる〕　，jarij媒璃→さける／破

　れたかさ’3ar槍asa／破れた着物，診riziN

　／破れた障子’jari？akai／破れたり切れ

　たりしていること，33近ci盛

やぼ〔野暮］busizOO

やま〔山〕　　　，jama，　mui，　SεしN，　　→taka4aN，

　taki，　takimui／～の中，jamanunaaka

やまい〔病］　→びょうき

やまい竜〔肉芋〕　，jama？N斑U

やまおく〔由輿〕’jama？u｝｛Ue→みやま

やまかがし（蛇の名）　hwiibaa

8e3

やまがたな〔山刀〕　’jamanazi

やまがわ〔由川〕（地名）　’jamagoo

．やま　く　ろ嚢（櫨物名）　　　，」εしmεし9U】ruci　　．

やましごと〔由仕事〕／～の競争，jamasjUU－

　bu／～をする者’jama？aQcaa

やまのは〔出の端3　，jamanuhwa

やまびこ〔山彦〕　，jamabiku，，jamahibiku

やまみ＄［由道〕　，jamamici

やま＝もこも〔山毒兆］　’jamamumu，　mumU／　～

　売りの娘mumu？ui？aNgwaa
やみ£闇〕　’jami，⇒あかつきやみ，　くらや

　み，よいやみ

やむ〔病む〕　，janUN，→びょうき／病み変

　え．る，jabir封UN

やむ〔止む〕　，janUN，→とまる

やめる〔翫める］　，ja凱i5UN，　？UCUN，→と

　める，よす／やめておく’joosjOOCUN

や：もめ〔寡婦〕　’jagUSεしmi

や直り（動物名）　’jaaduu

やり〔槍｝　，3ai

やりかけ　siikaki，→しはじめ

やりかける　sikakijUN

やりかた　SiijOO，　SiinaSi，　SijOOSiZama，

　sikata，→しかた，ほうほう

やりか融ない／～こと（～者）siicireo

やりくり〔遣り繰り．〕kuimaasii／～する

　kuimaasjUN，→さんだんする／～するこ

　と　（～するさま）？icaasikwaasii，’jara－

　eaikwaaeai，　’jarasiikwaasii

やりすごす　［twり過ごす3　ha2kwaasjUN

やりそこない　　siijaNzi，　si糠aNzigu£疑，→

　　しっぱい，ふせいこ5

やりて　　sit圭／　～ばば？aNmaa，　guri？aN一一

やりなおし〔やり直し〕　sii】〔koosi　　　LMaa

やりなおす〔やり直す〕siikeesjUN，　siinoO－

　SjUN
やりはじめ　siikaki，→しはじめ

やりは轄める〔やり始める｝　sikakajUN

やる〔遣る〕　，jarasjUN，　kwijUN，　tura－

　sjUN，→さしあげる



やる

やる（する）→する／やりやすいs鯨a9訟N／

　やりそうなこと（やりそうなもの）siiei・一

　rOO／やりつけるsiinarijUN

やるせない　　k媒k鞭tir羅saN

朝》らかい揉かい〕’jahwarasaN／～御飯

　？aqibi1／柔かくなる，jahwaraCUN／柔か

　　くする，jahwarak圭jUN／柔かに，3ahwa－

　3ahwa雛，，」我hw＆（≧teeN，，担hw簸teeN－

　gwaa，　’jeoN

や冷らぐ〔柔ぐ〕’jahwaraeUN

や勘らげる〔柔げる］　，jahwarakijUN

やんばる〔由原］（地名）’jaNbara／　～地方

　への旅’jaNbarutabi，’jaATbatabi／～方

　言　，jaNbarukutuba／　～者　，jaNbaraa

やんばるたけ〔山原竹｝，jaNbaraa，　，3aN－

　baraadaki，　’jaNbarudaki

やんほるぶ嵐〔篤学船〕　，jaNbai・aa，，jaN－

　baraabuni　rmaaやん憲（とんぼの名）　naal〈udaamaa，　taa一

やん擁）り　→やわらか．い（やわらかに）

ゆ

ゆ〔湯〕　，juu，　（t卜児語）　buu，　buubuu，　→

ゆ乙並み〔湯潅み：｝　　？ミユ奪5i磁asi　　　　　　　　　　　　しさゆ

ゆい　，鶏→ろうりょくこうかん

ゆいごん〔遺言〕　？igUN，？Nza謡

ゆいのう〔結納〕　sak量mui

ゆう〔結う〕’画ujUN，→しばる．．，むすぶ

ゆうかく〔遊郭〕　zurinujaa，→han鋤asレ

　ma／～の名giizi，　nakasima，，w段taN頭

向うかげ〔夕曇〕　’juukaagi，一）Fゆうぐれ

ゆうがた〔夕方〕→ゆうぐれ

ゆうぎ〔遊戯〕／～の名？akageee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　eaNku－

ruu，eeNkuruu，　giburusaaee，　gieihana一一

亭ee，　gi圭taa，　giitaa燃殺醤dOO，　gi《ICOO，

hwiiziNtoo，　？iijunumii，　？iQeil〈utaQei－

ku，　？iQpaa，　？iQsiNguu，　？1’ ptugaj’eo，？Y

sinaguu，　kagimiNsooree，　kurubageee，

kuugatuuee，　kwa眺輌N己0◎ree，豆aN－

kロ，　mici狙aa，　m三gurUNtooτuu，　斑i一

　Qkwaateoruu，　’Nmoogd’Qkui，　？oosii－

　too，　paNmikasii，　s圭圭ja真bミユミ㍉　too寧ee，

？usutikwaQkwageee　，

ゆうぐれ〔夕暮れ〕　？akookurOO，？iriee，

　’」’usaNdi，　’」’uu？iriee，　’juu？irigata，　一

　ゆうかげ，　ゆ5まぐれ／～に　，ju竃ak冠圭ノ

．～ ﾉ立つ市’jusaNdimac
ゆうじょ〔遊女〕　hana，　guri，　多目rihana，

　峠じょろう

ゆうずう〔融通〕　kui堺aasii／～する
　　　　　の　　　　

　maaSJUN
ゆうだち〔夕立〕　nagigur圭，　nagasi

ゆう婁よう〔悠長〕　→きなが，

　であるciiniisaN

ゆうづきよ〔夕月夜〕　，諏kunee多icu疑

ゆうとうにん　〔遊蕩人〕→あそびにん

ゆうな響〔夕凪〕　’ju掘uri

ゆうはん〔夕飯〕

kui一

のんびり／～

　　　　　　　　　　　’juubaN，　’juu？ubuN／　一v

代わり’juubaNわicee／～時’juubaNuuiノ

　～の支度，juubaNSロgai

ゆうひ〔夕臼〕？irlhwi，　sagaitiida，一一〉？a－

　katiida

ゆうふく〔裕翻　’3uhuku，’諏曲ukU／～な

ゆうべ〔昨夜3’juub圭　　しさまhuuhuu

ゆうべん雌弁〕／～な者b｛Ns謳

ゆうまぐPt〔夕閲暮れ〕’jum3NgW童，→ゆ5

ゆうめいこ有名〕　→なだかい　　　　　しぐれ．

ゆうやけ〔夕焼け〕　’jusaNdi？akagai，’ju・一

　saNdi？akee，　’jusaNdi？akeei，　’」’uu？a－

　keei

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’juci一・ゆうゆう《と〔悠々と〕　’jug量jugiitu，

QteeN，’juujuutu，→ゆっくり

ゆう乳い〔幽霊〕　，juurii／　～の話

　．banasi

’」’Uurii一
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ゆ馳

ゆう翫つ〔優劣〕？就uc量？agaci／　～のない

　こと？u（｝gikaQgi，→こらおつなし

ゆうわくする〔誘惑する〕　hwici3．aNZUN，

　もaaukasjUN，，wakuju！／　誘惑される

hwikasarljuN／～手段’wakuidii

ゆえ〔故〕　’jui，→わけ

ゆおう〔硫黄〕　，juuwaa／　～の燃える火

　’」’uuwaabii

ゆおうごま〔硫黄島〕’juoegasima

ゆか〔床〕　，juka

ゆかい〔愉快〕　一〉おもしろい

ゆかした〔床下〕’」職kasja

ゆがみ〔歪み〕　，，i　ugξしmi，，jugaN

ゆ熱む〔歪む〕　，juganUN／ゆがんだ＝書体，j－

　oogaahwiigaagaei／ゆカミんだもの，jOO一一

　gaa，’joogee　　　　　　　「よくする

ゆがめる〔歪める〕　，jugamijUN，　→わいき

ゆき〔雪〕　→，juci

ゆ竃のした〔雪の下〕（植物名）miNzaigusa

ゆくえ〔行方〕　’jukui／～不明．？asjura

ゆ‘｝s〔湯気〕　　　？agiki，　　huld

ゆこぼし〔湯こぼし〕caajutijaa

ゆすぐ　，jusiZUN，致UZUN

ゆすぶる　’u虜UN，→？amaZUN／ゆすぶつ

　てこわす’uuiwaQkwasjUNゆすぶって

　入れる’u撮NCUN
ゆず　り　〔譲り〕　　　，jUliri

ゆずる〔譲る〕　，jugijUNノ　譲り合うさま

　cuijUZ圭ijuzii，？uuseekarakee／譲り受

　けたもの，3u参ri

ゆたか〔豊か〕’juciku，’jutaka，→ゆうふ

　く／～なことZUNtaku，→みちたりる

ゆだん〔油断〕　，judaN

ゆちゃくする〔癒着する〕　micaajUN，　nill一一

　jaajUN／～させるための膏薬miijaigoo・・

　jaku

ゆっくり　，」OONnaa，，juuj迂U£U，？UQtai－

　mootai，→のろい，のろのろ，ゆったり，

ゆづけ〔湯漬け〕，juuzik量i　　　Lゆるゆる

ゆ．つたり　　niguun圭9UU／～と　→ゆ5ゆうと

ゆみはり零よう＄ん〔弓張り提燈〕

　hai

ゆみや〔弓矢〕　’jumija

ゆめ〔夢〕　？im呈

陣らいき〔由来詑〕　’jureeei

ゆらぐ〔揺らぐ］

ゆらめく　，」1ユ絵瀧icu翼

ゆらゆら？amazicikaa，

　NkweN，　mitamita

ゆり〔百合〕　，jui

ψりうこかす〔揺り動かす〕

ゆりかえし〔揺り返し〕keesi

ゆるい　．，jUfほS3N，→ゆるゆる

ゆるす〔許ナ〕　，’　　匿

　kaNbiN，→かんべん，きょか

ゆる鉛〔緩む〕　？ugoorijuN

ゆるめる．〔緩める〕　，jurumijUN

ゆるゆる

／～とした姓質？uhu？Nmari

ゆでじる〔茄で汁〕　，謳diziru

ゆでだこ〔茄で蜻〕　，jud重daku

ゆでたまご〔蒸で玉子〕　，jud2tamagu／　皮

　をむいた～，NC量tamagU

ゆでる〔蕪でる〕　，judijUN

ゆとり　一〉よゆう／～がある，jucisaN

ゆば（食：贔名）　？Nba

ゆびこ指〕？iibi／　～折り数えて　giciju－

　NhwiijUN／～折り数えられる人？ikuta－

　iniN7yU／～折り数えること？iibiuuiノ～

　のまた？iibinumata

ゆび＄り〔捲切り〕kaakii

ゆびさき〔指先〕？iibi7，aci／～ではじくこと

　？蕪b量baNci

ゆびさす〔指差す〕一〉？iibinuei

ゆび勘〔指輪〕　？iibiganii

ゆみ〔弓〕　，jumi／～の矢，」㍊鵬i11U盛ja

ゆみず〔湯水〕　’juumigi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’jumi一

？amazicuN，　？amazuN，

　　　　　　　　　L→ゆれる

　　　　　’］’utajuta，　kwe一

一〉ゆすぶる

ju翌US3UN，沸漁a寧1reeJUN，

　　　　　　gogruu，　’joeraakwaaraa，　’3’e－

eruu，’鰍盾盾窒浮浮汲翌≠≠窒浮普C→ゆっくり

ゆる　りと　　　，juユPuI量tu，・，」1ユrujミエユアu，　，juru（ltu，

ゆ漁し〔揺れ〕　→kugee，　kugeei　L→ゆつく　り
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ゆれ

ゆ劇る〔揺れる〕　一一“kugeejUN，　ゆらぐ，ゆ

　らめく／ゆれ動く　？wiieUN／液体がゆれ

動くさま’jUQtaikwaQtai

よ

よ〔夜〕　，juru，’juu，→よい，よる／～が白

　むことsira？akagai，　sira？akl

よ〔毯：］　’jUU，→じせい，よのなか／～の移

　り変り5ugaWai，，juugawai
よ〔代〕　　　，juu

よ（助詞）ii，，」◎0，　MllN，一sa，→一kee，一sami

di［us］　’一3’U，　’一juu

よ穆け〔夜明け〕　？akagic三，，ju？aki，→あ

　けがた／～に起きること？al｛agici？ulく量／

　～を待ちかねること’juu？＃kasikaNtii

よあそび〔夜遊び〕　→moo？asibii

よい〔膚〕　’ju圭，’jukunee／　～の．口から眠た

　がること’5ukunee職iibu▽　～のロカ、ら眠

　たがる者，ゴuk登捻ee簸iib癖aa／～の明星

　’juubaNmaNzaa，　maNzaabusi

よい〔酔い〕’wii

よい〔良い〕　→いい，，juk：aru，よろしい／

　よく　，jUU／よく仕ま二げるsiinasjUN／よ

　くできる戯k野UN，？NmarijuN／3uk＆ju－

　N／よくできた稲’jukai？Nniノよくでき

　たさつまいも’jul〈ai？Nmu／よくできた

　砂聴dikiuaataa／よくやったsitai，　si一

よいい＄〔脊萌’jusaNdirnaci　　ttari

よいここ＄　〔酔い心地〕，W鍍霧ukuci

よいざまし　こ酔い醒まし〕　，wiisamasi

よいしょ’eekicamee　　　　rふかし

よいっぱり〔轡っ張切rniiguhwaa，→よ

よいな邊〔酔い泣き〕’wiinaei

よいやみ踏閣〕　’jukuneegurasiN

よう翻3？umumuci，（敬語）gujuu，→よ

　うじ／～のなくなった物juuzueirimuN

よう〔痙〕　，joo　　．　　　　　　　　「ある

よう〔様〕gutu，→溜ukur璃guutuu／～で
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　gutOON／～にgutu，一nee，→guutuu
よう〔酔う〕　，wiijUN／酔いしれる　，wiihu－

　f童ju酬酔いつぶれて寝ること，wiikurい

　bi，，wiiniNzi／酔って暴れまわること

　’wiNgwii

ようい〔用意〕’麟ui，　sikQoi，　sitaku，　su一一

　gai，→こころがけ，じゅんび／．～するsi－

　koojuN，　sugajuN，　一ab，’juui，sinjukujuN．　，

　s加uk擁窺N／～するさま　（～すること）

　sikooimul〈ooi．　一＞sinukuimatakui
　　　　　　　　　　’

ようい〔容易〕　’jooi，一一“一たやすい／～であ

　るduujaQsaN／～なことd題uja麟獄UN／

　～にduuja麟（≧teeN，→，joO圭

ようか〔8臼〕　haciniei

ようがさ〔洋傘〕　kaabujaagasa

ようかん〔黒部〕　maam量gaN

よう毫〔容器〕？il’imUN

よ　う　憲ん〔洋銀｝　　　，jaNziN

ようくん〔幼君］→わかぎみ　　　　　「謳a

ようけい薯ようしゃ〔養鶏業者〕　もuigikana一

ようさい〔雲菜〕（植物名）　？UNcee

ようし〔養子〕　gikaneeNgwa，，joosi，→い

　りむご，やしないご

ようじ〔用事〕　’juuzu，’juuzukac圭，→よう

ようL“〔楊子〕’joozi　　　　　しむき

ょうじ〔幼時〕　｝〈uusaini，→よ5しょう

ようし蓮〔様式］→hwinagata

ようじゅ〔椿樹〕　gazimaru

ようしょう拗少〕’juusjuu，一〉ようじ：

ようし’ん〔馬心〕　，juusiN，　k覗kuri，　mUN－

　nu？ati／～する　kukurijUN，→taNki－

　jUN／心の中では～すること．→sicadama－

　si



よそ

ようす〔様子〕’joO璃→hUUzi，　muje◎，　si－

　kεしta，　sitaraku，　si4ama，　zama，ありさ

　ま，すがた，なり，ふ5さいズ～を見る

　mlmaJ誉N
ようすし、〔用水〕　gikeemi多量

ようそう〔洋装〕　？uraNdasugai

ようだい〔容態〕’joogi，’jootee，

ようとん警ようしゃ〔養豚業者〕

rajaa

よう‘霊も、〔遙拝〕

　si／　A－rk　一一一＞eoonu？unjuhwee

ようばい〔楊梅〕

「じょう

→びょ5

？waaka一

？utaNkaatuusi，　？utuu一一

　　　　　　　　　　’jamamumu，　mumu／初

　めての～hacimumu／～を売る娘mu－
mu？ui？aNgwaa

ようぼう〔容貌〕　girakaagi，　kaagi，（敬語）

　’Ncaagi，．→かおだち，きりょう

ようむき〔用轟き〕　？umu搬ucち→よう

ようめい〔幼名〕→わらべな

ようやく〔漸く〕　→とうとう，　やっと

よかん〔余寒〕　，wakaribiisa

よ誕〔斧〕　，jUUC圭，→おの，ておの／～のノ1、

型のものsaahUNgwaa，　saahUNJ’uuci

よく〔欲〕　’」櫨u，dijuku，　rijuku

よくあさ〔翌朝〕

よくげつ〔翌月〕

よくじrつ〔翌E〕

よくぬん〔翌年〕

よく1讃り〔欲張り］

　hatijukilu，　rij’uku

よくばる〔欲張る〕

よ　く　《塾：　く　　　　，jukuこ｝uku，　，jukuujukuu　 ，juu－

　kuujuukuu，　miiliku，→ねんいり

よくよくじつ〔翌翌日〕naasati

よくよくぬん〔翌翌年〕naaNcu，　naajaaN

よけい麺余計〕　→よぶん／～なこと　？waa－

bagutu／んな鍬費？waabagikee／～な心

　配？waabasiwa，？waaba？umii／～なも

　の？waaba，？waabamUN
よこ〔横〕　，Juku／～にそれさせる’juku－

　sjUN／～になる→・kakijUN／～になって

naaea？asa

naa多ICl

naaea
’jukudiusi

　　　’jukuu，　’juukuu，　一〉

　　，どんよく

　’一一“’juku
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　話をすること　kakibanasi／～に引いた

よこいと〔横糸〕　nuci　　L水’jukUmizi

よこがお〔横顔〕　’jukuga纂

よこぎる〔横切る〕　kUNcijUN

よこじま〔横縞〕　nuci？aja

よごす〔汚す〕．，jugusjUN

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒよこたえ番〔横たえる〕　，jukuteejuN

よこ岩よう〔横丁〕sjuuzi

よこっぱら〔横っ腹〕　→わきぼら．

よこどり〔横取り〕　’jukudui／～する’Ja一

よこ蕊〔横根〕　biNduku　　　　　LkusjUN

よこのり〔横乗り〕suba磁i

よこばしり〔横走り〕　，jukubai、

よこぶえ〔横笛〕　haNsjoO

ぶこみ＄〔横道〕　’jukumici，→わきみち

ょこむ豊〔横向き〕subaNkee

よこめ〔横蟹〕

よご翫

　hanUN／～がひどいこと

よご翫る〔汚れる〕

　　　　コ　　ロ　　　　　ロ

　UN，　wmca3UN，

　　　　　　　　　hwieimi，　sjoomi，　subami

　　　　　？aka，，juguri／～がたまる1～aka一

　　　　　　　　　　　　　　　　一miNkwaauu

　　　　　　　　　　　？akahanuN，　’jugurij一

　　　　　　　　　　　　→けがれる／ところど

　こ．ろよごれたさま？ajagaeikoogaci

よぎい〔余財〕　’ju多ee

よL　→too
よLas　L〔善し悪し〕’jusi？我si，　ziihuzi

よしたけ（植物名）deeku

よじのぼ釜〔罐じ登る〕　？agujUN

よVる〔振る〕　→ねじる

よごれる〔振れる〕　muaijUN

よす〔止す〕　→やめる／よしておく　，joosj－

　oocuN，　’joosjoejuN

よすみ〔四隅〕　’ju瓠塒i

よせあつめる〔寄1せ集める〕　nueaasjUN

よせる〔寄せる〕，jusijUN　　　　薪tasima

よそ〔余燐〕　’jusu，→たきょう／～の部落

よそう（食べ物を）　？呈ri麟N，（敬語）？uka－

gijuN

よそおい〔装い〕

よそおう〔装う〕

よそみ〔余解見〕

sugal

sugajUN，擁けしょ5する

’jukumi



よそ

よそめ〔余所習〕　，jusu搬i

よそ奄の〔余所者〕　tab魏U（≧CUU

よだっ　→み

よたよた　¢irugiru，→よちよち

よた翫〔誕〕　，judai，　kucisiru／～をたらし

　てしゃべること，judaikuuzoo／～を流す

　さまziizii

at　S　S書　burabura，　giruglru，→．．よろよ

　ろ／～歩きburaburaa？aQei

よっか〔4日〕　，jUQka

よつかど〔四つ角〕’沁gi？azimaa，　kazima一

　舞舞，一“？azimaa

よつた1ナ［四つ竹〕　　　，jagidaki

よったり｛4人〕　，jUQtai　　　　　r→し

ょ　 つつ〔四つ〕　　　，juugi，　，juu，　（時刻）　　，jugi，

よっぱらい〔酔っぱらい〕　，wiQeaa，，wiQCU，

’w1Qcuu，→’wiimUNhurimUN，さけめみ

よづあ〔夜詰〕．’」⑫mi

よつゆ〔夜麗：〕　，jugiju

よつわ璽四つ鋤3’jugiwai，’juugiwai

よつんぱい［四つん這い〕　？iNgwaabooi

よとう〔与党〕　→siruu．

よどおし〔夜：通し〕　，junagata，，junagata

sa獄agatぺ」頗9ぺjUU？akid蕊as圭，’」二一

　u？akiduusii，　’juzuu

よと響　〔夜伽〕　，3u縫tu盛

孟と鱈〔4隼〕　，3utu

よどむ〔淀む〕　，judunUN，→ちんでんする／

淀ます’jad購ijUN／～こと’juudu

よなか〔夜中〕’jahwaN，　’juhwaN　’junaka，

　一9・よる／～中，juzuu／～に疇｝ること　，ju－

　nakamudui
よなのか〔四七日〕　，junaNka

よなべ〔夜業3　，juunaabi／～する揚所，ju一

蕊にん〔4人〕　’餌鉱ai　　　　　Lunaabii

よ融ん〔4年〕　，ju塊

よのなか〔世の中〕　，jununaka，　sikiN，→せ’

よは〔余波〕　naguri　　．　　しけん，よ

よぴあつめる〔呼び集める｝　，3ubisuraa－

　SjUN
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よびだす〔呼び出す〕　’jubi？NzasjUN

よび奄どす〔呼び戻す］　’jubimudusjUN

よびよせる〔呼び寄せる〕　’jubijusijUN

よぶ〔呼ぶ〕　’jub姻，一〉？eezi

よふかし〔夜更かし〕　’juuk量，→よいっぱり

よふけ〔夜更け〕　tucisiri，→まよなか

よぶん〔余分］？amai，’3ucii，？waaba，

？waahwa，→よけい

よぼう〔予防〕meekanijooZoO

よ織ど〔余程］　’juhudu，一ウかなり

よまわり〔夜闘り〕　’juum．eしai

よみか豊〔読み書き〕　／～そろばん→hwレ

　QsaN／～のできる入寧imiNCU

よみ書｛夜道：〕　，jumicミ，，ju雛mic圭

よむ〔読む・詠む〕　，junUN，→えいずる

よめ〔嫁］　，jum童，（敬語）？weejumi／～い

　びりする者，jumi？ibiraa／～入り先ku－

　sjatikata／～入り前tacimee／～に行く

　taCUN／～に行くこと　diQsiN／　～にやつ

　たり婿をもらったりすること’jumidui－

　mukudu2，　mukuduijumidni

よ奄〔秘方〕　，jumu，→しほら

よ愚ぎ〔蓬〕　huugibaa／～を入れた餅hu－

　U91MUCI

よ為すがら　→よどおし

よゆう〔余裕｝’juciihwa，’jugimiノ～があ

　る，jucisaN／～縛々と’jugijugiitu，’ju－

　ciQteeN／～を出す’，jucii3UN

より（助詞）　一jaka，一3uka

よりあいしごと〔寄り金い仕事｝’jureesi－

　gutu

よりあつまる〔寄り集彫る〕　→あつまる
よ　り　し、と　 〔緩　り　糸〕　　　→siranaa

よりかかる〔寄り掛かる〕　？謀禽cakajUN

よる〔夜〕　’j　Ul’U，’jUU，→よ，よなか／～の

　寒さ，juuhwizui／～のしじま，jusizimi／

　．s一　es　・　’juruhwiru

よる〔興る3，jujUN，　tUNmigujUN／審り道

よ蒼〔興る〕　hwinijUN　　　　　　L→わき

よるべ〔寄辺〕　tajui，→たのみ



らん

よれよれ．→しわくちゃ／～の着物bitata一

よろい〔鎧〕　’jumi　　　　　　　　しiziN

よろける　麟ik融融N／～ことsiikuinoori

よろこばしい〔喜ばしい〕　hukurasjaN，→

　うれしい　　　　　　　　　「うれしさ

よろこび〔喜び〕　cimuhukui，，jurukubi，

よろこぶ〔喜ぶ〕　hukujUN，，jurukubuN，

　→hukurasjaN，？UQsjaN／喜び騒ぐ？i・“

　sjakajuN，？isjaakaajUN，→きんきじp

　くやく／人知れず～こと→hucukuru？o一

よろしい’3耽asjaN，→いい　　Loz圭mee

よろめく　→ようげる

よろよろ　burabura，　siiku量meeku呈，→よ

ようん〔世論〕　→SU“kaNgee

よろんじま〔与論葛｝　，jUNnu／

　部島，jUNnu？irabu

よフわい〔弱い〕　，joOS我N，（・体が）

　saN，→びょうじゃく，

　～堺’joom玉／弱く

弱くなる’．

　　したよた

～と沖永良

’jahwara一

　　　　　　　　→よわよわしい／

　　　　　　’jooN，　’jooNgwaa／

300jUN／弱そ5であるmiija一

　hwaragisaN／聡そうに見えて強い者si－

pitaigaNzuumuN

よわ漁〔騎音〕　／～をはく’wabijUN

よわまる〔弱まる〕　，joojUN，→たよりない，

　よわる　　　　　　　　　　　　　fjaa

よわむし溺虫〕biiraa，’joobaa，　sipita一

よ季わよ呵》しい〔弱弱しい〕　mu澱ujooeigi－

　saN，　munujoogisaN，→たよりない

よわ望め〔弱り目〕　，joO期i

よわる〔弱．る〕　，3翫birijUN，’jahwaraCUN，

　’joojUN，→すいじゃくする，よわまる／

　弱ったもの，j◎oimUN，，joorimu］

よん〔4〕→し

ょんかい｛4回〕　，jukeeN

よんとうぶん〔四等分〕→しぶんのいち，よ

よんなん〔猟男〕　，junaN　　　　　しつわり

よんひゃく〔400〕　sihj．aaku／400文，5uku－

　mui，　sipjaaku／450文sipjaakugUN－

　zuu
よんりん〔4厘〕　nihjaaku，　takumui

ら

ら〔等〕（接骨）一caa，一taa

ラード　buta？aNda，　buもaju

らも、鑑ヂつ〔来月〕　　　tagici

ライチー（植物名）riici

らい轟ん〔来年〕　，jaaN

らいはい〔礼拝〕→’jugi？unjuhwee，？uni－

hwee，　？unjuhwee，　？unuhwee

ラ暫〔羅宇〕cisiri400，　rOO

らく〔楽〕　i’akus→あんらく，きらく，ようい，

　らくらくと／～であるduujaQsaN，　S蕪ja－

　QsaN／～に墓らせること？uhumaaru

らくいん〔落胤〕？utusidani，→おとしだね

らくいん喜よ〔楽隠居〕　rak：U？iNCU

らくがん〔落雁〕koogwaasi

らくじつ〔落臼〕　→ゆうひ　　　「→かんせい

らくせいい瓢・〔落成祝い〕sjubi？uiwee；

らくたん〔落胆〕　cidai，　g捻udaiジ→ヵ竃つかり

らく＄やく〔落着〕　dakucaku，　rεしkucaku，

　吟おちつく

らくらくと〔楽楽と〕　rakurakutu

らしい　　一91saN，一raaSj翫N

らしんばん〔羅針盤〕　karahaai

ら参〔堺｝　daci／～があかない→daci

らっかせい〔落花生〕ziimaami．
らっ凄讐よ　う　　 da（｝eOO

ら劇る　（受身）一rijUN，（可能）　づ窺usjUN，

　一rijUN，（尊敬）一mi＄eeN，　・・NgeeN，　一rijUN

らん〔蘭〕　／～の一一種naguraN

らんかん〔欄干う　daNkaN，　raNkaN　「カtる

らんざつ〔乱雑〕　kacihoorii，，jama，→ちら
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らん

らんifLr〔乱撹〕　m掘arijuu，→？ikusajuu

ランプ　daNPU，　raNPU

らんぼう〔乱暴〕　？araci，→booiuisiidui，

　boogai，7vaahwee／～である？arasaN／

～狼籍＃aahweetiihwee／～を鋤くti・’

’beejuN

　　　　　　　　　　　　　　鐸

らんぼうい〔蘭方医〕　’jamatu？圭sja

らんぼう奄のこ乱暴者〕　？amaimUN，　？ama－

jaa，　？amasitamuN，　？aNmaku，　rnaku，

’NzarimuN，　sitimaku，　sitirnuN，　4aa一一

　hweemuN

曇

り〔利〕　dii，　rii，→えき，　とく，　りえき，り

り〔里：｝　一ri　　　　　　　　　　　　　　しとく

りえ9〔三利益〕　’ici，　sjuutuku，・→えき，り，

蓼えんす番〔離縁する〕　一一）nueUN　しりとく

りかいする〔理解する〕numikunUN・，wa“

　kajUN，　→りょうカ、い

りく〔陸〕？agi

り｛ヂん〔僅諺〕　多ukugu，　→？ikuヒ．uba

りこう〔ラ秘資〕　ノ～さ　takuma，一→こりこ

　う／～である→？uziraasjaN，かしこい

りこう馬の｛利口潜〕ka　t’abasi，　sjOO？iraa，

sjeo？inimuN，　takumaa，　takumaciraa，

　takumacirimuN，一→カ》しこい

りし〔利芋〕　→りそく

りせい〔理性〕→kani　　ヂt諏謡ぬwi三
り超ヒくξ斥凱窓こ｝　　d猛，　r曇，　→り　りつ／　高㌔、～

り＄奮輸の〔律義考〕　→meek試＆kasira縦

りっかこ：立夏〕　riQkaa

りっしゅう［立秋〕　riQsjuu

りっしゅん［立春］　ri（≧sjUN

リ　っ　しん〔立身〕　　di（lsiN

りっとう〔立冬〕　riQtUU

りっξ讃［立派〕　　diQpa，　riQpa，　Z〔》obUN，　→み

　ごと／～な→eura－／～なことば使いcu－

　ra？uuhuu／～な動きzoocibal
り　っぷ　 く　〔立渡〕　　　？izi，　d三Qpuku，　haradaei，

　riQpukU，一》おこる

り　（≡：　う　〔離島〕　　　hanεしrizim我，　→hal｝鼠r護

りとく〔利得〕　rituku，→とく，り，りえき

りにゅうこ離乳〕　→ちぢばなれ

りびょうこ癖病〕ribjoo

りべつ〔離開〕　r玉bi噛→わかれ／～する．

　一nueuN　．

》ゆう〔理由〕→basju，　cimuee，’waciee，

’waki，わげ

り瞳う朧〕duu，｝’uu

り柳うおうさ震〔龍王様〕．duuooganasi，

　ru1ユoogan島Sl

りmpうか〔琉歌3　ruuka，→？uta／～と和歌

　の混会体？1mahUU，　nalcahUU

り酔うがんこ龍眼〕　（植物名）　diNgaN，　rレ

　N奮aN

りゆう9〔流儀〕　huuzi／常識はずれの～

　hweera醤h腿uzi

りゆう嚢柳う〔琉球〕　duucuu，　ruueuu／～

　王統治下の時代、？uc圭na幻uu

り　唱う≦讐琿》うお羅》て〔琉球表〕　　，iまmusiエu／

　～の畳：，iidataN

琴mpう竃寧うが逢［ax球柿3　kuruboo

り瞳う豊ゆうだ1ナ〔琉球竹〕　’jaNbaraa，

　’jaNbaraadakl，　’jaNbarudaki

ljゆう嚢ゆう綜ぜの竃（植物名）haz量，　ha－

zigi

り寧うこう〔流行］　hweei／　～する　hwee－

　jUN

り瞳うこうか〔流行歌〕hwee量？uta，＿．ha一

？uta，　hwa？uta／～の名→hweei？uta

りゅうこうご．〔流行語〕　hweeikutuba

81e



るざ

りゅうこうびょう〔流行病〕　huaci／～が大

　いに｝まやる　huucigamarasjaN／～よけ

　huucigeesi　　　　「れること？蕪h媒m＆ki

りゅうしゅつど〔流出土〕？iihu／～にかぶ

りゅうぜつらん〔龍舌蘭〕　dugwai，　rugwai

りゅうれん〔流連〕3urinujaagumai／～す

　るhw三脚ku瓢a3UR，→いりびたる

りょう〔漁〕　→いさり

りょう〔量〕sicu，　sjaku／～が多いsicu一

　？uhusaN

サようあし〔高足〕raurubisja

りょうかい〔了解〕　tui？uki／～するtui？u－

　kiju馬→りかいする

りょう蓮ん隅金〕ciNsiN
りdiうし〔漁臨諺　　？iju七ujaa，？umi？aQeaa，

　？umiNcau／～をする→？aQCUN

りょうし蝋緬〕’jamasisitujaa

りょうし柳うしょう〔領収証〕　？uk瓢ui

りょうしん〔両親〕　huta？uja，→？“ja，ふ1義

解ようする〔領する〕　kakijUN

りょうち〔領地〕kagee，？weekazi，（敬語）

？ukakizima，　一一“kuni，　sima，　simakuni／

　～と垂夫持…米simacizoo／　～内　kagee？uci

りようでし、〔料亭〕　→りよう　りや

聾ようば〔両刃〕muruhwa
りよう匿う〔両方3roohOO，　sirikuei，　siru－

　k穏。㍉→そうほう

りょう高く〔量目〕　ciNMi，　mUN獺ti

りょうり〔料理〕hooeUU／～の材料が少い

　　こと搬eiriboOCUU／～の名など？aasa。

　？iri¢i，　？asitibici，　biragaramaei，　buku－

　bukuu，　bukubukuzaa，　eirielrii，　caN－

　puruu，　giki？agi，　diNgaku，　duruwqka－

　sii，　guNbookumii，　hana？ika，　hwira－

　jaeii，　？inamuduci，　kabaeideekuni，　ka一

一

baguboo，　kabaj’aei，　kasitira，　koobee－

tamagu，　kuubu？iriei，　kuubumaei，

　kuunii，　kuu？Nmunii，　kuurizisi，　maa一

搬macaNpuruU，　mm難gaas臨sl’xvtl，　m1帥

　nudaru，　musubikuubu，　muzinu？usiru，

　rr｝uz圭？u寧ee，　na（≧tuu，捻iもamεしirukuzuu，

　nuNkuu，　？Nbusii，　？Nmeokasii，　？Nmti－

kuzihwirajacli，　？Nmunii，　？oohaNbiN，

poopoo，　puQturuu，　saNmi，　sikamud“一一

　ei，　simimuN，　sisi？irici，　sisitiNpura，

taaeii，　taa？NmunEi，　tasijaa？ubuN，’　ti一一

　biei，　toohunuka＄i？iriei，　tuNhwaN，　tu－

　NhwaNguusii，　tumaiizuusii，　？uigwaa一

　？usee，　？unimuN，　？usaNmi，　？utibiei，

？uunii，多uus玉藍／念入りに～する→tii？a－

Nda／貧弱な～sabimUN
りようりにん〔料理入〕　hoocuu

りょうりや｛料理屋〕　sakanajaaノ～の女給

sakanaj’aawinagu

りよく［ig欲〕　dijuku，　rijuku，　→よく

りょくず〔縁豆〕　？oomaa面i

りょくちく（植物名）　maatak聡

りよく奄ん〔緑門〕kiinuhwaa？uzoo

りょこう〔旅行〕　？aQci，　tabi，→たび

りょそう〔旅装〕tabisugai

りりつ〔利率〕　rihwii

りん奮〔藁菰〕→しっと／～するものd圭一

　Neaa，　rlNeaa

りん9よう〔林業］／～に従事する者’ja－

　ma？aQeaa

りんげつ〔臨月〕　丑as琢ici，　s我N寡ci

りん　じ〔臨時〕　　hutu

りんに寧う〔臨終〕mii？utui

りんず〔縦子〕　riNSU，ぬNzi／　～の礼殿

　riNziwataziN

りんびょう〔淋病〕siibaijaNdi．

る

るい〔類〕　rui

るい馳産〔撰纏〕gurui，→huiu？wiigurui

　　るざい〔流罪〕

1　’　huni

simanagasi／～にする一》
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るす

るす〔留守｝／～番’jaanubaaN／～を守

　る奥様，Neuca？ajaamee

ルソンとう〔ルソン暴〕　rUSUN

漁りぼこべ（穣物名）　mlNna

」蜘』し、〔例〕　　　】〔」三i，　tatui

翫い〔礼〕　rii，→おれい，おれいまいり，ら

　いはい，れいぎ，れいきん

れい〔霊〕一一〉たましい／～の力＄aa，　sizi／

　～の力のあるmasasjaN，　saadakasaN，

　麟idakasaN，　sisidakasaN／～の力に負、げ

　ること→saamakl／～の力をそなえた生

　まれsaaafaka？Nmari

恥いう〔冷雨〕simu

れい豊〔冷気〕　hwizu呈

嫌い響〔礼儀〕　rilzi，　gaNmee，→？usjudee，

　さほう／～作法riizisahuu／～作法をi教

　えることmUNnaraasi／～作法を攣ぶこ

　とmUNnaree
れいきん〔礼金〕　riizi

霜』いけん〔鍵験］　一シれい

翫いこん〔霊魂〕　一一＋たましい，れい

翫いし〔幽幽〕　r銭ci　　　　　　　　　　　　「い

馳いしよう〔冷笑〕S呈rawaree，→あざわら

承ん・ぜん〔i盤前〕　diiziN，　riiziN　．　　Lci

叡，いそう〔礼装〕　COO？三sjQO，一tcoohacima一

れいふく〔礼服〕　／～の名ciiziN，　cooziN

　（cooziNの種類kuruCOo，　sirUCOO），

　？ir“猫。颯もa舩s玉．（敬語’N㈱舩si），

　，wataziN　（敬語　，wa七aNSU）（，wataz圭N

　の種類　biNgatawataziN，　maNwat＆一

　ziN，　riNziwataziN，　simuwataziN，　Si－

　ragawataziN，　tanasiwataziN，　tizima－

　wataziN）／王の～？umaNtUN
れいらく〔零落〕　？utisizimi／～する　，Ndi－

　jUN，→おちぶれる

れい；恥いしい〔麗麗しい〕rirlQsaN

劇奮しじだい〔歴史時代〕　→nakagudee，

劇る　→られる　　　　　　　Lnakamukasi

翫ん〔聯〕　reNノ～を書く赤い紙S3ug翫mi

れんあい〔恋愛〕→こい

れんがξ煉：瓦〕　riNgwa，　sicigaara

瓢んが£連歌〕　giran｛

Ptんじゅ〔連珠）gumukunarabiee，　gu一
　瓢uk臓簸＆r＆bii

れんしゅう〔糠習〕　→けいこ

れんにゅう〔練乳〕boodu臓

ろ

ろ〔櫓〕ruu／～と舵　ruukazi

ろ〔炉〕→ziiru／反：故を燃やす～hUNzl－

ruu，　huNzuruu

ろう〔牢〕rUU，→ろうや／～に入れること

　→ruug｛三m㍉虻UUS3’a

ろうか〔廊下〕　，iiN

ろう．がん〔老眼］　tusjuimii

ろうご［老後〕　？wiina？W蕪na

ろう¢んこ老人〕．→としより

ろうすい〔老衰｝　tusjuijooi，→・おいぼれ

ろうそく〔蝋燭〕do◎，　roo／～の燃えかす

deokusu，　rookusu
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わか

ろうと〔漏斗〕　ZOOgU

ろうどう〔労働〕sikuci，→buuwaga，しごと

ろうどうしゃ〔労丁丁〕　？agacaa

ろうどく〔期読〕　瓠鵜ihuku

ろうばい〔狼狽〕　→あわてる，5うたえる

ろうひ〔浪費〕　kweehoorii，　z1Ndaar重，　z呈N－

　sitigutu，→むだづかい／～する者ziN一

ろう庵う〔老輩〕　→も5ろく　　Lteesjaa

ろう為ん〔楼門〕　turi

ろうや〔牢屋〕　r浪uja，→けいむしょ，うら

ろうりょくこうかんこ労力交換〕，ii／～を順

　に．行うこと，iimaaru　　　　　　　「mu一

ろく〔6〕　duku，　Muugi，　ruku，　muu，　→

ろく〔隷〕　→ほうろく

ろくがつ〔6月〕dukugwagi，　rukugwagi

ろくじゅう〔60］rukuzuu

1

ろくしょう〔緑青〕　「～oosabi

5くじょ．うどうふ〔六条登腐〕

ろくにん〔6人〕

ろく激ん〔6年〕

ろくりん〔6厘〕

　kumui

　　　　　　　r犠kuz登疑

mu（茜ai

瓢at艮

saNbel〈u，　saNbj’aku，　mi一

ろけんする〔露見する〕　？arawarijuN

ろじ〔露地〕　sjuuzi，→こみち，みち

ろっかく〔6角〕　rUQkεしku

ろっびやく［600〕／600文dUQpeku，　mu－

　kumui，　ru（≧peku，　ruQpjaku／650文

　duQpekuguNzuu，　ruQpjakuguNzuu
ろてん〔露店〕？isigee，　nisigee

うんそう〔論争〕　．？iimakasee，　→いいあら

ろんぶん〔論文〕．mUNgUN　　　　　しそX，・

あ

擁》〔翻　geo

痴あ　’waa

冷あわあ’weewee　　　　．　「→ゆがめる

獅いきょくする〔歪麹する〕　？iimagijUN，

獅いせつ〔狸褻〕　／～であるhagoosaN，→

　ひわいな

わいろ〔賄賂〕sicadii，？ttsjagimUN
コ蚤》も、＝嘩）し、　　r～ab三jaaLも呈ijεしa，　→カこやカ｛や

th＊t〔我が〕一一）・’waa／tr心’wazimu

．わかい〔若い〕’wakaSaN／～男’wakawiki－

　ga／～女’wakawinagu／～衆’waka－
　MUN／～時’wakasaini　「一）・なかなおり

わかいさせるξ和解させる〕’jahwarakljuN，

わかおくさま諾奥様〕？ajaarneegwaa

．冷かがえる〔若返る〕’wakageejUN　rkagi

冷かぎ〔若太〕’wakaki，’wakamaagi，’wa一

冷かぎみ〔若翻’wakaazi，’wakazara（敬

　語），wakaazinumee，→ぼっちゃん，わか

　さま

冷かくさ　［若草〕’wakakusa

冷かさまこ若様〕　？umeegwaa，→わかぎみ

わかしゅう〔若衆〕→’wakasju，わかもの

痴かしらが〔若白髪〕’wakasiraga，’wal〈a－

　slragl

冷かす〔沸かす〕　hukasjUN，’wak3sjUN

みかだんな〔若旦那〕　sjuumeegwaa

わかつ〔分かつ〕　→わける

わかとのさま〔若殿様〕？umeegwaa

あかば〔若葉〕siNbaa，　’wakabaa　rdaci

あかふうふ〔若夫婦〕／～の世帯taNkaa一

わかまつ〔若松〕’wakaki，’wakamaagi

冷がままこ我儘〕　ci塒akas圭，　hUNdee，，wa一

　霧amama，　Zlmama，→かって，だだをこ

　ねる／㌻者．boociraa，　boocirimUN

ゐがみ〔我が脅〕’wadu，’wagami

癒かみず〔若水〕’wakamigi，（敬語）’waka一

　？ubii

わか勧〔若芽〕　siNbaa
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わか

獅か毒の階者〕’wakamu・y，→せいねん，

癒がや俄が家〕→’waQtaa　rわカ・しゅ5

謹》からずや　　magur3a，　magur圭鵬雛N，　n＆一

　muzaa，　tutuxuu，→がんこもの

わかる〔分かる〕　，wakgjUN，→りょうかい，

　りかいする　　　　　　　rkari，リベっ

わか馳〔分かれ。罰れ〕　’wakari，　→huja一

冷かれめ〔分かれ目〕．sakeemi

冷か爵しる〔劉；れる〕　hujakarijUN，　nUCUN，

　’wakarijuN，　rjuN
栖か減る〔分かれる3’wakajUN，，wakarl一

働か冶かしく〔蒼著しく］　，W爲k読QteeN

th　9〔脇〕hata，　katahara，　suba／～へ向

　くこ：とsubaNkee

幽邊あいあいξ和気虚血’wadaN，’wa5aN－

　wagoo，　’wageowadaN

冷牽あがる〔湧き上がる〕’wacagajUN

勘蓮あで〔鵬当て〕’wacisibi

冷豊が〔腋奥〕　’waeikusaa

thきげ〔甘き毛〕’wacil｛uugi

冷豊ざし〔脇差し3’waei4asi

冷艶で番〔湧き出る〕　，waeagajUN

あ奮ぼら’joora，’juhwara

煙撮み〔脇見3　’釦kum圭

th　9み書〔脇道〕’jukumici，’waeimici／～

　をすること’jukubai

踵：》ぎり〔輪切り〕　　koorumaaziri

恥く〔枠〕　→ka撤

鋤く〔劉（織機名）’waku

飽く〔沸く〕hUCUN，　mugeejUN，’waCUN，

　’waz圭ju瓦柚たぎる，ふっとう

わく〔湧く〕’waCUN

南け〔調cimuee，’waciee，’waki，’wakiee，

　→いわれ，じじょう，どうり，ゆえ，りゆう

冷けまえ〔分げ前3　bUN，　tulmee，’wai－

　kwii，’wakibUN，’wakimee，→わりあて

勘ける〔分ける〕haZUN，，wakasjUiV，　’wa－

　kijUN／　分け合っ「〔食　う　　　，juraaしjUN，　，ju－

　rajUN／分け合って食うこと，ju戦旗

獅こう〔稲合〕’wagOOv→なか

痴ざ〔業〕　’wa多a，→おこない，げい

冷ざと？UQtaati，’wagaQtu，’wagatu，

　→わざわざ

わざ　勲い隅〕’jaku，　kutusabi，　sabi，’wa一一

　4awee，．→siira，がい，やく

撫ざ冷ぎ？uQtaati，’wacako◎geezi，’wae

　gawa4a，→わざと

獅し〔鯛’wasinuLui

穆ずか　→すこし

わずらい　’wacaτee，→びょ5き

励ずらう〔煩う〕　’wacarajUN／煩わされる

　一一一〉，wacarajUN／わずらわしいさま，waca－

　xeegaNdoo
痴蜜翫ぐさ（植物名）　kw＆NSOO

幽ず翫る〔忘れる〕　，wa爵UN，→1蒙5きゃ

　く1．まるわすれ，ものわすれ

獅た〔綿〕hana，’wata　　　fcaagirii
幽たい翫〔綿入れ〕　，wata？iri，（敬語），N一・

痴たう＄〔綿打ち｝hana？uci，’wata？uci

糟｝たくし　→わたし

勘たくしごと　［Pt事〕’watakusi

冷たし〔私〕’waN，一ウ’wami，’wanu，わが，

　わがみ／～惣身で’waNkuru／～の’wa－

　a一／～の家→’waQtaa

矯たした客〔私たち〕’waQtaa，→われわ

　れ／～の→’waQtaa

纏》たしば〔渡し揚〕　tuguci，，wat3i，，watar

冷たしぶ激〔渡し舟〕　，watasibuni　　LNzi

命たす〔渡す〕　’watasjUN，→’jukuteejUN

わたりろうか〔渡り廊下〕　kajui

冷たる〔渡る］　，watajuN／～燐，watai

冷だん（憩物名）’Nzana／～の葉をすりつ

　ぶしてとった汁’Nzanajuu

わっ　／～と誓う，waQtukasjUN　　　「ん

彫っぷ〔割符〕’waihu，’waQpu，一〉わりL・

冷び〔詑び〕→しゃざい

thぼく〔湘睦〕’wabaku，→なかなおり

幽ま睡》し〔質置ヨし〕　ko◎rumaa

獅めく〔喚く］　？ahijUN，→どなる／～者

　？abijaa／わめき散らす？abiihoojUN／わ
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わん

　　めき散らすさま？abijaatiijaa

踊｝ら〔藁〕　，wara，→，warasiNbuu／～の帯

　，warasiNbuu？uubi／～のかご（～の袋）

　maagu，　ziibu／～の芯で作った草履，wa－

　rasaba／～のたわし　，war㌶aara

痂らいがお〔笑い翻’wareegau

獅らいばなし〔笑い話〕．’wareehanasi

痴らい奄の〔笑い者］　，wareepaunUu，，wa－

　reeYぬ℃【u高和貰

thらう〔笑ら〕’warajUN，→’wareekaN－

　ZUN，，wareekuzijuNノ～さま　？ihii？a－

　haa，　s　icirihweeri／笑い転げるさま→

keer圭kurubi，　tooriku｝’ubi／くすっと～

　　ことkuuwaree／　しいて～こと　’waraa－

　r＆Nwaree，，waarees量izii／；こやにや～こと

　namawaree／笑いよう’wareejoO
冷らL’［草難］　’waragugi，’warqzi

冷らしべsibi，’warasibi，’warasiNbuu

thらつと〔藁萢〕hwiNtu，’wara4igiN

冷らなわ〔藁縄〕’waragina

冷らばい〔藁灰］　，warabee

冷らび〔藁火〕’warabii

冷らび（櫨物名）’warabi　　　rまえ
冷らべな醜名〕　doona，’warabinaa，→な

第りあて〔割りi当て〕　，waikwil，，wai．即ee，

　waQpu，→はいぶん，おけまえ

冷りあてるξ翻り当てる〕　kubai？at塔UN

劾りいん〔田印｝’waibaN，’waihu，’wai一

　？iN，　’waQpu

痂りき〔割り木｝’wai4akaa

冷り．こむ〔翻り込む〕，waiNCUN

弩pり6、〔慮り符〕　→わっぷ

7わり負え〔割り前〕　一〉わりあて

冷る〔＄1る〕　，wajUN，→？aakasjuN，，wa－

　CUN／磯んで～kWiiwajuN
冷るい〔悪い〕’janasaN，’waQsaN，’ja－

　na一／～着物’janazi．N／～教育’janana一

　「aasi／～癖’janagusi／～狂い方’janabu－

　ri／～声’5蹴agwii／～心’janagukuru，

’janazimu／～ことcizi，　’janakutu／～こ

1

　　とば」品取agαc三，，janamunii，’janamunu

　？鍍／　～子供，janawarabi／～性質：，jana一

　＄imuei／～窃’janaci／～天気’janatiN－

　C｛，’ja箆a？waag重ci／～におい’janaka一

　多a／～人’janaqcu／～風儀’janahuuzi／

　～道，janamici／～もの’janaa，，jana－

　gataa，’janamUN／～や診かた，janasii／

　～夢．．．，ja箆a？irn｛／　～霊気，janakazj

わるがしこい〔悪賢い〕　→わるちえ

冷るく＄〔悪口｝guei，’3ana竃uci，’jana一

　？i㍉　susiTi，　susjUU，　→（≧cugutu，　カ、げぐ

　ち／～を言5考，janagucaa
冷答だくみ〔悪巧み〕　，jagi，，janadakum圭，

　’janamUNdakUN，　mUNdakuN，→た．く

　　らむ

由る考え〔悪知恵3　gaNci，，janadakuma，

　，janarlkugi，，ja筑㌶ee，？waa4eρノ～のあ

　　る者gaNcaa，　gaNcikweemuN，寧eetu－

　baa，号eetubimUN，？waa多eetubaa

わるふざけ　’janawacaku／～をするさま

　Tniinucihananuci

わるもの〔悪者〕　，janamUN，　NzamUN，

　・warumuN，→，ja¢i，あくにん

励れ〔我〕’wami，’wanu，→わたし

由れが瓶〔翻れ鐘〕　，warigani

われがめ〔割れ甕〕’warigaami

冷れなべ〔割れ鍋〕’warinaabi

由れめ〔割れ目〕？aal〈i，’warimi，→きれつ

われ亀の〔翻れ物〕narimUN，’warimuN

われる〔撲れる〕？aakijUN，，warijUN／劃

　れたもの’wari

われわれ〔我我〕’waQtaa，’wasita，→dUU一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び
　naa／～で，waQtaakuru／　～の　→，wa（レ

　taa

わん〔椀〕makai，’waN，→siruwaN，？U－

　siruWaN，　taawaN，？uuhwira

わん〔湾〕magai，’waN

冷んばくこ腕白］　？aNmgkU・，ja塾asigpa・

　maku，　夢it三maku，　sitiMUN，　？uuma－

　ku
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わん

わんりょく〔腕力〕

　5でっぶし

tibusi，　？ui・izikara，　一〉 冷んわん　ciicaa，

　’　　wa臓wa双蟻

’waNwaN，　’wauwaux

を

莞を（助調）　→づu，一kara
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箭　置　き

　1の「沖縄旧行政戯画名・男名一覧」のうち，行政区画名は主としてヂ沖縄旧慣地

方劇度」（明治26隼5月沖縄県内務部第一課）を基として，地名一覧の他の部分は比

嘉春潮氏の記憶を菱として作成した。地名の発音はすべて首里方言（比嘉氏の発音に

よる）によるもので，それぞれの土地の現地音ではない。

　1！．のa「発音・文字理一覧」は発音（音韻記号）または文字（漢字）によって個々の行

政匿画名（間切名，村名など）を検索するための一覧であり，これによって，たとえ

ば特定の村名が首里方言によってどう読まれるかといらこと，およびその柑がどの間

切に属するかということを知ることができる。1のb「行政区域別一覧」は行政組織

に基づく一覧でgこれによってはたとえばなになに方には何という間切があるか，ま

た，なになに間切に属する村は何と何かということを一覧できる。なお，1のaには

漢字と音韻詑号の面方があげてあるが，bには漢字しかあげてない。また，島名は1

のaにははいっているが，1のbにははいっていない。島名は劉に，2「琉球列島主

要島名一覧」によっても通覧できる。3頃本塞土および外駁の地名」は従来からの首

里方書によるそれであるが，その数は簗って少ない。

1　沖縄旧行政区画名e島名一覧

a　発音・文字別一・覧

使用上の注愈

（1）地名は，まず語頭音の音韻詑号ごとに，すなわち本文編と同じアルファベット

　　ごとにまとめ，つぎにその中で一字置の漢字ごとにまとめてかかげfC。

（2）　地名を音韻記号によって捜す解合には，その語頭音の音韻等号を手掛かりにし

　　て，その音韻嘉暑の項を通覧してほしい。

（3）地名を漢字によって捜す場合には，まず以下の幾次もしくは漢掌索引（画引き）

　　によって一一字目の漢掌がどの音韻記号の項にのっているかを調べ，それに基づい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　819



　　てその音韻記号の項に当たり，その漢字の箇所を通覧してほしい。

（4）　島尻方，中頭方，国頭方は「方」の字を略してそれぞれ島尻，中頭，岡頭のよう

　に詑した。また，村名はすべて「村」の字を略モ．た。たとえば，天久村は単に天久と

　詑した。そこで

　　天久？amiku＠島尻一真町志閻切

　とあれば，天久とい5丁目は首里方言では？amiku＠と発音され（⑨はアクセン

　トの記愚），島尻方の真翻志間切に属する村の名であるという意味である。また，

　　安里？asatu⑥①　農尻一真憩志間切，鶏尻一具志頭目切，一壷一真壁闘切，中

　　　頭一中城間切

　とあれば，安里？畿隙加⑨①という村は上記の殴つの周切にあるという意味である。
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？a

　天

天久？amiku⑪　島尻一真和志間切

天底？a痴suku③　麟二一今帰仁間切

　有

有銘？arumi⑭　国頭一久志周切

安仁膣？aNna⑨　中頭一宜野湾間切

安霞？ada⑨　国頭一国頭間切

安次嶺？asiNmi⑨島尻一小藤間切

安里？asatu⑨①　島尻一真湘志間切，

　鶴野一具志頭間切，島尻一真壁間切，

　．中頭一中城間切

安谷量？adaNna⑨　中頭一中城間切

安坐間？a：gama⑨　島尻一知念間切

安和？aa⑨　国頭一名護間切

安波？ahwa⑪国頭一磁頭間切

安波茶？ahwaca⑨中頭一浦添間切

安室？amuru⑨　中頭一西原間切

安部？abu③　国頭一久志周切

安富祖？ahusu⑪炉開一恩納間切

安勢理？asii⑨　中頭一与那城間切

安慶田？agida⑰　中頭一越来間切

安慶名？agina⑰　中頭一一具志川間切

安謝？aza①　島滉一爽湘志圏切

　赤

赤田？akata⑨　首里一南風之平等

823

赤平？akahwiva⑨　首里一西之平等

赤嶺？akaNmi①島尻一列蘇間切

　阿
阿佐？asa⑪　島尻＿坐商味間切

阿波根？ahwagUN⑰農尻一兼城賜切

阿波連？ahwari③島滉一渡嘉敷閻切

阿真？ama⑥　島尻一坐間味間切

晦嘉？aka⑥　島尻一坐間味間切，島尻

　一仲里間切

阿嘉（島の名）？aka③　島尻＿坐間味問

　切

　東

東江？agarii⑲　国頭一名護間切

東江上？agari？wi’i⑨国頭一厨江島

東江筋？agari瓶e「e⑨　国頭一三江爲

東仲宗根？agarinaka多uni⑨　宮古一平

　良間切

　泡

泡瀬（港の名）？aasi⑨　中頭一i美里置切

　粟

粟麟（島の名）？aguni⑨　島尻

　新

新垣　 ？arakaci⑨①　　　島尻一真壁間切，

　中頭一中城間切

新城？aragusiku⑪　島尻一具志頭間切㍗

　中頭一宜野湾問切，宮古一砂11i間切，

　入重出一石垣間切



新薯繍名）蜘鵡種州熱翫㎏⑪
中頭一中城間切

b

　辺

辺野喜binuci⑪　国頭一賦頭間切

　保

野栄茂biN⑪　昂尻一豊見城周切

　罵

馬天（港の名）ba七iN⑩　島尻剛佐敷岡切

　備

備瀬bii￥i⑨　鶏頭一本部繊切

¢，　9

　北

北谷eataN⑪　中頭一北谷間切

北谷間切C＆taN⑰　中頭

　搾

仲順CUNZUN＠中頭一中城間一切

　東

野辺名gikahwina⑨臨尻一喜匿部閲

　切

　金

金武ciN⑨　国頭一金武閻切

金武問切e撫⑥　賊頭

　燦

岸本cisimutu⑪　国頭一今婦仁間切

　知

知名eina⑥　島尻一知念閻切

知花cibana⑪　中頭一美里閻窮

知念ciniN⑪　島厩一知念闘切

矢巨念闘切　 ciniN⑨　　　島尻

津花波gihwanahwa⑨　中頭一西原圏

　切

津波gihwa⑪　国頭一大宜味閻切

津波古gihwanul〈u⑪島尻一佐敷閻切

陣整gik蜘噸一勝翻切
　津堅（嵩の名）¢ikiN③　中頭一勝違闘切

　津嘉由gikalaN⑨　島尻一南風原間切

　津覇gihwa⑨　中頭一中城閲切

　許蟹cuda⑨　国頭一名謹固切

　喜友名CUNnaaan　中頭一宜野湾間切

　喜名cinaa⑬中頭一読寄由間切
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喜如何cizuka⑪　三頭一大宜味間切

喜舎揚cisjaba⑨中頭一中城間切

喜屋武caN①島尻一南風原間切，中
　頭一具志Jli間切

喜置部caN①　島尻一嘉：屋部間切

喜：歴部間切㈱N①　島尻

喜瀬cisi⑨　国頭一回忌間切

壼屋gibuja⑪　那覇

　慶

慶伊瀬（島の名）cii⑪

　ある。

那覇港の沖合に

岨

　大

大工廻daku4aku⑨　中頭一越来間切

　（迫：さごを誤って廻と書く習総と

　なっていた）

田

田名dana⑪　島尻一伊平屋島

　竹

竹富dakiduN⑨入重山一石堰間切

竹審（農の名）

　垣周切

伝

dakidUN⑪　八重由一石

伝道diNdoo⑭　中頭一北谷間切

武

武富　dakidUN⑨　　島尻d　ミ城圏切

Se

　八

八重由’eema①（群島の名）

Dcr

　我

我論証ganiku⑨　中頭一宜野湾間切

1獺糎a紬wa⑨躯一豊見媚切
戯部9。bu⑪麟一羽地間切
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　　　　　　　　　　　　　L

我部一河gabusuka⑨職頭一羽地間切

我喜：屋gaaza⑨　島尻一撰平屋島

我謝gaaza⑱．中頭一西原閲切

　異

呉我guga⑪　国頭一羽瞬間・切

溜屋guja③　中頭一西原間切

　具

具志guusi⑪　島尻一癖緑間切

異志川gusicaa⑨農尻一画面川間切，

　中頭一具志川間切

具志川（昂の名）9US圭㈱a⑨　務尻一傍

　是名島

具志川間切9“sicaa⑨　島尻，中頭

具志整gusiciN①　国頭一本部間一切

具志頭gusicaN⑨　島尻一具志頭間切

具志頭闘切gusieaN（①島尻

X宮城gus1mjaagu寧iku⑨　　島尻一ノ郵

　隷間切

　胡

胡屋guja⑥　中頭一越来間切

　城

城gusiku⑪国頭一名護間切，国頭一

　大宜味間切

城間gu寧ikumaew中頭一浦添間切

　越

越来gwiikU⑪　中頭一越来間切

越来澗切gwiiku⑱　中頭

　慶

慶留間giruma⑨　島尻一坐間味閣切

慶留間（島の名）giruma⑪　島尻一坐間

　昧間切

恥

姥地hwizi①国頭一国頭嗣切

盛画定hjaazoo⑨　島滉一息塁間切

比屋根hjaagUN⑨　中頭一英塁間切

比嘉hwiza①　島尻一中塁間切，中頭一

　中城間蟄，中頭一勝連間切，欝古一平

　良問切

霜崩hwiza①中頭一読晶出間切

：geJil　hwirakaa⑰　島尻一大里間切

平久保hwirakubu⑨　入重山一宮畏圏
　切

平田hwirata①島尻一佐敷間切

平安由hjaNlaN③　中頭一三谷閻切

平安名hjaNna①　中頭一勝連閻切

回安坐hjaN多a①　　中顕一与那城間切

平安坐（農の名）hjaN鴉⑪①　中顕一与

　那城闇切

平良周切hwirara⑨　宮古

平身hwirai⑨　入重由一大浜間切

平敷hwisici①　国頭rt今掃仁間切
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平敷屋hwisiea①　中頭一勝連間切

　古

古堅hurugiN⑨　島尻一一大里閲切，　中

　頭一読谷山闘切

　辺

辺土名　hwiNtuna⑪　国頭＿国頭間切

辺隅hwiduco鼠頭一国頭間切

辺名地hwinazi⑰　国頭一塞部間切

辺野点hwinuku⑥　国頭一久志間切

　外

外間hukama⑥　島尻一東風平閻羅，

　嵩鋭一知念圏切，島尻一佐敷間切

　羽

羽地闇切hanizian国頭

　百

単名hjakuna⑪　島尻一玉城闘切

　舟

舟越（蜜名腰とも書く）h撒akusi⑪　島

　面一玉城間切

　波

波平haNza⑪　島尻一兼城間切，島尻

　一摩文仁間切，中頭一読谷山間切

波照間hatiruma⑰　入重山一大浜間切

波照間（農の名）hatiruma⑰一重山一

　大浜間切

　東

東hw三gasl①那覇，島尻一粟鵜島

東恩納hwiza？UNna⑪　中頭一美里間

　切

破名城hanagu亭iku①島尻一具志頭閲

　切

　　保

1保R　hu「a＠宮古一釧繭

嚥平等hweenu、w、，aO　ts黒

1蔽見hweemi＠八蜘一石垣駒
　南風原hweebaru⑨　島尻一大里間切，

　　中頭一勝連間切

　南風原間切hweebaru⑪　島尻

　　浜

　浜hama⑪　島尻一粟国島，中頭一勝連

　　聞切，顯頭一麟頭圏切

　浜川hamagaa⑪　中頭一北谷間切

　浜元hamamutu⑰　国頭一本部間切

　浜比嘉（島の名）hamahwiza⑪中頭一

　　勝連当切

　　振

　振附託huikina⑰　国頭一羽地聞切

　檸海hukai⑪　入璽山一石垣胴切

　　堀

　堀川hUQcaa⑪　島尻一小緑周切

　　蜜

　盛名腰（舟越とも書く）hunakusiew　葛

　　尻一玉城間切

　富里husatu⑨　島尻一玉城間切

　窟着hUQea⑰国頭一恩納闘切

　　轡

　普天間hutima（〔D　中頭一宜野湾嗣切

　　鉢

　旧藩haciNmi⑪　臨尻一知念間切
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　褥

鵬閣hatu颯a⑨　八二山一宮良問切

民間（島の名）hatuma⑨入璽山一宮良

　間切

　福

福地hukuzi⑨　島尻一喜屋部間切

裾里huku4atu⑨　宮古一砂川間切

？蓋

　石

石川？isicaa⑨①中頭一美里閻切

薦垣？is呈gac圭①　　入重由一石垣犀署切

石垣（憂の名）？isigaci①　八璽山

石垣間切？isigac2①直壁山

石原？isjaara⑨　島滉一摩文仁間切

石盛波？isikahwa①国頭一：本誌問切

石嶺？isitS’mi①　中頭一西原閥切

撰礼？ir銭⑨　高高一摩文仁周切，中頭

　一北谷間切

傍平置（癌の名）？ihja⑪　暴尻（後地
　k冠siz蓋（D　とも、Vう）

伊地？ici⑨　職頭一国頭閲切

伊江島（島の名）？iizima⑪　願頭

伊佐？三sa⑨　中頭一宜野湾閻切

餌豆味？鞍u瓢i⑪　爾頭一本部悶切

轡良波？irahwa⑨島尻一豊見城闘切

伊良皆？iraNmja⑨（？iraNna⑥とも

　いう）中頭一読谷由閲切

話良部？irabu③　宮古一下地間切

晶晶部（島の名）？irabu⑨　寓古

債波？ihwa⑪　中頭一一美里間切

三舎堂？isjadoo⑨　中頭一中城閥切

僕櫨？iigu⑨　中頭一浦添間切

磯汁？ici⑪中頭一与那城間切

撰壽（島の名）？ici⑪中頭一与那城闘

　聯

盟是名？izi聡①島ff一撰是名臨

撰是名（島の名）？izina①　開院（野地

meezii⑪ともい5）

僻差規？izasica⑨国頭一羽地潮切

撰耳癖？ibaruma⑨　入下野一宮良周切

回集？izu⑪（？Nzu（Dともい弓）　中頭一一

　中城間切

解敷？呈sici①　島尻一真壁間’切

僕覇？ihwa⑪　島尻一東風平間切

瀧原？icibaru⑪　中頭一美里間切

池間？ieimaO　宮古一平喪間切

池間（騰の名）？icima⑨　宮古

　糸

面洲？icuzi⑨　島尻一真壁閤切

糸満？icumaN（①農三一兼城間切

糸数？icμka4i⑨　島尻一玉城間切
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　西

爾江上？iri？wゴi⑨　国頭一俵江島

西江前？irime’e⑰麟頭一粒渡島

西仲宗根？玉rinaka多uni⑨　宮古一平良

　閣切

西表？iri？umuti①　厳重由一大浜間切

西表（島の名）？iri？umuti①　八重由

　板

板良日？icarazici⑪　島況一大里間切

　鼓

弓縛？iZUN4aci⑰　那覇

　栄

誉野銘？inuhwi⑪中頭一具志川閲切

　稲

稲福？inahuku⑨　農尻一大里間切

・
嚢
鱒

，

　i

～＝】二洲　　，ii寧i（Q）　　　中頭一具志∫fl間切

．
3

，

由入端’jamanuhwa⑪国頭一名護聞切

由川’jamagaa⑨首里一真和志之平等，

　島尻一南風原間切

山口’ja瓢aguci⑪　島尻一知念重切

由内，ja撮aci⑪　中頭一越来間切

9」田　’jamada⑪　　国頭一恩納間切

頗里，」鼠凱㌶atu⑨　島尻一具志川間切

山城，jamagu寧iku⑪　島尻一喜置部間

　切，島尻一仲里間切，中頭一美里問切

由原，5aNbar疑⑨　鼠頭方をい5。

　与

与那’5una①国頭一国頭間切

与那国（島の名），junaguni①八重由

与那城’junagueiku⑪　中頭一西原罵

　切，中頭一与那城間切

与那城間切，junagusiku⑨　中頭

与那原’junabaru③　島尻一大里掛切

与那嶺，junaNmi⑪　国頭一今帰仁間切

与那覇’junahwa⑪島尻一南風原圏切，

　島尻一佐敷間切，密古一下地間切
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与那覇堂’jURahwadoo⑪　首里一真和　1屋我’jaga⑥　羅頭一羽竹岡切

　志之平等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋郷地（島の名）’jagaei⑨　国頭一羽地

与坐’ju多a⑪　島尻一高嶺繊切，島尻一　　　間切

　具志頭周切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置那覇（島の名）’janahwa⑰　島尻一伊
・与儀’5uuz量⑨　島尻一真湘志間切・　中　　　平屋島

　頭一美里閲斑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋宜’jaazi⑪　中頭一中城間切
　世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋部’jabu⑨　国頭一名護間切
世名城’junagusiku⑪　島尻一東風平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋冨祖’jahusu⑭　中頭一浦添間切
　撫切

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋嘉’3aka◎罵頭一金武間切
世冨慶，担Qkwi⑪　羅頭一名護間切

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋掻掘’jakabi⑱　国頭一大宜味間切
　屋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋嘉部’jlakabu　an　島滉一玉城圏切
屋久前田’jakumeeda⑪　国頭一大宜

　玉野切　　　　　　　　　　　　　　　　屋慶名，ja短na⑰　中頭一与那城岡切

屋比久’jabiku④　島尻一依敷闘切　　　　　読
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
屋良’jara①中頭一北谷間切　　　i読谷由闘切’jUNtaNga⑪中頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　k

　潤　　　　　　　　　　　　　　　　i久貝kugee⑨　宮古一下地間切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
川上kaakaN⑨　国頭一羽地間切　　　i久志kusi⑨　国頭一久志飛切

川内（親とも書く）k・・ei＠帳一門1臨調切k・・i⑨瞬

胴切　　　　　隊魏　　禰
」，IN．k。。、a⑪闘＿久志駒　　｝縞k。d。k。⑨野饗舖切

灘平kab2ra⑭　国頭一伊江島，八重由　1久高（農の名）kudaka⑰　島尻一知念閲

＿砺駒　　　　　　　｝切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
川州kaasaci⑪　中頭一具志川間切　　　1建言kuda⑭　中頭一中城間切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
ll購kaamigu◎　営三一下地閻切　　　i久揚川kubagaa⑥　首里一西之平等

　久　　　　　　　　　　　　　　　　　i　小

久手整kudikiN⑪　島尻一知念間切　　　1小波津kuhwagi⑨　中頭一西原閻切

久米村k・n・・…禰　　｛搬蔵・・hw・N、w・略尻一真壁駒

久米島（島の名）k。mi、im。⑰躯　㌦城k。g。，ik。⑪齪＿魍平駒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　830



小浜kubama①
　山一宮良間切

小浜（昂の名）　kubama①　入重出一

　宮良間切

小湾kuwaN①　中頭一浦添間切

小碑ll　kuhwasica⑨中頭一一西原問切

小嶺kUNrni①　島尻一渡嘉敷閻切

　古

古宇利kui⑨　国頭一今帰仁間切

古宇利（島の名）kui⑨　麟頭一今帰仁

　間切

古見kumi⑥　入璽由一宮良田切

古平知kugaci⑪　国頭一羽地間切

古知屋kuca⑨　国頭一金武間切

古波蔵kuhwaNgwa⑰島滉一真蒲志
　間切

古謝kuzaa⑨中頭一美里間切

　米

子須kumi錘⑪　農滉一摩文仁間切

　来

来間kurima⑪　宮古一下地間切

来閻（島の名）kurimaO　宮古一下地

　中切

　金

金良karara⑥　島尻一豊見城間切

金城kanagu亭iku⑪首里一真隷志之
　平等，島尻一小藤間切

国仲kuninaka①　富古一下地間切

融吉kunisi⑨　島尻一高旧聞相

国揚kukuba⑪　島尻一回忌志間切

二一糠二三i払方k““・aNh・・①（由原ともいう）

国頭間切｝蝉NzaN①　’国頭

　東

東風平kuci面a⑥　島尻一東風平間切

東風平間切kueiNda⑪　島尻

　幸

幸地（右くは川内とも書いた）kooci⑨

　中頭一西原間切

幸喜kooci①　国頭一名護間切

　垣

垣花kacinuhana＠　島尻一玉城間切

　神

神由kamijamaO中頭一宜野湾問切

神里kaNgatu⑪　野師一南風原問切

神谷、kamja⑨（ka嶽a⑪　ともいう）　中

　頭一勝連間切

　狩

狩俣kar圭拠a捻⑨　宮古一平良離断

　健

健堅kiNkiN⑲　国頭一本部閻切

　後

後地kusizii⑰　島尻一伊平屋島をいう。

後慶良周kusigirama①　島尻一坐間味

　間切をいう。

　蕪

兼次kanisi⑪　国頭一今帰仁間切

兼城kεしn呈gu學iku⑨　野尻一兼城周切．

　島尻一南風原瀬切，島尻一呉志川間切

兼城閥切1〈anigugiku⑰島尻

兼箇段kanikadaN⑪　中頭一具志川聞

　切
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　藥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

桑江kwee⑥中頭一北谷間切　　　，漢那kaNnaa⑪国頭一金武間切

掛　　　　　　1湯
掛保久・ak・b・k・＠幅西漂駒i嘉手刈…i・・ru＠島尻油鼠欄

照　　　　　　｛鉱帳西原鵬噸一難鵬
黒島・…・・蝿入動一石垣駒i宮古㎜穐駒

黒藩　名）㎞　醐一癖鞭灘⑨国瓢欝

　賀　　　　　　　　　　　　　　　　　1嘉島kajoo⑨　爾頭一久志濁切

回欝麟繍擢隅切島尻一一…
勝翻㎞醐中頭　擁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　湖　　　　　　　　　　　　　　　　1慶栓次kisazi⑨　国頭一久志閲切

biWt．k。9。gik。⑨deE＿，1、醐切　｝慶鯛（群島の名）kiram。ce島尻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　置鍛

　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧

水納miNna⑨　宮古一多良間鶴　　　　　牧志macisi⑰　島尻一真癩志乱切

水雷（島の名）miNna⑨　国頭一本離間　　四魔macinatu⑥　中頭一浦添間切

　切　　　　　　　　　　　　　　　　　涌

水納（島の名）　miNna⑨　宮古
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松川magigaa⑨　島尻一真和志閻切

　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨急一小憩間切

目取真midurumaas　島尻一大里間切　　松本拠agimutu⑨　中頭一美里間切

　本　　　　　　　　　　　　　　　　　　松原magibaru③　宮古一砂川間切

本部mutubu⑪島尻一南風原間切　　　前

本部間切mutubu⑨国頭　　　　　前mee⑨島尻一渡嘉敷間切

　陶　　　　　　　　　　　　eeJil　meegaa⑪島尻一玉城間切

町端maeibata③　首里一真和志之平等　　講蟹meedεし⑨　中頭一一浦添闘切

　見　　　　　　　　　　　　証紙meezi緬｛タ曲名臨をいう。

見里m量satu⑪　麟頭一大宜味間切　　　　三里mee多atu⑨　宮古一平畏閻切

　　　　　　　　　　　　　　　　　　832



前兼久meeganiku⑨緻頭一恩納間切

前慶良間meegirama⑨島尻一渡嘉敷
　間切をいう。

真玉橋madaNbasi①島尻一豊見城闘切

真志喜masici⑧中頭一宜野湾間切

嚢和志maaz量⑨　首里一真職志之平等

翼和志之平等maazinuhwi’ra⑪　首

　黒

寒癩志間切maazi⑨務尻

口魚沼meeda⑥骨頭一恩納間切

糞栄平meedeera（①高富一真壁間切

口栄里meezatu⑨島尻一高嶺間切，

　川重山一大浜間切

真喜塵塁maza⑪（maaza⑨ともし・5）

　閣頭一羽地間切

真嘉比makabi⑪　脇尻一真和志間切

真境名maziklna⑨　島尻一大里間切

真壁makabi⑱　島尻一真壁間切

真壁間切m歌kab呈⑪　島尻

真謝maza③　島尻一仲塁閲切

　宮（mjaa）｝ましばしばnaaとも発音

　される。

宮平mjaadeera⑰島尻一南風原間切

宮古（群島の名，島の名）mjaaku①宮

　古

宮里mjaa4atuO　中頭一美里間切，中

　頭一具志川間切，国頭一名護間切

宮良；mjaara⑪　入重：山一宮良問切

宮良問切mjaara⑪　入璽由

宮国mjaagUNev宮古一砂川間切

富城瓢jaagu麟ku⑲　島尻一南風原閲

　切，中頭一浦添閲切，中頭一・与那城間

　切，岡頭一久志聞切

　桃　　　　　　　　　　　　　　　＼

桃里mumusatu＠ts入隅出一宮良間切

　全

盛由mar2jama①　八重山一宮良間切

　満

満名maNna⑨　国頭一一塞部間切

　新

新jll㎜iigaa①　　入璽山一石垣鷹i切

　摩’

摩文仁塒abu埴）島尻一摩文仁閤切

摩文仁間切mabui⑨　島尻

諸晃里murUN多atu⑫　中頭一越来閲

　切

n

　今

今帰仁naciziN⑪　国頭一今帰仁間切

今帰仁間切naciziN③国頭
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　中

中城nakaguslku⑥　農尻一仲里間切

　の古称



中城間切nakagu￥iku⑨　中頭

中頭方nakugamihoo⑨

伊野波nuhwa⑨　顧頭一本部閲甥

　名

名里nagatu⑰　島尻一真壁間贈

名蔵nagura⑰　八重出一石垣間切

名嘉闘nakama⑨　閣頭一恩納間切

名護間切nagu①　国頭

仲井周nakeema⑨　島滉一閃和志閲切

仲田nakada⑨島尻一群昆名島

仲地nakazi⑨島尻一豊見城間切，島

　尻一具志川周切，宮面一下地間切

仲西nal〈anisio中頭一浦添間切

姦曲捻akoo⑨　国頭一羽地闘切

仲尾次nakoosi⑨　国頭一振無蓋閤切，

　麟頭一羽地間切

野田nakaza⑪　島尻～具志頭間切

仲里naka4atu⑨　臨魔一知念瞬切

仲里間切　】ユa1｛a多atu⑨　　　島尻　（繁ぎく　｝ま中

　城nakagu＄iku＠　といった）

仲村渠nakaNdakari⑨島尻一玉城間
　切，島尻一一具志ll乱切

仲泊naka己uma圭⑪　国頭一恩納周切

仲宗根nakaguni⑨　中顕一越来間切，

　麟頭一今帰仁間切

野栄間aakeema⑥．≒K一玉城間切

仲程nakahudu⑪　島尻一大里闘切

甲唄nakama⑨中頭一浦添閲切，入璽

　山一石動間切
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三筋naka4izi⑫　宮古一多良間切

函嶺naka翼㎜呈⑪　中頭一具志川圏切

　西

西nis呈①那覇，島尻一粟国農

西之平等nis漁uhw鋤a①　首里

西里nisigatu⑨　宮古一砂川間切

西原nisibaru⑪　畠規一大里間切，中

　頭一浦添閻切，中頭一美里閲切，中頭

　一与那城閲切，宮古一平衷闘切

西原間切nislbaru⑨　中頭

西銘　nisimi（コ）　　島尻一具志Jll闘切

　那

那覇naahwa⑨（港の名としてはna－

　hwa⑨という）

　畏

長浜nagahama⑨　中頭一読谷山間切，

　宮古一下地間切

長堂nagadOO①　島尻一こ口城間切

長間nagama⑨　宮古一平良問切

　並

並里naN　＃atu⑥　圏頭一二部嗣切

　荷

荷Jil取nikaduri⑨　宮古一平良間切

　根

根差部nisasibu⑨　島説一豊見城間切

根路銘　 nirumi⑪

根調銘nlzami⑨

（磁の項参照）

　野

駆顕一大宜味岡切

国頭一大宜味間切



野里nu4atu⑪　中頭一北谷間切

野甫nubu⑪　鶴尻一揮平屋島

野甫（島の名）nubu⑰　農尻一伊平塗農

野国nugUN⑭　中頭一北谷間切

野底nu多uku⑨　八重山一宮良問切

野原nubaru⑪　宮古一砂川間切

野心　　nudalくi（①　　　：寺コ頭一宜野湾間切

　登

登川nubUNzaa⑨中頭一美里間切

　　饒

饒辺nuhwi⑨中頭一与那城間切

　鏡平名nuhwina⑪　（’juhwina⑪とも

　　いう。もとはnjuhwina⑪）麟頭一一

　　羽地問切

1饒波。uhw。⑰（。。。hw。＠，　nihwa⑪

　　ともいう）　島尻一豊見城間切，園顕

　　一大宜味間切

？N

伊芸？NZま⑥国頭一金武閻切

僻集？Nzu⑪（？izu⑭ともい5）　中頭

　一中城間切

　穰

稲嶺？NnaNmi⑪
　頭一羽地間切

島ec　一大里間切，国：

’N

　癸

美里間切，N4atu①　中頭

　港

港小（港の名）　，Nnatugwaa⑨　島尻一

　具志頭間切

　嶺

嶺丼’NMi① 島尻一大里澗切

？e

　奥

奥武？oo⑪　島規一玉城間切

奥武（臨の名）？00⑪　島尻一玉城間切1

es5



’

e

瀦宇戸’ooki⑨　中頭一中城間切

s，　9

下　　　　　　　　　　　｝首
下地醐、im。、i①宮古　　屠塁，j。i⑨

種、・m。蜘⑱宮古一砂面切i翻

心・屋燃㎞鵬贈駒 Z…一雌古一下㈱
下嘉保・im・・iibutO首里一酉之平等｝砂

　盒　　　　　　　　　　　　　　　　　1砂辺sinabi⑨　中頭一北谷闘切

ts保，、。。h。⑪窟凶報嗣　i島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　末　　　　　　　　　　　　　　　　1島尻simaziri⑰　島尻一仲里圏切，島

紬醜中頭一簾駒　i跡騨屋離古一欄切
　tt　　　　　　　　　！島尻方simazirih・。⑨

佐手誠瞬購切　晦鋤鵡島蹴里閻贈
佐細　蜘宮古一下地醐 @門一欄切
佐敷sas｛ci⑨島尻一佐敷間切　　i麟

佐敷：周切sasici⑰　島尻　　　　　　　　　1鯨山saeljama⑨　首里一南風之平等，

　志　　　　　　　　　　　　　　　　　1　国頭一今隔仁間切，八璽掬一大浜閤切

志多伯・it・hw。ku⑨島尻一東風平周矯本部・a・imutubuCO園頭一本部周

　切　　　　　　　　　　i切

麟一一島尻一玉繭瞬一…聾石肺
志喜屋sica⑨島尻一知念間切　　　1済　　　。
志麟、ikim。＠購＿今耽醐瞬井出simiidi⑨麟＿羽地醐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　836



　添

添石geiisi⑪　中頭一中城間切

　寒

寒水soozi⑪　国頭一今婦仁間切

寒水川SUNgaa⑪　首塁一真和志之平等

　惣

惣慶suuki⑪国頭一金武間切

　塩

塩川sjugaa⑪　密古一多良間島

堤屋sju∫a⑨国頭一大盧味問切

　新

新里siNlatuas島尻一佐敷圏切，宮古

　一砂川間切

　数

数久日ヨ球gta⑪　国頭一名護間切

　楚

楚辺subi①　中頭一読谷肉間切

　楚洲S媒麟⑪　麟頭一国頭間切

楚南sunaN⑱中頭一美里聞切

　　華

甲平sjUNza⑨島尻一兼城間切

　　諸

　諸見sju鉛①　島尻一拶是名島

　諸：喜田sjukita⑪　国頭一今帰仁剥切

　　瀬

　瀬名波sinahwa⑪中頭一読谷由間切

　瀬良垣sirakaci⑪　国頭一恩納間切

　瀬底sisuku⑨　国頭一塞部間一切

　瀬底（島の名）sisuku⑪　国頭｝本部圏

　　切

　瀬長（島の名）slnaga①　島尻

　瀬高寧idaki⑨　園頭一久志間切

購＿鵬尻一真繍切

嚢

一名代tiNnasi⑰　国頭一大宜昧間切

手登根tidikUN⑨　島慌一佐山師切

　天

天仁屋tiNnja⑨（tiNna⑪ともいう）岡

　頭一久志間切

天趣tiNgwaN⑨中頭一具志想周切

　　　　　　　　　国頭一羽地間切

1田原吻・島尻一欄切

　　　　　　　　中頭一具志川閻切

　　　　　　　　　　（taNnatu，　taNna

　友

友利tumui①　宮古一砂川間切

友寮之umusi①島尻一三風平閲切

国井等teerarv

田揚tεしaba⑪

田港taNmjatu⑪
　ともいう）　悶頭一大宜味間切
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照顕tagaNmipm　島尻一豊見城閲切

平良もeera⑱①　島尻一豊毘城周切，島

　尻一大里間切，中頭一西原閻切，国頭

　一久志閥切

平良閲切hWiraraem宮古

　立

丁丁tacizisi⑨首里一三和志之平等

一玉代勢tameesi⑥　中頭一北谷間切

玉城tamagurpiku⑨　三編一薫城間切

玉城tamoosi⑪　国頭一今隔仁間切

玉城間切tamagu寧iku⑱　凄尻

　汀

打志良次tisirazi⑨　首里一西之平等

汀周tiima⑪　国頭一久志間切

　多

多良岡（島の名）tarama⑨　富古

多賀良takara⑰　島尻一小藤i間切

当幽もooja瓶a⑰　島尻一玉城岡切

藁闘tooma⑪島尻一小隷間切，島尻一

　大里間切，中頭一中城間切

当蔵toonukura①　首塁一南風之平等

二丁teomiG）島尻一東風平間切

　三

沢紙takusi⑨　中頭一浦添周切

　谷

薬茶七aNca①　職頭一恩納間切

　強

拍tumai⑨　那覇，中頭一中城岡切

炬港（港の名）艶eNnatu⑪　国頭一今帰

　仁間切

　桃

桃原toobaruan首里一十属之平等，島

　尻一渡名喜島，中頭一西原閲切，中頭一

　美里闘切

　寓

高安takeesi⑱　島尻一豊見城間切

高江洲takee鰍⑦中頭一具志川間切

高那takana⑨　八璽由一土壁間切

高良takara①　島尻一東風平間切

蕎志保takasiQpu⑪中顕一読谷凶間切

草原takabaru⑥　中顕一美里間切

高宮興野k＆而a哉g頗k犠⑰（takanaagu一
　麟k膿⑨ともいう）普銀一大里切間

高嶺takaNmi⑨　島尻一豊見城聞切

高嶺間切tak：aNmio　島尻

高卑（島の名）士aζaha　lari⑨　中頭一与那

　城落零

鳥小nj　tUNZUMui⑪　首里一南風之平等

鳥島（臨の名）tuisima⑰　沖縄群鼻の島

　の名。

鳥島（島の名）もuisima⑨　徳之島西方に

　ある臨の名。

　棚

棚原tanabaru⑨　中頭一西凍無蓋

　渡

三口七ug鷺ci⑪　中頭一一中城圏切

渡久地tuguci①　国頭一本部間切

渡名喜（島の名）tun3ci⑪　薦尻

838



渡具知tugucioo中顕一読谷山間切

渡野喜屋tunacaa⑥館頭一大宜味間切

渡嘉敷tukasiei⑰　島尻～豊見城間切，

　島尻一渡嘉敷間切

渡嘉敷（島の名）tukasici⑪　島尻一渡

　嘉敷間切

渡鋸敷間切tukasici⑨（前慶良間mee－

　91rama（⑦ともいう）島尻

渡慶次tukisi⑨　中頭一読谷出間切

渡橋名tuhw薦i撫⑪島尻一豊見城瀾切

　登

登野城tunugusiku①　入重山一大浜

　聞切

富盛tumui⑪　島尻一東風平間切

　照

照屋tiiTa⑨　島尻一兼城間切，島尻一

　南風原間切，中頭一越来間切

　豊

豊見城t｛migusiku⑥　島尻一豊見城問

　切

豊見城閲切timigu麟ku⑪　島尻

　小

小谷？ukuku⑰　島尻一佐敷間切

小那覇？un・hWao中頭一西原駒

小渡？uudu⑨　島尻一摩文仁間切

小緑？uruku⑨　島尻一小棘間切

ノ」、藤i間切？wuku⑪　島尻

　大

大川？uukaa⑱　重重肉一大浜間切

大由？ujama⑪　中頭一霞野湾間切

大中？uhUCUN⑨　首里一南風之平等

大田？uh威a⑰　島尻一具志川間切，中

　頭一具志野間切

大宰名地？uhuhwinazi⑱　擁頭一二部

　間切

大地？uhuzi⑰沖縄本島（？ucinaa⑪）

　をいう

？u

l大里？uhu多atu⑨　島尻一高嶺間切，中

　頭一美里間切

大里間切？uhUlatu⑪　島尻

大見武？uhUNcaki⑨　島尻一大墨周切

大東島（島の名）？uhu？agarizima⑨

　琉球列島はるか東方の島の名。

大城？uhugusiku①　島尻一大塁間切，

　中頭一中城周切

大神？ugaN⑥　富古一平良周切

大浦？uhUra⑰国頭一久志間切，宮
　古一平良闘切

大浜？uhwama⑪　入重山一大浜周切

大浜闘切？uhwama⑰　入筆山

大兼久？uhuganiku⑨　臨頭一名護闘

　切，国頭一大宜味間切

大毒？uuwaN⑨　中頭丁読谷時間切

839



大内？・d・N脚⑨醒一飾志之平｛

　等

大謝名？uhuzana⑨中頭一宜野湾閤切

大嶺？uhUNmi＠　島尻一小豫間切

　内

内金城？ucikanagusiku⑪養里一真勲

　志之平等

内間？u・ima⑨①中頭一西原間切・中

　頭一浦添闇切，中頭一勝連問切

宇久田？ukuda⑨　中頭一韓来圏切

量地泊？ucidumai⑪　中頭一宜野湾間

　切

宇坐？u4a⑨　中頭一読谷山礪切

話良？ura⑨　国頭一掴頭間切

宇宙依？UNsa①　国頭一名護聞切

宇根　 ？uni⑪　　　出尻一仲里間切

宇堅　？uciN⑪　中頭一具志川闘切

宇嘉？uka⑨　国頭一国頭間切

　　弾

1沖

　　砂

　砂川？urukaa⑨　宮古一砂川間切

　砂川間切？urukaa⑪　宮古

　浦崎？urasaci⑨　顯頭一本部間籾

　浦添間切？ura寧ii⑨　中頭

　　恩

　恩納？UNna⑨　職頭一恩納間切

　恩納圏切？UNna⑰鴨頭

　　運

　運天？UNtiN⑨　麟頭一今囎仁間切

　　奥

　奥？uku⑨　国頭一一国頭間・切

　野曝？uk職a⑨中頭一中城閲切・頴

　　頭一顛頭間切

，眠

　大

大宜味’uzimi⑨　国頭一大宜味閤切

大宜味闘切’uzimi⑩　断頭

　翁

翁長’unaga⑨　島尻一豊見城間切，中

　頭一西原間切

　荻

荻堂’UNzo・⑬中頭一中城間切
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？w

　上

上与那原？wiijunabaruce農尻一大里

　間切

上地？wiici⑰①　中頭一読谷山間切，中

　頭一越来間切，宮古一下地間切

上江洲？wiizi⑨　島滉一具志川間切，

　中頭一具志jll閲切

上里？wiilatu①　農尻一喜屋部周切

上原？w量量ba麗噸　与那欄切・，

　八重由一大浜間切

上間？wiima（D農尻一真和志間切

上運天？Wii？UNtiN①　国頭一今帰仁閻

　切

上儀保？wiiziibu①　首里一西之平等

　宇

宇江城？w圭ig聯圭ku⑪島尻一真壁閲切，

　畠尻一仲里間切

宇栄田？wiiia⑨島尻一豊見城閻切

回栄原？wiibaruO島尻一小豫間切

　親

親海？weegaa⑨国頭一羽地闘切

親田？weeda⑨　国頭一大宜味問切

親泊？wee5umai⑪国頭一今帰仁間切

Sw

　和

和仁屋’wanja（¢　（’wana⑪ともい5）

　中頭一中城間切

　若

若狭町弓wakasa凱aci⑨　那覇

　湧

湧Jl［　’wakugaa①冠頭一群獺仁間切

湧響岩’wacinagui⑪　癌尻一大里闘切

z，多

　地

地下zizi⑪

　いう。

沖縄本島（？ucinaa⑪）を

　宜

宜寿次ziQsi⑭　島尻一東風平闘切

宜保ziibu⑨　島尻一豊見城間切
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宜野坐z｛捻u多a⑨　国頭一金武間切

豊野湾zinOON⑪中頭一宜野湾閥切

宜野湾間切zinoON⑨　中頭

　坐（座）

坐安gaa⑪　島規一鐙見城鷹切

坐波多aahwa③鶴尻一兼城間切

坐喜味多acimi⑨中頭一読谷由間切

坐闘味gamami⑨島尻一坐闘味間切

坐閲味（島の名）多amam童⑨　島尻一坐

　間見間切

坐間味間切7■amaini③　（後慶良閣ku－

　s191rama①ともい5）島尻

源

源～可　ziNka⑨　　国頭一羽地圏切

　　瑞

　瑞慶覧　 写呈kiraN⑨　　　中頭一中城間切

　　勢

　勢理客ziQcaku⑨島尻一概是名島，中

　　頭一浦添闇切，国頭一今帰仁周切

　　儀

　儀保ziibuen　首里一西之平等

　儀間ziima③　島尻一三緑間切，鵬尻一

　　仲里周切，中頭～読谷山閥切

　　謝

　謝名zana⑪国頭一今帰仁間切

　謝名堂zanad・o⑪島尻一仲里間切

　謝花zahwana⑥国頭一本部問切

噛敷・a・i・i⑪顯＿騒醐
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b　行政区域溺一覧

（1｝新里

　（首里三平等）

真瀦志之平等

　真翻志，町端，由廻，大鈍川，与那覇

　堂，立身，寒水川，金城，内金城

　　明治12年に与那覇堂村は由川村に，

　　立岸栂は寒水川村に，内金城村は金

　　城村にそれぞれ合併された。

南風之平等
　桃原，大中，当蔵，鳥小堀，赤田，麟

　山

西　之　平　等

　三儀保，下儀保，赤平，事事良次，久

　三川

　　明治12年に上灘保村と下儀保村は

　　合併されて取皿村となった。

｛2｝那覇

（那　覇　四　町）

西，東，泉綺，若狭町

久米村（古名，朱明府）

　久米村の久茂地は一村落をなしてい

　たので明治12年独立に役揚が殿かれ

　た。

泊村

　久米村と泊村とはもと那覇から独立

　していたが，明治13年合併された。

　また，鳥島はもと油村の管轄であっ

　たが，明治12年：泊村の蕨属を離れ，

　独立となった。

（3〕島尻方

真和志間切
　識名，古波蔵，与儀，国揚，真嘉比，

　天久，安里，上間，松ill，牧志，仲弁

　問，安i謝

　　牧志村中の壺屋は燐属がなかったの

　　で，明治13年那覇の泉綺村に編入

　　された。

豊見城聞切
　豊見城，宜保，宇栄田，渡嘉敷，盛栄

　茂，翁長，坐礁，伊良波，我那覇，仲

　地，平良，高嶺，饒波，高安，金良，

　長堂，嘉数，真玉構，根差部，心機名，

　田頭

小棘　闘　切

　小緑，田原，堀川，当間，安次嶺，赤

　嶺，宇栄原，翠宮城，具志，多賀良，

　松川，金城，大嶺，儀間，湖城
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兼　城　闘　切

　兼城，潮平，糸満，照屋，坐波．賀数，

　阿波根，波平，武富

南風原間切
　Aes平，兼城，与那覇，宮城，津嘉寅，

　由ノ【i，神里，喜置武，塞部，照屋

大　里　間　切

　西原，南風原，嶺井，与那原，上与那

　原，古堅，高宮城，湧稲国，稲福，真

　境名，圏取真，平川，当間，大見武，

　大城，稲嶺，仲程，農袋，板良敷，平

　良

高　嶺　周　切

　与坐，大里，麟吉，真栄里

東風平間切
　東風平，窟盛，獄名城，宜寿次，外岡，

　友寄＝，高良，志多低，当番，小城，伊

　覇

具志頭間切
　具志頭，新城，破名城，安漿，凝議，

　与坐

玉　城　圏　切

　玉城，垣花，仲村渠，巻軸，仲栄間，

　奥武，志三原，当由，富里，屋嘉都，

　糸数，富名腰（舟越），前川

真　壁　間　切

　真壁，嘘泣城，真栄平，親垣，掛敷，

　前里，小波蔵，安塁，糸洲

摩文仁間切
　摩文仁，小渡，米須，石凍，留礼，波平

喜屋部間切
　喜屋部，福地，山城，上里，束辺名

知　念　間　切

　知念，久手堅，安坐間，知名，山q，

　仲里，夕露，志豊凶，下志喜屋，久高．

　外張

佐　数　間　切

　佐敷，平田，手登根，屋比久，外間，

　津波古，小谷，新里，与那覇

　（慶良閲二間切）

渡嘉敷間切（前慶良間ともいう）

　渡嘉敷，前，小嶺，阿波連

坐間味間切（後慶良間ともい5）

　坐聞味，飼嘉，慶留間，加番，附記

　（久米二闘切）

具志Jil間切

　具志規，仲村渠，仲地，由里，上江洲，

　西銘，大田，兼城，嘉季苅

仲里間切（古くは中城といった）

　宇涯城，比屋定，阿嘉，真弓，宇根，

　謝名爵，此嘉，島尻，由城，儀闘

　（以下四島は農尻方に属する）

撰　是　名　島

　撰是名，諸見，i勢理客，件田

伊　平　塗　島

　我喜墾，霞名，島尻，野甫

粟　　国　　島

　西，東，浜

弓　名　喜　島

　桃原

s〈n



〈4｝中頭方

西　原　間　切

　末吉，平良，石嶺，幸地（古くは煩内），

　棚原，翁畏，鳥屋，請花波，小橋川，

　内間，掛保久，嘉手苅，小那覇，与那

　城，我謝，安室，桃原，小波津

浦　添　閻　切

　仲間，安波茶，藩祖，牧港，城間，屋

　富裡，富鳩仲西，小猿，勢理客，内

　間，沢紙，前田，西原

宜野湾間切
　宜野湾，神撫，毅城，野嵩，普天間，

　安仁屋，喜友名，留佐，大由，真志喜，

　大仁名，量地泊，嘉数，宰相古

中　城　間　切

　伊集，漁宇慶，津覇，奥問，安里，当

　間，新垣，屋宜，添JEi，傍舎堂，泊，

　久場，熱N，和仁屋，渡口，島袋，比

　嘉，仲順，喜舎揚，瑞慶覧，安谷屋，

　三舞，大城

北　谷　間　切

　北谷，玉代勢，伝道，桑江，便礼，平

　安由，浜川，春霞，野里，野中，屋畏，

　嘉手納

読谷由自切
　坐喜味，上地，波平，高志保，渡慶次，

　三間，出離，瀬名波，長浜，喜名，伊

　喪皆，比謝，大湾，古堅，渡具知，楚辺

越　来　關　切

　越来，照塁，安慶田，仲宗根，胡虜，

　上地，諸見里，山内，宇久田，大工廻

　（塞くさご〉を誤って廻と書く習慣と

　なっていた）

美　里　間　切

　西原，宮里，古謝，桃原，大里，高原，

　琵屋根，与儀，松本，知花，登刑，池

　原，東恩納，石川，伊波，嘉手苅，由

　城，楚南

勝　連　間　一切

　南風原，内間，平安名，平敷屋，浜，

　；：ヒ嘉，　津堅，　神谷

与那城劇烈
　与那城，西原，豊海理，饒辺，屋慶名，

　平安坐，上原，宮城，智計

具志川間切
　具志川，田揚，宇堅，天願，安慶名，

　川麟，栄野比，兼箇段，江洲，宮里，

　高江洲，仲嶺，喜屡武，上江洲，大田

（5》国頭方（山原）

恩　納　間　切

　恩納，谷茶，富着，前兼久，仲泊，由

　田，真栄田，瀬良垣，安富祖，名嘉間

名　護　間　切

　安私山入端，屋部，宇茂佐，宮里，

　大兼久，城，東江，世富慶，数久田，

　三田・幸喜・喜瀬
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金　武　周　切

金武・屋慕・伊芸・漢那・惣慶・宜野　｝

　坐，古知屋

久　志　間　切

　久志，辺野瀬，大浦，瀬高，汀圏，安

　部，嘉陽，天仁屋，有銘，慶佐次，平

　良，廻田，宮城

本　部　問　切

　瀬底，尊報波，綺本部，健堅，辺名地，

　大寒名地，渡久地，伊野波，董里，満

　名，隷下味，浜元，浦綺，謝花，嘉津

　宇，具志堅，備瀬，小浜

今帰仁間切
　今帰仁，親泊，兼次，志慶閻，諸喜照，

　与那嶺，仲羅次，綺由，平敷，謝名，

　仲宗根，岸本，玉城，寒水，湧川，天

　底，勢理客，上運天，運天，一宇利

羽　地　圏　切

　源河，稲嶺，真喜屋，仲尾次，川上，

　霞弁等，親川，仲尾，振慶名，芝繋Jll，

　我部担河，古我知，異我，我部，饒平

　名，済井繊，置我

大宜味間切
　大宜味，津波，渡野喜屋，田港，屋久

　前田，塩屋，根路銘，大兼久，饒波，

　喜如何，一一名代，根回銘，城，見里，

　三田，麗嘉興

国　頭　問　切

　浜，同地，奥間，辺土名，宇良，伊；地，

　与那，i表敷，佐季，辺野喜，宇嘉，辺

　戸，奥，楚洲，安田，安波

　（解江島は国頭方に属した）

俘　　江　　島

　東江上，東江前，西涯上，爵涯前，絹

　平

〔6｝宮古

平　良　問　切

　東仲宗根，西原，大浦，島尻，舞疾，

　大神，池間，前里，西仲宗根，荷jll取，

　銘嘉，葦間

砂　規　間　切

　下里，西里，松原，宮賦，薪里，砂周，

　：友：利，福里，保良，新城，野原

下　地　間　切

　嘉手苅，佐和田，長浜，国仲，仲地，

　伊良部，久貝，11購，洲鎌，上地，与

　那覇，来間

　（多良閻島は宮古に属する）

多　良　間　島

　塩jll，仲筋，水納

（7｝八璽由

大　浜　間　切

　大川，登野城，翼栄里，．平野，大浜，

　上原，函表，綺山，波照間

石　壇　間　切

　石垣，tWJII，三蔵，目撃，川平，栂海，
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　竹富，黒島，新城，南風見，仲間　　　i　久保，野底，小浜，古見，高那，鳩聞

宮　良　間　切　　　　　　　　　　　　『（与那国島は入獄由に属する）

　宮良，白保，盛山，桃里，儲原間，平　i与　那　国　島

　　　　　　　　　　2　琉球列島主要島名一覧

　　　　　　　　　（1）　遵の賜（mieinus量ma⑳十島と奄美）

硫黄島　’juoogasima③　　　　　　　　　加計呂麻島　kakiruma①

七島　sicitoO⑨　　　　　　　　　　　　徳之島　tukunuslmaan

　宝島takarazi厭a⑨　　　　　　沖永良部島？irabu⑨

奄美大島本島　？uusimaO　　　　　　　　与論農　’jUNnu⑪

　　　　　　　　　　　　　（2）沖　纒　群　鴎

沖縄本島？ucinaa＠，大地（？uhuzi⑰），　瀬底島sisuku⑨

　　　　　地下（zizi⑪）などともいう。　　古宇利島　kui⑨

　　　　　それに対’し，その他の島々を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋測地島　’」鼠gaci⑪
　　　　　離（hanayi（①）という。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粟欄島　？aguni⑨
極平屋i農　？ihja⑪

　　　　　　　　　　　　　　　．。　　渡名喜：葛tunae量⑨
　β堤名島？izina①孔門（meezii⑪）
　　　　　　ともいう。　　　　　　　　　鳥務　tuisima⑰

　伊平屋島　？ihja⑨後地（kusizii⑬）　久米務　kum2zima⑰

　　　　　　ともいう。　　　　　　　　慶良間列島　kirama①

　屋那覇島’janahwa⑨　　　　　　坐閻味島Iamami⑨

　具志ハ臨gusicaa⑪　　　　　　阿嘉島？aka⑪
　里予霧島　　nubuO）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶留間島　　giruma〔①

富江癌？iizima⑨　　　　　　　　渡嘉敷島tukasici⑨

水蘇蜜miNna⑪　　　　　　　慶撲瀬島cii⑨
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瀬長島sinaga①

奥武島　？oo⑪

久高島　kudaka⑪

津堅島　　gik呈N（①

浜tt嘉島ha隙hwiza⑩

平安藍島　hjaN多a①

高離島　takahanari⑨

｛∋ffgy島　　？ici⑨

（3、　先　　島　（sacisima①）

宮古群島　mjaaku①

　宮古島　mjaaku①

　瀧間島？icima③

　来間癌　k疑rima⑨

　伊良部昂　？irabu⑪

　多良闘島　tarama⑬

　水納島　miNnaen

入早世群島’eema①

　石垣島　　？isigaei①

西表島　？iri？umuti①

竹富島　dakidUN⑨

il、浜島　　kubama①

旧聞癌hatuma（①

黒島kurusima⑨

新城務　　？aragu寧圭ku⑰

波照閲島　hatiruma⑲

与那闘島’junaguni①

（4）　そ の 他

鳥島（徳之島西方）　tuisima⑪
i大東島

？uhu？agarizimaO

3　日本本土および外国の地名

（1）　H本本土　（？uhujamatu⑨，’jamatu⑪）

江戸　’id脈D（東京　tGoeoo①）
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